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曩に 成りし 神 戶市史 は 筆 を 大正 七 年に 擱 けり。 時恰か 

も 世界大戦 進行 中に し て、 爾 來 年を閱 する 十 有 五 年に 過ぎ 

ざれ ど も、 其 變遷. の 迹洵に 隔世の 感 あり。 惟 ふに 其， 間 畏 く 

も 今上陛下の 行幸 を 忝う し、 且 っ大 観艦式の 御擧行 あり 

て、 無 上の 光榮に 輝け る こと ありし 我 神戶市 は、 其 境域 を 東 

西に 擴 張して 廣袤 優に 二倍 を 超 え、 其 港 灣は第 一 期 事業 を 

完 成 し、 第 二期 修築 亦旣に 大半 を 竣功したり。 斯 くの 如く 

し て、 我 市の 貿易 は 躍進 振 張 極り なか らんと し、 其 の 價額正 

* に 本邦の 首位に 上 り、 從 つて 市の 商工業 は 愈々 其 機構 を擴 

大 整備 し、 敎 育 の 實績更 に 益 々發揚 せ ら れ、 神 戶 市の 恢弘せ 


る 規 模、 充 實 せる 內 容共に 大戰 前の 比に あらず。 而も 加 ふ 

るに 大楠公 六 百年祭 を迎へ て、 市 民の 精神 作興 大に 見る ベ 

きもの あり。 玆に 於て かゝる 異常なる 發展更 張 は 之を錄 

して 當來 の參 照に 供す る の 要 ある を認 め、 昭 和 九 年 三月 神 

戸市 史 第二 輯の 編纂 計 畫を立 て、 大 正 A 年より 昭和 人 年に 

至る 十五 年間の 事歷を 記述す る ことと 定 め、 爾 來三箇 年、 豫 

定の業 成りて 今や 順次 上梓す る を 得る に 至れり.。 卽ち前 

輯神戶 市史と 併. せて 相 共に 神戶市 興隆の 蹟を 省察 し、 將 來 

向上 無邊の 大計に 資すべ きもの 蓋し 尠 少ならざる を 信ず ( 

こ ， に 第二 輯の序 を 記す に 方 り、 熱. 心 協 贅を與 へ られ たる 

市會と 有益なる 指 敎を賜 はりた る 大方 諸家と に對 し、 深 甚 

なる 感謝の 意 を 表す。 顧る に神戶 市の 發展は 我 邦の 進 運 


と 相 f« へ る は 固より 言 を 俣た ざれ ど も、 其 功 又 先 

不撓なる 努力に も歸 すべ きものに し て、 昭 和 A 年 

みなとの 祭」 を 執行せ るが 如 き、 亦 報 本 反始の 精神 

るに 外なら ずと なす。 今、 神 戶市史 第二 輯の 完成 

に 就き て、 市 民 諸賢が 審か に是 等の 史に徵 し 以て 

の 發展を 期す る あらん こと を冀ふ や 切なり。 

昭. 和 十一 一年 三月  た ,  I  . 

神戶 市長 勝 田 銀 
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神 戶市史 第二 輯 成る。 分ち て 之 を三册 とな し、 將 に 漸次 

上梓 せられん とす。 第一 册、 總 說 及び 各 說、 第 一 一 册、 別 錄、 第 三 

册、 附 圖.資 料. 年 表 • 索 引 等、 前 輯の 市史を 承け て 大に新 編の 增 

益 を 見、 又 頗る 遣 漏の 補充 を 加へ たり。 組織と 體 裁と は、 一 

に 前輯の 市史に 準ずる こと を 期せり と雖 も、 篇 目の 分割 及 

び 次第 等に 就きて は、 今 次 之 を 更新せ る 所 少しと せず。 

顧 る に、 前 史は 大正 七 年 監修 文學 博士 內田 銀藏 君の 立案 

して 其の 基礎 を定 め、 同 文學 博士 原勝郧 君が 其の 計 畫を遂 

行して 漏 纂を完 うした る ものな りし が、 刊 行 以来 十 餘年を 

經て、 昭和 九 年 四月 新に 第二 輯の. 纂修に 著 手 し、 玆 に 逐次 印 


刷 を 見る に 至れるな り。 這般 編纂の 業 は、 前 史の 編修 を 分 

擔 したりし 岡久彀 三郧氏 主任と して 之に 當 り、 且 つ 執筆の 

傍ら 董督の 事に 從 へり。 編纂 所の 內に 在りて 分擔 せし 者、 

文 學士日 蘆彌三 郧、 同 原山淑 夫、 經濟 學士佐 伯敏夫 の 三 氏 と- 

囑に 依りて 別錄 中の 一 章 を 執筆せ し 文 學士小 葉田淳 氏と 

是 なり。 分 擔に關 して は、 別 に 編纂 顚 末の 一 章に 詳 かにし 

たる を 以て 今一々 贅 せず。 予 乏しき を 以て 再び 市史 第二 

輯の 編纂に 關 係し て、 先 僚の 遣 緖を紹 がんと 欲せり と雖 も 

省みて 實 績の完 か ら ざるな きか を 憂 ふ る こと 甚だ 切なり 

昭和 十二 年 三月 ■  .  ： 

神 戶市史 編纂 顧問 文學 博士 新 村  出 


神 戶市史 第二 輯本編 
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九 年の 海運と 貿易。. 大正 
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部三箇 町村の 編入。 阪急乘 入 問題の 解決。 市長 重任。 谰 

區の 給電 問題。 記 念 すべ き 昭和 五 年度の 市 政。 昭和 六 年 
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第二 章 生活 狀 態の 變選  
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世帶の 構成と 男女 別。 年齡 別人 口と 特徴。 移住 型 を 示す 

人口。 灘.葺 合 .祌戶 の 人口 構成。 湊束及 其 他の 人口 構成。 

靑壯年 者の 多き 年齡 階級。 配偶 關 係と 特殊 事象。 出生地 

別人 口。 殖民 地 及外國 出生 者數。 神戶. 兵 庫ニ區 の 出生地 

別人 口。 他府縣 出生 者の 分布。 年齡 による 出生地 別。 職 

業 別人 口に 現れた る 特徵。 十 年間の 有 業者の 變動。 有 業 


目  次 

と 無 業 

產業上 

商工 關 

擔。 有 

, 場所 別 

祌戶都 

比較。 


〇 


及 八區の 有 業者 

の 地位 別 比較。 

係の 世帶 主。 男 

副業 者。 晝. 夜間 

人口。 住居と 室 

市 計畫區 域內の 

六 大都市 人口 比 


比較。 八區の 職業 別 有 業者 比較。 

有 業 • 無 業の 年齡 別。 年 齡別有 業者 《 

女 別によ る 地位。 有 業世帶 主の 負 

人口密度の 比較。 從業叉 は 通學の 

數 との 關係。 世 帚と 室 數の閼 係。 

戶ロ增 加 表。 六 大都市 人口 增加率 

較。 


第 四 章 市の 膨脹 及び 充 お 


域の 悤 


杀 


地域と 其 充實。 須磨町 

面積の 推移。 都 

六 大都市の 巿域 

租地 反別。 溜池 

內の 宅地 增加。 


密度。 

民有 有 

須磨區 


林 田 區. 灘 區 方面 市街の 


の 併合。 東部 三箇 町村の 編入。 市 

市 計畫區 域の 決 定。 住宅地と 人口 

比較。 總 反別と. 宅地 由 畑の 增減。 

の 滅少。 林 田 區內の 宅地の 增加。 

大 手， 尻 池 及 葺八ロ 方面の 市街の 整理。 

整理。 外 墓 跡の 市街地。 長 田 北部 


七 


の 市街。 柬須磨 方面の 市街。 灘區內 の 整理。 西須 磨の 整 

理。 灘區 方面 ー帶の 市街の 整理。 海面 埋立 による 宅地 增 

加の 趨勢。 神戶 都市 計畫 地域の 決定。 防火 地區の 決定 C 

甲種 防火 地區。 乙種 防火 地區。 商 土. 住宅地 域の 條件。 商 

業 地域と 其 面積。 商業地 域の 町名。 工業 地域と 未 指定 地 

域。 工業 地域と 町名。 住宅地 域の 面積 人口。 神 戶市內 の 

道路 綱と 路線。 工場 分布の 變遷。 工場. 職場の 分布。 營業 

所の 分布。 郊外 町村 人口の 增殖。  一 

各說下 

章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關. 係紀事 ，  

講和 條約 締結 奉祝 賀表 捧呈。 御成 年式 奉祝 C 大正 天皇 行 

幸。 皇太子 行啓。 皇太子 行啓。 皇太子 行啓。 皇太子 御歸 

朝 奉祝。 皇太子 攝政御 親任と 天機 奉伺。 皇后 行啓。 攝政 


宮御 婚儀 納采 奉視。 攝政宫 行啓。 攝政宫 御 不例 奉伺。 伏 

見宫 薨去 敬 悼。 皇族 薨去. 御 重傷と 天機 奉伺。 關東 大震災 

と 天機 奉伺。 虎門 事件と 天機 奉伺。 攝政宫 御 婚儀 奉祝。 

華頂宮 薨去 弔意 奉 表。 大婚 二十 五 周年 奉祝。 皇孫 御 誕生 

奉祝。 大正 天皇 大葬 儀遙拜 式。 內 親王 御 降誕 奉祝。 內親 

王 御 葬送 遙拜 式。 雍仁 親王 御 婚儀 奉祝。 卽位 大典 祝賀 式。 

久邇宫 薨去 天機 奉伺。 昭和 四 年の 行幸。 神戶 市役所の 光 

榮。 內 親王 御 降誕 祝賀 式。 高 松宫御 婚儀 奉祝。 特別 大演 

習觀艦 式。 今上天皇 神戶御 通過。 內 親王 御 降誕 奉視。 朝 

香宫妃 薨去 敬 悼。 皇太子 御 降誕 奉祝。 

章 市政 機關の 沿革  

市勢の 發展と 市政の 複雜。 大正 八 年度。 改正 處務 規程 實 

施。 補缺 選擧。 市電 建設費。 物價 騰貴と 吏員 待遇改善。 

質疑 論議の 盛 行。 阪急乘 入 否决。 有權者 名簿の 粗漏。 小 


學校增 築 問題。 俸給 手當の 加給 案。 兵 庫 運河 買收。 市 吏 

員の 加給。 市長 問 實. 議 長 不信任 問 題。 參 事 會 員 辅缺。 道 

路. 軌道の 改良 敷設 案。 百 三十 三 萬圓の 寄附 採納。 特別 市 

制 問題と 市の 運動。 鹿 島 市長の 返 職と 慰勞。 須磨 町の 編 

入。 須磨 町の 維新 前の 所領 別。 須磨 町の 維新 後の 變遷。 

市吏員 數と 大正 八 年の 事務。 大正 九 年度。 選擧區 竝定數 

條例 改正。 須磨 出張所。 土岐 助役 重任。 議事 規則と 開 會 

時限。 補缺 選擧當 選者。 櫻 井 市長 詮衡 經緯。 特別 市制 促 

進。 祌田兵 右衛門の 市葬。 水道. 開港. 市制. 電 氣の視 賀會。 

市會 決議の 尊重。 永 田 助役 就任。 巿會 議員 待遇 規程 制定。 

大正 九 年の市の 事務。 市 公報の 發行。 大正 十 年度。 市電 

氣 局撿査 委員。 公會堂 建設 案。 葺合 區會廢 止。 須磨 出張 

所の 火災。 總選擧 と 新市會 議員。 議長 • 副議長 選擧。 市參 

事 會 員 選 擧。 補償 審 査 員 .學 務 委 員. 都 市 計畫 地方 委 員。 區 

有財產 管理 委員 條 例の 改正。 收入 役の 更迭。 祌戶港 第二 


期 陸上 設備。 祌戶 都市 計畫區 域の 決定。 圖書館 寄附の 採 

納。 電燈. 電力 値 下 案。 建議案と 發案 問題。 軌道 第二 期 建 

設 案の 決定。 淸盛 塚移轉 問題。 市電 海岸線 特許 問題。 市 

會會議 規則 改正。 特別 市制 促進の 經過。 大正 十一 年度。 

財政 調査 委員 會 規程 否決。 櫻 井 市長の 辭 任と 後任 市長の 

詮衡。 . 土 岐 助役の 死亡。 石橋 市長の 就任と 詮衡經 過。 市 

會 議員 選 擧區竝 定數條 例 改正 建議。 整理と 吏員 定數 の滅 

少。 電氣 局撿査 委員の 決定。 大正 十二 年度。 渡邊 助役 就 

任。 市會 議員 補缺選 *。 市 廳舍增 築 案。 關 東大 震 火災と 

祌戶 市。 參事會 員 補缺。 生 絲撿査 所 設置 案。 電氣 局撿査 

報告。 木會議 期間 延長の 建議。 豫算 査定の 方^。 大正 十 

三年 度。 市電 從業員 特別 賞與。 決算 調 .査 の 結果と 市長の 

態度。 市會 議員 選 擧區竝 定數條 例 改正。 中央 卸賣 市場 設 

立案。 高架線 問題。 辨天濱 船渠 市營 案。 大正 十三 年の市 

の 事務。 大正 十四 年度。 兵 電買收 建議。 永 田 助役 返 任。 


市會 議員 任期中の 功績。 市會總 選擧。 正. 副議長の 選擧。 

參事會 員の 當選。 巿會 議場の 紛亂。 石橋 巿 111^ の辭 m と， 詮 

衡 委員。 當選 異議 申立 對策。 公金 費消 事件。 正 • 副 收んル 又 

返 任。 黑瀨 市長の 就任と 其詮衡 經緯。 區會條 例 改正。 杉 

野 助役 由 中 副 收入役 就任。 刑務所 移轉 促進。 學務 委員の 

活動 希望。 言 論 抑壓の 非難。 縦貫 鐡道 問題の 解決。 大 I 

十五 (昭和 元) 年度。 鐡道 局移轉 阻止 運動。 貯蓄 銀行 市營の 

議。 學務 委員 條 例の 改正。 學校 建築 不正 問題。 市會 議員 

當選 異議 申立の 成否。 巿會 議員 徽章 規程。 市會議 * 新設 

建議。 市會 議事 規則の 劃期的 改正。 大正 十五 年の市の 事 

務。 昭和 二 年度。 渡邊 助役 重任。 電氣 局の 綱紀 肅正。 川 

崎 造船所 救濟 問題。 電氣 使用 條例 改正。 神戶港 修築 繰延 

阻止 運動。 不良 住宅地 區の 申請。 阪急乘 入 問題の 發端。 

吏員 給料 支給 規程 改正。 公金 費消 事件。 行政 事務の 激增。 

昭和 三年 度 C 市廳舍 新築 案の 成否。 臨時 財務 調査 委員 規 


程 成る。 市會 と傍聽 席。 選擧 

特別 市制 促進 運動。 阪急乘 入 

村 編入と 其經 

編入と 市 域の 

村 の 維新 後 の 

の 率務。 昭和 

の 業績。 第一 

決 定。 市 會の混 

營 意 見 書。 黑瀨 

事 會員定 數條例 

打 事件。 投票 開 

委員の 決 定。 祌 

會條 例の 改正。 
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リ 昭和 五 年度。 
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瓦斯 料金 値 下問 題。 海港 博覽會 補助。 修築 繰 延反割 意見 

書。 高架 鐡道 工事に 伴 ふ 工費の « 助。 部落 有 財產の 寄附 C 

名譽 職員 費用 辨償 規程 改正。 市 會傍聽 人 取締 規則の 改正。 

貯木場 設置の 議。 競馬場 市營 問題。 豫算 案に 關 する 紛議。 

行政 區 設置の 沿革。 明治 四十 二 年 行政 區 設置 建議。 鹿 島 

市長 時代の 設置 調査。 市吏員 派出所の 設置。 櫻 井 市長 時 

代の 準備。 大正 十五 年黑瀨 市長の 調査。. 行政 區設蘆 決定。 

區 S 所開廳 準備。 八區 役所の 開廳。 昭和 六 年度。 市會議 

員囑 託に 關 する 建議。 観光施設 調査 委員 會 成立。 參事會 

員の 選擧。 市長 以下 俸給 改正と 吏員 整理。 處務 規程の 大 

改正。 市吏員 登用 試驗 規程。 兵庫區 の名稱 決定。 野ロ戶 

籍 課長 慰勞。 屎尿 汲取 手數料 徵收。 臨時 事務 整^ 委員 會 

規程。 昭和 六 年の市の 事務。 昭和 七 年度。 裏山 開發 案の 

決定。 市會の 再議 を 求む る 件。 市會 議員 選 擧區竝 定數條 

列 改正。 議員 定數 六十 人と なる。 議員 配當 表。 投票 及 開 


票 分會。 市會 議員 選擧 投票 分會及 開票 分會。 社會的 施設 

案。 永代借地と 外人 滯納 問題。 費用 辨償 規程と 旅費 條例。 

兵 庫區名 生まる。 山 田 村 併合 問題。 教育界 廓清 問題。 市 

會會議 規則の 大 改正 其 一。 市 會會議 規則の 大 改正 其 二。 

昭和 八 年度。 市會 議員 總選 擧。 正. 副議長の 决定。 名譽職 

參事會 員 等の 決定。 高架線の 竣功と 複々 線 工事の 促進。 

阪急乘 入 問題の 解決。 黑瀨 市長 返 任。 各種 委員の 决定。 

滿蒙 貿易 進出に 關 する 調査 委員 會。 公設市場 移轉 改造 問 

題の 發端。 調査 委員 會の 决定 案。 灘區の 公設市場 設置 反 

對 意 見。 公 私設 市場 關係 者の 贊 否の 示威 運 動。 委 員 會 案 

の 可决。 來山 病院 事務 上の 調査。 區會廢 止 建議と 其 理由。 

勝 田 市長 推薦の 經緯。 勝 田 市長 就任。 梅津 助役 退任。 勝 

田 市長の 方針。 特別 市制 促進 運動の 經過。 市廳 舍入ム 會 堂 

建設 資金 積立金。 廳 內拔擢 主義と 教育 部 新設 要望。 市會 

議ぉ 決定。 朮政 事務 調査 委員 會。 率直 明朗なる 豫算 案。 


處務 規程の 改正。 名譽 職員 費用 辨償 規程 改正。 昭和 八 年 

の 市の 事務。 

一、 巿會 正. 副 議長  

二、 市會 議員 任期 一 覽表  

三、 名 * 職 市 參事會 員  

四、 區 有財產 管理 委員  

*  <1  口  ®  • …… 

0  ^  0  .  ^0$^.  ；  

0  W  0   こ： 

五、 市區 改正 調査 委員  

六、 市街 建築物 法に 依る 補償 審査 委員  

七、 都市 計 畫兵庫 地方 委員 會委 員  

八、 市學務 委員  

九、 臨時 財務 調査 委員  

一 〇、 臨時 觀光 施設 調査 委員  


章 市營 事業  

市營 事業。 

一 上水道 事業…  

第一 囘 水道 擴張 工事の 竣功。 第一 囘 水道 擴張計 畫と其 後 

の狀 勢。 第二 囘 水道 擴張 計畫。 第二 囘擴張 計畫の 竣功。 

第二 囘擴張 工事の 概要。 千 I 刈 堰堤の 嵩 上。 千 ^上 ケ原間 

導 水路。 上ケ 原 • 市 內間 送水管。 上 ケ原淨 水 場の 增設。 會 

下山 淨水 場。 奧 平野 淨水 場の 增設 工事と 配水管。 須 磨と 

灘の 水道工事。 東部 町村 配水 池。 第三 囘 水道 擴張 計畫成 

立。 第三 囘擴 張計畫 槪耍。 第三 囘擴 張の 水源と 影響。 給 

水 狀况。 船舶 給水 事業。 水道 經營 費。 水道 事業 費の 經理。 

水道 事業と 公債。 

二 電氣事 業  

發電擴 張 計畫。 第二次 發電擴 張 計畫。 神戶市 最初の 受電。 


受 電力の 增加。 受竃 契約の 更新。 其 後の 受電增 加。 發電 

力と 受 電力。 電燈 利用の 增加。 大正 九 年と 昭和 八 年の 電 

燈 比較。 電燈收 入。 電力供給の 實 糗。 電 熱 と 電 扇。 ラ ヂ 

ォ. ネオン 燈. 小馬 力。 電氣 使用 條 例の 變遷。 市營當 時の 市 

電。 熊內 延長 線の 建設。 市電 第二 期 線 計畫。 市電 第三 期 

線の 計畫。 第三 期 追加 線。 須磨 線の 開通。 高 松 線の 工事。 

國道 線の 工事。 臨港 國道 線の 開通。 軌條及 吊 架 法の 改良。 

市電と 高架線の 切換 工事。 高架 鐡 道の 開通と 市電。 市 電 

運輸 狀况。 乘務 員と 乘客。 電車 收入。 市電 乘車 料。 電車 

事故。 車輛の 改善。 乘務 員の 養成と 其 美事。 市電 乘務員 

の大 罷業。 市 營乘合 自動車。 乘合 自動車 事業の 開始。 事 

業の 發展。 乘合 自動車 車庫。 乗合自動車 營業 路線。 乘合 

自動車の 系統 路線。 運 轉成镜 表。 年次 成績表。 民營 自動 

車 事業の 買收 C 自動車 事業の 買收 路線。 乘合 自動車 乘車 

料。 六 大都市々 營 軌道 事業 表。 六 大都市々 營乘合 自動車 


目 次  亍ー 

事業 表。 電氣 事業 費の 决算。 電氣 事業 收 入と 繰 入金。 電 

氣 事業 關係 公債。 昭和 八 年の 損 S 計算。  . 

Ill 公設市場  逢 Q 

配給 機 關の嚆 矢。 公設市場の 開設。 公設市場 增設の 沿革。 

公設市場 經營 方法。 公設市場の 管理 及 職制。 公設市場 賣 

上 高。 

四 祌戶 市中 央卸賣 市場  i 力 


祌戶 中央 卸賣 市場 設置の 議。 市場の 位置 决定。 卸賣 市場 

； 建築 竣功。 引 込 鐡道其 他の 完成。 業務 規程の 發布。 W 難 

. なりし 當 業者の 結成。， 卸 賣人會 社 表。 分 場の 開設と 市場 

開設 費。 建物と 設備。 賣上豫 定と賣 上 高。 場外 卸賣 問題。 

五 其 他の 市營 事業  冗望 

第 四 章 市の 財政  i 

市 財政 經理 事務 。財政 調査 機關 設置の 議。 財務 調査 委員の 


設置。 財務 調査 委員 規程の 改正。 市費と 九 特別 會計。 一 

般會 計の 內容。 大正 七 年度の 市 財政。 大正 八 年度の 財政。 

好況の 反映。 大正 九 年度の 財政。 W 極 的 豫算。 大正 九 年 

度の、 决算。 世界 大戰 終熄と 其 反動。 大正 十 年度の 財政と 

歲入增 加の 原因。 大正 十一 年度 豫算 編成 方針。 增税 案の 

否決と 市長の 態度。 大正 十一 年度の 決算。 大正 十二 年度 

の 豫算と 査定 方針。 財界 不況の 深刻化。 緊縮 方針と 大正 

十三 年度の 財政。 緊縮 豫算と 其 決算。 大正 十四 年度の 財 

政。 大正 十四 年度の 決算。 大正 十五 年度 豫算 編成と 財政 

の 前途。 決算に 現れた る 昭和 元年 度の 財政。 昭和 二 年度 

の 豫算。 未 首 有の 市費 決算。 財界 恐慌と 昭和 三年 度の 豫 

算。 增税 案の 否決。 昭和 三年 度の 決算と 市況。， 昭和 四 年 

度の 豫算。 昭和 四 年度 決算と 歲 入の 滅少。 緊縮と 增税に 

困し める 昭和 五 年度 豫算。 昭和 五 年度の 歲 出入 決算。 困 

難 を 極めた る 昭和 六 年度の 財政。 市長の 三 大政 策と 昭和 


六 年度の 決算。 昭和 七 年度の 豫算と 屎尿 汲取 問題の 解决 

昭和 七 年度の 歲 出入 決算と 市、 况の 復活。 瓦斯 料金 値 下問 

題。 悲觀 せられた る 市 財政。 昭和 八 年度の 豫算 編成。 昭 

和 八 年度 歲出 决算。 昭和 八 年度の 歲入 决算と 市況の 反映 _ 

所謂 明朗なる 昭和 九 年度 豫算。 縣費 負擔の 沿革。 特別 會 

計 水道 費。 同 導水 事業 費。 同. 水道 擴張 費。 同 第二 囘 及第 

三囘 水道 擴張 費。 同須磨 水道 擴張 費。 同電氣 事業 費。 同 

電氣 事業 用品 資金。 同市 區 改正 委員 會費。 同 都市 計畫事 

業 費。 同 墓 木 財產及 積立金と 其 運用 條例。 同市 民 病院 費- 

同 中央 卸賣 市場 費。 同 公設 質屋 費。 區費。 市 財政 總歲入 

出の 增加。 市費の 增加。 水道 費の 增滅。 電氣 事業 費の 變 

動。 爾餘 特別 經濟 の增 減。 總歲入 出に. 對 する 各 經濟別 比 

率。 市 財政の 三 大經濟 別 比較。 複雑なる 市の 事業。 市の 

事業の 分類。 事業 別 比較の 一。 事業 別 比較の 二。 事業 別 

總歲 出額。 歲 出と 純歲 出の 差額。 事業 別 歲出比 冽と 市債 


費。 電氣 事業 費の 占む る 比率。 敎 育. 土 木. 其 他の 事業の 比 

率。 繰 入金. 水道. 保健 三 事業の 比率。 產業 • 社會ニ 事業の 占 

むる 位置。 歲入 としての 市債 及 繰越 金。 市税 及 過年度 市 

税繰 入金 運用 金。 爾 餘の歲 入。 總歲入 額と 歲入 種目。 總 

純歲入 中の 市税と 繰越 金の 地位。 繼續 事業 費。 繼續 事業 

費 表。 昭和 八 年度 末の 繼續 事業と 費 額。 繼續 事業と 其殘 

工事費。 繼續 費の 財源と 收入 額。 十 五箇 年間の 市債と 事 

業。 經濟別 市債の 比率と 市 財政。 市税の 地位。 特別 税條 

例の 改正と 新税 設定。 特別 税條 例の 大 改正。 特別 地税と 

新税 目。 家屋税 課 率の 改正。 納税 組合の 設置。 市民の 市 

税負擔 額。 市税 滯納處 分。 六 大都市 有財產 比較。 六大都 

市 市債 比較。 六 大都市 市民の 負擔 比較。 神戶市 財政の 膨 

脹。 純歲入 出金額 幷 指數。 


衞生 事務 及衞生 施設 調査 會 

一 ft  設  

束 山 病院。 屯田 療養所。 結核 診療 班。 社會 情勢と 醫療。 

市民 病院。 縣立 病院と 日本 赤十字社 支部 診療所。 日本海 

員掖濟 會神戶 病院。 濟生會 兵庫縣 病院。 報 國義書 救護 院* 

イエス 團 友愛 救濟所 • 鐘 紡 診療所。 市營 葬儀場。 火葬場の 

買收。 市營 火葬場。 神 U; 市 共 葬 墓地。 墓地 使用料。 屠場 

の 買收と 市營。 屠場の 施設と 屠 畜數。 市立 衞生 試驗 所と 

試驗 成績。 衞生 組合。 塵芥 出 量。 麇芥 容器の 改良と 成糗。 

蒐集 區 分と 運搬 車輛。 麈芥處 分 方法。 麈芥處 分 表。 燒却 

爐の 新設と 海上 投棄の 廢止。 汚泥 浚渫 及處 分。 汚泥 處分。 

屎尿 汲取 及處 分の 困難。 屎尿 汲取 市營. の 端。 汲取の 市焭。 

屎尿の 海上 投棄。 全市の 汲取 市營。 濱渡 契約と 汲取 會社 

の 消滅。 硫安 肥料 製造 計畫 始末。 汲取 設備と 手數 料徵收 

問題の 解決。 下水道 敷設と 死亡率。 從來の 下水 幹線。 下 


水道 計畫の 大耍。 

二 防疫 關 係 …… ,.:  ……：  …：. 

流行 性 腦脊髓 膜 炎。 痘瘡と 大正 八 年の 大 流行。 大正 九 年 

以後の 痘瘡。 コレラ 病と 大正 八 年の 大 流行。 大正 九 年の 

コレラ 流行。 大正 九 年の 豫防 措置。 大正 十四 年の コレラ。 

昭和 四 年の コレラ。 昭和 六 年 乃至 八 年の コレラ。 ペスト 

病と 大正 八 年の 病勢 C 大正 八 年の 防疫 對策。 大正 十 年の 

ペスト 發 生と 對策。 有菌 鼠の 發 見と 措置。 昭和 三年の 防 

疫對 策。 昭和 四 年 以降の ペスト 病對 策。 猩紅熱。 ヂフテ 

リア。 赤痢。 腸チフス。 パース チフス。 發疹 チフス。 傳染 

病患 者と 罹病 及 死亡率。 傳染 病患 者と 比率。 流行性感冒 

の 猖獗。 トラ ホ ー ム豫防 事務。 トー フホ ，ム 罹病 率。 肺^ 

核と 治療 豫防。 肺結核 死亡率。、 癩病。 狂犬病と 豫防對 策。 

狂犬病の 流行。 性病 罹病 率。 性病 統計の 反對 現象。 流行 

性 腦炎。 傳染 病豫防 施設と 收容 病院。 患者の 發 生と 豫防 


措置。 關係 者の 隔離。 市の 隔離 所。 消毒と 細菌 撿査。 保 

菌者撿 索と 死體撿 案。 豫防 注射。 種痘。 除 鼠。 清潔 方法 

と豫防 宣傳。 醫藥。 齒科 醫師。 藥劑師 .產 婆 及 看護婦。 缄 

灸. 按摩. 柔道 整復 業者。 醫師施 治 患者 數。 市民 死亡率。 死， 

因 別 比例。 死亡 月別と 死亡 年齡。 

±  ^  

朮の 土木 事務。 土木 費と 歲入。 市區 改正と 都市 計畫。 都 

市 計畫區 域。 區 域と 一人 當坪 數。 祌戶 都市 計 畫區域 設定 

と 理由 書。 市の 密度と 將來の 面積。 區域內 市町村 人口 密 

度。 平地 面積と 三十 年後の 市の 人口。 中 一里山 及 海面の 

編入。 區域內 町村の 答申 內容。 區 域の 決定と 公示。 防火 

地區の 設定。 建築物の 高度 决定。 商 土. 住宅 三 地域 設定 理 

由。 都市の 實 情と 未 指定 地。 商 土. 住宅 三 地域の 面積と 比 

率。 地域の 指定と 施行。 道路 網の 决定。 道路 網と 工費。 


都市 計畫第 一 期 事業の 決定 _ 

業の 財源。 第一 期の 道路 ェ 

工事の 竣功。 湊川 陸橋。 橘 

川撟。 用地 費と 移轉 費。 第 

題。 淸盛塚 は 墳墓に 非す と 

轉 問題の 解決。 第二 期 線の 

第二 期 線の 起工。 第二 期 線 

源。 用 地 〔費 と； 一辅 償 費。 第： 1 一 

分。 須磨 線の 西部。 天神 橋 

橋の 構造。 新大 橋と 其 他 橋 

第三 期 線 計畫の 理由。 第三 

の 竣功。 國道 線と 地下道。 

臨港 國道 線の 竣功。 兵 庫 臨 

の 豫定。 市電 熊內線 延長の 

南北 連袼 市電の 開通。 市電 


リ. 施工 年度の 變更。 第一 期 事 

法。 第一 期 道路の 溝渠。 道路 

橋と 梅ケ香 橋。 大輪 田 橋と 新 

一期 線 街路樹。 淸盛塚 移轉問 

决定。 內務 省の 決定 事項。 移 

計 畫。 市 と 兵 電 との 競 願 解 決。 

年度 割と 經費。 第二 期 線の 財 

期 線の 竣功。 須磨 線の 主要部 

の 工法。 束 尻 池の 廣場。 高 松 

梁の 工法。 第二 期 線の 街路樹。 

期 線の 認可と 事業 費。 國道線 

國道 線と 阪祌 地下 鐡 との 關係。 

港 道路の 完成。 板 宿. 平野 兩線 

竣功。 市電 山手 上 M: 線の 開通。 

須磨 線の 開通。 市電 東 高 松 線 


の 開通。 改修 前の 天井 川と 

都賀川 改修の 議。 都 賀川改 

生 田 川埋立 完成。 生 田 川 遊 

墜道 出口 下流 改修の 竣功。 

の 改修 竣功。 新湊川 運河の 

堆積 危險。 ^藻 島 運河 開設 

决定。 運河 工事と 其 竣功。 

率。 裏山 開發の 建議。 裏山 

典 記念 事業の 公園。 公園と 

大正 八 年度 乃至 十 一 年度の 

大正 十四. 五 年度の 土木。 昭 

年度 以降の 土木。 耕地整理 

整理 組合。 大日 土地 組合。 

八幡 土地 組合。 夢 野 其 他の 

改良の 議。 高架 鐡道 問題 sa 


改修 計畫。 天井 川 改修の 竣功 • 

修の 私營。 生 田 川埋立 計畫。 

步 道の 結構。 新湊川 改修 計 畫- 

合流 點 下流の 改修。 墜道 上流 

計畫と 竣成。 ^藻 島と 寄洲の 

の 機運。 t 刈 藻 島 運河 開設 案の 

市內の 山林と 市の 面積との 比 

開發 計畫。 御料 林拂 下と 御大 

遊戲 場。 第二 期 築港の 概要。 

土木。 大正 十一 h 一一 年度の 土木- 

和  一 H 千 四 年度の 土木。 昭和 五 

法に よる 組合 事業。 土地 區劃 

長 田 土地 組合。 篠原 土地 組 八 口- 

土地 組合。 整理の 面積。 鐡道 

る。 鐡道院 の照會 案。 高架 鐡 


道路 線と 構造。 築堤 式 を スラブ 式に 變更。 架 道 橋の 新設 

擴張。 高架 下の 利用と 防火壁。 電化と 海岸 高架線。 高架 

工事の 準備。 高架 鐡 道の 開通。 高 架 開通と 祝 賀 式。 阪 急 

高架 乘入 問題。 地下 式乘 入の 特許と 變更 出願。 阪 急の 高 

架乘 入と 市の 反對。 高架 乘 入の 特許と 市の 態度。 祌戶市 

と 阪^との 契約。 阪急 高架の 豫定 工法。 阪神の 乘入 出願 

と 市の 態度。 阪祌の 地下 式乘入 案の 決定と 契約。 阪神の 

增 設計 畫。 阪神の 荒 田 町乘入 問題。 山陽 電鐡の 市 內乘入 

特許 權。 特許 路線の 經過 地と 市の 態 度。 巿 と 兵 庫 電氣の 

競 願と 其 特許 線。 阪神 國 道の 竣成。 神明 國 道の 竣功。 大 

正 八 年 以降の 土木の 盛觀。 道路の 延長と 幅員の 增大。 鋪 

装 道路と 橋梁  ， 


祌戶 市勸業 事務。 商工 會議 所の 新築。 商工 會議 所の 事業 

祌戶實 業 協會の 事業。 兵庫縣 工業 會。 兵 庫 縣實業 協 會。 

信用組合。 販賣. 購買. 利用の 諸 組合。 重要 物產 同業組合。， 

輸出 組合。 工業 組合。 商業組合。 農業の 衰退。 農業の 獎 

勵。 農產 物。 牧 畜 業。 市營 屠場の 設 立。 畜 類 の. 賣 買。 牛 

乳と 畜產 製品。 漁業。 漁獲高 及水產 製品。 市の 植林 事業- 

大正 八 年後の 祌戶市 工業界。 市內 工場 分布の 特色。 染織 

工業。 造船業。 車輛. 航空機 等の 機械工業。 燐寸 製造業。 

護 謨. 製 油. 樟腦 等の 化 學 工業。 製 糖 • 製 粉 其 他 飲食物 工業。 

瓦斯 事業。 雜 工業。 大戰 後の 商業界と 其 振興 問題。 祌戶 

取引所。 神戶 米穀 肥料 市場の 解散。 神 戶穀肥 取引所の 設 

立。 祌 戶生絲 市場 再開 論の 擡頭。 市立 生 絲撿查 所の 設置。 

生 絲撿査 所の 國立 移管。 祌戶 輸出 絹織物 撿査 所の 開設。 

花筵 撿査 所。 公設市場の 新設。 各種 私設 市場。 祌戶 食料 

品 市場 協會の 成立。 私設 市場 數。 中央 卸賣 市場の 設立 準 


io 中央 卸賣 市場の 開場。 市立 勸業 館の 利用- 縣立 工業 

試驗 場の 設置。 縣產 業獎勵 館の 新設。 ^の 巿內博 覽會等 

こ對 する 後援。 他府縣 博覽會 等に 對 する 市の 勸誘。 度量 

衡に關 する 市の 施設。 度量衡 器撿査 成績。 

第 入 章 社會 事業  -  

t  H  K 社會 事業の 發端。 市社會 課の 新 設。 祌戶 社會 事業 

協會。 兵 庫 縣救濟 協會。 救護 法の 赏 施。 水上生活者 保護 ( 

耍救者 救助。 市立 教護院の 設立。 公設市場の 開設。 公設 

市場 設置の 意義。 公設 食堂の 新設。 公設 食堂の 設備 改善 ( 

公設 食堂の 消長。 市立 職業 紹介 所の 開設。 職業 紹介 事務 

の 充實。 市立 職業 紹介 所の 事業 成镜。 神 P 案內 所。 観光 

案內 所の 新設。 市立 勞働 紹介 所の 新設。 勞働 紹介 所の 成 

糗。 失業 救濟 土木 事業。 神戶 職業 補導 會 及祌戶 信愛 共濟 

會。 钟曰勞 働呆險 組合の 成立と 其 事業。 方面 委員 會の授 


產 事業。 共同 宿泊所の 開設。 共同 宿泊所の 利用 C 無料 宿 

泊 所。 失業 勞働者 食糧 補給 事業。 海員 保護 施設。 海員 保 

護 施設 協議 委 員 會。 日 木 海員 掖濟會 神！ n 出；^ 所。 ，ョ海 

員ホ ー ム。 海事 協同 會の 成立と 其 事業。 日本海 員 祖合沖 

戶 授 產 所。 海 員 協會の 無 料 宿泊所。 仲仕 休 憇 所。 巿營住 

宅の 新設。 市營 住宅の 利用。 住宅 組 八 口。 住宅 改良 事業と 

住宅の 竣功。 眞砂 共同住宅の 利用。 市 營兒董 保護 事業の 

著 手。 巡囘產 婆。 巡囘產 婆の 成镜。 市立 兒董 相談所の 開 

設と 利用者 數。 相談所の 處務 と兒董 愛護 聯盟 會。 縣立兒 

童 研究所の 開設。 市立 保育所の 開 所。 祌 戶報國 義會。 祌 

戶 孤兒院 C 戰役紀 念 保育 會。 貧孤兒 保育の 諸圑體 C 少年 

保護と 神戶 實業學 院。 天 王 谷 學園。 慶德 寮。 少 年 暉 I," 寮。 

明星 寮。 少女 保護と 武 車の 里。 免囚 保護 事業と 兵 庫縣聯 

合 保護 會。 私設 免囚 保護 團體。 濟生會 兵 庫 支部の 事業。 

日 木 赤十字社 支部 診療所。 友愛 救濟 所。 巿營 施療 機 i と 


ト -フホ ー ム 治療 所。 屯田 療養所。 祌戶 診療所の 開設。 市 

民 病院と 改稱。 巿民 病院の 施 治 患者。 兵庳 縣神戶 健康 相 

談所。 公設 質屋と 生業 資金。 無料 法律相談 所。 音樂 堂。 

地方 改良 事業と 淸和 會祌戶 支部。 愛國 婦人 會兵 庫縣 支部。 

婦人 保護 事業。 苦學 生保 護 施設。 養老 施設 其 他。 盲人 保 

護 事業。 不具者 保護 施設。 海難救助 施設。 內鮮 融和 施設。 

移民 保護。 神戶 協和 寮。 關束 大震災 救援 施設。 市 社會課 

の 諸 調査と 歸農調 查。 勞働 統計 實地 調査。 日 傭 勞働者 調 

査。 在住 朝鮮人 調査。 浮浪者 調査 及 其 他の 調査。 

第 丸 章 敎  育  

神戶巿 人口の 增加。 學 區の廢 止。 小學 校新增 改築の 計畫。 

高等科 饼置 校の 增加。 大正 十二 年の 小 學校擴 張 計畫。 高 

等小學 校の 獨 立と 二部教授の 撤廢。 昭和 二 年の 小 學校擴 

張 計畫。 東部 三箇 町村の 合併と 小學 校。 灘 區小學 校の 改 

目次  三 五 


7\ 


稱。 昭和 八 年の 小 學校擴 張 計畫。 鐡筋 混凝土 校舍の 建設。 

大正 八 年 以降 十 五箇 年間の 就學兒 童數。 各區 別によ る 就 

學兒 董數の 增滅。 夜學 校。 夜學 校の 改善。 內 外人の 私立 

小學 校。 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 就學 率の 消長。 就學率 

と學 齡兒董 の就學 獎勵。 市立 幼稚園。 私立 幼稚園。 實業 

補習教育。 補習 學校 規程の 大 改正。 昭和 八 年の 實修學 校 

の 改善。 神戶の 小學敎 員數。 小 學校敎 員の 待遇。 小學校 

教員 共 濟會。 臨時 敎員 養成 所の 設置。 市學務 委員と 視學。 

專任校 醫と學 校 醫會。 市內 の中學 校。 公 立 高等 女 學 校。 

神戶女 學院。 松 蔭 高等 女學 校。 親和 高等 女學 校。 其 他の 

私立 高等 女學 校。 市立 商業 學校。 縣立 商業 學校。 私立 商 

業學 校。 縣立 工業 學校。 村 野 工業 學校。 諸種の 男子 實業 

教育 機關。 市立 女子 商業 學校。 市立 女子 技藝學 校。 私立 

女子 實業學 校と 祌港 女子 商業 學校。 祌戶 高等 家政 女學 校。 

祌 I：； 女子高 等 技藝學 校。 親和 女子 商業 專修學 校。 其 他の 


女 子 實 業學 校。 聾 盲 啞者敎 育。 語 學 敎 授 機關。 祌戶 女子 

藥學 專門學 校。 官立 神戶 高等 工業 學 校の 創設。 私立 祌戶 

工業 高等 專修學 校。 官立 神戶 高等 商業 學 校の 大學 昇格。 

縣 立神戶 高等 商業 學 校の 創立。 私學と 市の 補助。 神戶保 

導 聯盟の 成立。 市立 圖書 館の 新築。 圖書 館閱覽 人員の 消 

長。 各區敎 育會の 事業。 市 敎育會 の 事業。 神戶 聯合 靑年 

團の 成立。 聯合 靑年團 の 事業。 各區靑 年團聯 盟 の 成 立。 

靑年 訓練所の 新設。 私立 青年 訓練所。 少年 團。 處女會 の 

成立と 聯合 處女會 の 結成。 婦人 會 指導。 勞務者 教育。 市 

民 運動場の 設置。 

第 十 章 外  事  

神戶の 外 交 團。 米 國 領 事 館。 英 國 領事館。 佛國 領事 館。 

和蘭總 領事館。 獨逸總 領事館。 丁抹 領事館。 ，：z 耳義 領事 

館。 伊太利 總 領事館。 西班牙 領事館。 葡萄牙 領事館。 中 
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華民國 總領せ ffic ソ、 ヴ H ット總 領事館。 伯剌西爾 領舉館 C 

瑞典頜 事 館。 諾威 領事館 C 祕露 領事館 C 智利頜 ^館。 墨 

西哥 領^館。 亞爾然 丁 總頜事 館。 玖 馬 領事館。 巴 奈馬頜 

^館。 希臘 領事館。 芬蘭 領事館。 ゲ H ネ ジ ュ ラ ^  ^ 館。 

グ ァテ マラ 領事 館。 ド ミ 一一 力 總 頜 事 館。 ウル グ アイ 領ポ 

館。 ポンジュ ラス 領事館。 、ポリ ビア 領事館。 埃 及 領 事 館。 

バラ グ アイ 領事館。 ハ イチ 領事館。 在留 外國人 國籍。 支 

那 人と 其 割合。 支那 人 以外の 在留 外國 人。 在留 外國 人の 

職業。 外國人 商業 會議 所。 神 戶國際 委員。 運動場 委員の 

功勞。 東 遊園地の 改修。 マ ー ルマンの 功勞。 フォ ー スの 

功勞。 モラニスと 祌戶。 國際 委員の 衋カ。 大正 八 年來神 

外ス。 大正 九 年の 来訪者。 大正す 十一. 年の 來訪 者。 ジョ 

ッ フル 元帥の 來訪。 英國 皇太子 奉迎 會。 大正 十二 年 乃至 

昭和 三年の 来訪者。 昭和 四 年の 來訪 者と グ &スタ ー 殿下 

歡 迎會。 昭和 五 年の 来訪者。 昭和 六 年の 来訪者。 ェチォ 


ビャ^ 使の 來神。 昭和 七 人 年の 来訪者。 國際 聯盟 調査 委 

員の 來神。 満洲 國 特派 大使の 來神。 満洲 國 特使の 来訪。 

永代借地 上の 問題。 外人 滯納 問題と 市の 缺損。 神戶 市の 

對 策と 補給 禀請。 滯納處 分の 訓令 解除 方 禀請。 祌 戶市會 

の關 ひと^ 濱 の 實情。 市會 始めて 意見書 を提 出。 市 會 の 

運動。 滯納處 分 問題の 解決 促進。 政府の 對策。 滯納處 分 

と 市の 態度。 六十 餘 年間の 變遷。 元 居留地 上 永代借地 坪 

數。 元雜居 地上の 永代借地 坪數。  一 

第 十一 章 兵 事 警 察 并 びに 消 防  

市の 兵事 事務。 神戶 市の 壯 丁數。 徴兵 檢査 合袼 者數。 海 

軍 志願兵。 壯丁敎 育。 軍隊の 宿營. 通過。 日 支 事！； 後の 軍 

事 想。 海軍 協會兵 庫縣支 部。 兵 庫 縣 滿 蒙 事 變犒軍 會。 

兵 庫 縣犒軍 會神戶 支部 會。 犒軍 各區分 會。. 大日 木 國防婦 

人 會神戶 木部。 國防獻 金及獻 品。 兵 庫 縣國防 協 會祌戶 支 


部。 祌 In. 地方 防 空 演 習の 必耍。 演 習 實 施 决定。 祌戶防 空 

演習 本部と 其 準備。 實 施計畫 と地區 市町村. に 於け る 準備 C 

燈火 管制 準備。 海上の 準備。 豫行演 習。 最初の 防 空 演 習 

實 施。 防 護 演 習。 燈 火 管制。 第一 囘防 空 演習に 對 する 成 

想と 批評。 葺合 警察署。 須磨 警察署 神戶 市に 編入。 林 田 

» 察 署 新設。 三宮 警察署の 新築。 兵 庫 警察署の 移轉。 菊 

水 橋 警察署 新設。 灘 警察署の 新築。 神戶 水上警察 署。 警 

察 官署。 警察官 吏數。 巿內眷 察署 管轄 區域 表。 祌 戶刑務 

署 移轉。 市會 最初の 移轉 建議。 促進 運動の 經過。 刑務所 

の 火災と 促進 運動。 刑務所 職員と 在監 人員。 祌戶市 消防 

組と 特設 消防署 規定。 消防署の 新設。 消防 交通 課獨 立。 

東 消防署の 創設。 東 消防署の 組織。 開設 當 時の 西 消防署 C 

昭和 八 年度の 西 消防署 組織。 水道 消火栓 數。 火災報知機 

の 設置。 消防 交 通 協會の 設 置。 神戶 市の 火 災と其 損 害。 

火災 囘數及 被害 程度。 家屋 損害 高。 山林 原野 及 船 s の 火 


災。 六 大都市の 火災 比較。 

章 式典 井び に 褒賞  

一 ^  典  

平和 克復 大 祝賀 會。 神 田市會 議員の 市葬。 祌戶 開港 五十 

年 祝賀 會。 祌戶圖 書 館 新築 落成式。 神戶港 築港 第一 期ェ 

事 竣功 祝賀 式。 縣會 議事堂 及 工業 試驗場 竣功 式。 梅ケ香 

橋 渡 初 式。 畜魂碑 除幕式。 淸盛塚 及 琵琶 塚移轉 竣功 式。 

市民 病院 開院 式。 大輪 田 橋 渡 初 式。 新 川 橋 渡 初 式。 日 木 

絹 業博覽 會開會 式。 同 博覽會 褒賞 授與 式。 新 湊川大 橋 渡 

初 式。 靑年 訓練所 開 所 式 及 入所 式。 神戶税 關淸祓 式。 生 

絲檢査 所 落成式。， 長 田 祌社正 遷座 祭。 詉訪山 動物園 開園 

式。 陬訪山 公園 落成式。 鉢 伏 山 開拓 奉仕 作業 起工式と 竣 

功 式。 祌 戶博覽 會開會 式。 高 松 橋 渡 初 式。 神戶 商工 會議 

所 新築 落成式。 祌戶 絹織物 撿査所 新築 落成式。 * 部 三 町 


村 編入 祝賀 會。 縣會 開設 五十 周年 記念 式。 縣產業 獎勵館 

竣功 式。 海港 博 覽會と 其 地鎮祭。 同開會 式。 同 施設の 一 

班。 同閉會 式。 忠魂碑 除幕式。 消防 職員 招魂 碑 除幕式。 

兵 庫 外 墓移轉 式。 縣 立神戶 病院 落成式。 ^藻 島 運河 竣功 

式。 神戶 商業 大學 新學舍 起工式。 灘區 役所 落成式。 第二 

期 水道 擴張 工事 竣功 式。 市民運動 場 開場 式。 中央 卸賣巿 

場 竣功 式。 鵪越遊 園 墓地 落慶 式。 大日 木國防 婦人 會神戶 

支部 發會 式。 兵 庫 縣國防 協 會發會 式。 防空 兵器 獻納 命名 

式。 兵 庫 突堤 竣功 式。 第一 囘 みなとの 祭、 神事 祭典。 女 

王 戴冠式と 國際大 行進。 神戶 ナイト。 懐古 行列。 

一一 0  «  

被 表彰 者。 金銀 杯 下賜 者。 紺綬. 藍綬. 綠綬 下賜 者 表。 
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第一章 世界 大戰 後の 神戶 

世界 大戰 進行 中に 於け る祌戶 市勢の 駸々 止まざる 伸展 の、 其 休戰 後と 雖、 餘 勢 の 

未だ 衰へ ざり し は、 市 の 各般の 情勢より 之 を 察する に 難から ざる ものが ある。 然 

れ ども 一 度 其 反動 臻 りて ょリ容 易に 頹勢 を挽囘 する 能 は ざり し は、 木 邦に 於け る 

一 般的 情勢と 揆を 一 にす る ものな りし も、 而 も 今や 漸くに して 其 恢復 を 見ん とす 

るの 傾向 顯著 となる に 至った。 以下 此 期間に 於け る 各般， の 大勢 を槪觀 する。 

^幸き 記述に 先 だち 皇室 關係紀 事を錄 する に、 大正 八 年 十一 月 十一 日より 四日 間 大正 

係 ま 事 天皇に は 大木 營 なる 武庫 離宮に 行幸 あらせら れ、 皇 太子 裕仁 親王 殿下に も 行啓の 

光 榮に洛 し、 市 より は 市 內物產 を奉獻 し、 市 民に も功勞 ある 者 は 御 召の 光榮に 浴す 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 總說  二 

(1) 

る 等、 全 市歡 喜に 満ちた のであった。 大正 九 年 三月 二十四日 皇太子殿下に は 九州 

に 御 降車 あり、 メ リケ ム 波止場よ リ御召 艦 香 取に 御乘 艦御發 

年 三月 十日 皇 后 直 太 后) 陛 下 武庫 離宮に 行啓 あらせら れ、 十 八 

i  、同月 二十 七日 海路 武庫 離宮に 行啓 ぁリ、 二 

大正 十三 年 一 月 二十 六日に は 皇太子殿下 

ョ して 盛大なる 奉祝 會を開 き、 巿 民 は 夜 を こ 

十四 年 五月 十日に は 大正 天皇 皇后 御 成婚 二十 五 周年に 當り 


行啓の 御 途次 祌戶驛 

(一一)  . * 

程 あり、 つ いで 同 十 一 

日まで 御滯泊 ありて 

十九 日 陸路 還 啓の 途 

御 婚儀の 佳き 日に 方 

めて 之 を 祝し 奉 リ、 同 


州に 向 はせられ、 

(111) 

つかせられた。 

た れ ば、 官民 相會 


こ 


れば、 官民の 一 大 奉祝 


全市 を 擧げて 皇室の 彌 

叉 皇室の 御慶 事相 次ぎ 

示を拜 し、 市 民 は 恐懼 措 

表して 、御機嫌 を 奉伺し 

の 公示 を拜 し、 震 駭 悲痛 

を 擧げて 遙拜の 式 を擧 


四 年 五月 十日に 

會を開 き、 同 年 十 

榮を壽 ぎ 奉った 

しに、 大正 十五 年 

く 所 を 知ら す、 神 

て 御 快癒 を熱禱 

爲す所 を 知らす、 

げ、 敬 悼の 誠 を 致 


二月 六日 皇孫 殿下 御 降誕 あらせら る 、 や、 

のであった。 かく 行幸 行啓の 光榮に 浴し、 

十一 月 二十 五日 以降 大正 天皇 御 不例の 公 

戶 市長 及 神 戶市會 議長 は 市民 及 市 會を代 

し 奉リし 甲斐 もな く、 十 二月 二十 五日 崩御 

昭和 二 年 二月 七日の 御大 葬儀に は 全市民 

(七) 

したので あった。 


市 域と 人口 

增 加の 狀勢 


市政 槪觀 


市長の 更迭 


祌戶 市の 市 域 は 明治 

に 亙りて 擴 張せられ ざ 

市 域 は 約 七 百 五十 萬 坪 

に 急激に 增 加す るに 至 


十五 ％ を 增し 

に 達した。 此 

の 減少 を 示せ 

同 四 年 乃至 同 

而 して 市民の 

もの なれ ば、 此 

(二) 

べきで あ る o 

市政の 上に 

し、 二期 十 年間 

至り 櫻 井鐡太 

任し、 同 十四 年 

第 一 章 


て 十五 萬 

間 市內の 

るに 反し. 

八 年に 其 

死亡 數は 

期間に 於 


を 

七 

ナ 

長 


十九 年 今 

し が、 大 正 

增 して 千 

(八) 

た。 され 

千 餘戶と 

區 中、 中 央 

田. 須 磨 の 

口 增加三 

減 を 示す 

る 市の 人 


於け る 市 

の 在任 を 終 

郞其後 を 襲 

六月 返 任 し 

世界 大戰 後の 


の 林田區 

九 年 四月 

八 百 九十 

ば 同 十四 


な り 


な 


十 

も- 

を 


市 

增 


人口 

る 神 

は 著 

を 算 

の 人 

加 の 


を 饼 < 口 

に至リ 

三 萬 坪 

年の 戶 

は 八- 

戶. 凑 

し く 

し、 其 

口 の 

因 は 


ニー 

增 

自 


更迭の 蹟を 見る に、 大 正 九 

へ、 神戶 市に 大 なる 足跡 を 

ひ、 同 十 一 年 五月 任 を辭し 

八月 黑瀨弘 志の 就任 を 見 

神戶 


し 

を 

n 

\o 

o/ 


て よ 

ノ W ノ 资 


町 

を 同 七 年 

を增 して 

湊 西の 三區 

加を來 し、 特 

の 增加叉 著 

然增加 割合 

として 移住 


年 

干 

し 


し 


月 

月 


二 十五 年間 

を饼合 し、 之 

に 至 リ、 爾 後 

に 比する 

六十 四 萬 

は 年を逐 

に 須磨町 

しきもの 

は 極めて 

流入に あ 


力 


鹿 島 

^日 ま 

に 至 

後 六 


房 

年 


!v 良の 

て 去る 

て 石橋 

間に 四 

三- 


の  久 

に よ 

戶 口 

に、 IB 

四千 

ひ て 

の 如 

が あ 

任 &: 

や、 十 

爲之 

人の 


し き 

リ て 

も ず 

數は 

餘人 

戶 口 


き は 

(10) 

こ- 


つ 


た る 


見 る 

満了 

月 に 

助 ず 

市長 


處務规 程の 

改正と 市の 

大事 業 


物價の 奔騰 

と 加給 


大事 業の 祝 

贺會 


第一 期 築港 

完成と 都市 

計 畫區域 


神 戶市史 第二 輯本 編總說  四 

(一 一一) 

s  ： 史迭を 見し は、 少 からざる 市民の 損失と いふべき であった。 

此 間に ありて 市 は 大正 八 年 四月より 處務 規程 を 改正して 新に 商 ェ. 出 納のニ 課 

査. 兵 事 二 係と を增 置して 事務の 統一 に 資し、 又 同月 十箇 年繼續 事業と して 約 


と 

の 

、ベ 

せ 


監 

し 


萬 圓を投 

市電 氣軌 

吏員の 生 

は、 當 時 物 

は 更に 此 

制 促進 運 

會 議員 祌 

市制 實施 

市 の 事業 

正 十 年度 

設案 定ま り、 五 

案の 支障な し 


故 

る 


は 

年. 

ま、 

大 


する 祌戶港 第二 期 築港 事業 は 著 手と 决定 し、 五月に は 一 千 萬 圓を超 

(II 一一) 

道 敷設 案 定まりて 電氣 事業 買收 後の 電車 網を擴 張し、 叉 物價の 奔騰 

活を 脅す こと 甚だしき もの ありと て、 此 年 加給 を 行 ふ こと 四 囘に及 

價 騰貴の 甚だし かりし を證 する ものに て、 市 が社會 事業の 充實を 期 

趨勢 を 知る ものであった。 次いで 大正 九 年 二月に は. &は 始めて 特 

動に 著 手 し、 越 えて 十月に は市會 議事 規則 を 改正 し、 同 十 年 一月に は 

田 兵 右衛門の 功績 を頌へ て 最初の 市葬 を 行 ひ、 三 月に は祌戶 開港 五 

三十 年. 電氣 事業 市營. 水道工事 竣功 等の 記 念 祝賀 會を 同時に 擧 行せ 

の 著しく 整備せ る を 示す ものであった。 

は 一般 市政 上 劃期的なる 年であった。 蓋し 此年 四月に は 公 會堂建 

月に は 神 戶 港 第 一 期 築港 事業 完成 し、 六 月に は 都市 計畫區 域の 諮問 

と 决 定 し、 之 によりて 七月に は柬 は蘆屋 川、 丙 は 攝播國 境の 間 一 市 十 


箇 町村 は其區 域と 定ま り、 こ 、 に 市民の 福利 を增 進す ベ き 都市 計畫の 基礎 成 り、 同 

, 月 叉 第二 期 築港 工事に 伴 ふ 陸上 設備の 決定 を 見るな ど、 大事 業 は 相次いで 完成 或 

^磨 線の 特 は 决定を 見た のであった。 同 十一 年 八月 市に 對 して 第三 期 線卽ち 後の 須磨 線の 

許 

敷設に 關 する 特許 あ り、 こ れ 蓋し 兵 庫電氣 軌道 株式 會 社との 競 願の 解決せ る もの 

に し て、 十 月に は 商科 大學を 設け 高等 商業 學校を 併置 せんこと を 政府に 要望す る 

市吏員の 整 ことと なり、 翌 十二 年 三月 市況の 不振 は 市の 財政 上 に 影響し、 爲 に 吏員の 整理 行 は 

理 

]  (一八) 

れ しに、 同 十三 年 三月に も 再び 之 を 行 ふに 至った。 これより 先 同 十二 年 九月 關東 

大震 火災 起る や、 市 は 金 十 萬圓を 寄贈す ると 同時に 救援に カを盡 し、 更 に 國家的 見 

生 絲檢査 所 地に 立 ち、 神 戶生絲 撿査所 を 設立して 市 自ら 之 を經營 し、 よ りて 以て 神戶港 輸出 貿 

の 設立  § 

易 繁盛 の 因と なる に 至りし が、 同 十三 年 七月に は 同 十二 年度 决算 調査に 際し 端な 

決算 調査と くも 市長と 市會 との 間に 重大なる 扞 袼を來 し、 遂 に 市長 辭 任の 因と なる に 至りし 

市長  § 

は 遺憾であった。 同 十四 年 四月 市制 中 改正 條 項に 基 き、 從 來市會 議員 選擧. に當 り 

巿會 議員 級 一 .1H 一一  級の 級 別により し を  一 土 級に 改めて 總選擧 を 執行 し、 新 に 六十 二人の 議員 

別 改正と 市 

民の 棄權 率 の 當選を a しが、 當 時の 有 權者は 人口 千 人に つき 五十 三人の 率に して、 一 級 は 七 千 

八 百 六十 <  二級 三 萬 五 千 百 九十 人 あり、 其 棄權率 十九 .四 ％ にして、 之 を 大正 八 年 九 

第一章 世界 大戰 後の 神戶  五 


縱貫鐵 道 問 

題の 解決 


市の 財政と 

好況の 反映 


神 戶市史 第二 輯 

月 執行の 縣會 議員 選擧 

三 .五％ に 比すれば、 非常 

市會 の混亂 巿會は 時に 或は 言 論 抑 

亂を來 し、 六 月 石橋 市長 

(一一 一一) 

難き 有様であった。 而 

事業 も 始めて 成案と な 

道 問題 も 市會に 於て 高 

高調した る 地下 式 工法 

によ リて 除去 せらる 、 

世界大戦の 好 况は神 

徵 して 知る を 得べ く、 而 

卽ち 大正 八 年度の 繰越 

百 六十 萬圓 とな， Os しが 

の 增收を 示 し、 更 に 同 十 年度に 

すべ きもの ありし に、 其 決算の 


本 編 總說 

の 場合の 棄 

に 良好なる 

ぎ。^ 4 に"： il 

の 辭任を 見 

して 此年祌 

り、 つ いで 同 

架 を 認めて 

の 上よ リ見 

ことと な， c\ 

戶市 財政の 

も 其 餘勢は 

金 豫算は 僅 

如 き、 同 


成績と 

で" 寸 こ 

るに 至 

戶刑務 

十五 年 

こ、 に 

れば遺 

しは甚 

上に も 

休戰後 


十二  .七％ 及 

いふべき で 

は 會 派の 組 

りし 力，^ き 

所移轉 

三 月 に 

完全 に 

憾な， OS 

だ 喜ぶ， • 

反映せ る こ 

より 大正 十 


9 


ま 


さ 

、ベ 

々 三 十 八 萬圓. を 


多 

と 


IT 

111 一 5 


同 

-決 

と- 


十 

を 

-而 

あ 

せ 


九 年度に は 過年度 收 

は 貿易の 不振、 株式の 

豫算に 比して 市税 其 


二 年 九 

(一二) 

こ O  ュ 

XT  力 

難 す る 

て平穩 

て 起乂 


る は、 從 

も 交 通 

(き 

こ 


上 

入 税 

暴落、 海 

他の 增 


つ こ o 


六 

月 の 

( て 

者 あ 

な り 

叉 失 

h\ し 

來 の 

運輸 


場合め 

新に 成 

るな ど 一 

きと ま 

業救濟 

神戶縱 

市是と 

の 障碍 


を巿費 

まで 及 

し に、 其 

等に 合 

運界の 

收百ニ 


4fl 


言 

の 


十 

木 


て 

之 


卽ち 普通 經濟 

ベ る觀が あつ 

决算に 於て 約 

計 二百 三十 萬 

困憊 等 不況の 


こ o 


察 

十 一 萬圓を 超え、 


財界 恢復と 

未售 有の 財 

政記錄 


經濟 上の 大 


同 十 一 年度に も 4E 財政の 窮乏 

義 と相對 立し、 爲に 市長 辭 任の 

於て 繰越 金. 過年度 收入及 市税 


を證 する もの 

を 得ざリ し 市 

減收約 三十 萬 

年度 收 入. 市税 

况の 依然た る 

したれ ど、 財界 

增 し、 決 算は歲 

千 六 百 萬圓を 

通 經濟の 膨脹 

神 戶巿の 金 

靑 によりて 左 

組織 を爲 すの 

第 一 章 


(111) 

であった。 財界 

財政 は、 遂に 同 十 

圓に達 し、 同 七 年 

等 は 增收を 示せ 

は 之 を 察すべ き 

稍， 恢復の 兆 あり 

入 千 三百 萬圓を 

超 え、 之 を 同 八 年 

察 すべき ものが 

融. 海 運. 貿 易の 大 

右 せらる ゝ の靑 

觀 あるの みなら 

世界 大戰 後の 神戶 


を 

增 

あ 


中 心 

と な 

增收 

不況 

年度 

來 ォ 

も 吏 

の が 

，市の 

し て 


として 理事 者の 增税 方針と 市會 

る に 至りし 程 前 

二百 萬圓に 及べ 

愈 t 深刻に して ひ 

に 至りて 市況の 

曾 有の 現象 を 示 


途 懸念せられ た 

る は、 大 戰當 時の 

た すら 緊縮 方針 


用 料. 


(き 


あ つ i 


料 あ 

かく 

亊業は 漸く 活 

一一 千 九 百萬圓 


て 


と 


比すれ ば、 歲 入 は 

(き 

こ-— 


不振 を 明確 

すに 至 り、 翌 

築港 收入等 

同 十四 年度 

を 呈 し、 公 債 

な り、 歲 出 は 

ニニ 倍、 歲出は 


に 反 

十三 

も緊 

費 は 

ま 年 

約 三 


の 非 增税主 

る も、 决 算 に 

好況の 餘勢 

を 持せ ざる 

映し、 市税の 

年度に も 過 

收を來 し、 不 

縮 方針 を 持 

爲に 特に 激 

に 位 口して 一一 

陪 とな リ、 普 


0 こ o 


を 


る に、 祌戶の 地 

勢なる は 固より なれ 

す、 信 託. 無 寧 信 用 組合 


理的關 係 は 主として 對 外的 事 

ば、 市 內の內 外 銀行 は 自ら 一 大 

を 始めと し、 手形 交換 所. 取 引. 所. 

七 


神 戶市史 第二 辑， 本 編總說  八 

市場. 質屋 等 悉く 經濟界 と 密接なる 關係 ありて、 市 况に變 動 を 来す こと 叉當然 であ 

る。 大正 七 年 世界 大戰 休戰 後、 戰 時事 業に 屬 する 各種 製品 暴落し、 陂锭者 精出し、 金 

0^ 融爲に 梗塞し、 勢 ひ 同 八 年に 入リて 銀行の 手許 資金 を潤澤 * ならしめ、 コ ー ル 日歩 を 

..  して 未曾有の 低落に 導く や 、市況の 前途 極めて 悲觀 せられたり しが、 中頃より 漸く 

好況 を 示して 戰 後の 企 業界 を 旺盛なら しめ、 全 年 を 通じて 會 社の 新設 百 三十、 其資 

本 金 一億 七 千 萬圓に 上り、 物 價は尙 高騰し 、日本銀行の 利上げ ニ囘に 及び、 市內 普通 

« 行 勘定 も 預金 は 前年よ リ 一 割 一 分を增 して 四 億 百 萬 圓、 貸 出 は 五 割を增 して 四 

億 三千 四百 萬圓に 達し、 之 を 大正 二 年に 比すれば 其 增加率 何れも 實に 五倍 を算せ 

るの みならす、 手形 交換 高 は 六 倍 を 超えて 七十 三億圓 に垂ん とする に 至るな ど、 市 

a の活潑 なる を證 して 餘りが あつ (お。 

盟九 年の 大正 九 年の 本邦 財界 は 膨脹の 極度に 達した るが 如く、 銀行 は 資金の 需耍 抑制に 

苦しみ、 其 間 株式の 暴落、 生 絲. 綿 絲幷に 綿布 等の 激落 相次ぎ、 財界の 反動 愈.. 著明と な 

りしが、 蓋し 其徵候 は旣に 前年に ありし が 如く、 所謂 空 景氣の 懸念の 此に 至りて^ 

面に 露 はれし に 外なら す、 されば 轍 入の 增加 によ リ 倉庫 は 充満し、 金融 は 俄に 荧塞 

せる に、 偶， 大阪市の 增田ビ ル ブ 口  —力 I の 破綻 は延 きて 各地 事業家の 破锭を 誘引 


大正 八 九 年 

の 海運と 貿 

易 


大正 十 年の 

不況なる 市 

經濟界 


大正 十 十 


し、 神 戶巿の 財界 をし 

後に 於け る 出 貨の激 
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の 過剰 は 一 部の 繋船 

增 せる 祌戶港 貿易. は 

度 は 之 を 免れ ざり し 

空前の 記 錄を貽 した 

(=11) 

あ る C 

大正 十 年に 入る や 

しめし も、 而 も 適當な 

前年 來 整理せられ た 

同 八 年に 比して 約 四 


て 爲 

P こ 
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大正 

も、 旣 

れ ど 


一 了 

\ィ 


る 放 

る 不 

十 ％ 


に 一 曆 混沌たら しめたの 

より、 一 般經 濟界に 先んじ 

の不况 によりて 打 擊を蒙 

し、 海運 界は 萎靡 不振と な つ 

八 年に 入る も尙衰 へ す、 同 九 

約 品の 取引と 物價 高と によ 

■ 而も 前途 容易 に 樂觀を 許さ 

の 貸 出 手控と 資金の 需要 減 

資 なきに 苦しみ、 一 般 財界 は 

健全 商社 は 更に 一 層 整理に 

を滅 せる は 其 不况を 察する 


であった e 一方 海運 界は 休戰 

て、 其 不況の 到來を 見る の餘儀 

り、 收 支相賓 は ざ るに 至 り、^ 5 腹 

(13) 


た。 面して 世界 大戰 以來激 

年に は不况 による 賈控の 態 

り、 此 年 十六 億 四千 萬圓 なる 

ぐ る 情勢に ありし は 明かで 

返と は 手許 資金 を潤澤 なら 

全く 緩慢 性なる 不況 を 示し- 

向へ るが 如く、 手形 交 換 高の 


の 料， と な る ベ く、 叉 市內 工場 

の 休業す る もの 多 く、 失 業者の 增加は 三 菱. 川 崎兩 造船所の 大 罷業 を 誘致せ るが 如 

き、 或は 會社 新設 數に 比し 其 資本の 著しく 減少せ るが 如 き、 共 に 不況 を， 證 する もの 


である。 一般 市況 此の 如く なれば 海運 界も其 影響 を 蒙 り、 船腹 過 剩 愈，. 甚 だしく、 祌 
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年の 海運と 戶港 貿易 も 輸出入 合計 は 前年に 比して 約 四十 ％ を 減じて 十億 圓に 過ぎ ざり しの 

貿易 

みなら す、 沿 岸 貿易の 如き も 僅かに 四 分 一 とな リ、 不 况の 深刻な りし を證 して ゐる o 

同 十一 年に 入る や アメリカ 合 衆國の 財界 好 轉に伴 ひて 木 邦 經濟界 は 活況 を呈 し、 

物價叉 騰貴の 趨勢 を迪 りしが、 一 方物價 抑制 運動 起リ、 政府の 物價 調節 策 は 一般 商 

品界 をして 軟調なら し め、 而 も 積善 銀行の 閉鎖 は 財界 をして 不安に 陷 らし め、 市 內 

小 銀行の 蒙る 打 擊又尠 からす、 一 般の 警戒と 準備金の 充實は 資金 を橫 溢せ しむる 

i) 

に 至った のであった。 而 して 海運 界は 未だ 不振 を繼續 し、 貿 易 は 一 時 中間 景氣を 

出現せ る も、 此 年 神戶港 貿易の 全 國に對 する 割合 は 三十 二  ％ とな り、 此 率より せば 

明治 二十 五 年 以來の 最低 記 錄を貽 したと いふべき である。 

變化 ありし 大正 十二 年の 巿况は 最も 變化 ありて 特筆すべき 情勢 を呈 した。 卽ち 年初に あ 

大正 十二 年 

の 市況 りて は 資金 豊富なる も 需要 更に 起らざる 現象 を呈 し、 幾 もな くして 租税 移納 によ 

りて 需要 を 喚起した る も 而も 未だい ふに 足ら ざり し が、 株 式 及 事業界の 活况 とな 

るに 及び、 始めて 需要 大いに 起 り、 束 京 及 大阪市 場の 強調に よりて 遊資 薄と なるな 

(き 

ど 波瀾 を 示 し た。 其 後 市 債. 社 債の 拂 込、 臨 時 債の 借 換等は 資金の 移動 を活潑 なら 

しめし も、？ s なく も 關束大 震 火災 は 大打擊 を 金融界に 與へ、 加 之 岸 木 銀行の 閉店 は 


(き 


震災と 海 蓮 

及 貿易 


大正 十三 年 

の 市況 


多數の 商工業者に 深甚なる 打擊を 蒙らし め、 市 の 金融界 は 多事多難と なった- 

關束大 震 火災 は 平 調に 復 せんとす る 本邦 商品 界を混 亂に陷 れ、 政 府の 施行せ る 

支 拂酋， 令 も 未だ 遽に 財界 を 安定せ しむる に 足ら す、 震 災 割引 損失 補償 令出づ る 

に 及んで 漸く 平静に 歸 する を 得た。 此 時に 方 リ神戶 を 中心とする 救援 對 策の 先 

づ 船^に よる や、 其 活動 は 極めて 敏活と なりし が、 當 時 政府 關 係の 船舶 中、 陸 軍 省 六 

隻 一 萬 七 千 餘噸、 鐡道 省三隻 二 千 六 百 餘噸、 地 方 廳に屬 する もの 三 十六 隻八 萬噸、 民 

間 船舶 四十 一 隻十七 萬 噸に達 し、 尙 物資 輸送 上 東京 囘航 船の 社外 定期船と 認 むべ 

き は 大正 十二 年 九. 十 月の 間に 九十 五 *M 一十 一 萬 五 千 七 百 噸を算 し、 之 に 十一月の 

物資 輸送船 を 加 ふれば 實に 二百 五十隻 六十 一 萬 三千 噸を超 ゆるに 至り たれば、 海 

運界 はこ ゝ に 一 大 繁忙 を呈 せる も、 而 も 世界的 海運 界の頹 勢に 支配 せられて 依然 

(15 

として 不振 を 免れなかった。 而 して 此 年神戶 港 貿易 は 橫濱に 代りて 行へ る生絲 


及 綿絲の 輸出 何れも 正に 本邦 對外 貿易の 王座 を 占む るに， 至つ 
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こ o 


大正 十三 年に 入る や 初めは 資金の 需耍槪 して！ a らざ りし が、 後 に は 資金の 移動 

§  I  、く 

盛に し て、 市 場爲に 繁忙と な り、 資 金の 囘收も 順調に 行 は れ、 海 運 方面 は 中古 船輸ス 

によりて 船腹 過 剩を來 し、 爲 に 遂に 繫船を 出す に 至りし が、 對 米 爲替の 低落 は 纏て 

第一章 世界大戦 後の 神戶  一一 


神 戶市史 第二 輯 


大正 十四 五 

年の 市況 海 

0 


大正 十四 五 

年の 貿易 狀 


遠洋 船 

低落 を 

戟を與 

出 も 前 


金. の 雷 

金解禁 

見し が- 

年の 海 

の 不振 

の 炭坑 

南 支那 

の神戶 

羊毛 * 

億 二 千 


の 就 

資 ナ 

へ た 

年 に 


要 

運 

港 

材- 

萬 


航を促 し、 貿 

し が、 支 那 の 

れど、 此 年の 

比し 二 億 二 

ソ ャ ス. 海 產物等 を 凌 

く 金融 は 緩慢に 經過 

備を爲 し、 民 間 銀行に 

融 緩慢 は 同 十五 年に 

は 思 惑 的 傭船に より 

び 之 を 阻害 し、 主 要 港 

大 罷業に よ て 大西洋 

活躍せ し め、 前 年に 比し 

賀易は 爲替安 及 海外の 

- 毛織物の 輸入の 著しき. 

圓を增 して 七 億 一 千 萬 


ーメ 


少 


準 

再 


本 編 總說 

易 は 思惑 輸入の 激增に 

支 貿易 を 阻害 

有の 超過 を 見 


動 W は 養 

轍 入 は 稀 

千 三百 萬 圓を增 し 


口 

力 屑 

運 

好 


せる は 

りと い 

預金の 

る も大 

一 時 多 

は 繋船 

賃を高 

稍 ，見る 

况 に よ 

少と は- 

、轍 入 は 


-特 

ベ 


0 

の 

增 

き 


1 一一 

ょリて 正貨の 激減 を 見、 而 

し、 爲 替の 未曾有の 低落 は 

て 其 額 六 億 四千 六 百萬圓 

生 絲. 絹 織物の 從來 

不 

活 


可 

唱 


し 

出 


爲替を 

五 千 萬 


せ 

し 


な 

. 支 

力 


§ 

る 〔 

る 

を 


め 


あ 


然るに 同 

，日本銀行 は 

あ ク て、 市 場 

來 すに 至ら 

びし も、 深刻 

し が、翌 十 五 

の 排英は 本 

つた。 更に 


耍品 

十四 

利 下 

金利 

(き 

す、 一 


も 爲替は 

輸出に 刺 

に 達し、 輸 

たりし 綿 

年に は資 

を 行 ひて 

の 低下 を 

方 同 十四 

一 般 市況 


足 進 

て 囘 

を增 して 十二 億 


せ し も、 生 絲 

復 せし め、 か 


な る 

年に は 英吉利 

邦 船舶 をし て 

此 大正 十四 年 

轍 出の 激增と 

くて 轍 出 は 一 

二 千萬圓 とな 


事業界の 不 

振 


大正 八 年 乃 

至 十五 年の 

工業の 大勢 


り 、合 計 額に 

翌 十五 年に 

る 銀塊 安 は 

(き 

た o 思 ふ に 

に 同 十一 年 

すに 至 り、 其 

る 資料で あ 

神 戶市ェ 

市 に は獨特 

同 十五 年の 

八 千 萬圓に 

より 戰 時の 

各 工業の 如 

職工 共に 此 

し が、 同 九 年 


に 大戰當 時の 記錄を 破りて 未曾有の 巨額 を 示した。 然るに 

を豫 想せ る 思 惑 


於て は遙 

は 金解禁 

輸出 を 不振なら し め、 輸出 

企業 方面より 觀るも 

以後 會 

解散 會 


の 新設 は漸 

の 資本 は 新 


深 0 

次增 

設會 


に よ 

六 億 

な る 


X7 


此爲替 は 大いに 囘復 し、 同 時に 現れ 

八 千 萬 圓、 輸 入 十億 五 千 二百 萬圓 となつ 

不況 は 資金の 需要 を 阻止せ るが 如 く、 爲 

加 を 示す に拘ら す、 其 資本金 は 槪ね滅 少を示 

社の 資本の 每に約 半ばに 達せる は、 之 を證す 
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なる 關係 ある こと 論な き も、 而 も神戶 

は 否むべく もない。 今 大正 八 年 乃至 

額 三 億 七 千 八 百 萬圓を 以て 同 二 年の 

-眞に 隔世の 感 ありと 謂へ る。 これ 固 

^ と 雖、 而 も 其 造船 .機 械 4 屬 精 鍊. 化 學 

値する ものが あった。 されば 其 工場 • 

加 を 示 し、 前 途 甚だ 多望なる もの あり 

の 暴 落、 原 料 買 約の 損失 等 は 勢 ひ 休業 

一 三 
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工場 を續 出せし め、 失 業者 を 生じ、 かくて ェ產額 は 同 十 年 迄に は 之 を 同 八 年に 比し 

て 一 億 三千 二百 萬 圓を滅 じて 二 億 四千 六 百萬圓 とな リ、 其 漸減の 勢 ま 同 十二 きこ 

至リて 極まり 三 億 二 千 五 百萬圓 となった。 叉此 年の 工場 數は之 を 同 八 年に 比し 

一 千 百を增 せし に拘ら す、 職 ェの八 千 百 人 を 減せ る こと は、 こ れ 中小 工場の 增 加と 

見る の 外な く、 職 ェ四人 以下 及 家人の みの 工場の 總數の 八 割 四 分 を 占めて 三千 八 

百 を算へ し は 之を證 して 餘り あるべ く、 從 つて 大工 場 は 特に 打 擊を蒙 ク、 遂 に此年 

勃發 せる 三菱. 川崎兩 造船所 三 萬 の 職工の 勞働 爭議は 工業 不振の 半面 を 映せる も 

のな りし が、 同 十三 年 以降 ェ產額 は 稍- 增 加の 傾向 を迎 ク、 同 十五 年に は 二 億 八 千 四 

百萬圓 とな り、 ェ 場 も 約 四千 五 百の 多き を數 へた。 思 ふに 大正 十三 年の 工場 四千 

五 百 五十一 にっきて 見る に、 大正 元年 乃至 同 六 年の 創立 千 三 百、 大 正 七 年 乃至 同 十 

二 年の 創立 二 千 五十 三 に 達し、 此兩 者の 占む る 割合 は 總數の 七 割 二分 を 占む る を 

見れば、 如何に 世界 大戰及 其 後の 工業 發展の 著大な りし か を 知る ものであ^- 

市 域の 擴張 祌戶市 域に つきて は 明治 二十 九 年 四月に 擴 張して より 以來實 に 二十 五 年間 編 

入 を 見 ざり し も、 而 も 市の 發展は 其 間に 驚く ベ きもの あ り、 其 餘勢は 東西 兩郊に 及 

び たれ ば、 大 正 八 年 十月 須磨 町と 協議して 其 併合の 議を定 め、 同 九 年 四月 を 以て 之 


を 編入 し、 こ  >  に 七 百 五十 萬 坪を增 して 千 八 百 九十 四 萬 坪に 垂ん とする に 至った。 

都市 計畫區 市 域 はかく 擴張を 見た る も、 此 面積と 雖其 中の 平地 面積 は墜 かに 四 割に 過ぎ す、 市 

域と 施設 

の 發展顯 著なる に徵 し、 市 の 區域は 叉 早 晚擴張 を 見ざる ベ からざる 情勢に ありし 

が、 偶 t 同 十 一 年 四月 神戶 都市 計 畫區域 認可せられ て、 こ  >  に 一 市十箇 町村 を 打って 

. (き 

一丸と する 地域の 設定 を 見た こと は 喜ぶべき であった。 これよ リ 先祌戶 市に は 

神戶 市區 改正 調査 委員 會ぁ りて 市の 土木に 關 する 計 畫决 議に與 りし が、 大 正 八 年 

四月より 都 巿計畫 法に よ， 祌戶 市區 改正 委員 會 成り、 つ いで 兵 庫 地方 委員 會と改 

めて 以て 都市 計 畫に關 する 事業の 決議に 與る に 至リし が、 同 十 年 九月 內務 大臣よ 

り神戶 都市 計畫區 域に 關 する 諮問 ぁリ、 つ いで こ 、 に 其 决定を 見、 同 十三 年 十一月 

より 實施を 見、 西 は須 磨よ  >  東 は蘆屋 川に 至る 間 を 以て 其區 域と 爲 し" 其 總 面積 約 

三 千 三 百 萬 坪、 卽 ち 舊祌戶 市に 比し 一一. 八 九 倍、 須 磨 併合 後に 比して 一. 七 四 倍 を 超 ゆ 

る に 至^し も、 其 中 平地 面積 は總 面積の 三十 八 ％ 、千 二 百 六十 四 萬 坪 に 過ぎす、 山地 

開發 によ リて 得べ き 五 百 十 萬 坪 を 合算す るも尙 且つ 千 七 百 七十 四 萬 坪に 過ぎぬ。 

饼 しながら 今後 三十 年間の 人口 を 百 五十 萬 人と 豫定 するとき は、 此 坪數を 以てす 

る も 人口の 密度 は大ぃ に 緩和 せらる ベ く、 百 般 施設の 墓 こ、 に 定まる に 至りし こ 
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一 哩 七十 鎖 も 同 十三 年 七月 成 り、 笠 松 通 出 在家 町 間は翌 十四 年 三月 迄に 
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ありし も 遂に 成功す るに 至らなかった のであった。 然し 乍ら 早 晚神戶 市 は 多年 

苦め る 交通 運輸の 不利と 不便よ リ救 はれん とする に 至りし. こと は 最も 慶賀す ベ 

きであった。 

纖の 郊外 電氣鐡 道の 市 內乘入 問題 も 亦 市民の 耳目 を聳 動せ しめたる ものな りしが、 

1 ^フ B1 題 
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校 新設の 大正 八 年に 決定す る や、 祌戶市 

工費と して 三十 三 萬 三千 餘圓を 增加寄 

開校せ る 同校の 新築の 同 十三 年 十月に 


なりし が、 此 期間に 於け る 高等 工業 學 校の 

共に 特筆に 値する。 卽ち神 戶髙等 工業 學 

は 約 六十 萬圓を 寄附 し、 更 に 土地 買 收及土 

附し、 同 十 一 年 四月 私立 村 野 工業 學校內 に 

成り， てこ ゝ に 多年 耍 望せ る專門 工業 學校 

大學 令の 改正 ありし を 機と して 59 れる祌 


の 開設 を 見た のであった。 叉 大正 七 年 

戶 高等 商業 學校 昇袼 問題 は、 神 戶 市民の 最も 希望す る 所に し て、 市 會は 之が 實現を 

期して 大ぃ に 努力 を拂 ひし も、 而 も 未だ 

神戶 市の 人口 增加率 著しき や、 本 市 の 


成功す るに 至らなかった- 

上水道 は 第 一 囘擴 張計畫 成らざる に 先 


ご 


ち 早く も 憂 ふべ き狀 勢を吿 ぐる に 至，^ たれ ば、 遂 に 第二 囘擴張 計畫を 樹立し て、 大 

正 十五 年 五月 其ェを Ha し、 以て 千 大 貯水池の 蒿 上等に よりて、 十萬戶 より 十六 萬 


一千 二百 戶に 給水す るの 大擴張 工事に 著 手した。 而 して 市 內の 一般 衞生 施設と 

して 或は 屎尿 處 分に、 麈芥燒 却に、 屠場の 市 營に將 た 叉 東 山 病 院.巿 民 病 院. 屯 田 療養 
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所 等に 施設 改善 年と 共に 加 へられ たれ ど、 而 も 人口の 增加 急激に して 之に 奪 する 

の 暇な からし め、 且 っ市內 流行病 も 同 八 年に は 前年 猖獗を 極めし 流行 性 腦脊髓 K 

炎 再び 流行 し、 痘 瘡. 赤 痢 亦 最も 流行し、 コ レ ラは 同年 及 九 年に 猖獗を 極め、。 へ ス 卜 r 內 

は 往年の 如き 慘害を 見し ことな けれど も、 同 ナ十 一 年に 患者 發 生して 市民 を 脅し、 

常 在 性の チ フ ス は 特に 同 十四 年に 猖獗を 極む るな ど、 衞 生 上 甚だ 憂 ふべき 事歷を 

, (き 

記錄 した。 叉 下水道の 完全なる 施設 を缺 ける 祌戶市 は、 其 調査 を 重ぬ る こと 屢-な 

るに 拘ら す、 而 も 未だ 實現を 見る に 至ら す、 系 統 的 な. る 下水の 試 驗も亦 行 はれ ざリ 

しが、 同 十四 年縣の 施行せ る 化學的 細菌 學的 試驗の 結果に 徵 すれば、 ァ ンモ ニヤ 及 

蛋白 性ァ ン モ 二 ャ 量より 推し て、 東 京 及 大阪ょ リ神戶 の 劣る ありし は 注意す ベ ぐ、 

海水の 停滯 せる 葺合 港灣に 於て すら 尙 一 般 下水より 良好なる は 更に 注目すべき 

現象な リと いは れ、 脇 濱 下水道の 大 幹線 は 最も 惡 く、 柳 原 幹線 は 比較的 良好 なれ ど. 

水槽 便所の 多き 鯉川 筋と 比較的 少き 宇治 川. 新 蟹 川との 殆ど 同様なる は、 前者の 必 

すし も 不潔なら ざる を 知る ものなる ベ く、 而 して 地勢 上 良好なる ベ き 神 in 全市の 

下水の 東京 市に 比して 劣る の 結果 を 示せる は 研究に 値する もので あ っ^。 


二) 大正 八 年 十一月 大演習 關係 記錄。 同年 神 

戶市 事務 報吿。 

0 一) 大正 九 年 神戶市 事務 報吿。 

(三) 大正 十 一 年 皇后陛下 御 西 下 一 件 書類。 

(四) 大正 十三 年 神 戸市 事務 報吿。 

S 大正 十四 年 神戶市 事務 報告。 

(六) 同上。 

(さ 昭和 元年 御大 喪 一件 書類。 

(八) 大正 八 年度 祌戶 市會成 議錄。 都市 計畫部 

^査。 

(九) 大正 七. 十四 年 神戶市 統計 書。 大正 九. 十四 

年國 勢^ 査表。 

S) 神戶市 統計 書。 兵庫縣 統計 書。 

(二) 大正 八 年 乃至 同 十四 年 神戶市 統計 書。 

(11 一) 大正 九. 十 了 十四 年度 神 戶市會 速記 錄。 

(一 1 一一) 大正 八 年度 神 戶市會 成 議錄。 

(一四) 大正 八 年度 神 戶市會 成 議錄。 神戶 市社會 

事業 概況。 
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(一ま 大正 九 年度 神 戶市會 成 議錄。 大正 十 年 神 

戸市 事務 報告。 式典 記錄。 

(一六) 大正 十 年度 神 戶市會 成 議錄。 都市 計畫 彙- 

報。 

(1 七) 大正 十 一 年度 神 戶市會 速記 錄。 

(一 八) 大正 十 千 十 三年 度 神 戶市會 成 議錄。 

0 九) 大正 十二 年度 神 戶市會 成 議錄。 大正 十二 

年 神 戸市 事務 報告。 

05) 大正 十三 年度 神 戶市會 速記 錄。 大正 十三 

年 七月 神戶 新聞。 

(ニー) 神 戸市 公報。 神 戸市 統計 書。 

(一三) 大正 十四 年度 神 戶市會 速記 錄。 

S 大正 十五 年度 神 戶市會 速記 錄。 

(一一 四) 大正 五 年度 乃至 同 十 一 年度 神戶市 決算 書。 

神 戸市 財政 耍覽。 

S 大正 十二 年度 神戶 .{m- 會 速記 錄。 大正 十二 

年度 神 戸市 決算 書。 

(一一 さ 大正 十三 年度 神戶. I& 決算 書。 

二 五 
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(一一 40 大正 八. 十四 年度 神戶 ^決算 書。 

(二八) 神 戸市 統計 書。 神 戸市 商工 耍覽。 神戶商 

ェ 情勢。 

(1 一九) 大正 丸 年神戶 巿 事務 報告。 神戶港 大觀。 

神戶 商工 情勢。 

言) 神戶港 大觀。 日本の 產 業と 貿易の 發展。 

(II  二) 大正 九 年神戶 港外 國 貿易 概況。 大正 九 年 

神戶港 大觀。 

(1 一一 一一) 大正 十 年 神戶巿 統計 書。 大正 十 年 神戶港 

大觀。 

(一一 一一 一一) 大正 十 年 神戶港 大觀。 大正 十 年神戶 港外 

國 貿易 概況。 

(II 一四) 神戶港 大觏。 神戶市 商工 耍覽。 

(暴 神戶 商工 债勢。 大正 十一 年神戶 港外 國貿 

易 槪況。 

(一一 一六) 神戶 商工 情勢。 大正 十二 年 神戶港 大觀。 

(II 一 さ 神 戸市 商 H 耍覽。 神戶港 大觀。 

(13 神戶市 商工 耍覽。 神戶 商工 情勢。 


二 六 

(1ーー九) 神戶港 大觀。 祌戶 商工 情勢。 

(so) 大正 十二 年神戶 港外 國 貿易 概況。 

§ 神 戸市 商工 耍覽。 

(S 二) 大正 十一 一一 年神戶 港外 國 貿易 概況。 

(四 111) 神戶 商工 愦勢。 神戶市 商工 耍覽。 

(四 四) 神戶 商工 情勢。 

§ 大正 十五 年神戶 港外 國 貿易 概況。 

§ 大正 十五 年神戶 港外 國賈易 槪況。 神戶商 

ェ倩 勢。 

M 大正 十 一 年 乃至 同 十五 年 神戶市 統計 書。 

(四<) 大正 八 年 乃至 同 十五 年 神戶市 統計 書。 神 

戶市 工業 概況。 

§ 神戶市 商工 耍覽。 神戶市 工業 概況。 

OS) 大正 十四 年 神 戸市 工業 概況。 

OS 同 上。 

(さ 一) 都市 計畫 調査 書類。 

(さ II) 神戶 都市 計 畫に關 する 事項。 

S 同 上。 


S 神戶 都市 計 畫に關 する 事項。 

05 第一 期 道路 改設顚 末。 神戶 都市 計畫 事業。 

§ 笫 二期 道路 改設 事業。 大正 十三 年度 乃至 

昭和 三 年度 神戶 市. 會 速記 錄。 

S 神戶 市電 氣局 年報。 

M 大正 十 子 十五 年度 神 戶市會 成 議錄。 天井 

川 改修 書類。 

(さ) 都賀川 改修 關係 書類。 大正 十三 年度、 同 十 

四 年度、 同 十五 年度 神 戶市會 成 議錄。 都市 

計畫 調査 書類。 

§ 各 耕地整理 組合 書類。 神戶 都市 計 畫部調 

査。 

(さ 一) 神戶 都市 計畫 調査。 土地 區劃 整理 組合。 

(さ 一) 神戶 都市 計畫部 調査。 高架 鐵道 竣功 記念 誌。 

S 神戶 都市 計畫部 調査。 

30 大正 十四 年度 神 戶市會 速記 錄。 

I 神戶市 都市 計畫部 調査。 大正 八. 九 年度 神 

戶市會 速記 錄， 
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(六 七) 神戶 都市 計畫部 調査。 大正 八 • 九 年度 神戶 

巿會 速記 錄。 

(六 八) 大正 十三 年、 昭 和 六 年、 同 九 年 神戶港 大觀。 

S) 大正 十. 十一 年 神戶港 大觀。 大正 十. 十一 年 

度 神 戶市會 成 議錄。 

(さ) 大正 十四 年 神戶港 大觀。 

(±) 大正 八 年度 神 戶市會 速記 錄。 

(七 一一) 昭和 八 年 神戶港 大觀。 

S 神 戶市會 速記 錄。 神 戶市會 成 議錄。 

S 大正 八. 十一 年度 神 戶市會 速 記 錄。 神 戸市 

學事 提要。 

§ 大正 八. 十四 年 神戶市 統計 書。 

(七 六) 神 戶市會 成 議錄。 神 戶市學 事 提要。 

(ま) 大正 七 年度 神， 戶市會 速記 錄。 

(七 八) 水 道， 擴 張 工事 槪耍。 

S 神 戶市衞 生 統計。 

(八 Q) 神 戶市衞 生 統計。 大正 十四 年 四月 神戶又 

新 日報。 

二 七 
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行幸の 光榮 

と 奉祝 紀事 


昭和 三年 十 一 月 十日 今上天皇 陛下 御卽 位の 

は大倉 山に 官民 數萬 人參 集して 萬歲を 奉唱し、 

翌四年 六月 七日に は 天皇陛下 神戶 市に 行幸 あ 

に 洛 し、 同 夜 は 港內に 御假泊 あらせら れ、 翌 八 日 

同 五 年 十月 二十 二日 天皇陛下に は 御 召 艦に て 

島に 向 はせられ、 二十 五日 再び 御 入港 あり， 二十 

て 同日 海路 還 幸の 途に 上らせられた。 此間神 

輸送力 を 以てする も尙 及ばざる 有檨 なりし に 

重なる 光榮に 浴して 歡 喜に 雀躍せ る こと は特 

三日 天皇陛下 岡 山縣下 大演習 御 統監の ため 神 

(S)  . 

奉送し 奉りし が、 同 八 年 十二月 二十 三日 皇太子 

は 俄に 奉祝の 巷と 化 し、 官 民大 奉祝 會に つぎて 
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ふ や、 神 戶市 にて 

を 祝し 奉リし が、 

も 御 臨幸の 光榮 

(一一) 

つかせ 給うた。 

黑に御 移 乘、 江 田 

を 擧げさ せ 給 ひ 

ひを呈 せる は、 全 

して 祌戶 市民の 

•  (三) 

筆すべき であった。 此年 十一月 十 


大典 を擧げ させ 給 

全市 を 擧げて 大典 

らせ給 ひ、 祌 戶市廳 

御 出港 還 幸の 途 に 

神戶御 入港 あ リ、 羽 

六日に は大 観艦式 

戶 市の 空前の 賑は 

よりて 知る ベ く、 而 


戶 驛を御 通過 あら 

殿下 御 降誕の 公示 

市內は 旗と 提燈と 


せ ら れ、 官 民 之 を 

を拜 する や、 全 市 

の 奉祝 行列に 滿 

二 九 
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S) 

ち、 夜 を こめて 之 を視ひ 奉った のであった。 

お P 率 祌戶 市人 口の 增加は 其 後も侬 然として 著しく、 殊に 昭和 四 年 四月お 部の 西 灘丄ハ 

甲 .西 鄕 等三箇 町村 を 編入す る に 及びて 顯著 とな リ、 國 勢 調査 は 再度 行 はれて 人口 

增殖の 內容も 次第に 闡明 せら れ、 か くて 大正 七 年より 昭和 八 年に 至る 間に 世帶ま 

十三 萬より 十九 萬に 垂んと し、 人 口 は 六十 四 萬よ リ八 十三 萬 七 千と なつ；^ か、 

る 戶ロ增 殖の因 は 主として 須 磨 .灘 ニ區に 於け る增 加に 由る ものにし て、 s  <b. 林 田 

二 區は旣 に 發展の 餘勢を 示す に 過ぎ K 祌 戶. 湊 東. 兵 庫の 三區の 如き は 增加を 示せ 

る 年 も あれ ど、 其 率い ふに 足らす し て、 特 に 湊東區 は 漸減 を 示 し、 同 一 期間に 九 萬 七 

千 七 百 人より 約 六 萬 三千 人と な  >  、其 滅少 率實に 三十 六 ％ に 達 し、 兵 庫 區は其 間に 

二十  一 ％、 神 戶區は 十六 ％ の 备滅少 率 を 示して ゐる。 これ 中央部 は 漸次 他 和 a に 

達せん と し、 或 は 旣に他 和點に 達せる に 由る もの なれ ど、 之 に 反せる 須磨區 ま 三. 一 一 

倍、 灘 區 は 三 入 倍の 增加を 示し、 かくて 十六 年間に 市の 人口 は 四十 二  ％ の增 加と な 

)  (七) 1 

つたので ある。 尙 昭和 五 年に 行 はれた る國勢 調査の 結果に 徵 する に 、市の 人 P 密 

度 は 前年の 灘區 編入に より て 稍 t 緩 和せられ し が、 市 內八區 中に て は 湊. 兵 庫*  f 


昭和 二 三 四 

年の市 政 


普選に よる 

市會 總選擧 

と 市民の 棄 

權率 


來 

來 

市 

の 


の 

こ 

て 


知 

增 

の 

行 

口 

な 


の 


こ 


中 

府 


る 

、レ 


區 は 略， 東 京 市の 密度に 等しく _ 

る。 從っ て 林 田. 須磨 .灘 の 三 區 

加率幷 に 地理 的 條件之 を證す 

き 急速なる 增加は 望み 難き 情 

みとな りたれ ば、 市 の 柬 Jra 兩 端 

神戶巿 人口の 將來 を示睃 する 

6 市 は 林田區 と 略" 同 じき 密度 

はる ベ き 趨勢に ありと 觀 察せ 

二 年電氣 局肅正 問題 巿會に 現 

る 事 歷なリ し が、 川 崎 造船所の 

要なる 事象と して 最も 市民の 

は賀 すべきであった。 而 して 

とな リ、 神戶 市の 交通 政策 上 地 


_須 磨 .灘 の 

を 除きて は、 將 來 の 

る もの あ り、 而 し て 

勢と な 乂僅 かに 北 

の 發展の 急激なる 

ものなる と 共 に、 昭 


となる ベ く、 從 つ て 

(八) 

こ 


區は其 東京 市の 半ば にも 達せ ざ 

人. 口 增加は 望み 得ざる こ 

此三區 中 林 田區も 過去に 

部 及 山地の 開 發に餘 地 を 

もの ある は 想 察に 難から 

和 五 年より 十箇 年後に 至 

市 域の 擴張 は當然 近き 將 


ら れ こ o 


れ、 幾 もな くして 疑 

破綻と 其 救 濟は社 

5 目せ る 所な リし 


獄の 起れ る は、 市 政 上 最も 

會的 問題と し て、 將 叉神戶 

が、 幸 にして よく 其 功 を 麦 

入 問題 は 市會に 於て 討議 


阪神 急行 電車の 乘 

下 式 工法に よる ベ き 市 是を確 把せ る市會 は、 

對し 意見書 を 提出して 其 貫徹 を 期す る 所があった。 昭和 三年 八月 やがて 

ら るべ き 普通 選擧 法に より 市 は市會 議員 定員 を 六十 二人と 爲 し、 選 擧區の 

第二 章 昭和 元年 以後の 神戶  三 一 


東部 三箇町 

村の 編入 


阪急乘 人 問 

題の 解決 


市長 重任 


神 戶市史 第 

一部に 改 正 を 加 へ 

市 內を三 選擧區 に 

分 ち て、 議 員 定數を 

第 一 囘の總 選擧を 

十 萬 八 百 人 を增し 

九. 九 ％ に 達 し、 之 を 

得せる 最初の 選擧 

を 以て 編入せ る 東 

解决 せる ものにし 

一 萬 坪) の 面積 を增 

萬 坪と な え 市 の 人 

又 市政 上 重要な る 

同 四 年 六月 政府の 

遺感 なしと せ ざ， CN. 

通 上 利便 を增 さん 


ニ輯 本 編 總說 

しが、 此 選皋區 に 

分リ 中 選 擧區と 

六十 八 人と なし" 

(10) 

執行した。 當時 

て 十四 萬 三千 九 

前囘の 十九 ％ に 

の 結果と して 遺 

部三箇 町村 は旣 

て、 之 によ リて市 

して ヒ 十五 萬 六 

口 密度 を さ へ 緩 

問題と して 取扱 

高架 乘入 認可 に 

し も、 大 勢 上已む 

とする に 至れる 


つ き、 武， 庫 

爲 さんと 

同 四 年 四 

の選擧 

百 人に 

比すれ 

憾の點 

に 大正 

は 新に 

千 人、 廣 

は れ、 波 

ょリて 

を 得 ざ 

は 喜ぶ 


有 

八 

の 


る 


月 二 

灌 者 

增 せ 

實 に 

か ら 

年以 

萬 一 

五 • 六 

士ロ  a4 

も不 

を 極 

决せ 

も の 

き で 


屬 す 

者 あ 

十五 

は 前 

ノ，、  >  、 

し 力 

十艿 

す と 

來幾 

千の 

五 一 

と な 

め た 

し は、 

あ 

あ つ 


る 

曰 

し 


三 

差 

方 

と 


三 二 

箇 町村の 編入 を 見 

も、 遂 に 市 を 

以て 普通 選 

擧の 場合に 

擧の 結杲棄 


を 來 し、 普 通 

(二) 

こ 


れた。 而し 


波瀾 を經て 

と  一 • 七 七 方 

里 卽ちニ 千 

は 注目す ベ 

神 急 行 電 鐡 

の 市の 政策 

共 に、 其 乘 入 


八 選 

擧法 

比し 

權率 

選擧 

て 此 

こ ヽ 

里 (五 

四 百 

き で 

乘 ス 

上 よ 

- i よ 


て 

ま 


こ o 


而 して 此年 八月 


年 

百 

問 


區 に 

よ る 

實 に 

二 十 

を 獲 

四 月 

之 を 

八十 


十五 

(11 一) 

こ 

-7 


つ た。 


n あ リ 

見 て 

て 交 

i 巿 


. 長 黑瀨弘 志 重 任 し、 市 制 中 改正 事項の 七月に 實 施せら る 、 や、 名 譽 職 參事會 員 九 人 

嶋 顧の 給電 は 十五 人に 增員 せら れ、 臨 時 財務 調査 委員 會規 程に も 攻正を 加へ し が、 新 に 曩に編 

入せ る灘區 の電燈 電力 料の 高價 にし て、 巿 民と して 同一 の惠 寧に 浴し 得ざる を理 

. 由 と し、 阪 神電鐡 株式 會 社の 給電 旣得權 を 市に 譲渡せ しむべ しとの 問題 は、 此 年 九 

月 市 會の議 に 上 タ、 直 に 其 運動 に 著 手す る に 至りし が 而も 容易に 實現を 見る を 得 

(1=1) 

なかった。 

^0 昭和 五 年度 は 市政 上 叉 記念すべき 年であった。 此年從 來屢， 繰延の 厄に 會 して 

の 市政  『 UK 

國港 としての 重 實を杲 し 難 かリし 神戶港 第二 期 築港 工事に 對し、 叉 繰延を 阻止す 

る爲に 意見書 を 提出せ しが、 市會の 意. 見 書 提出 こ 、に 至 リて八 囘を算 へ し は、 如何 

に 築港 工事の 促進 を 熱望せ るか を證 する もので あつ たき 又 同 六 年度 豫算の 四月 

一 日に 至りて 可决 確定 を 見た る こと も、 祌 戶 市に ありて は 未曾有の 事態と し て、 市 

-民 をして 注目せ しめしが、 これ 主として 屎尿 汲取 手數 料徵收 案の 紛糾 を來 せる に 

由る ものにして、 當時新 財源と して 立案せられ たる 此 汲取 手數料 は、 曩に 屎尿 處分 

をば 悉く 市營に 移し、 こ 、に 木 案の 提出と なりし ものにして、 之に 對 して は 前年 來 

幾多の 反對 あり、 殊に 衞生 組合 は 從來其 事業の 屎尿の 汲取に 至大の 關係 ありし を 

第二 章 昭和 元年 以後の 神戶  三 三 


昭和 六 年度 

の 市政 


處務 規程の 

改正と 吏員 

整理 


以 

-， >  * 

を 


て 


神 戶市史 第二 輯 本 編 

. 其 組合員 十五 萬 人の 連 


觀光 施設の 

整備 


こ 

程 


(Is 

こ o 


最 も 影 響 ありし が 

著 を 見た ので あつ 

れ又 二十 餘 年間の 

て 灘.葺 合 • 神 戶 .湊. 湊 

する 所 甚大なる も 

れ より 先 同 六 年 四 

して 新に 臨時 事務 

て、 市 及區の 處務規 

を實 施す ると 共に 主 

實 施 し、 電 氣局 及港灣 

八 口 大成せ し が、 蓋 し 叉 

によ リ て、 五 百餘 人の 

による 區役听 の開廳 


京 

程 


戶 市を內 外に 紹介 せん 


總 說 

署 せる 

而^ 徵 

而し て 

を 解決 

庫 • 林 S 

るに 至 

は曩に 

委 員 會 

改廢 に 

事 以下 百 

部の 從來 

蜜 Ml せ \  63  6 

こも 蓿へ 

爲 め、 市 會 


矣 

あ 

tB」 

の 


收 は 


一 了 

\ィ 


せ る 

つ た 

大正 

規程 

つ き 

二 十餘 

別に 定 

大 改正 

登用 試 


之 

て 


たので 


を提 

を 一 

設置 

の に 

八 區 

で あ 

年 九 

制定 

調査 

人 を 

め た 

で あ 

驗を 

あ つ 


出して 

年 延期 

の 件 も 

て、 之 

所の 


し 


ゥ 

し- 

し- 

つ 


反 

亦 


一 了 

\ィ 


§ 

こ o 


制 定 

助役 

七月 

理 せ 

處務 

S) 

こ o 

す 

ひ て 


る 


よ 


せ 

_ 一 

見 

力 


る 

-，、 

羞 


せ し 

こ と 

豫算 

リ て 

を 見. 

臨時 

員 長 

市 吏 

，九 月 

を 廢 

て 同 


新進 氣銳 

政府の 施 

に 臨時 観光施設 調査 委員 會設 


(一八) 

た e 叉 


力 

.111 チ 

と 

き 


三 四 

如 き は、 本 案の 成 

して 決定 し、 始 め 

と 共 に决定 せし 

和 六 年 九月 一 日 

タて以 て 市民 に 

務 改善 委員 規程 

し、 各 課長 を 委員 

給料 を 改正して 

以 て 改正 處務規 

て 市の 處務 規程 

市吏員 登用 試驗 

士を 求め、 新處務 

に應 じて 大ぃ に 

置の 希望 ある や、 


昭和 七 年度 

市政 上の 諸 

問題 


山地 開發の 

翳 


永代借地 上 

の 滞納 間 題 


策 


九月 其 規程 を 制定 し、 市 の觀光 施設 は爾 

月 満洲 事 變突發 し、 引 つ、、、 き 翌七年 一月 

なる 關係 ある 我 神 戶は大 なる 衝擊を 蒙 

昭和 七 年 九月 五十 五 萬圓を 投じて 裏 

とする 案の 決定 を 見た る は、 從 來の耍 望 

光 道路 を詉訪 山麓より 再度 山に 通 じ、 觀 

むる 山地 開發 の先驅 となさん とする も 

に 前年 二月 市政 事務 調査 會の 研究 調査 

問 題 は、 此 年 十二月 市會の 意見書 を 政府 

納金 を 早急に 解 决處分 せんとす るの 態 

なりし が、 翌八年 一 月 遠洋 就航 船舶の 大 

港の 船舶 減少 し、 同 時に 大阪 出入の 貨物 

係ぁリ とし て、 之 が對 策と して 船舶 寄港 

至れる は、 近 時大阪 港の 發展 の祌戶 港に 

する ものにし て、 相 當 注目す ベ き 問題で 

第二 章 昭和 元年 以後の 神戶 


後 漸く 整備せ 

に は 上海 事變 

たので あつ 

を開發 

Ins は ん 

施 設を 

であつ 

端を發 

致して 

を 示せ 

阪著 運賃 

を增 加し 

對策 官民 


ら れんと 

の sa る あ 


する こ 

リ、 交 通 


至リし が、 同 

賀易上 重大 


ゥ 

光 

変 


し 兼 

と せ 

^ す 

(き 

こ o 


^ ク J 

し f 


至リ。 - 1 

(1 二) 


あ つ こ o 


よ rn\ 

る -H 

を 神 

延き 

八 口 同 

響 あ 

尙同 


こ o 


ねて 失業 

る ものな 

と共に 神 

旣に 古き 

る 永代 借 

俄に 具體 

玍目に 値 

戶 著と 同 

て祌戶 港 

調 查 會 を 

リと說 か 

年 二月 山 


救濟 

> し 

戶 市 

沿革 

化 し 

す る 

率と 

の 消 

設置 

る 、 


業と 爲 さん 

之に より 觀 

六十 ％ を 占 

有する も、 特 

外國 人滯納 

十 萬 圓の滯 

政 上の 事象 

な す や 、神 戶 寄 

長に 至大の 關 

せんとす る に 

ことと 相 照 應 

田村饼 合の 議 始め 

三 五 


力 

ひ- 

ま 


敎育 界^ 涛 か 域の 

問題 


つきて 

^ す ベ 

政上畫 


神 戶市史 笫ニ斡 本 編 總說 

に 上りし は、 祌戶 市の 都市 計畫區 

擴 張の 必要 迫れる もの ある を 思 

風紀に 關 する 建議の 可决を 見た 

き 事件であった。 叉 同月 市會會 

(一一 11) 

期 的なる ものと せられた。 


年度に 入る や 四月 二十 五日 を 


昭和 八 年の 昭 

選舉 と棄權 

率  せら れ、 六 十 人の 新市會 議員の 當選を 見 

竝定數 條例を 改正し、 &會は 原案 六十 人 

せ し が、 こ れ祌 戶 市人 口 に 比例 すれば 六 

として 從來 六十 八 人と 爲 せる 關係 上、 遽 

し が、 內 務省は 特殊の 事情 あり-と は 認め 

之を祌 10 '巿會 議員 選 擧區條 例と して， 認 

は 第 一 囘に 比し 一 萬 三千 餘人 を增 して 

八. 五 艿を算 し、 前 囘 より 一 .四％ を 低減せ 

ふべ から す、 さ れど叉 之 を 同年 執行 せら 


城 の 

ま し 

る ま 

議規 

以 て 


こ o 


の 定 

十 人 

に 急 

可 し 


六 大都市 中 最も 

め、 三 月に れる 

■ 未會 有の 事 態 と 

則の 全面的 改正 

普通 選擧 法に よ 

これより 先 前年 

員 を 六十 五 人と 

となる も、 祌 戶 市 

激 なる 減少 を 避 

として 六十 人に 

(き 

であった e 

千 人となり 

ベ きも 而も 

の 大都市 に 


-7 


」 の 


十五 萬 七 

る は 喜ぶ 

れ たる 他 


夾 h 

し て 

の 行 

る 第 

九 月 

し. 從 

- ) ま 

け ん 

更 正 

匕 8 

しが、 


未， 


三 六 

なるこ 

育界廓 

市敎育 

はれし 


と と、 祌 戶 

淸 問題に 

上 狭 も 注 

こ と ま、.^ 


一 一 囘 の 

巿會議 

來 より 

特殊の 

とする 

し、 從來 

擧 當 日 


選擧對 


一 了 

\ィ 


比す 


員 選擧區 

三人 を 減 

歷史 あり 

ためなり 

の 條例は 

の 有權者 

其 棄權率 は 二 十 

十分な りと は 謂 

る に、 大 阪. 京 都 兩 


巿の 四十 ％ を 超 え、 東 京 市の 四十 ％ に 近 く、 名 古 屋巿の 三十 四 ％ を、 橫 濱 市 (昭 和 九 年 


將來 の三宮 

驛 附近 


黑瀨 市長の 

返 任 


勝 田 市長 の 

丄 お 任 

公會堂 建設 

計畫 と處務 

規程の 改正 


選 擧) の 三十 二  ％を 共に 超えた るに 比 し、 祌 戶 市の 棄權率 

(き 

聊か 誇るべき ものであった。 而 して 此年 八月 市と 阪神 

によりて 阪急 電車 は 高架 を 以て 三宮 町に 乘 入る 、 こと 

に 同社 は 百萬圓 を神戶 市に 納付す との 條件を も 含 み、 か 

年 を 出です して 阪神. 阪急 相つ いで 地下 式 或は 高架 式 を 

(き 

とする に 至れる は、 市 の 發展上 最も 注目に 値する。 尙比 

了し 三 期八箇 年、 多 大の 功績 を貽 して 返 任せし が、 十 一 一 月 

場移轉 改造 問題の 關 係者贊 否の 示威運動 犇く 間に 解决 

題と して 記す るに 値せし が、 同 月 後任 市長と して 勝 田 銀 

(一一 七) 

市政の 明朗 期して 待つべし とせられた のであった。 尙 

堂 建設 資金 積立金 設置 規程 制定せられ、 こ ゝに 多年 十 


言 


の遙 かに 

急 行 電 鐡 

となりし 

くて 多年 

以 て 三 宫 

月 市長 黑 

に は 永く 

せる 情景 

次 郞 當 選 

翌九年 二 

しで 成就 

る は 喜ぶ 


舍及 S 會堂 建設 計畫に 積極的に 著 手 せんとす るに 至れ 

規程の 改正に ょリて 新に 土木 部 設けら れ、 觀 光 課 も 新設せられ、 之 

務は祕 書 課 以下 十二 課と 土木 部 .電 氣 局の 陣容と な り、 發 展熄 まざ 

第二 章 眧 和 元年 以後の 神戶 


少 きを 知る ベ く- 

との  契約  成リ、 之 

が、 其 契約 條項中 

の 懸案 解决 し、 數 

集中 せん 

る 公設 市 

上の 大問 

る や、 所 謂 

舍 竝公會 

し 綜合 廳 

月の 處務 

て. 一 巾の 事 

こ暂 ふる 


附近に 

瀨弘志 

紛糾せ 

は、 市政 

就-任す 

月市廳 

せ さ rC\ 

ベ く、 三 

により 

る 市勢 

三 七 


神 戶巿史 第二 輯 本 編 總說 


三 八 


昭和 元年 度 

の 市 財政 


昭和 二 年度 

の 財政と 不 

況 


昭和 三年 度 

の 市 財政 


(1 一八： 


に 至った のであった。 

飜 つて 市の 財政 を 顧る に、 大 正 十五 年度 市費 豫算は 編成 當時其 六十お は 


昭和 四 五六 


の收 入に 倚るべき も、 他 は 將來旣 往の收 入に 待つ の狀 勢な りと 

られし が、 其 決算に て 歲入は 二 千 五 百 四十 一 萬圓 とな り、 歲 出 一 一 

となりし が、 此 歲入中 市税 及 過年度 市税に 合計 百 二十 萬 圓の增 

、 ：  £) 

稍， 好轉 せる や を 思 はしむ る ものが あった。 緊縮 方針 を 持せ る 

豫算は 財界の 不況に 順應 せる ものな りし が、 鈴 木 商店の 破 锭、 第 

等の 市內に 其 木 店 を 有する 關係上 影響 甚大なる もの あ タ 、而 も 

て 三千 二百 萬圓 なる 末 曾 有の 數字を 示せし が、 こ れ 市債 費. 中 央 

上に 由る もの にし て、 其 歳 入 狀 態 よ，^ して 市況の 非なる は蔽ふ 

あった。 翌 三年に は 財界の 動搖 甚だしき と 税制 改正に より 市 

打 擊を蒙 り、 爲 に 二百 萬 圓の增 税案を 提案す る に 至りし が、 擔 税 

は 之に 反對 して 大ぃ に 削減 を 加へ、 かくて 其 决算に 於て 過年度 

を 示せる は、 依 然 たる 不 a を 明かに 反映せ る ものであった C 

前年 來の不 a により 市税 課 率 を 低下せ る も、 之 を 繰 入金に よ 


して 大いに 
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三千 三 
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あった。 然し 
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税に 倚る にあら ざれば 收 支の 

主義 を 固執せ る 市會の 反對す 

市税 は 約 五十 萬 圓の減 收を示 

五十 萬圓 とな り、 大 正 十二 年の 

より 脫 却し 大いに 事業の 振 Si 
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圓に達 せし は、 市 債 費の 激增に 

(き 

る は 注目す ベ きであった。 

等の 一 大 衝動 を 蒙りた る 後の 
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百 萬圓に 達せし が、 當 時 市況の 

の增收 七十 萬 圓を算 し、 市 況 の 

ながら 翌八 年に は營業 税法の 
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税計畫 も 
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滅を 示し 
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ものな り 
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(In: 一) 

てゐ た。 かく 

はすと してな 

又 繰 入金に 倚 

歲入ニ 千 二百 

S1) 

せ し が、 同 六 年 

依然として 非 

千 四百 萬圓を 

し が、 歲 入 中 市 


七 年度の 市費 豫算 は、 市 

力： IHK が 算は歲 入 三千 五 百 萬 

非なる 實に 深刻な りと せら 

漸く 恢復し つ 、 あ リしを 知 

改正と 一 般 財界 不振な りし 

三 九 
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とに よ り、 ポ 財 政 は 益.. 窮 乏の惧 あ り、 而 も 之 を 恒久的 財源に 待た すして 一 步 の更法 

に 倚りし こと は、 其將 來に對 して 悲観せられ たりし が、 其决算 より 之 を 見る に、 歳入 

"三千 五 百 五十 萬圓 臺、 歲 出 は 三千 二百 萬 圓臺に 上 リ、 市 制 實施以 米 未き ぎの B 錄 

を 貽 し、 其 歲入中 過年度 收入及 巿税の 共に 著しく 增收を 見た る は、 こ 1 ^  W も變を 

契機と する 軍需 景氣の 濃厚に 巿况に 影 饗せる を證 する もので あ つ^。 かぐ C  "リ 

和 九 年度の 市費 豫算は 新に 就任せ る 勝 田 市長に ょリ て編竑 せられ、 明朗よ る卞政 

方針に 財政の 前途 を 期待せ しむる もの あるに 至った。 ^ふに 沖ョ卞 の 財政 ま弋 

正 八 年度 乃至 昭和 八 年度に 其 特別 會計を も 八ロ算 せる 總歲 入に ありて は 四 • 六 三 咅、 

總歲出 は 六 •〇 六 倍を算 し、 將來 幾多の 大事 業の 豫想 せらる ゝ に徵 し、 愈， 膨賬 すべ き 

情勢に ありと 謂へ る。 

f§g| の 次に 此 期間に 於け る神戶 市の 金融 * 易. 海運 等 一 般 經濟狀 勢を觀 るに、 極度の 不 

a より 脫 して 今や 漸次 好轉 しつ， ありと 謂へ る。 卽ち 大正 十五 年 (昭和 元年) は 事 

業界 も 商品 界も 依然 不振な りしが 爲め、 金融 は 緩慢 裡に經 過せ しが、 昭和 二 年に，^ 

0^ る や 二月に は四國 地方の 銀行の 休業に 引つ ぐき、 三月に は 震災 手形 案に 端 を發し 

て 東京 諸 銀行の 臨時 休業す る あり、 市場 緊張して 警戒 氣分 濃厚と なり、 加 之 鈴 木 商 
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の 


行の 休業 は 各所に 取 

心 不安の 極に 達 し、 財 

令賁施 後に 於て 

にあり て 警戒 氣 

の 相次いで 開店 

の 餘波は 其關係 

第 十五 銀行 整理 

救濟打 切と なり、 

以降 遊資 愈.. 横 溢 

繁忙 を呈 したる 

であった。 かく 

て 三 億 三 千五蓖 

億 八 千 萬 圓を割 
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閉店 

題 は 

船 所 

八 月 

移動 

た の 

滅 じ 

六十 

(m) 

こ o 
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あ り、 其 會 社の 新設 は 

四 一 
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四百に 餘 りたれ ど、 其 資本 は 三千 五 百 萬圓に 過ぎ す、 而 も此年 解散 會 社の ft. ^は 之 

(き 

を 越 ゆるの 狀 勢であった。 されば 銀行 は 資金 處分 難を來 し、 勢 ひ 公 債 • 社 債の 膦贵 

を 促し、 爾後 活氣を 失 ひし 金融 緩慢の 狀態は 七月に 及 び、 低 金利の 大勢 も W 商丁资 

金に？ § 要の 見る ベ き な く、 從 つ て 公債の 黄金 相場 を 出現せ し が、 第 十五 銀行の^  Ig 

整 理、 村 井. 近江兩 銀行の 昭和 銀行との 合 同、 第 六十 五 銀行の 神 P, 岡 崎 銀行 饼合等 は 

市內 金融界の 不安 を 一掃す るに 與 つて 力が あった。 かくて 年末に 至りて 金融^ 

は 漸く 繁忙 を 現 し、 外 國爲替 取引の 決濟 輻輳 は 之 を 助長し て、 其 年末 交換 高 は 六 1^ 

四 年の 五 千萬圓 とな ク、 祌戶 手形交換所 設立 以來の 記 錄を貽 すに 至つ 1。 翌四 年に 入る 

や 年初 以來の 金融 緩慢 は 市場 を平穩 ならしめ 三月 預金 利子の 引下 a 施 あ り、 財 界 

依然 不 a なる のみなら す、 一 般商况 叉 不振の 間に、 政府の 金解禁 態度 は 四月に 入り 

て其氣 構へ 漸ぐ 濃厚に 看取 せら れ、 爲 に 一 般の 商工 は 財界と 共に 未だ 反 轉の色 を 

現す に 至ら す、 然 るに 七月 新に 成れる 民政 黨內閣 の 徹底的 緊縮 政策の 標榜 は 株式 

の 暴落 を 重ねし め 二 般物惯 勞銀は 多少の 低下 を唱 へ、 金利 は 稍.' 上騰す る に 至りし 

が、 此 狀勢は 十月に 至る も 解消せ ざるの みなら す、 市 况は低 * し、 十 一 月金 解禁 S の 

發表 ありし も 財界 は 影響 をう くる こと 少 く、 資 金 の ！_ぬ 耍減返 し、 遊 資省 加して 市况 
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に 準備 警戒 を 爲す所 

つ け、 正 貨の 流出 巨 

を呈 した。 かくて 翌 

す、 二月 は 極めて 閑散 

勢は延 きて 利 下問 題 

て 漸次 增 加し、 株式 市 

七 八月に は 稍 t 硬化し • 

と は爲替 思惑 を 盛な 

に 一 抹の 不安 を 漂 は 


取締 令撤廢 せられて 金本位制の 正常に 復 せし が、 金 融 界 

ありし を 以て 動搖 するな かりし も、 財 界は侬 然として 不 

上タ、 一 般の 資金 需要 は 激減 し、 こ ゝ に 又 金融 緩慢の 

に 入る も 一 般 商況 弁に 證券 界は 依然 不勢なる のみ 

ぎ、 三 月 は 金融 緩慢 曰に 甚だし く、 曰 步叉 低率と なり、 

と な り、 四 月に は 預金 利子 引下げられ たる も 預金 は 


額 に 

六 年 

に M 

擡頭 

場の 

，九 月 

ら し 

せ、 金 


不 活 撥、 財 界の 不況 は 愈" 金 融を 緩慢なら しめ 


然 


相次ぎて 起れ る滿洲 事變の 勃發と 英國の 金本位制 

め、 爲 に國內 資本の 逃 避、 正 貸 現送と な り、 我 國 財界 は 

輸出 再禁止の 懸 念 は 重 加 し、 金 融爲に 逼 迫を吿 ぐる 


しが、 十二 月に 入り 犬 養內閣 成立す る や、 卽日斷 行 せ， る 金 轍 出 再禁止 は 株式 


品 


の 昂攛を 促し、 金融市場 は 大正 十四 年 來の高 記 錄を示 し、 市 况 はこ 、 


商 

る に 至れる は 最も 注目す ベ きで あつ 


^3- 


： さ 

こ o 


昭和 七 年 は 金 輸出 再禁止に よる ィ ン フ レ ー シ ョ ン景氣 の 期待 を 以て 迎へ られ 
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き^^^ 昭 しも、 而も 直に 之に 副 ふの 情勢 を 示す に 至らす、 蓋し 日本銀行の 兌換券 發行 高の 如 

き は 減少 を 示し、 金融 却って 梗塞の 狀 態に あるに 由る が 如く、 從 つて 大勢 は 日本 銀 

S 八) 

行の 通 貸 統^ 策に 支配 せらる、 ものが あった。 かくて 農村の 疲弊と 中ト 商工業 

者の 萎縮 は 時局 匡救の 對 策と なリ、 所謂 此 非常時 對策は 漸次 ィ ンスレ ー シ ヨン 景 

氣に轉 向 せんとす るの 傾向 を 示 し、 旣 に 七月に は 株 式 • 公 債. 物 價等 何れも 其 落 勢 鈍 

リて好 轉を思 はしめ、 社債の 發行、 株式の 拂込も 漸く 行 はれ、 殊に 八月に 於け る 政府 

の インフレ ー シ ヨン 徹底の 手段の 一 たる 日銀 利子の 引下 斷行 は、 やがて 郵便貯金 

及 市中銀行の 利子 引下と なり 低金利 時代 を 現出 せんとす る に 至 つ (ぽ。 昭和 八 fe- 

に 入る や、 國 際 聯盟に 對 する 不安と 米國 財界の 不況と は 自ら 前途 を 混迷に 導 きお 

况爲に 一 時 閑散 を 極め、 ついで 我國の 聯盟 脫返 は米國 財界の 恐慌と 共に 株式 • 商品 

に 動 搖を與 へ し も、 爲 替の 低落 は 轍 出 貿易 をして 頓 に活潑 ならし め、 金 融界は 遊資 

增 加して 緩慢と なり、 日銀 及 市中銀行の 利 下 は 遂に 未曾有の 低金利 時代 を 現出し、 

祌戶 市債の 如き 四 分利に 借換 へられ、 中小 商工業者の 金融 機關 たる 市內 信用組合 

は 合同して 之に 備 ふる ぁリ、 銀行 預金 は增 加し、 貸 出は滅 少し、 一 般に 遊資の 處分は 

困難 を 加へ しも、 而も 輸出の 旺盛 は 轍 出品 工業 を 隆盛なら しめ、 非常時 軍需工業 は 


活 况 を 呈 し、 昭 和 九 年に 入る や 更に 好轉の 傾向 を 明示す るに 至った のであった。 

之を會 社の 新設 數に徵 する に、 昭和 四 年 乃至 同 八 年の 新設 は 四百 五十よ リ六百 を 

超えて 漸次 增 加し 来れる に拘ら す、 其 資本 は 多き 年に も 二 千 萬 圓臺を 超え す、 唯 同 

八 年の み 六 千 百 萬圓に 達し たれ ど、 其 解散 會社は 殆ど 增加を 見 す、 偶 ，同 八 年に 二百 

九十 を數 へ たる も 寧ろ 整理の 傾向 あり て、 其 資木も 一 千 萬圓に 過ぎ す、 卽 ち 財界 好 

轉の 情勢 之 を 以て も 察し 得た のであった。 

昭和 二 年の 貿 易. 海運 の 比 期間に 於け る 推移 を 見る に、 昭 和 二 年の 賀易は 當初沈 衰を極 め、 內 

貸 易 海運  ， ： 、" 

地に 於け る 未 首 有の 恐慌 は對 外信 用 を 失墜せ しめしが、 つ いで 爲替の 崩 落、 物 價 の 

低落 は 一 時 輸出 を增 進せ しめし も、 輸 入の 減 返 は 貿易 尻に 於て は 好 勢 を 示 し、 輸 入 

超過 は 二 億 六 千 萬 圓に滅 少した。 而 して 此 年の 海運 界も亦 多事多難 にし て、 內 地 

の 金融恐慌に よりて 一 大打擊 を 蒙 え 加 之 支那の 動 亂は之 を 助長し、 一 時 遠洋航路 

は 太平洋に 活躍 を 見し も永續 する に 至らす し て、 近 海と 共に 漸く 不振と なる に 至 

つた。 翌 三年の 對外 貿易 は濟南 事件と 之に 伴 ふ 日貨排 斥、 英 米市場の 金利 昂騰と 

爲替 軟化 等 幾多の 事情 あ り、 而 も 一 般 財界 不况 なる も、 漸 く 改善 の^を 貝、 從 つて 海 

運界も 北米 航路 は 旺盛 を 示 し、 歐 洲 方面 も 活況 を 示せし が、 近 海 は 容易に 振 は す、 漸 
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く山柬 出兵に よりて 近海 運賃の 昂騰 を 見し も、 纏て は大 中型 船の 近海 集中と なり 

て 船腹 過剰と なリ、 支那の 排日 運動 は 漸次 海運 界 をして 困難なる 情勢に 陷 らしめ、 

殊に 日 木 海員組合 員の 罷業 は 一 時 甚大なる 影響 を與 へ Ifo 

昭和 四 年 經濟界 は 不振に して 爲替は 漸落し、 濟南 事件の 解 决は對 支 貿易 を 好 傅 
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の 最少 記錄 となりし も、 金解禁 最初の 翌五 年の 貿易 は ft 界的 不況な リ しとまい 

不振 を 極めた ものであった。 されば 海運 界も爲 替囘復 と共に 外貨 建 運賃 收入激 

減し、 近海 も 運賃 市況 漸落 を 免れす、 叉 世界 备國の 貿易 不振、 支那 購買力の 滅返等 は 

海運 界 をして 極度に 不況なら しめたので あつ (鍵0 昭和 六 年に 入る ゃ米國 株式の 

暴落、 濠洲 • 支那. 印度の 關税引 上 及 銀 暴落 等は內 地の 緊縮 政策 等と 相應 じて 輸出入 

をして 激減せ しめ 、満洲 事變. 英國 金本位制 停止 は 支那の 日 貸 排斥と 共に 我 貿易 を 

して 惡 化せし め、 大正 十四 年 を頂點 とせる 對外 貿易 額の 減返此 年に 至^て i りし 

カタく. 其 額 八 億 六 千萬圓 となりし が、 海運 界叉其 影響 を 免る 能 はす、 運賃 市況 萎靡 

して 振 は す、 こ 、 に 未曾有の 繋船 時代 を 現出す るに 至つ^)。 
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舊に復 

海運 界 

呈 す る 

鬲 ？  feu 

擊等幾 


る 爲替の 急落に よ タ， 灰 那の 日貨 排斥 

雜貨の 新 市場に 進出す る こと 著しく、 

の 關税引 上と 物 債の 下落に よ > て 減 

考究 ぁク しと 共に、 當 業者 叉 幾多の 對 

杭し 難 く、 侬 然として 不振な クし が、 金 


時 運賃 


ハ ェ 氣を 一 新し、 爲替の 惨落 は 採算 を 

§ 


利と な り、 此 年の 上海 事變は 

し、 情勢 暗澹たる ものが あった。 此： 

助成 案の 實施 とな P 、多 數 老朽 船の 解 

Q  ：:   

かくて 翌八 年に 入る や 其 

印度の 日印 通商 條約廢 棄、 印 度の 綿 製 

多の 惡條件 は 犬い に 我 輸出 を 阻止せ 

は爲替 安に 乘 じ、 且 つ 日 滿經濟 關係發 生と 諸 

障 壁 を 突破 し、 神 戶 港の 輸出 爲に 大いに 增進 

四十 萬圓の 輸出超過 を 示 し、 世 界大戰 進行 中 

四 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 總說 

に 於け る 情勢 を 再現せ る は洵に 偉と すべきで あつ 始)0 されば 海運 界も數 年來の 

陰惨なる 情 態より 離脫 し、 船 質 改善 施設と 相應じ 市、 况大ぃ に 昂騰し、 大型 船 は 遠お 

ブ^に 出動し パ型 船は拂 底と なりて 荷 動 旺盛と な リ、 運 貨. 傭 ^料 も 共 こ埂化 レニ 

般の狀 勢好轉 の. 傾向 顯 著なる に 至った。 蓋し 其此に 至れる 所以の もの は、 金 輸出 

再禁止に 負 ふ 所 多大な りきと 謂 はねば なら (fo 此 くて 此 期間に 々、ける， 戶 港つ 

, 貿易 は、 全 國に對 し 輸入 は 大正 十三 年以來 常に 三十 艿 以上 を 示し、 昭和 五 年に は 三 

十五 ％ に 上りし が、 横濱は 昭和 七. 八 年に は 二十 七 ％ に 下リ、 輸出に ぁリ ては^つ ま 

三十  一 ％ 內外を 示せる に對 し、 横濱は 二十 四 ％ に 達せす、 此 間大阪 は^ 次に き 加 ノ 

て 横濱を 凌駕 せんとす るの 勢 を 示す に 至りし が、 神戶の 地位 は 輸出に ありても S 

濱を 凌ぎ 其 地位 全く 顚 倒す るに 至れる は 注目に g す^^ 

113 經濟界 の 情勢 を 反映す る ものに 物價の 騰落が ある。 祌戶巿 內の諸 物^も 世界 

0 

大單 ぉ降奏 騰に 昂騰 を 重ね、 大正 八 • 九 年の 交に は 遂に 頂上に 達せし が、 こ 我^ 一 

般ク 趨勢に して 世界 最高の 騰貴 率な りと いは れ、 其 後 財界の 大 反動に 遭 ひて より 

• 株價を 始め 諸 物價は 低落の 一路 を 迪リ、 大正 十二 年の 大震 火災に より 一時 急激に 

騰貴せ しも、 政府の 調節に よりて 平 靜に歸 すると 共に 又 低落に 向 ひ、 召 和 二 年の 余 


融 界の大 恐慌 を 經て經 濟界は 愈， 慘澹 たる ものと なった。 かくて 昭和 三年 迄に は 

我 國の物 價は四 割 五分の 低落 を 示 し、 英 國の五 割 三 分、 米 國の三 割 五分 等 世界的の 

步 調を迪 りし も、 而 も 其 指 數は戰 前 を 百と すれば 尙百 七十の 高位に あった。 され 

ど物價 低落の 甚だしき は 經濟界 の 不況 を 反映す る もの なれ ば、 事 業界 は生產 制限 

或は 操業短縮 等 幾多の 統制 對策 を講 する 所 ありし も、 世 界 的の 不況に 因る 需耍激 

滅は 如何と もす ベ から す、 加 之 財政 緊 縮、 消 費 節約 は 之に 拍車 を 加へ 一 層 落 勢 を 示 

すに 至 タ、 更 に 金 輸出 解禁 準備に ょリ 昭和 六 年に 至りて 漸く 世界的 水準にまで 低 

下す るに 至った。 而 して 同年 末の 金 輸出 再禁止 は 幾分 物價を 騰貴せ しめたれ ど、 

爲替 相場の 低落 甚だし かりし を以 て、 玆 に 始めて 貿易の 上に 優越なる 地位 を 占め、 

昭和 七 年 叉 落 調 を 示した る も、 ィ ンフ レ —シ ョ ンの 進行 は 軍需工業の 勃興と なリ、 

(六 七) 

產業 合理化 は 貿易 上に 多大の 貢 獻を爲 し、 漸 く 物價は 昂騰の 勢 を 示す に 至った。 

されば 昭和 八 年 市內に 於て 取引せられ たる 重要 商品 百 十丄ハ 種に つ き、 昭和 四 年 十 

二月の 平均 價袼を 百と して 比較 すれ ば、 食 料 品 は 昭和 七 年に は 八十  一 • 六 、同 八 年に 

は 八十 九 二 とな リ、 纖維 品 • 金 屬 品. 建築 材料 土 業 藥 品. 肥 料. 燃 料. 雜 品等 悉く 騰貴 し、 就 

中 工業 藥 品. 金 屬. 建 築 材料 は 最も 昂騰 を 示して ゐる。 
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世界 大戰 後の 經濟界 

勞銀 引下 等の 方策 を 

賣 統制 等に よりて 製 

は豫 想の 外で あつ 

融難を 緩和す る に 

億 八 千 萬圓は 昭和 

し が、 金 輸 出  角 

六 年に は 二 億 

す 然るに 同年 十 

品 工業 を 刺戟 し、 財 

ちて 一 般 工業 も活 
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こ o 
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町の 發展 
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である。 蓋し 

ら れ、 祌 戶市發 


產 

展 


の 因 を 爲すを 指す ものにし て、 大 正 十五 年葺 合. 東 西 尻 池の 一 部の 町名の 整理 せら 

れしを 始めと し、 昭 和 二 年 吉田新 田 • 東 尻 池の 海岸 方面の 町名 附設 以 後、 連 年 各方 面 

(き 

の 耕地整理 完成して 宅地の 增加を 見、 急 激 なる 市の 發展の 因を爲 したので あった。 

卽ち西 灘村は 其 編入 後 昭和 五 j 年 二月に 耕地整理 を 完成して 町名 を 附設し、 十月に 

は 長 田 村 北方 一 帶 に、 同 六 年 七月に は； 東 須 磨 • 都 賀. 西 灘 に、 同 七 年 七月に は 八幡 に、 同 

十月に は篠 原に 各 耕地整理 完成して 數十萬 坪の 田畑 は 宅地に 變換 せら れ、 加 之 將 

來 土地 區劃 整理 組合の 計畫 せる 百 三十 萬 坪の 竣成と 共に 更に 面目 を 新に せんと 

(七 一一 一) 

する 情勢に ある。 思 ふに 神戶 市に 於て は 大正 八 年 以降の 十五 年間に 其 地域 を擴 

張す る こと 二 囘、 千 三百 三十 萬 坪を增 して 二 千 五 百 萬 坪に 垂ん とする に 至りし が、 

田 畑. 宅 地. 原 野 等の 增加率 中 宅地の 增加 最も 高率なる は、 一 に是等 耕地整理の 賜に 

し て、 池 沼 の 埋 立. 海、 面 の埋立 ありて 共に 其增 加の 一 因 を爲す も、 其： 面 積 は數萬 坪に 

過 ぎ す、 而 して 其 反面に は 田畑の 減少す る ある は當然 のこと に屬 する。 然しな が 

ら神戶 市の 總 面積 中 其 六 割 は 山林の 占む る 所なる を 思 へ ば、 是 等 宅地の 增加も 未 

だ遽に 人口の 激 增に應 する に 足らざる を以 て、 山 地 開 發の聲 漸く 旺と なりし が、 昭 

和 七 年 九月 裏山 開 發の議 の 可決 を 見た る は 其 一 般を證 する ものであった。 
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難 鎖 交通 の 旣に曩 に祌戶 都市 計 畫區域 定められ、 之に 關聯 せる 幾多の 重要事項の 决定を 見 

て、 都市 計畫 事業 はこ 、 に 其實施 期に 入りし が、 其 道路 網 は 昭和 二 年 三月 を 以て. 决 

定し、 百 四 線 約 十三 萬 九 千 米中 市部に 屬 する もの 八 萬 六 千 三百 餘 米に 達し、 将來漸 

を逐 ひて 之が 著 手 を 見ん とする に 至った。 之よ > 先 此都 * 計畫 道路 中 祌戶巿 が 

第二 期 工事と して 大正 十二 年 起工せ る 須磨線 は 昭和 二 年 を 以て 道路工事 竣功し、 

道路 成る に從 ひて 巿電 敷設せられ て、 同年 三月に は 全線の 開通 運 3 を 見る こ 至つ 

(七 七)  フ』  i ョー Z 

た 而 して 幾 もな くェを 起せる 第三 期 道路工事 たる 生 田川埋 立に よる 生 田 川 遊 

步道. 臨港線. 國道 線. 兵 庫 臨港線 等 も 昭和 九 年 一 月 に は 其 大半 を 竣功し、 是等大 道路 

は 其 竣功と 共に 市電の 開通 を 見て 其 面目 爲に 一 新す るに 至つ ^ お 一 方 中ョ巿 交 

通 上の 一 大 懸案た リし 神戶縱 霣鐡道 改良 工事 は 大正 十五 年 八月 愈， 灘驛西 端より 

起工し、 昭和 六 年に は 竣功 免 見 るに 至リし が、 市 電 との 切換 工事 は 技術 上 幾多の W 

究を耍 する を 以て、 此年 一 月より 準備に 著 手 し、 巿內 四 箇所の * 電 跨線橋 を 余 去す 

. る 所謂 切換 工事 は 同年 十 HT 九日 夜半 を 期して 行 はれ、 十日 午前 三時 三十 分に は 高 

架線 上に 列車の 試 運 轉行は れ、 電 車 も初發 より 開通す る 未 # 有の « 工事に * 功し、 

ここに 多年の 懸案の 解、 决を 見た る は 喜ぶべき であっ^ 阪神 急行 電鐡の 高架 乘 
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年 三月 に^り、 市 は 之と 連 


宫 間の ェ 

も 開通し たれ ば、 是 等の 集中す る 三宮驛 附近の 將 

する に 至った。 

河川の 改修 中 大正 十四 

五 年 九月に 成 り、 新 湊川も 

廣 域なる 廢川敷 を 得しが 

に 値する。 尙^ 藻 島 運河 

六 年 四月 竣功し、 港灣 設備 

■ 大正 十二 年 改正の 開港 

布 せら れ、 四 月 二十日 實施 

を廢 止して こ 、 に其統 一 

し を 新に 五 種と し、 港界內 


六 年 八月な りし が、 阪 祌 電車の 地下 式乘 入は旣 

竣功 を 見ん とす るに 至 

方 阪神 間 國道も 之より 

事 を 略.. 竣功し、 尙 臨港線 

來は 刮目に 眩 する もの 


つて 其 工事 を 

町迄乘 入の 特 

絡す る S 濱丄ニ 


進 め、 近， 

許 を 得、 


年 超ェ 

其 上流 

，新湊 川 

は新湊 

の 改善 

々則 施 

となり 

を 見し 


せる 都 

ょリ鐵 

の 改修 

川下 流 

に 資し 

一 了見お 

\ィ ぁ 貝 

し 力 こ 

ものに 

を ニ區に 分ち 


賀 川は昭 

道 高架 下 

の 失業 救 

の 工事と 

たので あ 

は 昭和 二 

れ 從來縣 

し て、 之 に 

し を三區 


濟 

と 


三 年 

で ま 


目 

ネ 


(八 一) 

こ o 


四 月 

を 以 

れば 

な せ 


完 成し、 生 田 川 埋 

同 六 年 三月 竣功 

として 行 はれた 

前後して 施工せ 


先 

し- 

ら 


同 四 年 

L 力 更 

昭和 二 

其. &電 

らんと 


ま 

何 

れ. 


昭和 

れ も 

注 目 
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遞信 省令 第 七號を 以て 發 

て 各 港 別に 規定 せられし 

神戶港 航路 は 三種に 分ち 

る 外に、 報 時 球. を 神 戶税關 

五三 
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神戶 港の 整 

嗨と 海面 埋 

立 


港 

な 


務部 屋上の 報 時 柱に 装置し、 氣壓 示度 も 

(八 一一) 

た。 此 くて 祌戶港 水面 


加へ たので あつ 

りし こ と 旣述の 

s  falM  JH  111 き ま 中 

年繼續 事業 は 九 年 

陸上 設備 工事 は大 

後 一箇年 を 繰 上 施 

二 年度 を以 て 竣功 

以て、 陸上 設備 關 

十九 萬 圓、 神 戶 市 

六 百 九十 萬圓の 


を 

千 


此祌戶 港 修築 


十 

一一 一-一 a 


貿 

八 


易の 爲には 十 一 

を 同時に 維 繋せ 


如くなる が、 こ れ より 

戶巿 及神戶 巿 會の懸 

間 延期 せられて 昭和 

正 九 年より 

ェ と.^ ま 

豫定と 定ま 

係 は 同 十一 

の 分 擔金千 

互 額に 上る 

畫は內 外の 

萬 二 千 坪 を 

ん と し、 約 六 


年度 末に は 略， 竣功に 垂んと 


十二 箇年 

し を、 昭和 

(八 =1) 

つた C さ 

年 を 以て 

七 百 九 萬 

ことと な 

兩 貿易 設 

埋立て、 前 

千 五 百 米 

する に 至 


先 

莆 

の 


此 細則 に， 據 え 繋 船 Si 標の 配置に も變更 

積は此 開港々 則に よりて 約 六 百 萬 坪と 

せる 第二 期 神戶港 築港 H 

しに も拘ら す、 當 初の 十箇 

年度 完成の 豫定と 定まり、 

を 五箇 年 繰延べられし が、 

二 箇年 延期と なりて 同 十 

金 中 埋立關 係 は 昭和 九 年 

> に 政府の 支出 二 千 九 百 

二期 築港 工事費 は 合計 四 


大正 八 年 起工 

なる 運動 あり 

年に は 同 十二 

續 事業たり し 

年に は 叉 もや 

ば神戶 市分擔 

納と s 决定 し、 こ 


千 餘 圓、 卽 ち 第 

たので ある。 

に 分 れ、 內 國 貿易の 爲には 約 十 萬 坪、 外 國 

に は 大小 船舶 二 十三 * を、 後者に は 十五 

防波堤 を も築設 する の計畫 にして、 昭和 

(3 

た。 これより 先 昭和 三年 一月 川 崎 造船 


千 四百 坪 を 昭和 九 年 三月 

立 を計畫 し、 西 部に ありて 

埋 立つ る 等、 公私の 海面 埋 

の 將來は 第二 期 築港 完成 

段の 伸展 を 遂げて 以て 第 

ん とする 情勢に ある は最 

も 目に 値する。  • 

海陸の 交通 P 戶^ 外國 貿易 は 浮沈 消長 甚だしき もの ある も、 其 出入 船舶 噸數 にあり てに 殆 

ど 減少 を 見る ことなく、 年を逐 ひて 遞增を 示し、 卽ち 大正 八 年 以降の 十五 年間の 出 

入 合計 は 千 三百 二十 八萬噸 より 二 千 九 百 八十 ニ萬噸 となり、 其 間 昭和 六， 七 年に の 

み 稍 ，減少 を 示せる に 過ぎぬ。 叉. 內國 貿易 船に ありても 大正 九. 十雨 年の みは 大正 

八 年に 比して 滅少 せし も、 爾 餘の 年に は 累增を 示 し、 此 期間に 千 九十 七萬噸 より 二 

千 百 三十 八萬頓 とな り、 隻 數は 外國賀 易に ありて は 六 千 七 百 * より 七 千 九 百 * と 

(八 八) 

な り、 內 國賀 易に て は 二 萬 九 千 * より 四 萬 四千 九百隻 となって ゐる。 此 海の 交通 

に 對 し、 同 一 期間に 於け る 市 內鐡道 各 驛の乘 降 客 中 乘客數 は 六 百 六十 八 萬 人より 
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所葺合 分工場 は 一 萬 九 千餘坪 を、 小 泉 製麻 株式 會社は 二 

に 各 東部に 於て 埋立 て、 神 戶市も 二 萬 五 千 二百 餘 坪の 埋 

ま 召 和 六 年^-藻 島 運河 工事の 爲め 一 萬 四千 七 百 餘坪を 

立 は 合計 二十 七 萬 坪 を 超 ゆるに 至った。 惟 ふに 神戶港 

の 嘵には 他の 幾多の 港灣 施設の 完成と 相應 じて、 更に 一 

三 期の 大計 畫を 樹立す るの 耍 あるべ く、 將 來 愈" 多 事なら 
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千 百 十 萬 人と な り、 降 客 は 六 百 九十 六 萬 人よ リ千百 十 一 萬 人となりし が、 此 合計に 

つきて 觀る に、 大 正 八 年 乃至 同 十五 年に 於て 特に 增加 せる は 同 九 年に し て、 爾 i 却 

つて 減少 を 示し、 昭和 元年 乃至 同 八 年に 於て は 漸次 殆ど 增加を 示し、 特に 同 八 年の 

增 加の 著しき を 知る は、 叉 以て 市況の 推移 を 卜する の 料と すべ きで あ^め 

社會 事業 施 神戶 市の 社會 事業 上の 施設 は 世界大戦 以後 俄に 實 施せら れ、 其 後 一 時 新 施設 を 

usfk と 市 の タ 

業者  加 ふること なかり しに、 昭和 元年 以降 は 又 頗る 活氣 を呈 し、 施設す ると ころ 頗る 多 

く、 枚 擧に遑 あらざる に 至った。 これ 蓋し 最近に 於け る 都市の 失業 問題の 特に 重 

要なる 題目と なリ しによ る ものにし て、 市 が 大正 十四 年 以來每 年 失業 救 濟の爲 の 

土木 事業 を計畫 し、 延 數萬 人の 救 濟を實 施 し、 特 に 昭和 八 年 二百 十 一 萬 B を 投じて 

延 六十 萬 人 を救濟 せんとす る 山地 開發 事業の 如き は卽ち 之を證 する もので あつ 

た  <  尙 海運 不況に よりて 設けた る 海上 救濟 委員 或は 公私の 海員 保護 施設の 如き、 

或は 古くよ リ 祌戶勞 働保險 組合の 設立 せられて 活動せ るが 如 き、 又 昭和 八 年に は 

就勞 統制 員 を 設置し て、 職 業 及勞働 紹介 所の 活動 を 愈， -擴 充せ るが 如 き、 皆 之に 應せ 

(九 一)  1 

んカ爲 に 外ならぬ。 今 昭和 九 年 三月 一日 現在の 六 大都市の 失業者 を 見る に、 先づ 

給料 生活 者の 失業率 中 神 戶市は 第 一 位に あ リ、 日 慵勞働 者 は 第五 K にあれ ど、 其 ； g 


(き 

の勞働 者の 失業率 は 又 第 一 位に あり、 此 三者 合計 數は約 一 萬 三千 人を算 して ゐる。 

これ 祌戶 市に 於け る 失業 救濟 事業の 特に 盛んな りし 所以 を 知る ものである。 

初等 敎 育の 神戶 市の 小學敎 育は兒 童 敷の 激增 によりて、 累年 校舍の 新設、 改 築、 敎 室の 増加に 

追 は れ、 而 も 財政 上遽に 之が 充實を 期し 難き 情勢に あれ ば、 常 に其對 策に 沒頭 する 

の有檨 にして、 大正 七 年 乃至 同 十二 年の 間の 就學兒 量の 增加 一 萬 六 千 三百 人を算 

して 八 萬 五 千 人と なれる が 如き 之を證 する ものにし て、 此 間 新設 增 改築 を 企てし 

(き  ， ， 

も尙 二部教授 を撤廢 する に 至らなかった のであった されば 大正 十五 年に 至り 

二 校 を 新設 し、 同 時に 大ぃ に 通學區 域に 變更 整理 を 加 へ、 男女 S 董共學 を 行 ひ 二部 

敎授 歆廢の 目的 を 達する と 共 に、 三 十 一 校に 饼置 せる 高等 小學 校を獨 立せ しめて 

八 校と し、 尋 常 小 學校は 四十 七 校と なし、 二十 五 校の 夜 學校を 整理して 十五 校と す 

るな ど、 市 敎育上 劃期的なる 改革 を 施した。 其 後 隣接 町村の 併合、 學校 新設 等 に よ 

りて 昭和 五 年 九月に はよ く 九 萬 五千餘 人の 兒董 を收容 する こと を 得し が、 同 七 年 

度に は灘區 にあり し 尋常 高等 併置 校 を 整理して 全市の 高等 小 學校獨 立の 實を擧 

げビ 、 に 至りて 尋常 小學校 五十八 校、 高等 小 學校八 校、 e 董總數 十萬餘 人となりし 

も、 同 八 年度に は 兒董數 は 十 萬 五 千 人に 達 し、 敎 室の 不足 全市に 於て 二百に 垂んと 
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し、 爲 に 二百 三十 餘學 級の 二部 敎授を 復活して 漸く 之 を 補 はざる ベ からざる に 至 

りし を以 て、 同年 以降 五 百 三十 八 萬圓を 投じ 三箇 年計畫 により 七 校の 新設 三十 一 

校の 增 改築 を 爲 さんと する に 至った。 而 して 全市 兒 童の 就 學率は 大正 十四 年の 

九十 二  • 四 五 人 は 昭和 四 年に は 九十  一 A 七 人に 減せ し も、 爾 後の 增加率 著しく、 同 八 

(ュヽ) 

年に は 九十 九. 四 四 人を算 する に 至った ひ 

0^ 祌戶 市營の 幼稚園 は 昭和 三年に 一 園を增 せる も尙六 幼稚園 を數 ふるに 過ぎ ざ 

れ ど、 私立 幼稚園 にあうて は 同 二 年 以降 十二 を增 して 同 八 年に は 三十 六を數 へ、 幼 

(九 5 

兒敎育 は 漸次 隆盛と なる に 至った。 祌戶 市の 經營 せる 實業 補習 學 校の 實糗 は^ 

に 天下に 聞 ゆる もの あ リ、 然 れ ども 實 業界の 不振 は 生徒 數を 漸減 し、 曾 て 大正 十一 

年 四 校 八 千 六 百 人を數 へし 生徒 數は、 昭和 七 年に は 十 一 校 四千 五 百 人となり しが、 

同 八 年 女子 專修科 を も 併置 し、 爲 に 同年 度 末に は 七 千 人 を 超 ゆるに 至つ たお) 市 立 

中等 學校は 昭和 八 年に 商業 三 校、 高 等 女 學校ニ 校、 女 子 商 業 • 同 技 藝學校 各 一 校に 過 

ぎ ざれ ど、 縣立 中等 學 校に は 十 校 あ り、 旣 設の 中學校 三、 工業 一、 高等 女學校 二の 外に 

昭和 元年 以降 四 校を增 せし が、 多 年の 歷史 ある 商業 學校は 昭和 七 年 市 やに 移轉 し、 

私立 中等 學校 十五 校 中、 昭和 元年 以降の 新設 三校 ぁリ、 尙此 外に 私立 各種 學校 三十 


社 會敎育 施 

設 の充實 


六 校 中、 昭 和 元年 以降の 創立に 

商業界に 戰士を 送れる 官立 神 

决定 して 市外 垂 水に 建設 せら 

見 る 等、 此 期間に 於け る 巿の敎 

神戶 市に 於け る 社 會敎育 は 

三 萬 人 を 超え、 定期に 或は 隨時 

一 般巿 民の 中堅と して 實際的 

年より 女子 靑年團 として 一 通 

立を圖 リ、 前 者 は靑年 女子と し 

生活 上の 理解 を 深めて 以て 其 

年 以降 青年 訓練所 十二 を 開設 

るに 至りし が、 社 會敎育 的 施設 

盟 を 設 け、 同 五 年よ リは 男女 勞 

埤な 地に 三十 五 萬圓を 投じて 

活用 する に 至れる は、 此 種 運動 


か、 る もの は 五 校に 

戶 高等 商業 學 校に 代 

れ、 神戶 商業 大學は 幾 

育 は 甚だ 多事で あつ 

近年 特に 精彩 を帶び 

に 智德の 涵養と 體カ 

の 訓練 を爲 すに 至つ 

學區域 內に處 女會の 

て、 後者 は 一 般 婦人と 

目的 達成 に 努力す る 

し、 今や 三十 四 箇所 四 

の 一 として 校外 監 

務者敎 育に 著 手し- 

，同 七 年 綜合 大 運動 

場を缺 くこと 久し 


過ぎぬ 

P て、 昭 

多の 波 

ク. J  o 

ナ 

來れる 

の 向上 

(碧 

こ 


o 


こ。 靑 


年 

敎 


設立 を 

しての 

ところが 

四千 二百 五 

督の 必要 上 

更に 御大 典 

場 を 開設し 

か りし 巿民 


而 して 多年 神 

三年 縣立高 商 

を 經て同 四 年 


く、 全 市 聯 

努 め、 情操 

團の 外に 

し、 つ い で 

養の 向上 

あ つ た。 

十 人の 生 

昭和 四 年 

を 記 念 す 

て.？ 巾民體 

にと， c\ て 


合 靑 

を 陶 

市 は 

母 の 

尙大 

徒 を 

- ) ま 


る た 


育 場 

ft も 


戶 市の 

の 設立 

開設 を 

年 團 員 

冶して 

昭和 二 

會 の 設 

.hN 、曰 常 

正 十五 

練す 

保導聯 

め 連 池 

として 

喜ばし 
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i  (10 一) 

き 施設と 謂 ふべき であった C 

|| 施設の 神戶 市の 衞生 施設 は 枚 擧に遑 あらす、 從來 施設せ る 上水道. 病院. 試驗所 等の 外に 

或は 麈芥處 分 に、 或は 屎尿の 汲取 巿營に 幾多の 改善 を 見し も、 昭 和 三年 四 ITT に ま 

民 病院 を擴 張し、 同 七 年 三月に は K 大 なる 第ニ囘 水道 擴張 工事 を 完成して、 給水 戶 

數十萬 戶ょリ 一 躍 十六 萬 一 千戶 とな し、 更 に 同 八 年よ， CN 第三 囘の擴 張 を 行 ひて 將 

來 四十 萬 人に 給水 せんとす るの 計 畫を樹 つるに 至った。 而 して 曩に 大正 八 年 六 

月下 水道の 調査に 著 手し、 大正 十一 年 三月 完成し、 更に 昭和 二 年 再調査に 著 手して 

成れる 其計畫 によれ ば、 人 口 を 百 萬と 定 め、 三 箇所に 淨化 施設 を爲 し、 總 工費 三千 六 

百 萬圓を 以て 八 百 萬 坪の 排水 面積に 下水道 を 設けん とする にあり しも、 著 手 を 見 

すして 今に 至れる は 最も 遺憾と せられた。 蓋し 世界の 都市に 於て 下水道 完成 を 

機と して 其 死亡率 千 人中 五 人 を 減少せ る數 多の 例 あるに 徵し、 而 して 祌戶. ！ 巾が 六 

大 都 ま 中 死亡率 最も 高き 實 情なる に 照ら し、 特 に 其 敷設 は 衞生上 焦眉の急 たる を 

(雪 

覺 ゆる ものが ある C 

I： 雄 | 祌戶 市の 衞生狀 態 は 之 を傳染 病より 觀 るに、 昭和 元年 以後 は 其 以前に 比し 其 患 

者 甚だ 多くし て、 寧 ろ惡 化せる が 如き 情勢に ある は 遺憾に 堪 へぬ。 是 等傳染 1  丙 串〕 


者 數の增 加 率 は 人口の 增加 によりて 一 般 的に 高率と なる 

總 患者 中 消化器 系統に 屬 する もの 實に其 八十 ％ を 占む る 

尙又 肺結核に 因る 死亡 數の 大正 十 年 乃至 昭和 七 年に 於て 

神 戶市は 其 死亡率 最も 高き が 如 き 、叉 昭 和 五 丄ハ， 七 年 

率 は 六 大都市 中 神戶は 第五 位に あれ ど、 死產は 他に 


中に て 

の 死亡 

は、 共 に 

の 十五 

これ 衞 

不斷の 

明かで 

大正 

、一 ほ A/ 年 

くなる 

年間 は 


(雪 

注意す ベ き 事象と 謂 ふべき であらう。 併しながら 

年間に 於け る 全市の 死亡率の 漸次に 低率と なれる 

生 施設の 充 實、 衞 生 思想の 普及に 由る ものなる ベけ 

發生を 改善す る は、 將來 下水道の 完成 其 他 新 施設の 

§) 

あ る o 

八 年 以降 十五 年間に 於け る 神 戶市史 の 梗概 以上 の 

間 は 世界 大戰の 反動 甚だしく して 一 時神戶 巿の發 

も、 而 も 其 難關を 突破して 漸く 舊態を 維持 せんと 努 

其 劈頭の 經濟 界の大 恐慌 は 政府の 政策に よりて 更 


場 台 あり 

が 如き は 

漸次に 增 

に 於て 一 

比して 最 

大正 八 年 

は 喜ぶ ベ 

れ ど、 是 等 

充實に 待 


とする も、 而 も 

(101) 

注目に 値する。 

力 し、 六 ナ者市 

歲 未満の 幼 S 

も 多き が 如き 

乃至 昭和 八 年 

き 現象に して、 

傳染性 疾患の 

つもの ある は 


如く、 更に 之 を 要約せ ば、 

展 阻止せられ たるが 如 

めた るの 蹟ぁ リ、 後 の 七 

に 市 a を 極度に 沈衰せ 
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しめし も、 對 外 關係は 端な くも 非常時 を 

に 商工 貿易 は 異常なる 發展に 向 ひ、 遂 に 

祌戶港 は 開港 以來 こ.、 に 七十 年に 垂ん 

變 し、 國 家の 隆運に 伴 ひて 貿易 は 遂に 本 

說の 結論に 於て、 祌戶 港の 貿易に 返步な 

れ卽ち 本邦の 產 業に 大 なる 變 動の ある 

蓋し 少小 にあら すと 爲 しし が、 今 や 貿易 

に 至 り、 木 邦 の 產業は 前代に 比し 今や 正 

將來 は計畫 せられつ 、ある 其 港 灣の大 

物質的 兩 施設の 擴充 と相俟 ちて、 更に 一 

の あるべ く、 叉 其 實現を 待望す る こと 眞 

なとの 祭」 の 執行せられ た る、 其 意 叉 實 に 

に 感謝す る の 念の 巿 民に 橫 溢し て、 以 て 

ら ぬのであった。 


六 二 

現出し. 精神的 状態 は頓に 緊張 を 示 し、 同 時 

輸出の 超過 を さへ 示す に 至った。 惟 ふに 

と し、. & 制 實施後 五十 年に 近 く、 S 態 全 く 一 

邦に 冠絕 する に 至った， 前 輯祌戶 史總 

く 頓挫な く、 出 入に 偏重な きに 至らむ か、 こ 

べき 時に し て、 其 神戶に 及ぼす ベ き 影響 亦 

は少 許の 超過 を 示して 殆ど 出入 偏重な き 

に 大變動 を 示し 來 つた。 かくて 祌戶 市の 

擴 張と 施設の 充實 と、 而 して 陸上の 槠祌的 

段の 飛躍 を 遂げん こと 期して 待つ ベ きも 

に 切なる ものが ある。 昭和 八 年初め て 「み 

報 木反始 にあ り、 懷 古 的 感激と 先人の 事業 

巿の將 來に幸 多 からん こと を 希 ふに 外な 


武 四-      —      —  Q      九  八 七 六 五 四      S      二  - 


昭和 三年 御大 禮 一 件 記錄。 

神戶市 行幸 記 念 誌。 

大觀艦 式關係 書類 辍。 

昭和 五 年 神 戸市 事務 報告。 

昭和 八 年 神戶市 事務 報告。 

昭和 四 年 神 戸市 統計 書。 

神戶市 統計 書。 

神 戸市 都市 計畫 調査。 昭和 五 年神戶 市勢 

調査結果 表。 

昭和 二 年度 神 戶市會 速記 錄。 

昭和 三. 四 年度 神 戶市會 速 記 錄。 昭 和 三 . 四 

年 神 戸市 公報。 

神 戸市 統計 書。 神戶市 事務 報告。 

編 人關係 書類。 神戶市 統計 書。 

昭和 四 年度 神 戶市會 速記 錄。 

昭和 五 年度 神 戶市會 速記 錄。 

昭和 六 年度 神 戶市會 速記 錄。 昭和 六 年度 

神 戶市會 成 議錄。 
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(一 六) 區制 調査 關係 書類。 昭和 六 年 神 戸市 公報。 

昭和 六 年度 神 戶市會 速記 錄。 

(一七) 昭和 六 年 神 戸市 公報。 事務 改善 關 係 書 類。 

昭和 六 年 神 戸市 事務 報吿。 

(一, 八) 昭和 六 年 神戶市 事務 報告。 

(R) 昭和 七 年 神 戸市 事務 報吿。 昭和 七 年度 神 

戶市會 成 議錄。 

§ 昭和 七 年度 神 戶市會 速記 錄。 祌戶 都市 計 

畫 調査。 

(一二) 昭和 八 年度 神 戶市會 速記 錄。 

0111) 同 上。 

(111 一一) 昭和 八 年 神 戸市 公報。 昭和 八 年度 神 戸市 

會 速 記 錄。 

§ 昭和 八 年 神 戸市 統計 書。 

(一一 さ 昭和 九 年度 用 日本 都市 年鑑。 

(1 一六) 昭和 八 年度 神 戶市會 速記 錄。 

0H0 昭和 八 年度 神 戶市會 速記 錄。 

神 戸市 例規 類 集。 
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(一一 八) 昭和へ 年度 神 戶市會 成 議錄。 

(11 ち 神 戸市 大正 十五 年度 豫算 書。 神 戸市 大正 

十五 年度 決算 書。 

(§ 同 昭和 二 年度 豫算及 決算。 

(II  二) 同 昭和 三年 度 豫算及 決算。 

(11111) 同 昭和 四 年度 豫算及 決算。 

(S) 同 昭和 五 年度 豫算及 決算。 

(1- 一四) 同 昭和 六 年度 豫算及 決算。 

S 同 昭和 七 年度 豫算及 決算。 

(111 六) 同 昭和 八 年度 豫箅及 決算。 日本の 產 業と 

貿易の 發展。 神 戸市 商工 耍覽。 

(1 一一お 昭和 九 年度 神 戶市會 速記 錄。 

0K) 大正 八 年 以降 神 戸市 統計 書。 同 財政 耍覽。 

(11 一九) 神戶市 商工 耍覽。 神戶 商工 情勢。 

(四0) 神戶市 統計 書。 神戶 商工 情勢。 

(S) 昭和 三年 神 戸市 商工 耍覽。 神戶 商工 情勢 „ 

(四 11) 同 上 

M 神戶市 統計 書。 神 戸市 商工 耍覽。 


(四 四 

(四 六 

(四 七 

(四 八 

1 

寅 

寅 

1 


同 


X 


n 

和 

禾 

禾 

戶 

和 四 

情 勢 

和 四 


四 年 神 

五 年 神 

六 年 神 

七 年 神 


戶巿商 

戶市商 

戶市商 

戶市商 

戶市商 


年 神 

年 神 戶市商 
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耍覽。 

要覽。 

耍 覽。 

耍 覽。 

耍覽。 

要覽。 


戶 商 

戶商 

戶 商 

戶商 

戶商 

戶商 


情勢 一 

情 勢- 

愦 勢。 

情勢- 

情勢 一 

情 勢 一 


二 

商 


^.p 書 

神戶 商工 情勢 „ 


八 年 神戶古 

年 海運 概 

年 海運 槪 

ェ 情勢。 

-五 年神戶 

_ 海運 月報。 

年. 五 年神戶 海運 槪況。 神戶 商工 情 


外國 貿易 概況。 神戶商 


勢 n 


和 六 年 海運 

和 七 年神戶 

和 七 年神戶 


報- 

ェ 


神戶 商工 事：^ 


お S 


き 

勢 ( 


同年 海運 槪況。 


(さ) 昭和 八 年神戶 港外 國 貿易 槪況。 日本の 產 

業と 貿易の 發展。 

(六 一) 昭和 八 年 神 戸市 商工 耍覽。 神 戸 商工 情勢。 

日本の 產 業と 賀 易の 發展。 

(六 一一) 昭 和 五. 七 人 年神戶 港外 國資易 概況。 

S 大 正 八 .九. 十 二 年、 昭和 二 年 神 戸市 統計 書。 

日本の 產 業と 貿易の 發展。 

(六 四) 日本の 產 業と 貿易の 發展。 

§ 昭和 六 年 神戶港 大觀。 日本の 產 業と 貿易 

の 發展。 

(六 六) 日本の 產 業と 貿易の 發展。 昭和 七 年神戶 

市 統計 書。 

(六七) 昭 和 四 • 七 人 年 商工 省 統計。 

(六 八) 神 戸市 商工 耍覽。 

S 大正 十四 年、 昭 和 千 四丄ハ 年 神 戸市 統計 書。 

神戶 商工 情勢。 

(さ) 昭和 七 年 神 戸市 統計 書。 日本の 產 業と 貿 

易の 發展。 
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(七 一) 大正 十五 年度 神 戶市會 成 議錄。 

(W) 昭和 五上 ハ. 七 年度 神 戶市畲 成 議錄。 

(る 1|ー) 神戶市 統計 書。 神戶市 都市 計 畫に關 する 

(41) 昭和 七 年度 神 戸市 會成 議錄。 神戶 都市 計 

畫に關 する 事項。 

M 昭和 二 年度 神戶 都市 計畫 調査 彙報。 

(七 六) 昭和 二 年度 第二 期 道路 改設顚 末。 昭和 三 

年度 電氣局 年次報告。 

S 昭和 九 年度 第三 期 道路 H 事 概要。 

(4-八) 神戶 市電 氣局 昭和 六 年度 年報。 

(七ち 第三 期 道路 開設 H 事。 電氣局 年次報告。 

神 戶市會 速記 錄。 

(八0) 昭和 手 五. 六 年度 神戶 都市 計畫 彙報。 

(八 一) 都賀川 改修 書類。 昭和 六 年 神戶港 大觀。 

(八 二) 遞信 省令 第 七號。 昭和 二 年 神戶港 大觀。 

(八 111) 昭 和 六 • 九 年度 神 戶市會 成 議錄。 

(八 四) 昭和 九. 十一 年度 神 戶市會 成 議錄。 昭和 九 

六 五 
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年 神戶港 大觀。 

昭和 九 年 神戶港 大觀。 

昭和 三年 神 戶市會 成 議錄。 小 泉. 川 蟒兩社 

囘答 書。 昭和 三年 神戶港 大觀。 

大正 八 年 乃至 昭和 八 年 神 戸市 統計 書。 

同 上。 

同 上。 

大正 十四 年. 昭和 八 年度 神 戶市會 成 議錄。 

神戶 社會 事業 概況。 

神 戸市 都 巿計畫 調査 書類。 昭和 十 年度 用 

日本 都^ 年鑑。 

昭和 九 年 神 戶市學 事 提要。 

同 上。 

昭和 五. 卞八 年度 神 戶市會 成 議錄。 

昭和 九 年 神 戶巿學 事 提要。 

同上。 昭和  一 H 亍八 年 神戶巿 統計 書。 

昭和 九 年 神 戶市學 事 提耍。 

神 戶市會 成 議錄。 神 戶巿學 事 提要。 


六 六 

(100) 神 戶市學 事 提要。 

(一 0 一) 神戶. & 學事 提耍。 昭和 七 年 神 戸市 事務 報 

吿。 

(1011) 昭和 八 年 水道 擴張 槪耍。 

(1011 一) 神 戸市 下水道 調査。 神 戸市 下水道 調査 報 

吿。 

§ 神 戶市衞 生 統計。 神 戸市 統計 書。 

神 戶市衞 生 統計。 

(10 六) 神 戶市衞 生 統計。 


第一章 產 業の 發展 及び 富の 蓄積 

神 戶市產 業 世界 大戰を 機と して 顯 著なる 發展を 遂げた る祌戶 市の 產業 は、 其 後 世界的の 幾 

の 大勢 多の 影響 を 蒙り、 國內 的の 幾多の 原因に よりて 變轉の 途を迪 りながら も、 而も 一 度 

機 會到來 せば 勃然として 反撥 伸展 し、 產 業 貿易に 各 其 機構 を擴大 し、 昭 和 六 年 を 限 

界 として 更に 發展の 緒に 就く に 至った。 以下 市の 各種の 產 業に つきて 其 發展消 

長の 跡を槪 見す る。 

•  一、 農業 及び 漁業  , . 

農業の 地位 神戶 市の 產 業の 核心の 貿易 弁に 商工業に 存 する は 論を俟 たす、 而も 五 方里 を 超 

ゆる 面積 も 其 六 割 は實に 山地なる に拘ら す、 こ 、 に 限りなく 人口の 集中 を 見ん と 

する 以 上、 袅 業の 衰退 は 固よ リ當然 の 歸趨な リと謂 ふべき である。 卽ち產 業 上よ 
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田の 增減 


耕地の 減少 

と 宅地の 增 
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り 之 を觀る に、 * 業は旣 に神戶 市：. 


ル、 其 


よ 


タ 


中心より 遠 ざ か 

今 大正 七年以 

にあ リては 大正 

須磨 町の 併合に 

三へ クタ 1 

町村の 併合 

約 九十へ ク 

町 步) と な つ 

タ ー k なる 

百 七十へ ク 

畑の 增滅 

年の 百 六十 

ら す、 昭 和 八 

示 し て； ゐ る 


こ o 


ベ き 

タ ー 

は 實 

七 へ 

年 に 


o  ^ 

力 


う、 宅 地への 變換に 

降 昭和 八 年 迄の 間 

七 年 三百へ クタ ー 

よりて 三百 二十 九 

率 九 .四 ％ の 減 少 と 

リて百 七十 五 へ ク 

ル、 十 六. 九 ％ を滅少 

之 を 要する に 大正 

に、 昭和 八 年 現 

ル 以上の 田の 

數に 於て 少な 

クタ ー ル は、 其 

は 百 五十 三 へ 

、 る 田畑の 著 


上 

ぁリて は 

よる 耕地 

に 於け る 

ル (約 三 百 

へ クタ 1 

な リ、 其 後 

タ 1 ル、 三 

し、 同年 末 

七 年 以後 

五 百 三十 


過去の 產 業と 

の 減少 は 年 を 

各 年末の 耕地 

町 步) に 過ぎ ざ 

ルを增 加した 

も 年々 漸減 を 

十 九 • 六 ％ を增 

に は 五 百 三十 

の 田 は 其增加 

へ クタ 1 ルと 

せる に 外なら 


在 の 

滅少 せる を 示 

けれど 其 率 は 著しき 滅少 を 

後の 併合に よりて 八十 五 へ 

クタ ー ル (約 百 五十 三 町步) と 

しき 減少の 理由の 其 反面に 


な リ、 田 

逐 ふの 

の增減 

P し 

る も 

示し 

せ し 

へ ク 

を 加 

な れ 

ぬ C 

示し 

ク タ 

な リ 

宅地 


も 

て 


六 八 

園 は 漸次に 市の 

情勢に ある。 

を觀る に、 先 

が、 同 九 年 

四 年に は 

四 年 東 隣 

八 年まで 

ル (約 五 百 

ば 八 百 四 

十五 年間 


の 

-同 

ま、 


ゐ 

レ 


づ 田 

. J ま 

五十 

三 箇 

三 十 

へ ク 

こ 二 


る、 卽 ち 大 

を增 せる 

少 率の 高 


正 七 

に拘 

き を 


、其 滅 

の 著しき 增加 ある 


は爭 ふべ くもない C 宅地 增加 は祌戶 市に ありて は 海面 池沼の 埋 立も大 なる 原因 

として 數 へら るれ ど、 田 畑地 目の 變換 による こと も當 然なリ とせら る、 C 而 して 

大正 七 年の 神戶 市の 宅地 八 百 十八 へ クタ， ル (約 八 百 十八 町步) は 昭和 八 年に は 千 

八 百 六十 三へ クタ， I ル (約 千 八 百 六十 三 町步) となり たれば、 十五 年間 每年 平均 六十 

九. 七 へ クタ ー ル 宛の 增 加に 當 り、 此 宅地の 增加を 田畑の 滅少 合計 約 三百 七十へ ク 

タ ー ル卽ち 十五 年間の 平均 二十 四. 六 へ クタ ー ル 宛の 減少に 比すれ ば、 實 に 約 三倍 

に 達して ゐる。 これ 併合 町村の 宅地の 外に 海面 池沼の 埋立 による もの ぁリ て、 是 

等が 宅地 增 加の 主因 を 爲すを 知る もの なれ ど、 耕 地の 比 年 減少す る ことの 叉 宅地 

へ の變換 多き を 占む る は 疑 ふべ くも あら す、 殊 に 昭和 八 年 以後に 終了す ベ き豫定 

なる 區劃 整理 事業に し て、 悉 く 完成 を 見たら ん曉に 於け る 耕地の 急激なる 滅少 は、 

今より して 想 察に 難から ざると ころで ある。 

農家と 市の 田畑の 減少 此の 如く なれ ば 、農業 戶數の 大正 八 年 以降 漸減の 勢に ある は 固より 

にして、 大正 九 年の 専業と 兼業 合計 四百 六十 九戶 は、 昭和 三年に は 二百 八十 五戶に 

減 じ、 東 部 町村 併合に よりて 昭和 四 年に は 八 百 六十 九戶 に激增 せし も、 同 八 年に は 

五 百 七十 九 戶に滅 少した。 而 して 從來神 戶市は 農業 上に 幾多の 施設 を爲 して 之 
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が 保護 獎勵 に盡 したる も、 而 も 一 般の 不況と 米價の 下落と によりて 大 なる 打擊を 

被 り、 昭 和 三年 以降 或は 品種 及 規格の 統 一 を圖 り、 大 粒 種 は 酒造 基 米と して 共 

賣を爲 さし め、 或 は 高等 蔬荣 園藝 を獎勵 して 農業の 衰退 防止に 努力し つ 、ある も、 

大勢 は 如何と も爲し 得ざる が 如くで ある。 

市の 農產物 祌戶 市の 農産物 は粳米 * 米. 陸 米 .大 麥. 裸 麥. 小 麥.大 ¥ 小 ¥ せ 藷. 馬 鈴 薯. 蔬 荣. 花 卉 ^ 

なれ ど、 米 は 大正 八 年の 八 千 三百 石 を 最高と し、 爾 後 三千 石 乃至 六 千 石の 間 を 上下 

し、 昭和 八 年に は 約 四千 八 百 石を產 し、 麥 は 大正 九 年の 二百 七十 石 を 最高と して 其 

後漸滅 し、 昭 和 八 年の 產額は 八十 石に 足らざる に 至 り、 大 S 其 他の 食用 農 產物ま 其 

收 穫區々 にして 從來價 額 二 千圓を 超えし こと 稀な りしに、 昭和 四 年 K 降 は 八千圓 

以上と な リ、 爾 後滅 少して 同 八 年に は 四千 圓に 足らざる に 至った。 果實の g 額 ま 

二 萬圓內 外を算 し、 蔬菜. 花卉 は 大正 十四 年の 如き 二十 五 萬 圓を算 したれ ど、 爾後 は 

漸；^ し て、 昭 和 六. 年 に は 十 萬 圓を超 ゆるに 過ぎなかった。 唯 都市 住民の 蔬 荣を耍 

求す る 多き によ リ、 高等 蔬菜の 栽培の 穀類に 比して 利益 ある や、 昭和 元年 頃よ リ園 

藝 の獎勵 と相應 じて 之が 栽培に 力 を 注ぐ に 至りし は 注意す ベ きで あらう。 

0  ^  市の 畜產も 亦 見る に 足る ものな けれど も、 屠 畜. 搾 乳 等の 消長 は 都市 生活の 觀察 


畜康 品價額 


上 叉 一 資料 を 供す る ものと して 注意に 値する。 初め 神戶 家畜 株式 會 社の 經營期 

間の 大正 八 年 三 月 を 以て 満了す る や、 偶， 屠場 法の 發布ぁ りて 屠場 市 營の議 起 り、 市 

は 遂に 其 事業 を 買收 して 同年 四 DT 一日より 市營に 移す ことと なった。 此 屠場 は 

漸次 其 設備 を 改善して 今に 至りし が、 大正 八 年 以降 成 牛. 犢. 馬 .羊. 豚 等 を 屠殺し、 十五 

年間に 其 價額は 百 七 萬 八千圓 乃至 二百 四 萬 六 千 圓の間 を 上下 し、 其 頭 數も成 牛 は 

四千 九 百 頭 乃至 九 千 四百 頭、 豚 は 約 五 千 頭より 漸次 增 加の 傾向 を迎 りて 二 萬 八 千 

頭に 上 り、 犢 は 三百 七十 頭 乃至 九 百 頭、 馬 は 二百 頭內 外なる も、 羊 の 屠殺 は數 ふる に 

足らぬ。 而 して 此中 牛の 屠殺 は 最近 數 年間 に 稍， 滅 少の 傾向 を 示し、 特に 昭和 八 年 

に 前年に 比して 一 千 頭 を 減せ る は、 從 來 支 那. 朝 鮮 方面よ リ 輸送し 來^' し 生 牛 の、 冷 

藏 船の 設備の 發 達に 伴 ひ、 輸 送 經濟上 原 地に 於て 屠殺 し、 枝 肉と して 輸 移入 せらる 

るの みなら す、 內 地 牛 も 郡部に 於て 屠殺の 增 加せ るが 爲 め、 生 牛の 轍 送 自ら 減少せ 

るに 由る ものな りと 解 せらる o  * 

祌戶 市に は祌 戶畜產 組合 あり て、 市 は 之 を 指導 獎勵 して 斯業の 發展 改善 を圖 り 

まりし が、 市 內 の畜產 品の 製造 も 大正 八 年 以降 衰返を 免れ、 ざる 狀勢 にある、 卽ち大 

正 九 年に は 乳 製 品 由 製品 價額 合計 七十 五 萬圓を 超えし に、 同 十二 年に は 四十 八 萬 

第一章 產 業の 發展 及び 富の 蓄積  七 一 


神戶 4E- 史 第二 辑 本 編 各說 上  七 一一 

圓に下 り、 翌 十三 年に は 二十 四 萬圓に 激減し、 昭和 元年 以降 遂に 十 萬圓を 超えざる 

に 至 り、 昭 和 八 年に は 其 工場 各 五に して 四 萬 六千圓 を生產 する に 過ぎざる に 至つ 

た。 而も バ タ ！ハ ムニ 1 コ ン. 人造 パ タ ！ソ ー セィ ジ.ラ 1 ド. シ ョ ルダの 製造 も漸 

次に 廢 止せる が 如 く、 昭 和 八 年に は、 バタ I ハ ムニ ー コ ンの 製造 價 額 八 口 計 四 萬 三 千 

圓を算 する に 過ぎぬ。 

家畜と 牛乳 家畜 中 牛馬の 頭數も 逐年 減少 し、 牛 は 搾 乳 A 耕に 使役 し、 昭 和 八 年の 飼養 千 二百 

頭に 過ぎ す、 馬 は 挽 馬 を 主と し 約 千 六 百 頭、 豚 は 漸増の 傾向に ぁリ とはい へ 五 百 頭 

に 達せぬ。 牛乳に 關 して は 市民の 保健. 經濟に 影響す る こと 相當大 なる もの あれ 

ば、 常 に 施設の 改善 處理 にっきて 合理化 を圖 リ來 りし が、 其 販賣の 乳 量 は 大正 八 年 

より 昭和 八 年の 間に 於て 三千 九 百 三十 二 石 乃至 九 千 二百 七十 一 石と なえ 其販賣 

價額 は此間 終始 二十 萬圓內 外を算 して ゐる。 家禽 は鷄を 主と し、 昭 和 三年に は 其 

飼養 戶數 四千 戶を 超え、 飼育 五 萬 六 千 羽を算 し、 產卵も 三百 五十 萬 箇を數 へたれ ど、 

此 家禽 飼養 は 大正 八 年に は 七 百 五十六 戶 三千 八 百 羽に 過ぎす して、 同 十三 年に 入 

リて 漸次 旺盛と な リ、 遂 に 昭和 三年に 至リて 頂上に 達 し、 爾 後 漸次に 衰退して 同 八 

年に は 四百 八十 ニ戶百 七十 三 萬箇 の 產 卵を算 する に 過ぎざる に 至， 0； 而 も 副業と 


しての 飼養 に 止まる に 至った。 尙 昭和 八 年 兎肉 消費 四 萬 頭を算 し、 同時 に 毛皮 H 

業の 發 達に 鑑 み、 家庭の 副業と し て 之が 飼養 の發達 助成に 努む ると ころがあった。 

漁業の 消長 神戶 市の 有する 海岸線 は 相當の 延長 を 有する も、 而も 近代 都市と し て 其 大部分 

は港灣 施設に 利用 せらる ゝ關係 上、 水 產業は 農業 或は 畜產 業と 其 揆をー に し、 漸 次 

衰退に 向 ふ は 否むべからざる が 如くで ある。 大正 八 年の 漁業 組合に は 脇 濱. 兵 庫 • 

駒ケ 林の 三組 合 あ り、 其 戶數專 業. 兼 業 を 合せ 百 四 戶、 七 百 二十 二人 あ り、 大 正 九年須 

磨 町 を 併 八 口して 西須 磨. 東 須 磨の 二 組合 を 加へ たれ ば、 大 正 十四 年に は 四百 六十 一 

戶、 千 七十 八 人に 増加し、 此 年の 國勢 調査 表に 據れば 約 二 千 二百 人の 漁業 從事者 を 

算 した。 昭和 五 年に は此 前年 東部 町村 を 編入し 西 郷. 西 灘のニ 漁業 組合 を 加へ た 

るに 拘ら す、 從 事 員 は 半 減 し、 同 八 年に は 業 主 四百 六十 人、 使 用人 約 九 百 人と なった。 

漁獲物と 遠 比の 如き 情勢 なれば 漁船 も數 ふるに 足らす し て、 昭 和 八 年に は 四百 五隻中 動力 

羊 漁業 

を 有する もの は 其 三 割に 過ぎ す 、漁 獲物 も 玉 筋 魚 .鲻. 蛸 .蝦. 零眞 鰓. 鱔. 餾 .驢. 海 鰻. 瑪 珂 貝. 

0.0.0 等に して 價額 四十 萬圓に 達せ す、 水 產 製造 物 も 田 作. 崢玉 筋 魚 • 蒲 鉢. 竹 輪 等 十 

萬圓內 外に 過ぎぬ。 唯 遠洋漁業に ありて は 沿岸漁業の 衰微に 反し 漸次 盛況 を带 

、 ぶる の 色 あ り、 卽 ち 大正 八 年 汽船 五 隻乘組 員 八十 人、 漁 獲物 三十 六 萬 六千圓 なりし 
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, に、 昭和 八 年に は 五十八 4、 千 百 六十 七 人、 五 百 十四 萬 圓を超 ゆるに 至りし こと は 注 

目す ベ きで ある C 

二、 商 業 

鰣 f  II 空 對外 貿易 は神戶 市の 生命に して、 其 盛衰 消長に は 幾多 錯綜せ る 原因 理由の 存す 

る あれ ど、 こ 、に は 之 を槪觀 して 以て 產 業の 發達を 示す ことと する。 思 ふに 大工 

三年 勃發 せる 世界大戦の 影響 は、 一 時 却うて 貿易 を 萎縮 せしめた る も、 同 五 年 以降 

は 漸次 好 、况 貿易の 上に 現れ、 同 七 年に は 同 五 年に 比して 輸出入 合計 八 億 餘萬圓 を 

增 して 十二 億 三千 萬 圓を超 ゆるに 至リ しのみ なら す、 更 に 同 八 年に は 十四 億 五 千 

八 百 萬圓に 上リて 未曾有の 數 字を留 むる に 至った。 而も 此好况 は 同 九 年に 至う 

て 十六 億 四千 六 百萬圓 なる 空前の 互 額と な リ、 駸 々として 停止すべく も あらざる 

情勢 を 示した のであった。  ： 

I 易 額の 躍 然るに か、 る 好況の 反動 は 早く も 大正 九 年 に 現れ、 遂 に翌十 年に 至うて 一 大反 

動 を 示し たれ ば、 其 輸出入 合計の 前年に 比して 減少す る こと 實に七 億 圓に垂 しと 

して、 遂に 九 億 九 千 七 kn 萬圓に 激減し、 同 十 一年に は 十一 億 三千 萬圓臺 に囘復 し、 同 


貿易の 消長 

と 輸出超過 

の 現象 


十二 年に は 十三 億 六 千 萬 圓臺に 上 り、 同 十三 年に は 從來の 記錄を 破りて 十七 億 五 

千萬圓 臺を算 し、 更 に 此勢は 同 十四 年 十九 億 三千 萬 圓臺を 破る の 空前の 巨額に 達 

した。 蓋し 此の 如き 祌戶 港賀易 額の 增加 は、 歐米 財界 恢復の 機 運、 對 米 爲替の 崩落、 

延 きて は關東 震災に よる 橫濱 港の 破 壞幷に 震災 復興 材料の 需要 等 彼此 相 綜合し 

てこ 、 に 至れる を 知る ので ある。 

神戶港 貿易 は此 大正 十四 年 を 頂上と して 再び 低下に 向 ひ、 昭 和 元年に は 十七 億 

三千 萬圓臺 とな り、 爾 後 漸減して 同 六 年に は 八 億 六 千萬圓 臺に滅 じ、 實 に 大正 六 年 

以來の 不振 を 示す に 至った。 蓋し 金解禁に よる 內 外物 惯の崩 落、 前 年 紐 育の 株式 

恐 慌、 世 界各國 の 極端なる 保護 政 策、 歐 米 銀 相場の 崩落 等の 輸出入に 著大なる 影響 

を齎し て、 遂 にか 、 る慘谵 たる 數 字と なれる こと は 想 察に 難から ざると ころに し 

て、 祌 戶 市に 於け る此 間の 財界 未曾有の 動 搖混亂 はか 、 る 情勢 を反證 する もので 

ある。 然しながら か、 る 貿易の 不振 は 昭和 六 年末の 金 輸出 再禁止 を 契機と して 

俄に 活况を 示し 來 } ンフ レ ー シ ョ ン 政策 は 軍需工業の 旺盛 を將來 し、 爲 に翌七 

年 の 貿易 は 十億 三 千 萬 圓臺を 超え、 更 に 同 八 年に 至りて 十三 億圓に 垂んと し、 而 も 

此年 輸出の 超過 九 百 四十 一 萬 圓を算 せる こと は、 神 戶 市に とりて 最も 特異の 現象 

第一章 產 業の 發展 及び 富の 蓄積  七 五 


剩 戶市史 第二 輯 本 編 各說 上  七 六 

として 注目すべき ものにして、 實に 明治 十九 年 以後 五十 年来の 興味 ある * 象で あ 

つた。 蓋し 神戶の 貿易の 纏て 輸出入の 均衡 を 保つ に 至 り、 更 に淮厂 P で兪 出の I 局- 

を 見たら ん曉に は、 祌戶 市の 市勢 は 舊態を 一 變 すべ きこと、 旣に前 輯祌ョ 市^ こ， 己 

述 したる ところ、 然しながら 現下の 本邦 貿易の 實 勢よ リ 見て、 爾後 果してよ く此情 

. 勢 を持續 する や 否や は、 今にして 之を豫 測す る こと 甚だ 困難な りと する も、 而も 巾 

戶 港の 貿易 は 漸ぐか 、 る 域に 進める を覺 ゆる ものである。 

Siil す 今 飜リて 大正 八 年より 十五 年間の 神戶港 貿易の 輸出と 輸入との 割合 を 見る に、 

輸出の 最も 高 か リしは 昭和 八 年に して 其 率 五十. 四 ％ を算 し、 從 つて 〇• 四 ％ の 輸出 

超過 を 見る に 至りし が、 輸出の 最低 率の 場合 は 大正 十 年の 二十 三 ％ にして、 骤 入の 

超過 は 轍出總 額の 二倍 四 分に 達する 有檨 であった。 今 十五 年間の 輸出 率 を 見る 

に、 大正 七 年の 四十. 七 艿は同 八 年に は 三 ナ八 艿 とな リ、 同 九 年に は 三十 一 .五 ％ と な 

リて 遂に 同 十 年の 二十 三 ％ なる 最低 率と なリ しが、 爾後 貿易の 增 進に 半 ひて 翁 出 

率 も 漸次に 高まえ 大正 十 一 年の 二十 四. 六 ％ は 同 十三 年に は 三十 三 ％ に 上 り、 昭 和 

元年に は 三十 九 ％ を 超 え、 翌 二 年に は 四十 二 土 ％ とな リ. 同 七 年に は 四十 \. 二 ％ こ 

激增 して、 遂に 同 八 年の 五十 .四％ とな リて 輸出超過 とな つ . こ りで b つ こ C 


輸入 率 


大正 七 年 を 

基本と する 

貿易 の 消長 


輸入の 割合 

率の 最も 低き 

輸入額の 最も 

し、 過 去 六十 八 

リしは 論 を俟 

萬圓に 及ぶ 輸 

百 萬 圓臺の 超 

る。 蓋し 木 邦 

今 試みに 大 

に、 轍 出 に 於て 

す、 昭 和 五丄 0 七 

に は 七 ％ 乃至 

入 は 大正 十 年 

至 九十 八艿に 

示して ゐ る。 
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は 輸出の 場合によ リて 察せら るべ く、 卽 ち 輸出 率 最も 高き 年 

は當然 なる も、 其 超過額に ぁリ ては必 すし も然ら す、 十 五 年間 

多 かりし は 大正 十二 年に して、 此年六 億 五 千 萬 圓臺の 輸入 超 

年間の 記錄を 破る に 至りし が、 其 原因の 震災 復興 材料の 與り 


に 轍 入 

に 於て 

過を算 

て 力 あ 


？. ■」 


ぬ。 然しながら 大正 八 年 以降の 輸入 趨勢 を 見る に、 此年五 億 七 千 

三千 六 

ので あ 


入超 過 は 年を逐 ひて 漸減の 狀勢を 示し、 昭和 七 年に は 僅か 


過と なる に 至 リ、 同 八 年に 遂に 輸出超過 を 現出す るに 至つ 


こ 


商品の 海外進出の 漸次 勢を增 せる を 想 ふべ きであった。 

正 七 年の 輸出入 額 を 百と し、 大正 八 年 以降 十五 年間， の 增加率 

は 大正 八 年 乃至 同 十二 年 は 四十 二  ％ 乃至 九十 六 ％ を 占む る 

年の 三箇 年に も 七十 六艿 乃至 九十 七 ％ に滅少 せし も、 爾 餘 の 

三十 三 ％ の 增加を 示 し、 昭 和 八 年に は. 二十  一 ％ の增 加と なつ 

及 昭和 五 年 乃至 同 八 年の 五 年間 は 之 を 大正 七 年に 比し 五十八 ％ 乃 

滅 少 し、 其 他の 十 年間 は 何れも 少きは 九 X、 多 き は 五十六 艿の增 加 を 

卽 「ち 輸出入 合計に ありて は 大正 十 • 十一 年 及 昭和 五 年 乃至 八 年の 六 
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を觀る 

に 過ぎ 

七 年間 


こ o 


神 戶巿史 第二 辑 本 編 各說 上  七 八 

年間 は 何れも 大正 七 年に 比して 減少 し、 其 滅少率 二  ％ 乃至 三十 五 ％ を 示し、 爾餘の 

九 年間に 於て は 少き年 は 三 ％  、多 き は 四十 六 ％ の增加 を 示して ゐる。 

IPS ，に 飜っ て神戶 港 貿易の 全國 貿易に 對 する 地位 を撿 する に、 先 づ 輸出に あ. ON ては大 

の 輸出 正 八 年 乃至 同 十二 年に 於て は 十七 丄 ％ 乃至 二十 四. 七 ％ を 占む るに 過ぎ ざり しも、 

大正 十三 年 以降 は 常に 三十 ％ 以上 を 占 め、 特 に 昭和 五 年 以降に ありて は赏に 三十 

五 ％ 以上 を 示 し、 神 戶 港の 輸出の 旺盛なる を 示し 来った。 之に 對し 橫濱 港の 輸出 

は 大正 十二 年 以前に 於て は 約 四十 ％ 以上 を 占 め、 特 に 同 十 一 年の 如き は實に |d 十 

四 ％ を 超 ゆる 盛况を 示した るに 拘ら す、 此勢は 同 十三 年 以後 其 港灣の 能力 上 遂に 

四十 ％ 以下 に轉 落し、 爾後 昭和 六 年 迄 は每年 三十 ％ 臺 とな， CN、 昭和 七 A 兩年. に は 二 

• 十七 ％臺 に 下る に 至った。 思 ふに 輸出港と して 第一に 推された る橫濱 港の 此輸 

出 ひ-情勢の 神戶 港と 其 地位 を變換 する に至リ たる は 注目す ベ く、 同 時に 大 K 卷の 

輸出の 比年增 加を來 して、 昭和 八 年に は 約 二十 五 ％ を 占めて 橫濱 の壘を 摩せん と 

する に 至れる も 亦 注意す ベ き 進展と 謂 はねば ならぬ。 

^0 次に 輸入の 場合の 神戶 港の 全 國に對 する 割合 を觀 るに、 從來 輸入港た りし 本 港 

の輸、 

の 輸入 は 年を逐 ひて 減少 し、 大 正 八 年 四十 六. 七 ％ なりし もの が、 時 に は 同 十二 年の 


如く 五十 鬼 を 超えし 年ぁリ たる も、 而も 昭和 五 年に 至りて 遂に 三十 六 ％臺 に 減少 

し、 同 八 年に は 三十 三 .四％ となった。 之に 對し 橫濱 港の 輸入 も 亦 年々 低下の 傾向 

を 示し、 大正 八 年の 三十 ー.七 ％ より 漸減し 昭和 八 年に は 二十 三 入 ％ となった。 然 

るに 大阪 港の 輸入に ありて は 漸増の 情勢 を 示 し. 僅 か に 七 • 七 ％ に 過ぎ ざり し 大正 

八 年の 割合 は、 爾後 昭和 七 年までに 十八. 七 ％ となり、 翌八 年に は 遂に 二十 三 ％ に 達 

する に 至れる は駭 目に 値する。 併しながら 祌戶 港の 輸入 は尙橫 濱？ K 阪兩 港に 比 

して 何れも 昭和 八 年に 於て 十 ％ の 優位 を 持す る こと は、 其 輸出に 於て 約 十 ％ 以上 

の を 持す るに 至れる ことと 共に 注目す ベ きもので ある。 

仝 國に對 す されば 輸出入 合計に 於ても 全 國に對 する 祌戶 港の 地位 は關束 震災 を 一 轉 機と 

大阪の 比較 して、 爾後 本邦に 倫 を 絶す るに 至った のであった。 卽ち 大正 八 年 神 戶は橫 濱の四 

十 ％ に對 して 三十 四 ％ に 過ぎ す 、同 十 一 年の 如き は 四十 三. 九 ％ に對 して 三十 二三 

% を算 せし に 過ぎ ざリ しに 拘ら す、 同 十二 年に は 神戶は 三十 九 入 ％ とな り、 橫 濱 を 

凌ぐ こと 五. 三 ％ とな り、 爾 後 遂に 昭和 八 年までの 十一 年間に 神戶は 平均 三十 四 二 

% を 占めたる に對 し、 橫 濱は其 間 平均 二十 七 ％ を 占む る に 過ぎす し て、 神 戶の 第一 

位た るの 地位 をして 不動なら しむる の 情勢 を 示す に 至った のであった。 而 して 
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大阪 港の 輸出入 合計 は此 間に 十四 土  ％ より 二十 四 ％ とな ク、 其 第三 位の 地 a は更 

改 せらる 、 に 至らざる も、 漸 次 橫濱に 接近 せんとす るに 至リ しこと ま 又大、 これ 

意す ベ きもので ある。 

これ を 要するに 神戶 港の 貿易 額 は 其 輸出入 品の 價 額の 高低に よりて 自ら 增減 

あるべき は 固よ リ なれ ば、 其 價額 のみ を 以て は 直に 其暂滅 消長 を論斷 し難ナ 1 ど、 

而も 其全國 貿易に 對 して 占む る 地位の 如何 を觀 察する ことにより て、 最 近に 於け 

る 其 進展の 眞に 刮目に 値すべき を 知る に 足る ものが ある。 而も 祌ョ 港の 貿易 額 

に 他 港に 於て 手續を 了して 出入せ る 價額を 合算 せんか、 祌戶 港の 占む る 地位 は更 

に 高めら るべ く、 よ リて 以て 祌戶港 貿易の 全國に 占む る 地位の 斷 然偷絕 せる を a 

る を 得る ので ある。 蓋し 神 戶巿產 業の 發展の 情勢 も亦此 貿易の 伸展に よりて 充 

分に 想 察せら るべき か。 左に 全 國に對 する 祌 戶.橫 濱. 大 阪三 港の 輸出と 輸入 幷に 

其 合計に 對 する 價 額と 割合と を 表示して 參考 とする C 
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沿岸 貿易の 外國 貿易と 共に 神戶 市の 產 業に 重大なる 關係を 有する 內 國賀： ^所謂 洽&: 賀易 

， 長 

は、 外 國 貿易と 相反 し、 其 移出 卽ち發 送 は 常に 移入 卽ち到 著に 超えて ゐる。 唯 大正 

七 年に は 之と 反對の 情况を 示せし も、 同 八 年 以降 十五 年間に 於て は 同 九. 十 兩 年の 

み 同 七 年と 情 a を 相 同じく したる のみに し て、 之 を 除けば 他 は 悉く 發送 超過と な 

つて ゐた。 此 十五 年間に 於け る 移入 價額は 大正 八 年の 六 億 八 千 萬 圓臺を 最高と 

し、 同 十. 十 一 兩 年に は 二 億圓臺 に激滅 せし も、 同 十ヒ 年 以降に は激增 して 同 十五 年 

に は 五 億 八 千 萬圓臺 とな リ、 昭 和 四 年 迄 は 五 億圓臺 にあ，^ し も、 同 五 年 以降 叉 漸 減 

し、 昭 和 八 年に は 稍， 前年 より 增 加して 約 三 億 六 千 萬 圓を數 ふるに 至った。 移出に 

ありても 其增 減の 年次 は 殆ど 移入の 場合と 同じ く、 唯 價額は 大正 八 年に 於て 八 g 


一 千 萬 圓を超 え、 同 十三 年に は 八 億 三千 萬 圓臺に 上りし が、 爾 後 昭和 四 年 迄 は 六 億 

圓臺を 持 し、 其 後 減少して 同 七 年に は 三 億 五 千萬圓 となりし が、 同 八 年に は 叉增加 

して 四 億 四千 萬圓臺 となった。 移出 入 合計に ありて は 大正 八 年に 約 十五 億圓を 

算 せし に、 翌 九 年に は 七 億 五 千 萬圓に 激減 し、 更 に 同 十 年に は 四 億 六 千 萬圓に 減少 

した。 これ 外國 貿易と 揆を 一にす る ものにし て、 大 正 十 一 年より 再び 增 加の 勢 を 

示し、 同 十三 年に は 十三 億 六 千 萬圓に 上った。 然しながら 爾後 漸減 の 勢 を 示 し、 昭 

和 四 年の 約 十二 億 圓は翌 五 年に は 七 億 五 千萬圓 とな り、 同 八 年に は 稍， 增加 して 約 

八 億 一 千 萬 圓を算 した。 

沿岸 货易 ¥ 沿岸 貿易 發 達の 外國賀 易の 伸 匿と 相關關 係に ある は 言 を^たぬ。 されば 世界 

量と 其將來 

大戰 進行 中に 飛躍的に 其 發達を 示せる 沿岸 貿易 は、 其 過程に 於て 全く 外國 貿易と 

揆を 一にす る ものが ある。 而 して 外 國貿 易が 其 後 多少の 變遷 消長 を 示しながら 

も、 尙 大戰 進行 中に 於け る 盛況 を 突破す るに 至れる が 如 く、 沿 岸 貿易 も 亦 隆昌 を 持 

給 せんとし つ、 ある は、 注 意すべき 現象な りと 謂 はねば ならぬ。 今 沿岸 貿易 噸量 

を 見る に、 移出に 於け る 大正 八 年の 四百 九 萬噸は 一 時 非常に 減じて、 同 十 年の 如き 

は 百 四十 萬噸臺 となりし も、 其 後の 增加 著しくして 昭和 八 年に は 四百 七十 ニ萬噸 
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商業 從事者 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上 

を 超 ゆるに 至 り、 移 入 は 大正 八 年の 二百 六十 

噸に 減少 を來 せし も、 此 移出 入 合計 は 同期 間 

噸臺 とな タ、 時 に 七 百 五十 萬 噸を超 ゆるの 盛 

を 百と して 其 增減を 見る に、 移 出入 合計に 於 

は 二倍 五分に 激減せ し も、 其 後 漸增の 勢 を 示 

ゐ る。 想 ふに 沿岸 貿易 は 其 施設の 充實と 共 

とい ふべ きで ある。 

次に 商業に つきて 觀る に、 國勢 調査 表に よ 

百 二十 六 人 あ り、 昭 和 五 年に は 雇主 及 單獨の 

千 二百 二十 八 人となり て、 此 間に 二 萬 六千餘 

基 木に 於て 稍， -異る もの ある を以 て、 必 すし も 

のな りと は斷じ 難く、 殊に 大正 九 年 商業 木 業 

八十 三人に 過ぎざる に、 昭 和 五 年に は 五 萬 三 

うて 觀れ ば、 市內の 商業が 漸次 大 商業と なり 

く、 遂 に 此の 如き 大差 を 生 す る に 至りた る に 


四 萬 噸ょリ 昭和 八 

に 於て 六 百 七十 四 

况を呈 した。 卽ち 

て、 同 八 年に は 約 八 

して 昭和 八 年に は 

に 愈 "盛況 を 見ん と 

れ ば 大正 九 年に は 

名稱に 集約せられ 

人の 減少 を來 して 

之に ょリ 商業 從事 

者の 使用す る 人員 

千 百 三十 四 人を算 

て 使用人 を 必要と 

は あらざる か o 而 


年 

咅 

本 


こ 


ゐ 


八 六 

の 二百 二十 八 萬 

噸臺 よ， 七 百 萬 

大正 七 年の 數字 

に 達 し、 同 十 年に 

倍 三分 を 示して 

るの 情勢に ぁリ 

業者 七 萬 三千 六 

る 者 合計 四 萬 七 

る。 此 調査 は 其 

の 減少 を 示す も 

百 


僅かに 五 千 

てゐ る。 是に由 

る こと 極めて 多 


ま 

して 此に 所謂 商業 


と は 廣義の 商業に して、 物品 販 賣. 媒 介 • 周 旋. 金 融 保 險. 物 品 賃 貸. 旅 宿. 飲食 店. 浴 場 及 其 

おの 商業 を 含む ものにして、 此中 物品 販賣業 は 總數の 過半 を 占め、 旅館. 飲食 業 等 之 

. に亞 ぎ、 媒介 周旋業の 更に 之に 亞ぐは 何れの 調査に ありても 變動を 見ない C 

商業 上の 組 商業 上 同種 商業 者の 組織す る 組合 は、 大正 八 年に は 同業組合 聯合 會を 始めと し 

合  て 同業組合 二 十二、 同 準則 組合 二十 五、 茶 業 組合 聯含會 、茶 業 組合が ある。 此 同業 組 

合 中生 絲に關 する 組合 は、 始め 大正 十二 年の 關束 震災 後、 神戶 港より 生絲轍 出の 漸 

次 王 盛と ならん とする に 際 し、 生 絲 業者の 親睦 機關 として 神 蠶會を 設けし に 超 リ、 

司 十三 年 三月 正金銀行 神戶 支店の 貸 出 を 中止す る や、 同 年 六月 神 戶蠶絲 貿易 同業 

組合 を 創立し、 同 十四 年 一 月 認可 を 受けて 營業 上の 弊害 矯正、 信用 保持に 努力し 來 

りしが、 昭和 七 年 四月 轍 出 商と 問 星との 二 圑體に 分裂し、 神 戶生絲 輸出 業 組合 .神 戶 

生絲 問屋 業 組合と なった。 此 くして 昭和 八 年に は 産業組合 十五、 組合員 一 萬 二 千 

、百 五十人、 同業組合 二十 一、 組合員 六 千 八 百餘人 ありて、 此中 商業 十一、 同 聯合 會ニ、 準 

. 則 組合 四十 二、 組合員 二 千 四百 七十 四 人を算 し、 商業組合 は 四、 組合員 一千 七 百 人、 輸 

出 組合 は 七、 其 組合員 約 五 百 四十 人を算 して ゐる。 蓋し 神戶 市の 産業組合 は 大正 

八 年 を 境界と して 著しく 發 達せし が、 其 經過は 貿易の 消長に 自ら 至大の 關係を 有 
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信用 祖合 


公私 市場と 

中央 卸賣市 

場 


神戶 49 史 笫ニ輯 本 編 各， 說 上 

する は 看過し 難い。 

信用組合の 神 戶巿に 始めて 設立せ 

貿易品の 購 買. 販 賣に關 する 一 

至 ら す、 多 く は 

賣 組合 を殘す 

時運に 促され 

の 生る 、 あ， リ 

是 等の 組合 は 

せる が 如くで 

組合 は 新に 合 

る ことと なつ 

なる 賣買 機關 

魚 類. 蔬 菜桌 實 


ぐる こ 

獎勵と 

W 組合 

れ しが 

獻を爲 

庫の 四 

企圖す 

重要 

の 外に、 

賣 市場 


法の 法律 第三 


中道に し 

のみと な 

て、 同 八 年 

ついで 祌 

昭和 二 年 

あった。 

併して 有 

た。 叉庶 

として 昭 

白 用 食料 

二 號を以 


業の 爲 

て 瓦解 

つ た。 

八月に 

戶第 一 

。_ 金 in は 

かくて 

限 青 任 


民 金 

口  \ 

禾 / 

品等 


年 

百 


られ たる は 明治 三十 九 年 

に 組合 設立 を 見し も、 而 も 

する に 至 リ、 祌 戶市柬 部 信 

一 方 大正 六 年 産業組合 法 

は 祌戶市 最初の 市街地 信 

信用組合 も 事務 を 開始し、 

恐慌に 際し、 中小 商工業者 

昭和 八 年 九月に は 神 戶. 祌 

信用組合 祌戶 金庫と 改稱 

機關の 整備と 見る ベ きで 

に は 中央 卸賣 市場 を 始め 


こ る 


餘の备 種 私設 市場 を數へ 

て 公布せられ たる は 大正 十二 年 

生活必需品 たる 生鮮食料品の 配給 機關を 整備 完 * し、 ょリ 


八 八 

二月な りし が、 爾 後 

健全な る發 達を遂 

用 組 合 • 駒 ケ林信 川 

の 改正 ある や、 市 の 

川 組合た る祌戶 信 

他の 三組 八 口 も 亦 生 

の爲め 偉大なる 貢 

戶第 一. 神戶相 互. 兵 

し、 健 全なる 發達を 

あ る C 

と し 

て ゐ 

三月 


公設市場 十 一 

る。 抑.. 中央 卸 

に し て、 其 主 旨 

て 以て 食料品 


中央 市場の 

開設 


需給の 中樞機 

賁逾 地と して 

直 に 其計畫 に 

五 萬 圓の國 庫 

や、 翌 十五 年 九 

之より して 頓 

此に 於て 其 

轍 交通 至便な 

地と 定 め、 用 地 

より 成る 調査 

ほく 1 レ こ o い 

十二月 二十 二 

したので あつ 

き て は、 同 六 年 

十二月 其 施行 

第 一 章 


關と爲 さんと する にあ 

指 定 し、 其 開設 を 慫慂し 

著 手 し、 事 業 資金と して 

補助金と を 之に 充當す 

月 起債の 認可 を經、 つ い 

に進埗 する に 至った。 

位置の 選定に 著 手 し、 愼 

る 兵 庫 中" 島と 決 定 し、 內 

の 買 收に著 手す ると 共 

委員 會を 設置し て、 開設 

く て 市場 建物 は 同 五 年 

日 を 以て 先づ 鮮魚 部 及 

た。 尙 之より 先 I 和 三 

十二 月に 至りて 其 答申 

細則と 共に 實 施す るの 

產 業の 發展 及び 富の 蓄積 


つた。 此 法律に 基き 政府 は 先づ六 大都市 を 

たる を以 て、 夙 に 其 必要 を 認めた る 祌戶市 は 


政府より 

る ことと 

で 昭和 二 

重 調査の 

務省埋 立 

に、 昭和 二 

弁に 經營 

八月 ェを 

鳥 卵 部の 

年 四月 調 

を 得た る 


七 百 萬圓の 低利資金の 融通と 二十 

し、 同 十四 年 三月 市會の 協贊を 得る 

年 三月 國庫 補助の 認可 を 得、 事 業 は 

結 果、 市 の 中央に 近く 而も 水陸の 運 

地 一 萬 二 千 坪と 民有 地 五 千 坪 を 敷 

年 六月 朝野の 有識 經驗者 約 九十 人 

上 重要事項に 對 する 市長の 諮問 機 

S3 し 同 七 年 四月 二十日 竣功 し、 同 年 


開業 を 見、 こ \ に 多年の 目的 を 達成 

査 委員 會に 諮問せ る 業務 規程に つ 

を 以 て、 直 に 市會の 議决を 經、 同 七 年 

運びと なった。  -  舞導 

八 九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  九 〇 

市場の 神戶 中央 卸賣 市場の 建物 は. 鐡筋コ ン ク^  — ト造 又は 鐵骨 鐡筋コ ンクリ 1 'ト造 

にして、 建築面積 二 萬 四千 八 百 三十 三 平方 米、 延 面積 四 萬 六 千 百 四十 七 平方 米を算 

し、 三 線の 鐡道を 引 込 み、 之 に 沿 ひて 荷 降 場 及 卸 賣場通 路. 仲 買 店 舖. 通 路. 車 置 場を設 

け、 比 較的 狭隘なる 敷地 を 最も 有効に 利用した る點は 異色 ぁリ とせられた。 され 

ば此 敷地 內に 卸賣 場 • 仲 買 店 舖* 倉 庫 .醱 酵 室 • 車 置 場 • 冷 藏 庫. 同 機 械 室. 木 部 事務 所. 別 館 

事 務 所 *ト ランス ポ ー タ ，• ェ プロ ンコン ベア ！ト レイエ レべ ー タ li 貨 物昇牮 機. シ 

ュ J ト. 換氣 設備 を 始めと して、 淨化. 排水 .麈 芥燒却 場. 芋洗 設備 幷に電 氣. 電話に 關す 

る 設備 を收 め、 以 て 其 全 機能 を發 揮せ しめて ゐる。 

|| 睹 組織 神戶 中央 卸賣 市場に 於て 開業すべき 當 業者に 閛 する 結束 は 最も 困難 を 極めた 

る ものであった。 蓋し 中央 卸賣 市場の 開設 は 永き 傳統と 習慣と に 馴致 せられた 

る 業界の 根本的 革新た リ しを以 て、 卸 賣 人の 母體 たるべ き新會 社の 創立に 方り て 

は 幾多の 難件 續 出し、 旣設の 魚 類. 靑 物 等の 市場の 存續 問題 も 亦 派生して 解决 困難 

を 極め、 爲 に新會 社の 創立 を遲延 せしめた のであった。 然れ ども 市の 勸誘 斡旋と 

業者の 發奮安 協に ょリ て、 昭和 七 年 十二月 鮮魚 部 及 鳥 卵 部の 開業す る あ  >  、翌八 年 

七月に は鹽 干魚 部 成 ク、 九 月に は 漬物 部 も 開業 を 見、 最 も 難關と 目せられ たる 靑杲 


見 

卸 賣人會 社 

の 組織と 市 

場の. 將來 ー, 

口 

ら 

れ 


ら 

て 


を 

を 

な 


も 十二 

たので 

是等各 

七 年 九 

れ、 神戶 

も 同時 

立し 七 

れ 九月 

，神戶 乾 

開業 を 

ネ/ 年 

超え、 將 

する の 

完 全 に 

る 市場 


月に 至りて 乾物 部と 共に 入場 開業 し、 こ  >  に 六部 七會 社の 全部の 整備 を 

あった。 

部 を經營 する 卸 賣人會 社 中 、神 戶鷄卵 株式 會社は 資本金 五 萬圓を 以て 昭 

月 創立 せら れ、 神 戶國 產鷄卵 株式 會社は 十 萬圓を 以て 同年 十 一 月 創立せ 

生魚 株式 會社は 資本金 五 百 五十 萬圓を 以て 同年 十二月 創立 を 見、 同 月 何 

に 業務 を 開始 し、 神 戶海產 物 株式 會社は 同 八 年 五月 二百 五十 萬圓を 以て 

月 業務 を 始め、 神戶 漬物 株式 會社も 同年 三 月 十 萬圓の 資本 を 以て 創立せ 

開 業 し、 神 戶 中央 靑果 株式 會社は 同年 十月 四百 八十 七 萬 六 千 五 百 圓を以 

物 株式 會社は 同年 十 一 月 七十 萬圓を 以て 何れも 創立 を 見、 同 年 十二月 共 


中 

の 


こ 


のであった。 比の 如くに して 開業せ る神戶 中央 卸賣 市場に 於け る 


の 取引高 は、 開 業 後日 尙淺 きもの 四 部を數 ふるに 拘らす 合計 一 千萬圓 

の 盛 况を想 察し 得る に 至った。 尙 鮮魚 部 は 指. 定 區域內 の 配給 を圓滑 

的 を 以て 別に 配給所 を 開設 し、 靑 果部又 之に 加 はりて こ 、 に 市場 機能 

揮し 得る に 至りた る は、 經 費 の 節 減、 需 給の 調 節、 取 引の 公 正、 配 給の 圓滑 

目的 を 逢 せんとす るに K 幾 かるべ く、 叉 賣買 機關の 革新と して 一 時期 
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神戶^ 史 第二 辑 本 編 各說 上  L 二 

を畫 せる ものと いふべき であった。 

00 株式 會社 祌戶 取引所 は 大正 八 年 六月 從來の 株式 會社祌 P 米穀 取引所 を 改稱せ 

る ものにして、 同時に 資本金 を 二百 萬 圓に增 加し、 更に 同 九 年 九月に は 三 ぼ 五十 萬 

圓に增 資し、 同 十一 年 一 月 水木 通 三 丁目よ リ楠町 里 俗 五郎 池の 新築 市場に 移り、 昭 

禾 三年 十二月 元 町 四 丁目に 分 場 を 設けて 蠶絲の 清算取引 を亂始 し、 更 に 同 八 年 一 

月に は 正 米 部 を 設け、 市場 を宫前 町に 開設して 正 米の 銘柄 別 清算取引 を 開始す る 

に 至つ, 併しながら 地理 的 不便 は 如何と もす る 能 は す、 屢， 委員 會 を 設け て 調 査 

研究 を 遂げ、 地 を 元 居留地 播磨 町に 卜し、 昭和 八 年 五月 建築に 著 手した。 神戶 米穀 

肥料 市場 は 昭和 七 年 七月 祌戶 米穀 市場 組合 及 祌戶穀 肥 問屋 組合と に 分離す るに 

. • 至リ、 之と 同時に 曩に同 二 年 四月 祌戶 米穀 肥料 市場 內に 設置せ. られ たる 大^粕 取 

引 所は祌 戶穀肥 取引所と 改稱獨 立した の であ つ た。 

|き 商工 會 祌戶 商業 會議 所の 其名稱 を祌戶 商工 會議 所と 改めた る は 昭和 三年 一 月に して、 

商工 會議所 法の 實施 による ものであった。 これよ リ先 大正 二 年 建物 新築の 議起 

りし も 遽に其 實現を 見る に 至ら す、 僅 かに 一 部の 增築 をな せる に 止ま リ しが、 同 七 

年總會 の决議 によりて 相 生 町の 本 所 所在地の 束 隣 市有地 二 反 五 畝餘の g 下方 を 


商工 會議所 

の 新築 竣功 


神戶 市に 交涉 すると ころがあった。 然るに 却って 遞信 省に 五 百 坪を讓 渡せざる 

ベ からざる に至リ 、其 譲渡 料の 內三萬 五 千 圓を神 戶倶樂 部の 移 轉料及 地上 物權料 


に 支出し、 殘餘を 建築 基金と し、 大正 十 年 束町舊 

と 定 め、 同 年 十二月 玆に移 り、 新築 の 敷地 を 京 橋 

ら す、 越 えて 同 十 一 年 四月に は 京 橋 東側 北詰卽 

求めて 大蔵省に 貸 與方を 請願し、 昭和 二 年 十 一 

祭 を 執行して、 二月 ェを 起し、 同 四 年 一 月 二十 六 

の 問題 を 解決し 得た のであった。 

此神戶 商工 會議 所の 敷地 八 百 七 坪 餘、 建 坪 三 

坪餘 にし て、 日 本式 を加昧 する 耐震 耐火の 近代 

分 を 六 階 建と な し、 堂 々たる 姿 を 京 橋畔に 聳立 

眞 に相應 しきもの あるに 至った。 かくて 大正 

員して 昭和 八 年に は 五十人と 定 め、 其 間に 選擧 

を 超 ゆるに 至 リ、 祌 戶市 商工 業界 はもと よ リ、 神 

に對 して 其 職能 を發揮 し、 偉 大 なる 貢 獻を爲 し 


獨逸倶 樂部を 建 

西側 官有 地 に定 

ち 海岸 通  一 丁目 

月 其 决定を 見る 

日 を 以て 竣功 開 

百 八十 七 坪 餘、 總 

檨式五 階 及 四 階 

せ し め、 神 戶 港 の 

八 年 三十六^な 

有 權者は 三 千 七 

戶 市の 市勢に 關 

つ 、今に 及んだ 


築 竣功 迄の 移轉地 

めた る も 決定に 至 

十六 番地に 敷地 を 

や、 同 三年 一月 地鎭 

所 式 を擧行 し、 多 年 

延坪 千 六 百 四十 三 

建と し、 階段 式の 部 

商工 會議 所と して 

りし 議員 は 漸次 增 

百餘 人より 六 千 人 

する 有らゆる 問題 


ので あつ 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  九 四 

醜 II 雌 筵 輸出 貿易 上樞耍 なる 機關 として 輸出 絹織物 撿査所 • 花 莛檢査 所 弁に 生 絲撿杏 所 

あ り、 何 れも國 營に屬 する。 輸出 絹織物 撿查所 は 從來兵 庫縣に 於て 之 を經營 せし 

が、 時勢の 進 運に 伴 ひて 昭和 三年 四月 國營 となり、 同 四 年 三月 一 番町四 丁目に 折撿 

査所を 設 立 し、 同 二 年 三月 發 布の 法律 第二 七號に 依りて 品 位. 程 疵. 汚 染. 胴 切 等の 撿 

查 及 計 量 撿 查. 切 斷撿査 を 行 ふ 外、 包 装 及內容 にっきて 荷 造 立 會撿査 を も 行 ひ、 海 岸 

通  一 丁目に 海岸 支所 を設 け、 輸 出 絹織物の * 價と 信用 維持に 努力し つ、 ある。 花 

莛の撿 査は旣 に 明治 三十 八 年に 開始せられ 、爾来 神 戶は其 輸出 高 第 一 位 を 占む る 

の 盛況 を 維持 し、 大 正 十三 年 十 一 月よう 野草 莛の撿 査をも 施行して 今に 及んだ の 

である o 

00 生 絲檢査 所の 開設に は 幾多の 變 革が ある。 卽ち 始め 明治 三十 四 年從來 の祌戶 

生 絲撿査 所廢止 後、 生 絲 輸出 は 殆ど 橫濱 港の 獨 占に 委し 來 リ、 爲 に關 西方 面に 於け 

る當 業者の 不便 不利 を訴 ふること 甚だしき ものが あった。 恰も 大正 十二 年關 東 

震災の 起る や、 國 益 上生絲 輸出 は 一 日 を も 等閑に 附 すべ からすとの 輿論に 鑑 み、 神 

戶市は 同年 九月 神戶 市立 撿査所 設立の 議を决 し、 經 常 費に 四 萬 六 千 七百餘 圓、 臨 時 

費に 四 萬 五 千 圓を投 じ、 福 井縣生 絲撿査 所の 機械 を 借 入 れ、 海 岸 通  一 丁目 第二 &ト- 
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と し、 神 戶市 
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决を 見、 つ い 

、に 新に 地 

く て 此大擴 

立 生 絲撿査 

必要 上 最も 

が、 同 五 年 七 


所に 充て、 十二 

の 希望 を實現 

査所は 半歲な 

して 大正 十四 

度 を 立つ る を 

際し、 偶， 正 量 取 

場に ありても 

問題の 同 十五 

で 八月 勅令 を 

を 神 戶税關 構 

張に よる 工事 

所 を 開設す る 

適 當なリ と は、 

月の 交よ リ蠶 


弓 

內 
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十四日 神 戶市吿 示 第 八 ニ號を 

たのであった e 


月 

ら すして 狹 ^ 
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BIT- 
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と は、 東 西生絲 市場 

神戶 市の 昭和 ニ年以 

絲界の 要望に ょリて 

九 五 


來 

其 


の 盛況 を 

轉し、 米國 

兩 撿査增 

所の 擴張 

に 至った。 

出生 絲撿 

七 He 一日 

投じて 新 

以て 竣功 


制 上、 將た 

屢 t 政府 に 
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神戶 港生絲 

入荷 高 
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濱に對 して は 正に 脅 

兩國 立檢査 所の 存在 
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^1 業と 出 神 戶市內 の 倉庫業 は 大正 八 年 十月 森 木 倉庫 株式 會 社の 開業に ょク て、 本 市に 木 

店 を 置く 川 西 商 事. 兵 庫の 二 倉 庫、 支 店 を 置く 三 菱. 住 友. 束 祌 の 三 倉 庫と 共に 六 き 庫 

の 營業を 見る に 至リし が、 昭 和 二 年より 鈴 鹿. 橫 山の 二 倉庫 を增 して 八 倉庫と なリ、 

其 所有 坪 數は借 庫 を も 八 口して 十二 萬 五 千 坪に 達する に 至った。 是等 倉庫の 保管 

貨物の 價額は 大正 七 年 以降 增減區 々なれ ど、 其 出入 合計 昭和 四 年の 十三 億 一 千 萬 

圓は 大正 八 年 以来の 最多 額に し て、 昭 和 八 年に も 十三 億圓 に垂ん とする を 見る。 

而 して 本邦 主要 倉庫 出入 庫 高に 對 する 神 戶市內 倉庫 出入 庫 高の 比率 を 見る に、 昭 

和 八 年に は 入庫 高 は 二十 八 二  ％、 出 庫 高 は 二十 七 • 七 ％ にし て、 合 計に 對 して は 二十 

七 • 九 ％ を 占む るに 徵 し、 神 戶 港に は 多額の 出入 ある を 知 り、 同 時に 產 業界の 消長の 

一 -, 0  メ ー タ ー たる 神戶港 倉庫業の 發達 は、 其 前途 を 卜する 一 資料と 爲 すに 足る 

ので ある 左に 大正 七 年 を 基 木と する 出入 高 を 表示す る。 

.  巿內 A 倉庫 保管 貨物 價額 累年 S 柳 一^ 餓 f て^^ 庫) 
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大正 八 年 以降 神戶 市の 營業會 社 は 昭和 七 年 迄に 約 五倍して 二 千 五 百を算 する 


に至ク 、其 資本 額 は 約 二 

的 影響 を 蒙りて 其 消長 

より 二 億圓の 多き を增 

萬圓に 上りし も、 同 十 一 一 

和 五 年に は實に 十三 億 

なった のであった。 此 

圓 なりし が、 同 九 年に 於 

爾來屢 ，財界 恐慌の 大小 

增加 著し く、 遂 に 昭和 五 

然しながら 此 商業 會社 

正 八 年に は 四千 一 百 萬 

社 一 億 七 千 萬 圓を算 せ 

千 四百 萬圓に 過ぎ ざ る 

する に 至った。 昭和 七 

の 六 業に 分ち、 商業 會社 
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倍して 七 億 圓を超 ゆるに 至つ 

常なら ざ る ものが ある。 卽ち 

千萬圓 とな り 、同 十 

圓臺に 下 ク、 同 十 三 

せ し も、 同 七 年 迄に 

は 大正 八 年に は 二 

し く、 爲 に 同年 末 

り、 解 散 又 多數に 

を 超 え、 同 七 年に は 

戰 時の 好況に 乘じ 

九 年に は 一 億 三千 

十九 會社 を算 せし 

年に は從來 の記錄 

年の 祌戶巿 統計に 據れ ば、 營業 

の 中に 金融 保 險業を も 包 八 るし 


して 三 億 四 

年に は 四 億 

圓に 垂んと 

中 商業 會社 

ける 新設 夥 

の 影 響 を 蒙 

年に は 一千 

の 資本 額 は 

圓とな リ同 

しに、 九 百 五 

に 至 X 同 七 


- J ま 

上 


た。 素より 其 間に 幾多の 外 

大正 八 年の 資本 總額は 前年 

一 年 迄 は 漸増して 五 億 二 千 

年より 叉 漸次に 增 加して 昭 

ま漸喊 して 七 億 七 百 萬 Ifi と 

百 二十 一、 資本金 四千 百餘萬 

百七會 社と なる に 至り、 

れど、 而も 商業 會社は 其 

百を算 する に 至った C 

正 七 年の 三千 萬 圓は大 


こ 

大 


rev- 

萬 T 

昭和 

を 破 

別 を 


れ 


に、 同 十二 年に 三百 六會 

四 年に は 却り て 一 億 二 

りて 二 億 二 千 萬 圓を算 

商 土  i 通 及 運 輸 .農. 水 .鑛 

ど、 從來の 統計に は 之 を 


及び 富の 蓄積  九九 


商業の 區分 

と 運 輪^ 


神 戶市史 第二 辑 

「金融 保險其 他」 の 項目 中 


の 

木 


ま， 

1  一一 5 


も 

て 


ま 

-大 

增 

ま 


れ 

と 


更 

一一 ョー ， 

類 

し 


察 


立せ しめて 

增大 すべ き 


七 

-金 

し- 

ど. 

を 

を 

-同 

六 

せ 


十 

-1  一- 5 


も 


本 

- 一 

の 


融. 保 

■ 其 中 

其 數 

占む 

年以 

示 し 

九 年 

一 千 

年末 

ら る 


險. 保全 

物品 販 

僅かに 

る ま 臂 

降 會 社 

てゐる 

こ ま 更 こ 

四百 萬圓 


含めた 


賈業 


十 

一一 一-一 a 


P 


の 

と 


以來の 財界 


したれ 

であつ 

れば商 

建物 賃 

は總社 

の 十 ％ 

示す と 

百 七よ 

大正 七 

億 四千 

な .OS 、同 

の 囘 復 


各說 上 

れば、 以上の 數 字に 

ば、 若 し 之 を も 商業 


こ o 


業 を 

貸 • 旅 

ろ 

反 


こ 

年 

を 


分ち て 物 

館 料理 席 

六十 ％以 

ぎす 而も 

である o 

百 三十 七 

約 八 千 三 

を算 する 

こ ま 肖， 曾 

映 す る も 


品販 

貸. 演 

上 を 


一 〇〇 

も 金融 保 險兩業 を 從來の 統計 

に 合 


而 して 

に增加 

百萬圓 

に 至 

加 し 

の な 


て 

る 


I 一一 ia 


すれば、 昭和 七 年の 其資 


藝- 

占 


CP 


食 

め 

ま. 


こ 


こ 


易 

、貿 

同 

と 


，仲 買. 市 場. 取 引 

，其 他の 商業の 

易 業. 土地 建物 

業 を 營む會 社 

業 も 商業と 其 

れ ど も、 其 資本 

八 年に は 一躍 

ど、 爾後 漸減し、 

七 千萬圓 とな 

商業の 場合と 


所. 新聞 莉 

十五 項目 

賃貸 業 之 

の 常に 最 

揆を 一に 

額 は 却つ 

二 億圓に 

昭和 五 年 

つ た。 こ 

同 一 なり 


<  ^保 險會 金融 保險其 他の 會社は 同 一 期間に 倍加して 六十より 百 二十 二と な り、 資 本 は 七 


社と 銀行の 百萬圓 より 一 

^六 千 萬圓と 

記の 數 字に 減 

深甚な りし を 

を 有する もの 

て 同 十 一 年き 


行 及 神 P 


年 創立の 岸 

出張所 三 十 

し、 同 十三 年 

解 散 し、 大 正 

岡 崎 .湊 西 .祌 

祌戶岡 崎 銀 

年に ま 遂に 

ざ る 銀行の 


一 了- 

\ィ 


な り 

少す 

察す 

十 行 

立 の 

• 同 二 


木 銀  一 了 


\ィ 


十五 年 

戶 商業- 

行に 饼 

三 行と 


千 萬圓を 

■ 同 五 年に 

る 等變動 

るに 足る 

あ り、 明 治 

第 六十 五 

十九 年创 

同 六 年 創 

した。 然 

戶 商業 銀 

川 崎 銀行 

第 六十 五 


ま 

る 


一 了 

\ィ 


ま 

び 


合せら れ、 同 


ゆ る 

三 百 

甚だ 

の で 

十 一 

行 を 

の湊 

の 川 

に 岸 

の 名 

第 百 

五行 

.k 年 


し 

西 


至り 

社 七 

き も 

る C 


と 

五 


な り、 其 支 店. 出 張 所 


1  乂 店. 出 張 所 は 七十 一 を 


め 


立 

と 


一 了- 

\ィ 


一 了 

\ィ 


本 & 


ク 


一 了 

\ィ 


一 了 

\ィ 


下 

ゥ 


な 

月 に 

十五 

ふ る 


， ^ 


の 

ュ 

- ) 

合 


れ 

同 


ど、 昭和 四 年 に は 二百 七十 九 社 


大 


饼 


す 

冲 

と な 

に 至 


千 

戶 

し- 


戶 


れ 


萬圓 

は， 其 


1 了 

\ィ 


縣 農 

十八 

三 年 


十二 

せ し 

-か < 

る に 

商業 

る も 


こ o 


は大 

ェ銀 

年 S 

5 立 


一 了 

\ィ 


^  。- 

も、 こ 

て 昭 

翌三 


し 

1 了 

パイ 

ォ 

れ 


こ 


る - 、司 ヒ年 こ ま 前 


の 外 


し 力 


影 響 を 蒙る こと 特に 

八 年に は 巿內に 本店 

に、 普 通 銀行と し 

ゝる 日本 商業 銀 

實業 銀行、 大正 二 

れ 等の 巿內支 店 

動に 際して 閉店 

和 六 年 五月 遂に 

に は 兵庫縣 農工 • 

第 六十 五 銀行 は 

を 見 たれ ば、 同 八 


h\ こ 

界變 

叉昭 

"二 年 

年 こま 
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艮 一 了  O  改 

#  〈すび 一 あ S 


之に 反し 市內に 本店 を 有せ 


0 一 


組合 銀行の 

預金 勘定と 

手形 交換 高 


工業 會社 


神 戶市史 第二 輯 

神 戶巿內 組合 銀行 數 


れ 

一 零 

の 

年 


と 

1 J 


ど、 其 

圓、 多 

正 八 

も、 昭 

後殆 

手形 

の 如 


預金 勘 

きは昭 

算し、 昭 

年末よ 

芣 二 年 

と f 減 

交 換 高 

き 時に 


工業 會社は 

な タ、 其 資 木 

工業 も 大正 

本 金 は 大正 十 


定は 常に 

f 四 年末 

，づ, 年末 

り 昭和 元 

末に は 三 

を 示して 

も 同一 期 

九十 八 億 

三、 ェ 

大正 八 年 

額 は 約 五 

八 年に 著 

一年に は 


本 

三 

年 


大 

末 


同 八 


の 


乃 

し 


至 

管 


各說 

正 八 年 

圓臺に 

九 千 

億 七 

は 四 

萬 B 

末 に 

十 1 

額 を 

和 七 

四千 

達 を 

千 萬 


量 

互 


て 


上 

千 


〇 二 


ま 


示 


至 昭和 八 年に 二十 四 行よ リ十 

り、 其 間 少きは 大正 十二 年末の 

百 萬圓に して、 大正 八 年末に は 

七 百 萬圓を 計上す る を 見る。 

二 百 萬 圓ょリ 四 億 七 千 七 百 萬 

減少し、 翌三 年末に は 五 億 四千 

二 億 五 千 五 百萬圓 となった。 

よ ヅ 四十 六 億 五 千萬圓 に滅少 

したれ ど、 爾 後 次第に 減少した 


六 


年に 約 三倍し て、 百 五十 九より 四 

三百 餘萬圓 よ，^  二 億 五 百 萬圓と 

遂 げ、 從 つて 工業 會社も 爾後 漸次 

圓に 上リし も、 翌 十二 年に は半滅 


^  一 了 

？  \ィ 

三 億 

三 億 

叉總 

圓 の 

萬 圓 

更 に 

し、 其 

の で 


百 六 

な つ 

に 增 


し滅じ < 


一 千 

八 千 

貸 出 

間 に 

組合 

間昭 


一 百 

五 百 

金 は 

あ ク 

增 し. 


一 了 

\ィ 


和 元 


あ つ こ。 


十八 


こ o 


會 社 

想 ふ 


加 し、 其 資 

和 元年に 


し に、 昭 和 四 年に は 二 億 四千 五 百萬圓 となり 

たる ものにし て、 其 消長の 激しき は 財界の 影 

しむる ものが ある C 

數を 見る に、 大 正 九 年 乃至 同 十四 年に 二十 七 

に 百 ％ を增 せし に、 昭 和 五 年 乃至 同 七 年に は 

五十 三 工場よ リ八百 五十八 工場に 增 加した 

市 內八區 にあり て 其增加 率の 最も 高き は 林 

田區 にし て、 三 十四 工場よ リニ 百 九十 九 工場に 激增 し、 兵 庫區は 殆ど 增減を 見る こ 

となく して 昭和 七 年に は 百 五十 三 工場と な り、 葺 合區は 八十 六 工場より 百 四十 八 

工場と な り、 以 上の 三區 にて 全市 工場の 約 七十 ％ を 占め、 此三區 の 外 最も 多き は灘 

區の百 十二 工場に し て、 神 戶區の 六十 六 工場 之に 次 ぎ、 爾 餘 の三區 はいふに 足らぬ 《 

而 して 大正 八 年末に 於け る 職工 數は 從來の 記錄を 破り て， 其 數七萬 人に 垂ん とせ 

し も、 其 後 は 殆ど 漸減の 傾向 を迪 りたり とい ふ も 不可な く、 昭 和 七 年末に は 四 萬 八 

千 二百 餘人 となった。 尙十人 未満の 職工 を 使用す る 工場 は 其 職工 數 漸次 増加す 

る も、 十 人 以上の 各 工場 は 殆ど 其 增減を 見ない。 又 最近 數 年間の 工場と 職工との 
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約 二 億圓に 激増した る 後 は 叉 漸減せ 

更に 同 七 年に 至リて 四千 萬圓を 減じ 

響 を 蒙る 甚だしき もの ありし を 思 は 

工場. は 次に 大正 九 年 乃至 昭和 七 年の 工場 

と 中小 工業 

% を 増加し、 大正 十五 年 乃至 昭和 四 年 

却り て 四 ％ を 減 じ、 結 局此 期間に 三百 

のであった。 此 工場の 分布 を 見る に 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  一 0 四 

狀勢を a るに、 使用 職工 數五人 乃至 五十人 未満の 工場 は 全 工場の 殆ど 八十 ％ 以上 

を 占め、 時には 八十 五 ％ に 達せる に徵 すれば、 神戶市 工業 中尙 未だ 中小 工業の 如何 

に 重要なる 地位 を 占む るか を證 する ものである。 

石炭 消費量 工業界の 活、 况の 直に 其 燃料に 反映す る は當然 にし て、 石 炭の みに つきて 見る も、 

大正 八 年の 消費量 は 從來の 記錄を 破りて 八 億 七 千 七 百 萬 斤と な り、 翌 九 年に は更 

に增 加して 九 億 八 百 萬 斤を算 する に 至った。 然しながら 經濟 界の變 動と 電力 使 

用 動力の 增加 は、 石 炭 消費量 をして 爾後 著しく 減少せ し め、 昭 和 五 年より 叉 稍， 增加 

を 示せし も、 同 七 年に は 七 億 四百 萬 斤に 過ぎざる に 至つ、」。 

^產 額の 涫 祌戶 市內全 工場の 生產 額の 世界 大戰 進行 中に 驚く ベ き增 加を吿 げたる は常然 

に し て、 大 正 八 年に は 前年より 七 千 六 百 萬 圓を增 して 實に三 億 七 千 八 百 萬 圓を算 

し、 こ 、 に 未曾有の 互 額 を 示した る も、 而 も 亦 財界の 不況に 累さ れ、 爾 後 昭和 三年に 

至る 間 は 常に 三億圓 以下 にあ り、 甚 だしき は 大正. 十 年の 如き ニ傥 一 千萬圓 臺に激 

減す るに 至った。 而 して 昭和 四 • 五 兩 年に は 三 億 三 四千 萬 圓を算 して 一 時 は 工業 

界の 好、 况に 向へ る を 示せし も、 同 六. 七 兩 年に は 又もや 二 億 萬 圓臺に 降 り、 前 二 年間 

に 比して 約 一 億 一 千 萬圓を 減少す るに 至った。 此の 如き 生產 額の 減少 は 锊濟界 


の變 動に 因りて 工業の 沈滯を 示す に 似 たれ ど も、 而 も 其^ 似の 低下せ る^  S も考 

盧 せねば ならぬ。 唯 最近に 至りて 財界の 好轉 貿易の 伸張 は、 政 府の 政策と 共に ェ 

^界に 好材料 を 提供し つ 、あれ ば、 其 好況に 轉囘 せんこと 期して 待つ ベ きもの あ 

りと せられた のであった。 

機械 钫織化 种戶 市產 業の 中核 を爲 せる 工業 中、 其 重要なる 地位 を 占む る は 機 械. 紡 織. 化 學 及 

學の三 工業 

飲食物の 四 工業なる こと 統計 之を證 し、 其 生產 額に は 固より 消長 ある は 免れ ざれ 

ど、 機 械 工業 は 常に 殆ど 產 額に 於て 首位 を 占 め、 化 學 工業 之に つ ぎ、 飮 食物 ェ 業. 紡 織 

工業 は 更に 之に 次ぐ を a る。 蓋し 機械工業 として は 艦 船. 車 輛. 金 屬 精 鍊. 諸 機 械 器 

具 • 金 屬雜業 を 含む を以 て、 其 價額も 自ら 巨額 を 示す は當 然と せらる 、 が、 化 學 工業 

に 比して 最近 飮 食物 工業 生産額の 增加 著しき は 注目す ベ き 現象で ある。 面して 

機械工業 中 川 崎丄ニ 菱兩 造船所の 世界的 大工 場た る はいふまで もな けれど、 川 崎 造 

航空機の 製造 は大， 正 九 年 以後の 特殊なる 

き傳 統的產 業と して 最も 古き 沿革 を 有し 

以^の 市場 を獨 占す るの 發 展を爲 せし も 

一 〇 五 


船 所 飛行機 部. 川两 機械 製作所に 於け る 

重要 工業と し て 推す を 得べ きで ある。 

憐寸と 護^ 化學 工業 中の 燐寸 は神戶 市の 誇る ベ 

の變遷 

本邦 輸出 燐寸の 中心 をな し、 よく ス ェズ 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一 〇 六 

大正 八 年 以降 支那. 印度 方面の 燐寸 製造業の 發達 と、 唯 一 の 市場た リし 支那の 動亂、 

印度 關税の 引 上、 瑞 典 燐寸の 東洋 進出 等の 影響 を 蒙 り、 日 木燐寸 製造 會社は 遂に 瑞 

典 系統の 投資 を 受けし のみなら す、 本 邦 第 一 を 誇れる 東洋 燐 寸會社 も 亦 遂に 瑞典 

燐寸會 社と 合同す るに 至った。 これ 蓋し 國際上 共存 共榮の 利なる に 由る といへ 

ど も、 神 戶市產 業 上の みなら す、 木 邦の 斯業に とりて は 最も 遺憾なる 事態と 謂 ふべ 

きであった。 大勢 此の 如く なれば 生產 額の 減少 も 亦 甚だし く、 大 正 八 年の 二 千 二 

百 五十 五萬圓 は、 同 九 年 に絕 頂に 達して 三千 三百 五十六 萬圓を 超えし も、 爾後 年 を 

逐 ひて 漸減し、 同 十三 年に は 一 千 萬 圓臺を 割う、 昭和 四 年に は 三百 八十 萬 圓に滅 じ 

同 七 年に は 僅々 百 十. 八 萬圓 に激滅 し、 翌 八 年に は 稍 t 挽 囘 して 百 七十 萬圓 となりて 

將來の 好況 を 思 はしむ る に至リ たれ ど、 而 も 盛時 を 顧れば 隔世の 感 あらしむ る も 

ので ある。 かく 燐寸 業の 衰退せ るに 反して、 護謨 工業 は化學 工業 中の 首位 を 占む 

るの 發 達を遂 ぐる に 至リ、 更 に St 伸張の 狀勢 にあ. る は 喜ぶ ベ き 現象な リと謂 ふ ベ 

く、 思 ふに 其 發達は 大正 八 年 以降の ことに 屬 する も、 特 に 同 十 年 以降に 於て 急激な 

る 發達を 示 し、 昭 和 七 年に は 工場 數 最も 多 かリし 大正 十一 年に は 及ばざる も、 尙 百 

十三 工場 を算 し、 生 產額は 約 千 七 百 萬 圓を示 し、 之 を 大正 八 年の 九 百 四十 萬 圓に比 


すれば 驚く ベ き增 加な り-と 謂 へ る。 

製糖 製粉と 製糖 及 製 &は飮 食物 工業の 大宗に し て、 前 者 は臺灣 製糖 株式 會社 神戶 製糖所の 

紡績 織物 

外に、 大正 十二 年 新に 明治 製糖 株式 會社 神戶 工場の 開設 あ り、 爲 に翌 十三 年に は 前 

*  年に 比し 約 二倍の 四千 一 百 萬圓の 生産額 を 見、 昭 和 七 年に は 千 八 百 四十 五 萬圓に 

減少せ し も、 地 理的條 件 は 充分 將來の 發達を 思 はしむ る ものが ある。 又 製粉業 は 

從來の 大工 場た る 日本 精米. 日 木製 粉神戶 工場. 增田 製粉所の 外に 大正 十三 年日淸 

製粉 神戶 工場 を 加 へ て 生產額 を增大 し、 同 十四 年に は 前年の 千 七 百 萬圓に 比して 

約 七 百 萬 圓を增 し、 昭 和 四 年に は 三千 二百 萬圓を 超えし も、 爾 後 漸減して 同 七 年に 

は 約 二 千萬圓 となつ， た。 紡織 工業 中 常に 首位 を 占む る は 紡績 なれ ど、 織 物 も 亦 こ 

れと 比肩す る もの にして、 其 產額は 大正 八 年 乃至 昭和 八 年に 於て、 紡績 は 二 千 二百 

六十 三萬圓 より 八 百 八十 萬圓 となれ る に、 織 物 は 約 二 千萬圓 より 八 百萬圓 となり 

- て、 何れも 著しき 減少 を 示せる も、 而も 共 に此 工業 中の 大宗^り 得 る ものである。 

四、 諸會社 及び 商工 調査 

商工業 會社 翻りて 大正 八 年と 昭和 七 年の 神戶 市諸會 社の 業態に よる 資本金 を觀 るに、 先づ 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  一 〇<- 

I 资本別 消 商業に ありて 會社數 の 最も 多く 增加 せる は 一 萬圓 以上 五 萬圓朱 滿の會 社に して、 

實に 十二 倍 を 超え、 一 萬圓 未満の 會社 之に 次ぎて 十二 倍に 達 し、 五 お^ 以上 十 萬 M 

未満の もの は 九 倍 を 超 え、 千 圓 以上 五千圓 未満の もの は 六 倍、 十 萬 M 以上 五十 お 0 

未 滿は約 四 倍 半の 增加を 示して 各 之に 次 ぎ、 五 十萬圓 乃至 百 萬 圓、 百 萬圓乃 辛： 五 n 

M. 圓、 五 百萬圓 乃至 一 千 萬圓の 階級 も 二倍 乃至 三倍 し、 總 計に 於て 會社數 は 殆ど 八 

倍に 達せん と し、 資 本 は 四 倍と ならん とする に 辛： つた。 工業 會 社の 場合に は 一 萬 

圓 未満の 會社は 最も 著しく 增加 せる も 而も 六 倍に 過ぎ す、 五 萬 圓来黹 は 四^半に 

達して 之に 次ぐ も、 爾 餘の 資本金 別會 社の 增加は 商業の 如く 著しから す、 從 つて 總 

計に ありても 會社數 は 三 倍、 資 木 は 二倍 を 超 ゆるに 過ぎぬ。 これ 种厂に 於け るェ 

業の 發 達の 大正 八 年 以前に 於て 特に 翻 著なる もの ありし こと と. 世 界的 不況の ェ 

業に 影響せ る 甚大な，^ しこと を證 する もので あらう。 

交通 運輸と 次に 交通 運轍會 社に あ リては 十 萬 圓未黹 の 會. 祉 の增加 最も^: しくし て、 同  一 W 

金融 保險會 

社の 增減 間に 約 十倍し、 ー萬圓 未満 は 約 四 倍せ る も、 千 萬圓未 滿. 五 千 萬 圓未滿 及 五 千莴圓 以 

上の 會社は 約 半數に 減少 し、 或 は 皆無と なれる は 注目すべき 事實 である。 されば 

總 計に 於ても 交通 運輸 會社數 は 二倍 四 分を增 したれ ど、 資 本 金 は 却り て 半減す る 


神戶 巿の總 

會 社の 資本 


和 七 年の 

八 分を算 

分 各 之に 

は 其增加 


に^った。 殊に 金融 保險 

しく は 皆無と なる の大變 

は 約 四 分 一 に 減少す るに 

に 外ならぬ。 

之 を 要する に昭 

圓未滿 にして 八^ 

萬 圓未滿 の 二倍 七 

の 資本 別 にあり て 

萬圓 以下 の 會社 は 

,0 颔 約 七 億 八 百 萬 

は其總 數に對 して 

に當 る。 之 を 大正 

百 四十 六の 四十 五- 

ぎ  す、 換 言 すれば 十 

合 は 九十 九 入 ％ に 
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他の 會 社に ありて は、 各 资木別 階級に 於， て 全部 激減^: 

動を來 し、 其 總 計に 於て 會社數 は半數 以下と な ぇ資 木 額 

至れる を 示す は、 財 界變 動の 影響の 深刻な りし を證 する 


圓に對 

僅かに 

八 年の 

六 ％ に 

萬圓 以上 

達する を 


し 

當 


總會 社中 之 を 大正 八 年に 比して 最も 增加 せる は 一 萬 

し、 五萬圓 未満の 七 倍 六 分、 十萬圓 未満の 四 倍 四 分、 五十 

次 ぎ、 五 千萬圓 以上 は 新に 一 會 社の 創立 を 見し も、 爾 餘 

著しから ざる を 知る ので ある。 而 して 昭和 七 年の 十 

二 千 五 百に 對 して じ 十 六.  一 一 ％ を 占む る も、 其 資本 額 は 

て 僅かに 四. 八 ％ を 占む る に 過ぎ す、 十 萬圓 以上の 會社 

三 A 艿に當 るに 過ぎ ざれ ど、 其 資本 は實に 九十 五三 ％ 

實と 比較す る に、 此 年の 十萬圓 以下の 會社數 は 總數五 

り、 資 木 は 四 億 五 千 五 百 萬 圓に對 し 〇 三 ％ に當る に 過 

の 會社數 は 總數の 五十 四. 四 ％ を 占 め、 資 本の 占む る 割 

知る。 これ 大正 八 年 以降 所謂 中小 會 社の 設立 激增し 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一一 〇 

所謂 大會 社の 創立の 比較的 少かリ し を 示す もの にし て、 神 戶市產 業界の 此 S 間に 

. 於け る 狀勢を 窺知す る 好 資料た るべき か。 

I ほ 俯 g 會 然しながら か 、 る 結論に 達する に は 事實上 困難なる 幾多の 原因と 經 過と を 究 

めざるべ からざる を 知る も、 こ 、 には此 期間に 於け る 新設 解散 會 社の 事 實を觀 察 

して 其 經過を 見る に 止める。 卽ち 大正 八 年 以降 昭和 八 年 迄の 會 社の 新設 は 略， 年 

年增 加の 傾向に ありて 其數約 三百 乃至 六 百を算 し、 只 大正 七 年 以前の 戰 時の 好況 

に乘 じて 新設 相次げる 反動と して、 大正 八 年の 新設の みは 百 三十に 過ぎ ざり しか 

ど、 其 資本金 は 一 億 七 千 萬圓を 超えた。 斯くて 此 十五 年間の 新設 會社總 計 六 千 百 

1« 九の 多き に 及 び、 其 資本 合計 約 九 億 二 千 萬圓に 達し、 一 箇年 平均 新設 四百 八會 社、 

其 資本 六 千 一 百萬圓 となる も、 而 も 同 一 期間に 解散せられ たる 會 Itt も 一 箇年 平均 

百 八十 五、 其 資本 約 二 千 一 百 萬 圓を算 すれば、 每年 新設 數の約 半數の 解散せ る を 知 

る ベ く、 解 散會 社の 資本に ぁリて は、 時 に は 昭和 七 年の 如き 三百 十 萬圓に 過ぎざる 

年 も あれ ど、 同 三年の 如き は 三千 五 百 六十 萬圓を 超えて 此 年の 新設 會社資 木よ ク 

多き 場合 も あ リ、 解 散 甚だ 尠 からざる を 知る ので ある。 蓋し 會 社の 新設 及 解散 は 

事業界の 好 否 を反證 する 資料た る こと 謂 ふまで もない。 


商工 調査の 

必要 


n し ヽ 


年金 輸出 再禁止の 實施後 


現れた ヰ 


商工 調査の 

終了 


工業界に も 及び、 つ いで 満洲 事變に 

りし 一 般產 業界に 著大なる 活力 を 

工業 調査 は 實に此 盛況に 向 ひつ 、 

七 年先づ 東京 市に 委託して 調査 を 

す ことと な リ、 神 戶 市 も 之が 調 査 實 

事業と な し、 人 件 費 初年 度豫算 一 萬 

調査 費 四千 五 百 餘圓の 半額 をも國 

臨時 商工 調査 部を設 け、 助 役 を 部長 

會 の 三 課 員 中より 調査 指導 員 及 事 


注 

實 


J4SL 

と 


萬 七百餘 人に 授職 せんとし たので 


かくて 兵庫區 役所に 事務所 を 置 

週間に して 槪數を 得しが、 本 調査へ 

有する 物品 販賣 業者 及 製造 小 賣業" 

造. 加 H. 修 理. 製 造 販賣を 營む業 者」 と 
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さ 

定 


戟 せられ 

入して 同 

る 商工業 

施 し、 其 成 

を 受諾し、 

千 八百餘 

補助に 待 

し、 文 書， 商 

員 を 選任 

あった。 

て 準備 調 

範 圍 は、 商 

土 業に あ 

め、 調 查 時 


木 


こ 


八 

の 


之 

ち、 

し、 


邦 貿易 

る 重工 

年に 至 

實 態 を 

良好な 

失業 

之 を 

八 年 

課長 

業 俸 


を 

同 


失 


て 

ま 


著 手 

あ ク 

は 「木 

昭和 


の 異常な 

業 の發達 

つた。 政 

極めん と 

る や、 之 を 

應急 少額 

國庫 補助 

十月 市會 

を 副 部長 

給 生活 者 

し、 十 月 木 

て は 「木 市 

市 內にェ 

八 年 十月 


る 發 

は、 多 

府 の 

す る 

他 者 

な 口 

が I 

に 仰 

の 承 

と し. 

を 調 

調査 

に 固 


曰 


展 は、 や 

年不况 

企圖せ 

にあり 

市に も 

生活 者 

ぎ、 之 に 

認 を 經 

文書 *商 

查 員 と 

を 開始 

定營業 

場 を 有 

とする 


力 

- 一 

て 


て 

-同 


授職 


る 

ェ- 

し- 

し、 

片 

し、 

も. 


し 

や、 

-社 

延 

を 


神 戶市史 第二 輯本編 各說上  一一 一一 

禾七年 一 乃至 十二月の 期間の 事實 にっき 調査した のであった。 巾コ はま 七^ 

査に 基づき、 同 十 年 八月に 至りて 商業 及 工業の 第一. 第二の 速報 を 刊行しても^ 果 

. を發 炎し たれば、 以下 此速 報に 據 りて 昭和 七 年末に 於け る 神^^ 商工業の 槪勢を 

觀 察する ことと する。 蓋し 本 調査 は國勢 調査と 共に 商工業の 赏態上 幾多の 資料 

を 提供せ る ものであった。 

00 先づ 商業 調査 は 其 目的 焭業 成績 を觀 るに あり たれば、 其 營業听 を ^位と なし C 

數及 分布  /  '  - {  ,  _ 

調査せられ しが、 昭和 七 年末の 物品 販賣 業者の 營業所 は 二 萬 二 千 五 百 二十 ヒと計 

上せられ、 此中 個人 營業所 は 其 九十 四丄 ％ を 占め、 其 殘餘の 五. 九 ％ は 法人 焭業 所の 

占む ると ころであった。 卽ち 個人 營業所 は 其 數ニ萬 一千 百 九十 二 にして. 其 中小 

賣は 七十 五 入 ％、 卸 小 賣は八 二  ％、 卸 は 六 二  ％ の 割合と なり、 法人 煢業所 千 三百 三十 

五 中に も 小賣は 依然 最も 多くして 三十 九 ％ に 及べ ども、 卸 も 約 三十 五 ％ を 占め、 卸 

小 賣は其 殘餘の 二十 九 ％ に當リ 、個人の 場合の 如ズ 三者の 割合の 差 多から ざる を 

タる。 而 して 法人の 場合に ありて は 合資 會社 最も 多く、 合 名會社 之に 次ぎ. 、株式 會 

社 は 最も 少ぃ。 此營業 所 を 最も 多く 有する 區は兵 庫に して 二十 二  ％ こ 達す 1 ど、 

. 昭ネ七 年の 世 帶數に 比例 すれば 神 P は 十六 .五％ に 達し、 湊柬. 兵 庫 は 之に 次ぎ、 葺合 


は. t« 四 ％ にして 更に 之に 次 ぎ、 爾 餘の各 區は十 ％ 以下と なる。 これ 神戶 市の 商業 

の 此四區 に 主として 殷賑なる を證 する に 外ならぬ。 

還^ 搬 祌戶 市に 於け る 是等營 業 所に 投下せられ たる 資本金 は 二 億 一 千 七 百 十六 萬餘 

益 

圓を算 し、 此 中 運轉^ 本 は 六十 四 ％ を 占 め、 殘 餘は 固定 資本 之 を 占 め、 此 從 業 員 の 總 

數は六 萬 五 千 十三 人に し て、 此 中 男 は 七十  一 ％ に當 リ、 女 は 男 百 人に 對し四 十. 四 人 

を 占 め、 更 に 家族 從業 員. 店 員の 合計 は 總數の 八十 七 ％ の 多き を 占 め、 事 務員は 僅か 

に 五 ％ に 過ぎぬ。 而 して 是等營 業 所の 手 持 品 總額は 五 千 六 百 十二 萬 圓を算 し、 資 

本の 囘轉率 五囘六 分なる に、 商 品の 囘轉 率の 優に 二十 一 囘七 分に 及ぶ は、 市 、况の 漸 

次 好轉 せんとせ る を 示せる ものなる ベ く、 尙 營業所 は 一 箇所 平均 千 五 百 九十 五圓 

の 借 入 負債 を爲 し、 其 總額約 三千 六 百 萬圓に 達せん とすれ ど、 其 販賣總 額 は 實に十 

二 億 一 千 五 百 八十 六 萬 圓を算 し、 此中 植民地 及外國 へ の 販賣額 約 三十 三 ％ を 占む 

る は、 神 戶市 商業の 特質 を證 する ものなる ベ く、 此 販賣總 額に 對 する 仕 入 及 營業費 

の 合計 百 十 一 億 六 千 七 百 八十 八 萬圓を 計上す る を 以て 見れ ば、 總 收 入との 差額 卽 

ち 純益 は 五 千 一 百萬圓 となう、 一 營業所 平均 二 千 二百 六十 八 圓に當 る を 知る。 .. 

^1 所の 資 更に 營業所 二 萬 二 千 五 百 二 十七 を 商工 省の 指示に 從ひ、 二) 百 圓未潇 三) 五 百圓未 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一一 四 

満 (三) 千 圓 未 満 (四 三 千圓未 満 (五) 五 千圓未 滿 (さ 一 萬圓未 滿 (七) 五 萬圓未 滿 (八) 十 萬圓未 

滿 (九) 五 十 萬圓未 満 (十) 五 十萬圓 以上の 十 階級に 分類して、 其 階級 別 割合 を觀 るに、 此 

中 最も 多き は百圓 以上 五百圓 以下に し て、 略" 總 數の 二十  一 ％ を 占 め、 五 千 圓. 二 千 圓. 

一 千圓 未満の 三階 級 は 各 之に つぐ も、 其 割合 は 何れも 十七 ％臺 にあ り、 十 ％ の百圓 

未満 更に 之に つぐ も、 爾 餘の營 業 所 は 皆 七 ％ 以下に し て、 最 も少き 五十 萬 ffl 以上 は 

實數 五十 三に し て、 其 割合 は 僅かに 〇三％ に 過ぎぬ。 而 して 百圓 未満 乃至 五千圓 

未満の 營業所 合計の 總數 に對し 占む る 割合^ 約 八十 三 ％ に 達すれ ど、 其資 木金 合 

計 は 僅かに 十 ％ を 超え す、 五 千圓 以上 五 萬 圓来滿 の 營業所 は 總. 數 の 十 四. 四 ％ に 當 

り 資本金 は 十九 土  ％ に當 る。 卽ち是 等 五萬圓 以下の 所謂 中小の 營業所 は 其數に 

ありて は 總營業 所の 九十 七 艿を超 ゆれ ど も、 其 資本 金 は 二十 八 • 七 ％ に 過ぎ す、 之 に 

反し 五萬圓 以上の 營業所 は 僅かに 總數の 二  .七％ に當 るに 過ぎざる に拘ら す、 资 木 

は 七十 一 % を 超 ゆるの 大資木 を 擁する を 見る は 注目に 値する。 

營業 听の產 昭和 七 年末に 於け る 產業別 營業所 も 亦與昧 ありと いへ る。 卽ち 商工 省の 分類 

業 別と 資本 

によれば 之 を 三十 五と し、 此中 菓子 麵麴類 は 二 千 九 百 三十 七 を 占めて 第 一 位に 居 

リ、 其 他の 飮 食料品の 二 千 百 五十 六. 之 に 次 ぎ、 酒 類 淸凉飮 料 ，穀 粉. 織 物 被服 は 何れも 


千. 五 百以 上、 蔬 荣 果物 は 千 百 臺を以 て 各" 之 に 次 ぎ、 九 百 臺の藥 品 化粧 品、 八 百 臺の履 

物 雨 具. 其 他の物 品 • 魚 介 藻、 七 百 臺の燃 料 ，貿 易 業、 六 百 臺 の 翳 炎 荒 物、 五 百 臺の紙 文 房 

具、 四 ：，3 臺 の 豆 腐 類. 古 物. 金 屬 類. 小 間 物 用 品. 綿 絲 編 物. 鳥 獸 肉、 三 百 臺の度 量 衡 時計 貴 

金 零 建 具 家具、 二百 臺の 新聞 圖書 類 .陶 磁器 硝 于木 竹 材. 機 械 車輛 農 具 ま 氣 器 具、 百 臺 

の 各種 飮 食料 品. 石 材 土管 セメン ト. 茶. 運 動 遊戲品 之に 次 ぎ、 各 種 物 品. 皮 革 擬 革. 肥 料 

は 百 以下に し て、 百 貨店は 六 箇所 を 計上して ゐる。 而 して 是等產 業別资 本 を 見る 

に、 貿 易 業は總 資本の 四十 六 ％ を 占 め、 之 に 亞ぐは 織物 被服 及 酒類 淸凉 飲料水の ェ 

業 なれ ど、 其 資本 は 各 僅かに 五 ％ に 過ぎ す、 以 て賀易 業の 地位の 重要なる を 知る ベ 

きで あらう o 

^業^ 營業 是等產 業 別營業 所の 販賣總 額 十二 億 一 千 五 百 八十 六 萬圓中 貿易業 は 六十 三. 五 

所の 販^ 額 

% の 販賣高 を 示 し、 之 に 次ぎ 多き は綿絲 編物 紐 類 なれ ど、 其 占む る 割合 僅かに 七三 

% に 過ぎざる は、 以 て 貿易業の 絕對的 地位 を證 する に 外ならぬ。 况 んゃ爾 餘の產 

業の 販賣 額に 至りて は 第三 位に ある 穀粉 類と い へど も 四. 七 ％ に 過ぎぬ。 又此販 

賣額中 植民地 及外國 へ の 販賣も 固より 貿易業の 占む る 割合 第 一 位に あり て、 其 總 

額 約 三 億 九 干 八 百餘萬 圓に對 して 九十 九 • 四 ％ を 占 め、 之 に 次ぐ は金屬 材料 器具な 
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五 萬 八千圓 とな り、 株 式 組 

職場の 固定 資本 

百 八十 一 萬 M を 

一 工場の 運轉資 

八 萬 圓を算 して 

ふ ベ き で 


レ 


と 田 „R 

it き p 


木 調査 

從業員 

此從業 

, 徒弟の 

最 も かノ 

% を 占め、 

ふまで も 

工場 及 

生 產額は 


現れ 、 


o\ 

ま 


は 七 萬 六 

員 中 職工 

七丄ニ  X ボ 

い。 而し 

全 工場 平 

な い。 

職場の 生 

九十 四 土 


木 

產 

\o 


均 は 

ゆ る 

は 平 

る o 

る o 

事務 

五 百 

4V 多 

員 の 

之 を 

は 百 


を 


各說 上 

織の 群 を 

千 六百圓 

知 リ、 後 者 

二 千 W に 

れ 固定 資 


員 

五- 


を 占 


ま 

め 


K ナ 

あ >t 


ま 囱 ひ 

{ 糸 


過 ぎ 

本に 


る を 知る。 次に 本 調査に 現れ 
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ざ る に、 會 社 就中 株式 組織に て 
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ま 


乙 


平 


工場 

平均 
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^ 勺 

あ る 


-技 術 員. 職 ェ. 徒 弟. 家 族. 從 業 員. 其 他の 従業員に 分類せ る 


十八 人： 

して 實； 

三 ％、 技術 員の 三 


し て、 男 百 人に つき 女 は 三十 了 ヒ人を 占 め、 更 

總數の 七ナ五 ％ を 占め、 家族 從業 員の 十 了 五 

% 各 之に つ ぎ、 給 仕 小 使 等の  一 H  一一  ％ 

人と 會 社に 大別 すれ ば、 前 者に 屬 する もの は 六十 三. 八 

二 人に 當 ク、 兩 者 共 其. 多き を 占む る は 職工なる こと い 

二 億 五 千 二百 四十 ニ萬餘 圓を算 し、 此 中 自家 叉 は^  ：": 

_ 其 殘餘が 受託 生產 又は 加工 修理の 工賃 額に 常る もの 


にして、 一 工場 平均 三 萬 じ 亍 じ -,:2 餘 圓、 從 業 員 一 人 三千 二百 九十 一 圓に當 る を 見る。 

此 生產總 額の 大半 卽ち 八十 .九％ は會 社經營 工場の 生產額 なれば、 個人 經^ にか ヽ 

る生產 額は總 額の 約 五分一 に 過ぎざる を 知る と 同時 に、 此 會 社經營 工場 中 株式 會 

社の 生 產は會 社 生 產の七 十 入 ％ を 占む る ことに 想到 すれ ば、 個 人經资 工場 は其數 

甚だ 多き に拘ら す、 到 底 大經營 工業に 及ばざる を 知る ので ある。 

了：^ 職場の 工場 及 職場の 收入は 二 億 五 千 九 百 三十 五萬圓 なる に對 し、 支 出は收 入より 二 千 

收 支と 家内 

工業の 特色 三十 九 萬圓を 減少せ る を 見る。 木 調査に よ る 收入は 販賣金 .受 託生產 加工 及 修现 

工賃 收 入と 其 他の 營業收 入の 三 科目と せら れに乂 出 をば 原料 及 材料 費 • 燃 料 及 動力 

費 .賃 銀 及 給 料. 租 税及公 課 .修 理及 償却 費. 利 于其 他の 營業 費の 七 科目と する。 是等 

の 調 杏^に つ いて 昆 る に、 會 社 組織 中 株式 會社 の收 おの 巨大なる は 其經營 の大な 

る を 知る と 共 に、 個 人經營 工場の 收 支の 受託 生產 加工 及 修理 工賃の 割合に 多き 點、 

弁に- 乂出 中の 燃料 及 動力 費、 賃 銀 及 給料の 原料 及 材料費に， 比して 少 きに 徵 し、 明 か 

に家內 工業の 域を脫 せざる を 知る ものである。 而も 收 入の 支出に 對 する 割合に 

ありて は、 個 人經營 者が 百 圓に對 し 八十 五. 五 八圓を 支出す る に、 會 社中 特に 株式 會 

社が 九十 三. 九 六圓を 支出す る は 注目す ベ き 事實 にし て、 こ れ 一 に 個人 經營の 工場 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一二 〇 

が複雜 精巧なる 商品の 製產に 適し、 所謂 家內 H 業の 特質 を發 揮す る ものな りと せ 

らる 、理. ffl である。 

g| 別生產 尙木 調査に は 資本 階級 別 資本 金. 同 從 業 費. 同 原 動 機. 同 生 產 額 • 同 收 支. 同 借入金， 

に關 する ものに つきても 發 表せられ たれ ど、 今 之 を 省略に 附 する。 只其资 木別卽 

ち 百圓未 満. 五 百 圓. 千 圓*  二 千 圓. 五 千 W 二 萬 圓. 五 萬 圓. 十 萬 圓. 五 十 萬 圓. 百 萬 圓. 五 百 ^ 

阆. 五 百萬圓 以上の 十二 階段に 於 て、 其 生 產額は 資本の 增大に 比例し て、 生 產總額 及 

一 工場 平均 生 產額を 何れも 遞加 せる も、 待 に 百萬圓 以上に 於て 著大と な り、 其 生 產 

額は總 額の 約 六十 四 ％ を 占む る を 見る と 同時 に、 從 業 員 一 人當 の生產 額に ぁリて 

も 百萬圓 乃至 五 百 萬 圓未滿 に 最も 多 く、 五 十萬圓 乃至 百萬圓 之に 次 ぎ、 五 百 萬圓以 

上 は 第三 位に ある は 注意す ベ き 事實の 示現せられ たる ものと 爲 すべ きで ある。 

I； 小 ユ^と 惟 ふに 本 調査の 示す ところに 從 へば 、資本金 五萬圓 以下の 所謂 中小 工業 者が 實 

神戶市 工業 

の 特色 に 全 工業 者の 九十 七 ％ を 占 め、 更 に此 中の 四十  一 は 五百圓 未満の 極めて 小なる 

資本 を 擁する 工業の 占む る を 知る こと は、 神 戶市 にも 如何に 小 工業 者の 多き か を 

證す るに 外ならぬ、 卽ち 近代的 大工 業の 中に も 本邦の 特質 を 有する 家內 工業の 必 

耍 なる 一 面 を知リ 得る ものと せらる。 固よう か  >  る 現象 は 全 工業の 悉く 近代化 


し 難き 事寳 ある を 知る の 資料たら 


富と 所得 餌 


ひ 

ま 

3 

び 

こ 


な る 木 邦 工業の 因って 來る 

工業 叉 之が 資料 を 供す る も 

の 特色 は 本 調査に よりても 

品の 四 工業 は 重要 工業な り 

絕對 的なる 觀を呈 して ゐ る- 

み、 國防上 極め て 

なるべき 化學ェ 

しむる r 


重工業 を 含 

發展の 可能 

と を 痛感せ 


と こ 

の な 

充分 

と い 

) 而 

業 と 


五、 富 の 蓄 積 


ん も、 而 も 大工 

ろ兹 にあ リと 

リと謂 ふ を 得 

に具體 化せら 

ふ を 得 ベ く、 就 

して 機械工業 

なる を覺 ゆる 

共に、 愈 t 其發達 


神戶 市民 の 

正 五 年 以降 特 

は 大正 八 年に 

得なかった。 

笫 一 章 


も 

-ぺ 

よ. 


の 多量 生産の 反面に は 精巧 精 

解 せらる、 ものにし て、 祌 戶 市 

きで ある。 叉 同時に 神 戶市ェ 

てゐ る。 卽ち機 械. 金 屬. 化 學. 食 

機 械. 化 學ニ 工業の 占む る 地位 

に は 造 船. 造 機. 飛 行 機 及 車輛 等 

，神戶 市の 工業 上の 誇に し て、 將 

對 して 助成せ ざるべ からざる 


未 


富の 蓄積の 世界 大戰 進行 中に 旣に 

に 著し かりし は 祌戶市 統計の 證 する 

空前の 巨額 を 示し、 爾後 十四 年間 遂に 

思 ふ に 富の 蓄積 を觀る に 當 リ、 市 民 の 

產 業の 發展 及び 富の 蓄積 


曾 有の 壻加を 其 所得に 示し、 大 

ところな リし が、 其 所得の 增加 

叉 其 巨額の 所得 を 見る こと を 

所得税 賦課の 基準た る 所得 額 

一 二 一 


神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一二 二 

にの み 倚る こ と、 固 よ リ當を 得たり と 謂 ふべ から ざ れ ど、 而 も此 所得 中には 法ん と 

個人と を 問 は す 、叉 田. 畑. 貸 宅 地 • 貸 家. 山 林 • 原 野 .鑛. 商 土. 牧 畜業を 始めと し、 貸 金. 預 金 • 給 

料. 賞 與. 產 業. 勞 力 等 あらゆる 所得 を 包^せる を以 て 、朮 民の 富の 蓄積 を觀 察する に 

好箇の 資料た る は 否むべき ではない。  . 

箱 大正 五 年の 所得 額 は 其 前年に 比し、 實に 殆ど 二倍と なりて 四千 万 七十 二 萬 S を 

超えし も、 同 六 年に は 同 四 年に 比し 約 六 倍と なりて 一 億 千 七 百 三十 萬圓 なる 未 曾 

有の 互 額と な リ、 大 戰の 好影響の 甚大なる を 思 はしむ る ものが あった。 然しな が 

ら此 趨勢 は翌七 年に 至りて 前年より 二十 七 ％ を 減少 し、 爲 に 其 好況の 俄に 頓挫せ 

るか を 思 はしめ し も、 而 も翌八 年に は 叉 ニ億圓 に垂ん たる 所得 額 を 計上 し、 前 年 よ 

り 多き こと 實に十 割に 達せん とする に 至 リ、 愈-其 好、 况を證 したので あった。 然る 

に 爾後 四 年間に 亙り 財界の 不况は 深刻なる 影響 を與へ しが 如 く、 年 を逐 ひて 所^: 

は 低下 し、 大 正 十 一 年に は 一 億 二 千 七 百 三十 五 萬. 圓 と な り、 同 八 年に 比して 四千 二 

百萬圓 以上の 減少 を來 すに 至った。 卽ち 左表の 如くで ある。 
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大正 十二 年 叱 所得 額 は 大正 十二 年 以降 昭和 五 年 を 以て 叉 一 期 を 劃す と 見る を 得べき であ 

乃至 昭和 五 

年の 所^ つた。 卽ち 大正 十二 年に は 前年より. 約 二十 七 ％ の 增加を 示して 一億 六 千 一 百 萬 

圓を 超え、 同 十 五 年 (昭 和 元 年) に は 一 億 六 千 九 百 萬圓に 垂んと し、 昭 和  一 H 二 兩 年に は 

稍， 減 少し たれ ども 尙 一 億 四千 五 百 萬 圓を算 し、 同 四 • 五 兩年 にも 一 億 五 千 萬 圓を超 

ゆる 有檨 なりし とはい へ、 之 を 大正 十五 年に 比すれ ば、 昭 和 二 年 乃至 同 四 年 を 限界 

とする 金融界の 恐慌に よる 深刻なる 影響 を 現した る ものな りと 謂 ふべき であつ 

た。 卽ち此 期間の 所得 額 幷に增 加 率 は 左の 如くで ある。 
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八 

九 
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昭和 六 年 乃 

至 八 年の 所 

辱 

f  靡 不振の 狀勢を 市民 所得の 上に 現し、 同 六 年に は 遂に 前年に 比して 約 二十 五 ％ を 

減少して、 大正 八 年 以降 空前の 少額た る 一 億 一 千 三百 八十 七萬圓 なる 所得 を 計上 

せ し が、 此 勢は翌 昭和 七 年に 至リ 更に 甚だし く、 遂 に 一億 九 百萬圓 となった。 これ 

蓋し 世界 大戰 以後 最初の 記錄 にして、 一 般產 業界の 不振 を證 して 餘り ある もので 

あった。 然しながら 金 轍 出 再禁止と 所謂 爲替 安 "財 政 インフレ ー シ ヨン は 漸次に 

市況 を 殷賑に 導 き、 同 八 年に は 約 一 億 一 千 七 百萬圓 とな う、 率 にあり て 前年より 六. 

五 ％ を增 し、 こ 、 に 好 轉の兆 を 現 し、.； 巾 民の 所得の 漸く 舊に復 せんとす る 勢 を 示し 

たのであった。 此三箇 年の 數字を 左に 表示す る。 
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所 ，§. 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間に 於け る 祌戶巿 民 所得 額の 增減 は 略" 以 上 の 

增大と 富 の 

00  如く なれ ど、 金額 及 人員の 增滅は 一 般 財界 或は 所得税 法の 改正 等に 影響 せらる 、 

こと 多 く、 今 一 々之が 增滅の 原因 理由に 及ば ざれ ど、 市 民の 所得 は 大正 八 年 以来 夙 

に 一 億 圓臺を 突破し、 昭和 八 年の 所得 を 以て 之 を 世界大戦 突發の 翌年なる 大正 四 

年の 所得に 比する も、 尙 六 二  二倍に 達する を 見る ので ある。 而 して 神戶 市民の 所 

得 を 他の 六 大都市に 比する に、 最近 數 年間に 於て は 其 所得 額 は 常に 束 京. 大 阪 につ 

ぎて 第三 位に 在る のみなら す 、其 國港 として 人口 其 他條件 略， 等し かるべ き 橫濱に 

比して 常に 約 二倍の 所得 を 計上せ る こと は 特に 注目に 値する。 

市民の 富の 蓄積に 關 して は市內 貯蓄 銀行の 貯蓄 預金、 或は 郵便貯金 も 亦 好 資料 

た る ベ ぎ も、 貯 蓄 預金に 關 する 統計 は 其 基 木 調査に 種々 不備の 點 ありて 遽に之 を 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一二 六 

市民の みの 蓄積な タとは 斷じ難 く、 且 つ 統計 は 一 貫して 之 を 見る を 得ざる もの あ 

り、 從 つて 今單 に參考 として 之 を 見る に、 各 十二月 末 現在 貯蓄 預金 額 は 大正 八 年に 

は 三百 五十 五 萬圓に 過ぎ ざり し に、 爾 後 逐年 增加を 示 し、 同 十四 年に は 八 百 四十 七 

萬 圓を算 し て、 七 年間に 二倍 四 分に 垂んと し、 更 に 昭和 八 年に は實に 四千 五 百 八十 

五 萬 圓に達 し、 之 を 大正 十四 年に 比すれば 五倍 四 分 を 超 え、 同 八 年に 比すれば 約 十 

三倍に 達する に 至った。 これ 蓋し 叉 市民 貯蓄の 一般的 增 加の 趨勢 を證 する もの 

と 謂 ふべき である。 而 して 之 を 郵便 貯 金. に つきて 觀る に、 大 正 八 年末 現在の 千 百 

萬 圓は同 十 年に は. 千 三百 萬圓 とな り、 同 十一 年に は 千 五 百 萬圓、 同 十三 年に は 千 七 

百 萬 圓、 同 十四 年に は 千 九 百 萬圓に 上るな ど、 比 年顯 著なる 增加を 示 し、 昭 和 元年に 

は 遂に 二 千 萬圓を 超えし が、 翌 二 年に は 一躍 三千 二百 萬 圓を超 ゆるに 至った。 こ 

れを預 入に 徵す るに 昭和 元年 中の 預入は 二 千 萬圓に 達せ ざリし に、 同 二 年に は實 

に 四千 二百 萬圓 に垂ん とする 數字を 示して ゐる。 これ 蓋し 金融恐慌 を 明確に 反 

映す る ものに 外ならぬ。 されば 其 後の 財界の 動搖 常な き や、 郵 便 貯金の 預 入は翌 

三年に 約 三千 三百 萬圓に 減少せ る 外 概ね 四千 萬 圓內外 を 示 し、 其 年末 現在高 も累 

年增 加し て、 昭 和 三年に は 約 三 千 六 百 萬圓、 同 四 年に は 四千 六 百 萬圓、 同 五 年に は 五 


千 二百 萬圓 とな り、 同 

ゐる。 郵便貯金 につ 

P て は、 名 古 屋. 京都 兩 

中の 預金 人員に て は 

得 及 貯金の 増加 は 市 

發 達し、 貿易 の 益， 隆昌 

て 待つべき ものが あ 
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市 - ) 
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民 の 
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る o 


引 用 


巨 


に は 約 五 千 七 百 萬 圓を算 するな ど 飛躍的 增加を 示して 

六 大都市 を 比較す るに、 神 戶市は 市民 一 人當 預金 額に あ 

つぎ 八十 八圓 四十 一 錢 にして 第三 位に あれ ど、 人 口 百 人 

四 人を算 へて 第一位 を 占めて ゐる。 要するに 以上の 所 

富の 增大を 察する の 資料た ると 共に、 祌戶 市の 產 業の 愈 

、とする 現 狀に於 て、 市 民の 富の 更に 增大 せんこと 期し 


大正 

和 二- 

大正 

八 年 


八 年 乃至 昭和 十 年神戶 

- 手 五. 七 人. 十 年 神 戶市統 

勢 調査 表。 神戶巿 商工 


大正 七 人. 十 子 十 四 年、 昭 

。 大正 九. 十四 年、 昭和 五 


港 大觀。 昭和 八. 九. 十 年度 用 日本 都市 年鑑- 

計 書。 大正 八 年 乃至 昭和 八 年 兵 庫 縣統針 

調査 速報。 昭和 元年 乃至 同 十 年 神 戸市 商工 耍覽。 神戶市 財政 耍覽。 

八 年 乃至 昭和 八 年 神 戸市 事務 報告。 神戶 商工 情勢。 神 戸市 工業 槪況。 大正 八 年 乃至 昭和 

神 a 港外 國貸易 概況。 兵庫縣 工業 組合 槪況。 兵庫縣 商業組合 ー覽。 
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第二 章 生活 狀 態の 變遷 

默 =|歸 大正 八 年 以降 昭和 A 年に 至る 十 五箇 年間の 祌戶 市に 於け る 生活 狀 態の 變遷を 

叙述す るに 方 リ、 先 づ 世態 を觀 るに、 大正 八 年 は 世界大戦に 依る 好況の 最高潮に 達 

せる 時に し て、 極 めて 華美なる 市民の 風 は 其 日常 品に 現 れ、 殊 に寶石 金銀 等の 粉末 

を 婦人服に 鏤めた る もの 、流行せ るが 如 き、 叉 其 風潮 を 察すべ きものであった。 

然るに 翌九年 早く も 財界に 反動 襲来し、 而も 其 深甚な りし は、 此 年に 於け る 生絲相 

場の 高低の 四千 四百 三十 圓 よう 一 千 百 十七 圓に 暴落し て、 實 に此 期間に 於け る最 

高 最低の 兩 極端 を 現出せ る 如き 之を證 して 餘リ ある ものな リし が、 か 、 る靑 勢な 

るに も拘ら す、 市 民 は 好況 時の 惰性に て尙 生活 は 一 般に 華美に 流 れ、 爲 に爾 1 年 を 

逐ふ 經濟界 不況の 深刻化に 對し 長く 禍根 を殘 したので あった。 され ど此 不況と 

大戰後 一 般に 擡頭せ る 反動的 氣 風と は、 宣 傅なる 流行語 を 生み、 事の 成否 を總べ て 

宣 傳に歸 せんとす るの 風潮 を來 せる は 注意すべき であった。 而 して 不況の 漸く 

慢性的と なる や 、市 民の 趣味 生活に も 新なる もの を 生 み、 大 正 十 一 一 全 年の 交より 野 
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故 あ リと謂 ふ ベ く、 婦 人 服地 を販賣 する 店 舗、 或 は 婦人服 専門店 舖. 同 仕 立 星 等の 漸 

次增 加す るに 徵 する も 亦 之 を 知る ものである。 

無び 餅き^ 所謂 祌戶 牛の 名稱の 下に 其 W 價廣 く內 外に 喧傳 賞美 せらる、 牛肉 は、 農耕 運搬 

に 使役す る 傍ら、 長期 間の 飼育に ょリ 自然に 肥育せられ たる もの 多かリ しが、 時勢 

の 推移に 鑑 み、 大 正 八 年 兵 庫 縣畜產 會は第 一 囘 兵庫縣 肉牛 共 進 會を神 IP 市に w m 

し、 爾來 今日 迄 殆ど 連年 之 を繼續 して 其據 ると ころ を 知らし むる と共に、 « 育獎勵 

上 各般の 施設 を 講じて 斯業の 發 達に 努め、 近時 飼育 事業 は St 隆 盛を來 し、 其 生產區 

域 亦 漸次 擴 大して、 丹 波. 攝津. 播 磨の 十八 郡に 梟 家の 副業と して 飼育 を 行 ふ もの 多 
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燈數 は、 同 十 年に は 一 躍 四十 六 萬 五 千に 近く、 昭和 八 年 八十 八 萬 九 千に 達し、 此 前後 

に 於て 二倍 半の 增加を 来せし が、 此 間の 戶數增 加 は 一 倍 半に 足らざる 以て 見れば、 

電燈 使用 增 加の 顯 著なる は 知るべき である。 嘗て は 贅澤視 せられた る扁風 機の 

大正 八 年の 使用 臺數七 千 六 百 は、 昭和 八 年 に は 一 萬 二 千 三百と なりて ー丄ハ 倍に 及 

び し が、 此 の 如き は 4B 民 生活の 著しき 向上に 伴 ひ、 今 ゃ實 用品と 考 へらる 、 に 至. cs 

し を 示す もの に 外なら す、 叉 最近 商業 繁榮 策の 一 とし て、 店 頭 装飾 及廣吿 用と して 

ネオ ン燈の 使用 著しく 增加 し、 昭 和 八 年 使用 戶數 二百 八十 七、 其 燈數六 百 五十 五に 

し て (灘 區 を 除く)、 昭 和 六 年に 比する も旣に 二倍 餘の增 加 を 示 し、 以 て ネオ ン燈使 川 

の 時代に 入れる を 知る と 共 に、 將 來 愈 t 增 加の 傾向に ある は 察する に 難く はない。 

燃料と しての 瓦斯の 使用 は 市民の 生活 程度 向上 し、 所 謂 文化 生活の 喧傳 せらる 、 

と 共 に 益. -使 用の 度 を 高めし こ と、 大 正 八 年の 使用 戶數の 二 萬 五 千 八 百の、 十五 年後 

の 昭和 八 年に は 九 萬 七 千に 近 く、 實 に 三 入 倍 の 增. 加 を 来せる によ リて 知らる、 の 

みなら す、 其 器具の 如き も此 間に 殆ど 面目 を 革む る もの あ， CN て、 巿 民 生活の 上に 多 

大の寄 與を爲 す ものが あった。 

商^ n 街 

の 照明 電氣の 利用の 急激なる 增 加の 市民生活に 與 ふる 影響の 大 なる もの ありし は當 


家屋の 新せ 

改築 


然 にして、 從っ 

ある。 昭和 八 

榜 し、 街 路 の 照 

し て、 よ く 時代 

大正 八 年 乃至 

燈數) 、殊に 元 町 

投じ 始めて 鈴 

に祌戶 市の 一 

二 年 十 M 花 笠 

て 商店街の 

て 雪洞 を設 

本を算 し、 目 

に 時代の 流行 

种戶 市の 發 

て 住宅の 拂底 

第二 章 


て 街 

年末 

明 % 

を 代 

昭和 

通 の 


ひ 


九 


衢の 様相の 從來と 面目 を 新に せる こと も 特筆に 値する ものが 

勝 田 銀 次郞の 市長に 就任す る や、 明 朗達活 なる 市政の 方針 を標 

し 如き は、 從 來の 市長に 見る を 得 ざり し 所に 

べきであった。 思 ふに 神戶市 內の外 燈數は 

りて 八 萬 四千 六 百と な り (灘 區內を 除く 定額 

店 舖前通 一 尺に 付七圓 宛なる 多額の 費 川 を 

や、 從 來 の神戶 市の 中心 を爲 せる 元 町 通は更 

に 至 り 、之 と 相對せ る 商店街 有 馬 道筋 は 昭和 

を 建て ゝ人 氣吸收 策を講 せし が、 爾來 之に 倣 
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之を設 くる もの 二十 七 箇所に 及べ る は、 明 か 

向上 變化 なりと い へ る。 

機關の 整備す るに 伴 ひ、 大 正 七 • 八 年に 於 

一 ^家屋の 新築. 增築. 模樣替 等の 逐年 其 
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數を增 加せ る は當然 なるべく、 大正 十 年に は 新增築 四千 楝を超 え、 其 戶數六 千 五 百 

に 達 し、 特 に 林 田 方面 は 其 四 割 を 占 め、 同 地方の 發展の 著し かりし を 知る もの あれ 

ど、 建 坪の 增加 著しから ざり し は、 財 界 不況に 依 ク廣大 なる 家屋 建築 を a ざり しに 

起 因す る ものである。 かくて 其 後の 財界 不況 は 家屋の 新築 增築數 をして 自ら^ 

少 せしめ、 加 之 同 十二 年 九月の 關柬 大震災 後 建築 材料 暴騰す る や、 貸 家 を 目的と す 

る 建築の 如き 一 時 殆ど 中止 せられん とする 有 檨を呈 した。 然るに 市電 須磨 線の 

昭和 元年 及 同 二 年に 延長 せらる ヽ や、 之 を 見越せ る 家屋の 新築 相次ぎ、 其 愈-開通す 

る や、 財 界の 不況な りしに も拘ら す、 ェ 費の 低廉な うし を 利して 其 沿道の 田畑 は 日 

を逐 ひて 宅地に 變換 せら れ、 こ 、 に 新築 家屋 相 接し、 一 連の 市街 を 現出す るに 至つ 

た。 かくて 同 三年 建築 諸 材料 價袼の 低落す る や、 全 市に 亙りて 俄に 建築 熱 高まり、 

翌四年 郊外 住宅地と して 其發展 著し かりし 東部の 隣接 三箇 町村 を 八ロ饼 すると 共 

に 益， 建築 熱 を顯 著なら しめた。 神戶 市の 家 星 棟. 數 は 大正 八 年に は 六 萬 三千に し 

て、 昭 和 八 年に は 了 六 倍して 十 萬 四千と なう し も、 此 間に は須 磨. 灘 の ニ區を 合併し 

たる を以 て、 若 し 此ニ區 を 除外 すれば 舊市 のみの 增加は 了  二倍に 過ぎ す、 以 て兩區 

に 於け る 家屋 新築の 增加を 知るべき である。 又是等 家屋 は此 期間の 前 浚に 於て 
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一二 八 倍と なる。 是 

て發達 し、 合 饼後 にあ 

の激增 せる を 知る ベ 

一 の 住宅地な りと 謂 

年に 於て 住宅の 增加 

ー丄ー 五倍の 三區 にし 
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倍、 三 階 坪 は 二. 七 倍、 四 階 坪 以上 及 地下室に 至りて は實 

a れば、 如何に 建築物が 高層 化せる か を 知る と共に、 之 

が 大正 十 年 乃至 昭和 二 年に 於て  一二 六 倍の 增加を 示 

倍に 達 し、 而 も 最近 特に 西洋 造の 增加顯 著なる もの あ 

知り 難き も、 建 築 物 洋風 化の 著しき もの ある は 想 察し 

に關 して は確實 なる 統計 を缺く も、 今 大正 十四 年より 

に、 住 宅 楝數は 六 萬 二 千より 八 萬 五 千と なりて  一 • 三 八 

昭和 四年灘 地方の 合併 を昆 たる を 以て 之 を 除け ば、 稍， 

れ灘區 は 其 合 饼前旣 に神戶 市の 發 達に 伴 ひ、 郊 外 住宅 

りても 僅々 五箇 年間に 戶數  一 • 三 倍に 達した る に徵し 

く、 而 も尙 多くの 餘 地を殘 せる を以 て、 將 來發展 すべ き 

ふべき である。 而 して 神戶市 八區中 大正 十四 年 乃至 

顯著 なりし は 須磨區 の マ 四 二 倍、 兵 庫 區のー 丄ニ 三 倍、 林 

て、 是 等の 增加は 何れも 山側 一 帶の 高地 及 山間部の 開 

一 三 七 
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發に負 ふ ものにして、 殊に 新湊川 以西 は 漸を逐 ひ て 耕地整理 成り、 且 つ 市街地 建築 

.  物法實 施せら れ、 比 較的 整然たる 住宅地と なりたれ ば、 住 宅地に 乏しき 市內に 於て 

は 其發達 最も 急激なる ものが あった。 之に 次ぐ は 湊* 神 戶.葺 合の 三區 なる も其增 

加 は 極めて 少 く、 湊 東區の 如き は 寧ろ 減少せ る を 以て 見れ ば、 是 等 四區は 今や 全く 

飽和 點に 達せ リと謂 ふべき である。 今是等 住宅の 構造 別 を a るに、 住宅に ありて 

も 漸次 高層建築 化する 傾向 あ リ、 卽 ち 石 造. 煉 瓦 造 及 混凝土 造 等の 所謂 西洋 造の 增 

加の 一 マ 二 六 倍に 達せる に、 木 造 の 一 丄ニ 六 倍なる に 過ぎざる は 之を證 して 餘り ある 

ベ く、 殊 に 混凝土 造の 增加 は顯 著なる ものであった。 

住宅問題  世界大戦に 侬る神 戶巿產 業界の 發展 と物價 騰貴と は、 住 宅の 拂 底、 賃 貸價 袼の昂 

騰 とな > 、市 民の 之に ょリて 蒙る 脅威 は 一 時 名狀し 難き もの ありし か ば、 市 は 住宅 

難 を 緩和す ると 同時に 不當 家賃 を 牽制 せんが 爲 め、 大 正 十 年 及 同 十 一 年に 市營住 

宅 を 二箇所に 建設し、 一 方此頃 好況の 反動 漸く 到.. り 勞働 者の 住居に 寒心す ベ きも 

の ありし を 以て 三 箇所の 簡易 宿泊所 を も 開きて 之が 緩和に 當 り、 更 に 昭和 七 年に 

は 無料 宿泊所 二箇所 を 設けた。 之より 先 大正 十 年 住宅 組合 法發布 せら れ、 市 民 を 

して 連带的 自助 を 以て 小 住宅 を 所有せ しむべ く、 其 事業 資金と し て 大蔵省 預金 部 


資金 を 地方 公共 團體を 介して 融通す る ことと なりたれ ば、 祌 戶巿ま 司 十四 年 乞. I こ 

借入金 八十 三 萬 一 千圓を 住宅 組合に 貸付 け、 其 事業の 達成に 努め、 かくて 二百 五十 

戸の 建設 を 見、 以て 住宅難の 緩和に 資する 所があった。 而 して 經濟界 の不 况は自 

ら家 星の 貸借 關 係に 於ても 紛議 を 多から しむる に鑑 み、 政 府は 大正 十 年 五月 借 也 

法 及 借家 法 を、 翌 十一 年 十月に 借地 借家 調停 法 を 夫々 實 施し、 調停 主任 判事と 民間 

より 選任せ る 調停 委員と をし て、 繫 爭當事 者と 會 合せし めて 和解 を圖る ことと，、 よ 

りしが、 此中 借地 調停 事件 は 大正 十二 年に 提出せられ しもの 二十 件に 過ぎ ざり し 

も、 昭和 三年に は 九十 件と なう、 同 八 年に は 二百 五十 件 を 超 え、 借 家 調停 事件 は 大正 

十二 年の 三十 件より 昭和 三年の 二百 五十 件、 同 八 年の 七 百 四十 件と なうて 漸次 暂 

加 を 示す は、 世 相に 照らし 物議 の 愈， 多 からん とする を 知る もので あつ， こ。 尙是等 

の 事件 は 當初は 何れも 賃貸借 料の 紛議 最も 多數を 占めし に、 昭和 四 年 前後より は 

延滯 賃貸 金の 支拂及 借地 借家の 明 渡 請求 事件 著しく 增 加せ るに 徵 すれ ば、 其 紛 刹 

の 深 刻と なう 来れる を 知る もの なれ ば、 紛 糾 する 是等 諸問題の 圓滿 なる 解決 を 

圖 るが 爲め、 有志 相 集 > て會を 組織す る もの ぁリ、 昭和 四 年 十二月 家主 及 建築業者 

を 以て 祌戶 借地 借家 協調 會の 成立 を 見た る 如き は 其 一で ある。 
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リ、 同 八 年に は 三 k« 九十 輛に 達し、 經濟 界の發 達、 交通網の 整備、 大 道路の 開通と 鋪装 

と は、 此種 交通 機關 をして 將來愈 t 激增の 傾向 顯 著な る もの あるに 至ら しめこ。 ほ 

して 昭和 五 年 以降に 於て 概して 車輛 數に 著しき 增減を 見ざる は、 一 S 經濟 にの 影 

響に も 因る ベ けれど、 市內 を馳驅 する 自動車に は 多數の 市外 在籍 車 ある こと 又 見 

, 遁し 得ざる 現象で ある。 荷積 用 自動車の 使用と 共に 輕便 運搬 用と しての 自動 自 

轉車 は、 大正 八 年の 二十 七輛 より 同 十四 年の 百 八十 七 輛に增 加し、 爾後 更に 増加率 

を 高め、 昭和 八 年に は 八 百 六十 ニ輛に 達して 實に 三十 二倍の 激增を 示 レた。 これ 

蓋し 近年 產 業の 異常なる 發達 は、 殆ど 總 ての 貨物の 迅速 輸送 を 要求して 已 ます、 爲 

に 諸種 自動車の 發達を 招来せ しもの なれば、 從來の 荷車 は 自ら 之に 壓 せら 1、 大戰 

直後の 好況 時には 二 萬輛を 超えし こと ぁリ しに、 逐年 減少して 昭和 八 年に ま t 正 

八 年の 約 七割卽 一 萬 二 千 百餘輛 となつ. こ。 

纖 g 乘合自 鐵道. 電氣鎮 道 及 自動車 等の 交通 機 關の發 達 は、 過去 十 五箇 年間に 於け る 一 大寺 

色な リと謂 ふべき である。 卽ち市 內の乘 客 取扱 鐡道驛 は 大正 九 年 舊須磨 町の 木 

市 編入 あ リて鹰 取 .須 磨 二 驛を增 し、 昭和 四 年 東部 三箇 町村の 合併に よ リ灘驛 の 木 

市內に 入る あり、 臨港線の 完成に 伴 ひ 大正 十三 年 七月 神 戶港驛 の 新設 を 見、 今や 三 
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宫. 神 戶. 兵 庫. 鐘 紡 前. 和 田 岬 五驛を 合して 九 

總數は 大正 八 年 六 百 七十 萬 人な りしが、 昭 

に  一 • 七 倍の 增加を 示 し、 殊 に 三宮驛 の發達 

線 百 一長 大正 八 年 一 萬 二 千 八百餘 米に 過ぎ 

萬 一 千 五 百 米と な り、 其 乘客數 も 亦 同期 間 

百 二十 七 萬 人となりて 一 倍 半 餘の增 加 を 

郊外電車 は 阪祌及 山陽の 兩電鐡 を 除けば" 

行 電鐡は 大正 九 年 七月 開通 し、 阪 神 國道電 

阪神 電鐡の 合併す ると ころと な り、 更 に 八 

有 電鐡は 同年 十 一 月に 開通 し、 特 殊電鐡 と 

甲 登山 架空 索道 は 昭和 六 年 九 月、 六 甲 越 有 

つた。 是等 郊外 電鐡及 特殊 電鐡 の乘 客人 

昭和 八 年に は 約 一 千 百 十四 萬 人と な り、 其 

合 自動車 は 神戶パ ス の 昭和 四 年 一 月、 市 營 

を 主要 なる ものと し、 其 他 六 甲 山上の 遊覽 


一 四 二 

驛を算 する に 至った。 是等諸 驛の乘 客 

和 八 年に は 一 千 百 十 萬 二 千 人と な リ、 賁 

は顯 著なる ものが ある。 市內 電車 は複 

ざり しが、 昭和 八 年に は 二倍 半に 近き 三 

に 五 千 二百 三十 八 萬 七 千 人より 八 千 四 

示して ゐる。 神戶 市より 諸方に 通す る 

皆此 期間に 開通せ る もの にし て、 阪 祌 急 

鐡は 昭和 二 年 七月 開通して 翌 三年 四月 

月 山陽 電鐡 は姬路 直通 運轉を 開始 し、 神 

して 摩耶 鋼索 鐡道は 大正 十四 年 一 月、 六 

馬 鐡道は 同 七 年 三月 夫々 開通す る に 至 

員大 正 八 年 約 三百 九十 一 萬 人な りし：^ 

增加實 に 三倍に 垂ん とした。 市 內の乘 

パ スの翌 五 年 九月 夫々 運轉を 開始せ る 

バ ス、 灘區內 の 摩耶パ ス あ リ、 郊 外 バ ス と 


して は 明 石へ 通す る 祌明パ ス の 昭和 三年 一 月に、 阪神 國道パ ス の 同 四 年 四月に 各 

運轉を 開始し、 爲に 其市內 走行 路總 延長 は 百 四十. 七籽に 達し、 固定 資本の 節約、 經常 

費の 節減 等に 依る X スの電 鐡頜域 侵蝕 は、 極めて 迅速 激烈なる もの ありし こと、 昭 

和 八 年に 於け る 其 乘客數 の 二 千 百 三十 五萬餘 人を算 せる に徵 して 明かであった。 

此の 如き 驚く ベ き 交通 機 關の發 達 は、 狹 長なる こと 多く 其 比 を 見ざる 祌戶 市と 巿 

外との 距離 を 短縮す るに 與 りて 大いに カぁリ し も、 而 もまた 必然的に 發生 する 交 

通 事故と 之が 防止との 一 の 都市  問題と なりし も 已むを 得ざる もので あ つ J- ち 

交通事故  此の 如く 汽 車 ，電 車，自 動 車 等の 利用 激增に 伴 ひ、 其 速力 を 爭ふ風 年 を逐ひ て 著し 

き や、 爲に是 等 交通 機關の 事故 頻發 し、 死傷者 を 出す こと も尠 からすし て、 こ 、 に听 

謂 交通事故 防止の 問題 は、 是等 交通 機 關の發 する 騷音 防止 問題と 相俟 ちて、 P 市 問 

題の 重要なる 一 部門と なれる も 亦當然 である。 交通事故の 全般的 統計 は 今 知悉 

し 難き も、 市 電の 事故 件數に 就いての み 之 を 見る に、 大 正 八 年， 度 の 五 百 十：^ は 3 和 

元年 度に 一 千 百 件と なリ、 爾後 年々 一 千件內 外に 及びし が、 同 六 年度 以降 漸次に 滅 

少 し て、 同 八 年度に は 五 百 八十 件と な り、 週 期 的 增減を 示せる が 如 く、 此 傾向 まー投 

交通事故 にも 相 通す る ものが あるで あらう。 昭和 八 年に 至リ 始めて 交通事故 總 
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件數の 統計 あ リ、 之 に 據れば 事故 三千 八 百 件 中、 自 動 車の 二 千 四百 八十 件 最も 多く、 

電車の 五 百 八十 件 之に 次 ぎ、 自 動 自轉車 二百 八十 件、 自 轉車 二百 四十 件 更に 之に 次 

ぎ、 是 等の 事故に よる 死者 は 六十 七 人の 多き を算 して ゐる。 

交通事故 防 か 、 る 交通事故 防止に 關 して は 縣 警察 當局其 他關係 者の 不斷に 考慮せ ると こ 

止 

ろなる も、 而も 速力 增 加の 計畫は 相次いで 實 現せら れ、 昭 和 五 年に は 阪急電 鐡の大 

阪行 三十 分 特急 運轉を 開始せ るに 對 し、 阪 神 電鐡は 御影の 高架線 完成 を 期と して 

之 を 追 ふ あ リ、 市營 パ ス の運轉 開始に 對し市 內神戶 、パ ス との 競爭 激烈なる あ り、 更 

に 之に 刺戟 せられて タク シ ー 界 の混戰 となる ある 等、 實 にこ、 に 所謂 スビ ー ド時 

代 を 現出せ る ものであった。 之よ リ先 昭和 四 年 十二月 縣 警察 當局は 交通 受難 緩 

和の 一 方法と し て、 神 戶市 にて は 最初なる ゴ ！ス ト グ プ の 交通 標示 器 を湊川 神社 

前に 置 き、 爾 後 各處に 及ぼせし が、 翌 五 年 九月 縣當局 は 交通 慘禍を 官民 合同の 協議 

によりて 防止す ベ く、 全 國に 率先 し、 縣 下の 交通運輸業 者の 首腦 者と 官民 學界 の權 

威 を 網羅して 交通安全 協會を 組織せ る は 注意す ベ く、 翌 六 年 四月 同 協 會の發 案に 

よりて、 市 內主耍 交叉 點に 點滅式 交通整理 柱を設 くる ことと なり、 先づ 三宮 神社 前 

及 新開地に 設置す るに 至った。 一方 木 市 を橫斷 して 數 十の 踏切 を遮斷 し、 交 通 運 


輸を ffl むこと 甚大な りし 省線 は、 昭和 六 年 十月 高架線 完成し、 同 八 年 六月に は阪， 

電鐡の 岩屋. 瀧 道 間の 地下 鐡 完成 を 見る あうて、 共に 巿內の 交通禍 を 防止す る こと 

あからざる もの ぁリし は 特筆に 直す る。 

g 貨 店の 進 祌戶 市に 於け る 百貨店の 發達は 六 大都市 中 最も 遲れ、 昭和年間に 入リて 漸く 目 

もしき 進展 を 示す に 至り たれ ど、 而も 新に 小賣 業者との 對立 問題 を 惹起せ しが、 市 

民の 衣食 其 他 百貨 を 供給し、 流行の 一 大荷擔 者と して、 市民生活に 多大の 影響 を與 

； ふるに 至う し は 注意すべき である。 大正 八 年に は 未だ 近代的 百貨店な ぐ、 所謂 勸 

商 場の 湊川 新開地 其 他に 六 箇所 ぁリ、 維新 前よ^ 兵 庫に 緣^ あり、 明治 初年よ リ木 

市に 開業せ る大丸 支店 も、 未だ 元 町 四 丁目に 小店 舖を 開ける に 過ぎ ざリ しが、 大正 

九 年 八月に は神戶 百貨店、 同 十二 年 五月に は 白木屋 出張所、 同 十三 年 三月に は， 戶 

デバ— トの 夫々 新開地に 開業し、 同 十四 年 十月 元 町 六 丁目に 元 町 デパ— トの開 苦 

. する 等、 木 市の 百貨店 も 漸く 發 達の 緒に 就かん とした。 然る， に 元 町 デバ ー トま幾 

もな くして 經營難 を 告げ、 同 十五 年 七月 其 建物 は 三越の 祌戶 支店と して 開業 せら 

ォし 力、 髮 昭和 二 年 六月 神戶 新聞社 は 市民に 廉價 なる 日常 品 を 供給し 、併せて 大， 

娛樂の 一 中心たら しむる 爲め、 新開地に 神戶 市民 館 を 開館せ る も、 早く も翌 三年 二 
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神 「戸市 史 笫ニ輯 本 編 各說 上 

弓 に は經營 難を唧 ちて 業を閉 ぢ、 同 八 年 

た。 かくの 如く 木 市に 於け る 百貨店の 

誇る 大丸は 昭和 二 年 四月 三宫に 新築 移 

繁榮を 競 ひしが、 更に 昭和 八 年 十月 阪神 

開業す る あり て、 木 市に 於け る 百貨店の 

響を與 ふるに 至った。 

二、 知  識 

知識の 進步 學校敎 育の 普及に よる 市民 知識の 進步 は、 就學步 合の 增加 率に よりて 想 察すべ 

きも、 特に 男子に 就きて は 壯丁敎 育 程度の 調査 あり て 略" 之 を 察知す る ことが 出來 

る。 卽ち 之に 據れば 全くの 無 學者は 大正 元年に は 受驗肚 丁 百 人中 ー丄ハ 人な りし 

が、 同 八 年に は 一. 八 人と な り、 其 後 時 に增滅 ある も 三人に は 達せ す、 昭 和 八 年に は 一. 

一 人と なリて 著しく 減少 を 示せし が、 義務 敎 育 を 終了せ ざる 者 は 大正 八 年に は 未 

： こ 百 ~ 中 十 三. 五 人 あ り、 同 十 年に は 二十 九. 九 人の 多き に 達せし も、 昭 和 五 年お.^ 俄 

こ 表 少し 、同人 年に は 六 人と なる に 至った。 これ 専ら 本 市 小 學敎育 普及の 顯 著な 


一 四 六 

四月に は 神 港 百貨店の 開業 を 見る に 至つ 

變轉 極り なかり し が、 唯 本 市に 古き 傳統を 

轉 し、 三 越と 共に 元 町の 兩 端に 相對 立して 

電車 神戶 終點ビ ルに十 合祌戶 支店の 新に 

發 達 愈 t 顯著 と な り、 市 民 生活に 甚大なる 影 


りし 明治 四十 四 年 以後 學 齢に 達せる 者 の、 長 じて 壯丁 となり 受驗 する に至リ しに 

原因す る ものな りと 思惟 せらる 、 も、 昭 和 七 年 全 國受驗 肚丁百 人中の 義務 敎 育未 

了 者 四. 九 人に 過ぎざる を 思 へ ば、 木 市の 敎 育の 普及に 尙 遺憾なる ものが ある。 中 

等敎育 若しくは 同等 以上の 敎育を 受けし 壯 丁の 數 も、 大 正 八 年に は 全 肚丁百 人中 

十 一 人に 當ぅし が、 昭 和 八 年に は 百 人中 三十 一人の 多き に 達する に 至った。 政談 

演說 以外の 講演 會の木 市內に 開催せられ たる もの を 見る に、 大 正 八 年 約 一 千囘な 

リ し が、 昭 和 八 年に は 二 千 二百 囘に達 し、 之 を 細別 すれば 衞生關 係の 九 百囘を 最多 

と し、 宗 敎の 四百 六十 囘、 實 業の 二百 十囘 之に 次 ぎ、 學 術の 百 囘、 敎 育の 五十 囘 更に 之 

に 次げる を 見る。 是等は 届出で たる ものの みなる も、 亦 以て 木 市民の 知識の 向上 

と 其方 向の 一 班 を 察すべき ものである。 

新聞の 發建 最近 十 五箇 年間 は 所謂 民衆化の 時代に して、 民衆の 敎育及 政治的 訓練 向上し、 新 

聞 は 市民と しての 生活 上 必需品と な り、 斯 業 は 正に 飛躍的の， 發達を 遂げた。 祌戶 

市に 木 社 を 有する 主要なる 新聞 は、 明治 十七 年 創刊せ る 祌戶叉 新 日報 及 同 三十 一 

年の 發 刊 にか 、 る 神 戶 新聞に し て、 前 者 は 古き 歷史を 有して 重厚 を 誇 り、 後 者 は 新 

進と して 積極的なる 經營法 を 持し、 兩々 相對 立して 市民に 臨み、 我國 新聞 界の 雄た 
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祌 戶市史 第二 輯 本 編 各說 上  一四 八 

る大阪 朝日 及 大阪每 日兩 新聞と 共に 最も 市民に 愛讀 せられ 来った」 神戶 新聞 は 

大正 七 年 榮町六 丁目の 社屋 燒失 後、 翌八年 九月 同所に 新築 社屋 成り、 昭和 元年 十二 

月 從來の 朝刊 八 頁に 更に 夕刊 四 頁を發 行して 記事の 速報と 充實 とを圖 り、 他 に 各 

市 郡に 地方版 附錄ニ 頁を發 行し、 祌戶叉 新 日報 叉 殆ど 相 前後して 夕刊 を發 行し 地 

方 版 を 出せし が、 是 等 は 何れも 大阪朝 日. 大 阪每 日の 地方版 增設 に對抗 せる もの に 

外ならぬ。 而 して 大阪 朝日 新聞 祌戶 支局 は 昭和 四 年 十一月 現在の 榮町 五丁目の 

新築 社屋に 移リ、 大阪每 日 新聞 神戶 支局 は 昭和 三年 三月 多 聞 通  一 丁目 相 生 橋 詰よ 

リ榮町 五丁目に 移って 今日に 至った。 尙市內 に 木 社 を 有する ものに 祌戶 日日 新 

聞 あ リ、 支 局 を 有する もの に大阪 日日 新 聞. 關 西 日 報 • 報 知 新聞 等が ある。. 大阪 日日 

新聞 及關两 日報の 兩 支局 は 同 一 社屋 を 用 ゐ、 大 正 九 年 九月 榮町 五丁目より 下山 手 

通 八丁 目に 移 り、 更 に 業務 擴 張の 爲め 昭和 八 年 二月 楠 町 四 丁目に 轉 じた。 而 して 

以上 諸 新聞の 外 昭和 五 年 本 市 內に發 行 所 を 有する 有保證 日刊新聞に は兵祌 日報. 

神戶 新聞 通 信. 祌 戶米肥 市場 曰 報 • 日 木材 木 建築 新聞 .日 本 興 信 通信 關丙 版. 曰 本經濟 

通信. 商業 新報. 神 戶絹業 通信. 內 外海 運 新報. 聯合 通信. 東洋 海事 新聞. 土木 建築 通信. 祌 

戶蠶絲 絹 業 日報 • シッ ビング 二 ュ ー ス. 祌戶 貿易 通 信. 夜 の 祌戶等 約 十六 種に 上 り、 其 


大部^ は 主として 夫々 關係諸 業の 機關 新聞と して 賈獻 すると ころ 少 くない。 大 

正 七 年 神 戶. 祌 戶 叉 新 .大 阪 朝 日. 大 阪每 日の 四 新聞 を 八 口した る 市 內の販 賣紙數 は 約 

十五 萬に 過ぎ ざり し に、 昭 和 八 年に は 四十 萬と 稱 せらる、 に 至った。 巿內に 於て 

發行 せらる 、雜誌 は其數 極めて 多 く、 中 に は 十 年 以上 繼續發 行せ る もの あれ ど、 此 

の 如き は其數 甚だ 稀で ある。  「？： 

外字 新聞  國際 都市た る 本 市に は 早くより 外字 新 聞. 發 行 せら れ、 其 販賣 紙數の 多き も當然 

に し て、 ジ ャ パ ン. ク ロニ クル (Japan  chronicle) は 明治 二十 四 年 神戶ク 口  二 クル (KO- 

t>e  chronicle) と稱 して 發刊 せし を、 同 三十 三年に 至リ て改稱 せる ものにし て、 實 に 

本 市に 於け る 英字新聞 として 其 古き 傳統を 誇って ゐる C 此外本 市に は | ジャパン. 

タイ ムス (Japan  Times) 及 ジャパ ン. アド、 ヴァ ー タイ ザ， (Japan  Advertiser) の 兩祌戶 

支局 あ り、 ま た 英文 大阪每 日の 讀者も 甚だ 多 く、 明 治 三十 二 年 創刊せ る祌戶 へ-フル 

K  (Kobe  ffierald) は 一 時廢刊 せられし が 昭和 五 年 五月 復活 刊， 行 せらる 、 に 至った。 

以上の 內外 新聞 及雜 誌の 市 內の發 行數は 大正 八 年 有保證 四十 九、 無保證 二十 二な 

ク し が、 昭 和 八 年に は 有 保證百 二十 一、 無 保證百 八十 一 と な. り、 其 增 加の 甚だ 顯 著な 

る、 又 以て 市民の 知識 向上と 諸產 業の 發達 とに 賈獻せ る を 察すべ きで あらう。 
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盟神 戶聯 

四 年 一 月 

九 弓 に は 

會の 成る 

知る もの 

一年 五月 


頭し- 

も 同 

市 に 

る と 

市民 

働 團 

開 き 

政治 

あ る 

が あ 

十 日 


大正 十一 年 二月 普通 選擧 法案 は 衆議院に て 一 

十四 年 三月に 至り 遂 に 議會を 通過し、 同年 五月 


於 


の 


て 

ろ 


同 年 

の 別 

神戶 

の 倫 

"其 


るに 

治安 


も此 普選 問題と 關聯 

を 失 はしめ、 一 時 思 想 

治 思想の 發達を 促す 

聞 記者 等 普選 促進 運 

四月 日 木 農民 組合 本 

文化 協 會は勞 働 文化 

働隊 として 新進 勞働 

造船 勞働 組合と 神戶 

理化を 提唱し て全國 

市民の 一 般的 政治 思 


し 

こ 


連 

家 


警察 法改正 せら れ、 婦 

や、 此日 新婦 人 協 會神戶 支部 は 全國に 率先 


想 


人 

し 


て、 思 靈 働. 小 作. 婦 

混 亂、 世 相の 險惡 を 

と 亦尠少 ではな か 

を 起すべく 神戶普 

は 第 一 囘全國 農民 

續 講話 を 開始し、 同 

を 糾合せ る 友愛 俱 

械勞， 働 組合との 合 

遊說 せる 後藤 新 平 

に 影響す ると ころ 

の 政談 演說及 其 傍 

て， 婦人 政談 演說會 


普選と 市民 

の 政治的 畳 

醒 


を 基督 敎靑 年會 館に 開 き、 婦 人 參政權 運動に 

り て は 同 二 年 一 月日 木勞農 黨神戶 支部 置か 

にて 行 ふべ きを 標榜して 民衆 協會 組織 せら 

會 式を擧 ぐる あり、 翌三 年 二 月 愈， - 普通 選擧法 

ら れ、 普 選 獲得 運動に 結末 を與 ふるに 至った 

員 を 中心として 兵 庫 縣無產 大衆 黨結 成せら 

大衆 黨祌 戶 支部と 稱 し、 翌 十月に は 木 市の 自 

的と する 神戶 自治 協會 成立 し、 同 七 年 六月に 

合 九 團體は 神戶勞 働 組合 同盟 を 結成した。 

工場 を 離れて 専ら 理論的 方面に のみ 進み、 殊 

勃興せ る國家 社會， 主義の 爲 め、 漸 くにして 阻 

普選 法に よる 昭和 三年 二月の 第 一 囘 衆議 

萬 一 千 八 百 九十 三人 中、 棄權者 は 二割 二分 を 

しに 比して 市民の 政治的 « 醒 未だ 至らざる 


一 大 刺戟 を 

れ、 四 月に は 

れ、 五 月に は 
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やの 觀 ある 
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を 示せし が、 昭 和 五 年の 


は 一 割 八 分に 減じ、 同 七 年に 於け る 第三 囘選擧 に は 有權者 十六 萬 


昭和年間に 入 

せる 民衆の 手 
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を 契機と し て 

に 至った。 

權 者總數 十三 

割に 過ぎ ざり 

第二 囘選擧 に 

百 六十 七 人中 
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ま 
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雖、 叉 如何に 


本 

之 
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千 

千 


き 

を 


才圮 


あ 


各說 上 

に 達し、 全 國棄權 率の 一 割 七 分に 比 

制限 選擧の 最後たり し 大正 九 年の 

比すれ ば、 其 原因 多々 あ 

顯 著なら す、 公 民敎 育の 


五 二 


ご 


た ざ， し： L 

，， 


の發 達未ナ 

る o 


し甚 

衆議院 

る ベ き 

忽 諸に 


る は 甚だ 困難 

三百 七十 件 は 

は 一 萬 七 千 

百 七十 件の 

卜 J  o  G 舉 僉 

百 五十 七 人 

須 磨. 灘 兩區の 編 

世相と 人心の 變 


な る も、 試 みに 刑法に 據 

同 十 一 年に は 二 萬 六 千 


三 

二 


る 3 

二百 六 


八 百 三十 件 を 示せし に、 爾後の 

多き に 達し、 大正 八 年 以後 十五 

擧 人員 は 大正 八 年 七 千 六 百 六 

と な リ、 其 增加率 亦 ー丄ハ 倍に 及 

入 あ り、 舊 市の 人口の 增加も あ 

化 動搖の 著し かう しか を證す 


しく 劣， o- し 

議員 選皋の 

も、 之 を 要す 

附 すべ いら 


件數に 

十 件に 

增加著 

箇 年間 

十 人な 

びし が 

り て、 其 

る もの 


徵 1 

增 加 

し く 

- ^ 勺 

i 糸 

、以上 

比較 

が あ 


る。 次に 犯罪の 種類 を 見る に、 其 內容は 著しく 近代 都市と しての 色彩と 內容と を 

多分に 現す が 如 く、 卽 ち 詐 欺. 恐 喝. 橫 頜. 强 窃盜 最も 多數 なる は 之を證 し、 其 增加率 も 

亦 著し く、 保 險金 詐欺 を 目的と せる 放 火、 貸 幣僞造 行使の 增加 せる 等險惡 なる 世 B 

と 大都市の 様相 以て 窺 ふべ く、 尙 時代の 推移と して 少年犯罪の 遞增も 注目すべき 

事象な りと せらる。 

保護 人員 保護の 耍ぁリ として 撿 束せられ し 酩酊 人. 家出 人. 精神病 者 は 何れも 逐年 增 加の 

傾向に ある。 卽ち 酩酊 人 は 大正 九 年 二 萬 九 千 七 百 六十 人に 過ぎ ざ，^ しに、 昭和 八 

年に は 七 萬 七 千 六 百 十 人と な り、 家 出 人 は 同じく 一  千 四百 八十 人よ リニ 千 四百 二 

十 人に 增 加し、 精神病 者 は 一 千 二百 三十 人より 稍.. 減少せ しも 尙 一 千 八十 人 を算し 

た。 蓋し 時代の 急激な る變化 は、 人. 心 に衝 擊を與 ふること 甚大なる もの ありし を 

證 する もの か。 

離婚 數の增 離婚 數の增 加 も 時代の 變化 として 注意に 値する。 これ 近年 著しく 增加 せる 現 

力 

象なる も、 其 訴訟の 續出は 近代の 世相と して 逸し 難 かるべ く、 從 つて 離婚 數の婚 * 

數に對 する 割合 も、 大 正 八 年の 九. 三 ％ より 爾後 年を逐 ひて 殆ど 其 率 を 高めざる な 

く、 昭和 七 年に は 十 三 •  一  ％ に 達し、 此 年の 離婚訴訟の 起さる ゝ もの 百 件を算 へたる 
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勞働 問題 


神 戶市史 第二 辑 本 

は、 最も 注意す ベ き 現象な 

世界 大戰 


は 所謂 米騷 

突を惹 起 せ 

遂 に 市內大 

亦 漸く 戰後 

發す るに 至 

日に 涉る川 

ェ三 萬と 稱 

の 不況 深刻 

月の 神戶製 

もので あつ 

廢を 企圖す 

場に も 一大 


よる 祌戶市 

の 本 市に も 

とする に 

場の 職工 

反動に 苦 

た。 此險 

ニニ 菱兩造 

られ、 一般 

化する と 共 

鋼 所、 大正 十 

た。 昭和 五 

る や、 數 十 年 

動 搖を來 し、 


ん 

奇 

せ 


至 リ、 情 


し 

市 


ェ 

年 


三 』 

年 四月 

來勞資 

兵庫ェ 

に 入リし が、 幾 もな くして 解决を 見る 


各說 上 

と 謂 へ る。 

業界 異常 

發 する あ 

勢 極め 

で 八 時 

容易 に 

事 態 は 

中心と 

して 甚 

爭議亦 

月の ダ 

鐘 淵 紡 

間の 溫 

場 約 三 


て 

を 


ク 

て 

同 


ご 


增 

镜 

千 


を 

力 

食 

至 


と 物 

家と 

な る 

制 の 

る 、 


本 

し、 殊 に 

ッフ, 

社の 全 

義を以 

の 職工 

つ た。 


不安 


も の 


能 は 

至 り 

の 念 

大正 

謨ェ 

て 模 

も 全 

木 市 


騰 の 

者 と 

あ ジ 

及賃 

す、 爲 

て 極 

勃發 

を 懷 

十 一 

場 の 

場 に 

I； 車 H 

の特 


影 

し 


と 

力 

爭 


力 

各 

な 

匕 


と 

-同 

ェ 

、六 

め 

月 


一 五 四 

して、 大正 七 年に 

も 漸く 利害の 銜 

八 年 及 九 年に は 

を 要求し、 資本家 

場の 爭 議. 怠 業 頻 

月末より 八月 十 

し が、 當 時 罷業 職 


て 

名 


し 

と 相 

殊 工業 


こ o 


爾後 經濟界 


場 


及び 昭和 四 年 七 

は 其 最も 著しい 

一 齊に手 當金減 

を 擅に せる 同ェ 

呼應し て總 罷業 


たる 燐寸及 護謨 


爭議 原因の 

推移 


基督 敎の普 

及 


ェ 

ま 

五 

の 


0 


举ノ ク.^ 

極度の 

代の 現 

こ れ 

年ヒ 

の 爭 


き は 


ま、 其 


あ リ 

すれ 

に 至 

定等 


丄 

月 


爭 

ズ. 


力 


海港 

荣 き 


其爭議 年々 

に 伴 ひ、 海 上 


先 


き 0 


よ h\ 

政府 

爭議 


て 

ま 


停に 從ふ 

あ 


半 

りて は 

に 端 を 


永 年 

<で 

こ 

賃金 

發 せ 


る 


爭議 

資本 

停 法 

に 至 

歷史 

つ た 

て ま 

下 反 

に 教 


四、 信 


市 

び- 


と 


あ 


し て 

る ま 


絕 ゆる ことな く、 叉 海 

從 業者の 爭議亦 相次 

も亦甚 しきものが あ 

家と 勞働 者と の關係 

を 公布 し、 兵 寧 

うしが、 從來爭 議の發 

と 充分なる 訓練 あり 

0 今 過去 十 五箇 年間 

賃金 値 上、 八 時間 勞働 

對、 賃金の 不 拂、 事 業 不 

し、 時代の 推移 叉 察す 


外國人 

當然な 


ぎ 

年 

し 


も 
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者 IE- 九 


こ o 


ベ き 


よ る 

も の 


の 在 住、 往 來 する 者 多き 

れば、 其 講義 所 及 敎會堂 


る祌戶 市 は、 大 戰 後の 海運 

和 五 年 以来 未曾有の 繋船 


を逐ひ 

勖&, 義 

價 ， 0. 

數の多 

を 以て、 

於け る 

の 實施 


も 


て 

-1  一一 d 

力 


戶市 

大正 づ 


惡 化する に鑑 

停官 置か れ、 木 

屈指なる 

叉 容易な 

議の發 生 

なりし に 

戰 及 解雇 


全 國 

周 亭 

一一 ョさ rTfr . 

iSSi  CUT 

求 等 

雇 • 返 

あ る 


、基督 

年 の 


み、 大正 十 

市 始め 縣 

兵 庫縣に 

ら さる も 

原因 を 通 

反 し、 後 半 

手當 金の 


の 普及 

十二よ 

一 五 五 


の 古く 且 

り 昭和 八 


寺院 說敎所 

の增加 


神 戶市史 

年の 五十 五と な 

して 其 信者 數は 

八 年に は 稍 ，減じ 

べき 現象と いふ 

敎 會. 日 本 メソヂ 

めて ゐる C 基督 

年 十二月 下山 手 

煉瓦 造 五 階 建に 

談. 外 國語講 習 • 社 

神戶 市に 於け 

多くして 二十 五 

宗 各 々 五、 時 宗 四、 

二に 達 し、 就 中 眞 

十七 之に 次 ぎ、 日 

ぎ、 最 も少. き は 法 


第二 辑 本 編 各說 上 

り、 宣 敎師も 同期 間に 於 

大正 九 年 五 千 四百 人な 

て 八 千 七 百 人となりし 

ベ く、 最 も 多數の 信者 を 

ス ト敎會 にし て、 是等三 

敎 主義に よ リ經營 せ 

通 六 丁目に 開館せ る 

して 智 育 ，德 育. 體 育 上 

交會其 他に 利用 賈獻 

る 寺院 數は 大正 八 年 


を 占 め、 淨 土宗 二十 四. 

黃檗宗 一 なりし が、 其 

宗は 依然として 第 一 

連 宗 及 眞 言 宗 各 々 十 

相宗 の 三、 黃檗宗 の 二 


て 三十 二人よ 

りし に 昭和 四 

が、 其 中 女子の 

擁する もの は 

敎會の 合計 信 

學校及 社會事 

督敎靑 年會館 

事業 は 勿 論、 廣 

ると ころ 頗る 

數九 十七に し 

臨 濟宗ニ 十、 慕 洞 

後 寺院 數 逐年 增 

位に して 四十 二 

四、 曹 洞 宗 八、 天 台 


る 

の 

囪 5 


一 五六 

り 七十 一人に 增 加した。 而 

年に は 九 千 八 百 人と な り、 同 

五十 五 ％ を 占む る は 注意す 

日 木 基督 敎 會. 日 木組 八 口 基督 

徒數は 總數の 五十六 艿を占 

業團 體叉從 つて 多 く、 大 正 十 

は、 延 建坪 一 千 餘坪を 有する 

く社會 的に 人事 相談 • 法律 相 

大 なる ものが ある。 

て、 之 を 細別 すれば 眞宗 最も 

宗 七、 曰 連 宗 六、 天 台 宗 及 眞 言 

加して 昭和 八 年に は 百 五十 

を 占め、 淨土宗 三 十、 臨濟宗 二 

宗 及 時宗 各々 六 更に 之に 次 


し て、 眞 言. 日 連の ニ宗の 著しき 增加 と、 法 相 


宗の 新なる 擡頭 を 見た る は 注意すべき である。 次に 之が 亶家 

めて 多き 大都市と して 其 精確 保し 難き も、 昭 和 八 年に 記錄 せら 

九 萬 二 千 五 百 七十 七戶 にし て、 之 を 細別 すれば 眞 言 宗 の 三 萬 八 

多 と し、 眞 宗 の 一 萬 六 千 三百 八十 戶、 淨 土 宗のー 萬 二 千 二十 戶之 

六 百 二十 戶、 時 宗 五 千 三百 七十 戶、 曰蓮宗 四千 五 百 七十 戶、 天 台 宗 

宗 三千 八 百 五十 戶、 法 相 宗七百 十 戶、 黃 檗宗百 七十 戶 更に 之に 次 

數を 占む る は、 昭 和 五 年の 國勢 調査に も 見 ゆるが 如 く、 其 信者 多 

市民 中 兵 庫縣外 出身者 總數の 十六 ％ を 占む るに 徵 して 知る ベ 

數 なる は、 前 者が 木 市 在来の 居住者の 間に、 後者が 縣下 出身者の 

るが 如くで ある。 寺院 以外の 說敎所 も 次第に 增 加し、 大正 九 年 

八 年の 二百 八十 四と なりし が、 其 多數を 占む る は 眞宗の 百 三十 

である。 然るに 是等 寺院と 說敎 所との 著しき 增 加に 伴 ひ、 各 宗 

敎所 派との 確執 絕ぇ す、 特 に 眞宗に 於て 甚だしき やの 觀ぁ リ、 旣 

庫縣 知事の 圓 満解决 斡旋 も 遂に 充分なる 融和 を 見る に 至ら ざ 

を 知る の 料で ある。 而 して 眞宗 西本願寺 派兵 ¥ 敎區 事務所 は 


數を 見る に、 出 入 極 

れ た る 檀家 總數は 

千 七 百 五十 戶を最 

に 次 ぎ、 曹 洞 宗 六 千 

四千 百 四十 戶、 臨 濟 

ぎ、 此 中 眞 言 宗 の 多 

き四國 出身者 が、 木 

く、 眞 宗 及 時宗の 多 

間に 信仰 厚き に 由 

の 百 十六より 昭和 

一 、眞 言 宗の 八十 六 

派 共に 寺院 派と 說 

に 大正 十 年 有吉兵 

うしが 如き 其 一 班 

舊來の 伽藍 布敎ょ 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上 


申 


道 


市民の 信仰 

、ひ 


り 一歩 を 進 

二  丁目に 神 

げ し 善 福 寺 

崭 新なる 洋 

の 眞宗西 木 

二階建の 殿 

が あ る。 

神道 敎會 

昭和 八 年に 

する 天理教 

し て 愈 ，敎勢 

道 木 局及扶 

神 習. 黑 住. 大 

斯の 如く 

て 其 信徒の 


めて 時代 に 適應せ る 

戶佛敎 會館を 建設し 

西本願寺 別格 

寺院 を 


は、 眞 宗 

風 建築 

願 寺 派 

堂 を 新 

に 於て 

至りて 

は、 之 よ 

の擴張 

桑敎は 

社. 大 成- 

各宗敎 

數亦增 


光 

も 


德寺 

移 轉 


三 


近年 

百 九 

先昭 

に 努め 

各 三 十、 

修 成の 

の 寺院 • 

加せ る 


も 

申 

諸 


立 

-同 

增 

力 


を 

年 


館 布 


し、 

力 


て 積 

別院 

また 

年 十 

，眞 宗 

著し 

算し、 

三 月 

天理 

は 二 

極め 


と 

の 


敎 への 企圖 

的に 布教に 

して 緬甸の 

轉を餘 儀な 

御幸 通 六 丁 

布敎 態度 は 


の 下に、 昭和 二 年 

從ひ、 同 五 年 十 一 

五 百 塔 寺 を模せ 

くせられ たる 小 

目に 古代 印度 式 

是等 によりて 窺 


く、 大正 八 年 百 

就中 常に 絕對 

天理 敎兵 神大 

敎に 次ぐ 金 光 

十 九、 御 嶽 敎 は 

て少 い。 


五八 

十二 

月 開 

る 我 

野 柄 

矢 す 


月 五番 町 

堂 式 を擧 

國 最初の 

八丁 目 


通 


ベ き 


二十 七に 過ぎ ざり し其敎 

多數を 占め て 二百 三十 一 

敎會の 本殿 を 板 宿 前 池に 

敎の 敎會は 三十 一 に 過ぎ 

二十 一 を 有する も、 爾餘 の 


凝 土 

も の 

き は 

を 有 

建設 

K 神 


ま 

»l  ？.  -  ノー. I"- 

敎會. 說敎所 等 は 漸次 其 數を增 し、 本 市人 口の 増加に 

も、 祌 弗に 對 する 市民の 信仰心 は 漸く 形式的と な，^ 


行- 


伴 ひ 

其內 


請 


容に 於て は 冷却せ 

察署 の管內 信仰 調 

有する 者 は 全戶數 

級 以下に 佛 壇， 其 以 

て 信仰 狀 態の 一 班 


るが 如く 看 

査に於 て、 佛 

の 五十 ％ に 

上に 神棚 多 

を 察する に 


五、 趣 


先づ 市民の 讀書 

せる 商工業 都市の 

三月 內容 外觀 共に 

急激に 其 數を增 加 

して 二十 四 萬 人に 

一 返し、 昭和年間に 

十 萬 六 千 人に 過ぎ 


半 數は學 生 之 を 占 め、 會 社 員 及 


取 せらる 、 の 嫌な しとせ す、 卽 ち 大正 十三 年 葺 < 口 警 

敎 信者 は 全 戶數の 九十 ％ を 占 むれ ど、 市 民の 神棚 を 

過 ぎ す、 佛 壇 を 有する 者 は 六十 ％ を 占 め、 且 つ 中流 階 

しとの 報 吿は其 一 端 を 知る に 過ぎざる ベ き も、 亦 以 

足るべき 資料で ある。 


狀 態 を 市立 

常と して 遺 

其 面目 を 一 

し、 從 來 一 箇 

垂ん として 

入りて は 却 

なかった。 


圖書 館の 統 

憾の點 なし 

新して 大倉 

年 十 萬 人 を 

木 館 閱覽人 

つて 滅少を 


十 

一一 一一 口 


のみに よりて 觀 


とせぬ。 神 戶 市立 

山に 新築 移轉 し、 一 

超 ゆる ことな かり 

數の 記錄を 作る に 

のみ 續 け、 同 八 年に 

之が 利用者 を觀 るに、 從來と 同 

銀行員と 商業 土 業の 各從 業者 


察する に 

圖書 館の 

般閱覽 を 

し に、 翌十 

至りし が- 

は 稍" 增加 

じく 依然 

と は、 夫 々 


-急 

大 


其 

と 


正 

人 


に發展 

十 一 年 

す る や. 

ま 一 1 

も尙ニ 

て 其 過 

員の 八 
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閱覽圖 書 種 

類 


分內 

今 


さ 

ら 


十 

11  一一 a 


n  口 

CP 


力 

の 


反映 


ダ 

P 

類 

せ 


其 


神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 上 

にして 之に 次いで ゐる。 婦人の 閱覽者 は 近年 稍" 增 加の 傾 

十八 人に 過ぎぬ。 

覽圖 書の 內容 を觀る に、 世 界大戰 後 思 想 

變 せし が 如 く、 從 來の 純文藝 及科學 方面 

に 宗敎的 色彩 を 加味せ る もの 及 經濟方 

ょリは 新に 一 般向 として 文 化. 交 通 に 

如き 結果 を 示 し、 從 來多 かりし 文學書 

至 ら す、 蓋 し 人心の 實利 をのみ 追 ひ 行 

他方 此 頃よ >勞 働 運動 は 工場 を 離れ 

は、 一 部 市民の 社 會科學 書の 要求と な 

學 書の 愛好と なりて 現 れ、 更 に 唯 物 思 

深め 來り、 遂に 現下の. 精神 文化と 唯 物 

れど之 を 通觀 する 時、 閱 覽圖 書の 最も 

談及 受驗川 書籍 等に して、 殊に 昭和 二- 

木 或は 全集 木の 出版 は、 從來の 贅澤品 


ま ^ 一 

書 館に 

P 向 も 

-文藝 と 

至りし 

興味の 

概ね 顧 

力 如く 

治 的 方 

値の 檢 

敎 文化 


本質的 

として 

代 を 現出す る に 

文 學 語 學類卽 ち 

籍 出版 史上 特筆 


日 平均 

於け る 

亦 自ら 

社會問 

が、 大正 

3 力れ 

みら る 

であつ 

面 へ の 

寸ま應 

言 に ^ 

への 關 


末年 

し 力 

ゝ こ 


こ o 


轉 換 

て哲 

む を 


至った。 さ 

小 說. 戲 曲. 講 

すべ き ) -A 


一 六 〇 

向に 在リと 雖、 昭 

界の # 搖 する や、 

の圖書 は、 漸 次 ^ 

面の 圖書 歡迎せ 

關し、 或は 住宅 設 

は 所謂 大家の 作 

く 世相の 一 面 を 

て 理論的に 進み、 

り、 文 化 諸 現象の 

想に 對 する 反動 

思 想との 混亂時 

多數を 占む る は 

- 三年 來の 日本 書 

視 せられし 書籍 


を 商品 化して， 日常生活 上の 必需品た らし め、 特 に文藝 方面に 無關 心な リし 一 般人 

の讀書 趣味 を 涵養す るに 與リて 力 ありし が 如 く、 圖 書 館の 是等 書籍の 閱覽 者從っ 

て 亦 增加を 見る に 至った。 尙 特に 記すべき は 商工業 都市と して、 實 業に 關 する も 

のは絕 えす 要望 せらる 、 ことと 共に、 特許 局 諸 公報 及 商標 分類 書の 利用者 多き こ 

とに し て、 又 木 館の 特色と すべ きもので ある。 

贈き 膽 神戶 市立 圖書 館の 附带 事業と して 讀書 趣味の 普及 發 達と 會員 相互の 知識 交 契 

界の 傾向 

と を 目的と して 大正 五 年 創立せ る 神 戶讀書 會の會 員の 今や 二百 七十 人に 達ナる 

は、 市 民の 讀書 研究の 趣味 を 助長す るに 與 つて 力 あう とい ふべき である。 七の 如 

く 商工業 市民 を 主と する 祌戶の 讀書界 の 傾向 は、 市 民の 購讀 する 書籍 雜 誌の 文 藝 

にあら されば 實 業に 關 する もの 多き こと 叉 之 を證 する ものなる ベ く、 而 して 近時 

映畫 雑誌. 子供 雑誌 及 婦人 雜 誌の 購讀數 夥しく、 特に 婦人 雜誌 愛好の 如き は我國 一 

般の伯 向なる ベ きも 亦 注目に 値する ものにし て、 よ りて 以て 婦人の 讀書カ を 涵養 

し、 k 庭 的 趣味 を 普及す るに 力 あ リしは 固よう なる も、 其 記事の 中には 享樂 的氣風 

を 醸成 助長す る もの 又尠 少なら ざ リしは 想 察する に 難から ざると ころで ある。 

尙 俳句 は 年と 共に 盛と なりし が、 短 歌 は 昭和年間に 入りて 稍.. 不 振と な リ、 俳 句の 流 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說上  一 六 二 

行 こ ままく 及ばざる 情勢に ある。 

演劇 場の 盛 大正 八 年より 十 五箇 年間の 神戶 演劇界 を 顧れば、 演劇 そのもの 、混 流た る 新生 

の 苦惱哩 に、 漸 次 大衆の 興味より 遠ざかり 行きし が 如 く、 世 の 不況と 共に 逐年 不振 

凋落の 度 を 深めた る は 注意すべき 現象であった。 初め 著名なる 大 劇場と して は 

湊川 神社 前の 日本 劇 場、 湊 川 新開地の 中央 劇場 及聚樂 館の 三 を數へ し が、 日 木 劇場 

は吉列 歌舞伎と 稱 して 毎年 正月 關两 俳優 を聘 せる 外 は、 主 として 喜劇 を 上演 し、 大 

正 十 一 年 一 月に は 八千代 座と 改稱 せし が、 經 營 次第に 困難に 陷り、 中央 劇場 は祌戶 

に 於け る 松け 株式 會社 唯一 の直營 劇場と して 成 糗を擧 げし が、 同 十二 年 一 月燒失 

し、 同社 は 直に 大規模なる 劇場の 再 築に 著 手し、 翌十 三年 一 月 其ェを へ、 名 稱も松 

竹 劇場と 改め、 當時 演劇 大 殿堂た るの 名 を 擅に し、 聚樂館 は 大正 元年 祌戶の 紳商の 

殳資こ 依りて 設立 せら れ、 我國に 於け る 最も 近代的 劇場と し て 自負し、 知識階級の 

藝術 愛好 慾を満 したりし も、 而も 常に 其 經營難 を 免れなかった。 然るに 當 時映畫 

煞の勃 興 著 し く、 祌 戶與 行界に 進出 目覺 しかりし 松 竹 株式 會社 は、 映 畫の大 殿堂 を 

も 新設 せんとし、 昭和 二 年 一 月 松 竹 劇場 を 松 竹 座と 改稱 して 映畫 常設館と し、 之と 

同時に 八千代 座 を 三箇 年間 吉田 興行 部より 借り受けて 從來の 松 竹 劇場に 代らし 


葡良 者數の 

減少 


の大 演劇 場と し 


め、 更に 九月 依然として 聚樂館 株式 會 社の 

松竹會 社の 手に 收 めて 之 を映畫 上映 館に 

として 松 竹 座 を 新開地に 新築 開場す る や 

改 むるな ど、 同 社の 進出 企畫 著しき もの 

りし 三箇年 は 祌戶唯 一 

興業 部に 復 して 以來不 

しが 爲 め、 松 竹 劇場 は 唯 

九月 聚樂 館の 新築に 著 

新開地の 草 分 劇場と 

行 ふこと 多 く、 大 衆の 支 

の經營 とな リ、 同 社映畫 

もの ありし も、 多 くは不 

治 座 は、 大正 十四 年 五月 

伎 座 は 昭和 六 年 二月よ 

られし が、 同 七 年 一月 燒 


振に 

一 の 

手 す 

も 稱 

援を 

の 封 

振 を 

改築 

り 映 

失 す 


陷 リ、 早 { も 

大 劇場と な 

る や、 一 時 之 

すべ き 相 生 

得來 りし が- 

切 場に 改め 

免 れ す、 木 市 

して 朝日 座 

畫館 に變更 


力 

座 

ら 


劇場に 

手に 在 

び吉田 

に 至り 

、同 八 年 


經營 にか 、りし 聚樂 館の 株 をば、 大部分 

改めし め、 更 に 同 四 年 十 一 月 新に 映畫館 

、舊松 竹 座 をば 其舊 稱に復 して 

あった。 八千代 座 は 松 竹會社 

盛況 を續 けし も、 昭 和 五 年 一月 

六 年末より 殆ど 休場の 已 むな 

て神戶 演劇界 を 代表す る に 至 

代って 映畫 館と なった。 

は、 同 一 新派 俳優の 數 箇月に 亙 

に 大正 十四 年 十月 帝國 キネ マ 

れ た。 尙市內 の 劇場 に は 二 三 

に 於て 最も 古き 歷史を 有せ る 兵 

と 改稱し 以て 今日に 及 び、 三 宮 境 

し、 葺 合 區の千 歲座も 亦 早く 映畫 


演 

る 

見 

內 


るに 至った。 湊川 神社 附近の 舊 繁華街の 名殘 


續演を 

式會社 

る ベ き 

區の明 

の 歌舞 

に 改め 

なりし 
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八千代 座の 衰微 は旣に 記せし が、 同 神社 西 門 筋の 松 本 座 は祌戶 唯一 の 娘 義太夫 席 

として、 一 時 盛況 を 見し も、 幾 もな くして 落語の 寄席と な り、 昭 和 五 年より 休館の 已 

むな きに 至った。 斯の 如く 市內の 劇場 は 殆ど 湊川 新開地に 繁榮を 奪 はれし が、 新 

開 地の 劇場の 繁榮も 亦 新興の 映畫 館に 侵蝕 せられて、 一 般に其 觀客を 著しく 減少 

した。 卽ち市 內には 大正 八 年 十 劇場 あ り、 昭 和 八 年尙八 劇場 を算 して 大差な きも、 

其觀 客人 員の 其 間に 半減して 二百 五十 九 萬 七 千 人より 百 三十 二 萬 五 千 人と なれ 

るに 徵 すれ ば、 其 衰微の 甚だしき を 知る であらう。 

映畫 e 進出 大戰 直後の 活動 寫眞 は、 我 國 の寫眞 製作 技術 及 俳優の 演技の 拙 劣、 外 國寫眞 の 轍 

入杜絕 等に ょリて 未だ 流行 を 見る に 至ら す、 殊 に關西 地方に ては關 東に て 封 切 後 

の 映畫を 上映す るの 狀態 なりし を以 て、 從 て神戶 市に ありても 微々 として 振 はす- 

唯 新開地 の 錦 座 • 菊 水 館. 湊 座. 第 一 朝 曰 館 等 稍.^ る ベ きもの ありし に 過ぎなかった- 

然るに 大正 九 年 六月 一 流 新 輸入 寫眞封 切 場と し て、 湊 川 新開地に キネ マ 倶樂部 新 

設 せ ら れ、 更 に 松 竹 株式 會社は 活動 寫眞界 にも 松 竹 キネ マ の 名の 下に 新生面 を 開 

かんとして 木 市內に 進出す る あり て、 頓 に 活况を 呈し來 りしの みなら す、 其 後 或は 

新設 せら れ、 或 は 劇場 を 改めて 之に 充 つる もの あるに 至った。 大正 十四 年 八月 聚 


樂 館に 於 て 「も のい ふ 活動 寫 眞」 と 稱 し、 市 民の 好奇心 を 唆りて 始めて 試寫 せる 所謂 

發 聲映畫 は、 昭和 三年 九月に は三宫 歌舞伎 座に 於て 本邦 最初の 邦畫ト ー キ— を 上 

映す るに 至 り、 漸 次試寫 時代 を 終 り、 遂 に 翌四年 四月 キネ マ 倶樂部 は 洋畫ト ー キ ー 

を 興行 的に 映 寫 し、 漸 次 各 館に 公開 せらる 、 に 至りし が、 な ほ 當初は 外 國映畫 に 限 

られし に、 同 六 年 九月 前後より は 本邦 製作 品 も 上映せられ、 ト ー キ ー の 出現 は實に 

映 畫界に 一時 機 を 劃した る ものであった。 か、 る 映畫の 流行 は 市內に 新なる 地 

方 的 繁華街 出現す る や、 其 中心に は 必す先 づ映畫 館の 新設 を a ざるな き有檨 とな 

リ、 映 畫は 正に 大衆 娛樂 物の 第一と なった。 か、 る 勢 なれば 大正 十 年に は 映畫館 

數十 一 に 過ぎ ざり し に、 今 や 二十 七を數 へ、 觀客數 は 古き 統計 を缺く も、 昭 和 二 年の 

五 百 五十八 萬 人より 同 八 年の 六 百 七十 八 萬 五 千 人となり しに a れ ば、 劇 場の 觀客 

の 百 三十 萬人內 外なる に 比し て、 思 ひ 半ばに 過ぐ る もの あ り、 同 年に 於け る 著名な 

. る 映畫館 は 専ら 洋畫を 上映す る 松 竹 座. キネ マ 倶樂部 • 朝 日 館、 邦畫 にて は 聚樂 館. 相 

生 座. 錦 座. 菊 水 館 等が 擧 げられ る。 

猶 | 園 水 族 昭和 三年 六月 詉訪山 金星 臺 下に 設けられ たる 神 戶區營 の 詉訪山 動物園 は、 其規 

タ「 

模 未だ 大 ならす と 雖、 市 民の 絶好の 散策 地 を 加へ たる ものと 謂 ふべき である。 同 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說上  一六 六 

五 年 九月 観艦式 記念 海港 博 覽會の 開かる ヽ や、 其 第 ニ會 場た る湊川 公園 內に市 水 

產會の 建設せ る 水族館 は、 博覽會 閉會後 も 之 を 存置し、 一 般の 觀覽に 供して 今日に 

至りし が、 同 七 年 五月 施設の 充 實を圖 りて 擴張 工事 を 施す ところがあった。 尙特 

殊 大衆 娛樂場 として 湊川 新開地に 開場せ る 湊川溫 泉 及神戶 アイス スケ ー ト 場が 

ある。 前者 は 昭和 三年 四月 開場し、 一 般洛 場の 外に 娛樂 場. 圍碁 室. 撞球 場. 餘興場 等 

を 有 し、 後 者 は 同 八 年 十二月 開場 し、 面 積 四百 五十 餘坪、 ス ケ， ト場 として 最も 適當 

なる は 勿論、 アイス ホッケ！ フィギ ュ ァ ー の 練習 競技に も 適 し、 其 機能と 面積に 於 

,,: て 本邦 有數の ものた る を 失 はない。 

技 市民の 娛樂 たると 共に 叉 競技と して 常に 大衆の 支持 を 有する もの は 撞球なる 

こ と、 其 撞球 場の 大正 八 年に は 僅かに 二十 三に 過ぎ ざり しに、 同 十二 年に は 百 二十 

と な り、 昭 和 年間に 入り 更に 激增し て、 今 や 二百 四に 及べ る は 之を證 して 餘り ある 

ベ く、 而 して 市內に 於て 古くより 行 はれし 球投は 今や 全く 衰 へし も、 室 內 射 的. 大 弓 

及 楊 弓 は 近年 一 般 大衆の 間に 著しく 流行し、 一 時 旺盛 を 極めし 輪拋を 席捲し、 また 

一 部に は 新に ベ ビ， I ゴ \ フの 流行 を來 し、 圍 碁 は 古くより 行 はる 、 も、 其 圍 碁席の 

設けら る 、 に 至 リしは 比較的 新し く、 大 正 年間に は 十に 満た ざリ しに、 現在 は 一 躍 


運 


して 七十 三を算 する。 

行なる ベ く、 昭 和 四 年頃 

しが、 未だ 市內の 倶樂部 

早く も 飽和 點に 達せし 

盛に 流行して 殊に 正月 

得ざる に 至つ た。 市 內 

不況に 因る か、 將 叉 世相 

亦 次第に 嚴 重と なれる 

動 近年 運動の 獎勵と 其 

に 熱狂 的と 稱 すべ きで 

ものなる が、 大 正 四年以 

戶 地方 にても 之が 豫選 

つ い で 大正 十三 年 以降 

神 港 商業 學 校の 昭和 四. 

た。 叉 地方 的大會 とし 
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す もの は 最近の 麻雀の 流 

雀 組合 聯合 會 創立せられ 

_ 同 六 年 二百 四十 五と なり、 

-て百 九十 五と な り、 叉 一 時 

は、 今 や 昔日の 係 を 見る を 

甚だ 多き も、 近年 經濟界 の 

風 著し く、 爲 に當 局の 取締 

X 殊 に 野球の 旺盛なる 正 

は 最も 古き 歷史を 有する 

校 優勝 野球 大會を 創 め、 神 

熱^ 刺戟す る こと 著しく" 

選拔 野球 大會を 開き、 第 一 

民の 野球熱 は絕 頂に 達し 

圑大會 あり、 翌十 一年より 

一 六 七 


され ど 急激なる 流行の 記錄 をな 

より 勃興 漸く 著し く、 其 秋 神戶麻 

と稱 する もの 百 を 超え ざ，^ しに、 

かの 觀を呈 し、 同 八 年に は 稍， 減 じ 

の 一 景物の 如き 觀 ありし 歌留多 

に 行 はる ゝ室內 諸 競技 は、 其 種類 

の 支配に よる か、 金 錢を 賭する の 

が 如くで ある。 

發 達と は實に 刮目す ベ きもの あ 

あらう。 由 來祌戶 は 野球に 於て 

來大阪 朝日 新聞社の 全國 中等 學 

を 行 ふに 至りて よ り、 木 市の 野球 

大阪每 日 新聞社の 全國 中等 學校 

-五 年連續 して 之に 優勝す る や、 市 

て は 大正 十 年 開始せ る 神戶實 業 

變遷 
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は京祌 中等 學校 對抗 野球 大會も 開かれ、 昭和 六 年 以降 大阪を も 加 へ て 京阪 祌の大 

會 となりて 豫選を 行 ふ あ り、 同 十三 年より は 神戶官 公署 大會を も a る に 至りし い、 

以上の 外 軟式野球 は 更に 旺盛な らんと する 現狀 にある。 昭和 初年 流行せ る 少年 

野 球 は、 當 局の 試合に 關 して 種々 制限す ると ころ あ り、 其 衰 返を來 した。 庭 球界に 

於ても 大正 八 年の 頃に は 殆ど 軟式庭球 にして 而も 其 黄金時代 たるの 觀ぁ りしが、 

其 後 硬式 庭球 漸く 流行し、 會員 組織の 神戶 口 ー ンテ 一一 ス 俱樂部 開設せられ、 遂 に昭 

和 四. 五 年に はデゲ イス カツ。 フ選 手 .關 西 選手 權 保持者 を さ へ 出す 等、 其 普及と 進步 

と は 甚だ 見る ベ きもの あ リ、 同 七 年より 全 名古屋 對神戶 庭球 協會の 軟式庭球 對抗 

試合 開始 せら れ、 是 等に 刺戟 せられて 今や 官公 會 社. 商 店に あ リても 硬軟 兩 式の 

庭球 選手 を擁 し、 或 は 之 を獎勵 する もの 尠 からざる に 至った。 蹴球 及 水泳 は 昭和 

元年より 市 內に縣 下 中等 學校 大會 開か れ、 漸 く 盛んな らんと せし も、 祌 戶 市に は 完 

備 せる 運動場 を缺 くこと 久し く、 纔 かに 大正 十三 年 元 居留地 遊 園と 稱 せし^ 遊 園 

地 を ば、 在 留 外人の 寄附 金 を 合 し、 市 にて 大 改修 を 加 へ て 使用せ るに 過ぎ す、 大 倉 山 

公園 及 兵 庫電鐡 沿線 板 宿 山 下 グラウ ン ド ありし も 何等 施設の 見る ベ きものが な 

かった。 偶， 神 戶 市が 大典 記念 事業と して 二十 萬 圓を投 せる 連 池 市民運動 場の 昭 


和 七 年 三月 竣成 し、 野 球場. 陸上競技 場. 庭 球場. 水泳 場 等の 完成 を 見る や、 こ ゝに木 市 

の 運動界 は爲に 全く 面目 を 一 新す るに 至 り、 之 を機會 として 同年より 我國 最初の 

試みと して、 京都. 神戶兩 都市 對抗 陸上競技 大會を 開き、 不振の 關西 競技 界に 將來の 

大 躍進 を 指示す る ことと なれる は 喜ばしき 現象であった。 

赔山 熱の 旺 祌戶市 は 背後に 六 甲 山脈の 連峯を 中心として 幾多の 山岳 sa 伏 し、 市 民 登山 熱 の 

旺盛なる 實に 全國第 一 と 謂 ふ も 過 言 でない。 旣に 明治 四十 三年 設立せられ たる 

神戶 徒步會 は、 在 留 外人 をも會 員と して 最も 古き 歷史を 有する ものなる が、 大 正 十 

一 年に は 市內に 五十 有餘の 登山 團體 を算 ふるに 至 り、 之 に 個人の 登山者 を 合する 

時 は 登山者 數 殆ど 算 ふるに 遑 なきの 狀態 なりし が、 此 盛况 はまた 山岳 を 損傷す る 

こと も尠少 でなかった。 此に 於て 大正 十一 年 十二月 市內 登山 團體を 統一し、 山岳 

愛護 を 宣 傳 す ベ く、 五 十三 團體相 倚りて 神戶 愛山 協會を 設立 し、 石 橋 市長 を會 長と 

し、 髮 十二 年 七月 雜 誌 「愛 山」 を 創刊して 愛山 思想の 普及に 努 め、 或 は 講演 會 或は 映 畫 

會を 開催して 其 趣旨の 徹底に 努力 し、 又 市の 背 山開發 を計畫 する や 其 風致 を 害せ 

ざる やう 意見書 を 提出す る 等 著々 所期の 目的 を 達し 来った。 同 十二 年 一月 同 協 

會は第 一 囘 新年 聯合 登山 を 催 し、 爾 後續 行して 昭和 八 年 一 月に は 其 第 十囘を 開催 
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せし が、 此 前後に 於て 參加 團體 五十 九、 其 人員 四百 三十 人 は 百 五團體 一 千 十 人に 增 

加 し、 同 協 會の同 八 年 二月 現在に 於け る 加入 團體百 十 五、 總 人員 五 千 二百 人を算 し、 

一 人に て 數團體 に 加入せ る 者 ある を 以て 之 を 除く も、 實 人員 凡そ 三千 六 百 人と 推 

定 せら れ、 尙 協會に 加入せ ざる もの 約 三十 團體 一 千 五 百 人 あ り、 且 つ 日々 個人に し 

て 登山す る 者、 は 特に 鷹 取 山 • 再 度 山に 鳛集 し、 其 數 夥しき もの あ り、 以 て 本 市民の 登 

山 熱の 盛んなる を 知る と共に また 甚だ 喜ぶ ベ き 流行と 謂 ふべ きで ある。 

樂 神戶 市の 音 樂界は 常に 寂寥に し て、 時 に 著名なる 音樂 家の 演 麦の 關 西學院 講堂. 

靑年會 館 等に て 開催 を 見る こと ありし も、 常 に 不振 を 繰返した。 蓋し 又 恰好なる 

市民 集會 場を缺 くに も 由る が 如くであった。 市民の 會 合に 不便 を感 する こと 甚 

だし かりし 神戶市 は、 旣 に 久しき 以前より 之 を 要望せ し が、 大 正 十 一 年 公會堂 建設 

の 議具體 化し、 昭 和 三年 十二月の 市 會は百 萬圓を 投じ 下山 手 通 四 丁目に 新築の 議 

を 決せし も、 ェ 事 を 起す に 至ら す、 遂 に 敷地の 關 係に 因り 同 七 年 三月 其 議案 廢 止に 

决 したる も、 其 熱望 は熄 みたる にあら す、 同 九 年 三月に 至り 市廳 舍. 公 會堂 建設の 爲 

め 積立金 を 設定 し、 こ 、 に 漸く 其 前途に 光明 を呈 する に 至りし は 喜ぶべき であつ 

た。 之より 先 大正 十三 年 四月 篤志 者の 寄附 を 以て 湊川 公園に 音樂 堂の 開設 を 見 


ラヂォ の 普 

及 


た る も、 而 も 未だ 理想的なる 殿堂 を 有する 

する 趣向 を觀る に、 大 正 九 年 前後に は淨墻 

瑠璃 席 は 毎夜 大衆 を 吸引し、 琵琶 は 殆ど 筑 

より 會の 組織 せらる 、もの 五十に 及びし 

現し、 尺八 亦 漸次 衰 へし も、 長 唄 は 叉 一 部に 

は 主として 觀世 .寶 生の 二流 行 はれ、 大正 十 

金 春 流 を も 見る に 至リし が、 昭 和 七 年 三月 

解を與 ふる 目的 を 以て 神戶能 樂會を 組織 

駸々 たる 近代 科學 の進步 は、 或は 時事. 經 

る 講演に、 或は 娛樂 慰安の 爲 の音樂 歌劇 等 

空間と を 超越して 最も 華やかなる 發展を 

三年 十二月 大阪 放送局 創立 さ れ、 翌 十四 年 

1 に 設置 せられし が、 同 局の 正式 放送 を 開 

和 六 年初 市內 海岸 通に 同局 演麦所 を 設置 

に 放送 を 依頼し、 また 海港 都市た る 神戶の 
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を 見なかった C 而 して 市 內の聽 取者數 大正 十四 年度に は 僅かに 約 三百と 注せら 

れ し に、 昭 和 六 年度に は 三 萬 五 千 八 百と な り、 同 八 年度に は 五 萬 八 千 八 百に 及 び、 其 

普及 發達洵 に 驚く ベ きもの あ り、 こ れ 一 般の 趨勢な りと 雖、 今 や 市民に とりても 娛 

樂 慰安 弁に 常識 上の 必須 機關 たるの 觀を呈 する に 至った。 

術 商工業 都市た る神戶 に 於て 美術 愛好者の 甚だ 多から ざる は當然 なれ ど、 文化の 

進む に 伴 ひ 美術家の 相 倚りて 其發 達に 盡カ せる 者亦少 くない。 本 市に 於け る洋 

畫團 體の嚆 矢た る祌戶 美術展 覽會は 大正 四 年に 設立 せら れ、 後 に 日本 畫をも 加 へ 

しが、 同 十 二 年 第八囘 展覽會 (神 展) を 開き て 解散した。 之より 先 大正 十一 年 三月 有 

志 凡そ 百 人相 集りて 神戶 美術 協會を 組織 し、 縣 知事 を會 長に 推 し、 委 員に は 日 木 畫. 

洋畫各 七 人、 肜 刻 二人 を 選出 し、 同 年 十一月 第一 囘展覽 會 (神 美 展) を 兵庫縣 工業 試驗 

場に 開きし が、 其 出品 は 鄕土藝 術の 振興 發達を 主眼と し、 凡ゆる 傾向の 作品 を 抱擁 

. して 好評 を 博した。 此頃 新に 兵庫縣 美術 協會 組織せられ、 神 展關係 者 大部分 之に 

加 は り、 年 ニ囘 三越に 於て 展覽 會 (縣 展) を 開きし が、 其 後 洋畫家 は 多く 脫返 し、 昭 和 六 

年 一 月 阪神 在住の 主要 洋畫 家に より 組織せられ たる 兵庫縣 美術家 聯盟に 加入し、 

同 聯盟 は 第 一 囘展覽 會を大 丸に 開 き、 爾 後年々 ニ囘 開催して 以て 今日に 及んだ C 


小鳥 盆栽と 

茶 湯 


其 外 畫廊に 或は 三越. 大丸 等に 

鑑賞の 行 はる 、 あり て、 市 民 の 


で 


代 

者 


道 

あ 


1 了 

\ィ 


せ 

の 


の振與 特に 見るべき もの あ 

る o 

和 元年 頃 十 姉妹. 背黃靑 鸚哥 

はれ、 一 時 は 熱狂 的 流行 を來 

て 同 三年 前後より 萬 年靑と 

しが 、一 H 二 年 繼續せ るに 過ぎ 

市に 於け る 茶 湯の 愛好 は從 

增加を 見る に 至った。 


兵 

の 


，個人の 展覽會 を 開 

術に 對 する 觀賞も 

る は 懷古的 思想の 

-カ ナリヤ 等の 小鳥 

せ し が、 早 くも 翌ニ 

蘭との 賞 翫に加 へ 

す 、蘭 のみ は 同 八 年 

來 ょリ 生花に 比 し 


催せら る、 あ り、 新 版畫の 研究 

漸次に 普及せ るが 如く、 叉 近時 

擡頭 を證 する 資料と 爲 すべ き 

飼育 流行 し、 其 賣 買 交 換會 各所 

年 秋よ リ 凋落し 始めた。 之 に 

てァ ン ゴ ラ兎 飼育の 大 流行 を 

に 至り 復た 流行す るに 至った。 

少 かりし が、 今や 茶 湯に 親しむ 


弓 用 書目 

庫驟 統計 書。 神戶市 統計 書。 昭和 九 年 用 日本 都市 年鑑。 

網。 神戶 地方 防空 演習に 於け る燈火 管制。 神 戸に 於け る 

戶 新聞。 神 戶又新 日報。 大阪 朝日 新聞。 大阪 毎日 新聞。 

調査。 

第二 章 生活 狀 態の 變遷  一七 三 


都市 計畫部 調査 交通量 調査 竝 -1 電 

三菱 勞働 爭議。 神戶 愛山 協會 書類 „ 

市 內小學 校， 新 聞 社. 百 貨 店に 就いて 


第三 章 人口の 增殖 

戸籍 事務  神戶 市の 戶籍 事務 は神戶 市處務 規程に より て、 從 來戶籍 課の 管掌す ると ころた 

P し が、 昭 和 六 年 市 內を八 行政 區に 分ち 區 役所 を 置く や、 其 區 の戶籍 事務 は 其區役 

所內に 置きた る戶籍 係 をして 管掌せ し め、 以 て 今に 至った ので ある。 

神戶 市人 口の 增殖 を觀 察する に 方り、 先づ 最初に 現住戶 口の 增加 にっきて 見る 

後戶ロ の 稽 

力  に、 大正 八 年 六十 三 萬 四千 人に 過ぎ ざり し 人口 は、 十五 年後の 昭和 八 年に は 八十 三 

萬 六 千 九 百 人を算 し、 世 帶は同 一 期間に 十四 萬より 十八 萬 九 千 四百 八十と なった C 

卽ち 人口 は 大正 八 年より 約 三十 二  ％ を、 世 帶は約 三十 五 ％ を增し たのであった。 

十五 年間の 以上 十五 年間に 於け る 年々 の 人口 增加 率を觀 察する に、 大正 四 年 以降 世界 大戰 

增加率 

の 神 UI '市況に 影響す る こと 著しき や、 人 口の 增加駸 々として 熄ま す、 大 正 八 年に は 

前年より 七 土  ％ を增 加して 六十 三 萬 四千 人 を 超えし も、 翌 九 年に は 三. 九 ％ を 減じ 

て 六十 萬 八 千 六 百 人と な り、 爾 後 每年四 土  ％ 乃至 四. 七 ％ を增加 し、 大 正 十三 年に は 

七十 二 萬 七 千 人 を 超 ゆるに 至った。 其 後 大正 十四 年に は 六十 四 萬 四千 二百 人と 
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なリて 前年より 十  一 ％ を 減少せ し も、 爾 後に ありて は 減少 を 示す ことな く、 か く て 

昭和 八 年 迄に は 年々 ー丄 ％ 乃至 四 全 ％ を增 加して 八十 三 萬 六 千 九 百 人を算 する 

に 至った のであった。 

市況と 人口 想 ふに 大正 九 年 及 同 十四 年度に 各 減少 を 示せる は 、比 年 何れも 國勢 調査 施行せ 

の增殖 

ら れ、 其 數 字の 戶籍 人口に 比して 著しき 減少 を 示す に 至りた る もの なれ ど. 其 後 國 

勢 調査の 行 はれた る 昭和 五 年に は 減少す る ことな く、 却 つて 其 前年より 四. 三 ％ を 

增 し、 爾 後 減少 を 示す ことなくして 昭和 八 年に 至った ので ある。 市況 は 大正 十四 

年 以降 漸く 不況の 度 を增加 し、 昭 和 一 エー 一 年の 交に 最も 深刻と な り、 爲 に 人口 壻加も 

其 間 僅かに  一 ％ に 過ぎ ざリし が、 而 も 其 後に 於け る 人口の 增加 尙熄ま す、 昭 和 四， 五 

兩 年に は 益 ，增 加し、 其 後滿洲 事變の 起 りし 昭和 六 年 以降に は 平均 ニニ  ％ 宛の 増殖 

を 示した のであった。 當時 市况は 一般に 甚だしく 不況な りと 說 かれ、 祌戶 市射恭 

も 著しく 動搖 せる は事實 なれ ど、 木 市の 收入中 使用料 及 手數料 或は 市税の 收入狀 

況 より 見 て、 必 すし も悲觀 すべ き狀 態なら ざる こと を 知る は、 叉 人口 增 加の 原因 を 

想 察する の 料た る ものである。 

競^と 祌戶 市が 此十 五箇 年間に 隣接 町村 を饼 合せる は. 大正 九 年 四月 及 昭和 四 年 四月 


の 二 囘を算 する。 然るに 以上の 如く 大正 九 年の 人口 は 前年よ， り 減少す る こ と、 率 

に 於て 四 ％、 實 數に 於て 三 萬 五 千 四百 餘人 を算 ふる は、 大 正 八 年の 戶籍 人口の 如何 

に 不正確な リ しか を 證 する ものなる と 同時 に、 世 界大戰 の 好況に 乘じ て、 滔 々とし 

て神戶 に 流入せ る 人口 の、 市 內に 於て 如何に 多く 轉々 せる か を も 知る の 料と なる 

ので ある。 大正 十四 年の 人口の 前年に 比して 實に 十一 ％ の 減少 を 示せる は、 旣に 

記せる が 如く 此 年の 國勢 調査に より て、 叉 戶 籍 による 人口の 不正確 を 暴露せ るに 

外ならぬ。 昭和 四 年の 人口の 前年に 比して 四. 三 ％ の 激增を 示せる 原因の、 主と し 

て 東部 三箇 町村の 併合に ある こと はいふまで もな く、 世 帶の數 字 上の 增减 に至リ 

て は、 人 口の 增 減と 同檨 なる 理由に 侬る ものな リと蛑 し 得る。 

世 帶£ ^人 敍 上の 如く 大正 八 年 以降 十五 年間の 神戶 市の 人口 曾 加 は 約 二 

口と Ej>-  *5 の  , 

* 合  したれば、 其增加 割合 は 一箇年 平均 二 丄 ％ に當 つて ゐる。 而 して 

正 八 年に は 四 三 gi 人な りし が、 爾 後 同 十二 年 迄 は每年 四 • 三 八 人 を 

至 昭和 三年 は 何れも 四 土 五 人に 滅 じ、 同 四 年に は 四. 四 六 人に 激增 

は每年 四. 四 二人 を 示して ゐる。 卽ち 十五 年間に 一世 帶 平均 〇 二 

ものにして、 世態の 複雜 はかくの 如く 漸次 一 世帶の 人口 を增 加し 
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ので ある。 尙是等 現 住人 口中、 女 百 人に つき 男 は 大正 八 年の 百 十四 人より 漸減の 

傾向 を迪 り、 昭和 八 年に は 遂に 百 六 人に 減少す るに 至った。 か、 る 減少 は 主と し 

て 女子の 移住に 由る こと を證 すると 共に、 各種の 職業に 女子の 進出 著しき を 知る 

ものである。 

自然 增加數 次に 神戶 市人 口の 動態 を觀 るに、 出生 數は 大正 八 年の 一 萬 一 千 四百 三十 人より 

昭和 八 年の 二 萬 三百 三十 八 人となり、 其 間 漸次 增加を 示せる は 固よりに し て、 死亡 

の 却って 漸次に 減少の 傾向 を 示す と共に、 自然 增 加の 當然 なる を 知るべく、 而 して 

此 十五 年間に 於て 出生の 平均 一箇年 一 萬 七 千 三百 五十八 人なる に對 し、 死亡の 平 

均 は 一 萬 三千 四百 三十 七 人 なれば、 其 差增は 一箇年 三千 八 百 人 を 超えて ゐる。 而 

して 之 を 現 住人 口の 十五 年間 平均の 增 加の 一 萬 三千 五 百 三十 三人なる に 合考す 

れ， ま、 此晃 住人 口の 增 加の 中には 自然 增加を 含む もの なれば、 此 三千 八百餘 人を控 

余せる 殘餘の 九 千 七 百餘人 は、 他より 流入せ る數 字な りと 見る を 得べ く、 從 つて 神 

ョ 卞 人口の 增加ま 主として 移住に 由る ものなる を 明かに する を 得べ くま 自然 增 

加數は 僅かに 增加 總數の 二十 八 ％ を 占む るに 過ぎざる を 知る ので ある 

市 內八區 の 神 In. 市八區 中、 舊 須磨町 卽ち須 磨區は 大正 九 年に、 丙 灘. 六 甲. 西鄕の 三箇 W 村卽ち 


戶ロ^ 加と 難區は 昭和 四 年に 何れも 市に 褊 入した る ものな 

其 傾向 

戶 口の 增殖 にっきて 觀 察する に、， 八 區中其 增加率 

間に 戶數は 四 二 四 倍、 人 口 は 三 入 〇 倍を算 し、 其 增 

四千 五 百より 二 萬 三千 三百に、 人口 は 二 萬 一 千 百 

る。 灘區に 次ぎて 高率なる は 須磨區 にし て、 同 一 

一 ％ を增 し、 人 口 は 二 萬 三百より 三十 二 .四 ％ を增 

%  、人 口に 於て 十 四 八 ％ を增 し、 共 に 異常なる 發展 

葺合區 は 戶數五 ％、 人 口 八 ％ を增 せる も、 湊 區 にあ 

增 したる に 過ぎす し て、 旣 に 飽和状態に 入れる を 

三區 にあり て は、 戶數 人口 共に 滅 少し、 此中 湊東區 

人口 は 三十 五 ％ の 減少 を 示 し、 神 戶區 之に 次ぎて 

. 區 は戶數 十九 ％  、人 ロニ 十二  ％ を 何れも 減少して 

りて は 戶數は 約 四十 四 ％ を、 人 口 は 約 四十 二  ％ を 

より 十八 萬 九 千 四百と な り、 人 口 は 五十 九 萬 一千 

つたので あった。 想 ふに 東郊 灘區の 戶ロ增 加 率 


れ ど、 共 に 

の R も 高 

加 驚く ベ 

ょリ 《j« 萬 


溯リて 大正 七 年 以降の 


期間に 

し、 林 田 

を證し 

りて は 
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の 如き 
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ゐ る。 
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き 
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戶 

戶 

て、 


ゐ 
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三 

戶 

八 


は灘區 にし て、 十六 年 

もの あ り、 卽 ち戶數 は 

千 二百に 增 加して ゐ 

は 約 五 千より 二十 七， 

戶數に 於て 二十 六. 五 

る。 以上 三區に 次ぐ 

四 八 人 口 五. 四 ％ を 

U 次に 祌戶. 湊 東. 兵 庫 

に 戶數は 六十 鬼 以上、 

%  、人 口 十六 ％ を、 兵 庫 

して 神戶 市全體 にあ 

數は 十三 萬 一千 四百 

十三 萬 六 千 九 百と な 


年 編入 以前に 多くして 
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編入 以後に は少 く、 西 郊須 磨區は 編入 後 五 年間の 增加率 最も 高 く、 兩 區 共に 其地區 

內の區 劃 整理の 進 拔、 交 通 機 關の發 達に 伴 ひて、 將來に 戶ロ增 加の 傾向 ある を 充分 

に 示して ゐる。 湊區の 增加率 も 比較的 高 けれども、 此地區 も旣に 飽和 狀 態に 達し 

たるに や、 大 正 十四 年 以降の 增加遲 々たる ものが あ り、 林 田 區は其 地域 廣く 且つ 區 

劃 整理の 餘 地を殘 すを以 て、 尙 增 加の 餘裕 ありと いふ を 得べ き狀 勢に ある。 

戶 n 減少せ 然しながら 湊東區 にあり て は 其 地域 狹小 にして 且つ 限定 せら れ、 所 謂 歡樂地 帶 

として 旣に 大正 七 年に は 全く 飽和 點に 達した るが 如 く、 從 つて 同年より 大正 九 年 

の 間に 人口 は 早く も 二十 八 ％ を滅 じ、 爾 後年々 其 率 は 低下 減少 を 示して ゐ る。 こ 

れ其 建物の 擴大 と共に 他區 よりの 通勤者 を增 加せ るに 由るな るべ く、 此 現象 は 神 

戶區に 於て 特に 痛感 せらる。 卽 ち神戶 區の戶 口の 減少 は、 同 區の 家屋の 全然 事務 

所 化する 傾向の 顯 著と なれる を證 する ものにし て、 兵 庫區の 減少 は 工場の 增 加と 

其 擴大に 由る こと 其 重要なる 原因な，^ とせ ざ る を 得な い。 

區の 人口 分 次に 須磨 及灘の 二 區をも 其當時 市內に 入れる ものと し て、 八 區の 人口 分配の 變 

遷を 見る に、 大 正 七 年末に 最も 多數の 人口 を 抱擁せ し は 兵庫區 にし て、 全 市人 口の 

約 二十 八 ％ を 占 め、 十 七 ％ を 占めし 葺合區 之に 次 ぎ、 湊 東區の 十五 土  ％  、神 戶區の 十 


八區の 人口 

密度 


% 、林 田區の 十三 ％、 湊 區の五 ％ 各 之に 次 ぎ、 未 だ 編入せ ざり し 

第 七 位に あ り、 須磨區 叉 當時は 市外に ありて 三 土  ％ を 占めし 

に 十五 年後の 昭和 八 年に 至りて は、 區の 人口の 配分に 著しき 

二十 四 ％ を 占めて 一 躍 第 一 位に 上 

其 人口 は 十六 ％ を 占む る に 過ぎ ざ 

二位よ リ第 三位に 下 リ、 其 占む る 割 

率 四 倍に 垂ん として 十二 ％ を 占め 

艿を 占めて 第五 位に 上 り、 第 四 位に 

た。 而 して 第三 位に あ，^ し 湊東區 

と な り、 第 六 位に ぁリし 湊區は 五上 ハ 


五丄 

し て 

然 る 

卽 ち 

し 兵 

ま 注 

じ、 第 

し、 最 

JV 尸 

0 力 

ぎ す 

次に 昭和 八 年の市 內八區 の 

萬 四千 四百 人 を 占めて 第 一 位 


第五 位に ぁリし 林田區 は 

車區は 第二 位に 下 り、 而 も 

目に 値する。 葺八ロ 區は第 

七 位に あ リし灘 區は其 比 

低位に ありし 須磨區 は 十 

% となりて 第 六 位に 下つ 

に 七 • 五 ％ となりて 第 七 位 


して 最低 位と なった。 


人口密度 を觀 るに、 一 平方 籽 にっき 

に 居リ、 過 群の 狀况 に あり、 これ， 此區 

て、 商 業 .ェ 業. 住 宅地 带 として 全地 區に 亙う 利用 せらる 、 に 由る も 

年よ リ第 一 位 を 占めて か 、 る 密集 狀態を 見る に 至った ので あつ 

第三 章 人口の 增殖 


灘區は 三- 

に  過ぎな 

相違 を來 

り、 第 一 位 

るに 至つ 

合 も 十四 

て 第 四 位 

あ リし神 

は 其 比率 

% を 占む 

兵 庫區は 

は 殆ど 平 

のにして、 

た。 第二 位の 湊 

1 八 1 


§ に 

かった。 

ン こ o 

し f 

にあ リ 

たこと 

% に 減 

に發展 

戶區は 

半減し、 

るに 過 

實 に 三 

地に し 

昭和 五 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  一八 二 

東 區が約 三 萬 一 千 四百 人 を 抱擁す る は 兵庫區 と 略.. 同 檨の條 件に ある ものと すべ 

く、 而 して 此區は 大正 九 年 及 同 十四 年に は 第 一 位 を 占 めて ゐた。 林 田 區は約 一 萬 

九 千 二百 人を算 して 第三 位に 居る も、 此區は 大正 九 年に は 第五 位、 同 十四 年 及 昭和 

五 年に は 共に 第 四 位に ありし もの にし て、 爾 後 急激なる 人口の 增加 ありし を證す 

る ものである。 第 四 位の 葺合區 は 一 萬 五 千 五 百 人 なれ ど、 此 區は 大正 九 年 以降 常 

に 第三 位に ありし も、 第 五位に ある 神 戶區は 一 萬 七 百 人 を 有する も、 此 區は 人口 漸 

減の 勢に ある こと 前に 記せし が 如 く、 而 して 林 田.葺 合の ニ區 と共に 山地 を 有する 

もの なれ ば、 山 地 を 有せざる 兵庫區 とは必 すし も 條件を 一 にす る ものに あら す 、第 

六 位の 溱區が 六 千 八 百 人 を 擁する に 過ぎざる は、 廣 域なる 山地 を 有する が爲 にし 

て、 平 地面 積の み を 以てすれば 遙 かに 他區を 凌駕す ベ く、 之 に 次げる 灘. 須 磨の ニ區 

は、 前 者が 五 千 二百 人、 後 者が 三千 五 百 人を容 る 、 に 過ぎざる は、 た とへ 此ニ區 が 山 

地 を 有する こと 多し と 雖、 未 だ 收容發 展の餘 地 を 示す を 知る ものである。 左に 大 

正 七 年 以降の 各區 一 平方 籽 (約 三十 萬 二 千 五 百 坪) の 密度 表 を 掲げて 參考 とする。 
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平地 面積の 昭和 五 年の 國勢 調査の 結果に 徵 すれば、 平地 面積 一 萬 坪に 對 する 密度 は 全市 八 

变度  . 

百 十三 人に し て、 市 內八區 中 第 一 位に ある 湊區は 千 百 五十人 を容 れ、 第 二位の 兵 庫 

區は千 百 四十 二 人、 第 三位の 湊東區 は 千 八十 四 人、 第 四 位の 葺合區 は 千 四十 四 人 を 

有し、 何れも 一 千 人 以上 を 抱擁 すれ ど、 林 田 區は九 百 二十 二 人、 神 戶區は 八 百 二十 二 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 


葺 合方 面戶 

ロ增 加の 原 

因 


町 々 の戶ロ 

增 減の 理由 


人 を 容れて 之に 次 

百 五十 七 人を容 る 

ある を 知る ので あ 

神 戶市內 八 區 の 

各區 町々 の戶 口の 

達 等に 由る こと 固 

延長 線 開通し、 次い 

神仙 寺. 中 ノ島. 籠 池. 野 

共に 三倍 を 超 ゆる 

の 特に 著しき 增殖 

し て、 よ りて 以て 备 

大正 十 年 八月 市 

ひし 結 果、 同 區 の 


一 了 

\ィ 


ぎ、 須 磨. 灘 

、に 過ぎ 

る C 

ロ增加 

殖は、 其 

り 否む 

同 九 年 

上 筒井 

至った 

見た る 

人口 增 

山 

質 上 他 


戶 

增 

で 


を 

性 


ひ 

-ぺ 

九 

リ 

こ 


原 

匕 

叉 

の 


區 

も 


其 

ま 


上 

更に 之に 次ぐ も、 前 者 は 

て 平地 面積と 全面 積の 

として 數 へらる 、もの 

道路の 開 設、 地 區の 整理 

ない。 彼の 葺合 方面に 

神 急行 電鐡 祌戶 線の 開 

の 町々 は 俄に 活氣 を呈 

南部の 坂 口. 宮 木？ K 日 の 

，一 に 交通 機關の 開通に 

要因 を爲 すに 至 つたの 


一 八 四 

四百 九十 二人、 後者 

收容 人口に 多大の 

は 多々 あるべき も 

若しくは 交通 機關 

大正 八 年 八月 市電 

通 ある や、 之 を 機と 

し、 其 前後 三年 間に 


し 

面 


原 

月 上澤線 の 

人口の 增 殖を來 し、 長 田 村 北 


れど、 同 十一 年 


線の 開通 は、 飽 和狀 態に おりし 同 

の 原因と 相俟 ちて 人口 は 却つ 

西部に 延長す る や、 一 番町 

部の 耕地整理 成る や、 同 十 
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ム BU 


し 

戶 
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町々 中 其 各 一 丄マ 三 

刺戟せられ たる も 

であった。 
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て 減少す るの 結果 を 
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長 田 .宮 川 .西 山の 备町々 は 連年 戶 ロを增 し、 よ りて 以て 林 田區の 人口 增加 

し、 昭 和 二 年 二月 須磨 線の 開通 は、 其 沿線なる 地區の 耕地整理 完成と 相俟 

べき 發展 增殖を 見る に 至った。 淸盛塚 方面 幷に高 松 線の 開通の 

面の 面目 を 一 新 し、 戶 ロ增 加を來 せる は 固よりに し て、 灘 區 方面に 

の 完成が 都市 集中 人口 を 吸引して 同區の 人口 增 加の 主因 を爲 


は 宅地に 變換 せら れ、 字 は 町名に 變更 せら れ、 遂 に同區 の隆々 

であった。 左 


ク .J 


し 

る 


市 內八區 の 戶ロ增 加 率 を 表示して 參考 とする 

祌戶市 各區戶 數增加 率 表 (增加 率 は 百分比 A は 減) 
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八區 人口 增 

力 率 


神 戶市史 第二 輯本編 各說上  一八 六 


備考 灘區の 編入 は 昭和 四 年 四月 なれ ど、 便 宜上 編入 前の 六 甲. 西 灘. 西 鄕の 三箇 町村の 合計 を揭げ 

て參考 とする。 但し 水面 は 之 を 除 く、 尙 區制實 施 は 昭和 六 年 なれ ど 便宜 現行 區 名に 從ふ。 

二、 神戶 市各區 人口 增加率 表 S 加 率 は 百分比 A は 減) 


(增加 率 


一七 • 七 九 


画 


ヨ ま 


AO 人 一一 一 


i 


囊 


戶籍 統計と 

國勢 調査 


大正 九 年の 


備考 大正 九. 十 四 年. g! 和 五 年 は國勢 調査に 據る も、 水 面 は 之 を 除 く、 其 他 は 市 統計に 據る。 尙區制 

實施は 昭和 六 年 なれ ど， 便 宜 現行 區 名に 從ふ。 


祌戶市 戶ロ增 殖の狀 勢 は. 槪耍 以上の 如く 

基き たる ものにし て、 未 だ 正確 を 期し 得る も 

現 住との 關 係の 如き は、 近時の 神 戶 市 統計 書 

の 資料 を 缺く憾 が ある。 併しながら 大正 八 

行 はるく こと 大正 九 年， 同 十四 年 及 昭和 五 年 

に 基 き 稍ノ詳 細に 考察して、 戶籍 統計の 不備と 

今數 字の 觀 察に 先 だち 此三囘 の國勢 調査 

調査の 始めて 行 はれた る は旣に 明治 四十 一 

九 年 十月 一 日 を 以て 劃期的の 國勢 調査の 執行と なつ 

法律 第 四九號 によりて 各 十 年每に 一 囘帝國 版 圖に國 勢 調 

まり、 大正 九 年 を 以て 其 第一 囘の 調査と なった のであった。 されば 

第三 章 人口の 增殖  一 


な る も、 此 統 計 

のに あら す、 殊 

に は 之 を 省略 

年 以降に 於て 

の 三 囘を算 し 

不完全と を 補 

の 事務的 沿革 

年 十月 一 日に 


は 主と し 

に 其 出入 

に附 した 

は 幸に し 


こ o 


た れ ば、 是 

ふこと と 

を 見る に 

あ り、 爾 來 

之より 先 

査を 施行 


て戶籍 統計に 

と 寄 留、 木 籍 と 

るを以 て、 觀 察 

て國勢 調査の 

等の 調査 資料 

す る o 

、神戶 市に 市勢 

年 を經て 大正 

明治 三十 五 年 

する ことと.^ 

此年四 五月の 

八 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上 

交より 祌戶市 は 市 內衞生 組合に 侬囑し 

後して 臨時 國勢 調査 局總裁 一 行を迎 へ 

に は 臨時 國勢 調査 部を設 け、 助 役 以下 吏 

し、 巿 民より 千 七 百 九十 四 人の 調査員 を 

に 於て 宣傳 講演 會を 開く こと 百 二十 六 

於て 四十 數囘の 宣傳を 行 ひ 、「お 0 屋」 を し 

お眞及 浪花節の 利 川、 神 職 僧侶に 囑 する 

剰す ところがなかった のであった。 此 

迄 の 間 、市 內五 箇所に 十發 宛の 煙 花 を 打 

時 主なる 工場に 囑 し、 汽 笛 を 吹鳴せ しめ 

時刻に 備 ふるところが あった。 卽ち之 

計 局 刊行の 「大正 九 年國勢 調査報告 第五 

大正 十四 年 大正 十四 年 勅令 第二 〇 一 號に 據る國 

の國勢 調査 

事務  計 調査と 共に 十月 一日に 施行と 定まり 

令 甲 第九號 によ リて 祌戶市 臨時 統計 調 


一 八 八 

て 調査 區 設 定の 準備 調杳： を 行 ひ、 之 と 相 前 

、其 宣傳的 講演 を 市民に 聽取 せし め、 市廳內 

員 二十 二人 を^ 務と し、 三 十九 人 を 兼務と 

擧 げ、 其 趣旨の 徹底 を 期す る 爲には 小學校 

囘、 各 町に 於て 三十 三 囘に及 び、 更 に 路傍に 

て閭 巷に 平易なる 宣傳を も饼せ ft ひ、 活 動 

宣 傳、 ポ ス タ ー による もの 等 準備と 宣傳は 

くて 九月 三十日 午後 四時 三十 分より 五 

揚げ、 午後 九 時 各 寺院の 梵 鏠を撗 き、 午後 十 

て 一 般の 注意 喚起に 努め、 午前 零時の 調査 

によりて 成れる ものに 大正 十四 年 內閣統 

卷兵 庫縣」 が ある。  _  - 

勢 調査 は、 同年 勅令 二 〇 ニ號に 基く 失業 統 

たれば、 此年 六月 二十：！ I 祌 P 市 は 兵 庫縣訓 

査 所處務 規程 を定 め、 助 役 を 部長と し、 係 長 


以下 を 任命し、 更に 事務 取扱 規程に て 詳細 取扱 方 を 定め、 八月 


昭和 五 年の 

意義 


百 三に 分 ち、 調 査 員 千 八 百 人、 豫 備 調 査 員 1 一 

小 學 校 長 • 職 員 二百 五十八 人 を依囑 し、 其 趣 


つ た。 

當複雜 

十 一 日 

浮浪 人 

完成し 

として 

大正 

令 第三 

に 十 年 

震災 に 

若しく 

目を改 


而 して 此年行 はるべき 

困難なる もの あ り、 從 つ 

準備 調査 を 執行 し、 九 月 

を も 調査 し、 十 月 一 

たのであった。 此 

神戶 市より 發 行せ 

十四 年の 國勢 調査 

九六號 によりて 詳 

を 經、 其 間 我 國經濟 

より 地方に よ，. て 

は 職業の 組織 上 に 

め、 其 影響の 全國に 
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日 午 

大正 

られ 

は 簡 

細 な 

狀况 

ま 人 

更新 

波及 


失 業 調 査 が 

て 調査 班に 

二十 九 • 三十 

前 八 時よ リ 

十四 年の 調 

て ゐる。 

易 調査な り 

る國勢 調査 

弁に 社會狀 

口 は 根柢よ 

の 見る ベ き 

せる もの も 


百 二十 四 人 を 定め 

旨 の 宣 傳 普及に も 

最初の 試みたり し 

於て 質疑 解答に 當 

の兩日 風雨 を 冒し 

申告書 を 蒐集 し、 十 

査は 「大正 十四 年 神 

しも、 昭和 五 年 十月 

が 執行 せられた。 

態に 著大なる 變動 

リ 覆さ れ、 人 口 分布 

あ リ、 延 きて は 個人 

あ る ベ く、 定 期の 調 


全市の 調査 區を千 八 

• 事務 委員と して 市立 

カを盡 すと ころが あ 

を 以て、 調査 事項 も 相 

ら し め、 此 くて 九月 二 

て 調査 用紙 を 配布し、 

一 月 十六 日 耍計表 を 

戶市國 勢 調査結果 表」 

一 日に は 昭和 四 年 勅 

蓋し 歐洲 大戰 以後 旣 

を來 し、 大正 十二 年の 

は 一 新し、 職業の 構成 

の 生活 狀態も 全く 面 

査 なりと は 言 へ 、其 意 

一 八 九 


昭和 五 年の 

調査 #務 


神 戶市史 第二 辑 本 編 

義の 深く 且つ 重大なる もの 

されば 祌戶市 も 其 意を體 

處務 規程 幷同 事務 取扱 規程 

を 千 八 百 七十 六 區に分 ち、 其 

査 事項 多 く、 特 に 職業に 關す 

ば、 之が 記入 練習 弁に 趣旨の 

の 準備 調査 を 完了 し、 大 正 十 

八日 申告書 を 配布 し、 十 月 一 

表 を 完成 し、 十 七日 要 計 表 も 

は祌戶 市よ り 「昭 和 五 年國勢 

のであった。 尙 以上 三囘の 

比較し、 同 一 事項 を缺 くもの 

し當時 今の 兵 庫區を 湊西區 

及 大正 十四 年に は 灘區は 未 

數字を 此區の 統計と して 比 


各說上  一九 〇 

あ，^ とせられて ゐた。 

し、 兵 庫縣 訓令に 基 き、 六 月 三日 神戶市 臨時 國勢 調査 部 

を 定 め、 部 長. 副 部 長. 係 長 以下 部員 七十 五 人 を 置 き、 全 市 

調査員 を侬囑 した。 此 くて 本 調査が 前囘に 比して 調 

る 事項の 如き 其 記入 頗る 困難な りと 豫 想せられ たれ 

徹底に 努力 し、 講 演宣傳 に 力 を 注 ぎ、 九 月 二十 五 曰 陸上 

四 年より 市の 管掌と なりたる 水面の 準備 も 終り、 二十 

日 午前 八 時 其 蒐集に 著 手せ し が、 十 一 月 十五 日 失業者 

亦 成る を吿 げたので あった。 而 して 此 調査に ついて 

調査 事務 槪 要」 及 「神 戶市國 勢 調査結果 表」 の 出版 を 見た 

國勢 調査 を 合考 し、 其 調査 中 同 一 事項に 關 して は 之 を 

は 各 年度の 調査の みに つき 槪觀 する ことと する。 但 

と稱 せし も、 便 宜上 悉く 兵庫區 として 揭出 し、 大 正 九 年 

だ 編入 を 見 ざり し も、 便 宜上六 si 丙 灘 .西 鄕三箇 町村の 

較に 便じた。 


Ml ひ 人口 國勢 調査の 結果 を 記す るに 方り 先 づ世帶 と 人口 を觀る に、 昭 和 五 年の 調査に よ 

れば總 世帶は 十七 萬 八 千 三百 二十 五 (內 特別 調査 區の 十七 を 含 む) に して、 此 人口 男 

四十 萬 六 千 三百 四十 八 人、 女 三十 八 萬 一 千 二百 六十 八 人 合計 七十 八 萬 七 千 六 百 十 

六 人 (此 內待別 調査 區の千 六 百 三十 五 人を含 む) で あった。 之 を 十 年 前の 大正 九 年 

の數 字に 比すれば 人口 は 二十 二三 ％ を增 加し、 五 年 前の 大正 十四 年に 比すれば 十 

一. 八 艿を增 す を 以て、 一箇年 平均 二三 ％ の增 加に 當る。 而 して 昭和 五 年の 世帶及 

人口より 刑務所 其 他の 特別 調査 區と 水面の 合計 千 五 百 三十 八 世带、 一 萬 八十 七 人 

を 除け る 十七 萬 六 千 七 百 八十 七 世 帶、 七 十七 萬 七 千 五 百 二十 九 人に つきて 人口 分 

布の 狀、 况を 見る に、 林 田. 兵 庫.葺 合の 順位 を 以て 相次 ぎ 、灘. 神 戶. 須 磨の 三區 之に 次ぎ、 

中央部なる 湊柬區 は 更に 之に 次ぐ も 人口 は遙 かに 少 く、 湊 區は 最低 位に ある。 

各區 人口の 今各區 の增滅 につ き 昭和 五 年 を 以て 大正 十四 年に 比すれば、 钵田區 は 其區の 人 

增加率 

口の 二十 三. 五 ％ を增 し、 灘 區は 四十 二 入 鬼、 須 磨區は 三十 八. 五 ％ を各增 したれ ども、 

湊. 兵 庫ふ骨 合 三 區の增 加 はいふに 足ら す 、湊 東 ，祌 戶 ニ區に至リては却っ て 減少 を 示 

す。 此く 市の 束两兩 端の 人口 增 加の 著大なる に 反し、 中央部 は滅 少し、 中央部に 近 

き 區の增 加の 遲々 たる は、 市 の 中央部の 人口の 旣に 飽和 點に 達し、 不斷に 集中す る 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 上  一九二 

人口の 自ら 餘カ ある 方面に 向 ひて 流る、 を 知る ので ある。 左に 大勢 を 見る が爲 

に 大正 九. 同 十四 年 及 昭和 五 年の 國勢 調査の 結果 を 掲げて 參考 とする。 


三 囘の國 勢 

調査結果 


匍 實施は 昭和 六 年 なれ ど、 便 宜 現行 區 名に 從ふ。 

^舰颠 緒お 大正 十 M 年 及 昭和 五 年の 調査に 基く 平地 面積 ー萬评 の祌戶 市人 口の 密度の A 

市 の 比〜 百 二十 四 人より 八 百 十三 人に 減少 を 示せる は、 昭和 四 年に 平地の 比較的に 多き 灘 

區を 編入せ るに 外ならぬ。 之 を 昭和 五 年の 東京 市部の 密度に 比すれ ば、 神 1TI 市 は 

少 きこと 百 六十 一人 を算 して ゐる。 惟 ふに 市 內八區 中、 湊. 兵 庫 .湊 東，葺 合の 四區の 

密度 は 共に 東京 市より 多くして 何れも 一 千 人 以上 を算 し、 林 田.^' 戶ニ區 は 稍-東京 

市に 近き も、 須磨. 灘のニ 區は其 約 半ばに も 達せざる を 知る。 而 して 神 戶區 と湊東 

區は 同じく 市の 中央部に 位し、 而も 神 戶區の 湊東區 に 比し 遙 かに 少き は、 同 區ぃ多 

くの 會 社. 銀 行. 事 務所を 有する 地域 を 含める に 由 り、 之 を 東京 市 翹町ー nu の 墓 か こ 二 

百 五十 五 人の 密度なる 事情に 相似た ものが ある。 叉 人口密度 稍 き は 林 田. ヌ 寧 

灘 の三區 なれ ど も、 此 中 林 田區は 他の 二 區の約 二倍 を 示す もの なれ ば、 同 區は § 去 

に 示せる 如き 急速なる 增加は 最早 望み 得ざる ベ く、 只 山地の 開 發の進  一. 了 中に ある 

こ と は、 未 た 飽和 狀 態となる の餘 地を存 する ものと い ふ を^! ベ く、 須 磨及灘 の^ 來 

の 發展は 更に 顯 著なる もの あるべ く、 從 つて 推定に よれ ば、 昭 ,5l.d 年以洚 十 年^ こ 

あ リても 漸く 林 田區に 近づく に 過ぎぬ。 以て 其增加 發展を 豫斷し 得べき であら 
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神 戸市 史^ 第二 一. 辑 本 編ま 飞各 說.. "上  一九 四 

ラ o 

世帶 平均 人 昭^ 五 年の 神 曰 市 一 世帯 平均 人口 は 四. 四 二人に して 六 大都市 中 最も 少 く、 第 一 

口と 男女の 

割合  a の 大^市に 比すれば 一二  二人 少 く、 橫 濱 市 の 四. 五 六 人に 次 ぎ、 之 を 大正 十四 年に 

^して 〇 二 九 人 を 增すを 見る は、 其 原因 詳 なら ざれ ど、 不 况其 他に 由り 同居人 を增 

せる に は あらざる か。 次に 男女 別人 口 は 女 百 人に つき 昭和 五 年に は 男 百. 六 六 人 

を 示し、 之 を 大正 九 年に 比すれば 實に七 二 九 人を滅 じ、 大正 十四 年に 比する も尙子 

三人 を 減じて ゐる。 これ 注目に 値する 現象に して、 女の 職業 上に 於け る 移住と 進 

出と を證 する 一 面に は、 男の 職業 上に 於け る 變動を 察する の 料た るべ きか、 一 考を 

要する 問題で あらう。 而 して 此 女に 對 する 男の 數は六 大都市に ありて は 東京 市 

を 第一位と し、 大 阪. 京 都. 橫濱 之に 次ぎ、 神 戶市は 第五 位に あれ ど、 東京 市に 比すれば 

十 三 6 一  人 少 く、 最 下位の 名古屋 市より 〇• 五 五 人 多 く、 橫 濱 市より 〇• 九 四 人 少し 

市 內各區 にあ リては 葺會林 田の ニ區 は 百 七 人 以上 を 占め、 共 に 工場 地帶 なる を 示 

し、 須 磨及湊 東の ニ區は 何れも 男少 く、 特に 後者の 九十 九 土人なる は 特殊の 地區な 

るを證 する ものである。 

世帶の 種類 昭， el 年の 锶世带 十七 萬 八 千 三百 八 中、 普通 世帶は 十七 萬 六 千 八 百 五十二 にし 

別人 口 


て、 九 十九 土  ％ を 占 め、 其 ^口 は總 人口の 九十 七三 ％ に當 リ、 準 世 带は千 四百 五十六 

を數 ふるに 過ぎぬ。 之 を 大正 九 年に 比すれば 普通 世 带は三 萬 九 千 四百 三十 五 を 

增 せ ど、 準 世帶は 九十 七を滅 じ、 人 口に ぁリて 前者 は 十八 萬 三千 四百 六十 八 人を增 

せし に、 後者 は 六 千 百 三十 一 人 を 減じて ゐる。 此 普通 世带に 於け る 構成 人員 は 三 

人世 带 最も 多くして 總數の 二十 三 三 ％ を 占 め、 之 に 次ぐ 四 人世 帶は十 八. 三  一 X を 

算 し、 一 一 人. 五 人. 六 人 各世帶 之に 亞 ぎ、 而 も 以上の 世带 人員の みに て 七十 九 ％ を 占め 

てゐる C 準 世帶中 最も 多き を 占む る は 旅 館. 下 宿屋に し て、 寄 宿 舍. 船 舶. 病 院 之に 次 

ぎ、 其 人口 は 船 舶. 寄 宿 舍卞 宿. 旅 館 • 病 院士 場. 學 校 寄宿 舍の 順位と なつ てゐ る。 

世^ £ ^成 昭和 五 年の 世帶の 構成 人員 男女 別 中 其 五十 四. 五 ％ を 占む る 二人 乃至 四 人 帶 

にあり て は、 女 百 人に 對し男 は 九十 四丄ハ 九 人 乃至 九十 八 入 六 人に して、 何れも 女よ 

リ少數 なる 比率 を 示す は 注意す ベ き 現象と 謂 ふべ く、 而 して 一 人世 帶は百 二十 人 

を 超 え、 五 人世 帶に 於て は 男女の 割合 接近 し、 之 を 分界と して 十五 人世 帶迄は 順次 

男の 數を增 す も、 十 六 人世 帶 以上に あ リては 却って 其 反對の 現象 を 示す も 一 奇な 

リと謂 ふべき である。  ， 

sl^ ノ f 昭和 五 年の 年齡 別人 口 を 見る に、 之 を 五 歲每に 要約 すれば、 零歲 乃至 四歲. 十五 歲 
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乃至 十九 歲 三十 歲 乃至 二十 四歲 三十 五歲 乃至 二十 九歲. 五歲 乃至 九 歲. 三 十歲 乃至 

三十 四歲の 順位 を 以て 十 千 六 ％ 乃至 八丄ハ ％ の 間に あ り、 十 歲 乃至 十四 歲. 三 十五 歲 

乃至 三十 九歲 以下 年 齡を增 すに 從 ひて 割合 を 減す る を 知る。 若し 之 を十歲 毎に 

括 約 すれば、 最も 多き は零歲 乃至 九歲の 二 十二  .三％ にして、 二 十歲 乃至 二十 九歲は 

之に 次ぐ も 其 割合 は 二十  一二  ％ を算 し、 十 歲 乃至 十九 歳 • 三 十歲 乃至 三十 九歲 之に 

次ぐ。 卽 ち靑壯 年の 人口の 斷然 他を壓 せる を 知る ベ く、 若 し 十五 歲 乃至 五十 九歲、 

十四 歲以 下、 六 十歲 以上の 三階 段に 分て ば、 第 一は 六十 四. 七 ％  、第 二 は 三 十丄ハ ％ を 占 

め、 第 三 は 僅かに 四. 七 ％ に 過ぎ す、 か  >  る 現象 は 之 を 明治 四十 一 年の市 勢 調 査、 大 正 

九 年 及 同 十四 年の 國勢 調査に 比する も大體 同檨の 結果 を 示して ゐる。 

移住 型 を 示 是 等年齡 別人 口中 五 歲每の 階級に ありて は、 明治 四十 一 年と 昭和 五 年と に は 稍 

す 人口 

順位 を 異に し、 叉 束 京 市との 比較に ありても 異なる もの あれ ど、 而 も 靑壯年 者の 都 

市 集中に 至りて は 揆をー に し、 其 比率に 多少の 差逄 あるの みで ある。 此の 如く 大 

都市の 人口の 年齡 構成に あり て、 中 間の 膨脹す る 所謂 移住 型 を 示す は當 然と せら 

れ、 木 邦人 口の 低 年齡に 多く 高年 齡に少 く、 所 謂 理想型の 年齡 構成と は 自ら 異 るの 

である o 


f ぽま 人口の 年齡 構成に 於て 各區の 割合 を a る に、 三 十五 歲 乃至 三十 九歲 より 以上 は 

順次 高年 齢と なる に從 ひ、 其 數の遞 減す る は备區 共通の 現象 なれ ど、 三 十歲 乃至 三 

十. 四 歲 以下に ありて は、 各 區共 順位 を 異にする もの ある は、 其 區の 特殊の 事象 を證 

する ものに 外ならぬ。 卽ち 昭和 五 年に 於て 灘區 は零歲 乃至 四歲土 十五 歲 乃至 二 

十九 歲 土十歲 乃至 二十 四歲の 順位 なれ ど、 葺八 ロ區は 十五 歲 乃至 十九 歲. 零 歲 乃至 四 

歲 三十 歲 乃至 二十 四歲 とな り、 神 戶區は 十五 歲 乃至 十九 歲 三十 歲 乃至 二十 四歲三 

十五 歲 乃至 二十 九歲の 順位と なって ゐる。 此祌 戶區の 第一. 第二 兩 階級の みを以 

て旣 に同區 人口の 約 六十 ％ に 垂ん とする は、 同 區が 商業 區 として 靑 少年 を 包容す 

る こと 如何に 多き かを證 する ものである。 

M^m 湊柬區 も 市の 中央に 位し 商工業 地區 として、 叉 同時に 歡 樂地带 なる 關係 上、 祌戶 

區と 同じく 此 十五 歲 乃至 十九 歲 土十歲 乃至 二十 四 歲の兩 階段の 人口 最も 多 く、 湊 

區 は灘. 林 田. 須磨 と共に 住宅地た る 色彩 濃厚 なれば、 自ら 零歲 乃至 四歲の 人口 最も 

多 く、 十 五歲 乃至 十九 歲 土十歲 乃至 二十 四歲 之に 次 ぎ、 林 田區の 第二 位 は 二十 五歲 

• 乃至 二十 九歲 なれ ど、 此區の 其 大半 は 工業 地區 なれば、 十五 歲 より 三十 九 歲の五 階 

段の 所謂 靑肚 年の 四十 七 ％ の 多き を 占む るは當 然なリ とせら る。 須磨區 は 全く 
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祌 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  一九 八 

住宅地 區 たる を 如 實に示 し、 只 二十 歲 乃至 二十 四歲の 階段が 第五 位と なりて、 二十 

五歲 乃至 二十 九歲の 下位に ある を 例外と し、 零 歲 乃至 四歲 以下 順次に 其 數を增 加 

して 三十 歲 乃至 三十 四歲に 至って ゐる。 

靑壯年 者の W 戶巿に 於け る年齡 構成 別 男女の 割合 を 見る に、 女 子 百 人に つ き、 男 は零歲 乃至 

多き 年齢 階 

級  九歲 にて は 女子より 多き こと 僅かに 二人に 過ぎ ざれ ど、 年 齡 階級 を 增す每 に 漸次 

增 加 し、 三 十歲 乃至 三十 九歲 にて は 百 二十 一 人となりて 最高 を 示 し、 之 を 限界と し 

て 漸次に 減少 し、 七 十歲 以上に あり. て は 男 は 女子の 約 半數に 下りて 五十 三人 を 占 

むる に 過ぎぬ。 これ 都市に 集中す る 靑肚年 者の 多き を證 すると 共 に、 女 の 男に 比 

して 長命なる を 示す 一 例と 見る ベ きで あらう。 

配偶 關 係と 配偶 關 係に 於て は 昭和 五 年の 有配 偶 は 全人 口の 四十 一 丄ー％ に當 り、 之 を 大正 十 

4 木 事象 

四 年に 比すれば ニニ 艿を滅 す る は、 其 半面に 無配 偶を增 加せ る こと 固よりに して、 

此無 配偶者 中 未婚者 は實に 八十 八 ％ を 占 め、 大 正 十四 年に 比し 一 丄ハ ％ を 增すを 見 

る。 而 して 各 區に ありて 有配 偶 最も 多き は 林田區 にして 四十 三. 五 ％ を 超 え、 祌 戶 

區ば 最も 少 くして 三十 五. 七 ％ を 示 し、 祌 戶區に 於て は 未婚者 最も 多くして 五十六. 

六 ％ を 示 し、 兵 庳區は 最も 少ぃ。 神 戶區と 兵 庳區の 相 異れる 現象 は、 前 者が 商業の 


最も 旺盛なる 地區 なる と、 後 者が 古 來の兵 庫 を 中心と なせる ことと に 想到 すれば 

直に 首肯 せらる、 ので ある。 尙 昭和 五 年に 於け る 有配 偶 中 最も 多き 年 齡階铋 は 

二十 九歲 なりし が、 之 を 大正 十四 年の 二十 七歲 なりし に 比し ニ歲を 低下せ る は、 大 

い に 注目に 値する ものである。 

^生地 別人 出生地 別によ る 昭和 五 年の 神戶 市人 口， の 構成 は、 人 口 七十 八 萬 五 千 九 百 八十 一 

人 中、 縣 內 出生 は 五十 六. 五 ％ にして、 十 年 前の 大正 九 年に 比し 三. 三 艿を增 加 し、 縣 外 

出生の 減少 を 示せる を 見る。 此縣內 出生 者 中の 三十 八丄ニ  ％ は市內 出生に し て、 此 

率 は 大正 九 年より 七 人 ％ を增 して ゐる。 市內 以外の 縣內 出生 者 を 地方 別に 見る 

に、 津名郡 は 第 一 位 を 占め、 揖 保. 赤 穂. 飾 磨の 三 郡 之に 次ぎて 何れも 九 千 人 以上 を算 

し、 五 千 人 以上 を 占む る武 庫. 印 南 • 加 東 • 明 石. 祌 崎 • 美 囊の各 郡 及 明 石 市 之に 次 ぎ、 尼 崎 

市 出生 は 最も 少く七 百 五十人に 過ぎぬ。 叉 他府縣 出生 者 中 最も 多き は廣 島に し 

て、 岡 山 之に 次 ぎ、 共 に 三 萬 人 以上 を 占 め、 大 阪，德 島. 鹿 兒島は 何れも 二 萬 人 以上 を算 

して 之に つぎ、 一 萬 九 千 五 百 人の 香 川 更に 之に 次 ぎ、 是 等 六府縣 出生 人口 を 合算す 

れば、 旣に縣 外出 生者 總數の 約 四十 五 ％ を 占 め、 愛 媛. 和 歌 山. 京 都 は 何れも 一 萬人以 

上を算 し、 三 重. 東 京. 鳥 取 は 八 千人以 上、 山 nH 咼 知. 奈 良. 長 崎. 神 奈 川 • 石 川. 滋 賀. 島 根 • 福 島 
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殖民 地 及 外 

國 出生 者數 


神 戶兵庫 二 

區の 出生地 

人口 


他府縣 出生 

者の 分布 


神 戶市史 第 

各縣 出生 者 は 五 千 

尙 昭和 五 年の 殖 

め、 大正 九 年の 總數 

鮮 出生 勞働 者の 增 

四十 五 ％ を增 して 

占 め、 米 .英. 露 .英 頜 印 

祌戶市 內八區 の 

する は 兵庫區 にし 

之に 反して 縣 外出 

來の 因習に よりて 

自ら 縣 外出 生者 を 

る市內 出生の 最も 

べき なれ ど、 舊兵庫 

か 、 る 現象 を呈す 

昭和 五 年に 於け 


ニ輯 本 編 各說 上 

人 以上 を算 して ゐる 

民 地 出生 者 一 萬 三 

三千 百餘人 に 比し 

加に よる もので あ 

九 千 二百 六十 一 人 

度 等 之に 次ぎ 何れ 

昭和 五 年に 於け る 

て、 其 數同區 人口 の 

生者 は神戶 區に最 

縣內 出生 者 を吸收 

集む るに 至れる を 

多き に 反 し、 兵 庫 區 

は 其 後 非常に 膨脹 

るに 至った ので あ 

る 他府縣 出生 者の 


千 七 百 五十 二 

て 著しき 增加 


o 同年の 

ク し が、 此 

百 人 以上 

地 別人 口 

十五 艿に 

く 兵庫區 

に 反し、 神 

しむる の 

最も 少ぎ 


ら う 

と な 

も 三 

出生 

約 六 

も 多 

せ る 

想 ま 

に て 

し、 同 區內に 移住 流 

ら 5  0 

巿內 分布 狀况を 見 


人中 

を 示 

f 國 

中 中 

を算 

中、 縣 

に R 

戶 區 

で あ 


二 〇〇 

、朝鮮 出生 は 九十 二  ％ を 占 

せ る は、 其 原因 主として 朝 

出生 者 は 大正 九 年に 比し 

華民國 出生 者 は 七十 ％を 

して ゐる o 

內出 生者の 最も 多く 在住 

と し、 神 戶區は 最も 少 きも、 

も少 い。 これ 兵 庫 區が古 

は 新興 都市の 中樞 として 

る。 而 して 祌戶區 に 於け 

に 奇なる 現象な りと 見る 

入せ る 人口 夥し く、 こ 、 に 

鲁 

る に、 他 に 比して 多き を 占 


年齡 による 

出 生；^ 另 


むる 廣 島. 岡 山. 大 阪. 德 島. 鹿 兒 島の 五府縣 出生 者 中、 廣 島縣 出生 

以外に 多 く、 湊. 林 田ニ區 にて は 岡山縣 出生 最も 多 く、 而 も同縣 

を 始め 市の 中央部に 大阪府 出生 

の 他府縣 出生に 比して 遙 かに 多 

し て、 鹿 兒島縣 出生の 林 田 區を始 

係 を 想 察して 解 せらる 、もので 

多くして 三十 八 ％ を 占 め、 葺 合. 灘， 

めて 八 區中第 一 位に 居る は、 舊 來 

灘等 東部に 合計 十八 ％ を算 する 


せ 

來 

多 


生 

足 


き 

さ 


る を 特徵と 

，兵 庫 區に於 

の 商業 關係 

き 理由 はヹ 

束 州 出生 は 

の 祌戶區 に 

るが 如 く、 之 

る もので あ 

神 戶市總 人 

男 は 六丄ハ 人 

九 十 六 • 五 人 

は 女の 多く 

れば 年齡に 
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する。 湊東區 

て 德島縣 出生 

に 因る ものに 

場地帶 との 關 

林 田 區に曰 ぼ も 

六十 一 艿を占 

に 次ぎて 募 合- 

る  o 

口の 男女の 割 

多 けれ ど、 之 を 

と な リ、 縣 外 出 

して 縣 ^'よ ！nN 

よる 出生地 別 


合 は旣に 記した るが 如く、 昭和 五 

市內 出生と 市外 出. 生に 分て ば、 前 

生 は 百 十 四 • 六 人を算 せる を 見る 

する 移動に は 男の 著しく 多き を 

を 十四 歲 以下、 十五 歲 乃至 五十 九 


は 湊 東. 湊- 

出生 者 は 

も 多き 

き はぽ縣 

め、 蔓 〈一口. 灘 

あ ら う o 

-須磨 之に 

の 關係上 

こと も 亦 

年に 於て 

者 は 男 百 

は、 縣內ょ 

證す るに 

歲、 六 十 歲 


_須 磨の 三區 

全市に 普遍 

は 注意す ベ 

との 近世 以 

方面に 最も 

叉 殖民 地 及 

次ぎ、 外國出 

自ら 然る 所 

iTH 目す るに 

は 女 百に つ 

一 人 人、 後 者 

rev- する 移動 

外ならぬ。 

以上の 三階 
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神 戶市史 

段に 別ちて a れ 

す、 市 外出 生者 は 

七十 八 ％ を 占め- 

歲 乃至 五十 九歲 

のに 外なら すし 

る を 知る ので あ 

ほ誦 s^s 職業の 分配が 

特徵 

を俟 たぬ。 今昭 

にて は 市民 を 二 

何等 營利 事業に 

中、 有 業者 は 三十 

なる を 示 し、 殘 餘 

調査に て は農鑛 

區 別して 調査せ 

し、 商 業 之に つぎ 


第二 韓 本 編 各說 上 

ば、 十四 歲 以下 にあり 

二十 三艿に 過ぎす し 

，十四 歲 以下の 場合と 

の 所謂 生 產年齡 階級 

て、 人 口の 都市 集中な 

る o 

市民生活の 上に 於て 1 

和 五 年の 國勢 調査に 

大別して 有 業者と 無 

從 事せ すして 生活す 

一 萬 五 千 七 百 十四 人 

は 無 業者の 割合と な 

業 土 業. 商 業 H 父 通 業  <ム 

られし が、 其 割合 はェ 

て 三十 一入 人、 交通 業 


て は市內 出生 

て、 十五 歲 乃至 

全く 反 對の現 

が 明白に 市外 

る 近代の 一 の 

經濟 的に 將た 


二 〇 二 

者 は 七十 七艿を 占む る に拘ら 

五十 九歲の 市外 出生 者 は實に 

象 を 示して ゐる。 これ 此 十五 

より 移住 流入せ る 

文明 現象の か 、 る 


現 示せられ 


こ 


業者と な し、 營 

る を 後者と し- 

なれ  ば、 市民 百 

つて ゐる。 而 

務 自由 業. 家 事 

業 最も 多くし 

は 更に 之に 次 


を證 する も 

主因に 存す 


社會 的に 極めて 重 

る 職業に つきて 觀 

利 事業に 從事 する 

人口 七十 八 萬 七 千 

人に つきて 四十 三 

し て此有 業者の 職 

使用人. 其 他の 有 業 

て、 有 業 百 人中 三十 

ぐ も 十二 二 七 人に 


大 なる は 論 

る に、 此 調 査 

を 前者と し、 

六 百 十六 人 

人 は 有 業者 

業 をば 國勢 

者の 七 種に 

ニ丄 二人 を算 

過ぎぬ。 然 


十 年間の 有 

業者の 變動 


有 業と 無 業 

及 八 區の有 

業者 比較 


れ ども 

有 業者 

然し 

れば著 

昭和 五 

人を算 

ゐ た。 

其 合 

市民 

も の 


1  一一. 一 S 


と 


田 m: 

さ IP 


者續出 


多 き 

を 知る。 卽 


此 三者 を 合計 すれば 七十 六. 二 人の 多 

の 木 市產業 上に 占む る 地位の 甚大な 

ら此 三種の 有 業者が 總有 業者 中 

滅少 せる を 知る。 卽ち 大正 九 年 

檨 なれ ど、 其 率 は 昭和 五 年に 比 

は 三十 二 人、 交通 業 は 十八 丄ハ人 

大正 九 年 以降の 十 年間に 於て 

實に百 人中 十二. 五 人 を 減 す る 

雜 化に 因る ものなる ベ く、 尙 他 

きで あらう。 而 して 無 業者 は 

者 を 除 き、 幼 少 年. 婦 女 于老 年 等 

靑肚年 者 も往々 にして 無 業者 

戶市 人口 中、 有 業者に あ リては 

る を 想 はし むれ ど、 之 を 大正 九 

此十 年間に 有 業者 百 人中 女 は 
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きを 算 する に徵 すれ ば、 商 土丄ハ 夂 通 等 三 

る を 知る ものである。 


^ 力 

し く 

年と 

し、 商 

思 ふ 

- W 叭、、 

t 方 

業の 

見 る 

立 無 

に よ 

和 五 年 

は當然 


同 

き 

て 

、ベ 


申 

な 

ち 


し て 

に し 

此三 

に 至 


の 

年 


丄 


たる は 


占む る 割合 

工業の 占む 

甚だ 多く 

て、 其 合 計 

者の 占む 

P 

業に 進出 

貸 金. 社 公 

扶養者 其 

包含 せら 

リ 男の 有 

比すれば 


十 六 • 七 人よ リ 


は、 之 を 大正 九 年 

る實數 最も 多 か 

，有 業者 百 人中 三 

は 八十 八. 七 人 を 

る 割 <L 口に 各變動 

，一 は 市の 產 業の 

せる 者 ある を も 

債. 株券 等の 所得 

大部分 を 占 め、 之 

る、 の實 情に あ 

業者 多く、 無 業者 

其 間に 著しき 變 

二 十 一， 三人に 增 

二 〇 三 


し 及す 

タ しま 

十九 丄ハ 

を來 し、 

變 移と 
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に奇る 

に 失業 

つ た。 

に 女の 

動 ある 

加し、 無 


八區の 職業 

別 有 業者 比 

較 
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業者 中の 女 は 七十 人より 六十 六. 七 人 

象に て、 女子の 職業 上に 於け る 進出の 

而 して 神 1G. 市 八 區中有 業者の 最 

を 算 し、 祌 戶.葺 <!> 兵 庫の 三 區は四 

何れも 三十 五 人 以上に して 更に 
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十 八 八 ％ の 多き を算 し、 從 つ 

ので ある。 
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事 し、 祌 戶 區 の 
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の あ 

東 區 

占 め 

區 ま 

地域 

商 土- 

之 に 


レ こ 

る を 

に し 

て 之 

三十 

に 多 

交通 

公務 


の 占む る 

す る に、 隆< 

す、 灘. 湊. 林 

占めて 第 

低位に g 

十三 ％ 之 


二 〇 四 

れ 大いに：：：；：： すべき 現 

想 はしむ る 資料で あら 

て、 同 區 人口 百 中 四十 七- 

に  次ぎ、 林  田 .灘. 须 S£ の 三 

三人 餘 にして 最も 少き 

くし て、 商業地 域 に少き 

の 有 業者 は、 總有 業者の 

自由業 を 加算 すれ ば實 

割合 は 甚だ 僅少なる を 

-鑛. 水 產の 如き 原始的 生 

田 之に 次 ぎ、 湊 束. 兵 庫 は 

一位に 居  > 、葺 合 • 兵 _s は 

る。 商業に 於て は湊^ 

に 次 ぎ、 兵 庳，葺 會湊 .灘. 林 


田の 順序 を 以て 更に 之に 次 ぎ、 最 低位の 須磨は 約 二十 四 ％ に 過ぎぬ。 交通 業 は湊 


產業 上の 地 

位 別 比較 


區の約 十四 

十四 ％ 最も 

の 最も 多き 

1  一 ％ 、兵 庫 區 

の 「其 他の 有 

三 ％ に 達し 

昭和 五 年 

三 項に 區別 

四 人 中、 最 も 

% に當 ゥ、 單 

而 して 職業 

は 雇主 及 單 

合 多 けれど 

の 割 4 口 極め 


% を 最高と し、 神 戶區の 約 八 ％ 最も 少 く、 公 務及 自由業に て は 

多 く、 須 磨 .灘. 祌 戶 の三區 にも 比較的 多 く、 林 田. 湊 束に は少 く、 家 

は 神戶區 にして 十  一 ％ を 占 むれ ど、 林 田區の 如き 工場 地帶に 

小營 業者 多き 地 區は四 ％ を算す るに 過ぎぬ。 而 して 

最も 多き は湊區 なれ ど、 其 率 は 五 ％ を 超え す、 最 も少き 


の 如き 

業者」 の 

な い e 

の國勢 

) て馮 

I  一  一 一一； s 

多き は 

蜀ま 十 

別に 於 

獨に多 

も、 商業 

て少ぃ 


調査 は 有 業者 を 更に 產業 上の地位に よりて 雇 丰單 獨- 

査 せられし が、 之 によれば 祌戶 市の 有 業者 三十 一 萬 五 

使用人に して 二十 三 萬 九 千 百 四十 九 人を算 し、 總數の 

四. 七 ％  、四 萬 六 千 四百 五 人、 雇 主 は 九丄ハ 艿、 三 萬 百 六十 人 

ける 此 三者の 男女の 占む る 割合 を 見る に 農 .鑛. 水 產 業 

く、 女 にて は 雇主の 割合 多 く、 ェ 業に 於て： ^男女 共に 使 

は 之に 反して 男女 共に 雇 丰單 獨の 割合 特に 多 く、 從 つ 

リ 交通 業 は 其 性質 上 男女と も K 用人 多 く、 公 務.自 由 業 


湊區の 二 

事 使用人 

は 僅かに 

以上の 外 

須磨區 は 

使用人の 

千 七 百 十 

七十 五. 七 

に 過ぎぬ- 

にて は 男 

用人の 割 

て 使用人 

にて は 男 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 

にあり て は K 用人 多 く、 女 は 


對に 多き は當然 

次に 有 業者と 

も 多數を 占む る 

二  ％ を 占め 三 十 

十四 歲各 之に 亞 

て零歲 乃至 十四 

少く、 以下 年齢の 

首 $E し 得らる 、 

總 人口に 於け 

亦 男の 超過 を 示 

五十 一 .五 ％ に 過 

るに 無 業者の 場 

合の 著しき もの 

有 業者 にあり て 


とすべ きで 

無 業者の 割 


は 十五 

歲 乃至 

ぎ、 以 下 

歲 最も 

上昇す 

ので あ 

る 男の 

して ゐ 

ぎ ざれ 

な 口に ま 

ある を 

は零歲 


歲乃 

二 十 

順次 

多 く 

る に 

る o 

女 に 

る o 


各說 

。早蜀 こ 

あ る Q 

合 を 年 

至 十九 

四歲は 

滅少を 

有 業 中 

伴 ひて. 


上  二 〇 六 

多 く、 家 事 便 用人に ありて 女の 占む る 割合の 絕 


歲 

示 


る 


超過す 

而 して 

ど、 後者の 場 

女の 超過 割 

示して ゐる。 

乃至 三十 四歲 


合 

合 


別により て觀 察す 

に し て、 こ の 割合 は 

に 次ぎ、 三十 五歲乃 

して ゐる。 無 業の 

も 多き 十四 歲乃 至 

業の 割合 を增 加す 

は 一 般的 現象 なれ 

者の 場合の 男の 女 

にて は 七十 八. 七 ％ 

は 六十 六 A  % に 達 

今 之 を 五 歲每に 分 

の 七 階級に 於て 漸 


る に、 

此年 

至 三 

場合 

十九 

る こ 

ど、 有 

に 比 

の 多 

て る 

次 に 


先 づ有業 

齡 階級 總 

十 九 歲， 四 

は 有 業の 

歲は無 業 

とも 當然 

業者の 場 

して 超過 

きを 示し 

業者 中 女 

年齡 別に 

增 加し、 三 


者 


十 


な 

見 


- ) A、、 

ク 糸 

歲乃 

合 に 

於て 

rn\ と 


て 最 

六十 

至 四 

反し 

最 も 

し て 


て も 

合 は 


_  ； 八、、 

It 方 

る 割 

るる C 然 

占む る 割 

る に、 男 の 


十歲 乃至 三 


商工 關 係の 

世帶主 


男女 別によ 

る 地位 


十四 歲に 至リて は 

零歲 乃至 十四 歲の 

四歲 にて は 僅かに 

も 其 率 は いふに 

至 十四 歲を 除け 


る 

ひ- 

從 

人 


市 


九十 三 

相對的 

商工業 

る. p 自 

つて 人 

の 中、 有 

世帶主 

こる を 


人に 垂ん 

增加 は、 何 

の 神戶市 

ら 然ると 

口 增殖の 

業 世帶主 

中 商工業 

證 して 餘 

世帯主 を 


實に百 人 

三階 級 に 

十三 人に 

足らぬ o 

V< せハ 也 ま 

として ゐ 

れも 女子 

に 占む る 

ころに し 

因 を 成す 

は 百 人中 

に關 係す 

り ある も 


中 八十 七 人 を 占めて 最高の 割合 を 示 し、 女 にあ タては 

あ 


ナ 

此有業 

場合に 於て、 百 人中 雇主 は 十八 人、 單 獨は 二十 


雇 主 .單 獨. 使 


ク て百ス 中 四 

過ぎざる に至リ 

男の 無 業者の 割 

漸次 に增 加し、 三 

る。 蓋し 年齢 階 

の 相對的 增滅に 

地位の 重要な る 

て、 而も 其 商工業 

ので ある。 され 

八十 九 人 を 占， 

る 者 は 百 人中 六 

ので ある。 

用人の 三 項に 


十 一 人の 割合 を 示し、 

以下 年齢 を增 加す る 

合の 少きは 想像 せら 

十歲 乃至 三十 四歲に 

級の 上昇に 從 ひて、 有 

支配 せらる ゝが 如く 

に 徵 し、 世 帶 主の 職業 

は 愈.. 複雜 化し、 多數の 

ば神戶 市の 世 帶主總 

、無 業 世 帶主は 十 一 人 

十五 人の 多き に 上れ 


三 

る 

方 


で 

從 


區 分 し、 之 を 男女 別に 

三人に 過ぎ ざれ ど、 K 


る 


分 


十歲 乃至 

從ひ 稍， 增 

れ ど、 女 は 

て 極まり 

者 或は 無 

あ る C 

亦 商工 を 

屬 者を扶 

十七 萬 四 

過 ぎ す、 而 

は、 以 て 商 


三十 

力 す 

零歲 

、百 人 

業者 

主と 

養し、 

百 三 

も 有 

ェ 者 

-、 女 の 
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ち 葡る 

用人 は 五十 九 人 

二 〇 七 


有 業 世帶主 

の負擔 


に 達し 

に 多き 

下と な 

的に 男 

よ h\ て 

示 し、 而 

を 示し 

昭和 

三 人 に 

殘餘の 

而 して 

帶 平均 


神 戶市史 第二 辑 本 編 

てゐ る。 此有 業世帶 

は 固よ， o- にし て、 各 職 

ク、 地 位 別にて は 雇主 

に 多くして 九十 九 A 

占有 せら れ、 公 務. 自 由 

して 有 業 世 帶主中 家 

てゐる ◦ 

五 年の 神戶 市の 人口 

し て、 其 中 有 業 世帶主 

六十 三 萬 四千 二百 七 

祌戶 市の 一 世带 平均 


各說 上  二 〇 八 

一の 各 職業に 於け る 男女の 割合に ありて は、 男 世帶主 

十 人 以上 を 占 め、 女 は 十人以 

上、 單 獨 にて は 交通 業 は絕對 

あ 

六 


業に 於て 何れ 

にあ リては 男 

人 を 占めて ゐ 

業に 於ての み 

事 使用人に 於 


より 多く 扶養せ るが 

る有檨 なれば、 有 業者が 無 業 

一. 四 九 人に 過ぎす し て、 有 業 

之に よりて 觀れ ば、 一 世帶に 


も 百 ス中九 

は 九十 人以 

る。 其 他に 

女 は 十 九 • 四 

ける 女 は、 其 


リても 八十 人 以上 は 男に 

を 占めて 最も 多き 割合 を 

十五 人 を 占め て 特に 多き 


は 七十 八 萬 五 

は 十五 萬 一 千 

十三 人 を 扶養 

は 四 • 四 二人な 

如く なれ ど、 而 

者 四十 七 萬 二 

世帶 主の 負擔 

一 人 以上の 有 


千 九 百 八十 

七 百 八 人な 

する もの-と 

れ ば、 有 業 世 

も 有 業者 は 

百餘 人を扶 

との 差 は 三- 

業 者  ある  を 


一 人、 其 世 帶主は 十七 萬 四百 

れば、 若し 此有 業世帶 主が 其 

せ ば、 一 人當 四. 五 一 人と なる。 

帶 主の 扶養 人數 は事實 上世 

三十 一 萬 五 千 七 百 人 を 超 ゆ 

養す る ものと 見れば、 一 人當 

O  二人に 達して ゐ る。 卽ち 

示す もの にして、 祌戶 の生產 


組繒の 共同 生 產卽ち 共 稼の 状態に ある を證 する に 外ならぬ。 今 昭和 五 年の 此事 

實を 二十 二 年 前なる 明治 四十 一 年の 市勢調査の 結果 に 比すれば、 愈.. 其 然る もの 甚 

だしき もの ある を 知る ので ある。 若し 夫れ 昭和 五 年の 雇主 及 單獨の 二者 合計 六 

萬 二 千 三百 七十 六 人 が、 其 使用人 及 無 業 家族 を 直接 及 間接に 扶助す る ものと 見れ 

ば、 實 に 十一. 六 人の 負擔 となる ベ く、 之 を 明治 四十 一 年に 獨立經 營者五 萬 六 千 五 百 

餘 人が 其 殘餘の 二十 八 萬 三千 七 百 餘人を 扶助す る ものと して、 一 人負擔 五 •〇 一 一 ん 

なリ しに 比すれば、 祌戶 市の 經濟 組織 は 過去 二十 二 年間に 二倍 を 超 ゆるに 至リし 

を 想 ふべ きで あら う。 

有 副業 者 昭和 五 年の 國勢 調査に 於て は 特に 副業に 關 する 調査 を 行 ふこと とし、 木 業との 

區別を 設け て、 「從 事す る 職業の 二種 以上 ある 場合 主なる もの ゝ 一 を 木 業と し、 其 次 

に 主なる もの を 副業と 稱 し、 主 なる 職業と は 主として 一 身を委 ぬる もの を 云 ひ、 之 

によ リ區^ し 難き とき は收 入の 多き もの をい ふ」 と 定められた。 かくて 之に より 

て 調査せられ たる 結果 を 要約 す. れ ば、 祌 戶 市民 中 有 副業 者ば 三千 八 百 八十 人を算 

し、 巿內 八區中 林田區 住民 は 最も 多くの 副業 を 有して 總數の 二十 四. 三 艿を占 め、 兵 

庫 # 合 .須 磨の 三區 之に 次ぎて 何れも 十 ％ 以上 を 占 め、 最 も少き は湊區 にして 約 五 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 ノニ上 


^夜間 人口 

密度の 比較 


% に 過ぎ す、 爾 餘 

有 副業 者 を算し 

. 近代 都市の 中 

難から さると こ 

固よ，^' な^' とせ 

資料と なすに 足 

於て 始めて 之に 

於け る 祌戶 市の 

は湊區 最も 稠密 

合 區の千 四十 四 

區は九 百 二十 二 

須 磨 ，灘 の ニ區は 

にして 最下位に 


の 三區は 十 ％ 乃至 五 ％ 

てゐる C 

心地 带に 於け る晝 間の 

ろなる と 同時 に、 夜 間 に 

らる、 C 此の 如き 晝夜 

る もの なれ ど、 而 も 從 

關 する 材料 を 供給す 

平地 面積 一 萬 坪の 人 


にして 千 百 五十 人、 兵 

人 之に 次ぎて 何れも 

人、 神 戶區は 八 百 二十 

共に 五 百 人 以下 なれ 

ある を 知る。 然るに 

密度に 至リて は、 市 內八 區の此 夜間の 

卽ち 全市 平均の 晝 間の 平地 一 萬 坪の 


來 

J1 ョー 


の 間に あ り、 而 して 男 は 女 

人口密度の 極めて 稠密な 

ありて は 其 反對の 現象 を 

の 人の 流れの 考究 は、 諸般 

其 調査 を缺 きし に、 昭 和 五 

に 至った。 卽ち 同年 十月 

密度 は 八 百 十三 人に して 

區の千 百 四十 二 人、 湊 柬 區 

千 人 以上の 密度 を 示せる 

人に し て、 湊區 に 比すれば 


二 一  〇 

に 比し 約 三倍の 

る ベ き は 想 察 に 

呈 する こと は 叉 

の 施設 經營 上の 

年の 國勢 調査に 

一 日 午前 零時 に 

，市 內八區 中に て 

の 千 八十 四 人、 葺 

も、 之 につぐ 林 田 

其 七 割に 過 ぎす、 


二 

ど、 前 者 は 四百 九十 二 人、 後 者 は 四百 五十 七 人 

從業 又は 通學の 場所 別 人口密度 卽ち晝 間の 

場合と 著しき 相違 を 示す を 見る の である。 

0 度 は、 夜 間より 八 人を滅 じて 八 百 七 人と な 


るに 過ぎ ざれ ど、 八區の 比較に 於 て. 夜 間 第 六 位に ありし 种戶 


從業 又は 通 

學の 場所 別 

人口 


十五 人を算 して 第 一 位に 居 り、 第 三位な りし 湊東區 は 千 二百 三十 

二位と な り、 第 二位な りし 兵 庫 區は千 百 二十 七 人となりて 第三 位 

僅かに 三人 を增 したる のみに て 千 四十 七 人と な リ、 侬 然第四 位に 

百 八十 人となりて 第 一 位より 第五 位に 下 り、 林 田 區は八 百 四十 六 

位より 第 六 位と な り、 之 につぐ 須磨區 は 九十 人 を 減 じ、 灘 區も 八十 

思 ふ に 灘區は 晝夜共 密度 最も 薄き 地帶 なる も、 晝 間 は 夜間に 比し 

を 减 じ、 明 かに 住宅地 區 なる を 示 し、 須 磨區の 夜間 四百 九十 二人が 

^少 せる と 其揆を 一 に し、 夜 間の 密度 第 一 位なる 湊 區が晝 間に は 

間 第 六 位なる 祌戶 區が晝 間に は 一 躍 第 一 位に 上れる は、 從業 若し 

別 移. 動 關 係の 著しく 影響せ る を 示す ものなる ベ く、 而 して 全市 八 

密度 を增す もの は 神 戶.湊 東の ニ區 のみに し て、 爾 餘の 六區の 悉く 

少を 示せる は 注意す ベ き 現象な りと い ふべ きで ある C 

更に 從業 又は 通學の 場所 別人 口 を 一 自宅 從業、 二 自區內 通勤 通 

ける 無職 業、 四 他區 よりの 通勤 通 學の四 項に 分ち て 調査せ る 統計 
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區は實 に 千 四百 

二 人となりて 第 

に 下 リ、 葺 合區は 

止 ま り、 湊 區は八 

人となりて 第五 

四 人 を 減じた。 

て 更に 八十 四 人 

晝間 四百 二人に 

第五 位に 下り、 夜 

く は 通學の 場所 

區 中、 晝 間に 於て 

夜間に 比して 減 

學、 三 通 學者を 除 

に 就 き、 其 第 四 項 

二 1 一 


神 戶市史 第二 輯本編 各說上  ニー  二 

の 割合の みを撿 する に、 灘區 人口 七 萬 四十 六 人 (以下 此數 字に は 市外より 市內 へ、 及 

市內 より 市外 へ の 通勤 通學 者を含 ま ぬ) 中、 他 區 よりの 通勤 通 學者は 僅かに ニニ  X 

を 占む るに 過ぎ す、 叉 三 萬 三千 九 百 六十 四 人の 湊 區、 六 萬 六 百 六十 四 人の 須磨區 も 

共に 殆ど 灘區と 其 割合 を 同じく し、 十 一 萬 六 千 二十 九 人の 葺合區 にて は 十 四. 五 ％ 

を 算 し、 十 萬 四千 三百 七十 四 人の 祌戶區 は實に 二十 九 入 ％ を 示 し、 晝 間 人口 增 加の 

主因 を爲 し、 七 萬 一 千 八 百 四 人の 湊東區 も 神 戶區と 事情 を 同じく する も、 其 率 は 十 

六. 五 ％ に 過ぎぬ。 次に 十三 萬 一 千 六 百 四十 一 人の 兵 庫區は 十九 丄 ％ を算 し、 六 萬 

五 千 九 百 九十 七 人の 林田區 は、 其 工場 從 業者 多き 事情に 由り 他區 よりの 通勤者の 

は B 像 せらる 、 も、 而 も 其 率 三十 ％ に 過ぎざる は、 比 較的 近距離に 住居 を 

濟的 事情 幷に同 區が其 利便 あるに も 由る と 解 せらる 、。 

年の 國勢 調査 は顯 著なる 社會 現象の 一 とし て、 住 居と 室 數の關 係 を も 調 

其 結果 を觀る に 、神 戶巿 陸上の 普通 世帶 十七 萬 五 千 六 百 二十 二の 有する 

五十 五 萬 千 二百 八十 八 室を算 し、 一 世帶 平均 三 • 一  四 室と なり、 一 室當 人口 

人と 計算 せられて ゐる。 而 して 住宅地 带 若しくは 住宅地 帶を 多分に 有 

室數の 割合 多 く、 ェ 業地帶 に其少 きを 見る の 結果 を 示して ゐる。 卽ちー 


高率なる 

定 むる 經 

住居と 室數 昭和 五 

との 關係 

查 せし が、 

總室數 は 

は ー丄 二八 

する 區は 


世帶 と室數 

の關係 


世帶當 室數の 最も 多き は 

に 之に 次ぎて 何れも 三 室 

下に あ り、 特 に 林 田 區は總 

は 注意す ベ きで ある C 

次に 世 带と室 數の關 係 

% を 占め、 三 人世 帶. 五 人世 

に 次ぐ も、 其 占む る 割合 は 

带を 除きて は、 世 帶の大 と 

之 を 見れば 三 室の 世帶は 

享 一 室. 五 室の 順位 を 以て 

な り、 七 室 以上に 至，^ て は 

も 最も 多くし て、 總 人口の 

全人 口の 七十 四 ％ を 占む 

する を 過 群 若しくは 過剰 

に 過ぎざる 世帶は 一 萬 七 
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須磨區 の 三. 七 〇 室に し て、 神 戶. 湊 .灘. 湊 

以上 を 占 め、 葺 合 • 林 田の ニ區は 之に 次 

室數 最も 多き に拘ら す、 一 世帶當 


を昆る に、 四 人世 帶の室 數は最 

帶 •】 一 人 世 帶丄ハ 人世 帶は 順次 之 

八艿に 過ぎぬ。 蓋し 一 萬 九 千 

なる に從 ひて 室數 

普通 世帶 中の 約 三 

之に 次ぐ も、 六 室 に 

更に 漸次に 減少し 

三十 二  ％ を 超え、 一 

る 事 は 注意す ベ き 

住居な りと a る 時 

千 七 百を算 し、 而 し 


の 減少 を 示 

十八 ％ を 占 

至りて 激滅 

てゐ る。 而 

子 三. 四 室の 

事象で あ ら 

は 、神 戶 巿 內 

て 一 室 平均 


も 


し 

し 


の 室 

多 く 

次 ぎ 

十九 

て ゐ 

て 第 

示し 
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種の 


う o 


あ 

A 三 


市、 .兵 庫の 五區 

ぐ も 何れも 三 

數の 最下位に 


し 

、七 

室 

二 

人 


て 總室數 の 

人世 帶は更 

を 有する 一 

0 更に 室數 

位に 居 リ、 三 

か に 三丄ハ 六 


順次 

室以 

あ る 

十八 

に 之 

人世 

よ rhN 


^ と 

人員 

計 の 


室の 世帶の 

帶 人 員 の 合 

に 二 人 以上 住居 

も 一 室 を 有する 

の 過 群 を 示す も 
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第 四 章 市の 膨脹 及び 充實 


地域と 其充 

.ぉ 


須磨 町の 併 

合 


明治 元年 神 

り、 五 十 餘年を 

る 市 域の 擴張 

に 明治 二十 九 

の 地域 を擴張 

し事實 は、 其 擴 

の條 件の 之 を 

市 域は擴 張せ 

域の 擴張を 外 

然しながら 

必要 を 痛感せ 

町 を 合併す る 

笫四章 


戶町及 兵 庫 町と 稱 せられた る 地 

經 たる 大正 八 年末の 市 域 も尙千 

僅かに 四 倍に 足ら す、 其 嘭脹洵 に 

年 四月 八 部郡湊 村. 林 田 村 及須磨 

せし 以來、 大正 九 年に 至る 二十 五 

張の 遲々 たる もの ある を證 する 

阻む もの ありし に 外なら す、 僅 か 

られ たる も、 大 勢 上い ふに 足らす 

にして 隔世の 感を 抱かし むる も 

世界 大戰 進行 中に 於け る 市勢の 

し め、 偶 t 東西 郊外の 急激なる 膨脹 

に 至った。 卽ち 大正 四 年 乃至 同 

市の 膨脹 及び 充實 


域の 面積 は 合 

二百 萬 坪に 達 

遲々 たりと 謂 

村の 內池田 村 

年間 市 域 の 變 

！. し て 


の 

八 


の 

力 

年 


面 

の 


し 

五 


內 


こ 


發 

年 


其 

立 


の 

を 


計 約 三百 萬 坪 に 止ま 

せ す、 卽 ち此 間に 於け 

ふべき である。 惟 ふ 

を 編入して 數百萬 坪 

更を 見る ことな かり 

原因 主として 地理 上 

利用に よりて 徐々 に 

の 充實に 至りて は 地 

である o 

は、 こ ゝ に 市域擴 張の 

促進し、 遂に 先 づ須磨 

に 須磨町 は 約 三十 割 

二 1 七 


の 人口 

,  正 七 年 

. づ須磨 

磨 ^ 皀 

を實施 

四十 二 

の 併合 

末に は 

測定せ 

東部 三箇町 須 §5 

村の 編入  / 

狀に甘 

後 困難 

問題 を 

之に よ 

市の 約 


神 戶市史 

を增 加し 

四月 以降 

町 併合の 

ち 武庫 郡 


第二 辑 本 編 各說 上 


) こ 

し *7 


萬 六 

に よ 

市 の 

ら る 

町 の 

ん づ 

な る 

解决 

P て 

三 割 


の で 

千餘 

P て 

全面 

、 に 

饼合 

る を 

し て- 

一. 七 

一 分 


-東 

市 


あ 

日ず 

,ィ 

匕 


ま 

成 

と 

よ 

ざ 

0 


三箇 町村の 人 口 增加も 亦 略 t 之 に 等しき 有檨 

此 東西 郊外の 町村と 併合に 關 する 協議 を 進 

りたれば、 東郊 町村 併合に 先んじて、 同 九 年 四 

せる 西須 磨. 束 須 磨. 板 宿？ K 手. 西 代. 妙 法 寺 .車， 白 


こ o 


て 市の 廣袤ー H 一一  九 方里と 測定 せら 


概算せられ たる 大正 八 年の市の 地域 は、 こ の 

割 五分 七厘 餘、 卽 ち 約 七 百 五十一 萬 坪 を 加へ 

千 八 百 九十 三 萬 七 千 七百餘 坪と な り、 廣 袤 三 


二  一  A 

な り 
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く け、 市政 機關 沿革の 章に 記せる が 如く、 相次いで 

に 昭和 四 年 四月 一 曰 を 以て 六 甲. 西 灘. 西 鄕 の 三 箇 町 

方里 約 五 百 八十 一 萬 三千 坪を增 したので あった。 


し を 以て、 大 
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都市 計畫區 神戶 市の 膨張に つきて 逸すべ からざる は 都市 計 畫に關 する 事項 なれ ど、 其 沿 革 

域の 決定 

は 之 を 土木の 條に讓 り 今 其决定 事項の みを錄 する。 神戶 都市 計畫區 域の 認可 あ 

りし は 大正 十 一 年 四月に し て、 同 十三 年 十 一 月 を 以て 施行 せら れ、 爾 後關係 規程 相 

次いで 决定 せられ 以て 今に 及んだ。 而 して 其 地域 决定の 理由 書に よれば、 神戶市 
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つたので あった。 然しながら 此 面積と い へ ども 其 六 割 一 分 は實に 山地 部の 占む 

ると ころ なれ ば、 利 用 面積た る 平地 部 は 僅かに 殘餘の 三 割 九分に して 面積 九 百 五 

十八 萬 坪に 過ぎ ざれば、 近代的 大都市と しての 施設 を爲 さんに は、 幾 多の 不便と 不 

市 域の 總面 利 と を 伴 ひ、 將來更 に擴 張せ ざるべからざる 狀 勢に あるので ある。 今 大正 八年以 

棟の 推移 

降に 於け る 都市 計 劃 課 測定に よる 總 面積と 山地 部 及 平地 部の 増加 を 左に 表示し 

て參考 とする。 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 上 
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地面 積 は 總體の 六 
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神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說 上  ニニ 二 

は 之 を 加算して 合計 約 六 百 二十 一 町 步の田 面積と ならざる ベ からざる に、 事 實 は 

約 五 百 三十 町步に 過ぎ す、 畑 にあ りても 八 口 計 二百 四十 三町步 となる ベ きに 拘ら す、 

事 實は百 五十 三 町 步を算 ふるに 過ぎ す、 卽 ち 是等は 何れも 宅地に 變換 せられたり 

と 見るべき である。 蓋し 土木の 條に 記せる が 如 く、 多 くの 耕地整理 或は 土地 區劃 

事業 完成の 曉に 於け る 宅地の 增加は 見る ベ きもの あるべ く、 市 勢の 膨脹 充實 自ら 

期して 待つべき であらう。 

有祖地 昭和 九 年 一 月 現在の 民有 有租地 各地 目 反別 は、 宅地 千 八 百 九十 一 町 五 反、 田 五 百 

IE ^另 

七 町、 畑 百 五十 町 三 反、 山林 二 千 六 百 十六 町 六 反、 原野 二十 三 町 二 反、 雜種地 三十 二 町 

六 反、 合計 五 千 二百 二十 一 町 なれば、 其 百分率 は 宅地 三十 六、 田 九. 七、 畑 三. 四、 山 林 五十、 

原野 及 雜種地 〇• 七に し て、 是 等 を 大正 七 年に 比すれば 宅地の 增加 最も 著し。 これ 

町村 編入に よりて 田畑の 著大なる 增加を 見し に拘ら す、 宅 地 へ の 地目 變換 の顯著 

なリ しを證 する ものに 外ならぬ。 而 して 大正 七 年に 於ても 山林 は 全面 積の 約 半 

ば を 占 め、 其 後町 村の 編入 あう しに も拘ら す、 昭 和 九 年 一 月に ありても 尙全 面積の 

半ば 以上 は 山林の 占む る を 見る は、 地 勢 上 已むを 得ざる 現象に し て、 之 が爲に 山地 

開發の 問題 起 リ、 旣 に 一部の 著 ェを昆 るに 至れる も 亦當然 である。 而 して 原野 及 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  ニニ 四 

通. 細 田 町. 神 樂町 尻 池 町. 若 松 町. 大 池 町. 千 歲 町. 常 磐 町. 日 吉 町. 大 橋 町. 腕 塚 町. 久 保 町 • 

一 一 葉 町. 庄 田 町 • 駒ケ林 町. 駒 榮 町. 野 田 町. 海 運 町 未 庄町. 長樂 町. 浪松町 等 數十箇 町. の 町 

名 附 設 决 定 し、 神 戶市两 部 一 带の 田畑 池沼 はこ 、 に 一 變 して 市街地と 化 し、 同 十 一 

年 一 月に は 長 田 村 コ ゥ ソゥ池 二 千 二百 坪の 廢止も 定ま り、 同 年 十二月に は 丙 代 耕 

須 磨區內 S 也整哩 施行に 伴 ひ 同村 內に水 笠. 御 屋 敷. 西 代. 山 下. 大 谷. 五 位 ノ 池. 戶 崎. 松 野の 各 通の 

宅地 增加 

町名 幷に細 田 • 神 樂， 戎 の 各 町の 一部 を設 くる ことと なった。 叉 同月より 兵 庫 港 地 

方會 下山 及湊川 町. 松 木通 等の 附屬 地に 來 山 町嗇 下 山 町 • 松 本 通 八丁 目 等の 町名 を 

附 し、 同 時に 長 田 村 內に大 塚. 長 田. 宮 川. 西 山 各 町の 一 部を設 け、 同 十二 年 十月に は 板 

宿 耕地整理 組合 地 區內に 寺 田. 大 田 .戎. 大 黑. 平 田. 庄 田. 飛 松， 前 池. 菊 池. 寶 田 • 養 老. 川 上. 神 

撫. 板 宿. 權 現 .大 手. 戶崎 等の 各 町名 を 附設し、 更 に 同 十三 年 二月に は 來須磨 耕地整理 

組合 地 區內に 於て 上 細 澤卞 細 澤. 寺 畑. 山 畑， 兼 廣卞 兼 廣丄 堀 內卡 堀 內^ 寺 田. 中 寺 田. 

西 寺 田卡 寺 田. 戶 政丄 中 島卞 中 島. 稻 葉. 松 風. 村 雨. 磯 馴. 衣 掛. 若 宮. 北 手 崎丄 手 崎卞 手 崎. 

廐 取. 古 川. 小 寺. 外 濱 等の 町名 も 附設と 定ま リ、 こ 、 に 大正 九 年 新に 編入せ る 地方 は 

. 漸次に 開拓 せられて 發 展の緖 につく に 至った のであった。 

大手 尻 池 及 大正 十三 年 六月 大手 耕地整理 組合 地 區內に 於て 大 田. 戎 の 二 町名の 一部 を 附^ 


$1 め lg し^ サ匹寺 三月に は 長 田 村有のお ノ池 所在の 二 溜池、 片山町 所在の 五 溜池、 寺 池、 笠 

灰 所在 溜池、 两山町 所在 二 溜池 等 合計 約 一 萬 坪 及 重 池 四千 三百 八十 坪を虚 分す る 

ことと なり、 同年 十二月に は 束 尻 池 村內に 於て 御崎. 材木の 二 箇町を 命名し、 同 十五 

年 六月に は 御崎 村 及 來尻池 村內に 於て 濱中町 を、 西 尻 池 村に 於て 中 村 町 を 附設し、 

^ 崎？^ 尻 池. 今 和 田 新田に 於て 御崎 木 町を設 け、 同 年 七月に は 葺合町 及 熊內町 所お 

地に 於て 各 一 部 を 上 筒井 町. 野 崎 通. 籠 池 通に 編入し、 別に 中 尾. 熊內の 二 箇町を 新設 

し、 來两尻 池 村に 於て 其 一部 を 朿尻池 町. 濱添通 * 藻 通 等の 旣設 町名に 編入し、 昭和 

二 年 十二月に は吉田 新田 及 東 尻 池 村に 於て 遠 矢. 吉 田. 金平. 高 松の 町名 を附 した。 

蓋し 是 等の 新 町 開設 は必 すし も 宅地の 增 加を證 する ものに あらす して、 中に 次 字 

名の 混淆 を 整理し、 餘剩を 編入せ る も あれ ど、 而も 之に 伴 ひて 池 目の 變換も  一 了 ま、 

市街 膨脹の 因を爲 せる は 疑 はざる ところで ある。 

0^ 昭和 四 年 六月に は两 代に て 五位ノ池 町の 改稱 編入 を 行 ひ、 同年 八月に は 池 田 村 

. に 於て 舊字を 池田廣 町. 池 田 上 町. 大 道 通. 細 田 町 • 連 宮通及 两尻池 三 葉 • 駒 榮. 西 尻 池 • 駒 

ケ林. 野 田. 海運 • 木 庄 A 樂. 浪 松の 各 町に 編入 改稱 し、 同時に 大手 村に 於ても 周圍と の 

關係 上、 萧字 をば 大 手 .權 現. 大 池. 大田. 戎の諸 町に 編入 改稱 し、 九月に は 筒井 町 を  一 丁 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上 

目 乃至 三 丁目に 分 ち、 十 月に は 小 河 通 及 

昭和 五 年 二月に は 丙 灘村第 六 耕地整理 

玉 等 諸 通の 町名 を 附設 し、 前 年 編入 町村 

發展 に順應 せんとした。 次いで 同年 七 

昌 寺 町 • 神 撫 町. 養 老 町 • 平 田 町 .戎 町. 前 池 町 

於ても 同月 舊字を 梅ケ香 町 • 東 尻 池 町 等 

外 墓 跡の 市 凑两區 有の * 墓地 R 個人 有の 土地よ リ 

街 地 

をば 口 一  里 山に 移轉 し、 其 跡地に 小學校 

るの 狀 勢なる を以 て、 此 地域 を 川 中 町と 

來の 墓地に して、 其 面積 八 千 九十 一 坪と 

加 ふべ き は 充分に 想 察せら る 、地域で 

«w 北部の 昭和 五 年 七月 板 宿に 於て 扳 f 明 神. 川 

組 替を行 ひ、 十 月に は 長 田 土地 區劃 整理 

池. 前 原. 房 王 寺. 大 丸. 寺 池. 片 山 • 名 倉. 長 田. 天 

せる 名 倉 .片 山？ K 塚. 長 田 諸 町の 一 部 を 追 


二 1 1 -\ 

二  二. K 

長 田 一 番 町に 於て 一 部の 組 換改稱 を 行 ひ、 

組合 地 區に於 て、 新 に 箕 岡. 高 尾. 五 毛. 藥 師.國 

に 於け る 町名 附設の 先鞭 を附 して 以て 其 

月に は 板 宿に 於て 明 神 町， 板 宿 町. 川 上 町. 蹕 

等に 改稱 若しくは 編入 を 行 ひ、 束 尻 池 村に 

に 編入して 町 域 を 正し、 同年 五月に は從來 

成る 一 區劃字 鐘 鑄 場 卽ち外 墓 一 带の 墳墓 

を 建設し、 之に 伴 ひて 家屋 を 新築 せんとす 

改正す る ことと した。 蓋し 外 墓 は 兵 庫 古 

測定 せら れ、 墓 地移轉 によりて 頓に 發展を 

あった。 

上. 神 撫.禪 昌寺 等の 町名 を 新設 し、 或 は 編入 

組合 地 區幷に 隣接 區 域の 舊字 を廢し て、 重 

神 等の 諸 町名 を 新設し、 大正 八 年 六月 新設 

加 し、 以 て 長 田 村 北部 發展の 因 を 造 り、 同 六 


東須磨 方面 

の 市街 


灘區內 の 整 

理 


西須 磨の 整 

理 


年 二月に は 池 田 村有 惣谷 池 蠱 ケ池及 引谷 所在 

分 を决定 し、 同 年 七月に は 束須磨 耕地整理 組合 

^須磨 南 町 • 同 北 町. 月 見 山 本 町. 月 見 山 町. 長 池 町， 

の 町名 を 新設し、 尙上 細 澤卞 細 澤 夫 田卞 寺 田. 兼 

村 雨. 磯 馴丄 手 崎卞 手 崎. 外 濱. 若 宮. 衣 掛. 小 寺の 各 

劃 を 整理 し、 同 月 更に 都賀 土地 區劃 整理 區 域に 

幘 子の 各 町名 を 新設す る ことと な リ、 同 時に 两 

倉 石. 中 原. 福 住 夫 城 • 畑 原 • 赤坂丄 野の 新 町名 を附 

國 香丄 野 • 赤 坂. 天 城 • 福 住. 中 原. 倉 石 永 道 筋. 靑 谷 主 

灘第七 耕地整理 地 區內に 於ても 將軍 ？祌 ノ 卞 

通の 新 町名 を 設け 以て 東部の 發 展に資 

する こ 

同年 十月に は 主として 西須 磨に 於て 離宮 前 町- 

西 町. 須磨寺 町 • 千 守 町. 關 守 町. 高 倉 町. 潮 見 臺 町. 須 

十二月に は 俚俗 再度 筋と 稱 せる 神 戶港也 方の 

俗稱を 整理した。 

第 四 章 市の 膨脹 及び 充實 


三 溜池 合計 約 六 千 六 百 坪の 廢止處 

及 北 野 土地 區劃 整理 地 區內に 於て 

-椎ノ 木 町. 東 細 澤 町. 山 畑 町. 水 野 町 等 

廣. 東 寺 田. 戶 政 • 堀 內. 中 島， 稻 葉卞 中 島. 

町に も 其 一 部の 舊字を 編入して 區 

於て 祌 前. 辰 中. 花 園. 前 手 • 稗 原. 琵 琶. 烏 

灘村 耕地整理 區域內 にても 水道 筋. 

し、 西 灘 第五 耕地整理 地區內 にても 

子等 新 町名の 下に 各 丁 を 新設し、 西 

通. 千 旦 通 • 上 河 原 通. 下 河 原 通. 鹿 ノ 下 

と 多大なる ものが あった。 踵いで 

-行 幸 町. 天 神 町. 須磨木 町. 櫻 木 町. 離 宮 

磨 浦通丄 ノ 谷， 町 等の 町名 を 附設し、 

一 部 を 再度 筋 町と 改稱 して 多年の 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  ニニ 八 

灘區 方面 一 ほ 和 七 年 七月に は 八幡 土地 區劃 整理 組合 地區の 事業 成れる を 以て、 赤 松舍 和. 山 

1^1 の 街 の 

整理  田. 宮 山 • 高 羽 字 楠 丘. 濱 田の 町名 を附 し、 六 甲 八幡 土地 區劃 整理 地區 にあり て は八& 

日 尾 • 森 後. 永 手. 深 田. 備 後. 櫻 口. 友 田 .濱 田 等の 町名 を附 し、 或 は 隣接 町名と 連續 せしめ、 

同年 十月に は篠原 土地 區 劃の 施行に 伴 ひて 舊字 をば 大土ケ 平 町 .條 原 北 町. 條 原 木 

町. 條 原 中 町. 條 原 南 町と 改稱 し、 一 部 をば 將軍 通 永 道 筋. 中 原 通. 畑 原 通. 天 城 通 等に 編 

入 し、 更 に 八 幡. 篠 原 • 都 賀三村 中 八幡 及篠原 土地 區劃 地區 外の 舊字地 をば 篠 原木 町. 

条原南 町と 改稱 し、 其 殘地 をば 永 手 入 幡. 日 尾. 友 田の 各 町 及 水道 筋. 中 原 通 蚤 石 通 等 

に 編入し、 更に 同年 十 一 月に は 西灘第 一 及第 三 耕地整理の 施行に 伴 ひて、 同地 區及 

也區 外の 舊字 をば 改稱 して 水道 筋. 岸 地 通. 大 內 通. 城 ノ 內 通. 泉 通. 灘 北 通. 原 田 通 主 子 

町なる 町名 を附 し、 同時に 西灘 第二 耕地整理 組合 地區に 於て は、 灘南 通. 船 寺 通. 都 通 

の 町名 を 附設 し、 更 K 同 八 年 三月に は 篠原村 勝 岡 山 及 日 柳 山 所在の 四 溜池 合計 二 

千 七百餘 坪の 廢止處 分 を 爲す等 整理す ると ころ 多 く、 爲 に 束 部の 從來 迂餘 曲折 钕 

雑な りし 田畑 原野 はこ  >  に 整然たる 街衢と な り、 異 常なる 其 地區の 發展に 順應す 

るに 至った のであった。 尙都賀 川. 生 田 川. 新 湊川及 天井 川 等の 改修に よりて、 數萬 

平の 宅 也の 造 * を 見た る こと は、 土 木の 條に 記す が 如くで ある。 


海面 ||き 宅地の 增加は 以上の 如く 其 土地の 整理 開拓に よりて 年々 著しく 增加 し、 今 や 空 

力の 趨勢 閑地 或は 田畑 は、 两 部に ありて は 殆ど 見る を 得ざる に 至 リ、 其 西北 部に 於て 藉態を 

止む るに 過ぎ K 朿 部に ありて は 未だ 多くの 空閑地 及 田畑 を 殘せリ と 雖、 こ れ亦日 

を逐 ひて 宅地と な り、 P  口 年を逐 ひて 增殖 せんとす る現狀 にある。 而 して 祌戶市 

の 巿域は 町村 編入に よりて 急激に 擴張 せら るれ ど、 其 外に も 巿域は 事實上 年々 擴 

張せられ つ 、あ り、 こ れ卽ち 海面の 利用 埋立 による ものである。 今是等 海面 埋立 

の 完成して 市 域に 編入せられ たる 年次と 面積と を 見る に、 先 づ 大正 八 年 九月 濱邊 

通  一 丁目 地 先 九 百 五十 三 坪 を 同町に 編入 し、 同 十四 年 七月に は 海岸 通 三 丁目 地 先 

. 二 千 四 坪、 同 四 丁目 地 先 三百 四十 八 坪、 同 五丁目 地 先 千 百 五十八 坪、 同 六 丁目 地 先 三 

百 四十 四 坪 を 各 其 町に 編入し、 尙曩に 同 七 年 第 一 期祌戶 築港 計 劃に 基く 埋立地 八 

萬 三千 餘 坪の 中、 驗功 せる 七 萬 四千 餘 坪に 對 して は、 之 を巿域 に 編入して 旣に新 港 

町の 町名 を附 せし が、 昭和 五 年 七月 其 殘部八 千 七 百 七十 八 坪餘の 埋立地 亦 成りし 

を 以て 之 を 新 港町に 編入す る ことと なり て、 こ 、 に 第 一 期 築港 計 劃に よる 埋立は 

一 K 落 を 劃し、 同時に 海岸 通  一 丁目 地 先 埋立地 一 千 百 十七 坪餘を 同町に 編入した o 

踵いで 同 七 年 七月に は^ 藻 島 地 先 埋立地 八 千 六 百 三 坪餘を 編入して^ 藻 島 町 二 
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神戶 都市 計 

畫 地域の 決 

定 


防火 地區の 

決定 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 

丁目と 命名 し、 駒 榮町  一 丁目 地 先 同 


一 萬 九 百 六 

五月に は 岩 

同 九 年 三月 

の埋 立に よ 

外に 祌戶製 

し 第二 期修 

係 よ り、 將 來 

向に ある は 

土木の 條 

公告せられ 

る 、 ことと 

十三 年 十一 

は 頓に充 實 

こ據る もの 


十六 坪 餘には 日出 町 四 

屋地先 同 九 千 九 百 四十 

にも 岩屋 地 先 同 九 千 六 

りて 大正 八 年 以降に 於 

鋼. 川 崎 造 船. 小 泉 製麻 等 

築 計 劃 竣功の 曉 には更 

海面の 埋立は 山地 開發 

生 目に 値する。 

に敍 したる が 如 く、 神 戶 


上 

二 千 二百 二 十 坪 餘は同 

丁目と 命名して いづれ 

二 坪餘を 編入 

百 七十 六 坪に 

て 市 域 を增す 

事業 會社 の埋 

に 十 萬 坪を增 

と共に 重要な 


こ と 4, 口 さ 


して 日出 

日出 町 二 

111-5 

立た る も 

加す ベ く 

る 宅地 增 


こ 


都市 計 劃區域 

る は 大正 十 一 年 四月に あり て、 三 千 


の 幾多の 

三百 萬 坪 

な タ、 か くて 先づ同 十二 年 二月 一 日より 防火 地 

月 一 曰よ リ 商業 ±業. 住宅の 三 地域 指定 施行せ 

比 防火 地區は 市街地 建 


せんとす る に 至つ 


二三 〇 

町に 組 入れ、 岩屋 地 先 同 

も 市 域を擴 張し、 同 八 年 

町 三 丁 目と 命名し、 更 に 

丁目と 命名す る 等、 海 面 

約 六 萬 二 千 百 坪を算 し、 

の 約 六 萬 五 千 坪 あ リ、 若 

，而も 祌戶 市の 地理 的關 

加の 因た らんと する 傾 

推移 を經 たる 後に 决定 

の 地域に 於て 施行 せら 

區の 確定 を 見、 踵 いで 同 

ら れ、 是 によ リて 其內容 

築 物 法 第 十三 條の 規定 


して、 火災の 都市 保安 上に 於け る 最大 脅威なる こと を認 め、 震 災. 風 災 


其 他 非常の 際に 於け る 各種 災害 叉 之に 歸著 する 所な りと し、 從 つて 都市の 勿 

は 耐火 構造たら しむる を 原則と すれ ど、 木 邦 都市に あうて は、 經濟 上、 習慣 上 卒に之 

に據り 難く、 從 つて 特に 重要なる 地區 にの み 防火 構造 を 規定し、 之 を 三種に 類別し、 

第一 に は 甲種 防火 地區 として 元 外國人 居留地の 一 帶に 亙リ、 築港 を 擁する 祌戶市 

の中樞 たるべき 區域 を限リ て、 燃燒性 建築物の 存在 を 禁じ、 第二に は主耍 街路 兩側 

叉 は 片側の 地帶 にして、 主として 市の 中樞 部に 接する 主要なる 街路に 沿 接する 地 

域 を 指定し、 第三に は 土地 發 達の 現狀の 甲種 防火 地區 として 指定し 難き 地 區を乙 

g 種 防火 地 種 防火 地區 とし、 市內各 町の 主耍 街路 兩 側の 地带を 指定した 卽ち 第一 は 元 居留 

地 一 帶及 三宫町  一 丁目の 一 部、 第二 は 三宮町 T 二  丁 目、 元 町 通  一 丁目 乃至 六 丁目、 榮 

町 通  一 丁目 乃至 六 丁目、 榮町通  一 丁目より 海岸 通  一 丁目 迄、 福 原 町 八 十八番 池 先よ 

り 古湊通 四 丁目 迄 は、 兩 側に 於け る 建築 線と 之より 六 間 を 後 返せる 線との 間に 在 

る 建築 敷地 を 指定し、 尙 海岸 通  一 丁目 乃至 五丁目の 北側、 相 生 町  一 丁目より 東 U 奇 

g 種 防火 地 町  一 丁目に 至る 間の 南側 も 之に 準せ しめ、 第三の 乙種 防火 地區 として は 上 W 井 i 

二  丁目 乃至 熊內町 間、 加納町 ニ丁冃 乃至 四 丁目 間、 加 納町三 丁目より 山手 通. 楠町丄 

澤通を 經て四 番町七 丁目 を 左折し、 梅 ケ香町 二 丁目よ トン 南 逆瀨川 町に 至る 間 、南 町 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上 

三 丁目より 多 聞 通 二  丁目に 至る 間、 下 0 

に 至 る 間、 下 澤通  一 丁目より 大 開通  一 丁 

て^ 坂 通 二  丁目に 至る 間、 丙 出 町より 築 

町に 至る 間の 各兩 側と 定 め、 同 時に 乙種 

戊 種 は 十八 尺と して 其 路線 を 定めた。 

道 路. 河 川. 自 由 空地 等の 地 物の 位 置、 過 去 

布、 土地の 用 途、 繁 榮の 程度 幷に將 來の發 

りし こと は洵に 多と すべ きであった。 

商 H 住宅地 商工業 住宅 等の 各種 地域の 設定 は 都 

域の 條件 

計畫 之に よりて 則る 所 を 知る もので あ 

域 は生產 能率の 增進 を、 住宅地 域 は 安静 

商業地 域と 揮す るに 足る ベ き 地域 を 定めねば なら 

其 面積 

方 神 戶港を 中心とする 下町 一 帶の 部分 

稍 ，備は り、 築港の 完成 も 亦 近き にあれば- 

と定 むる に 足る としこ 、 に 其 指定 を 見 


園 町より 楠 町 六 丁目 を 經て多 聞 通 五 丁 H 

目に 至る 間、 多 聞 通 二  丁  HH より 永澤 町を經 

島 橋 北 詰 に 至る 間、 濱 崎 通  一 丁冃 より 切 1：； 

軒 高 最低限 度 を 四十 八 尺、 丙 種 は 三十 六 尺、 

惟 ふ に 其玆に 至る 迄に 地勢 風向 を 考慮し、 

に 於け る 火災の 歷史、 現存 耐火建築 物の 分 

達 等 を 考究 綜合して 決定 を 見た る ものな 

市計畫 上の 根本的 事項に して、 百般 施設の 

る。 而 して 商業地 域 は繁榮 利便 を、 工業 地 

快適なる を 要すべ く、 從 つ て 各其特 徵を發 

ぬ。 卽ち此 基本 條件 によりて、 先づ 市の 南 

は、 土地 平坦に して 街路 略.. 整 ひ、 交 通の 便 叉 

，之 を 土地 發 達の 現 狀ょリ する も 商業地 域 

た。 卽ち其 面積 約 二百 五十二 萬 坪に して、 


全 平地 资千七 百 七十 萬 坪の 十四 三 ％ に當 り、 其 內市內 は 二百 十九 萬 坪、 郊 外 三 十 三 

萬 坪、 兩 者に 包 擁せら る ゝ 住宅 總 延坪 合計 百 四十 七 萬 坪と な え 叉 此 商業地 域の 三 

年後の 飽和 人口 は 四十 一 萬 九 千 人なる べしと 推定 せられた。 其 地域 內の 町名 は 

左の 如くで ある。 

商業地 域の  一、 神戶 市內 

に- ぞ 

. 3 左記 區域內 に 在る 建築物の 敷地 

卜 海岸 通. 前 町. 仲 町. 西 町. 裏 町. 明 石 町. 播 磨 町 .浪 花 町. 京 町. 江 戶 町 • 伊 藤 町お 町. 北 町. 加 

納町 四— 六 丁 目 • 三 宮町 一 —三 丁 目. 北 長狹通 一 —八丁 目卞 山手 通 一— 三、 八 丁 

目 • 海岸 通 一 —六 丁目， 元 町 通  一 I 七 丁 冃燊 町 通  一 I 六 丁目. 花隈 町. 辨天町 (以上 

祌 戶 區). 東川 崎 町 一、 四— 七 丁目. 相 生 町 一 —五丁目. 楠 町 一三 丁目. 荒 田 町  一丁目. 

福 原 町 • 古 湊通 一 —四 丁  ？ 多 聞 通 一 —八丁 目. 橘 通 一— 六 丁 目丄 橋 通 一 —四 丁 

- 目. 仲 町 通 一 —六 丁 目 (以上 湊東區 > 江川 町. 湊町 一 —四 丁  H> 佐 比 江 町. 戶場 町. 小物 

. 屋 町. 北 仲 町. 南 仲 町. 切 戶 町. 磯 之 町. 魚 棚 町 .西 仲 町. 神明 町. 南 逆 瀨川町  一 丁 目. 北 逆 

瀨 川 町. 束 柳 原 町. 西 柳 原 町. 門 口 町. 三 川口 町 一 —三 丁 目， 永 澤町 一 —四 丁 目. 西 宮 

內 町. 鹿 屋 町. 富 屋 町. 算 所 町. 川 崎 町. 北 宮 內 町. 宮 內 町.宮 前 町 .鍛 冶 屋 町 • 松 屋 町. 匠 町. 
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島 上 町. 新 町 A 新 町. 船大工 町. 關屋 町. 新 在家 町. 出 在家 町 .大 開通 一 —六 丁 零 水木 

通 一— 六 丁 目. 塚 木通 一 —五 丁 目. 羽 坂 通  一 I 三 丁  I 中 道 通 一 —三 丁 目 .濱 崎 通 

一 —四 丁目 人 江 通 一 —三 丁目 • 小 河 通 一 —三 丁目. 須佐野 通  一、 二  丁目. 松原 通 二、 

三 丁 目卞 澤通ー I 三 丁 目 (以 上 兵 庫 區> 琴 緖町 一— 五 丁 目， 布 引 町 三、 四 丁 目. 旭 通 

一— 五 丁 零 雲 井 通 一 —八丁 目. 小 野 柄 通 一 —八丁 目 • 御 幸 通  一 I 八丁 目. 磯 上 通 

二  — 八丁 目， 八 番通 一 ー 五 丁 目. 磯 邊通 一 —四 丁 目. 濱 邊通 二  — 八丁 零 小 野濱町 • 

東雲 町 一 —六 丁 目 入 雲 通 一— 六 丁 目 • 吾 妻 通 一 —六 丁 目. 日 慕 通 一 —六 丁 目 • 北 

木 町 通 一 —六 丁 目 • 南 本 町 通 五、 六 丁 目 • 若 荣通 一 —七 丁 目 (以 上 葺 合 區). 西 須磨字 

下 樋 詰， 同 墓 "前. 同 堂.. 谷. 同 須磨寺 門 前. 同 川 端. 同 東 町 下. 同 東 町の 全 部 (以 上須 磨區) 

加 納町三 丁 目. 中 山手 通  一 I 四 丁 目卞 山手 通 四— 七、 九 丁 目. 楠 町 三 — 六、 八 丁 目. 

南 逆 瀨川町 二  丁目. 東 出 町 二、 三 丁 琴 西 出 町. 松原 通  一 丁目 三宫町 一 —四 丁目. 磯 

上 通  一丁 目. 濱 邊通  一丁 早 南 木 町 通  一 I 四 丁 目 .眞 砂 通  一、 二  丁目の 一部 

^左記 道路の 兩 側に 於け る 建築 線に 接する 建築物の 敷地 

脇 濱町ニ 丁目よ リ同三 丁目 を 經て熊 內橋通  一 丁目に 至る 間、 上 筒井 通  一 丁目 

より 熊 內橋東 詰に 至る 間、 加 納町  一 丁目よ リ同三 丁 目. 中 山 手 〔通 三 丁 目卞 山 手 
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H 左記 區域內 に 在る 建築物の 敷 地、 但 し 商業地 域の 部に 揭 ぐる もの を 除く。 

東 川 崎 町 二、 三 丁 目 • 南逆瀨 川 町 二  丁 目. 来 出 町 一 —三 丁 目. 西 出 町. 今 出 在家 町 一 

I 三 丁 目. 和 田 崎 町 及 同 三 丁 早大 開通 七— 十 丁 目. 水 木通 七— 十 丁 目. 塚 木通 六 

—八丁 目. 羽 坂 通 四 丁 目. 中 道 通 四— 九 丁 冃. 入 江 通 四— 八丁 目. 小 河 通 四— 九 丁 

目 .須 佐 野 通 三— 八丁 目. 松 原 通 一、 四— 七 丁 目. 声 原 通 一 —六 丁  f 住 吉通  一 I 四 

丁 目 人 r 出 通  一 I 三 丁 目卞 舉 通 四— 七 丁 目 • 兵 庫 港 地 方 (以 上 兵 庫區) • 磯 上 通、 濱 邊 

通 各 二  丁 目. 南 本 町 通 一 —四 丁 目. 眞 砂 通  一、 二  丁 目. 脇 濱町 一 —三 丁 目. 脇 濱 海岸 

通. 筒 井 町 (以 上 葺 合 區) 

東 尻 池 村. 尻 池 北 町 一 、三 丁 目. 御 藏通 一 —七 丁 目會 原 通 一— 七 丁 目 • 西 尻 池 村. 細 

田 町  一 I 七 丁 目. 祌 樂町 一 —六 丁 目 • 西 尻 池 町  一 I 五 丁 目. 庄 田 町 一 —四 丁 冃. 駒 

榮町 一 —四 丁目 丄 番町 一 —五丁目 三番 町 一 —四 丁目 丄 二番 町 一 —五丁目. 四番 

町 一— 七 丁 目. 若 松 町 一— 十一 丁 目. 大 池 町 一— 四 丁 目 牛 歲町 一— 四 丁 目. 常 磐 

町 一 —四 丁目. 日吉町 一 —六 丁目 .大 橋 町、 腕 塚 町、 久. 保 町、 二葉 町 各 一 —十 丁  s> 駒 

ケ林町 一— 六 丁 目 • 野 田 村. 野 田 町 四— 九 丁 目. 海 運 町、 木 庄 町、 長 樂町各 一 ，— 九 丁 

目 .浪 松 町 二  I 八丁 目 • 御 崎 村人 「 和 田 新 田. 吉 田 新 田. 大 道 通 五 丁 目. 川 丙 通 一— 五 
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丁 目^ 藻 島 • 正 慶 町. 明 治 通 一 —三 丁 目. 明 和 通 一 —四 丁 目. 御 所 通 一 —四 丁 目 • 和 

田 山 通  一、 二  丁 目. 梅 ケ香町  一、 二  丁 目 • 東 尻 池 町 一— 九 丁 目 A 野 町 全 石 通 一 —四 

丁 目丄 庄通 一 —五 丁 目. 中 庄通 一 —三 丁 目 • 和 田宮通  一 I 八丁 目 • 笠 松 通 一— 十 

丁 目 • 小 松 通、 濱 山 通 各 一 —六 丁 目. 濱 添 通 一 —五 丁 目 i 藻 通、 御 屋 敷 通、 水 笠 通 各 

一 I 六 丁目 (以上 林 田區) 

松 野 通 一 —四 丁 目. 寺 田 町 一 —三 丁 目. 北 手 崎 町丄 手 崎 町  一、 二  丁 目卞 手 崎 町、 鷹 

取 町、 古 川 町、 小 寺 町 各 一 —四 丁 目 • 外 濱町  一、 二  丁 目. 西 代 字 福 正 寺 免 • 同 寶満寺 免 • 

同 藏 敷. 同 上 ノ 庄. 同 長 上 • 同 野 田 • 同 松 木. 同 畑 ケ 田. 同 大 定. 同 キセケ 內. 大 手 字池ノ 

下 東 • 同 木 戶 野. 同 池 ノ 內. 同 鳥 井 前 • 同 池ノ下 西 • 同 和 良 田. 同 下 #1 瓜 • 同 上 曾 瓜， 同 斧 

ケ 角. 東 須磨字 川 崎. 同 外 濱. 同 へ -フ 田. 同 中 屋 敷. 同 掛 田. 同 手崎ノ 上. 同 下 ニノ 井. 同 

三 ノ 井. 同 堤 尚 上 ニノ 井 • 同 中 ニノ 井 全 部 (以 上須 磨區) 

卜 尻 池 北 町 二  丁 目？ K 道 通 一 —四 丁 零 東 須磨字 砂濱の 一 部 

卜 脇濱三 丁目 地 先 埋立地 

尙 武庫 郡 內の 工業 地域と して は、 商業地 域 を 除 き、 木 庄村靑 木. 同 西 青木の 全 部、 同 

深 江. 木 山村 田 中. 同 岡 木. 同 北 畑 • 同 小 路. 同 中 野. 魚 崎 町 .橫 屋. 西 灘村原 田. 同 岩屋の 一部 
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鄕町. 大 石の 

西灘村 全部 

て充實 せん 

然しな が 

れば、 爾後 之 


として は 市の 北方 一 带の 山岳 丘陵 殆ど 

て 漸次 海 濱に迫 り、 須 磨に 至って 窮まれ 

物 快 適、 現 に 主として 住宅の 用地に 供せ 

にして、 其 面積 千 百 九十 萬 坪に 及び、 全 平 

五 百 七十 三 萬 坪、 住宅 延坪 百 八十 三 萬 坪- 

せ  ら れ、 郊 外 を 合算せば 七十 四 萬 九 千 人 

域 及 新 港町. 長 田 村 笠 灰. 西 代 柳 谷. 同 轟 谷 

を 指定し、 武庫 郡內 にて は 八 幡. 都 賀. 德 井 

一 部 及 森 • 味 泥の 全部 、弁に 上 野 • 五 毛. 畑 原- 

を も 住宅地 域と 定めた のであった。 か 

とする に 至った。 


る 

ら 


田 B  ru 

さ IP  L. 


海岸線に 平行し、 市の 西 端に 近 

带の地 は、 土地 

ょリて 定めら 

% を 占 め、 其 中 


其 

る 


三 

原 


十 

全 

田" 

て 


と 

定 

丄け is 

-岩 


の 理由に 

六十 七丄 

後の 飽和 

せらる。 

.葺 合 町の 

を 除きた 

旱 河原の 

ヌ 者. 1!= '計 


人口 

而 し 

一 Am 

る 六 

畫 は 


月 二十 五 


が 決定に 努力し、 遂に 昭和 二 年 

總 延長 十三 萬 八 千 九 百 四十 三 米、 此 中 市部に 屬 する も 
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ん 

の 


四十 萬 五 

て 其 地域 

を 除きた 

0}1 れとぎ 

を 除け る 

漸を遂 ひ 

くの 憾ぁ 


ら 百般の 施設 も 其 道路 網に して 决定せ すん ば 畫龍點 晴を缺 

を 以て 吿 示せら 

八 萬 六 千 三百 二 十 米、 之が 


れた。 其 


二三 九 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說上  ，  二 四 〇 

實 現に 要する 工費 は實に 一億 五 千 七 百 萬圓と 概算せられ た。 而 して 此 街路 は 四 

十四 米 以上 を廣路 とし、 以下 を 一 等 大路と する も、 三十 六 米 以上 を 第 一 類 三十 九 米 

以上 を 第二 類 三十 二 米 以上 を 第三 類と し、 二等 大路 は 第 一 類 を 十八 米 以上、 第二 類 

を 十五 米以 上、 第 三 類 を 十 一 米 以上に 分 ち、 之 によりて 定められ たる 路線に は、 廣 路 

. は 之を缺 きし も、 一 等 大路 第 一 類 は 新 在家 町の 路 線、 脇 濱町ニ  丁目より 同 三 丁 目. 吾 

妻 通 • 北 木 町 通. 小 野 柄 通 及 加納町 を經て 三宮町  一 丁目に 至る 路 線、 但 し此 路線の 新 

三宮驛 前に は 約 五 千 二百 平方 米の 廣場 を設 くる ことと し、 相 生 町 二  丁目より 仲 町 

通 及 湊町を 經て塚 木通 八丁 目に 至る 路線の 三 線 を 決定し、 一 等 大路 第二 類 は 二 線、 

一等 大路 第三 類 は 三十 四 線 三等 大路 第一 類 及 二等 大路 第二 類 は 各 十二 線 三等 大 

.  路 第三 類 は 三十 八 線と した。 蓋し 地理 上 東西の 交通 關係 により 山手 .中 央. 海 岸 の 

三大 幹線 を 主と し、 之に 補助 幹線 を設 け、 東 西 幹線 を 連絡す るに 三十 餘の 南北 線 を 

以てした のであった。 而 して 是 等の 道路 中、 都市 計畫 第一 期 • 第 二期 及第 三 期の 道 

路 開設 事業に よりて、 一 等 大路 は 殆ど 竣成して 面目 を 一 新 し、 市 の 發展に 大いに 寄 

與す るに 至れる こと 土木の 條に敍 せる が 如くで ある。 

g 分布 の • 神戶 市に 指定せられ たる 工業 地域 中、 昭和 七 年末 現在の 市部の 從 業者 五 人 以上 


の 工場 は 八 百 五十八に して、 之 を 大正 八 年に 比すれば 百 六十 七 工場の 增加 となる。 

而 して 之： S 布 狀態 を 見る に、 市 內八區 中、 大正 八 年に 最も f  二百 八十 二 

し 兵庫區 は、 昭和 七 年に S  二位に 下>  て I 十三 5 とず、 第一 一位？ しま 

區は百 六十 一 工場よ リ百 四十 八 工場と？ て 第三 位と な i 三位の 林 田 區ま第 

一位と なれる のみなら す、 他區に 於て は 殆ど 滅少 せる に拘ら す、 百 八十 工場 を增し 

て 二百 九十 九 工場と なリ、 其增加 率實に 一 倍 半 を 示す は、 同區の 工場 地带 としての 

發展を 想像せ しむる に 餘> が ある。 3 ン て申ョ i り n  、き 一， 

i 力 ミズ A して 神 户 區の 如き は 過去に ぁリ てま 大體 

に 於て 商業地と 看做され たるに 拘ら す、 一 時 工場 數 最も 多ず し は 特異の 現象で 

あった。 思 ふに 同 區內の 工場 は？ 店舖を 以て 目すべき 小 工場の 多す しこ 由 

タて、 か、 る. 現 f 呈し たる ものなる 7、 到底 ヱ 場 地た るべ t? れ^ま 

少の 傾向に ある は當 然の歸 結なる ベく、 同時に 湊 東. 湊 の兩區 にても 亦 同 檨の結 八 冊 

を 得べき である。 尙灘區 に 於け る 工場に つきて は 比較 S 料 を缺ぐ も、 其 沿岸 地 

帶に 於け る 酒造 工場 は 同區の 特色 を 現せる ものにして、 未 指定 地域と 定められ こ 

る も 之が 爲 である。 固よ リエ 場の 數 のみ を 以て 其 待 徵を窺 ふこと 難しと？ 1 

地帶 として 漸次 發 達すべき 方向 は 之に ようて 略， 卜 知す る を 得べき か。 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 上  二 四 二 

工場 職場の 從來 神戶市 統計の 示す 所に 從へ ば、 市內 全部の 工場 を 表示し たれ ども、 昭和 五 年 

や 布 

以降 弋^ 市の 協定に ょリ て、 五 人 以上の 職工 を 使用す る 工場の み を 掲げ、 お 下の ェ 

場數は 之を缺 くに 至り、 爲に全 工場 數を 比較し 難き 憾が ある。 唯 昭和 七 年に は產 

業の 條に 記す るが 如く 商工業 調査 行 はれ、 之に よりて 工場 及 職場 を揭 出し たれば、 

之に ょリて 大正 八 年の 事實と 比較 觀 察する。 而し てこ、 に 所謂 工場 及 職場と は 

. 製造 加工 g 理幷販 賣をも 同 一 箇所に 於て 行 ふ もの を 含む を以 て、 從 来の 工場と M 

其 內容に 於て 異なる もの あれ ど、 今 其 分布 を槪觀 する が 爲に假 に 之に 從 ふこと と 

した。 卽ち 大正 八 年 全市の 工場 は 二 千 二百 四十 七に して、 此中兵 庫 は 三十 六 入 ％、 

葺 合 は 二十 二. 七 ％  、湊東 ，湊 合計 十 五. 九 ％  、神 戶 十 三. 七 ％、 林 田 十 入 ％ の 順位な りし が、 

@ 和 七 年に は 工場 職場 六 千 六 百 七十 八 を 有し、 其 分布の 比率 は 林 田 第一 位に して 

二十 ニニ  ％ を 占 め、 兵 庫 は 二十 .九 ％ 、葺合 は 十七 入 ％ を 占めて 各 之に 次ぐ も、 湊 枣湊 

の 合計 は 十二 .八％ 、神戶 は 十二 .七％ に 過ぎぬ。 此 比率 は 工場の 場合と 同じく 市の 

中央部に 少 く、 其 隣接 部に 甚だ 多 く、 特 に 林 田に 最も 高率なる を 示して ゐる。 而し 

て.^ * 田區の 高率なる は、 恐 らく は 之 を 以て 人口の 場合と 同じく 殆と 飽牙點 なり 

と 見る を 得べ く、 將來の 發展は 其 海岸 地帶の 利用 如何に か、 るが 如くで ある お 


J の 外ゴ正 r/ 年に は 未だ 編入せられ ざ リし須 磨 及 灘兩區 の 昭和 七 年の 工場 及 職 

、 . 場 は、 前者 は 全市の 七 .九％ 、後者 は 五 A  % に 當リ、 此兩區 の 差違 甚だ 少 きも、 將 來の灘 

方面 は 工場の 分布に 於て 遙 かに 須磨區 に 勝る もの ある は、 其 地勢 上 充分に 想 察せ 

らる 、所で ある。 

g 業 所の 分 商業 上 店舗に 關 する 調査 は 之 を 缺ぐを 以て 詳細に 比較し 難 けれども、 今 昭和 七 

年の 商業 調査に 現れた る 物品 販賣 業者の 所謂 營業所 は 二 萬 二 千 五 百 二十 七に 達 

しダ中 個人 營業所 は 九十 四 ％ を 占め、 其 殘餘は 法人 營業 所と な つて ゐる C 此營業 

所 は 小賣. 卸 小 賣. 卸の 三 類に 分 たれ、 個人の 場合 は 小賣其 過半 を 占め、 法人の 場合に 

ありても 小賣は 最も 高率 を 占む る も、 三者の 割合 は 個人の 場合の 如く 甚だしき 徑 

庭 を 見ない。 而 して 此營業 所 を 最も 多く 有する は 兵 庫に して、 總數の 二十 二 ％ を 

占 むれ ど、 此 年の 各區の 世帶に 比例 すれば、 神戶區 最も 多くして 十 六 • 五 ％ に 達し、 湊 

東. 兵 庫之に 次ぎ、 葺合は 十四 ％を 占めて 更に 之に 次ぎ、 爾餘の 林 田 .湊.灘，須 磨の 四區 

は 何れも 十 ％ 以下に 過ぎす、 これ 市內の 商業地 域の 繁閑 を證 する に 外ならぬ。 

fill 人 神 P 市の 異常なる 人口の 增殖は 大正 八 年 以降に ぁリて も尙熄 ますして、 昭和 人 ， 

年 迄に 其 增加率 三十 了 五 ％ を 示して 八十 三 萬 六 千 九 百 人となり しが、 郊外の 增加 
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神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 上  二 四 四 

は 更に 急激に して 其 勢 を 停止 せ す、 彼 の灘區 の三箇 町村 は 昭和 四 年 を 以て 市に 編 

入せられ たれ ど、 同 一 期間の 增加は 世帶に 於て 三百 六十 ％ を 超 え、 人 口に 於て 三百 

六 ％ を 示 し、 其 增加 異常なる ものが ある。 蓋し 其 地の 最も 住宅に 適せる と 交通 機 

關の發 達に 因る ものなる ベ く、 神 戶 都市 計 畫區域 內の木 庄村は 世带に 於て 六十 二 

%  、人 口に 於て 八十 九 ％ を增 し、 本 山村に 至りて は 世 带は百 五十 九 x<  口 百 七十 四 

% に 垂んと し、 魚 崎 町 亦 世帯に 於て 百 三 ％  、人 口に 於て 百 十五 ％ を 超 え、 住 吉村は 世 

带に 於て 四十 八 X 入 口に 於て 四十 九 ％、 御影 町 は 世带に 於て 三十 三 ％、 人 口に 於て 

四十 五 ％ に垂ん とする。 卽ち 東方 郊外の 木 山 未 S. 魚 崎 • 住 吉. 御 影の 五町 村 は、 其 合 

計に 於て 同 一 期間 內に 人口 二 萬 七 千 五 百 人を增 して 六 萬 四千 七 百 二十 人となり、 

其 增加率 七十 三 ％ を 示した。 蓋し 此 地域た る や、 其 面積 山 田 村 字 谷 上 を 除く も 一 

千 四百 七 萬 坪 を 超 え、 其 平地 面積 五 百 八 萬 坪 を算 し、 灘區の 平地 面積の 約 二倍 半、 須 

磨 區の同 三倍 を 超 ゆる 好 住宅地なる のみなら す、 其 町村の 條件 各方 面より 觀て他 

に 勝る 所 僅少なら す、 况 ん ゃ神戶 市の 現 市 域 は 六 大都市 中 最も 狭小なる に 於 て、 之 

が 編入 は 山 田 村 或は 都市 計畫區 域外なる 西部 垂水 と共に 最も 焦眉の急 たるべく、 

早晚 之が 實現を 促進せ ざるべ からざる 狀勢 にある。 
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神 戶市史 本 編 總說及 各說。 大正 七 年 乃至 昭和 八 年 神 戸市 統計 書。 大正 や 九 年. 昭和 七ん 年 各 年 
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二 四 五 


第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 

^正. V 年+ 一  月世界 大 戰休戰 となる や、 其 月 十 一 日祌ョ 市ま柬 遊園地 ： 木^? 

雄 賀會を 開催し、 變八年 七月 ゲ ェ ル サイ ュに 於て 講和 條 約の 締結 せらる、 や、 此月ー 

日 神 戶市は 緊急 市會を 開き、 滿場 起立の 間に 恭しく 賀表 捧呈の 件 を可决 し、 閉會後 

. 別室に 於て 祝 盃を擧 げしが、 七月 五日に は 東 遊園地に 於て 盛大なる 市民 祝賀 會を 

開催した。 市長より 捧呈せ る 賀表 文 は 左の 如くで ある。 

祌 戶 市長 臣 鹿島麼 次郎 誠 恐誠惶 頓首頓 首謹テ 上 ル 

* シ テ惟ル 二 歐洲ノ 天地 戰結 ンテ解 ケサル コト 方-一 五 星霜 敵國終 ニカ盡 

キ 和議 全 ク成ル 砲煙 咸ク散 シテ列 邦ノ萬 民再ヒ 平和 ノ慶明 ヲ仰ク 

敦 S 文武 天皇陛下 盛 德天ノ 如ク夙 ニ仁ヲ 愛シ義 ヲ重ン シタ マ フ曩 -1 聯盟 諸 

國ト倶 二 正義 ノ師 ヲ起シ テ今ャ 偉功 ヲ收 メサ セ给ヒ 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 四 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  二 四 八 

，i  皇威瓮 ，四 表 一一 光 被 シ  ... ，： 

聖 澤 愈 ，八紘 一一 布 護ス臣 等此ノ 隆運 一一 會シ慶 幸 曷ソ已 マ ン玆 -1 市會ノ 决議ヲ 

以テ敬 テ此ノ 盛事 ヲ賀シ 併セテ 

皇運ノ 無窮 ヲ頌 シ奉ル 臣 0 次郞 歡忭 欣躍ノ 至 一一 勝へ ス謹 テ上ル 

大正 八 年 七月 一日 祌戶 市長 鹿 島 房次郞 

御成 年式 奉 大正 八 年 五月七日 は 皇太子 裕仁 親王 殿下 御成 年式 當 日なる を 以 て、 巿 會 議 員. 市 

吏員 一 同 正廳に 於て 拜賀 式を擧 げしが、 市 は 奉祝の 爲め、 刺繡製 波模檨 扁額 一 面 を 

同月 十九 日 高 輪 東宮御所に 獻納 した。 

大正 天皇 行 大正 八 年 十 一 月 十 一 日より 四日 間 主として 神戶市 を 中心とする 兵庫縣 下に 於 

皇太子 行啓 て御擧 行の 陸軍 特別 大演習 御 統監の 爲め、 大正 天皇に は神戶 市外 須 磨なる 武庫 離 

宫に 行幸 あらせら れ、 皇 太子 裕仁 親王 殿 下 (今 上 陛 下) に も 行啓 あ り、 市 民 は 無上の 光 

榮に洛 した。 これよう 先此年 三月 參謀 木部 員來 神して 大木 營 をば 武庫 離宮に 置 

かせら る ゝ旨傳 へら れ、 御 立 返 所 は 皇太子殿下 御 泊 所なる 西須磨 男爵 住友 吉左衞 


門 邸と 定ま り、 殿 下に は 大演習 期間 は 須磨小 學校內 の 統監 部に 御駐 泊と 御 治定ぁ 

り、 市 は 諸般の 準備 を爲 し、 行幸 幷 に 行啓 を 待ち 奉った のであった。 

かくて 十 一 月 九日 皇太子殿下に は靜岡 御發、 午後 四時 三十 五分 須磨假 驛に御 著、 

上 原 參謀總 長 外多數 有資格者 奉迎 裡に 馬車に 召させられ、 同驛 より 奉迎の 民草に 

會釋を 賜 ひて 御 泊 所に 入らせられた。 須磨 町に て は此夜 御旅 情 を 慰め まつる た 

め、 御 泊 所 前面の 海上に 千鳥 形の 燈 籠に 火 を點じ 千鳥 流し を 行 ひて 台覧に 供した。 

十 一 月 九日 大正 天皇に は 宮城 御發 輦、 名 古屋 離宮に 御駐蹕 あらせら れ、 翌 日 名 古 

屋を發 御、 一路 須 磨に 向 はせられ た。 此日神 戶驛に は 相 生 橋 警察署 長の 率ゐ たる 

警 察 官先づ 警衞の 位置に つ き、 次 いで 神戶 市長 鹿 島 房 次郞を 始めと し市內 官公衙 

高 等 官. 縣 市會 議員 其 他 有資格者 二百 餘 人の 奉迎 諸員參 著して 、下り 步廊の 所定の 

位 a に 整列し、 上り 步廊に は 男女 中等 學校 生徒 千 五 百餘人 整列 奉迎 裡に、 午後 三時 

四 分 御 召 列車 構 內に入 り、 停 車す る こと 四 分、 其 間 大正 天皇^ は 諸 員に 會釋を 賜 ひ、 

やがて 須磨假 驛に向 はせられ た。 須磨 町に て は國旗 提灯 綠 門に 美々 しく 装飾 を 

施して 著 御 を 待ち 奉りし が、 午後 三時 十分 皇太子殿下に は 東宮 武官 長陪乘 にて 馬 

車に て 御 到 著 あ り、 假 驛には 奥 元帥 を 始めと し、 陸 海軍の 將星多 數參著 し、 數 人の 貴 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 四 九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 

衆兩 院議 員 を も 交 へ、 其 他有資 

折から 須磨 沖の 警備 艦 周 防の 

煙火 叉 轟 き、 莊 嚴 なる 光景 を展 

しまつれ ば、 松 方內大 臣. 內 山 侍 

臣 以下 供奉の 諸 員を從 へ させ 

驅 に近衞 騎兵 曹長の 捧持せ る 

侍従武官 長陪乘 し、 鹵簿 肅 々 と 

する 離宮 道 を 進ませら れ、 君 が 

ら せられた。 著 御の 後、 階 上 御 

の景觀 を御覽 あらせられ たと 

翌十 一 日 統監 部 列車の 發車 

將軍幷 に 外 國觀戰 武官 等 相 踵 

帥 宮には 自動車に て 御 著驛ぁ 

が、 幾 もな くして 大正 天皇 著 御 

にも 御乘 車の 上、 十 時 二十 五分 


各說 下  二 五 〇 

；袼 者多數 奉迎の 間 に、 幾 もな く 御 召 列車 著 御 ある や、 

曲 豆 包ま 没 』、 

戶鐡道 管理 

長 • 波 多野宮 


發 する 二十 一 發の皇 

開した。 此時 井出 神 

從 武 官 長. 正 親 町 侍 

られ て 步廊に 降リ 

天皇旗 は燦 として 

して 御進發 あらせ 

代 麦 樂裡に 大木 營 

座所に 入御 あらせ 

拜聞 する。 

せ る 後、 須 磨 假驛に 

いで 參 著せ しが、 川 

り、 午 前 十 時 十五 分 

あらせら れ、 や が て 

御 發、 加 古川 驛に向 


從 

一 j 

ら 


たせら れ、 や 

き、 小 S 色 有 

れ、 や が て 高 

あてられし 

れ、 皇 太子 殿 


は 御 召 列車に 

村 大將は 人力 

皇太子殿下 御 

御 召 列車に 乘 

はせられ た。 


として 背 山に し、 

局長 中央の 闥を排 

內 大 臣. 床 次 內務大 

がて 警部 二 騎の先 

蓋の 御 召 馬車に は 

齡者及 團體の 奉迎 

武庫 離宮に 著 御 あ 

下と 御と もに 須磨 

扈從 する 宮內 官* 諸 

車に て 著き、 伏 見 元 

著 到 あらせられし 

御 あ リ、 皇 太子 殿下 

かくて 日 岡 御 野 立 


所に 於て 此 日の 統監 を 終へ させら れ、 午 後 四時 十五 分 須磨假 

に 還 御 あらせられた。 

翌十 二日 午前 六 時 四十 分 皇太子殿下に は 御 泊 所 を 御 出門 

驛に御 著、 や がて 明石驛 より 和 久坂御 野 立 所に 向 はせられ し 

午前 六 時 四十 分 大本 營を御 出門 あらせら れ、 同 五十 分 須磨假 

同驛 より 御 野 立 所に 著 御、 統 監 を 終へ さ 

營に還 御 あらせられし が、 皇 太子 殿下に 


驛に著 御 あ う、 大 木 營 


せられ、 同 十 時 五分 須 

も 御 同列に て 御 著 あ 


啓 あらせられ 


f-JO 


此日 大木 營 御座所に 於て 午前 十 時 二 

祌戶 市長 も 單獨拜 謁を賜 ひ、 尙 兵 庫縣管 

人 を 召させら れ、 宮 內 大臣 をして 各 其 事 

此實業 功勞者 中市內 より は 川 西淸兵 衞- 

湯 淺竹之 助 • 山 下龜三 郞. 田 村 市 郞. 勝 田 銀 

事業 功勞 者と して 矢 野 彀等御 召の 光榮 

同 十三 日 午前 六 時 四十 五分 大木 營御 
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十分よ り 有資格者 に 

內ょリ 實業及 社會事 

業 上の 成績に つきて 

川崎芳 太郞. 直 木 政 之 

次 郞.範 多 龍 太 郞. 瀧 川 


レ洛し 


出 門、 須 磨假驛 より 两 


あ P 

力 ^ 

驛ょ 


P 


，馬車に て須 

日 大正 天皇 

リ 明石驛 に 

驛著御 に て 

送 後 御 泊 所 


拜謁を 賜 ひし  力 

業 上の 功 勞者ニ 

聽取 せしめられ 

助. 金 子 直 吉*內 田 

辨三 奥， 錦 堂 弁に 

宮驛著 御、 廣 田 御 

二 五 一 


磨假 

- J ま 

著 御、 

大木 

に 還 

，鹿 島 

十九 

ノ, r>  * 

し 力 

信 也 • 

社 會 

野 立 


所に 於 

五 時 三 

て 統監 

評 を 下 

こ れ 

內の新 

て 演習 

ら せら 

御 HSJ 居 

てられ- 

激 せし 

十五 

即. Hi-  H)- 

正 天皇 

內 官等 


神 戶市史 第二 辑 

て 統監 を 終へ さ 

十分 御 出門に て 

ありし 後、 阪 神 急 

し 給 ひ、 伊丹 驛ょ 

より 先皇 太子 殿 

築 木造 校舍の 二 

地に 向 はせられ 


本 編 

せ ら 


各說 下  二 五 二 


れ 

ジ 

扈 


こ 


。 されば 此 


し 

な 


部屋の 拜觀を 

設備 最も 簡素 

たのであった。 

は 大正 天皇 東京 

頃 に は、 朝暾 恰も 

は. 御 軍装 にて 馬 

從し、 午前 六 時 四 


電 


須 

り 御 

下 に 


力 

る 


1BT 


れ、 大 

假驛 

氣鐡 

0  tat 

ま 十 

敎室 

，大演 

另 の 

せ ら 

御 模 

還 幸 

間 を 

に 召 


木營に 還 

より 御乘 

道 沿線 石 

ありて 大 

.1 日よ リ 

を 御 泊 所 

習 終了す 

思 召に よ 

れ しが、 一 

檨に拜 せ 

あらせ 給 

出 で ゝ § 


御 あらせられ 


こ o 


車、 伊 丹驛 にて 御 降 車、 待 

橋の 大阪醫 科 大學內 に 

木 營に還 御 あらせられ 

十四日 早朝まで 統監 部 

とせら れ、 十 四日 は 大正 

る や、 須磨 六軒濱 なる 住 

>  、東 宮 職よ リ 同校 を 開 

室 を 御 居間と し、 他 の 一 

ら れ、 大 演習 時と は 申せ 

ふ 日で ある。 此 日朝 來 

旗 特に 燦 として 映え 莊 


させら れ、 內 山侍從 武官 長 陪乘し 


十四日に も 午前 

兼 山 御 野 立 所に 

於て 大演習の 講 


こ o 


十八 分 須磨假 驛に著 御 あらせられた。 


な る 

天皇 

友 男 

放し 

室 を 

快晴 

嚴 を 

、侍從 

同驛 


\\\ノ  M  / 

と 御 同 

&另 5 

，皇 太 子 

御寢室 

者 をし 

にして 

極めし 

長 *內 大 

こて ま 


學校 

列 に 

に 入 

に 充 

て 感 

鹵簿 

が、 大 

臣. 宮 

未明 


ょリ警 衞隊其 位置に つ き、 奧. 長 谷川 兩元 帥先 づ 來 著し、 閑 院宫載 仁 親王に もやが て 

御 著 ぁリ、 原總理 大臣. 波 多 野宫內 大臣 等 須磨滯 泊の 高官 將星來 著して 整列す る 間 

に、 皇太子殿下に は 陸軍 大尉の 御 軍装に て 小川 東宮 武官 長 陪乘の 馬車に 召さ ス入 

江 東宮 侍 從長等 供奉 員を從 へさせられて 御 到 著 ぁリ、 やがて 著 御 を 奉迎 あらせら 

れた。 大正 天皇に は 御 召 列車に 御移乘 あう、 皇太子殿下 にも 御 乘車ぁ リ 、諸 員 奉 送 

裡に 午前 六 時 五十 分發 御、 大 阪大 観兵式 場に 向 は せらる 、折し も、 沖合の 軍 監周防 

ようの 皇禮砲 は殷々 として 海と 山と に釾 し、 陸軍の 一 飛行機 は 低空 を 飛 1 了 レて卸 

召 列車 を 奉送 し、 須 磨 町 は 全 町民 を 擧げて 御 還 幸を遙 かに 奉送し， こので 5 つ こ。 

神戶驛 にて は 朝来 鹿 島神戶 市長 を 始めと して、 各 官公衙 長 • 有資格者. 縣及 市の 名 » 

職. 婦 人 會 員. 生 徒等堵 列す る 間に 御 召 列車 御 到 著、 停車 四 分 間にして 諸 員 奉送 裡に 

午前 七 時 十四 分發御 あらせられた。 

大正 天皇の 大木 營に 在す や、 十 子 十三 兩日を 以て 縣下 各所に 畏くも 侍從御 派遣 

のこと ありし が、 市 內の生 田 神社 .湊 川 神社 を 始めと し、 關西 學院. 祌戶女 學院. 親 和 高 

等 女學校 * 川 補習 學 校. 三菱 造船所. 祌戶 製鋼所 等 に は 侍 從を御 差遣 あらせられて 

優渥なる 聖旨 を傳 達せ しめられた。 尙十 五日に は 兵庫縣 下に 於て 勤王 其 他國家 
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钸 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  二 五 四 


に功勞 ありし 從四 位下 青山 忠裕 以下 十六 人に 對 し、 特 旨 を 以て 位階 

の 御沙汰 を 下し 賜 は り、叉 縣 下の 九十 歲 以上の 高 齡者五 百 九十 六 人 

賜 は り、 其 中市內 にて は 三十 九 人の 高 齡者其 光 榮に洛 せる を以 て、 市 

に 於て 此日傳 達 式 を 

神 戶市は 行幸 幷 に 

員 出張所 を 設けて 遺 

點を 天覧に 供し 奉り 

皇太子殿下に は御菓 

リ、 篤 志 者よりの 獻上 


擧 げた。 

行啓の 

漏な き 

\ ぶ，、 一 IfTH 一 

し 力 種 

子 玉す 

品 を も W  | 


光榮 

を 期 

ご I 


皇太子 行啓 大正 九 年 三月 皇太子 裕仁親 王 

京都 驛を 御發車 あらせら れ、 同 八 

れて、 供 奉 の 入江 東宮 侍従長 .濱 尾 

車道に 沿 ひ 米 利 堅 波止場に 向 は 

て 奉送 奉迎 申 上げし が、 御行 列 は 


追陞叉 

に御菓 

は湊川 


に洛 する や、 十 一 日より 縣 と共に 須 

し X 御行 在中 市 內物產 綿 絲其他 四 

買 上の 光 榮に洛 し、 尙 市より は燐寸 

二 箱 を獻上 し、 兵 庫 縣及須 磨 町より 

したので あった。 

殿下 九州 行啓の 御途 次、 同 月廿 四日 

時 五十 五分 神 戶驛に 御 著、 直 に 人力 

東宮 大 夫. 東 鄕御學 問 所總裁 等を隨 

せられた。 折 柄の 春雨の 中に 市民 

元 町 通 を 東に 進ませら れ、 雨 やむ や 


磨 町 

十 0 

一 折 


も 


百 

上 


は 贈位 

子 料 を 

小學校 

臨時 吏 

八十 三 

奉獻 し、 

品 を 奉 


午前 七 

車に 召 

は 沿道 

御 車の 


時 五分 

させら 

こ、^ f ち 

幌を撤 


せ ら れ、 沿 道堵列 奉送 奉迎の 市 民. 生 徒. 兒董に 終始 擧手 

米 利 堅 波止場に 御 到 著 ある や、 薩 摩 艦長の 御先 導に て 

は 旗艦 安藝 及薩 摩の 汽艇 七 * に分乘 

著く や、 全乘組 員の 登舷 禮の裡 に御乘 

に 成らせられ 、御機嫌 奉伺の 諸 員の 返 

し、 旗 艦 安藝 を 先頭 に、 供 


あ り、 供 奉 員 一 同 

艇の香 取 艦 側に 

げ、 艦 尾の 將官室 

艦 は 進航 を 開始 

は 御 召 艦に 從ひ、 


瀨戶內 海 を 西に 篷か 


皇太子 行啓 大正 九 年 十 一 月 八日よ リ同十 一 日に 

め、 皇太子 裕仁 親王 殿下 

午前 九 時 五十 分 神戶驛 

させら れ、 濱 尾 柬宫大 夫 

ら れ、 相 生 橋. 元 町 通を經 

は 市 民. 生 徒. 兒 董堵 列して 奉送 奉迎 申 上 

かせられ、 御 召 艦 伊吹の 艦載 水雷艇に 御 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 


大正 九 年 十一 

演習に 行啓の 爲 

一 泊 の 上、 翌 五 日 

にて 人力車に 召 

諸 負を從 へさせ 


奉艦薩 摩を始 

鹿兒島 に御發 

至 る 間 大分 縣 

に は 同月 四日 

に 御 著 車 あ，^ 

，入 江 東宮 侍 從 

て 米 利 堅 波 止 

ぐる 中 を、 擧 手 

移乘 あえ 十 時 


の 御 

御 召 

し て 

艦 あ 

e 後、 

め 海 

航 あ 

こ ゆ 

i 方 

東京 

殿下 

長. 椅 

場 に 

の 禮 


答禮を 賜った。 御 車の 


艦 香 

供奉 

り、 南 

展* 山 

ら せ 

て 行 

御發、 

原 侍 

向 は 

を 賜 


取の 汽艇 

しま ゐら 

鄕 艦長 御 

十一 時 を 

風 *措. 復 の 

られた C 

はる、 陸 

京都 ニ條 

海軍 少佐 

從 武官 長 


に 御移乘 

せ、 御 召 汽 

先導 申 上 

以て 御 召 

四驅逐 e 


軍 特別 大 

の 御 軍装 

等 供奉の 


三十 分 御 


せられた。 沿道に 

ひつ ゝ 波止場に 著 

召 艦に 御 著、 幾 も な 

二 五 五 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


皇太子 御歸 

朝 奉祝 


く 御 召 艦 は 供奉 艦 球 

情 を 慰め 參ら す爲に 

大正 十 年 九月 三日 

度 御歸朝 あらせられ 

祝電の 執 麦 を 乞 ふが 

委員 六 人 を 擧げて SB! 

祝電 文 は 左の 如くで 


磨を從 へて 拔 錨し、 別府 


花 籠 一 箇を獸 上し 


皇太子 裕仁 親王 殿 

こる を以 て、 神 戶 市 

日 緊急 市 會 

め、 滿場 起立 


爲 

あ 


に、 此 

せ し 

る o 


謹ミテ 皇太子殿下 ノ御 

右 執 麦 ヲ乞フ 

宮內 大臣 宛 

皇太子殿下 木 日 御 

代表 シ謹 ミ テ 祝 シ 

右 言 上 ヲ乞フ 


戶 市民 ヲ代 

歸朝 ヲ祝シ 


向 はせられ しが 


こ o 


下 - J 

長 櫻 

を 開 

の 裡 

表 シ 

き V 


ま 

井 

き 


テ 


恙ナ 

き V 


二 五六 

戶巿ょ 


長途の 御 外遊よ 

鐡太郞 は 市民 を 

て 奉祝 電報 捧 呈 

文案 を 可決 し、 直 


ク御歸 朝ァラ セ- フル 欣喜 措ク能 


代 

の 


御恙 

表し 

件 を 

發電 


も 

し 


り は 御旅 


なく 目 出 

宮中に 御 

程し 、起草 

た。 其 奉 


ス玆 一一 神戶 市民 ヲ 


來宫大 夫 宛 

市 會閉會 後 午前 九 時 二十 分神戶 市役所 正廳に 於て 市長 以下 吏員、 市會 議長 及 市 

會 議員の 合同 祝宴 を 開き、 同 九 時 四十 分よ リ大倉 山 公園に 官民 合同の 皇太子殿下 

御歸朝 奉祝 會を 開催した。 式場 入口に は 大綠門 を 建設し、 式 壇 を 設け、 萬國 旗を以 

て 之 を 装飾し、 烟火を 打 揚げし が 、市長 先づ 奉祝の 辭を朗 讀 し、 天 皇 陛下の 萬 歲、 皇 太 

子 殿下の 萬 歲を各 三唱して 御 歸朝を 祝 ひ 奉った。 左に 櫻 井 市長の 奉祝 辭を揭 ぐ o 

皇太子殿下 一一 ハ曩ー 一 歐洲 締盟 各國 御歷訪 ノ爲メ 御發途 以來玆 II 一  百 八十 有餘 

日 鵬程 萬里ノ 御旅 程ヲ 終へ サセ ラレ 御機嫌 麗シク 木 日 ヲ以テ 御歸朝 アース セーフ 

ル豈 祝賀 セサル へ ケンャ 

惟ミ , 一一 這 次 殿下 ノ御 外遊 ハ 我 邦 空前 ノ御 盛事 一一 シ テ皇威 ノ恢弘 國光ノ 隆昌 

倍々 大 ナルモ ノア-フン 

. 本日 御歸朝 奉祝 會ヲ 擧行ス , I 一  當ヅ木 市民 一 同相 會シ謹 ミテ殴 下ノ卸 歸朝ヲ 

祝 ス 

皇太子 攝政 大正 十 年 十一 月 二十 五日 大正 天皇 御惱 久しき にわたら せられ 親しく 大政 をみ 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 五 七 


祌 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  二 五八 

御 親任と 天 そな はせ がた き爲 め、 皇太子 裕仁 親王 殿下に は帝國 憲法 弁に 皇室典範 により 攝政 

機 奉伺 

に 任せられ 給 ひし 旨 宣布 あらせられ たるに つ き、 神 戶 市民 は 恐懼に 堪 へ す、 市 長 櫻 

.  井 鐡太郞 は 直に 市民 を 代表して 天機 を 奉伺し、 御 平癒 を 祈念し、 御機嫌 を 奉伺す る 

手續 をと りて 執 麦 を 乞 ひ、 市會 議長 勝 田 銀 次郞は 市會を 代表し て 天機 を 奉伺し、 御 

平癒 祈念の 執奏を 乞うた。  .  -  。， 

に は 九州 行啓の 御 途次 武庫 離宮に 入らせら る 

運轉 時刻 定まう し が、 之 によれば 三月 十日 午後 

分 兵 庫驛御 通過、 同 五 時 須磨驛 御 著、 武 庫 離宮に 

阪に 行啓、 午後 御歸 著、 同 十三 曰 午前 八 時 三 十 分 

日に 至りて 大 阪住吉 神社 御 參拜は 還 啓の 節に 

縣 より は 奉迎 心得 等に 關し 通達 あ り、 神 戶市も 

が あ つ た。 

春 雨、 市 民 は 行啓の 光榮に 感激す る 中に、 御 召 列 

御 到 著 あ り、 岡 田 神 戶鐡道 局長 進みて 扉 を排し 


皇后 行啓  大正 十 一 年 三月 皇 后 (皇 太 后) 陛 下 

る 旨 公示 あ り、 同 月 六日 御 召 列車の 

四時 四十 四 分 神 戶驛御 著、 同 五 十 一 

入らせられ、 翌 十二 曰 須磨驛 御發、 大 

須磨發 御 西 下の 御豫定 なりし が、 八 

御 延引と 定まった。 此に 於て 兵 庫 

行啓 事務に 萬 遺漏な きを 期す る 所 

かくて 三月 十日 を迎 へしが、 此日 

車 は 豫定の 如く 午後 五 時 須磨驛 に 


まつれば、 皇后陛下に は 同 驛フォ —ム に降リ 立た せられ、 朱塗の 御 紋章 輝く 自動 寧 

に 召され、 竹屋權 典侍 陪乘 すれば、 兵庫縣 警部 先驅 し、 近 衞將校 を 先頭に 女官. 皇后 宫 

大夫. 事務官. 侍醫. 縣 知事 .縣 警察 部長の 自動車 之に つ、 ゾき、 奉迎 者堵 列す る靑ら かな 

る 離 宫道を 御機嫌麗しく 武庫 離宮に 入らせられた。 かくて 文 武官に 賜 謁ぁリ 、別， 

室に 陳列せ る縣下 神社 佛閣 等の 寶物、 名 產等を 御覧 遊ばされ 給うた。 是 よう &申 

戶驛 にて は 下 リブ-フット フォ ー ム に は 縣內務 部長. 祌戶 市長 代理. 商業 會議 所副會 

頭. 縣市會 議員 弁に 文武 官金 國 婦人 會旱廢 兵 團員等 三百 人、 上 リブ - フット フォ ー ム 

〜に 市 內女學 校 生徒 三千 人 整列す る 間に、 御 召 列車 は 二分 間 停車 し、 皇 后 陛下 は 車 

中に 御 起立 あうて 御 會釋を 賜 ひ、 やがて 須磨驛 に 向 はせられ. こので あつ こ。 

皇后陛下の 武庫 離宮に 在す や、 神戶 市よ リ京絹 ニ卷を 奉獻、 御 嘉納 あらせられた。 

此 離宮 もと 木 願 寺の 別莊 なう し が、 其 頃 屢. 御來 臨 あう、 されば 特に 山容 水色 を御感 

賞 あらせられ たうと 拜聞 せし が、 御微恙 にて 御滯泊 遊ばされし 後、 十八 日 午前 八 時 

二十^ 御 出門、 須磨驛 よ リ御两 下 あらせられた。 此日折 柄の 春光に 御料 車の 金紋 

輝き渡 リて嚴 肅肚麗 を 極め、 同 驛には 高等官. 有 爵者同 夫人、 御學 友た るの 榮を # た 

リし 婦人 等 奉送 申 上げた。 驛 頭の 大綠 門に 數旒 の國旗 翻々 として 映え、 浪穩 かな 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 五 九 


钟 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  二 六 〇 


る 浦曲に 瑞色 漲る あ り、 御 召 車の 進み そ 

皇后陛下の 束 京 還 啓の 御 途次 武庫 離 

りて 公示 あ り、 か くて 皇后陛下に は 九州 

攝津 にて 神 戶に御 入港 あ り、 艦 は 十 五番 

せられた。 御 召 艦の 入港 ある や、 是 よ り 

隊 麾下の 輕 巡洋艦 矢矧、 潜水母艦 韓崎以 

奥. 長 門 • 比 叙. 霧 島. 金 剛の 主力 艦、 葺 合 沖の 

迎 し、 海 港 祌戶は 全市 を擧 げて歡 喜の 色 

夜来の 雨名殘 りなく 霽れし 翌ニ 十八 

矢矧 艦長の 率ゐる 儀仗兵 一 箇 大隊 約 四 

百 人 は、 鯉川 筋より. 湊川 神社 迄の 兩 側に 

津の後 檣 高く 翻れる 皇后 旗の 御 降下 あ 

全 乘組員 萬 歲を唱 へ、 攝津 先づ第 一 發の 

轟き は 全く 港 頭を壓 した。 其 間 水上 署の鳳 號先驅 し 奉り 

御 召艇に は大森 皇后 宫大夫 等陪乘 し、 供奉 諸 員の 乘艇 之に 


む る や、 萬 歲の聲 轟 

宫へ 再度 行啓の 御 

香 椎 宮. 太 宰府 より 

浮標に 繫留 し、 同 夜 

先 二十 五日 兵 庫 沖 

下 七 隻 の 潜水 艦、 港 

七 * の 驅遂艦 は 一 

に 輝き渡った。 

日 は、 午 前 八 時の 頃 

百 人 弁に 金剛 艦長 

堵 列して 迎へ 奉る 

り、 皇 后 陛. 下 には此 

皇禮砲 を發射 し、 各 


き 渡 

時 刻 

同 月 

ま 監 

に 入 

外 東 

齊に 


の 指 


艦 之 

霧 島 

0 ぐ 


つたの 

は、 三 月 

サ 七日 

內 にて 

港 碇泊 

防波堤 

登舷禮 


で あ 

サ五 

海路 


せ る 

沖 の 

を 行 

を始 

水兵 


曰 

五 


こ o 


に 至 

召 艦 

あ ら， 

一 f 

勢 • 陸 

て 奉 


と し、 

千 五 

分攝 

移乘、 


揮す る 

I* ォ， 艇？ - 

に 倣へ ば、 皇 禮 砲の 

艦載 水雷艇 先導し、 

き、 米 利 堅 波止場の 


假棧撟 よ， o- 上陸 あらせら れ、 君 が 代 吹 麦 裡に御 召 自動車に て、 元 町 通を經 r  ^ 戶鐸 

に 御 著、 同 八 時 四十 五分 御 發大阪 に 向 は せら れ、 住 吉祌 社に 御參 拜、 午 後 五 時 十分^ 

庫 離宮に 入らせられた。  • 

此日 竹屋權 典侍 は 御 使と して 縣 官吏の 案內 にて 祌戶驛 より 直に 廣 田. 生 田， 長 田. 

海の 各 神社に 參拜 あり、 湊川祌 社に て は 楠 木 正 成 夫人 を 祀れる 祌奈備 神社に も參 

拜 し、 楠 木 正 成の 墓碑に も參詣 せられた。 尙此 日祌戶 市に は 一千 圓、 兵 庫 縣には 二 

千 五百圓 下賜の 御沙汰が あった。 

同 二十 九日 午前 八 時 三十 五分 皇后陛下に は 自動車に て 武庫 離宮 を 御 出門 あり、 

千 種 典侍 陪乘 し、 奉 送者堵 列す る 離宮 道より 須磨驛 に 御 著、；^  S 市 長. 同 市 ぁ曰 議良其 

他縣官 • 文 武官の 奉送 裡に、 同 四十 分 須磨驛 御發、 東京 還 啓の 途に つかせられた。 翌 

三 十日 神 戶市は 皇后 宮大夫 宛 御機嫌 を 伺 ひ御禮 言 上 を 乞う た。 

m^s 大正 十一 年 九月 二十 A 日 祌戶市 は. 緊急 市會を 開き、 市長 代理 助役 永田龜 作より 

木 日攝政 宮殿 下に は 久邇宮 邦 i 王 第 一 女 良 子女 王 殿下と 御 結婚 御成 約 あらせら 

れ、 御 納采の 御 儀 を擧げ させ 給 ふと 拜聞 し、 洵 に恐悅 の至リ なれ ば、 こ こに 慶祝の 誠 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 六 一 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  二 六 二 

意 を捧 ぐる 爲 め、 木 會 の議决 により 天機 幷に 御機嫌 を 奉伺 し、 併 せて 御 祝 辭を申 上 

開 陳 し、 満 場 SS 立の 裡に 宫內大 臣 i 后宮 大夫 及久 

て 執 麦 を 乞 ひ、 御 祝 を 言 上した。 


ぐる 手續を 取 運ばん とする 旨 を 

邇 宮宮務 監督 宛 各 電文 を 可决し 


攝政宮 行啓 大正 十 一 年 十 一 月 攝政宫 殿下 

御 途次、 祌戶市 を經て 軍艦に て 御 

を 御 出 門、 靜 岡 御用邸に て 御 一 泊 

堅 波止場より 艦載 水雷艇に 御乘 

日 祌戶巿 內は國 旗 提灯 を 掲げて 

位置に 國旗を 交叉 し、 御 通 過 沿 道 

長より 生花の 花 籠 一 箇を獻 上せ 

る、 につ き、 御 碇泊 中烟火 四十 發 

勢 は 供奉 艦 矢 矧及谷 風. 江 風. 菊 の 

. せられた。 


に は 陸軍 特別 大演習 御統 裁の 爲め 香川縣 行啓の 

發程 あらせられた。 卽ち 同月 十二 日 東宮 假 御所 

あ り、 十 三 曰 靜岡御 發、 午 後 四時 祌戶驛 に 御 著、 米 利 

艇 ありて、 御 召 艦 伊勢に 御乘艦 あらせられた。 此 

奉迎の 意 を 表し 奉り、 神 戶驛及 築港 突堤 御乘 船の 

には學 生. 生 徒 奉迎 し、 御 旅情 を 慰め まつ る 爲に市 

し が、 此 夜 は 御 召 艦に て神戶 港に 御假泊 あらせら 

を 打 揚げし が、 翌 十四日 午前 七 時 三十 分 御 召 艦 伊 

三驅逐 艦を從 へて 神戶港 を拔錨 し、 高 松 港に 向 は 


攝政 宫御不 

例 奉伺 


大正 十一 年 十二月 十五 日攝政 宮殿 下 御 不例の 趣を拜 承す る や、 祌戶 市長 代理 永 

田龜作 及市會 議長 勝 田 銀 次郞は 恐懼に 堪へ す、 市民 及 市會を 代表し て、 夫 々天機 を 

奉伺し 御機嫌 を 奉伺す る手續 をと リ、 ひ た すら 御 平癒 を 祈り 奉つ 


こ o 


伏見宮 薨去 

敬 悼 


大正 十二 年 二月 四日 伏 a 宮貞 愛親 王 薨去 あらせられ たるに つ き、 祌 戶 市長 石橋 

爲 之 助. 同 市會 議長 勝 田 銀 次郞は 市民 及 市會を 代表し て、 謹 みて 敬 悼の 電報 を 捧呈 

ン こ C 

し f 


皇族 薨去 御 

重傷と 天機 

奉伺 


大正 十二 年 四月 一 日 北 白 川 宮成久 王に は 佛國に 於て 不慮の 御 災難 

れ、 翌 二日 遂に 薨去 あらせられ、 叉妃 房子內 親王 殿下 弁に 朝 香 宫鳩彥 王 

遭難 御 重傷 を 負 はせられ たる 趣を拜 承す る や、 市 民 ひたすら 恐懼 し、 市 

助. 市 會 議長 勝 田 銀次郞 より 夫々 市民 及 市會を 代表して 天機 奉伺の 執 

ころがあった。 


こ 置， H せら 

長石 橋爲之 

麦 を 乞 ふと 


關東 大震災 

と 天機 奉伺 


大正 十二 年 九月 一 日の 帝都 及橫濱 の大震 火災の 被害 頗る 甚 

第一章 行： 幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 


大 にして、 未曾有の 

二 六 三 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  二 六 四 

慘害 たる こと 翌ニ 日 早曉に 至りて 之 を 明かに する や、 市 は 緊急 市會を 召集して 天 

機 奉伺の 件 を 決議して 電 麦した。 其 奉伺 文 は 左の 如くで ある。 

奉 

天皇陛下 

不慮 ノ 天災-一 テ御珍 念 ァ ーフ セーフ レ誠ニ 恐懼 ノ至 ニ堪 ヘス 

謹ミテ 天機 ヲ伺 ヒ奉ル 

右 御 執 麦 ヲ乞フ 

神 戶市會 議長 勝 田 銀次郞  で 

宮內 大臣 子爵 牧野 伸顯殿 

尙 皇后 宮大 夫. 東 宮大夫 宛 御機嫌 を 奉伺して 各 言 上 を 乞うた。 然るに 同 十三 年 

一 月 十五 日鬭東 地方 再び 震災の 被害 を 蒙る や、 祌 戶市會 は 同日 直に 緊急 市 會を開 

き、 恐 懼 して 天機 奉伺 御機嫌 奉伺の 件 を 決議 し、 宫 內 大臣に 天機 奉伺 方 執 麦 を 乞 ひ、 

皇后 宮大 夫. 東 宮大夫 宛 御機嫌 奉伺 方 言 上 を 乞う た。 

き J" In 事件 と 

天機 奉伺 大正 十二 年 十二月 二十 七日 東京 虎門 跡に 於て 攝政宫 殿下に 對し 奉り 畏 多き 事 


ども あ リし由 公示に 接する や、 市民 恐懼 措く 能 はす、 神 戶市會 は 直に 天機 奉伺 幷 ： 

御機嫌 奉伺の 件 を 可決し、 市會を 代表して 議長 勝 田 銀次郞 よえ 宫內 大臣に 電報 を 

以て 天機 奉伺の 執 麦 を 乞 ひ、 皇 后宮 大夫宛 御機嫌 奉伺の 言 上 を 乞う た。 

III 御お 大正 十三 年 一 月 二十 六日 攝政 宮殿 下に は 久邇宫 良 子女 王 殿下と 御 婚儀 を 執り 

行 はせられ た。 されば 神戶 全市 を 擧げて 之 を 祝し 奉リ しが、 此日 午前 十 時 十五 分 

皇禮 砲の 鳴リ 轟く 間に、 神戶 市役所に て は 正廳に 於て 奉賀 式 を 擧げ、 市長 及 市吏員、 

. 市會 議長 及巿會 議員 約 四百 人參 列し、 市長 は 市吏員 を、 市會 議長 は 巿會を 代表 ， て 

皇太子殿下 御 成婚の 盛典 を 奉祝し、 ついで 午前 十 時 三十 五分よう 神戶市 は此御 K 

婚の 賀表 幷に賀 腾を議 する 爲め 緊急 市會を 開いた。 全員 禮 装に 或 儀 を 正し、 議場 

謹厳の 氣に滿 つる 間に 勝 田 議長 開 會を宣 し、 石橋 市長よ リ國 民の 指 折 數ゝて 待ち 

、奉れる 慶祝の 日の 來れる を 喜び、 此御 盛儀に 對し滿 膣の 赤誠 を 表し 奉る 爲に、 こ 、 

に 奉獻の 賀表 弁に 賀牋の 文案 を 定め たれば 協 贊ぁリ たしと 述べ、 猶此御 盛典 を^ 

念す る 爲め曩 に宮內 省に 市內 御料地の 內の拂 下 を 出願し、 其 一部 を 運動場 又は 遊 

園 地と 爲し、 市民の 保健に 資せん とする 願意 を 致したり と 報告し、 つ いで 奉祝 文案 

第 一 章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 六 五 


編 各說下  二 六 六 

した。 因りて 市長 は卽夜 東上して 奉獻 

である C 

等 誠 懼誠扑 稽首 頓 

首 上 言 伏 以 

天 潢毓秀 

好 逑合寤 寐之求  、 

春 潷 流膏  .  . 

茂 典 慰 雲霓之 望欽惟 

天皇陛下 

治 隆務木 

化 著 培 根 

建 儲 上 儀 夙 定.： パノハ ■  .  .  、 

洪基 於不拔 

册妃大 號玆啓 


を 朗 讀 す れ ば、 満 場總 S! 立の 裡に之 を可决 

の手續 をと りし が、 其 賀 表. 賀 牋は 左の 如く 

, 賀 表 

； &S 市長 tt 四 等 臣 石橋 爲之助 


蕃祉於 無 疆瑞氣 溢 於 

九重 懼聲騰 於 八 極 臣等誠 懼誠忭 稽首 頓首 伏以 

金 枝 玉 葉 篤生此 

英媛蘭 質 蕙心光 配 我 

明 兩惟令 儀 之 作 則 由 淑德之 夙成 五 可 無 虧自符 於 ヽ 

宸擇三 善 可 贊充協 於 

聖心龜 筮並從 神人 交 慶臣等 誠 懼誠忭 稽首 頓首臣 等 海 隅 

末 職 市井 小 臣幸際  •—..，  .： 

熙朝欣 逢  / 

盛事 仰 

鴻儀而 翹首思 效蟻忱 望 

鳳 闕以傾 心願 伸 葵 悃伏冀  ， 

天 庥茂集 

熾 昌開億 葉 之 基 

景福長 新 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 


一 I  . 

七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  二 六へ 

壽 豈愜萬 方 之 願臣等 無任瞻 

天 仰 

聖懼忭 踊躍 之至敉 依市會 成議恭 奉表稱 

賀以 

聞 

大正 十三 年 一月 二十 六日  神戶 市長 石橋 爲之助 等 謹 上 

賀 牋 

神戶 市長 勳四等 石橋 爲之助 等 誠 懼誠忭 稽首 頓首 

上 言 伏 以 

大禮明 偷萬化 之 原益顯 

-鴻儀 興 敬 百行 之木彌 崇恭惟 

皇太子殿下 

功 懋承明 

道 隆達孝 念 終始 典于學 

令 德日新 於 緝熙單 厥 心 


睿修時 敏旣遵 成憲擧  ， 

及 歲之上 儀爱奉 

新綸行 

納妃 之懿典 兆延？ 4 於 億 葉 

宗社奠 安 推 錫 類 於 萬 方 臣民 感戴况 乎 

新 妃殿下 

天 潢近派 宗室秀 媛 習 淑則於 家風 備孝思 於 天賦 仰 想 

問 安 視膳應 分  一 

仰 事 之勤劬 

監國撫 軍將贊  「 

俯 臨 之 勛德洵 是普天 率土 攸 同慶 八 a 齒食毛 所 共欽爲 

之 助 等幸會  ， 

昌期欣 曹 

盛 典 企翹海 溢瞻戀 

宮闈伏 願 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 


九 


尙祌 

寶石箱 

老松 を 

の 姿と 

會こ艮 

糸 { 途 

景を形 

治 初年 

に 銀 線 

の 面に 


神 戶市史 第二 輯 本 

國本茂 隆並日 升 

天心 眷佑合 麟趾螽 

敢依巿 會成議 

賀以 

聞 

大正 十三 年 一月 

戶市 は此御 成婚 を 祝 

を 夫々 

描け る 

し、 雲 上 

地 及 四 

り、 其 枠 

の 生 田 

を 以て 

は 富 士.： 


編 各說 下  二 七 〇 

月 恒而獻 祝  ， 

羽 以書祥 爲之助 等 無 任懼欣 踊躍 之 至 

匿 


正 十三 年 

此御 成婚 

獻 上した- 

純 金、 黑 四 

御 盛儀 

一 の 色 

蠛色研 

祌社. 長 田 

觀世水 を 

屮折 鶴 .翁_ 


の 

分 

K 


分 

弒 

出 


表 

を 


せ 

松 


二十 六日  神戶 市長 石橋 爲之助 等 謹 上 

し 奉る 爲め攝 政 宮殿 下に は 衝立 を、 良 子女 王 殿下に は 

獻上 衝立の 表面 は 全面 を朧 銀地 板と な し、 樓 閣蓬萊 山 

銀砂子 板 を 以て 末廣 形に 象篏 し、 觀世水 を 配して 流水 

し、 末 廣は扇 港 を 象 ど リ、 其 裏面 は 全面 金砂 子 花鳥 高 蒔 

配 し、 其 中に 明治 初年 及 現在の 神 戶. 兵 庫 幷に須 磨の 勝 

に 銀 燻 金具 を附 した。 寶石箱 は 全面 紺青の 地色に 明 

,0 訪 屮和 田 岬. 須 磨 等の 名所 を 描け る 扇 面 を 散ら し、 之 

し が、 こ れ 古人の 未だ 試み ざり し 七寶の 大作に して、 蓋 

き ざ れ 石. 菊 を 描 き、 御 成婚 奉祝 を表徵 したる もので あ 


華頂宮 薨去 

弔意 奉 表 


つ た e 

御 成婚 奉祝の 日の 正午に は諷訪 山武德 殿に て 

知 事 • 市 長 を 始めと し、 官 民 一 千 餘人參 集して 奉^ 

式 を 開 き、 旗 行列 は 街衢 を 埋めし が、 夜 に 入る 

山に 集合して 國歌を 合唱 し、 巿 長の 賀牋 

同 妃殿下の 萬歲を 三唱 し、 自 動 車 を 先頭に 毘 

社に 參拜 して 御 成婚 を 祈念し、 在鄕 軍人 團は 

げ生田 神社に 詣 でし が、 其 他學 生生 徒の 提灯 

奉祝 は 夜 を こめて 行 はれた C 


や. 


灯 を 


一 了 

\ィ 


大正 十三 年 三月 二十四日 華 頂 宫博忠 王 薨 去 あ 

りに 堪へ す 、市 長 は 市民 を 代表 し、 議 長 は 市 會を代 

表 を 電報して 執 達 を 乞うた。 


は 官民 合同の 奉視記 念 會を閲 き、 

の 杯を擧 げ、 各 學校 團體又 奉視の 

戶 聯合 靑年團 員 約 三 萬 人 は大倉 

下 皇后陛下 弁に 皇太子殿下 

掲げて 生 田 神 社. 湊 川 祌 社 A 田 神 

神社に 參 集して 奉視 記念 式を擧 

を 始め、 一 般 市民の 奉祝 籠 物 ぁリ、 


ら せられし を以 て、 市 民 哀悼の 至 

表 し て、 華 頂 宮宫務 監督 宛 弔意 奉 


大婚 二十 五 

周年 奉祝 


大正 十四 年 四月 十七 日の 祌戶市 會は來 る 五月 十日 行 ませら る 、 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 七 


擧げ 

十 時 


神 戶市史 第二 輯 本 編 

十五 周年の 盛； 典 奉 祝 費 


著 

，石 

よ 


上京し 


大 


大 

內 


した。 かくて 五月 

市長 は 市民 を 代表 

奉祝 市會を 開きて 

閉會 する や、 市 會 談 

て宮內 省に 出頭 之 

臣 爲之助 等恭遇 

婚ニ 十五 年 之 令 辰 

九重 歡騰 四表臣 等 

上 言 臣聞 人偷攸 

昏 

敎之誠 資 

輔是故 塗 山 育 啓 致 

姜與ニ 南 之 風化 


各說 

八千圓 

十日に 

し、 太 田 

賀表 捧 

話 室 に 

を 捧呈 


重莫若 


下 

次 


呈 


せ 


四海 之 

源 高 流 


出の 件 を 可決 し、 神 戶市は 之に よって 奉祝 準 

午前 九 時 三十 分 市役所 正廳に 於て 拜賀式 を 

長 は 市會を 代表 し、 各 奉祝の 辭を 述べ、 つ いで 

の 件 を 附議し、 一 同 立 裡に之 を 可決し、 拍手 

て 冷酒 を 酌み て 盛典 を 奉祝 し、 市 長 は 同日 直 

し が、 其 賀表 文 は 左の 如くで ある。 


慶 稽首 頓首 


遠 根 


文母媚 

茂實蕃 


今 爲盛欽 惟 

天皇陛下 

負 元 聖之資 而謙冲 淵 默恭惟 

皇后陛下 

禀 至純 之 性而端 淑溫仁 

覆 載 通 功 

天生 而 

地 育 

剛 柔合德 

乾施而 

坤成敷 

神化 於 寰瀛盡 偷盡制 奉 

孝 思 於 

郊廟 克祀克 禋 

百祌 A 
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七 


祌 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

至 治 之 馨香 九服醉 

太 和之醞 醸是以 

天心 眷佑 

熊 ffi 之 夢 荐徵民 悃潜孚 . 

弓！ I 之 祈輙應 

蘭殿累 

, 珪 璋之瑞 

椒庭重 

麟鳳之 祥矧叉 

主 器 得 人 夙 著 孝 恭之美 

撫 軍備 德長彰 神武 之 功 仰 a 

琴 調瑟諧  , 一 

宮闈ニ 十五 年 之 靜好磐 安甌. 固 

宗社百 千 萬 載 之 兆 基 豈徒媲 美 金銀 競輝珠 

玉而已 月 維 孟夏 時 屬正陽 


七 
四 


天啓 昌期 人邀 

懿 典而猶 

聖懷崇 儉未肯 擧縟儀 

謙 德守冲 弗自膺 隆禮吿 

山陵 謁 

宗廟 首效尊 

先 報 木 之 誡存耆 耋旌孝 負載昭 s: 敎明倫 之 義臣 等 

謀 生 海 埠叨沐 

天 波感戴  . 

熙 朝已不 勝其鰲 扑對揚 

盛事 敢獨後 於 蟻 忱伏願 

岡 健 日 新、 水 仰 

乾 行 之不息 

八 PH 弘瓮著 普 敷 

坤德於 無 疆臣等 無任瞻 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 


七 

五 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各 說下.  二 七 六 

天 仰.  ， 

聖激 切歡欣 之至爱 依市會 僉議恭 奉表稱 

賀以 

聞 . 

大正 十四 年 五月 十日  祌戶巿 長 勳四等 臣 石橋 爲之助 上進 

尙祌戶 巿は置 時計 を 奉祝 品と して 獻納 せし が、 其 形狀は 最も 圓満 高雅なる 球 蓋 

圓 筒形 を 撰 び、 時 計 外側 は 銀に て 瑞雲 を 地模檨 として 之に 雪 輪 金 象嵌 鳳凰 を 散ら 

して、 銀婚奉 祝 の 意を丧 し、 表 面 地 は 四 分 一 にて、 聖上 銀婚を 奉祝して 金銀 象篏 にて 

鴛鴦の 圖を肜 リ、 文 字 板の 材料 は寶祚 無窮 を壽 ぎて 之 を 鼈甲 作と し、 時 示 の 文字 は 

特に 東大寺 大古 鏡の 十二 玄を 金の 高 肜象篏 として 現し、 指針 は 象牙に て 製作し 瑞 

蕓 形の 透肜 とな し、 時 計 臺は卓 形と し、 地 模檨は 中古の 氣品を 八 A ませて 總體黑 塗に 

光琳 風の 浪地模 檨を表 し、 扇 面 地 紙 を 散ら し、 之 に 戶巿の 勝景 を 高蒔繪 にて 現し 

たる ものであった C  -  . 

市役所 正廳に 於け る 奉祝の 後、 正 午より は武德 殿に 於て 官民 合同の 奉祝 會を閒 

き、 縣 市 當 局. * 業會 議所會 頭. 縣 市會 議員 を 始め 官民 有志 一 千 人參集 し、 石 橋 市長 祝 


詞を 述べ 、國. 歌 八 口 唱 後、 天 皇 皇后 兩 陛下 東宮 同妃兩 殿下の 萬歲を 三唱して 式 を 終へ 

し が、 兵 庫 縣正廳 にて は義僕 一 人、 高 齡者 八十 人に 天盃 傳達式 を 行 ひ、 神 戶 市より は 

拾圓 宛の 菓子 料 を 贈呈せ し が、 此 千代 萬 代 を 壽 ぐ 盛 典 に、 空 は 曇り たれ ども 雨 降る 

に 至ら す、 市 內各. 戶は國 旗 提燈を 掲げ、 折 柄湊川 公園に 開會 中の 絹 業 博覽會 は大装 

飾 を 加 へ、 全市 慶祝の 色に 充ち 溢れた のであった。 

御 誕生 大正 十四 年 十二月 六日 皇孫 (皇太子 第 一 皇女 照宮 成子內 親王) 殿下 御 降誕 あらせ 

ら れ た。. 是れ より 先 祌戶巿 は 近く 皇孫 殿下 御 降誕の 御 趣を拜 聞し、 歡天喜 地、 直に 

奉祝 準備 を爲 すと ころ ありし が、 こ  >  に 六日 御 誕生の 公示 を拜 する や、 直に 二十 一 

發の號 砲 を 以て 之 を 市民に 周知せ し め、 全 市は國 旗提燈 にて 慶祝の 意 を 炎 し、 黑 ， 

市長 は 市民 を 代表し、 太 田巿會 議長 は 巿會を 代表して、 電報 を 以て 宮內 大臣に 宛て 

天機 奉伺 を 乞 ひ、 皇 后宮 大 夫. 東 宫大 夫に は 御機嫌 奉伺 を 乞 ひ、 久邇 宮宮務 監督に は 

i 詞 言 上 を 乞 ふ 所 ありし が、 同 宮務 監督より は 鄭重なる 答禮 があった。 いく ご， 

命名式 當日 たる 同月 十二 日 は 午前 九 時 三十 分 市 正廳に 於て 黑瀨巿 長 以下 市吏員、 

. 太 田市會 議長. 及市會 議員 參 集して 拜賀式 を 擧げ、 同 十 時 に は 市會を 開. きて 賀表 幷 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  ニ七ヒ 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  二 七 「ゾ 

に賀牋 捧呈の 件 を 附議し、 満場 sa 立して 敬 祝の 意 を 表して 之 を 可決し、 市長 は 直に 

東上、 宮內 省に 出頭して 捧呈せ しが、 其 賀表 弁に 賀牍は 左の 如くで ある。 

賀表 

伏 シテ惟 ミ だ ーー賁 冑ノ生  ノ 入  天地 其ノ徵 

ヲ示シ 聖人 ノ出ッ ル 日月 其ノ初 ヲ紀ス ト 

天皇陛下 至 聖至明 皇統 ヲ 悠久-一 紹カセ 給 

ヒ丕運 一一 中興 一一 膺 ヅ給フ 

盛 德萬民 ニ被リ  ,  i  •  • - マ ソ.： ： 

休 烈遐邇 ニ施ク 風雨 和 順シテ 天人 氣相 通シ 

稻梁 豊熟 シ テ民 物心 相 合 ス斯ノ 日 

儲宮慶 ァリテ 

. 內 親王 殿下 御 降誕 ノ德音 ヲ拜ス 臣弘志 等 

扑舞 雀躍 言 フ所ヲ 知 ラサ ルナ リ 嗚呼 天 ハ 

玆 一一 福祉 ヲ垂レ 神ハ玆 一一 靈貺 ヲ降ス 

天 賓連緜 トシ テ 皇室 ノ隆彌 々限 リナ ク邦 


家 ノ盛滋 々窮 リナ カラン 臣弘志 等 生レテ 

無比 ノ 聖恩-一 普 霑 シ 更 ニ斯ノ 瑞祥 二 遭 

フ洵 -1 赤子 ノ歡 一一 堪 ヘス 市會 ノ成議 II 

依 リ恭シ ク表ヲ 上リテ 葵 藿ノ微 忱ヲ致 

シ奉ル 

大正 十四 年 十二月 十二 日 

神戶 市長 從四位 勳四等 臣黑 瀨弘志 誠歡誠 喜稽き ぽ拜 

賀 牋 

恭シク 惟 ミル 二 

皇太子殿下 仁 孝 英明 主器ノ 令聞 夙 ニ高ク 

マ シマシ 

皇太子妃 殿下 貞淑 窈窕 葛 覃ノ儉 德ニ富 マ  ， 

セ給フ 鸞鳳偕 ニ樂ミ 琴瑟齊 シク和 シ給ヒ テ 

ヨリ 玆ニ 一年 有半 關睢ノ 化 天下-一 浹キヲ 加 

へ 嶙趾ノ 詠遐邇 一一 與リ 流星 昂ヲ賞 キ テ乃チ 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 七 九 


神 戶巿史 第二 辑 本 編 各說 下 

內 親王 殿下 御 降誕 ノ慶 音ヲ拜 

忭舞ノ 情 仰 賀ノ衷 見 、ノ 

丕 墓 是 二 於テ カ彌々 鞏固 

大 潢 是 二 於テカ 益 々 無 窮 

力 之 二 加へ ン時 ハ今淸 

河淸山 一一 萬歳ノ 響ァリ 

弘志 等斯 ノ嘉祥 ノ疆リ 

賀ノ情 一 一 堪へ ス 玆ニ巿 

テ牋ヲ 上 ヅ聊カ 傾藿ノ 

大正 十四 年 十二月 十 

神戶 市長 從四 

此日 正午より 武德 殿に 於て は 

市 は 奉祝 費 五 千圓を 支出して 奉 

夜 は 學 生. 生 徒. 靑 年團 の提燈 行列 

轟 き、 全 お 民は歡 喜に 洶を 躍らし 


二八 0 


ナ 


ス 二 

ナヅ 邦家 

和 長久 日 

海 I 一千 年 

ナ キヲ欣 

會 ノ成議 

至 悃ヲ表 

二 日 

位 勳四等 

官民 合同 

祝の 設備 

あ り、 市廳 

て 皇室の 


ス 

、 

シ 


臣弘志 

ヲ 甲！ 一 フ 


慶福 

正 一一 

壽 ァ 

テ 堇 

5 籰 

ft リ 

奉 ル 


何物 

海晏 

リ 臣 

慶 肅 

ミ 


臣 黑 

を 以て 

を 凝ら 

舍を始 

彌榮を 


瀨弘志 

皇孫 殿 

し、 學校 

めと し 

壽 ぎ 奉 


誠 歡誠喜 螟^ 頓き 

下 御 降誕 祝賀 會を 開催し、 

兒 蓳 牛： 徙は旗 行 列 を 行 ひ、 

て滿 街^ 飾に 輝 き、 煙 花 は 

つ た。 


大正 十五 年 十二月 二十 五日 は 大正 天皇 崩御の 公示 を拜 し、 日本 國 民の 震駭 悲痛 

葬儀 遙拜式 

言 語に 維す るの 日であった。 是 より 先此年 十一月 二十 五日 天皇陛下 御 不例に わ 

たらせら る 、御 趣を拜 承せ る巿 民の 恐懼 甚だし く、 黑 瀨神戶 市長 は 市民に 代リ直 

に 天機 幷に 御機嫌 奉伺 方を電 麦して 一 向 御 快癒 を 祈り 奉りし が、 十 一 月 二十 九日 

正午に は 巿は大 倉 山 公園に 於て 御 平癒 を 祈願し 熱誠 を こめ、 更に 十二月 一 日に は 

祌戶 市會は 決議 を以 て、 天 機幷に 御機嫌 を 奉伺して 速に 御 平癒 あらせら れんこと 

を 祈り 奉る 爲 め、 五 人の 起草 委員 をして 奉伺 文案 を 起草せ し め、 満 場 起立の 間に 之 

を 可決して 直に 其手續 をと つた。 越えて 同月 十七 日に 至り 御 容體御 宜しから ざ 

る 御 趣を拜 聞す る や、 恐 懼 措く 所 を 知ら す、 卽 ち 市長 は 巿民を 代表して 天機 幷に御 

機嫌 を 奉伺す る ことと なリて 其手續 をと りし が、 宫 內 大臣 宛の 奉伺 文 は 左の 如く 

である C 

天機 奉伺 

聖上 陛下 御 重態 ニ涉ラ セ ラ \ ル御趣 拜聞シ 市民 一 同 憂懼 措 ク所ヲ 知- フ ス謹 

ミテ 天機 ヲ伺 ヒ奉ル 

右雅軟 素 ヲ乞フ 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二八 一 


神 戶市史 第二 辑 本 

皇后 宮大 夫 • 東 宮大夫 宛 

聖上 陛下 御 重態 -ー 涉 

ミ テ御 機縑ヲ 伺ヒ奉 

右 言上 ヲ乞フ 

叉 市 廳玄關 に 天機 奉伺 

て宫內 省に 捧呈した。 か 

二十 五日 大正 天皇 崩御の 

登廳 して 正門に 悲しき 弔 

市民に 代 ク、 踐 祚 あらせら 

御機嫌 奉伺の 手續を 執り、 

満場 S- 立 恐懼の 間に 敬 悼 

頭して、 宮內 大臣に 其 執 麦 

■ 叙聖 文武 ナ ル我カ 

天皇陛下 崩御 ノ 公示 


編 各說下  二八 二 

奉伺 文 は 左の 如くで ある。 


-フ セ 

レ 


ラ \ ル御趣 拜聞シ 市民 一 同 憂懼 措ク. 所 ヲ知ラ ス謹 


く て 

公示 

旗 を 

れし 

巿 會 

文 を 

を 願 


を 

务 

决 


を 

召 


で 


同 自 

擧げ 

し、 市 

，內玄 

天皇 

集 せ 

し、 黑 


こ o 


署 

民 


ら 


其 


ヲ拜シ 市民 一同 


簿を備 へ、 市民の 誠意 を 受付 け、 是 を纒め 

御 快癒 を 祈り 奉りし 甲斐 もな く、 十 一 一 月 

は 恐懼 此上 もなかった。 市吏員 は 早朝 

に 市民の 敬 悼 自署 簿を備 へ、 市長 は 直に 

下の 天機 を 奉伺 し、 皇 后 皇太后 兩 陛下の 

れて 午前 十 時 二十 四 分 緊急 市會を 開き、 

市長 は. 卽日 祌戶を 發し葉 山 御用邸に 出 

敬 悼 文 は 左の 如くで ある。 

震駭 悲痛 措ク所 ヲ知ラ ス 


玆 一一 祌 II； 巿會ノ 决議ヲ 具 シ虔テ 敬悼ノ 誠意 ヲ表 シ奉ル 

大正 十五 年 十二月 二十 五日 神 In '市長 從四位 勳四等 黑瀨弘 志 

是ょ  > 先此日 午前 十 時 五十 分 市廳舍 中庭 東 隅に 遙拜 祭壇 を營 み、 市 長 以下 市 吏 

員、 市 會 議 長、 t 會 議 員 參 集 し 、市 長 及 議長 は 諸 員 を 代表し て、 玉 串 を 捧げ 奉りて 嚴肅 

なる 遙拜 式を擧 げ、 市 電 氣 局. 學 校. 公 私團體 何れも 敬 悼の 誠 を 致 し、 大 倉 山 公園に は 

遙拜所 を 設けて 市民の 隨意遙 拜に備 へ、 叉 市民に 對 して は 大喪に 關 する 注意書 を 

印刷し て、 市 內备衞 生 組合 を經て 配布 方 を 取 計 ひし が、 之 によれ ば、 崩 御の 當日及 其 

翌日よ リ五 日間 一 般に 弔旗 を 掲揚す る こ と、 尙 大喪 中の 一 箇 年間 は 固 旗を揭 ぐる 

とき は、 大正 元年 閣令第 一 號に 依り 旗竿の 球を黑 布に て 包み、 且 つ. 旗竿の 上部に 黑 

布を附 し、 喪服 は 皇室 喪服 規程 及 大正 元年 閣令 第二 號に 依る ベ しとて 其 制 式 を 示 

し、 歌 舞 音曲 は 崩御の 當日及 翌日より 五日 間 一 般に 停止 せらる ベ きを 以てした。 

かくて 市民 は 業 を 休 み、 謹 愼奉弔 し、 全 市 全く 悲痛 敬 悼の 色に 包まれた のであった。 

昭和 二 年 一 月 二十 七日に 至 リ神戶 市 告諭 第 一 號を以 て、 來 る 一. 一月 七 ？八 日 大正 

天皇 大葬 儀 を 行 は せらる 、 につ き、 市 民 は 謹愼敬 悼の 誠 を 表し 奉る ベ き 旨の 心得 

方を吿 示した。 卽ち 歌舞 音曲 を 停止す る こ と、 娛 樂の爲 にす る 催 物 を差控 ふるこ 

第一章 行幸 行啓 袢 びに 皇室 關係紀 事  二人 一一 一 


神 戶市史 

と、 各 戶 洩れな く 

各戶 軒先に 吊る 

後 六 時 本市大 倉 

定の 喪章 を附し 

て 參拜し 得 ざ り 

者 は 前記 擧 式の 

大 倉 山. 連 池 .縣 立 

げ、 三 發 目より 式 

かくて 二月 六 

山に 營 める 大葬 

た。 か、 る 間に 

け、 全巿备 戶の戶 

ばらなる 中 に、 夜 

場 殿御 發 引の 時 

工場の 汽笛 一 齊 


を 

ま 


と 

者 


第二 辑 本 編 各說 下 

弔旗 を揭 ぐる こ と、 夜 

，火災 豫 防の 爲め 

園に 於て 遙拜式 

に謹愼 して 參拜 

は 適宜 參拜す ベ 

其 場所に 於て 各 

中學 校の 三 箇所 

始 する こと 等の 

艦 鬼 怒ぬ 大葬 儀 

拜 式場 も 成 り、 市 

極ま，^ な く、 し め 

く閉さ れ、 街 衢 は 


間 は 成る ベ く 敬 惮 の 文字 を 


こ 

山 

し 

時 


痛 

さ 

入 

と 


れば 市中 更に 一 

な る や、 各 寺院よ 

る や、 市 民 は 一分 


一 了 

\ィ 


十分 火 

を 

遙拜し 

きこと 

々束 方 

に 於て 

條項を 

禮 艦と 

長 及 市 

やかな 

黑 き 垂 

入の 寂 

h\ は 舞- 

間來方 


氣の 

す ベ 

，遙拜 

-當 日 

に 向 

合圖 

含 め 

し て 


る 諒 

0 と 


取扱に 

き に 付 

所 は 二 

遙拜 

ひ 堇 

こ In 一 に 

と し 

る も 

入港 

長 ま 

闇 の 

敬 弔 


式 

大 


寥を 加へ 

限の 哀を 

に 向 ひて 


の 

傳 


注意す る 

敬意 を 失 

月 八日 迄 

に參 列す 

て 遙拜す 

き 孝 W; 娼 

であった 

，第 十號浮 

葬に 參列 

月 七日の 

旗と 提俊 

が、 纏 て 午 

ふる 百..：； 


二八 四 

墨書せ 

こ と、 二 

せ ざ 

る こ 

る こ 

火 三 


0 一 ) 

を 割 


る 

發 


繋 

ま 


とに 满 

後 十 一 

の 鐘の 

佇立 祈念 を捧 げ、 汽 


る 提 

月 七 

艮 ^ 

月 «^ 

す る 

じ 匕 ま 

，遙拜 

宛 を 

留 し" 

れ束 

悲 し 

ち、 一丁 

t  \ィ 

時 靈 

音 ひ 

車 ，電 


燈 を 

日 午 

に 一 

を 以 

ざ る 

式 は 

打揚 

，大倉 

上し 

く 明 

人 ま 

轜葬 

、ヾ き、 

享 も 


一分 間 停車 し、 儀 禮 艦の 分 時 弔砲 を 合 圖に在 港 各 汽船 も 一 齊に 汽笛 を 吹 鳥 し、 敬 草 

の氣 全市に 漲った。 されば 神戶 市遙拜 式場た る 大倉山 公園 は淸掃 せら れ、 三 張 の 

大天慕 も 設けら れ、 照 明 の 電 燈も 用意 せら れ、 午 後 十 時 を 過ぐ る 頃より， 在郎 軍人 團 

員.靑 年 圑 員， 各 宗 敎 ffl 體. 各 婦人 團體 を始 め、 弔 旗と 喪章 を附 したる 提燈と を 先驅に 

市民の 來集 する 者數萬 人と 注せら れ、 遙 拜 殿の 正面 及 側面の 三 箇所の 大篝火 は 神 

神し く 白木の 大 鳥居に 映 え、 十 一 時より 左の 式次に よりて 遙拜式 は 執行せられ た o 

，,> 午後 十 時 三十 分 第一 柝  •  • 

參 列 員 入場 

午後 十 一時  第二 柝 

祭 員 長 以下 祭 員 着床 (此間 麦 樂)： ..  . 

次 修祓  ■ 

次祓具 ヲ撤ス (此間 麦樂) 

次 祭 員長遙 拜詞ヲ 麦スー . 人； .  , 

, , 次 市長 遙拜 詞ヲ 麦ス 

次 市長 參列 員ヲ 代表 シ 玉串 ヲ 奉奠ス 參列員 自座列 拜 (此 時笙 一管) 

第二 章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二八 五 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  二八 六 

次 祭 員 長 玉串 ヲ奉奠 ス祭員 一 同 自座列 拜 (此 時 笙 一 管) 

次 各自 拜纔 退出  ,  , 

助役 杉野繁 の代讀 せる 市長 遙拜詞 は 左の 如くで ある。 

遙拜詞 

維時 昭和 丁 卯 二 年 二月 早 春暖 未 タ到ラ ス シテ 六合 寂々 タリ 此日 

大正 天皇 靈轜 畏ク モ 千代 田 ノ殯殿 ヲ發シ 大儀 ヲ新宿 一一 享ケサ セ -フ レ 

多 摩ノ新 御陵-一 嚮ハ セ給 フ渾天 闇々 全土 愁々 喑雲悲 風 蒼生 ノ涕 泣更 

二 新 タナリ 伏シテ 惟〃 一一 

大正 天皇 允文允武 神聖 敏明ノ 資ヲ享 ケサセ ラレ 夙-一邦 家 興隆 ノ大偉 

業 ヲ以テ 皇祖 皇宗 ノ宏謨 ヲ發揚 シ給ヒ 盛 德稜威 八紘 一一 竝ヒ輝 ケリ寶 

祐 < ^有 五 年 國運ノ 隆昌 前 n> 空 ゥ シ國威 ノ顯揚 古 -1 比ナ シ普天 率土 悉 

ク仰テ 聖壽ノ 無窮 ヲ稱へ 俯シテ 太平 ノ 御宇 ヲ 樂ム而  一 V 昊天 赤子 ノ誠 

念 二 幸セス 聖魂遽 一一 穹空ー 一 登 ラセ 給 ヒ龍駕 長へ 一一 迎 へ奉ル 一一 由ナシ 

嗟 乎哀哉 

玆ニ木 日 恭シク 遙拜ノ 式ヲ擧 クル 二方 リ 臣弘 志齊戒 沐浴 シテ本 市 七十 


餘萬ノ 蒼生 ヲ 代表 シ誠惶 誠恐虔 テ蕪詞 ヲ奉ル K シテ 願ク 


神 靈赫灼 長へ 一一 神州 社稷 ト黎 民トヲ 擁護 シ 

昭和 二 年 二月 七日  神戶 市長 

式の 了れ る は 寒風 肌 を さす 深更であった。 か 

來 しか ば、 市 は此年 十二月 二十 五日 正廳に 於て 大 

ゲ こ o 


給 ハラム コトヲ 

從四位 勳四等 黑瀨弘 志 

くて いつしか 御 一 年式 もめぐ り 

正 天皇 御 一 年式 年祭 遙拜 式を擧 


內 親王 御 降 

誕 奉祝 


内親王 御 葬 

送 遙拜式 


雍仁 親王 御 

婚儀 奉祝 


昭和 二 年 九月 十日 第二 皇女 (久宫 祐子內 親王 殿下) 御 降誕の 御 趣 公示 を拜 する や， 

市長 及市會 議長 は 夫々 天機 弁に 御機嫌 奉伺. 祝詞 言上 方の 手續 をと リて 《 し 奉つ 


こ o 


昭和 三年 三 月 十 三 日久宮 祐子內 親王 御 葬送に つき、 市 は遙拜 式を擧 げた o 


昭和 三年 九月 秩父 宮雍仁 親王 殿下 御 結婚 あ 

i% 費 ニ千圓 支出の 件 を 市會に 上程 し、 同 or  二十 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事 


ら 


せらる 、御 趣拜 承す る や、 市 は 奉 

日 其 協賛 を 經、 內 千 八 百圓を 以て 

二八 七 
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純銀 製 釣 香 爐壹箇 を 謹調獻 上す る 事と し、 御 結婚 當日 たる 二十 八日に は 瀨」 巾-お 

は 市民 を 代表し、 太 田市會 議長 は 市會を 代表して、 天機 奉伺の 電報 を宮內 大臣 を經 

て 其 執 麦 を 乞 ひ、 皇 后 宮 大 夫 4 太后 宮大 夫に は 御機嫌 苯 伺の 言 上 を 乞 ひ、 秩 父 宫 別 

當には 奉賀の 執 成 を 乞 ふ 所があった。 

大典 祝 .诏 和 三年 十一 月 十日 <fr 上 天皇陛下 卽位 大典の 御擧 行に 際し、 祌 P 市 は 之より 先 

*^ 式 

旣に 五月 二 曰 奉祝 獻 上品 費と して 一 萬圓の 外に、 奉賀 式 • 旗 及提燈 行列. 奉祝 門. 煙 花 • 

高 齡者贈 早； 金 等 を 含める 奉祝 費 五 萬 圓、 電 氣諸 費に 二 萬 八 千 五百圓 を. ^出す る こ 

とと 定めし が、 十 月 五日 奉祝 方 法. 窮 民 救 助. 高 齡者 優遇の 三點 にっき 廳內 協議 會を 

開 き、 七 日に 至りて 左の 事項 を 決定した。 

一、 十一 月 九日 市 內官幣 社 以下 二十 六 社に 祌劍を 奉納し、 十四日に は 指定 村 社に 

供進 使參 向す る こと。  . 

一、 市 內社會 事業 團體 收容 者に 祝 餅 を、 共 同 宿泊所の 生活 者に 鰻と 赤飯と を 贈る 

こ と e 

一、 高齡 者に は 酒肴 料 を 贈る こと。 


一 十 一 月 十四日より 十七 日 迄、 午 前 九 時 乃至 午後 四時の 間、 市 廳舍 玄關に 奉賀 名 

簿を備 へ 市民に 隨意 署名せ しむる こと。 

一、 十 一 月 十日 大倉 山に て 市民 一 般の 奉祝 式 を 行 ひ、 市會 議員. 市吏員 は市會 談話 

室に 於て 奉祝 式 を 行 ひ、 大倉山 奉祝 式に 參加 する こと。 

一、 日 木 艦隊 弁に 入港 外國 艦隊 乘組 員に 對 して は 相 當歡迎 方法 を講す る こと。 

一、 大倉山 公園に は 菊花 展覽會 を 開 き、 市 電は 花電車 を運轉 する こと。 

一、 賀表 捧呈の 市 會を開 き、 十 一 月 十七 日 市民 奉賀 式を大 き 山に 開く こと。 

一、 小學校 幼稚園 は 旗行列、 中等 學校 は提燈 行列 を 行 ふこと。 

ついで 十月 九日 午前 十 時縣立 第一 高等 女學校 講堂に 於て 天皇 皇后 御 眞影傳 達 

式 あり、 神戶 市へ 御 下賜の 御 眞影は 市長 以下 之を捧 戴して 市會 談話室に 奉安し、 や 

がて 各學校 職員に 謹みて 傳 達せし が、 此 時神戶 市に も 御 下賜 ありた るに ょリ、 十三 

日 午前 十 一 時市會 談話室に 奉揭 し、 正副議長. 市會 議員. 市長. 助役 以下 市の 年俸 者參 

列して 拜戴 式を擧 げた。 而 して 巿は大 電飾 を 施して 大倉山 を 彩 花の 海と すると 

共 に 錨 山. 市 章 山 弁に 市廳舍 にも 大 電飾 を 加 ふること と し、 奉 祝の 準備 はかくて 著 

著と して^ 〜しが 三十 二日に は 兵庫縣 より 當 日の 官廳 奉祝 順序 弁に 萬歲 奉唱 方 

第一章 行幸 行啓 幷 びに 皇室 關係紀 事  二 \、 
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の遠渫 あり、 十一 月 五日に は 市 告示 を 以て 市民 奉賀 式 を大倉 山に 擧 行すべき を公 

吿し、 九日に は 刀匠 高 橋秀信 謹製に か 、る緋 の 下緒に 黄金の 鳳凰 を 鏤めた る神劍 

をば、 市內 二十 六 神社に 夫々 奉納して 大典 を 記念す ると ころ ありし が、 市內は 全市 

を 擧げて 奉祝の 色 を 漲らせ、 市民の 幾多の 催 物 も満を 持す る有檨 であ つ た。 

ゆくて 十一 月 十日 神 戶市會 は 大典 賀表 捧呈の 件 を 上程し、 市長の 朗讀 せる 賀表 

を滿場 起立の 間に 之 を 可決し、 市長 は翌 十一 日 京都 御所に 參 候して 捧呈の 手繽を 

執る 所 ありし が、 其 賀表 は 左の 如くで ある。 

明治 洪緖 八紘 昇 平ノ運 ヲ開キ 大正 聖治 四民 德化ノ 功 ヲ收ム 時 正 二 昭和 

維新 ノ秋 天佑 ノ漲ル 所玆ニ 

聖智ヲ 生 シ定典 一一 循ヒ 常規 ニ據リ 神器 ヲ奉シ テ鴻庥 ヲ享ケ 

宸儀ヲ 整、 テ卽位 ノ大禮 ヲ昭擧 シ孝ヲ 大嘗宫 一一 申へ 惠ヲ 豐樂殿 一一 垂レ給 

フ 雍， タ \ 鴻儀 穆穆タ ル鉅典 天神 悅ヒ 地赦. 和ラキ 群臣 德 一一 健キテ 歡聲 

朝野 ニ充チ 萬民慶 ヲ同シ ゥシテ 嵩呼 天地 二 震 フ洵ニ 曠古 ノ 盛事 タリ 伏 . 

シ テ 惟 ミ ル 一一 

天皇陛下 天縱 文武 慈 孝 聰明 聿ニ 大統ヲ 承ケ寶 極-一昭 登シ 先烈ヲ 紹キテ 


神州 II 光 御 シ給フ 

皇運翁 八裔ー 一伸 ヒ國光 愈 六合-一耀 カン 臣 黑瀨弘 志等斯 ノ嘉會 ニ際シ 慶幸ヲ 

思 ウテ 欣扑措 ク處ヲ 知-フス 感激 愈 切 一一 シテ 

天恩 ノ厚キ 二 咽 フ周ネ ク朝昏 ノ重キ ヲ布キ 忠愛 ノ誠 ヲ竭 サン 爱 一一 市會ノ 

成議 -1 基キ謹 ミテ輿 情ヲ具 シテ葵 悃ヲ陳 シ恭シ ク表ヲ 捧ケテ 

歙算ノ 無疆ト 皇運ノ 隆昌 ト ヲ祝濤 シ奉ル 

昭和 三年 十一月 十日  . 4〜 ： 

神戶 市長 從 四位勳 四等臣 黑瀨弘 志 誠 惶誠懼 謹言 

尙獻 上品 は 高 六尺 五寸、 頂上に 銀製 沈 金 仕上の 靈鶴を 配し、 燥然 たる 稜 威と 建 國 

の 大業と を表徵 せる 廣間用 萬國大 時計に して、 二 十一 日 市長 赤阪 離宮に 參 候して 

1 納を 了し、 又 市民 奉賀の 名簿 は 之 を宫內 省に 捧呈 ) た。 

よ 日 祌戶市 正廳に 於て は 市長 以下 市吏員. 市會 議長 • 巿會 議員 參 集して、 拜賀式 を 

擧げて 大典 を 奉祝し、 ついで 數 萬の 禮 装せ る 官民 は 奉祝 式場た る大倉 山に 參 集し、 

田 中 首相の 紫宸殿に 於て 天皇陛下の 萬歲を 奉唱す ると 同時 刻た る 午後 三時 を以 

て、 市長の 發聲 によ リて 萬歲を 三唱した。 又此日 市民に して 酒肴 料 を 賜 はれる 者 
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八十 歲 以上 千 九 百 五十 九 人、 九十 歲 以上 九十 三人、 百歲 以上 三人に 對し、 午前 十時縣 

立 第 一 高等 女學校 講堂に 於て 其 傳達式 あ 乂宫內 省より 酒肴 料と して 百歲 以上" 

金 一 圓 五十 錢、 九十 歲 以上に は 金 一 圓、 八十 歲 以上 は 金 五十 錢宛 下賜 ぁリ、 式 後 市 役 

ほ 中 K に 於て 市よ リ百歲 以上に は 金 十圓と 三重 木盃 一組 を、 九十 歲 以上に は 金 五 

圓と 大木 盃 一 箇、 八十 歲 以上 は 金 ニ圓と 小木盃 一箇 を 各 贈呈して 喜びに 代へ た。 

尙縣立 第二 神 戶中學 校庭 其 他に 於ても 奉祝 式を擧 ぐる あり、 此 くて 此 日夜に 入り 

て満街 全く 光の 海と 化し、 大典 を壽ぎ まつる 市民 は 夜 を こめて 奉祝した。 尙神戶 

市の 市民運動 場 を 連 池に 開設せ る は 實に卽 位 大典 を 記念 せんが 爲 であつ す 

久震去 昭和 四 年 一月 二十 八 曰 元帥 久邇宫 邦靈， t せられた るに つき、 市長 は 市 

夭 機 奉 何 民 を、 市會 議長 は 神 戶市會 を 代表し、 宮內 大臣 宛 天機 奉伺の 執 * を 乞 ひ、 皇后 宫大夫 

こ よ 即^ 嫌 奉伺の 執 麦 を、 久邇 宮家 に は 敬 弔 執 成 を. 乞 う た 

昭和？ の 昭和 g 年 六月 七 曰 今上天皇 陛下 神戶に 行幸 あらせられ、 畏くも 神戶 市役所に 成 

1 了  IIHL  »  ノ 

役所 ら せらる。 洵に 空前の 光榮と 申すべき であった。 顧る に 陛下 未だ 御 幼少に d し 


ませる 時、 皇太子殿下に 在せ し 時 及 攝政宫 殿下に あらせられし 時、 前後 七囘 行啓の 

光 榮に洛 せし が、 偶， 此年 五月 を 以て 大阪市へ 行幸 あらせら るべき 御 趣に 拜聞 する 

や、 兵庫縣 知事 及神戶 市長 は相携 へて 二月 十一 日宮內 省に 出頭し、 龍駕神 ョ 市に も 

行幸 あらせ 給 はるべ き やう 悃願 すると ころ ぁリ しに、 二十 六日に 至リ 市長の 出頭 

を 命せられ、 宮內 省より 大阪 行幸 を 終へ させられ たる 五月 二十 七日 朝神戶 市に  一 了 

幸、 同日 夕刻 神戶 港よ リ 軍艦に 乘御、 還 幸の 途 にっか せらる、 ことに 內定 せらる と 

の 御沙汰 を傳 達せられ、 兹に 正式に 行幸の 光 榮を荷 ふこと となった のでち つた。 

されば 三月 二日の 市會に 於て 市長より 此旨 報告す る や、 満場 歡喜 感激の 拍手 を以 

て 之を迎 へ、 爾後 奉迎 準備に 著 手した ので ある。 

力くて 宫內省 は 三月 二日より 三囘 に亙リ 行幸 主務 官及 侍從を 派遣し て、 臨 幸 先 

の實地 視察 を 行 はしめ、 五月 二十 八日 更に 侍從來 神して 最後の 打 合 を 爲す所 あえ 

市 は 四月 二十日 行幸 奉迎 事務 章 程 を 制定し、 委員長 以下 委氣を 任命し、 奉迎 費 四十 

八 萬 四千 八 百 八十 圓を 計上 し、 京 橋の 大 奉迎門、 大倉 山の 電飾、 市 廳舍の 装飾、 市廳舍 

^ 施 設、 記 念 品の 調製 等に 萬 全の 計 畫を進 め、 同 時に 衞 生と 炎 護に 遺 fa なき を 期し、 

道路の 鋪装淸 掃に 留意し、 一 向 行幸 を 鶴首し 奉った。 始め 五月 八日 宫內 省より は 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  二 九 四 

五月 二十 曰御發 車、 大 阪. 祌戶に 行幸、 和歌 山 縣下及 東京 府 八丈島へ 御 立 寄の 上、 同 三 

十一 日 還 幸 あらせら るべき 旨 仰 出さ れ しが、 偶.. 大阪市に ぺ ス ト病發 生の 爲め、 御 日 

程に 變更ぁ り、 五 月 十七 曰に 至 り、 五 月 二十 八 曰御發 輦、 六 月 九 曰 御 還 幸の ことに 治 

定 あら *」 られ、 祌戶 市に は 七 曰 行幸 あ リ、 八 曰 御 航海の 御 事と な リ、 神 戶市 行幸の 時 

間 は 左の 如く 定めさせられた。 

六月 七日 午前 九 時 二十 分大阪 行在所 御 出門、 同 九 時 五十 分大阪 築港 棧橋著 御、 

驅 逐艦灘 風に 乘御、 同 十 時 御 出港、 同 十一 時 二十 分 神戶港 第三 突堤に 著 御、 同 十 

1 寺 三十 分 兵 庫 縣廳著 御、 御 晝餐を 召さ せられ、 午後 一 時 三十 分發 御、 同 三十 二 

分列 立拜謁 場た る 縣立第 一 神戶 高等 女學校 へ 著 御、 同 一 時 四十 二分 發御、 同 四 

十五 分 海洋 氣象臺 へ 著 御、 同 二 時 三十 五分 神戶 市役所 著 御、 二十 分 間 龍 駕を駐 

めさせられ、 同 二 時 五十 五分 發御、 同 二 時 五十八 分別 袼官带 社 湊川祌 社 著 御、 同 

三 時 五分 發 御、 同 三時 十三 分祌戶 税關著 御、 同 三時 五十 五分 發御、 同 四時 神戶港 

第三 突堤 著 御、 直に 驅遂 艦灘 風に 乘御、 港內御 巡覧の 上、 同 五 時 御 召 艦長 門に 御 

移乘 あらせられ、 同 六 時 賜餐、 同夜 御假 泊、 八 曰 午前 九 時 御 出港、 東京へ 還 幸の 途 

にっか せらる。 


こ 、 に 畏くも 天皇陛下に は 愈 丄ハ月 七日 を 以て 神戶巿 に 行幸 あらせら れ、 市 廳 に 

も 臨幸 あらせ 給 ふと 拜承 せる 市民の 歡喜 想像に 餘りぁ り 、扑 舞して 奉迎の 準備に 

力めし が、 神 戶市會 は 五月 二十日 を 以て 

迎表 を可决 した。  . 

かくて 六月 七日 は 行幸 日和と も 申す 

に 滿ち満 ち、 前 日大阪 より 入港せ る 供奉 

艦 を 始め、 在 港 艦船 悉く 滿艦飾 を 施し、 奉迎の 民草が 歡 喜の 衷情 溢る 、ばかりなる 

折 し も、 午 前 十 時 十分 皇禮 砲の 轟く 中 を 御 召 艦 は 第三 突堤に 著 かせられた。 午前 

十 一 時 十五 分 今上天皇 陛下に は 三 木 驅逐隊 司令の 御先 導に て 牧野 內 大臣 二 木宮 

內 大 臣. 鈴 木侍從 長 .奈 良侍從 武官 長 等を從 へ させら れ、 純 白の 海軍 服 を 召させられ 

て 甲板に 立た せ 給 ひ、 篠 崎税關 長の 御先 導に て 御上 陸 あらせられた。 折 柄 軍樂隊 

の瀏嘵 たる 君が代の 吹 素、 海 軍 儀仗 隊の 著劍奉 銃及黑 瀨神戶 市 長. 長 兵庫縣 知事 以 

下 奉迎 諸 員 一 同の 最敬禮 に對し て、 擧 手の 禮を賜 ひつ ゝ御召 自動車に 乘 御、 鈴 木 侍 

從 長陪乘 し、 供 奉 諸 員の 自動車 之に 隨 ひ、 京 橋より 海岸 通 を 西 に、 大 阪 商船 神戶 支店 

角 を 右 に、 ト ァ n 1 ドを北 に、 市 電 山手 線路 を 西に 向 は せら れ、 兵 庫 縣廳に 臨幸 あら 
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開 售し、 満場 SS 立の 裡に 市長の 朗讀 せる 奉 

ベ き 陽光 に、 陸 も 海 も 街 も 船も歡 喜と 感激 

艦 那 智、 警 備艦大 井及濱 風. 時 津 風の ニ驅逐 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 プ六 

せられた。 

午前 十 一 時 二十 五分 縣廳に 著 御の 陛下に は、 縣 高等 宫.縣 會 議員 等の 堵到 奉迎 裡 

に 御 車 寄に 御 下乘、 長 知事の 御先 導に て 御座所に 入御、 直に 長 知 事. 本 庄第 十師圑 長. 

鹿 島 商工 會議所 會頭等 有資格者 五十 七 人に 單獨拜 謁を賜 ひ、 つ いで 正廳に 出御 あ 

りて 特別 列 立 拜謁者 百 二十 九 人に 賜 謁ぁリ 、更に 地方 課 事務室に て 獨逸總 頜事ド 

クト〜 ォ ー ルト 以下 在留 各國 外交 圑及 外國人 代表 等 三十 四 人に 列 立賜謁 あり、 知 

事 官房に て は 特に 功勞 者と して 御 召 出の 光 榮に洛 せる 勝 田 銀 次郞等 五十 七 人に 

拜謁を 賜 ひて 御座所に 入御 あらせら る。 ついで 長 知事 は 御座所に 伺候して 奉迎 

文 を 捧呈し、 一 且返 出して 再び 參 入し、 縣治 一 班幷 に 大典 記 念 事業に つきて 茇 上す 

る を 御聽取 ありし 後、 御 晝餐を 召され、 御 小憩 後 再び 知事の 御先 導に て 別室に 陳列 

せる 獻上 品. 傳 獻 品. 物 孝學 藝 品等 を歙覽 あらせら れ、 午 後 一 時 三十 二分 縣立第 一 高 

等 女 學校大 講堂に 臨幸 あらせられて 千 五 百 人に 列 立 拜謁を 賜 ひ、 更 に 他の 五 室に 

於て 合計 四百 人の 有資格者に 列 立 拜謁を 賜 ひたる 後、 海洋 氣象臺 に 臨幸 あり、 岡 田 

臺長 以下に 拜謁を 賜りた る 後、 同 臺 長の 奏上 を 聞 召さ れ、 陳 列 室に て 觀測用 機械 類 

装置 等 を 歙覽 あり、 午後 二 時 四十 五分 發御、 祌戶 市役所に 向 はせられ た。 


祌芦巿 役所に て は 臨幸 一 時間 前より 市長 は 正門 御 車 寄 に、 市會 議員. 行幸 奉迎 事 

務 委 員 .囑 託及巿 年俸 者 は廳內 中庭に 堵 列して 著 御 を 待ち 奉りし が、 鹵 簿は 海洋 « 

象 臺ょリ 市電 山手 線を两 に、 大 倉 山 公園 下より 南 に、 更 に祌戶 地方裁判所 角 を 東 二 

進ませら れ、 午 後 二 時 五十 一 分 市 廳に著 御 あ り、 奉 迎諸 員に 御 會釋を 賜 ひつ 、市 i 

の 御先 導に て 西方の 階段 を 上らせら れ、 御 座所に 充て 奉リ たる 市長 室に 入御 あら 

せられた。 かくて 玉座に つか せられた る 陛下に は 黑瀨弘 志. 石 田 太郞. 西 野 作 太郞. 

森垣龜 一郎. 橋木秀 松. 丹 下 良 太 郎等 六 人に 單獨拜 謁を賜 ひ、 ついで 北 隣 列 立 拜謁所 

に 於て 杉 野繁外 二十 八 人に 賜謁 ありて 再び 御座所に 入御 あらせら る。 此 時黑瀨 

市長 は 御前に 進み 恭しく 曩に 市會に 於て 謹みて 可决 せる 奉迎 表 を 奉った。 其 文 

は 左の 如くで ある。 

維時 初夏 淸明ノ 節 綠 樹蔭ヲ 重ネテ 翠色 漏 ラン トシ 生生 ノ氣 天地-一充 ッ 

此ノ萬 象 快 悅ノ日 市民 ノ悃 願ヲ俯 允シテ 

車 駕祌戶 市 一一 臨幸 シテ 奉賀 ヲ受 ケサ セ給フ 衆庶 齊シク 天日 ノ輝光 ヲ仰キ 

歡喜 嵩呼 措 ク所ヲ 知-ノス 六 甲 鷹 取 ノ山巒 瑞色ヲ 飾：. N 茅 停 ノ水波 祥氣ヲ 漲 

- フシ 卿 雲霄壤 ー一 郁々 タリ 恭シク 惟 ミ ル 
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陛下 敷聖 文武 新ュ 

九 五ノ大 統ヲ繼 キ給ヒ 宏昭ヲ 垂レテ 衆庶 ノ嚮フ 所 ヲ示シ 百度 ヲ平 成シ 

テ 群生 ヲ覆載 シ給フ . ，沪 、 ふ，^  f  ^ 

聖德 六合-一 溢レ 至惠 蒼生 一一 及フ 朝野 玆 一一 怡樂 シ雍々 熙々 トシ テ 泰平 ヲ謳 

歌ス , 一一 方 リ猶尙 九重 二 逸 居 シ給ハ ス 畿甸ノ 地-一 臨幸 シテ 都鄙 ノ 文物 ヲ 

視 四民 ノ寢食 ヲ顧ミ 給フ惠 風輦路 ヨリ S! リ 歡聲街 市-一充 ッ凡ソ 才^. T 

日 ノ繁榮 皆是レ 

朝家 ノ賜 ナリ 神 戶港ノ 開市ハ 僅 二 六十 年ノ前 一一 屬 スト 雖モ 今日 海外 貿 

易ノ 要地 トシ テ 年額 二十 億圓 東洋 第一 ー一 居ヅ 國內六 大都市 -1 班 シテ廣 袤 

五 方里 戶ロ第 四 位-一位 シ 當年ノ 漁村 寒邑 其 ノ發展 ノ跡眞 二 奇蹟-一類 ス 

〃モノ ァリ 而モ尙 ホ駸々 ノ步蹤 停 ル所ヲ 知-フサ ラン トス 之 ヲ遠ク 古 二 

顧 レハ兵 庳務古 大輪 田 ノ泊ノ 名 夙 一 一史 表 一一 著 ハレ 一千 七 百年 ノ昔 祌功 

皇后 神 海 一一 ヨリ テ玆 一一 生 田 長 田 廣田ノ 三 神ヲ鎭 祭シテ 帝國ノ 朝鮮 經營 

ノ 偉緖ヲ 神威 一一 顯シ 給ヒ 八 百年 ノ前 安德 天皇 玆 -1 福原ノ 內裏ヲ 奠メテ 

賴 m 內 海運 力 制御 ノ雄 略ヲ 確立 セ ン トシ 給へ リ 我 國カハ 常 一一 此ノ 地ニ發 


祥シテ 西-一流 レ柬 一一 奔ル 其 ノ策源 常 一一 兵車 難 波 ノ津港 一一 依 レリ 而モ其 

ノ因據 ハ悉ク 

皇家 ノ鴻謨 一一 基キ  . ト i、- 

列聖 ノ遠猷 一一 依ルヲ 思へ ハ 市民 孰 力 

皇恩ノ 渥 キー 一 感シ臣 子 獻芹ノ 誠ヲ勵 マサ ラン ャ 剩サへ 今 歲吉辰 玆ー 一 千歲 

一 遇 ノ昌期 一 一 逢遭シ 

聖 駕ヲ迎 フル ノ光榮 ヲ荷フ 市民 扑舞 雀躍 感激 奮 勵永ク 今日 ヲ 記念 シ 內 

ハ 各自 業務 ヲ 勵ミテ 恒產ヲ 積 ミ外ハ 交易 海運 ヲ進 メテ國 カノ 充實 -j 資シ 

日夕 忠愛 ノ氣 ヲ養ヒ 剛健 ノ象 ヲ緞へ 以テ 

皇恩ノ 萬  一 ニ對へ 奉-フン コト ヲ期ス 臣弘志 不才 ヲ以テ 公職 ヲ 市長 一一 負ヒ 

幸 ニ斯ノ 盛時 一一 逢ヒ 恭シク 

天威 -1 咫尺 シテ 上賀ノ 忱ヲ表 スルコ トヲ得 洵 一一 感激 ノ至 一一 禁フ ルナ シ玆 一一 

市會ノ 議ヲ經 市民 ヲ代 表シテ 謹ミテ 

寳 祚ノ疆 リナ クシ テ 

聖壽ノ 萬歲ナ ルヲ頒 シ奉ル 臣弘志 誠 懼誠喜 頓首頓 首 奉 表 以聞ス 
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昭和 四 年 六月  ， 

. •  神戶 市長 從四位 勳四等 臣 黑瀨弘 志 

つ いで 黑瀨 市長よ  >  「木 市々 勢の 一 般」 に つきて 素 上 し、 左 記の 品々 を 奉獻し た。 

一、 神 戶市史 (九 册)  壹組 

一、 轍 出向 ラ ディ アム シルク  五疋 

一 、樟 腦 (湊 川 神社 木 殿 模型) 

一、 菊 水 型樟腦 •  壹箱 

一、 竹製 ステッキ  參本 

つ いで 市長の 御先 導に て天覽 室に 進ませら れ、 寬 文 二 年 名所 繪卷 以下 新 古繪圖 

二十 四 葉、 市 の 現勢 备種統 計. 圖 表. 模 型 二十 三種 を叙覽 あらせられ、 かくて 市役所 を 

出御、 諸 員 奉送 裡に湊 川 神社に 向 はせられ た。 蓋し 祌戶 市役所へ の 御 臨幸 は 空前 

に し て、 特 筆 大書す ベ き 光榮と 申す ベ きであった。. 

湊^ 神社 へ の 行幸 は 特に 楠 氏の 忠魂 を 弔 ひ 給 ふべ き 聖旨に 出で させられ たる 

ものと 拜 承して 感激せ る 同 神社 當局 は、 此 日 午後 二 時 中 門內に 於て 木 殿 祭 を 執行 

し、 神域 を 清掃して 鹵簿 を 待ち 奉りし に、 やがて 天皇陛下に は 午後 三時 十六 分 著 御 


あらせら れ、 木 殿拜殿 階下なる 眞薦の 御座に 立た せら 

ニ囘、 更に 御 一 揖の 後、 午 後 三時 二十 二分 同 神社 を發御 


稅關に 著 御、 御 座 

土木 出張所 長よ 

出入 品 を 天覽ぁ 

御、 やがて 港內御 

木 庄第十 師團長 

三唱 すれ ば、 之 に 

巡 後長 門に 御 移 

りの 突 堤. 船 舶， 造 

戰 艦長 門に 御 

を 開かせら れ、 牧 

長 等 兵 庫縣下 の 

分 天皇に は 正面 

臣、 御 右に は 岡 田 


所に 入らせ 給 ひ、 賜 謁 の 後、 税 關長 より 

り 「神戶 港に つ いて」 の 茇上を 御 聽取ぁ 

り、 午 後 四時 十分 同所 發御、 同 十五 分 第 

巡幸に 向 は せらる。 かくて 灘風 甲板 

は 天皇陛下 萬歲を 奉唱し、 突堤 內の奉 

つづ いて 皇禮砲 轟く 中 を 御 召 艦 は 東 

乘 ありし が、 此御 巡幸 中、 長 知 事. 黑 瀨 市 

船 所 等に 關 する 茇 上を聽 召された。 

假 泊の 天皇陛下に は 畏くも 後甲板の 

野內 大臣 以下 供奉 員 等 二十 四 人、 長 知 

二十 九 人に 陪食 を 許し 給うた ので あ 

玉座に 出御 あらせら れ、 御 前に は 一木 

海軍 大 E 陪侍 し、 折 しも 10 る 海軍 軍樂 


れて御 

あらせ 

祌戶港 

リ 、終， OS 

三 突堤 

に 出御 

送 者 一 

南に 向 

長 • 税關 

式場に 

事 .黑 瀨 

つ た。 

宫內大 


拜 

ま 


お 

臣- 


を 遊 

貿易 

多數 

之 

長， 

夜 


ら 

君 


ば さる、 こと 

犋塔 を^ 冲 IT 

狀 况 を、 內 務 省 

の 古文書 及輸 

遂艦灘 風に 乘 

るを拜 したる 

和して 萬歲を 

れ、 や がて 御 一 

出張所 長 等よ 


隊の吹 茇裡 
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臣和樂 の 御宴 

丹 下神戶 市會議 

午後 七 時 二十 五 

左に は 牧野 內大 

に 御宴 を 開かせ 
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ら れ、 背 山の 電 飾. 大 倉 山. 市 廳 舍 其 ぼ 官 公 衙.會 社 等の 電 飾、 中 等學校 生徒 等の 提燈行 

列、 海 上 煙 花 等 をば いと 御與 深く 眺めさせら れ、 種 々御下問 ありし と拜 聞す る。 神 

II； 市の 光 榮洵に 之に 如く もの は： な い。 斯くて 御宴の 後一 同 を 隣接せ る 談話室に 

召され、 一 々關係 事業の 狀况 にっき 畏き 御下問 を さへ 賜った ので ある。 

天皇陛下 祌^ 港に 御假 泊の 御 一 夜 は、 満 街の 電 飾、 全 市民の 歡呼洵 に 空前なる も 

の ありし が、 か くて 長途の 御 巡幸 を 終へ させられ て、 六 月 八日 午前 九 時 御 召 艦長 門 

に 御座 乘 のま、 御 出港 あ り、 海 路御還 幸の 途 にっかせ 給うた。 此 日黑瀨 市長 は 午 

前 七 時 三十 分 御 召 艦に 天機 を 奉伺して 重ねて 拜謁の 光 榮に洛 し、 同 時に 天機 を 奉 

伺せ る 人々 と共に ラ ン チ に搭乘 して 御 召 艦 近くに 侍 し、 市 會 議 旱行 幸 奉迎 事務 委 

昌；. 囑 託. 市 年俸 者 等 は 六 * の 汽艇に 分乘 し、 縣 關 係の 汽艇 四 *r 税 關關 係の 三 * 其 他 

と共に 第 一 航路 兩 側に 於て、 神戶 高等 商船 學 校の 十二 * の 力 ッタ ー は 港外に 於て、 

兵 庫 港 突堤に は 全市 备學校 職員 生徒 代表者 等 奉送す る 間 に、 午 前 九 時 御 召 艦より 

御發航 の信號 あり、 供奉 艦よ リ皇禮 砲 轟き、 大 井の 軍樂 隊、 那 智 以下の 喇叭 隊は國 歌 

を 吹 素 し、 諸 艦の 一 齊登舷 禮裡に 御 召 艦 はこ 、 に 御 發航ぁ り、 海 にも 陸に も 平安 を 

祈り 奉る 萬 歲の聲 一 齊に！ a り、 御 召 艦 を 奉送した のであった。 


天皇陛下に は神戶 市に 行幸 あらせら る ゝ と共に 兵 庫 縣下幷 に祌戶 市の 敎育產 

業 獎勵の 思 召を以 て、 行 幸 當日侍 從を六 班に 分 ち、 各 々宫內 官及縣 官吏 を隨 行せ し 

めて 御 差遣 ぁリ、 祌戶 市內 にて は侍從 武官 今 村 信 次 郞は川 崎 造： 船 所： 製鈑， ェ 場 全 菱 

造 船 所. 川 西 航空機 株式 會 社に、 侍 從岡木 愛 佑 は內外 護謨 合資 會 社. 鐘 紡 兵. 庫ェ 場 に、 

侍從 子爵 土屋 正直 は祌戶 商業 大 學. 祌 戶孤兒 院.官 幣中 社長 田祌 社. 神 戶 高等 工業 學 

校 • 神戶 市民 病院 • 市立 第 一 祌港 商業 學校？ K 同 燐 寸下澤 工場に、 侍從 子爵 海 江 田幸吉 

は 縣立第 一 高等 女學 校. 神 戶 尊 常 小 學 校. 官 幣中社 生 田 神 社. 縣 立 第 一 祌 戶中學 校 .濟 

生 會 兵 庫縣 病院. 神 戶 商工 會議所 等 を 巡視せられ た。 

行幸 當日 午後 六 時 御 召 艦長 門に 伺候せ る黑瀨 市長に 對 し、 祌 戶 市に 金 二 千 圓、， 

ES 行幸 關係者 一 同に 金 一 千圓御 下賜 あらせら るべ き 御沙汰 を罕 した。 お 卸 座所 

に當 てられた る 市長 室、 獻 上品 を 奉 置せ る應接 室、 天 覽品 陳列 室、 供 奉 員 休憩室に 當 

てた る 正廳等 は、 八日よ， cs 十日 迄 一 般に 公開して 畏き 行幸の 跡 を 察知せ しめしが、 

九日 目出度 宮城に 還 幸 あらせら る 、 や、 市 長 は 電報 を 以て 天機 奉伺^-機 縑奉 司の 

手續 をと リ、 X に 十二 日 上京して 宮內 省に 出頭 し、 神 戶市行 拳の 御 禮執麦 方 を 乞う 

たのであった。 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  三 

內 親王 御 降 和 四 年 九：！：； 三十日 第三 皇 女 (孝 宮 和子內 親王 殿下) 御 降誕 あらせら る ヽ や^ 長 

誕 祝賀 式  卩 』 ， 

及市會 議長 は 市民 及 市會を 代表して 夫々 直に 天機 苯伺徇 機嫌 本 に 祝詞 き 丄 

. の 手續を 執り、 又 二十 一 發の烟 火の 號砲を 以て 市民に 周知せ しめ、 十 刀 六 = 御 命名 

式の 當 日に は、 神戶市 正廳に 於て 御 降誕 奉祝 式を擧 行し、 同日^ 會 せる 神-ハ^ 會は 

滿場 起立 裡に 賀表 捧呈の 件 を 可決し、 卽日 捧呈の 手續 を爲 し、 尙 正午より 殿に 

於て 官民き 同の 祝賀 會を 開催して 御 降誕 を 祝し 奉り 皇室の 彌 榮を脔 ぎ^り しが" 

小 中 學兒董 生徒の 旗 行 列、 提燈 行列 も 盛大 を 極めた。 其 賀 ^ を 左に 报げる C 

賀 表 

^  告 ハ今 昭和 清明 稻粱豐 穣シチ 萬民鈹 腹ノ樂 一一 滿ッ惟 レ斯ノ 令リ， R 辰瑞 露景 

雲  . 

鳳闕ー 一 I ^々トシ テ  .  • 

內 S 王 殿下 御 降誕 ノ慶 is 曰 ヲ拜ス 四海 齊シ ク扑 舞シ黎 庶^  二 欣躍ス 

伏 シテ^ i! 三 ル 二 

皇 圖炳蔚 日月 二 光華 シ 


寶祐 連綿 穹壤ト 共-一 長久 ナリ玆 一一 神瑞ァ リ更ー 一 靈貺ヲ 降シテ 

丕基彌 々鞏固-一 

天 潢ノ流 益々 遠キ ヲ忻フ 鴻慶洵 一一 盡 クルナ シ臣弘 志 普ネク 

皇 恩- 1 被霑 シテ更 ー一 斯ノ 佳辰 二  S フ 

天 波感戴 仰賀ノ 至衷見 ハス-一 辭ノ足 ラサ レノヲ 思 フ玆ニ 巿會ノ 僉議 二 农ソ謹 ミ 

テ表ヲ 上リ恭 シク歡 欣ノ誠 悃ヲ默 ケ奉レ 

昭和 四 年 十月 六日 

ノ  祌戶 市長 從四位 勳四等 臣黑 瀨弘志 誠 歡誠喜 頓^ 頓首 

S00 昭和 五 年 二月 四日 高 松 宮宣仁 親王 殿下 御 婚儀の 盛典 を擧げ させられ たる を、 は 

て、 市長 及市會 議長 は 市民 及 市 ま 代表して 天機 S  、御機嫌 奉伺、 S 言上の 手糗 

;•• を爲 し、 奉祝の 爲め 平和 鳩 置物 臺付 一 箇 を奉獻 した。 ついで 同年 四月 二十 三日 高 

松宮 同妃兩 殿下に は 御 渡 歐の途 、甲子 園ホテ ルに御 著 f  、午後 一時 三十 分 寶塚. 有 

馬 を 御迥タ ありて 六 甲 山ホテ レノに 御 著、 ゴ ルス ソンクに 御 散策の 後、 同 五 時 三十 分 

甲子 園ホテ ルに御 著、 御 一 泊 ぁリ、 翌 二十四日 第 一 突堤に て 鹿 島 丸に 御乘 船、 竹田宫 

第一章 行幸 行铬幷 びに 皇室 關係杞 事  ，，5i 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

ヒ己 殿下 も 御 同船に て 下關に 御發向 ありし が、 神戶 市より は 高 松宮兩 殿下の 御旅 

情 を 慰め まつる ため 花 籠 一 箇を獻 上した 

特別 大演習 昭和 五 年 十月 二十 六日 天皇陛下 祌戶 沖に 於て 觀 艦の 式 を擧げ させ 給 ふや、 神戶 

觀艦式 全市 は此 未曾有の 盛儀に 空前の 賑 ひを呈 した。 初め 此. 年 五月 三十日 附を 以て 海 

軍 次官より 神戶 市長 宛 今秋 神戶 沖に 於て 特別 大演習 觀艦 式擧行 あらせら る 、 こ 

とに 內定 せられたり とて、 其 事務 委員長 以下の 任命 通牒 ぁリ、 こ 、 に 於て 神 戶市は 

ぁ然緊 j を呈 し、 市 當局は 六月 二十 六日 観艦式 事務 委員 規則 を 制定し、 事務 を 庶務 • 

拜 寧 調 度 ，設 備 * 氣，衞 生. 豫 算. 宿 舍， 交 涉の 九. 係に 分ち て其委 員 長 • 係 長 及 委員 二百 餘 

,> を 5 じ、 ヒ月 十一 日の 市 會は其 關係諸 費 五 萬 四千 二百 九 圓を可 さし ナ月ド は i 

戶市會 議員 及 市政 記者に 委員 を囑 託し、 諸般の 準備 を 進め、 十月 十日に は觀艦 式に 

敬 祝の 意 を 表する 爲め、 當日は 勿論 其 前後 は 各戶に .國 旗提燈 掲揚 方を衞 生 組合 を 

通じて 周知 方 を依賴 し、 十月 十四日 及 二十 一 日に は 天機 奉伺に 關し 公示 を爲 した 

これより 先兵 庫縣に 於ても 兵庫縣 大演習 観艦式 事務 委員 處務 規程 を 制定し、 各 

. 委員の S 命 ありた る を 以て、 市の 委員 は 之と 協同して 事務 を 進め、 九月に は 黑田侍 


從の來 神に よ リて觀 艦 式 事務 打 八 口 を 行 ひしが、 主なる 事項 は 左の 如くであった c 

一、 天皇陛下に は 十月 二十 二日 霧 島に て 御 入港、 卽日羽 黑に御 移乘、 江 田 島に 向け 

御 出發、 二十 五日 夕刻 迄に 祌戶 港に 御歸 港、 直に 霧 島に 御移乘 あらせら る。 

一、 二十 六日 觀艦式 終了後 卽日御 出 發御還 幸の 途に 上ら^ら る。 

一、 天機 奉伺 は 二十 二日 霧 島 御 入港 後、 羽 黑に御 移乘前 、知事. 市長 共 霧 島に 伺候の 

こ と C 

一、 知事. 市長 • 税關長 は 十月 二十 二日 霧 島 入港と 同時に 霧 島に 伺候し、 宮內 大臣 を 

經て御 挨拶 を 言 上し、 更に 羽黑に 伺候し、 羽黑に 御移乘 後、 天機 奉伺 幷こ獻 上品 

を 捧呈 す、 此 際 拜謁を 仰 付けら る 、箬。 

一、 二十 五日に は 同日 午後 三時 頃 御 召 艦羽黑 入港と 同時に 知事. 市長. 税關長 は 羽 

黑に 伺候し、 宮內 大臣に 面會御 挨拶 を 言 上し、 更に 霧 島に 伺候し、 天機 奉伺 幷ニ 

奉迎 文の 捧呈 を爲 す。  - 

一三 十五 日 午後 三時よう 午後 九 時 迄 は税關 構內に 於て 一般人の 天機 奉伺の 受 

付を爲 す。 

一、 二 十六 日 知事 • 市長 • 税關長 は 最後 迄 御 召 艦に 居殘 り、 御 出航 間際に 返濫、 -フ ン チ 
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午後 
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御 見 

式場 
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九 時 

九 時 
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十 一 


送リ のこ と。 

說明圖 十 萬 枚 海軍 


大演習 觀 

は せらる 


三 

時 


省に て 印刷 配付の 豫定に 付、 所 耍數 申出の こと。 

第 時間割 も 公示せられ し が、 之 によれば 左の 如 


艦 式 御 次 

、事と な 

陪觀者 の 乘濫を 了 る 


十分 

十分 

二十 分 


十一. 時 三十 分 

零時 

零時 十分 


つ こ o 


易 M 

御 召 艦 

御親閱 

御 召 艦 

大演習 

易 易 

勅語 

右 御 儀 


出港 

式場 投錨 

關係諸 員 御 召 檻 


終了 

に 皇族 御 差遣 


良 
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• 三 十分 

.十 分 

時間 十分 

一 十分 

• 十分 

. 三 十分 

十分 


同 零時 三十 分 賜饌 開始  二十 分 

同 一時 十五 分 賜饌 終了  四十 五分 

同 一時 三十 分 御 差遣 皇族 御歸艦  十五^ 

右に て 觀艦式 終了 

同 二 時  陪觀者 返 艦 

同 二 時 十五 分 皇族 御 返 艦 

同 二 時 三十 分 御 召 艦 出港 

此 間祌戶 全市 は 特別 大演習 觀艦式 奉祝の 爲め、 日を經 るに 從 ひて 装飾 を增 し、 且 

つ 觀艦式 記念 海港 博 覽會の 九月 二十 五日に 開會 せらる ゝ あうて 多數の 外来者 を 

迎 ふる あ り、 十 月 中旬 を 過ぐ る 比に は 全市民 は 愈 t 感激 緊張し て當 日を鹤 首した の 

であった C 

かくて 十月 下旬に 入る や、 觀艦式 陪観の 爲め御 來祌の 伏 見 宫博恭 i  、伏 見 宫博義 

王お 久邇 宫朝融 王. 同 妃、 賀 陽 宫恒憲 王、 久 邇 宫多嘉 王. 同 妃尚 家 彥 王. 同 德彥 王. 同恭仁 

子女 王 各 殿下の 御 日程 公示せられ、 同 二十 二日 祌戶市 は 市會を 開き、 満場 起立 裡に 

觀艦式 奉迎 賀表 を可决 し、 二十 三日 未明に は 前日 來岸和 田 沖に 集結せ る聯き 乾缘 
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の 威容 を 整 ふる あ 

は、 神 戶上 空に 現れ 

集 は 船に より 山に 

陛下に は、 こ れ より 

月 二十 二日 午後 二 

り、 午 後 四時 四十 分 

拜謁を 賜りし が、 神 
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編 各說下  三 一 〇 
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入港 あ 

後、 單 獨 
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江 田 島 行幸の 天皇陛下 

艦艇 百 五十 餘隻の 皇禮砲 

は 汽艇に 乘 じて 天機 を 奉 

戶 市長に も 單獨拜 謁を賜 

の 如くで ある C 
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リ、 午 
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戶市 
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木津 川尻 上空 

行 を爲す あり 

く 空前の 賑は 

海軍 大演習 御 

霧 島に て、 皇 禮 

せ ら れ、 知 事. 市 

一 箇、 平 卓 一 對 

は 午後 五時拔 


二十 五日 軍 艦、 羽 黑 にて 再 び 

午後 二 時 四十 五分 十番 浮標 

しが、 三時 三十 分に は 軍艦 霧 

長よ，^ 恭しく 奉迎 賀表 を捧 


ま祌 10 沖 

を 出發せ 
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統裁を 終 
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長 等 は 天 
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1 こ 

せ る 

疋 の 

せ ら 

，在 港 

，市長 


賀表 文 は 左 


奉迎 賀表 

恭シク 惟 ミル 一一 

天皇陛下 敫 明日 ノ如ク 仁慈 春 ニ侔シ 朝野 百姓 雍々 泰平 ヲ 謳歌 ス ル秋 治-一居 テ 

亂ヲ忘 レ給ハ ス 數萬ノ 貔貅ノ 練武ヲ 山陽 ノ 野-一 蠻ハ セラ ルル 一一 先タチ 太平 

洋上 二 百 萬噸ノ 艨艟 ヲ 

御 統監 ァラ セラ レ 威武 堂堂 帝國 海軍 ノ精銳 ヲ率ヰ テ神戶 灣頭ー 一更 1J 

御 親 閱セサ セ給フ 雄 艦 飛 機序 列 ヲ正シ テ海ヲ 壓シ空 ヲ掩フ 眞ニ空 前ノ 肚觀タ 

リ攝南 ノ山巒 悉ク瑞 色 ヲ呈シ 茅 海 ノ水波 遍ネク 祥氣ヲ 捧ク時 方-一菊 香馥郁 

金 風 颯颯 タヅ 

傣史 ヲ案ス \  -1 祌戶ノ 地 古 來海舶 集散 ノ 要港 一一 シテ務 古兵 庫ノ名 夙-一史 表 

ニ著ハ レ 海軍 トノ緣 由 亦 最モ深 ク遠シ 一 千 七 百年 ノ昔 

神 功 皇后 征韓 ノ首途 一一 船 五 百艘ヲ 武庫 ノ 水門 一一 艤装 ァリ テ 五百崎 ノ名今 II 魚 

崎 二 傳ハヅ 明治 戊辰 ノ春 

明治天皇 艦 六 * ヲ 大阪灣 -1 親閱ァ リテ觀 艦 式ノ權 輿ヲ開 キ給ヒ 且ッ 慕末旣 二 

神 戶 II 海軍 操 練所ノ 開設 ァリ 帝國ノ 海軍 ハ實ニ 祥ヲ攝 海 二 開 キ據ヲ 祌戶沖 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  三  一二 

- ー建テ タリ 而シテ 斯レ皆 偏 二 

先聖 ノ遠猷 1 一依 リ ，M  ^ゆ 誇、  . t  . 

皇家 ノ鴻謨 一一 墓ク モノ 市民 深ク 

累朝 ノ湛恩 一一 感泣 シ 

天恩 ノ殊寵 -1 激奮 セサル ハナ シ然ル 一一 今 玆晚秋 吉辰方 一 一昌 期-一際 會シ 

鳳 舟 ヲ港頭 二 迎へ奉 ルノ光 榮ヲ荷 フ惟フ 二 攝海觀 艦ノ事 明治 ノ 

聖世旣 一一 四 囘ヲ重 ネテ. 爾來 二十 餘年 絕ェ テ昆ル ヲ得サ リシ 盛典 タリ 攝山爲 一一 

巒色甦 リ茅海 新 一一 水 光輝 ク 八十 萬ノ 市民 齊シク 天 一一 歡ヒ地 一一 扑ス旣 一一 陸-一 

海港 博 覽會ヲ 開催 シテ 今日 ヲ 記念 ス , モノ 全ク 喜悅ノ 至情 ノ迸 ル處 タリ 今 

後 市民 協力 一 致 愈賀易 海運 ヲ進メ テ益 產業ノ 隆昌 ヲ圖 リ以テ 

天恩 ノ萬ー ニ酬ィ 奉-フン コトヲ 誓 フ 臣弘志 職 ヲ市宰 一一 承 ケ斯ノ 光榮ニ 浴シ感 

激堪 フル ナシ 恭シク  • 

聖 壽 ノ 無疆ト  ，  . 

寶祚 ノ郅隆 トヲ祝 シ玆ニ 市會ノ 議ヲ經 市民 ヲ 代表 シテ謹 ミテ慶 表 ヲ捧ケ 奉〃 

臣弘志 誠 懼誠喜 頓首頓 首 以聞ス 


昭和 五 年 十月 二十 五日  祌戶 市長 從四位 勳四等 臣黑 瀨弘志 

かくして 天皇陛下に は 二十 五日 夜 は 御 召 艦に 於て 過 させ 給 ひし が、 此 夜市の 背 

山の 大 電飾 は 市內の 電飾と 共に 上空に 反映 し、 煙 花 は 頻りに 奉祝の 光芒 を 放 ち、 港 

外の 艦隊の 電飾 は 又 稀 有の 肚觀 を呈 したので あった。 

前夜の 雨名殘 りなく 收 まりて 二 十六 日の 曙を迎 へ たる 祌戶 沖に は、 日 本 帝國の 

艨艟 百 六十 五隻 七十 萬 三千 二百 九十 五噸の 今日 を 晴れと 浮べ る あ り、 特 務艦早 W 

以下の 拜觀船 十八 * は 又 列 外に 二列に 居 列び て 拜觀の 光 榮を其 満艦飾に 現す あ. 

り、 而 して 港內 十八番 浮標の 御 召 艦に は 午前 八 時 三十 分 迄に 濱ロ 首相 以下 陪觀者 

の 乘艦を 終 リ、 同 時に 皇族 方に も 神 戶税關 第二 突堤よ リ御召 艦に 向 はせられ て 御 

乘艦ぁ り、 九 時 三十 分 御 召 艦 は 浮標 を 離れて、 足 柄の 御先 導に よりて 第 一 航路 を 港 

外に 進ませら れ、 妙 高 .那 智. 羽 黑の 供奉 艦 之に 從ひ 奉った。 折し も 御 召 艦上より は 

嘲嘵 たる 喇叭の 音 起 り、 續 いて 國 歌の 麦 樂 ある や、 忽 ち 第 一 列の 先頭 艦 陸 奥より 最 

初の 皇禮砲 轟 き、 全 艦隊よ リの 皇禮砲 之に つ 、、、きし が、 此 時 東方よ リ 編隊 を 組みて 

飛來 せる 艦上 機 水上 機 合計 七十 二 機 は、 三百 米の 低空 を 飛行し、 御 召 艦上 に 於て 機 

首 を 下げて 御 親閲 を 受け 、空中 分列式 を 終る 間に、 御 召 艦 は 第 一 列の 陸 奥 以下 十四 
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光の 海と 化し 
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こ o 
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通過と 共 

のが あつ 

や、 各 艦 長 

十分より 备賜饌 

や、 こ 、 に 空前の 

定の 如く 御 召 艦 
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こ o 
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怒 以下 二 

過 御親閱 

¥ 湧き 
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爲め足 

別大演 
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ひ 還 幸 の 


の 

特 


三 一 四 

十 隻、 第 六 

の 場合に 

出で、 全 艦 

閱の事 終 

したる に、 

柄 • 妙 高. 赤 

習 觀艦式 

時 三十 分 

途 に 上ら 


こ o 


便 宜 


乃至 三十日の 間 奉祝 

市 廳 舍.電 氣局 廳舍に 

外、 官 公署 民間の 電飾 叉 多き 

叉市內 各方 面の 功 勞者及 市 

を 計る 爲め第 六大星 丸を艤 


列迅鯨 以下 

講 


P 


將兵 

御 召 

評の 

皇族 


上 

を 

は 全く 終ら 

皇. 

I の 


あ 

I こ 

.W す 


の 爲め花 

電 


上 り 


吏 員 .學 校 

せ し が、 其 


數ニ 十四 • 五雨 日 合計 二 千 二百 餘 人に 達し 三十 六日に は 千 五 百餘人 を算 し、 壁 上に 

て は 約 三千 百 人 を 招待した。 尙御召 艦 在 泊 中、 天覽に 供し、 併せて 大觀爐 式の 盛儀 

を 奉祝す る爲 め、 東 防波堤の 中央に は打揚 煙火 を、 御 召 艦 東方 海。 面 に は 水中 溼 火 や」 

夫々 設備 し、 一 一 十 五丄ハ 兩 日に は 奉迎 號砲 二十 一 發の外 數百發 の 煙火 を 打 揚げ、 九月 

以降 參 列の 爲め來 神せ る顯官 名士の 爲に 宿舍其 他の 斡旋 をな ししが、 其數 二百 六 

人に 達し、 尙 式場へ の 案內其 他の 送迎に も從 事した。 

是 より 先 十月 二十 三日 市 は 全 艦隊の 將兵を 犒ふ爲 に 淸酒百 一 樽を增 り、 同 寺 . i 

地 圖， 記念 繪 葉書 を 贈呈せ しが、 更に 観艦式の 終了せ る 二 十六 日 午後 六 時祌戶 市き 

は 兵車 縣 知事と 共に 常 盤 花壇に 聯合 艦隊 最高 幹部 六十 人 を 招待し、 翌 二十 七日に 

は 乘組將 校 約 一 千 五 百 人 を 東 遊園地に 招待し、 準 士官 約 四百 五十人 は 同日 海港 博 

覽會 第三 會 場に 招待し、 士官候補生 約 百 九十 人 は 二十四日 商工 會議 所に、 下士官兵 

代表 約 四百 人 も 同日 第三 會 場に、 叉 海軍省 觀艦式 事務 委員 は 十月 二十 八日 西 常 盤 

に 之 を 招待し て、 各 々其 勞を犒 ふ 所があった。 

一方 二十 五上 ハ 兩 日の 神 戶市は 空前の 賑は ひを呈 した。 夜間 は 光の 海人の a な 

る 光景 を呈 し、 市 及縣の 定めた る 十八 箇所の 拜觀所 を 始めと し、 連山 一 帶は 拜觀の 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  三 一六 

人 を 以て 埋められた の であった C さ れば觀 艦 式の 終了後、 あ ら ゆる 輸送機 關を以 

てす る も、 其 輸送 は翌 二十 七 R 未明に 至る まで 完了せ す、 旅 館 は 固より 滿 員と なり、 

爲に 二十 六日の 巿內の 人出 は 二百 萬に 上れり と 概算 せら れ、 大 衆み な 夜 を こめて 

.  此 空前の 大 観艦式 を 奉祝した のであった。 

今上天皇 神 昭和 五 年 十 一 =： 十三 日 天皇陛下に は 陸軍 特別 大演習 御統 裁の 爲め岡 山縣下 へ 

戶御 通過 

一 了 幸の，^ 次、 沖 戶市を 御 通過 あらせら る 、 や、 灘. 三 宮. 祌 户. 兵 率.^ 取. 須 磨^ 驛に" 

有資格者 合計 六 千 七 百 人 奉迎 奉送した。 

內 親王 御 降 昭和 六 年 三： IT じ R 第四皇 女 (順 宫 厚子 內 親 王 殿 下) 御 降誕 あらせら る 、 や、 市 は 連 

誕 奉祝  I 

池？ K  t 山. 關 西學院 跡の 三 箇所に 準備 を 了せ る 煙 花 二十 一 發を 揚げて 之 を 周お せ 

し め、 全 市 忽 ち にして 奉祝の； ^漲りし が、 神 戶 市 長 • 同 巿會 議長より は 天機 を 奉伺し 一 

御機嫌 を 奉伺し、 祝詞 言 上 の 電報 を 奉 b 、御 命名式 當 日の 十三 日に は祌 戶市會 を^ 

き、 滿 場 ！a 立の 間に 賀表 を可决 し、 捧 呈の 手續を 執 b し が、 其賀 表 文 は 左の 如くで あ 

るに 


神戶 市長 臣黑 濑弘志 謹 ミ テ 言 ス 

皇女 殿下 御 降誕 ァ ラセ ラレ 日月 光輝 ヲ增 シ瑞象 四海 ヲ環ル 臣弘 志誠歡 誠喜頓 

首頓 首恭シ ク惟ル 二 

陛下 積 慶重暉 ノ正ー 一 イマ シ  ， . 

兩內 親王 殿下 夙 一一 生生 至 健 二 ォ 尸 セラ レ 今亦コ ノ鴻禧 II 遇ハ セ給フ 天 高ク覆 

ヒ地厚 ク載セ テ皓 鶴紫微 二 和 鳴シ黄 龜靑石 二 嬉遊ス 允 一一 

龍樓鳳 闕ノ春 長へ II シテ 秀朗ノ 光淸明 ノ氣遍 ク海內 一一 満ッ 臣弘志 等 ハ何ノ 

幸 カ嘗テ 

聖駕 ヲ迎へ テ恩霈 一一 洛シ復 

龍艦ヲ 仰ィテ 威武 ヲ拜ス 今 ャ此ノ 光慶 一一 會ヒ 欣懌 感奮 ノ至リ 一一 勝フ ルナ シ謹 

ミ テ神戶 市會ノ 議ヲ經 臣弘志 市民-一代 リテ 表ヲ奉 リ以チ 奉賀 ノ 至情 ヲ獻ケ 

奉ル 臣弘志 誠 惶誠恐 頓首頓 首 謙ミテ 言 ス 

昭和 六 年 三月 十三 日 

：，  神戶 市長 從四位 勳四等 臣黑 瀨弘志 
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三 一 八 

集して 奉祝の 式 を 擧げ、 

つ パで 武德殹 にて は 官民 合同の 奉祝 式を擧 げ、 學 校兒童 生徒の 旗行列 は 果てしな 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

尙市 正鷗に 於て は 市長 以下 市 吏 員、 市 會 議 長 • 市 會 議 員 


町 を 練リて 奉祝の 氣分 全市に 満ち 


f- 1 o 


朝 香 宮妃薨 

去 敬 悼 


i み 

11-61 ジ 


こ 


和 八 年 十一 月 三日 朝 香宮妃 薨去 あらせられ 

て 弔電 を 奉りて、 敬 悼の 意 を 表 し、 明 治 節 拜賀式 


となった C 


る に 

は 宮 


つ き、 市 長 は 市民 を 代表し 

中 喪に つき 取 止む る こと 


皇太子 御 降 

誕 奉祝 


昭和 八 年 十二月 二十 三日 午前 

公示 を拜 し、 九 千 萬 國民は 感激 洵 

室に 御慶 事 あらせら るべ き旨拜 

す 二十. 一 發の 煙火に 忽ちに して 

は 大國旗 朝暾を 受けて 翩翻 とし 

を爲 し、 飛行機 は 爆音 高く 飛来し 

祭 を 執行し、 各學 校に て は 


六 時 三十 九分 皇太子 殿 

に 措く 所 を 知らな かつ 

聞して 諸般の 準備 を爲 

奉祝の 氣分 街衢 


下 御 降誕 あら 

た。 祌戶 市に 

し 、 が、 此 日 曉 


せ 

の 


ら 

ま 


に. 漲り、 午前 七 時 錨 山 

全市の 各 戶は國 旗. 提 燈を揭 げ、 在 港 船舶 は 

て 奉祝の 五色の ビ ラを 撒布 し、 市 內各 神社 


れ たる 

豫て皇 

を 轟か 

揚 塔に 


急遽 全 生徒 集合して 奉祝 式を皋 


は 奉 吿 

祌戶 市に ては大 


倉 山 其 他 四 箇所に て 煙火の 號 砲を發 し、 市 長 は 市民 を 代表し、 副議長 は 巿會を 代表 

して 何れも 天機 幷 御機嫌 を 奉伺 し、 祝 詞 言 上の 電報 を 奉 リ、 市 廳及區 廳には 市民の 

奉賀 署名 簿を備 へた。 是ょリ 先 十二月 四日に 開ける 祌戶市 會は滿 場 起立の 間に 

奉祝 費 一 萬 三千 圓の 支出 を可决 せし が、 之 によりて 奉祝の 施設 は 全く 成った ので 

あった。 

皇太子殿下 御 命名式 は 二十 九日に 執 リ行は せら れ、 尊 名 を 明 仁と 命 せら れ、 御 稱 

號 をば 繼 宮と稱 せらる る 旨の 公示 を拜 した。 此 日朝 來 天氣晴 朗、 海 陸に 奉祝 氣分 

横溢せ し が、 神 戶市會 は滿場 起立して 勝 田 市長の 朗讀 せる 賀表 を 可決 し、 捧 呈の手 

續 を執リ しが、 其 賀表 は 左の 如くで ある。 

一 賀  表 

神戶 市長 臣勝田 銀 次 郞誠歡 誠 喜 頓首頓  -， ■ 

首玆ニ 恭シク  > 

. 親王 殿下 御 降誕 ノ鴻禧 ヲ拜聞 シ懼欣 扑舞措 

ク所ヲ 知 ラス 伏 シテ惟 ルー 一 

皇太后 陛下 儉德貞 々崇熙 ヲ仙掖 一一 耀カ セ -フ 
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天皇陛下 允文允武 聖德四 表-一光 被 シ稜威 八 

紘ヲ覆 照 シ給ヒ 

皇后陛下 至 仁 至孝 婦範 ヲ宫闈 二 垂 レ サ セ ラ 

レ 關睢ノ 化海內 ニ遍ク 

內 親王 殿下 孝 友 淑健萬 民ノ瞻 仰シ奉 ル所ナ 

リ 

今 ャ顥氣 山野 ヲ罩メ 瓊英馥 郁 百花 ノ魁ヲ 

ナス ノ時瑞 報忽チ 九天 ヨリ 降ル 

皇室 ノ祥運 益々 盛 一一 萬 世 ノ寶基 愈 々鞏シ 億 

兆 欣躍シ 萬 邦齊シ ク慶 ヲ致ス 臣 銀次郞 

皇 恩 -1 被 霑シテ コ ノ 嘉辰 一一 會ヒ歡 天 喜地ノ 

情 二 勝へ ス謹 い テ 神 戶市會 ノ議ヲ 經 市民 

一一 代リテ 表ヲ上 リ以テ 奉賀 ノ誠 悃ヲ 素シ 

奉ル 臣銀次 郞誠隍 誠 恐 頓首頓 首 謹ミテ 言 


〇 


昭和 八 年 十 二月 二十 九日 

神戶 市長 勳四等 臣勝田 銀次郞 

m ず 午前 九 時 三十 分 巿正廳 にて 2 田 市長 以下 市 I 前 田 副議長 ま 

SS して 嚴 ぎる 奉賀 式 S 行し、 以て 皇太子殿下の 御 し m 

"武 SS て 直？ 七十 七 人の S 奉祝 ま 開き、 I 奉唱、 f 人， こ 

食に？、 萬歲を 三唱した。 此日畫 間に は大倉 山に は 煙火 |く不" 

機 は 市の 上空に ず かに 爆 J 殘し、 八臺の 花電車 は 光 f こず、 

兒董 生徒の 旗の 波 は 感激と 昂奮 を そ、 リ U を 律鹆 f 放ち 

二  す 〜入うて "各所の 大 電飾 一 齊に光 芒 

を 放ち 各 圑體學 校 生徒の 大提燈 行列 こま  , 一 養〜 光芒 

ま *<\ イ^, -  -  奮^ f の；^' 國 人も^ 加 し、.^  ^、中 士 

に參拜 する 等、 奉祝の 氣分 全市 こみな ぎつ こ。， き ー ン ^力し 广內 各祌社 

二  C  "  旁 チ^オ〜 ジ なきつ？ 力、 る 奉祝の 誠意 は 市民が 如 可 こ 

皇太子殿下の 御 降誕 を 待ち 奉う しか  >  カタ r〜 

f  ^ し 力 を 誘して 餘ぅ ある もので ちっこ。 


引用 書目 

神戶. ^事務 報告 正 八 年 乃。 申，， T  T  . ： 

事務 報告， 昭和. 年 神 戶市會 速記 錄。 ^Sisisss0 
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月 、大王 卜 五 も 十 1. 十二月、 昭和 三年 九月： 昭和 上で： gfrf 和 大正 八 年 十一月 大演習 關係 記錄。 大正 十一 

^ぉーパ 十お、 1 和た き 三月、 昭和 七 年 九月 昭和 八 年 十 -. 十二 刀 プ I  i 

皇后陛下 御 西 下 一件 書類。 昭和 元年 御大 喪 一件 書類 。昭和 三年 十一月 御大 罎 一件 記 錄 神戶市 

I  f  -  I  .  大 £  、も 十  一 《 '太 正 4-  i も 三 n;、 大^ 卜 ra 年 

行幸 己 念 誌。 昭和 五 年 十月 觀檻 式關係 書類。 大阪 朝日 新聞 既^、 i 和 二 年 二 刀、 昭和 K 年ト 刃、 昭和 八 年— 

：。  4-£\年4-  I  3、 大正 九 年  一？ 1 月、 大正 十 一 き-一一. 十、，^、， 1<&|：  i!l 脾 い ^、お. S1- は^- 大阪 毎日 新聞 £ 

に 神戶 新聞： 3 や t&  一一^ 71 ザ昭 がーー 一^ 十-月、 昭和 £ 年 六 n 昭和 五 年. i 昭和 ノ年 十-月： 。 

BB^^SS, 神 戶又新 日報： ^£ー_ 一？^ 一-、 昭和 五 年 十 a 
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大正 八 年度 


改正 逸務規 

程實施 ， 


世界 大戰は 終に 大正 七 年 十 一 月 を 以て 休戰 となりし も、 其大戰 進行 中に 示せる 

好影響 は、 其 後 祌戶巿 に 於て は 尙持續 せられて 諸事 業の 上に 現れ 、市の 發展 は駸々 

として 停まる ところ を 知らざる 有檨 であった。 其 後 財界の 影響の 好 否 は 市勢に 

直に 反映し、 爲に 自ら 消長 ある を 免れ ざり しも、 而も 其 大勢 は 依然として 進展 を 示 

して 今に 至りし こと、 市政 機關 沿革の 跡 を 迪るも 充分に 之を傯 ぶに 足る ものが あ 

る。 以下 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間の 市政 機關の 變遷と 運用の 蹟 とを敍 

し、 おて w 政の 進展 を 知る の 料と すべ きも、 其 間 年を逐 ひて 市政 は 愈， 钹雜 となう、 其 

運用の 蹟 は瓮 ，多 岐に 亙る に 至れる は 注目に 逭 する。 

タづブ 正 八 年度に 於て は 市 參事會 の 開會は 二十 六囘 にし， て 八十 六 ヰを議 し、 市 

會を 開く こと 十二 囘 にして 百 七十 一 件 を 議了し、 共に 市の 發展 に應 すると ころが 

あ >7 而 して 此年 四月 一日より 前年 三月 改正せ る祌戶 市處務 規程の 實 施を昆 

し 力 これ 事務の 激 增と統 一 に備 へんが 爲に 外なら す、 卽ち 新に 商工 課 を 設けて 庶 
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務 課の 所管たり し勸業 事務 を 管せ しめ、 同じく 庶務課 所管の 出納 事務 をば 新設の 

出 に 移管す ると 同時に、 敎育課 所管の 授業料 徵收 事務 を も 管掌せ しめ、 敎育課 

の 社 會關係 事務 は 之 を 庶務課に 移し、 新に 設けた る 救濟係 をして 元 衞生課 所管た 

りし R 濟に關 する 事務 を 管せ しめ、 衞生 課の 埋 火葬 事務 は 之 を戶籍 課に、 敎育課 所 

管の 市史 編纂 事務 は 之 を祕書 課に、 同 課 所管の 監査に 關 する 事務 は 新設の 監査 係 

の 管掌と し、 戶籍 課の 兵事 事務 は 新設の 兵事 係に 移管す る 等、 大いに 分 合 改廢を 行 

うたのであった。 

怖 缺選舉 四月 二十 八日に は此 年度 最初の 市會を 開き、 議長 太 田 保太郞 より 曩に辅 缺選擧 

によりて 當選 せる 富 永 三 四 郞及田 島 唯 三郞を 紹介せ しが、 此日川 崎 造船所 出願に 

か ヽ るり 三 萬 四千 坪の 水面 埋 立の 件 は、 當 時祌戶 港の 第二 期 築港 計畫案 確定して 

&こ 施工 を^ん とする 場合な りし を 以て、 お 障 ありと 決定し、 市營の 前提と なれる 

屎尿の 臨時 汲取 を も 可決し、 高等 工業 學校 創設 費の. 寄附 も 定まりし が、 尙小 野濱^ 

11 先 埋立地 を 新 港町と 命名す る こと も此日 决定を a たのであった。 越えて 五月 二 

十六 日に は 經費約 一千 四十 萬 圓を投 する 市の 電氣鐵 道 建設 案 を 可 さ L す 抑-小 

案 ま神戶 市の 電氣 事業 買收 後市營 最初の 大計 畫 にして、 之に 關聯 して 市ヨ より 幾 


物賈 騰貴と 

吏員 待遇 改 

善 


質疑 論議の 

盛 行 


阪急乘 入 否 

決 


多の 陳情 も 提出せられ 、調査 委員 會に ありても 本會に 於て も、 交 通 上 或は 學 校. 寺 院 

等の 關 係より 修正 意昆續 出し、 容易に、 决 定を昆 ざり しもの なれ ど、 大勢 は 遂に 木 案 

を可决 し、 後 の 所謂 山 手丄 、f 高 松 三 線の 運命 を决 し、 よりて 以て 市の 發展に 偉大な 

る 貢 獻を爲 すに 至った のであった C 叉 物價の 奔騰に よる 祌戶港 改良に 關 する 市 

の 負 擔金增 額 百 八十 九 萬圓も 支出と 定ま リ しが、 此物價 の 昂騰 は 其 趨勢 如 可と も 

爲し 難しと て、 市 は 社會の 一 般 情勢に 徵 して 提出せ る 市吏員の 待遇 を 厚く する 自- 

加 豫算案 も 可決せられ、 之に よりて 市の 吏員 は 更に 五 割の 範圍の 臨時 加給 を受く 

る ことと なつ ヒ。 

六月 二十 八日 議事の 疑義に 關 して 市 會は 一 時 紛糾 を 見し が、 これ 蓋し 前 市會に 

於て 爲 せる 調査 委員長 報告 を 第二 讀會 なりと せる 議長の 解, は、 議員の 質問 藿を 

奪 ふ ものにして、 自繩 自縛に 陷 るの 虞な しとせ すとの 注意 ぁリ しに 對し て、 議 長 は 

原案 及 報告に つきても 質問 は 之 を爲し 得る もの なれば 、議長め 解釋は 違法に 非す 

と說 きて 論議 を 繰 返せし も、 歸 すると ころ 第二 讀會に 移す 場合に は議 略に 入，、 て& 

す 之 を 宣告す る ことと 决定 した。 思 ふに 此の 如 き 現象 は、 質疑 論戰 の 盛に 行 はる 

るに 至れる を證 する 一 資料た るべき ものであった。 阪神 急行 電鐡 株式 會 社の 上 
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筒井 終點 よち 三 宮町三 丁目に 墜道を 以て 軌道 を 延長せ ん とする 出願 は、 前年 來市 

會に 於て 調査 中な りしが、 此日縱 霣鐡道 改良 方法との 關係上 支障 ありと 決定し、 勝 

田 銀 次郞外 二人より 布引 町. 春 日 野 間の 道路 改良 費と して 寄附せ る 十 萬 圓も此 日 

採納 する ことに 決定 し、 之 によりて 該 方面の 交通に 寄與 する 多大なる もの あるに 

至りし が、 三 萬 三千 圓の 平和 條約 祝賀 會費も 亦可决 せら れ、 世 界大戰 全く 終れり と 

の感を 深から しめたので あった。. 

九月 十日の 市 ^ 曰に 於て 市會 議員 丹 羽豐之 助の 補缺 として 當選 せる 水 島 重吉を 

紹介せ しが、 丹 羽 前 議員の 失 袼は選 擧有權 者 名簿に 錯誤 ありた るに 依る もの なれ 

f^M 事 者 は將來 名簿 作成に 留意 あるべ しと 希望す る 者 ありし は 注意す ベ きで あ 

つた。 ついで. 兵 庫電氣 軌道 株式 會 社が 其 特許 線の 一部 を變更 して 海岸線 を 敷設 

せんとす る 出願 は、 祌 戶 市電 氣 軌道 敷設と 重大なる 關係 ありし を 以て 支障 ありと 

決定せ しが、 此日 可決せ る 小 學校營 繕の 件 も 亦 最も 重要なる 一 案件であった。 蓋 

し 大正 ヒ年 四月 旣に百 四十 三敎 室の 不足 を吿 げたる 小學校 は、 同 八 年度に 入りて 

更に 敎 室の 不足 を 来し、 五學 年の 一 部に も 二部 敎授を 施行せ ざるべ からざる に 至 

りたれ ば、 玆 に 七 校 を 新築 し、 十 四 校 を增築 し、 敎 室 一 一 百. 四 十を增 し、 一 擧 にして 第二 


學年 迄の 二部 敎授 を廢 止せん とする にあ り、 之 に耍 する 經費 三百 七十 六 莴餘圓 を 

以て 大正 九. 十 兩年 度に 之 を 施工 せんとす る ものにし て、 市 會 は繼續 年度 を 三箇年 

度 と し、 營 繕 費 を 約 五 百 三十 八萬圓 とする 委員 會 修正案 を可决 し、 こ 、 に 小 學校敎 

育 上 劃期的なる 大豫算 の 通過 を a たのであった。 . 尙此日 大正 八 年 三月 制定に か 

かる 名譽職 費用 辨償規 程. 學 務 委 員 手 當幷に 旅費 規程の 各 一 部 を 改正 し、 之 により 

|| き S て 東京 市. 橫濱 市. 朝鮮 i 灣. 樺 太に 出張の 場合、 到 著 出張 間の 曰數 宿泊料 は 五 割增と 

すべき 一項 を附 した。 從 つて 名 譽職 員. 市 吏員 其 他の 旅費 も當分 規程に 依る 支給 

額の 外に 五 割 增額案 も 可决を 見し が、 此 の 如き 物價 騰貴に 應 せんとす る 施設 は 吏 

員. 職 員. 傭 人 等の 給料に も 及 び、 此 日加 給 案の 決定 を 見、 か くて 曩に 八月 以降 市吏員 

年收 四百 圓 以下 は 五 割 七 分、 七 百圓 以下 は 五 割、 千 圓 以下 は 四 割 五 分、 千 二百 圓 以下 

は 四 割、 千 五百圓 以下 は 三 割 五分 三千 圓 以下 は 二割 五分 三千 五百圓 以下 は 二割の 

各 增額を 見し に、 こ ゝ に 至りて 更に 各 一 割 三分 を增額 し、 學校敎 職員 は 五十 圓 以下 

五 割 を、 五. 十 一 圓 以上 は 四 割、 六 十六 圓 以上 は 三 割の 增給 とな り、 慵 人 は 全部 五 割の 

增給 となった のであった。 

兵 庫 運河 買 

收  十月 二十 七日の 巿會は 公設 住宅 建設の 議を 確定 し、 兵 庫 運河 株式 會 社の 事業 及 
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.  物件 買收案 を可决 した C 蓋し 此買收 問題 は 大正 六 年に 起 り、 當 時會 社の 事業の 不 

振なる は單に 同社の みの 問題に あら ざれ ば、 市 は 之 を 公共の 經營に 移し て、 運 河 本 

來の HI 的の 爲に 施設 を 改善す るの 要 ありと して 玆に 至りし ものであった C 吏員 

市吏員の 加 の 生活の 物 S 騰貴 持續 により. て、 到 底 安定 を 期し 難しと して 提案せ る 支給額 增額 

給 

案卽ち 現在の 給料に 更に 二割 を 加給 せんとす る 案 も此日 可决を 見、 同 時に A 吏員 

給料 規程の 一 部 改正せられ、 十月 一 日より 實 施と 決定した C 之に 據れば 技師 長 「三 

千圓 以上 五 千圓以 下」 は 「三 千圓 以上 七 千圓以 下」 と な り、 書 記. 技 手 月額 三十 圓 以上 百 

圓 以 下」 は 「三 十圓 以上 百 二十 圓以 下」 と し、 事 務 員. 助 手 「日 給 一 曰 五十 錢以 下」 は 「日 給 一 一 

圓 以下」 と 改めた のであった。 然るに 十二月 一日の 市會に 於て 市吏員 は曩に 十月 

一 日より 二割 加給 ありた る に、 更 に 十二月 一 日よう 一 割の 增 給を爲 さんと する や 

こ S  く も、 之 は 市長の 權限內 に 於て 爲. さんと する に似て 不合理 ならす やと 質す 者 

ありし が、 市 長 は 加給 四囘に 及べ ども 尙 不足 を 威せ るが 爲 にし て、 眞 に 已むを 得 ざ 

る に 出で ヒリと 說 き、 こ 、 に 又 市吏員の 加給 を受 くるに 至れる は、 物 價の 昂騰 著し 

市長 問責 議 かりし を證 して 餘りが ある C 尙此日 縱貫鐡 道 改良に 關し 市長 鹿 島 房 次郞の 責任 

長 不信任 問 

題  を 問 はんと し、 同 時に 之と 關聯 して 市會 議長 太 田 保 太郞の 不信任 動議 を 出さん と 


する 者 あり 議場 爲に 一 時 喧囂を 極めた る も、 協議 會を 開きて 纔 かに 事な きを # し 

力 市政 機關の 沿革 上 未 # 有の 率 態と 謂 ふべき であった。 

缺  大正 九 年 二月 二日 市 會會議 規則 改正に つき 建議 あえ 名 譽職巿 參事會 員 一 人の 

か 良 敷設 案 铜缺り 延期の 動議 ありし も 破れ、 西 木 茂 吉の當 選 を 見た。 此 くて 大正 \ 年 I 月 可 

さに かヽ る 市電 軌道 建設費 約 千 四十 萬 圓を九 百 十 萬圓に 修正せ る 議案 は、 發 電機 

一 臺 新設 案と 共に 可決し、 市營 以後 更に 發展の 基礎 を 固め、 都市 計畫 事業の 道路 改 

^.B 良 費に 千 四百 八十 八 萬圓を 支出 せんとす る 案 も 可决を 見、 叉 川 崎 造船所 社長 松 方 

納 幸次郞 よう 社 會救濟 費 二十 五 萬圓、 川 崎 芳太郞 の 社 會救濟 費 幷敎員 優待 基金 百 萬 

圓の 寄附 を採納 し、 二月 九日 村 野 ふくより 將來 市立 富^ 學校 新設の 場合の 基金と 

^0 して 七 萬 九 千 六 百圓の 寄附 を も納れ た。 二月 九日 勝 田 銀 次郞外 二十 一人の 特別 

制に 關 する 建議 は 直に 成立し、 九 人の 起草 委員 も 上京 運動の 委員と 共に 定めら 

れ？ これ 祌戶 市會 最初の 特別 市制 運動に 關 する 記 錄 にして、 此决議 によりて 關 

係 各 大臣 及 貴衆兩 院議 員に 陳情書 を 呈出し、 爾後 幾多の 事 歷を留 むる に 至った の 

であった e 

鹿 鳥 市長の  . 

I と慰勞 市長！ 5 郞の 任期 三月 十二 曰 を 以て 満了す るに つき、 內務 大臣 床 次 竹ニ郞 
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より 市 長 候補者 三 名 を 推薦すべき 命令 ありた る 旨 二月 二十 一 日の 市會に 報^せ 

られ たれ ば、 三 月 六日 市長 候補者 推薦の 件 を 上程せ し も， 事 甚だ 重大な りと て 之 を 

詮衡 委員に 附 する ことと 定 め、 委 員 として 名 譽 職 參事會 員よ り， 六 人、 其 他より ベ 人、 

之に 議長 を 加 へ て 4 口 計 十五 人を擧 げし が、 三 月 十九 H の 市會に 於て 前 市長 離任の 

挨拶 を 聞く に 至った。 蓋し 鹿 島 前 市長 は 明治 三十 九 年 助役に 就任 し、 其 任期中な 

る 同 四十 三年 二月 市長に 就任し、 大正 五 年 三月 重任して 以て 今日に 至り たれ ば、 助 

役 在任と 合せて 在職す る こと 實に 十四 年に 及 び、 其 間 大小の 懸案 を 解決して 功勞 

甚だ 尠少 にあら す、 さ れば其 任期 滿 つるに 方 り 、市 會は滿 場 一 致の 决議 により 重任 

を勸吿 せし も 遂に 受けす、 こ、 に 其 返 職 を 見る に 至った のであった。 市會が 四月 

十三 日に 其 慰 勞金十 萬 圓贈與 の 件 を 可決して 之 を 贈 b  、同 時に 謝狀を 贈呈した る 

は 其 故 あ リと謂 へ る C 

須磨 町の 編 种戶 市の 發展の 異常なる もの ある や、 武 庫 郡 須磨町 は 特に 影 饗 を 蒙 リ、 爲 に 夙に 

入 

神戶 市に 併合の 議を 進めし が、 此 年 二月 二日 兵 庫 縣知率 より 須磨町 編入に 關し諮 

問 あ り、 之 によれば 武庫 郡 須磨町 を 廢し其 地域 全部 を祌 la- 市に 編入し、 大正 九 年 四 

月 一 日よ リ實 施せん とする にあ リ、 卽 ち 調査 委員に 附託せ しが 三月 二十 八日の 市 


一-. 會は此 市 域 變更の 件 を可决 した。 かくて 祌戶巿 は 五 干 ヒ百戶 二 萬 三千 百 餘人を 

增 して 人口 は 六十 五 萬 七 千 人 を 超え、 山地 面積 六 百 十三 萬 七 千餘^ 平地 面積 百 三 

. 十七 萬 三千 餘坪を 加へ たれば、 總 面積 は 約 七 百 五十 萬 坪卽ち 六十 五 。ズ を增 して 千 

八 百 九十 三 萬 七 千 坪 を 超 ゆるに 至ク、 市勢の 伸展に 甚大なる 影響 を與 へたので ち 

つ た。 

|11|§ 此須磨 町 はもと 八 部 郡に 屬し、 天 正 十九 年 十一月 太閤 撿 地に 方り て は、 多 村 

(三 ヒー 丄ハ 石) は 池 田 村 (三 一 六. 九 三 石) と共に 蒔田權 介の 頜地 となう、 两代村 (四 五 四. 

六 五 石) は 杉 原 伯耆の 知行す る 所と なり、 爾餘の 西 須磨村 (四 三 六 八 二 七 石) 東須磨 

村 (八 九  一二 六 石) 板 宿 村 (四 八 四 •〇 七 石) 大 手 村 (三 〇 四. 六 三 六 石) 妙 法 寺 村 三 七 五 入 

四 石) 車 村 三 四四丄 九 石) 及 白 川 村 三 一 九. 七 二 一  石) の 七 箇村は 何れも 御藏 入郎ち 

, 秀吉 直轄地と して 代官 村 上 孫 左 衞門預 地と なリ、 外に 須磨 寺領ニ 六 • 四 二三 石) を 

- おして ゐる。 德川 時代に 入り 元 和 以降 戶田 .靑 山兩 氏尼畸 城に 封せられ て此豐 

ほ 氏 直轄地 を領 せし が、 元祿 十五 年 二月に は 两代村 は 天領と なり、 多 井畑. 池 田 二 

. 箇村は 蒔 田 氏 之 を傳領 し、 爾餘の 村々 は靑山 氏の 所領と なり， しが、 此中多 井畑 を 

除く 村々 は 寳永八 年に 至リて 悉く 天頜 となり、 以て 維新に 至り 公收 せられた の 
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新 後の 變遷 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 

であった C 

明治 五 年 十月 區劃 改定の こと あ 

第二 區第四 番組に 入 り、 西 須 磨. 東 

备村々 と共に 同 郡 第三 區に 入り、 

村 外 九 箇村戶 長 役場と して 後の 

而 して 明治 二十 二 年 四月 以降 此 

月 此內池 田 村の みは 神戶 市に 編 

を 武庫 郡に 編入し、 爾餘の 九箇村 

し、 以 て 大正 九 年に 至った ので あ 

かくて 須磨町 併合の 爲め 役所 費 

七 人、 從 來の 事務員 を 改めた る 書記 

技手 二十 人、 技手 補 十一 人、 掃除 監督 

となった。 尙 大正 八 年末の 市吏員 

傭人 二 千 三百 八十 八 人を算 し、 其 取 

ん と し、 市 の 事務 は 愈" 複 雜 となる に 


市吏員 數と 

大正 八 年の 

事務 


下 

る や、 口 

須磨 .大 

明治 十 

須磨町 

十箇村 

入 せら 

ま 明 、台 


0 


こ C 

す 


支辨の 

百 二十 

長及監 

總數は 

扱に か 


妙 法 寺. 奧 

手. 板 宿. 两 

二 年 一月 

に 入 トノし 

は^ 部 郡 

れ、 同時 に 

四十 五 年 

市 吏 員 定 

三 人、 助手 

督 七 人、 同 

役所 費 其 

ヽる 文書 


妙法 寺- 

代 • 池 田 

戶長役 

十箇村 

須磨村 

より-町 

數は主 

を改稱 

巡視 五 

他 を 合 

收受發 


車 • 白 川 四 

の 六箇村 

場 設置に 

を c 巳 含す 

と總稱 し. 

郡 名を廢 

制 を 敷き 


箇村 は 八 部 郡 

は 後の 林 田 村 

際して は 板 宿 

るに 至った C 

同 二十 九 年 四 

し、 須磨村 は 之 

て須磨 町と 稱 


せる 書 1 


十 二 人、 技師 三 人、 視學 

百 五十 五 人、 

百 九十 五 人 

百 四十 六 人、 

十四 萬 通に 垂 


一一 11 口 


十 七 人、 言 

算 すれば 

送 合計 九 


三 


六 


至 つ こ。 


大正 九 年度 四月 十三 日に は 大正 九 年度 最初の 市會を 開きし が、 此 日 須磨町 編入の ため 祌戶 

艇錄観 體 巿會 議員 選 擧區： a 定數條 例 を 改正 し、 其 區域を 第 六選擧 區と稱 し、 了 一 一 丄 二級より 备 

一 人 宛 を 選出す る ことと 定め たれ ば、 市 會 議員 はこ 、 に 至りて 三人 を增し 五十 一 

須磨 出張所 人と なった。 尙此 編入に より 市 は須磨 出張所 を 設置して 事務 を辨 じたる も、 其戶 

籍 事務に つきて は 行政 上 出張所に 於て は 取扱 ひ 得ざる を 以て、 此 點に關 する 住民 

M 岐 助役 ま の 不便 は 未だ 除去 せらる、 に 至らなかった。 次席 助役 土岐益 之 進の 任 明 満了に 

つき 七月 二十 五日 助役 選 擧の件 提案 あ り、 市 長缺員 中の 故 を 以て 延期す ベ しとの 

動議に 對 し、 延 期 を 非と する あ り、 遂 に 四 人の 詮衡 委員に 委任 し、 幾 もな く委 員 會 の 

决定 通り 土岐 助役 を 再選した。 尙祌戶 港 修築 工事に 關し 大正 八 年度 乃至 同 十七 

年度に 神戶市 は 千 百 七十 萬圓 を分擔 すべ しとの 命令の 請 書 を 提出 せんとす る 案 

も此 日可决 せられ て、 こ 、 に 第二 期 修築 工事 は 愈 t 實 施 期に 入る に 至りし が、 岡 崎 ， 

吉 の社會 事業 費と しての 寄附 金 五十 萬 圓も此 日 採納と 決定した。 而 して 八月 十 

15 聰 I と 二日の 市會 にて は 緊急と 暑中との 理由に ょリ 議事 規則の 開會 時限 を 午前中と し 

午後 一 時 迄 を 時限と する ことと 定ま リ、 前 月 二十 三 • 四 の 兩日幷 に 八月 三日の 增員 

補 缺選擧 常 

選者 及 補缺選 擧に當 選せ る市會 議 員 有坂忠 平 • 有 村 丈 次郞丄 两龜之 助 • 高 木 陸 雄. 武 井 悌 

第二 章 市政 機關の 沿革  三 三 三 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  三 三 四 

四 郞. 賴 廣正之 助の 紹介 あ り、 市 內 海岸 通 元 居留地 埋立地 利用に 閥す る 建議 は 成立 

し、 九 月 二十 八日の 市會 に 於て 其 運動 功を茇 したる 旨 報吿ぁ り、 こ れ祌戶 港の 交通 

にと りて 重大なる 案件な りし が、 之 によりて 埋立地の 設計 は變更 せられ、 メリ ケ ン 

波止場と 京 橋 間 は 開放 せら れ、 爲 に 交通 上 多大の 利便 を增す ことと なった ので あ 

つた。 又 十月 一日より 火葬場 市營の 件决定 し、 其 條例及 規則の 制定 を 見た るも此 

日であった。 

颅 長詮 十月 一日の 市會は 市長 候補者の 選擧を 行った。 之より 先 六月 二十 六日 市長 詮 

衡經緯 

衡 委員に 對し其 經過を 報告す ベ しとの 動議 ありし も 成立 を 見る に 至ら す、 爾 後 九 

旬 を經し が、 此 日の 委員長の 報吿 によれ ば、 三 月 六日より 委 員 會 は屢" 會 合して 詮衡 

に 著 手せ し も、 愼 重 協議 を 要する もの ありて 容易に 候補者の 決定 を 見る に 至ら ざ 

リ し が、 こ 、 に 漸く 第 一 候補者と して 前臺灣 銀行 頭取 櫻 井 鐡太郞 を 推薦. し 得る に 

至 り、 第 二 候補者に 太 田 保 太 郞、 第 三 候補者に 勝 田 銀次郞 を推擧 すと 言 ひ、 市 制の 條 

文に よりて 正式に 選擧 する ことと な り、 五 人の 立 會人を 置 き、 満 場 一致の 下に 櫻 井 

鐡太郞 を選擧 したので あった。 かくて 十月 十八 日 櫻 井 鐡太郞 は 市長に 就任す る 

に 至った。 次いで 十二月 十 一 日 新 市長 は 抱負の 一 端 を 市會に 披瀝せ しが 、明治！； 


特別 市制 促 

進 


十三 年 十 一 月 以降 上席 助役と して 

了して 返 職せ る を 以て 此日 挨拶 を 

て は 其 高見 は 市民 を 


新 市長に 

表し 

れ し 


こ o 

%7 ひ- 


對し 

で あ 

い で 


此議 

託 せ 

に 於 

を定 


大 

せ し 

み て 

顯著 


す 

長 


方 


市政に 賈獻 せる 乾 長 

爲 し、 之 に對し 太田議 

して 安堵せ しむべし 

つた。 乾 前 助役に 對し慰 勞金三 萬 五千圓 


貝 改 


が、 つ 

； set 見 

ら れ 

む る 

を 0 

正 十 

-、 >  ， PV 

力 ^ 

ヒ 月 

會 に 

なる に盧 

第 二 章 


の 

伹 


年 


神 戶市會 議事 規則の 

正 に關 する 建議 成立 

し が、 此 日 其 决定を 見 

定まる 迄 は 年長者 を 

とし、 「市長の 要求、 議長 

し 協議 會は傍 聽を許 

月 十九 日の 緊急 市會 


^0 年 


月 九日 意見書 提 

陳情書 を送附 し、 委 員 

、更に 特別 市制 を 要望 

し、 特 別 市制の 實施を 
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一部 を 改正した。 蓋 

し、 よ りて 提案せられ 

たる ものにし て、 之 に 

以て 假 議長と し、 年 齡 

の 意 見、 叉 は 議員 七 名 

さ す」 と の條項 を揷入 

に は 特別 市制に 關す 

出の 建議 成立し、 其 年 

上京して 運動 盡瘁す 

陳隋 せんとす る にあ 

望む や 切なる もの あ 


次 

增 

Ess' 

し 


こ 


同 

ゥ 


郞 は、 十 二月 一 日 任期 滿 

助役の 功勞を 謝し、 

長の 就任に 敬意 を 

件 も此日 可決 せら 

大正 九 年 二月 二日 

案 は 調 査 委 員 に 附 

改選 後 最初の 市會 

は 抽籤 を 以て 之 

求 あるとき は 協 

あった。 

提出の 件 を 上程 

る 臨時 議會に 臨 

ぁリし が、 今 議 會 

蓋し 神 戶 市の 發展 

、卽 ち巿を 以て 府縣 の區 

三 三 五 


ま 

上 


こ 


意 

と 


市 

t 一 

き 

れ 


寺 

靑 

で 


ろ 


こ o 


神 田 兵右衞 

門の 市葬 


水道 開港 市 

制 電氣の 祝 

賀會 


市會 決議の 

尊重 


域外と 爲 

生 • 交 通 ま 

<in ュ此ま 

て 貴. 衆 兩 

は 漸く 實 

故 市會議 

五 千圓支 

水道 竣功 

こ と と £ 

好個の 記 

畫 にし てぶ 

市會 の 

場合な し 


神 戶市史 第二 輯 本 編 

し、 市 の 公 共 事務 は 

築. 消 防. 營 業幷 市場 

見 書 を全會 一 致 を 

院 議 員 に 盡瘁方 を 

施の 幾 運に 向 へ る 

員 祌田 兵右衞 門の 

出の 件 を も可决 し、 

幷電氣 事業 市營の 

め、 全 議 員 を 委 員 と 

念 との 大 祝賀 會の 

帀勢 の發 展を證 す 

决議の 之 を 尊重せ 

偶， 二月 二 


各說 下 

內務 大臣に 直屬 し、 市 は 勅令の 定 むる 所に よりて 其衞 

す る 警 察 事務 を 掌理 せんとす る もの にし て、 市 

決 し、 卽 日 關係當 局に 發送 し、 市 

ま P 


等 に 

以 て 

一- ク n 

力 ^ 

多 年 
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へ 口 記 


可 

し、 

今、 5 


し、 特 別 


とせぬ 


亍 

\ィ 


る も 

さ る 

十六 


せ 

び 

、ベ 

曰 


上 京 委 員 十 一 

と報吿 せらる 

功 勞を認 め、 其 

る 三月 擧 行す 

祝 賀 會費 とし 

委 員 は 十五 人 

ら れんと する 

であった。 

からざる は 論 

曩 に决定 せる 


人 

葬 

、ぺ 

と 


も 定 

に 至 

儀 を 

き ^ 

七 萬 

定 め 

至 れ 


つ た 


市葬 

港 五 


な 


し 

る 


千 

力 

ま、 


運 

ク 

力 

蓋 


で 

年- 

百 


お ま 

を 爲 

お 

T 


こ 


市 


長 連名 を以 

し、 特 ^！: r  f 

た。 踵いで 

と 及 其經費 

實施三 十 年. 

を 支出す る 

の 大事 業と 


J ま 


ヽ る 

し 最も 意義 ある 企 

之 を 覆さ ん とする 


き も 

土木 事業に 關 し、 其 施工の 延期に 

關 する 建議 出づる や、 勝 田 銀 次 郞は之 を 以て 市會の 決議 を輕ん する ものな りと 爲 

し、 近 時 各種の 運動 SI リ、 理 由を附 して 市會の 決議 を 覆さん と 試む る ある は 甚だ 奇 


永 田 助役 就 

任 

.IE. 會 議員 待 

遇 規程 制定 


大正 九 年の 

市の 事務 


ぼ 公報の 發 

行 


怪に堪 へざる ところに して、 市會は 自ら 大いに 考慮せ ざるべ からすと 說き、 建議の 

徹囘を 求む ると ころ ぁリ しに、 建議者 亦 之を諒 とし 保留す る ことと な つ こ。 これ 

市會 史上の 美事た リし と共に 其 權威上 喜ぶべき 事象であった。 尙此日 

をお て 推薦せ る上帘 助役、 氷田 龜咋ま 三 ほト 羽尤. t さ， 一 ， . 」 

11^ぉもガ|:0繡个_三月寸四日就任し三月ニ十五日返隱，遺族 

扶助料 條 例の 改正 を可决 し、 新に 市會 議員 待遇 規程 を 制定した。 此 規程 ま „ 一  条 

に 市 直 5 職した ると き は 記念品 若しぐ は 記念品 2S す、 但し 市制 第 十一 

條 第一 一項の 規定に 該當し 失格した ると き は £ にぁネ とし、 f 品 若しく ま 斗 

金額 は 明治 二十 二 年に 溯 及し、 在職 年數を 塞す る ことと し、 第三 條 にま満 八年以 

上の 在職 者及舊 市制に よる 市 參事會 員 在職 者 は 終身 現任 市會 議員と 同 一 の 寺 遇 

1 す ことと したので あった。 S は曩に 二月 二十 六日 可决 せる 市吏員 表彰 規 

程と 共に 立 法. 行 政兩 方面 S ほ酬 ゆる 道 S ける ものと 見るべき であつ こ。 

力くて 大正 九 年の市 參事會 は開會 三十 九囘 にして 八十 一 件 を 議了し、 巿&ま A 

鲁 十五 S 事件 數 二百 六 件に f しが、 此 年末の 市 資は總 數千百 九十 九 人 i 

し 其 取扱に か、 る 收受發 送 合計 九十 萬 通を算 へ、 其備 人に 至き ま實こ 三千 九 百 

人 を 超 ゆるに 至った。 尙特 記すべき は 市 公報の 發行 にして、 從來市 行政に 關 する 
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三 三 七 
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大正 十 年度 


市電 氣局撿 

査 委員 


公會堂 建設 

案 


神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 下 

事項 を 一 般に 周知せ しむる の 方法と して は、 市內數 箇所の 揭示場 

事務の 增大に 伴 ひ 之が 周知の 實を缺 くの 憾 

三 囘祌戶 市 公報 を發 行す る ことと な り、 神 戶 

り 之を實 施す るに 至った のであった。 

の 市會は 四月 十六 日に 開會 せし が、 太 田 議長 

ば、 本 市會は 現市會 議員と して 最後の 市會な 

丹 波 副議長 叉 同じく 謝意 を 表 し、 櫻 井 市長よ 

戶港 修築 事業. 須磨町 饼合幷 水道 擴張 事業 等 

功糗 をた、 へた。 蓋し 旬日 を 出です して 市會 議員の 選擧執 

、ゾ ある。 此日 市電 氣局檢 査に關 し曩に 大正 八 年 二月 十日 附 

託せる 委員 會の 報告 を 承認せ しが、 此 調査 委員 會は 市電 氣 局に 不正の 事實 ありと 

して 設置せ るに は あらす し て、 市 制の 明文に よりて 半永久的に 設置せられ たる も 

のであった。 又 市立 女子 商業 學校 校舍 新築 案の 決定して 女子 實業敎 育 上 新生面 

を 開ける も此 日な りしが、 公會堂 建設 案の 決定した こと も 注意に 値する。 公會堂 

の 必要なる は^に 認められ、 旣に兵 庫縣及 祌戶市 共同の 下に 之が 建設の 議進涉 し 


を 採りし も、 か くて は 

正 十 年 四 パ より^ 月 

を 制定 し、 四 月 一日よ 

大正 十 年度 第 一 囘 

く總選 擧を控 へたれ 

なる 感謝の 意 を 表し、 

學 區の統  一 • 第二 期 神 

調 查 決議に 當 れ るの 

行 せらる ベ きを 以て 


に揭 示す る 方法 

ありし を以 て、 大 

^ 公報 發行规 程 

は 書面 を 以て 近 

るべ しとて 深甚 

り も 其 任期中に 

幾多 重要 案件の 


たる に、 兵 庫縣は 中途に して^ 獨 建設 を决 したれば、 祌^ 市 はこ 、 に 自ら 之 を 建設 

し 議事堂 を も 兼ねし めんとの 計畫を 立て、 其 調査 費 一 萬 四千 圓を 計上し、 賞 を 懸け 

て 設計 圖案 を^ 集 せんとした のであった。 木 案の 三月 二十 八日 委員 會に 附託せ 

らるゝ や、 其 原案 は 之 を 認めた る も、 更に 進んで 理率 者よりも 適當 なる 設計 案を提 

震 會廢 出すべき を條 件と した。 尙此日 大正 六 年 制定に か、 る 神 戶市區 會條例 中 葺合區 

會廢 止に 關 する 諮問 案 は 支障な しと 决定 せし が、 同區は 大正 七 年 學區統 一 後、 其區 

有財產 として 山林 二百 八 町 九 反 餘を殘 す も、 之に よりて 生す る 收益は 僅少の 茸 類 

寳却代 あるに 過ぎざる のみなら す、 其 地域 多く は 市の 水道 貯水池 區 內に屬 し、 從っ 

て 開墾 伐採 を 許されざる 事情 あり、 卽 ち區會 存置の 耍を 認め ざ るに 至りた 1 よ、 丄、 

月の 區會 議員 任期満了 と共に 遂に 廢止 する ことに 決定した ので あつ こ。 叉三ヨ 

1^1 張 所 三十 一 日須磨 出張所より 火 を 失して 建物 烏 有に 歸 せる を 以て、 應急 施設と して 二 

千圓 支出の 件 を も 2 し、 須磨町 併合の 條件 ずし 同町の 水道工事 も 百 四十 二 萬 

餘 S を 投じて 施行す る ことと 定ま リ、 電氣 装置 火葬場 改築 費 も决定 し、 尙曩に 市税 

特別 税條例 中 一 部 改正 を議决 せし が、 其 中 傭人 使用 税は 所得税 を 課税 標準と せし 

も此 くて は 種々 の 不便 ぁリて 認可 を 得る に 至らざる を 以て、 更に 條例 改正 を 提案 

第二 章 市政 機關の 沿革 

？  -  -  £  £ し 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  三 四 〇 

した。 而 して 歲入豫 算は旣 に 議決せられ 居 リ、 之 に 代る ベ き 財源な き 以上 約 六 萬 

圓の 豫算は 削減し 難く、 叉 市 會の議 决を飜 す は其權 威に 關す として 原案 を 可決し 

た。 蓋し 又 議決 尊重の 結果であった。  * 

羝選擧 と 新 四月 二 十五 日 第三 級の 神 戶市會 議員、 同 二 十六 日 第一 級. 第二 級の 市會 議員 選擧 

を 執行して、 其 結果 第 一 選擧區 より 一. 一ェ 二級 各 二人 宛 計 六 人、 第二 及第 四 選 擧區は 

一. 二級 五 人 宛、 三 級 四 人 宛 計 二十 八 人、 第三 選擧區  一 • 二級 三人 宛 三級 四 人 計 十 人、 第 

五 選 擧區は  一 土 級 一 人 宛、 三級 二 人 計 四 人、 第 六 選擧區 HH 二級 一 人 宛 計 三人、 合計 

議 | 副議長 五十一 人の 議員 新に 選出せられ、 五月 六日 新 市會は 招集 せられた。 櫻 井 市長 開會 

選  を宣 し、 年長者 齋籐正 之假讒 長と なり、 議長 選擧に 入る や、 從來 議長 は 投票に よりて 

定め 來 りし も、 議 S は 満場 一 致 を 以て 選出す る を適當 なりと 認 むる を 以て 五ノの 

詮衡 委員 を 擧げて 詮衡せ しむべし との 動議 あり、 之に 對し 議長 は 市制 第五 十 五條 

の 明文に より 無記名投票 を 以て 選擧 する を 原則と し、 神戶 市會 も從啦 之に 據れ り、 

こ 1 法の 精； & なると 共に 叉神戶 市會の 慣例 を 尊重す る 所以な りと 說く者 ありし 

も、 敦 議 遂に 成立 し、 假 議長の 指名に ようて 委員 も 定めら れ、 議 長 室に 於て 詮衡の 結 

杲勝田 銀，； 次郞を 議長に 詮衡 し、 市會 も全會 一 致 を 以て 之 を 決定した。 卽ち勝 田 f 


選 i  次郞 議長 席に 著 き、 其 指名に より 副議長 は 森 木淸と 定ま り、 名 譽 職 市參^ 會員六 V 

は 二人の 立 會人を 設けて 選 擧の結 果、 西 田 富 三 郞. 曾 根 忠 兵 衞. 岸 木 孝 太 郞. 富 永 三 四 

輸 纖霞續 郞. 中亥歲 男. 稻田 春治當 選し、 つ いで 議長 指名に よりて 補償 審査 委員に は 福 原芳次 • 

市計畫 地方 

委員  中 村國太 郞. 南 陽 一 一 郞. 水 島重吉 を、 學 務 委員に は 參事會 員より 曾根忠 兵 衞. 西 田 富 三 

郞、 市 會 議員より 新 原 次 太 郞. 佐 伯 俊太郞 を、 都 市計畫 地方 委員に は 上 西龜之 助. 細 見 

慶 吉. 白 崎 潤 藏. 丹 下 良 太 郞. 福 永 嘉 吉. 有 坂 忠 平. 紀 谷 彌 吉. 赤 尾 福 松と 定ま り、 區 有財產 

管理 委員 も 夫々 指名 せら れ、 こ 、 に 新 市會の 陣容 全く 成った のであった。 

箱 M 雜贿 區 有財產 管理 委員 條例中 一 部 改正の 件、 卽ち區 會の廢 止に より 委員 二人 を 曾し 

て 四 人と する の 案 は 五月 二十日 决定を 見し が、 六 月 十四日の 市會に 於て 湊西區 有 

財產 管理 委員 一 人の 補缺 にっき 端な くも 一 時紛 騷を來 した。 蓋し 木 案 は 延期と 

非 延期の 兩說對 立 し、 容 易に 決定 を 見る に 至ら ざり し が、 か く 一  人の 管理 委員 選擧 

に 於て 尙 紛擾 を 來す は、 市 會 が 言 論に 重き を a き 其 選擧を 重視す るの 證左 とも 思 

惟 せら るれ ど、 又 一 面に は 黨派的 感情に 左右 せらる 、 こと 漸く 繁 からん とする を 

g 入 役の 更 示す ものな リ ともせられ たのであった。 此日收 入 役 服 部 幸 作の 辭職を 承認し、 其 

慰 勞金八 千 圓贈與 の 件 を可决 し、 副 收入役 岡 山 次 夫 を收入 役に、 税務 課長 吉田 政治 
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神 戶巿史 第二. 輯 本 編 各說 下  三 四 二. 

. を 副收入 役に 推薦の 件 を も可决 し、 六 月 十八 日 何れも 其 就任 を 見た。 ついで 七 H 

神戶港 第二 八日に ま祌ョ 港 第二 期 g 築に 伴 ふ 神 戶税關 陸上 設備費と して 政府 は 九 百 五十 萬 

期 M 上設儉 

圓を 支出し、 此中市 は 四百 九十 五萬圓 を分擔 し、 之 を 大正 十二 年度 以降 十一 一箇年 度 

に 支出す ベ きを 可决 し、 こ  >  に 修築 工事に 伴 ふ 陸上 設備 も 著 手せられ、 祌戶 港は漸 

次 其 完璧 を 誇らん とする に 至った。 

神 戶都& 計 匕 rrr  二十日の 巿會に 於て 种戶 都市 計畫區 域に 關 する 諮問 案の 支障な しと 定ま 

畫區 域の 決  - リニ  一  6  1  ^  i  i  -  J 1 _ 

定  れるは 叉 最も 喜ぶべき であった。 思 ふに 祌戶 都市 計畫は 之に よりて 西 は 須磨境 

川より 束 は蘆屋 川に 延び、 市 百年の 大計 樹立の 基礎 こ ゝ に 確立し、 神 戶市及 武庫 都 

內 の西灘 村. 西 鄕 町. 六 甲 村. 御 影 町. 住 吉 町 • 魚 崎 町. 木 山村 未 庄村は 其 區域內 に 入り、 こ 

ここ 三十 年後に 百 五十 萬の 人口 を容る 、區域 定ま り、 區 域內の 平地 面積 千 二百. k 

十四 萬 坪の 外に 山地 開發 により 五 百 萬 坪 を 見込み 得る に 至りし ものにし て、 叉 f 

斕瞎睢 寄附 S 的の 事 案であった。 九： 二十 六日 御大 典 記念 圖書館 建設 會 幹事長より 二十 一 

グー 採辩  1_ノ 

萬 圓を投 せる 建物の 寄附 ありし を採納 し、 市 民 多年の 要望に 副 ふ を 得る に 至りし 

電燈 電力 値 が、 比 日電燈 電力 値 下 案 を も可决 した。 抑 t 此 電燈 電力 値 下に 關 して は 曩に五 九十 

下 案  〜- a  r  , 

三日 旣に 建！ P あ リ、 其 理由と すると こ ろ 、炭 價 暴落に よりて 得べ き經費 を充當 す- パ 


しとし ふに ありし が、 理事 者 は炭價 暴落の 故 を 以て 直に 値 下 を爲す は危險 なる の 

みならす、 當 面の 施設に も 影響 ありと て 同意 を 示す に 至らす、 越えて 六月 二日 新聞 

紙上に 早晩 値下實 行を傳 へたり とて 値 下に 關し 質問 續 出し、 理事 者 は 料金の 値 下 

によりて 電氣 事業の 財政 を紊 るが 如き は、 市營の 立場より 大いに 考獻 せざる ベ い 

らざ る 問題に て、 豫算に 餘裕を 生せ る を 好機と し、 從來の 施設 上の 缺陷 を充す こと 

最も 緊切な うと 答 辯し たれ ども、 而も 値 下 は 財政の 安定 を 害せざる 程度に 於て 實 

行の ま 向 ある こと を 暗示す ると ころがあった。. かくて 遂に こ、 に 値 下 案の 提案 

を 見る や、 炭價は 今や 却って 上昇の 傾向 あり、 電氣 事業の 改善 叉 急務なら す やと 爲 

す 者 ありて、 前 市會と 全く 反對 なる 空 氣の漂 ふ を 見る の奇 現象 を呈 せし も、 電氣事 

，の 經濟 さ L て悲觀 すべきに あらす との 說明 によ リて木 案の 可决を 見. 十 一 月 以 

降 値 下 案の 實施を 見る ことと なり、 同時に 五燈 以上の 使用者に は 悉く  メ  — ト レ 制 

を 採用す る ことと なった。 區 有財產 管理 委員 條例 も此日 决定を 見、 祌戶區 及湊两 

區は 委員 四 人 を 七 人に 增し たので あつ . こ。 

建 -J  ^ 

案嶋^  T 月 七日の 巿會に 於て 改選 後 の 市會 に屢， 建議 案の 提出 ありて 成立 を 見る は、 自 

治 行政 上甚た 喜ぶべく、 而も 亦 何等 之に 關 する 發案を 見ざる は 理事 者の 怠慢の 然 
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神 戶市史 第二 辑， 

らしむ ると こ ろ なる ベ 

據る もの なれ ば、 爾 後 議 

希望 あ り、 時 宜を 得た る 

事の 上より， 賀 すべ きで 

電 氣 局共濟 組合の 設立 

設置の 要 あるべ しとの 

七日に 質問 續 出し 喧騷 

定橋 を廻轉 橋と 爲 すべ 


軌道 第二 期 

建設 案の 決 

定 


本 編 各說 下 

きも、 こ 、 に 至 

長の 手許に 於 

ものな，^ し を 

あった。 十一 

を 決定 し、 同 時 

希望 條件を も 

を 極めた る 運 

しとの 問題 は、 

電氣 軌道 第二 


固定 橋と 決定した。 叉 

間、 奥 平野 線幷葺 會脇 濱間 合計 八哩の 

延期 を唱 へ、 或は 少數 意見 をカ說 する 

を 承 認 し、 重 要なる 問題の 解決 を 見る 


れる は 建議案が 突發 的に 提 

て 印刷に 附 し、 開 會 三日 前に 

以て 之が 實行を 期す る こと 

月 十 一 日區 有財產 管理 委員 

に 衞 生. 土 木關 係の 傭人に 對 

承 認 し、 屎 尿の 市直營 汲取の 

河 第二 橋 工事 施行 延期に 關 

地方 的に 重大なる もの あり 

期 線 敷設 卽ち束 尻 池. 西 須 磨 

敷 設 案 は、 調 査 委 員 長の 報告 


ある 等 波瀾 を 極めた る も、 而 も 


2 至りし が、 十 二月 二十 


曰 


軌道に 關し 重大なる 建議の 


直面した。 市電 第二 期 線 第 七 


淸盛 塚移轉 

問題 


三 四 四 

出せら る ヽ にも 

配附 すべ しとの 

な り し は、 叉 議 

選舉 したる 後、 

て も共濟 組合 

を 可決 し、 十 月 

る 建議 卽ち固 

も、 市 會は 遂に 

束 尻 池 A 高 松 

對 し、 或 は 決議 

委員長の 報告 

に は 叉 もや 市電 

號 線に 當る淸 盛 

を破壤 する は 忍 


と 

し 

nj、 

mm- 


塚移轉 問題 卽ち これにして、 此 建議 は 平清盛の 如き 大恩 人の 墳せ 

ぶ ベ か ら す、 宜 しく これ を 存置して 史蹟の 破壤を 防ぎ 風教に 資すべ しとい ふに あ 


4& 電 海岸 锒 

特許 問題 


ク しも 遂に 成立せ す、 多數を 以て 第 七號線 敷設 を可决 したので あ 

題 は近來 市政 上の 大問 題たり しものに して、. 事 は 土木の 條に 記す 

瀾を 生める 木 案の 解、 决を 見た る は 叉 喜ぶべき で b つ こ。 

大正 十一 年 二 月 八日 市電 第三 期 線 特許 促進に 關し、 陳情 委員よ 

吿ぁリ 、蓋し 兵 庫電氣 軌道 株式 會社 は旣に 大正 二 年に 所謂 海岸線 

許可 方に 關 する 前後 ニ囘の 兵庫縣 知事の 諮問 は 支障 あう としてり 

ると ころ ぁリ しが、 大正 十 一 年 一 月 市の 第三 期 線 特許 出願 を 期と 

に 新に 私設 會 社の 電氣鐡 道の 敷設 を 見る が 如き は 到底 認容し # 

特 M 方 を 促進 せんとし、 委員 を も 定め、 委員 は 市の 交通 機謂統 一 フ 

務 大臣 以下 關係當 局に 陳情し 其 諒解 を 求め、 民業 壓 迫の 批難 ある 

介す るの 耍 なしとの 態度 を 以て 之に 臨み、 遂に 市に 特許 きらる、 


つた。 蓋し 木 司 


ベ き も、 幾 多の 波 


巿き 會議規 フこ O 1 ！  -  ]  I,  r 

則 改正 I つす 二月 十四日の 巿會に 議員よ リ 提出せ る 神 P 市會會 1 きリ 

同 規則 第二 十 條の發 言 通告に つきて 改正 を 加へ、 之に よりて おも 

の 3 亂を 防止し、 第 四十 條の 委員 會の 議事 は 議員の 外 傍聽を 許さ 

議决 によ リ 議員の 傍 聽を禁 する を 得る と ある は 甚だ 解す く ゝら 
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1CN 凍^: 

の 特許 

其 出願 

し、 市の 

ざる を 

大目 的 

に對し 

に 至つ 

中 一 部 

見る が 

す 、但 し 

さる 條 

三 四 五 


經 過の 報 

を 得、 之 が 

を 拒否す 

重耍 路線 

以 て、 市 に， 

の 爲め、 內 

て も 意 こ 

たので あ 

改正案 は 

如き 議場 

委員 會の 

文 なれば、 


f; 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


三 四 六 


特別 市制 促 

進の. i 過 


大正 十 一 年 

財政 調査 委 

員會 規程 否 

決 

櫻 井 市長 の 


る 

蓋 


議 員 外 

傍聽は 

內 外の 

" j と 

ベ き 

正 せ 

3$  . I 》 

上京 

明 あ 

等と 聯 

大正 

定 し、 祌 

し、 六月 


の. 者と 雖 委員 會の 議決に 

之 を 許可す べしと いふに 


說 


市會 なれ 

と な り、 第 

である o 

ら れ、 三 

に此年 

て 委 員 

して 內 

る 法案 

りし を 

明^ 運動 

十 一 年 

戶市財 

一 日の 


月 十 


ば 謹 M の 統制 も 

四十 條の みは 提 

二月 二十 七 rn 大 

一 H 特別 市制 

十 三 日 意見書 

« し、 相 携 へ て 

臣其 他に 禀 請 

過に 際 し、 政 府 

神戶 市に も特 

を 認めた ので 

十二 日 大正 十 

政 調 査 委 員 會 規程 

市會 にて 市長 櫻 井 


を 

び- 

ク 


大 

て、. 

月 


より 傍 聽を許 

あった 。然る 

敢て 困難なら 

案 通り 可决を 

正 十一 年度の 

實施 促進 委 員 

を 提出し 三月 

運動す る こと 

すると ころ あ 

より 将来 束 京 

別 市制 を實施 


あった。 


一 年度 最初の 

を 調査の 結果 

鐡太郞 曩に辭 


、ぺ 

き 


!F する こと ある 

に 第二 十條 に つ 

すとの 理由に よ 

見た。 蓋し 叉自 

豫算 決定と 共に 助 

長 勝 田 銀次郞 より 

二十 三日に は祌戶 

に 決定した るを以 

り、 議 會 にて は 六大 

市に は 都 制 を 敷く 

せらる ベ き や う、：^ 

市 會を開 き、 區 有 財 

否决 せりとの 委員 

表 を 提出し、 五 月 二 


し 

て 


其 

て、 

お 

ク 


と 改 

は 僅 

ろ 之 

の 一 

及收 

經過 

業會 

市の 

。ン 

案 を 

市 選 


め、 議 員 の 

々五十人 

を 肖 除 す 

進步 とい 

入 役 俸給 

報吿 あり、 

議所も 之 

委 員 は 共 


產 管理 

長の 報 

十 匕 日 


一 了 

\ィ 


政 監督 


有する uln 

出 代議 十 

委員 を决 

吿を承 認 

氪可 あり 


辭 任と 後任 此 UI 內務大 ぼの 通牒に より， *巾 お 

山 長 ^  ^0 

^就任 以来 僅かに 一 年 有半に し 

長の 選^に ついて は、 愼 重 審議 以 

測 な り、 よ りて 詮衡 委員 十五 人 を 

ら るべ しとの 動議 を 提出した。 

太 田 保 太 郞. 小 曾根貞 松. 柳 川 眞 榮- 

藏. 丹 下 良 太 郞. 西 木 茂 吉章 鹿 甲子 

に 慰勞金 一 萬 圓 噌 呈の件 を 可決 


こ C- 


ほ I 助役の 務を視 るに 至った ので あつ 

^亡 

亡の 旨 報告 あ リ、 土 岐 助役の 就任 

を 押して 多 井畑 道路 視察に 出張 

のな り. とし て、 市. 會 は 弔慰と して 

ところがあった。 

00 十二" 一  日 市長 第 一 候補者と 

，ュ  緊急^ 會に於 て、 市 長詮衡 委員 も、 
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候補者 推薦の 件をヒ 程せ し が 、西 川 茈 三 より 前 市 

て 其 辭任を 見た る は 遺憾に 堪 へ す、 さ れば 後任. 5 巾 

て適當 なる 市長 を 得る に 非 ざれ ば、 市 民の 損害 不 

擧げ 公平 無 私、 黨 派 私情 を 離れて 早急 詮衡 せしめ 

時宜に 適せる 此 動議 は 直に 成立 し、 議 長 を 含めて 

-平 木 德 治 郞. 中 亥 歲 男. 水 島 重 吉. 曾 根 忠 兵 衞. 白 崎 潤 

太郞等 その 詮衡 に當る ことと なり-、 つ いで 前 市お 

し、 かくて 上席 助役 永 田 龜作は 市長 代理と して 事 

つ いで 八月 二十 九日 次席 助役 土 岐益之 進 此日死 

を 見た る は 大正 五 年 七月に して、 同 九 年 重任 し、 病 

の途 卒倒して 遂に 起た す、 實に 公職に 仆れ たる も 

金 三 萬 五 千 圓贈與 の 件 を 可、 决し其 功 勞に酬 ゆる 

して 石橋 爲 之助當 選した。 蓋し 曩に 十月 七日の 

其 特別委 員 も 定まれる に拘ら す、 未 だ 巿 長. 候 補 者 

三 四 七 


の 發 

し と 

曰 

た る 

時 日 

月 一 

は 六 

委員 

ひ、 市 

社 長 

を紹 

I 曰 を 

對 し 

十四 


表 

び 


神 戶市史 

を 見 ざ る 


希望 

市長 

候補 

以 て 

に 至 

一 日 

に 於 

候補 

締役 

し、 第 

報告し 

絕對反 

人中 三 

市長 辭 


も 

介 


出 で 


し- 

以 

て 


と 


， J 


の 

對 を 

十八 


第二 辑 

は 曠職 

も、 而 

發表 

後 幾 

一 致 


し 

表 


先 

力 

な 


づ 

で 


詮衡 

十七 

第 一 

議士 

-叉 ァ 

者 と 

あ つ 

ふ る 

を以 


本 編 

の 實 

も 其 

せ ら 

ち 0 

を以 

委 員 

囘 の 

候補 


た る 


メ リ 

し て 

， j  o 


各說 


を 

長 


こ 

力 


者 あ 

票 を 以て 石 

任 後 七 箇月に し 


P 


て 


!SE  ノ ォ 


ク し 


せ 


八 口 

勝 田』 ブゥ 


れ 

衆 


下 

爲 

せ 


て 

年 


之 


よ P 


_ 傍聽 

爲之 


叻 


る ベ く、 委 員 は 宜しく 

らす として 報 吿を爲 

と て、 委 員 長 報 吿、 .IB 長 

に 充分 議員の 諒解 を 

ん との 理由に よりて 

次郞 より 其經過 報告 

ね、 委 員 總會を 開く こ 

石橋 爲之助 を 満場 一 

山陽 製 鐡. 廣 島 瓦新電 

との 船鐡 交換に 努力 

郞、 第三 候補者と し て 

て 第 一 候補者の 選擧 

叉 喧囂を 極めし も、 選 

の 當選を 見、 同 月 二十 


其 

延 

致 


せ 

擧 


三 四 八 

詮衡經 過を發 表すべ 


れ 

よ 


市長 を 得る に 至った ので 


す、 越 え て 

皋 推薦 を 

ざる 虞 あ 

期せら 

り、 之 に 

十五 囘 

を 以て 

軌道 *南 

,CN とて 

藤 正 之 

移りし 

の 結果 

日 就任 

あ C ナ 


其 

を 

M 

裁 


同月 二十 四 

日程と 爲し 

れ ば、 藉す に 


力 


r 


十 


れば 委員 會 

及 び、 最 後 の 

薦 せ，^ と 言 

鮮鐡道 等の 

各 決定せ る 

之が 推薦に 

出席 議 員 四 

可 あ り、 こ 、 

ついで 十二 


月 二十 パ日新 市長 石橋 爲之 助の 就任 挨拶 ぁリ しが、 議員 中には 前 市長 辭任 後、 市, 

代理と して、 又土岐 助役 死亡 後 其 事務 を も 管せ る 永 田 上席 助役の 忠實 熱誠 ま 多と 

す ベ く、 市 長 は 宜しく 其 功镜を 考慮 あるべし と 希望す る 者が あっこ。 

S0 大正 十二 年 二月 八日 巿內 人口 分布に 變 動ぁリ たる を 理由と し. 种 戶市會 議員 選 

條伊 改正 建 i/  J  C  . 

0  擧區竝 定數條 例 を 改正 せんとせ る 建議 を 上程せ しが、 木 建議 通過す る も 大正 十四 

年 四月の 總選擧 にあら ざれば 實 施し 得 ざ る ベ く、 其 立案 の 基礎に も 疑義な しとい 

ふべ からすと 爲す者 多く 遂に 成立 を 見す して 了った。 かくて 此日是 案せられ こ 

る 大正 十二 年度 神戶市 歲入出 豫算は 二月 二十 七日 决定を 見し が、 其 間 質疑 應答盛 

に 行 はれて、 從來に 見る を 得ざる 現象 を呈 し、 豫算も 相 當の鈇 鉞の加 へられた る 跡 

あ リしは 注目すべく、 此 くて 處務 規程 も 一部の 改正 を 見、 港 灣課も 新設と 定まった 

00 のであった。 ついで 三月 三十日 石橋 市長の 緊縮 方針に ょリ 吏員 定數 を滅 少し、 之 

に 伴 ふ 返 職 特別 手 當三萬 二 千圓の 追加 支出 も 定まり、 特別 市制 促進に 關 する 委員 

長の 報 吿ぁリ たる 後、 當時 市電 氣局 にっき 奇怪なる 風聞 ある を 以て、 市制 第 四十 五 

0^0 條 によう 之が 撿査 委員 を 設置す ベ しとの 建議 成立し、 十五 人の 委員 も 定められた。 

かくて 此年 市會の 開く こと 二十 囘 にして 百 五十 五 件 を 議了し、 參事會 は 四十 ー囘 

第二 章 巿。 政 機 ー關の 沿革  一， 


大正 十二 年 

度 

渡邊 助役 就 

任 


市會 議員 補 

缺選擧 


神 戶市史 

開會 して 七十 六 

は 愈， 複雜と なり 

二百 四十 五 人 を 

足る ものが あつ 

大正 十二 年度 

方法 を决定 し、 五 

し、 缺 員 中の 次席 

議 成立 し、 之 に よ 

日の 市會に 紹介 

とする 建議 は、 都 

りとの 建議と 共 

する に 止め 


こ o 


以 


ヒ 


iaj 圓 以下- 


案 


建 d し&:  Iffi 


第二 辑 本 編 各說 下 

件を議 した。 尙此年 收受發 送 文書 

り 八十 三人 を增 して 

百 八十 五 人と な リ、 市 


三 五 〇 


吏員 は 前年よ 

增 して 三千 六 


す 

最 初 の 市 會 


月 


せ 


能率 


匕 
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を 


弋日に は 

役 漸 く 定 

て 市 會 議 

られし が 

案 調 査 の 

成立せ し 

月 十三 日 

事 • 技 0.0 

造 憾の點 

も 增設せ 


は 百 萬 通 を 超 え 

千 二百 七十 八 人 

勢の 進 展、 事 務 の 


をば 四月 二十 八日に 開 

兵庫縣 事務官 渡 邊靜沖 

ま り、 同 月 二十四日 就任 

員三 人の 補 缺選擧 は 五 

此日 自由港 設置 促進に 

爲め 十五 人の 委員 を擧 

が、 前 者 は實現 不可能な 

市吏員 給料 規程 中 一 部 

學 年俸 を 千 二百 圓 以上 

ありと せら れ、 爲 に鐵筋 

ん とする 案 は、 調 查 委 員 


き 

月 

f 

を 

づ 

會 


■ 發電擴 

全會 一 

見、 つ い 

二十 五 

し 政府 

具體案 

と し、 自 

改 正 し、 

千圓以 

ンクリ 

こ 叭、、 r 
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費繼 

を 以 

二 月 

_ )  一 了 

{  \ィ 

^ 見 

作成 

地 區 

師長 


さ ク 

と な 

增加 

續年 

て 助 

二十 

は れ 1 

書 を 

せ し 

乃 S 

ひ ま d 

年俸 


と 定 め、 當 

卜 四 階^ 

正增 額し 


し も、 $ 務 

り、 人 は 

察する に 


役 

六 

び 

01 


及 支出 

に 推薦 

日の 建 

月 十五 

出せん 

る耍ぁ 

を 申請 

0 舍 を 

二 萬 三 


千 五 百餘圓 とし、 此日市 會は之 を 承認 可、 决 した。 九月 二日 關束大 震 火災に 關し緊 

急 市會を 開き 、市長より 善後 處 置に 關し 報告 あり、 之に よれば 始め 九月 一日 午 麦 卜 

時 震災の 報 ある や、 市 は 拙速 を 貴ぶ 處置 をと リ、 九月 二日 午後 四時 日 木郵& 株式^ 

葡船 山城 丸 を 救援 第一 船と なし、 食料 を 満載し、 市吏員 三人 を 派遣して 善處 せしめ 

たりし が、 此日 巿會は 東京. 橫濱兩 市 震災 慰問 費 十 萬圓の 支出 を 可決し、 天機 奉伺 幷 

御機嫌 奉伺の 方法 は 市長 及 議長に 一 任した。 蓋し 未曾有の 大震 火災の 被害 は 日 

を逐 ひて 甚大と なう、 從 つて 遽に 根本的 救援 方針 を定 むる 能 はざる 實 情に ありし 

力-爾後 市 は縣と 協同し x ム 私團體 と共に 一 意 其 救援に 努力 狂奔 日も尙 足らざる 有 

檨 となった のであった。 

I 事會員 補 九ガ 十五 日の 緊急 巿會は 名 * 職 參事會 員 岸 木 孝太郞 の辅缺 として 獰野定 七 を 

舉 げたる 後、 橫濱に 於け る生絲 輸出 機關 全滅せ るは國 家の 爲め 遺憾に お へす とゥ 

III 査所 理由に よう、 全 國製絲 m 者 有志 大會の 陳情 幷に 輿論の 趨鲁 に， 鑑みて 提案せ る 祌戶 

生 絲撿査 所 設置 案 を可决 し、 同時に 條例を も 定め、 玆 に祌卢 港に 由緒 S  く 而も 中^ 

久しき に 亙リ し生絲 輸出 機關 の 設立 を a ん とする に 至れる は 喜 ぶ ベ き で リ つ こ。 

踵いで 十月 二十 六日 祌戶港 修築 促進の 運動 中 震災の 爲め 却って 工事 繰 延に會 せ 

笫ニ章 市政 機關の 沿革  三 £1 


電氣 局撿査 

報告 


本會議 期間 

延長の 建議 


豫算 査定の 

方針 


神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 下 

ん とする の 情勢 なれ ば、 此 くて は 本邦に 完全なる 港灣 なき 

築 は 絕對に 繰 延を爲 さ -  >  る やう 重ねて 政府に 意 a 書を提 

大正 十三 年 一 月 二十 六日の 緊急 市會は 東宮 御 婚儀 奉祝 

又は 遊園地 開設の 件 を可决 した。 越えて 二月 八日に は 前 

撿査委 員 會の 報吿ぁ り、 此 報告書 は數十 頁より 成りて 電氣 

し、 改 正す ベ き事實 を列擧 し、 就 中 運 轍 課の 內 部の 紛糾に 對 

不統 一、 事務 及 帳簿の 不整 理を擧 げ、 其 廓清 を 市長に 希望せ 

ば此 報告の 市會に 於て 承認 せらる 、 や、 市 長 は 種々 考究の 

改正し、 課の 廢置分 合 を 行 ひ、 從來 運輸 課に 附屬 せし 教習所 

を 更迭して 廓清の 實を擧 げたので あった。 而 して 此日大 

程に 先 だ ち、 從 來の 木會議 にて は 何等 質疑 を悉 すなく して 

託せる も、 か くて は 爾餘の 議員 は 全く 之に 與るを 得すし て- 

べ  からざる は 甚だしく 不合理 なれ ば、 本 會議の 期間 は 之 を 

動議 出 で、 遂 に 成立 を a ざり し も、 議 事 上 注意す ベ き 建議で 

是 より 先 大正 十三 年度の 豫算 案に 對 する 名譽職 參事會 


に 至 

出す 

記 念 

年 三 

局 に 

し て 

る も 

結果 

正 十 

多數 

，而 も 

二 十 

あ つ 

員 の 


三 五 二 

るを以 て、 祌戶 港修 

る ことと 决定 した o 

事業と して 運動場 

月 附託せ る 電氣局 

蹯れる 弊 竇を詳 に 

は 監督の 不行屆 及 

のであった。 され 

，電氣 局處務 規程 を 

立せ し め、 運 輸 課長 

三年 度の 豫算案 上 

の 委 員 に 調査 を附 

贊孬を 表明 せ ざ る 

日 SE" とすべ しとの 


こ o 


査定 方針の 積極的 


にして、 一 大 緊縮と 鈇鉞を 加へ ざれば、 市 財政の 前途に 不測の 危機 を招來 すべし と 

の 態度 を 持し、 爲に 理事 者との 間に 多大の 扞 袼を來 せる は旣に 注目すべき 事象. こ 

^ し が、 豫 算 調査 委員 會の 决定も 原案に 對 して 著しき 修正 を 加 へ、 かくて 三月 六日 

K 算案 悉く 可决 せられし も、 而 も 從來に 見る を 得 ざ リし豫 算市會 であった。 曩こ， 

二月 二十 五日 第二 期 道路 改良 費 を 五 百 四十 七 萬 九千餘 圓に改 め、 大 正 十二 年 * 乃 

至 十四 年度に 分割 支出の 件を定 め、 之 にようて 市電 須磨 線の 敷設 决定 し、 三 RT  二十 

九日に は生絲 業者の 金融に 關し 政府に 意見書 を 提出 せんとす る 建議 * 立し、 城ケ 

口 墓地 移 轉の爲 め 十五 萬 四千 餘圓 を區 費に 充當 し、 其 跡地 を賣却 市費 に 繰 入る、 

ことと なりし が、 此 日須磨 方面の 舊 字を廢 して 新 町名 を附 し、 同 方面 は 整^ 之る 市 

街と な リ、 更 に 市電の 開通 を a ん とする に 至った。 . 

默正 十三 年 大正 十三 年度 最初の 市會は 四月 二十 八日 開かれ、 公設市場 改善 費 を可决 し、 五月 

二十 三日 攝政宮 御慶 事 御 饗宴 奉視費 を可决 し、 政 府の 高架 鐡道 工事に 關聯 し七箇 

. おの 架 道 橋 新設 擴張費 を分擔 して 其實 行を圖 らんと し、 其經費 三十 四 萬圓の 支出 • 

を 決議した。 蓋し 交通 上 便益 を增す ものであった。 六月 二十 二日に は 財界の 實 

. 情 未だ 長期 公債 發 行に 適せす との 理由 を 以て 祌戶 都市 計畫 事業 公債 條例及 築港 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  三 五 四 

公債 條 例の 償還 年次 を改 め、 第 三 期 線 建設費の 繼續 年期 支出 方法 を も變更 し、 九月 

市電 從業員 二十 七日 市立 生 絲儉査 所 移 轉費を 可決 し、 曩 に 大阪市 營 電車 弁に 郊外電車 從業 員 

特別 賞與 

の 罷業に より 交通 機關に 支障 を來 せる に 際 し、 神 戶 市電 従業員が よく 輕擧 妄動 を 

謹 み、 自 重して 堅 實に其 職務 を杲 し、 一 般 市民に 交通 上の 危惧 を與へ ざり し は 感謝 

に 値すべ しと て、 七 月 二十 九日の 市 會には 決議 を 以て 感謝の 意 を 表明 せんとの 動 

養： Q でし が、 之 に對し 進んで 物質的に も 謝意 を 表すべ しとの 意見 出で 共に 成立 を 

見、 之 によりて 十月 二十 九日に は 特別 臨時 賞與 として 約 一 萬 五 千圓を 市電 從業員 

に 支給す る ことと なった。 

決算 調査の 十二月 十六 日 大正 十二 年度の 決算 調査 委員長の 報告 あ り、 蓋 し曩に 十月 二十 九 

^ロ^-と jn '畏 

の 態度 日本 決算の 上程 せらる、 や、 關 東大 震災 慰問と して 決議せ る 十萬圓 中より 吏員 慰 

勞金を 支出せ る は不當 なりと 云 ひ、 須 磨 水道 竣功に 關し 支出せ る 賞 與金も 亦不當 

の處 置な りと 難 じ、 更 に 震災 當時 市民の 寄附 金 三十 餘萬圓 に 達し 其 利子 五 千圓を 

も 市の 收 入と なせる 點、 須 磨 水道 竣功に つき 市長 も 多額の 賞與を 受けたり とて 之 

を 難す る 等質 問 相 踵 ぎ、 特 に外國 菓子 製造 會 社の 寄贈に か 、 る 多 數のビ ス ケ グ ト 

を 之 を 倉敷 を 要する R 稅倉 摩に 預 け、 而 も 一 年有餘 放置せ し は 解す ベ からすと 劐 


詰 する も あ り、 か くて 此日ニ 箇條の 警吿幷 に 希望 六 件を附 したる 報告 は 多 數を以 

て 承認せ しが X 市民の 深く 注視せ る 市政 上の 問題であった。 叉此日 大正 二 年 制 

市會 議員 選 定 にか ヽ る 市 條例第 十 號を廢 止し て、 新 に市會 議員 選 擧區竝 定數條 例 を 制定せ し 

舉區 竝定數 

條侦 改正 が、 こ れ 市制 中 選 擧に關 する 規定の 改正に 應 する ことと なりし もの にし て、 之 に よ 

り 湊區は 一 選擧區 として 獨立 せし め、 定 數は 六十 二 人、 選 擧區 は七區 とな し、 大 正 十 

. 四 年に 行 はるべ き 總選擧 より 施行 せんとす るに ありて 其 可決 を 見し が、 各 區の割 

當は 左表の 如くで ある。 
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第 
七 
選 

擧 

須 

■  1  > 

四 

大正 十四 年 二月 六日の 市會は 大正 八 年 四月 制定に か 、 る 神戶市 特別 稅條 伊の 

一 部 を 改正して 課税の 衡平 を 期し、 麈芥燒 却場增 改築 費 を可决 し、 此 年度の 豫算は 


中央 卸賣市 此日上 g せられ 三月 三日に 至りて 可决 確定し、 七 百 二十 五 萬圓を 以て 中央 卸賣市 

場 設立 案  IJ 」 ノ 

場 を 開設 せんとす る 案 も 亦 決定し て、 將 來 日用品の 配給 關 係に 新紀元 を 》 せんと 

し、 更 に 特別 市制 實 施に 關し意 a 書 を 政府に 提出 せんとす る 建議案 も 成立 し、 此 日 

高架線 問題 意見書 を 提出した。 之よう 先 二月 九日 市內縱 貫鐡道 改良 工事 設計 を 地下 式に 變 

更 すべ き 意見書 を 提出 せんとの 建議 あ り、 蓋 し 當時其 土地の 一 部 も 政府に 於て 旣 

に 買收濟 となれ る を 以て、 市の 狀勢上 之が 變 更を圖 らんと せる ものであった。 つ 

？, いで 三月 二十 七日 從來の 官立 祌戶 高等 商業 學校廢 止の 决定 せる を 遺憾と して 提 

出せられ たる 神戶 市立 高等 商業 學校 設置の 建議 も 成立し、 一 千 六 萬 六 千餘圓 を投 

じ 五 M 年 繼續を 以て 施工 せんとす る 第二 囘 水道 擴張案 も决定 し、 之 が 完 成に より 

て 二十 三 萬 六 千戶に 給水し 得る に 至らん とし、 尙 恩給 法の 改正に 伴 ひ從來 の祌戶 


：リ 返 s  S 及 遺族扶助 料 返 職 給 與金及 死亡 給 與金條 例を廢 止して、 新に 神戶 市有 合 

吏員 恩給 條例を 制定 せんとす る の 案 弁に 市會 書記長. 書記 • 市 參事會 書記 恩給 規程 

を 制定して 市吏員に 相當 する 待遇 を與 へんと する の 案 も、 之に 伴 ふ 追加 豫算 案と 

共に 可決し、 更に 祌戶港 改良に 關 する 命令書の 一部 變 更に 伴 ふ 請 書 を 可決して、 大 

S00 正 十二 年に は神戶 市の 使用すべき 部分 は 完成 を吿 ぐる ことと なり、 縣營辨 天濱船 

渠 用地の 一 部 及 上 攀棧橋 を 巿營に 移し、 使用 條例を 制定して 四月 一 日よ リ實 施^ 

ん とする 案 も此日 可決せられ、 港灣 施設の 統 一 に寄與 せんとす るに 至りし が、 七 年 

港灣 修築 陸上 施設に 關 し、 屢 ，意見 書 を 提出 し、 其 促進 を圖 つたので あつ ， こ。 而 して 

^0 此年 巿會を 開く こと 十六 囘百 五十 一 伴を議 し、 參事會 は 四十 一 囘四 十八 件 を 議了 

し、 市 吏員 は 前年よ リ 五十 餘 人を增 して 千 四百 十八 人と な り 、傭 人に は些 して 曾 加 

を 見さり し も、 市 の 取扱 文書 は 前年よ リ三 十七 萬 通を增 して 百 四十 四 萬 通に 垂ん 

と し、 事 務 の 愈， 繁劇 なる を 思 はしむ る ものが あった。 

默正 十四 年 大正 十四 年 四月 十七 日の 市會 は^ 藻 島 運河 開鑿と 埋立を 決定し、 ついで 市の 交 

^電 買收建 通 機關統 一 上、 兵 庫電氣 軌道 株式 會 社の 營業 路線に 對し 理事 者 は適當 なる 處置を 

おるべし との 建議 あ り，、 こ れ其 買收を 意味す る もの なれ ど、 財 政 上 急速に 實  一 了し 難 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  三五パ 

+ き 問題なる のみなら す、 市會總 選擧を 目捷の 間に 控 へて 此 種の 建議 を爲す は、 端 摩 

意 則、^ 解を受 くる 虞 あれば とて 撤囘を 見る に 至った。 又 市 營電氣 軌道の 通行 稅 

移譲に 關し 意見書 提出の 建議 成立せ しが、 これ 市 財政の 窮迫 緩和の 一 方策と して 

永 田 助役 退 であった。 比日 上席 助役 永田龜 作の 任期 三月 十七 日に 满 了して 返 任せる 爲め、 一 

壬 

萬 五千圓 を贈與 して 其 功 勞に酬 ゆる ことと なった。 かくして 勝 田 議長 は 市售カ 

市會 議員 壬 其 壬 « お に 於て 市會を 開く こと 七十 八囘 にして 七 百 二十 件を議 し、 調査 委員に 附 

期 中の. S 镜 

託せる こと 八十 三 件、 委員 會を 開く こと 四百 十 一 囘に及 び、 市 の 公益に 關し 意見書 

を 政府に 提出す る こと 十二 件、 議員の 建議 二 十 件、 其 議决豫 算總額 一 億 四千 七 百 萬 

圓を 超えたり とて 議員の 勞 苦を犒 ひ、 援 助 を 謝する ところ ありし が、 石 橋 市長より 

も 議員の 其 任期中に 神戶港 築港 費負擔 更正、 生 絲檢査 所の 設立、 湊 川發電 所の 擴張、 

天井 川の 改 参、 有 馬 道 縣道及 多 井畑 道路の 改 修、 都 市 計畫第 一 期 及第 二期 ェ 事、 電 氣 

鐡道 第二 期 線 工事の 遂 行、 尿 尿處 分の 市 營、 麇 芥 燒 却. 場 及電氣 火葬場の 新 設、 或 は 共 

同宿 泊 所入ム 設 住宅 • 勞働紹 介 所. 保 育 所. 救 護 院. 診 療所 等の 新設、 中央 卸賣 市場 開設 計 

畫幷に 御料 林拂 下等 幾多の 重要 案件 を 解決し 、東宮 殿下 御 成婚に 會 して は 賀表 を 

奉りて 45 誠 を 披歴し、 關束大 震 火災に はよ く 友情 を 示し、 以て 內外 重要 事に 善處せ 


るの 功 镜を稱 へて 以て 謝意 を 表した。 蓋し 市會は 近く 總選 皋を迎 へんと する が 

爲 であった。 

市會 總選 舉 此年 市制の 改正に ょリ 一 三丄 二級の 級 別を廢 して 一三 級の 二級と なせし が 三月 

確定せ る市會 議員 選擧 人名簿に よれば 一 級 有 權者七 千 八 百 五十 九 人、 二級 三 萬 五 

千 百 九. 十 三 人、 合 計 四 萬 三千 五十二 人 あ え 之 にょうて 四月 二十 五丄ハ 兩曰總 選皋を 

行 o  一. 二級 各 三十 一 人 宛、 卽 ち前囘 より 十 一 人を增 せる 六十 二人の 新市會 議員 選 

M 糊 議長の 出せられ、 五月 六日の 新 市 會には 全員の 出席 を 見た。 かくて 年長者 太 田 K 太郞假 

議長と なリて 議長の 選 擧を行 ひ、 議長に 太 田 保 太郞當 選し、 副議長に 當選 せる 福^ 

嘉 吉 は、 僅 々 二 票の 差 を 以て 當選 せる 新 議長 は 到底 信任し 難 く、 從 つて 其 下に 副議 

1% として 就任す る を 潔と せす して 辭意を 表明し たれ ば、 更 めて 副議長の 選 擧を行 

ひしに、 前 田 二 一  六 は 三十 票、 西 川 莊三は 二十 票 を 得し も 共に 過半 數に 達せす、 時間 

II 會 員の を 延長して 決選投票 にょう 前 田 ニー  六當 選した。 次いで 名 譽職市 參事會 員に は 

丹 下 良 太 郞. 紀 谷 彌 吉 ，新 原 次 太 郞. 福 永 嘉 吉. 畑 田 寅 之 介. 稻 垣 信 三 當 選 し、 新 市會 はこ 

こに 其 機構 を備 へたので あった。 

IS 議場 の 五月 十三 日の 市會は 日程に 入る に 先 だち 發 言 する 者尠 から ざり しが、 之に 據れ 
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三 六 〇 


石橋 市長の 

辭 任と 詮衡 

委員 


ば 五月 六日の 市 會は祌 戶市會 開設 以來 未曾有の 污點を 印せ る もの 

暴漢 議長に 迫りて 朗讀 せんとす る 公文書 を 破棄せ るの みなら す、 遂 


當選 異^ 

立對策 


まで 議場 內に 留ま リ たるの 醜態 を 

樣多數 の 警 察官 によりて 議場の 內 

に 議長の 實任 なりと 難 じ、 而も 傍聽 

する の已 むな きに 至れる は、 最 も 遺 

り 先 市長 石橋 爲之助 は 病 氣の故 を 

十二 日に 至り 市長 候補者 選擧 推薦 

名に より 正. 副 議長 を 加 へ し 十八 人 

なった。 之に 對し新 市長の 詮衡に 

二に は經濟 上の 手腕 ある こ と、 三 に 

出 身 者、 五 に は 公正なる 人物た る こ 

りし は 注目す ベ きであった。 
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りと て、 理事 者の 考慮 を 促せる に對 し、 市長 は將 來適當 なる 方法 を講 すべし と 誓 ひ、 
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あった。 此日 議場 騒然たる もの あり、 爾後 質問 鑌 行に 方 りても 言論 抑壓の 非難 出 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 

場合に は 白 票 及 靑 票 に 議 員 名 を 

合に 使用す ベ きを 定 め、 無 記名の 

せる 名刺 を 提出して 數を合 せ、 數 

の 結果に 變動を 及ぼさ 、v る 場合 

用紙 は 議長 之を定 め、 投 票の 際 之 

に 委員 は 正當の 理由な くして 辭 

るの 權を 妨げら る 、 ことなしと 

は 自席に 於て 討議す る を 得る こ 

委員 會故 なく 其報吿 を遲延 する 

五十 三 條に委 員 會に 於て 少數 意 

ぶる こと を 得と し、 同 條 第二 項に 

於ても 之が 爲め 議員と して 議決 

從來 表決 權を 有した るが 如かり 

を 以 て、 こ 、 に 委 員 長と 共に 表決 

實に神 戶 市會 史上 劃期的の 改正 


下 

せる も 

合に は 

合致せ 

は再投 

酉 TV  j 

る を 得 

め、 よ り- 

と  して 

は 市备曰 

を 保留 

新に 市 

加 はる 

も. 一 巾 i!e 

權 ある を 

と昆 るべ 


己 

- 一 

定 

時 

ま 

し 


の 

し 

ク 

き 


を 

見 

と 

其 


こ 


iff) 

と 

一 了 

\ィ 

定 


示 

で 


て 

あ 


用 

黑 

し 

め- 

失 


こ 


る 


こ o 

ナ 


し、 白 票 は 

石 を 以て 

に は再投 

すと 定め、 

而 し 

第 四十 五 

員 長 席に 

了 こ., 

ズィ { ら 

を 改選す 

員 は、 委 員 

て、 議 長 は 

はすと 規 

よりて 明 

るに 外な 


唯一 一一 


三 六 八 

贊 成、 靑 票 は 

し、 同 時に 議 

票 を 行 ふ も、 

第三 十 五條 

て 第 六 章 第 

條に委 員 長 

就く も 場合 

し、 第 五十 條 

る こと を 得 

長 報告の 次 

其 職務 を 行 

定 し た。 こ 

示せられ 居 

らぬ。 以上 


反對 

場 に 

若し 

四十 


ま 

第 

一 ^ 

の 


言 

之 


ざ 

改 


の 場 

用意 

可否 

投票 

四 條 

項 に 

め、 第 

を述 

合 に 

長 ま 

P し 

正 は 


^0  . 昭和 二 年 一 月 十四 曰 提案せられ たる 昭和 二 年度 豫算案 は 三月 二十 三 H に 至り 

て 確定せ しが、 曩に 建議に よう 百 二十 五 萬圓を 投じ、 ニ箇 年繼續 事業と して 上程せ 

られ たる 巿廳舍 增築案 は 未だ 决定を a るに 至らなかった。 かくて 此年市 參事會 

は開會 二十 五囘 にして 百 九十 四 件を議 し、 市會は 十六 囘 にして 百 八十 件 を 議了せ 

し 力 一 箇 年間の 取扱 文書 は 前年よ リ七萬 通を滅 じたれ ど、 尙百 三十 六 萬 五 千 通 を 

超え、 市吏員 は 前年よう 百餘 人を增 して 千 六 百 四十 一人 、傭人 は 百 六十 人を增 して 

約 四千 五 百 人と な つ た。 

昭和 二 年度 、 昭和 二 年度 最初の 市會を 五月 二十 一日に 開會 して 來る 二十 三日 任期満了 とな 

| 邊 助役 重 るべ き 次席 助役 渡 邊靜沖 を 再選せ しが、 曩 に電氣 局の 綱紀 弛廢の 理由に ょリて i 

§s 紀を肅 正す ベ しとの 建議 ぁリて 成立 を 見、 市長 又 渾身の カを肅 正に 致す ベ しと 聲 

明せ しに、 此 日電氣 局員 中 司直の 手に ょリ て檢擧 せられた る 者 ある を 指摘し、 理事 

者の 廓清 誓 言 ぁリ しに 拘ら す、 電氣 局長まで も 之に 連坐す るに 至れる は 頗る 遺 g 

I に堪 へす と 爲す者 ぁリ、 議場 頓に 緊張した。 蓋し 又 不祥事と^ ふべき であった。 

救濟 Sim 戶 ナ^ 四日に 可决を 見た る 川 崎 造船所 救 濟に關 する 意 a 書 提出 も、 祌戶 P にと りて 

へ . 重大 案件の 一 にして、 若し 同 造船所に して 閉鎖 せんか.、 從業員 一 萬 七 千餘人 、家族 を 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  三 七 〇 

_ 合すれば 賞に 約 八 萬 人、 關係 商工業者 を 加 ふれば 十數萬 人に 異常なる 影 ， を 與 へ 、 

未曾有の 社會 問題 を 惹起 し、 延 きて 國 家の 問題た るべ く、 從 つて か、 る 國家的 大工 

場は必 す救濟 して 以て 未 前に 防止せ ざるべ からすと いふに あった C され：^ 市に 

市& と共に 積極的に 政府に 陳情 し、 兵 庫縣 及神戶 商業 會議 所と 相 提携して 其救濟 

に 努力した のであった。 

電氣 使用 條 六 rn-  二十 九日に ま電澄 電力 料 を S 下せん とする 電氣 使用 條例を 決定し 祌戶市 

介 ほ 正 

立 生 絲撿查 所 を 國營に 移管す ベ き 申請書 を 可决 し、 同 時に 橫濱 同様に 生 翁 資金の 

融通に 關 し、 政 府を 動かして 其 目的 を 達成す る ことと な リ、 七 月 二十 九日に は 商 芽 

神戶港 修築 大學の 郡部 移轉 阻止 を 要望す る ことと した C 尙 十月 三十 一日 祌戶港 修築 繰延反 

I 延 a あ 蓮  1 J 

動  對に關 し 七 人の 委員 を擧 げ、 從 來 陳情 四囘に 及びて 繰 延反對 の 意 を^した る も M 

も 當初十 年と 定まりし 期間 は 二 囘の繰 延に會 ひて 遂に 五 年 を 延期 し、 昭 和 八 年に 

非 ざれば 竣功せ ざる ことと なれる は、 神 戶市 として 堪 ふるところ にあら 义然 る に 

橫濱港 は 修築 工事 を 三 箇年繰 上げ 施工と 决定 せる を以 て、 神 戶港も 同様 繰 上げ 方 

を 要望せ し も、 遂 に 目的 を 達せ す、 纔 かに 繰延を 免れたり との 委員長の 報告 あ り、 十 

一月 十四日 市 會は之 を 承認した のであった。 此日 上程 を 見た る 恩給 條例 による 


不良 住宅地 

區 の 申請 


^な 乘入問 

題 の 發端 


吏員 耠料支 

耠 規程 改正 


返 職 給與金 受給者 增 加の 爲の 追加 豫算十 萬 三千 餘圓 支出の 件 は、 囊 に市會 こ^ 逸 

ありし 綱紀 肅 正の 趣旨に よる 淘汰の 結果な リ やと 質す 者ぁリ て、 議場 一 寺 骚然こ 

る もの あり. しが、 理事 者 は 一 に 能率 上の 問題に よりて 整理した るに 外なら すと 答 

へ 原案の 可决を a た。 

十 一月 二十 八日 不良 住宅地 區改 良法に まて 神戶市 にても 其 地區の 指定 を受 

けんとす る 申請 案 を可决 し、 十二月 二十 四 曰に は 任期満了 せる 待 別 市制 促 I 員 

は 議長 指名に ま 正 • 副議長 を 加へ たる 十三 人 S 定し、 5急行電 鐵 株式 直の 

乘入 終點の 變更及 地下 式 を 高架 式に 改めん とする 出願 は、 之を卽 决否决 し、 同 * こ 

政 闲に對 し、 同社の 乘入 全線 は 之 を 地下 式と し.  -3  tL,  E 

.HI ま」 し マ き" fa ゼられ たしとの 書見 書 提出 

に i する 建議 を 成立せ しめ、 三十 一 人の 委員 も 選ばれ、 こ , に 阪急乘 入^^う j を 

發す るに 至った。 踵いで 十二月 二十 八日 緊急 市會を 開き、 木 問題に つきて 委員 會 

ソ 運動 經過 報告 を 承認し、 木 問題 は 市民の 休戚に 關 する もの なれ 業會義 

所と も 協議す る こ ととし、 巿會 議員 全員 を 以て 委員と して、 木， 問題に 善處 する こと 

を 申 八 口せ たのであった C 

昭和 三年 二月 九日 曩に 大正 十四 年 四月 一 日 施行せ る 有給 吏員 給料 額竝其 支給 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  三 七 二 

S 程 は 局 長. 技 師長 以下 給料 額に は 變更を 加 へ ざり し も、 其 支給 方法 を 改正して 次 

ヘム 45S 事 年变 より 之 を 施行し、 電氣局 書記 木下敏 夫に か ヽ る 公金 一 萬 九 千 七 百 圓橫領 費消 

件 

^ 件 は、 其 公訴に 附帶 して 損害賠償 請求 訴訟 を提 sa する ことと 決定せ し が、 其 罪 果 

して 制度に あり や、 其 人に あり やとの 質問 あ り、 市 長 は 之が 責任 を 負 ふや 否やと 質 

す も ありし が、 木 事件 は 其 原簿 主任 等 を 休職 處 分に 附 して 結末 を吿 げたる も、 電氣 

行政 事務の ER に 於け る 重なる 事件に つきて は 市民 は 多大の 注目 を拂 つたので あった。 此年 

激増 

市 參事會 の開會 二十 八 囘、 議 事 七十 九 件、 市 會 の開會 十六 囘、 議 了 件數百 七十 三 件 を 

算 へ、 市吏員 は 前年より 百餘 人を增 して 千 七 百 四十 三人と な り、 俯 人 は 約 二百 人 を 

增 して 四千 七 百 十八 人に 達 し、 取 扱 文書 は 前年より 約 二十 二 萬 件を增 して 實に^ 

九十 二 萬 件に 垂ん とする に 至った のであった。 

昭和 三年 度 昭和 三年 度 最初の 市會を 五月 二日に 開 き、 脇 濱町地 先 一 萬 九千餘 坪の 埋立地 を 

市廳舍 新築 市 域に 編入す る ことと し、 市 鼷 ^增 築に 關 する 議案 は 他日 市 財政の 緩急と 縣立第 

案の 成否 一力 f 

一 高等 女學校 敷地と を 考慮して 發案 あるべ しとの 委員 會の 决定を 承認し て、 前 年 

二月 十八 日 委員 附託 以来の 懸案 を 打 切る に 至れる は 遺憾であった。 而 して 兵車 

外 墓の 移轉 凼を鶚 越と 定 め、 祌 戶港 築港 工事に 就きて は、 市 費を投 じ、 之 により 修築 


臨時 財務 調 

査^ 員規 程 

^る 


巿會 と旁聽 


選舉區 定数 

條例 改正と 

普通 選 舉 


陸上 設備と ミニ 年 繰 上ぐ？ 政府 sf  is 長 を 加へ た I 

員 八 人を定 ssf 提出す る ことと なえ 夫 if  了す ると こ？ あっこ。 -- 

叉 臨時 財務 3 實 S 及 同 費用 辨償 規程 は 其 制定 を可决 し、 五月 三ョ： 至 

之を吿 示せし が、 之 は 市制 第 八十 三條 こ  」  ■ 

： f ( f  ^ f ァる ものにして 委員の 定數を 十 

五ゾ とし^-日 施行せられ し が、 蓋 し；^ ョ. | 巾 曰 ぼ^り 包ま . ： ヒ e  、 

； 1 カゾ ザ ^ の 施設と して 其 成果 は注冃 せられ 

/り v-ミ つた 匕 月 四日に ま 長 田へ ム殳 ぉ昜シ 客 専，、 ？、 に、，， 、 ， 

{  {  J  5 「么 &  一  n 場の 移轉資 本 金 八 千 萬 圓の冲 一』 地下 鐡 

^式會 社の 出願、 工費 千 三百 十六 萬 八千餘 圓を投 r 第三 期 線 街路 改良ぎ 一 百 

三十 I を 以てする 電 |業費 等 幾多 重耍 議案 上程せられ、 或は 委 I の 

承認し、 或は 否 、决 し、 或 は 委 員 に 附託せ し：；；、 ヒ呈こ 左り  . - 

枭 こつ モ tv>r  f  -禾 〜すりて 議長よ リ豫 め傍聽 者の 喧 

1 つき 2 する 所 t  、叉 之に 對 しかぐ 多數の 重大 議案 は 曰 を 重ぬ る も審 J 

J しむべし と 希？ る ものが あった。 蓋し 當時 議案の 利害 關係 によえ 傍聽席 

ひ狀 勢の 25 を妨 ぐる もの.？ し II ものであった。 而 して 此曰 付モと 

なりし 市會 議員 選擧 竝定數 

ん I す 3  *  伊中 改正の 件" A 月 三日に 至ケて 决定を 見た。 こ 

れ囊に 大正 十三 年 十二月 改正して 十四 年總 環よ I 施せる 同 si  ロこ據 

ら ざる 貴 卽 i 十六 人 を 六十 二人と 定めて 認可 を經 しものに か； しも 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  三 七 四 

は當時 特別の 事情 あり-として 增員を 許可 し、 將 來は增 員 を 爲す こと 勿る ベ しと 示 

達し. このであった C こ、 に此條 例の 改正に 當 り、 委 員會は 人口 に據る ベ き は 原則 

とする も、 自 治 制の 發 達に は 自ら 歷史ぁ り、 從 來 採り-来れる 主義 を 斟酌す る は 自治 

制の 妙昧 なれば と て、 葺 合 區十人 を 十 一 人、 神 戶區 十四 人 を 十 人、 湊 東 區八人 を 七 人、 

湊區 は舊の 如く 三 人、 湊 两區は 十四 人 を 十三 人、 林 田 區九人 を 十三 人、 須 磨 區四人 を 

五 人と し、 定 員 を 六十 二人と し、 人 口に 據れば 六十 五 人と なる ベ きも 戶 口. 家 屋 税 等 

を參 酌して 之を定 め、 市 會も之 を 承認 し、 昭 和 四 年の 總選擧 より 施行す る ことと せ 

し が、 お 條 例に 特筆す ベ き は 普通 選擧 法の 施行に より  一 • 二級の 級 別の 廢止 を昆た 

る ことであった C 

特別 市制 促 昭和 四 年 二月 一 日 任期 滿了 せる 特別 市制 促進 委員と して 新に 正. 副議長 を 加へ 

牵| 軍 一 

たる 委員 十 一 人 を 選定 し、 爾 後 或は 上京 陳情 し、 或 は 祌戶巿 に 於て 市會 議長 會議を 

開き 特別 市制 法律案の 提出に 關 し决議 し、 或 は祌戶 市より 意^ を 提出す る 等 努力 

阪急乘 入 問 すると ころがあった。 二月 八日に は 阪神 急行 市 內乘入 問題に 關し 緊急 市 會を開 

琶 

き 、神 戶 市の 方針た る 地下 式 工法の 都市 計畫 委員 會に 於て 蹂躪せられ たる を慨し _ 

悲賡の 色 議場 に^るの 狀 ありし が、 尙 市會は 意見書 を 政府に 提出して 飾く 迄 も 高 


學務 委員 條 

例 ^定 


東部 町村 編 

入と 其經綠 


西灘 村の 承 

0 


架式乘 入^ 止に 邁進す る ことと なった のであった。 踵いで 二月 十三 日 新 こ學務 

實條例 を 可、 决 した。 蓋し 祌 Is に 於て は 從來巿 參事會 5 ま 二人の 學務委 

員 を 選任せ る も、 かくて は 二 年每に 交代す る 市 參事會 員 の爲に 改選せ ざ る ベ か ら 

K 他 都市の 例に 見る も 稀 有 なれば とて 之 を 改正し、 市會 議員よう 四 人、 市 公民 及 小 

學校敎 員より 各 二人 を 選任す る ことと したので あつ こ。 

三月 二日の 市 會は柬 部 町村 編入、 卽ち 武庫 郡 西鄕町 及西灘 村を廢 して 其 地 K 全 

郃幷に 同 郡 六 甲 村 を 廢し其 地域の 內 通稱两 平野 を 除け る 地域 を神戶 市に g 入し、 

S 入ジ日 折に 於け る 各 町村 有 財產及 負債の 全部 は、 編入と 同時に 屮芦は こ 多す，、、 

き 兵庳縣 知事 諮問 をば 支障な しと 決定した。 抑 t 柬部 町村 編入の 議の 表面に 現れ 

たる は 大正 八 年； i して、 當時旣 に 其 必要 を 認めし が、 同 十五 年に 至り， 祌戶 はは 此年 

一月 此 合併の 必要なる を說 ける 內申書 を 兵車 縣に 致し、 徐に 全般的の 調査 を 進め 

しが、 一 方 之が 饼合 促進に 關 して、 個人的に 將 た圑體 的に 行動す る 者ぁリ て、 情勢 は 

漸次 饼合 問題に 拍車 を 加 ふるに 至った。 か、 る 情勢の 間に 西 灘村は 同年 十一月 

二十 八日 村會を 開きて 祌戶 市に 合饼 すべ きを 决議 し、 同月 三十日 之 を 神 戸市に 通 

吿し タリ たれば、 十二月 三日 市 理事 者 は 同村 交涉 委員 七 人と 會 合して 協議 を 重ね、 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  三 七 六 

同村 會の 希望 條件 十二 箇條、 卽ち 行政 區の事 項、 部 落 有 財 產、 水道 s 敷 設、 市 m の 延 長、 


六 甲 村西鄕 

町の 承： 


市 會 議 員 の 配 當、 道 路の擴 張、 課 税、 吏 員、 學 校 及祌社 


見の 一致 を 見た C 此に於 

のであった。 

かくて 市と 两灘 村との 

六月 十八 日 兵 庫縣 知事に 

編入に つき 特別の 詮議 あ 

村 會も亦 併合に 關 する 協 

段の 進展 を 見ん とした。 

古来 御影 町との 關係 密接 

る 此地を 編入 區 域より 分 

の 願書 を 提出 し、 西 鄕 町と 

なった。 されば 巿は大 い 

も此際 速に 併合 方 を 决定 

至り 西 鄕町は 其 合併の 意 


て 市 は 進んで 六 甲 村 及 


協定 

對し 

る ベ 

定事 

然 る 

な る 


に 憂 

あ る 

を决 


に關 する 事項に 關 して は 大 

西鄕 町に 對し 促進 方 を慫！ 憩 


の 市 會協譲 會に於 

理由 を附 して 两灘 

しとの 內申書 を 致 

項 をば 満場 一 致 を 

に 八月 八日に 至り 

もの ありとの 理由 

外し、 住民 永年の 願 

議も 容易に 進拶を 

慮 し、 兵 庫縣 知事に 

ベ しとの 意 を 明か 


て 承 認 せ ら 

せ し が、 七 月 

以て 可决 し- 


六 甲 村 字 高 


を 以 て、 神 戶 

望 を 容れら 

見 す 、併 合 問 

內 申す るに 

にす る に 至 


し 十四 筒條の 協定案 を 提示し 


る 、 や、 市 は 昭和 

银 町 及^ • ぁ 町 ひ 

二十 三日に 至り 

併合 問題 はこ 、 

羽 の 內、 通 稱两平 

市 は 石屋 川 以東 

れ たしとの 村民 

題 爲に停 頓 の 狀 

两鄕町 は 之 を 切 

つた。 偶 t 此年十 

來 りたる を 以て- 


し こ 

し f 


二 年 

六 5- 

に 一 

野 ま 

に 在 

連署 

勢 と 

に 1 

月 に 

同 月 


十 H 市會の 併合 委員 は 理事 者と 議し 之に 修正 を 加へ、 次いで 同町との 木 協定の 兒 

立 を 見る にポ つたので あった。 唯當 初 灘西鄕 2 組合に て はま. 町の，：^ 

入 を 以て 渐業袞 返の 因 を爲す ものな リ として 反對を 表明せ しも、 同町 當 局が 条 4 

を.： して 合饼を 承認す るに 及び、 絕 對反對 I 示す る は不穩 なう とする も、 家屋税 

さ 酒造業に 關 しての みは 完全なる 保證の 得らる、 やう 考慮せられ たしと S 

を縣 知事に 上申す るに 至った。 饼 しながら 大勢 はこ 、に 全く 决せ るの 觀 ありこ 

れは 爾後 諸般の 細目に 亙る 手續を 完了して、 遂に 知事の 諮問と なリ、 市會は 支障，、 よ 

しとれ 合 申す るに^ つ. こ 乃で ちっこ。 匕 

〜き ひて あつ/ 此 くて 之に よりて 祌戶巿 は 昭和 四 年 四 リー 

0i 曰 をお て o 四 七 九 八方 里の 西灘 は、 〇6 四 六 二方き ク ほ 二つ」 ヽ」 ヽ， ， 

ゾ招 a  〜ネ c  c  EL  .K  二 力 a! ジ. 西 紹町了 〇 六 六 六方 里の 六 

ぶ を 編 人し、 市 域 は 五 丄ハ五 一 六方 里と なリ、 人口 は 六 萬 一千 餘人 を增 して ヒ 十五 

萬 六 千 人 を 超 ゆるに 至り、 同月 四 S に は 巿域镞 張 祝賀 會を オリエ ン タ レノ. ホテ レ こ 

開催して 之 を 祝した ので あつ こ。 

^0 此の， 新に 祌 S に饼 合せる 三箇 町村 は、何 れも蔡 は U 馬し、 此中两 難 

ネひ 大字 は 天 正 十九 年 十 一 月 豐臣秀 吉の撿 地の 際に は、 稗 田 村 (八 ェハ 二」 ハ石) の 

. みは 松 平 周 防の 所領と ず、 爾餘の 畑 原 (一 五 五 • 九 六 六 石) 味 泥 (一 一一 ー子ニ層屋 (二 

.  第二 草 市政 機關 の^ 革 

三 七 七 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  三七パ 

- 一 九. 五 二  二 石) 森 二 〇〇ニ 九 石) 上野 三 三 四 石) 原 田 二 八 〇• 一  石) 緞冶屋 (八 八. 五三 石) 

五 毛 (ヒ  一二 四 石) 川 原 (三 〇 七. 七 六 五 石) の 村々 は 何れも 豐臣 秀吉の 藏入卽 ち 直 轄 

地と なりて 村 上 孫 左 衞門預 りと な り、 外 に 岩屋 村の 中に て 十 石 は 摩耶山 (天上 寺) 

領 となって ゐ た。 六 甲 村の 中高 羽 三 九 〇• 四 石) 德 井二 九 一 •〇 五 九 石) 都賀三 三 〇• 

- ； . 二 石) 及篠原 村の 內ニ 〇丄 石 は 共に 直轄地と なり、 村 上 孫 左 衞門预 りと なり、 八幡 

W の內 一六  一 • 六 二三 石 は 同じく 直轄地と なりたれ ど、 石 川 伊豆の 預地 とな り、 同 

村の 中二 〇〇 三 九 石 は 石 川 伊 W の 所領と な り、 篠 原 村の 中二 五  一 •〇 三 石 は两川 

八右衞 門の 知行 所と なった。 而 して 西鄕 町の 中、 大石 二八 〇• 六 七 石) は 村 上 孫 左 

衞門預 地と なり、 新 在家 (九 八 入 五 石) は 松 平 周 防の 知行 所と なって ゐた。 其 後 徳 

川 時代と なる や、 元 和 以降 戶 田. 靑 山 • 松 平 三 氏 相次いで 尼 崎 城主に 封せられ て、 大 

名領 以外の 豊臣氏 直轄 領を 所領せ し が、 明 和 六 年 兵 庫 及祌戶 を 天領に 移す と 共 

に、 當 $ 松平頜 たりし 西灘 村の 中に て は 畑 原. 昧 齡* 岩 屋.鍛 冶 屋. 河 原 • 稗 田の 諸 村 を、 

六 甲 村に ては篠 原の 內. 高 羽 の 內.德 井 入 幡の內 を、 西 鄕 町の 大 石. 新 在家と 共に 之 

を 天 頜と爲 し、 尙私領 中篠原 村の 內は土 井 大炊頭 所領と して 共に 維新に 至った ( 

三 筒 町村の  明治 五 年 十月 郡區區 劃の 新に 定めら る 、 や、 此 三箇 町村 は 葺 合 の 村々 と 共 に 


I 新 後の 變 蒐原 郡の 第五 區に屬 し、 明治 十二 年 一 月 以降 住吉 村に 設けられ たる 蒐原 郡役所 

の 所管に 入 え 同 時に 戶長 役場 を設 くる や、 原 田 • 稗 田丄 野 • 五 毛 • 畑 原. 殺 冶 屋. ず 味 

岩 屋. 河 原. 摩 耶山を 一 區域 とし、 大 石 • 新 在家 を 一 區域 とし、 條 原. 新 生 入 幡. 高 羽 永 車 

新田 を 一 區 域と し、 更 に 東 明. 石 屋. 德 井 も 一 區域 とな，^ て 各 一 戶長殳 場の 所 奢に 

入った。 此內 新生 村 は 都 賀村を 明治 四 年に 改稱 せる ものにして、 同 二十 五年舊 

稱に復 し、 水車 新田 は 近世に 入りて 新に 開拓せ る 地で ある。 叉 西 平野 は 高 羽の 

內 平野より 分離 獨立 せし も、 明 治 八 年 之 を 高 羽に 饼 合した。 かくて 明、 台 二十 二 

年 四月に 至り 篠原村 外四箇 村は德 井村 を 合して 新に 六 甲 村と 總稱 し、 村 會を袓 

織 し、 大 石 及 新 在家 は 其 後 分離して 又合饼 し、 同 二十 二 年 四月に は 都賀濱 村と 總 

稱 し、 村 會を 組織せ し が、 大 正 三年 七月に 至り 町制 を 敷きて 西鄕 町と 稱し、 原 田 村 

以下 十 箇村は 明治 二十 二 年 四月 以降 都賀野 村と 稱し 村會を 組織し、 同 二十 八 年 

十一月より 西灘 村と 改稱 して 以て 共に 今に 至った のであった。 尙 之よ リ先明 

治 十三 年 十二月 武 庫. 蔸 原 兩郡を 合せて 武庫 范原 郡役所と 稱せ しが、 同 二十 九 年 

匹 月/  a  * と共に 木 郡を廢 し、 新 に 武車郡 を 置きて 從來八 部 金 原. 武 庫 三 郡 所 管 

. の 諸 村 を 管した のであった C 
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選舉區 定数 

條例 改正 


是 

蓋し 

入 す 

し と 

を 第 

曰 區 

れ も 


) 一 了 

t  \ィ 


十 四 

の で 

ま 


神 戶市史 第二 輯 本 編 备說 下 

より 先 昭和 四 年 三 


本 條例は 

ベ き を 以 

の 通牒に 

八 選擧區 

は 九 人、 第 

十三 人と 

ふ 總選擧 

年 制定に 

あった。 

內を 三 選 


前年 八月 

て、 總選皋 

基き たる 

と し、 定 數 

三 湊東區 

な し、 第 七 

より 其總 

か ヽる舊 

而 して 始 

擧區に 分 

人 を 八 人 


月 

ま 

の 


昭和 三年の 

市の 事務 


更に 祌戶區 九 

三 人 を 十五 人に、 須磨區 

は 悉く 破れて 原案に 確 

四囘、 八十 三 件 を 議了し 


め 

つ 


二 十 

正 を 

之 を 

の に 

之 を 

七 < 

須磨 

擧 に 

例 は 

本案 

中 M 

，湊東 

人 を 


五 

、市 <i 曰 は 


) トこ 


日 祌戶. ^會議 員 選 舉 

へ た る も、 此 年 四月 一 

^に 執行せ ざる ベ か 

て、 之 に 據れば 巿域を 

十八 人と 爲し、 第 一 選 

四 湊區は 四 人、 第 五 の 

は 五 人、 第 八の 灘區は 

り選擧 せられた る議 

を廢 止と 定 め、 此 年 三 

つきて は 或は 人口に 

區 制と し、 議 員 數は人 

七 人 を 六 人 に、 湊 西 區 

丄ハ 人に 修正す ベ しと 唱 

のであった。 此 くて 此 

十八 囘の 開會 


同 


六 


區 

丄 

• 一 

區 


コ 一八 〇 

區竝 定數條 例を改 

H を 以 て 東 隣 三 箇 

ら す、 從 つて 改めて 

八 選 擧區に 分 ち、 新 

擧區葺 合 區は十 一 

湊西區 及第 六の 林 

六 人と し、 本 條例は 

員の 任期 間 之 を 施 

月 二十 九日 を 以て 

よる 配 當數に 

口に 比例せ し 

十三 人 を 十二 

ふる あ， しも、 

年巿 參事會 を 


正 し 

决議 

編入 

人、 第 

田 區 

H  口 

胫 ネ 


一 了  y 

\x  


を 


ま 


何 

年 


大正 


異 侖 


-1 


百 八十 六 件を議 せし 


告示した 

を唱 へ、 或 

し と 言 ひ、 

林 田區十 

の 修正案 

開く こと 二十 

が、 市 吏員 は 千 


む ベ 

人に、 

是等 


七 百 四十 餘人、 傭人 四千 七 百 八十 八 人を算 へ、 其數に 於て は 前年よ，， 些 して 增加を 

見す、 其 取扱 文書 も 前年より 幾分 減少せ しも 尙百 八十 九 萬 通に 達し、 市政の ヒに於 

て は 幾多の 重大なる 懸案の 解决を 見た ので ちっこ。 、 

昭和 M 年度 昭和 四 年 四月 一 日 を 以て 朿 部三箇 町村 を祌戶 市に 編入し、 同時に 事務 上の 便宜 

00 の爲め W 灘 出張所 を 置きて 元 W 灘村區 域 を、 两鄕： 出張所 をして 元 西 鄕町區 域 を、」、 

甲 出張所 をして 御影 町に 編入せ る 分 を 除け る 元 六 甲村區 域の 各 事務 を 取扱 はし 

むる ことと し、 之に 伴 ひて 諸般の 事務 は 複雑 多岐 を 加へ しが、 此日 町村 吏員 特別 任 

ひ 件を吿 示し、 四月 十八 日に は 市税 特別 税中饼 八 口町 村の 現在の 税率 は、 西灘. 六 甲 

兩ネは 一 箇年、 两鄕町 は四箇 年間 之 を 踏襲す ベ き 協定 を爲 し、 其 特例 案 を可决 し、 同 ， 

|| 市會の 時に 有給 吏員 恩給 條例を も 改正す ると ころがあった。 此 くて 此 日巿會 議長 太 田 

保 太 郞は木 日の 市會は 現在の 議員と して 恐らく は 最終の 會議 なる ベ しとて、 四箇 

- 年の 勞と 援助と を 謝し 、神 P 市會 がよく 政 《 政 派に 超越して 市政に 衋瘁 し、 自治の 

本義 を發 揮した る を稱揚 し、 やがて 開かる ベ き巿會 にあ りても 特別 市制の 足 進に 

努力 ありた しとて 吿 別の 辭を殘 し、 前 田 副議長. 黑瀨 市長 も 亦 別離 を惜 んで矣 ゆ に 

ィ - / 蓋し 此 任期中 市 會開會 じ 十囘、 姿 員 會開會 四百 八十 五 囘に及 K  、象 I 案 > 

第二 章 市政 锼關の 沿革 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  三ん 二 

討 譲 二百 十六 件 中 可決 百 八十 六 件、 修正 可決 十九 件、 否決 三 件、 自然 廢棄六 件 を ^ し、 

單行譲 案 四百 五十 三 件 中 可決 四百 四 件、 修正 可決 二十 五 件、 否 決 十九 件、 撤 囘 一件 あ 

り、 决 算の 認定 二十 四 件、 市 長 報告 を 承認せ る こと 十八 件、 市 長 諮問に 答申せ る こと 

二十 七 件、 此 中支 障な しとせ る もの 二十 三 件な りし が、 知 事 諮問 十四 件 は 悉く 支障 

なしと 決定 し、 譲 員 建議 十九 件 中 一 件 を 除きて 他 は 可決した のであった。 思 ふに 

劃期的なる 普通 選擧 法に よりて 遠から す 選擧の 執行 を 見ん と し、 市 會 議 員 中旣に 

立候補せ る 者 二十 餘人 を算 したれ ば、 此 市會は 異常なる 緊張 を呈 し、 舊 制度に よる 

最終の 會譲 として 注目に 値する ものが あった C 

第 一 囘 普通 是 より 先 四月 四日 市 は 告示 乙 第三 三 號を以 て、 昭 和 四 年 四月 二十 五日 神 戶市會 

選舉 による 

市會 總選擧 議 員 の 總選擧 を 行 ふ ベ き 旨を吿 示し て、 選 擧 會 場、 投 票 分 會、 投 票 の 日 時、 备 選 擧區に 

於て 選擧 すべ き 議員 數及 投票 分 會區劃 を 示 し、 市 長 は 市制 第二 十三 條 第二 項に 侬 

る 八 選 擧區の 選 擧長を 指名 吿示 し、 開 票 日時 を 四月 二十 六日 午前 八 時と 定 むるな 

ど、 選 皋に關 する 各般の 準備 を 完了せ し が、 此 普通 選擧 法に よる 有 權者は 前 囘舊制 

度に よる 選擧の 時に 比して 實に十 萬 八 百 六十 一 人を增 して 十四 萬 三千 九 百 十三 

人の 多数に 上った。 かくて 之に より 四月 二十 五日 を 以て 總選皋 を 行 ひ、 六 十八 人 


の 新 議 員 の 當選を 見し が、 當 日の 有 權者は 十四 萬 千 九 百 六十 


人と なリ、 其 棄權率 


一 十 九. 九 ％ を算へ 


、 J  C 


正副議長の 

決定 


五月 六日 を 以て 招集 せら れ、 六 十七 人の 出席 を 見し が、 年 長 

著 き、 假 議長の 選擧を 省略して 年長 議員 を 以て 充っ る こと 

り、 立 會火 三人 を 設けて 議長 選 擧を行 ひ、 三 十七 票 を 以て 丹 

に は 三十 六 票 を 以て 大久保 直 次 郞當選 し、 踵 いで 名 譽職市 

て 靑柿善 一 郞. 加 藤 惣 ャ两 川 莊 三丄 田 實. 飛 田 信. 丙 田 富 三 郞 

定 ま リ、 踵 いで 都 巿計畫 地方 委員 十 一 人 も 議長 指名に よる 

し 中 和 • 公 友 .昭 和. 無 產 等の 各派に 按分 指名す ベ しと X 布 望す 

せんとす る も 議場 騷 然として 收拾 すべ から す、 時 恰も 午前 

て、 一 且 休憩し 遂に 流會 となった。 蓋 し 委 員 を自 派に のみ 

にか、 る 情勢 を 馴致せ るが 如くであった。 されば 五月 九 

市 計 香； 地方 委員の 指名 ぁリし も、 而 も 紛糾 尙收 まら す、 遂 に 議長の 返 席 

長 不信任の 動議 を 出す あ り、 贊 否兩 論議 場に 續出 し、 議 長 不信任に 關す 

事 規則に あるな く從 つて 採決の 耍 なしと 唱 ふる あ り 、騷 然 たる 間に 閉 
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新 市會は 

助 議長 席 に 

無記名に よ 

選 し、 副 議 長 

補償 委員 も 

巿會 の. 浞亂 しが、 之に 對 

長 之 を 指名 

とせる を以 

の 感情の 遂 


代 伊 之 

め、 單 記 

太郞當 

會 員 も 

當 選 し、 

となり 

あり、 議 

に垂ん 

せ^-と 

至 あ 

を 求めて 議 

る 規定 は議 

會を 見た る 


者 田 

と 定 

下 良 


之 に 

こ と 

る 者 

零時 

壟斷 

曰 こ 
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は市會 史上 遺憾と せられた。 かくて 五月 二十日の 市會に 於て 去る 六日の 市會の 

未曾有の 混亂を 遺憾な りと し、 緊 急 案件と して 地方 委員 選擧の 件の 上程 せられた 

る 理由 を 質 し、 補 償 委員の 一 派に のみ 獨 占せられ たる を 指摘 し、 之 に 因りて 5@ れる 

議長 不公平の 聲は餘 儀な き經緯 なりと 斷 する 者 ある 等、 市 會は尙 緊張 を持續 した 

のであった。 此の 如き 情勢 は 六月 十二 日 緊急 市會を 開き 所謂 阪急 高架 乘入 問題 

阪急乘 人 問 を 上程す るに 及びて 極まりし が 如くであった。 卽ち此 日 議長より 昭和 會に 嵐す 

題の 成否  - f  -  " ォ  1 

る 議員 十三 人 は 高架 乘入 反對を 否と する 關 係より 全部 出席せ ざる 旨 通知に 接せ 

り と ^吿 せる こと は 之を證 する ものであった。 此日 高架 乘入 阻止 委員長の 報吿 

に據れ ば、 曩 に 五月 二十日の 協議 會に 於て は 六十 七 人中 一 人の 反對 ありし のみに 

て 娄 員 會 成立 し、 六 月 四日 來 K せる 內務 大臣に 對し 阻止 陳情書 を 提出せ し に、 幾 も 

なくして 昭和 會は 高架 乘入贊 成 を發表 し、 爲 に 市會は 政府 弁に 市民に 對し信 川 を 

失 墜 し、 政 府 をして 高架 乘入 許可の 理由 を與 へ しに 似て 寒心に 堪 へ ざれ ば、 新 に .ぉ 

見 書 を 提出 せんとす と い ふ にあ り、 か くて 意見書 を可决 して 其 高架 乘 入の 許可せ 

られ ざる を翹望 し、 同 時に 新に 委員 二十 五 人を定 め、 祌 戶 市の 名 を 以て 反對 演說會 

.  開催の 議をも 決定した のであった。 併しながら 七月 九日 市長より 高架 乘 入の 認 


可 ありし 旨報吿 ありて、 多年 市民の 關 心事たり し 木 問題の 大勢 こ 、 に决 したる 1 

ありし 力 ども、 從來 執リ來 りし 市の 交通 政策 上よう 之 を 見れば 甚だ 遺憾な りと 謂 

ふべ きであった C 

六月 二十 六日 翁に 大正 十五 年 制定せ る市會 議員 徽章 規程 を 改正し、 其檨^ ま, p 

員 改選の 都度 直 之 J むる ことと し、 七月 九 曰神戶 刑務所 移 轉幷に 生？ 

。國 I 管に 關し、 if 提出す る ことと なえ 七月 十七 曰の 緊急 巿會 こて ま囊 

に發 布せられ たる 法律 第五 ニ號 市制 中 改正 條 項が 七月 一 日よ リハ 也亍 せら I これ 

に 4 會議 規則 も 改正 を 加 ふる 必要 ぁリ とて 委員 選擧 の 動議 出で しも 成立 を も 

f 市長の U 踵いで 八月 六 曰 市長選 J 行 ひし si 瀨 市長の 任期の 来る 八月 十六 曰 を 

重任 以て 満了と なる を 以てぶ つた。 此 日從來 市制の 改正に まて 內務 大臣の 推薦 

. 命令に 基き たるまめ、 理事 者の 耍 求に まて 提案せられ たれば、 之に つきて 菅 

. 。夕に 各派よ 丄人 宛の £ 實卽ち 勝 田 銀 5. 前 田 二  一  i 江 一夫. 谷 55 

西 田 富 三郞を 擧げ、 詮衡 の 結果 現 市長 黑瀬弘志 再選と 决定 したる を 以て、 三人の 立 

會人. を f、l を 行 ひ、 總 投票 數六 十二 票 中 五十 七 票 を 以て 黑瀬弘審選 して こ 

こ に 一 其 重任 を 見た ので ち 3 つ i 
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臨時 財務 委 尙 比日 昭和 三年 五月 制定せ る 臨時 財務 調査 委員 規程 は、 定數 十五 人中 參事會 員 

員規 程 改正  > 

六 ~  、市 會 議員 九 人と 定めた る も 、市 制 改正に 依りて 參事會 員の 定數は 十 人に 增舅 

せ ら ね、.^ 條 例の 改正に よりて 十五 人と 爲し 得る に 至り たれ ば、 か  >  る 場合 參 $ 會 

員 其 過半 を 占む るに 至る ベ く、 か くて は 規程の 趣旨に 反する を 以て 之を改 め、 全 を 

員 をば 市會 議員 を 以て 充 つる ことと して 提案 せられた。 之に 對 し、 此 委 員 會は充 

分. 一 巾の 財政 計畫を 樹立せ り や、 增 税を 免れざる 情勢に 對し 難局 打開の 方針 を 立て 

し や、 進 んで 公民 中より 専門家 を 加 ふる 必要 なきや 等の 質問 出 で、 容 易に 決し 難 か 

りし を以 て、 其 决定を 延期 し、 八 月 六日に 至 り 「委 員 定數を 十五 人と し市會 議員 を以 

參事 會員定 て組識 す」 と 改 正 し、 八 月 十五 日 之を吿 示す ると ころがあった。 ついで 名譽職 參^ 

数 ま例改 王 

會員定 數條例 を 改 正 し、 定 數九人 を 十五 人と し、 九 月 十四日に 至り 增員 せる 九 人の 

選 擧を行 ひ、 安 國 幸左衞 門. 大 越 兵 蔵. 中 山 孝 太 郞. 池 田 ^ 一  郞. 原 惇 一 郞. 法 橋 廣 三 郞. 福 

永 嘉 吉. 伊 藤貞五 郞. 丙 川 直 太 郞各當 選 就任した。 蓋し 新 市制に よる 參^ 會 委任^ 

項 は、 新 市制に 據る もの に 比すれば 其權 限に 大 なる 縮 少を來 せし が、 將 來此 改正案 

に對 して も、 市 長 は 委任 權 限外の 案件 を 參事會 に 提案して 市會の 審議 權を 無視す 

る 勿らん こ と を^ 望す る 者が あつ た。 


灘區 電氣料 

値 下問 題 起 

る 


議長 毆打事 


饿票 開票 分 

會の 改正 


村 上 敉入役 

の 就任と W 

狩^ 員の 決 

祌戶港 修築 


九月 十四 S に 編 人せ る灘區 の電燈 電力 料に 關し、 理事 者は將 II 鐵會計 

の 旣得權 を 市に 譲渡せ しめて、 併合 sf 共に せんとす るの慶 を 明か-, C、J; 

い で 特別 市制 促進 委員 を 擧げ、 意見書 を 起草し 政府 をして 成案 を 提出せ しむる P 

う 努力す る ことと なった。 ：€ して 此曰 議場に 於て 議長 I 打 If え 之^ 

して 其方 法 は 之 を 留保す る も 菩^ 返 置 は 之を講 すべ しとの 動 養成 立し、 踵 、 で 市 

制 第 十七 條及 第二 十七 條第四 項に まて 設定お る 第 S 七兩纖 區の投 f 

直 開票 分會の 改正案 を 可、 决 した。 蓋し 此區劃 は 地名 改稱幷 に區域 變更の 1、 

新 町名と 锊字 名と は 投票 分 會の區 劃 を 異にし、 或は 同 一 投票 分會中 にても 地名 改 

稱 等の 爲 め其區 劃の 內容 を變更 せる もの あう とし、 第 六 選 擧區第 十 投票 分 會の地 

域に 於て 顯 著なる 霊の 結果、 有 權者增 加の 爲め之 を 二 投票 分會に 分割し、 第 十一 

投票 分 f 加へ、 昭和 四 年 九月 十五 曰よ， i 施す る も、 同 曰 以前に s£ 行す る 

場合に は尙從 來の區 劃に 依る ことと して 可決した ので あっこ。 

十月 二十四日 曩に 六月 十七 日 を 以て 任期満了して 返 職せ る 收入役 安光 力の き 

任と して 主， 村 上 金 次郞の 推薦 を决定 し、 臨時 財務 調査 委員 十五 人 を 推薦し、 つ 

で祌 S 修築 HS 延反對 S 見 f 可决 し、 縷 ，1 たる 重大 使命 を 有する 仲 
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緣延 m 止 問 S 港の 實情を 述べ、 大正 十 年 乃至 昭和 三年に 五 百 六十 三 萬餘圓 を負擔 して 尙 且つ 

題  " 

其 利； によりて 利子す らも 收 入し 得ざる を說 き、 十 一 月 二十 一 日 其 運動の 經 過の 

報告 あ り、 蓋 し 大正 八 年度より 十箇 年に て 竣功す ベ き 第二 期 修築 工事 は 震災に よ 

りて ニ箇 年、 加 藤 內閣の 時代に 三箇 年、 合 計 五 年の 繰延 とな り、 前 年 漸く 市の 支出 を 

以て 一 年 を 繰 上げた る も、 此 年 更に 一 年繰延 と决定 せる を慨 し、 之 が 繰 上に 努力し、 

將 來 益" 促進 の 要 ありと せし も、 而 も 功を茇 する に 至ら ざり し は 遺憾で あ つ た。 

市 會の紛 刹 十二月 十二 日 瓦斯 料金 變 更に 關 する 諮問 答申 案 を 廻りて 市會 議員 各派の 間に 

對 M 的の 問題 を惹 超 した。 卽ち 始め 答申 內容 調査の 爲の 委員 附託の 動議に 伴 ひ 

委 員 指名の 議 出 づ る や、 之 を橫 暴な りと して 昭 和. 公 友兩 派に 雇す る 議員の 連袂返 

場 を 見、 而 も 動議 は可决 せられた。 此の 如き 紛糾 は 多數を 制する 中和 會 派が 此日 

開會 前に 協議 會を開 き、 爲 に開會 時限の 遲引 する こと 二 時間に 及びた る に 端を發 

し、 所 謂多數 派に 對 する 不満の 遂に こ 、 に 至りし ものな りと せら れ、 市 政の 上より 

區會條 例の i 慼 とすべき 事象と なった のであった。 尙此日 神 戶市區 會條例 を 改正 し、 湊 两 區 

改正  ， 

定數 二十 六 人 を 三十 人に 增 し、 其 第 一 選擧區 選出 議員 六 人 を 十 人と 改 め、 爾 餘の第 

二 同 十 人、 第 三 同 六 人、 第 四 同 四 人 及 神 戶區第 一 同 七 人、 第 二 同 六 人、 第 三 同 七 人、 第 四 


助役 副牧入 

役 返 任 


梅津 助役 就 

住 


恩耠條 阿の 

改正 


有 袷 吏員 定 

數 規程 改正 


同 六ン" 從來の 儘と して、 此月 二十 三日 を 以て 區會 議員の 選擧を 執行した ので 5 

つた。 蓋し 區會條 例 は 大正 六 年 十月 兵庫縣 知事よ ク發 布せられ、 同 八 年 八月、 司ト 

年 六月、 同 十四 年 十月の 各 改正 を經て 今に 至リ しもので 3 つ こ。 

昭和 五 年 一月 九日の 市會は 前年 十一 月 四日 任期満了して 退任せ る 上席め ル又杉 

野繁に 翁して 一 萬 五千圓 を、 同日 返 任せる 副 收入役 田中算 吉に對 して 六千圓 を、 各 

慰勞 金と して 贈 ¥1 と 定め、 g いで 上席 助役と して 靜岡雰 標長 梅津！ 

を 推薦した。 蓋し 此 推薦に 關し、 國際 都市と して、 叉勞働 都市と して 現職 警 I 長 

を迎 ふるよ リは、 寧ろ 吏員 中より 拔擢 すべし と 反對を 表する 者ぁリ しも、 而も 市長 

推薦 通 リ决定 を 見た のであった。 叉 昭和 五 年度の 各 豫算案 は 二月 十三 日 提案せ 

られ、 之に 對し 委員 會が非 增税の 方針 を 採りて、 歲 出に 大削滅 を 加へ て 以て 增税を 

卩 J したる，！ し 目に 値せし が 三月 二十 五曰曩 に市會 書記長. 書記. 市 參事會 書記 ま 

市吏員と 同等の 權利を 享受す る 事に なう たれば、 祌 5 恩給 條例を 改正し、 叉乘合 

自動車の 營 f 開始す る ことと し、 大正 十四 年， 制定に か，、 る 神 5 有給 吏員 

定數规 5 其 後 同 十五 年 三月、 昭和 二 年 三月 各 改正 直た る も、 附則 第二 項の ■ 

繼精 費に 計上せ る 書記. 書記 ¥ 技手， 技手 補の 數は 第一 一條の 規程 卽ち 「吏. 員の 定數ま 
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昭和 四 年 乃 

市の 事務 


昭和 五 年度 

助役 事務 內 

规 改正 


公金 費消 事 

件 
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各豫 算の定 むる 所に 依 る」 と あ り、 尙 「各 之 を 加 へ たる もの を 以て 定數 とす」 と 定 め た 

る も、 t 第二 項 は 削除す る ことと 定ま り、 昭 和 四 年 四月 之 を 吿示 した 

"口和 四 年に 於け る巿參 事會 の開會 二十 ニ囘、 議事 件數 八十 六 件、 市會 の開會 二十 

三囘、 議事 二百 五十二 件に し て、 前 年より じ 十 件を增 し、 加 之お 部 町村の 編入に よる 

事務の 激增 は、 此 年の 取扱 文書の 前年より 約 六十 萬 件を增 して 二百 ra: 十四 萬 件 を 

算せ るに よりて 知る ベ く、 唯 市吏員に ありて は 前年より 却り て 四十 人 を 減じて 千 

七百ヒ 人となり しも、 よく 此 繁劇なる 察 務を嗞 理し、 « 人 は 約 ニ^ 人を增 して 四千 

九 百 七十 九 人と なった。 

昭和 五 年 四月 十五 日曩に 大正 十四 年 十月 十六 日 所定の 助役 事務 擔當 內規 を^ 

正し、 上席 助役 は 都市 計畫 部. 港 灣 部 4 氣局 幷に秘 書. 經 理. 敎 育. 土 木. 商 H の 五 課の 主 

管 事務 を、 次席 助役 は爾 餘の庶 務. 社 I 繕. 衞 生. 稅 務. 水 道嗇 計. 戶籍の 八 課の 主 管 事 

1 を擔當 すと 定 め、 七 月 十一 日の 市會は 公金 費消 事件に 關 する 調査報告 を 承認し 

, こ。 始、 q 前年 十月 二十四日 東部 勞働 紹介 所 雇員の 公金 費消に 關し 質問 ありし 力 

當時木 件 は旣に 理事 者に 於て 調査 中な りし を 以て、 同年 十一 H 二十 一 日 其 橫領費 

小 H にか ヽ る 九 千 五 百餘圓 に對し 訴訟 を 提^す る ことと し、 同 時に 調査の 必要 を 認 


めて 娄員 附託と した。 ^ほつ おの 報告に 據れば 束 部勞働 紹介 所長 は會計 係た る 雇 

員 大两義 一 を 妄信し、 一 度缺 陷を發 見. したる 後も尙 監督 を 怠 リ、 爲 に  一 I &: 甚だ ) き 

損害 を 市に 與 へたる ものにし て、 こ れ 全く 規程の 不備に 出で たるに 由る のみなら 

す、 人 選 を 誤 り、 且 つ 身元 保證 規程の 適用 を 誤リ、 互 額の 金錢を 取扱 はしめ、 同時に 職 

Jf 赚| 金値 務懈总 も 免るべからざる ものにして、 其 青 任 甚だ 重し とい ふに あった。 叉 前年 十 

二月 十二 日 委員に 附託せ る 瓦斯 料金 値下實 行の 件 は、 此 年 五月 二十 八日 認可の 指 

令 ありて 此 日報 吿 せられし が、 木 問題 は 昭和 三年 六月 及 同 四 年 三月 祌戶 瓦斯 株式 

會 社より 瓦斯 供給 條 件の 變更を 出願し、 同年 五月 瓦斯 料金 變更を 申請せ るに 端 を 

發 し、 殊 に 同社が 資本金 一 千 萬 圓を增 して 三千 萬 圓と爲 す や、 巿 との 報 賞 契約の 閥 

係 上、 市 會に 於て 幾多の 質疑 討論 を惹 超 し、 市 會は 八十 錢の値 下 を 主張し、 同社 は 四 

十 錢を唱 へしに、 政府 之 を 裁定して 五十 錢 として 認可の 指令 を 發し爲 に 市 會の耍 

海港 博覽會 求と 相距る こと 遠き 憾 ありし も、 遂 に 承認の 餘儀 なきに 至つ 之ので あつ • こ。 ^ 巾 

補 S  ./ 1 力 

戶 港に 於て 行 は せらる 、觀艦 式 を 記念す る祌戶 海港 博覽 t 協 會に對 し 十五 萬圓 

を 補助す る こ と 、失 業 救 濟と觀 光 施設 充實 との 爲の背 山 開 發計畫 も 共に 此日 决定 

. を 見た のであった。 
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修築 緣延反 

對 意見書 


高架 鐵道ェ 

事に 伴ふェ 

費の 補助 


部落 有財產 

の 寄附 


名譽 職員 費 

用辨償 規程 

改正 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  三 九 二 

十月 八日 祌戶港 修築 繰 延反對 の 意見書 提出の 件 を可决 し、 從 來八囘 に 

見 書 を 提出せ るも尙 充分 目的 を 達する に 至ら す、 卽 ち こ 、 に 叉 もや 意見 

して 其 速成 を 期した のであった。 踵いで 高架 鐡道 は旣に 大正 八 年以來 

屬 する も此 高架 鐡 道に より 跨線橋 切換 問題 超 り、 市 は 之が 爲に約 九十 萬 

ざ るべ から ざ れ ど、 此 の 如き は 市の 財政 上 困難 なれば 政府に 補助 を 申請 

と な り、 曩 に 意見書 を 提出せ し が、 政 府ょリ 十月 四日 附を 以て 十 萬 ニ千圓 

して 之 を 補助す る 事に 決定せ る 旨の 報吿を 承認した。 

十 一 月 二十 六日の 市會は 市立 第 一 高等 女學 校の 增 改築 を决定 し、 同 時 

原. 德 井の 三方 面に 小學校 一 校 宛 を增設 する 爲め、 六十 三 萬 餘圓は 超 債 に 

は 寄附に よる ことと し、 之 が 爲に關 係 部落 有 財產約 三十 九 萬圓及 溜池の 

納 し、 よ りて 以て 敎育上 施設の 充實を 見ん とする に 至りし が、 此 日 大正 八 

定 の名譽 職員 費用 辨償 規程 改正の 件 を も 可決した。 蓋し 木 規程 は 其 後 大正 八 年 

九月、 同 九 年 三月、 昭和 三 年 七月に 各 一 部の 改正 ありて、 費用 を 手當及 旅費の 二種と 

し、 手 當 は市會 議長 年額 一 千 圓、 同 副議長 七 百 圓、 名 譽 職 巿參事 會 員 七 百 圓、 市 會 議 員 

五 百圓と し、 第 一 期 及 二期に 分ち て 支給す る ことと し、 旅 費 は鐡道 一 哩 にっき 十二 


亙りて 意 

書 を 提出 

工事中に 

圓を投 せ 

ま る こと 

を 限度と 

に 長 田 • 河 

、五十 萬圓 

寄附 を 採 

年 三月 制 


^、船賃 一 浬 十二 錢、 車馬賃 一 里 七十 錢、 日當 一 曰に つき 六圓、 宿泊料 一 お 九 圓 と 定め 

たと が、 此 改正に まて 第三 條中第 一 期 及第 二期と ある を 前期 及 後期に 改め、 其 

,乂 出方 法に も 改正 を 加へ たのであった。 尙此日 特別 市制 促進 實の 任期満了す 

へきに よう、 新に 正副議長 を 加へ たる 十三 人の 委員 を 定めて 促進に 努力す る こと 

となった。 

昭和 六 年 二月 四日 巿會 傍聽人 取締 規則 を 改正した。 木 規則 は 明 冶 四十 二 年 十 

月市會 I にか 、う 、大正 十五 年 十二月 二十 四 曰 改正す ると ころ t しも、 I こ 

過ぎ 不備 を 免れす とて、 此日其 改正 動議 成立し、 議長 弁に 各派 交渉委員 之 を 修正し 

て决 5 した。 之に よれば 傍 聽券は 公衆 及 特別の 二種と し、 議長 之を發 行す と 定め、 

公衆 傍 聽券は 議員 一人に つき 三枚 を S とし、 特別 傍 聽券は 新聞記者に 發行 する 

ものと し、 傍聽 人の 守る ベ き 詳細なる 規程 を 制定し、 次の 巿會 よう 實施 すと 定め こ。 

II 場 設置 尙此日 貯木場 設置の 建議 成立して 纏て 其 新設 を 見る に 至りし が、 自治 團體こ 於て 

I 聽 場市營 競馬場 を 經營し 得る やう 意見書 を 提出す ベ しとの 動議 は 三月 十九 日 こ至リ 成立 

讀 i 關 し、 意見書の 作成 は 議長 一任と なった。 而 して 昭和 六 年度の 豫算 案の 全部 議了せ 

る は 四月 一 日な リ しが 此の 如く 年度 を 跨リて 總豫算 案の 決定 を 見た る は 蓋し 未 
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三 九 三 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  三，^ 四 

" _  * 曰 有に し て、 其 內容に 幾多 論議の 繰 返された る を 知る ので ある C 當時朮 長の 所謂 

三 大政 策卽ち 公債 借 ^屎尿 汲取 手 數料徵 收.區 役所 設置の 三 案 中、 公債 借替 は否决 

となり、 屎尿 汲. 取手 數料徵 收は旣 に 認可せられ 居れる を 以て 昭和 六 年度より 徴收 

せんとせ る も、 之 を 否と する 者 は 全市 衞生 組合員 十五 萬餘 人の 歎願 書 を 出す あり、 

. 前年 來 紛糾 を 重ねし もの なれ ど、 委員 會决定 通り 昭和 七 年度より 徴收 する ことと 

して 漸く 之 を可决 したる こと は卽ち 之であった C 

行政 K 設置 又 第三の 玫 策た る祌戶 市に 區を分 劃して 行政 區を 設けん とする 問題に 至りて 

r> ル 口 革  ， 

ま、 二十 餘 年の 經緯を 有する。 始め 明治 四十 一 年 名古屋 市の 區を設 くる や、 洲 

明治？ 二 こも 行政 區 設置の 議 起り、 同 四十 二 年 二  H 十六 曰の 市會は 行政 區の 設置に よりて 

年  一 了 政區設  .  、一 _ 

置 建議 市り 锊 費ま^ 然增額 を來す もに 巾 民の 利便 は 多大なる もの あるべ けれね 赏質 J ま 

つて 利益 ありとの 理由に よりて、 行政 區 設置の 建議 を 可決し、 市會 議長 呼 田 十郞ょ 

りお 長 水上 浩躬に 報告せ しも、 遂に 提案 を 見す して 終りし のみなら す、 其 後お 『年 

を經 過す る も 實現を 見る に 至らなかった C 偶.. 大正 七 年 多年の 懸案たり し 學區統 

鹿 島 直 時 一成らん とする や、 市長 鹿 島 房 次 郞は之 を 機と しぶ 巾の 現勢 上 行政 區 設置 問題 調査 

I の 設置 調 の 必要 を 認め、 同年 七月 十五 日課 長 七 人 を 委員と 爲し、 上席 助役 乾 長 次郞を 委員長 


として 調査 考究せ しむる ところがあった。 當時其 調査 案の 骨子と なれる は 、市 を 

葺 合. 神 S 西. 林 田の 四區 となす も の、 ¥ 西 の ニ區に 分ち 各 出張所 を 置く も の 、東. 中. 

西の 三 區に分 劃 せんとす るの 三 案な， CN し が、 委 員 等ね 區 設置に 伴ふ經 費の 增 加、 區 

吏員 數、 區長 管掌 事務、 區處務 規程に つき 研究す ると ころ あう しが、 十 一 月に 至り 今 

後 市 域に 大擴張 を 見る 迄 は、 市の 現狀を 以てして は 行政 區 設置の 必要 を 認めす と 

决 定 し、 之 を 市長に 報告 し、 爲 に 本 問題 は 叉 も 提案 を 見る に 及ばす して H 坐した の 

g^gl 出 であった。 唯 大正 八 年 六月 十日より 琴 緒 町 五丁目 祌戶部 掃除 巡視 派出所 內及声 

原 通 五丁目 西部 公設市場 內に 市吏員 派出所 を 設けて、 戶籍 • 税務に 關 する 簡易なる 

事務の 取扱 を 開始して 稍 t 市民 の 不便 を 緩和せ しが、 前者 は 昭和 四 年 八月より 神 4 右 

通 三 丁  & に移轉 した。 

|f|| 時 然るに 大正 九 年 四月 須磨町 を 編入し 市の 廣表 殆ど 倍加す るに 及び 、市長 櫻井鐡 

. ナ良は 市民の 利 S の爲 め、 區 役所 設置の 必耍を 認め、 區長分 掌 拿 項、 區 役所 豫算等 を 

調査せ しめ、 同 十 年 十 一 月 八日 市 參事會 に 附議す るに 市制 第 八十 ニ條 第三 項の 區 

設置の 件 を 以て し、 祌 戶 市 を 葺 合. 祌 戶 を 合せて 來區と なし、 湊 舉湊 を 併 *」 て 中區と 

なし、 湊西 を南區 とし、 林 田 及 須磨を 西區 とする 四區に 分ち、 區に 有給 區長を 置き、 同 
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神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說 下  三 九 六 

十 一 年 四月 一 日より 區內の 事務 を處辨 せしめん とした。 而 して 本案に つきて は 

參事會 員 六 人中 之に 贊 せる 者 僅かに 一 人に して 他 は 悉く 反 對の意 を 表し たれば、 

遂に 市長より 決議 を 延期す るの 方法 をと り、 爲 に 又 市會に 現れす して 終る に^つ 

大正 十五 年 1 ち 踵いで 司 十五 年 七月に 至り 朮長 黑瀨弘 志 は 行政 區 設置に 關 し、 吏 員 を 他 都市 

黑淞 市長の ~ 

に 派して 調 杏せ し め、 更 に 九月に は關係 課長 打 合 會を開 き、 區 の 數及區 域、 區 長及區 

收入 役に 分掌せ しむべ き 事務の 範 圍、 區 役所の 位 置、 廳 舍及其 設置 等 八^に 就きて 

其 意 見を徵 し、 各 課長よ，^ 詳細なる 報告書 を 提出せ しめた C 而 して 區の數 は 常時 

の巿會 議員 選皋區 に準じて 七區 とすべ しとの 意見 多き を 占 め、 中 に は 兵庫區 なる 

區名を 指示せ る も ありし が、 而 も 亦 其具體 化せす して 止む に 至りし 事 は 甚だ 遗憾 

であった。 

行政 區 設置 然しながら 其 後 行政 區 設置の 要望 は機會 ある 毎に 市民の 間に 論せられ、 特に 昭 

決定 

和 四 年 四月 東部 三箇 町村の 編入 を 機と して 頓に 攥 頭し、 從來 屢.. 行 は れ たる 調査 好 

究も 徒爾なら す、 遂に 昭和 六 年 二月 十九 日 第一 ニ號 議案 祌戶 市區 設置 規程 制定の 

件と して 市會に 提案 せら れ、 三 月 三十 一 日 を 以て 行政 區 設置 案 は 可決 確定せられ 

たのであった。 卽ち 之に 據れば 巿に葺 會神 戶.湊 東 .湊. 湊 西. 林 田. 須 磨. 灘 の 八 區を設 


けんとす るに ありて、 其 理由と すると ころ、 市の 廣袤五 方里 を 超え、 人口 は 今や 人 十 

萬に 垂ん とし、 將來 考增大 を 見ん とする の現狀 なる を 以て、 區を 設置す るに あら ざ 

れば 諸般の 行政 上 不便 尠 からすと いふに あった。 されば 木 案の 可决を 見て 多年 

の 懸案 解決 せらる ゝ や、 黑瀨 市長 は 四月 二十日 を 以て 兵庫縣 知事に 禀請す るに 區 

役所 設置に 關 する 內申及 許可 方 を 以てし、 同時に 內務 大臣に 對し 市制 第 八十 ニ条 

に 依りて 新に 區を 劃す る 件の 許可 を 禀請し、 附す るに 今 囘區劃 せんとす る \區 ま 

從來 より 區 名と 同檨の 固有 地名 を 有する 區域 にして、 學區 存置の 當 寺より 

在も此 地お の 名稱を 以て 市會 議員の 選擧區 となせ るに 止まら す、 市 民生 g の團锆 

上 旣に拔 くべ からざる 沿革 慣習 を 有する ものな りとの 理由 書 を 以てした。 七く 

て此年 七月 一 日 官報 を 以て 內務 省令 第一 四號 により 明治 四十 四 年內務 省令^ 一 

四號中 「橫濱 市」 5 次に 「神 P 市」 を 加 へ、 本 令 は 昭和 六 年 九月 一 曰より 之を實 施す と 布 

吿 せられた のであった。 

|| 所 I か、 る 間に 八區 役所 開廳 準備 も 亦 全く 成り たれば、 八月 を 以て 市 は 市民に 對し、 

「區役 月 設置に 付き 市民に 吿ぐ」 と 題し、 平易なる 口語文 振 假名 附の 宣專 ビラ 二十 五 

^杈を 印刷 配布し、 九月 一 日より？？ 廳 すべき 區 役所の 取扱 ふべき 事務と して 戶籍. 
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まし 「 么吿 式に 湖す る条列 ま 、也 鍋 系 見 口 乇 ど， X  F- ンニ、  .  ：  f  )  -r  ： 

- f 好；.. ^ほお ああ を 改正して こ 、 に 市の 行政 上に 哳 生面 を 

開いた のであった C 

^すよう 先 五月 二十 三日 昭和 六 年度 最初の 巿會を 開き、 市會 議員 囑^ に ほ 、囑 

m 濫 川の 嫌 あれば 豫算額 を 超過せ ざる やう 留意 あるべし との 趣旨の 建議 を可决 

した。 蓋し 當時其 囑託費 年 二 萬圓を 超え、 之 を 東京. 大阪兩 市に 比する も尙 多額な 

リし は事實 なれ ど、 市長 は 市政の 運用 上 此種囑 託 を 以て 甚だ 有意義な りと したの 

であった。 六ガ 四日に は國際 觀光ホ テル 及國際 海水浴場 設置に 關 する 建議 を 可 

さし、 更に 外客 誘致 策と して 政府が 鐡道 省に 觀光局 を 設け、 觀光 施設の 促進に 努力 

せる に 鑑み、 之に 順應 せんが 爲め 「理事 者 は祌. 戶 市に 於け る 観光 設備 調査の 爲め巿 

制 第 八十 三條 による 調査 會を 設置し 速に 觀光 設備の 完成に 努力し 神戶 市の 發展 

に 資せら れんこと を」 との. 建議 を 可決し、 こ 、 に 恒久的 觀光 施設 調査 委員 會 設置の 

基礎 を 築いた。 卽ち 九月 二十 五日 臨時 觀光 施設 調査 委 員規， 程 を 制定 公布し、 其 費 

川辨償 規程 を も 制定した のであった。 尙 六月 四日の 巿會は 名 譽職巿 參事會 員 十 

五 人の 選 舉を行 ひ、 前 田 二 一  六. 森 重 太郞. 谷 木 桌次. 山村 安平 * 村 和 夫 A 木 佐 太 治. 大 

坪 横太郞 A 川 一 夫 * 田 信. 谷ロ庄 一. 森脇甚 了 曰 笠豊. 三 木 三郞. 加藤淸 太郎. 後藤 仲 一 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  woo 

郞當 選した C 

市長 以下 俸 ヒ： rr  二十へ 日 市長 以下の 給料 を 改正し、 市長 年俸 二 萬圓を 一 萬 六千圓 に、 上席 助 

給 改正と 吏  i 

員 整理 役 七 千 五 百 圓を六 千 七百圓 に、 次席 助役 五 千 五 百圓を 四千 九 百 五十 M に、 收入役 二 

千 七 百 圓をニ 千 四百 三十 圓、 副 收入役 三千 圓をニ 千 三百 圓 とした。 蓋し 市お. 助 役. 

收入役 等の 給料 額 は 大正 九 年 三月 之 を 定め、 同 十五 年 三月 及 昭和 四 年 十月 各 改正 • 

を 加へ しものに し て、 當 時神戶 市に 於て は 市長 以下 一 般 吏員 及囑託 中、 九 十八 阆以 

， r 上の 者 三百 六十 五 人に 對し、 俸給の 三分 乃 辛： 二割の 減俸 を 八月 一 日より 赏 施し、 更 

に 局 課の 廢 合、 區 役所 設置 を 機と し、 人事 刷新の 趣旨 を 以て 八月 末 H に は 主事 以下 

處務 規定の 百 二十 八 人 を 整理せ しが、 此年ー 筒 年 を 通じ、 返 職 者 三百 二十 五 人に 上った。 こヽ 

」、 改正 

に^ 謂 局 課の 廢合 は曩に 大正 十二 年 三月 訓令 第 七號を 以て 從.^ ジ^ 務规^ 'を 

よ 正 し、 爾後 同 十 三 年 二 月. 三 月 及 五月に 各 一 部に 改正 を 加 へ、 更に 昭和 六 年 八月 二 

十八 日 訓令 甲 第 八號を 以て 新に 處務 規程 を 制定せ る ものに か、 る。 從來 の處務 

規^に 據れば 都市 計畫 部. 港 灣 部 .電 氣 局の 外に 祕書 .庶 務 .經 理嗇 計. 敎 育 ^ 會. 商 ェ. 土 

木 会 繕. 衞 生. 水 道. 稅 務. 戶籍の 十三 課に 分ち、 叉 都市 計 畫部は 別の處 務规^ によりて 

0 務 * 孝ェ 務の三 課 を g き、 電 氣局も 別に^! 務规程 を 設けて 總務 科の 下に 庶務. 調 


査の 二 課、 電氣 科の 下に 發電. 配電の 二 課、 電燈科 は 給電. 線路の 二 課、 電車 科 は 運 f ェ 

務の 二 課に 分ち、 此 外に 會計課 4 氣試. 驗所， 教習所 を獨 立せ しめ、 港 灣部も 大正 十二 

年 三月 以來 別に 所定の 處務 規程に 據 りし を、 こ ゝに是 等 を 綜合 改廢 したる もの こ 

して、 此 新處務 規程 は 之 を 九月 一 日よ リ實 施した。 卽ち 之に 據れば 新に 土木 部 を 

設けて 之を庶 務± 木 * 灣. 都 市 計 畫の四 課に 分 ち、 祕 書. 文 書 • 財 務 *  ？會 計 会 繕 ，敎 育 • 

衞生. 商工. 社 會， 水道の 十一 課を獨 立せ しめ、 電氣局 は 庶務 * 理嗇計 • 運輸. 工務 会 業 4 

氣の七 課と 電氣 試驗 所に 分ち たる ものにして、 其 內容に 劃期的 廢合改 置の 跡 あえ 

事務の 統 一 簡捷に 多大の 效果の 期待 せらる 、ものが あつ ， こ。 

試 祌戶 市に 吏員 登用 試驗 規程の 制定 を a たる は 明治 三十 九 年 t 月 一 日よう」… 

同 四十 一年 四月 之に 改正 を 加 へて 以て 今に 及びし が、 叉 別に 大正 七 年 六月 市吏員 

- 任用 規程 を 制定し、 爾後 屢 ，改正 を 加 へ、 昭和 六 年 八月 更に 之 を 改正し、 之に よりて 局 

課廢 合に 先んじて 八月 十四日より 市吏員 就職 希望者 五 百 三十 七 人に 對し 市吏員 

採用 選 拔試驗 を 施行し、 新進 氣銳、 有爲 有能の 士を 物色した ので あつ た。 次いで 十 

HI の 名 月 十九 日 市 會は湊 西 區の名 稱を兵 寧 區に改 むべ しとの 建議 を 可決した。 湊西區 

. の區名 をば 古来 最も 因由 深き 兵車の 名に とうて 兵 庫區と 改めん とする の 議は屢 t 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  ゆ 〇 二 

有識者の 間に 起り たる も、 湊 西の 名 も 亦 古く は 三百 餘年 前の 「湊川 西」 な る 地名に^ 

し、 市制 實施以 來引續 きて 慣用せられ たる もの なれ ば、 其 改正 は 遽に行 はれ ざり し 

も、 こ 、に 漸く 其 古名に 復 せる は 喜ぶべき であった C 十二月 十日 高架 祓々 線 工事 

足 進に 關 する 意見書 を 政府に 提出 方 を 決議し、 更に 市會 議員 提案に か 、る 祌戶港 

修築 工事の 繰 上 施工、 內務省 土木 出張所 存置 弁に 貯木場 開設 促進に 關 する 意見書 

野 n 戶籍課 提出の 件 を 可決せ る市會 は、 曩に返 職せ る戶籍 課長 野 口 勝 也に 對し 慰勞金 七千圓 

を增與 せんとす るの 件に つき、 同 課長が 精勵恪 勤よ く 三十 有餘年 市の 戶籍 事務に 

盡し、 一 般 吏員の 思想 上 及 勤務 上に 好影響 を與 へたる こと 尠 からすとの 理由に よ 

りて、 更に 一千 圓增 額の 修正 動議 をば 直に 可決した。 蓋し 又 特記すべき もので あ 

つた。 何此日 特別 市制に 關 する 十三 人の 委員の 選定 を 見た。 

尿 尿 汲取 手 昭和 七年^ 豫算案 中前 年度 一 箇年實 施 を 延期せ る 屎尿 汲取 手數 料徴收 の^は 

數料徵 ^ 

三月 三十 一 日に 至りて 可決 せら れ、 こ 、 に 多年の 紛糾 解決 を 見た る は 注目す ベ き 

ものな りしが 此日市 廳舍及 市 公會堂 新築 案を廢 止す る ことに 定まりた る も亦特 

記に 値する。 蓋し 市 廳舍は 市會の 建議 によりて 屢" 增築を 重ね、 而も-何 狭隘 を感 す 

る こと 甚だしと て、 同 三 年 十二 月 四日 公會 堂の 新築 計畫と 共に 合計 三百 三 萬圓の 


S 築 費 を 計上して 之 を 可^せし が > 其 中 五十 萬圓は 寄附 金に ょリ、 百 六十 萬圓は 寺 

別 經濟繰 入、 十五 萬圓は 積立金 運用 繰 入、 七十 八萬圓 は雜收 入に 依る 事と し、 敷地 は 

縣立第 一 高等 女學校 運動場 弁に 舊校舍 敷地 三千 百 二十 八坪餘 とし、 之 を 昭和 三年 

度 乃至 同 六 年度の 事業と なすの 豫定を 以て、 爾後 其 敷地の 無償 下 附方を 禀請せ し 

も 事 容易に 進涉を 見す、 此に 於て 同 六 年 四^ 一  日 事業年度 を 昭和 九 年度 迄 延長せ 

る も、 而も 敷地 は 遂に 拂下 を受 くる 能 はざる 狀 勢と なれる を 以て、 こ 、に 此計畫 は 

遂に 廢 止せざる ベ からざる に 至った のであった。 

尙是 より 先 昭和 六 年 四月 二十 一 日 臨時 事務 整理 委員 會 規程 を 定め、 同時に 1 に 

大正 十 年 九月 制定の 臨時 事務 改善 委員 規程 を廢 止した。 蓋し 始め 市長 其 委員 會 

會長 とな リしを 改めて 上席 助役 を 以て 之に 充 つる ことと し、 「事務の 改善に 關 する 

事項」 と ぁリし を、 「職制 其 他 事務の 整理 統 一 改善に 關 する 事項」 を 調査 審議す る こと 

と 定め、 之に よりて 梅津 上席 助役 會長 となり、 委員に は 收入役 • 電氣 局長. 港灣 部長 以 

下 各 課長 を 任じ、 祕書. 庶務 兩 課長 及 電氣局 庶務課 長 は 其 幹事 を 兼ね、 書記 三人 は 其 

書 I となり、 二十 三日 第 一 囘の 委員 會を 開き、 爾後 屢 t 開會 して 市區の 處務规 g. 專决 

事項. 給與 制度 嗇計 事務 幷に區 役所 設置に 關 する 事項 等に つきて 審議し、 よりて 以 
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前年 十二月 二十 八日 議員 提出に かゝる 祌戶巿 上水道 幹線 鐵管及 變電所 位置に 關 

する 條例、 卽ち 近時 郊外 電氣軚 道の 乘入 頻りに 具體 化し、 殊に 阪 急の^ 入の 1 1 

底 阻止し 得ざる に至リ たる を 以て、 市の 利害 を 考慮して 豫め 之に 備へ、 尙移 ざ 

るべ からざる 場合に は 巿會の 同意 を 得せし めんと する ものであった。 ^る こ 匕 

可决 せられた る條例 第二 條の 「出席 議員 三分 二 以上の 多數を 得る にあら ざれば 改 

正の 決議 を篇す を. 得す」 との 條文は 、市制 第五 十三 條 第一 項 「巿會 の 議事 は 過半 數を 

以て 决す」 との 規定に 相反す る を 以て 、市長 は 同 第 九十 條第 一 項に 基づき 監督官 廳 

の 指揮に より 巿會の 再議に 附 したので あった。 之に 對 して は 大正 十一 年發 布. 去 

律 第 一 號に侬 り 六 大都市に 限り 府縣 知事 は 勅令に よう 許可 叉 は 認可 を 受けし め 

ざる を 得る 條項 定められ、 叉 昭和 四 年 改正 勅令 第 一 八 八號に 依うて 六 大都市 行政 

監督 特例 設けられ、 其 中に 市條例 制定の 件 も 含まれ 居り、 從 つて 市 會が 多數を 以て 

制定せ る ものに 對 して は 縣の 指揮に 據 るの 要な かるべ しと， 爲す者 あり、 而も 理事 

者は當 初より 本條 例の 制定に 反對 し、 尙內務 省の 意向 をも參 酌せ る 結果、 固く 再議 

をと リて動 かざりし が、 其 間 市制の 條文 によ ジ 過半 數の贊 成に よりて 改正し 曰 守る 

ことと すべし との 動議 出で、 之 を 可決して 問題 始めて 解決 を 見た のであった。 
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SM 七月 二十 九日 祌戶 市會 議員 選擧區 s 定數條 例 を 修正 可决 し、 從來 六十 八 人の 定 

數を 原案に て は 六十 人と せる を 六十 五 人と し、 選 擧區は 從來の 如く 八 選擧區 とし、 

灘區の 七 人、 林 田區の 十四 人、 須 磨 區の六 人 は 原案の ま、 と し、 葺 合 區九人 を 十 人に、 

祌戶區 六 人 を 七 人 に、 湊 東 區五人 を 六 人 に、 湊 區 三人 を 四 人 に、 湊 西 區十人 を 十 一 人 

とした。 卽ち巿 は 八月 十五 日內務 大臣に 之が 許可 を 禀請 し、 理 由と して 選 擧區は 

普通 選擧 以前より 之 を 設け 居れる を以 て、 次 期選擧 にも 各行 政 區域を 以て し、 議 ：u 

定數は 市制 第 十三 條 第二 項 及第 三 項に 據り 昭和 六 年 六月 內閣吿 示 第三 號 布告の 

木 市人 口 七十 八 萬 七 千 六 百 十六 人に 比例 すれば 六十 人と なる も、 前 囘國勢 調査 人 

口より 八 萬 人を增 加せ る に拘ら す、 今 俄に 八 人の 議員 を 減 す る は 急激に 過ぐ る を 

以 て、 漸 を逐 ひて 法定 數に副 ふの 方針 をと りて 六十 五 人と 定めたり と 言 ひ、 市 民 も 

之 を 非と する の 薺 無しと 思惟 すれ ば、 事 情 を 明察して 九月 十五 日 選 擧有權 者 調査 

時期 迄に 發 布し 得る やう 詮議せられ たきを 以てした。 然るに 內務 省に て は祌戶 

市に 特殊の 事情 ありと 認め 難しと て、 曩 に 大阪市の 增員を 認めす 之 を 法定 數に修 

正 認可せ るに 準 ひ、 九月 二十 一日 附を 以て 市の 禀請 を 更正 許可した。 卽ち 祌戶巿 

會 議員 選 擧區竝 定數條 例 を 神 戶市會 議員 選 擧區條 例と 更 め、 定 數六 十五 人 を 削除 
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通りと した。 此 くて 市會 議員 定數 はこ、 に 六十 人と な リ、 市 は 十 一 月 二十 五日 條 

列 第 八 三號を 以て 之を發 布した。 これ 現行 條 例なる を 以て 左に 之 を 表示す る。 
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備. 考 

一、 湊西區 を 兵 庫 區に改 むる こと は 昭和 六 年十パ 十九 H 市會 建議、 同 七 年 十 一 

刀 二十四日 市會决 議、 同 八 年 一 月 一 日より 赏 施せら る。 

二、  I は卽ち 選擧會 にして 從來 より 施行し 来れる もの。 

三、 灘 區の 開票 分 會の區 劃 中、 一 部 は 昭和 八 年 九月 十五 日 改正 を吿 示せられ た 

れ ば、 第 一 第三 投票 分會中 新に 町名 を附 したる もの を 加 ふ。 ち 同 區の區 

r  劃の みは 此 改正に 據 る。  ^,.1.^  . 

| 會的 施設 此 前後の 市會に 於て は 社會的 施設に 關 する 議案 可決 せら れ、 其 充赏を 見ん とす 

るに 至った。 卽ち 九月 十六 日の 第八囘 及第 九囘 失業 救濟 土木 事 業、 九 ガニ 十一 日 


の i 狗宿治 所 二箇所 設置 案、 十一 月 二十 二日の 岡 崎社會 事業 資金 二十 四 萬 圓を處 

^0 分し、 之 を 以て 相 生 町に 海員 會館を 建設 せんとす る 案の 如き これで ある。 叉 永代 

借地 上の 外國人 市税 滯納 問題 も 市政 上 重要 案件の 一 であった。 蓋し 本 問題の 由 

來 甚だ 遠き もの ある も、 最近に 於て 具體 化せる は、 昭和 七 年 二月 二十 六 曰市會 にて 

設置 を决定 せる 市政 事務 調査 會の 過年度 市税 調査に 際し、 端な くも 善後 措置の 必 

P 麟難綱 要 痛感せられ たる ものにして、 爾後 變遷 波瀾 ぁリ、 詳細 外事の 章に 記す ベ きも、 此年 

十一 月 二十 二日 市會は 意見書 を 政府に 提出し、 此 多年の 懸案 解決 方 を 要望した の 

であった。 尙此日 旅費 條例を 制定し、 名譽職 費用 辨償 規程 を 改正した。 旅費 条例 

は 東京. 橫濱へ 出張の 場合 五割增 とせる を 均等 主義に 改め、 市內 出張の 一 項 を 設け、 

給料 「/十五 圓を 限界と して 二級に 區別 せる を 均一 に改 め、 非 常時 局の 場合に つき 

當 分の 間 二等 運賃 を 支給す る こと を 原則と したので あった。 

^^區 名 生 昭和 八 年 一月 一日 湊西區 を 兵庫區 と改稱 した。 此 改正 は曩に 昭和 六 年 十月 十 

九日 巿會に 於て 建議 を可决 し、 之に よ リ同七 年 十二月 一 日 告示 を か て發 布し、 こ 、 

| 細 村 併合 に 其 實施を 見た のであった。 ついで 一月 二十 一日 船舶 寄港 對策を 講じて 祌戶港 

の 振興 を圖 らん 爲に 官民 合同の 振興 調査 會 設置の 議を も决し 三月 三日に は北两 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  S 一八 

部 隣接 町村の 合併に 關 する 動議 を 可決した。 蓋し 其理 とすると ころ、 現在 進行 

中の 裏山 開發 事業と 大都市 制度 實施 促進の 必要に 出で たるに 外なら す、 尙當 時の 

調査に 據れ ば、 祌 戶市は 六 大都市 中 其 面積 最も 狹小 にし て、 第 1 位のお 京 巿 の 七 分 

一、 第五 位の 橫濱 市の 約 二分 一 に 過ぎざる を以 て、 早 晚擴張 の 必要 ある ベ く、 從 つ て 

之に 備 ふるため 準備 調査の 耍ぁ りと せられた る ものな りし が、 此 くて 山 田 村 併合 

馓 賄 界廓淸 問題の 始めて 表面に 現る、 に 至りし は 注意すべき であった。 踵いで 三月 十八 日 

昭和 八 年度 豫算 調査 委員長の 報告 中に、 市 敎育界 の 不祥事 件は敎 育の 神聖 を 冒^ 

する もの なれ ば、 市 長 は 速に 徹底的に 綱紀 を振肅 し、 斷 乎と して 厳正なる 處置を 行 

ふべ しとの 一節が あ り、 叉 學 校の 購買 組 合. 家 庭會 等の 弊害に つきても 論議せられ 

たる 實 情なり し が、 こ れ 明かに 當 時の 教育界の 不祥事 を 反映せ る ものであった。 

而 も 偶. -須磨 小 學校增 築 工事に 關 して H 事 用セ メ ン トを 他に 流用せ りとの 問题も 

起 り、 三 月 三十日 其 調査の 結果の 報告 せらる 、 あ り、 爲 に敎育 上の 問題 は尠 からす 

.i 巾 民の 注目す ると ころと なった ので * あった。 されば 此日 提出 せられし 市 敎^ 麻 

淸 調査 會 設置の 建議 は、 敎 育會の 風紀 を肅 正せら れんこと を 望む との 風 敎に關 す 

る 建議と して^ 正可决 せられし も、 而 も是れ 未曾有の 事態と して 觀察 せられた る 


が S に 外ならぬ c 

0^ 三月 三十 曰 神 戶市會 會議规 則 を 可決せ しが、 木 規則 は 大正 二 年 六月 市會 決議 こ 

一 

. 依りて 新に 制定し、 爾後 同 十 年 十二月、 同 十一 年 二月 及 同 十五 年 十二月の 改正 を經 

しもの なれ ど、 法制 上に も實際 上に も尠 からす 不備の 點 ありと せられ、 遂に 前年 七 

月 二十 九日の 巿會に 於て 其 改正案 件 を 委員 附託と なし、 此日其 結果の 報 吿ぁリ て 

承認せ る ものであった。 卽ち其 全文 は舊 規則 八 章 五十二 條を 改めて、 總則嗇 議.發 

1 案. 建 議及動 議. 採 决及 選擧委 員. 秩 序 规律啬 議錄. 雜 則の 九 章 七十 二 条と爲 ：」。 

今 其 改正の 要項 を 見る に、 先 づ從來 午後 二 時 を 以て 開會 時限と せる も、 議案の 增加、 

質問の 續出 によりて 往々 深更に 及ぶ 場合 ある を 避く る爲 め、 第一 條に 會議は 午前 

に 始まう 午後 七 時に 終る と 定めし も、 尙 議長の 之 を 伸縮し 得る 餘地を 設けた ので 

あった 次. に 第一 條 第二 項に 新に 開場 は 振鈴 を 以て 之 を • 報じ、 會議 散會及 中止 は 

議長 之 を 宣告す との 一項 を 設けた る は、 從來も 此の 如かり しも こ、 に 成文と せる 

ものにして、 箩十條 に は從來 兎角 混亂の 因と なれる 讀會の 事 を 規定 し、 第 十 一条に 

は 第一 讀會の 性質 を 定め、 第 十二 條には 第二 讀會に 於ても 必要 ありた ると きは委 

員に 附， まして 調査せ しむる こと を 得と 新に 規定して 實 際に 適 應 せしめ、 舊规 則に 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


市會 會議規 

則の 大 改正 

其 二 


發 言 の 通 吿に關 して 規定す ると 

意見 を述 ぶべ きを 通告し 置きて 

に 規定し て、 通 吿者は 通 吿を爲 し 

權を與 ふること と し. 緊 急の 質問 

方法 をば SSS 立 • 記 名 投 票 • 無 記名 投 

能の 場合 ある を 以て 之を改 め、 

る こと を 規定した。 

. 次に 超 立に よりて 多數か 否か 

議 ありとの 發 言 を 生 じ、 自 ら 混乱 

合、 五名 以上の 贊成 ある 時 は 議長 

の 選 皋の場 八 口 連記投票 によりし 

は 總て單 記 無 記名投票 による こ 


ころな かりし 

以て 議場の 整 

置かざる 議員 

は此 限りに 非 

票 及 氏名 點呼 

立 叉 は 記 名 • 無 

を定 むる 場合 

を來す 場合 あ 

は 記名投票 を 

も、 市 制の 改正 

ととな りたれ 


は 見に よりて は 議長の 指名に 委 する を 得しめ. 


ゐ たりし せ 


を 4 ^文と し 


卽 ち 委 員 附 託 の 


を 

の 

己 

一一 一一 p 


改め、 議長 

に 資する 

發 言 に 先 


と し 

由 P 

名 の 


。- 

以 


困難 

を 以 

て 採 

により 

ば 之 を 

第五 十 

動 議可 


，第三 

ノ  *、 、 - 

し 力 

投票 

少 ゝ 

& 力 

て、 第 

決 を 

て 市 

第 四 

條 に 

決せ 


四 二 〇 

に 質 問. 反 對 或は 賛成の 


ことと 

立って 

十八 條 

，氏名 點 

の 三 種 

らづカ 

四十 一 

會に於 

十 人 條 

は從來 

られた 


し、 之 を 第 十九 條 

之 を爲し 得る 特- 

に  は從來  採決の 

呼 は 事實上 不可 

によりて 採决す 


る 場合 常に 異 

に 異議 ある 場 

め、 又 從來委 員 

選擧 する 委員 

規 定 し. 多 數 の 

に 貰 行と なり 

時 は、 議長 は 直 


定 

口  a. 

naif 

る 


委員の 選 擧を行 ひ、 叉 は 指名 を爲す ものと す、 但 し 指名 は散會 後書 面 を 以て 之 を 


爲す こと を 得、 此 場合に 於て は 被 指名 者 を 以て 當 選者と 定 むべき や 否や を 會議に 

付す る こと を 要せす と定 め、 叉 委員 會 をして 期限 を 定めて 報告せ しめ ざ 1 ,J  J 

後 時に：^ ま-期限に 延引す る や も 測リ難 けれ ば、 か ゝ る 場合 を 防止す る爲に 第五 十 

五條に 之 を 規定し、 第 六十 一 條 第二 項に 少數 意見 を 保留せ ざる 者 及 採決の 數に加 

はら ざ リし委 員 は、 委 員會の 議決に 反する を 得すと 規定せ る は、 議 員の 德義 上の 問 

題 を 明確に せる ものである。 而 して 第 六十 七條 末項に 出席 を 停止せられ たる 考 

木 則 第 四十 七 條卽ち 議案の 調査. 事務の 撿 査、 文 案 起草 等の 委員た る 時 は 其 任 を 解 

力れ たる ものと すと 定 め、 新 に 第 六十 九 條に會 議錄は 速記 錄を 以て 之に 充 つる 旨 

を も 規定せ る は、 從 來市會 書記に よりて 耍頜 のみ を 記して 之 を 會議錄 と名附 けし 

も 其 要領 を摘錄 する こと 難く、 叉 一 面 大阪市の 如き は旣に 之を實 施して 而も 支障 

なしと いふに 照し、 こ、 に此 規定 を 設けた る ものであった。 要するに 木 規則 は 叉 

聱其 的の 改 h なりと 謂 ふ を 得 ベ く、 か くて 翌日よ リ 直に 實 施せら， 1 以て 今 こ 及^ 

だのであった。  . 

昭和 八 年度 昭和 八 年 四月 二十 五日市 會 議員 總選擧 を 行 ひしが、 此日 有權者 十五 萬 七 千 六十 

. . 九 人中 投票せ し 者 十二 萬 二 千 五十人、 卽ち棄 權步合 二十 八 .五％ 、之 を 前囘の 總選擧 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  四 一二 一 

巿會 議員 總 -- 比して 一. 四 ％ を暂 した C 比選擧 によりて 當選 せる 六十 人. の 新市會 議員 は、 五 月 

選^' 

八日 を 以て 最初の 市會に 臨み、 年長者 西 川莊三 議長 席に 著 き、 假 議長の 選 擧は之 を 

正副議長の 省咯 して 年長者 を 以て 充 つる ことに 定ま り、 つ いで 三人の 立 會人を 定めて 議長の 

決定  ， 

.  選 擧を行 ひ、 五十 九 票 中 三十 五 票 を 以て 勝 田 銀 次郞當 選し、 副議長に は 前 田 二 一  六 

名^職 參事 §  i し、 名 譽 R 市 參事會 員に は 佃 良 一. 飛 田 信， 丸 岡 茂 吉. 淸 島 甚 吉？ K 坪 横 太 郞. 坪 田 K 

會員等 の 決 

定  治山 村 安 平. 平 松 市 太 郞. 大 久保直 次 郞. 伊 藤貞五 郞. 松 岡 勝 榮. 法 橋廣三 郞. 川 崎濱 太郞. 

上 山林 吉.大 越 兵 藏 當 選 し、 補 償 委 員 四 人、 都 市 計畫 地方 委 員 會 委員 十 人 も 亦 夫々 選 

-； 皋 せられ、 新 市會垂 く 成った。  ： 一 

六月 六日 從來 加入せ る丙宫 市外 十七 箇 町村 組合 を 十四 箇 町村と する 組織 及規 

約 改正の 件 を可决 し、 市 は 之に よりて 其 組合費に 不足 ある 場合 千分の 百 十五 を 負 

高架線の 竣 擔 する 事と な X 次いで 昭和 六 年 十月 十日 高架 鐡 道の 開通 を 見た る は 喜ぶ ベ きも、 

功と 複々 線 

H 事の 促進 複々 線 工事 は 未だ s ェを 見ざる のみ ならす、 市 內中樞 部 に 於け る 停車場 附近 及鎵 

道 5? 地 の^も 廢墟^ 野の 狀 態に 放置 せらる ゝは 甚だ 遺憾に し て、 國 際 的 大都市の 

面目 を 傷く との 理由 を以 て、 政 府に對 して 複々 線 工事 促進に 關 する 意見書 を 提出 

する ことと なった C 蓋し 市の 施設 之に よりて 阻害 せら れ、 多 大の 損害 を 蒙る こと 


叉 其 理由と せられた のであった。 叉 八 

阪急乘 人 問 る S 祌 急行 電鐡 株式 會 社の 申請に 對し 

題の 解決  ；  > 

箇條の 希望 條項 をも附 して 支障な しと 

全く 解決 し、 同 社 は 市の 公共事業の 爲め 

I 瀨 市長 返 で 八月 七日 市長 黑瀨弘 志の 任期の 八月 

選 擧の件 上提 せられし も. 事 甚だ 重大な 

愼 重愼議 すべ しとの 動議 ありて 之 を 可 

見る に 至ら す、 爲 に黑瀨 市長 はこ 、 に 二 

席 助役 梅 津芳三 は 市長 代理と なりて 市 

各種 委員 の 是ょ. り 先 五月 二十日 神戶 刑務所 移轉 

決定 

會館 建設 設計の 一 部 變更、 灘區の 麈芥燒 

. 臨時 觀光 調査 委員 十五 人、 臨時 財務 調査 

員 一 人 宛 を 推薦 決定し、 當 時神戶 市は旣 

な ら す、 満 洲國と 密接なる 關係 ある 本 市 

議員の 満洲 視察 囑託費 二 萬 七千圓 支出 
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月 二日に は曩に 五月 二十日 委員に 附託せ 

十二 箇條 の條 件を附 し、 尙 參考 として 十七 

決定せ し が、 こ れ によりて 阪急乘 入 問題 は 

金 百 萬圓を 納付す る ことと なった。 つい 

十六 日 を 以て 满了 すべ きを 以 て、 此 日 市長 

る 問題 なれば とて 全 議員 を 以て 委員と し、 

決せし も、 其 満了の 日に 至る も 遂に 詮衡を 

期の 重任 を 全くして 離任した るを以 て、 上 

の 事務 を視る ことと なった。 

促進 委員の 指名 あ え傳 染 病室の 增 築、 海 員 

却 場 設置 建議 等 も 各 決定し、 學務 委員 四 人、 

委員 十五 人、 祌 戶.湊，葺 合 三區 有財產 管理 委 

に 奉 天に 商品 陳列 所 を 開設し 居れる のみ 

の 發展に 資する 目的 を以 て、 提 案せ る市會 

の 件 も 可決せられ、 つ いで 將來 日滿關 係の 

四 二 三 


滿蒙 貿易 進 

出に 關 する 


公設市場 移 

轉 改造 問題 

の發端 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  四 二 四 

愈" 密接の 度 を 加 ふると 共 に、 神 戶市產 業の 進出 は 刻下の 急務な りとの 理. m を 以て、 

建議せられ たる 滿蒙 貿易 進出に 關 する 調査 委員 會 設置の 件 も、 十 月 十二 日に 成立 

し、 十 九 人の 委員の 指名 を 見た る は、 何 れも 満洲 國 成立 後の 新 情勢に 順應 せんとす 


ぬ C 

設移轉 改造 

上の 重大なる 案件の 


る ものに 外なら 

公設市場の 新 

す る も、 而 も 市政 

極めた る もので 

農 商務省 次官の 

の 傾向 を 示す に 

ち 同業 組 合、 準 則 

許さん とする に 

經營の 立場 上、 之 を 抑制 せん 

者の 盛衰に 甚大なる 影響 あ 

當時市 理事 者 は 公設市場の 


關 する 議案 を 廻る 種々 の 事象 も、 事 は社會 事業に お 


あった。 始 

通牒 は、 時勢 

至りて は^ 

組合の 如き 

至れる やに 


に し て、 十 二月 四日 可決 を 見る 迄に 波满を 

め 彼の 世界 大戰 進行 中 物價の 昂騰 を 抑制 せんが 爲の 

の 推移に 伴 ひ、 今 や 却り て 高物價 政策 を 執らん とする 

ひ 之が 撤廢 に關し 運動 を爲す もの あるに 至った。 卽 

大擧 運動に 從 事し、 爲に旣 に 政府 は販賣 價袼の 協定 を 

傳 へらる。 か、 る 情勢なる に 方 リ、 神 戶巿は 公設市場 

が爲に 陳情せ りと 爲 し、 此 の 如き は 市內十 萬の 小賣業 

りと し て、 市 會に 於て 之に 關 して 質す 者 あ り、 然 れ ども 

性 K 上、 價 格の 協定 困難 なれば 除外 せらる ベ きを 陳情 


せる に 過ぎ す、 從 つて 次官 通牒の 褻 止 を 妨害す ベ き 立場に あるに あら す、 而 も 公設 


巿 * 問題 はか 、る 經緯を も 包含して 紛糾 を增 したる が 如くに 解せられ たので 5 

つた。 元來 公設市場の 新築 移轉 案の 提出せられ たる は 前期の 市 會なリ しも 、任ぶ 

満了の 爲め 審議未了に 終リ、 十月 十二 曰 新に 上程 せらる 、や、 質問 續 出し、 事態の 汾 

糾旣に 察すべ きものが あった。 蓋し 木 案 は 公設市場 經營の 可否、 存廢、 私設 市場と 

の關 係に つきても 論議せられ、 遂に 重大 案件と 化した ので ある。 

II 顏會 抑， 神戶 市が 公設市場 を 設置せ る は、 大正 七 年 八月の 所謂 米騒動の 起れ るに 端 を 

發 して 先づ三 公設市場 を 開き、 其 後 六 市場 を 增し、 同 十二 年 七月に は 舊須磨 T 方面 

に 四 市場 を 設けて 今に 及びし が、 偶， 兵 庳縣令 市場 取締 規則 第二 十 一條 及第 三十 三 

條 に牴觸 する 各 公設市場 改造の 耍 ありし を 以て、 此に 從來ー 市場 二十 房の 標準 を 

. 三十 房と 爲 さんが 爲め、 十一 市場 二百 七十 店舖 中、 八 市場に 於て 六十 七 店 誧を增 し * 

新に 灘區に 三十 房の 市場 を 設けん とした。 其 理由と する 所 は 現狀を 以てして ま 

公設市場の 發展 期し 難く、 且 つ 私設 市場 を 指導す る 機能 を發 揮し 得ざる 虞 ありと 

し、 遂に 從來の 如き 食料品の みならす、 雜貸 • 荒物 • 小間物 幷に 一 般 家庭の 曰 用品 • 化粧 

品 を も 販賣し 大いに 內容 を充實 せんとした のであった。 木 案の 委員 附託と なる 

. や、 調査 委員 は 大都市の 公設市場 を 調査 研究せ る 結果、 先 づ從來 公設市場 を缺 き、 叉 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  P 一一  ブ 

西 郎町饼 八 口の 際の 條 件に 墓き、 經費三 萬 六 百 餘圓を 以て 敷地 三百 二十 坪、 店舖 三十 

房の 公設市場 を 灘區に 新設し、 三宮， 宇治川. 西 須磨三 市場の 移轉 改築 を 認め、 三宫は 

. 十五 房、 宇治川 は 十二 房 を增設 して 何れも 三十 房と なし、 两须磨 は 四 房を增 して 三 

十四 房と 定め、 熊 內. 芦原 • 束 須磨 • 西 代 は 之 を 改築し、 熊 內はニ 十 房を增 して 四十 房と 

, し、 芦原 は 從來の 如く 三十 二 房、 束 須磨は 四 房を增 して 二十 六 房、 两代は 九 一お を增し 

て 三十 二 房と 定め、 尙長田 は 二 房を增 して 二十 九 房と し、 湊川 と共に 改造す る こと 

とし、 經費 三十 七 萬 七 千 二百 餘圓の 原案 をば 四十 四 萬 三千 八 百 餘圓に 增方修 I し 

たのであった。 

置の 公設 委員 會に 於け る此 決定に 對 し少數 意見 を 保留す る 者 は、 政府が 小賣^ ^の沒 落 

對 意見 i  g の 緩^ 方法 を 考究 中なる 辜、 幷 に 購買 利用 組合の 無税 を 以て 數十萬 圓を寳 上 

げ、 爲に 政府 は 之に も惱 みつ 、ある 旨 を 指摘し、 神戶 市中 特に 灘區に 於て は 昭和 四 

年 饼合當 時の 私設 市場 七 、店舗 百 九十 七、 附近 類似 店舗 百 九十 七を算 せし に、 今や 市 

場 十 一 箇所 四百 三十 八 店舖、 類似 店舗 七 百 じ 十を算 したれば、 人口の 埒加五 割なる 

こ對 し、 だ 場 店 舖は十 割、 類似 店 舖は實 に 三十 割 を 超 ゆるの 增加を 示す に 至りた^ 

f  、灘區 にあり て は 絕對に 公設市場の 必要なしと 飽く迄も 反 對の意 を 表した ので 


あった。 か、 る 市會に 於け る 反對は 明かに 當時  <ム， 私設 市場 關係 者の 對 M 的 立場 

| の 示威 運 を 反映せ る もの なれば、 此日是 等 關係者 は 或は 赤襻を 掛け、 或は 大旆を かざ し、 大擧 

して 市 廳舍內 外の 庭園に 集 屯 し、 中 に は 激勵演 說を爲 す あ り、 贊 否の 氣勢 を揚 げ、 薄 

慕の 迫る 頃より は 提燈高 張 行き交 ひて 物々 しき 光景 を呈 し、 市 會會 議場に ありて 

會 案の も 傍 聽席は 騒然たる ものが あった。 されば 議員 中に も 本案 上程 を 以て 池 面に 波 

澜を 5S す ものにして 考慮せ ざるべ からすと 爲す ありし が、 採 决 の 結果 少數 意見 は 

破 れ て、 委 員 會の附 せる 七條 件と 共に 可決 確定 を 見た。 蓋し 市政 上 近来の 大 問題 

であった。 

舰^ f 識絲 十二月 十八 日 東 山 病院 費 五 萬 三千 餘圓の 支出 を 可決せ し が、 元 來木 案を委 員 に 

附託せ る 所以 は、 病 院 事務に 關し內 容をも 調査す る 目的に 出で たる ものな りし を 

以 て、 委 員會は 根本的に 經營 方針 を 改革 し、 醫 員 の 自宅 開業 を禁 じ、 病 舍を增 改築す 

る ことな どの 條件 を附 し、 原案 經費を 削減して 可决 したので あった。 叉此日 建議 

せられた る 區會廢 止の 件 も 特記す ベ きものに し て、 曩 に 大正 六 年 十月 條例を 以て 

一 部 有財產 管理の 爲に 設置せ る 神 戶. 湊 西 兩區會 は 之 を廢止 し、 其 財產の 管理 處分 

は 新に 設置す る區 有財產 管理 委員に 於て 執行す る を適當 なりと いふに あった。 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 ， 下  TO:  二 尸 

卽ち此 建議 成立す る や、 其 廢 止に 關 して 兵庫縣 知事 及神戶 市長に 意見書 を 提出す 

る ことと 定 め、 議 長に 起草 を 一 任せる 意見書 を も 決定した C 抑、 區會 廢 止の 理. S と 

して 擧 げられ たる は、 區の 住民と 區の 財產と は、 今 や 其關係 甚だ 薄弱と なりたり と 

いふ を以 て、 主 なる 事由と 爲 すが 如くで ある。 惟 ふに 法律に より 市の 一部の 事務 

の爲に 特に 區會 を設 け、 區 會 をして 議決せ しむる は、 市 の 一 部た る區の 所有す る 財 

產 又は 營造 物の 性質 及 其 沿革 上、 直に 之 を 市の 財 產營造 物と 同様に 市 會の决 譏 を 

以て 處理 する 場 合、 不 都合 を 生す る 虞 ある を以 て、 暫 定 的に 專ら區 民の 意志に よる 

の 趣旨に 出で たる は 固より なる も、 區 の 現 狀に徵 する に、 區 會の選 擧權を 有する 區 

民 は、 最 早 沿革 上區の 財產營 造と 何等 關係 なき 新 移住者 多 數を占 め、 最 早 形式的に 

其區 民に のみ 管理 處分 權を認 むる の 必要な きに 至れり とて 之を廏 止せん と し： え 

に 區會の 存在す るが 爲に 徒らに 市 行政 上に 煩雑 を 来し、 殊に 區有 財產 をば 其區の 

教育 事業に 充 當處理 せしめん が爲に 設けた る區會 は、 大正 八年學 區の廢 止に より 

て 其 設置の 趣旨 も 自ら 消滅 し、 從 つて 其當時 旣に廢 止せら るべ き區會 を今尙 存置 

をる は 甚だ 解す ベ からざる もの なれ ば、 宜 しく 之 を廢止 し、 各 區の 利害 關係を 一 掃 

し、 よりて 以て 行政の 疣 一 を圖ぇ 一 面 市の 大事 業た る 山地 開發 事業の 進埗 にもお 


せんと 1 るに あった。 然しながら 之に 對 して 區會は 其廢 止に 反對 し、 兵 庫縣 知事 

に 陳情す る あり て、 未 だ遽に 决定を 見る に 至らざる も、 而 も 將來木 問. m はる す や 論 

議 せらる ベ き 情勢に あ リと謂 へ る。 

推 十二月 二十日 緊急 市會を 開きて、 市會 議長た る 勝 田 銀 次郞を 市長に 推薦 選擧を 

了した。 是 より 先 八月 十八 日 市長 詮衡 委員 總會を 開 き、 委 員 長に 勝 田 銀 次 郞を推 

. し、 小 委員 會 委員と して 松 » 兼 人 • 伊丹武 司. 中 野 文 門 由 林 周 五 郞. 西 川 莊三. 黑田 « 平. 

谷ロ庄 一. 吉川丑 太郞. 丸 岡 茂 吉. 山村 安平. 前 田 二 一  六. 松 岡 勝榮丄 田實. 大久保 直 次郞. 

,  勝 田 銀 次 郞. 三 木龜太 郞. 淸 島 甚 吉. 岸 謙 太 郞. 坪 田 賢 治の 十九 人 を 指名し、 同月 十九 3 

小委 員 會を開 き、 其 委員長と して 勝 田 銀次郞 を選擧 せる 旨 十月 十二 日 市會に 報告 

せら わた。 踵いで 十二月 四日に 至り 其詮衡 委員 會 設置 以來 五箇 

月を經 過せ る も 

報告に 接せざる を 質し、 今や 豫算 編成 期に 方 う、 其 技術 的 問題 は 憂 ふべき にあら す 

とする も、 精 祌 的に は 相當の 影響 あれ ば、 市 長 代理 助役の 任期満了 を 月餘の 1 に S 

ふるに 方う、 市長 詮衡に 先んじて 代理 助役 再選の 手續を 採るべく、 長期に S りて 市 

長を缺 員の ま、 と爲す は、 市民の 倚 託に 背くべし と 說く者 ありし も、 委員 は 之に 對 

. し具體 的に 報告す る ことなくして 了った。 かくて 此 緊急 市 會に 於て 爲 せる 委員 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  四 三 〇 

長 前 田 二 一  六の 報告に 據れ ば、 委 員會を 開く こと 前後 十四 囘、 愼 重 審議 を悉 したる 

^ 果、 巿 長と して 勝 田 銀 次郞を 推薦す る ことに 決定 し、 全 員 委員 會の 决定を も經た 

れば、 こ 、 に滿場 一 致の 推薦 を爲 すに 至れり と 言 ひ、 叉 人事行政の 改 革、 特 に 上級.^ 

員の 任免に 當 りて は、 市 會の意 向、 各 派 協調の 進 言 を 容 れ、 非 常時の 今日 吏員 一 同の 

不安 を 一掃 し 、市 政 事務に 精勵 ありた しとの 小委 員會の 希望に 對し、 同 候補 は 市民 

の 福利 增進は 人事行政に 重大なる 關係 ある を以 て、 若 し 市長に 就任す る 場合に は 

愼 重に 善 返す ベ く、 只 市長 は 現 市制に ありて は 甚だ 微力なる もの なれ ば、 市 會 の 援 

助 を 得 ざれば 到底 明朗なる 市政の 運用 は 之 を 期し 難 く、 希 く は 就任の 嘵には 各派 

の 援助 を 期待す と 言 へりとの 趣意 を も 併せ 報告せられ たのであった。 

I 田 市長 就 此 報告に 對 し、 中 に は 満場 一 致 を 以て 推薦し 得た る を 喜 び、 政 黨は 自治 體に 入る 

ベ からすとの 主張 を 持す るに 對 して は滿 腔の 期待 を 有すと 爲す者 あ り、 叉 一 身 上 

詮衡 委員 會の 意に 副 ふ 能 はすと して 謝絕 し、 委 員會は 一 先 づ之を 打 切りと なせる 

に拘ら す、 數 日 前 突如 一 會 派の 慫 慂に應 じて 受諾した りと 傳 ふる は 前途に 一 抹の 

不安 を 宿す も の、 饼 しながら 其悲壯 なる 決意 は 必すゃ 此の 如き 不安 を 一 掃す ベ く 

若し 祀 憂に 終らざる が 如き 場合 あらん か、 斷 乎と して 批判 を爲 す機會 あらんと 說 


く 者 もあった C 惟 ふに 前 市長 返 任 後 五箇 月 を經過 し、 其 間 市長 問題 を繞 りて S  ^- 

臆測 淘に 端倪す ベ からざる もの ありし に、 こ 、に 突如と して 滿場ー 致の 推薦 を 見、 

三人の 立會 人の 下に 行 へ る選擧 にも、 出席 五十 七 人中 白票 一 票、 有效 投票 五十六 票 

を 以て 當選 せる こと は實 に異數 とい ふべ きで あ リ、 市 政 上 喜ぶ ベ き 現象な りと せ 

られ たのであった。 かくて 勝 田 銀次郞 は其關 係せ る 各種の 事業 を 整理し 三十 一 

日 を 以て 就任した のであった。 

雌津 助役 退 昭和 九 年 一 月 十 曰 助役 梅津芳 三の 任期 滿 了して 返 任せし が、 同月 十九 曰 緊急 巿 

II 市長の 會に 於て 新 市長 勝 田 銀次郞 就任の 挨 接を爲 し、 前 市長 は 在職 前後 八 年に 亙り 幾多 

の 事業 を殘 したる も、 行政 上 何等 經驗 なき 身に して 此 重任 を 承け、 果して 期 身に 副 

. ふや 否や 自ら 危ぶむ、 唯 期す ると ころ は 明朗 公正、 金剛 不壤の 意志 を 以て 此 非常時 

に處 せんとす とて、 其 心境 を 披瀝して 後援 を 期待した のであった。 之より 先 前年 

I 翻 肺 fl 來引續 き 運動 を爲 せる 特別 市制 促進の 經過 にっき、 一 月 十八 日の 委員 會に對 し 報 

吿 ありし が、 是が實 施 促進に つきて 祌戶 巿會の 活動 を 起した る は、 實に 大正 九 年 二 

月 九 曰に あり、 爾來十 有 四 年、 六 大都市の 協同 戮カは 年を遂 ひて 力 を 強め、 昭和 八 年 

. 二月に は 衆議院に 於て 東京都 制 案の 通過 を 見、 爲に其 運動 は 拍車 を 加 へ、 其實現 愈， 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 

近き 將來 にあり-と 思惟せ し 

層 運動 を繼續 する ことと な つ 

運動の 經過 槪耍を 表示して 參 

めで ある C 

大正 九 年 二 月 九日 陳情書 提出の 建 ^ 


各說下  ^三 二 

むる に 至り， し が、 尙 此年 遂に 赏 現 を 見る を 得 す、 更 に 


左に 煩 を 厭 はす 祌戶 市役所 幕輯 の記錄 により 


考 とする C 蓋し 將來の 市政 上の 一大 問題た るが 爲 


七月 十 

同 


曰 

曰 


ヒ月 十七 日 委 員 


此 日の 祌 戶 市會に 於て 本 市 特^ 市 泡 

赏施 方に 關 し、 關 係各大 K 及 貴 衆兩院 

議員に 陳情書 提出の 建議 (建 議者勝 田 

銀 次郞外 二十 一 人、 贊成者 前 田 二 一  六 

外 九 入) を 市 會は滿 場 一 致 を 以て 可决 

した。 赏に該 運動の^ 矢で ある C 

陳 情 書發送 政府 當 局へ 右 陳情書 を 送附。 

、.  貴 衆， 兩院 議員に 對 し、^ 長 代理 乾 助役 

太 田 議長 連名 を以 て、 特 別 市制 制定に 

.  關し 盡瘁方 依頼 文を發 送。 

京 太 田 議長 以下 委員 八 人 上京 陳情。 


ヒ 


isn-^ 一月^ 日 意  見  書 

同  日 貴衆兩 院議 員 

二月 十三 日 委 員 上 京 

大正 十一 年 一 月 4 日 意見書 

二月 11 十 一 一 一 日 商 業 會 議 听 

； 三月 二日 委 員 上 京 
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此 日の. 神戶 市會に 於て、 特別 市制 實施 

に關 する 意見書 提出の 建議 を可决 し、 

卽日關 係當局 へ發 送。 

貴衆兩 院議 員に 對し櫻 井 市 長. 太 田 議 

長 連名 を 以て、 特別 市制 制定に 關し盡 

瘁方依 賴文發 送。  ， 

太田議 長. 人 見 委員長 以下 委員 一 同上 

京 陳 靑。 

意見書 を 提出。 

神戶 商業 會議所 森 田副會 頭よ リ櫻井 

市長に 宛て、 特別 市制 施行 促進に 關 y 

會議 所に 於て 委員長 福 原芳次 以下^ 

員 十四 人 を 設置した るに 付 供 與盡カ 

する 旨 通知し 來る。 

櫻 井 市 長. 勝 田 委 員 長. 委 員 六 人、 商 業 會 

四 三 三 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 


四 三 四 


所 西 川 副 會頭及 福 原 委員長 上京 陳 


大正 十二 年 一 月 二十日 

司  日 


三月 五日 

十一月 二十 五日 


意  見 

貴 衆兩院 


委 員 

第 一 囘 


上 

長 


大 正 十一 一一 年 十月 二十 四 日 第二 囘 議長 會議 


大正 十四 年 三 月 三 日 

四月 六日 


書 意見書 提出。 

員 貴衆兩 院議 員に 對 し、 石 橋 市 長. 勝 田 

長 連名 を以 て、 特 別 市制 制定に 關し盡 

瘁方依 賴文發 送。 

京 勝 田 議長 外 委員 七 人 上 京 C 

議 第一 囘 議長 會議を 京都市に 開催、 決 0 

「六 大都市 は 互に 協力して 速に 都 制の 

實現を 期 す」。 

第二 同 議長 會譲を 大阪市に 開 催、 特 別 

市制 實施 促進に つき 協 議 C 

意  見  書 意見書 提出。 

第三 囘 議長 會議 第三 囘 議長 會議を 神戶 市に 開 催、 特 別 

市制 實施 促進に つき 協議。 


九月 十七 日 臨時 議長 會議 


大正 十 W 年 二月 四日 

五月 十三 日 

昭和 二 年 二 月. ^日 

三月 四日 

三月 八日 


委 員 上 京 

第四囘 議長 會議 


委 員 

委 員 

臨時 i 


上 京 

上 京 

長 會 議 


四月 二十 一日 第五 囘 議長 
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臨時 議長 會議を 東京 市に 開催、 政府 當 

局幷 各政黨 木部 を 歴訪して 特別 市制 

にっき 凍靑。 

委員 四 人 上京 陳情。 

第四囘 議長 會議 を橫濱 市に 開 催、 持 别 

巿制實 施 促進に つき 協嚷。 

委員 六 人 上京 陳情。 

前 田 副議長 以下 委員 八 人 上京 陳情。 

臨時 議長 會議を 東京 市に 開催、 决議 「目 

下衆 議院に 於て 審議 中の 京都. 大阪. 神 

戶. 橫濱 • 名 古 星 五 都市の 特別 市制 案 は 

第五 十二 議會 中に 兩院の 可、 决を 希望 

す」。  . 

第五 囘 議長 會議を 名 古 屋巿に 開 催、 特 

別 市制 實施 促進に つき 協議。 

四 三 五 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  四 三 六 

六月 八日 臨時 議長 會 議 臨時 議長 會議を 束 京 市に 開催、^ 扣を 

始め 關係當 局へ 陳情。 

十月 二. K 日 臨時 議長 會議 臨時 議長 會議 をお 京 市に^ 催. 六大都 

市 市長 會議 と聯 合、 六 大都市々 會 

議長 連署の 上當 局へ 建 譲 書 を 提出。 

昭和 三年 四月 四日 第六囘 議長 會議 第六囘 議長 會議を 大阪市に 開 催、 决 議 

「速に 特別 市制の 制定 實施を 要望す」。 

十二月 五日 第七囘 議長 會議 第七囘 議長 會議を 京都市に 開 催、 决 ^ 

；  「特別 市制 案 を 第五 十六 議會に 必す提 

出せら れんこと を^む. lo 

昭和 四 年 三月 四日 委 員 上 京 前 田 副議長 • 委員 五 人 上京 陳情。 

三月 十三 日 ^ 員 上 京 太 田 議長. 前 田 副議長. 委員 六 人 上京 陳 

四月 四 日 第八囘 議長 會議 第八囘 議長 會議を 神戶 市に 開 催、 决 議 

「來 議會に 特別 市制 法律案 を 提出 せら 


九月 十七 日 意  見  書 

九月 十八 日 委 員 上 京 

九月 二十 二日 安達 內相來 神 

. 十一月 二十. K 日 臨時 議長 會議 

十二月 二十四日 大都市 制度 調査 會 

昭和 五 年 一月 土日 安達 內相 上洛 

一月 二十 二日 委 員 上 京 
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れんこと を 望む」 C 

意見書 提出 C 

大久保 副議長 及 委員 十 人 上京 陳情 C 

安達 內相來 神に 付、 縣會 議事堂に 於て 

黑瀨 市長. 丹 下 及 大久保 正副議長 各委 

員よ， 面談 谏 ffio 

臨時 議長 會議を 東京 市に 開 催、 决 議 「降 

別 市制 案 は 第五 十七 議會 に必す 提出 

せられん こと を 望む 」o 

大都市 制度 調査 會成 る (黑 瀨 市長 委員 

となる) 

安達 內相 上洛 中に 付、 京 .阪. 神 三 都 市議 

長 (大 久保 副議長 出 席) 面 會 陳 情。 

丹下議 長 .大 久 保副議 長. 委 員 十一 人 上 

京 陳情。 

四 三 七 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  四 三 八 

一月 二十 七日 •  ^ 聯合 協議 會 六 大都市々 長 • 市 會 議長 聯合 協 譲會を 

東京 市に 開 催、 大 都市 制度 調査 會 答申 

案に つき 協議。 

八月 七日 第九囘 議長 會議 第九囘 議長 會議 を橫濱 市に 開 催、 决 議 

「特別 市制 案 を 第五 十九 議會に 提出せ 

ら れんこと を 望む」 o 

九月 六日 gjj 聯合 協議 會 六 大都市々 長 • 市 會 議長 聯合 協議 會を 

.  東京 市 開 催、 大 都市 制度 調査 會 答申 案 

にっき 協議。 

十月 一 日 丹 下 議 長 丹 下市會 議長 大都市 制度 調査 會委員 

囑託。 • 

昭和 六 年 五 月 一一：^" 第十囘 議長 會議 六 大都市々 會 議長 會議を 名古屋 市に 

開催。 (特市 促進 外數 件) 

十 一 月+. 十一 ^ 第 十 一 囘 議長 會議 六 大都市々 會 議長 會議を 京都市に^ 

催。 (待 市 促進 決議) 


十 一 月 二十四日 

十二月 二十 一 日 


市長 

議長 


協  0 


昭和 七 年 五月 第 十一 ー囘 


五 日 

五月 十五 日 

八月 二十 七日 


九 月 


曰 


九月 五 日 


聯 合 


會 


<f  口 協 


十月 二十 一 日 共 同 事 
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會 東京 市に 於て 會議。 

會 六 大都市々 會 議長 會議を 東京 市に 開 

催。 (關係 代議士 招待 陳情) . 

長會議 六 大都市々 會 議長 會議を 大阪市に 開 

催。 (特市 促進 外 三 件) 

議 會 六 大都市々 會 議長 協議 會を 東京 市に 

開催。 

議 六 大都市々 會 議長 芝 公園 紅葉 館に 各 

市 選出 代議士 協議 會の件 協定。 

會 六 大都市々 會 議長 各市 選出 代議士と 

會合 協議 會を 東京 市に 開催す。 

六 大都市々 會 議長 東京 市に 會合 し、 大 

阪に 於て 決議した る 决議文 提出。 

所 六 大都市 特別 市制 促進 共同 事務所 を 

東京 市に 開設す。 

四 三 九 
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第 十三 囘 議長 會議 


聯合 協 


聯合 協議 會 


六 

、 

ひ 


六 


長 

る 


四 四 o 

大都市々 會 議長 會 議を祌 尸 市に n 

し、 特市 促進 決議 書 を 議決 し、 -何 内 務 

務官の 來神を 六 甲に 迎へ、 特 市に a 

て 凍 情 o 

月祌戶 市に 於け る • 會議 に 於て：^^ 


たる 決議 書 提出 _ 

都市 選出 代議士 

協議 會を朿 京 市 

戶巿會 特別 市制 

經過報 吿濟。 

大都市 聯合 運動 

上 京、 同 日 東京 會 

と 協議の 結果、 六 

ことに 盡カ方 を 

井樓に 各市 選出 


幹事と 各.^ 正^ぶ 

促進 委員 會へ以 


ヒ 


の 爲 め 市 長. 正 0  0 

館に 於て 代議士 幹 

十四 議會に 提案す 

依 賴 し、 同 夜 矢 ノ 倉 

代議士^ 貴族^^ 


十 一 月 二十 五日 

十二月 二十 二日 

昭和 八 年 一 月 十八 日 

一 月 二十 六日 


神 戶市史 笫ニ輯 


二月 二十日 委 員 上 京 

二月 二十日 議員 提出 東京 都 制 案 通過 

二月 一 一 十二 日 聯 合 協 議會 

二月 二十 一一 一日 聯 合 協 議會 

二 月 二十 七 日 聯合 協議 會 

三月 十四日 聯 合 協 議會 

三月 十五 日 聯 合 協 議會 
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* を 招待して、 提案に 關し 諒解 を 求め、 

尙 之に 就き 申 合 を爲す C 

本 市特市 委員 は 二十日 上 京、 各 選出 V 

議士 を 訪問 陳情す。 

東京都 制 案 衆 議 院を 通過。 

六 大都市 々 會 議 長. 市 長 各市 選出 K 議 

士. 貴 族院 幹事の 聯合 協議 會を 東京 會 

館に 開く C 

芝 紅葉 館に 於て 聯合 協議 會を 開き、 一一 

十 六. 七 日の 頃 貴族院に 於て 委員 附託 

となる 見込に 就き 對策を 協議す。 

六 大都市 聯合^ 議會を 開 き、 賁 族院则 

の 意見 を 聽き對 策 を講す C 

聯合 協議 會を 開き 打合せ をな す。 

一 同 衆議院 內燕樂 軒に 集合の 上、 特市 

四 四 一 
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三月 十六 日 聯 合 協 議會 

三月 十七 日 聯 八 口 協 議會 

三月 十八 日 聯 合 協 議會 

三月 十八 日 共同 事務所 

三月 二十日 聯 合 協 議會 


四 四 二 

委員長 濱田 代議 士. 島 田 總 務、 其 他院內 

幹部に 面會 陳情。 

一 同燕樂 軒に 集 合、 委 員 會の經 過に 就 

き 幹事 代議士の 報 吿を聽 く。 - 

燕樂 軒に 集 合、 當 時の 情報に 依れば 衆 

議院 委員 會は 未だ 決定す る に 至らす 

繼續 中な り、 一 般の 形勢 甚だ： 憂慮 せら 

る と。 

兩院 幹事 を 芝 紅葉 館に 招き 挨拶。 

六 大都市 特別 市制 促進 共同 * 務所閉 

鎖の 件 決定。 

一 同燕樂 軒に 集合 、衆議院に 於け る 小 

委員 會 審議の 經 過に 就き 幹事 代議士 

の 報 吿を受 く。 卽ち都 制. 案の 一 部修 

正に 就いて 政府 當 局と 安 協を遂 げ、 大 


三 月 二十 一 一 一 日 聯^ 協 
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體に 於て 同意 を 得。 衆議院 本 會議に 

報吿、 二十四日に 貴族院 へ 囘 付の 見込。 

會 一同 燕樂 軒に 集 合、 同 夜 丸の 內會 館に 

於て 各兩院 幹事 を 招き 協議 會を 開き、 

幹事 代議士より 報 吿を受 く。 委員 會 

一、 政府 は 木 案に 對 して 繼續 委員 會を 

設置す る こと。 

二 、本案 は繼續 委員 會に 付す ベ きも の 

と 認 む、 政 府は 宜しく 之に 同意す ベ し。 

右 は 遂に 政府の 同意す る處 とならす、 

二十四日の 木 會議に 於て 不成立 確定 

の 見込と なる。 大體に 於て 右の 通リ 

なる に 依り 一同 斷念 し、 運 動 を 打 切る 

ことと す。 

四 四 三 
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市 鹿 舍公會 锺 いで 二月 十日 巿會は 公會堂 建設に 關 する 建議 を可决 し、 多 年の 懸案 をば 一 擧 

堂 建設 資金 

積立金 にして 解決す るの 機運 を 作る に 至った。 抑， 公會堂 建設に つきて は旣に 大正 十一 

年 五月 石橋 市長 時代に 其 設計に 賞 を 懸けて 募 り、 同 十二 年 三月 當 選者 を决定 せし 

こと あ り、 昭 和 三年 黑瀨 市長 時代に も 綜合 市廳舍 建設 を計畫 する に 方 り、 市 會は公 

會堂 建設 案 を 可決せ る も、 而 も 年 を 經て實 現に 至らす して 止みし が、 世 界有數 の 港 

灣 都市と して 人口 八十 萬 を 有する 神戶巿 に、 市 民 大衆の 集會に 必要なる 公會 堂の 

設備 を缺く は、 啻 に 不便 不利なる に 止まら す、 外 客來 往の關 門た る 木 市の 體. 曲に 關 

し、 將 又 市民の 文化的 生活 上 遺憾と せら れ、 且 つ 近年 之 を 要望す るの 弊 漲 り、 舆 論 旣 

に 熟せる の觀 あり、 されば 建議者 は 公會堂 建設 計畫を 樹立して 速に 提案 あるべ し 

と爲 したので あった。 玆に 於て 理事 者 は 豫て其 必要 を 認めた る 綜合 巿廳舍 の 化 一. 

設計 畫 と共に 之が 計畫を 立案し、 先づ 二月 十六 日 を 以て 市 廳舍幷 公會堂 建設 資金 

積立金 を設 け、 其 規程 を 制定し 昭和 八 年度に は 四十 四 萬 圓を積 立つ る ことと して 

市會の 可决を 見た。 蓋し 其 資金 は 昭和 八 年 一月 神戶 市と 阪神 急行 電鐡 株式 會社 

との 契約に より 巿の受 くべ き 百 萬圓の 寄附 金 及 同年 三月 神戶 瓦斯 株式 會 社より 

の 納附金 二十 萬圓 を充當 せんとす るに あつたの である。 


是 より 先 二月 十日 世界的 港灣 たる 祌戶 港內の 交通 機 關は之 を 市營に 移すべし 

との 建議 可決 を 見し が、 此日 人事行政に 關し 市長 は 宜しく 廳內 K 擢主菴 こよりて 

氣設耍 望  . 

ノ^: を 登用 せらる ベ しとの 希望 ぁリ、 敎育部 新 g の 問題 も 超 リ、 理事 者 は 之 を 否定 

せる も、 此 質問 は 敎育部 新設の 要^ ある を 反映せ る ものであった。 尙 同月 十」、 日 

g 會議長 決 市會 議長の 選 擧を行 ひ、 五十 九 票 中 三十 二 票 を 以て 副議長 前 田 二 一  六當 選した。 

越えて 二月 二十 六日 昭和 七 年度 决算の 調査報告の 委員 會 希望 條項 中に、 市吏員 及 

本 市より 俸給 を受 くる 者 は 市內に 居住す べしとの 一 項 も ぁリ、 且つ 中央 卸賣 市場 

の 使用料 及手數 料の 豫算に 比して 少額なる に 對しー の 警告 も 含まれたり し が、 此 

絲^| 調 警告に 關聯 して 市制 第 四十 五條に 依る 特定の 市政 事務 調査 委員 十九 人 を 置き、 中 

央 卸 賣. 市 場 施設 業態 を 調査 せんとす る 緊急動議 成立し、 委員の 指名 せら 1 たる こ 

と は 注目すべき であった。 

tin  . 尙此 二月 十六 日に は 昭和 九 年度 各經 濟豫算 案の 上程 ぁク、 蓋し 新 市長 最初の 豫 

算 編成 は、 就任 日尙淺 く、 爲に旣 定計畫 を 踏襲し、 法令 上幷に 自然 增加 による 經費 を 

計上せ るの みと 說 明せられ たれ ど、 賞罰 を 明かに し、 吏員 以下の 待遇 を 改善して 活 

. 動 源泉 を 培養し、 不況に 惱む 市民 をして 活達 明朗なら しむる 爲め 施設に 留意し、 人 

第二 章 市政 機關の 沿革  四 四^, 
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頭 税に關 する もの は廢税 若しくは 滅税を 期 し、 姑 息 不明なる 豫算 編成 を廢 し、 足 ，い 

ざる を 足らす と し、 擔 税カを 考察して 之 を 增税に 求めたり との 率直 明朗なる 方針 

は、 期 待 を 裏切らざる ものと せら れ、 三 月 一 日 委員 附託と なり 同月 二十 八日 多少の 

修正 を 試みし のみに て、 豫 算案 を可决 したので あった C 

處務 規程の 比くて 祌戶 市處務 規程 も 改正せられ たれ ば、 三 月 三十日 訓令 第五 號を 以て 之 を 

改正 

布 吿 し、 四 月 一日よ り 實施 する ことと なった。 卽ち 之に より て- 從 來祕書 課に 屬せ 

る觀光 事務 は 之 を 新に 設けた る 觀光課 をして 所管せ しめたれ ば、 局 課 はこ、 に 至 

りて 祕 書. 觀 光. 文 書. 財 務.經 理嗇 計 会 繕. 敎 育. 衞 生. 商 ェ. 社 會. 水 道の 十二 課の 外に、 土木 

部 及 電氣局 を 置き、 土木 部は庶 務. 土 木 • 港 灣. 都 市 計 畫の四 課に 分 ち、 電 氣局は 新に 人 

事 課を設 け、 庶 務. 經 理嗇 計. 運 轍 土 務会 業 ま 氣各 課と 電氣 試驗 所の 一 所 八 課と 爲し 

たのであった。 而 して 市長 年俸 は 一 萬 六千圓 より ニ萬圓 に、 上席 助役 は 六 千 七 百 

圓ょり 八 千 五百圓 に、 次 席 助役 は 四千 九 百 五十 圓 より 五 千 五百圓 に、 收 入 役 は 二 千 

七百圓 よ， CS  二 千 九百圓 に、 副 收入役 は 二 千 三百 圓 より 二 千 五百圓 となり、 有給 吏員 

名譽 職員 費 給料 額幷其 支給 規程 も 改正せられ、 名譽 職員 費用 辨償 規程 も 改正 せられて、 其手當 

用辨賞 規程 

改正  は市會 議長 千 八 百 圓、 同 副議長 千 五 百 圓、 名 譽職參 事 會員千 四百 圓、 市 會 議員 千 二百 


圓 とな リ、 三 箇年繼 鑌の市 史繽輯 の 編纂 事業 も 定まうて、 勝 田 新 市長の 施政の 第 一 

步に 入った のであった。 

If 絵の 尙 昭和 八 年末に 於け る 市吏員 は 千 九 百 二十 人に して、 此中區 の 吏員 五 百 二人 あ 

うき ノに五 千 四百 五十 七 人を算 し、 其 取扱 文書 は 前年よ リニ 十二 萬 件を增 して 二 

百 七十 萬 件に 垂ん とし、 之 を 大正 八 年に 比すれば 吏員 も 取扱 文書 も 共に 約 三咅せ 

る を 見る、 若し 夫れ 人口. 財政 其 他の 方面よう 仔細に 之を觀 察せば、 神戶 市の 發展の 

實蹟歷 々たる もの あるべ く、 市政 機關の 構成 及 其 運用 は複雜 多岐と なリ、 將來 愈ノ活 

潑 なる 活動 を 致し 、市勢の 發展叉 期して 待つべき もの あらんと する 現狀 こ. ある。 

終りに 大正 八 年度 乃至 昭和 八 年度の 市會 議長 • 同 副議長. 巿參事 會員. 市會 議員 幷 

に 市の 常設 委員 を 左に 表示す る。 

si 議 .  一、 市會 正副議長  ， 

大正 六 年 五月七日 當選  巿會 議長 太 田 保太郎 • 

同.  同 副議長 丹 波 助次郞 
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大正 十 年 五月 六日  I  市會 議長 

同  同 副議長 

大正 十四 年 五月 六日  ，  市會 議長 

同  同日 辭職  同 副議長 

同  改選  同 

昭和 四 年 五月 六日  市會 議長 

同  同 副議長 

昭和 八 年 五月 八日 昭和 八 年 十二月 サ日辭 任 市會 議長 

同  t も .  同 副議長 

昭和 九 年 二月 十六 日  市會 議長 
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四 五 〇 


大正 六 年 四月 廿 五一 大正 十 年 四月 廿四 

曰赏選 


大正 八 年 三月 サ五 

日補缺 

同 


曰滿 了 

同 

大正 八 年 七月 廿九 

日 失格 

大正 八 年 六月 廿八 

日辭任 

大正 七 年 三月 二日 

死亡 

大正 十 年 四月 廿四 

日滿了 

同 

大正 十 年 三月 十九 

日 死亡 

大正 十 年 四月 廿四 

日滿了 

大正 九 年 五月 廿八 

日 死亡 

大正 十 年 四月 サ四 

日滿了 

同 


福 井 捨ー 

丹 下 良太郞 

西 田 富 三 郞 

丹 羽 豊之助 

村 田榮ー 

吉田利 助 

白 崎 閏 I 

前 田 二 一  六 

田 井 與之助 

下 村 才次郞 

柴 田友藏 

鷲 塚 淸 

畑 田 寅 之 介 

西 見 芳 宏 

富 永 三 四郞 

田 島 唯 三 郞 


大正 八 年 八月 八日 

補缺 

大正 九 年 七月 サ四 

日補缺 


大正 九 年 七月 廿三 

曰增員 • 

大正 九 年 八月 五日 

當選 


日？： お 選 


大正 十 年 四月 廿四 

日滿了 

同 


大正 十 年 四月 サ六 一大 正 十四 年 四月 廿 

四日 滿了 


大正 十 一 年 六月 十 

六日 死亡 

大正 十 1： 年 四月 サ 

四日 滿了 

同 


ニー  水 島 重 吉 | 

上 西 龜之助 

有 村 丈次郞 

有 坂忠平 

二 賴廣正 之 助 

一一 一武 井 悌四郞 

一一 一 高木 陸雜 

太 田 保太郞 

森 木 淸 

勝 田 ぁ 免 

上 西 龜之助 

福 原芳次 

佐 伯 俊太郞 

西 木茂吉 

曾 根 忠兵衞 一 


大正 十 年 四月 廿六 大正 十四 年 四月 廿 

日？： お 選  四日 滿了 


同 


同 


同 

大正 十二 年 九月 十 

三日 辭任 

大正 十四 年 四月 廿 

四日 滿了 

同 

同 


木 下 勢 三 

柳 川 眞榮 

小 曾 根貞松 

岸 木 孝太郞 

澤野定 七 

澤田龜 之 助 

石 川 茂兵衞 

草 鹿 甲子 太郞 

有 坂忠平 

中 山 理 

一一 富 永 三 四郞 

西川莊 三 

一一 福 井 捨 一 

水 島重吉 

丹 下 良太郞 


大正 十 年 四月 廿六 大正 十四 年 四月 サ 


曰當選 

同年 同月 サ 五 日當 

選 . 

同 


四日 滿了 

同 


紀 谷 彌 吉 

I 一中 村 五兵衛 

平 木 德治郞 

一一 赤 尾 福 松 

新 原 次太郞 

周 藤 正 之 

一福 永 嘉 吉 

一 南 陽 ニ^ 

；國 金平 

一一 志 賀 藤 吉 

中 迫恂逸 

中 亥歲男 

細見 慶吉 

一 一 西 田 富 三 郞 

一 一 西 村 正 次 

一 宅 右 


笫ニ章 市政 機關の 沿革 


四 五 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


四 五 二 


大正 十 年 四月 廿 五一 大正 十四 年 四月 廿 

四日 滿了 


曰 當選 


大正 十 

五日 補缺 


大正 十四 年 四月 廿 

六日 當選 


同 

大正 十 一 年 七月 十 

六日 死亡 

大正 十四 年 四月 廿 

四日 滿了 


同 

大正 十二 年 一 月 五 

日辭任 

一年 五月 廿 I 大正 十四 年 四月 廿 

四日 滿了 

同 


昭和 四 年 四月 廿四 

日滿了 


一一 一白 崎 閏藏 

三 淺井音 一 郞 

1ー一 田 島 唯 三 郞 

一 11 中 村 廣 吉 

一一 一 山 下 豐 三 

一一 ー稻 田 春 治 

一一 一前 田 二 一  六 

さ 高 田 博 之 

w 稻 垣 信 三 

一一 一中 ネ國. K 5 

M 島 田 龜太郞 

一 援並充 造 

一一 一大 越兵藏 

一一 一大 久保 直次郞 


柴 田 


吉 


大正 十四 年 四月 廿 

六日 當選 

同 


大正 十四 年 五月 六 

日 議長 


昭和 e: 年 四 月：^ 四 

日滿了 

同 


同 

同 

昭和 六 年 一 月卅 一 

日 死亡 

眧 和 四 年 四月サ 四 

OS 了 

同 


小 泉 長 造 

阿部 和 七 

阿江 丄 

中 亥歲男 

一森 木 六 兵衞 

丹 下 良太郞 

西 川 ^ 三 

木 下 勢 三 

辻 村 芳； 太 郞 

西 田 富 三 郞 

太 田 保太郞 

山 木 平三郞 

藤 井末吉 

淺井音  一 ^ 

平 木 德治郞 


大正 十四 年 四月 廿 


问 


同年 同月 廿 五日 當 

3? 


昭和 四 年 四月 4= 四 

日 滿了 

同 


高 田 

福 永 

井 口 

津 田 

豆 谷 

宮 木 

HT す 


博 之 

嘉 吉 

良 一 

太 郞 

大 吉 

霣 一 


畑 田 寅 之 介 

岡 村 勇 造 

大前 光太郎 

今 西 定 吉 

京 橋 繁藏 

兼吉 籐兵衞 

援並充 造 

梅 野 澄太郞 

柚 久保虎 市 


大正 十四 年 四月 廿 

五 日當選 

同 

同 


昭和 四 年 四月 サ四 

曰滿 了 


同 


昭和 四 年 三月 死亡 

昭和 四 年 四月 サ四 

曰 滞 了 


同 


昭和 三年 一 月 十四 

日 死亡 

昭和 四 年 四月 廿四 

曰 滞 了 


丹 波敬藏 

竹 田 龍太郞 

飛 田 信 

西 村 正 次 

法 橋 信 治 

岡 野 實太郞 

田 代 伊之助 

井澤 千代 松 

坪 內駒平 

勝 田 餅 次 負 

加 籐惣七 

一紀 谷 彌 吉 _ 

大越 兵お 

酒 井 条太郞 

山 平 久太郞 


第二 章 市政 機關の 沿革 


四 五 三 


钟 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 


四 五 四 


大正 十四 年 四月 廿 

五 日當選 

同 


同 

同 


昭和 四 年 四月 廿四 

日滿了 


同 

问 

同 


普 通 選 舉法實 施 


上田 實 

新 原 次太郞 

前 田 ニー  六 

名 村房吉 

松 浦 丹 平 

船 引 信 示 

河 本 政 之 助 

稻垣信 三 

池 田 凉ー郞 

川 崎 萬次郞 

法橋廣 三 郞 

大久保 直次郞 

加 藤 淸， 太 郞 


眧和四 年 EL 月廿六 

一 曰當選 


昭和 六 年 六月 四日 

迄 在任 


靑柿善 一郎 


昭和 四 年 四月 廿六 

曰當選 

同 

同 


昭和 八 年 w 月サ W 

日 滿了 

同 


昭和 五 年 二月 サ三 

日 死亡 

1? 和 八 年 四月 サ四 

日滿了 

同 

昭和 七 年 八月 十六 

日 死亡 

昭和 八 年 四月 廿四 

日滿了 

昭和 六 年 六月 一 日 

死亡 

昭和 八 年 四月 サ四 

日 茏 了 


村 上 喜兵衞 

松 淨兼人 

森 脇甚ー 

永 江 一夫 

井口 良 一 

西 村 乙 三 

谷 口 毒 治 

樋 ロ要吉 

福 永 嘉 吉 

加 藤 淸太郞 

谷 ロ庄ー 

小 林傳ー 

丹 下， 良太郞 

細見 達藏 

宫木莨 一 

森 重太郞 


昭和 四 年 四月 廿六 


同 

同 


昭和 八 年 四月 廿四 

日滿了 


同 


眧 和 五 年 五月 十九 

日 死亡 

昭和 六 年 八月 卅 一 

日 死亡 

昭和 八 年 四月 廿四 

日滿了 


眧 和 五 年 二月 廿五 

日 失格 

昭和 八 年 四月 廿四 

日滿了 


西川莊 三 

藤 村 和 夫 

伊藤 貞五郞 

加 籐惣七 

小 坂道 夫 

前 田 ニー  六 

松 本義 二 郞 

松 島 眞藏 

田 代 伊之助， 

大坪 横太郞 

飛 田 信 

岡 木大六 

安國幸 左衞門 

中島 正 一 

あ 木&三 良 


昭和 四 年 四月 廿六 

日 當選 


同 


昭和 八 年 四月 サ四 

日滿了 

同 

同 


都筑 得太郞 

谷 木 負 次 

重 成 千代 吉 

三 木 三 郞 

坪 田 賢 治 

田 良 一 

原 惇ー郞 

中 山 孝太郞 

池 田 凉ー郞 

上田 實 

中亥歲 

西 田 富 三 郞 

栗 林政 吉 

丸 岡茂吉 


第二. 章 市政 機關の 沿革 


四 五 五 


InJ      |nj 三昭 日 ^    jpj  |rO 
日和 補 和 
同 六缺五 


神 戶巿史 笫ニ輯 本 編 各說 下 


i= 和 四 年 四月 廿六 

お 選 


0 


同 

同 


昭和 八 年 四月 廿四 

日滿了 


同 

同 

同 

同 

同 


山村 安平 

鈴 木 許次郞 

淸 島甚吉 

法 橋廣三 郞 

安藤 眞ー 

白 川 一夫 

今 西 定吉 

大久保 直次郞 

後藤 仲 一 郞 

吉川 丑太郞 

r7  ^  一良 

八 木 佐 太 治 

濱野 卓爾郞 

小 杉重昌 

金 光 邦 三 

大木 甚吉 


四 五六 


昭 和 八 年 n 月 サ四 

日滿了 


同 


昭和 八 年 十二月 サ 

日 市長？ お 選 -I ヨリ 

辭任 


昭和 九 年 三月 十二 

日 失格 


n 笠 i〉 

平 松 市太郞 

丙 川 直太郞 

瀨戶 本靜磨 

福 森 庄太郞 

M 谷 大 吉 

船 引 信 示 

田 林 周 五郎 

瀨戶 木靜磨 

勝 P 杀 1 つ .B 

田 中 太兵衞 

大路 信 一 

丸 岡 茂吉 

松 澤兼人 

飛 田 に 


昭 和 四 年 1： 月 4= 六 

曰 當^. 1 


年 五月 廿 

年 十 一 月 十 


I  口和 八 年 四月 廿六 

； 1!赏 選 


2 


昭和 八 年 四月 廿六 

日當選 


同 


同 


同 


岸 謙太郞 

吉田条 一 

梶 辨太郞 

八 木 佐 太 治 

後藤 仲 一 郞 

中島 正 一 

永 江 一夫 

重 成 千代 吉 

淸 島甚吉 

西川莊 三 

ラ 4 一良 

藤 村 和 夫 

上 山 林吉 

吉川 丑太郞 

竹 田延逸 

山村 安平 


ip 和 八 年 四月 廿六 

日 $i 選 

同 


大越 兵藏 

三 木 龜太郞 

^  良 一 

伊藤 貞五郞 

平 松 市太郞 

高 砂籐吉 

上田 實 

山 下 文 太 

福 森 庄太郞 

坪 田 賢 治 

手納幸 一郎 

中 野 文 門 

前 田 ニー  六 

花房 健 

岩 崎 勝三郞 


第二-章 市政 機關の 沿革 


四 五 七 


同 

當大 

選 正 

年 

五 

月 

し 

曰 

辭大 

九 

午, 

月 

十 

曰 

不 ^ 

Wf- 

に 

田 

銀 

關 

次 

藏 

郞 

同 

^大 

選 正 

年 

五 

月 

七 

曰 

A 

小 

見 

せ 

米 

根 

次 

M 

郞 

松 

神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 


四 五八 


昭和 八 年 四月 廿六 

日？； ^ 

同 


細見 達藏 

谷 口 壽 治 

大西卯 之 介 

金 光邦 三 

法 橋 廣三郞 

谷 ロ庄ー 

白 川 一夫 

池 田 凉ー郞 

谷 木 負 次 

黑田 « 平 


昭和 八 年 四月 廿六 


同 

同 

同 

问 


小 畑 萬吉郞 

岡 田 耕 一 

大坪 梳太郞 

森 政 雄 

村上蕃 

大久保 直次郞 

川 崎 濱太郞 

# 丹武司 

岡 田定信 

山 口 敬 一 


名譽 職市參 

事 會員表 


名譽 穢 市 參事會 員 


大正 六 年 五月七日 

ゆ 3 選 


大正 九 年 二月 二日 

補缺 

大正 十 年 五月 六日 

當選 

同 

司 


同 

大正 十二 年 九月 十 

五日 補缺 

大正 十四 年 五月 六 

日赏選 


大正 十二 年 九月 十 

三 日 退 饞 


宗 國 金平 

中 山 理 

西 木茂吉 

西 田 富 三 郞 

曾根忠 兵 衞 

岸 本 孝太郞 

富 永 三 四郞 

中 亥歲男 

稻田春 治 

澤野定 七 

丹 下 良太郞 

紀 谷 彌 吉 

畑 田 寅 之 介 

新 原 次太郞 

福 永 嘉 吉 

稻垣信 三 


昭和 四 年 五月 六日 

赏選 


同 

昭和 四 年 九月 十四 

日 九 人增員 


同 

同 

昭和 六 年 六月 四日 

當選 


靑柿善 1 郞 

西 田 富三郞 

加 藤惣七 

上田 實 

西川莊 三 

飛 田 信 

安國幸 左衞門 

大越 兵藏 

中 山 孝太郞 

原 惇ー郞 

池 田 凉ー郞 

福 永 嘉 吉 

法 橋廣三 郞 

伊藤 貞五郞 

西 川 直太郞 

前 田 ニー  六 


第二 章 市 玫锼關 の 沿革 


四 五 九 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  四 六 〇 


當昭 
選 和 

/V 

年 
五 

月 
八 
曰 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

常昭 
選 和 

-レ 
ノ、 

年 

月 
四 
曰 

上 
山 

林 

士 

森 

WSJ 
甚 

谷 

庄 

藤 
村 

和 
夫 

八 

木 
佐 
太 
治 

白 
川 

夫 

谷 
木 

M 
次 

森 

直 
太 
郞 

飛 
田 

信 

後 

m 
仲 

郞 

山 
村 

安 
平 

大 
坪 

太 
郞 

曰 

笠 

加 

藤 
淸 
太 
郞 

木 
郞 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

佃 

良 

伊 

* 
M 
五 
郞 

大 
久 
保 
直 
次 
郞 

飛 
田 

信 

山 
村 

安 
平 

大 
坪 
ネ具 
太 
郞 

坪 
田 

賢 
クム 

淸 

島 

士 

平 
松 
市 
太 
郞 

松 
岡 

勝 

榮 

丸 
岡 

茂 

士 

法 

廣 
郞 

川 

崎 

濱 
太 
郞 

大 
越 

丘 

藏 

區有 財產管 

理 委員 表 


四、 區 有財產 管理 委員 


葺 合 區 


葺合區 有財產 管理 委 員 

當選 年月日 

大正 四 年 十二月 七日 

同 

大正 六 年 五月 十七 日 

大正 九 年 二月 二日 

大正 十 年 五月 六日 

大正 十 年 十 一 月 十二 日 

同 

大正 十三 年 三月 廿 九日 

大正 十四 年 五月 十三 日 

大正 十四 年 十 一 月廿 八日 

同 

S? 和 四 年 九月 十四日 


返 職 年月日 

大 i 六 年 五月 十七 日 

大^ 九 年 二月 二日 再選 

大正ん 年 十二月 六日 

大正 十 年 五月 六日 

大正 十三 年 三月 廿 八日 

大正 十四 年 五月 五日 

大正 十四 年 十 一 月廿 七日 

同 

昭和 四 年 十月 七日 

昭和 四 年 九月 十三 日 


昭和 八 年 八月 六日 


備 考 

市會 議員 

市 公民 

市會 議員 

市 公 民 

市會 議員 

市 公民 

同 

市會 議員 

市 公民 

市會 議員 


氏 名 

山 木將雄 

山 口 善兵衞 

三 宅籐市 

山 口 善兵衞 

中 迫 向 逸 

植田 一郎 

三 宅籐市 

山 口 善 兵 衞 

飛 田  信 

中 迫 生 一 

中 村德藏 

中島 正 一 
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四 六 


神 

戶 
區 


神 戶巿史 笫ニ輯 本 編 各說 下 


昭和 四 年 九月 十四日 

昭和 五 年 十月 八日 

同 

昭和 八 年 八月 七日 

祌戶區 有財產 管理 委員 

大正 四 年 十二月 七日 

大正 六 年 五月 十七 日 

大正 八 年 十月 卄七 HI 捕缺 

大正 九 年 二月 二日 

同 

同 

大正 十 年 五月 六日 

大正 十 年 十 一月 十二 日 


現 

同 


任 


大正 六 年 五月 十七 日 

大正 九 年 二月 二日 

大正 八 年 五月 廿 六日 

大正 九 年 二月 二日 

大正 九 年 十二月 十 一 日 

大正 九 年 二月 一 日 

昭和 四 年 九月 

同 

大正 十四 年 五月 十三 日 再選 

區會 議員 改選 ノ爲返 職 


市 公民 

市會 議員 


市會 議員 

市 公 民 

市會 議員 

市 公 民 

同 

^會 議員 

區會 議員 


四 六 二 

小 泉 長 造 

山ロ菩 兵 衞 

居 出 友次郞 

重 成 千代 吉 


曰 

武 


井 

木 


山 • 

村 ノ 

內 


拔七郞 

竹九郞 

三 治 

保 藏 

甚 一 

保 藏 

甚 一 

籐 藏 

# 三 

r ケ 


岡 . 

大正 十 一 年 四月 十二 日 

同 

大正 十三 年 三月 廿 九日 

大正 十五 年 三月 サ 二日 


昭和 五 年 十月 八日 

同 

眧 和 四 年 九月 

同 

同 


大正 十四 年 十二月 サ 二日 


昭和 五 年 十月 八日 再選 


昭和 七 年 一 月卅日 死亡 

昭和 八 年 八月 七日 

昭和 八 年 九月 十三 日 

昭和 七 年 十二月 十七 日 死亡 

昭和 六 年 十 一 月 


同 

同 う.： 

同 

市會 議員 

市 公 民 

同 


永 

潸 

增 


匕 匕 

ム B 


田 

內 

上 

す 


良 介 

傳 次 

千 尋 

良 介 

傳 次 

保 藏 

甚 一 

良 介 

A 平 

淸 
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田庄市 

登 定 吉 

吉川 a 太郞 

木 下 勢 三 

法 橋 信 治 

近 藤 健 一 

四 六 三 


湊 
西 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


昭和 八 年 二月 七日 

同 

昭和 八 年 八月 七日 

湊西區 有財產 管理 委員 

大正 四 年 十二月 七日 

同 

大正 六 年 五月 十二 日 

大正 九 年 二月 二日 

同 

大正 十 年 五月 六日 

大正 十 年 六月 十四日 補缺 

大正 十 年 十 一 月 十二 日 


現 

同 


任 


大正 六 年 五月 十七 日 

大正 九 年 二月 二日 

同 

大正 十 年 五月 六日 

大正 十三 年 三月 二十 九日 再選 

昭和 四 年 四月 廿 二日 死亡 

大正 十二 年 十二月 廿 六日 死亡 

大正 十三 年 三月 二十 九日 再選 

昭和 四 年 九月 十七 日 

大正 十 年 五月七日 

大正 十四 年 四月 廿 四日 

區會 議員 改選 -1 付返轔 


區會 I 

市 公 

同 


市會鐘 

市 公 

同 

市會 1 

市 公 

市會！ i 

同 ， 

區會 i 


；員 

貪 


盲； 

民 


；員 

民 


員 

員 


四 六 四 

杉 野菊 次 

馬 淵 利 之 助 

太 田嘉ー 

西川莊 三 


粟田 駒吉 

生 田 元 七 

水 渡 甚左衞 門 

井上 忠 兵 衞 

石 川 茂兵衞 

山西彌 三兵衞 

田 中 利三郞 

馬 島 直 平 

齋藤正 之 

澤田龜 之 助 

上田 實 


同 

大正 十 一 年 四月 十二 日 

同 

大正 十三 年 三月 廿 九日 

大正 十三 年 十二月 十六 日捕缺 

大正 十四 年 五月 十三 日 

大正 十五 年 三月 廿 二日 

同 

昭和 四 年 九月 十四日 

同 

昭和 五 年 十月 八日 

同 
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大正 十五 年 三月 廿 二日 

大正 十四 年 十二月 廿 二日 

同 

昭和 四 年 九月 十七 日 

大正 十五 年 三月 廿 二日 

昭和 四 年 九月 十三 日 

昭和 五 年 十月 八日 

同 

昭和 八 年 八月 七日 

昭和 八 年 九月 十三 日 

同 

現 任 

同 


同 

同 

市會 議員 

區會 議員 

同 

市會 議員 

市 公民 

區會 議員 

同 


4y  nn IB: に KL 

肓 日 ,0  T\  5 

牧野 榮介 

鷲 塚 淸 

す Bd ム E〃  太 6^ 

尾 伴 助 

村 新太郞 

村謙藏 

塚 淸 

本 佐太郞 

木 喜之巿 

藤本 助三郞 

一井 平治郞 

武川芳 一 

根津 直次郞 

兼 松靜行 

高井武 兵 衞 

四 六 五 


宫 

匕 

中 


山 

靑 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

昭和 五 年 十月 八日  現 任 

昭和 八 年 八月 七日  同 


區會 議員 

市會 議員 


四 六 六 

岩 井 長 平 

福 森 庄太郞 


市區改 調 

査 委員 i 


五、 市區 改正 調査 委員 


大正 六 年 五月 十七 日壢 

同 


同 

同 


大正 八 年 四月 一 日 赏該條 例廢止 

一一 ョ リ暧職 


同 

同 


同 


同 


巿 參事會 

員 

同 

巿會 議員 

司 

同 

同 

同 


小 會根貞 松 

中 山 理 

人 見 米次郞 

富士 市松 

0V  feL 111 p 

个 ra£  .ts1  一  二. HIJ 

今 井巿蔵 

下 村 才次郞 

西 村 德三郞 

福 原芳 次 

植 田ー郞 

澤野定 七 

柴 仁 三 郞 


市街地 建築 

物 法に 依る 

補 俊 審査 委 

員 表 


同 

大正 七 年 二月 六日 捕 缺選舉 

同 

大正 七 年 七月 十五 日 同 


同 

同 


同 

市 公民 中 選 

舉權 ヲ有ス 

ル モノ 

同 

同 


六、 市街地 建築物 法 11 依 ル稀償 審査 委員 


大正 九 年 十二月 十 一 日當選 

同 

大正 十 年 五月 六日 同 

同 

同 

大正 十四 年 五月 十三 日 司 


富士 市松 

券 ョ 艮 K- 

入江 孝次郞 

鷲 塚 淸 

福 原芳次 

中 村 國太郞 

南 陽ニ郞 

水 島重吉 

岡 野 實太郞 


大正 十四 年 五月 十三 日 同 

昭和 四 年 五月 六日 同 

同  * 

昭和 六 年 六月 四日 補 缺當選 

昭和 八 年 五月 八日 當選 


畑 田 寅 之 介 

奥 村忠吉 

田 村子吉 

大前 光太郎 

本 多 一太郎 
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河 木 政 之 助 

岡 村勇藏 

吉川 丑 太郞 

濱野 卓爾郞 

大坪 撗太郞 

松 島眞藏 

佃 良 一 

森 政 雄 

四 六 七 


都市 計畫兵 

庫 地方 委員 

會 委員 表 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

昭和 八 年 五月 八日 當選  岡 田 耕 

同  吉田条 


同 


七、 都市 計 畫兵庫 地方 委員 會 委員 


大正 十 年 五月 六日 當選 

大正 十四 年 五月 十三 日赏選 

同 


上 西 龜之助 

細見 慶吉 

白 崎 潤 蔵 

丹 F 良太郞 

福 永 嘉 吉 

有 坂忠平 

紀 谷 彌 吉 

赤 尾 福 松 

大前 光太郎 

京 橋繁藏 

山 平 久太郞 

松 岡勝榮 


大正 十四 年 五月 十三 日^ 選 

昭和 四 年 五月 九日 當選 

同 


四 六 八 

村 上 


蕃 


船 引 信 示 

田 代 伊之助 

两村正 TV 

小 泉 長 造 

上田 

大久保 直次郞 

谷 ロ庄ー 

宮本貫 一 

田 代 伊之助 

三 木 三 郞 

大越兵 蔵 

丸 岡茂吉 


表 


昭和 四 年 五月 九日 赏選 

同 


同 

昭和 六 年 十月 十九 日 捕 缺常選 

同 

昭和 八 年 五月 八日 當選 

同 


今 西 定 吉 

後藤 仲 一郎 

八 木 佐 太 治 

小 杉重昌 

金 光邦 三 

重 成 千代 吉 

山地 四郞 

西川莊 三 

白 川 一夫 


入、 市學務 委員 


大正 六 年 五月 十七 日 補缺ー 


昭和 八 年 五月 八日 當選 

同 


大正 九 年 二月 二日 退任 

大正 十 年 四月 廿 六日 滿了 

同 

大正 六 年 九月 廿 八日 當選  大正 九 年 十 一 月サ 一 日 死亡 
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同 

间 


市參 * 會 

員 

同 * 

市會 議員 

同 

市 公民 


田 中 太 兵 衞 

黑田覺 平 

中島 正 一 

谷 ロ壽治 

岩 崎 勝 三 郞 

吉川 a 太郞 

岡 田定信 

岸 謙. 太郞 


村 上關藏 

西 見芳宏 

尾 上米 太郞 

長 田淸曹 

四 六 九 


同 員 市 市 員 市 市 同 

秦公 蠢公 

會民 苜民 


同 同 同 


神 戶市史 第二 辑 

大正 六 年 七月 七日 當選 

同 

同 

大正 六 年 六月 十 一 日 任命 


本 編 各說 下 

大正 九 年 一 月 十六 日 死亡 

大正 十 年 七月 六日 滿了 

同 

大正 十 年 七月 廿 二日 退任 


大正 九 年 十二月 十 一 日補缺 

同 

大正 十 年 二月 八日 補缺 

大正 十 年 五月 六日 當選 

同 

大正 十 年 十月 七日 當選 

大正 十 年 七月 廿 二日 任命 


大正 十 年 七月 六日 滿了 

大正 十 年 四月 サ 六日 満了 

大正 十 年 七月 六日 同 

大正 十四 年 四月 卅日滿 了 

同 

同 

大正 十 一 年 六月 廿 七日 死亡 

大正 十四 年 四月 五日 死亡 

大正 十四 年 十月 六日 滿了 

同 

大正 十二 年 五月 八日 退任 


四 七 〇 

白 石 米 t 郞 

高 田三郞 

营 音 次 郞 

阿 江 宏 

加 藤 儀 蔵 

法 橋 信 治 

西 木茂吉 

池 長 孟 

曾根忠 兵 衞 

西 田 富 三 郞 

新 原 次太郞 

佐 伯 俊太郞 

武井 悌四郞 

池 長 孟 

水 島銕也 

鈴 木 許.^  ft^ 

伊藤  *k 


巿會 議員 

市 公民 

同 i 

敎 員 


同 同 同 


同 同 同 


同 員 市 同 


大正 十 年 七月 廿 二日 任命 

大正 十 一 年 九月 十 一 日補缺 

大正 十二 年 五月 八日 任命 

同 

大正 十四 年 五月 十三 日 富 選 


大正 十二 年 五月 八日 返 住 

大正 十四 年 四月 卅日滿 了 

大正 十四 年 十二月 一 日 退任 

同 

昭和 四 年 四月 廿 五日 満了 


大正 十四 年 十 一 月廿 八日 當選 

同  • 

大正 十四 年 十二月 一 日 任命 

同 

昭和 二 年 四月 十二 日 任命 

昭和 三年 三月 十二 日 任命 

昭和 四 年 五月 九日 任命 

第二 章 市 玫機關 の 沿革 


昭和 四 年 十 一 月廿 七日 滿了 

同 

昭和 二 年 三月 卅 一 日 退任 

昭和 三年 三月 十二 日 退任 

昭和 四 年 三月 廿 五日 退任 

和 五 年 九月 卅日 退任 

昭和 六 年 九月 卅日返 任 


敎 員 

巿會 議員 

敎 員 

市會 議員 

參事會 

市 公民 

同 

敎 

同 


員 


武 

阿 

森 


富 

森 


永  ^ 

木 德治郞 

才胄ブ 良 

國 寅 彥 

江 宏 

木 六 兵 衞 

谷 彌 吉 

田 寅 之 介 

長 孟 

永 三 四 郞 

尾 福 松 


尾 新 

見 國 

H  J4BL 

野 精 

仲 幸 


廣 

中 安儀 太郞 

四 七 一 


八 

吉 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 


昭和 四 年 九月 十四日 當選 

同 

昭和 五 年 十月 一 日 任命 

昭和 五 年 十月 八日 當選 

同 

同 

昭和 六 年 十月 一 日 任命 

昭和 七 年 十月 一 日 任命 

昭和 八 年 六月 一 日 任命 

同 

昭和 八 年 八月 七日^ 選 

同 


昭和 八 年 四月 廿 五日 滿了 

同 

昭和 七 年 九月 卅日返 任 


昭和 七 年 十 一 月廿 八日 死亡 

昭和 八 年 五月 九日 退任 

昭和 八 年 三月 卅 一 日 退任 


市會 議員 

同 

敎 員 

市 公民 

敎 員 

市會 一 

同 


員 


四 七 二 

大崎 一郎 

小 林傳ー 

藤 村 和 夫 

鈴 木 許次郞 

渡 邊淸吉 

阿 江 宏 

復並充 造 

新 原 次 太郞 

畑 田 寅 之 介 

江 口重 吉 

西 村 茂 一郎 

澤田武 哉 

常 見 勇 蔵 

伊丹 武司 

谷 本貞次 

小 畑 萬吉郞 

中 野 文 門 


同 同議巿 まま 

〜 員參 
貝晳 事 

西 森森 福 

III 重 脇 永 

ffi 太甚嘉 
三郞 一吉 


臨時 財務 調 

査委員 表 


九、 臨時 財務 調査 委員 


昭和 三年 五月 二日 推 市 


薦 決定 


同 


同 


同 


員 


同 

市參事 

會員 


津 田太郞 

西 田 富 三 郞 

西川莊 三 

太 田 保太郞 

あ 田 & 良 

上田 實 

山 木 平三郞 


柴 田礒吉 


、一 s  P 


丹 


同 S 

. 同 き 

同 S 

F  同 お 
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六 


下 良太郞 

原 次太郞 

田 寅 之 介 

垣 信 三 

谷 彌 吉 


昭和 三年 五月 二日 推 

薦 決定 

昭和 四 年 十月 廿 四日 


推薦 決定 

同 

同 

同  同 前 田 ニー  六 

同  同 岡 本 大丄ハ 

同  同 勝 田 銀次郞 

同  同 坪 田 賢 治 

同  同 原 惇ー郞 

同  同 山地 四郞 

同  同上 田實 

同  同 中 亥歲男 

同  ..同 栗 林政 士ロ 

同  同淸島 甚士ロ 

四 七三 


同 同 議市辑 
貴會 $ 
上 大白 罾 

田 幻1 は 

fe —  下 

實吉夫 


同 

同 

同 

同 議 巾』 

員會 

福 

勝 

'伊 

西 村 

永 

田 

藤 

川 

銀 

M 

吾 

嘉 

次 

五 

壯 丘 

士 

郞 

郞 

三 衞 

臨時 觀光施 

設 調査 香 員 

表 


四 七 四 

昭和 <¥A 月 七日 推 沛會ち f  I 

薦 決定  議員 1 f 侥 


同  同 山 下 文 太 

同  同 山 口 敬 一 

同  同 藤 村 和 夫 

同  同梶 辨太郞 

同  同 池 田 凉ー郞 

同  同 福 森 庄太郞 

同  同 細見 達藏 


〇、 臨時 観光施設 調査 委員 


神 戶巿史 第二 

昭和 四 年 十月 廿 四日 

推薦 決定 

同 

昭和 八 年 八月 七日 推 

薦 決定 


同  同 谷ロ庄 一 

同  同 後藤 仲 一郎 

同  同 八 木 佐 太 治 

同  同. 大 崎ー郞 

同  同 金 光邦 三 
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第三 章 市營 事業 

市營 事業  神戶 市の 自ら 經營 する 事業 は、 市勢の 發展と 社 會の進 運と に阵 ひて 增加 y 今や 

上水道 事業 ま 氣 事業 を 始めと して、 運 河. 波 止 場 • 傳染 病院. 肺結核 療養所. 市民 病 院. 衞 

生 試驗所 A 場. 織 業 紹介 所. 勞働 紹介 所. 食堂. 簡易 宿泊所. 公設 住宅. 公設 質屋. 公設市場. 

中央 卸賣 市場 等を算 する に 至った。 是等 諸事 業 中 純然たる 非收益 事業と 收 S 的 

と を 八 & めど も、 其 期す る 所 は 市民の 福利 を增 進す るに ある は 固よりに し て、 夫 

ょリて 得べ き 收益は 之 を 其 事業の 改 善、 完 成、 發 展に投 すべき は 叉市營 當 然 の 

策なら ざるべ からす、 而も 此收 S を 市 財政の 運用 上 他の 經濟に 繰 入る ゝ 場き 

とせざる 狀態 なれ ど、 而 もこれ 巳む を 得ざる に 出で たる ものなる ベく、 1 時の 

に 出で たる ものな りと いへ る。 是 等市營 事業 中港灣 に關 する もの は 之 を 港 

章に、 衞生 施設 關係 事業 は衞 生の 章に、 而 して 社 會 事業に 關する 多くの 事業 も 

社會 事業の 章に 譲う、 木 章に は 特に 主として 上水道 事業 * 氣關係 事業. 公設 市 

場 及 中央 卸賣 市場に つきての み 之 を 記述す る こ 

ととす る。 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說下  S 七 八 

一、 + 上水道 事業 

第一 囘 水道 擴張 H 事 は 明治 四十 四 年 十一 月 一 日 を 以て 其ェを 起し、 大正 六 年 十 

一 月 四日に は 通 水 式を擧 行す る を 得る に 至りた るを以 て、 大 正 七 年度 末 迄に は豫 

定計畫 の 大體を 了 し、 爾 後 はた、 V 部分的の 加工 及 事務の 整理 を餘 すの みとな つた _ 

卽ち 大正 八 年 五月 十日に は 千 f 刈 貯水池 堰堤 構築 工事、 同月 二十日に は 熊 內淨水 構 

場乙淨 水池ェ 事、 同 七月 五日に は 奥 平野 淨水構 場 乙丙淨 水池ェ 事、 同 月 二十 二日に 

は 千^ 水源 量 水開渠 工事 等 相次いで 夫々 竣功 を吿 げビ ゝ に 千 百 六十 六 萬 一 千餘 

圓を 投じた る 第 一 囘擴張 工事 全く 成れる を以 て、 同 十 年 二月 八日に 內務 大臣に 竣 

功檢査 申請 をな し、 同 三月 二十日に は 市 內大倉 山 公園に 於て 開港 五十 年の 祝典に 

饼 せて 水道 擴張 工事 竣功 式を擧 行した ので ある。 かくて 東北 九 里を距 つる 武庫 

川の 一 支流 千^ 水源 を 主と する 劃期的なる 第 一 囘擴 張に より、 神戶市 水道の 全能 

力 ま、 K に 十 萬 戶に 給水し 得る に 至 れる こと は 特筆す ベ きであった。 

第一 囘 水道 此 第一 囘 水道 擴 張に 際し、 將來 大正 十六 年に 至りて 給水 戶數 始めて 十 萬 戶に達 

せお 長 計 畫と 

其 後の 狀勢 すべし と豫 想し、 之に 因りて 一 戶ー 日の 年 平均 給水 量 を 二十 五 立方 尺、 一 日の 最大 


給水 量 を 三十 五 立方 尺と して 設計せ る もの なれ ど、 其 後 給水 戶數は 急激なる 增加 

を來 し、 豫定に 先 だっこと 三年 卽ち 大正 十三 年 三月 末に は 早く も 十 萬 六 千 五 百 六 

十ー戶 に 達し、 而も 年々 七 八 千 戶の增 加を來 さんと する 情勢に あった。 此 I 向 ま 

將來戶 數の增 加と 共に 益 t 甚だし かる ベ く、 過去の 增加 率よ リ 推算 すれば、 大正 三十 

三年 頃に は 給水 戶數は 二十 三 萬戶に 達する 見込と なり、 叉 使用量に あ リても 近時 

著しく 其 量を增 し、 大正 十一 年度の 如き は 年 平均 ー戶ー 日の 使用量 二十 八. 六 立方 

尺に 及び、 最大 使用量 は 一 戶 一日 四十  一二 立方 尺に さ へ 達した る こと ぁリ、 W  く 入 5 

.R 戶數- 力 設備 £ 上に 超過せ る さ へ あるに、 使用 水量 も 亦豫定 以上と なれる を 以て、 

給水 困難の 度 は 愈 t 加重す るに 至った。 是を 以て 數年來 極力 上水の 節約に 努力し、 

辛うじて 給水 を 繼續し 來れリ と雖、 此狀況 は 今後 給水 戶數 の增 加に 伴 ひ 愈， 甚だし 

きもの あるべく、 遂に は 時々 斷 水の 巳む 可らざる に 至る や も 測られす、 a んゃ旣 ： 

ラ正九 年に は 須磨町 を 編入す る ありて、 木 市 水道の 擴張 は實に 焦眉の急に 白 一れ る 

ものであった。  - 

^謂 I 道 こ 、 に 於て 市 は 夙に 第二 囘 水道 擴張 計畫を 立案し、 大正 十三 年 三月 之 を 市會に 

, 提案せ しが、 此計畫 書に 據れば 十萬戶 給水 豫定の 第一 囘擴張 後 二 年に して 旣こト 

第三 章市營 事業  g„L 


神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說 下  四 八 〇 

萬 一 千戶 とな り、 給 水量 は 三百 五十 萬 立方 尺の 設計と なり 居 たれ ど、 餘 裕 あり-て 四 

百 十六 萬 立方 尺の 使用量に も堪 へ 得べ き も、 こ れは 水量の 豊富なる 時に 於ての み 

然る ものにし て、 萬 ー渴 水の 場合の 市民の 困難 測るべからざる ものが あった。 さ 

れば 市は曩 に先づ 十三 萬戶 給水 を 標準と して 再 擴張を 考慮せ し も、 こ れ 到底 策の 

得た る ものに 非 ざれ ば、 千 貯水池の み を 以てして 優に 二十 萬戶に 給水 し、 烏 原. 布 

引兩 貯水池の 擴張 によりて 三 萬 六 千戶に 給水す る を 得し め、 大 正 十四 年より-五箇 

年繼續 事業と し、 總 工費 一 千 六 萬 六 千 二百 餘圓 中、 四 百 十四 萬 四千 圓は國 庫の 補助 

に侬 るの 案 を 以てせし に 、市 會は 三月 二十 七日 之 を 可決 確定して 第二 囘擴 張計畫 

こ、 に 成った のであった。 

1^1 囘^^ 今 本 計 畫を樹 つるに 當り 將來の 給水 II； 數豫定 を 二十 三 萬 六千戶 となせ る は、 千 

計畫の 竣功 

^水源の 其溪流 全部 を 利用 すれば 二十 萬戶に 給水して 餘裕 あるの みならす、 更に 

烏 原. 布 引兩 水源が 補給 以外の 給水 能力 約 三 萬 六 千戶を 有する を 以て、 之 を 加 へた 

る ものであった。 而 して 叉 神 戶 都市 計畫に 於ても 三十 年後の 將來の 人口 を 百 五 

十 萬 人と 想定し 居れ ば、 之 を 木 市 一 戶當リ 人口 五 入 人と すれ ば、 門 戶數 二十 五 萬 八 

千 六 百 二十 戶 とな り、 給 水 戶 數を門 戶 數の九 割と して 算出 すれば 二十 三 萬 二 千 七 


百. 戶 となり、 略 t 豫定と 相 一致す るの 結果 を 見る を 以て 三十 三 萬 六 千戶を 以て 豫定 

給水 戶數と 推定した のであった。 此 くて 大正 十四 年 四月 八日に 申請せ る 第二 囘 

水道 擴張 工事 目論見 書 は 同年 十二月 九日 を 以て 認可せられ、 此中同 十五 年 五月 八 

日に 禀請せ る 千^ 導水 工事の 變更は 同年 九月 五 B 認可 ぁク、 更に 同年 十二月 三日 

第二 囘變更 の 禀請 は 昭和 二 年 三月 二十 六日 認可 あり、 上 ケ原淨 水 工事の 變夏も 同 

- . 日 を 以て 認可 せられた。 之より 先 同 十四 年 十. 二月 ェを 起し、 同 十五 年 五月 一日 起 

ェ式 を擧 げし 灘淨水 場の 追加 工事に よりて、 完成 年度 は 一 年 を 延長し、 六 年の 歲月 

を 費して 昭和 じ 年 三月 十二 日 を 以て 竣功 式を擧 ぐるに 至った。 之が 總 工費 九 百 

、 ノ十. ズ萬 九千餘 圓を算 せし が、 今 其 工事の 槪 耍を錄 する o. 

00 此計 箦に對 する 設備と して は、 布引. 烏 原の 兩 水源 は 最早 擴 張の 餘地 なしと 雖、 千 

^水源 は溪 流量 豐富 にして 二十 萬戶に 給水す るに 足う、 尙將來 夫れ 以上 給水 量 を 

.增 力す るの 必要に 迫らる 、場合に ありても、 隣接せ る 溪流を 導水 墜 道に 依りて 木 

溪 谷に 導水せば、 更に 多大の 水量 を增 加し 得る こと 可能な うとし、 ょリて 之に 對 I 

針 ■ 堪^の する 設備と して 現在の 千^ 貯水池 堰堤の 嵩 上 を 施し、 將來 給水 量に 不足 を吿 ぐる 

〜及ぺ し更〜 上浐に 貯水池 を 設けん とする ものであった。 此干 | 刈. Cb  K 也^^ 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  四 八 二 

來の設 蓆 は旣に 二十 尺の 嵩 上 をな し 得べ き 設計 を 以て 築造せられ たる もの なれ 

r  、之 を增 築す る も 堰堤に 何等の 支障な く、 從 つて 從來の 高 百 二十 尺 を 百 四十 尺と 

； し、 放水 堪堤も 二十 尺を增 して 高 三十 七 尺と し、 之 により 二 億 一 千 三百 萬 立方 尺 

を 四 億 一 千 七 百 萬 立方 尺と なし たれば、 優に 十二 萬 五 千 三百 戶に 給水す るに 十分 

なる を 以て、 市 內の兩 貯水池と 合して 十六 萬 一 千 二百 戶に 給水す る を 得る ことと 

の 通路 付替、 量 水開渠 等の 附带 工事 を も 竣功した。 此千 堪堤 

ケ原淨 水 場に は 之に 對 する 淨水 設備 をな して 市內に 送水す る 

C ま 現在の 淨水 池の 外に 更に 會 下山に 低層 及 中 層の 兩淨水 池 

水 場に は 急速 濾過 床 ニ箇を 增設し 配水に 備 ふるに 至った。 

り 上 ケ原淨 水 場に 至る 導 水路 は、 從 來生瀨 附近 迄 は墜道 式と し、 

三十 寸镦 管に 倚りし も、 武 田 尾 第  一 • 同 第二 水管 橋 に. は 四十 五 吋 

管 を增設 し、 尙墜道 は 其斷面 水量の 增 加に 對 して 十分 なれ ど も、 鐡管 は其徑 小なる 

が爲め 更に 增設の 要 あるの みならす、 鐡管 線路 中 良 元 村 を 通過せ る 縣道は 路幅狹 

溢に して、 將來擴 張の 場合 第三 管 を布設 する こと 困難なる 外、 現在 専用 導 水路に て 

も將來 第三 管 を布設 する に は 其 幅員 を擴 張せ ざるべ からざる もの ある を 以て 寧 


なり、 尙 貯水池 頭 部 

の 嵩 上と 同時に 上 

ことと し、 市內 に 於 

を 設け、 尙奧 平野 淨 

千 t 刈 上ケ原 又 千 J 刈 貯水池よ 

間 尊 水路 

夫より 淨水場 迄 は 


上ケ 原市內 

間 送水管 


上 ケ原淨 水 

場の^ 設 


會 下山^: 水 

場 


ズネ 施^に 於て 墜 道の 育利なる こき、 -、、 , くん ヒ ：、 ) _ 

£1  .  び- づネ， る ー 若 力す とし 從 来の 鐡管は 存置 使る も 

生 瀨丄ケ 原 間 は墜道 式と 爲し、 此 導水 路擴張 によ リ  H「 

一 、为肯 ，K  # 私 二十 六な 4^ 

尺な と を 七十 二 立方 尺 S ましめ， 以て 將來 にも 備 i とこ J あつ^。" 

場.； 市 內淨水 池に 至る 送水管 は， 將來擴 張の 場合に は 都市 計畫 

。豫定 道路 袭 用して 更に 第一 一一 f 布設 する ものと し、 木 施設に て は 現在の 分と 

合せて 十二 萬 五 千 三百 5  S する 送水管の 布 ぼ 止め. 併せ 

する 淨水 池と して 武庫 都 木 山村 附近に 豫定し 置き、 以て 大神 S 出現の 曉 

る 給水 設備たら しめんと する ものである。 

導 水路の 擴 張に 伴 ひ、 從來 一 日 ^勻洽 k  ，  ？ ニー」， £  t  f  . 

fa  -E^*^ 冰量を 二十 五 立方 尺と し、 六 萬 四千 戶 分 こ 

對 ^る緩 速 I 場ず i ケ原淨 水 場に S 水 池. 沈 澄 池. 調整 池 各 ま 

箇 を增設 し. 最大 一 曰 量の 四時 間 半分 St  I とし ，從來の望場 の 外？ 

幅 百 尺 i 一 百 九十 尺. 深 九 尺の I 池 52 速 I の 2  5 す 等 各種の 新 施 

h を r ひ 之に ようて 一 曰 一日， ゆ 4ロ 夂 i ピ 二 卜 二  r 二，' 

J  _  'グ お. 里 を 二十 七 立方 尺 半と し、 六 萬乂千 3 こ對 

する 設備に 擴 張した のであった。  リ〜 S 

上 ケ原淨 水 場より 送られた る 淨水ま € 一長一^  fvtm\ 卜：！.， ， 

^'フ 〜え J  I  f% "一  千 八 百 八十 二 間餘の 送水管-, 
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神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 下  八 四 

よりて、 市內會 下山に 新に 設けられ たる 西部 淨水 場に 入り、 殘餘の 淨水は 奥 平野 淨 

水 場に 入る ことと し、 上 ケ 原. 奥 平野 間 送水管の 從來 三十 三 吋な りし を 二十 六 吋に 

改め 、西部 淨水 場へ も 之 を 敷設し、 同時に 毎秒 二十 立方 尺な りし を 四十 立方 尺に 增 

加した。 而 して 新設の 西部 淨水 場卽ち 後の 會 下山 配水 池 は 低層 及 中 層の 二 配水 

池 を 設け、 主として 市內 西部 方面の 配水に 供し、 中 層 配水 池 は 北 野中 層淨水 池より 

配水 せらる ゝ夢 野. 平野 方面の 水量 不足 を « ひ、 尙長 田， 西 代鬼ケ 平方 面の 配水に 充 

當 する ものと し、 七 千 二百 戶 分の 一 日 最大 給水 量に 對 する 約 十 時間 分の 水量 を容 

る ゝ 也 は、 內 徑百 二十 六尺の 圓形 にして 有效 水深 十二 尺、 容 積 約 十 一 萬 五 千 五 百 立 

方 尺、 一 日 最大 量に 對 する 五 時間 分を貯 溜し、 自然 流 下により 送水 せらる。 低層 配 

水 池 はニ箇 あり て、 給 水 戶數四 萬 六 千 八百戶 分の 一 日 最大 給水 量の 九 時間 七 分 を 

容れ、 長 二百 十三 尺、 幅 百 九十 三尺、 有效 水深 十 尺、 容積 約 七十 二 萬 立方 尺 を 有し、 自然 

ffi 下により 西部 方面 全部の 配水に 供 せらる。 尙百十 馬力の タ， ビン 型 唧筒ニ 基 

は、 一 基 を豫備 とし、 將來四 墓に 增設 する の餘 地を存 し、 一 且 低層 配水 池に 入 リ、 之 よ 

り 中 層 配水 池に 揚水す る ものにして、 揚程百 二十 五 尺、 十 時間 運轉と し、 其 水位 は 奥 

平野 及 北 &各淨 水 場の 中 兩淨水 池 を 同位と し、 相 互に 聯絡せ しめお る 配水管に 


奥 平野 淨水 

場の 增設ェ 

寒 と 配水管 


須 磨と 灘の 

水道工事 


ょタ 有無相通じ 得る 利便が ある。 

奧 平野 淨水場 は旣設 の、 パ タ ー ソ ン式 急速 濾過 床十箇 

設 して 辅 給水の 調節に 充てし が、 會 下山 低層 配水 池より 

丁目に 於て 旣設 三十 三 吋 配水 木管に 接續 し、 同 中 

十六 吋 管 は 湊川町 九 丁目に 於て 旣設 配水 木管に 

十 吋 管は會 下山より， 直に 重 池 附近 所在の 公設 住 

沿 ひて 長 田 町  一 丁目に 至り 將來の 延長に 備 へた 


開通 八 

向ふ徑 

ふ徑ニ 

堤防に 

木擴 

年度た 

三千 餘 

ど、 後者 

木擴張 

日 認 可 

により 

水戶數 


張 計畫進 


一 了  -  -I 

\ィ I 


先んじて 大正 九 年 四月に は 須磨町 


りし 昭和 四 年 四月に は 東部 三箇 町村 を 編入 し、 前 

,圓 を 投じて 大正 十 年度 乃至 同 十三 年度に 於て 送 

に對 して は鐡 管の 徼設 のみ を 以てして は 到底 之 

計畫の 追加 工事と して 灘 水道工事の 施行 方を禀 

を 得し が、 更 に 其 工事の 變更を 禀請して 同年 九月 

て 工事 を 起 すに 至った。 卽ち 此三箇 町村に 對し 

を 三 萬 五千戶 分と し、 淨水池 を 都賀川 附近に 設け 
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を備 へし も、 新 に 二 箇を增 

出づ る徑 三十 六 吋 管は大 

層 配水 池よ リ夢野 方面に 

聯 絡 し、 更 に 西部 方面に 向 

宅 の 新設 道路より 南下し、 

のであった。 

を 編入し、 工事 

者に 對 して は 

配水管の 敷設 

が 給水 を爲し 

請 し、 昭和 五 年 

二十 五日 認可 

給水 せんが 爲 

て 之 を 低 曆. 中 層 • 高 層 の 三 
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完 成の 豫定 

百 四十 七 萬 

を 了し たれ 

能 は す、 卽 ち 

二月 二十 五 

あ り、 卽 ち 之 

に は、 先 づ 給 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  四 八.？ 

, 層 こ、 分つ も、 配 水管 は 一 萬 六千戶 分に 止め、 一 日 一 戶の 最大 給水 量 をば 三十 八 立方 

尺 半と し、 更こ 短時間の 給水 量 を 一 戶 一 日 六十 立方 尺と し、 之に 防火 用水 量 低層 配 

水區 或は 毎分 百 立方 尺、 中 • 高 層 配水 區域 は每分 六十 立方 尺と し、 給 水戶 數の增 加に 

伴 ひ 更に 擴張を 行 ふこと とした。 

東部 町村 配 此 東部 三箇 町村 給水 計畫に 方り 其 水源 を 考慮せ しも、 此擴 張に よりて 增加 する 

水 ^ 

水量の 一 部 を 流用す る も 支障な しと 决定 し、 配水 池 を 構築す るに 至った ので あつ 

た。 卽ち 昭和 三年 末の 給水 戶數は 十二 萬 八 千 七百戶 にして、 之に 三箇 町村の 給水 

戶數を 加 ふる も 豫定の 十六 萬 一 千 二百 戶に 達する に は 數年を 要すと せられた。 

おくて 六 甲 村篠原 地內に 設けられ たる 灘 配水 池 中、 低層 配水 池 は 一 日 一 萬 六千戶 

分の 一 日 最大 給水 量の 十 時間 分 二十 五 萬 七 千 立方 尺 を 容れ、 方形 二 筒の 池 は 一 邊 

人 十.^ 尺、 有 效 水深 十七 尺 あ り、 上 ケ原 送水管より 自然 流 下により てこ 、 に^ 入せ 

る 淨水は 二百 三十 粍 單段啣 筒 ニ臺、 六十 馬力 電動機 ニ臺 によりて 中 層 配水 池に 楊 

水し、 更に 百 八十 粍 二 段 啣筒ニ 臺、 六 十 馬力 電動機 ニ臺 によりて 高層 配水 池に 揚水 

せらる、 設備 を爲 し、 將來倍 量の 揚水 を 爲す擴 張の 餘地 を存 した。 而 して 中 層 配 

水 6 は 一 萬 二 千戶分 一 日 最大 水量の 十 時間 分 を 容れ、 其 容積 十九 萬 二 千 五 百 立方 


尺を湛 ふる 池 は、 內法 七十 六尺 角、 有效 水深 十七 尺、 標高 二 百 八十 二 尺と し、 高層 配水 

池 は 七千戶 の 十 時間 分を容 れ、 其 容積 十 一 萬 二 千 三， 百 立方 尺の 池 は半徑 四十 六尺 

もの 二 箇を設 け、 標 高 三 百 六十 三尺と し、 同 時に 西 鄕.两 

六 甲 村 は la- 數 稠密なる 部分に のみ 敷設 を 了した ので 

る 施設 は 概要 以上の 如 く、 之 によりて 昭和 七 年 三月に 

十五 立方 尺よ， CN  二十 七 立方 尺と なり、 一 戶 一 日の 最大 

三十 八 立方 尺に 增加 し、 給 水 戶數は 十萬戶 より 一 躍し 

に 至った。 蓋し 又 劃期的なる 大工 事な りと 謂 ふべ く、 

よ， CN て 以て 屢， 斷水 或は 時間給 水に 苦し み、 特 に 昭和 二 年の 如き 甚だしき 大旱の 苦 

き 經驗を 有 し、 或 は 之が 爲に 船舶の 寄港 をして 減少せ しむる 等 幾多の 危惧 を 一 掃 

し て、 市 民 をして 安堵せ しむる に 至った。 然れ ども 神戶 市勢の 發展は 商工業の 伸 

展 と相應 じて 愈 ，著し く、 爲 に 此大擴 張 工事 完成 後 僅かに 二 年に して、 昭和 七 年末に 

は 給水 戶數は 計畫戶 數に對 して 旣に 九十 五 • 三 ％ に 達し、 使用 水量の 激增 により 將 

に 不足 を 告げん とする の狀 勢に 立 至りし を 以て、 こ  >  に 三度 擴張計 畫を樹 て、 五箇 
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の 半月形、 有效 水深 十七 尺の 

灘 方面の 配水管 網 を 完 成 し、 

あった。 

^删 II 第一 ー囘 水道 擴 張計畫 によ 

立  は 一日 ー戶の 平均 給水 量 二 

給水 量 は 三十 五 立方 尺より 

て 十六 萬 一 千 二百 戶 となる 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  四 八 八 

. 年繼續 事業と して 昭和 八 年 三月 十八 日 市會の 可决を 經、 同 月 二十 七日 之が 施行 認 

可 を 申請す るに 至った。 

KISg 、張 此 第三 囘 水道擴 張計畫 に據れ ば、 經費總 額 八 百 五十 萬圓 にして、 昭和 八 年度に 十 

J|W 晝 泡耍 

. 五 萬圓、 同 九 年度に 三百 三十 九 萬 二 千圓、 同 十 年度に 二 百 九十 六 萬 五 千圓、 同 十 一 年 

度に 百 七十 五 萬 五 千 圓、 同 十二 年度に 二十 三 萬 八 千圓を 支出す る ことと し、 其 財 源 

は 約 八 百 萬圓を 超 債 に、 五 十 萬圓は 水道 費よ， CN の 繰 入に よ り、 新 に 四十 萬 人の 給水 

能力 を增加 せんが 爲 め、 水 源 を 有 馬 郡 中 野 村. 三 輪 町. 小 野 村に 跨る 靑野 川及黑 川の 

合流 點に求 め、 約 百 萬 坪の 貯水池 を設 け、 此 に 千^の 四 億 千 七 百 萬 立方 尺に 對し四 

億 二 千 萬 立方 尺の 水量 を 包容 し、 千 ^導 水路に 合流せ し め、 上 ケ原淨 水 池 を 經て新 

に設 くる 蘆 學住 吉. 御 影の 線 を 經て市 內に入 り、 都 賀 附近の 導 水路に 合 し、 灘 の 低層 

配水 池に 入る 計畫 であった。 

第三 囘擴張 尙 木計畫 に關聯 して 記すべき は 水源 及 其 影響で ある。 卽ち當 初 第一に 千^ 貯 

の 水 tral と 影 

響  水 池の 擴張 を計畫 せし も、 之 が 爲には 經 費 約 三倍 を 要 し、 第 二に 猪 名 川 を 水源と す 

る 場合に は 標高 低く 地理 的に 不利 甚だし く、 第 三に 淀川 を豫定 せる も 其經費 更に 

莫大な りとの 理由に より 何れも 實 現す るに 至らす して 止みし が、 木 計 畫に對 して 


は 武車川 沿岸 水利 組合より 相當の 反對ぁ リ、 蓋 し 上流に 堰堤 を 構築す るが 爲 に、 其 

附近 數十 町步の 水利 を 奪 ひ、 且 つ 夏季に あ リては 武庫 川に は 一 一滴の 水 も 通せざる 

, ベ しと せられし 爲 なれ ど、 市の 計畫は 一 秒 時 約 二十 六 立方 尺 を 放流し、 之に ょリて 

よく 二百 五十 町步 乃至 五 百 町步の 田畑 を 潤し 得れ ば、 下 流 地方 は 却，^ て 利益 を 得 

ベ く、 從 つて 用水に 支障 を與 ふるが 如き は祀 憂な りと したので がった。 かくて 之 

に 墓き 計畫を 進めた る も、 水 利 問題 は 昭和 八 年度 末に は 充分なる 解决を 見る に 至 

ら なかった。 

給水 狀況  今 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 給水 狀况を 見る に、 給 水 種類 を 消火 及 漏 水 • 市 用 • 船 舶 

用 • 噴 水 用. 湯 屋營業 用.營 業 用 土 場營業 用 • 例 外 共 用. 共 用. 專 用に 分て ば、 大 正 八 年の 全 

給水 量 約 五 億 五 千 萬 立方 尺 中 最も 多き を 占む る は 共用に して 二十 一. 六 七 ％ を 占 

め 、専用 は 十七 ％、 營 業 用 は 十 六. 七 七 ％、 消 火 漏水 は 十 六. 五 八 ％ にして 之に 次ぎ ヹ場 

_ 營業用 は 十三. 五八 ％ 、湯屋 營業用 は 十 一. 四 四 ％ なりし が、 其 他 は 何れも 二  ％ 以下に 

して、 爾後 暫く 變動を 見なかった。 而 して 五 年後の 大正 十二 年に は 給水 量 は 八 億 

一千 百 三十 五 萬 立方 尺に 增加 し、 此 中共 用 は 二十  一 •〇 七 ％ を 占めて 依然 第 一 位に 

ありし も、 消 火 漏水 は 第二 位と な り、 以 下營業 用. 專 用. 湯 屋營業 用 土 場營業 用の 順位 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  F え C 

にて 之に 次ぎし が、 給水 量 は 其 後 急激なる 增加を 示し、 昭和 三年に は 十億 九 千-  一 W 

四十 萬 立方 尺 を 超え、 營業用 は 二十 二. 七 八 ％ を 占めて 第 一 位と なり、 專ゆ 共用. 湯屋 

營業用 土 場營業 用の 順位と なえ 更に 同 八 年に 至り 給水 量 は實に 十五 億 立方 尺 を 

遙 かに. 1 ゆる に 至り、 此中專 W は 二十 五. 六 六 ％ を 占め、 共用. 營業用 土 場營業 用. 消火 

漏水. 湯屋 營業 用の 順位と な つた。 卽ち 之に 據るも 明かに 人口の 激增、 工場の 殷盛 

を 察する を 得べ く、 叉 共用 及 專用兩 者に ありて は、 共用 戶數 の此 十五 年間の 增加實 

數ニ萬 五 百 餘戶、 比率 四十 二 ％ に 過ぎざる に 、専用の 增加實 數四萬 八 千 三百 餘戶、 比 

率 二百 二十 九 ％ を 超えた る は 注目すべき である C 惟 ふに 木 市戶數 の增加 甚だし 

きを 見る や、 給水 戶數も 之に 伴 ひたれば、 此 十五 年間に 七 萬 五 千 五 百 七十 戶 より 十 

五 萬 三千 六 百 五十二 戶 となりて 正に 二倍 を 超えた るに、 給水 量 は 二倍 七 分に 達し、 

左って 一 戶ー 日 平均 給水 量 も 二十 四 • 七 八 立方 尺より 三十. 九 六 立方 尺と なりて 驚 

異 的なる 增加を 示し、 爲に擴 張に 次ぐ に 擴張を 以てして 尙 及ばざる もの あるに 至 

り、 今や S 木 的 擴張を 考慮せ ざるべからざる 狀勢 となった ので ある 若し それ 給 

水 普及率の 同 一 期間に 六十 八. 九 〇％ より 八十 三 三 四 ％ となれ るに 徵し、 其 率の 增 

加 ま 見るべき もの ある も、 而も 未だ 全住民の 之に 洛 せざる を 思へ ば、 水道 事業 は尙 


更に 擴張 充實の 切要なる を 知る ので ある。 

^舶 給水 事 給水 に關 する 事業 中、 船舶 給水 を市營 事業と し て 創始せ る は 明治 三十 八 年 四月 

業 

に あ り、 爾 後 施設 を充實 し、 大 正 七 年に は 陸上よりの 給水に は 市 營の四 吋 及 八 吋 管 

各 一木の 外 に、 船 會 社の 各個に 備付け たる 自由 船舶 給水栓 十八 木に よ り、 海 上に 於 

ての 給水 は 市の 小 蒸 汽船 三 4 、唧 筒 船 九 *r 水 船 二十 一 美、 小 廻船 三 隻、 荷 足 船  一 « を 

使用し、 是 によりて 一日 約 千噸の 給水 能力 を備 ふるに 至った。 世界 大戰 進行 中內 

外 船舶の 出入 著しく 滅 少し、 爲に 船舶 給水 も 亦 衰微 を 示せし も、 平和 一 度 克復す る 

や、 漸 次 舊に復 したれば、 大正 八 年度に は 水船 三 * を 新造 し、 唧 筒 船  一 * を增設 して 

之に 應 じ、 遂 に 給水 開始 以来の 記錄 たる 五十 萬噸に 達する の 盛況 を 示す に 至った。 

, 然るに 其 後に 於け る 經濟界 の 不振に 伴 ふ 海運 界 極度の 不況 は、 船舶 給水 事業 をし 

て 一 時悲觀 すべ き狀 勢に 陷 らし め、 漸 く 同 十二 年度に 至りて 海運 界の恢 復、 關 東 大 

- 震災に よりて 出入 船舶 を增 加し、 爲に 五十 五 萬噸の 給水 を 爲すを 得、 一 日の 給水 能 

力 も 三千 噸を算 する に 至りし が、 其 後の 不况は 叉 もや 給水 量の 增加を 停頓せ しめ、 

昭和 三年に は 御大 典 奉祝 軍艦の 入港 等に よりて 五十六 萬 六 千 餘噸に 上った。 然 

しながら 其 後 打 精く 海運 界の 不況 は 給水 量 をして 年々 遞滅 せし め、 同 八 年度に は 
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前年より 更に 約 一 萬 五 千 噸を滅 じて 四十 萬 五千噸 となった C 而 して 昭和 八 年の 

給水 設備 は 陸上 施設と して 祌戶 突堤 給水 派出所に 七十 八 箇所、 蟹 川なる 本部 給水 

所に 一箇 所、 兵 庫 突堤 給水 派出所に 五十二 箇所の 給水 口 を 設け、 海上に 於て は 普通 

水船 五 *r 啣 筒 付 水船 十二 錢唧 筒 船 四 ま 小 蒸 汽船 三 錢 重 油 船 二  * を 以てし、 祌戶税 

關丄 一一 菱 造 船. 川 崎 造 船丄ニ 菱 倉 庫. 東 祌 倉 庫. 神 戶 郵便局 等 は 各 一 箇所の 給水 設備 を 有 

し、 其 所屬 汽船に 自家用 給水 を爲 せる の現狀 にある。 - 

飜 つて 水道 經營の 費用 は 明治 二十 九 年度より 特別 會計 として 其 經理を 爲し來 

りしが、 大正 八 年度 以降の 水道 經理の 狀態を 見る に、 先 づ其歲 入に 於て 營業 上の 收 

益た る 使用 料. 手 數 料 • 給 水 工費 等の 收入 は、 大 正 八 年に は 百 四十 萬圓に 過ぎ ざり し 

が、 爾 後年々 遞增 して 同 十二 年に は 二百 六 萬 八 千 圓に達 し、 昭 和 三年に は 二百 四十 

六 萬 三千 圓 とな り、 同 八 年に は 二百 六十 七 萬 八千圓 とな り、 之 を 十五 年 前に 比すれ 

ば-正 に 二倍に 垂ん とする に 至った。 尙 この 純收 入の 外に 財產 より 生す る も の. 財 

產賣却 代. 國 庫 又は 府縣 補助 金. 市 債 費 繰越 金. 雜 收入等 あ り、 是 等 を 合算せば 此 十五 

年間に 二百 十二 萬 九千圓 より 千 五 百 九十 九 萬 圓の互 額に 達 し、 歲 出費 目と して は 

事 務 費. 維 持 費. 給 水 費. 財 產 費. 市 費 繰 入. 積 立 金. 公 金 取扱 費 .特 別給與 金 .雜 支 出. 豫 備 費 


水道 事業 費 

の經理 


水道 事業と 

公債 


を經常 費と し、 臨 時 費目に は 設備 費. 公 債 寧擴 張 調 査 費. 繰 入 金. 擴 張 專 

十五 年間に 百 四十 九 萬 五千圓 より 千 五 百 三十 六 萬 一 千 圓を超 ゆる 

經濟の 異常なる 膨脹 を 想 察する に 足る ものが ある。 

しての 水道 事業 費に 關 して は 財政 

、其 經理 の狀 態より 觀 察すれば、 年 々 


特別 經濟と 

略に 附 する も 

し て、 き こま，^ 

水道 費に も 繰 

和 八 年の 十五 

三百 九十 一 萬 

百 十三 萬 一 千 

ふに 水道 事業 

得ざる に 出で 

るべ から す、 恐 

せらる ベ き も 
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入 を爲し 

年間に 於 

七 千 四百 

費の 收 S 

たる もの 

らくま^? 

のに は あ 


時 繰 入を爲 し、 更 に 市費に 

來れる は 注意す ベ きで あ 

て、 他會 計へ は 大正 十三 年 

餘 圓 を、 水 道 費に は 累計 二 

に 上 え 平 均 四十 七 萬 五 千 

金の 繰 入、 特に 市費に 繰 入 

なりと 雖、 自 ら收益 主義に 

の 如き 方策 は 一 時の 便宜 

ら ざ る か o 

に 其 財源 を 債に 求む る 


の條に 記述した る を 

繰越 金 を 生 じ、 其 利 S 

對 して は 殆ど 累年 繰 

る。 面して 其 額 大正 

度に 八十 ニ萬圓 を、 市 

百 三十 九 萬 三百 九十 

四百 圓を繰 入れた る 

る、 こと は、 市政 の 運 

推移 せる ものな りと 


に 出で たる ものにし 


は 市の 踏襲せ る 政策 

四 九 三 


費 等を掲 げ" 

至れる は、 其 

以て 之 を 省 

金の 處 分と 

入を爲 し、 叉 

八 年 乃至 昭 


具へ は累 


言 


0  悤 汁 ヒ 

食 3 系 言 IV 

を 知る。 思 

用 上已む を 

の 批評 は 免 

て 永く 襲用 

に し て、 明 治 


發電擴 張 計 

畫 


神 戶市史 

四十 三年 十一月 

八 年度に は 三十 

千圓は 昭和 七 年 

し、 昭和 八 年度に 


第二 輯 本 編 各說 下 

債の 二百 七十 萬 九 

九 萬 五 千 圓を殘 し、 第 

十 一 月 及 十二月の 起 

は 償還 を 開始す る に 

及 八 年 一 月に 合計 四百 六十 七 萬 四千 

張 計 畫も八 百 五十 萬 

在 水道 關係 公債 未 償 

り 第二 囘擴張 工事費 

に 合計 百 三十 一 萬 六 

十 一 萬 七 千 三百 餘圓 


とし、 尙 第三 囘擴 

昭和 八 年度 末 現 

大蔵省 預金 部よ 

至 昭和 五 年 三月 

八 年度に は 百 二 

定 となって ゐる 


電氣 事業 


千圓は 昭和 十 一 年 三月 

一 囘擴張 計 畫に屬 する 

債に かゝ リ 、最 終 償還 を 

至 ら す、 叉 第二 囘擴張 公 

八 百圓を 起債 し、 最 終 期 

圓は之 を SS! 責に 倚らん 

還 額. 千 百 二十 九 萬 五 千 

支 辨の爲 に 借 入れた る 

千 四百 圓ぁ り、 此 中 質 還 

を殘 し、 最終 昭和 二 十三 


四 九 四 

を 以て 期限と し、 昭 和 

公債 額 四百 十二 萬 六 

昭和 二 十三 年度 末と 

債 は 昭和 七 年 十二月 

限 を 昭和 二十 四 年度 

として ゐる o 此 くて 

八 百 圓を算 する 外に、 

額 大正 十五 年 六月 乃 

せる もの ありて 昭和 

年 を 以て 償還す る豫 


ク ■」 


大正 六 年 八月 神戶 市が 電氣 事業 を 神 戶電氣 株式 會社 ょリ繼 承して、 市營に 移し 

る當 時に 於け る 發電所 及.. 發電 能力 は、 湊 川 發電所 六千キ P ヮ ッ ト、 運 河發 電^ 三 


千キ ひ ヮッ ト、 葺 合 發電所 四千 六百キ 口 ヮ ッ トなリ し が、 世 界大戰 進行 中に 於け る 

我國產 業界 は 未曾有の 殷盛 を 来し、 各種の 製造 工業 鬱然と して 起 り、 其 影 響 を 受け 

たる 電氣 事業 は頓に 活況 を 呈 し、 電 力の 需要 は 急激なる 增加を 示し、 市の 發電 設備 

を 以てして は 到底 其 霈耍を 充す能 はざる に至リ たる を以 て、 之 が應急 策と して 大 

正/年 九月より 湊 川. 運 河 及葺八 口の 三 發電所 を 同 一 送電 系統 內に統 一 し、 湊 川發電 

所に 於け る 三千 キ & ヮ ッ ト 豫備發 電機 ニ臺を 以て 三 發電所 共通の 豫 備と爲 し、 運 

河 及葺合 兩發電 所に 於け る 豫備ニ 千 五百キ d ヮ ッ トを 常用と する 計 畫、 卽 ち 同 一 

設備より 二 千 五百キ D ヮ ットの 發電餘 力 を 得て 以て 電力需要の 增 加に 備 ふる 當 

面の 施設 を爲 した。 而 して 一 面に は此顯 著なる 大勢に 順應 すべく、 一  般 電力のお 

耍幷 に電氣 軌道の 延長 敷設に 伴 ふ 電力 增 加に 備 ふべ く、 大正 十 年度 完成の 豫定 を 

以て 發電 設備の 擴張 を計畫 する に 至った。 卽ち 建設費 總額 四百 二十 萬 九 千 六 百 

餘圓を 以て、 湊川發 電所內 に 一 萬 二 千 五百キ p  y ッ トのタ ー ビ ン發 電機 を 增設す 

る と 共 に、 之に 伴 ふ 送電 線路 及 和 田. 須 磨 • 千 歲の三 變電所 を 新設 し、 番 町. 楠 橋. 有 馬 道. 

湊 町 #「 a 町の 五變電 所を擴 張す る ことと な リ、 大 正 十 年 五月 其 工事に 著 手 し、 同 十 

一 年/月 を 以て 完成し たれ ば、 同 年 十月 五日より 運轉 送電 を 開始 し、 其 結果 木 市の 
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. 發電總 出力 はこ、 に 二 萬 六 千 百キ" ワット、 豫備ー 萬 八 千 五百キ U ワット を算す 

るに 至つ た。 

第二次 發電 然るに 大正 十一 年末 及 同 十二 年初に 當り、 新設 一 萬 二 千 五 百 キロワット 發 電機 

及旣設 六千キ n ワット 發 電機に 故障 相次いで^ りたる を 以て、 急遽 湊川發 電所內 

に 1 こ、 一 萬 二 千 五百キ 口 ヮ グ ト發 電機 一 臺 を增設 して、 旣設ー 萬 二 千 五百キ " ヮ 

ット 浚電璣 の豫備 おらし め、 以て 交互に 之 を 使用し、 絕 えす 適 當 なる 修理 を 施し、 發 

t-  B 率の 向上 を 期す ると 共に 送電の 安全 を 圖ら〃 とし、 建設費 百 八 萬 三千 九百餘 

圓を 以て 大正 十三 年 五月 工事に 著 手し、 同 十四 年 六月 竣功し たれば、 七月 一 日檢丧 

を 了し、 運轉を 開始す るに 至った。 斯くて 大正 八 年 以來銳 意 努力し 來 りたる 發電 

•  設備の 第 一 期 擴張計 畫は玆 に 一 段落 を吿 ぐるに 至りた る も、 而も 電力需要の 趨^ 

〈tr 大 なる もの ありて 爲に 更に 擴張を 要し たれば、 一 千 六 百 九十 二 萬阆を 投じて 第 

二期 發電擴 張 計畫を 樹立し、 大正 十五 年 二月に 同年 以後 三箇 年の 繼續 事業と して 

市會 の可决 する 所と なりたる も、 之が 認可の 遲延 によえ 昭和 七 年 三月 更に 繼續年 

期 を 昭和 元年 度 乃至 昭和 九 年度に 延長 變更の 件 を 可決し 以て 今に 至った 

1^ 最初 尙 急激なる 電力需要の 增 「加 は、 發電 設備の 擴張を 促ず とともに 送 配電 網 を 益" 擴 


大複雜 ならしむ る に 至りた る を 以て、 之が 安全 を圖 るが 爲め、 自家 發電 以外 電源 を 

他に 求む るの 有利に して 且つ 緊要なる を 認め、 曩に 大正 水力 電氣 株式 會社 (後 宇治 

川電氣 株式 會 社に 合併) 設立と 同時に 其 受電を 約し、 大正 十 一 年 大和 吉きリ 上 K こ 

於け る 同社 水力 發 電工 事の 竣功す るに 及び、 之が 受電 設備費 三十 七 萬 九 千 餘圓の 

追加 豫算 案と 共に 電力 受給の 件 を 市會に 提案し、 同年 十二月 其 議決 を 經るゃ 直に 

工事に 著 手した。 本 設備 は 市外 西灘村 五毛に 於け る 同社の 變電所 (現 宇治川 電力 

祌戶第 一 變電 所) より 一 萬 一 千、 ヴ. ォ , ト、 八十 ％ 負荷 率に て 最高 四千 キ n ヮ ッ ト フ 

電力 を 市の 葺合 變電 所に 於て 受電 せんとす る ものにして、 同 十二 年 三月 工事 竣功 

する や、 四月 六日よ リ受電 を 開始した。 然しながら 會 社の 吉 野. 樫 尾 兩發電 所の 電 

力の み を 以てして は 所定の 受電 を爲す こと 能 はざる のみなら す、 將來暂 加すべき 

受電々 力 輸送の 必要 ある を 以て、 同年 十月 宇治川 電氣 株式 會社揖 斐川木 線との 連 

絡を圖 リ、 初 めて 其 目的 を 達する を 得 之ので あつ、 JO 

| 電力の 增 大正 十四 年 三月 市の 琴 緖町變 電所內 に 於け る 千 五百キ 0 ワット 變壓器 四基增 

設及葺 合變電 所に 於け る 九千キ D ワット 受電盤 其 他の 設備 完成 を吿 ぐるに 及び、 

同年 八月 五日よ リ從來 の受電 最大 電力 四千 キ U ヮ グ トを 七千キ n ヮ グ ト こ增^ 
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し、 更に 第二の 計 畫に著 手した。 卽ち 宇治川 電氣 株式 會 社の 妙法 寺 所在 祌戶 第二 

變電 所より 市の 千歲 町變電 所を經 由し、 湊 川變電 所に 於て 最大 ニ萬キ n ワット を 

受電 する 設計の 下に、 設備費 八十 九 萬 八 千 餘圓を 計上し、 同年 十月 市會の 議決 を 翁 

たる を 以て 之が 工事に 著 手し、 同 十五 年 十月 竣功し、 十一 月 九日 使用 認可 を 得る や 

卽日ー 萬 三千 キロワットの 受電を 開始した。 玆に 於て 木 市の 宇治川 電氣 株式 會 

社より 受 くる 電力 は總計 ニ萬キ 口 ワットと なり、 更に 昭和 二 年 四月 及 同 三年 四月 

に 各 二 千 キロワット を增加 し、 累 計 二 萬 四千 キロワットに 達する に 至った。 尙電 

力 供 合" に關し 株式 會社川 崎 造船所 葺合 工場に 對し 供給す るが 爲 め、 同 三年 七月 三 

日旣 契約と 同 一 の電氣 方式 電壓 周波 數及カ 率 を 以て 一 萬 ニ千キ n ワット を購フ 

する 事と し、 同年 十一 月 二十四日 之が 認可 を 得る と共に、 先づ其 一部の 受電を 開始 

したる を 以て、 同 三年 度 末に 於け る受 電力 は 總計三 萬 九千キ 口 ワットと なった 

受電 契約の 祌ョ 市の 受電は 此の 如くに して 行 はれ 来りた る も、 昭 和 四 年度に 於て 大な る變 

更新  j バ 

革 を 来した。 卽ち 第一 は曩に 大正 十五 年 三月 本 市と 宇治川 電氣 株式 會 f との 間 

に 締結せ る 電力 受給 契約 は、 昭和 四 年度 末 を 以て 満了と ならん とする に 際し、 巿は 

新に 日 木 電力 株式 會 社と 電力 受給 契約 を 締結せ る を 以て、 合議の 上前 契約 更新 其 


を 一箇年 繰 上げ、 昭和 四 年 四月 以降 同 十三 年 三月まで は 最大 電力 二 萬 六千キ ロワ 

ットを 供給 受電 する ことと し、 尙 將來增 加の 電力 は 其 六 割 を 購入す る ことと しお 

契約に 基き、 昭和 四 年 四月よ リ 同社 第一 變電 所に 於て 二 萬 二 千 キロワット、 第二 變 

電 所に 於て 一 萬 九 千 キロワット、 合計 四 萬 一千 キロワット を受電 する ことと なつ 

た 而 して 第二 は 日 木 電力 株式 會 社との 關 係で ある。 抑.. 同社の， 戶市內 需要 家 

に 直接 送電 を計畫 せる は 昭和 二 年末に して、 これが 爲 に市內 道路 占用 願 を 市に 提 

出した る も、 市 は 自ら 電氣 事業 を經營 せる 複雜 なる 利害 關係 ある を 以て、 爾後， 一 一箇 

年間 道路 占用 を 許可す る に 至らす、 爲に 同社 は 非常なる 難關に 直面せ しが 、偶-兵 寧 

. 縣 知事の 調停に よりて 同 三年 三月 市と 同社との 協定 成立し、 神 戶市は 同社と 其需 

耍 家との 契約 を 尊重す ると 共に、 同社より 受電 開始の 日より 同 十二 年 三月に 至る 

の 間、 最初 は 五千キ n ワット、 同 五 年度 は 七 千 八 百 十一 キロワット、 同 六 年度 以降 ま 

. 一 萬 六 百 十一 キロワット 宛 を 購入し、 將來 需用 增 加の 場合に は 購入す る 電力の 四 

割 を 購入す る こと を 約し、 從 つて 同社 は祌卢 市に 於け る 直接 供給 は 之 を 行 はざる 

ことと なリて 漸く 解决を 見た のでち つ こ。 

其货 の受 |d 

增加  カヽる 推移 を經て 成れる 契約に ょリ、 木市受 電力 は 昭和 四 年度 末に は 四 萬 六 千 
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キロ ヮッ ト となり、 同 五 年度 末に は 四 萬 八 千 八 百 十 一 キロワットに 增 加し、 同 六 年 

及 同 匕 年度 末に は 四 萬 八 千 六 百 十 一 キ 口 ヮ ッ ト となる に 至りし が、 同 八 年 四月 以 

降 宇治川 電氣 株式 會社 第一 變電 所に 於て は 三 萬 八千キ n ワット を、 更に 十一 月以 

ま 同社 第二 變電 所より 四 萬 六千キ n ヮ ッ ト を、 日 本 電力 變電 所より 一 萬 七 千 六 百 

十 一 キ P ヮ ッ トを 夫々 受電 する に 及び、 同年 度 末の 市の 受電總 計 は 實に六 萬 三千 

六 百 十一 キロワットの 互 量に 達し たれば、 其 受電量 は 累年 異常なる 增加を 示し、 大 

正 十二 年の 二 千 八 百 七十 五 萬 七 百餘キ C! ヮ ッ ト 時、 此 料金 七十 一 萬 五 千 四百 餘圓 

ま、 昭 ^八 年に は 三 億 五 百 七十 二 萬 八 千 六 百 五十 キ n ヮ ッ ト 時、 五 百 四十 五 萬 八 千 

六 百餘圓 となり、 電力 は 十一 倍、 料金 は 七 倍 六 分に 達した。 

發 電力と 受 受電に 對し發 生 電力 量 は 大正 八 年に は 七 千 二百 七十 五 萬 一 千キ D ヮ ッ ト時餘 

なりし が、 其 後 漸次に 增 加し て、 同 十四 年度に は 一億 九十 六 萬 九 千 五百キ P ワット 

時と なりて 最大 量 を 示 し、 以 後 受電 量の 激增 と共に 漸次 減少 を 示 し、 昭 和 二 年 以降 

運河 .葺 合 兩發電 所 は 全く 其 運轉を 休止し、 獨り湊 川發電 所の み運轉 を繼續 せる も 

其 出力 は 同年 以来 常用 一 萬 八 千 五百キ 口 ヮ ッ ト、 豫備 一 萬 七 千百キ U ヮ ッ ト に 止 

まり 何等の 擴張を 見 す、 か くて 昭和 八 年度 發電量 は 四千 九 百 四十 六 萬 三千 百キ n 


ヮ ット 時と なりて、 同年 受電 量の 約 六 分 一 に 過ぎざる 狀 態とな つた。 尙 昭和 八 年 

度に 於け る 發受電 電力 量 合計 は 三 億 五 千 百 十七 萬 四千 五百キ D ヮ ノトき こ ノご、 

. 最大 發受 5. 力 七 萬 三千 八 百 八十 キ . ヮ ッ ト、 平 3大發受電 電力 五 萬 四千 五 百 

七十 四 キロワット、 平均 發電受 電力 四 萬 八十 八 キロワット を 示して ゐる。 

g| 利用の 發電及 受電に 次ぎて 其 供給の 狀、 况を 見る に、 先づ 照明に？ て は i 直 麦の，. 

正 六 年 八月に は電燈 需要 戶數九 萬 四千 三百 六十  一 5 燈數 二十 六 萬 二 千 二百 二 

サ九燈 なりし が、 同 八 年度 末に は 十 一 萬 四千 七 百 五十二 戶 にして、 此內 定額 燈十 一 

萬 六 百 九十 九戶、 從量燈 四千 五十 三戶 なりし が、 昭和 八 年度 末に 於て は 需用 十五 萬 

六 千 六十 ニ戶 中、 定額 九 萬 八 千 五 百 十四 戶、 從量五 萬 七 千 五 百 四十 八日と なえ 市 着 

當 初に 比して 戶數は 六 萬 千 七 百戶、 六十 五 ％ を增 加し、 燈數 にあり てま 同 一 期^ こ 

• 約 三倍と なりて 七十 九 萬 九 千 五 百 二十 五燈 となった。 但し 此 外に 點燈を 休止せ 

. る もの 一 萬 九十 八戶、 二十 三 萬 三千 八 百燈 ある は 注意すべき である。 而 して 其蜀 

光の 大正 六 年 八月 現在と 昭和 七 年度 末の 間に 於て 約 五倍すな は、 電燈 利用の S  ，增 

、 ズセる を 示す ものなる ベ く、 叉 定額 燈及 從量燈 の點燈 千分比 は 大正 八 年度に 八、、 て 

は 前者 七 百 八十 六燈、 後者 二百 十四 燈？ しに、 昭和 八 年度に 於て は 前者 は 三？ 
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電燈收 入  此の 如く 電燈 需要の 逐年 增加 する や、 收 入 も亦從 ひて 漸增 し、 大 正 八 年の 二百 七 

十三 萬 二 千 九百圓 は、 昭 和 八 年に は 五 百 五十六 萬 四千 圓 とな り、 實 に 二倍の 暂&を 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  五 〇 二 

七 燈、 後 者 は 六 百 八十 三燈 となり 全く 反對の 現象 を 示す に 至った。 これ 本 市が 大 

正 十 年 九 月 以降 全國各 都市に 率先して、 從量 制度 を 採用して 屋內 使用 電燈數 五箇 

以上 は 之を從 量 燈 に變更 し、 同 十四 年 四月に は其範 圍を擴 張し て、 屋 內電燈 の 使用 

總 容量 百ヮ グ ト 以上の 場合 は 總て從 量 制に 依る の 規定 を設 け、 以 て銳 怠此 制度の 

普及に 努力した るに 基く ものである。 尙 左に 取付箇 數. 換 算箇數 等 を 表示して 參 

考 とす る。 


示す に 至った。 

gigs 次に 電力供給の 實漬を 見る に、 輓近 動力 界に 於け る 著しき 傾向と なれる 動力 電 

• 化 は、 財界の 深刻なる 不況に よ り、 事 業界に 極度の 不振 を 招来せ るに 拘ら す、 電 駕 共 

給 事業 をして 獨リ 旺盛なら しむる 因と なりし が 如くで ある。 大正 八 き 度 末に 於 

ける 神 戶市內 電力需要 家 戶數は 二 千 三百 八十 八户 にして、 据付 電動機 も 二 千 八 百 

二十 六 臺、 馬 カ數 一 萬 五 千 八 百 七十 一 馬力に 過ぎ ざり し が、 昭 和 八 年 K 末に ま需耍 

家 戶數六 千 百 七十 三 IV 据付 電動機 七 千 七 百 十 一 臺、 馬 力 數約九 萬 馬力 を算 したれ 

ば、 電 力 需要の 增加 割合 は 戶數に 於て 二十 五 割 五分、 据付 電動機 數に 於て 二十 六 割 

五 分、 馬 カ數に 於て 實に 四十 七 割 を 示して ゐる。 尙 大正 八 年度 末に 於て は 需要 家 

. ー戶 に對 する 据付 電動機の 平均 は  一二 八臺 にして、 一 臺當 馬力 數は 五. 六 馬力な り 

し も、 昭 和 八 年度 末に 於て は 需要 家 一 戶の 据付 臺數は  一. ニ五臺 となりて 稍- 增加 を 

示せる に 過ぎざる も、 ー臺當 馬力 數はー 了 七 馬力と なりて 約 二倍に 增加 し、 其 需 耍 

の範圍 の廣汎 となれ るを證 して ゐる。 更に 電力 料收 入の 點 より 觀る に、 同 一 期 間 

に 三. 三 倍の 增收 となうて、 昭和 八 年度に は 實に五 百 七十 四 萬 四千 六 百 餘圓を 計上 

する に 至った。 
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電熱と 電扇 電 熱. 電 扇 等 從量燈 併用の 家庭的 生活 檨 式の 變 化に 伴 ふ 新需耍 は、 年 を逐 ひて 激 

增の 傾向に ありと いへ る C 先づ 電熱 を 見る に 大正 六 年に は 僅かに 三十 四戶 九十 

五箇に 過ぎ ざ，^ し が、 大 正 八 年度に は 百 十八 戶百 三十 四箇 とな り、 爾 後 電 熱器具の 

改良 發 達に 伴 ひて 非常なる 勢 を 以て 各 家庭に 普及 し、 煖 房 に、 炊 事 に、 火 熨斗に 將た 

醫療に 使用 せら れ、 日 常 生活に 離る 可らざる 必備の 器具と なりし が爲 め、 其 需 耍 年 

年激增 して 昭和 八 年度に は 其 需要 家 戶數は 實に六 千 二百 三十 戶 とな り、 器 具 一 萬 

三 百 三箇 中、 市 ょリの 貸付 八 百 十五 臺を算 する に 至った ので ある。 而 して 電 扇の 

如き は大 建築 又は 工場に 於け る換氣 送風 等の 用に 供 せらる ゝ もの を 除 き、 其 家 庭 

生活 へ の 普及 はまた 電熱に 比して 更に 著しく 增加 し、 今 や 盛夏の 候 凉を容 る 、 た 

め 各 家庭 競って 之を備 へ、 兼ねて 一種の 装飾た るの 觀を さへ 呈す るに 至った。 卽 

ち 大正 六 年に は 五 千 基に 過ぎ ざり しが 同 八 年度に 至うて 五 千 五 百 九十 戶七千 五 

百 九十 九 基 (此中 貸付 は 五、 〇 二 五 臺、 需 耍家持 二、 五 七 四 毫と な ぇ昭 和 五 年度に は 一 

萬 ニ千戶 一 萬 七 千 基 を 超 え、 同 八 年度に 於て は 需要 家 戶數七 千 九 百 九十 七戶 一 萬 

一 千 二百 三十 一 墓 (貸付 九、 一 四 〇 臺 、需要 家 持 二、 〇 九 一 毫 となった。 

ラだォ ネナ 

ン 1^. 馬力 -フ ヂ ォ. ネ ォ ン 燈 等の 流行 は 最近に 屬し、 昭和 五 年 以前の 統計 を缺 くも、 ラ ヂ ォ (ェ 


リ ミ ネ ー タ. 上に あ リては 昭和 五 年の 需耍 家戶數 一 萬 五 百 二十 四户 (定額 二、 五六 一、 

從量 七、 九 六 三) 一 萬 五 百 四十 四箇 は、 昭和 八 年に は 三 萬 四千 十戶 (定額  一 二、 五三 〇£ 

量 二  r 四 八 〇) 箇數三 萬 四千 六十 四箇 とな リ、 僅々 四 年間に 約 三 音に 增 加し、 家庭 こ 

於け る 日常生活の 娛 樂機關 として 急速に 大衆化し つ 、ある を 知る ものが ある。 

叉 ネオ ン燈は 昭和 五 年に 於て 九十 三戶、 百 八十 八 筒な りしに、 昭和 八 年に は 三百 十 

A 户、 七 百 七十 八箇 とな リ、 こ れ亦增 加 著しき ものが ある。 尙金餞 登錄. 廣吿. 醫療等 

に 使 川す る 小馬 力 は 大正 十一 年に 於て は 百 七十 ニ戶 二百 ニ臺 なりし が、 昭和 八 年 

に 於て は 七 百 五十六 戶八百 四十 一 臺を算 し、 比 年 增加を 示して ゐる。 而 して 此年 

の是 等電燈 電力に 關係 する 事務 及 工務の 從業員 は 千 二百 七十 六 人を算 し、 將來更 

に增 加の 傾向に ある。 

If  II 條 祌戶 市電 ® 使用 條例は 大正 六 年 七月 創めて 制定せられ、 同年 八月 一 曰よ リ實施 

を 見し が、 世 界大戰 の 影響 を 蒙りて 炭價 幷に勞 銀の 著しく 騰貴す るに 及び、 同 八 年 

四月 已む なく 電燈 料に あ リては 八 分、 電 力 料 は 一 割 九分 を 1 上し、 同 九 年 六月に は 

電燈料 は 二割 五 分、 電 力 料 は 一 割 五分 を 各增徵 し、 同 時に 電車 乘車料 を も 値上して 

以て 收 支の 均衡 を 保つ を 得た のであった。 然るに 其 後 炭價の 下落す るに 際し 屢 t 
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市會に 於て ffi 下に 關 する 質問 あ り、 市 民 また 之 を 要望す るに 至 り、 且 つ 値 下 を爲す 

も收 支の 均衡 を 維持 し、 其 根本的 經濟 にも 支障な しとして、 遂に 同 十 年に 至り^ 料 

金に £ きまでの 値 下 を斷行 し、 屋 內燈 五箇 以上に つきて は從量 供給に よる ことと 

し、 尙 其 後 從 量 燈の普 及、 需 耍 者の 狀况 或は 社會 政策 上より 觀て、 同 十二 年 四 月、 同 十 

四 年 四 月、 昭 和 二 年 七 月、 同 四 年 九月 及 同 八 年 十月の 五囘に 亙りて 全般的 低減 を 行 

うたのであった。 

市營當 時の 神 戶巿の 地勢 は^ 西に 長 く、 殊 に 市の 中心 は 幅員 狭小 加 ふるに 傾斜 一 様なら ざ 

るが 故 に、 交 通路の 分布 容易なら す、 軌 道 敷設に 伴 ふ 困難 叉尠 少なら す、 而 も 市 ひ- 發 

展ュ 寝々 熄 まざる もの あれ ば、 今 にして 根本的 計畫を 樹立す る に 非 ざれば 遂に そ 

の 機 を 逸する 虞 ありと な し、 調 查に努 むる と 共 に、 特 許 線の 變更を 申 請 し、 都 市計畫 

事業の 進埗と 相俟って 交通網の 完成 を 期し、 順次 建設す る ことと なった ので ある。 

而 ) て 大正 匕 年度 末 現在に 於け る 祌戶市 營電鐡 復路 は、 春 日 野 兵 庫終點 間. 布 引 線. 

楠 公 前 島 上 町 間. 島 上 町 两柳原 間. 平野 線の 五線に し て、 其 複線 亘長 合計 十二. 二 六 O 

籽に 過ぎす し て、 斯くて は 到底 市の 發展、 人 口の 增殖 に應じ 得ざる 憾 ありと せられ 

たのであった C 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 

竣功 年月日 を 表示す る C 

一 號線 自加納 町 三 丁目 

ニ號線 自大倉 山 下 

三號線 自上 澤 通  一 丁目 

四號線 自四番 町 七 丁目 

五號線 自笠松 通 七 丁目 


各說 下 

至 四 番町七 丁目 

至祌 戶 驛前 

至大 開通  一 丁目 

至 船大工 町 

至 出 在家 町 


五、 三 五 七 米 

六 二 五 米 

五 〇 三 米 

二、 九九 二 米 

二、 二 八 四 米 


五 〇 八 

大正 十 一 年 四月 十日 迄に 全通 

同  年 十二月 三日 開通 

同  年 七月 十 二 日 開通 

同 十三 年 七月 二十日 全通 

同 十四 年 三月 七 日 全通 

期 線の 計畫を 立て、 其 成案 


第二 期 線の 計畫 成りて 其 認可 あるに 先 だち、 更に 第 

を 得て 大正 十 年 九月 第三 期 線 敷設の 件 を 市會に 提案し、 十一 月 其 可 决を經 る や、 十 

二月 特許 を 申請し、 同 十一 年 八月に 敷設の 特許 を 得し が、 其 百 一長 約 十 一 全 五 〇 籽ぁ 

り、 左 に 之 を 表示す る。 

一 號 線 (須 磨 線) 梅 ケ香町 二 丁目— 大橋町 三 丁目— 東 須磨字 若宮— 丙須 磨字來 

町 (四、 七三 三 米)  . 

ニ號線  梅 ケ香町 二  丁目— 東 尻 池 町 四 丁目— 東 尻 池 村 字 墓 山 (九 八 一 米 一 

三 號 線 (板 宿 線) 東 尻 池 村 字 高 松— 西 尻 池 村 字 溝 尻— 大橋町 三 丁目— 西 代字两 


大谷— 六 番町七 丁目— 四 番町七 丁  P 二、 三 


米) 


四號線 (夢 野 線) 下山 手 通^ 丁目— 神戶港 地方— 平野 祇園 町— 石 井町 五丁目— 

菊 水 町 六 丁目— 上 澤通ー 丁目 (二、 七 四 六 米) 

五號線  葺合字 一八 五號— 脇 ノ濱ニ 丁目 

I 三 期 追 力 尙 昭和 二 年 九月 右の 第三 期 線 中 追加 變更案 を 巿會に 提出、 同年 十一 月に 左の 通 

り可决 せられた。 

追加 新 線 

第五 號線 (東部 國道 線) 脇 濱町ニ  丁目— 吾妻通 三 丁目— 小 野 柄 通 八丁 目 三、 二 四 

九 米) 

第 六號線 (臨港 國道 線) 三宮町  一丁目— 加 納町六 丁目 (五 五 〇 米) 

特許 廢止線  葺合字 一八 五號— 脇濱ニ 丁目 

此 追加 新 線 は 昭和 二 年 十二月に、 特許 廢止線 は 同 三年 二月に 各 申請し、 同 四 年 二 

月 共に 認可せられ たのであった。 

I 磨 線の 開 第三 期 線 中 第 一 號線 (須磨 線) は、 元 兵車 電氣 軌道 株式 會 社と 競 願と なりたる もの 

にして、 且つ 須磨區 併合の 際に 於け る 希望 條 件の 一 たりし のみなら す、 同 地方 近年 

. の發展 特に 顯 著なる もの ありて、 同 線 急 施の 必要 あり、 されば 之 を 大正 十三 年度 中 
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祌 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  ，  五一 〇 

に 完成す ベ き 計 畫を立 て、 同 十二 年 四月 二十 八日の. &會に 於て 第三 期 第一 號線 s 一 

設費總 額 二百 五十 萬圓 支出の 件 を 可決した る も、 競 願 其 他 種 々の 事情に 制せられ 

て著ェ 著しく 遲延 し、 漸 く 同 十四 年 三月 工事に 著 手 し、 昭 和 二 年 二月に 至りて 全線 

の 竣功 を 見、 ついで 其終點 なる 須磨車 寧 は 同 七 年 十一 月より 新築に 著 手 し、 同 八 年 

四月 竣功した。 本線の 特色と して は 普通 市街 電鐡の 電車 線の 架空 二線式なる を 

單線 式と な し、 地 中 埋設 鐡 管との 電氣的 絕緣等 多くの 新 施設 を 凝らせる 點 を擧げ 

る ことが 出來 る。 

高 松 線の H 次に 第二 號線卽 ち梅ケ 香 町 • 東 尻 池 字 墓 山間 は 昭和 二 年 九 月著ェ し、 同 三年 十 一 

事 

月 功を竣 へ、 西部 及 運河 方面の 交通に 多大の 便益 を與 へた。 尙木線 中には 跳 上り 

國道 線の H 式の 高 松 橋 を も 架設した。 第五 號線卽 ち 東部 國道線 中 第一 ェ區 たる 脇濱ニ  丁目 

より 春 日 野に 至る 間の 七 百 二十 八 米 は 昭和 八 年 九月 二十 一 日 を 以て 開通し、 之に 

關聯 して 第 一 期 第 一 號 線の 一 部 軌道 を 改良 し、 » 日 野 車 車 引込線 軌道の 建設 を も 

同時に 施工せ し が、 尙 之に 先 だち 春 日 野 車庫 は 同 六 年 九月 三十日 を 以て 竣功した _ 

又 第五 號線中 第 ニ丄ニ ェ區 たる 脇 濱三丁 目. 小 野 柄 通 八 丁目 間 は 都市 計畫 事業の 道 

袼 工事と 相俟 ちて 工事 を實 施す ベ き豫定 なりし も、 同 線の 地下 は 恰も 阪祌 電氣鐡 


道 株式 會 社の 地下線に 相當 し、 一 部分 は尙 工事中に 屬し、 且つ 地盤の 自然 沈下 を充 

^ならしむ るカ爲 め、 之 が 工事 實施を 見る に 至ら ざり し も、 同 九 年 五月 ェを 超 し、 同 

III 道 線 十 年 一月に は 全線 開通の 豫定 とした。 第 六號線 (臨港 國道 線) は 同 七 年 九月 工率に 

著 手 し、 十 二月 竣功した るを以 て、 同 八 年 一 月 一 日よ リ運轉 を 開始す る を S 守た。 而 

して 第三 號線 (板 宿 線) 及第 四號線 (夢 野 平野 線) は 共に 工事 施行 認可 申請 中に し て、 同 

九 年 三月に は 未だ 認可 を 見る に 至らなかった C 

架 祌戶市 營以來 軌道 は 溝 型 軌條を 使用せ しも、 之 をば 漸次 高工 字 型軌條 に變更 し、 

軌道の 構造 は 順次 砂利 床を廢 して 混凝土 床と なし 、表面 は 之 を 敷石 叉はァ ス フ ァ 

, ト鯆 装と する 永久 的 工法に 改 め、 尙 軌條 の接續 は電氣 熔接 法 を 率先 採= して 以 

て 軌道 を 改良す ると 共 に、 車 輛の 音響 及 震動 防止に 努め 来った。 叉 架線 も 大正 十 

三 4- 以朱 3 次 力 テナ ヅ， 式 吊 架 法に 改良 し、 斷 線に 依る 事故 減少に 努 め、 或 は電氣 

自動 轉轍器 を 探 川して 悉く 主 耍ポィ ン トを 改良 し、 よ りて 以て 操車の 正確 安全 を 

期す ると ころがあった。  - 

電氣 軌道の 改良に 關 して 特記すべき は 高架 鐡 道との 切替 工事に して、 始め 大正 

事 

十五 年 五月 神 la- 改良 事務所よ リ祌 p 市に 對し、 大正 十八 年 (昭和 四 年) 六 月 を 以て 切 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  五一 二 

■ 替 工事 を 施行すべき 旨豫吿 せられた。 蓋し 高架 鐡道 工事 は 大正 十五 年 八月 灘驛 

西 端より 工事に 著 手せ しが、 市電と 省線との 立體 交叉せ る 瀧 道. 相 生 橋. 湊 川. 御 幸 通 

の 四 跨線橋の 地平 式 切替 は 最も 難 工事と せられ たれ ば、 市 及 鐡道省 は 屢，. 協議 を 重 

ね、 技術 上 幾多の 苦心 研究 を 遂げ、 昭和 六 年 一 月 先づ湊 川の 工事に 著 手し、 三月に は 

相 生 *、 七 月 こま^  i  、八 月に は 御幸 通に 及ぼ し、 十 月 九日より 十日に 亙り 徹宵 作 芽 

を 以て ー齊に 切替 工事 を實 施す る ことに 定めた。 元來此 工事た る や、 鐡 道 を 主と 

し 軌道 を從 としたる もの なれ ば、 其當 日 は豫め 電車の 運轉を 停止し、 停止 區間は 徒 

歩 連絡 こよ り、 瀧 道. 加 納町三 丁 目 間、 北 町. 東 尻 池 二  丁目 間 は 特に 市營 自動車 を 臨時 

運轉 して 乘 客の 不便 を 除去し、 かくて 祌戶 驛新ホ ー ム に 市と 鐡道 省の 木部 を 設け、 

現場との 連絡 用 特設 電話に より 鐡道側 約 八 百 人、 市 電側約 三百 人 は 一 齊に其 部署 

に つ き、 先 づ 瀧 道. 湊 川. 御 幸 通の 三 箇所 は鐡 道の 架橋までに 市電々 車線 を 撤去 し、 軌 

道の 破壤 工事 を も 行 ふこと となりし が、 此 工事 は莘 にして 豫定 時間の 五分一 を以 

高架 鐡道 の て 完了した。 かくて 九日 午後 十 時 以後 鐡 道の 架橋 竣る や、 電 車線の 接 續を行 ひ、 十 

開通と 市電 

日 午前 一 時 終列車 通過 後、 卽時 省線 を 破線して 市電 軌條の 連絡 作業に 努め、 午前 三 

寺 三十 分に は 高架線 上に は 早く も 列車の 試 運轉を 見、 電 車 も 亦 豫定の 如く 始發ょ 


り 開通す るに 至う、 祌戶巿 交 通史に 新 時期 を 劃した。 尙 高架 鐡道 問題に 關 して ほ 

土木の 條に 詳記せ る を 以て こ 、 に は 之 を 省略に 附 した。 

g 電 運輸 狀 此の 如く 軌道の 建設 改良と 車輛の 改良 相次ぎし を 以て、 市營當 初の 大正 七 年の 

營業線 十二 土 六 籽、 車 輛數 九十 四 (四 輛 客 車)、 乘車 人員 五 千 百 二十 八 萬 四千 人 は、 昭 和 

八 年に 於て は 營業線 三十 マ 四 八 ニ籽、 車輛 數 二百 七十 五 (內 ボギ— 車 九 七)、 乘車 人 員 

八 千 五 百 四十 四 萬 二 千 四 人となり、 其 運輸 狀態 は大 正 八 年に 於け る 一車 ー籽 平均 

乘車 人員 十二 6 三人に して 非常に 混雑せ る實 情な クし が、 線 路の延 長、 車 輛の 改善 

によ リ て、 昭 和 八 年に は 四. 三人と なりて 著しく 緩和せられ たる こと を 示して ゐる C 

叉 一 籽當 一 日 平均 使用 車輛 數 は、 大 正 八 年に 於て は 五土輛 なりし が、 年 と共に 增加 

して 運輸 狀 a は 著しく 圓滑 とな り、 昭 和 元年に は 八. 三 輛 とな り、 同 六 年に は 九. 三 輛 

となりし が 同 八 年に は七輛 となつ レ ：o 

I 務 員と 乘 大正 八 年の市 營 電車 從業員 は 運 轉手百 八十 五 人、 車 掌 百 八十 二人に して、 線路 番 

人 其 他 を 合算す る も 未だ 五 百 人に 過ぎ ざ， o- し が、 爾 來木 事業" 發展 と共に 其數を 

增 加 し、 昭 和 八 年に は 監督 百 三 人、 車 掌 四百 九十 六 人、 補 助 車掌 百 三 十 五 人、 運 轉手五 

. 百 八+四 人の 外に 常人 夫 ありて 合計 千 四百 一人 を算 する に 至った。 而 して 電車 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  五一 P 

, 乘客 人員 は 其 一 日 平均に ついて 見る に、 大 正 八 年に は 十四 萬 三千 百 三 十三 人な り. 

し が、 爾 來 毎年 增 加して 昭和 二 年に は 約 二倍と な り、 翌 三年に は 三 十 萬 三 千 四百 人 

， . を 超えて 最近 十五 年間の 最大 數を 示せし も、 爾 後 漸減の 傾向 を 示し、 同 八 年に は 二 

十三 萬 四千 餘人 となり、 其 利用 率 は 大正 八 年に 於て 一 筒 年 一 人 當乘車 囘數は 八十 

二. 六 二 囘 なりし が、 爾後 年 々增 加して 昭和 三年に は 百 六十 六 二 三囘 となりて 二倍 

以上に 達した る も、 翌 四 年より は 稍， 減少 の 傾向 を 示 し、 同 八 年に 於て は 百 二 .0 九囘 

となって ゐる C 

電車 敉入 か ヽ る 市民の 利用に よりて 收入 せる 電車賃 金 は、 大正 八 年に 於て は 百 八十 七 萬 

二 千 餘圓ニ 曰 平均 五、 一 一 五 圓) な りしが、 同 十二 年に は 二倍 を 超 え、 以 後年 を 逐ひ遞 

曾して 昭和 四 年に は终に 三倍 を 超 ゆるに 至 り、 爾 後 稍， 滅少 して 同 八 年に 於て は 四 

百 七十 二 萬 七 千 六 百 餘圓ニ 日 平均  一 二、 九 五三 圓) を算し てゐる C 惟 ふに 電車 は 市 

營 以来 驚異的なる 整備 發達を 示 し、 收 入 も 亦 自ら 增大 し來 りたる も、 而 も兩 三年^ 

漸減の 傾向 を 示し 来った。 これ 本 市の みならす 他の 大都. 一 巾に 於け る電氣 軌道 事 

業 上の 共通 現象に し て、 乘 合 自動車の 發 達、 タ ク シ ー の 大衆化 等の 影響の こ 、 に 至 

れる ものと して 注目に 値する C 


を 發 賣 せ し 

て 今に 至つ 


R 


十 一 月 

持せられ し 

乘 合 自動車 

絡乘 車券 を 

めて 乘 客の 

止 し、 乘 合 自 


で 

年 


均 

理 

ーョー 

1ST 

年 


市電 乘車料 祌戶巿 營電氣 軚道乘 車 料 は 大正 七 年 十月 一 日 從來の 

し、 料 金 を三錢 とな せ し が、 同 八 年 四月 一 曰より 營業 線の 

より 均 一 制 は 之 を 維持せ し も、 料 金 を 四 錢と爲 し、 同 時 に 

を 限りて 學生 及勞働 者に 對 する 割引 乘 車の 制度 を樹て 

に對 して は 特に 料金 を 低減せ る 通 學囘數 券 

料金 制度 及 通學囘 數乘車 制度 は 引 續き存 し 

日 再び 値上して 均 一 制の 五錢 とな し、 翌 十 年 

を 加へ た。 かくて 此五錢 制 は 比較的 永く 維 

三度 値上して 六錢 とした C 尙 昭和 五 年 三月 

車より 電車に 連絡 乘 車の 場 八 口に 發行 する 連 

七月に は 電車 及乘合 自動車の 相互 乘換 を認 

入の 增加 を圖る 目的 を 以て 連絡 乘 車券 を 廢 

料と して 今に 及んだ のであった C 

電車 事故  交通網の 發 達に 伴 ひ 利便 を增大 すると 共 

力 を：： 小す は 最も 遺憾と せら れ、 交 通 道德の 養成 涵 養 と 交通整理 は 令 ゃ大都 はの 
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區間 制を改 

延長と 財政 

社會 政策 的 

尙 通 學 の た 

が、 此 時間に 

に ま 1ST 赞 

も、 昭和 四 

事業 經營 

金 三 餞と 

利便に 資 

動 車より 


定 

し 


め て 

上 の 

見 地 

め 乘 

发 る 

同 九 

の 一 

四 月 

伴 ひ、 

め し 

、併せ 

乘換 


乘 

も- 

ま 


1 芾 と 

由と に 

り^-間 

する 者 

引乘車 

四月 一 

に 改正 

日 こま 

合 自動 

翌 J\ 年 

電車 收 

之 を 無 


に、 其 反面に は 交通 上の 犧牲の 勢ひ暂 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 

耍 事項と なり 来れる の觀が ある。 

八 年に は 電車 事故に よる 死傷者 五 

は 年と 共に 增加 し、 昭 和 元年に は 千 

を算 へし が、 爾 後 漸減して 同 八 年に 

に 比すれば 喜ぶ ベ き 傾向と 謂 ふ ベ 

車輛の 改善 市營 直後 に 於け る 市勢 の 發展に 

る こと 甚だし かりし を以 て、 之 が 應急 策と 

席 宛 存置 し、 收 容 力の 增 加を圖 ると 共に 其 

謂 半 席 電車の 運轉を 試む るに 至った。 さ 

車 相次 ぎ、 甚 だしき は 窓に 攀づ るの 狀 勢な 

輛の增 加 は 喫緊の 急務と なった。 玆に於 

敏活 且つ 容易なら しむる 耍 ありと し、 全 長 

入口と する 低 床式ボ ギ ー 車 を 立案 し、 通 風 

〇 四 米、 路 面より 一 階段に て 車內に 入り 得 

初めて 之 を運轉 して 豫 期の 成 镜を擧 ぐる 


ら す、 大 正 

して 其數 

も 亦 千 人 

し は、 從 來 

足を吿 ぐ 

し て、 車 內の 座席 を 中央 又は 片寄りに 半 

移動 を 容易なら し め、 昇 降に 利便 ある 所 

れ どか 、 る 施設の み を 以てして は滿員 

りしに 對 して は 何等の 效 果な く、 爲 に 車 

て 之が 設計に は收 容カ大 にして 乘降を 

十二  • 九 五 四 米、 幅 員 子 四 三 八 四 米、 中 央 を 

式 電動機 を 採用 し、 車 輪の 直徑は 〇• 六 六 

る 新 構造の 車輛 を 製造 し、 大 正 九 年 四月 

こと を 得た るを以 て、 爾 來 新造す る 車輛 


下  五一 六 

從っ て 電車 事故に ありても 其 數少か 

百 十四 人 (內 死者 十 人) な り し が、 不 幸 に 

百 人 (死 者 二十 五 人) を 超 え、 同 四 年. 五 年 

は 約 六 百 人 (死 者 十六 人) と なる に 至り 

きで ある C 

伴 ふ 急激なる 乘 客の 增加 は、 車 輛 の 不 


乘務 員の 養 

成と 其 美事 


ruT^ とな， し £33f て 運 轍の 機能 を 充分に 發 揮す 

ナ 叉鋼鐵 車が 其 構造 環なる のみなら す. 重量 は 木造 車に 比し 却て 輕；； 

U 以て- f 上 S する 處 多大なる もの？ と 信じ、 大正 十一 年^^^" 

41 辆 ま 匕 豫 fca こ 1 くシ  ,  ーノ J  f  ^> ま t  tttt 一 

i. 軻，， ル 構造に^る ことと し、 翌 十二 年 六月  3 

J  C  £  ,  .  二 尸- ス 4W- る Be 女し プ 力、 る 中央 人 

口 式 低 床 ポギ— 車 及 鋼鐡車 は本节 が^じ  リス 

-# ま3  - ォ f 力 圣國に 率先して 實 施せる もの こ レて、 今や 载 

^^を 始めと し 各鐡^ sfs 皆り^  Hcr^f  -  -  0 

tgc  々鐘 L3f 業者 ひ a 用す る 所と なった。 世人が #s 市の S まつ- 

其 14 て fi 率に？、 他 都市の 市街 電車に 比して 幾多の" 所 をのれ" 

^す は 所以 ありと 謂 ふべ ぐ、 又 沖 戶巿夸  -づー 

1A  _ 尸  一 t  r おうとす ると ころ こ、 にある 

電 電車 乘實は 市 營以後每年之を募 集して、 其 技術 教養の 向上 を？ し 

力 大正 十二 年 十 一 月 從業員 規程 を 制定し、 教習所に S して 車 fsl ぎ 5 

に敎習 • 講習 書 講演 會を 開き、 或は 見學  ま h  i  の爲 

.  二  { ，導 酽譁等 f ようて 其 見聞 を廣 め、 叉 別 こ 司 十 ¥ 

十月 發明 獎勵 規程 を 制定して、 電氣 事業に  〜 サ 2 

金 を授與 して 今 こ 至つ こ。 ff  ,rrr ナ ^ る 丁 業， =1 明に 對し 賞金 叉 は獎勵 

？  57 而 して 同 十三 年 大阪市 營 電車 幷た 郊外電車 從業 員の 

纩芽 ありて 交通 幾^ こ  一 c  -c  f ク ：、 」  ノ ー ーノメ  O 

て 5 、にも ほ〜 一 大 支障 を 求せ るに 際し、 木. 市電 乘 

よく 自重して 堅實に 其 職^こ^  1^^. 

^〜ま-わ^ { ^し 一般す 民に 何等 交通 上の 危 m を 與 \ ざ 

一二  i  .1   .  -  Jy..  一  一  L 
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五 一 七 


タ しま 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  五一ん 

t も 或 謝に 値すべ しとて、 同年 七月 二十 九日の 市會 は 感謝の 動 議 を可决 し、 進 ん で 

物質 勺に も 謝意 を 具現す ベ しと 决議 し、 よりて 特別 賞與金 一 萬 五 千圓を 贈りて 之 

に酬 ゆるの 美事 を 生んだ のであった C 

市電 乘務員 おる こ 之と 相 前後して 電氣局 廓清 問題 起り、 踵いで 昭和 二 年に は 疑獄 事件の 起 

の大 罷業  V 

る あり、 市民 をして 眉 を 顰めし むる もの あり、 同 四 年 六月に は 春 日 野 詰^に 於て ^ 

督 者の 被毆打 事件 あり、 當時 市會に 於て 將來 之が 爲に 市民に 迷惑 を 及ぼす が 如き 

重大なる 結果 を招來 するな からむ やう 警 吿 する 者 ありし が、 遂に 同 五 年に 至りて 

市電 乘務 員の 同盟罷業 を 見る に 至った。 其 原因 は 監督者の 命令 を 拒否して 任意 

返 所し、 且つ 之を毆 打せ る 一 乘務 員の 解僦に 端を發 したる ものにして、 爾後 從業員 

代表者と 局長との 對談 とな り、 其 要求の 容 れられ ざ る や、 何等の 聲 明を爲 さすして 

五月 二十 二日 早曉を 以て 同盟罷業の 擧に 出で たのであった。 之より 先 形勢のお 

易なら ざ るを觀 取し、 萬 一 の 場合 の 對策を 講究せ る 電氣局 は、 殘 留乘務 員. 特別 敎習 

考臨 時運 轉手等 を 動員して 電車 運 轉に從 事せ しめ、 吏員 をして 乘 客の 整理に 當ら 

しめ、 よりて 以て 平常の 六 割 乃至 八 割に 相當 する 車輛 を運轉 し、 辛うじて 交通 機關 

を 維持し、 一 方 主謀者の 職 を 解き、 同時に 罷業 者の 復歸 命令 を 出すな ど有效 適切な 


る 手段 を 採りし が、 事 態 を 憂慮せ る 兵庫縣 知事の 調停に よ り、 解 俯 者の 復職 は 之 を 

認 め ざ る 事、 爭 議參 加の 理由 を 以て 犧牲者 を 出さ 、>  る 事、 市 は 金 一 封 を 出す 事 等の 

六箇 條の條 件に より て、 同 月 二十 八日 祌戶 市電 未曾有の 大爭議 は圓滿 解决を 見た 

のであった。 蓋し 市民の 蒙りし 不便 不利 は决 して 尠 少ならざる ものが あった。 

乘合自 神戶巿 は 大正 六 年 八月 市內 路面電車 を 市營に 移して より 以来、 一 定^ 線に よる 

動 W 

民衆的 交通 機關 は市營 として 統 一 する 方針 を樹 て、 市 區 改正 弁に 都市 計畫 事業の 

進埗と 相俟ち て、 專 ら 電車 軌道の 建設に 努め 來 りし も、 而 も 未だ 全から ざる ものが 

あった。 然るに 市勢の 絡えざる 伸展 は 西部 及 束 部 隣接 町村 を 編入し、 住宅地 帶た 

る 山手 方面 等 は 交通量 著しく 增 大したる に拘ら す、 此 等の 地域 は 未だ 交通 機關に 

惠 まる、 に 至ら す、 早 晚 軌道の 延長 敷設の 耍に 迫られた る も 而も 遽に 之が 完成 を 

期し 難き 事情に あった。 こ、 に 於て 此際市 は 進んで 軌道 事業の 補助 機關 として 

の乘合 自動車 事業 を兼營 し、 軌 道の 未だ 普及せ ざる 市內 重要 地域 を 市 心に 連絡す 

, ると 同時に、 一 面長 距離 高速 交通に 便 じ、 電 車乘客 輻輳 區 間の 緩和に も 資し、 以て 市 

內 全般に 亙る 大衆 的 交通 機關の 統制 を 期す る ことの 極めて 適切なる を 察し て、 其 

具 體的計 畫を定 め、 昭 和 四 年 三月 二十 二 曰 市 會の協 贊を經 る や、 直 に 免許 を 申請 し、 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  五 二 〇 

同 五 年 七月 一 日營業 路線 一 旦長 四十 六 丄 一 五籽の 免許 を 得る に 至った。 之より 先 同 

年 三月 市會の 議決 を經 たる 創業費 豫算に 墓き 諸般の 準備 を 整へ、 九月 十六 日を以 

て 先づ第 一 號 系統 須磨驛 前. 櫻 口 間 十五 二 籽の運 轉營業 を 開始した。 

0^0 市 營乘合 自動車 事業の 開業 は 昭和 五 年 十月 二十 六日 祌戶 沖に 於て 行 は せらる 

る 大觀艦 式 弁に 九月 二十日より 開催す る 観艦式 記念 海港 博覽 會に對 する 市內交 

通 を 目標と なせる ものにし て、 最 初に 完成せ る 「シ、 ポ レ ー」 小 型 十二 人乘 二十 四輛を 

以 て、 九 月 十六 日 先づ第 一 號 系統より 著 手せ る ものな りし が、 九 月 二十日 乃至 十月 

末日 は 博 覽會の 三 會場を 連絡す る 臨時 系統に 之 を運轉 し、 十 月 一 日 「ホ b ィ ト」 大型 

車 十六 人乘 十五 輛 を、 同 月 十一 日 更に 「ダ ッヂ ブ ラ ザ J 大 型 車 十六 人乘 十五 輛の完 

成 を 見た る を 以て、 こ 、 に 第 子 第三. 第 四 及第 七號各 系統の 營業を 開始し、 亞 いで 路 

線 改修工事の 成る に 及 び、 十 一 月 七日より. 第五 及第 六號兩 系統の 營業を 開始し、 か 

くて 免許 線 全部の 開通 を 見る に 至った。  • 

事業の 發展 木 事業の 設備 幷に 其運營 にっきて は銳意 改善す る 所 ありし が、 先 づ 車輛の 增設 

を 圖るを 急務と し、 昭 和 六 年度に 入る と 共 に 「シ ボ レ I」 十 六輛、 「ジ！ ェ ム：シ ー」 九輛、 「ス 

ミ ダ」 四 輛、 「ダ ノ デ」 「ホ ヮ ィ ト」 各 三輛を 購入 し、 之 を 全線に 配車して 通 車 間隔 時間の 短 


乘合 自動車 


乘合 自動車 

營業 路線 


^に 努め、 N に 同 七 年 八月より は 「シ ボ レ ー」 二十 二 輛を增 車し、 八 口 計 百 十二 輛を 以て 

Si 轉を行 ひ、 市民の 便益 增進 を圖 ると ころがあった。 尙同八 年 十一月 一日 民^ は 

業の 買收 による 繼承 車輛 中 十九 輛を 同日より 運轉 し、 叉 十 一 月 七 八 兩日を おして 

盛大に 擧 行せられ たる 第  一 II： みなとの 祭に は、 新装 成れる r シ 、ポ レ —」 三十 三 輛を暂 

車し、 更に 十二 月末 迄に 「シ ボ レ —/ジ —.ェ f シ ー」 各 十 輛宛を 全線に 配車し、 輸送 能率 

の增 進に 努 むる と共に 市民の 利便に 資する 所 あり、 かくて 昭和 八 年度 末に は總車 

輛は百 七十 一輛と なった。  ， 

木巿は 地勢 來两に 長く 帶狀に 都市 を 形成せ る を 以て、 初め 乘合 自動車 事業 計畫 

に 際して は、 車 車 を 來两 二箇所に 設置す る ことと し、 先 づ 開業に 當リて 布の 西部 柬 

尻 池 二  丁目に 一 箇所 を 設け、 車庫. 修繕工場 を 建築し、 之に 事務所 を 配して 營業を 開 

始せ しが、 漸次 路線 を 延長し、 自動車 交通網 を 全市の 東西南北 ー 敷く に 及び、 當 初の 

計 畫に基 き、 昭 和 八 年 十二月 琵琶 町 二  丁目に 灘 車庫 を 開設 し、 之 に 修繕工場 及乘务 

員 詰 所 を 附属せ しめた。  - 

ぁネ五 年度に 於け る營業 路線 は 前述の 如く 七 系統 及 臨時の 博覽會 連絡 路線に 

して、 其 系統 距離 八十 四 二 籽 なりし が、 昭和 六 年度に は ナ五四 籽を增 加し、 同 七 年 度 

第 三 章市營 事業  £  , 一一 


乘合 自動車 

の 系統 路線 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  五 ニニ 

には子 五 二八 籽を增 して 十 系統と なり、 同 八 年度に は 三 十 入 二 九 籽を增 して 十五 

系統と な り、 監 督 三 十  <  運 轉手 二百 七 人、 女 車掌 二百 十四 人 之に 從舉 する に 至りし 

が、 左 に 昭和 八 年度 末に 於け る營業 路線 及 運 轉成糗 を 表示す る。 

一、 系統 及 路線  營業 路線 M 長  運轉 開始 期日 ，， 

一 系統 须 磨  石屋 川  一六 • 八 八 二 昭和 八 年 十一月 七 H 

二 系統 須 磨  石屋 川  一八 • 五八 六 同  ： 

三 系統 川上 町  灘 車庫  一七 二八 〇 同 十二 ガニ 十九 H 

四 系統 檜 川  新 ^ 地  五丄ニ 一  〇 昭和 九 年  一 H; 一日 

五 系統 長 田 町 八丁：！ n …… 新 地 .ーマ四六〇 同 

六 系統 石 井橋  新開地  一 • 九 四 〇 昭和 六 年 十二お 一日 

七 系統 须 磨  多 井畑  四 • 四 二 〇 昭和 八 年 三月 十一 H 

, 八 系統 石屋 川  新 ^地  一一 丄ハニ 〇 同 . 十一 ^七日 

九 系統 须 磨  石屋 川  一七 • 五六 二 同 

十系铳 京 橋  灘 車庫  八 • 八 四 三 同 十二月 二十 九 H 

十一 系 銃 阪神 新 茌家… プ ウェイ  五 •〇 九 〇 同  十一月 一日 


年次 成績表 


十二 系統 

十三 系統 

十四 系統 

十五 系統 

川上 町. 大橋 

中ノ島 .突 堤 間 

^  二、 運 

昭和 五 年 

同 六 年 

同 七 年 

同 八 年 

： 三、 年 

昭和 五 年 
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阪祌大 石  高 尾 

灘 驛 前  高 尾 

大橋町 五丁目… 那須 神社 前 

大橋町 五丁目 …… 車 大 通 

町 間引 返し 

引返し 

11  一口 

轉 成 镜@ 和 五 年 は 九月 十六 曰 營業ー 

一 H 平均 使用 車輛 數 同 運 轉籽數 

輛  秆 

五 〇  一 一 、三 六 五 

八 三  ニー、 〇 五 九 

九 六  ニー、 七 四 七 

- ： 一 〇 三  二 〇、〇 九 七 

次成镜 

使用 車輛 運 轉籽數 

辆  籽 

九、 八 四 四 二、 二三 八、 八 二 六 

巿營 事業 


三 

〇 

一七 

始) 


〇 五 〇 同 

五 五 〇 同 

七三 五 

六 七 五 

一 四 五 

九 五 〇 

九九 八 

同乘 客人 員 

八、 五 九 四 

一 四、 五 〇 五 

一 九、 一 二三 

二三、 九九 九 


昭和 九 年 一月 一日 

同 

昭和 六 年 十二月 一 日 

昭和 七 年 十二月 一日 


乘客人 員 

、六 九 三、 〇 四丄 


人 

\ 


同乘客 賃金 

八 三 六 • 四 一 

一 、三 八 五 丄ハ五 

一 、七三 六 • 九 二 

二、  一  二 四 • 七 六 

乘客 賃金 

一 六 四、 七 七 二 丄ニ五 

五 二三 


民營 自動車 

事業の 買收 


同 .V 

同 八 

祌戶市 

を 兼營す 

交通. 統制 

市營 交通 


のた め 民 


年 

に 於 

る に 

の 見 


神 戸市^ 第二 辑 本 編 

昭和 六 年 三 0、 三 五八 

三 四、 九 二 九 

三 七、 四 三 四 

て は 夙に 市內 

至 り し が、 此 事 

地より 旣設民 

の 恩 惠 を享く 

營 事業の 買 收を企 

有 馬鐡道 株式 會社 

車營業 路線 幷に之 

査 委 員會を 組織し 

日 を 以て 事務 引繼 

六 甲 特別 區 となし 


及 六 甲 越 

乘合 自動 

は 買 收 調 

十一月 一 

區 域外の 

等 を 左に 


各說 下 

七、 七 〇 七、 四 六 二 五、 三 〇 八、 八 五 二 

七、 九 三 七、 五 一 九 六、 九 七 九、 八 四 五 

七、 三 三 五、 三 七三 八、 七 五 九、 五 一 四 

交通 機 關の統 一 經營の 巿是を 樹立 

業の 漸次 創業の 域を脫 して 增設擴 

營 事業の 公 營化を 考慮す る に 至つ 

る こと 比較的 徵か りし 六 甲 .灘 方 面 

圖 し、 昭 和 八 年 四月 頃より 六 甲山乘 

と 交 涉を重 ね、 七 月 兩會社 は 夫々 臨 

に 伴 ふ 財產を 市に 譲渡す る 件 を 承 

て 調 査 の 結 果、 八 月 七日 市會 は買收 

を 完了す ると 共 に、 市 はこの 讓受路 


表示す る。 


五 二 四 

五 〇 七、 一 四 八 • 七 0 

六 三 三、 九 七 五 • 一  八 

七 七 五、 五三 八 • 一  八 

し、 乘 合 自動車， 業 

大 せらる 、 に 及び、 

た。 卽ち先 づ從來 

の 市民の 利便 增進 

合 自動車 株式 會社 

時 株主 總會に 於て 

認し、 一 方^に 於て 

案 を 可決 し、 續 い て 

線 を 整理して 均 一 


運輸 を 開始す る ことと なった。 其買收 路線 及買收 


自動車 事業 

の買敉 路線 


，六 甲 越 有 馬鐡道 株式 


0 


買收 路線 六 甲ケ— ブル 下 • 阪祌新 在家 間 四 二八 籽 

. 買收費 一 〇ー、 四 一九 丄ハ 五圓內 自動車/ f 拾 自動車 十 一輛 

11、」、PJt、  雷 1 一 小型自動車 四輛 

二 六 甲 山乘合 自動車 株式 會^ 

買 收路ぁ 六 甲 n  — プ ウェイ 下. 阪 急 六 甲. 阪祌大 石 間 六. 一 四 纤 

灘驛 * 耶ケ〜 ブル. 阪祌大 石 間  五. ヒー 籽 

M 收 費 三 r 七 九 七 •〇〇 圓 內 自動車 乘合 自動車 八 《 

II 乘合 自動車 囊當 初に 於て は 全市 を 2  ニ區 に？、 之 を S 區と稱 し、 一 區十 

錢と 定め、 交通量 特に，、 道路 S ならざる 地域た る 多 井畑 系統 は 之 を 特別 區と 

して 普通 區 以外に 料金 を徵 した。 然るに 此ニ區 制 は 各區域 深ぐ 重複し、 市內 交通 

< 槪ね. 一 區 にて その 用 を辨じ 得られ、 ニ區に 亙る 乘客 極めて 僅少なる を 明" こす 

ると 同時に、 事業の 發展擴 7 共に 基礎 も 漸く 安定せ るを以 5 に 均一 料金 制： 

+  .變 ^せんとし、 昭和 六 年 七月 乘車 料條例 改正案 を 巿會に 提案 議决 を經、 十二月 一 日 

よ li 施す る：；： つた。 卽ち 新に 電車 まの 乘換を 許して 乘換乘 車科四资 

を 徵 し、 從 來三 餞の 乘換 ほこよう て？^: 接き P  、，. ト , f 

fl て 電車 〜乘換 をな せる を廢 して 無料 乘換券 を 交 

^する 等 大いに 乘 客の 利 更^ 

ミグ ジミ { を圖る 用 力あった。 尙 特別 區 として は 從來の 多 井 m 
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•  五 二 五 


神 

戶 


八 
七 

55： 
九 

四 


神 戶市史 第二 稗 本 編 各說 下  五 二 六 

特別 區の 外に、 同 八 年 十一 月 民 焭乘合 自動車 事業 貿收に 伸 ふ 六 S- 特別 區及同 九 年 

一 H; よ， CN 開通の 車 特別 區を設 け、 夫 々特別料金 を徵 して 今に 及んだ C 

尙參考 として、 左に 六 大都市の 軌道 事業 及乘合 自動車 事業 を 表示す る。 但し 本 

表 は 日本 都市 年鑑に 據る ものにして 昭和 八 年度 中 若しくは 同年 度 末 現在のお 赏 

である。  , 

一、 市營 軌道 事業  . 


お 
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六 大都市々  二、 市 營乘合 自動車 事業 
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市 
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長 
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轉 
車 
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-fx 
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收 

(画） ョ 
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リ 
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制 

七 九 一、 七 If? 七 


IR 九 一、Mlf 九九. 一 ま i 劃 


_ 、一 均 一 制 十錢、 連 格乘車 


も 十二 人 乘換ー 

？ そニ算 一攀 g 


濱 

名 
古 
屋 

京 
都 

大 

京 

CD 
四 

四 

ノヽ 

删 H〈| 

聽 [ 

電氯 事，^ 1 

の 決算 


入と 繰 入金 


特別 經濟 たるま 氣 事業 費の 總歲入 歲出决 算を觀 るに- 

^ 收費を 含める を 以て 歲入ニ 千 五 百 八十 五 萬 圓、 歲 出 一 一 

同 八 年 皮に は 常 態 に復し て、 歲 入 八 百 三十 五 萬 八 千 圓、 歲 

りしが、 爾後 年々 の增加 著しく、 昭和 八 年度に は 歲入五 千 

三百 十八 萬圓 とな り、 事 業 は 愈， 擴大 せらる 、 に 至った。 

が 如 く、 此 歲 入より 繰越 金 • 繰 入 金 * 運 用 金. 市 債 借 替收入 等 

W 立 金. 市 債借替 支出 等 を 除け る 純 歲入歲 出 を 見る に、 大 

十二 萬 六 千 圓、 歲 出 四百 二十 六萬圓 なりし が、 昭 和 八 年度 

七 千 圓、 歲 出 千 四百 二十 七 萬 五 千圓を 計上して ゐる C 

惟 ふに 祌 10- 市營 電氣 事業 は 年を遂 ひて 發展 し、 大 正 七 
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-巿 營當 初の 大正 六 年度 は 

千 五 百 六十 三 萬圓を 超え、 

出 七 百 四十 萬 六千圓 とな 

五 百 九十 九 萬 圓、 歲 出 五 千 

然れ ども 財政の 條に 記す 

を 控除 し、 歲 出よ リ繰 入金。 

正 七 年度に は歲入 四百 九 

に 歲入は 千 七 百 八十 八 萬 

年の 電 燈.電 力 .電 車の 收入 

五二七 


實數^ 一. 00  5s>、tdm 

換算. f (六 so 一  突 3 パパ 3m 一 

一一 一四 SQ 四 九、 七 Mao 七 

九 一一 ー丄さ 九、 九 Qri へ 

1 二 K0 一九、 一七 二、 四 一六 

fool  a 


八 四 

、一 六四、 達 四 

K 八誦 


ー、ー七ーーー 

塵、 囊 

四 七 七、 八 Ml 


ー5<专 六 一ち ia: 


四 101 二、 ニー  o 

九 o  一一  r 八 os 

h 九 六、 七 四 四 

匿 六、 g 七 


一 卜錢ー 一お 十五 錢^ ^il ^錢 

十 一 囘 E 十 餞： 一十一 ー囘 一阆 六 

十九 囘三圓 fn 十八 囘五^ 

一 區五 tts 三區 以上 十五 錢均 一 

均 一 區十錢 特^^: 九錢 

特定お (十) 均 一 區十錢 

特定 區 (十) 均 1 區 (十) 特定 區ー 

十五 錢 

全線 六錢均 一 

電車 自動車 相互^ 總料 令： 一 ；錢 

一 系統 十錢均 一 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  まーヌ 

合計 四百 七十 六 萬 六千圓 なりし ものが、 同 十 一 年に は 約 九 百 八十 萬圓 となりて 二 

倍 を 超え、 昭和 元年に は 千 二百 七十 七 萬 四千 圓を算 して 大正 七 年の 三倍に 近き 增 

加 を 示し、 昭和 五 年に は自， 動 車 收入を 加へ て 千 五 百 三十 じ 萬圓に 達し、 同 八 年に は 

實に千 七 百 七十 六 萬圓を 超え、 之 を 大正 七 年に 比すれば 三. 七 倍と な ふ、 將來 更に f 

. きナん とする の狀 勢に ある。 されば 其 收入增 加 率 は 常に 支出の 增加率 を 超え、 昭 

和 元年 乃至 同 八 年の 營業殘 金 は 合計 約 二 千 五 百 十 萬圓、 卽ち 一箇年 平均 約 三百 4 

五 萬圓に 達し たれば、 年々 多額 を 他 經濟に 繰 入れ、 佝 繰越 を 計上す る を 得た ので あ 

つ こ。 お 繰 入 は 多く は 市費に 對 して 行 は れ、 時 に は 都市 計畫 事業に 向けられし 力 

大正 七 年に は 市營當 初の 事と て 僅かに 二 千 五 百 圓の繰 入に 止まりし も、 爾後 さ々 

之を增 して、 昭和 三年に は 實に五 百 三十 二 萬圓を 計上し、 爾後 同 七 年 迄 は 百 萬圓臺 

こヒ まりし も、 同 八 年度に は 四百 七十 八 萬 圓を超 ゆるに 至った。 又 繰越 金 は 大^ 

ヒ 年に は 二十 一 萬圓に 過ぎ ざり しも、 翌八 年に は 百 五十六 萬圓を 計上し、 同 十 年に 

は 四百 五十二 萬圓に 達し、 尙 昭和 五 年に も 約 四百 五十 萬 圓を算 し、 爾餘の 年に も 百 

四十 萬圓 乃至 三百 七十 萬 圓を算 へ たのであった 

III 業關 電氣 事業の 買 收擴張 等の 爲に 始めて 其 財源 を 公債に 求めた る は、 大正 六 年 八月 


にして、 第一 囘電氣 事業 公債と して 先 づニ千 四十 萬 六 千 五 百圓を 起債し、 ついで 同 

七 年 六月、 同 九 年 二月 及 同 十五 年 三月に 合計 九 百 三十 一 萬 三千 五 百圓を e 債に 求 

めしが、 是等は 最終 償還 期限 を 昭和 二十 二 年度と する ものであった。 つ 、 で 昭和 

二 年 三月に は 昭和 二十 四 年度 を 償還 期限と する 第二 囘電氣 事業 公債 一 千 十四 萬 

圓を發 行し、 同 四 年 五月 第三 囘同 公債 九十 九萬圓 を、 同年 八月 第五 囘同 公債 二百 二 

十三 萬圓 を各發 行し たれば、 電氣 事業 債 は玆に 至リて 合計 西 千 三百 八 萬 圓を算 せ 

しが、 更に 第五 囘の 二と して 同 七 年 十一 月 百 萬 圓を發 行し、 此 くて 同年 末に はき 計 

三千 六 百 八十 五萬圓 となった。 然るに 同 八 年に 至り 旣發行 公債 額 三千 四百 九十 

一 萬圓の 利率 年 五分 五 厘 乃至 六 分 を 低利に 借 替を爲 す ことと なリ、 先づ 同年 五月 

第 一 囘以號 公債 千 二百 九十 九 萬 一 千圓、 此 利率 年 五分 及第 五囘 公債 四百 十 一 萬圓、 

禾率年 五分 五 厘 を、 同 八月に は 第 一 囘路號 公債 七 百 八十 九 萬 九 千圓、 第二 囘 公債 

八 百 九十 四萬圓 及第 五囘の 二の 公債 九十 七 萬圓、 以上 孰れ も 利率 年 五分と して 發 

行し、 手 取合 計 三千 四百 五十二 萬 餘圓を 得、 昭和 二十 四 年 七^ を 以て 完濟 せんとす 

る豫ミ となった。 かくて 昭和 八 年度 末 現在 電氣 事業 公債 は 千 百 五十 四 萬 圓を償 

還して 殘額 三千 五 百 二十 四 萬圓と 計上 せられて ゐる。 
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昭和 八 年の 終りに 昭和 八 年度 電氣 事業の 損益計算書 を 見る に、 收入 にあり て は 財 產收入 一 

萬 餘 圓、 電 燈收入 五 百 五十六 萬 四千 餘 圓、 電 力 收入五 百 七十 四 萬 四千 餘 圓、 電 熱 形 入 

. 三十 四 萬 九千餘 圓、 電 車收入 四百 七十 二 萬 七千餘 圓、 乘 4 口 自動車 收入 七十 九 萬 一 千 

餘圓、 雜收入 五十 七 萬 六 千 餘圓、 合計 千 七 百 七十 六 萬 四千 餘圓 となれ るに 對し、 支出 

にあり て は 事務 費に 百 四 萬 圓、 動 力 費に 六 百 二十 八 萬 五 千 圓、 運 輸 費に 百 八十 二 萬 

七 千圓、 試驗 費に 六十 三 萬 一 千圓、 敎養 費に 一 萬圓、 工場 費に 三 萬 八 千圓、 營 繕. 公金 取 

扱 費. 雜 支出 等に 二十 四 萬 四千 圓、 乘 合 自動車 費に 七十 一 萬 八 千 圓、 公 債 費に 二百 三 

十八 萬 三 千 圓、 繰 入金 八十 四 萬 四千 圓、 其 他に 十四 萬 一 千 圓、 合 計 千 四百 二十 五 萬 六 

千餘圓 とな リ たれ ば、 こ れが差 引 利益 金 は 三百 五十 萬 七 千 七 百圓に 達した ので あ 

つ た。 

三、 公設市場 

配給 機關の 世界 大戰の 進行す るに 伴 ひ 我國經 濟界の 漸次に 好轉 活況 を呈 する や、 延 きて は 

諸 物 債の 暴騰 を來 し、 市民-の 生活 を 脅す こと 日に 甚だし からん とした。 從 つて 社 

會的 施設 研究の 聲頓に 高く、 就中 市民の 日常生活に 必須なる 物資 供給の 如き、 公衆 


保獨上 坐視す ベ きに あらす とせられ、 祌戶巿 も 夙に これが 施設 を 企劃す る 所が あ 

つた。 偶， 大正 七 年 八月 米價の 騰貴に 基く 騒擾 は 公設市場 經營を 促進せ しめ、 兵 庫 

縣及神 戶市內 の 篤志家の 寄附 金 十 萬圓を 以て 之が 開設の 資金と 爲し、 同年 九ョ市 

會の協 贊を經 る や、 十 一 月 四日 を 以て 先づ 東部 及 中央の 二 市場 を 開く に 至った。 

これ 實に 祌戶市 公設市場 卽ち 生活必需品の 廉價販 賣幷に 物資 配 袷の 機 關の嚆 矢 

を爲す ものであった。 

|| 市場の 富 時市內 にあり て小賣 市場と 稱 すべ きもの は 御旅 筋. 有 馬 道筋 及 八 | 田 i 等に 食 

料 品販賣 店の 集團 する あり たれ ど、 市 場の 形態 を備 へたる のみに して 完全なる も 

の な く、 而 も 爾餘の 市場と 稱 する ものに あ リては 所在 點散 する 小 賣店舖 ありし に 

過ぎぬ。 然るに 市が 一度 公設市場 を經營 する や、 爾後 之に 類す る 私設 小賣 市場 卽 

ち 里 俗 マ— ケット の 簇出 を 見る に 至った のであった。 而 して 公設市場 創設 當時 

供給 機關 とし て、 普 通 物品 は總て 問屋 及 卸商 中 指定 販賣人 をして 供給せ し め、 蔬 菜 

, 類 は 主として 梟 會其他 直接 生產 者た る 梟 家に 侬 り、 農 繁 期に は 需給 調節の 爲め販 

賣人 をして 之 を 補給せ しむる ことと し、 市場 に 於て は 生魚. 鹽 干魚. 牛肉. 鷄，？ 鷄卵 • 乾 

. 物. 蒲 鋅. 白 米. 雜 穀. 醬 油 .酢. 食 鹽. 味 嗲漬 物. 砂 糖. 菓 子桌 物 • 食 麵 飽 .51 飩 粉 類. 药 篛. 油 揚. 茶. 荒 

第三 章-市 營 事業  五三 一 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  五三 二 

一 物 • 野 荣等を 供給 販賣 い 取 締 規則 は 未だ 規程 を 制定す るに 至ら ざり し も、 市 と 指定 

販賣 人間に 誓 約 書 を 作成して 取締 及販賣 人の 心得と し、 各 市場に 主 任. 書 記 • 常 傭 人 

夫 各 一人 を 配した。 而 して 價袼の 決定に つきて は 其 安定 を 保持す るが 爲に 常に 

市中 小 賣價袼 を 調査 し、 其 物品の 種類 及 品質の 良否 を參 酌して 均衡 を圖 久ょ ジ て 

一般 小賣 市場に 比して 一割 乃至 二割 安の 標準 を 以て 之 を販賣 したので あった。 

公設市場 增 公設市場の 開設 以来 市民の 之 を 利用す る 者 漸く 多 く、 大 正 八 年 五月 西部 公設 市 

設の 沿革 

場 を增設 してより 更に 之が 利用者 を增 加す る や、 公 設 市場に 刺戟 せられて 其 十 丁 

以內に 於て さ へ 私設 市場 十餘 箇所 を 生 じ、 而 も 公設市場の 賣上 高に 著しき 變動を 

a ざり し は、 利 用觀 念の 普及 を證 する ものと して 観察せられ たのであった。 卽ち 

創設 後 大正 八 年 九月 末日 迄の 賣上高 六十 六 萬 五千圓 に垂ん とし、 一 般市價 に 比し 

平灼 一 割 五分 安と せ ば、 市 民の 利す る 所 約 十 萬圓に 達すべ く、 又 之に より 小 賣市價 

の 低落 を 促し 得た るに 想到 すれ ば、 公 設 市場 開設の 目的 は 達成せられ たりと 謂 ふ 

を 得 ベ く、 更 に 進んで 之が 增設を 必要と する に 至った のであった。 されば 同年 十 

月 低利資金 十 萬 圓を借 入 れ、 之 を 財源と する 六 市場 增設案 市會に 於て 可決 せらる 

る や、 同 九 年 五月 先づ 熊 內丄 一一 宮. 宇 治 川. 平 野 又 江の 五市 場 を 開 き、 敷 地の 關係 上遲延 


せる 長 田 市場 も 同 十 一 年 十 一 月 之 を 開設し、 こ ゝに 至りて 九 市場 を算 する ことと 

なった。 踵いで 同 十二 年 七月 舊須磨 町の 須磨共 濟會ょ り、 其 經營 にか 、りし 千木 木 

川. 柬須磨 • 板 宿. 大手 及 西 代の 五市 場と 金 三 萬圓の 寄附 を 納れ、 之 を 改築して 同年 十 

一 月に は西須 磨、 十二月に は束須 磨、 同 十三 年 十月に は 西 代の 各 公設市場 を 開き、 同 

時に 此年 芦原. 湊川兩 市場に 增 改築 を 加へ、 一 方 旣設の 平野 及 入江の 二 市場 は 道路 

擴 張と 事業 不振の 理由 を 以て 之を廢 止した。 而 して 市場 增設の 必要 更に 加 はる 

や、 低 利 資金 二十 萬 圓を借 入れ 之 を 財源と して、 先づ同 十五 年 一 月に は 中 山手 巿場 

を 開き、 昭和 二 年 四月に は大橋 市場 を 開設し、 宇治川. 熊內兩 市場に は增 改築 を 施し 

た， 尙 之よ リ先 大正 十五 年 十一月 都市 計畫 事業 遂行 上 支障 を 来せる 西 須磨及 束 

須磨兩 市場 を移轉 して 之 を 改築し、 長 田 市場 も湊川 改修 關係 により 昭和 三年 十二 

月 之 を移轉 して 增 改築 を 施し、 同 七 年 三月に は 生 田 川 市場 は 生 田 川 獲 立に 關 M し 

て 之を廢 止せし も、 同 八 年に は灘區 方面に 增 設計 畫 中の もの を 除きて 十 一 市場 を 

算 する に 至った。  - 

0S 是 より 先 公設市場 は 創始 以來 社會課 をして 所管せ しめし を 改めて、 大正 十二 年 

* 四月よ リは之 を 商工 課に 移管し、 叉 其 規程に 關 して は 同 九 年 五月 公設市場 使用 條 
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例 を 制定 施行して 使用に 關 する 大綱 を定 め、 更 に 同月 其 使用 條例 施行 細則 を 定め 

しが、 此 施行 細則 は 十囘に 亙りて 改正 を 加へ、 昭和 七 年 三月に は 新に 公設市場 規程 

を 制定して 以て 今に 至った。 惟 ふに 公設市場の 經營は 其 創始 當時 にあり て は、 其 

事業 も單 に物價 調節 を 目的と したる 社會救 濟機關 として 經營 せられた る 跡を留 

む る も、 年 を 經、 時 代の 趨向に 伴 ひ て、 今 や 公正なる 價 格の 表示、 一 般物 價の統 制、 幷 に 

生活必需品の 配給 等 を 目的と せる 商業 機關 としての 使命 を も 加味した ので ある、. 

公設市場の 昭和 八 年の 〈ム設 市場の 管理職 制を觀 るに、 商工 課に 公設市場 係 を 置 き、 庶 務. 物 0. 

管理 及 ^^制 

現場の 三 係に 分 ち、 事 務統 一、 市場 關係豫 算幷决 算、 市 場 使用 許 可、 賣 品. 店 舖. 統 計. 電 燈. 

出納 等に 關 する 事務 は 庶務 係 之 を 管 し、 物 價係 は每日 相場に 變動 ある 賣品は 卸 市 

場 叉 は 問屋に 出張して 卸 賣價袼 を 調査 し、 之 に 所定の 口 錢を加 へ て 小賣憤 格を算 

定 し、 現 場 係 も物價 係員と 共に 卸 賣物價 を 調査 し、 物 價 係より 小賣 指定 價格 日報の 

交 附を受 け、 各 擔 任の 市場に 出張 し、 現 品に つきて • 品質鑑 定 の 上、 販 賣價格 を 指定す 

る 外、 計 掌販 賣. 衞 生 等 全般の 經營 管理に 關 する 事務 弁に 取締に 從 事し て、 以 て 公設 

市場の 發展と 普及に 努めて ゐる。 尙兵 庫縣令 市場 取締 規則 第二 十 一條 及第 三十 

三條 に牴獨 する の 故 を 以て 提案せ る 公設市場の 移轉增 改築に 關 し、 私設. 市場 業者 


との 間に 紛爭を 起 したる 案件に つきて は 市政 機關の 沿革の 條に 記した る を 以て 

今 之 を 省略す る も、 昭和 八 年 十月 經費 四十 三萬餘 圓を投 する 公設市場 新築 移轉改 

造 案市會 の可决 する 所と なるや、 之 を 機と して 一 層內 容外觀 を充實 整備 せんとす 

るに 至った C 

昭和 八 年に 於け る 公設市場 は 十一 にして 店舖 二百 七十 を數 ふる も、 此年 十月の 

巿會 の决議 により 施工すべき 新設 增 改築 完成 せんか、 從來の 標準たり し 二十 店 I 

平均 を 三十 店舖 平均と して、 之に よりて 合計 六十 七 店 舖を增 すべく、 よりて 以てせ、 

賣上高 も 著しく 增 加すべき 狀 勢に ある。 而 して 公設市場の 賣上高 は 大正 七 年に 

は 二 市場に して 其 開場 も 十 一 月な りし に 拘らす 十八 萬圓 に上リ 、同 八 年に ま 人 十 

八 萬圓に 達し、 爾後 昭和 元年 迄 は 年々 著しく 增 加して 二百 七十 四 萬圓を 超えし が、 

爾後 漸減 を 示し、 同 五 年に は 二百 十六 萬圓に 過ぎざる に 至り、 同 八 年に は 增 加し 

て 二百 三十 八 萬圓に 達せん とする に 至った。 されば 一市 場 一箇月 平均 賣上高 は、 

大正 八 年 乃至 昭和 八 年に 二 萬 八 千圓ょ リー 萬 八 千 圓に滅 少し、 一 店舗 一 日 平き も 

同一 期間に 二十 九圓 より 二十 五圓 となった。 此賣上 高の 漸減の 傾向 を 示せる 原 

因 は、 主として 一般 經濟界 の不、 况に 因る ものなる ベく、 市が 昭和 八 年に 之が 增 改築 
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ム S3 


せ 

を 


を發 

しむる 
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し、 大 正 十 六 

圓を國 車 補助に 

場 設置 案 は市會 
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重ね 来りし が、 偶 

配給 を 潤 澤廉價 

と し、 祌 戶 市に は 

る も、 神 戶 市は此 

f 交涉 する 所 あり 

場の 豫定を 以て 政 

ことと し、 同 十四 年 

决可决 を 得る に 至 
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四 百 
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府 よ 

二 月 
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賣 市場 法 
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根本的に 

襲 久しき 

あり、 つ い 

物の 出荷 

利 資金 を 

てして ま 

るヽ 所と 

圓の 低利 

議を經 、三 

こ C 


は、 犬 

r,\ 己 

改革 

に 亙 

で 政 

を 助 

融 通 

到底 

な ら 

資金 
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給 に 
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し て 
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を 得、 
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の 位置 こ 、 に 於て 曩に 市會に 附託せ る 市場 位置 も 同 十五 年 六月に は 中， 島に 決 定 し、 は 

會は 之に 分 場 設置の 希望 條 件を附 せし が、 蓋 し 中ノ 島の 地 は 市の 中央に 近く  もに 

陸の 交通 運輸 至便の 地 なれば、 市 は愼重 調査の 上 之 を 决 定し、 他の 大都市の 中央 市 

場に 比する も 寧ろ 勝れり と爲 せる ものにして、 尙其區 域 は 船大工 町. 濱新 町. 關屋町 

及 新 在家 町の 內 市電 軌道 以 束、 幷 に 同地 先 內務省 埋立地 を 擁し、 此中 民有 地 約 I 千 

坪、 內 務省 埋立地 約 一 萬 二 千 坪を算 したので あった。 ついで 同年 九月に は § 債認 

可 あり、 昭和 二 年 三月に は 市場 開設 幷に 二十 三 萬 七 千 五 百 圓の國 庫 補助の 認可 を 

得、 事業の 基礎 全く 確立す るに 至った。 

卸賣 市場 建  ゝ 

築续功  力くて 昭和 二 年 六月 三日 神 BS 市中 央卸賣 市場調査 會 規程 を 制定し、 朝野の 有識 

者 約 九十 人 を 網羅す る 調査 委員 會を 設置 し、 經 營上 重要事項に 關 する 市長の 諮^ 

機 關と爲 し、 叉 資料 を 蒐集して 調査す る 等 基礎的 準備 を 進め、 更に 主任 技術者 を 壬 

命 し、 海 外 先進 國の 市場 設備 を 視察せ しめ、 同 三年 八月 其歸 任す る や、 旣に 作成せ る 

第 一 次 建築 設計 案に 重要なる 新 工夫 を 加味して 第二次 設^ 案 を 得、 こ 、に 起工の 

準備 を 終へ た。 而 して 前年 九月より 著 手せ る 買收濟 民有 地上の 物： 轉 もお 年 

. 五月 之 を 完了せ しが、 之に 費す 所 二十 六 萬 七千餘 圓、 縣 有 地 二百 五十 七 坪の 買收， 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  五三 八 

赏に六 萬 三千 五 百餘圓 、大蔵省 用地の 譲渡 及 補償に 十二 萬 一 千 四百 餘圓を 支出し、 

尙 B= 地と して 內務省 埋立地 使用 も 同 四 年 八月 許可 せらる ゝ や、 其 地上 物件 移轉に 

著 手し、 市場 建築 案 は 前年 十二月 調査 委員 會に 附議し、 此年 十月 其 確定 を 見、 其實施 

設計の 同 五 年 六月に 完了す る や、 八月 指名 入札に 附し、 最低 價格百 二十 二 萬 三千 六 

百圓 (伹 別途 支給 材料費 四十 萬圓) を 以て、 大倉 土木 株式 會 社に 落札し、 同月 二十 八日 

を 以て 地 鎭祭を 執行し、 延人員 約 十五 萬 人、 二十 箇月の 歲月を 費して 同 七 年 四月 二 

. 十日 を 以て 其 工事 全く 成る に 至った。 

引 込 鐵道其 曩こ召 和 五 '七月 市會に 於て 中央 卸賣 市場の 建築の 徒らに 時日 を 遷延す る を 

他 の 完成 

* じ、 其 間 種々 の 風聞の 生す る を遣憾 とし て、 之 にっきて 質す 者 あ り、 蓋 し 大正 十四 

年始め て 議案 を 可決して より 年 を經る こと 實に 六箇 年に 及べ るが 爲 であった。 

又 昭和 六 年 三月の 市 會には 中央 卸賣 市場の 開設 近き に 迫る も、 之 が 命脈た る鐡道 

引込線に して 成ら すん ば、 其 機能 發 揮し 難しとの 理由に よ り、 臨 港 線鐡道 工事 速成 

に關し 建議 あ り、 卽 ち 委員 を 定め 意見書 を 作成して 其實 現に 努力す る ことと なり 

し が、 此 引込線 は 同 七 年 一 月 四 曰 工事に 著 手 せら れ、 十 一 月 二十 八 曰 を 以て 竣功し、 

之と 前後して 泠藏 庫. 製氷 貯氷庫 .麇芥 燒却爐 等の 工事 も 亦 相次 いで 成った ので あ 


0 


こ o 


業務 親 程の 

發布 


困難な りし 

當 業者の 結 

成 


市場 運用 上の 準繩 たるべき I 規程 は 昭和 三年 四月 ま 調査 

同 會は業 及 規程の 兩 特別委 員 を 設けて 之が 審議に？、 爾後 三十 ー囘^ ^周 

査を 重ねて 規程の 成案 を 得、 同 六 年 十二月の 調査 實會 總會に 於て 其 答申 案 

成して 市長に 提出せ る を 以て、 同月 十九 日 市會 は 原案の 通 I を可决 し、 同 

二月 認可 I る や、 條例 第一 七號祌 5 中央 卸賣 21 規程と して 發 布し、 司 人 

は月改 f 加へ たる ものにして、 同 七 年 五月 制定の 同 巿場规 程. 同處務規 

年 十二月 制定の 業務 規程 施行， 細則と 共に 經營 運用の 根幹 I す ものである。 

U 央卸賣 市場の 開設 は當 業者の 開業 直て 始めて 業 f 開始し 辱る も 

^ なれ は 昭和 七 年 四月 其 if 新築 成れる 中央 市場に 移： 市 は、 f 

勵に 努めお て當 業者の 開業 を慫慂 する 所パ  ；  ； 

ネ： ん 1 ズ戶 カミ v  f  ^しなから 比 市場の 業赘こ 

る や、 特に 兵 庫に あ，， ては數 百年の 赏 一丁 こ 川  び 業務/ 

I, —与び ィ f« 致せられ たる もの なれば、 之 を 根. ^勺 

に 革新す るに ずて は 幾多の S 山積し き卸賣 人の S たるべき 新 

立 準備 上 支 12 少なら f しも 亦當然 であった。 かくて f のノ 

る 後 同年 九月に 至リて * づ申ョ Jpfc., にきに >J  ザ 7 

. -タ r ポ戶鷄 到 株式 會 社の 創立 を 見し が、 十一月 こま 中戶 3 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  五 E〇 

產鷄卵 株式 會 社、 十 二月に は祌戶 生魚 株式 會 社の 創立 あ り、 何 れも 十二月 二十 二日 

を 以て 業務 を 開始 し、 收 容上 困難と せられた る 北海 物産 取扱 業者の 合流 問題 も 同 

八 年 二月 解決 し、 之 によりて 同年 五月 祌戶 海産物 株式 會社 成りて 七月 開業 し、 九 月 

に は神戶 漬物 株式 會 社の 開業す る あり、 つ いで 最大の 難關 たりし 靑果 三團體 合流 

問題の 市長 一 任と なりてよ り、 萬 難を排 して 此年 十月 祌戶 中央 靑杲 株式 會社 成る 

や、 十 二月 其 開業 を 見、 同 時に 祌戶 乾物 株式 會社も 開業す る あり て、 こ 、 に 中央 卸賣 

市場 業務の 整備 を 見る に 至った のであった。 左に 卸 賣人會 社 を 表示す る。 


卸 賣人會 社 

表 


&B 1: 一一 

種目 


S 立 年月日 

業務 許可 年月日 

業務 開始 年月日 

資本 總額 

內 現物 出資額 

金錢 出資額 

金錢 出資 拂込額 


神戶 生魚 
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ま— 
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墨 0、000 

ー、00隱 

SC5Q0 
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株式 會ぉ 

^. 和 

八 * 一二 

<• 七丄七 

八， 七 土 四 

二、 霞 000 

1、七00、000 

八 00,000 

一一 三 §s 


钟戶 中央 靑 一 神戶 乾物 

果 株式 會社 株式 會社 


si- 禾 


八丄ニ •  M 

八 丄ニ丄 一一 一 

四、 八 七. 30 

四、 ニー  八、 二ぎ 


八 丄ェ六 

八 丄ニ丄 二 

八 • 一千一 一一 一 

七 00,000 

四 0CSQ0 

一一 一 00、000 

七 5S 


神 戶鵜卵 

株式 會社 


〃リ ^ 

七 • 九 土 一一  一 

七丄千 一九 

七丄ニ 丄 


囊0 


神 戶國產 親 

一 卵 株式 會社 


100 

二 置 


百 

同 

百 分 

分ノ 

八 

ーノ五 

十 

九 

1 五二七 1 

1 坪 

百 

百 分 

九 

分ノ 

十 

^  ノ五 

先 二 四 七 1 

1  n  1 

兼 乾 

物 百 

部 百 分 

仲分ノ 

十 

, 買 ノー 

九 

1 務人ニ  1 

1 坪 1 

六 

同 百 

百 分 

分ノ 

十 

1           ノ 一 

八 

| 坪 

tr  . 五六 分' 
m        一。  + 


分 場の 開設 大年 十二 年 十二月の 農 商務省 告示に よれ は、 市場 區 域と して 指定せられ たる 範 

と 市場 開設 

費  圍 は 、神 戶 市と 住 吉川以 丙の 町村と を 含 み、 其 地域 廣汎に 亙り たれ ば、 巿 會は曩 に 同 

十五 年 七月 分 場 設置 を條 件と なせる 關係 上、 其 决議に 基き て、 昭和 八 年 九月 中央 卸 

賣 市場 • 仲買 店舗 を 設置す る ことと なり 日出 町に 九 萬 四十 餘圓を 投じて 三千 五 百 

坪の 敷地に 鐡 骨の 分 市場 設置 案 を可决 した。 これ 瀧道以 鬼の 買 出 人 千 六 百 人 を 

. 超 え、 其 中 七 百 四十 餘人 は靑杲 部小賣 商人た るに 鑑 み、 其 配給 を囿 滑なら しめんが 

爲 なりし が、 か くて 此祌戶 中央 卸賣 市場 は 其內容 外觀を 整頓し 得、 よ りて 以て 市民 

の 消費 經濟 に將 叉生產 助成の 振興に 多大の 貢 獻を爲 さんと する に 至った ので あ 
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株主 ノ數 

最近 ノ 配當率 

賣場 面積 

委託 販賣 手數料 

仲 買 人 員 數 

賣買參 加 者員數 

從 業 員 數 
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0Q11W 年 
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五 九 


決算期 未到 

七 百 五十 坪 

百 七十 二 坪 


神 戶市史 第二 韓 本 編 各說 下 


つた。 尙 中央 

築 設備費 三百 
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も E 

ま 

-高 
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も 

三 


場、 三 


千 

十 


-諸 
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.月 


て 

皆 


llig 

尺 

置 


費 及 

種の 

と な 

配置 

十九 

七十 

と し 

0 と 

_ 幅 四 

檨 の 

線 を 

し、 二 


七 百 二十 

雜費 八十 


由 


よ 


ゥ 

造 


し 


匕 匕 

ム nH 


見 

て. 

延 


る 

し- 

長 


よ 

場 階上に 装置し、 二階 地下室 

の 敏活 を圖 り、 機 械 能力 九十 噸の 製氷機 


率 を 

え て 

地下 


買 


五 四 二 

五萬圓 中、 用地 費 三百 十三 萬 

六 萬 四千 圓を 支出せ し が、 其 

り て、 南 北 百 九十 八 間、 東 西 平 


ま 

ま 


大 


百 


庫 


室 


主要なる 

人 店舖、 五 

酵室 (地下 

賣 人賣場 

部分 及醱 

の鐡道 

八十 五 

げ 得る 自動車 

內 に貨， 

間を聯 


込 

-干 


物 を 

絡す 


る 

レ」 


千 

ま 

面 

幷 

匕 


四百 四十 

二 坪の 木 

含 む) 等 に 

建と し、 仲 

仲買人 店 

第一線に 

以下 九 尺 

に 諸 車の 

し 得 ベ き 

ュ ー トを 

十 噸の能 


し 

買 

音 

ジ- 

力 


圓、 建 

用地 

均 六 

坪の 

. 千 八 

て、 是 

人賣 

の 地 

て 貨 

繫船 

ラ ス 

數 箇 

を 有 


する 泠藏 室と を 有 し、 將 來 昇降機 十五 臺を 設置 せんとして ゐる。 

JKf 定と 昭和 八 年 十二 月 業務 を 開始せ る 本卸賣 市場 は 靑果. 鮮魚 .鹽 干魚. 乾物. 鳥 卵. 牛馬 獸 

囱等を 取扱 ひ、 其 合計 取扱 見込 數量 十七 萬 千 五 百噸、 二 千 五 百 六十 萬 圓を算 せる も、 

同 九 年 三月 末まで は鹽干 魚. 漬 物 .靑 果. 乾 物 各部の 開業 を a たるに 過ぎ す、 中 に は 十 

二月に 開始せ る も あり たれば、 其 總賣上 高 約 一千 萬圓に 過ぎぬ。 然しながら、 同 九 

年 一 月 乃至 三月の 一 箇月 平均 賣 上に 徵 すれ ば、 其 見込 高に 達する は 近き にある ベ 

く、 且 つ 近代的の 多くの 設備 を 有する こと は 運賃 諸掛の 節減 に、 需 給關 係の 公開 的 

賣買 方法 は 食料品の 公正なる 價格 を决定 する ことと なり、 取引の 公明 は小賣 B 場 

の 實現を 容易なら しめ、 不當小 賣値を 抑制し、 取引の 迅速 衞生 的なる は從來 の亂雜 

なる 習慣 を 改善し、 價袼の 平 調 叉 自ら 期待すべく、 手數 料の 制限、 運輸 設備の 利用 は、 

食料品の 價袼 低下に 貢獻 し、 保證 制度に ょリて 出荷 を 多量 確 實と爲 し、 配給 を圓滑 

ならしめ、 生產 者の 經濟 生活の 向上、 生產 組會 出荷 組合 を發 達せし め、 延 いて 市 S の 

經濟 生活に 多大の 貢 獻を篇 すべ きを 以 て、 中 央卸賣 市場の 將來の 發展は 期して 待 

つ ベ きものが ある C 

場外 卸賣問  j 

題  神戶 市中 央卸賣 市場 開業に 關し 記すべき ものに 場外 卸賣業 問題が ある。 始め 
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昭和 八 年 六月の 市會に 市場 區域內 類似 業者 取締に 關し 意見書 を 提出 せんとす る 

建議 上程 せられし が、 其 意 蓋し 中央 卸賣 市場 法の 一 部 を 改正し、 同時に 同市 場が 巿 

の 大事 業た ると 同時に 社會的 施設た るの 立場 上、 該 法律 第 六 條卽ち 市場 開始 以前 

に 於ての み 旣設の 私設 市場 は 閉鎖 を 命じ 得る も、 之 に 加入せ すして 區域內 に 於て 

類似 營業を 開始して 此 事業 を 阻害す る も、 此 條項を 以てして は 如何と も爲し 難き 

を 以て、 之が 改正の 意見書 を 提出 せんとす るに あつたの である。 此 建議 は 遂に 成 

立 を 見す して 終りた る も、 而 も 市場 公營の 上より 之 を 観れば 最も 安當 なる 希望と 

見るべき であった。 思 ふに 場外 卸賣業 問題に つきて は 中央 市場 運營上 重大なる 

障害 を來す ものなる も、 而 も 現行法規 下に ありての 解决 極めて 困難なる こと は、 六 

大都市 共通の 問題な リと 雖、 特 に祌戶 市に ありて は 其數に 於て も、 其 活動力に 於て 

も、 共 に 他 都市に 類例 を 見ざる 有檨 なりし が爲 に、 其 經過は 憂慮に 堪 へざる もの あ 

りと せられた のであった。 固より 市 は 五大 都 市と 連絡 を 保 ち、 或 は木巿 自ら 陳情 

し 、市 會叉 活動 を！； S? して 之が 對策を 考究し つ 、 あれ ば、 之 が 解决必 すし も 困難なら 

すと する も、 歸 する 所 圓満に 解決して 中央 市場の 發達 運營に 資すべ きで あると せ 

られ てゐる C 


五 其 他の 市營 事業 

祌戶 市の 公營 する 社會 事業 施設と して は、 公設市場 と共に 大正 七 年 十月.. 日 創 

設 せる 公設 食堂、 同 九 年 五月 三日 開設せ る 職業 紹介 所、 同 十 年 七月 一 日 開設の 共同 

宿泊所、 同年 七月 十一 日 設立の 兒董 相談所、 同年 八月 二十 九日 開設の 勞働 紹介 听、 同 

十二 年 一 月 二十 一 日 開設の 教護院、 同年 五月 一 日 開始の 保育所、 同 十三 年 三月 一 日 

開 所せ る 市民 病院、 昭和 六 年 九月 二十 一 日 創始せ る 公設 質屋の 外に 公設 住宅. 住宅 

組合 等 幾多の 社會的 事業 及 市民 保健 上從來 より 經營 せる 東 山 病院， 衞 生試驗 ^を 

も數へ 得る。 然しながら 旣に 記述せ るが 如く、 是 等の 事業 は社會 事業と して 或は 

衞生 上の 事項と して 記述すべき もの なれば、 今 之 を 省略に 附 する ことと する。 叉 

生 絲撿査 所の 巿營 は祌戶 港に 最も 深き 關係 あれ ど、 これ 叉 今や 國營に 移れる の み 

ならす、 其 設立の 經過は 之を勸 業幷產 業の 條に 譲り、 こ 、に は， 省略す る ことと しこ o 
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第 四 章 市の 財政 

卿 |政經 理 神戶 市の 財政 は處務 規程の 定 むる 所に よりて、 大正 七 年に は庶 務嗇 計. 經 理三課 

の處 辨に屬 せし も、 其 後の 改正に よりて 昭和 八 年に は 財 務嗇 計 .經 理 三 課 の 分掌に 

移り、 此^ 務を 外にして 市 會には 臨時 財務 調査 委員 設置 せられて、 市 財政の 根本 計 

畫の 調査 樹立に 當 つて ゐる。 

隱纖 H 難 祌戶 市に 財政 調査 委員 會の 設置の 議 ありし は 大正 十 年に し て、 當 時 祌戶巿 m 人 

歲出旣 に 三千 五 百 萬圓を 超えし かば、 其 經濟の 燙理、 財源の 討究 は 等閑に 附 すべ か 

ら さるもの ありと て、 同 年 五月 二十日の 市 會には 祌戶市 財政 調査 委員 會を 設置す 

べしとの 建議 あ り、 其 成立 を 見た。 卽ち 理事 者 は 之が 規程 を 立案して 同年 九月 一 

. 日の 市會に 上程 し、 市 會は 委員 附託と な し、 森 本淸を 委員長と して 調査せ しめた。 

其 規程に よれば 全文 六條及 附則よ， リ成 リ、 市 制 第 八十 三條 によりて 之を設 け、 市 & 

議員 十五 人、 市 1^ 民 五 人 を 以て 組織 せんとす る ものであった。 委員 會は市 公民 を 

除 き、 其 決議に よりて 顧問 若干 名， を 囑 託する こと を 得べ き條 項を設 くる 事に 決定 
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せし が 卞會議 に 於て は 市 公民 を 十五 人と し 民衆 本位と して 外部の 知識 を カノる 

必要 あるべ しと 爲す者 あり、 之に 對し 議員 は 市民 を 代表す る もの なれば、 市 公民 を 

加 ふること は 却って 市民の 期待 を 裏切 り、 議 員 自ら 之に 堪 へざる を 示す に 似たり 

となし、 遂に 其 决議を 延期せ しが、 同 十一 年 四月 十二 日に 至り 遂に 本案 を 否決した。 

財 I 査委 ^るに 昭和 三年 五月 二日 理事 者 は 木 市の 財政 は 琴 窮迫 の 度 を 加へ 來 るの 趨勢 

員の 設置  ，  一！：^ に  i  E  ； 」ぉ ？ え 

- 一 し て、 お 盡 推移 せん か、 爲 に 市 永久の 利益と なる ベ き 施設 はもと より 現在び 施設 

經營も 之 を 阻む に 至る ベ き 虞な しとせ す、 仍 て 今日に 於て 權威 ある 財政 計 畫を樹 

立 し^て 將來に 痛 ふる あらんと すとの 理由の 下に、 臨時 財務 調査 委員 規程 制定の 

件 を 上程し ヒ。 本 規きは 多少の 反對 ありた る も 遂に 可决 せら れ、 翌 三日 を 以て 吿 

示せられ、 卽日 施行 せられし が、 其 規程 は 左の 如くであった。 

第 一 條 木 市 は 其 財政 計畫 樹立の 爲 市制 第 八十 三條に 依り 臨時 財務 調査 委 

員 を S  く。 

第二 條 委員の 定數は 十五 名と し (市會 議員 名 譽職參 事 會員を 以て 之 を 組織す- 

第三 条 木 規程の 施行に 關し 必要なる 率 項 は 別に 之を定 む。 

比 a 程 こよ リ 1 月 二日に は市會 議員と して 津田太 郞. 西 田 富 三 郞. 西 川 莊 三. 太 田 


保 太 郞. 勝 田 銀 次郞丄 田實. 山 木 平 三 郞.柴 田 礒吉. 前 田 二 一  六の 九 人、 名 譽職參 事會員 

として 丹 下 良 太郞. 新 原 次 太郎. 畑 田 寅 之 介. 稻垣信 三. 紀谷 彌吉. 福 永嘉吉 の 六^ ま 其 

委員と して 選擧 せられた C 

赌娜翻 本 委員 規程 は 昭和 四 年 七月 九日の 市會に 於て 其 改正案 を 可、 决 した。 此 改正 は 

市制 改正の 結果、 名 譽職參 事 會員は 十 人に 增員 せられ、 尙條 例の 改正に よりて ま 十 

五 人迄增 員す る を 得べ く、 か ゝる 場合 該 委員 規程 は 全部 參事會 員 を 以て 充てざる 

ベ から ざ るに 至る、 これ 規程の 主旨に 反する を 以て、 全部 市會 議員 を 以て 委員に 充 

つる 規程に 改正 せんとす る ものであった。 之に 對し、 從來の 委員 會 がよく 根本的 

に 市の 財政 計畫を 樹立せ しゃ、 基礎 調査 をな せし や、 多額の 金額 を 特別 經濟 ょリ粲 

入れ 而も 尙增税 を 免れざる 狀 勢に 於て、 よくこの 難局 打開の 方針 を 樹立し うる や 

等に つき 質問 あり、 遂に 决議を 延期し、 八月 六日に 至リ 第二 條を 改正し 市會 議員 十 

五 人 を 以て 組織す る ことに 決定し、 十月 二十四日 新に 市長より 委員 を 推薦 決定し 

以て 其 所期の 目的 達成に 努力し つ、 あるので ある。  ， 

九特 神戶 市の 財政 は 大正 七 年度 以降 普通 經濟郎 ち 市費の 外に、 特別 經濟 として 水道. 

. ガ道擴 張 4 氣 事業 * 氣 事業 用品. 都 巿計畫 事業 幷に區 の 經濟を 置きし が、 爾後 變革 
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あ り、 昭 和 八 年度 末に は 市費 卽ち 一 般會 計の 外に 九 特別 會計を 設定して 以て 市 財 

政 を經理 しつ 、ある。 

一 ^會 計の 抑 二 般會計 は 特別 會 計に 屬 せざる 一 般的收 入の 一 切 を經理 する ものにし て、 所 

內容 

謂巿 費と 稱 せら れ、 普 通 廳費を 始めと し敎 育. 土 木. 社 會. 衞 生. 勸 業 等の 諸事 業 費 を 計 

上 し、 收 入と して は財產 より 生す る收 入. 巿 税.營 造 物 使用 料 • 各 種手數 料. 交 付 金 .國 庫 

下 渡 金. 報 償 金. 繰 入 金. 雜 收 入. 國 庫及縣 補助金 等の 歳入 を 以て 之に 充 つ る もの であ 

り、 巿 制 實施以 來內容 に は 沿革 ぁリと 雖、 繼 續 して 以て 今に 至れる ものである。 今 

先づ 大正 七 年度 以降の 巿費 卽ち 普通 經濟 經理 の狀况 を槪說 する。 

大正 七 年度 世界 大戰 進行 中 其 影響の 神戶市 財政の 上に 現れた る は 大正 五 年であった。 さ 

の 市 財政 

れば 大正 五 年度の 决算は 市税 及雜收 入の 增收 によりて 未曾有の 繰越 金 を 計上し 1 

而も 此 情勢 は 年を遂 ひて 著し く、 同 七 年度に ありて は歲入 四百 八十 三 萬 四千 圓の 

豫算 に對し て、 八 百 十 萬 三千 圓の 决算を 示す に 至った。 か、 る歲 入の 增加は 前年 

度 繰越 金 豫算が 二十 六 萬 二 千 圓を增 して 百 八十 萬 九千圓 とな リ、 過 年度 市税の 僅 

かに 九 萬 七千圓 を豫算 せる に對 して 百 八十 七 萬 九 千 圓を增 し、 且 つ 市税の 增收の 

九十 八 萬圓を 超えし に 因る ものにし て、 市 税中第 一 種 所得 過年度 分の 決定 高の 增 


加、 所 得，營 業兩税 の决定 高の 激增等 何れも 市勢の 好况 なりし を 察する を 得る ので 


大正 八 年度 

の 財政 


好況の 反映 


大正 九 年度 

の 財政 


あった 

を 解決 

さ れ 

るに 至 

rn\ し も 

追加 豫 

臨時 部 

六 萬 五 

萬 七 千 

う 豫算 

に對し 

豫算ょ 

あらさ 

大正 


力 く 

せる も 


ば 大正 

つ た。 

其豫算 

算を合 

は豫算 

千圓と 

圓 とな 


て此年 學區統 一 問題 及 家屋税 賦課 方法 を 决定し て、 共 に 多年の 懸案 

ので あつ i 

三 萬 


亦 實に此 好況に よる に 外ならぬ 

八 年度 當初 市費 豫算は 五 百 七十 


固より 物價の 騰貴 甚だし かりし を以 


圓 なる 未曾有の 且額を 計上す 

て、 積 極 的 豫算の 編^ 尙 困難な 


の 內容は 餘裕綽 々たる もの ある 

して 此年歲 出 經常部 は 五 百 十四 

千 五十 三 萬 圓、 其 決算 三百 九十 六 

な り、 當 初 豫算の 一 割 七 分 を 超え 

リ、 此 中 財界 未曾有の 好况 によ，^ 

に 比すれば 百 五 萬 六 千圓の 增收を 示し 

百 八十 一 萬 八千圓 を增收 し、 繰 入金 は 僅 

リ三 十七 萬 九 千 圓を增 して 四百 五十八 

る 好 a を 反映 し、 堅 實 なる 財政の 途を迎 

九 年度の 市費 も 時勢の 進 運と 物價 騰貴 
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を 思 はしめ たのであった 

萬 九 

萬圓 


て 


千 圓、 其 决算 四百 九十 萬 五 千圓、 

と な り、 歲 出合 計 决算八 百 八十 

た。 一 方 歲入决 算は千 五 百 九十 三 

て、 市税 は 二百 七十 三 萬 五千圓 とな 

■ 過年度 市税 は 五十 萬 一 千圓 の豫算 

かに 二 千圓^ 足らざる に、 繰 越 金 は 

萬 六千圓 となるな ど、 底 止 す ベ  く も 

つたので あった。  - 

に 伴 ひて 自ら 膨脹 を 免れざる 狀勢 

五 五 一 


神 戶市史 第二- 輯 本 編 各， 說 下  五 五 二 

に あ り、 冗 費 を 節し 緊縮 方針に 由る も尙 必至の 勢な りと し て、 前 年度 當 初の 豫算に 

^する に經常 費に 於て 三百 十六 萬 圓、 臨 時 費に 於て 百 九十 七 萬 圓を增 したので あ 

つた。 七敫 增は縣 費の 負擔百 萬圓を 始めと して 、二部教授 廢 止に 伴ふ學 校め 增改 

築 費、 小 學校敎 員の 養成 費、 前年 市營に 移せる 屠畜 場の 完成 費、 社會課 新設に よる 社 

會 事業の 充實費 等の 增加 による ものであった C 參事會 は 之に 對 し、 市 將來の ポま 

經營、 施設の 充實 改善 を 要する もの 尠少 にあら す、 市 の 發展の 企圖は 急務に 屬 すれ 

積極的 豫算 ば、 徒 ら に 市民 負擔 の輕滅 をの み 顧慮して 削減 を 事と する の 秋 に 非す とク 積極的 

方針 を 持 し、 市 會叉此 意見 を 認めて 特別 税の 多く は增徵 せら れ、 觀 覽税を も 新設し 

たのであった。 

大正 九 年度 かくてお 年度の 市費 は 追加 支出 を 合して 歲出經 常 部 は 八 百 三十 三 萬 三千 圓、 决 

の 決算  r- , 

算七百 四十 四 萬 八千圓 とな り、 同 臨時 部 は 千 四百 三十 七 萬 圓の豫 算に對 し 決算 九 

百 二十 八 萬 一 千圓 となり、 歲出 合計 決算 千 六 百 七十 二 萬 九千圓 となり、 前年度に 倍 

する に 至った C 蓋し 叉 未曾有の 數字 なりし が、 歲 入 決算に 至りて は 更に 巨額に し 

て 二 千 二百 五十 萬 九千圓 とな り、 豫 算に 比して 三百 二十 五 萬 七 千 圓を增 した C 此 

歲入中 使用料 及手數 料、 國 庫及縣 補助金 弁に 多額の 市債 は 減少 を 示せ ども、 雜收入 


中 過年度 收 入の 百 二十 七 萬 五 千圓、 雑 入の 五十八 萬 四千 圓、 市税の 四十 四 萬 三千 圓 

の 各 增收を 示せる は 注意す ベ きであった。 

世界 大戰 による 好況 も 其 終熄に ょリて 漸く 反動 を 現し、 大正 九 年 三月 以降 頓に 

顯著 となり、 貿易の 不振に 伴 ひて 商工業の 蒙る 打擊 甚だしく、 株式の 暴落 延 きて は 

金融 及 商取引の 梗塞、 海運 界の 困憊な ど、 神戶 市の 蒙る 影響 は 特に 他 都市に 比して 

甚ナ しかりし が 如くであった。 されば 鹿 島 市長に ついで 新に 就任せ る 市長 櫻 井 

鐡太 おは 同 十 年度 豫算 に對 し、 市民 負 擔の增 加 を 避け、 物價の 下落 を 想 察して g 成 

したれ ども、 前年度 當初 豫算に 比して 尙 二百 十八 萬 圓を增 加せ ざる を 得な かつ i 

市會は 之より 十八 萬 餘圓を 削減した るの みに して 豫算を 成立せ しめたる も、 前年 

徵税， e 限に つき 改正 あり、 卽ち 所得税 賦課 率 を 減じ 、地租. 營業 税附加 率に 擴張を 見 

/れ ば、 之に 應 じて 其 課 率 を 改めた る も、 新に 遊興税 A 人 使用 税及 新開 免租地 反別 

税 C 三 税 を 設 け、 以 て 歳入 出の 均衡 を 維^し. こので 5 つ こ。 

^8 かくて 大正 十 年度に ありても 追加 豫算は 歲入出 五 百 萬 圓を算 したれ ど、 歲出^ 

因 常 部 は 豫算現 額 九 百 五 萬 七 千圓、 决算八 百 三十 九 萬 七 千圓、 臨時 部 は 豫算現 額 九 百 

五十二 萬 二 千圓、 决算六 百 七十 二 萬 四千 圓 にして 歲出 合計、 决算千 五 百 十二 萬 一 千 
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• 圓 となり、 歳入 は 豫算現 額 千 八 百 五十八 萬 圓に對 し 二 千 三百 五十 九 萬 五千圓 のお 

- 算 となった C 此 歳入 豫算に 比し 決算の 顯 著なる 增加 は、 主として 過年度 市 稅のニ 

十 一 萬 二 千 圓に巾 稅の約 十九 萬圓、 繰越 金の 八十 萬圓 の^ 增 加に 因る もの にして、 市 

債 二百 七十 萬 四千 ra の增加 はまた 之 を增大 せしめた のであった。 忍 ふに 財界 は 

漸く 不況に して 滯納 者激增 したれ ども、 反面に は 國税附 加税が 好況 時代 を 《 準と 

せる 關係も あり、 特別 税も亦 其 揆をー にし、 且つ 物惯も 急激に 下落せ すして 一般 購 

I 買カ衰 へす、 課税 技術の 改善 も 亦 此增加 を 助成した るが 如くであった 

大正 十一 年 锊濟界 の 不振 年を遂 ひて 甚だし からん とする に 鑑み、 大正 十一 年度の 豫算 は、 市 

MM 算編ォ の 將來の 財政の 確立 を 期せん がた め、 增 税を斷 行して 歲入 不足 を 補 はんとす るの 

方針の 下に 編成 せられた。 卽ち經 常の 歲出 は經 常の 歲入 により、 臨時の 歲出は 臨 

をの 歳入に よる を至當 なりと し、 市費 經常 臨時の 歲出 合計 約 千 三百 六十 五 萬 W を 

計ヒ v 歲入は 前年度 繰越 金. 過年度 市税 を 合して 千 百 五十 萬圓に 過ぎ ざれば、 其不 

足 二百 四十 萬 圓を算 した。 これ 市 財政 上 注意す ベ き 事態に して、 剩餘 金の 如き 巨 

額の 自然 增收は 望み 得ざる も、 其 率 によりて は擔税 力の 上より 決して 大 なる 苦痛 

を與 ふるものに あらす とし、 總額 九十 八 萬餘圓 の增税 を計畫 する に 至った。 


M.^ 此增税 案に 對し、 參事會 は 物價は 今や 極度に 騰貴し 、市民の 受 くる 脅 a 甚だしく、 

態度 

爲に增 税は已 む を 得ざる 理由 あるに あら ざれば 斷 行し 得ざる ベ し、 而 も 市の ォ は 

は S 事 者の 憂 ふるが 如き 窮乏の 狀態 にある にあら す、 故 に 暂税は 之 を全廢 y 下足 

金 は 歳出 減少の 方針 をと え 歲出は 二十 四 萬 三千 餘圓を 削減し、 歳入 は增税 其お よ 

リ百四 萬 三千 餘圓を 減じ、 よりて 以て 不足す る 金額 は 剩餘金 を 以て i 出す る こと 

に决 する や、 此時旣 に 市長との 意見 睽離 を來 せる に、 市會 委員 會が此 參事會 案を認 

むる に 及んで 全く 正面衝突の 餘儀 なきに 至った。 かくて 次席 助役 土 岐瓮之 進の 

提案せ る 折衷案 も 遂に 成らす、 市 會は增 税案を 否決して 委員 會案 通り 可决 した。 

力く 市^^ 井 鍵 太郞の 財政 計畫の 成ら ざり し は、 實 に 同市 長辭 K の 要因 をよ する 

ものと 見る ベ きであった。 

^^年 此の 如く 紛糾 を 極めて 成立せ る此 十一 年度 當 初の 豫算に 追加 豫算を 合算せば、 

* 入 出 千 九 百 六十 八 萬 一 千圓に 上り、 歲出决 算は經 常 部 九 百 主 十 萬 五 千圓、 s$ 部 

六 百 八十 九 萬 八 千圓、 合計 千 六 百 二十 萬 四千 圓を算 し、 歲入は 豫算に 比し 二百 五十 

. 八 萬 七 千 ra を增 して 二 千 二百 二十 六 萬 九千圓 となった。 されば 歲入 歳出の 增額 

各 六 百 五 萬 圓を數 へ、 其 半ば は 事業 繰越の 殘金 なりし も、 殘餘は 十二 年度の 繰戏 一 金 
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財界 不況の 

深刻化 


となつ，； 


か、 る * 入の 增加は 前年度 繰越 金の 百 四十 三 萬 八 千 園、 雜收入 中ク過 


， j  C 


年度 收入 三十 一 萬 五 千圓、 市稅の 三十 四 萬 三千 圓の 备增 加に よる もので あつ 

大正 十二 年度の 豫算 は此年 就任 を 見た る 市長 石橋 爲之 助に よりて 編成せられ 

しが、 經濟界 の 不況 依然として 甚だしく、 政府の 財政 方針に 準じて 緊縮 政策 を 採ら 

ざ るべ から ざる 狀况 にあった。 さ れば 市費 は先づ 吏員 定員の 約 一 割 を 減員す る 

とする も、 敎育 事業の 振興、 港灣 課の 新設 等に 伴 ひ、 前年度より 約 五分 を增 して 歲入 

出 千 四百 十六 萬 八 千 餘圓を 計上した。 而も 參事會 査定に よりて 廢 止と 定まり I 

教員 養成 所 を 復活し、 歲入出 を 千 四百 十二 萬 四千 餘圓 として 可決した ゆ 豫算巿 

會に 於け る 質問の 盛に 繰り返され たる は、 從來に 比 を a ざると ころに して 注目に 

値する C 而 して 此年 議會に 於て 營業 税法の 改正案 通過し、 附加 税率の 變更 せらる 

る や、 市の 收 入に 缺 陷を來 すべし として、 國税附 加 率 弁に 市税 特別 税條 例に 改正 を 

加 ふるところが あった C 

然るに 此 年度 內 追加 豫算額 は 三百 九十 四 萬圓に 止まり たれば、 市費 豫算現 額に 

歲入出 千 八 百 十 萬 七千圓 となり 前年度 總 計豫算 より 百 八 萬圓を 減少せ し 力お 算 

に 於て 歲出經 常 部 は 九 百 八十 九 萬 二 千圓、 臨時 部 八 百 二十 一 萬 四千 圓 合計 千/百 


.十萬 六千圓 と？ しに 對し 、歳入 I は 豫算に 比し 三十 六 萬 三千 圓 を增 して 約 千 

八 百 四十 七萬圓 となった。 想 ふに 此年 過年度 市税 は 四十 四 萬圓、 所得税 附 加. 特 U 

税 家屋税 は 十四 萬 五千圓 を各增 加せ しも、 而も 其 他の 市税 各種 目に 亙リて 合計 二 

十九 萬 四千 圓の 滅收を 見る に 至った。 此の 如き 現象 は 大正 七 年以來 始めて a る 

ところに して、 財界の 深刻なる 不、 况が市 財政に 及ぼす 影響の 大 なる もの あう し を 

知る のであった。 

大正 十三 年度 市費 豫算は 政府の 緊縮 方針に 基き、 一 面 市民の 擔税カ を 考慮し 大 

しに 斧 釗を加 へ、 新規事業 は 殆ど 之 を 認めざる の 方針の 下に 編成 せら 1 こので > 

つた。 されば 吏員 定員の 如き も 前年度 滅員 せる 上に 更に 一 割 を 減じ 、教育費に も 

宵 S を 加 へ、 敎員 養成 所 費 を巿會 前年の 希望に よう 經常 費に 繰 入れ、 歲入 にあ リて 

は 諸税の 減收百 六十 萬圓、 |金も 前年度よう 百 十六 萬 圓滅复 越すな ど、 極めて 

悲觀 すべ き 情勢の 下に 編成せられ たる は 明かに 看取せられ たのであった。 

m 算と 年度 當 初に 於け る此 緊縮 豫算も 年度 內の 追加 七 百 三十 六 萬圓を 超えた 1 よ、 豫 

算總額 は 二 千 九十 九 萬 五 千 圓を算 する に 至った。 然るに 其决算 にあ リ てよ 歲出 

. 經 常； 百 萬 七 千圓、 同 臨時 部 四百 九十 五 萬 六 千圓、 合計 千， 九十 六 萬？ 圓と 
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； なり、 歲入决 算は千 六 百 八十 一 萬 四千 圓と なり、 大正 九 年 以來の 少額 を-小す に 至り 

しが、 尙 二百 八十 五 萬 一千 圓を 繰越した のであった。 此 歳入 決算に よれば^ 年^ 

： 繰 S 金 は 四十 二 萬 圓、 過 年度 市税 は 二十 七 萬 五 千 圓、 市 税は百 二十 萬圓を 各堺 加し 

たれ ども 、不況の 影響 は隨 所に 現れ、 使用料 手數 料の 各種 目、 築 港收 入雜收 入の 減少 

など、 之を證 する ものが あった C 唯 個人 所得の 增加 により、 所得 營業 直税 附加稅 に 

著しく 增加を 示した る は 特異の 現象であった。 併し乍ら 前年度との 比較に 於て 

繰 或」 金 二百 三十 萬圓、 過年度 收入約 百 萬圓の 各滅少 は、 市 財政 上 不況 の 覆 ふ ベ 力 ら 

ざる ある を 示して 餘り ある ものであった。 

大正 十四 年 大正 十四 年度の 市費 豫算 は歲 出入 千 三百 八十 餘萬圓 を 計上せ しが、 此豫算 もも 

度の 財政 

とより 緊縮 方針の 下に 編成せられ たのであった。 參事會 は 之に 對し旣 おの 赏^ 

と現狀 とを對 比し、 前年度 豫算を 蹈襲す るの 外な しとして 三十 四 萬 五 千 餘圓を 肖 

滅 せし が、 市 會は 原案より 六 萬 二 千 餘圓を 削減す る に 止 め、 千 三百 七十 九 萬 七吓圓 

の 豫算の 成立 を 見た。 此 年度 豫算 案に 對し、 當初旣 に 多額の 追加 豫算 案の 上稃ぁ 

り し を 批難す る もの ありし が、 果して 追加 千 六 百 七十 八 萬 圓を算 し、 歲出豫 算總額 

三千 五十 七 萬 七千圓 とな り、 當 初 豫算に 比し 二倍 六 分を算 する に 至った 


大正 十四 年 

度の 決^ 


此豫 算に對 し、 歲出决 算は經 常 部 九 百 八十 二 萬 九 千 圓、 臨 時 部 


大正 十五 年 

度豫箅 5! 成 

と 財 s の 前 

0 


千圓 とな り、 歲 入 决算は 二 千 九 百 十 

部の 增加は 八十 二 萬圓に 過ぎ ざり し 


萬 四千 圓を 超えた。 

も、 臨 時 費に 於て 實に 

加 を 計上して ゐる。 これ 公債 費の 增加八 百 五十八 萬圓を 


土木 費 等の 增加 による ものにし て、 事 

ありて は 財產收 入. 手 數料及 使用 料. 納 

見、 前 年度 繰越 金の 如き は 七十 萬 圓、 市 

收入 二十 二 萬 一 千圓、 市税の 三十 八 萬 

決算 は 豫算に 比し 總額百 四十 六 萬 三 

入 出の • 差額 三百 六 萬 七 千圓を 繰越し 

大正 十五 年 (昭和 元年) 度 豫算は 新に 

ところに か、 り、 其 方針 努めて 緊縮 を 

畫の 遂行 上計 上せざる ベ から ざ る も 

二百 六十 三 萬 圓を增 加して 千 七 百 三 

歳出の 約 六 割 は 現 年度の 收 入に 倚り 
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の收 入に 待たざる ベ から す、 卽 ち 神戶市 財政 は决 して 樂觀 すべ からざる 狀勢 にあ 

り とせら れ、 從 つ て将來 市稅の 增徵も 免れざる ベ く、 而 も內國 貿易 陸上 設 備、 s 藻 島 

一 帶の整 斑、 市 電 軌道の 延 長、 市 電第 二期の 事 業、 五 十 萬 坪の 道路 鋪 装、 下 水道の 完 成、 

生 田 川 .湊 川の 改 修、 裏 山の 開 發、 公 會堂市 廳舍の 建 築、 生 絲檢査 所の 擴張幷 に 敎育及 

社會 施設 等 幾 多大， 業 山積 し、 市 財政の 前途 は 大いに 戒心す ベ きもの ありと せら 

れ たのであった。 

決算に 現れ 市會 ま此 原案に 對し 更に 三萬餘 圓を增 加して 千 七 百 三十 九 萬 餘圓の 豫算の 成 

たる 昭和 元 

年度の 財政 立 を 見た。 かくて 此 年度の 追加 豫算九 百 十四 萬 圓を數 へしが、 其 决算は 歲出經 常 

部 千 八十 七 萬 一 千 圓、 臨 時 部 千 三百 萬 四千 圓、 合 計 二 千 三百 八十 七 萬 五千圓 とな 夂 

歲入は 二 千 五 百 四十 萬 九千圓 となった。 これ 歲 出に ありて は經常 費の 增加は 六 

十 萬圓に 過ぎ ざり し も、 臨 時 費に 於て 公債 費の 激增卽 ち 築 港. 公 設 食 掌中 央卸賣 市 

場 等の 58! 債に よる もの 多額 を算 し、 而 して 歲入中 使用料 及 手 數料は 稍， 減少 を 見し 

も、 交 付 金 及 國庳下 渡 金 は 稍 ，增加 し、 叉 繰越 金 百 十 一 萬 八 千 圓、 市 債 百 五十 一 萬圓を 

各 或せ しに 對 し、 雜 收入は 過年度 市税に 於て 七十 九 萬 圓を增 し、 市 税亦 三十 九 萬 六 

千 圓の增 吹 ありし も、 差 引 豫算に 比し 決算 は 百 十二 萬圓 の減收 となった ので あつ 


た 而 して 歲入出 差額の 翌年 度に 繰越せ る は 百 五十 三 萬圓に 過ぎな かっこ。 

lM 年 i 昭和 二 年度の 市費 豫算は 從來の 五 經濟に 基本 財產及 積立金 を 特別 經濟 として 

市費と 區 別す るに 至りし が、 此 年度 も經濟 界の狀 勢に 鑑みて 緊縮 方針 をと リ、 新規 

事業 は 眞に已 む を 得ざる もの、 み に 止め、 努めて 市民 負擔 の輕滅 に留， 意し、 稍 t 負き 

の增 加を來 せる に 過ぎす、 且つ 法令 上巳む を 得ざる 歲 出の 增加 ありし も、 繰 入金 を 

以て 之に 應 じたれば、 市費 歲入出 は 千 六 百 四十 三萬圓 となえ 前年度 當 初豫算 より 

八十 六 萬圓を 減じた のであった。 市會 は此豫 算に對 し、 税率 を 低下し 歲出 を削滅 

して、 市費 歳入 出 を 千 六 百 三十 七 萬 七 千 餘圓と 決定し. こ。 

III の 市 然るに 此 年度の 市費 は 追加 甚だ 多くして 合計 三千 二百 一 萬 七千圓 なる 未曾有 

の數 字と なク、 其 歲出决 算も亦 實にニ 千 七 百 八十 七 萬 八 千 圓を算 し、 歲入は 三千 百 

八 萬 四千 圓を 超えた。 此の 如き 激增 は其歲 出に 於て 市債 費の 八 百 四十 六 萬圓幷 

に社會 事業 費. 中央 卸賣 市場 費 等の 增加 による ものにして、 歲 入に 3 リ てま^ 收 、 

の 百 萬 H  、市債に 於て 千 三百 七十 二 萬 圓を增 して 遂に 此の 尨大なる 歲 入决算 とな 

つたので あった C 

財界 恐慌と 昭和 二 年に 超れ る 財界 恐慌の 影響の 特に 神 II； 市に 甚だしき や、 昭和 三年 K の 市 
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昭和 一 1 一年 度 の 锊濟も 之に 鑑みて 整理に 節約 を 加へ ざる を 得ざる に 至り、 爲に 吏員 數を 減じ、 消 

の豫算 耗品費 及 賞 與率を 低下す るな ど 苦心の 跡 著し かりし が、 而も 市費 經濟の 歲出は 前 

年度 當初 豫算 より 二百 二十 七萬圓 餘を增 して 一 千 八 百 六十 四萬圓 とな- f  M 

界の 動搖と 税制 改正に よりて 蒙る 打擊 は、 收益を 税源と なす ものに 反映して、 豫恕 

. 外の 減收 となる の實狀 なれば、 過年度 市税に 影響 あるの み ならす、 前年 K 繰越 金の 

見 鸫をも 許さす、 爲に 歳入に 於て 二百 三十 五 萬圓は 明かに 前年度より 減少すべく、 

かヽる 缺陷も 經濟界 の現狀 より 之 を 市税の 增徵に は 求め 難く、 自ら 電氣永 道兩經 

濟 よりの 繰 入と 墓 本 財產の 運用に よりて 調節した る も、 尙 且つ 百 九十 六 萬 圓の增 

徵 を計畫 せざる を 得なかった のであった 

增税 案の 否 か、 る 原案に 對し市 會は增 税案を 否決せられ たしとの 陳情 多き に 鑑み、 財界の 

決  現狀の 未だ 增税の 時期に あらす との 方針の 下に、 歳出 を 削減す る こと 七十 五 萬 四 

千圓、 歳入に は 市税に 百 四十 三 萬 圓を滅 じ、 繰 入金と 雜收入 合計 約 五十/ず IB リ纟 

額 を 見越し、 よりて 以て 歳入 出 を 千 七 百 九十 萬圓 として 平衡 を 保た しめた。 蓋し 

また 未せ 有の 斧鉞 を 加へ たる ものであった。 

""和 三年 度 此の 如き 情勢の 故 を 以て 此 年度の 追加 も 比較的 少く、 其 額 七^三 萬圓に 過ぎす _ 


れ 決算と t されば 豫算現 額 歲入出 二 千 四百 九十 三 萬 八千圓 となりし が、 市 費 决算歲 出 は 二 千 

三 百 八 萬 三千 圓 とな う、 歲 入 は 二 千 五 百 四十 七 萬圓を 超えた。 蓋し 歲出决 算は豫 

算 より 減少 し、 歲 入の 增加 によりて 差 引 二百 三十 八 萬 九 千圓は 翌年 度に 繰越す を 

得しが、 其歲 入を檢 する に、 雜收入 中 過年度 收 入の みは 二十 三 萬 三千 圓の 增收 あり 

し も、 他 の 種目 は 殆ど 滅收 とな り、 繰 越 金 は 百 二十 一 萬 三千 圓の增 加 を 見し も、 吏：：^ 

料 及手數 料 .國 庫 分配 金. 補 助 金 等は增 加算 ふるに 足ら す、 特 に 市 K は 各種 目 に 於て 

增滅區 々たりし も、 全 體に 於て 三 萬 八 千圓の 滅收を 見し は、 尙 此 年の市 、况 を 反映せ 

る ものと いふべき であった。 

| 難 | 年度 昭和 四 年度 豫算も 財界の 狀勢 依然として 不況な りし を 以て、 前年度の 緊縮 方針 

を 踏襲せ ざる を 得 す、 爲 に 努めて 節約 を 旨と したれ ど も、 法 令 上 其 他に 自然 暂 加せ 

さるべ からざる もの あり て、 前 年度 當初 豫算に 比し 市費 は 約 百 六十 一 萬 圓を增 し 

て 千 九 百 四十 一 萬圓を 超えた。 而 して 此 年度より 市民 病院 費 及 中央 卸賣 市場 費 

を も、 市 費經濟 より 分離 し、 特 別會 計と して 獨立 せしめた。 市會は 前年 來の 財界の 

不^に 鑑み、 市民の 擔稅カ を も 考慮し、 一 面 市の 財政 狀 態に 合 考 し、 之 が 合 现的 調和 

を圖 らんと する 委員 會案 卽ち歲 出に 於て 五十 四 萬圓を 削減 し、 歳 入 は 市税の 課 率 
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を 低下して ヒ 十五 萬 八 千圓を 減少 し、 其 不足 は 繰 入金 を 以て 之 を充當 せんとす る 

豫算案 を可决 した。 

昭和 四 年度 いくて 年 ^內の 追加 豫算千 百 六十 三 萬 圓を算 し、 歲出 決算 は 二 千 三百 九十 一 萬 

決算と 歳入  ， ， 1 

の 減少 一千 圓、 歲入は 二 千 七 百 八 萬 一千 圓 となった。 此歲 出の 增加は 公債 費の 約 四百^ 

圓を 始めと して 各種の 事業 費の 支出 甚だ 多き に 由 り、 歲 入の 增加も 前年度 繰越 金 

. 百 ヒ 十八 萬圓、 過年度 收入 七十 五 萬圓、 市債の 約 四百 萬圓、 市税の 六十 三萬圓 の各增 

加 こ 因る ものであった。 而 して 歲入 決算 を 見る に、 豫 算に 比して 各 科目 殆ど 減收 

を 計上し、 繰越 金の 八十 四 萬 四千 圓、 市税の 十五 萬 三千 圓等 合計 三 百 三十 七 萬 七 千 

圓の 減額 を 計上す るに 至った。 唯 翌年 度 繰越 金 五 百 五十 七 萬 八 千圓、 不用 額 九十 

六 萬圓を 生じて 辛うじて 歲入 超過と なった のであった。 

緊縮と 增稅 市の 經濟は 一 般の市 况に伴 ひて 自ら 窮迫 を吿 ぐる もの あ り、 さ れば 昭和 五 年度 

に 困し め る 

II 五 年度 に は繼續 事業 を 繰延べ、 經費を 節約して、 市費 は 前年. 當 初豫算 より 約 百 八十 三萬圓 

を滅 じたる も、 歲 入の 不足 約 四十 萬圓は 市税の 增徵に 待たざる ベ からざる 情勢で 

ら つ. こ。 然しながら 市會は 依然た る 不況に よりて 市民の 擔税カ 甚だしく 疲弊せ 

りと て、 非增 a の 方針の 下に 歲 出に 削 滅を 加へ て 增税を 阻止し、 國庫下 渡 金の 增收 
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を 見積りて 平衡 を圖 り、 以 て 市費 歲入出 を 千 八 百 四 萬 七千圓 と决定 し. こ。 

此 昭和 五 年度 豫算 中、 歲出經 常 部 は 千 百 六十 五 萬 五千圓 にして 其 追加 更正 五十 

萬圓に 過ぎす、 此 中-諸 税負擔 の 二十 三 萬圓を 主なる 增 加と し、 其 決算 千 百 五十 四 萬 

九干圓 とな ク、 同 臨時 部 は 當初豫 算六百 三十 九 萬 二 千圓に 追加 千 三百 四十 九萬圓 

あ i 前年度 繰越 額 四百 二十 一 萬 圓等を 加算して 豫算現 額 二 千 四百 十 一 萬圓 とな 

り し も、 繰 越 甚だ 多くして 千 八 百 五十 四 萬 八千圓 の决算 となった。 此歲 出に 對し 

歲入は 千 八 百 四 萬 七 千 圓の當 初 豫算に 千 四百 萬圓の 追加 あ リ、 更 に 繰 S 金 を 加算 

して 現 額 三千 六 百 二十 六 萬 五 千 圓を算 したる も、 决 算は缺 損 叉は收 入未濟 により 

て 二 千 二百 七十 ー萬圓 となった。 而 して 此年 市税 收入豫 算九百 二十 五 萬 圓に對 

し、 其 收入 決算の 八 百 七十 ニ萬圓 となれ る は 注目す ベ き 現象に し て、 此 年不 * 缺員、 

收入未 濟の多 かりし を證 する ものであった C 卽ち 豫算現 額に 對し汷 入 濟額ま 五 

十二 萬 九 千圓を 減じた のであった。 

財 界 愈 "不況 にして 市 財政 爲に Itr 困難 窮迫の 狀を呈 し、 市の 發展上 若しくは 市民 

の福禾 上、 施 設 せざる ベ からざる 事業 を も 遂行し 難しと 見られた る 昭和 六 fe '度の 

財 政 は、 豫 算の 編成 上 最も 遺憾 なりと せられた る も 而も 如何と もす ベ から す、 殊 に 
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, 昭和 二 年 營業税 を 改めて 營業 收益税 

此附加 税を失 ひて 極度の 打 擊を與 へ 

て 彌縫的 財政 を 編成せ ざる を 得な か 

の 漸减も 測り 難 けれ ば、 出 來 得る 限り 

金 を 運 川 し、 商 品 切手 稅.軌 道税を 新設 

して 收 入を圖 り、 よ りて 以て 漸く. 1 巾 費 

當初 豫算に 比して 減す る こと 約 三十 

市長の 三大 か 、 る 財政の 窮乏に 際して 市長 黑 

政策と 昭和 

^年度の 決 窮 苦を脫 し、 且 つ 屎尿 汲取 料 を 徴收し 

政 上 多年の 懸案 を 一 擧 にして 解决せ 

案 を 認め たれ ど、 此 第 一 の 公債 借替案 

かくて.！ 巾税附 加稅を 按配 し、 市 費 は 原 

度 市費 豫算を 千 七 百 四十 七 萬 八千餘 

初豫 算に對 し、 歳 出經常 部の 追加 は累 

十三 萬 六 千 圓の各 增加等 ありて 合計 


五 六 六 

となせ ると 財界の 不況と は、 約 百 八十 萬圓の 

た れ ば、 地 租， 所 得 兩税の 附加率 をば 稍.^ 加 し 

つたので あった。 然しながら 將 來諸税 基本 

歲 出の 膨脹 を 阻止 し、 反 fi に は 基本 財產 W 立 

し、 屎 尿 汲取 手數料 徵收の 許可 ありし を 期と 

歳入 出 千 七 百 七十 五萬圓 となせ る も、 前 年 ぼ 

萬 圓を算 したので あった。 

瀨弘志 は 所 謂 三 大政 策卽ち 公債 を 借 へ て 

て 恒久的 財源 を 得、 一 面區 役所 を 設^して 行 

んと圖 るに 至りし が、 市 會は區 役所 設 は 原 

を否决 し、 汲 取手 數 料の 徴收を 一 箇年 延期し. 

案より 二 十七 萬 三千 圓を 削減して 昭和 六 年 

圓 と决定 したので あった。 此 昭和 六 年度 當 

年の 如 く、 縣 費 負擔の 二十 八 萬 圓、 過 年 皮 灰 出 

六十 一 萬 四千 圓の 追加と な り、 此 內 繰越され 


たる もの を ゆきて 千 百 四十 七 萬 八千圓 の决算 とな り、 同 臨時 部 は 公債 費に 多額の 

追加 あ り、 失 業救濟 費. 土 木 費 等の 追加 も あ り、 爲 に 決算 は 二 千 六 萬 六 千 圓を算 せし 

が、 之 に 對し歲 入 も 千 五 百 五十 七 萬 三千 圓の 追加 あ り、 繰 越 金 を 八 口して 三千 七 百 四 

十六 萬 五 千圓の 豫算現 額と な り、 此 決算 三千 四百 二十 六萬圓 となった。 此歲 入の 

增加は 主として 市債の 千 七十 五 萬 四千 圓、 繰 越 金の 三百 三十 萬 圓、 雜 收 入の 約 五十 

萬圓 の各增 加に 因る ものな りし が 、市 税の滅 收百十 一 萬 圓を算 せし は、 不 納未收 入 

の 多き に 因る ものにして 叉大ぃ に 注目す ベ きものであった。 

I 餘 お！^ 昭和 七 年度 市費 豫算 は、 市税 基本の 滅少 著しき を豫 想せ しむる の 情勢. にあり と 

HI 問題 の觀 念の 下に 編成せ られ しが、 其 歲入出 千 七 百 二 十五 萬圓 となり、 之 を 前年度 當初 

豫算に 比し 二百 十九 萬圓の 減少 を 示せる は、 こ れ 主として 臨時 部 支出の 滅少に 因 

る ものにし て、 歲 入に ありて は 前年度に 比して 少 きこと 市債 二百 二十 萬 圓、 國 庫 辅 

助 十一 萬 圓、 生 絲撿查 所收入 十七 萬 八 千 面、 臨 時 財源た るの 故 を 以て 見積り^ざる 

もの 約 四十 萬圓、 不 a による 市税 弁に 使用料の 滅收 四十 四 萬圓等 合計 三百 四十 二 

萬圓に 達し、 纔 かに 不足 をば 臨時 財源に 待ち、 屎尿 汲取 手數料 三十 三 萬 圓をも 見込 

. める ものであった。 委員 會は歲 出に 削減 を 加へ、 歳入に 於て 此 屎尿 汲取 手數 料の 
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昭和 七 年度 

の 歳出 入 決 

算と 市況の 

復活 


神 戶：， 市史 第二 輯 本 

徴收を 見合 は せ、 附 加税の 

度 市税 を滅 額す る ことと 

此七 年度の 當初 豫算は 

中縣費 負擔の 追加 四十 萬 

同 臨時 部 は 吏 員 費 •  土 木 費 

^に 千 三百 八十 八 萬 七 千 

となった。 卽ち歲 出の 追 

現 額 三千 六 百 四十 八 萬 九 

一 萬 三千 圓 となった。 此 

めと し 三百 十四 萬 四千 圓 

千 八 百 萬 七 千 圓に達 し、 繰 

不納 缺損 三十 萬 八 千圓、 未 

圓 の决算 となった。 而し 

各種 目と も 增加を 示 し、 全 體 に 

八 千 圓及缺 損 六 萬 五千圓 によ 


編各說 下 

增徵 を半缄 

くて 市 

出 追加 

B を 占 

計 ぎ 三 

追加 を 

一一^ 千 ，/ 

となり 

决算に 

越 金、 雜 

を 加 へ 

二百 五 


五六 八 

せ し も、 市 會は 此手數 料の 徵收 を可决 し、 過 年 


し、 か 

其歲 

一 千 

に 合 

圓 び 

加 合 

千 圓 

歲出 

の 繰 

越 金 

收入 


費 歲出を 千 七 百 四 

經常 部に 於て は 六 

め て、 千 百 六十 八 萬 

十八 萬 圓の實 際 追 


十 


上し たれば 、決算 


百 萬 七 千 圓、 之 に 前 

比內操 越に よる も 

對し歲 入 は 市債の 

收入 九十 五 萬圓等 

て 豫算現 額 三千 七 

十四 萬 九千圓 あり 


十三 萬 七千圓 と决定 

十八 萬 七 千圓に 過ぎ 

三千 圓の. 决算 となり 

加 あり たれ ど、 其 公 債 

も 二 千 百 三十 二 萬 九 

年度 繰越 を 加算し て 

の ありて 決算 は 三千 

千 三百 九十 萬 一 千圓 

の 追加 あ り、 追 加 更正 

百 八十 九萬圓 となり 

て、 遂 に 三千 五 百 三 萬 


此年 市税 は 豫算八 百 二十 五 萬 四千 圓に割 し、 調 定 

於て 七十 一 萬圓 の增收 とな り、 收 入 未濟額 七十 


し 

し 

杀 

三 


, J  C 


其 

力 

ま 


算 

客 

力 

ま 


お 

て 八 百 十八 萬圓 の决算 となりし は、 此 年 市況の 不 


振必 すし も 前年の 如から ざり し を 知る もので あつ ヒ c 

K 贿鹏金 値 叉此年 三月 神戶 瓦斯 株式 會 社より 二十 萬圓の 寄附 を採納 した。 蓋し 昭和 三年 

同社の 二 千 萬 圓增資 に 方 り、 市 食 は 同社の 增資の 市との 報償 契約に 重大なる 關係 

ありと な し、 其 增 資を認 むる 代償と して 値 下 をな さしむ る ことと な り、 爾 來 幾多の 

波瀾 ありし も、 昭 和 八 年 二月の 市會に 於て 値 下 相當額 納付に 關し 市長に 一 任す る 

ことと な り、 遂 に此 寄附 採納の 形式 を 以て 問題の 解决を 見た。 蓋し 事 報償 契約に 

關 する もの ありし を 以て 幾 波 澜を經 たのであった。 

^0 營業 税法の 改正 弁に 財界 不振の 影響に ょリ て、 近年 市 財政 は 益， 窮乏 し、 篇 に 節 約 

整理 を 重 ね、 事 業 打 切、 財 源 轉 用、 積 立 金 繰 入 等に より て、 市 民 直接の 負 擔增加 を 避け、 

恒久的 財源に 待た すして 當 面の 急に 應じ來 れるを 以て、 昭和 八 年度の 豫算 編成 も 

亦 自ら 苦心の 免れざる もの ぁリ、 而も 法令 上 及 時代の 要求に 伴 ふ， 經 費の 增 加の 如 

何ともす ベ からざる あり、 されば 政府の 高 物惯政 策. 低 金 利 政， 策 の實 現に 留意 し、 市 

債 中高 利に 属する 三千 三百 十四 萬圓の 低利 借 替を行 ひて 利鞘 を收 め、 一 部 償還 を 

繰延べ、 以て 之に 應 じたる も、 財界の 前途 依然 好轉の 色な く、 市税 其 他の 收入 は此年 

叉悲觀 すべ き狀 態に ぁリ とせられた。 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  五 七 〇 

昭和 八 年度 比の 如き 淸 勢の 下に 編成せられ たる 市費 豫算は 千 七 百 六十 八萬圓 にし て、 前 年 

の豫算 編成 

度當 初に 比し 二十 四 萬 五 千 餘圓の 增加を 見し が、 此 增加は 歲出經 常 部に 於て 議 員 

費川辨 償ネ 良 住宅 改良 辜 業 完 成. 奉 天 出張 所. 小 學 校. 社 會敎育 事 務. 臨 時 觀光施 設 調 

査 委 員 會. 無 料 宿 泊 所. 共 同 住 宅. 仲 仕 休憩所の 完成 等に よる ものにし て、 歳 入に 於て 

增加 せる もの は 使 州 料. 手 數 料 • 繰 替 金. 社 會 事業 費 補助 等に し て、.^ 債 借 g: による も 

の は 四十 八 萬 餘圓を 見 積 乂過 年度 市 税. 公 金 收 入. 土 地 建物 代 等 は 減少 を a る も の 

とせられて ゐた。 

昭和 八 年度 市 ま 之に 對し锾 急 を 考慮 し、 增 減 按配の 結 杲、 市 費 豫算は 原案より 八百圓 を坩 

歳出 決算 

額して 决定 した。 然る 

歲入 は實に 三千 七 百 五 

を 示した のであった。 

更正 額 八十 一 萬 八千圓 

百 七十 二 萬 圓、 决 算千ニ 

萬 圓に對 し 追加 更正 二 

繰越 額 を 加へ て 豫算現 


に 市費 决算に 於て 歳出 は 三千 二百 四十 三 萬 じ H»  を 超え 

十七 萬 六 千圓に 達する に 至 制實施 以来 来 I 有の 巨額 

此歲 出に 於て 經常部 は 當初豫 算千百 九十 萬 圓に對 し、 追 加 

、此中 豫備費 i 出額に 於て 少しく 減少して 豫算現 額 は 千 二 

百 十四 萬 七 千餘圓 とな り、 臨 時 部に 於て は 當初豫 算八百 三 

千 九 百 三十 四 萬圓に 達し たれ ば、 歲 出合 計 は 前年 1 繼續費 

額 五 千 百 十九 萬餘 圓を算 し、 决算三 千 二百 四十 三萬圓 とな 


增 加は縣 費負擔 四十 五 萬 圓、 過 年 度 

公債 費 千 三百 二十 八 萬 圓の增 加 を 

の 追加 も亦增 加を大 ならしめ たも 

金の 二百 一 萬 圓、 雜 收 入の 百 十四 萬 

映  iAS お Kn^ 圓を 始めと して、 市債 千 三百 餘萬圓 の激增 等に よりて 未 曾ぎ の數字 

となった 卽ち 歳入 當 初の 豫算千 二百 九十 三 萬 圓に對 し 追加 更正 三千 十五 萬圓、 

繰越 を 加へ て 豫算現 額 五 千 百 十九 萬圓 となり、 决算は 前記の 如く 三千 七 百 五十 七 

.  萬 阆 を 超えた のであった。 歳入 中 使 川 料 及 手 數料は 豫算現 額に 比し 收入濟 額 は 

滅 少 を 示せる も、 市 税 にあり て は 各種 目に 於て 增收を 示し、 全體に 於て 九十 八 萬 ヒ 

千 圓の數 字 を 示した のであった。 此の 如き 現象 も 雜收入 中 過 年： 殳. .义 入の^ 額- - 

比 し、 調 定濟 額が 百 九十 六 萬 圓を增 して 四百 二十 九 萬 M とな 1 る ことと せ、 二、 滿：^ 

事變を 契機と して 最近 兩三 年間 市況の 活潑 となれ るを證 する ものに 外ならぬ。 

■1111 昭和 九 年度の 豫算は 昭和 八 年 十二月 市長に 就任せ る 勝 田 銀 次郞の 編成す る诉 

にして、 近年 打 精く 財界 不況の 影響に より， 市 財政 も 緊縮 を 重ね、 爲に 重要 施設 遲々 
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つたので あった。 此 歳出 中に ありて、 經常 部の 

支出 十 萬 圓等を 主と すれ ど、 臨 時 部に ありて ま 

主 と し、 社 會 ^ 業 費 • 兵 庫 新 川 改修 費. 小 學校費 等 

のであった。 

00 此歲 出に 對し 歲人增 加の M となれ る は橾越 


神 戶市史 第二 輯 本 編 备說 下  五 七 二 

たる を 遺憾な りと し、 宜 しく 明朗 快適なら しむべ く、 姑 息 不明瞭なる 豫算の 編成 を 

0 し、 不 足 は 不足と し、 之 を 增税に 求む ベ しとして 增 税額 四十 六 萬圓を 計上 し、 市 費 

ま： g を 二 千 七十 六萬圓 とした C 此新 市長 第一 次の 豫算は 勇敢 率 直、 明 朗 快活な り 

として 前途 を樂觀 せし むる に 至り、 市會は 之に 對し 修正 を 加 へたれ ど、 全體に 於て 

約 四千 圓を增 額した C 蓋し かくの 如く 市民の 信頼と 舆望を 負へ る こと、 又 從來殆 

ど 見る を 得 ざり しと ころで あ つた。 

縣費 負擔の ^上 神 S 市 普通 經濟 の歲出 中、 特 に 縣費負 擔に關 して 少しく 記述す る 抑， 市の 

沿革 

縣費 負擔は 明治 十二 年の 郡區 町村 編成 法に よりて 神 戶區の 設けられて より、 區 

部會 費と して 縣費 を負擔 する ことと 定まり、 同 十四 年 四月 以降 區. 郡 部 會の實 施 

：  を 見た のであった C ついで 同 二十 二 年 四月 神 戶區の 市制 を實 施して 祌戶 市と 

な る や、 區 部會は 市部 會と 改めら れ、 同 二十 九 年府縣 制の 實施 によりて 新に 市^ 

郡 部. 連 帶 の 三 部 會 成 り、 市 部に 屬 する 經費は 市^ 經濟を 以て 之 を支辨 し、 連帶に 

關 する もの は 市 郡 之 を 分 擔し來 り、 之 によりて 市 內の警 察. 消 防 • 市 內縣立 中等 學 

校 經費及 市部 選出 縣會 議員の 歲費等 は 市部 經濟 によ り、 祌 社. 縣 廳.師 範 學 校. 縣 立 

高 商螽 啞學 校. 測 S 所 •* 事 及 水 產試驗 場 等の 經費 は連帶 費に よえ 其 他 は 郡部の 


經濟 をお て支辨 する ことと なった。 かくて 祌 II； 市 は 爾後 之 を 市費と 共に 市税 

に徵 課して 之 を 負擔し 以て 今に 至った。 而 して 明治 二十 二 年 以降の 市の 負擔 

せる 縣費 は、 五 萬圓內 外より 漸次 增 加して 大正 七 年に は 約 九十 萬 圓を算 する に 

至^し が、 神 戶 市の 財政の 末だ裕 かならざる 明治 二十 二 年 乃至 四十 年代 こま 其 

比率 市費の 二十 五 ％ 乃至 四十 二  ％ を 占 め、 其 後 大正 七 年 迄にても 二十 ％ 乃至 三 

十 ％ を算 し 、市 の 財政 を 脅す こと 大 なる ものが あった。 此 間に 大正 八 年 こま 急 

激に增 加して 約 百 七十 萬 圓に上 り、 更 に翌九 年に は 二百 七十 六 萬 圓を超 え、 同 十 

年に は 遂に 三百 十四 萬圓に 達し、 昭和 二 年に は 三百 九十 一 萬 圓を超 ゆるに 至え 

更に 同 三年に は 四百 萬 圓を超 え、 同 八 年に は 四百 十三 萬圓に 達し、 此額 市費 歲出 

决 算に對 して 十艿 乃至 二十 ％ を 占めた。 尙 明治 三十 年 乃至 大正 七 年の 二十 三 

年間の 縣 費負擔 合計 は 七 百 八十 萬 二 千 八 百餘圓 となり、 一 年 平均 三十 三 萬 九 千 

六 百 餘圓に 當れる も、 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間に は 合計 實に五 千 二百 

六十 二 萬 四千 四百 餘圓に 達し、 一 年 平均 負擔約 三百 五十 萬 八 千 三百 圓に當 る。 

蓋し 大正 八 年 以後の 負擔の 特に 增大 せる は 注目すべく、 而も 將來 更に 暂 加の 傾 

向に ありと 謂 へ る。 
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も 
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說 する 

ひ 杀 

ま^: 戶 

支の： S 

，其 歳入 

來 特別 

も 合饼 
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九 年 K 


他の 擴張を 五箇 

し、 其 財源 を 主と 

と し、 昭 和 五 年度 限り 事業 完成に 


年 繼辕^  m とし 

し て 公債 幷 に 水 

よりて 廢 止した" 

張 費 を 特別 會 計と し、 其 財源 は 第二 囘の 場合と 


同じく 公債 及 繰 入金に よる こんと して ゐる。 

II 辦 水道 須磨 水道 事業 費 は 大正 九 年度に 設定せ る ものにして、 同年 四月 市に 饼 合せる 武 

庫 郡須磨 町の 內 、丙 代. 板 宿？ K 手. 束 須磨. 两須 磨へ 配水管 を 延長し 給水 せんがた めな 

P し が、 此 會計は 同 十. 十 一. 十二 年度に 計上 せら れ、 其 完成す る や 同 十二 年度 限り 廢 

止せられ た。 

^電氣 事業 電氣 事業 費 は 大正 六 年 六月 三十日 神 戶電氣 株式 會 社の 經營 せる 事業 及 營業設 

備 を買收 して 市營に 移す や、 之 が 買收 資金 弁に 將來 投資す る 金額 を 以て 資金と し 

て、 電 氣 軌道 及電燈 事業の 經 營に關 する 一 切の 收支 を經理 する ため 此 特別 會計を 

同 電^ 唓業 設 定 し、 尙 電氣 事業 用品 資金 は電氣 事業の 經營に 基 き、 貯 藏を耍 する 電氣 軌道 用品 

用品 香 金 

幷に 事務用品 購入 經理 の爲 め、 一 定の 資金 を 以て 大正 六 年度に 設定した。 

^ま！^ 正 市區 改正 委員 會費は 大正 七 年に 設定せ る もの、 始め 同年 法律 第三 六號を 以て 發 

及 東京 市區 改正 土地 處分 规， 則 は、 勑 令の 定 むる 所 

市區 改正に 關 して 準用 せらる 、 ことと な り 、同 年 

市 を 指定 せら れ、 之 によりて 祌戶 市區 改正 委員 會 

別會 計と したので あった。 然るに 同 八 年 四月 都 

五 七 五 


布せられ たる 東京 巿區 改正 條例 

に よ り、 內 務 大臣の 指定せ る 市の 

九月 同省 令 第 一 七號を 以て 祌戶 

設置せられ たれば、 之 が 經 費を特 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  五 七 六 

市計畫 法の 發布 あり、 新 に 都市 計畫 事業 費の 設 定 を^ るに 至り たれば、 大正 八 年度 

の市區 改正 委員 會費 は舊 法に よる 委員 會の經 費に 過ぎ す、 從 つ て 木 會計は 同年 度 

限り 廢 止せられ た。 

同 都市 計畫 都 巿計畫 事業 費は祌 戶市區 改正 委員 會に 於て 議定した る市區 改正 業に して、 

事業 費 

大正 八 年 四月 發布 法律 第三 六號 第三 十條 により 都市 計畫 事業と して 認定せられ、 

爲に木 特別 會計を 設定せ る もの にし て、 其 歲入は 附加税 .受 益 者 負擔及 5@ 債に よつ 

てゐる o 

同 基本 財產 尚 昭和 二 年 K より 市の 墓 木 財產及 積立金の 收支 のために 之 を 特別 會計 となせ 

及 積立金と 

其 運用 條侈 し が、 其 種別 十五 あ り、 此 中 公債 は 百 二十 一 萬 二 千 五十 圓、 現 金 五十 四 萬 七 千 七 百 六 

十七 圓の 外に 社 債. 株 券 等 あり て、 昭 和 八 年度 末 現在 總額 三百 四十 三 萬 一 千 二百 五 

十八 圓に達 し、 其 中 百 六十 三 萬 八 千 四百 九十 圓を 運用して ゐる。 此經濟 に S する 

積立金 中 御 下賜 金 を 始めと し、 學 校 幼稚園 基 木 財 產. 敎 育 基 金. 給 與 墓 金. 勸 菜獎勵 金. 

救濟墓 金. 獎 學資孝 慈 惠 資 金 • 公 設 食堂 墓 金. 小 學校敎 員 巡査 慰安 墓 金 等 は 大正 七 年 

度 以前に 設けた る ものに て、 爾 後 指定 寄附 を 編入せ しこと もあった。 叉 基 木財產 

中 盲 啞學校 設立 基金 は 同 九 年 七月 村 野 ふくの 寄附に か 、 る有價 證券 額面 七 萬 九 


同市 民^ 院 

費 


同 中央 卸賣 

市場 費 


同 公設 質屋 

費 
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千 六 百 W を受 入れ、 養老院 設立 基金 は 同氏の 遣 言 

たる 七 萬圓を 以て 設けし も、 救護 院を 設立す る や 

に は 岡 崎 藤吉の 寄附 金 五十 萬 ffl を 以て 社會 事業 

電鐡 株式 會 社の 寄附 金 を 以て 建築 資金 積立金 を 

を 以て 市 廳舍及 巿公會 堂 建築 資金 を 設けた ので 

特別 會 計と 爲 せし は 昭和 二 年度な リし が、 之 よ う 

究 し、 大 正 十四 年度に 始めて 之 を 運用 し、 昭 和^き 

用 條例を 制定して 夫々 之 を 使用し、 以て 令に 至つ 

昭ネ四 年度に は實費 診療の 爲に 設立せ る 病^ 

償還 費を歲 出と し、 藥 慣. 診察料 • 入院 料 • 他經 濟ょリ 

民 病院 費 を 設定し、 叉 同年 度よ リ 近く 建設 を 見る 

で 同年 十二月 市會に 於て 公設 質屋 事業に 關 する 

〜開設 を 見ん とする に至リ しを以 て、 其 收支 經虽 

設置 を 見し も、 計上す るに 至 リしは 同 五 年度 以後 

救護 費 も 特別 會計 として 設定^られ こ。 
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によりて 同 十 一 年 十月 寄附 あり 

之を廢 止し、 つ いで 同 十二 年 三月 

の 積立金と な し、 同 四 '三月^， 

設 け、 更 に 同 九 年 三月に は 十萬圓 

あった。 尙 基本 財 逢 及 積立金 を 


先旣に 財政 經理上 之が 運用 を考 

度よ リ年 々必要に 應 じ、 其 邹 度 ¥ 一 

たので ある。 

の 事業 費 及 建築に 充當 せる 公債 

の 繰 入金 を 主なる 財源と して 市 

ベ き 中央 卸賣 市場 費を設 け、 次 い 

超 債の 協贊， を經る や、 同 五 年度 內 

の 爲め同 四 年度に 公設 質屋 費の 

であった。 更に 同 六 年度よう は 

五 七 七 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

區 費 區費は 元 來財產 及營造 物に 關 する 事務の 爲に 設けた る葺 合. 祌^ 湊ぉ .湊. 湊两. お 

田 等 六區の 經濟を 合計せ る ものにして、 大正 七 年度 迄 は區に 於て 小學校 又は 幼稚 

園 を 看せ しも、 同 八 年 三月 之を廢 止して 所謂 雷の 統一 成る や、 同時に 湊享湊 お 

田の 三 區を廢 止し、 同 十 年 十月 六日 葺合 區を廢 止して 今に 至った 

市 財政 總歳 か 、る 沿革 を 有する 一 般會計 及 特別 會計を 合算せ る歲入 出總計 は、 大正 八 年度 

入 出 i 乃至 昭和 八 年度の 十五 年間に 歳入 は 四. 四 三倍、 歲出は 六 •〇 六 倍と なつた。 卽ち * 

\ ま 二 千 八 百 三十 一 萬圓 より 一 億 二 千 五 百 四十 五 萬圓、 歲出は 千 九 百 八萬圓 より 

市 i 加 一億 千 六 百 一二 十七 萬圓 となった。 此內 市費 S 年間に 其の 歲人は 一 H 一一 五倍、 歲出 

は 三. 六 六 倍と なった。 此 市費 は 大正 七 年 以前に は 歲出は 常に 五 百 萬圓を 超え ざ 

りしに、 歲入は 千 五 百萬圓 臺を算 し、 市況の 好況な りし を 反映せ しが、 大正 九 年 &ぉ 

降 歲出は 急激に 增 加して 千 五 百 萬 圓臺に 上りし も 歲入尙 二 千 二百 萬圓臺 にあつ 

こ。 然る. に此 情勢 は 漸次 反動 を 現し 來り 大正 十三 年度に 於て 極まり、 此年歲 入 千 

六 百萬圓 臺に對 して 歲出千 三百 萬 圓臺に 降りし が、 同 十四 年度 以降に 於て 昭和 五 

年度 を 除きて は 概ね 漸次 增加を 示し、 昭和 六 • 七 人の 三箇 年度 は 其歲入 は激增 して 

- 未曾有の 數字を 示し、 同 八 年度に 於て 三千 じ 百 五十 七 萬 圓を算 したので あっす 


IS5 ま 費 は 大正 八 年度の 歳入 二百 十三 萬 圓、歲出ぼ 四十 九萬圓 は、 爾後 昭和 五 年度 

に 至る も大 なる 數字 上の 變動を 現さす、 これ 其 性質 上 然る 所に して、 漸次 增 加の 頃 

向を迪 り、 大正 十三 年度 迄 は 槪ね歲 入の 超過 百 萬圓內 外を算 へしが、 昭和 六 年度に 

歲入 四百 十四 萬圓、 歲出 三百 十三 萬圓 となった。 然るに 同 七 年度に は 一躍して 歲 

年度に は 千 五 百 萬 圓臺を 超 ゆるに 至つ こ。 

る も、 水道 經理の 上に 一時期 を 劃せ る ものと 

は 八 百 三十 五萬圓 より 五 千 五 百 九十 九萬圓 

〜く〜 「メ 4 お を ーォし S 出 は 七 百 四十 萬圓 よう 五 千 三百 十七 萬 圓卽ち 七 二 八 倍 

となりし が、 槪ね 大正 八 年度よ リ 昭和 五 年度 迄 は漸增 し、 同 六 年度に 急激に 增 加し、 

七 年度に は 叉 減少し、 八 年度 叉激增 したので あった。 電氣 事業 用品 資金 は 同期 間 

に 歲ジま 八十 七 萬 圓ょリ 百 十八 萬圓 、歳出 七十 四 萬 圓ょリ 九十 六萬圓 となり、 其 性 

質上大 なる 變動を 見なかった。 

00 都市 計畫 事業 費 は 其 事業の 性質 上 時に 多額の 數字 上の 變動を 見る を 免れす、 卽 

ち 大正 八 年度 は 其 創始に 當り， たれば 收支算 ふるに 足らす、 同 九 年度より 同 十三 年 
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五 七 九 


ス歲出 共に 千 三. 四 百 萬 固に 上 、翌 八 

これ 市債に 多額の 計上 ぁリ たるに よ 

いふべき であった C 

,麯| 業 費 電氣 事業 費 は 十五 年間に 於て * 入 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  3 ノ C 

度 迄 及 昭和 二 年度より 同 六 年度 迄 は增滅 ありし も 而も 百ヒ 十五 萬圓 より 七せ 二 

十六 萬 圓の間 を 上下せ るに 過ぎ ざり しが、 大正 十四 年度に は 歲入出 共に 千 三百 四 

十八 萬圓を 超え、 昭和 七入兩 年度に も 千 三百 萬圓を 超えた。 これ 此 年度の 事業の 

きこ 大工 事たり し を 示す ものである。 其 他の 特別 會 計に ありて は 共に 其 性質 上 

多額の 收支を 計上せ る もの あらす、 唯 中央 卸賣 市場 費が 其 創設の 當初四 年間に 何 

- れも 百萬圓 以上 を 計上せ るの みであった。 之 を 要するに 市 財政 總歲入 歲出は 年 

とせ、 こ暂 加の 傾向に ありて、 大正 八 年度 二 千 八 百 萬 圓臺の 歳入、 千 九 百 萬 圓臺の 歳 

B ま、 昭^ 八 芋 度に 遂に 共に 一 億 二 千 五 百 萬 圓を超 ゆるに 至った のであった 

總 歳入 出に 今此 十五 年間に 於け る總 歲入歲 出に 對 する 各經濟 別の 比率 を觀 るに、 市費 は每 

經 に 四十 ％ 乃至 五十六 ％ を 占めし も、 昭和 五. 六 年度に は 三十 ％臺 に 下り、 同 八 年度に 

ま歲 \ ま 三十 ％、 歲出は 二十 ヒ艿 なる 最低 率 を 示した。 これ 電氣 事業 費の 急激な 

る增 加に 制せられし による ものであった。 水道 費. は 歲入出 共に 昭和 六 年度 迄 は 

, 四 二  ％ 乃至 八 全 ％、 歲出は 三. 四 ％ 乃至 七 入 ％ を 占めし が、 同 七入兩 年度 は 共に 十二 

% 乃至 二十 七 ％ に 上った。 電氣 事業 費 は 昭和 五 年度 及 同 七 年度 は 市費に ついで 

ft も 高率 を 占め、 其歲入 二十 九 ％ 乃至 四十 二  ％ 、歲出 二十 七 ％ 乃至 四十 二  ％ なりし 


カ同ナ 年度に は歲入 五十二  ％  、歳出 五十 四 ％ を 超えて 市費より 多き こと 約 二十お 

に 達し、 同 八 年度に も 市費に 比し 多き こと 歲入は 十四 ％ を算 して 四十 四艿 となり、 

. 歲出は 十八 ％ を 算 して 四十 五 ％ を 占む るに 至った。 都市 計 畫費は 大正 十四 年度 

に 歲入出 共に 二十^ を 超えし 外 は、 多く は 十 ％ 以下に あう、 昭和 七 年度の 歲 入の 十 

五 九、^ 出の 十六^ は 大正 十四 年度 を 除けば 最も 高率なる 數 字であった C 中央 卸 

賣 市場 費 は 昭和 四 年 以降の 五 年間に 時に 歳入 は 五 ％ を 超え たれ ど、 昭和 八 年度に 

は 四 ％ に 過ぎ K 電氣 事業 用品 資金 は 多き 年に は 約 五 ％ を 占めたる こと あれ ど、 殆 

ど 二  ％ 以下 を 占む るに 過ぎす、 其 他の 特別 會 計に 至うて は 殆ど  一 ％ を 超えざる ぎ 

樣 であった。 

00 夏に 以上の 事業 別 經濟を 六 大都市 協定 檨式卽 ち 普通 • 公 企業. 其 他の 三 經濟に 分 

ち、 大正 十四 年度 乃至 昭和 八 年度の 决算 にっきて 其 純 歲入出 を 見る も、 また 市の W 

政 考察の 一 資料と なる であらう。 玆に 所謂 普通 經濟 は卽 ち， 一 般 市費に して、 公 企 

業經濟 は電氣 事業 費. 電氣 事業 用品 資金. 水道 事業 費 を 含み、 其 他の 經濟に は 邹巿計 

畫. 市民 病院. 公設 質屋. 中央 卸賣 市場 • 救護の 諸費幷 に 基 木 財產及 積立金 を 含んで ゐ 

る。 而 して 普通 經濟及 其 他の 經濟 にあうて 通觀 せらるべき は、 歲 入の 殆ど 歲 出に 

第 四 章- 市の 財政  K\ 一 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  五八 二 

及ばざる に反して、 公 企業 經濟が 殆ど 常に 歲 入. の 歲 出に 超過せ る を 知る ことで あ 

る。 これ 固より 然ると ころに し て、 特 に 昭和 四 年度に 於て 歲入 出の 差 五 百 二十 萬 

圓を算 せる こと は 注意すべき である。 從 つて 公 企業 經濟 の純歲 入に して 純歲出 

に 超過す る こと 少額なる 場合に は、 總 純 歲出は 常に 叉 總純歲 入に 超過 を 示す もの 

に し て、 こ 、 に 公債. 繰越 金 等 の 運用 を 必要と する に 至る ので ある。 今一 々之が 比 

較を 省略して 左に 此數字 を 表示して 參考 とする。 

累年の 三 經濟別 丧 
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fll る 市 祌戶 市の 各經濟 別歲入 出の 槪况は 以上の 如くなる も、 而も 普通 經濟の 中には 幾 

多の 事業 を 包含 し、 單に 市費なる 名目の みに つきて 之 を 見る も、 其 事業 內容は 容易 

に 推測し 難き 憾が ある。 從 つて 若し 市の 事業 を 通覽 する 場合に は、 全 歲出を 事業 

別と して 之 を觀察 し、 始 めて 其 一般 を 知るべき である。 昭和 十 年 二月 及 十月に 刊 

行せられ たる 祌戶市 財政 要覧に は 大正 十四 年度 乃至 昭和 八 年度の 决算 にっきて、 

其 事業 別歲 出を揭 出せる を 以て、 便宜 之に 據 りて 大要 を觀る ことと する。 

I き 事業の 此^ 計に よれば 市の 事業 をば 廳 費. 教育 寧產 業 費. 保健 費. 社 會 事業 費. 土木 費 • 水 道 

費 ま 氣 事業 費. 市債 費 • 繰 入金 • 積立金 及 其 他の 事業 費の 十 一 項目に 大別し、 更に 之 を 

左の 如く 分類して ゐ る。  、 

一、 廳 .  費 會議費 • 市役所 費 ま 役所 費 • 公金 取扱 費. 特別 給與 金. 議員 選 擧費. 

家屋税 調査 費 .滯 納 市税 整理 費 .滯 納處分 費. 交 際 費. 市 税徵收 費 

等。  - 

二、 敎 育 費 各種 學校費 ま 書 館 費. 學 事 諸 費. 運動場 費. 青年 訓練所 費 及 S 助 

金 等。 

三、 產 業 費 勸業諸 費。  -  , 
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神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 下 


五八 四 


四、 保 睫 費 


五、 社 

六、 土 

七、 水 


；コ^ 

木 

道 


費 


費 


八、 電 氣 事業 費 

九、 市 債 費 

〇、 繰 入金 積立金 


各種 病院 費 *療 養 所 費 .傳 染病豫 防 費 .淸 掃 費 • 屠 場 費 • 火 葬 場 費 • 慕 

地 費 • 其 他 衞生諸 費。 

社會 事業 費， 社 會 改良 費 等。 

土 木 費. 街 路 費. 公 園 費. 港 灣及 運河 費 等。 

水道 事業 費. 同 擴 張 費。 

電氣 事業 一 切の 經費。 .  . 

元利 金 及 取扱 諸 費。 

W 社 費. 觀 光 施設 費. 財 產 費. 諸 税 及負擔 費 .訴 訟 費. 繰 金. 軍 事 諸 


事 f 別 比較 大正 十四 年度 乃至 昭和 八 年度の 九 年間に 於て、 先づ廳 費に あ リては 昭和 元年 度 

の 一 

に 稍 ，減少 を 示した るの みに して 累增を 示す も、 性 質 上 增加は 多から す卽ち 大正 十 

四 年度の 八十 三 萬 三千 圓は同 三年 度に 九 十九 萬圓 となえ 同 七 年度に は 百 二十 一 

萬 六千圓 とな リ、 同 八 年度に は 百 四十 三萬圓 に垂ん とする に 至った。 教育費 は電 

氣 事業 費 を 除けば 各種 事業 費 中 常に 多額 を 占め、 多少の 增減は 之 を 示せ ども 常に 


四百 萬 圓を算 し、 昭 和 五 年度の 如き 約 四百 七十 九 萬 圓を數 へ て 最多 額 を 示した。 

產業費 は 昭和 六 年度の 三百 六十 萬圓を 最多 額と し、 同 二 年度の 百 七十 七 萬 圓、 同 五 

年度の 百 三十 四 萬 圓、 同 七 年度の 百 四萬圓 之に 次ぐ も、 爾 餘の 年度に は 二十 三 萬 圓 

乃至 六十 萬圓の 間に あ り、 保 健 費 は 百 三十 一 萬 W より 百 八十 四 萬 圓の間 を 上下し、 

社會 事業 費 は 昭和 六 年度に 百 四十 四 萬 圓、 同 八 年度に 百 十七 萬 圓、 大 正 十四 年度に 

百 十三 萬圓を 計上し たれ ど、 爾餘の 年度 は 四十 六萬圓 乃至 九十 五 萬圓を 計上した C 

II 別 比較 土木 費 は 大正 十五 年度より 昭和 六 年度 迄 は 常に 三百 萬 圓臺を 超え、 大 正 十四 年 

皮に は 四百 九十 七 萬圓を 示して 最多 額 を 支出し、 昭和 八 年度 は 三百 三十 二 萬圓臺 

となった。 水道 事業 費 は 昭和 二 年度に 三百 二十 七 萬圓の 最多 額 を 示し、 同 三年 度 

にも 約 三百 萬圓に 達し たれ ど、 其 他の 年度に は 二百 五十 萬圓に 達せ す、 然 るに 電氣 

事業 費に 至りて は、 少 きも 一 千 萬 圓に近 く、 昭 和 五 年度の 如き は 最も 多くして 千 四 

. 百 萬圓を 超 え、 同 八 年度に は 千 四百 二十 七 萬 圓を超 ゆるに まった。 次に 市 責費ま 

常 に 一 千 萬 圓臺を 超え、 昭 和 元年の 二 千 三百 九十 二 萬圓、 大正 十四 年度の 三千 百 六 

十 九 萬 圆、 昭 和 七 年度の 四千 五 百 七十 一 萬 圓、 同 六 年度の 五 千 四百 三十 一 萬 圓の順 

序によ リて 事業 別歲出 中に て は 最も 多額 を 示せし が、 同 八 年度に は 實に八 千： J 十 
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神 戶市史 第二 韓 本 編 各說 下 

, 萬圓を 超えた のであった。 これ 市の 

相照應 する もの にして 注目す ベ き $ 

度の 九十 三 萬 圆 より 漸次 遞增 し、 昭 和 

に は 二百 八十 七 萬 圓を算 した。 以上 

にして 三百 七十 萬圆 乃至 七 百 五十六 

事業 別總歳 以上 を 通觀 する に， 菜 別 歲出總 額 

千 六 百 三十 七 萬 圓を算 し、 同 六 年度の 

十三 萬圓 之に つぎ、 大正 十四 年度の 六 

圓、 同 四 年度の 五 千 百 五十 九 萬 圓、 同 一 一 

五萬圓 各々 之に つ ぎ、 同 三年 度の 四千 

和 六 人 年の 兩 年度 總歲 出の 多額な り 

特に 各 多額の 支出 ありし による もの 

が爲に 外ならぬ。 

田 E 


五八 六 

歲入 科目 中 市債が 最も 多額 を 占む る^ 狀と 

象で ある。 繰 入金 • 積立金 は 其 額 大正 十四 年 

六 年度に 三 百 三十 七 萬圆を 超えし が、 七 年 皮 

の 事業に 属せざる 其 他の 支出 は 比較的 多額 

萬圓の 間にある。 

は 昭和 八 年度に 最多 額 を 一. 小して 赏に  一 ^ 一 

九 千 三百 三十 六 萬圓、 同 七 年度の 七 千 九 百 八 

千 三十 萬圓、 昭和 元年 度の 五 千 三百 九十 三 萬 

年度の 五 千 五 萬 圓、 同 五 年度の 四千 九 百 八十 

七 百 五十八 萬圓は 最も 少 かった。 惟 ふに 昭 

しは電 お， 業 費 に、 同 七 年度に て は 水道 費に 

に し て、 事 業 別 統計 は 之 を 市債 費に 計上せ る 


總 歳出に し て、 此 中より 繰 入 金 立 金 及 市債 

借替 支出 を 控除せ る純歲 出に ありて は、 其 總額は 大正 十四 年度に 約 千 四百 萬 圓、 昭 


歳出と 純 歳 然しながら 此 事業 別歲 出額 は 所 

出の 差額 


和 元年^に 干 六 じ 十 萬 圓、 同 二 年度に 


事業 別 歳出 

比例と 市債 


電氣 事業 费 

の 占む る 比 

率 


圓、 同 四 

萬 冊、 同 

除した 

以 k 

費なる 

度 ク S 

合と^ 

されば 

上して 

^债 

度の 二 


年 ^ に じ 六十 三 萬 圓、 同 五 年度に 

じ 年度に は 三千 八 ぼ 二十 六 萬 圓、 同 

る もの を純歲 出と 見る ベ きで あつ 

^^別の 其 歲出總 額に 對 する 比率 

こと 明か なれ ど、 其 率 昭和 八 年度の 

き は 五十八 三 艿に上 り、 同 七 年度 五 

，尙同 五 年度の 二十 二. 八 艿を算 して 

市債 費の 八 年間の 平均 率 は 四十 二 

ゐ る o 

費に 踵ぎ て 高率に ある は電氣 事業 


千 三十 二 萬 圓、 同 三年 度に 四百 九十 二 萬 

四百 八十 六 萬圓、 同 六 年度に 七 百 六十 じ 

八 年度に は 實にヒ 千 百 四十 萬 M を各控 


X7 


を 見る に、 最 も 高率 を 占む る もの は 市債 

如き は 六十 九丄ニ  ％ の 多き を 占 め、 同 六 年 

十 七丄ニ 艿を 占めて 之に つ ぎ、 最 低率の 場 

，電氣 事業 費の 其 年度の 占む る 率に 次 ぐ ^ 


% に 上 り、 歲 出 中 常に 特異の 數字を 


IT 


費に し て、 其 率 最も 高 かりし は 昭和 五 年 


十八 土  ％ にし て、 同 四 年度の 二十 子 七 ％ 之 に 次ぎ、 同 三年 度の 二十 五. 六 ％、 同 


二 年度の 二十 二  • 三 ％  、同 元年 度の 十 九 • 五 ％ 各 之に 亞ぐ も、 其 他の 年度 は 十五 ％ 內外 

を 占む るに 過ぎぬ。 而 して 九 年間の 平均 二 十 • 三 ％ を 占む るを以 て、 其電氣 事業 費 

と 市債 費の. 合計 は 平均に 於て 旣に 六十 二 • 五 ％ を 占め そ ゐる。 以て 此兩 者が 市の 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

^出 中 如何に 多額 を 占む るか を 知る ベ きで ある C 


他の 

比率 


事業の 


敎育. H 木 其 「其 他の 事業 費」 に 屬 

年間の 比率 區々 にし 

あ り、 同 八 年度に は 四 _ 

四 年度より 昭和 四 年 

最高 率に ありし が、 同 

而 して 教育費に 次ぎ 

かに 〇• 七 ％ 低率なる 

^ を 最 高 と し、 同 四 年 

之に 次ぐ も、 昭和 六 年 

るに 至つ 

土木 費に 次ぐ もの 


こ C 

X7 


繰 入金 水道 

保健 三 事業 

の 比率 


す 

て、 

度 

ま 


る 歲出は 第 

昭和 三年 度 


位の 高率 を 占め 

は 十 五 • 九 ％ を 占 


% を 計上す るに 過ぎぬ。 第 四 

迄の 間に は 八 ％ 內外を 占 め、 昭 

年度に は 五. 九 ％ とな り、 同 八 年 

第五 位 を 占む る 土木 費 は、 其 平 

過ぎす して 殆ど 相似た る もの 

の 九. 四 ％、 大 正 十四 年度の 八 三 

に は 四 •  一  ％ に滅 じ、 同 八 年度に 


五八 八 

て 平均 八 三 ％ を算 すれ ど、 九 

め、 爾 餘の 年度 は 十 ％ 以下に 

位 を 占む る 教育費 は 大正 十 

和 五 年度 は 九丄ハ ％ を 示して 

は 三 .九％ に 減少した。 

於て 教育費の 率よ リ僅 

_ 其 率 昭和 五 年度の 九丄ハ 

和 元年 度 の 七 入 ％ 等 れ 

，九^ e を算 する に 過ぎさ 


度 に 

あ h7 

%、 昭 

は 二 


繰 入金 積立金に して 第 六 位に あれ 

ぎ す、 而 して 大正 十四 年度に 其 率 一. 六 ％ なりし ものが 昭和 

リしは 注意す ベ く、 同 六. 七 兩 年度 は 共に 三丄ハ 艿 となった。 

平 均 三 • 四 ％ を 示して 繰 入金 積立金に 次げ ど、 本 事業 費に は 


ど、 其 平均 は 三 .八％ に 過 

五 年度に は 六 • 六 ％ に 上 

第 七 位の 水道 事業 費 は 

擴張費 を も 含む が 故に. 


其 率の 高低 も 著しく、 九箇 年間に 一. 四艿 乃至 六丄ハ ％ の 間 を 上下して ゐる。 保 建 費 

は 平均 二. 五 ％ にして 第 八 位に あ リ、 其 金額の 上より a れば 殆ど 遞增の 傾向に あつ 

たといへ る。  ， 

義 || ほ 次に 產業費 は 第 九 位 を 占 むれ ど， 其 平均 僅かに 了 七 ％ に 過ぎ す、 丸箇 年間に 低率 

位置 の 場合に は 僅々 〇•  一  一  ％  、高 率の 年と 雖ニ  A 艿を 超えす、 廳費は 平均 一. 七 鬼に して^ 

十 位に あり、 昭和 二 年度 乃至 五 年度の 二  •〇％ 內外を 除けば 了 四 ％ 內 外を算 し、 最も 

平均 率の 低き 社會 事業 費 は 平均 一. 四 ％ にして、 九箇 年の 間に 〇• 九 ぶ 乃至  一 V つ 

間 を 上下し、 昭和 八 年度に は  一 •〇％ を 占めて ゐ る。 以て 市の 事業 別歲 出の 順位 を 

槪觀し 得べ きで ある。 

0^ 事業 別歲 出に 次ぎて 全 歲入を 種類 別と して 其 比率 を 考察す るに、 大正 十四 年度 

金  乃至 昭和 八 年度の 九 年間の 歲入 中、 常 に 最も 高率 を 占む る もの は 市債に して、" 口. S! 

三年 度 及 同 五 年度の 十五 ％ 內外を 除けば、 其 他の 年度に は 二十 三 ％ 乃至 四十 ヒズ 

を 占め、 同 八 年度に は 約 六十 ％ を 算し、 繰越 金 は 九 ％ 乃至 二十  一 ％ の 間に あ リて大 

正 十四 年度よ リ 昭和 三年 度 迄 は 其 率遞增 して 十二  ％ より 二十 一 艿 となりし」 1 ど 

. 同 四 年度に は 十三 ％ となり、 同五 年度に は 二十  一 ％ に 上リ、 同 六 年度に は 急に 十四 
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市 稅及過 年 

度 市 稅繰入 

金 蓮 用金 


爾餘の 歳入 


神 戶市史 第二 韓 本 編 各說 下 

は 十^-に 過 

て は 其歲入 


艿に 下りし が、 同 七 

市税 は 普通 經濟 

五 ％ 以下 を 占む る 


占めたる も、 昭 和 六 

に は 約 八 ％ となつ 

下 し、 多 きも 昭和 四 

昭和 六 年度に は 四- 

は 財政 上 喜ぶ ベ き 

三 ％ より 漸次 增加 

も 二  ％ 以下と なつ 

以上の 諸 歲入を 

庳下渡 金. 補 助 金. 交 

償 金. 縣 .0 助 金 .受 益 

は 〇•〇  一 ％ に 過ぎ 

較的 多くし て、 時 に 


年度に 

にあ， 

に 過ぎ 

年度に 

此 

年度の 

五 ％ 、同 

現象な 

して 昭 


こ o 


ぬ。 而 

は 八 ％ 

市税に 

七 ％ に 

七 年度 

る こと 

ネョ年 


除けば 

附 金の 

者負擔 孝 財 產 

ぬ。 併しな が 


、爾 餘 の 

-三 ％ 


し て 

- ) 下 

次ぐ 

し て、 

- ) ま 

は 論 

度 に 

歲入 

乃 至 

收入 

ら 以 


ぎ ざ る 

の 大宗 

大正 十 

, ^、同 七 

もの は 

最も 少 

三 入 ％ 

を俟た 

は 四 • 三 


至 つ i 


年 

ぬ 


-7 


れ ど、 總歲 

年 乃至 昭 

度に も漸 

入金 運用 

は 大正 十 

なった。 

0 過年度 

に 上リし 


五 九 〇 

入 中に ありて は 僅かに 十 

和 五 年に は 十三 ％ 內外を 

く 十 ％ を 超え す 、同 八 年度 

金 なれ ど、 其 率 は遙か に 低 

四 年度の 一. 八 ％ に 過ぎす、 

蓋し 繰 入金 運用 金の 減少 

市税 は 大正 十四 年度の 一. 

が、 同 六 年度 以降に は 何れ 


る 

せ 


比率 は殆 

間にある 

ぎ、 其 率 多 


ど數 ふる に 足らす して 國 

を 最高と し、 財 產 費 拂 代 • 報 

き も 〇• 四 ％ を 超え す、 少 き 


は 昭和 元年 度の 如 


の 占む 

一 .九％ 

各 之に 

上に 屬 

く 八 • 三 ％ を 超えし も、 爾 後 其 率 漸次 低下して 


ざ る 「其 他の 枚 入」 に ありて は 其 率 比 


同 六 年度に は 四 三 ％ 、同 七 年度に は 四 三 艿、 同 八 年度に は 二  .九 ％ となった。 

If 默讀と 此九 年間の 市の 事業 別 歲入を 合算 すれば、 總額六 億 九 千 三百 四十 八 萬圓に 達す 

ベく、 一箇年の 平均 歲入約 七 千 七 百 五 萬 三千 圓 となる。 而 して 此 平均歲 入 額に 對 

し、 各 歲入種 別の 平均 率 を昆る に、 市債 は 三 十 四， 四 二  ％  、使 川 料 及 手 數料は 二十 五 ％、 

繰越 金 は 十四 ％  、市 税は 十一 H  一一  f にし て、 ：！ 疋 等歲入 合計に よりて 旣に約 八十 六 ％ を 

占めて ゐる。 之 に 「其 他の 收入」 の 四 入 ％、 繰 入 金 逢 用金の 三 入 ％ 及び 過年度 市税の 

二. 七 ％ を 加 ふれば 合計 約 九十 七 ％ となる ベ く、 從 つて 財產收 入. 國 庫 交 附 金. 縣 補 助 

金. 財 產費拂 代 • 報償金. 受 S 者 負 擔等を 合計す る も、 僅かに 此殘餘 の 二 .七 ％ を 占む る 

に 過ぎ す、 以 て 市 財政 經理 の重點 の那邊 にある か を 窺 ふべ きで ある。 

观剛^ 入 £ 此九 年間の 總歲入 中より 繰越 金. 繰 入 金 • 運 用 金^ 債 借 替枚入 等 總計三 億 二 千 一 

の jnr 我と 絲 

越 金の 地位 百 二十 五 萬 八 千 餘圓を 控除せ る 殘額三 億 七 千 二百 二十 三 萬 二 千餘圓 が九箇 年間 

の 純 歲入總 額 なれば、 一 箇年 平均 純 歳入 は 四千 百 三十 五 萬 八 千餘圓 とな り、 繰 越 金 

以下の 數 字の 著大なる を 知る と 同時 に、 此 平均 純歲 入に 對 して は 市税 は^ 用枓及 

手數 料の 平均 四十 ％ に 次. いで 高率 を 占め、 其 平均 は純歲 入に 對 比し 毎年 二十 ％ を 

. 超えて ゐる。 されば 純歲 入に 於け る 使用料 及手數 料と 市税の 兩 者の 位置 は 最も 
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重要なる を 知る ので ある。 

繼績 事業 費 祌戶 市の 繼續事 業 費 は 大正 八 年度 以降 數 十の 事業 費目 を數 ふれ ど、 其 繼續 期間 

は 多く は 短期間に して 事業の 完成 を 見て ゐる。 而 して 事業の 種類に 從 ひて 財源 

の 關係其 他の 事由に 據り 順次 其 年限 を 延長せ る もの あ り、 或 は 政府 財政の 都合に 

より 之 を 繰延べ、 或は 繰 上 げ、 其 沿革の 複雜 なる も ありて 一 々事業 費の 變革は 記し 

難い。 されば 玆には 市會に 於て 其 事業 を决議 したる 年月 幷變更 の 年度 經費等 を 

表示して 大正 八 年度 以降に したる 主なる 繼續 費の みに つきて 見る ことと する。 

但し 其 財源に 至りて は 之 を SS 債に 求 め、 政 府の 補助に より、 一 般收入 若しくは 其 事 

業の 收 益に 依る あれ ど、 S! 債. 借 入 を 其 主要の 財源と なすこと にっきて は 皆揆を 一 

にして ゐ る。 
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S 陸上 設 備費ネ 良 住宅 改良 事業 費. 第 三 囘 敎 育 費. 滯 納 市税 整理 費. 第二 囘產業 

發 土木 事業 費. 失業 應 S 山地 開發 土木 事業 費. 市史 編纂 費の 八 事業に して、 其 支出す 

べき 豫定總 額 千 五 I 九十 四 萬 八 干 八 百 圓に上 リ、 是 等， 業の 當 初より 昭和 八 年度 

迄の i 出 を 合算 すれば、 其 總額八 百 七十 七 萬 五 千 四百 圓を超 え、 尙 ^業 完成の ため 

にじ ぼ 十七 萬 三千 四百 圓の 支出 を殘 して ゐる C 

0^0 都市 計赏に S する もの は 第三 期 街路 改良 費の み にして、 其總 支出額 八 百 七 萬 五 

千 五 百 圓に達 し、 三 百 六十 八 萬 八 千 九 百 圓を殘 し、 水道に 属する 第三 囘水 道廣 K^i 

業 費 は 年度 內に 認可 を 得て 工事 著 手に 至ら す、 爲 に 全額 八 百 五十 萬 圓を殘 し、 電 お 

事業 關係 にて は 第二 期 發電擴 張 費， 第三 期 線 殘餘線 建設費の 二 事業 ありて、 其 支出 

合計 二 千 三百 萬 七 千 五 百 圓を算 へ.、 尙 四百 十 一 萬 一 千 百 圓を殘 して ゐる。 卽ち， 

通 .特 別兩會 計に^ する 十二 事業 費の 旣支 出額 は總計 四千 萬 八 千 四百 餘圓に 上り、 

,,  ^出 殘額は 二 千三^ 三十 二 萬 三千 四百 餘圓 を算し * 計 畫費總 額 に 對し旣 i 出 は 六 

十三 三 ％ に 常り、 尙三 十六 入 ％ を殘す 現狀に あ る。 
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繼镜 費の 財 以上 昭和 八 年度 現在 繼續費 支出に 對し其 財源 を 通覽 する に、 其 種目 は國庫 補助 

金， 巿 債. 道 路 工事 負擔金 • 雜收 入， 事業 收入ニ 般歲入 繰 入 金. 受 益 者負擔 金， 積立金 受入 

及 補 S 金の 十 一 種目 あり、 總歲入 豫算六 千 三百 三十 三 萬 二 千餘 圓に對 し、 百 萬圓以 

上の^ 入 を 計上す る もの は國庫 補助金の 百 四十 二 萬 五 千 四百 圓、 繰越 金の 百 六十 

三 萬 三千 六 百 餘圓及 市債の 五 千 二百 四十 六 萬 六 千 七 百餘圓 にして、 爾餘の 種 H の 

A 入 ま 五十 萬 圓を超 ゆる もの あら す、 卽 ち 如何に 其 起 債に 倚賴 する こと 多き 力 を 

知るべき である。 尙此 財源の 昭和 八 年度 迄の 收入 合計 を 見る に、 市債 は 三千 二百 

三十 四 萬 三千 餘圓、 繰越 金の 八十 七 萬 千 五 百圓、 受益者 負擔 金の 七十 六 萬 八 千 五 百 

圓、 國庫 補助金の 六十 五 萬 五 千 七 百 餘圓及 繰 入金の 三十 萬 餘圓を 除けば、 爾餘の 財 

京の 收入は 二十 萬圓に 達する ものな く、 從 つて 昭和 八 年度 迄の 總 支出に 對し 市債 

の收入 合計 は實に 七十 九. 六 ％ を 占めて ゐる。 繼續 事業 費 經理の 狀態又 以て 推す 

ベ きで ある o 

十 五箇 年 ほ 市の 歲入中 最も 多額 を 占む る は 公債と 借入金 を 含める 市債に ある こと 敍 上の 

I 市- 事 如くで あるが、 市の 事業 は 補助金 * 收入ニ 般歲入 を 除きて は 殆ど 此 市債に 倚 頼し 

て 幾多 大小の 事業 を 遂行し 來り、 而も 年々 之が 遞增を 見る こと 一般の 趨勢と 異る 


• ところに なし。 而 して 其 目的の 事業 も 多岐 複雜 にして、 其 起債 借 入の 內容は 今 之 

を 省略に 附し、 大正 八 年 十月と 昭和 八 年度 末 現 計 市債 を 比較す るに、 大正 八 年 現在 

の 市債 は 普通 經濟及 特別 經濟に 属する 總額旣 に 四千 二十 一 萬 九 千 六百圓 にして、 

未 償還 額 三千 七 百 四十 七 萬 一 千 二百 圓 なりし が、 十五 年後の 昭和 八 年 現在に あり 

て は 其總額 一億 千 六 百 三十 七 萬 一千 百圓に 達し、 未 償還 額 一億 八 百 七十 一 萬 二 千 

七十 八 圓を算 する に 至った。 此中 普通 經濟 に屬 する もの は 八十 七 萬 七百圓 より 

四千 百 九十 五 萬 二百 圓に 激增 し、 電氣 事業に 属する もの は 二 千 五 百 三 萬 三千 圓ょ 

り 三千 八 百 六十 萬圓に 上る に 至った。 而 して 都市 計畫 事業 費 は 大正 八 年 之が 起 

債の 件 を可决 せし も、 種々 の 事情に より， て 募債に 至らす、 當初 借入金 叉 は 繰 入金に 

ょリ、 又 必要 額の みの 募債に よりて 事業 資金と なせし が、 昭和 八 年度に は 千 四百へ 

十二 萬 八 千 七百圓 となり、 水道 經濟 に屬 する もの は 千 九十 萬 九千圓 より 千 四百 九 

十二 萬 六 千 二百 圓 となり、 中央 卸賣 市場 債 は 昭和 二 丄ハ. 七 年の」 一 一箇年 間に 五 百 五十 

萬 圓を借 入れ 、市民 病院 債 四十 一 萬 五 千圓は 大正 十 一 年 及 十五 年に、 公設 質 星 債 十 

五 萬圓は 昭和 五 丄ハ兩 年に 借 入れた ので あつ ヒ。 . 

經濟別 市債 昭和 八 年度に 於け る是 等の 市債 總額中 八十 ％ 以上 を 占む る 證券 債 九 千 四百 四 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  六 〇 四 

の 比率と 市 十 一 萬 二 千 四百 圓 中、 最 も 多き は 電氣事 業 債に して 其 四十 ％ を 占 め、 t: 通 經濟債 は 

财政 

約 三十 二  ％、 水道 經濟債 は 約 十 二  ％、 都市 計畫 事業 債 は 約 三艿を 占めて ゐる。 借ス 

金に よる もの は 政府 預金 部， 簡 易 保險幷 普通 借 入に より 其 總額ニ 千 百 九十 五 萬 じ 

千 じぼ 圓を算 し、 此 中 普通 經濟 に屬 する もの は 五十 一 艿を占 め、 中 央 卸 0 市場 經濟 

, •  二十 五 ％、 都 市 計 畫に屬 する もの 十二  ％、 水道 經濟六 ％ にし て、 市 民 病 院入ム 設 質屋 經 

濟に屬 する もの は 比率よ，^ すれば 合計 二  ％ に過ぎない。 惟 ふに 市債の 增加 ，3 む 

ベく も あらざる 情勢 は、 國 家財 政 を 始めと して 一 般の 趨勢と なれる は 否むべく も 

ない。 されば 曩に 政府 は、 昭 和 四 年 七月 地方 長官に 對し て、 時 局 を 匡救し 國 民生^ 

の 安定 を圖る は、 中 央 地方の 財政の 一 大 緊縮 を圖 り、 國 民の 消費 節約 を 促進 し、 民 問 

經濟の 整理 企圖 によりて 達せら るべ く、 よ りて 以て 我國 財政 經濟 の堅實 なる 發 

を 庶幾し 得べ しとの 見解の 下に、 一 は 地方債の 抑制、 一 は 地方 財政の 整理 緊縮に 好 

力すべき 旨 を 訓令した。 從 つて 祌戶 市の 財政 も 周より 府縣 に準じて 其 編成 經现 

に 當れる も、 而 も 緊急 避く ベ からざる もの あり て、 市 債 を 始めと して 敍 上の 歳入 出 

を 見る に 至った のであった。 

市^の 祖位 普通 獰濟の 歳入 中 恒久 財源の 主要部 分^ 占む る市稅 は、 全 歳入 中に ありて は^ 


占 もる 害 合 柯 めて 低き も、 而も 其 恒久 財源た る 重要性 を 失 ふ ものに は あら す、 大 正 

八 年度に 於け る 市税 は 普通 經濟 にの み充當 せられし が、 同 九 年度より は 都市 計畫 

事業 費に も課徴 する に至リ 、此に 市税 は 二種に 大別 せらる 、 に 至った ので 3 つ こ C 

, されば 同 八 年度の^ 通 市税と して は 地租. 所得. 營業 • 取引所 營率 賣藥 等の 國税 に對 

する 附加税 を 課する 外に、 市の 特別 税 たる 家屋税 会 業税. 雜種 税^ 別税， 步 一 税の五 

種目 合計 十 種 E に課徴 し、 同 九 年度より は 都 巿計畫 法に 基く 事業の ために 都市 計 

畫 特別 税 として 地租 割 業 割。 家 星 割の 三種 目 を 課する ことと なった。 而 レて や 

通 市税の 特別 營業税 は 商工業 を 十三 等に 分ち、 藝妓 置星稅 と共に 之 を 課した る も、 

菊 種 税は其 科目の み にても 三十 を 越 え、 複 雜 多岐なる 小 種目に 分類 せらる 、もり 

であった。 

此 大正 八 年度の 市稅は 明治 四十 二 年に 制定せ る钟 P 市 特別 条例 こ 虞る もの こ 

- して、 同 條伊は 以後 屢 t 其 一 部の 改正 を 見 たれ ど、 偶 t 大正 七 年度に 入 リて學 區の統 一、 

家屋税 賦課 方法の 改正 行 はれて 多年の 懸案の 解决 せられた る を 機と し、 營業税 と 

の 均衡 上 殆ど 全部に 亙リて 改正 を 加へ、 同 八 年度よ リ 之を實 施せし が、 S 列に より 

て 定められ たる 市税の 賦課 率 は 各 科目に 於ても 年々 必す しも 同率に あらす 一 な 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

之 を 暴げ 難 けれ ば、 同 八 年 以降 新に 起し 

先 づ國税 附加稅 にあり て 宅 地租 は從來 

年度より は 都市 計畫 費に も 賦課 し、 更 に 

業税 附加税 をも兩 者に 課徵 した C 宅地 

ために 賦課し、 昭和 二 年度より は 特別 地 

徵 し、 尙 同 七 年度より は雜種 税に對 して 

た。 而 して 賣藥營 業 税の廢 止せら る、 

止 し、 新 開 免租地に 對 して は 同 十 年度に 

時に 雜種税 中に 遊興税と 雇人 使 川税を 

を 新設して 特別 税 とした。 蓋し 本税の 

得税を 課せられ たる 法人に し て、 市 內 に 

税に 非ざる が 故. に、 附 加税を 課する を 得 

政 上 影響 ありし に 因る。 

f 1|碰例 かくて 爾後 特別 税條例 は 年々 多少の 

度に 改正 せらる 、 や、 之 に 伴 ひて 大正 八 


六 〇 六 

たる 税目に 關 しての み槪說 する に 止める C 

市費の ための みに 徴 課せし を 改めて 同 九 

特別 家屋税に も 及ぼ し、 同 十 年^より は營 

租 以外の 地租 も 同 十 年度 以降 は兩費 HI の 

税 を 設 け、 地 價に應 じて 叉兩 者の 費 川 を 課 

も 新に 都市 計 畫費を 賦課す る ことと なつ 

や 大正 十三 年度より 其附加 税の徴 課を廢 

新に 特別 税 中に 入れて 反別 割 を徴收 し、 同 

新設し、 越えて 同 十三 年度より 法人 所 得 税 

設定 は 所得税 法 施行 地 外の 法令に より 所 

資. 金 を 有し、 叉は營 業せ る 者に 對 して は、 國 

ざる 他の 法人と 不權衡 にして 且つ 市の 財 

改正 を 加へ 来りし が、 地方税 制の 昭和 二 年 

年 四月 制定の 神戶市 特別 税條例 全部に 大 


改正 を 加へ、 昭和 二 年度よ リ 施行し、 施行 細 

時期 を 劃せ る ものであった。 此 改正に よ 

課せる 特別 税營 業税 は、 藝 妓置星 業 を 除き 

し、 課税 標準 及 納期 を變更 し、 同雜種 税中從 

肺 匠と 共に 課税 範圍 を擴張 し、 雇 人 使用 税- 

し. 牽 引 車 A 柩車に 對 する 課税 幷に 金庫 税 

-ぇ すると 共に 其 鍬 下 年期 地に 對 する 課税 

正 所得税 法の 施行に 伴 ひ、 國税附 加 税を賦 

木税徵 收猶豫 者に 對 して は 附加税 の徵收 

ち 大正 十三 年 十月 告示の 國税 附加税 賦課 

施し、 同時に 國税營 業 税を營 業收益 税と改 

特記す ベ き 事象であった。 

離 翻 | 稅と ^市 計畫 費と して 特別 地税 を 賦課せ る 

つ て 都市 計畫 費に 徵 課する もの は、 地 租 の 

稅の各 附加税 と 特別 地 税. 家 屋税 とな り、 更 
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則 を も 定めた。 蓋し 此 改正 は 市税に 一 

りて 從來 商工業と して 等級 を 分ち て賦 

たる 全部に つきて 二十 二の 業 目 を新定 

來の步 一 税を 不動 產 取得 税と 改め、 遊藝 

，演 劇 興 業 .乘 用 自動車 等の 課 率 を も變更 

と 電柱 税とを 新設 し、 反 別 割 も 課税 を變 

を も 新設した。 尙此年 營業收 益 法及改 

課すべ き 種目 及 納期の 改正 を耍 し、 且 つ 

を も猶豫 すべ き 規定 を設 くる 耍ぁ り、 卽 

徵收 規程 を 改正して 昭和 二 年度より 實 

め し が、 其 賦課 額の 激減 を 見た る こと は 

も 昭和 二 年度であった。 されば 此に至 

中 宅地と 宅地 以外の 地租 、弁に 營業收 益 

に 同 九 年度より は 鑛業税 附加税 として 

六 〇 七 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

, 試掘 鑛 區. 探 掘 鑛 區. 鑛 產の 三税を 新設 陚 

家屋 稅課率 昭和 二 年 地方 制度の 改正に 伴 ひ 家屋 

の 改正 

•m 袼を 調査し、 同 三年 市税 特別 條 例に 改 

貸偎袼 調査 令 施行に 伴 ひて^の 調査 中 

員 會も之 を 可決して 家屋税 課 率 は 改正 

車の 課税 を廢 止す る 等、 恃 別税條 例は屢 


あ つ ； 


^ 稅 組合の #1:;.^ に 於て 納稅 組合 を 設けた る は 

設置 

極 め、 遂 に 銀行の 休業 續出を 見る に 至る 

税の 困難 充分に 豫 想せられ たれ ば、 滯 納 

を 認めた るに 起因す る。 かくて 此年市 

藝妓税 納税 組合 七、 遊 與税 納税 組 合 十、 湯 

合 員 四千 四百 五 人、 税 額 じ 十五 萬 八千圓 

其納稅 者の 捕捉し 難 く、 其 移動 又 甚だし 

際し 酌 人中に 女給 税を 新設し、 酌 人 • 女給 


六 〇 八 

課する ことと 定め た C 

税も亦 改正 を 要する に^り たれ ば、 其 貨 貸 

正 を 加 へ て 公平 を 期 し、 尙 同 四 年末 家星賃 

の 偎袼の 改調も 同 五 年 四 H  {.兀 了 し、 調 木 =: ^ 

せられし が、 同 四 年に は 代書人 及焭業 人力 

，其 一 部に 改正 を 加へ 以て 今に； まった ので 

昭和 二 年に して、 此 年經濟 界の不 * 深刻 を 

など 未曾有の 情勢に 遭 逢す る や、 税 收入徴 

處 分を勵 行す ると 共に 之 が 防止 上 其 必要 

の慫慂 によりて 納税 組合 を 設立せ る もの、 

屋 業 七、 縣 税外貸 座敷 賦金 二十に 及 び、 其 組 

を 算 し、 同 四 年に は 雑種 税中酌 人 税に對 し、 

くして 徴收 困難な りし を以 て、 條 例 改正に 

にっきて は、 其 雇主に 對し 納税 組合 を 設け 


ん こと を勸 誘して 五 組合 を 設立し 、爾来 何れも 漸次 其 成镜を 向上す るに 至れる ま 

甚だ 喜ぶ ベ きで あ る。 

祌戶 市民の 市税 負擔額 は、 市勢の 發展 と共に 漸次 增加 する 傾向に ある は當 S 、レ 

れど、 一 面に は 市 財源の 他に 發 見せられ ざるが 爲め、 市税の 新設 增徵に 由る こと も 

亦 見逃すべき ではない。 然しながら 阈 力の 發展、 製造 工業の 狂 盛と なるや、 國税の 

. 增カ叉 自ら 然る 所な リと謂 はねば ならぬ。 之 を 要するに 市民の 市税 負擔 額の 增 

加 は 市勢の 發 展を證 する ものなる と共に、 叉 市民の 富力 を 窺 ふの 料た る は， 。 ベ 

きで はない。 今 大正 八 年度 乃至 昭和 八 年度の 十五 年間に 於け る 市民の 市税 負き 

- 額 を 見る に、 先づ 一 戶 平均に ありて は、 大正 八 年度に は 二十 七圓八 餞な リ しが、 此數 

字 は 前年度よ リ約十 圓を增 せる ものであった。 然るに 翌九 年度に は 約十圓 、同す 

十一 兩 年度に は 更に S を各增 加して 四十  一 is ゆるに 至 為後 同 十二 年度 

に は 前年度よ タ三圓 五十 錢を滅 せし も、 同 十三 年度に は 約 五十 一 圓 となえ 3 和 元 

年度に は 五十 七圓 十九 錢に增 加し、 同 二. 三兩 年度に は 叉 四十 七 圓臺に 下、 爾後 も 

增滅 ずて 同 八 年度に は 五十 四圓 とな リ しが、 此數字 は 大正 十四. 昭和 元兩 年度 を 

除けば 最多 額 を 示す ものであった。 U ズ 平均の 負擔も 大正 八 年度の 五圓 
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九十 八錢 より 漸增 して、 大正 十三 年度の 十二 圓 二十 四錢 とな り、 昭 和 四 年度に は 十 

ニ圓 六十 五錢に 上りて 最多 額の 平均と なり、 爾後 は 漸減の 傾向に ありし が、 同/年 

度に は 十二 圓ニ 十二 錢 となった。 

市 Is 市税の 滞納 は徵税 技術の 向上 ありと 雖、 而も 年々 增加を 免れす、 大正 八 年度 乃 T 

卞 

H 和 六 年度の 十三 年間に 於て、 其 督促 狀發 布の 人員 も 六 萬 六 千 五百餘 人より 四 • 五 

S し、 差 押 處分は 四 萬 五 百 人より 二  H ハ 倍に 達し、 而も 其缺損 人員 は 四千 八 百 人より 

六. 五倍し、 同 金額 は 八 千 六百圓 より 實に 二十 一 倍 を 超 ゆるに 至り、 翌年 度に 返 分 を 

繰越した る 金額 は 九 千 八 百餘圓 より 二百 八十 倍に 垂ん として 二百 七十 三 萬 八 千 

八 百 圓を算 した。 か ヽる滯 納の狀 勢 は 其 原因 多々 あるべき も 、好況 時の 大 反動と 

, 其 後の 財界の 深刻なる 不況と に 由る ものなる ベ く、 若 し 此の 如き 情 1- にして^^ 

せんか、 市 財政に 影響す る 甚大なる もの あるべ き は 火を睹 るよりも 明 力なれば、 昭 

. ；; i 八 年 三月 十八 日 市會に 於て、 同 八. 九兩 年度 繼續 事. 業と して 七 萬 二 千餘圓 を投す 

る滯納 市税 整理 費 を 可決し、 よって 以て 此 多額の 滯納 整理に 荖 手した のであった _ 

六 大都市ぎ 神 m  * 市有 財產 たる 土地 • 建物. 有價 證券. 現金 及 其 他の 財產を 合算せば、 昭和 八 年 

財產 比較  」  1 Jl 」、 1 

良 こま 一 意 五 百 九十 五 萬 圓を算 し、 一 戶當五 百 五十 九圓に 達し、 一 ゾ當百 二十 ブ I 


となる。 之 を 他の 五大 都市に 比すれば、 柬京市 は 八 億 三千 七 百萬圓 にして 祌戶 i 

遠く 之に 及ばす、 其 一 戶當七 百 十一 圓、 一 人當百 五十二 圓を算 し、 大阪市 は 其 財產額 

は 八 億 三百 萬圓 にして 東京 市に 次げ ど、 其 一 .戶當 千 三百 七十 一 圓、 一 人當 三百 ニ圓 

を 示し、 戶ロ 平均に あり， て は 六 大都市 中 第 一位 を 占む。 * 京. 大阪に 次ぐ 橫濱市 は 

一億 一 千 八 百 萬圓 にして、 一 戶當七 百 九十 一 圓、 一 人當百 七十 三圓、 京都 及 名 古 星 市 

^何れも 祌戶 市よ^も 少く、 一 人當に 於て 京都市 は 九十 三圓、 名 古 屋市は 僅かに 七 

十三 圓を 有する に 過ぎぬ。 

山、 大都节节 

債 比較  昭ネ八 年度 末 現在の 六 大都市 市債 を 見る に 、東京 市 は 七 億 二 千 二百 ヒ 十一 萬圓、 

大阪市 は 四 億 七 千 八 百 三十 六 萬圓、 神 戶市は 第 四 位に ぁタて 一 億 七百ヒ 十七 萬圓 

を算 すれ ども、 而も 第三 位に ある 横濱 市に 比すれば 其 差 實に約 五 千 萬圓に 達し、 其 

一 戶當は 五 百 六十 八圓 にして、 橫濱 市の 五十六 ％ 、一  人 當は百 二十 八圓 にして、 同じ 

く橫濱 市の 五十 五 ％ に 過ぎざる は 注目に 値する もので 5 る。 

^0 次に 其 租税 及負擔 金の 比較に ぁリて も、 國税. 地方税 負擔金 合計 一 戶當 平均 は、 神 

P 巿は 第三 位 を 占めて 大阪 丄0- 都兩 市に 次ぎ、 東京 市の 上位に ある。 面して 其中國 

税負擔 は大阪 • 東京. 橫濱三 市に 次ぐ も、 地方税 負擔は 京都. 大阪に 次ぎ、 第 四 位に ある 
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橫濱 市より， 六圓 多く 五十 三圓 九十 九錢を 示して ゐる。 尙 此兩税 合計 一人 當負擔 

額 は 大阪市に 次ぎ 第二 位に ありて 十八 圓 十六 錢 を負擔 して ゐる。 されば 神戶市 

民 は 比較的 多くの 諸税 を負擔 すと いひ 得る も、 昭和 九 年度 豫算 にっきて 比較 すれ 

ば、 潫 入の 神戶 市民 一 人當は 五十 四 圓四錢 にして 大阪市に 次 ぎ、 歲 出 は 五十 五圓に 

して 叉 大阪市に 次ぎ、 他の 四 大都市に 凌駕せ る を 知る。 之れ 卽ち 神戶 市に ありて 

は、 市 の 事業の 他 都市に 比し 大いに 振 5@ せられ 居れる を 知る の 料と なる ので ある" 

神 戸市 財政 神戶市 財政の 沿革 槪耍敍 上の 如く なれ ど、 終りに 市制 實 施の 當 初に 溯りて 其總 

歲入出 決算 を 比較す るに、 明治 二十 二 年度の 歲入は 五 萬 二 千 五 百 圓、 歲 出 四 萬 七 千 

七 百圓に 過ぎ ざり しに、 十 年後の 同 三十 一 年度に は 歲入百 八十 四 萬 五 千 圓、 歲 出 百 

四十 九萬圓 となち、 二十 年後の 同 四十 一 年度に は歲入 三百 八十 萬圓、 歲出 三百 三十 

三 萬 五千圓 とな り、 三 十 年後の 大正 七 年度に は 歲入ニ 千 百 四十 七 萬 圓、 歲 出 千 六 百 

二十 九 萬 圓に上 り、 四 十 年後の 昭和 二 年度に 至りて は 歲入六 千 百 八十 二 萬 圓、 歳 出 

1 千 五 萬 圓に達 し、 同 八 年度に は 歲入は 遂に 一 億 二 千 五 百 四十 五 萬 圓、 歲 出 は 一億 

一 千 六 百 三十 七 萬 圓を超 ゆるに 至 ぇ豫算 の 膨脹 洵に 刮目に 値する。 尙决算 によ 

りて 明治 二十 二 年度 乃至 昭和 八 年度の 純 歲入歲 出 統計 を 比較す るに、 明治 二十 二 


年 を 基準と し 之 を 百と すれ ば、 昭 和 八 年度に は 其 純 歲入は 七 五、 〇 〇 九と な り， 純 歲 

出 は 七 九、 六 一 三を算 し、 金 額より 見れば 純歲 入は此 間に 約 五 萬 一 千 八百圓 より 四 

千 四百 三十 萬 圓、 純 歲出は 五 萬 八百圓 より 四千 二百 六十 五 萬圓に 達した。 卽ち純 

歲入は 八 百 五十 五 倍、 純 歲出は 八 百 六十 八 倍と な  >  、其 增加 著大なる を 知る。 而し 

て 世界 大戰 前なる 大正 二 年度と 同 八 年度と を 比較 すれ ば、 歲 入 出 共に 急激に 膨脹 

し、 其 後 更に 激增 し、 大 正 八 年度と 昭和 八 年度と に 於て 二倍 以上に 增 加して ゐる。 

以て 世界 大戰の 影響の 顯著 なりし を 知る に 足る。 左に 神戶市 財政 耍覽 に據 りて 

之 を 表示し て、 市 の 財政 膨脹の 趨勢 を 知る に 便す る。 

純 歳入 出金  累年 純 歲入出 總計表 (決算 一一 依 ル <M 不足 ヲ示ス ) 
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大正 八 年 

同 九 年 

同 十 年 

同 十一 年 

同 十二 年 

同 十三 年 


大正 五 年度 乃至 昭和 八 年度 神 戸市 歳 人出 決算 書。 同上 年度 神 戶市會 成 議錄。 同上 年度^ 戶市 

會 議事 錄 速記 錄。 大正 七 年度 乃至 同 十一 年度 及 昭和 子 八. 九. 十 年度 神 戸市 財政 耍覽。 大正 七 年 

乃至 昭 和 八 年 神 戸市 事務 報告。 同上 神戶市 統計 書。 都市 計畫 調査 彙報。 昭和 七 人 年度 用 日本 

都巿 年鑑。 地方 財政の 實際 問題。 
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第五 章 衞 生.  . 

祌戶 市に 於け る 諸般の 衞生 事務 は衞生 課の 統轄す ると ころに して、 大正 八年衞 

生 課に は 防疫. 保健 • 救護の 三係及 掃除 監視 部 を 置き、 防疫 係 は 法定 傳染每 ^防 消 毒- 

救濟. 屍體檢 案. 種痘. ト ラ ホ ー ム豫 防. 傳染 病院. 結核 療養所 及 獸疫豫 防に 關 する 事項 

を 取扱 ひ、 保健 係 は 病 院 * 師. 藥 劑 師.產 i I 術. 按 摩 術 * 藥. 屠 場. 墓 地. 火 葬 場及衞 

生 組合に 關 する 事項 を 管し、 救護 係 は 行旅 病人 • 同 死亡 人. 精神病 者 等の 救護、 癩 患者 

弁に 一 時 救護に 關 する 事項 を 司リ、 掃除 監視 部 は 汚物 掃除 弁に 共同 便听の 管理 こ， 

關 する 事項 を 分掌せ しが、 昭和 六年區 役所 設置 を 期と し處務 規程の 改正 せらる、 

や、 之に よりて 救護 係の 所管 事項 及 保健 係の 取扱 ひし 醫 業に 關 する 事項 は區 役所 

庶務 係に 移管せられ、 現在の 衞生課 は 防疫 • 庶務 嗇 計の 三 係 及 清掃 部 を 置きて 夫々 

事務 を處理 して ゐる。 尙神戶 市會に 於て 大正 十 年 屎尿 加工 場. 麈芥燒 却 場 設置 問 

題の 論議 せらる、 に 方リ、 祌戶 市衞生 施設の 完璧 を 期す るが 爲には 其 施設 調査の 

耍 ありと せられ、 之に 基き て 同 十一 年 四月 十二 日 訓令 甲 第 九號を 以て 臨時 衞生施 
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- 設 調査 會 規程 を 發 布し、 ついで 同年 五月 二十 五日 其 一 部 を 改正し、 市長 を會 長と し、 

委員 は市會 議員 十 人、 市吏員 四 人と し、 幹事 五 人. 書記 三人の 外、 顧問 三人 を 置き、 臨時 

に當 時の 主要なる 施設の 調査 研究 を爲 ししが、 其 後 委員 を設 くる ことなく、 規程 を 

のみ 存し、 有事に 備 へて 以て 今に 至った。 今 市の 衞 生に 關 する 沿革 を敍 する に 方 

り、 之 を 施設と 防疫の 二 項に 分ち て槪觀 する ことと する 

一、 施 設 

東 山 病院 神 戶市營 の衞生 上の 施設と して 最も 古き 沿革 を 有する は 避病院た る 市立 来^ 

病院に して、 其 創立 旣に 明治 十 年に あり、 同 四十 三年 五月に 新築 落成し、 其 後 大正 三 

年、 同 七 入 年 及 昭和 八 年の 數囘に 亙りて 增 改築 を 加へ 以て 現在に 及べる ものにし 

て、 其 敷地 約 四千 八 百 坪、 建坪 千 六百餘 坪、 病室 九楝百 二十 室、 病床 三百 十一、 內 一 等 三 

十五 三等 ヒ十、 三等 二百 二十 六 を 有し、 職員 は 院長. 副 院長 .醫 局長. 藥 局長 等の 外に 幹 

事 一 人、 書記 二人、 醫 局員 五 人、 藥劑員 四 人、 看護婦 二十 七 人 を 定員と し、 昭和 八 年に は 

臨時 看護婦 五 百 五十二 人 を 雇用した。 入院 料 は市內 住民 は 一 等 六圓、 二等 一 一圓 五 

十 錢をー 曰の 料金と する も、 三等 は 之 を 無料と し、 市外の 者 は 一 等 八圓、 二等 四圓と 


し、 患 者の 藥食 餌、 滋 養 品等 は 無料 を 以て 給付 し、 治 療費を 無料と して ゐる。 尙 大正 

九 年 四月 須磨 町の 併合と 共に、 同町の 經營 せし 避病院 を も引繼 ぎて 束 山 病院の 分 

院 と し、 平 素 は 閉鎖す る も、 木 院狹 隘を吿 げたる 場合に 之 を 使用す る 方針 をと り、 同 

年 夏の コ レ ラ 流行に 際し 一 時須磨 方面の 患者 關係 者の 隔離に 使用した る 以外 は、 

常に 閉鎖して 使^す るに 至ら ざリし が、 此 建物 は 後に 之 を 市立 教護院に 充用す る 

ことと な り、 同 十二 年度より は社會 課の 所管に 移さる、 に 至った。 束 山^! 浣に於 

ける 大正 八 年 以来 十五 年間の 平均 入院患者 數は 一 年間に 千 八 百 二十 三 人、 延 人 員 

三 萬 ヒ千五 百 一 人に して、 平均 一 人 在 院日數 は 二十日 五分 とな リ、 之 を 病 類別に 見 

れ ば、 腸 チフスの 二十 七日 四 分 最も 永 く、 猩 紅 熱の 二十 六 日、 パ ラ チフスの 二十 五日 

五 分、 流 行 性 腦脊髓 膜 炎の 二十 三 曰 等 は 之に 次ぎ、 赤痢の 十六 曰 八 分、 痘 瘡の 十三 日、 

ヂ フ テ ソ ァ の 八日 九分 等 更に 之に 次ぎ、 コ レ ラの 八日 六 分 は 最も 短期 日と なれる 

を 見る。 但し コレラの 如き は 其. 死亡率 甚だ 高き を以 て、 此 日數 のみ を 以て は 直に 

全治 迄の 在 院日數 なり-となし 難き はいふまで もない。 昭和 八 年 十二月：^ 山 病院 

院務 調査に 關し 市會に 於て 報吿ぁ り、 蓋 し 他の 大都市の 傳染 病院に 比 し、 柬 山 病院 

の 死亡率 は 最も 高 く、 而 も 東京 市の 二倍に ありと せられた る も、 此 年 近年 稀 有の 入 
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院 患者 あ り、 中 に 多数の 疫痢 患者 を 含みし が爲に 特に 高率な りしと 說 明せられ、 叉 

入院 當 日の 死亡率 は 他 都市に 比して 最も 少く、 且つ 年々 滅少を 示す は、 祌戶 市が 高 

價藥を 使用す るに 因る とせられた りし が、 市 營傳染 病院と して 其 施設 は 年々 改善 

• せられて 今に 至った のであった。 

屯田 療養所 大正 三年 法律 第 一 六號 によりて 設立す る ことと なりたる 屯田 療養所 は、 肺 結 核 

义は 喉頭 結核に 罹り 療養の 途 なき 者 を收容 し、 以 て危險 なる 病菌の 瀰漫を 防 ぎ、 他 

の 健康なる 市民の 安 寧 を 保持 し、 且 患者に 對 して は 最善の 治療と 慰安と を與 ふる 

を 目的と する ものにし て、 患 者收容 定員 を 百 人と し、 同 七 年 五月 夢 野 村 字 屯田に m 

築 竣成し ビ 、に 始めて 此種病 者の 完全なる 療養所 を 見る に 至った のであった。 

本 所 は 其 位置 高燥 閑靜 にして 空氣淸 澄なる を 以て 療養 地と して 好適な りし も、 近 

時 異^ 吊なる 祌戶 市の 發展に 因 り、 同 所 附近 は 健康 住宅地と して 開發 著しき もの あ 

り、 從 つて 隔離 療養所の 目的と 相反す る こと 靱 少なら す、 加 之 他面 建物 狹隘を 告げ、 

收容其 他の 點 より 未だ 充分に 市民の 希望 を 満たす に 足らざる 憾 ありし によ り、 近 

く 木 市の 西北 端の 地 を 卜して 移轉 改築の 計畫 樹立せられ たる も、 昭 和 八 年度 末に 

ま 未だ 實 S を 見る に 至らなかった。 此 療養所 收容 患者 は 大正 八 年 乃至 昭和 八 年 


の 十五 年間に 於て 一 年 5  二百 三十 九 人に 達し、 其 中 全、 S 治， 輕决其 他の 事由 こ 

より 返 所した る 者 五十 七 A 死亡 九十 五 人、 年末 現在の 患者 八十 七 人に して、 其 割合 

は 死亡 四 J  、收療 中 三十 六 i 所 二十 四％ となって ゐ る。 尙之を 病狀別 こよつ 

て 見る に 平均 一 年 入所 患者 男 百 三人 中、 第二 期に 達せる 者 最も 多くして 四十 三 

第三 期 三十 ズ第 一期 二 it ず、 女 四十 七 人中に て は 第三 期 最も 多くして 

二十 三人、 第二 期 十七 人、 第一 期 七 人と なう、 男女 共に 第二 期 及 三 期 sf 共-^ 

四十 ダ 。 を 占め、 第 一 期 患者の 二十 。\o に 過ぎざる は、 木 療養所 入所 患者の 旣に 全癒と 

な リし者 多ぐ、 從 つて 治療 成 積に 影響せ る を 知る もので あらう。 

震 i 此 屯田 療養所に 入所 手續を 完了した る 者に して 未だ 收容に 至らざる 專こ對 

して は、 診療 券 を 交付して 引鑌 き受療 せしめ、 叉 醫療を 受け 居らざる S 者に して 謂 

業 醫師に 就き 診療 を 希望す る ものに 對 して は 同じく 診療 券 を 交付す る も、 かゝる 

. 患者に して 榮養 品の 給與 を必耍 とする 場合に は 榮養品 配給 券 を も 交付し、 可 及 勺 

收容 前の 治療に 盡し、 療養所の 收容 定員に 餘裕を 生す る や 直に 順次 入所せ しむる 

を 原則と する も、 病態 上 特に 入院 治療の 急 を 要する もの あう と 認められ たる 者 ま、 

. 之 を 所定の 病院に 依託 入院せ しめて 適當 なる 療養 を 加へ しめて 居る。 叉 略. f 
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快 其 他の 事由に 依り 療養所 を 返 所した る 者に 對 して は、 醫師 或は 看護婦 をして 時 

に^ 囘 1 察 を！ t はし め、 療 養 上 特に 注意 指導 を與 ふる 等 萬 全の 方法 を 講じて ゐ る- 

社會 情勢と &界大 戰以來 未曾有の 殷盛 を來 せる 我國產 業界に は、 勞働 階級 をして 異常なる 

醫療 

彭 脹を來 さしめ たる も、 大 戰 後の 反動 殊に 甚大な りしが 爲 め、 之 により-て 蒙れる^ 

業界の 不况は 多數の 失業者 を 出 し、 延 きて 種々 なる 社會 問題 を惹 S する に 至った 

此 重大なる 社會 情勢に 鑑みて、 之 を 緩和 匡救 せんが 爲に講 せられた る 幾多の 社會 

■  政 策 中、 貧 窮 にして 醫藥を 得る に 術な き 者に 對 する 診療 は、 神 戶 市に 於ても 逸早く 

開設せられ たるの みならす、 私立 診療所の 開 所 を も 見る に 至った ので ある。 

市民 病院 祌戶 市立 市民 病院 は市內 居住者に して、 醫藥 の資に 苦しめる 中產 階級 以下の 病 

者の 爲- に輕費 診療 を なすこと を 目的と し て、 大 正 十三 年 三月 一 日 .1 巾 立神戶 診療所 

及 同 分院 二箇所 を 設立せ るに 端を發 し、 同 十五 年 八月 診療所 本院の 增築を 計畫し _ 

召 和 三年 一 月 其 ェを竣 ると 共に、 同年 四月 一 日 を 以て 名稱 を祌戶 市立 祌戶 市民 病 

院と改 S して 今に 及んだ。 本院 は鐡筋 コンク ヅ ー ト 三階 建と し、 其 敷 坪 約 九 百 坪 

にして、 內科 • 外科. 產 婦人科. 耳鼻咽喉科. 齒科， レ ント ゲン 科の 六 科に 分ち、 入院 治 S. の 

施設 を も充實 し、 東 西兩 分院 は 何れも 鐵筋コ ンクヅ ー トニ 階 建、 敷 坪 約 百 坪に して 


內科 • 外科 • 眼， レ ント ゲン 科の 外來 患者の み を 取扱って ゐる C 此 市民 病院 利用者 

は 開所當 初の 大正 十三 年に は 三 萬 九 百 人、 同 十四 年 は 二 萬 六 千 人な りしが、 昭和 元 

年 以來は 每年四 萬 人 を 超 ゆる 盛、 况を 示し、 同 八 年に は 四 萬 六 千 七百餘 人を算 した 

れは、 其 職員 數も當 初 は醫師 二十 人、 藥劑師 六 人、 看護婦 二十 二人 計 四十 八 人な りし 

、 が、 昭和 八 年に は醫師 二十 七 人、 藥劑師 九  <  看護婦 七十 八 人 計 百 十四 人に 增 加した C 

0^ 祌戶巿 に 於て 其 創立 最も 古き 兵庫縣 立祌戶 病院 は、 昭和 五 年 十二月 互 費 を ^ じ 

所 - て 內容 外觀を 一新せ しが、 此 外に 日 木 赤十字社 兵 庫縣 支部の 大正 七 年 四月に 開設 

せる 兵 庫 藥仙寺 境 內及湊 川 新. 開 地 救護所の 中、 前者 は 主として 生計 困難な る， 

の 診療に 從ひ、 後者 は 主として 交通 其 他の 災害に 因る 傷病 者の 救 療に從 事せ し；、 

同 十 一 年 五月 新に 楠 町 七 丁目に 常設 救護 部 を 建設して 先の 救護所 を廢 して 事業 

を 統一 し、 昭和 二 年 六月 無料 診療所と 改稱 した。 此 建物 は 鐡筋コ ンクリ —トニ 皆 

建 敷 坪 約 百 三十 坪に して、 內 科. 外科. 耳鼻咽喉科. レ ントゲ ン 科の 四 科に 分 たれ、 其 患 

者延 A は 大正 十二 年に は 四 萬 三千 六 百 f ずしが、 昭和 五 年 以降 急激に 增加 

し、 同 八 年に は 十三 萬 八 千 三百 餘 A を算 する に 至つ こ。 

日本海 5 曰 本 海員 掖濟 會祌 S 張 所の 事業と して 海員の 輕費 診療 を 目的と し、 大正 三年 
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濟 會祌戶 病 十一 ヨ來リ 奇叮ー 丁目に 建設せ る 同 會神戶 病院 は、 其 後 狭隘 を吿 ぐる に 至りた る 

垸-. 

を 以て、 昭和 五 年 二月 中 山手 通 六 丁目に 鐵筋コ ンクリ ー ト 三階 建の 建物 を 新築し 

て 之に 移轉 し、 醫療 機具 を 設備す る 等 大いに 診療の 規模 を擴 張した。 此 病院の あ 

織は內 科. 外科 • 眼科 • 耳鼻咽喉科 • 物理療法 科， レ ント ゲン 科の 六 科に 分ち、 病室 二十 じ 

室、 病宋 九十 八 床を備 へ、 患者 は 大正 八 年 三千 餘人 を算 せし に、 爾後 二 千 五 百 人 乃至 

千 I 百 V とな り、 刀 口 和 八 年に は 六 千 三百 餘 人に 達 し、 職 員數も 當 初 の 醫師 .藥 劑 師. 

護 婦計九 人より、 昭和 八 年の 醫師ヒ 人、 藥劑師 一人、 看護婦 二十 人 計 二十 八 人に 增 

して ゐる C 

濟生會 の 事業 は 明治天皇の 煥發し 給へ る 勅語の 御 趣旨 を體し 、無告の 窮民に 對 

し 施藥救 I 以て 濟 生の 道を弘 むる を 目的と する もの にし て、 大 產芽 者す-して 多 

數の 窮民 を容る 、祌戶 市の 如き は、 直營 診療の 機關 なかる 可ら すと し、 大正 六 年 十 

二  HP 磯 上屋  一 丁目 神 戶撿疫 消毒 所內に 臨時 診療所 を假設 し、 一 日 平均 百人內 外の 

患者の 治療 を 開始せ し も、 窮 民 激增の 趨勢 は、 幾 もな くして 此の 如き 臨時 的 施設に 

て は 到底 其 要求に 應じ 得ざる に 至りた る を 以て、 常設 診療 機關の 設置 を企圖 し、 同 

八 年 二月 日暮通 五丁目に 診療所の 建設に 著 手し、 同年 五月 工事の 一 部 成る. に 及り 


三 


濟生會 兵 庫 

縣 病院 


此^^' 診療所 を襃 して こ 、 こ 移 、司 ト 广-コ 、-, 

F  巷^ 屄寸ミ 八え 竣功す る や 恩賜 財！！ 濟生會 兵 * 縣 

病院と 改稱 し、 制度 をも更 めて 新に 入院患者 を も 取扱 ふこと となった。 然る こ 同 

十三 年に 至 リて叉 もや 狭隘 を吿 げたる を 以て 增 築に 著 手し、 翌 十四 年 四月 鐡筋 コ 

ンクヅ ー ト四層 建の 工事 落成し、 病床 數も 五十 箇に增 加して、 一 日 平均 四百 人以ヒ 

の 患者の 2? す S るに ずしの みなら k 爾後 內 2 整備に S し、 產 J 

科. レ ント ゲン 科. 太陽 燈科 • 耳鼻咽喉科 等の 增設を 行 ひ、 尙 木造の 舊病舍 は縣下 篤志 

家の 薦を 得て 昭和 八 年 五月よ 丄 筒 年の 豫定を 以て 改築に 著 手し f の曉^ 

は 病床 5 百 箇に增 加の 豫定 である。 而 して 木 病院 は 木 市の 東部に 偏在す る を 

以て 5 住民の 不便 を 顧慮し、 適當の地區 を 選定して I 所の 新設 計畫 中、 偶 ^庫 

縣 方面 委員 林 田 分 會ま細 田 町  一 丁目 所在 敷地の 寄附ず た i 以て 、昭和 五 年 

十 一 月 洋風 二階建 木骨 造の ェを 起し、 同 六 年 一 月 竣功し、 こ 、に 濟生會 病院 林 田 出 

張 所の 開設 を a た。 かくて 本院 及 分院の 患者 實 人員 は 大正 十 年に は 約 四千 人、 同 

十 一 年に は 五 千 六百餘 人な りし も、 爾後 年と 共に 增 加し、 昭和 八 年に は 一 萬 千 七 百 

人に 垂ん とし、 職員 數も 大正 十 年に は 醫肺五 人、 藥劑師 一 人、 看護婦 八 人 計 十四 人な 

リ しが 昭ネ八 年に は 醫肺九 人、 藥劑師 三人、 看護婦 十二 人 計 二十 四 人に 增 加し、 比 外 
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に 囑託醫 を 置いて ゐる。 

報 國義會 救 以上の 市 營縣營 及 國家的 圑體の 事業の 外に 報 國義會 .ィ ェ ス團 友愛 救 濟會. 鐘 紡 

00 診療所が ある C 孤 S 又は 之に 等しき 兒女を 收容敎 育す る 祌戶報 國義會 は、 赤貧 患 

者 を 救護 院に 收容 して 施療 を爲 すの 外、 神戶市 及區の 委託に かヽる 行旅 病人 を も 

收 容救療 をな し、 尙其 委託 癩 患者の 一時 收容 或は 臨時に モルヒネ 中毒 患者の 施療 

を もな して ゐる C 其 患者 數は 大正 八 年に 於て は實 人員 入院 三百 三十 一  < 夕 米 者 

. 百 三十 人な りしが、 昭和 八 年に は 入院 千 六十 八 人、 外 來五百 十二 人を算 して ゐ る。 

イエ ス圑 友愛 救 濟所は 明治 四十 二 年賀 川 豊彥の 創立に か、 り、 大 正 七 年 六月より 

醫師 施療の 外に 新 川 一 圓に 篤志 看護婦の 巡囘を 開始し、 九月に は 吾妻通 五丁目に 

於て 無料 施 藥救療 所 を 設け、 同 八 年 七月に は番 町に も 出張所 を 設け 施療 を 開始せ 

しが、 當初 個人 經營 なりし 木 所 は 大正 十一 年 七月 財團 法人の 組織に 改め 以て 今に 

及んで ゐる C 患者 延人員 は 大正 八 年に は 四千 二百 人な りしが、 S 九 年に は 激増し 

て 三 萬 六 千 人を算 し、 爾後 二 萬 乃至 三 萬 人を數 へし も、 昭和 八 年に は 醫師ー 人、 看 i 

婦 二人、 書記 一 人の 職員 を 以て 一 萬 八百餘 人に 施療 を 行ひ大 なる 貢 獻を爲 して ゐ 

る。 又 私立 鐘 紡 診療所 は 鐘 淵 紡 糗會社 社長たり し 武藤山 治の 發意 により 開設せ 


る ものにして 其 目的 は 貧困に して 醫藥 の資 なき 者の 無料 診療に ぁリ て、 大正 十二 

年 九月 御崎 町  一丁目に 診療 事務 を 開始し、 同 十三 年 以降 每 年の 診療 數五萬 人 乃至 

六 萬 人を算 せし も、 昭和 七 年 以降 漸狨 し、 同 八 年に は 一 萬 一千 百餘 人と なった。 

葬儀場 以上 診療 施設の 外に 衞生課 所管に 屬 する 市の 施設に 葬儀場. 火葬場 及 墓地が あ 

/。 葬儀場 は 大正 九 年 七月 元 神 戶九寶 株式 會 社の 火葬場の 附屬 として 設置 經營 

せる を、 火葬場と 共に 買收 せる ものに か、 り、 當初 建物 古く 規模 小に して 設備 不^ 

全なる のみなら す、 一面 市內の 葬儀 は從來 寺院 內を 利用す るの 外適當 なる 式場の 

設備な く、 不便に して 且つ 多額の 失費 を 要し、 時代の 要求に 適合せ ざる もの ありし 

を 以て、 同年 九月 四 萬 七 千 三百 餘圓を 以て 其 隣接地なる 大井通  一丁目 二番 地 四百 

四十 九 坪 を買收 して 敷地 を擴 張し、 ついで 改築 計 畫を樹 て、 同 十二 年 五月 九 萬 八 千 

五 百 餘圓を 投じて H を 起し、 十一月 竣功す る や 十二月より 使用 を 開始した。 七 市 

營 葬儀場の 式場 は 大小 二種に 分れ、 大 式場 は 優に 九 百 人 を收容 する に 足り、 內部は 

全部 椅子 席と なし、 なほ 別に 遣 族休憇 所と して 日本間 百 二十 疊の大 廣間及 會葬者 

憩 所 を 設け、 小 式場 は 從來の 葬儀場. の 建物 を大 式場に 隣接して 移轉 したる もの 

〜して 二百 人 を 收容し 得る。 而 して 大 式場の 使用料 は 二十 圓、 遺族 休 憇所は 十圓、 
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卜： J ま 正面 二 圓、 側 面 一圓と なし、 も、 昭 和 四 年 四月より 小 式場 使用 は 之 を 無料 

となした。 然しながら 葬儀場の 使用 囘數 甚だ 少く、 大 式場 は 大正 十四 年に は 二十 

囘、 召 口， 人 年に よ 三十 ヒ囘 にし て、 最 も 多き 年に も 四十 囘に 過ぎ す、 小 式場 も 市 § 當 

初に は 百 三十 囘を 超えし も、 爾後 年 々減少し、 遂に 昭和 七 年に は 一 囘の使 川 をも昆 

す、 從 つて 其 使用料 收入額 も 毎年 僅かに 千 圓を超 ゆるに 過ぎぬ。 かく 葬儀場の 利 

用の 滅少は 近時 所謂 自宅 葬の 普遍的に 流行せ ると、 葬儀 を 極めて 單純 化せん とす 

る 近代 人の 思想の 然 らしむ ると ころなる ベ く、 以 て 時代の 風習 を も 推す の 料と す 

ベ きで あら う o 

火葬場の 買 大正 七 年 七月， 九寶 株式 會 社より 其 夢 野. 春 曰野兩 火葬場 買收 契約 をな せる 祌戶 

敉  市 は、 同時に 夢 野 火葬場 移 轉地を 長 田 村 笠 灰 谷に 相し、 六 反 五畝餘 を買收 して こ 、 

に 新築 多轉 する ことと なし、 も 、偶， 同 ヒ年及 同 九 年の 流行性感冒 大 流行に 際し、 屍 

體 山積して 旣設會 社の 設備の み を 以てして は 遂に 處 分に 困難 を來 すに 至り 、臨時 

野燒 火葬場 を も 附設して 以て 焦眉の急に 應せ しが、 か、 る 再度の 悲惨なる 經驗に 

鑑み、 市 營の議 は 俄に 促進 せらる 、に 至った。 かくて 買收 契約 後 二 年なる 同 九 年 

六月の 市會 は、 委員 食の 意見に 基き て電氣 火葬に 變更の 議を决 したる を 以て、 同年 


七月 一先 づ買收 契約金 額を會 社に 支拂 ひ、 同年 十ガ 迄の 間 一 切の 設備 を 賃貸 契約 

の 形式 を 以て 會社 をして 營業 を繼續 せしめ、 一 面に は更 めて 九月 三十日 附を 以て 

火葬場 設置の 許可 を 得、 從來の 設備に より 十月 一 日より 市營に 移した ので. o つ こ。 

曩に、 决議 せる 電氣 火葬に 關 して は、 實驗の 結果、 東京 博 善 株式 會 社の 電氣 火葬 方 

法 を 採用す る ことに 决し三 萬 二 千圓を 以て 大正 十 年 五月 其實用 新案 權の 祌戶市 

內に 限る 共用 分權 を買收 し、 一 面 市電 氣局 技師の 手に より 燒屍爐 と 建物の 設計 を 

進めて、 同 十 年 四月 火葬場 新築 豫算 二十 三 萬 千 四百 八十 圓を 以て 工事に 著 手し、 同 

十二 年 五月 竣功す る や、 六月 一 日よ リ 事業 を 開始し、 同時に 從來の 夢 野 火葬場 を廢 

止せし が、 春 日 野 火葬場 は 昭和. 四 年 四月 を 以て 之 を 巿營に 移した。 尙 大正 九 fe-f^ 

磨 町 を 編入す ると 共に 須磨 火葬場 を、 昭和 四 年 束 部 三 町村の 編入と 共に 六 甲 火葬 

場 を 共に 巿に 於て 經營 する 事と なった。 而 して 房 王 寺 町 六 丁目 (舊長 田 村 字 笠 灰) 

の 市立 祌戶 火葬場 は 敷地 千 六百餘 坪、 建坪 約 三百 四十 坪に しそ、 木 市電 氣局 設計に • 

成る 電氣燒 屍 窯 を 有し、 防臭の ための 完全 燃燒 装置 を備 へ、 外に 排溼 送風 幾 • 禮拜听 • 

死體 保管 享 納骨 所. 變電所 等の 設備 ありて、 死體 平均 淨化 時間 を 二 時間 乃至 三時 間 

とし、 其 所要 電熱 七十 キ 0 ワット、 一 日 平均 燒却 二十 體 なれ ど、 停滯の 場合に は 一 日 
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祌 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 下 

- ニ囘 反覆して 五十 體の 能力 を 有して ゐる。 又 市立 春 日 野 火葬場 は 中島 通 二 丁目 

にあり て 其 建設費 二 千 四百 七十 八 圓餘、 薪炭 燒屍窯 三 基を備 へて ゐる。 

1^ 沖 戶市共 葬 墓地と して 定めた る は 夢 野. 春 日 野及須 磨の 三 箇所に して、 前 二者 は 

墓 ま 明 冶 三十 二 年 十 】 月 敷地 を買收 設定せ るに 始まり、 後者 は 大正 九 年 須磨町 を 編入 

すると 共に 之 を引繼 ぎ經營 して 今に 至りし が、 墓地 使用の 増加 は 年々^ ます、 爲に 

. 大正 十一 マ 十四の 兩年及 昭和 三年 以降 每年 臨時 豫算に 墓地 擴張費 を 計上し、 開懇に 

つとめて 纔 かに 當 面の 需要 を充 せど も、 一 定の墓 域 を 以て 前途 無限の 需要に 應す 

• る こと 到底 不可能に して、 墓地 經營の 苦心 實 にこ、 に存 する。 されば 墓地 使用 許 

可に ありても 自ら 制 K を 設けざる ベから ざるに 至り、 旣に 大正 十三 年 三月 以前に 

は 一 等 地に 於て は 五坪 三等 地に 於て は 三 坪、 三等 地に て は 一 坪 を 超過す る を 得す 

と 規定せ しも、 同年 四 H より は 更に 之 を 縮小して 一 等 を 三 坪 三等 を 二 坪、 三等 地 を 

一 坪 以下と 定む るに 至った のであった。 市 營共葬 墓地の 現在 面積 を 見る に、 夢 野 

は 一 萬 七 千 八 百 坪、 春 日 野 は 八 千 八 百 坪、 須磨は 二 千 八 百 坪 を 有する も 、早晩 遠大な 

る計畫 樹立の 必要 ある は 明か なれば、 曩に 都市 計 畫兵庫 地方 委員 會は、 昭和 八 年 四 

月 內務省 六 兵 都 第 一 〇號 の 諮問に かヽる 墓地 を 決定した。 之に 據れ ば、 神戶 都市 


計畫區 域に 於て 新設 又は 擴 築すべき 墓地と して、 武庫 郡 木 山村 內に 於て 約 十 ^ 萬 

八 千 八 百 坪、 祌戶市 灘區に 於て 約 六 萬 九 百 坪、 同 湊區に 於て 約 三十 二 萬 八 千 坪、 同須 

磨區に 於て 約 五十 四 萬 五 千 四百 坪と 定められた のであった。 蓋し 當時 都市 計畫 

區域內 に 於け る 共 葬 墓地 百 十四 箇所 を算 し、 其 面積 十 萬 五千餘 坪を算 すと 雖、 此 P 

廢止 十二 箇所 一 萬 九 千 坪 を 超えし のみなら す、 埋葬の 餘地 なしと 認めら るゝ もの 

七十 二箇所 五 萬 二 千 坪に 垂ん とする を 以て、 其 他に 二 十五 箇所 約 四 萬 五 千 六 百 坪 

ひ 墓地 ある も 是亦餘 地 極めて 尠 く、 爲 にこ 、 に此 墓地の 决定を a たる ものにして、 

是等四 箇所の 地積 合計 百 八 萬 三千 坪 を 超 ゆる も、 山地なる を 以て 實際 使お 面積 ま 

三十 六 萬 一 千 坪に 過ぎ ざれ ど、 叉 以て 將來 に備 ふるに 足る とせられ たので あつ こ。 

思 ふに 神 戶區の 追 谷 • 須磨區 轟 谷の 兩 墓地 は 移轉の 必要なしと せらる、 も、 市內寺 

院 にある もの 及 市 營の兩 墓地 合計 五十 箇所 は 將來移 轉の耍 あるべく、 旣に 湊西區 

. は 外 墓の 墓地 を 鵜 越に 移し、 其 跡地の 大いに 發展 せる あ り、 摹 地の 移轉は 市の き來 

の 大事 業の 一 たるべき である。 

墓地 使用料 市營 墓地 使用料 規程 は 大正 十三 年 四月 其 改正と 共に 率 を 高く し、 現在 一 等 地の 

一 坪 三十 圓、 二 坪 七十 五圓、 三 坪 百 十五 圓、 二等 地 一 坪 二十 圓、 二 坪 四十 五圓、 三等 地 一 
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に し て、 牛 馬 屠 室 • 消 毒 室 • 豚 撿 査 場. 頭 尾 扱 室. 外 皮 扱 享內 臟 扱 室. 內 臟 撿 査 室.^ 畜 屠 

外皮 置 場. 外 皮 扱人控 所. 化 製 場 • 乾 血 製造 所 .旣 檢查 牛馬 繫留 所， 生 體撿査 所. 洗 滌 所. 未 

撿查 牛馬 繫留 所.^ 畜 隔離 室 等を備 へ、 其 屠 畜總數 は 大正 九 年の 一 萬 五 千 頭より 時 

に 增減ー 定 なら ざり しも 昭和 八 年に は 三 萬 六 千 四百 八十 四 頭を算 し、 此 十四 年間 

の 平均 屠殺 數約ニ 萬 四十 頭に 上った。 左に 大正 九 年より 昭和 八 年に 至る 十四 年 

間の 一 年 平均 屠 畜數及 百分比 を 表示す る。 


公衆の 需に應 じて 行 ふ衞生 試驗を 本務と する ものに 神戶 市立 衞生 試驗 所が あ 

る- 本 所 は 市民 一般の 利用に 提供せられ たる 唯一 の衞 生試驗 の機關 にして、 其 業 

糗は 以て 巿民衞 生 思想の 發達 如何 を 卜する の 料た る ものである。 今 先づ卞 所の 

試驗の 一 たる 細菌 學的顯 微鏡的 試 驗を觀 るに、 此試驗 は 微生物 叉 は 病的 組織の 檢 

明 を 目的と して 診斷 治療 上の 必須 手段と せらる ヽ關係 上、 殆 ど醫師 の依賴 にか ゝ 
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り、 此 內 無料 試 驗は 法定 傳染 病原菌の 撿査を 目的と し、 從 つて 公共 豫防 上の 見地よ 

り 之 を 無料と し、 廣く 自由に 需に 應じ來 りし が、 大 正 八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間 

に 於け る 有料 及 無料 試 驗囘數 は 共に 四 萬 件 を 超 え、 合 計 八 萬 五 千囘に 達せん とし、 

此中 有料 試驗の 九十  一 ％ は 梅毒 血 淸反應 にし て、 結 核 菌. 淋 菌. 大 腸 菌^ 原菌 の檢査 

之に 亞 ぎ、 無料 試驗 の中ゲ イダ ー ル 反應 (チ フ ス. パ -フ チフ ス) は 三十 二  ％、 チ フス 菌及 

パラチ フ • ス菌は 各 二十  一 ％ を 占 め、 殘 餘は赤 痢 っヂ フ テリア • コ レ ラ.腦 脊髓膜 炎 等の 

合計 之 を 占めて ゐる。 尙是等 十五 年間の 檢査中 最も 多 かりし は 大正 九 年の 一 萬 

二 千 三十 八 件に し て、 此 中 コ レ ラ菌の 檢明七 千 八十 一 件 を 占む る は、 此 年 コレラの 

大 流行 を證明 する ものなる ベく、 而 して 有料 試驗の 大正 八 年 以降 漸滅の 傾向 ある 

に 反 し、 無 料 試驗は 年を遂 ひて 增加 し、 以 て 今に 及んだ ので ある。 次に 化學 的試驗 

は 主として 品質 及 性質に つき 衞生 上の 適否 を 鑑識す るに ありて、 一 部診斷 上の 必 

要に 依る も の、 若 しく は營業 上の 必要に よる もの を 除け ば、 大 部分 は 一 般 市民の 依 

賴に係 り、 此 中 有料 試驗は 主として 有害 性 物 質、 飮 料 適否の 撿査の 外、 糖 分の 定 量、 殘 

餘 窒素の 定 量. 定 量 分 析. 比 量撿定 等を爲 し、 尙 公衆衛生 上 特に 必要な りと 認めた る 

井水の 飲料 適否 試驗の 如き は、 公益 上の 見地より 之 を 無料と なしし が、 大 正 八 年よ 


り 昭和 八 年に 至る 十五 年間の 有料 試 驗囘數 は 合計 九 百 九十 件、 無料 試 驗囘數 も 合 

計 二 千 三百 四十 件を算 する に 過ぎす、 而も 近來尙 減少 の 傾向が ある。 蓋し 化學試 

驗は其 性質 上 公衆の 利用 甚だ 多 かるべ きに 拘ら す、 之 を 細菌 學的顯 微鏡的 試驗に 

比すれば 遙 かに 少數 なること は、 市 民の 試驗 所に 對 する 認識の 徹底せ ざる を 示す 

ものに は あらざる か o 

a 生 組合  神 戶巿に 於け る衞生 組合 は其數 大正 八 年 以降 八十 九 組合 を增 して 昭和 八 年に 

は 四百 三十 八 組合と なりし が、 是 等の 增 加の 特に 林 田及須 磨の ニ區に 著しき は、 從 

來大區 域に 亙りし 組合 が、 街 衢の 整頓と 人口の 增殖に 伴 ひ 漸次 分解 作用 を 起せる 

に 由る のであった。 而 して 近 來衞生 組合 は 其 木 來の衞 生 的 用務の 外に 、組合 內大 

小雜 多の 公共 用務 卽ち氏 神 祭典. 祝 賀. 肚 丁 入 返 營.演 習 軍人 宿營の 斡旋 を 始めと し 

て、 貧 困 及 病 者 救 濟. 國 勢 調 孝 失 業 調査 或は 防空 演習 等の 幾多の 委託 公共 事務に 携 

り-、 廣 く 自治 機關 として 町民の 福利 增進 のために 活動す る に 至りし こと は 注目に 

値する。 尙 之より 先 大正 七 年 六月 衞生組 八 口の 連絡 統一 を圖る 趣旨 を 以て、 先づ兵 

庫 部の みの 聯合 發會 式を擧 げし も、 他 の 方面の 聯合 機運 は 容易に 熟する に 至ら ざ 

り し が、 同 十一 年に 至りて 祌戶衞 生 組合 聯合 會の 創立 を 見、 各 組合の 大部分 は 之に 
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加入し、 ついで 葺 會祌 尸.湊 西 • 兵 庳 部に 各 其 支部 を 設置 し、 其 統一 漸く 成 り 、爾 後 市よ 

り 一 千圓の 補助 を 受けて 事業 大ぃ に 振 ひ、 或 は 屢、 衞生 上に 關 して 建議 し、 或 は 各 組 

合 役員の 勤 續功勞 者 を 表 彰 し、 或 は全國 聯合 會に 加盟して 木來の 目的の 達成に 努 

力して 今に 及んだ ので ある C 

塵芥 出 量  汚物 掃除 は衞生 上の 重大 事なる と 共 に、 神 戶 市の 如き 大都市の 最も 關 心す ベ き 

一 大 案件なる は 言 を俟た ぬ。 今先づ 麇芥處 分に つきて 見る に、 明治 四十 一年 麈芥 

搬出 は巿營 とな り、 次 いで 同 四十 三年 濱添燒 却 場 成 り、 大 正 七 年に は 高 松 燒却場 も 

建設 せら れ、 こ 、 に 燒却も 亦市營 となりし が、 爾後 戶ロは 逐年 增 加し、 殊に 近郊の 著 

しき 發展は 自ら 麈芥出 量の 激增 とな り、 其 率 大正 八 年 を 基本と すれ ば、 左 ^の 如く 

昭和 八 年に は 二倍 半に 垂ん とする に 至った。 


座芥 容器の 

改良と 成績 


同 


八 年 


五 〇 、五 四 三、 五 四 七 一 


〇 


，四 五 


從 來祌戶 市に あ リては 兵 庫 縣の定 むる ところに 依 リ、 各 戶に備 ふくき 塵 i> 容 器 

は 家主の 義務と し、 數戶 乃至 十數戶 の 共用 を 認め 來リ しが、 此 共用 箱 は亂雜 に^ 用 

する 結果 蒐集 も 自ら 放漫と な り、 街 路に 放置せ る 關係上 雨露に 曝されて 多くの 水 

分 を 含む のみなら す、 大正 九 年 十一 月の 塵芥 選 分 計量に よれば 約 三十 五 ％ の 土砂 

を 八 HI める が爲 め、 蒐集 燒 却の 能力 を 阻害す る こと 甚大なる ものが あった。 さ.，^ 

巿は 之が 改善 方法と して 大正 九 年 七月 細則の 改正 を 兵庫縣 知事に 禀請す ると 共 

に、 各衞生 組合に 對し 各戶に 小型 容器 備付の 勸 誘に 努めし が、 此 施設 は 非常なる 好 

贰を おて 一般に 迎 へら れ、 警 察官署 の反對 意見に 依りて 稍 t 阻害 せら 1 たる 傾向ら 

りしに 拘ら す、 續々 之が 實施を 見、 縣令を 以て 禀請 通リ 改正せられ たる 翌十年 七月 

に は旣に 全巿戶 數の 八十 ％、 卽 ち 九 萬戶に 設備 せらる 、 の 美 果を收 めた ので あつ 

た。 斯くて 衞生 組合 を 通じて 改正の 趣旨 宣傳に 力む る や、 其殘 餘は 一 齊こ. 改造 を 

了 り、 爲 に頓に 蒐集 能力 を增 加し、 從來燒 芥處分 上 障碍と なり ゐ たる 土砂 等の 不燃 

質^の 混入 步合を も 著しく 低下せ しめ 得る 等 幾多の 利便 を增し 、ようて 以て 塵芥 
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を 停 « せしめざる に 至った のであった。 尙同 十一 年 九月 兵 庫 港埋築 工事の 爲め 

麈芥積 込お 棧橋 撤去の 餘儀 なきに 至 リ、 爲 に 麈芥は 第二 (高 松) 燒 却 場 及 柬出町 船 招 

場に 分 送す るの 外、 一 部 は 之 を 連 池 埋立地に 輸送 處 分せ ざるべ からざる の 窮境に 

陷， CS たる も、 特 に 甚だしき 龅滯を 見る ことなくして 蒐集し 得た る は、 此 小 型 容 器 使 

. 用の 賜な りと 謂 ふべき であった。 

陋盼と 塵芥の 蒐集 は 巿內を 若干の 掃除 區に 分ち て 各々 其 出張所 を 置 き、 擔 任濫 督取絲 

運： fflj 車輛 

の 下に 夫々 麈芥 人夫 を 配置 し、 運 搬車を 以て 擔當區 域 を 一 周 蒐集す る ことと し、.^ 

型 容器に 改正 以前 大正 十 年まで は大體 五日 目 一 囘と 定まりし 日 割 も、 同 十一 年に 

は 三日 目 蒐集 を 完全に 實 行 し、 昭 和 元年に は 一 箇月 平均 十二 囘强と し、 同 二 年に は 

十三 囘の 蒐集 を 行 ふに 至った。 尙 蒐集 運搬に 要する 車輛に 關 して は、 從 來 一定の 

置 場の 設備な く、 數 百の 車輛 をば 路傍に 放置 し、 爲 に 交通 上 及 風致 上 啻に 屢.. 非難 あ 

りしの みなら す、 車 輛の 保存 上に も 置 場 設置の 緊要なる を認 め、 大 正. 十 年 ま づ 三 宮. 

兵庫兩 出張所に 屬 する 置 場 新設 後 相つ いで 之 を 設け、 昭和 八 年に は 辨天町 丄ハ番 町 

六 丁 目 ，濱 添 通  一丁 目 • 菊 水 町  一丁 零 湊 川 町  一丁 目 • 東 山 町  一 丁目の 六 箇所と な し、 尙 

大正 十四 年 以降 漸次 運搬 車 を 改良 し、 堅 牢と體 裁 を 考慮して 新車 を 造 り、 掃 除 手 入 


を勵 行した る 結 果、 昭 和 二 年に は 殆ど 其 面目 を 一新す るに 至った。 叉 掃除 區は大 

正 八 年に は 神 戶. 仲 町. 兵 庫 .湊 川の 四區に 分ち し が、 同 九 年 三 宫. 仲 町. 兵 庫. 湊 川丄骨 會須 

■  ■ 磨の 六區 となし、 同 十一 年に 新湊川 以西の 地域 を 林 田 部と し、 更 に 昭和 四 年に 灘を 

加 へ、 同 八 年に 於て は、 灘. 葺 會三 宫. 仲 町. 湊 川. 兵 庫. 林 田の 七 掃除 區に分 ち、 各 出張所 を 

設け て 萬 遺漏な きを 期して ゐる。 

麵芥虚 分 方 次に 塵芥 處 分の 變遷を 見る に、 從來 海上 五 浬 沖に 搬出して 投棄す る もの、 地方 農 

家の 堆肥 用と して 通稱貰 船に 無償交付 する もの、 埋 立に 利用す る もの、 燒芥爐 に 於 

て燒 却す る もの 、四 種の 方法 を 採用せ し が、 此中 海上 投棄と 貰 船 交 付の ために 東 

部は葺 合港灣 に、 中央部 は 辨天濱 に、 兵 庫. 湊 川區の 一 部 は 東 出 町の 各 搬出 場に 搬出 

し、 其各棧 橋より 船 積し、 埋立 堆肥と して 湊川 區に屬 する 番町 一 帶と、 林 田 區の池 田 • 

長 田. 两 代の 一 部 は 蓮 池の 埋 立に 利用し、 須 磨の 一 部 は 堆肥に 使用せられ たので あ 

つた。 旣に 記した る 如く 塵芥の 蒐集 搬出 は麈芥 量の 激增 する に 拘らす 順調に 進 

涉 せる も、 其 處 分に 至りて は 頗る 困難の 色 あり、 旣設 の濱添 (第 一 )、 高 松 (第二)、 須 磨野燒 

場の 三燒却 場の み を 以てして は、 其 規模 小に し て 充分 燒却處 分 を 爲す能 はす、 而も 

其 過半 はな ほ 海上 投棄に 依る の 外な き狀 態であった。 左に 塵芥の 處分表 を 掲げ 
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かく 海上 投棄 量の 總 量の？ 一 十 ％ を 超えて 二 千 五 百 萬瓧に 及ぶ や、 風浪に ょリ港 

棄の 12 ヒ 

內及 沿岸 一 帶に 漂流す る あり て、 幾 多の 物議 を釀 せる の實 狀に鑑 み、 此 至難なる 麋 

芥處分 方法 解 决の第 一 步 として、 先づ 三十 萬圓を 投じて 東部に 燒芥場 を 設置す る 
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て參考 とする。 


ことと な. cs 大正 十 一 年 三月 市 會の决 議を經 る や、 之 を 臨時 衞生 施設 調査 會に 附議 

し、 其 調査 研究に よ つ て 成れる 設計に 基き、 同 十四 年 三月 脇濱 埋立地 に 新築の ェを 

起し、 同 十五 年 三月 强壓 加熱 通風 式の 燒芥爐 六 基 三十 四 火 房) を 設備し、 一 日 約 十 萬 

瓱の燒 却 能力 を 有する 脇 濱燒芥 場の 竣功 を 見、 か くて 燒却量 俄然 激增 し、 よ く 塵^ 

總 量の 四十 艿を處 分し 得る に 至った。 然しながら 西部に 於て は 舊燒芥 場の み を 

以てして は 到底 其 塵芥 を處分 する こと 能 は ざ リ しによ リ、 同 十五 年に ま 林 田 .須 磨 

の 二箇所に ニ箇 年繼繽 事業 五十 四 萬圓を 以てする 燒芥場 新設の 計 畫を决 し、 之に 

よりて 昭和 三年に は 一 日 燒却量 約 四 萬瓱、 强壓 加熱 通風 式の 須磨 燒芥場 成りて 從 

來の須 磨野燒 場を廢 止し、 同 五 年に は 一 日 燒却量 約 五 萬 瓱强壓 加熱 通風 式の 中 村 

燒芥場 も 完成 を 見た るを以 て、 同 年 九月に は舊 式なる 第 一 (濱 添) 燒 芥場 を廢止 し、 尙 

連 池の 埋立 作業 を も 中止し、 玆に總 量の 七十 ％ を 完全に 燒 却し、 同 八 年に は 八十 V 

を處 分し 得る に 至タ、 多年の 懸案た  >  し 塵芥の 海上 投棄 作業 を撤廢 する を 得た る 

は、 祌戶 巿衞生 施設 上の 一 轉機を 劃す る ものであった。 

H 淺潔及 從來衞 生 課の 所管な りし 溝渠 浚渫 は 大正 十二 年 四月よ リ 幹線の 浚渫の みは 土 

木 課 所管に 移 り、 衞 生 課 は 毎月 ニ囘 乃至 三囘 循環 的に 專ら 支線の みの 浚渫 を 施行 
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する ことと なりし が、 各戶を 連絡す る 私設 溝渠 は 各 居住者 又は 衞生 組合に 於て 適 

• 宜 浚渫して 今に 至った。 是 より 先 大正 八 年 前後に は 市の 膨脹 就中 林 田 .須 磨 方面 

の發展 殊に 著しく、 而も 下水 溝渠の 築造 之に 伴 はす、 爲に 排水 全から す、 一 朝 大雨 一せ 

る 時は是 等の 新開地の 平坦 部 は 忽ちに して 下水の 横溢 を 見 、衛生上 看過し 得ざる 

ものが あった。 されば 雨天の 際に は豫定 を變更 し、 臨時に 廣く 溝渠 人夫 を 配置し、 

雨水 を 利用して 極力 浚渫に つとめ、 叉 梅 雨季 前に は 臨時 人夫 を增 員して 浚渫 を勵 

行す る 等 種々 排水 浚渫に 努力し、 從來に 比して 著しく 氾濫 を 緩和し 得た る も、 而も 

姑息なる を 免れす、 完全なる 溝渠 築造の 必要 痛感 せらる 、狀 態であった。 されば 

同 十四 年 第 一 囘 失業 救濟 土木 事業と して、 溝渠 工事 を實 施して 改築 擴築を 行 ひ、 爾 

後 毎年 失業 救濟 土木 事業の 中に 排水 渠. 路 側溝 等の 新設 費 を も 計上し、 是 等の 地區 

のみなら す 全市に 亙りて 施工し たれば、 漸次 改善 せらる 、 に 至った。 

汚泥 處分 浚渫に よりて 蒐集した る 汚泥 は 連：. S の埋 立に 利用せ-る もの ゝ外 は總て 塵芥 搬 

出場 二 搬出し、 汚泥 船に 船 積の 上、 曳船して 海中 投棄 を 繼續せ しも、 昭和 五 年 九月に 

至り 連 池埋立 作業 及 汚泥の 海上 投棄 を廢 止す る や、 爾後 は 主として 低地 埋 立に ネ 

おして 之を處 分し、 以て 今に 及びし が、 其 汚泥 量 は 大正 九 年 前後に は 約 三千^  ffi 、昭 


和 元年に は 約 五 千萬瓱 とな え 同 八 年に は 七 千 萬瓧を 超す に 至 り 、お 中 大正へ 年 乃 

至 昭和 四 年の 十 一 年間の 汚泥 處 分の 平均 割合 は、 海上 投棄 四十 一. 四 六 ％ 、埋立 五十 

八. 五 四 ％ となって ゐ る。 

飾 隨艇 m 尿 處分は 昭和 A 年 其 汲取 手數料 を徵收 する に 至る まで 波瀾 を 極めた る 問題 

であった。 思 ふに 明治 四十 二 年の 神戶 市人 口 は 十 年後の 大正 八 年に は 約 一 丄ハ倍 

たる 六十 三 萬 人 を 超過す るに 至れる に 反し、 耕作地 は此 期間に 六 百町步 より 堇々 

二百 町步に 激減 を來 し、 尙 逐年 急速に 減少 せんとす る有檨 なれ ば、 主 耍 1- 料 ヒる尿 

尿 需耍高 も 自ら 激減 し、 而 も 排出 量 は 無限に 增 加の 傾向 を 示 し、 加 之 屎尿の 需要 は 

全 年 を 通じて 均等なら す、 こ 、 に 屎尿 處分は 眞に大 なる 問題と して、 市民の 間 毎に 

囂々 たるに 至った のであった。 

^fg 取 市 されば 大正 七 年に は 祌戶市 會は其 停滞 處理 のた め、 汲取 監督 機關を 設け、 肥料 會 

社 をして 汲取 を勵 行せ しむべ し.. との 建議 を 可決して、 將來 屎尿の 汲取 及 處分を 市 

營 事業と なさん とする の 意 を 表決せ し も、 翌 八 年に は 未だ 實 現の 運びと なる に 至 

ら す、 停 滯 一 層 其 度 を 加へ、 特に 梅雨期の 停滯 極度に 達する に 至り たれば、 應急 策と 

して メ寸 ヌの 人夫 を 置 き、 六 月 二十 五日よ り 臨 時 汲取 を 行 ひて 以て 切迫せ る 形勢 
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を锾 和し 导、 天 庾 の囘復 と共に 漸く 常態に 復 したる を以 て、 十 月 二十 五日に 至り 一 

先づ此 臨時 汲取 を 中止した。 

汲取の 市營 然しながら 是 等の 方法と い へ ども 一 時の 彌縫 策に 過ぎざる を 以て、 此尿尿 問題 

は 依然 懸案と して 殘 されし が、 偶， 大正 八 年 十二月 十八 日 縣令を 以て 汚物 掃除 法 施 

.  行 細則の 一 部 改正せられ たれば、 之に よりて 全市の 屎尿 處分は 同 九 年 二月 一 日よ 

り 市の 義務に 屬 する 事と なった。 是 より 先 同 八 年末に 至り 尿 尿 停滞の 再び 甚だ 

しきに 及ぶ や、 十二月 二十 一 日 又 臨時 汲取 を 開始し、 三十 人の 人夫 を 以て 汲取の 申 

吿に對 し 補助 的 汲取 を 行 はしめ、 同時に 市營實 行の 準備に 著 手した る も、 年度 內は 

堇々 四十 日を剩 せる のみに して 何等 市營 設備 をな すに 遑 なく、 而も 事業 は 其 性質 

上 一 日も忽 諸に 附 する 能 はざる もの ありし を 以て、 結局 在來の 汲取 營 業者 を 基礎 

とする 計畫 の經濟 上より しても 適當 なりと 認め、 先 づ從來 の 錯綜せ る各營 業者の 

.  擔 4n 田 區或を 整理 するとと もに、 船 積 場所 を增設 して 船舶の 輻輳 を 防ぎ、 山手に 偏在 

ォるヒ 千 五 百 戶幷に 市の 營造 物の みは、 之 を 市の 直營 として 人夫 七十 五 人 を 配置 

し、 其 他 は旣設 の六營 業者と 明 石 * 會に 下請 汲取 をな さしめ、 こ 、 に 市營の 時代に 

入った のであった。 


II の 海上 然るに 巿營實 施 後 幾 もなら すして、 一 般 財界の 動瑤は 屎尿 價袼 にも 影響し 、需要 

地に 於け る 賣行涉 々しから ざリ しのみ ならす、 同 九 年 六月 六日 港 內にコ レーフ 患者 

發生 する や、 關係 各地 共 撿疫を 開始し、 特に 其 主なる 需要 地た る 香 川縣に 於て 同月 

十八 日限う 之が 移入 を 禁止す る ありて、 爲に 全く 其 販路 を 失 ひ、 下請 業者 は 忽ち 處 

分 難を來 して 休業 せんとす るに 至った。 こゝに 於て 巿は 熱心に 督勵を 加へ、 豫て 

設備した る 石油 發 動機 船 ニ艘に 搬入せ しめ、 殆ど 晝夜 兼行 を 以て 港外に 投棄す る 

と共に、 一 面に は 船 積 不能に 依る 停滯を 防がん がた め に、 葺 合港灣 外 ，辨 天 濱. 出 在 家 

濱. 第二 燒却場 濱. 東 出 町 濱等四 箇所の 搬出 場に 貯溜 地を設 くる 等、 ま 急對 策に 腐 ひ 

したので あった。 而 して 當 時の 海中 投棄 數量 は、 營 業者の 分 二十 一 萬 四千 荷、 市 直 

營 の 分 三 十 萬 八 千 七 百 荷の 多き を算 したれば、 一 時 批難の 聲 喧し かリ しも、 火急の 

場合の 措置と して 叉 已むを 得ざる ものが あつ リ JO 

lg の 汲取 然るに 其 後 九月 中旬 コレラの 終熄と 共に 移入 も 解禁と なリ、 船舶 も從 つて 順調 

に來往 する に 至り、 爲に 市の 直轄 區域 のみに は 極めて 好調に 處 分し 得た る も、 人造 

肥料の 暴落に 伴 ふ 屎尿 債袼の 低落 は、 營 業者 をして 日に 缺損を 重ぬ るの 悲镜 に々 曰 

らし め、 勢 ひ 再び 停 滯を來 すに 至り たれ ば、 市 は 更に 臨時 人夫 を增 加し、 下請 區 域の 
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汲取 をも實 行して 纔 かに 停滯を 緩和し 得た のであった。 當時 下請 會社は 打 精く 

經濟 難の ために 動もすれば 契約 履行 を 怠る のみなら す、 之 が 放棄 を さ へ 敉て せん 

とする の 氣勢を 示 し、 屎 尿の 停滯は 一 層 甚だし く、 市 民の 之 を 非難す るの^ S お を 

^むる に 至った。 大勢 此の 如くな りし を 以て、 大正 十 年 三月に 至り 下請 期限 満了 

す る や、 兵 庳 肥料 會社及 神 足駿を 除 き、 爾 餘の 下請 人の 悉く 廢業 を决 せる を 機と し， 

市 は 全市の 大部分 を 擧げて 愈 t 直營 實 施と 爲 し、 其 應急處 置と し て、 急 遽 人夫 百 四十 

六 人を增 し、 豫 め 準備せ る手輓 運搬 車 二百 六十 二 輛、 タ ン ク附 馬車 四十 五 臺及其 他 

の 器具 を 配給して 事業の 遂行に 努めた のであった。 かくて 廢業 せる 下請 人 所有 

の 寧 輛. 器 具 は 之 を 買收 すると 同時 に、 新 に 日 木 肥料 會 社と 屎尿 濱渡賣 買 契約 を締 

結 し、 十 二月 一 日 以後 濱渡 契約 を實行 し、 こ 、 に 一 段落 を 劃した のであった。 

濱渡 契りと 比濱渡 契約 は 市の 汲取 搬出せ る 屎尿 をば 會社之 を 引受けて 船 積と な し、 主 と L 

孜取會 社の 

消滅  て內海 沿岸 農村に 賣却 或は 其 他の 處分 をな す ものにし て、 當 初の 契約に よれば 會 

社 は 市に 對し、 一 荷 四錢の 割合 を 以て、 屎尿 代 一 箇年ニ 萬 六 千圓を 納入す る ことと 

なれる も、 厥 尿の 賣却豫 想の 如くなら す、 殆ど 缺損續 きの 狀態 なりし かば、 其 後 契約 

を變更 し、 納入 金 を 減じて 一 萬 七 千百圓 とした 。次いで 大正 十一 年 三月 下請 汲取 


硫安 肥料 製 

造計畫 始末 


營 業者た る 兵車 肥料 會社及 祌足駿 との 契約 满 了す るに 際し、 其 下請 を廢 止して 之 

を 直營に 移した る 結 杲、 營 利 的 汲取 業者 は 全く 其 跡を絕 ち、 市 の 大部分 は 直 營を以 

て 統一し 导 たのであった。 唯舊 肥料 會 社の 汲取 時代よ リ其區 域外と せる 部分 卽 

ち 明 石 郡梟會 等と 隣接 町村の 農家と が、 自家 農作 用と して 個々 の 契約 を 以て 汲取 

れる 箇所 は、 市 營後も 引 續き郡 農會其 他の 農民 團體 との 契約の 下に 汲取 を實 施せ 

しめし が、 其 数量 は總 量の 約 十五 ％ 乃至 二十 艿を 占めて ゐる。 

W  く神戶 市の 屎尿 は 若干の 無料 交付 を 除けば 其 大部分 は 之 

來り しも、 而も 未だ 姑息 不合理なる を 免れ す、 從 つて 今にして 積 

爲す にあら ざれば 到底 永續し 得すと なし、 遂に 硫安 肥料の 製造 

の 成案. を 得、 其 經費 五十八 萬 餘圓も 大正 十 年度 追加 豫算 として 

^方^に 就いては 完璧 を 期す るた め 更に 之 を 臨時 衞生 施設 諷 

なる 調査 研究 を 重ねて 實施 計畫又 確定した る も、 其 運用 方 法、 敷 

て 種々 困難なる 事情 あ り、 爾 後 毎年 豫算は 繰越 を 重ね 來り しも i 

一 般 財政 上の 必要に 迫られて、 此 繰越 豫算は 姑ら く 延期の 意味 

ら れ、 ，略 に 其 實現を 見す して 今に 及んだ のであった C  . 
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六 四 八 

數約 十五 萬戶の 三十 八 ％ 

數約 十七 萬戶の 八十お に 

民の 汲取に 委して ゐる。 

五 荷積の 小 車と 三十 五 荷 

數に應 じ 適當に 配置して 

し、 昭和 八 年に は 平均 三囘 

は 約 四百 八十 竚 なりし も、 

た。 是ょリ 先 市の 財政 上 

に 反對を 表する あ り、 昭 和 

も、 遂 によく 市會の 可决す 

運搬 手 數料條 例を發 布し、 

數 料徵收 事務 を 


ムロ ンこ o 


\ィ 


れ ば、 其 手 數料は 便 池 一 箇 


プ 

に つ き、 

金十錢 

を 加算す る ことと し、 之 を 一 箇月 前 钠と定 め、 集 金 人 をして 每 月徵忟 せし むる 事と 


箇月 三十 錢と し、 三 荷 を 超 ゆる もの は 一 荷每 


下水道 敷設 

と 死亡率 


せ し が、 昭 和 八 年度に 於け る 其徵收 成績 は 十 一 ル末 現在に 於て 金額 二十 二 萬 四千 

六 百 七十 四 圓、 此 徵收率 九十 七 ％ を 示して 頗る 良好なる 成績 を 示した のであった C 

蓋し 有價 物た る 屎尿の 變遷 に關し 一 變轉機 を 劃せ る ものと 謂 ふべき である。 

神 in '市に 於て 完全なる 下水道の 未だ 敷設せられ ざる は 最も 遺憾と せらる 、と 

ころに し て、 曾 て 大正 八 年 以前に 於ても 其計畫 のみ は數 次企畫 せられた る も、 而 も 

財政に 阻まれて 著 手 を 見る に 至らなかった のであった。 然しながら 爾後に ぁリ 

て も 下水道 敷設 は 焦眉の急 なりと せられ たれば、 大正 八 年 六月より 都市 計畫 部に 

於て 之が 調査に 著 手せ し が、 當 時神戶 市の 氣 候. 地勢 共に 他の 大都市に 冠たる もの 

ありと せらる 、 に拘ら す、 其 死亡率 は 大正 元年 乃至 同 八 年の 間の 六 大都市 人口 千 

人中、 死亡率 平均に ありて は、 橫濱の 十 六 入 人、 大 阪の 十八 丄 人、 名 古 屋の十 八. 七 人、 京 

都の 十九 二 人、 東 京 の 十 九. 三 人に 對 し、 神 戶は 最下位に ありて 實に 二十 一 丄ニ 人を算 

し、 歐 米の 都市の 概ね 十五 人 以下なる に徵 し、 下水道 敷設の 要は 最も 急務な りと せ 

られ たのであった。 惟 ふに 祌戶 市の 明治 三十 八 年上 水道工事 完成 以後、 其 死亡率 

をして 著しく 減少せ しめ 得た る は 統計の 之を證 する 所に し て、 若 し獨 逸ミュ へ ン 

市の 人口 十 萬 人に 對 する 縢チフ ス 患者 死亡率 が、 其 下水道 完成 前後に 十五 人餘を 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  六 五 0 

： ^少し、 口 ン ドン. ベ ル リンに 於て 其 前後に 十人內 外の 滅少を 示せる こと は、 下水 逍 

の 絕對に 必要なる を 知る ものであった。 

從來の 下水 固より 神ョ卞 こ^ りても 下水に つきて は 年々 多額の 經費を 投じ て、 從 來の 下水 

，線  〜 

幹線 溝渠の 改修 掃除 を 怠らす、 昭和 三年に は 其 幹線 七十 七 線 約 二 萬 八 千 間、 其 中 幷" 

渠 一 萬 三千 間、 開渠 一 萬 五 千 間を算 すれ ども、 其 他 は 悉く 溝渠に 過ぎす、 常に 不潔な 

る^ 泥の 滯留に 苦し み、 延 きて は 傳染病 發生を 助長す る の 虞 あり 而も 水^便所 ク 

^增加 せんとす る 時 に 方り、 下 水道の 不完全なる は 直接 こ 、 に 放流す る を 許さ 

す、 自 家 用淨化 装置に 多額の 經費を 要するに 至 り、 勢 ひ 之が 增設を 阻止す るが 如き 

現狀 にある ので ある。 

下水道 計畫 此 くて 調査せられ たる 下水道 計畫は 大正 十一 年 三月 一先 づ 完了し、 更に 昭和 二 

の 大要 年に は 京都 帝 國大學 教授 ェ學 博士 大井淸 一 を 顧問と して 之が 再調査に 從ひ、 同 四 

年 三月に 至りて 完成 發表を 見し が、 今 之に 據れ ば、 大正 十 一年の 調査 は 全市 を 一大 

非水區 として 工費 五 千 萬 圓を投 せんとす る計畫 なりし が、 後の 調査 は 市勢の 發展 

に 鑑み、 大 下水道 計畫の 完璧 を 期す るの 必要 を 認めて、 市內 を三大 排水 區に 分ち、 總 

工費 を 三千 六 百萬圓 となし、 其內 三分 一 は國 車の 補助に 倚り、 十箇 年繼續 事業と 爲 


さんと する にあった。 而 して 本 計畫は 現在 市の 住居 地と 山 

き 住居 地 を 見込み 合計 八 百 萬 坪と し、 其 包擁 人口 を 百 萬 人と 


七 立方 米と し、 其 半ば を 八 時間 內に 

定 度に 稀釋 された る 汚水 は、 溢流 装 

岸の 低地 は 抽水所 を 設け、 唧筒 によ 

排水 區には 八 口 計 七十 七の 幹線 

所 を 設置し、 處分所 及抽水 所の 

力 と し、 下 水道の 處分 法と して 

棄を行 ふこと とせ しが、 之 

の 增進を 期待したり しも 

である。 尙 上水道 事業に 

る o 


て 三 

處分 

千 馬 

て 海 

濟的 

及ん 


中投 

福利 

ご o 

f ひ 

附す 


合流 

置 に 

h\ て 

を 敷 

最大 

ま 足 

に よ 

-而 も 

つ き 


、 防疫 關^ 


法に よ 

よりて 

揚水 放 

設し、 抽 

降雨 時 

進^ n 

rC\ て 身 

木 111° 直 

てま 之 


りて 排出せ 

最 寄の 河川 

流せし めん 

水 所 五箇 所 

の唧 筒運轉 

法の 長所 を 

染病 • 死亡率 

亦 遽に著 手 

を市營 事業 


し 

を 


匕 匕 


等 

の 


地 開發に 依りて 

豫 定 し、 汚 水 量 を 

め、 地 勢の 許す 限 

は 雨水 溝に 

する にあつ 

設 け、 海 岸 に 

力 は 四千 馬 

り、^ 尼は气 

を 滅 じ、 以 て 

るに 至らす 

章に 譲り こ 


放流 


こ o 


各 一 

人道 

し て 


得べ 

一 日 

り 一 

し、 海 

而し 

箇 の 

莆 一 

よ り 

勺 M 

今 に 

は 省 


衞生 上の 施設に 關 して は 以上 記述せ るが 如く 漸を遂 ひて 完備の 域に 進みし が、 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

以下 防疫 關係を 叙す る に 方 り- 、先 づ 各種 法定 


流行 性腦脊 もの は 大正 八 年 以來增 加 を 見 す、 依 然 

弒^ 炎 


膜 炎の 神戶 市に 於て 始めて 發 生せ 

獗を 極め たれ ば、 市 は豫防 注意書 を 

る 發生區 域の 住民 五萬餘 人に 對し 

力 之が 防遏に 努力した る 結 杲、 八 月 

散發 する のみの 狀 態とな つた C 併 

ざる もの ありし が 如 く、 同 八 年に 入 

狀 態 を 示 し、 遂 に此 年の 患者 四百 三 

るに 至った C されば 同 九 年に は 流 


箇 年の 病勢の 餘波 全く 治 


P と 


る 

十 


一 了 

\ィ 


し 


1 ュまー 

寸 0 

は 大 

市 各 

は大 

旬 よ 

な 力 

て も 

三人 

狀態 

^一目 ひ 

力 え 


と 

正 


戶 


ジ 

を 


傳染 

定め 

七 年 


模 な 

其發 

病毒 

初 よ 

達 し、 

示す 

難く、 年 

年 十月 

後 其 病 


病 

匕 


の 

_ 一 

し 


年 

內 

で 


初 以 

以 降 

勢 湾 


情 # 

て ゐ 

し て、 

て 注 

制豫 

次 減 

在な 

末に 

二 百 

_  ) ま 

來每 

次衰 


を 見る 

るに 此 

六 • 七兩 

意 警戒 

が 注 

返 し、 其 

ほ 依然 

至る ま 

二十 四 

至 ら ざ 

月 諸 所 

著しく 

へ、 昭和 


六 五 二 

に、 此 


中 

人 


_ 一 

足 


少 


し 

緩 

し 


法 定 


一 了 

\ィ 


亙 

し、 


て 

死 

も- 


り 

又 

び- 

し、 


による 

腦脊髓 

最も 猖 

濃享な 

る 等、 極 

患者 を 

る 可ら 

る 流行 

を ず す 


其發生 

八 年 迄 


患者 總 

を滅 じ、 同 

に は 年 平 


痘瘡と 大正 


數九 十八 人 (內 死者 五十 五 人) を 出せ 

十 年に は 其 患者 數 前年に 比して 半減 し、 爾 

均 十 一. 七 人 を 出した るに 過ぎぬ。 

明治 四十 一 年の 大 流行 後 殆ど 十 年間 靜穩 に經 過した る 痘瘡 も、 大正 五 年 三月 


^年の 大流 支那 人 患者の 發生 せる を 端緒と し、 爾後 年 々多數 の 患者 を發 生し、 同 七 年に は 二百 

三十 九 人の 患者 を續發 したれ ば、 其 間 市 は 注意書 を 配布し 多數の 種痘 場 を 設置し、 

また 各戶を 訪問して 臨時 強制 種痘 を勵 行す る 等 其 豫防處 置に 萬 全 を 期した る も、 

而も 其 病勢な ほ衰 ふるに 至ら す、 終 に 同 八 年に は 俄然と して 猛烈なる 一 過 性の 型 

體を呈 し 三月 を 中心として 其 前後 猖獗を 極 め、 其 勢 十月に 亙り たれ ば、 患 者 數千ニ 

百餘 人に 達する 近年 稀なる 大 流行と なった。 されば 之が 豫防對 策と して 先づ臨 

時 種痘 班 四 班 を 組織 し、 患 者發 生地 域 內各戶 に 對し强 制 種痘 を勵 行せ し が、 其 蔓 延 

の擴大 する に 伴 ひ、 漸 次 班を增 して 十 一 班と な し、 極 力 種痘の 普及に 努めた るを以 

て、 病勢 漸次 衰退 し、 六. 七 月に は 著しく 頓挫 し、 爾 後每月 僅かに 一 人の 發生 ありた る 

に 止ま 、ク、 殆 ど 終熄の 狀を呈 する に 至った。 尙此年 秋季 は 恰も 兵 庫縣に 於て 特別 

大演習 擧行 せらる 、 につ き、 神 戶市亦 其 中心地と して 衞生 施設 就中 防疫に 關 して 

. は 特に 警戒 を 加 ふるの 必要 あり たれ ば、 年 初に 於け るが 如き 流行の 再燃 を 防止す 

るの 目的 を 以て 特に 豫算を 計上 し、 九 月 以降 各 警察署 部 內の前 流行 地 を 限りて 種 

痘班を 設 置 し、 更 に 種痘 遺漏 者の 調査 を嚴 にして 以て 病毒 擡頭の 餘地 なから しめ 

ん こと を 期せし に、 幸 に 其 功 空しから す、 十 二月 下旬 僅かに 一 人の 突發を 見た るの 
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六 五 四 

三十 五 萬 八 千 人を數 へ し を 見れ ば、 如 何に 此 

つ た e 

に 一 部 細民 街に 於て 其 續發を 見し も、 臨 時 種 

て は 全然 其 跡を絕 ちし が、 此 年 患者 數 なほ 五 

赤 穗郡相 生 町に 大 流行 ありて、 同地 系統 患者 

の續 發を來 したる を 以て、 臨時 種痘 班 三 班 を 

を 督勵し て、 患 者發 生地 附近 住民 約 一 萬 二 千 

日なら すして 終熄 を 見る に 至った。 此外此 

年 市內を 通じて 三十 餘 人の 散在 性發生 ありた る も、 臨 時 種痘 班 を 組織 し、 其 都 度 臨 

時 種痘 を勵行 し、 初 期に 其 病 芽 を 阻止す る こと を 得た。 かくて 爾後 昭和 八 年に 至 

る 迄 年々 發生を 見る も、 種 痘の 普及す ると 共 に、 大 正 十三 年に 二十 五 人の 發生を 見 

し 外 は、 いづれ も 僅々 十 人 內外を 出した るに すぎぬ。 尙 大正 八 年以來 十五 年間の 

痘瘡 患者 總數千 四百 四十 五 人 (內 大正 八 年 千 二百 六十 四 人) 死亡 四百 六十 六 人 (大正 

八 年 四百 三十 二人) にし て、 其 死亡率 三 十二 三 六 ％ に 及んで ゐる C 

n レ ラ 病と コ レ ラ病は 大正 五 年の 流行 後、 同 六. 七 兩年は 平 穩裡に 過ぎた る も、 同 八 年に 至り 


神戶 市お 笫ニ輯 本 編 各說 下 

. , みであった C 尙此年 行へ る 種痘 人員 

防疫に 努力せ るか を 察し 得る ので あ 

^正れ ^以 大正 九 年に も 亦 年初 以來 散發 し、 特 

後の 痘瘡 

痘の勵 行 功を茇 しけ む、 後 半年に 入り 

十 人 を^して ゐる。 翌十 年に は縣下 

の西須 磨に 發 生して 一 時に 十 人內外 

組 織 し、 所 轄 警 察署と 協力 し、 衞 生 組合 

人に 對し 臨時 種痘 を 施行した るに、 旬 


狀 年の 叉 もや 再發を 見る に 至った。 卽ち此 年 夏季 滿洲及 支那 諸 港に 流行 蔓延せ るコレ 

. ラ病 は、 幾 もな くして 臺灣に 波及し、 殊に 北滿 地方、 就中 奉 天の 如き は大 流行の 中心 

. 划 として 勢 最も 猖獗を 極めた る を 以て、 交通 貿易 上是等 海外 諸 地方と 最も 密接な 

る關係 ある 祌 P 港の 如き は、 夙に 之に 備 へて 注意 警戒 を 加 ふる 處ぁリ しに 、偶， 支那 

諸 港を經 たる 船舶に より 先づ福 岡縣に 患者 を 出し、 以後 漸次 各 府縣に 蔓延し、 特に 

大阪府に 於て 精々 其 發生を 見た る も、 而も 海陸に 亙る 最善 を盡 せる 豫防 警戒に よ 

り、 獨リ神 p 巿は其 侵 襲 を 免れ 得た るが 如き 觀 ありし に、 九月 二十日に 至リ 遂に ヒ 

阪 市に 病 系 を 有する 患者の 突發を 見る に 至リ、 爾後 十一 月に 至る 間 W 賨 して、 或次 

碇泊 蜉船內 に 或は 陸上に 發 生し、 遂に 全市 隨 所に 其 發生を 見る に 至った。 然しな 

がら 病勢 比較的 緩徐な りしと 一般の 警戒と にょう、 未だ 猛威 を 振 ふに 至らす して、 

十二月 十八 日の 發生を 最後と して 其 終熄 を 見る に至リ しが、 其總 患者 數 五十二  \ 

タ 亡者 三十 二人、 死亡率 六十 了 五三 ％ を算 したので あった。 

^0 大正 九 年に 於て は 四月 上旬より 五月に W リて、 印 度. 南 支那 4灣. 朝 鮮方 面に 流  一丁 

. し、 就中 カル カツ タ. 沙市 i 慶は 最も 熾ん なう しため 相 當赘戒 を 加 ふる 處ぁリ しも、 

一- . 六月 六日 突如と して 辨天濱 沖 碇泊 蜉船內 に 二人の 患者 發生を 見る に 至った C こ 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  六 五六 

- れ此年 本邦 最初の 發生 にして、 而も 侵 襲 時期の 早き 近年 流行 中の 異例と せられし 

M  、爾 麦 港 內に農 厚なる. I 丙 毒の 撒布せられ しが 如 く、 爲 に船內 より 每日數 ゾ の發生 

を 見し のみなら す、 須臾に して 陸上に も迨 び、 六 月下 旬に は 遂に 全市に 亙る に 至つ 

こ。 かくて 八月 中旬に は、 病 毒 は 次第に 湊川 以西に 偏よ り、 而 も 一 層 猛烈と なり、 一 

日の 發生 十數 人を算 し、 病勢 寒心に 堪 へざる もの ありし も、 九月に 入りて より 著し 

く 其 勢 を 減じ、 此月ニ 十六 日の 發生を 最終と して 其 後 跡 を 絶ちし も、 こ 、に 至る ま 

での 累計 六 百 九 人に 達し、 死亡率 五十 七. 四 七 ％ を 算し、 其猖獗 なる 洵に 畏怖すべき 

狀 勢であった。 

大正 九 年の か、 る 大正 九 年の コ レ ラの大 流行に 對 して 採れる 豫防 措置に は 見るべき もの 

M あった。 當初 港內に 患者 發生 する や、 卽 日 神 戶港內 海水 使用禁止の 縣令發 布せ 

られ. にる によ り、 神 戶市は 碇泊 船に 對し 海岸 七 箇所に 於て 上水の 無料 給水 を 行 ひ、 

且 陸上に 於ても 不良 飲料水 を 使用す る 細民 街に 對 して は 無料 給水栓 を 設備し、 殊 

こ 西 代 村の 鬼 行 は 病毒 最も 根深き もの あ り、 こ れ此 地方 は 此年困 月神戶 市に 編ノ 

せられた るの みに して 上水道な く、 井戶の 構造 又 極端に 不良な りしに 因る ものな 

りと 甲：" 隹 せられ たれば、 之に 對し發 生 期間 中 は危險 なる 區 域の 井戶 全部 を 閉鎖し 


舊市內 の 防火 拴ょぅ R 町 こ^  pre  ,  ^  I  - 

® ほ〜 S リ大ホ 〜スを 以て 一 箇月に 亙リて 上水の 無料 給水 

をぎ 行す るに 至った。 蓋し か、 る 施設 は 未曾有の 企畫 にして、 豫访 li 大の 

效果を f せる ものであった。 而 して か、 る 施設の 外に 初 發後幾 もなら すして 

巿內 樞耍の 位置 五箇 所に 無^-生 寸^ 

戶 i ザ S 躬^ を阶設 し宣傳 して 一 般 市民に 對し 注射の^ 

耍を說 示し、 之が 普及に 努む ると 共  -お . 

ョ ノ  f  I  Ph  S  I あ を堳 一ぎ し 禱生祖 合の f 望 こ i  0 し 

て 出張 注射 を 行 ひ、 尙 病勢の 發展に 伴 ひ、 特に 病毒 濃厚 地た る 宇 冶 U 以西の 西部 一 

帶の 地域 內 住民に 對し、 注射 班 二十 班 を 以て 急速に 強制的 注射 を勵 行し、 著し 

般 病勢 15 しむる を 得た る こと も 特筆に 値する。 お 上の 22? して 

防疫 班の 設置、 患者 收容の 輸送 自動車の 增加、 隔離 人 輸送に 對 する f 等 も 亦 記. 条 

す, き 施設な リし が、 此 防^ 班 ま  一 5  B 1 1 i  I  , 、 

.  F  ^  ^  f  一  I を 書記 霄ー 人 雇員 一 人と する もの 五 丑 を a 

ylr^rf なし、 患者 收容 に？ る 措置と して は 旣設 輸送 自動車 一毫 

及 二輪 寢臺車 數臺の 外、 事故に 備ふる爲 め、 流行 最盛期 間に は 自動車 一 臺を賈昔 饼 

つ、 ぁリ たる も、 八月 末に は 新調 自動車 出来し、 收容の 輻輳 を 緩 相す るを导 i 

又 病毒 汚染 關 係に 依る 隔離 人の 輸送 こ尤、 rtixl  . 、  ，ィ 

•  f 卩闺 ゾび 1^?® して は 地域 及 人員の 關係を 斟酌し、 ず こ 

發 動機 船 又は I 車の 臨時 借人 5 して 以て 輸送 S 滑に 囊」 4 ので あ" 
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六 五八 

發端 として 東漸し、 遂に 帝都 を 侵し、 柬北地 

し、 踵 、 で縣下 F 邊郡を 侵 襲す るに 至りた 

こ ありて よく 其 疫禍を 免 れ、 同 十 一 マ 三 年 も 

九年大 流行 以来の 平穏 を 破りて 叉 もや 忠 

者 發生を t  S つた。 5 此年 S の 交 上海 方面に 流行 S の 報に 接する や、 

日夜 豫防 警戒 S む しが、 偶， 九月 五 曰 荒 田 町ヒ人 SS 生し、 J。 

病勢 廣大を 憂慮せられ たれば、 直に 防疫 措置 を 講じた C 卽ち 例年の 如く 海水 使お 

禁止の 縣令 公布と 同時に 沿岸 八 箇所に 給水管 開設し、 港 S 泊の 船舶に 對 して 

1 給水 i 施し、 また 之よ i 一般 豫防思 ま 徹底 S す is 防 心 5 を 

各戶に 配布し、 一 面豫 防に 最も 有效 なる 注射 普及の 目的の 下に、 市內樞 要の 地八箇 

所 及囑託 市醫宅 十四 箇所に 無料 注射 所 を 設置し、 猶 市立 衞 生試驗 所に 於て 注射液 

の 製造 を爲 し、 醫師會 .衞 生 組合. 靑年圑 等の 團體 申込に 對 して は、 注射液の 無お 交 。 

を爲す 等、 病毒の 防止に 努めた。 而 して 此 年の まも 急激なら 2 陸 共に 散 5 に 

に 流行 を 見た るの みに して、 患者 總數三 十 七 人中 死亡者 十五 人 を 以て 十一 月 中" 

こ 終 ® を 見た のであった C 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

大正 十四 年 一  年 こ 於て コ レラ病 は 力 州 を 

の n レラ  一 ノー 丄ー - 

方に 及び、 又 別 系統の 患者 大阪市に 突 發 

れ ど、 獨 り 神 戶市は 全國的 包圍の 形勢 裡 

亦 事なる を 得しが、 同 十四 年に 至 り、 同 


. て utr 那 方面に 猛烈なる 流行 t たる 爲め、 之が 豫防對 策と し 

て 豫防も 得 書 を 配布し、 無料 注射 所 を 開設す る 等 極力 警戒せ しが、 翌. 二 年 こ 

初夏 以來 上海 地方に 又 流 S 獗 ずとの 報に 備 へしが、 偶 X 月 三十 一日； 戶港入 

あの ま那 航路 船舶に 患者  一 A  、保菌者 三人 を發 見す るに 及び、 九月 二 曰 こま 海水 

41 禁止し 、無料 給水 さ 施し、 無 S 射 所 三 箇所 を 開設す る 等 極力 警戒 

むる 所ず、 昭和 三年に 於ても 九月 二十 七 曰 入港の 外國 汽船 乘資に 一 

者 發昆 せられた る も、 何れも 幸に して 無事なる を 得た。 f に 同 四 年に 入リ てま 

每^ の 伊に 漏れ す、 南 支那 方面に 於て 叉 孟^よ るお し亍 c  g、 ク ,、 K 

{ 方 マーう ^ぞ^る 行 狀態を 示せる た め、 其 病勢 准 

移に 多大の 注意 警戒 を 怠ら ざり しに、 疾 くも ぺ g ま  #  ^^あ 

ヒ r 朱 ことえす  ノ月 S 旬-ね 長^？ K 阪兩 港に 患者 發 

^  ，大 f にて は續發 蔓延の 兆を呈 し、 延 いて 祌 5 に 病毒 侵 襲の 危機 I 

U むる rt  、偶， 八月 二十 曰 神 S 寄港の 發 動機 船々 夫に して 大阪に i を 

有する S  二人 を 出す に ，、ついで 三十 一 曰に は 小 松 通 二  丁 ほ も J2 し、 

病勢の 推移 輕視 すべから ざる もの あと も、 豫防 措置の よぐ 普及 徹底 せら U 

^九月 二十 二日の 發生 患者 を 最終と して、 患者 總數 僅かに 七 人中 死亡者 

おて 終：^ する こと を B 守た o  t  6  k き H2 き， 1 >  g  、 

f / お 海水 使用禁止の 縣 令の 八月 二十 一日に 公布 せらる 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下 

- る や、 卽日 無料 給水 を實 施し、 また 無料 注射 所の 設置、 市立 衞生 試驗 所の 豫防液 製造 

等の 防疫 處 置に 萬 全 を 期した のであった。， 

昭和 二 年 乃 昭^ 六 年 こ 於て は 八月 二十日 當 港に 入港せ る英國 汽船 乘組 員の 死體撿 案の 結 

至 八^の コ  、 

レラ  果、 コ レ ラ^: により 死亡せ る こと 判 明した る を 以て、 直に 病毒 撒 蔓の虞 ありと 認む 

る 場所に 嚴 重なる 消毒 を 施行し、 一面 該屍體 を 納棺 運搬せ る 人夫 等 七 人 を 和 田 岬 

檢疫 所內に 隔離し、 市內樞 耍地數 箇所に 無料 豫防 注射 場 を 開設す る 等、 防疫に 努力 

を惜 まざりし ため、 船內 にあり て は眞性 患者 七 人、 保菌者 十二 人 を續發 せる にも 拘 

らす、 陸上に ありて は 全然 患者 を 出す ことなくして 終熄した。 翌七 年に は 七月 二 

十五 日 入港. の 上海 丸乘 客たり し 中華 民國 人留學 生に 依りて 病毒の 轍 入せられ た 

る を 知り、 俄に 其 防疫 措置に カを盡 した。 蓋し 該學生 は 本 市に 上陸した る 後、 和 田 

甲&疫 所に 於け る 細菌 學的 撿査 により-て 初めて コ レ ラ病 患者なる を發 見し、 其柬 

上の 列車 中 大阪に 於て 下車 を 命じ 隔離せられ たのであった。 こ、 に 於て 祌戶市 

は 直に 隔離 所 を 開設し、 該船乘 客に して 木 市に 關係 ある 者 をば 悉く 隔離し、 一 面 全 

市數 箇所に 豫防 注射 場 を 設置す る 等 豫防上 萬 違算な きを 期し、 以て 病毒の 蔓延 制 

遏に 成功 し、 翌 八 年に も 無事なる を 得た のであった。 


0i ペスト 5 大正 二 年 六 人 の 患者を 出して まき、 ノ  i?,-、 

V  E '卜 1 . .  £ タクし ぐ 平蓄に 過ぎた る こ、 司 

年 十 i 一十 五 S に， 市衞生 I 師に U  一一  J  K 

t も ペスト 病に よる 死亡者なる を發 見し、 之  "け"" "端 

冲 4n 奪 こ 八、、 r 13,  <  i  ォ s  , ィし飞 に 達者の， 勤務せ し：^ 

て も 有 菌鼠基 見し、 亞ぃ 5 十 曰に f  、御  〗 

一人 を發 見し、 事態の 容易なら ざる  〜て 再 ひ 患者 

し、 ま、 僉 t 毒お up  3  矛 妻〜 ある を  一丁した C され は 一層 除 鼠 を督勵 

しま \ 松 索 精密 を 加 ふるこ：^ ひ、 え K,p ベ i  ,  、  f 11 

〜f^s§ 及京祌 倉庫 を 中心とする 海岸 一 赘ぅ 費き 也き 

"る をず、 51 以東 I 以南 S 生 田 川 £,5 に"" 地 m 域 

有菌 鼠を發 見し、 其 蔓延の 根 抵頗 る 深き もの ある を も 蘭 明す る 地 f 點々 

兹に 於て 急速 且つ 根本的 防疫 方針  'i 

^  [  «泣 追 カ豫算 によりて 豫：^ 費 二  K\u 

き圓を 以て、 關係 警察  費 二  ^ノ千 

對し r ま、 #gf き  てに I を厲 行す る ことと し、 濃厚 區域內 各 倉庫 ： 

PH: て 4 を 提供せ しめ. 尙 II 員 及 P— 

P て pd:1l 行して 應 探究 ii 

て 斃息齊 を 酉 布して 徹底的 除 鼠に 努め、 尙市內 一 般の倉 寧 こ 身し r 1 

樣の 措置 を 執 リニ 股 民家 こ々、 ナ 3  。、  ガ P ー遯ゲ 倉^に * しても 同 

t 一  般 民家に 於け るべ ス ト鼠發 見地 域に 對し てま、 斃 S きの 己お I 

S 的 清潔 法を勵 行して 鼠族の 掃蕩  に 酉 布 及 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  六， - ニー 

として は 十二月 三日より 鼠族 買 收價袼 を 五錢に 値上し、 或は 豫防 心得 書 を 配付し、 

一 面衞生 組合 を督勵 して 衞生 講話 會を 開催せ しむる 等、 極力 注意 警戒 を 促す 返 あ 

リ、 更に 大區 域に 亙りて 鼠族の^ 滅を 遂行す るの 必要 を 認め、 其 手段と して 斃鼠劑 

を配ォ し、 濃 享區 域より 漸次 全市に 及ぼす の 計 劃の 下に 毎日 人夫 五十 五ソを 派し 

各 警察署 部內ー 齊に荖 手し、 十二月 末 を 以て 殆ど 全市 を 一 巡し 終りし が、 而も ぺ ス 

ト 鼠の 發見は 依然として 歲 末にまで 續 き、 其 發見數 は 百 八 頭に 及んだ C 

大正 十 年の 前年 秋 冬の 交に 於け る有菌 鼠の 續發 蔓延の 後を享 けたる 大正 九 年に は、 侬然其 

と對策 發生を 見た る も、 合計 十七 頭に 止ま り、 三 月 中旬に 至りて 全く 其 跡を絕 ち、 爾 後 病 鼠 

の 發生を 見なかった。 然る に 同 十 年 九月 六日 汽船 錫 蘭 丸乘組 船員に して、 南 支那 

.  方面に 於て ぺ スト 病 感染 發 病後 上陸し、 荒 田 町 三 丁目に 於て 療養中なる を發 見し 

たるに、 越えて 十 一 月 二十 三日 雲井 通 四 丁目 居住 高濱 倉庫 仲仕の 木 病に 冒された 

る を 知る や、 極力 其 病 系 及 病毒の 蔓延に 關し闡 明に 努 むる 處 ありし が、 同月 二  4 ブ 

日に 至リ 果然 高濱 倉庫に 於て 有 菌鼠四 頭を發 見した るを發 端と し、 其 後 防疫 事務 

の進涉 こ 伴 ひ、 遂に 歳末に 至る 迄に 同所より 二十 五頭 を發 見し、 病 系 全く 高濱 倉庫 

) ある を 明かに し 1」。 尙有菌 鼠は此 他に 辨天濱 塵 【芥 搬出 場に 於て 二 頭、 高濱 倉庫 


に 隣接せ る鐵道 官舍に 一 頭、 一 般買收 鼠 中より-元 町 四 丁目 下水溝に 於け る斃 k 幷 

に 出 所 不明の もの 备 一 頭を發 見し、 總計 三十 頭 を 「算 したる も、 初發 以来の 經 過に 敫 

し、 病毒の 根柢の 高濱 倉庫に 限 局 せら れ 、織 かに 其 附近の 接續區 域に 逸出せ る を 明 

かにした のであった。 かくて 病 系の 限 局せ る を 知る や、 專 ら カを該 倉庫 及  一 S 倉 

庫の 除 鼠に 注ぐ ことと し、 縣 .市， 警 察 吏 員 の 外、 市 より 人夫 を 派遣して 捕 鼠 器. 殺鼠劑 

の 配 置、 荷 粉の 消 毒、 斃 鼠の， 捜索 を勵行 し、 且 有 菌鼠發 見 倉庫に 對 して は &毒 S を 組 

0 し、 縣 にて 新に 購入した る 瓦斯 發生機 を 以て 酸化炭素 瓦斯 を 塡充し て、 驅 鼠 及 荷 

物の 消毒 を 施行 し、 尙 各 倉庫より 排出す る 荷 粉に 對し藥 物 消毒 を繼塽 施行し、 一 ！p 

鼠族の 交通 を 阻止す るた め、 同 倉庫 全部の 外廓 は亞 鉛板 を 以て 圍繞 せしめた。 尙 

一 般的豫 防 措置と して 鼠族 買 收價袼 三 餞 を 五錢に 値上 し、 豫 て备署 に對し ^遣 ォ 

る 常設 捕 鼠 人夫の 外に 更に 人員 を增加 し、 捕 鼠 隊數班 を 組織 し、 各 倉庫 幷に 特殊 營 

業者に S する 除 鼠 を 施行 し、 全 巿鐡道 以南の 區域內 民家 三 萬^に 對 しても 殺鼠劑 

を I 布した 此等 施設 計 畫に對 する 經費 として 祌 U; 市 は 豫防費 追加 豫算 一 萬 三 

千 五 百圓を 以てせし が、 病 毒 は 幸に 倉庫 內に 包圍し 得、 翌 十 一 年 三月に 至る es- に 十 

九 頭を發 見せる に 過ぎなかった。 
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有菌 鼠の 發 

見と 措置 
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神 戶市史 第二 辑 

大正 十 一 年に は 初夏 

勢 を 呈 し、 近 年罕に 見る 

有菌 鼠の 發見 十九 頭 あ 

於て は 三月 二十四日 荒 

を 以て、 其發 見場 所 を 極 

病毒の 潜伏せ る 疑を以 

鼠劑を 配付 し、 引 續 き 淸 

めた る も、 病 毒の 端緖を 

尼 崎 市に 有菌 鼠の 發昆 

其 交 通關係 上、 其 豫防施 

庫幷に 特殊 營 業者の 捕 

し、 豫 防に 關 する 宣傳ビ 


本 編 各說 下  六 六 四 

の 交 大阪市に ぺ ス ト病 患者 を 出 し、 須 臾の 間に 猛烈 


XT 


りしの 

田 町 一 

力 調 査 

て、 荒 田 

潔 法 を 

發 見す 

あ り、 鍾 

設 とし 

鼠 を 動 


る 

、 

て 


2=: 


0 


一 了 し 

\ィ I 


て 其 疫禍を 蒙る に 至らな 

派出所 買收鼠 中より 一 頭 

る も 終に 判明せ ざり した 

丁目 乃至 四 丁目 及 其 隣接 

行して 以て 鼠族 を驅 除し _ 

至らなかった。 然るに 九 

患者の 發生を 見、 病 勢猖獗 

捕 鼠 班 十七 班 を 組織し、 關係 

面衞生 組合 を督勵 して 


力 


， y 


で 


の 有 菌鼠を 出 

め、 同 町 一 

の 上 橘 通 

同時に 細菌 撿 

月に 至り 突如 

を 極む る や、 祌 

警 察署と 協力 

全市に 殺鼠劑 

結 杲、 有 菌 鼠 の 


な 


行 狀態を 現出した る にも 拘ら す、 神 戶 市 

つた。 同 十 


し 

戶 

を 


フを 頒布す る 等 警戒 大ぃ に 努めた る 

一頭に 止ま リ、 幸 に 其 侵入 を 免れ 得た のであった C  , . 

其 後べ スト 病 は 全く 其 跡を絕 ちた る も、 昭 和 三年 御大 典の 擧行 せらる 、 に 

一 役 衞生狀 態に 遺漏な きを 期す るた め、 神 戶市は 特に 輸入 傳染 病に 對し 嚴密 


る 病 

て ま 

年 に 

た る 

域 に 

て 殺 

に 力 

し て 

巿は 

て 會 

己 & 

fin 个 

見 も 

な る 


注意 警戒 を 加 ふる 處が. あった。 卽 ちべ ス ト豫 防に 關 して は 衞生 組合 聯合 會の耍 

請 を容れ 、清潔 法 施行に 際し 實費を 以て 殺 鼠劑を 交付した る 外、 特に 御大 典の 祭の 

豫防衞 生 對策上 政府の 指示に 基き、 K 警察 部と 協力して 三 宮. 相 生 橋. 兵 庫の 备署管 

內の 倉庫 地 带幷に 之に 接鑌 せる 民家に 對し、 七月 一 日 以降 捕 鼠 及 殺鼠劑 配付 を 目 

的と する 監吏叉 は 市吏員 1 夫より 成れる 作業班 十 數班を 配置し、 一 面縣及 市に 八、、 

て 調製せ る 殺 鼠劑の 供給と 相俟って 徹底的に 驅 鼠に 勗 めた。 是 等の 捕 鼠 班幷^ 

劑 配付 班 は 御大 典 終了後 も、 旣往の 成績と 將來の 必要の 爲め、 之 を縮少 せる も尙常 

時繼精 施設と して 實施 し、 以 て 今に 及、 だので あつ こ。 

^3 昭和 四 年に 入る や、 五月 五日 南洋 航路 船 船員に して、 大阪市に 於て ぺ ス 卜と 决定 

病 封 ま したる 患者の 祌戶 市に て發 病した る 旨 通報 あり、 亞 いで 同 航路 船の 同月 十四日 申 

戶 入港 中、 曩に 大阪在 泊當時 捕獲せ る 鼠族 中よ リ有菌 鼠 を發毘 せりとの 通知 こも 

接した か、 る關 係より 推測す る 時、 病毒 は旣に 巿內に 潜入せ しゃの 疑 濃厚なる 

もの ありし を 以て、 直に 關係 者の 隔離 を實 施す ると 共に、 捕 鼠 班を增 派して 極力 f 

鼠の 勵行、 有菌 鼠の 檢索 につと め、 以て 病毒の 侵 襲 を 未然に防 止す る こと を 得. こ。 

- ついで 同 五 年に 入る や、 神戶 港に 於て は觀艦 式擧行 せらる， を 以て 特に 其 防疫 施 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  六 六プ 

- 設に萬 全 を 期し、 本縣 警察 部との 協定に 墓き、 一 昨年 來 繼續實 施せる 市內 海岸線の 

特定 區 域に 對し、 九月 六日より 十月 末日 迄 捕 鼠 班を增 派し、 鼠族の 驅 除を勵 行し、 幸 

に 無事なる を 得て 以て 引續き 昭和 八 年に 至った のであった。 惟 ふに ペスト 病 は 

大正 十 年以來 患者の 發生 全く 後を絕 つに 至りし が、 旣往の 流行 狀况 に徵 する に、 一 

^ 其 侵 襲 を 蒙 る や、 慘 害 名狀し 難き もの ある を以 て、 須 臾も豫 防 措置の 驰緩を 許さ 

ざる もの あち、 從 つて 之が 豫防 施設と して 常に 特定 區 域に 對 する 捕 鼠 作業 を繼續 

し、 殺 鼠劑を 配布す る 等嚴重 警戒 を っ^け 今に 及んだ ので ある。 されば 大正 八 年 

以降 十五 年 間、 鼠 の 買 收は年 平均 約 三十 六 萬 五 千 頭の 多き に 達 し、 其 中有菌 鼠を發 

a する こと 又 多數に 及んだ。 

猩 紅 熱 次に 猩紅熱 は 明治 三十 年傳染 病と して 指定せられ てよ リ絕 えす 其 發生を 見る 

も、 大正 八 年 乃至 昭和 八 年に 於て、 最も 少 かりし は 大正 九 年の 二十 八 人に して、 昭和 

八 年に は 二百 九 人を算 して 最も 多數の 患者 を 出した。 木 病 は 流行 續發^ 見る こ 

となき も、 常 に散發 の狀况 にあ り、 最 近 十 五箇 年間の 總 患者 數千 二百 五十 九 人中 死 

亡者 八十 三人に し て、 其 死亡率 は 六. 五 九 ％ に 過ぎ ざれ ど、 其 患者 數の 近年 增 加の 傾 

^こ ある は 憂 ふ- 乂 きで ある。 


ヂフ テリア  ヂフ テリアに 對 して は 北 里 • ベ ，1 リ ング兩 

防 治療の 途 完全に 備 はれる 現在に 於て は、 疾 

一 般 的に 累年 一 定の 軌道 を迪 るが 如き 發生 

於ても 此 例に 洩れす、 大正 八 年以來 昭和 八 年 

人， を算 し、 僅 少なが らも 年々 增 加の 傾向 を 示 

十四 年の 四十 五艿を 最高と し、 昭 和 年代に 入 

六 年の 二十  一 ％ を 最低と する も、 十 五 年間 平 

ものが ある。 これ 血清の 普及に よつ て、 初 期 

表面に 現る 、 に 至らざる に 反 し、 公 知 せらる 

者 多 く、 其 死亡率 自ら 高率 を 示す に 外ならぬ- 

赤 病 赤痢 は 古く 明治 二十 六 • 七 兩 年に 亙る 大流 

緩慢なる 發生狀 、况を 反覆 し、 爲 に其豫 防制遏 

殘 され、 尙 明治 四十 四 年 以来 赤痢に 準じて 取 

防 法改正に 依りて 赤痢に 含めて 取扱 ふこと 

大正 八 年より 同 十. 年に 至る 三年 間 は 每年四 
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氏 創製に か ヽ る血淸 

くに 剿絕 せられる ベ 

狀况を 示して ゐる。 

に 至る 間の 患者 は 

して ゐ る。 而 して 

りて 漸次 低率と な 

均 死亡率 三十  一 ％ 


輕症 にして 全治せ 

、患者 は 治療の 時 


百 

る 


行 後、 神 戶市常 在の 傳 

は 都市 衞生 上の 主要 

扱 はれ 來 りたる 疫痢 

となった。 今是 等の 

百人內 外な りし に、 同 


療法 普及し て、 豫 

き 害なる も、 而 も 

されば 祌戶 市に 

五十人 乃至 五 百 

死亡率 は 大正 ナ 

傾向 を 示 し、 昭 和 

な り、 稍.. 高率 な る 

もの 多數 ありて、 

を 失した る 重症 

染病 とし て 累年 

なる 問題と して 

は 大正 八 年の 豫 

患者 數を a る に 

十 一 年 乃至 昭和 

六 六 七 


元年の 

災 に よ 

れる を 

難き に 

赤铜が 

ら さる 

加せ し 

千 九 百 

.  年大流 

大正 四 

て 木 病 

向 を 明 

まら 

腸チフス  腸チ 

を 以て 


神 戶市史 

五 年間に 

る 避難者 

異例と す 

拘 ら す、 大 

十 年 前後 

力 力く 

が、 爾 後 毎 

人に 達せ 


行 當 時 の 


第二 辑 本 編 各說 下 

は 每年五 百 人 乃至 六 

中 の 罹病 者 七十 餘人 


る 

千 


亍 

\ィ 


年の 大流 

は 完全に 地 

示せる は、 市 

ざる を證す 

フス も 赤痢 

R 閏 し、 ft も 


0 然るに 昭和 二 年 

八 年 來の記 錄を破 

年期 を 以て 流行 を 

翌 三年に は 四百 四 

增 加の 勢 をつ、 ゾ け- 

と  する  に  至った C 

八 百 五十 五 人 を も 

時の 約 二十 五 人に 

方 病 化し、 四時 續發 

民 生活の 組織 上に 

る ものに は あら ざ 

と 同じく 消化器 性 

Is  . はしき 常 在 病と 


百 人に 

を算せ 

に 入り 

りて 八 

繰返し 

十五 人 

同 七 年 

淮 ふこ 

超え、 市 

近き 異 

の迹を 

幾多の 

る か C 

傳染病 


增 

て 


こ 

民 


爲 

ま 


す れ 


ま 

な 


こ 


と 


な り、 季 節 


し 

を 


し、 た ぐ 


め、 總數 

季 ^ 白 じ fr» 

十九 人 

る 其 週 

じ、 同 四 

千 二百 

昭和 八 

萬 人中 

る 流行 

さ る び 

の 存在 

て、 其 病 

超越し 


六 六 八 

大正 十二 年に 

六 百 五十人 を 

關係等 特殊の 

を算 する に 至 

期に 該當 せし 

年に は 七 百 四 

四十 九 人、 同 八 

年の 患者 數は 

約 二 十三 人の 

を 見た ので あ 

みなら す、 其 發 

し、 衞 生 施設 上 


は 關ぉ大 


毒 古くより 頑 

て 四時 間斷な 


超 ゆる 

原因の 

つ た。 

ものに 

十六 人 

こま 

明治 二 

患者 を 

つ た。 

生增加 

にも 尙 

強なる 

く發生 


に 至 

認め 

蓋し 

は あ 

に 增 

實 に 

十六 

出 し、 

かく 

艮 氐 

し て 


遏む ときな く從っ て 其 患者 を 赤痢 患者と 合算せば 常に 傳染 病患 者 總教の 匕 人 十 

% を 占む るの 現狀 にある。 大正 八 年 以後 十 五箇 年間の 患者 を 見る に、 大正 九 年に 

は 最も 少 くして 四百 七十 九 人な りし も、 最 も 多 か リし同 十四 年に は 千 百 六十 \ 人 

を算 し、 一箇年 平均 七 百 六十 五 人の 發生數 となって ゐる。 而 して 大正 八 年 乃至 同 

十三 年 は 年に より 多少の 消長 は 之 を 免れ ざり し も、 大 體 散在 性の 陵慢 なる 發生狀 

態 を 示せし が、 同 十四 年に 至リ 近年に 異例なる 流行 を 示した。 卽ち 同年 一月 上旬 

の 木 病沈靜 期に 於て 林田區 方面 を 最初と して 患者 續發 し、 兵 車 區及葺 合區に 局部 

的 流行 を來 したれ ば、 是 等區 域に 對し豫 防 心得 書 を 配付し、 衞生組 八 口と 協力して 豫 

防 注射の 勵 行に 努 め、 漸 次 常 態 に復歸 する を 得しが、 木 病の 最盛期た る 盛 夏. 初 秋 の 

候に は 平 穩に經 過し、 全く 不定 型の 流行 を呈 せし も、 而も 特殊の 原因の 存 する を 認 

め 得なかった のであった。 其 後 昭和 元年 乃至 同 七 年に は 累年の 定型 を 反覆した 

るに 過ぎす し て、 患 者 も 六 百 人 乃至 七 百 人に 止ま リし が、 此 間 待に 昭和 四 年 ま 一 般 

衞生 施設の 完璧 を 期す る は 固よう、 傳 染病豫 防に 關 して は 周到なる 注意 警戒 を 加 

へ、 腸チフ ス豫防 心得 書 を 印刷 配布す ると 共に、 行幸 沿道 數 箇所に 無料 豫防 注射 所 

を 開^ し、 衞 生 組合と 協力して 之が 勵 行に 努めた るの 外、 此 年 一 月 以降 五月 迄の卞 

第五 章衞 生  六 六 九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  六 七 〇 

誇 患者の 家族に 對 し、 夫 々所轄 警 察 署と戮 力、 豫 防 注射の 督勵を 期す ると ころ あり 

し た め、 幸 に 平 穩に經 過す る を 得し こと も 記錄に 値する。 ついで 同 八 年に は 大正 

十四 年 以來の 多數の 患者 續 出し 總數千 百 二十 八 人を算 して ゐる。 此 年の 祌 P ポ 

傳染 病患 者數は 最近 十五 年間に 於て 最高 記錄を 示せし が、 而も 其 中 腸チフ ス は 三 

十四 ％ を 占め、 其猖獗 なる を 知る に 足る ものが あった。 而 して 一 本 病は此 十五 年間 

の傳染 病患 者の 平均 三十 ％ を 占 め、 其 死亡率 は 平均 二十 五 ％ に 及べ る も、 槪 して 次 

第に 其 率 を 高め 来れる は 甚だ 遺憾に して、 近年 衞生 思想の 發 達に 加 ふるに 細菌 學 

^'檢 査 方法の 進 步、 豫 防 注射に よる 免疫性 賦與の 普及 等に よ  >  、當 然 患者の 著しき 

減少 を 思 はしむ る もの あるに 拘ら す、 毫 も 病勢 滅返 する あるな く、 時 に は 却って 增 

加す るが 如き 傾向 を 示す は、 畢 » 都市 衞生 施設の 根本的 缺陷 に歸 せざる を 得な い 

パラチフス 次に パ - フチフ スは 腸チフ ス に 比すれば 其發生 數は遙 かに 少數 にして、 十五 年間 

に 其 患者の 最も 多 かりし 大正 十 年と い へ ども 百 七十 人 を 越え す、 最 も少 かりし 昭 

和 人 年に は 四十 六 人に 過ぎす し て、 昭 和 三年より 漸減の 傾向 を 示 し、 其 死亡率と て 

も 同 四 年の 二十 二 入 三 ％ を最 高 と し、 同 六 年の 十. 九 四 ％ を 最低と し、 平 均 十 五 • 七 一 一 

お を 示 し、 比 較的 ffi 率なる を 見る ので ある。 


發疹チ フス 發疹 チフス は 大正時代 以前に は 稍， 流行 を 見し こと ありし も、 最 近に ありて は 全 

く 其 發生を 見 ざり しに 拘ら す、 昭 和 八 年 五月 八日に 至りて 突然 古湊通  一 丁目に 一 

人の 患者 を 出し たれ ば、 直 に 完全なる 消毒 方法 を 施行す ると 共 に、 同 居 人 其 他 八 人 

を 和 田 岬撿疫 所內に 隔離 し、 同 時に 患 家 隣接 家屋 居住者 七十 一 人 を 自宅 隔離と せ 

しに、 越えて 十月 二十 七日 三宫町  一 丁目に 又もや 一 人の 患者 を 出 し、 防 疫 方法 を講 

せ し が、 爾 後 幸に して 無事なる を 得た のであった。 

傳、 睐病§ 者 以上の 法定 傳染 病に つきて 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間の 患者 總數を 年 

と 罹 痫及死 

亡 率  次 別に 觀 察する に、 大正 八 年に は 痘瘡 及 流行 性 腦脊髓 膜 炎の 大 流行に より 患者 總 

數 三千 二百 八十 四 人を算 せし が、 翌 九 年に は 千 八 百 五十 三人に 減じ、 爾後 昭和 三年 

に 至る 間 は 千 四百 人 乃至 千 九 百 人な りし が、 同 四 年 二 千 人 を 超えて より 同 七 年 ま 

で は 其 狀勢を つ く け、 同 八 年に 至リて 三千 七 百 八十 九 人なる 最高 記 錄を示 し、 其 中 

消化器 系傳染 病に よる もの 實に其 八十  一 ％ を 占めたる は 注， 意 すべき 現象で あつ 

た。 叉 平均 一 箇 年の 患者 數はニ 千 七 百 三十 四 人に して、 其 中 平均 死亡 數は七 百 人、 

卽ち 平均 死亡率 は 三十 子 八 ％ を 示す も、 昭 和 七 年の 如き は 四十 三. 五 ％ にも 達 し、 大 

正 九 年 及 昭和 八 年に は 何れも 四十 ％ を 超 え、 最 も 低き 昭和 三年に は 二十 五 ％ に 過 
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. ぎなかった。 而 して 人口 一  萬に 對 する 罹病 率の 最も 少 かりし は 大正 十 一 年の 二 

十一 人な リし も、 同 八 年に は 五十二 人の 多き を算 へ、 昭和 八 年の 四十 五 人 之に 次ぎ、 

其 他の 年に も尙 二十 五 人 乃至 三十 人を算 して ゐる。 

傳染 病患 者 次に 傳染 病患 者 を 病 類別と して 見る に、 赤 痢 反 陽チフ ス の增加 最も 著し く、 大 正 

と 比率 

八 年 四百 五十人な りし 赤 痢、 七 百 四十 五 人な りし 腸チ フ ス は、 十 五 年後の 昭和 八 年 

に は、 前 者 は 千 八 百 九十 九 人、 後 者 は 千 百 二十 八 人を算 へし も、 パ -フ チフス は 却り て 

減少して 百 十三 人より 四十 六 人と なって ゐる。 デフ テリア 及 猩紅熱 も 共に 增加 

. . し、 同 一 期間に 前者 は 百 七十 八 人より 四百 九十 一 人、 後 者 は 四十 七 人より 二百 九 人 

ノ  となりし が、 痘瘡 及 流行 性 腦脊髓 膜 炎 は 年々 減少 を • 示し、 コ レ ラ は 大正 八. 九 年の 流 

行 以来 殆ど 發生を 見す 、。へ スト も 亦 近年 は 全く 終熄 し、 發 疹チフ ス に 至って は 大正 

八 年以來 昭和 八 年に 十一 人 を 出せる のみであった。 次に 十五 年間の 死亡率の 平 

均に ありて は、 コ レラ 最も 高く して 五十 六. 九 ％ に 達 し、 流 行 性 腦脊髓 膜 炎 は 五十六. 

二  ％、。 へ スト は 五十 ％ にして 之に 次 ぎ、 赤 痢 は 四十 三 ％、 痘 瘡は 三十 二. 三 ％、 デ フ テリ 

ァは 三十 一入 ％、 腸 チフ スは 二十 五. 四 ％ の 順列 をな して 各 之に 次 ぎ 、狸 紅 熱 は 六. 六 

% にして 最も 低率で ある。 又 患者 總數 に對 する 割合 は 勝 チフス 三十 五 入 ％、 赤 痢 


三 十 四. 六 ％ パ ラ チフス 四. 七 ％ にし て、 是 等 消化器 系 傳染 病の みに て 七十 I 二  \ 。を 

占め、 爾餘の デフ テリア は 十 一. 七 ％、 痘瘡 四. 五 ％、® 紅 熱 三. 九 ％ 、流行 性 腦脊髓 膜 炎 二， 

四 ％、 コ レ- フニ  ニー  ％ にして、 ぺ ストの 如き は 〇•〇  一 ％ に 過ぎぬ。 

f§l 感冒 法定 傳染 病に あらざる も 流行性感冒. ト - フホ， ム. 肺結核の 如き は、 特殊なる 專染 

病と して、 其狀、 况幷に 施設 を 記述す るの 要が ある。 嘗て 大正 七 年 僚 原の 勢 を 以て 

全國を 風靡した る 流行 性 I 冒の 災厄 は、 神戶 市に ありても 免る 、能 はす、 遂に 未 曾 

有の 慘狀を 現出した る も、 幸に して 其年歲 末に 至リて 病勢 著しく 衰へ 以て 翌八年 

に 入った のであった。 然るに 年初 以来 殆ど 其 憂患 を脫 し、 爾後 平静 を持續 せし も、 

十二月 中旬に 至り 全國 各地 殊に 兵營 等に 於け る大 流行の 狀况 一 度傳 へらる 、 に 

及び、 前年の 疫禍に 鑑み 警戒 を嚴 にし、 豫防 心得 書を衞 生 組合に 配付して  一 S の 注 

意 を 促す 處ぁリ しも、 而も 其滔々 たる 病勢 は 之 を 阻止し 難く、 遂に 歲晚 に^みて 俄 

然其侵 襲 を 蒙リ、 忽ちに して 全市に 蔓延し、 急激なる 病勢に ょリて 死亡 相亞 ぎ、 前途 

測るべからざる ものが あった。 かくて 同 九 年に 入る も 病勢 尙 猛烈に して、 死亡者 

を 出す こと 多き 日に は 百 五十六 人を算 し、 其慘狀 見る に堪 へざリ しも、 一 月 上旬 を 

過ぎて 矿勢 漸く 衰へ、 二月に 入りて 全く 平静に 復歸 する を 得た のであった。 かく 
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て 大正 八 年に は 患者 一 萬 八 千 人、 死 亡 千 四百 五十人、 同 九 年に は 患者 約 五 萬  <  死 亡 

. 三千 四百 五十人 を算 した。 か、 る大 流行に 際し、 前年の 疫禍に 鑑み 豫め備 ふる 處 

ありし のみなら す、 病 勢の 萠芽 未だ 甚だしから ざるに 先 だち て、 祌戶巿 は 市 醫師會 

と 協議 し、 本 市より 材料 を 供給 し 、市 內 開業 醫に囑 し 實費を 以て 豫防 注射の 需 めに 

. 應 せしめた る 外、 救 護 班 數班を 組織 し、 貧 困に して 醫藥 の資 なき 罹病 者に 對 する 救 

療及豫 防 注射 をも實 施した。 又 火葬場に 對 しても 前年の 困難に 鑑 み、^ 態 已むを 

得 ざ る 狀 態 なりと し て、 晝 夜 兼行して 火葬 を 行 はしむ るの 應急處 置に 出で し 外、 原 

始 的なる 野燒 をも决 行せ し め、 よ つて 以て 前年の 如く 屍 儷 山積の 窮狀を 免れ 得た 

るが 如き も、 此 慘狀 を反證 する ものに 外ならぬ。 而 して 是等 患者 數は 統計に は 之 

を 表せる も、 其 數字は 病狀の 明確なる もの 、 みに つきて 調査 計上せ る もの なれば、 

事實は 之より 遙 かに 多 かるべ く、 其 死亡 は 急性 肺炎 を續發 したる 者に 多き は 疑 は 

ざ る も、 前 年の 流行に 比 し、 患 者少 きに 拘らす 死亡者の 多 かりし は 注意す ベ く、 爾 後 

§ 口和 八 年^ J こま 局部 的に 卞脔の 流行 を專 へらる 、 も、 單 なる 感冒と 混同せ る もの 

鲁 

も ありて、 其 後の 流行 は記錄 せらる、 までに は 至らなかった。 

itij ム 种戶 市の トラ ホ ー ム豫防 事業と して 宇治野 町及番 町の 二箇所に 治療 所 を 設け 


たる は 明治 十四 年 二月に して、 爾來 久しく 此 制度に ょリ 治療 を繼鑌 せし も、 而も 

事業の 根柢に 於て 徹底し 難き 憾ず しのみ なら i 種の， に 制せられて 未だ 

豫 期の 成果 を擧 ぐるに は 至らなかった C 然るに 大正 八 年 法律 第二 七 號を 以て ト 

ラ ホ I ム豫 防法發 布せられ、 之に ょリて 患者 は必す 醫師の 治療 を受 くる を 要する 

ことと？、 同時に 其 治療の 途 なき 貧困 者に 對 して は 市に 於て 救療 する の 義務 を 

規定せられ たれば、 神戶 市と しても 事業の 上に 一 層 徹底的 施設の 必要 を 見る こと 

となった 而も 財政 上の 都合に ようて 遽に著 手 せらる、 に 至らす、 新く 同 十二 年 

六月 從來の 柬西 二箇所 を根據 として、 新に 木市暮 の 診療所 を 開設し 、専任 I 事 

務員 • 看護婦 を 置き、 右 區域內 住民 は 素よ リ廣 く 一  般の 貧困 患者の 救 f も 實施 し、 

1 面に は吿 諭を發 して 市民の 注意 を 促せし に、 幸に して 治療 患者 數の 激增を 致し、 

豫 期の 成果 を擧 ぐる を 得た のであった。 而 して 東部 診療所 は 之 を 楠 町 八丁 目窖 

照靑年 會館內 に、 西部 診療所 は 之 を 四 番町四 丁目 所在 民有 家屋 を 賃借 開設して 今 

に 及びし が、 其 治療 患者 數 大正 十二 年に は 平均 一 日 約 百 五十人 內外 なりし も、 昭和 

ノ 年に は 四百 三十 人と なリ、 漸次 利用者 を增 加す るに 至った。 

^病 率 柬，两 診療所 開 所以 來 十一 年間の 患者 治療 成糗を 見る に、 患者の 病症 別 割ん 口 はき 
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症 二十 二. 四 〇％、 輕症 四十 五 丄ハニ ％、 疑似 症 十九 二 〇， 其 他 十二 入 八お に し て、 輕症 

は 數の約 半 ば を 占 め、 ま た 患者 總數 に對 する 男女の 割合に ありて 女 は 六十 六 ％ 

を算 し、 略， 男の 二倍に 當れる は、 男子の 晝間勞 働の ため 大部分 不在に して、 重症 又は 

急 生なら ざる 限り は 治療 を受 くる 者少 く、 爲に 家庭に ある 婦女 子. 老 人に 偏す る は 

明かで ある。 叉 一箇年 平均 患者 總數 四千 二百 人の 中、 全治 は 十四 ％ に 當り、 略 治 三 

十 ，治 療 休止 其 他 三 十 三 ％、 治 療 中二 十三 ％ の 割合 を 示 し、 治 療の 困難なる を證す 

る。 更に 神戶 市に 於け る トラ ホ ー ムの 蔓延 程度 は 之 を 明かに する 統計 を缺 くも、 

假 りに 各階 級 を 網羅せ る 小 學校兒 蓳幷壯 丁の 各 トラ ホ ー ム 患者の 統計に つきて 

其大 體を觀 るに、 先 づ學董 トラ ホ ー ム 罹病 率 は 大正 十三 年 以前 は 十五 ％內 外な り 

しが、 同 十四 年 以降 は 約 三 ％ の 減少 を 示して 今に 至った。 而 して 肚丁 トラ ホ ー ム 

^者 二 ありて は 大正 九 年に は 百 人中 二十 三人なる 高率 を 示せし も、 爾 後 十三 人內 

もこ ま 少し、 同 十四 年 以後に は 更に 五 人 を 減 じ、 昭 和 三. 四 年に 至り 僅かに 四 人と な 

リ、 最も 多 かりし 十 年 前に 比し その 約 三分 一 に滅少 せし に、 同 五 年に は 前年の 約 四 

咅 こ敫增 して 大正 九 年に 次ぐ に 至った。 併しながら 豫防 治療の 思想の 普及と、 學 

董時义 より 學校衞 生に 於て 豫防 治療 を勵 行せられ 來り たると は、 壯 丁に 好影響 を 


及ぼし、 依って 以て トー フホ ー ム 罹患率 は 漸次 滅 返の 傾向に ある を 知る ので ある c 

^11 と 治 肺結核 も 亦 困難なる 疾病の 一 として、 之が 治療 豫 防に 惱 める ものなる こと 言 を 

俟 たぬ。 神戶 市に 於て 一 箇 年の 總 死亡 數約 一 萬 五 千 人中、 肺結核に よる 死亡者 ま 

一 割 を 超 ゆる を 常態と 見る。 今 假リに 肺結核 患者 十 人中 死亡 一 人 あう とする 通 

說 によれば、 木 市に は 一 萬 五 千 人 以上の 患者 あう と 見ら るべき も、 而も 幾多の 都ぽ 

生活の 弱點 を合考 すれば、 實 際の 患者 はな ほ遙 かに 多數 なう と 想 察せら る。 木 病 

の豫 防に つきて は、 先に 大正 三年 三月 發 布の 法律に 基き、 內務 大臣の 命令に よう * 

戶 市立 屯田 療養所 を 設置し、 ついで 同 八 年 三月 其範 圍を擴 張して 新に^ 核豫防 法 

. 公布せられ たれば、 療養所 は 之よ リ 主として 療養の 途 なき 肺結核 叉 は 喉頭^ 核 串〕 

者 を 隔離 收容 して 危險 なる 病毒の 傳播 を 防ぎ、 ようて 以て 他の 健康なる 市民の 安 

寧 を 保持し、 且つ 患者に 對 して は 最善の 治療と 慰安と を與 ふる 使命 を 持つ こ 至つ 

たの であった。 

I 露 亡 神 戶巿に 於け る 大正 十 年 乃至 昭和 七 年の 十二 年間の 肺結核 死亡者 は 年 を逐ひ 

漸增 して 千 四百 人より 千 七 百 人と なリ、 總 死亡 百に 對 して は 十 ％ ょリ 十二  ％ に增 

率 を 見る も 、人 口 千に 對 する 'こ 至，^  C ま.^.^. フ 3  fi  ： - . 

〜も1スょ^〜^ぅて"比較的固定してニニ 七 人 內外を 一 進 
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る現狀 にある。 而 して 木 病患 者の 人口に 對 する 割合 幷に總 死亡に 對 する 

割合につ き 六 大都市 を 比較す るに、 名古屋 市の 殊に 最も 低率なる に 反し、 大體に 於 

て祌戶 市の 最も 高率 を 示す を 見る は 遺憾と せら る。 惟 ふに 木 市の 活潑 なる 開港 

都 はとし て、 其 V コ 構成 上、 活 動 期の 靑壯 年の 占む る 割合 甚だ 多き こと も 其 基礎的 

條件 をな せる のみなら す、 一面に は須 磨の 如き 最も 有名なる 保養地に して 而も 專 

丙院の 存在す る 名勝 地 を 抱擁せ る は、 他 地方より 多數の 療養 者 を招來 する こと 

となり、 遂に 其 死亡率 をして 高から しめしに は あらざる なき か 

癩有こ J して は 法律の 規定に より、 醫師 よりの 屆出 又は 行政官 廳の 救護 或は 發 

a せられた る 公知の 癩 患者 等の 數 字に 侬 るの 外、 之 を 知るべき 方法な しと せらる ハ 

J れ ども 本病ュ ft 會ー 役に 嫌忌 排斥す る こと 甚だし く、 患 者 も 亦 羞恥の 念に 驅ら 

1 て 極端に 隠蔽す るの 結 果、 容 易に 隱れて 現れざる も あるべ く、 從 つて 其實數 をお 

り 難き も、 大正 八 年 以後の 祌戶市 統計に よれば、 本 市 在住 患者 數は 毎年 十 人 以內に 

して、 昭和 六 年に は 二十 三人の 多き を算 して ゐる。 而 して 本 病患 者に して 浮浪 徘 

回す る 者の 中、 警 察 官の發 見せる 場合に は神戶 市に 引渡し、 市に 於て 之 を 救護し、 原 

籍を 調査し、 若し 引取人 あらざる とき は 之 を 外 島 保養院に 送致す る ことと なって 


ゐる。 而 して 是等 浮浪者が 癩に關 する 法律 實施後 二十 餘年 を經 て、 今尙其 跡を絕 

たす して、 大正 九 年の 如き は 百 四 人を算 へ、 其 後 大いに 減少せ る も、 こ れ木 市が 大都 

市に して 療養所に 接近せ る關係 上、 或 は 乞食と し て、 或 は 療養所に 收容 せらる 、 こ 

と を 目的と し、 他 府 縣ょリ 陸續來 集す るが 爲 なりと 解 せらる。 彼の 大正 九 年に 特 

に 浮浪者 數多 かりし は 各 警察署に 於て 一 齊に撿 束を勵 行して 癩病 狩 を 行 ひしに 

よる ものな りし が、 浮 浪者滅 少も亦 木 病の 傳播を 防ぐ の 一 方法で あらう。 

ill と 1 狂犬病の 神戶 市に 始めて 發生 せる 記錄は 明治 三十 七 年に ぁリ、 同 三十 八 年尙流 

行 し、 大 正 二 年 以降 每年其 發生を 見し も、 病 勢 は 極めて 微々 たる ものであった。 然 

るに 同 十 年 一 月に 至り 狂犬 一 頭を發 見した る を 最初と し て、 月 を逐 ひて 漸增 し、 四 

月に は激增 して 五十 五頭 を算 し、 五 月に は 更に 五十八 頭に 上 り、 爾 後 漸く 減少せ し 

も、 十 二月 末 迄の 累計 は. 二百 三十 八 頭に 達する 未曾有の 流行 を來 した。 か、 る 流 

行に 對 する 豫防 施設と して は、 從 來實 行せ る 野犬 狩 を 大規模に 勵 行して 五 千餘頭 

を 捕獲 し、 尙 始め て 飼犬に 對 する 豫防 注射 を も 實施 し、 其數 四月 中旬 乃 至 六月 中旬 

に 約 七 千 九 百 頭に 施行 し、 極 めて 良好なる 成 糗を收 めた。 また 狂犬 被 咬 者に は豫 

防 注射 を 行 ひ、 更 に 同年 中 開催せ る 兒董衞 生 博 覽會を 利用し て、 狂 犬 病に 關 する 圖 
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畫. 模 型. 標 木. 統 計 類 を 陳列 觀覽に 供 し、 或 は 常設 活動 寫眞 館に 於て は豫防 映畫を 映 

寫 し、 或 は豫防 心得 書 「ポ ス タ 1」 を 揭 示 し、 自 動 車 宣傳を 行 ふ 等豫防 注意 を 喚起す る 

に努 むる ところがあった。 . 

狂犬^: の 流 か、 る 諸種の 豫防 施設の 勵 行は大 流行 を 以上の 程度に 阻止す ると 同時に、 翌十 

一 了 

一 年の 木 病 病勢 をして 頓に衰 へしめ 得た る も、 而 も 病毒 を 剿滅す る に は 至ら さり 

けん、 越えて 翌 十二 年に は 再び 大 流行 を 反覆し、 狂犬 總數 二百 頭、 恐水病 患者 十二 人 

を 出す に 至り たれば、 犬 及 被 咬傷 者の 豫防注 射、 野 犬 捕獲 を嚴 重に 勵 行せ しも、 病勢 

は 毫 も 緩ま す、 同 十三 年に 入る も 尙繼續 流行 し、 更 に 同 十四 年に は 未曾有の 大 流行 

を來 すに 至った ので ある。 かくて 豫 防の 局に ある 者 をして 奔命に 疲れし め、 病 勢 

の 前途 測る 可らざる を 思 はしめ たる も、 此 年 病勢 漸く 衰退の 兆 を 表 し、 爾 後 逐年 激 

減 し、 遂 に 殆ど 終熄の 狀 態となる に 至った。 此三 年間に 亙る 病勢に 關 する 數字を 

左に 表示し て、 其 病毒 蔓延の 深刻 濃厚な りし を ffi ぶの 料と する。 
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性病 罹病 率 性病の 蔓延 も 亦 看過す ベ から 

其 實勢は 資料 不足して 之 を闡明 

中の 黴 毒. 淋 病の 患者 數 と、 徵 兵 撿 

妓の 健康 診斷の 結果 をも參 酌し 

醫師施 治 患者 中の 人口 千に 對す 

ょリ 十七 < 大正 十一 年 乃至 同 十三 年に は 十一 人よ リ十 三人、 大正 十四 年 乃至 昭和 

三年に は 十六 人より 二十 一 人、 昭和 四 年 乃至 同 七 年に は 九 人よう 十三 人と なれる 

に徵 すれば、 病勢 は 三年 若しくは 四 年 を 一時期と して 消長 ある を 知るべく、 而 ) て 

此期 間中 最も 患者の 多 か リしは 昭和 三年の 二十 一三 四 人 (患 奢數 一 萬 四千 百 五十 

八 人) に し て、 最 も 低率な うし は 昭和 七 年の 九. 五六 人 (同 七 千 九 百 九十 九 人) であった。 

次に 淋病の 人口 千に 對 する 罹病 率 は、 大正 八. 九 • 十 の 三年 間の 統計 は 之を缺 くも、 大 

2 十一 年 乃至 十三 年 は 九 人よ リ 十五 人の 割合な りし も、 大 正 十四 年 乃至 昭^ 四 fe" 
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さる 衞生 上の 主耍 事項な りと 雖、 神 戶 市に 於け る 

し 得ざる 憾が ある。 今假 りに 木 市 醫師施 治 患者 

査に 際して 發 見され たる 肚 丁の 罹患 者數 幷こ昌 

て該 病の 一 班を觀 察する ことと する。 卽ち 先-， つ 

る 黴毒 罹病 率 は 大正 八 年 乃至 同 十 年に は 十五ん 
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. は 二十 二人より 二十 八 人に 激增 し、 昭和 五 年に は 三十 一 人、 同 六 年に は 三十 四 人な 

る 未曾有の 高率 を 示す に 至った。 而 して 黴毒の 罹病 率の グラフ は波狀 をな す を 

見る も、 淋病の 場合 は 之に 反し、 年を逐 ひて 上昇の 一 路を迪 れるは 注目に 値する 事. 

實 なる も、 黴毒に 比すれば 概ね 患者 少 く、 其 患者 總數の 最も 多 かりし は 昭和 六 年の 

. 三十 三. 九 五 人、 總數 一 萬 六 千 百 六十 一 人に して、 大正 十一 年に は 最も 少く 九. 四 一 人、 

六 千 二百 十七 人であった。 

性病 統計の 今壯 丁の 病 &者を 撿査壯 丁に 對 する 百分比に より-て 觀 察する に^  { 一進 一 

反對 現象  ， 

返 を 示 し、 其 病勢の 傾向 は此 統計の みに て は遽に 斷定し 難き も 最も 高率 を 示せる 

大正 十四 年に は肚丁 三千 五 百 四十 六 人に 對しニ 入 四 ％ にして、 最も 低率な りし 昭 

和 四 年に は壯丁 三千 三百 十四 人に 對し 〇• 九 四お を 示して ゐる C 尙市內 二 遊廓 の 

昌 妓に對 する 健康 診斷に 於け る 受診 人 百に 對 する 有毒 比例に よれば、 大正 八き に 

於け る マ 八 ％ は 年を逐 うて 增 加し、 同 十二 年に は 二. 七 ％ の 最高 率と なり、 翌 十三 年 

に ま ニニ 艿に 降え 昭和 五 年に は 一. 六 ％ の 最低 率 を 示し、 爾後 も 大勢 漸減の 傾向に 

ありと 言 ひ 得る の であった。 然しながら 醫師施 治 患者の 黴毒. 淋病の 合計 卽ち性 

病全體 として は、 其 罹病 率 寧ろ 增 加の 傾向に ありと いふ を 得べ く、 從 つてよ 二つの 


反 S 傾向に よりて、 實際上 娼妓の 罹病 率 は 更に 幾何 かの 割增を 要する ものなる ベ 

く、 或は 叉 娼妓に 對す るが 如く 法律の 規定に よる 定期的 健康 診斷の 制度な く i つ 

有毒 率 高き 密賣淫 者 比較的 多く 存在し、 其 間 蔓延の 媒介 をな すに は あらざる かと 

臆斷 せらる、 ので ある。 

流行 性腦炎 嗜眠 性 を特徵 とする 一 種の 腦症 狀を呈 する 所謂 流行 性腦 炎の 神戶 市に 始めて 

流行せ る は 大正 十三 年 八月に して、 木 病 は 先づ香 川. 德島 地方に 發 生し、 爾後 日を逐 

ひて 各地 方に 急速に 蔓延 し、 僅 々三 箇月 間に 大 分.宮 崎. 沖繩三 縣を 除け る 一 道 三 【付 

四十 縣に及 び、 其 患者 六 千 九百餘 人、 死 者 四千 九 百 人に 達した のであった。 ^中 兵 

庫 縣は其 發生數 に 於て 全國の 第二 位 を 占 め、 尼 崎 市 を 除く 縣下各 郡 市に 發生 し、 S 

者 總數八 百 二十 餘人 を算 し、 神 戶市 にも 八月 下旬に 遂に 其 發生を 見る に 至， CN し：^、 

幸に して 病勢 猖獗を 極む るに 至らす、 二 箇月 餘の 間に 患者 三十 二人、 死亡 十八 人 を 

出して 其 終熄 を吿 げたので あった。 而 して 木病豫 防に 關し， て は、 政府の 通^に 侬 

り 法定 傳染 病に 準じ て、 患 者の 隔離と 患 家の 消毒 方法 を 施行した。 

神戶 市に 於て は 市內診 定傳染 病患 者 は 市立 傳染 病院た る 東 山 病院に 收容 する 

を 原 節と し、 唯 兵 庫 縣ょリ 完全なる 隔離 病舍を 有すと 認定せられ たる 縣立， 戶^; 
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院. 天 e 病 院. 森 鼻 病 院 金 紡 病 院. 萬 國 病 院. 東 明 病院 等の 六 病院に 限りて 傳论 病忠ネ 

を 收容し 得る ことと すれ ど、 コ レ -フ. 。へ ス ト. 痘 寧 流 行 性 腦脊髓 膜 炎. 發 疮 チフス 患者 

に 限りて は必す 東 山 病院に 收容 する ことと なれる を以 て、 柬 山 病院の 患者 收容率 

は 常に 市內總 患者の 八十 五 ％ 乃至 九十 五 ％ を 占む る 情況で ある。 

患者の 發生 傳染. IW: 串3 者發 生の 屆出 ある や、 防 疫係 吏員 は 直に 患 家に 赴 き、 傳 染 系 統、 患 者の 病 

と豫防 措置 

狀、 發病 前後に 於け る 患者 及 家族の 動態 等 を 調査し、 叉 患 家 及 附近 住民の 生活 狀况、 

衞生狀 態 を 視 察 し、 直 に 輸送 自動車 を 以て 患者 を柬山 病院 其 他に 收容 すると 共に 

完全なる 消毒 を 施行 し、 家 族に 對し豫 防 上の 注意事項 を 指示す る も、 コ レ -フ. 。へ ス ト. 

痘瘡 等 特殊 傳染 病患 者の 發生 せる 場合 は、 患 家 同居人 及 附近 住民の 健康 診 斷幷に 

檢便を も 行 ひ、 叉 豫防 注射 を 行 ひ、 內 服 ワクチン を 服用せ し め、 或 は 種痘 を 受けし め 

以て 慎重なる 豫防 措置 を實 施す る。 又 患者 輸送に 關 して は 大正 元年より 同 七 年 

まで は晃： |r "二^車 を 運搬 車 として 使用せ し も、 こ れ のみ を 以てして は 動もすれば 

K 活を缺 き、 特 に大 流行に 會 して は 機宜 を 失する の憾 ありした め、 同 八 年 一 月に は 

寢臺付 自動車 を 購入 使用す る に 至 リ、 爲 に收容 上の 利便 を增す こと 多 かりし 力 、お 

翌九年 コ レ ラの 未曾有の 大 流行に 際 し、 痛 切に 自動車 設備 充實の 必要 を認 め、 新 に 


ニ臺を 増設した のであった。 

I 係 者の 隔 豫防 防疫 上 患者 は 素よ リ之を 隔離す るの 外、 法令 は 病毒に 汚染した る 疑 ある 者 

• の 隔離 を も 規定せ る を 以て、 患者と 起臥 飲食 を 共に したる 者、 看護 其 他の ため 患者 

に接觸 したる 者、 患 家と 密接なる 交通 關係 ぁリ たる 者、 井 戶 •§ を 共用した る 者 等 ま、 

. 消毒 方法 施行の 終リ たる 時より 起算し、 ぺ ス トは 十日 以內、 コ レ ラは 五日 以內、 發 « 

チ フ スは 十四日 以內の 間 其 健康状態 を觀 察し、 同時に 發病 前後の 病毒の 散漫 を 防 

止す るた め 隔離 所に 收容 する ことにな つて ゐる。 神戶 市に 於け る コレラの^ 毒 

關係者 隔離 は 大正 八. 九. 十 四 年 及 昭和 四. 六 • 七 年に 各 實 施せられ しが、 就中 大正 九 年 

の大 流行 時には 六月 七日 乃至 十月 十九 日に 隔離 人員 五 千 六 百 人、 隔離 延人員 一 萬 

八 千 人を算 し、 保菌者 百 十八 人、 發病者 七十 一 人の 數を 示し、 此 隔離 人員 中 特に 保菌 

者 多ぐ、 且つ 發病者 を も 出せる は、 豫防上 隔離の 意義 ある こと を證 して ゐる。 ぺ ス 

トの關 係 者 隔離 は 大正 八. 十 年 及 昭和 四 年に 於て 之 を 行ひレ が、 昭和 四 年に は 五月 . 

九日 乃至 二十 六日に 隔離 人員 百 二十 三人、 延人員 千 二百 三十 人を算 したる も、 此隔 

離の 場合 は 各 年 發病者 を 見す して 終つ てゐ る。 

市の 隔離 所 神戶 市の 隔離 所 は從來 兵車 縣 有の 和 田 岬 隔離 所 をば 縣丄巾 の 共用と なし 来りし 
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が、 大 正 十三 年 十二月 縣會 の决議 を經て 無償 を 以て 其 建物の みは 之 を 市に 讓 受け 

し も、 敷 池は大 i 省 所管 官有 地に し て、 同 十四 年 十月 大蔵省の 之 を税關 撿疫所 敷地 

に 編入す る や、 市 は祌 戶税關 と交涉 し、 總 坪 數約ニ 千 二百 坪 を 向後 十箇 年間 無料 を 

以て 使用す る ことの 承認 を 得て 今に 至った C 而 して 此 隔離 所 は 和 田 岬の 突端に 

あ り て、 束 南 は 海岸に 臨 み、 四 楝六 十四 室 ありて 五 百 十二 人の 收容カ を 有 し、 消 毒 機 

關 室. 浴 室を備 ふる も、 平 素 使用せ ざる 場合 は 閉鎖して 番人 を g くの みなれ ど、 一 旦 

緊急の 必要に 會 したる とき は、 直 に 吏 員 .醫 師. 看 護 婦. 消 毒 夫. 火 夫 等の 從事員 を 配備 

して 之に 應 じ、 尙 隔離 人の 輸送 は 大正 九 年 市會の 議决を 經、 地 域 及 人員の 關 係を斟 

酌 し、 臨 時に 發 動機 船 又は 自動車 を 借 入れて 以て 之に 當る ことと なりて 今に 及ん 

だので ある。 

消毒と 細菌 專 染病豫 防^ 毒に 從 事せ しむる ために 祌戶市 は 吏員 一 人、 消 毒 夫 二 人、 運 轉 手 一 

検査 

人より 成る 常時 消毒 班 を 置 き、 患 者 發生其 他 必要の 場合 は、 晝 夜 遠近の 別な く 出^ 

して 患 家の 消毒 を實 施し、 大 流行の 際 は 其 時の 狀 勢に 從 ひて 之を增 置す る ことと 

し、 以て 遺憾な きを 期し、 而 して 患者 輸送 及 患 家 消毒 等の 事務 は 之 を 衞生課 防疫 係 

の 管掌と なし、 汚染 物件の 消毒 は 東 山 病院に 於て 施行して ゐる C 而 して 法定 傳染 


病 病原菌の 檢明 は、 之に 依りて 各種 傳染 病の 病毒の 性 狀. 所在. 傳染 系路. 侵入 門等閜 

明せられ、 踵いで 豫防 治療 上に 光明 を齎 し、 よりて 以て 豫防 事業の 上に 寄與 する こ 

と 甚だ 大 なる もの あれば 、市立 衞 生試驗 所に 於て は 特に 公共 豫防 上の 見地よう 無 

料と して 廣く 一般に 利用の 途を拓 いて ゐ る。 

00 健康 保菌者 は 病毒 傳染の 源と して、 或る 意味に 於て は 寧ろ 患者 以上の 危險性 を 

有する ものなる を 以て、 之が 檢索は 病毒の 蔓延 防止 上に 大功が ある。 されば 大正 

八. 力. 十 四 年の コ レ ラ 流行 時の 如き、 之に ょジて 病勢 防遏に 多大の 良 果を收 めた 1 

ば、 巿は 常に 之が 檢査に 努めつ、 ある C 叉 死 體撿案 制度 は ペスト 豫防上 創始 せら 

れ たる ものにして、 現在に 於て は 一般法 定傳 染病豫 防の 見地よ え 市の 専門 技師 を 

して、 法定 傳染 病の 症狀に 類似の 死因 を 有する 死亡者に 對 して 檢 案を實 施し 來り 

しが プ正八 年より 昭和 八 年に 至る 十五 年間に 於て、 一 年 平均 男 六 千 六百餘 人、 女 六 

千餘 人の 死 體を檢 案し、 以て 間接に 豫 防に 貢 獻 せる ものが あ， る C 

豫防 注射 傳 染病豫 防に 最も 有效 なる 豫防 注射、 特に コ レ -フ. 腸チフ ス 等の 豫防 注射 ま、， 一口 

巿 にあ リても 早くよ リ實 施し 來リ、 殊に コ レラ 病原 地た る 支那. 印度 方面と は 密接 

なる 交通 關係を 有する を 以て、 彼 地の 流行 狀 勢に は 不斷の 注意 を拂 ひ、 病毒 侵 襲の 
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兆 ある 時 は 直に 全市 數 箇所. に豫防 注射 場 を 設け、 主として 海上 生活 關係者 • 其 家族 

幷 にー货 希望者の ために 豫防 注射 を實 施せる のみなら す、 大正 十四 年 腸チフスの 

流  一 了き こ 於ても、 衞生 組合と 協力して 豫防 注射の 勵 行に 努め 來 つたので あった。 

痘 祌戶 市に 於け る 第一 期 種痘の 施行 方法と して は、 勸誘 又は 宣傳 により、 囑託醫 を 

して 各區に 於て 之を實 施し 來り、 要 種痘 者 名簿 調製 を 前提と する 現行法規の 制度 

と 全く 異る 過程 をと る もの なれ ど、 第二 期 種痘 は 普通 小 學兒董 に 對し之 を 施行す 

る ことと し、 各小學 校に 於て 調査 作成せ る 名簿に 墓き、 各區に 於て 之 を 施行して ゐ 

る。 尙 種痘 は 從來衞 生 課の 管す ると ころな りしが、 昭和 六 年 九 H 區 役所 設置と 同 

時に 各區 長に 其 事務 を 委任して 今に 及びし が、 若し 痘瘡 發 生し、 或は 蔓延の 兆 ある 

ときには、 必要と 認 むる 區 域の 全住民に 對し、 法律に 基き て 強制的に 臨時 種痘 を 施 

■,■ 行す る ものなる が、 其數 大正 八 年の 如き 大 流行 時には 實に 三十 五 萬 人を算 し、 同 九 

年に は 四 萬 人、 同 十 年に は 二 萬 人に、 同 十三 年に は  一 ■ 萬 人に、 昭和 三年に は 二 萬 人、 同 

七 年に は. 六 萬 人の 多き に對 し、 夫 々强制 臨時 種痘 を 行 ひ、 以て 顯 著なる 效果 を收め 

たのであった。 

a 海外 諸 港と 最も 密接なる 關係 ある 祌戶港 は、 ぺ ス ト病竈 地た る 印度. 南洋 方面よ 


り 輸入す る棉 花 .米， 麻 等 多量に 及 び、 從 つて 有 菌鼠も 貨物と 共に 輸入 せらる 、 こと 

多く、 か ゝ る 場合 其 病 鼠 は 忽ち 陸上の 鼠族に 病毒 を傳染 して、 內地 流行の 發足點 と 

なる を以 て、 除 鼠 は ペスト 豫防上 最も 主要な，^ とせられて ゐる。 されば 市 は 捕 鼠 

人夫 を 常置し、 又 殺鼠劑 配布 班 を 常設し て、 市 內 海岸線 特定 地域 內に 於け る驅 鼠に 

盡カ すると 共に 二 般 公衆より 一 匹 三 錢、 流 行 時には 之 を 五錢を 以て、 時には 昭和 八 

年の 如き ニ錢の 割合にて 鼠 を 買 上 げ、 之 を 兵庫縣 細菌 室に 送致して 菌の 有無 を撿 

查 し、 更 に衞生 組合 等に 對 して 實費を 以て 殺 鼠劑を 頒布す る 等、 大 いに 鼠の 驅 除に 

努めて ゐる。 今 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間の 捕 鼠 を 見る に、 其 總數約 五 百 

五十 萬 頭、 其 買收 金額 十八 萬 四千 圓 にして、 一 年 平均 三十 六 萬 五 千 頭、 一 萬 二 千 二百 

圓 に相當 し、 此 中有菌 鼠を發 見せる こ と、 大 正 七 年に は 僅かに 一 頭な りし も、 同 八 年 

に は 實に百 八 頭を算 へ、 爾後 同 十三 年 迄に は 一 頭 乃至 三 十 頭を發 見し、 同 十四 年以 

降 は. 幸に して 其 跡を絕 ちて 今に 至つ， た。  ， 

と 傳染 病豫防 法に 基く 清潔 方法 は 從來之 を 春秋 二 囘に實 施せし も、 大正 元年 以後 

は 年 一 囘 とな し、 五 月 一 日より 六月 三十日 迄の 間に 施行す る ことに 改 め、 其 施行 に 

當 りて は、 淸 掃 部に 於て 各 警 察署と 協議の 上、 其 日 割を定 め、 之 を 各 戶に吿 知 し、 巿 民 
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をして 其 日に 家屋の 內外 殊に 不潔なる 箇所の 清掃 を 行 はしめ、 排出せられ たる 鹿 

芥^ も ュ淸掃 部 各 出張所に 於て、 自動車. 馬車. 手車 等 を 以て 搬出し 、塵芥 は 之 を各麈 

.  芥燒却 場に 於て 燒 却し、 汚泥 は埋 立に 利用す る。 尙 こび 定期 清潔 方法の 外、 傳染病 

續發の 地域に 限りて 消毒 的 清潔 方 a を 施行し、 又 大正 十二 年に は 初めて 普通 清潔 

法の 外に 盛夏の 候に 人夫 を增 員し、 各 衛生 組合と 協力して 屋外 大掃除 を 施行し、 更 

に 同年 末に も 特別 作業 を 行 ひしが、 其 成績 良好なる もの ありし を 以て、 翌十 三年よ 

り 屋外 清潔 法 を 夏季 及 秋季の ニ囘に 亙りて 施行して 今に 及んだ。 又 市民の 豫防 

知識 を啓發 する は 防疫 上 最も 必要なる 事項の 一 に屬 する を 以て、 其 目的 を 達する 

こ めに 本 市 は 私立 神 戶市衞 生 會パ衞 生 組合 聯合 會及 兵庫縣 結核 豫防會 等の 諸圑體 

と 協力し、 衞生 講演 會. 活動 寫眞會 等の 開催、 ポ ス タ， の揭 出、 官 ー傳ビ ラの 配布 等に 侬 

り、 防疫 思想の 普及 啓發に 努め 來 つたので ある。 

醫 藥 次に 祌戶市 內の醫 藥其他 醫治關 係に つきて 見る に、 先づ 大正 八 年の市 內醫師 8 

數は五 百 五十 四 人な りしが、 昭和 八 年に は 著しく 增 加して 八 百 六十 四 人となりた 

れ ども、 一 方 人口の 增加は 更に 顯 著なる もの ありし を 以て、 大正 九 年. 同 十四 年. 昭^. 

1 年の 國勢 調査に 依る 人口に 基く 醫師ー 人に 對 する 人口 は些 して 減少 を 示す に 


至らす、 一千 四十 六 人より 一千 二十 六 人と なリ、 昭和 八 年に は 約 九 百 七十 人に 對し 

一 人の 割 八 口に 減す るに 至った。 是等醫 W を 其資袼 別に 見る に、 大學及 専門 學校卒 

業者 數は 各年增 加し、 大正 八 年に 於て 前者 は 七十 八 人、 後者 は 二百 七十 七 人な リし 

ものが、 昭和 八 年に は 前者 は 二百 七十 八 人、 後者 は 四百 七十 二人と なりし に 反 く 試 

驗 及第 等に よる 者 は漸滅 して 大正 八 年の 百 九十 九 人 は 昭和 八 年に は 百 十四 &と 

なり、 其資袼 による 比例 は 大正 八 年に 於て は大學 卒業 十四^ 專門學 校 卒業 五十 ％、 

試驗 及第 等 三十 六 ％ なりし も、 昭和 八 年に は大學 卒業 三十 二， 專門學 校 卒業 五十 

五 ％、 試驗 及第 等 十三 ％ となって ゐる。 而 して 女 醫の數 も 大正 八 年の 二十 二  V ま 

昭和 八 年に は 三十 人に 增 加し、 而も 漸次 增 加の 傾向に ある。 

藤 齒科醫 肺 は 大正 八 年に は 百 十三 人な りしが、 昭和 元年に は 其 二倍 を 超え、 同 八 年 

に は 三百 三十 九 人となりて 正に 三倍に 增 加せ しが、 之 を資袼 別に 見れば、 大正 八 年 

に は 專門學 校 卒業 二十 九 人、 試驗 及第 七十 九 人、 外 國學校 卒業 五 人な リ しが、 昭和 八 

年に は 專門學 校 卒業 百 四十 九 人、 試驗 及第 百 八十 四 人、 外 國學校 卒業 六 人と なう、 此 

期間に 於け る 専門 學校 卒業 者の 增 加の 著しき を 示して ゐ る。 

及 看 置 婆 藥劑師 は 大正 八 年に 於て 百 八十 五 人な りしが、 昭和 元年に は 約 二倍 半の 四百 1 
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.. 十三 、となり、 昭和 八 年に は 七 百 七十 人を算 して 約 四 倍に 達せし が、 此中女 藥劑師 

は 大正 八 年に は 六 人、 昭和 元年に も 未だ 十七 人に 過ぎ ざり しに、 同 七 年に は 五十 九 

V となり、 同 八 年に は 俄に 增 して 二百 五十六 人の 多き に 及べる は 注目に 値すと い 

ふべ く、 而 して 是等藥 劑師の 資格 は 大正 八 年に は試驗 及第者 其 八十 艿を 占めたる 

も、 昭和 八 年に は試驗 及第の 五十 四. 六 ％ に 減少せ るに 對し、 專門學 校 卒業 は 四十 四. 

六 ％ となり. これ 亦學校 卒業の 漸次 增加 せる を 示して ゐる。 又 產婆は 大正 八 年に 

は 五 百 四十 六 人な りしが、 昭和 元年に は 七 百 四十 四 人に 增 加し、 同 八 年に は 一 千 十 

六 人に 達し、 產婆 一人に 對 する 現 住人 ロは此 期間に 一千 百 六十 一人より 八 百 二  H 

四 人となり、 看護婦 は 大正 八 年に は 一 千 二百 六十 七 人な りし も、 昭和 八 年に は 三千 

二百 三十 七 人に 激增 し、 看護婦 會は 三十 二 を算へ る。 

缄灸 按摩 柔 铖炙及 按摩 業者 は 大正 八 年に 於て は 一千 七 百 七十 四 人に して 此中女 は 二十 四. 

道 整 腹 業者 四 ％ な L が翌 十二 年に は 俄に 減少して 一 千 八十 六 人となり、 爾後 又徐々 に增加 

、 して 昭和 八 年に は 一千 九 百 五 人と なえ 此中女 は 二十 五 •〇％ を 占めて ゐる。 元來 

此 業者 は晴 眼と 盲人と に 分れ、 又緘 術. 灸術 • 按摩 術を專 業と する ものと、 铖灸 術. 緘按 

，灸按 術 * 灸按術 を 兼ぬ る ものと に 分ち 得る。 今 大正 八 年以來 十五 年間の き 均 
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數に 依りて 見る に、 淸 眼と 肓 人の 割合 は 前者 四十 五 ％  (內 男 三十 四 ％ 女 十 一 ざに 對 

し、 後 者 は 五十 五 ％( 內 男 四十 ％ 女 十五 ざと な り、 專 業と 兼業の 割きに ぁリて は專業 
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艿に對 し 兼業 二十 七 ％ とな リ、 更 に晴富 を 業態 別と すれ ば、 緘 灸の專 業者 叉 

者 は 其 九十 六 ％ まで 晴眼者 之 を 占む るに 反 し、 按 摩術專 業者 は 肓人其 六十 

占 め、 晴 眼 者 は 三十 六 ％ に 過ぎ す、 こ れ 按摩 術と 之 を 中心とする 兼業 者 は、 歷 

肓 人の 獨占的 職業た る こと を證 する ものに 外ならぬ。 柔道 整復 術 は 大正 

より 新に 認めら れ、 當 初 僅かに 七 人に 過ぎ ざり しに 昭和 八 年に は 四十 一 人 

て 居る。 左に 市內の 病院 醫師及 外来 入院患者 數等を 掲げて 參考 とする。 
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屮戶 市に 於け る 醫師施 治 患者 總數は 大正 八 年 以降 十五 年間に 於て 毎年 四十^ 

人 乃至 六十 萬 人を數 へ、 平均 五十 萬 八 千 人に 當 りしが、 此中 最も 多 かりし は 昭和 元 

年の 六十 八 萬 五 千 八 百餘人 (內男 四十 萬 二 千 六 百 六十 八 人、 女 二十 八 萬 三千 二百 二 

十 人) にして、 最も 少 かりし 昭和 七 年に は 三十 八 萬 二 千 五 百餘人 (男 二十 二 萬 一 千 二 

百 五 人、 女 十六 萬 一千 三百 八十 八 人) であった。 是等 患者の 病症 別 を 見る に、 此 十五 

年間 こ 於け る 一 年 平均 患者 數に 依れば、 流行性感冒. 結核 • 淋菌. ト ラ ホ ー ム. 脚氣. 黴毒. 

法定 傳染 精 ^ 病. 癌. 癩 の 順位 なれ ど、 流行 性感 冒. 結 核の 如き は 特に 多く、 淋菌. トラ 

ホ ー ム， 脚 氣， 黴毒 等 は 何れも 二十 ％ 以上 を 占め、 法定 傳染病 及 其 他 は 何れも 五 ％ 內 

外であった。 而 して 齒科醫 師施治 患者 は 大正 八 年に は 約 六 萬 五 千 人な りしが、 同 

十三 年 以降 昭和 八 年に 至る 間に は 每年十 萬 人 を 超え、 就中 昭和 四 年に は 十三 萬 人 

に 達し、 十五 年間の 平均 約 十 萬 六 百 人に 上り、 其 中 男 は 四十 六 • 五 ％  、女 は 五十 三 .五％ 

を 占めて ゐる。 

大 "正 人 一より 昭和 八 年に 至る 迄の 市內 死亡者 累計 は實に 二十 一 萬 六 千 二百/ 
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十 人に 達 し、 此 中 最も 少きは 同 十四 年の 一 萬 三千 五 百 十二 人、 最 も 多き は 同 九 年の 

一 萬 六 千 三百 九十 三人に して、 平均 一年 一 萬 四千 四百 十八 人と なる。 而 して 現 住 

人口 千に 對 する 死亡率 中 最も 比率の 高 かりし は 大正 九 年に して 二十 六. 九 三 ％ を 

示 し、 最も 低率な りし は 昭和 七 年に して 十七. 五六 ％ なリし が、 其 間 漸次 死亡率 低下 

の 傾向 を 見る は 喜ぶ ベ きで ある o 

死因 別 比例 次に 死亡者の 死因 別 を 見る に、 大正 十一 年 乃至 昭和 八 年の 十二 年間の 統計に よ 

れば、 總 死亡 千に 對 する 各 死因 別 比例 は 左の 順位に して、 呼吸器 系統に 因る もの 、 

特に 多き は 注目す ベ きで ある。 

一、 肺結核 二 一  〇• 三 五) 二、 肺炎 及 氣管支 炎 (九 八. 七三) 三、 下痢 及 陽炎 (七 六. 七 二： 


死亡 月別と 

死亡 年齢 


四， 顯 I 她及 (五六 ，1 七) 五、 腦膜炎 

^^^級 九 A 五) 八、 老衰 


天 的 弱 質 一 

◦、 脚氣 (二 九. 九 


(五 T 

(三 六. 


九 七) 

一 七) 


六 、腎臓炎 (五 一. 九 二： 


癌 及 其 他 

ナ 生 重 S 〖三 c,.v 


、心 

患 


の 器質的 疾 (二  L 一  V) 


1 一一、 赤 痢 


三 四 • 七 八) 


33  三 一. 九 五) 一 M、l§ 腹膜の 


二、 胃 の 疾患 (二 九- 

三 マ 


1 


八 九) 

し て 

萬 一千 七 百 二十 六 人 (平 均 千 四百 四十 八 人) に 達 し、 一 月. 九 月. 三 月. 十 月. 七 月. 十 


大正 八 年以來 十五 年の 間に 於け る 月別 死亡者 を 見る に、 最 も 多き は 弋 月 
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二月 之に 次ぎ 三 月 • 四 月. 五 月. 六 月 は 比較的 少 く、 就 中 十 一 月 は 最も 少 く、 其 總數ー 萬 

五 千 五 百 九十 一 人 (平 均一 千 三十 九 人) と なって ゐる C 又 之 を年齡 別に 兄る に、 死亡 

の 最も 多き は 一 歲 乃至 五 歲の 兒董 にし て、 死 亡 千に 對し 平均 三百 九十 三人 を 占め" 

之に 次ぐ は 二十歳 乃至 二十 四歲 なれ ど、 前 者に 比すれば 遙 かに 少 くして 死亡 千 中 

五十八 人と な り、 十 五歲 乃至 十九 歲、 二十 五歲 乃至 二十 九歲は 更に 之に 次 ぎ、 最 も 少 

き は 八十 歲 以上 なれ ど、 之 を 除けば 十歲 乃至 十四 歲は 之に つ ぎ、 其 死亡 は 千 中二. 十 

三人に 過ぎぬ。 最後に 六 大都市に 於け る 昭和 五 丄ハ. 七 年の 統計に よりて 乳 兒及出 

產を 見る に、 先 づ 出生 百に つき 一 歲 未満の 死亡数に ありて は 大阪市 最も 多 く、 神 尸 

市 は 最も 少き束 京 市に 次ぐ は 喜ぶ ベ き なれ ど、 死 產 にあり て は 名 古 屋^ 最も 少く _ 

京 都， 束 京. 橫 濱 之に 次 ぎ、 大 K 更に 之に 次 ぎ、 祌 戶 市の 最も 多 き は 注 意 すべ き 現象な 

りと 謂 ふべ きで あ る。 

引用 書目 

大正 八 年 乃至 昭和 八 年 兵庫縣 統計 書。 同上 神戶市 統計 書。 同上 神 戸市 事務 報吿 及財產 表。 神 

戶巿衞 生 統計 書。 本 市に 於け る 乳幼兒 死亡率。 神 戶市衞 生 施設 耍覽。 祌戶 市衞生 施設 大觀。 


神戶 市傳染 .1 史。 神戶 市立 屯田 療養所 年報。 仝國 都市 衞生狀 態 比較 表。 神戶都 巿計畫 耍覽。 

神戶 都市 計畫部 調査 棄報。 大正 八 年度 乃至 昭和 八 年度 神 戶市會 速記 錄。 神 戸市 例規 類 集 及 追 

錄。 神戶市 下水道 調査 概要。 神 戸市 下水道 調査。 神 戸市 下水道 調査 設計 報告書。 仝國 都市 衞 

生狀態 比較。 
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第 六 章 市の 土木 

I の 土木 事 大正 八 年祌戶 市の 土木 事務 未だ 廣汎 なら ざり し 時代に ぁリて は、 土木 課の みに 

於て 一 般 土木 弁に 市區 改正に 關 する 事務 を も處辨 した， o- し が、 同 年 三 月 三十 一 日 

限リ 巿區 改正 事業の 名目 更まリ て 都市 計畫 事業と なる や、 其 事務 を 取扱 ふための 

都市 計畫部 設けられ、 市區 改正 事務 を引繼 ぎ、 こ ゝ に木袼 的の 都市 計畫 事業 を 遂行 

する ことと な り、 爲 に 土木 課 は 一 般 土木 事務の み を 所管す るに 至った のであった o 

然るに 昭和 六 年 八月 二十 八日 祌戶 市處務 規程の 大 改正 行 はる 、や、 新に 土木 部 を 

置きて 港 灣. 土木. 都市 計畫及 庶務の 四 課 を 設け、 從. 來の 都市 計 畫部及 土木 課の 事務 

を 移管 併合す るに 至った のであった。 

^ 木 費と 歳 . 財政の 章に 記述せ るが 如く、 大正 十四 年度 乃至 昭和 八 年度， の八箇 年間 决算 平均 

に 於て、 祌戶 市の 土木 費 歳出 は全歲 出の 約 七 ％ 內外を 占 め、 其 額 一 箇年 平均 三百 九 

十七 萬 千 五 百 圓を算 して ゐる。 而 して 總 土木 費の 歲入は 一般 歲 入の 外 補助金， 積 

立 金 .受 入. 繰越 金 等に 據る も、 其 大部分 は 市債に 倚 頼し、 特に 繼續 事業に ありて 然り 

第 六 章 市の 土木  六 九九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說下  . 七 〇〇 

とする。 其 中 都市 計畫 事業 は 補助金. 受益者 負 擔孝繰 入金. 雜收. 繰越 金 弁に 市債 に 

倚 る も、 而 も 特に 市税 を徵 課する こと は 都 巿計畫 法に よりて 認 許せら れ、 地 租 割 

業收益 割. 特別 地税. 家屋税 会 業稅. 雑種 税を 徵收 して 其 財源と して ゐ る。 

市區 改正と 抑.. 神 一 M 市に 於て 市制 第 八十 三條に 基く 市區 改正 調査 委員 會 成立し て、 市 區の改 

都市 計畫 

正に 留意す るに 至りた る は、 明 治 四十 五 年 四月な りし が、 大 正 三年 四月に 至り 其條 

例 制定 せら れ、 翌 四 年 九月 市 參事會 員. 市 會 議 員. 市 公民より 成れる 三十 二人の 該調 

査 委員 定まり、 つ いで 規程 も 成 り、 爾 後 同 八 年 三月 迄 市の 主要なる 土木 關係 事業の 

決議に 與 りし が、 此 委員 會は 同年 三月 三十 一 日廢 止と なり、 ついで 都市 計畫 法に 基 

き、 內 務 次官 を 委員長と し、 四 十七 人より 成る 祌 戶市區 改正 委員 會 新に 組織せられ、 

更に 之に 代る 兵庫縣 知事 を 委員長と する 七十 人より 成る 兵 庫 地方 委員 會と 改め 

られ たれ ば、 市 會ょリ は 定數の 六 分 一 を 推薦す る ことと なりたれ ば、 同 十 年 六月 五 

日 市會に 於て 八 人 を市區 改正 委員と し、 昭 和 八 年に は 十 人 を 地方 委員に 推薦 し、 祌 

戶 都市 計 畫に關 する 事業 は 其 決議 を經 るに 至った ので ある。 

都市 計畫區 市の 土木に 關 して は 土 木. 交 通. 港灣等 幾多の 工事と 其 沿革 を 包 含 し、 複 雜 多岐に 

亙る もの あれ ど、 先づ 都市 計畫 事業 を 明かに して、 之に 伴 ふ大 道路工事. 軌道 敷設 ェ 


事 等 を 叙述す る を 便宜と する。 而 して 此祌戶 都市 計 畫に關 して は、 最 初に 都市 計 

畫の區 域の 設定に つきて 記さねば ならぬ。 祌戶 市に 於て 其 都市 計 畫區域 を 設定 

する に 方 リ、. <; ロ增 加の 趨勢よ リ適當 なる 面積 を 要する は 明か なれ ば、 先 づ 增加人 

口 を 想定し、 大正 八 年よう 三十 年後の 人口 を 百 五十 萬と し 以て 其 境域 を 考究す る 

||ま 一人 に 至った。 卽ち 大正 八 年に 於け る祌戶 市の 平地 面積 約 六 百 九十 萬 坪、 人口 約 六十 

萬 を 基 木と して 考察す る に 、神 曰 二 巾の 市電 上 筒井 線. 山 手 線. 兵 庫 電 車 (今 の 山陽 電鐡) 

以北の 所謂 山手 地带は 一 人當約 十五 坪、 鐡道 線と 山手 地帶 間の 中間 地帶は 一 人當 

六. 五 坪、 鐡道線 以南の 海岸 地帶は 一 人當 十二. 五坪に して、 平均 一 人當 十二 评 となれ 

ど、 事實上 市街地 面積 は此約 二分 一 に 過ぎ ざれば、 平地 面積の 約 半ばた る 三百 六十 

五 萬 坪 中に 全人 口の 大部分 五十八 萬 人 を 包容す る現狀 にぁリ て は、 一 人當 の评教 

は 僅かに 六 三 五坪に 過ぎぬ。 人口の 稠密なる 之に よりて 知るべき である。 され 

ば 祌戶市 は 之に よりて 其區域 設定に つき 研究 調査す る 所 あ， り し に、 偶 t 大正 十 年 六 

月 十三 日 兵庫縣 知事より 都市 計畫區 域に 關 する 諮問 ある や、 七 月祌戶 市長より 箜 

上に 於け る 都市 計 畫區域 は 支障な しと し、 海 面 は 追加 を 求めて 答申す ると ころが 

あ つ た C 
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かくて 大正 十 年 九月 十六 日內務 大臣 は神戶 地方 委員 會に對 し、 區 域 設定に 關し 

同省 發都第 四 三號を 以て 諮問し 來 り、 附 する に區域 設定 理由 書 を 以てした。 今 そ 

の 槪要を 左に 錄 する。 

都市 計 畫區域 は 人口増加の 趨勢に 對 し適當 なる 面積 を 有 

者の 公共 的 安 寧 を 維持 し、 福 利を增 進す るの 策を樹 てざる 

人口 分布の 狀況に 見る に、 舊神戶 巿 (元 須磨町 を 除き) に 於て 

し、 漸 次 市の 中心 區 域より 離れて 東方の 郊外に 向 ひ 其 密度 

くで ある。 卽 ち祌戶 市の 平地 面積 約 六 百 九十 萬 坪、 人口 六 

人當 面積 約 十 坪、 此 內 海岸の 大部 分、 湊 川 以 西、 上 筒井の 山手 

三百 六十 五 萬 坪に 五十八 萬 五 千の 人口 を 包含せ る を 以て 

に 全人 口の 九 割餘を 包容 し、 其 密度 一 人當 六 丄 一 五坪と なる 

て 中心地 點 より 半 徑十哩 の 圓內は 交通 機關 の相當 普及 を 得 ば、 槪 ね その 何れの 

部分よりも 中心地 點に 一 時間 以內に 到達し 得べ きを 以て、 之 を 標準と して 祌戶 

市の 區域を 劃す るに、 加 納町鐡 道 踏切 (將來 三宮驛 を移轉 せらる ベ き 地に して、 近 

き 将来に 於て 事實 上の 中心地 點 たる こと 明かな i を 中心地 點 として 考 ふるに、 


せ しめ、 以て 都市 生 一.S 

ベ か ら す、 之 を 神戶市 

は 殆ど 飽和の 域に 達 

を 加へ 來る もの 、如 

十三 萬 四千に して、 一 

地域 を 除き た る 面積 

，全 平地 面積の 六 割 中 

。 由來 一 般 都市に 於 


區域內 市町 

村 人口密度 


平地 面積と 


西 は * 播國境 を 越えて 垂水 村より， 束 は今津 村に 達して ゐる。 然しながら 祌戶 

市 の 南. 北 .两 の 三 境域 は 殆ど 自然の 地形に より 擴張 を容 さざる の狀 態に 在る を 

以て 勢 東方に 延ぶ るの 外 はない C 而 して 其 境域 は 人口 增 加に 對 する 適當 なる 

面積 、都市 生活 者の 永久 的 公安 保持、 福利の 增進、 其 他行 政 上. 經濟上 諸般の 關係 を 

考慮し、 木 庄村及 本山 村の 東方 行政 區域を 以て 限らん とする。 卽ち敍 上の 區域 

內の總 面積 は 約 三千 三百 萬 坪に し て、 舊 神戶 市の 面積に 比し 二 入 九 倍、 舊 須磨町 

併合 後の 面積に 比し 一. 七四陪 とな り、 人 口 密度 は 左の 如くで ある。 
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然れ ども 祌戶巿 及 其 附近 町村 は 其 二三 を 除く 外 何れも 其 北部の 大半 は 山岳に 
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三十 年後の して、 平地 面積 は 僅かに 一千 二百 六十 四 萬 坪、 卽總 面積の 三十 八お を 占む るに 過 

市の 人 I ぎき 之 こ 山地に して 尙 住居 地と して 利 川し 得る fi 積 を 山地 fi 積の 約 二割 五 

分 卽ち約 五 百 十一 萬 坪と 見込めば、 該 地域 內に 於て 赏際 住居 地と して 利 川し 得 

べき 面箦は 一千 七 百 七十 餘萬 坪と なる。 又 一面 各 區域內 に 於け る將來 三十 年 

^の 人口 を豫 想す るに ¥ 利 法に 依れば 百 四十 三 萬 八 千 人、 最小 自乘 法に 據れば 

百 六十 九 萬 九 千 人、 逐年 增加 實數の 平均 を 以てせば 百 六十 六 萬 四千 人となり、 何 

れの 計算 を 以てする も 百 五十 萬人內 外と すれば 大差 はない。 敍 上の 如く 區域 

內 三十 年後の 人口 を 百 五十 萬 人と 豫 想し、 住居 可能 地面 積 を 一 千 七 百 七十 四 萬 

坪と なせ ば、 其 人口密度 は 千 坪に 付 平均 八十 五 人、 一 人當 十一. 八 坪と なり、 大正/ 

年末 現在の 舊神戶 市 千 坪に 付 平均 百 二人、 一 人當 面積 九 人 坪に 比し 稍" 緩和 せら 

る 、 を 見る。 

中 一 里 山 及 比咨問 里 由 こ 見る が 如 く、 种 戶 市 及十箇 町村 を以. て 都市 計畫區 域 (須 磨 町 併合 後 

海面の 編入  止 f  r  f  F  i  / 

は九箇 町村) と爲 さんと する ものであった。 大正 十 年 十^ 八日 地方 委員 會長 は^ 

上 市町村の 外に 武庫 郡 山 田 村 所屬中 一 里 山 を 其 大部分が 神 戶區有 地に して、 神戶 

市 背後の 住宅地と して 好適 地たり との 理由に より 之 を 編入し、 更に 祌戶^ が 水面 


氣設 をお て 生命と すとの 理由 を 以て 海面 を も 編入 し、 其 範圍を 明確なら しめんと 

て、 委 員會の 决議を 具 して 答申した。 

^狭 幅 I W  . 祌 P 都市 計畫區 域が 柬方 蘆屋 川に 及ぶ は 其域內 町村に 至大の 關係 あり、 當時此 

關係 町村へ の 諮問に 對 し、 住 吉村を 除きて 御影 町. 魚 崎 町. 六 甲 村 等 は、 條 件を附 ) て 

贊 成した る も、 中に つき 區域を 武庫 川 迄 延長す る こと を 條件叉 は 希望と し、 或 町村 

は 官制 を 改正し、 地方 委員 を も 町村より 選出す ベ しと 言 ひ、 交 通衞 生の 施設 を 急 ま 一 

... に 行 ふべ しとな し、 住居 地域. 商業地 域に 指定 せらる べしと 望む も ある 等、 各種 各 様 

の 希望 を附 したので あった。 唯住吉 村は經 費の 膨脹、 利益の 犧牲、 一部の 工場 地と 

しての 指定 は、 住宅地と しての 當 村の 特性 を 滅却す る ものな うとて 不贊 おを^ 明 

して ゐた。 

,01 然しながら 大正 十 一 年 四月 二十四日 政府 は內 閣總理 大臣 高 橋 是淸の 名 を 以て 

舯戶 都市 計 畫區域 を 祌戶市 及 武庫 郡 御影 町 • 魚 崎 町. 两鄕 町. 木 庄村. 木 山 村. 住 吉 村. 六 

5 '村 •；€： 灘村. 山 田 村 大字 下 谷 上 字 中 一 里 山と 指定 公 吿 し、 こ 、 に 全く その 决定を 見 

たのであった。 

| れ地區 の 都市 計畫の 根幹た る此區 域の 决定 したる こと は、 其 域內に 於け る 萬货の 施設 及 
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其實 施に 拍車 を 加へ たる ものであった。 されば 大正 十一 年 十二月 六日に は內務 

省 告示 第三 二 七號を 以て、 祌戶 都市 計畫 防火 地區 をば 市街地 建築物 法 第 十三 條の 

規程に よりて 指示し 三月 一日より 施行すべき 旨吿 示した。 之に よれば 甲種 防火 

地區 として 元 居留 地、 三 宫町 H  H  一一  丁目の 各 一 部、 元 町 通 .榮 町 通. 海 岸 通. 相 生 町^ 川 

崎 町の 一 部、 福 原 町より 古湊通 四 丁目に 至る 間 等 を 指定 し、 乙 種 防火 地區 として は 

所謂 上 筒井 線、 加納町 線、 山手 線、 上 * 線、 東 尻 池より 逆瀨 川に 至る 線、 湊川墜 道より 大 

開 通 間、 多 聞 通 羽 坂 通 間、 奧 平 野 線、 两 出 町 築 島 橋 間、 濱 崎 通 切 戶町間 を 指定 し、 こ  >  に 

防火 地區の 大綱 は 決定せられ た。 

防火 地區の 設定と 同時に 兵 庫 縣吿示 第 六 ニ號を 以て 大正 十一 年 九月 兵 庫縣令 

第五 四號 市街地 建築物 法 施行 細則 第 十 一 條に 依る 道路 を 指定 告示して、 同 十二 年 

二月 一 日より 施行 せらる 、 ことと なった。 卽ち 之に よりて 軒 高 最低限 度 四十 八 

尺 を 乙種と し、 之 を 三 宫町ニ  丁 目. 同 三 丁 目 間、 榮 町 通  一丁 目. 同 三 丁 目 間、 京 町. 海 岸 通 

間、 海 岸 i  、两 町. 海 岸 通 間、 海 岸 通  一丁 目. 同 三 丁目 間 に、 軒 高 最低限 度 三十 六尺 を 丙種 

と し、 之 を 元 居留地 內 の八路 線、 榮 町 四 丁 冃. 同 六 丁 目 間、 海 岸 通 四 丁 目. 同 六 丁目 間、 海 

岸 通 四 丁 琴 同 五丁目 間 に、 軒 高 最低限 度 十八 尺 を 戊 種と し、 之 を 商業地 域內に 於け 


る 幅員 三 間 以上の 路線に 適用す る ことと なつでの であつ こ。 

現代の 都市 計畫に 於て 市民の 住居 • 商業 土 業の 各地 域 を 設定す る こと は、 都市の 

機能 發 達の 上に 最も 重要なる こと 論を俟 たぬ、 されば 大正 十二 年 六月 十三 日內^ 

大臣 は 各種 地域 指定に 關し兵 庫 地方 委員 會に 諮問 を發 し、 附す るに 理由 書 を 以て 

した。 其槪 耍を錄 する に、 先づ 各種 地域の 其 位置に 對 して 要望す る もの は、 住居 池 

.  域に 於て は 安静 快適、 商業地 域に て は繁榮 利便 ヹ業 地域に て は生產 能率の 增 進に 

ある を 以て、 各般. の 自然と 人 爲の條 件 を 綜合 參 酌して 決定せ ねばなら ぬと 斷じ、 地 

勢を說 いて 所謂 山手 方面 一 帶の 高燥 快適なる 現狀 よりす る も 住宅地 或と して 適 

當 なりと し、 所謂 下町 一 帶は 土地 平坦、 街衢 交通の 上よ リ將叉 築港 關 係より 觀る も、 

素より 商業地 域と 爲 すべ くヹ業 地域 は 之 を三團 とし、 其 一 は 和 田 岬 妙法 寺 =• 間 一 

帶の 平地に して、 水陸 運輸の 利便、 海面 埋立、 運河の 開鑿に 利便なる 地と し、 其 二 は 脇 

濱 町の 葺合 港灣に 面する 一 廓、 其 三 は 東 川 崎 町. 東 出 町 出 町. 海岸の 一 廓と し、 是等 

は 共に 大工 場の 密集 地 なれば、 之 を 工業 地域と なすこと 當然 なるべし として ゐ る。 

更に 理由 書 はか、 る大體 方針 を 根幹と し、 尙 都市の 實 情に 適應せ しむる 爲め、 商 

業 地域 を 住居 地域 內 にも 介在 指定し、 工業 地域 內と雖 叉 然る は當然 なりと し、 而し 
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て 市街 也 建築物 法に よれ ば、 其 適用 區 域に 地域と して 指定せられ ざる 部分 を殘し 

辱 <  く、 之 を 假に未 指定 地域と 名づ くるの 餘 裕を殘 す、 例 へ ば 規模 小なる ェ 場、 衞 生 

上 保健 上 有害の 程度 甚だし からざる もの を 工業 地域に 殘 し、 或 は 東部 海岸の 如き 

^謂维 五郎の 酒造 地 は、 若 し 其 地に 各種 大工 場の 經營を 見る に 至りて は、 酒 造 業に 

多大の 障害 あり、 卽ち之 を も 来 指定 地域と する は 土地の 實狀に 適する 所以な りと 

して、 未 5 曰 定地を 指示し、 中 一 里 山 も 將來の 住居 地域の ため 指定 を 保留して ゐる。 

商工 住宅 一一 一 理由 書の 示す 市街地 建築物 法 施行 區 域の 各種 地域の 面積と 百分比に 據れ ば、 全 

. ^域 の 面積 

と 比率 面積 千 七 百 七十 一 萬 坪 中、 住居 地域 は 約 千 百 九十 萬 坪に して 其 比 六 今 七丄、 商業地 

域 は 約 二百 五十 萬 坪に して 其 比 十四 丄 一、 工業 地域 は 約 二百 四十 萬 坪に して 十 三 • 四、 

未 指定 地域 は 約 九十 萬 坪に して 五丄ニ と し、 更 に 三十 年後の 各種 地域の 包含 力と し 

に 現 在の 工業 地域た る葺 合脇濱 海岸 は 旣に約 六 割、 兵 庫. 東 尻 池 .濱 添 ふ 刈 藻の 一 廓 は 

約 三 割に 達せり とし、 商業地 域の 人口 飽和 密度 を 六. 坪、 ェ 業 地域 を 十 坪、 来 指定 地 を 

之に 準す とせ ば、 市 內 住居 地域の 飽和 密度 は、 市 內 全部の 人口 飽和の 時の 豫想 總數 

約 百 一 萬 九 千 人なる 指定に 墓けば、 一 人當約 十四 坪と な り、 現 在の 葺合町 山手 附近 

. の 密度に 近似し、 郊外に 於て は 商業地 域 を 市 內同檨 約 六 坪と し、 未 指定 地 を 十 坪と 


^^指定 し、 郊外 全部の 飽和 推定 數四 十八 萬 一 千 人と せば 一 人當約 十八 とな リ、 現在の 六 

甲 村の 密度と 近似す となし、 更に 地域 設定 後の 各種 地域 別 住宅 分布の 豫想を 試み 

てゐ る。 以上の 諮問に 對し兵 庫 地方 委員 會は 少しく 修正 を 加へ て 支障な しと 答 

申せる を 以て、 政府 は 大正 十三 年 十月 十三 日 市內及 武庫 郡內の 各種 地域 を 指定し 

て 十 一 月 一 日より 施行すべき を吿 示した。 

I 路 網の 決 神戶 都市 計畫の 大綱 决定を 見る や、 次 いで 地 勢. 交 通 永 利 等に 鑑 み、 區 或 全般 こ 亙 

リて 道路 綱 計畫を 樹立し、 市街地 建築物 法 施行に 備ふ ると 共に、 一 面 郊外 也に  < 、、ナ 

る 土地 區劃 整理の 基準たら しむる は 最も 緊要な りと て、 道路と して 脇 濱叮ニ 丁目 

より 三 宮驛前 を經、 祌戶驛 線路 下 を 過ぎ 塚 木通 八丁 目に 至る 一 等 大路 第 一 號 線.， 

ニ號線 • 第三 號線及 一 等 大路 第三 類 第 一 號線を 以て 束两 縦走の 大 幹線と なし、 束 は 

國道 線に 至り、 两は 一 等 大路 第二 類 第 一 號線丄 等 大路 第三 類 第二 號 線. 同 第 十 一 號 

線 及 同 第 十八 號 線に 沿 ひて 都市 計畫區 域の 两 端に 達せ しむべし とし、 更に 南部. 北 

S 麓 部 等に 開設す ベ き 道路 を定 むべき 理由 書 を附 して 之 を 委員 會に 諮問 し、 其 

答 申 を 得る や、 昭 和 二 年 三月 二十 五日 內閣 ょク吿 示せら る 、 こ 至った。 

道路 網と ェ  一 

費  此 道路 網に よれば 廣路を 四十 米 以上と し、 一 等 大路 第 一 類 を 三十 六 米 以上. 同 第 
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二 類 を 二十 九 米 以上、 同 第三 類 を 二十 二 米 以上と し 三等 大路 第一 類 を 十八 米 以上、 

同 第二 類 を 十五 米 以上、 同 第三 類 を 十一 米 以上と し、 東两 線た る 山手 • 中央. 海岸 三大 

^線 ま 共に 1 等 大路と し 、補助 幹線 を 設け、 此 幹線 を 連絡す る 三十 餘の 南北 線を附 

し、 合計 百餘線 を豫定 せし が、 其 延長 十三 萬 八 千 九 百 四十 三 米を算 し、 此中 市部に 嵐 

する 道路 延長 八 萬 六 千 三百 二十 米、 之が 實 現に 要する 工費 は 一 億 五 千 七 百 萬圓と 

概算せられ たのであった。 

都市 計畫第 以上 記す が 如く 神戶 都市 計 畫に關 する 形態 こ、 に 成る や、 有 之が 計 畫を實 施す 

決定 • るの 幾 運と なり、 かくて 第一 に 著 手せられ たる は 所謂 第一 期の 道路 開設 事業で あ 

つた。 本 事業 は市區 改正の 事業と して 計畫 せられ、 旣に 大正 八 年 六月 成案 を 得て 

之 を 神 戶市區 改正 委員 會の 議に附 し、 其議决 を經る や、 委 員 長よ リ內務 大臣に 對し 

之が 施行 許可 方 を 請 ひしが、 此 設計に よれば、 大正 八 年度に 約 五 割 六 分、 大正 九 年度 

に 殘餘の 四 割 四 分 を 完了す るの 豫定 にして、 其 總經費 千 百 十二 萬 三千 二百 六十 圓 

、弋正 八 年度に は 六 百 二 萬 八 千 九 百 九十 一 圓を 支出す る豫算 であつ ナ ？ しで 

市會は 同年 九月 二十 二日 一 切の 事業 費 を 千 四百 八十 八 萬 七 千 二百 三十 三圓 とし 

て 其 支出 を可决 申請す る 所 あり、 同年 十一月 二十四日 認可 あえ 同月 二十 七日 市長 


は 之を吿 示せし が、 諸般の 準備 成うて 工事の 著 手 を 見し は 漸く 大正 九 年 三月で あ 

つた。 而 して 此 事業 は曩の 道路 網に 合致す る ものであった。 

纖ね 年度 の 木 事業 は 認可 後の 施行 期間 短 かりし と經濟 界の變 調との 爲に、 大正 八 年度 は 僅 

力に 約 一 分の 進埗を 見る に 過ぎ ざリ しか ば、 同 十 年 四月 二十 三日 年度 を 延長して 

三箇 年度と なし、 大正 九 年度に 四 割 九分、 同 十 年度に 五 割 を 施行す るの 認可 を 受け 

しが、 而も 財界 其 他 種々 の 事情に 阻まれて 延期 を 重ね、 經費も 千 七 百 三十 五 萬 三千 

九十 五 圓に增 加 し、 漸 く 同 十四 年 三月 を 以て 全 工程 を 完成した のであった。 

Hi 事業 木 事業 は 市債 千 四十 三 萬 三千 六 百 圓、 電 氣 事業よりの 繰 入金 三百 三十 五 萬 七 千 

七百餘 圓、 市 費よう 九 萬 四千 七百餘 圓、 雜 收入ニ 萬 七 千 五 百 餘圓、 特別 市税 二百 七 萬 

九百餘 冊、 繰越 金 二十 九 萬 七 千 五 百 圓幷に 受益者 負擔金 三十 三 萬 七 百 餘圓を 以て 

し、 之 に 國庫辅 助 三百 六十 九 萬 八 千 六 百 餘圓を 得ん としたの であった。 此受翁 者 

負 擔金は 都市 計 畫法及 其 施行 令に よりて 大正 十五 年 三月 制定せられ たる ものに 

して、 後 道路 法に 基く 規定との 間に 差等 ぁリて 改正 を 見し ものであった。 叉神戶 

市 は 同 十 年 三月 工事費に 對 して 國 庫の « 助 を 申請し、 同 十 年度 分と して 五 萬圓を 

交付せられ、 爾後 年々 之が 補助 を 得し も、 事業の 完成す るまでに は 市の 豫定 せる 補 
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助 額 全額 は i 谷 易に 交附の 指令に 接する を 得なかった のであった。 市債に ついて 

は 同 九 年 二月 始めて 神戶市 都市 計畫 事業 公債 條例 市會の 可決す る 所と なりし も、 

其 後屢" 改正 を 加 へ、 同 十三 年 八月 三十日 最後の 條例を 改正 吿ー • 小して 之に 應す るに 

至った。 又 特別 市税 は 地 祖.營 業 • 家 屋の 國税に 附加徴 課して 之が 財源と したので 

あった。 

か 、 る經 過と 財源と によりて 計畫 せられた る此第 一 期 事業の 路線 及 幅員 は 左 

丧の 如くであった。 

第一 號線 加 納町三 丁  《r を 貧き、 中 山手 通 三 丁目 及 下山 手 通 五丁目より 下山す 

通 第二 號 線に 接續 する 路 線、 幅 員 十 一 間 五分。 

第二 號線 下山 手 通：. - 丁目 第 一 號 線より 下山 手 通 九 丁  HI 及 楠 町 八丁 目を經 て 

楠 町 三 丁目 第四號 線に 至る 路 線、 幅 員 十 一 間 五 分。 

第三 號線 楠 町 四 丁目 楠 橋 筋より 第二 號 線. 第 四號 線の 境界 を 貰 き、 多 M 通 二  丁 

目 を 經て相 生 町 二  丁  m: 神 P 驛に 至る 路 線、 幅 員 十一 間 五 分。 

第 四號線 楠 町 三 丁目 第二 號 線より 楠 町 六 丁目 及 荒 田 町  一丁目 を經て 上澤通 

一 丁  HE 第五 號 線に 至る 路 線、 幅 員 十 一 間 五分。 


:、：r  ^  W 線 卜 ゆ 通  一丁  ：！：： 第四號 線より 五番 町 三 丁： IT 及 四 番町七 丁  H を經て w 

池し 丁：：：： おヒ號 線に ；玍 る 路 線、 幅 員 十 一 間 五 分。 

， 第 六 號 線 上 通  一 丁  n  « 四號線 及 第 五號 線の^ 界を貰 き、 中 道通  一 丁  3" を經 

て大 開通  一 丁  HC 國 道に 至る 路 線、 幅 員 十 一 間 五分。 

第 じ號線 W 池 北 町 二  丁  五號 線よ ，0 '梅 ケ香町 二  丁 目. 明 治 通 三 丁  y3 及 翁^ 

瀨川町  一 丁  nr を 經、 新 川 を 越 え、 出 在家 町 第八號 線に^る 路 線、 幅 員 十 

,  一間 五分。 

第 八號線 船大 H 町より 出 在家 町に 於て 第七號 線に 接 し、 新 川 を 渡 り、 今 出 在家 

町 二  丁 目. 和 田 岬 町 及 笠 松 通 七 丁  H を 經て柬 尻 池 村 字 高^に 至る 路 

線、 幅 員 十一 間 五 分。 

以上 八 路線 は 赏に神 尸 市の 動脈 をな す 山 手丄 * 及 中， 島 柬尻池 間の 三 路線 を爲 

せる ものにして、 工事の 成果 は 偉大なる 影響を及ぼす もの あ ^且つ 神戶市 最初の 

大 道路工事であった。 今 其 道路 * 渠. 橋梁 等の 築造 工法 を 見る に、 先づ 道路に あり 

. て は、 其 幅 は 第 ー號 線より 第 七號線 は總幅 十二 間 五分と し、 第八號 線の 一 は 十三 間、 

其 二 は 十 一 間 五分と し、 其兩 測に 側溝 を 設け、 側溝の 幅 は 土地の 狀况 によりて 增或 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  七 一四 

し 若しくは 設けざる ことと し、 道 路兩 側に は 歩道 を 設け、 幅 十三 間の 場合に は 各 十 

二 尺、 十二 間 五分の 場合に は 各 十 尺 五寸、 十 一 間 五分の 場合に は 各 七 尺五寸 となし、 

步 車道の 竟界に は街渠 を設 くる ことと した。 而 して 路床 は大 砂利 厚 三寸 を 散布 

辗 E し、 其 上に は 適當の 厚に 山 土 を 敷 き、 化 粧 砂利 厚二 寸を敷 均ら し、 第 三 剖^の 一 

部の 內 第二 號 線との 交叉 點 以北 を 除け る 道路 中央に は 複線 軌道 を 敷設し、 兩 軌道 

の 4? '心 間 S ま 之 を 十 一 呎 とな し、 軌 道 は四呎 半と する ことに 設計せられ たので あ 

つ た。 

第 一 期 道路 叉 比 溝渠 は 側溝 幅 一 尺 五 寸、 深 平均 一 尺 七寸と し、 全 部 板 石 叉 は鐡筋 コンク リ ー 

の 溝渠 

ト 板の 蓋 を 施 し、 街 渠は步 道の 一 端に 緣石を 据えつ け、 車 道 側に は コンク リ ー トを 

以て V 字形 集 水 溝 を 築造す る 外、 橫 斷 溝渠に も 留意 し、 第 ニ號 線に 橘 橋、 第 四號 線に 

は 湊川陸 橋、 第 七號 線に は 梅ケ香 橋. 大 輪 田 橋、 第 八號 線に 新 川 橋 を 架す る ことと し、 

各 其 構造 を豫定 すると ころがあった。  . 

道路 工事の かくて 土 池 仪用を 進め 工事の 準備なる や、 大 正 十 年 二月 七日 先づ第 一 剖 線 一 千 

竣功  > 

五十 入 六 間、 第二 號線 二百 七十 六 間の 工事に 著 手し、 後者 は 同年 七月 二十 曰、 前者、" 

同年 弋月 十五 日 を 以て 各 竣功 を 見る を 得た。 此 竣功と 相 前後して 同年 七月に は 


湊川 陸橋 


橘 橋と 梅ケ 

香 橋 


大輪 田 橋と 

新 川 橋 


第三 號 線の 一 部 八十 六 間餘、 第五 號線 一 千 八十 七 間、 第七號 線の 一 部 三百 十四 間餘 

の 各 工事 に 著 手し、 同 十 一 年 二月に は 第 六號線 二百 七十 九 間餘、 六 月に は 第三 號線 

の 一 部 二百 八十 間、 第 四號線 四百 九十 六 間 餘、 第 七號 線の 一 部 二百 六十 間餘、 第八號 


線の 一部 九 百 二十 一 間 餘の各 工事 を 起し、 同 十二 年 三月に は七號 線の 

第八號 線の 一 

て 竣功す る や- 


間の 各 工事 に 著 手し、 最後 に 同 十三 年 

四 間 餘のェ を 起 し、 此 工事の 同 十四 年 

計 六 千 四百 十六 間餘の 新道 全く 成る 


月 一 一 

月 二 

至 つ 


十日 を 以て 

十八 日を以 


こ C 


橋梁 工事中 湊川 陸橋 は湊川 公園 地下 約 二 

する 計畫 なりし を以 て、 其 道路 上に 架設 せら 

二百 七十 尺、 幅 七十 五 尺、 鐡 筋コ ンクリ —ト拱 

號線 中の 橘 


十三 尺の 位 

れ、 陸 橋の 徑 

橋と して 大 

培 2 も 司き こ 

ケ香 橋は延 


月 十五 日 早く も 竣功した。 第二 

功した。 第 七號線 中の 運河に 架 せらる ヽ梅 

尺と して 同 十二 年 五月 五日 竣功した。 

尙同第 七 號線新 川に 架す ベ き 大輪 田 橋 は 延長 百 八十 

同 十三 年 六月 三十日 成 り、 第 八號 線の 新 川に 架す ベ き 新 
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置 を 第 四號線 

間 一 箇長 十二 

正 十 年 二月 八 

起 ェ せられ 六 

長 三百 四十 八 


六 百 


部 五 百 三十 

全線 延長 合 

路線の 通過 

間 五分、 延長 

日 起工し、 十 

月 十六 日竣 

尺、 幅 七十 五 


六丄ハ 六尺、 幅 七十 五 尺と し、 

川 橋 は 延長 百 六 尺、 幅 七 十 

七 一 五 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  七 一六 

八 尺と し、 同 十四 年 二月 二十 八日 路線の 完了と 日 を 同じく して 竣功 を 見た ので あ 

つた。 此新 川恭 I は 其 位置 恰も 船舶の 立椅 通航す る 所に 屬 する を 以て 廻旋式 橋梁 

と し、 中 央廻旋 軸 は圓形 橋脚と し、 開 板の 際 一 方 を 出航、 一 方 を 入船の 通路と な し、 廻 

旋 部に つ 、>  き兩 岸に 固定 橋 を 架 し、 其 工法と して プ レ ー トガ ー タ 1>  を 用 ひ、 橋 面 を 

板 張と したので あった。 

用地 費と 移 以上 路線 工事の 爲 に買收 せる 用地 は 五 萬 九 千 七 百 七十 二 坪 を 超 え、 之 が 補償 七 

轉費 

百 四 萬 六 千 一 百 圓を算 し、 二 千 八 百 八十 戶を 移轉 し、 二 千 五 百 三十 ニ戶の 借家人 轉 

宅を算 せし が、 買 收用 地中 土地 收用 につ き、 中 山手 通の 一 萬 七千餘 坪に 關し 一 時紛 

糾を來 したる こと あれ ど圓満 解决を 見た。 用地 中 無償 を 以て 供用した る 國有地 

は 大 ，• 司 法 • 海 軍 .鐡 道 各省 用 地、 淸 盛 塚， 琵 琶塚地 等 合計 千 九 百 七十 二 坪 を 超えた。 

第 一 期 線 街 計畫 路線の 工事 漸を逐 ひて 成る や、 此 路線 中 六尺 以下の 步道を 除き、 爾餘 の步道 

兩 側に 街路樹 植栽 方 を 申請 し、 大 正 十三 年 十月 九日. 認可 ある や、 同 月 二十 九日 市會 

に 於て 其 經費三 萬 二 千 百 七十 餘圓の 支出 豫算 を可决 し、 全 路線 に 亙りて  一 土. 四號 

線 及七號 線の 一 部 及八號 線に は 鈴 掛樹千 六 百 七十 餘木 を、 其 他 に は 銀 杏樹 千餘木 

を 植栽した。 


^盛 塚移韓 

問題 


肘 盛 塚 は 境 

墓に 非ず と 

決定 


內務 省の 決 

定 事項 


此第 一期の 道路 開設 事業の 著 手に 際し 端な くも 重大なる 問^に 遭 逢した。 百 

七十 八 坪 餘の淸 盛 塚、 三 十五 坪餘の 琵琶 塚移轉 問題 卽ち これで ある。 抑 ，此問 ffi ま 

此 塚が 第 七號線 上に ある を 以て 移轉 も亦已 むべ からすと なし  >  が、 淸 盛 嫁 を 以て 

平清盛の 墳墓な うと 信す る 者 は 史蹟 上 或は 風紀 上より 反 對を唱 へ、 大正 十 き 七 g 

に は 四千 餘 人よ リ、 淸 盛の 兵 庫に 於け る 功 镜を大 阪. 東 京方 面に 於け る秀 吉， 家 康 に 

比 し、 か 、 る 大恩 人の 墓 を あばく が 如き は 風敎上 由々 しき 大事に し て、 報 木反ム 口の 

觀念 を破壤 する も の、 且 左右 尺寸の 地な き 場合 は 公 S 上 忍ぶ ベ き も、 多 くの 餘地ぁ 

る を 顧みざる は 痛恨に 墦 へす とて、 神 戶 市長に 此 塚の 收用を 止むべき 陳 情. 書 の 提 

出 あ り、 之 にょうて 世論 囂々 たるに 至った のであった。 

此に 於て 市長 は淸盛 塚が 果して 其 墳墓な  > や 否や を先决 問題と し、 兵 庫縣 知事 

を 通じ 之が 調査 を 申請 し、 內 務 省よ リ 史蹟 名勝 天然 紀念物 調査 會 委員 文學 博士 黑 

板 勝 美の 派遣 調査と なう、 其 結果 大正 十 年 七月 二十 八日 兵 庫 縣內務 部長よ リ 墳墓 

にあら すとの 通牒に 接した のであった。 

^るに 此 通牒 を 以て 尙其 移轉を 不可な りと せる ものな リ として 反對 する 者 あ 

タ、 こ 、 に計畫 路線 是非の 論 起らん とする に 至りし が、 大 正 十 年 九月 市 內靑物 市場 
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神 戶市史 第二 辑. 本 編 各說下  七ーパ 

有 志 ま、 靑 盛 塚 廻 避に よりて 該 市場 は 致命傷 を受 くべ P とて 反對 し、 更 に 叉 之に 反 

對 する 者 を 出し、 問題 紛糾 を 極めた。 偶 ，同年 十二 月 二十 一 日 市會に 於て 該 路線の 

一 部變更 建議 成立せ るを以 て、 市 長 は 同 十 一 年 一 月 十七 日內務 大臣に 對 し、 其 趣 旨 

を 述べ て 變更方 を 申請せ る に對 し、 五 月 二十 三日 內務 省に 於て は 旣定計 畫は之 を 

變更 せざる ことに 決定せ る 旨、 兵 庫 縣內務 部長より 通牒 あり、 同時 に 其移轉 工法 等 

に關 して 指示す ると ころがあった。 

移轉 問題の 七 通牒 ありし に拘ら す、 同 年 六月に は 又神戶 市民 大會の 名 を 以て 內務 省の 決定 

^央 

ま 其 里 由と B 直と を 認め 難しと し、 神 戶市會 の安當 なる 行動に 信頼す との 决議を 

爲 し て、 依 然として 反對を 表する 者 もあった。 併しながら 市 當局は 七月 二十 二日 

淸盛塚 移 轉手續 を 了し、 九月 二十 一 日 其 設計 承認の 通牒 を 得る や、 玆に 移轉實 行に 

著 手し、 同 十二 年 九月 二十 七日 淸盛塚 及 琵琶 塚 前に 於て 移轉 供養 を 執行して 直に 

超 ェし、 十二月 二十日 を 以て 供養 弁に 移轉 竣功 式を擧 行した のであった。 

笫 二期 線 3 都市 計畫 第一 期の 大道 路 開設 工事に ついで、 第二 期 工事の 計畫 成りし は 大正 十 

一 年 十 一 月であった。 木計畫 は神戶 市電 第三 期 線の 第 一 號線 にして 所謂 須磨線 

と 高 松 嫁と に當る もの なれ ば、 其 工事 完成の 影響 は 前 計畫に 劣らざる もの ありと 


思惟せられ たのであった。 

此 路線 中 梅 ケ香町 二 丁目より 須磨 町に 至る 路線 は、 大正 八 年 五月 測量に 著 手し、 

其 終了後 幾 もな く 同 九 年 四月 一 日 須磨町 合併 を 機と して 具體 化し、 十 一 月 設計 完 

了 を 見し が、 曩に兵 庳電氣 軌道 株式 會社は 其 特許 線の 一 部 を變更 し、 祌戶 市の 計畫 

たる 所謂 八 間道 路上に 軌道 を 敷設 せんとして 出願 し、 此 年 四月 其 諮問 ある や 、市 會 

は 支障 ありと 答申 し、 次 い で 兵 庫縣の 通牒に ょリ て、 同 十 年 十二月 十 五日市 まほ 許 

線の 特許 出願 書 を縣に 提出 し、 此 に 祌戶巿 と 同社と は 競 願の 形と なり、 一 時 競爭猛 

烈を 極めし も、 翌 十一 年 八月 十七 日に 至り、 內務 大臣より 神戶 市に 對し 敷設 特許 狀 

を下附 せら れ、 問 題 始めて 解决を 見た。 

^期 線の 此に 於て 同 十二 年 一 月 二十 七日 此 街路 新設 擴築 をば 都市 計畫第 二期 事業と し 

て 許可 を 申請 し、 關 來 大震災に より 其 書類の 烏 有に 歸 する や、 再 び 之 を 提出 し、 同 十 

三年 二月 二十 八日に 至 リ、 年 度 割 を 更改して 漸く 其 認可 を 得た。 而も 財界の 不況 

に 阻まれて^ 易に 起債の 認可 を 得る に 至ら す、 同 年 六月 漸くに して 三百 三十 五 萬 

圓の sa 債の 許可 あ り、 卽 ち 六月 二十 三日 市會の 承認 を 經て此 に 工事に 著 手す る を 

得た のであった。 
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第二 期 線 年 然しながら 本^ 業の 期間 は 種々 の 事情に よりて、 當 初豫定 せる 如く 大正 十 子 十 

変 S と經費  、 

三兩 年度 こ、 於て 竣功す る を 得 す、 卽 ち 改めて 三 筒 年の 事業と して 認可 を 得 次し で 

路線 を 追加し 四 筒 年： ^業と し、 運河 第 一 橋の 架設 方法 等に よりて 更に 延長して 大 

正 十二 年度 乃至 昭和 三年 度の 六箇 年繼續 事業と なすに 至った のであった。 され 

ば 大正 十二 年度に は 一 割 五分の 經費 を^ 出し、 爾後 同 十三 年度に は 三 割 九分、 同 十 

四 年度に は 二割 四 分、 同 十五 年度に は 一割 二分、 昭和 二 年度に は 八 分 を 支出し、 同 三 

年 t に 殘餘の 約 四 分 を 支出して 總額六 百 四十 四 萬 五 千 百 三十 四 圓の收 友 計 f と 

ぷっ こ。 M して^ 中 賠償 費に 三百 四十 四 萬 五 千 三 百 餘 圓、 道 路 H 率 費に 二百 二 萬 

八 千 四百 餘圓、 器具 機械 費に 二 萬 一 千 二百 餘圓を 支出して ゐる： 

第二 期 線の 七 工^; 費の 时源 として 第 一 期 及第 二期 事業 費 殘金百 十 一 萬 五 千 四百 圓を 追加 

財 原 

工事費に 充て、 須磨 線の 工事費 財源と して 工事費の 三分 一 の國庫 補助金、 同 匹 分 一 

の 受益者 負擔 金、 幷 に 二分 一 の電氣 事業 費よりの 繰 入金に 待ち、 收 入し 得ざる もの 

こ 身して は 水道 經濟 よりの 繰 入 及 市債に よる ことと し、 市 債の 元利 金 は S 上 リク 

\. , 地租 割. 營業税 割. 家屋税. 特別 地稅 なる 都市 計畫 特別 稅を徴 課して 之に 充當 しナリ 

であった e 


II 費と 補 木 S 梁の 爲に耍 する 川 地買收 は、 大正 十三 年 六月 開始し、 昭和 二 年末 を 以て 終了 

せし が、 其 買 收坪數 三 萬 三千 五 百 八十 一 坪餘、 愦額ニ 百 一 萬 千 五 百 五十 圓を算 し、 田 

畑作 物の 補償 は 苦情 百出せ し も、 協 定の 結果 坪 當 三 圓 と し、 六 千 百 七十 二 评 餘に對 

し 一 萬 八 千 五 百 十八 圓を 支出 し、 借 家人 移 轉. 石 垣 補償 等に 三 萬 五 千 餘圓を 支出し 

た。 而 して 家屋の 移 轉六百 九十 九 用に 達 し、 家 星 切 取 永 道. 瓦 斯ま 柱， 墓 地. 殘 地褚賞 

，を 合計 すれば 總額百 九 萬 五 千 七 百 圓に達 し、 其 建物 坪當 七十 八圓八 錢、 同 川 池！：. 

當 十九 圓 二十 錢、 地 上物 件 建坪 當百 三十 一圓 九十 六 錢、 用 地坪 當 三十 ニ圓 四十 五錢 

となって ゐる。 

禁期 線の 是 より 先 大正 十三 年 六月 起工せ る此 * 業 は 其 大部分 を 請負工事 となし、 が、 其 

路線 中 柬尻池 町 二  丁目より 新 湊川を 渡 り、 官 線 鐡道を 跨 ぎ、 須 磨驛 前に 至る 听謂 ぶ 

磨 線 弁に 追加 工事た る 第 一 期 事業 路 線、 東 尻 池 二  丁目 交义點 より 運河 を 渡り 柬高 

松に 至る 尻 池 線の 道路 を 改良せ る ものにし て、 延 長 三千 七十 間、 幅 十三 間 半 乃至 十 

五 間であった。 蓋し 須磨線 は 西祌戶 ー带の 交通 幹線 をな し、 市內 中央部と 西部 海 

岸 方面との 連絡に 資し、 叉 尻 池 線 は 木 邦に 於て 特色 ある 跳 上 橋 を 有し、 第一. 第二 兩 

. 斯 事業 路線 を 連接し ヹ 場地帶 の發展 に賈獻 する こと 甚大に し て、 市 內 交 通 系铳を 
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根本的に 改善した のであった。 卽ち 

第 十號線 (須磨 線) 


須磨 線の 主 

耍 部分 


束 尻 池 町よ リ六軒 家に 至る 延長 

間、 大正 十四 年 一 月 三十日 第三 ェ 

日 第 四 ェ區の 竣功に より 全線 成 

第 十 一 號線 (同上) 須磨六 軒 家より 須磨驛 に 至 •  る延 

半、 大正 十五 年 一 月 四日 第 四ェ區 

六 ェ區の 竣功に より 全線 成る。 

東 尻 池より 尻 池 字 「ハ セヲ」 に 至る 

分、 幅 同上。 

尻 池 字 r ハ セヲ」 より 東 高 松に 至る 

上。 十二 號線は 昭和 二 年 五月 二 

三年 三月 五日 第三 ェ區の 竣功に 

の 路線と な つたので ある。  . 

今 工事の 槪 耍を觀 るに、 神 戶市內 に 於て 幅 十五 間の 

長 三百 間 あるの みなりし に、 こ 、 に須磨 線の 開通に よ 


千 六 百 五十 五 間 四 分、 幅 十五 

區 より US ェ、 同 十五 年 七月 一 

る o 

長 九 百 十三 間 一 分、 幅 十三 間 

より Bj ェ、 同 年 六月 十七 日 第 


第 十二 號 線の 一 

(尻 池 線) 

第 十 ニ號 線の 二 

(東 高 松 線) 


ものにして、 延長 七十 四 間 七 

延長 四百 二十 六 間 二 分、 幅 同 

十八 日 第二 ェ區 より 起 ェ、 同 

より 全線 成 る C 

道 袼 は、 元 居留地 京 町筋に 延 

りて 千 七 百 六十 間の 大路の 


開通 を 見し は 特筆に 値する。 而し てこの 大路 は 東 尻 池 二 丁目より 分岐し て、 同町 

三 丁 目 を橫斷 し、 湊川大 橋 筋に 至る 間 は 從來の 約 二 間 幅の 舊道を 擴げ、 西 尻 池 町 三 

丁目 浪松町 五丁目 間 延長 九 百 二十 五 間 は 西部 耕地整理 組合 開設の 幅 八 間道 路を、 

更に 六 軒 家に 至る 延長 三百 三十 間 は須磨 耕地整理 組合の 開設せ る 三 間 通路 を 夫 

夫擴 築した のであった。 此區間 は 西 神戶の 工業 地域の 中央 を 縦 貰し、 田畑 多くし 

て 發展の 餘裕ぁ リ、 第 一 期 線と 連絡して 兵 庫 築港に 通す る大 幹線と なるべき を以 

て、 幅 十五 間の 大路と なした ので ある。 

I 磨 線の 西 之に っゾ く 六 軒 家 • 須磨驛 間 は 別 莊地帶 とし て、 其 交通量と 地勢に 合考 して 幅 十 

三 間 半と し、 一 部 は 狭隘なる 舊道を 擴げ、 一 部 は 新に 開設せ る ものにし て、 其 九 

. 百 十三 間 一分 を算 し、 其 終點に 於て 在来の 國 道と 連絡せ しめた。 而 して 前の 十五 

間 道路に て は、 中 央部 電車 軌道の 兩側は 自動車 备ニ臺 併行す る も 支障な からしむ 

るた め、 道 幅 を 各 九 尺と し、 步道は 各 二 間 半と し、 並木 電柱 等に 要する 幅 を 除く も尙 

優に 四 列 行進 をな し 得る ことと し、 十 三 間 半道に ぁリて は 車道 は 九 間と せし も、 步 

道 を 二 間 二分 五 厘 宛と した。 

u> 申 寄 ゥ ェ 

法  此路賴 中 特筆すべき は 官線鈸 道 山陽 木 線 を橫斷 せる 跨線橋 附近の 設計に して、 
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高速 良 車道と 荷馬車 等の 緩 速度 車道と を區 別せ る點 であった。 ：m して 跨線橋に 

•  其 前後の 橫斷 道路の 關係上 十 五分一 の 急勾配と し、 幅 を 五十 五 尺と なし、 橋の 兩側 

によ « 速 K 車道 道 幅 十二 尺、 步 道 十五 尺 を 設けし が、 本 橋が 繫洪 式なる は祌 戶.^ に 

ありて 最初の 工法なる のみなら す、 其 橋脚 橋 床の 構造 叉 他と 異にして、 此種 陸橋と 

して は我國 最初の 設計な りしが、 此 橋梁 は 大正 十五 年 二月 二十日 ェを 起し、 十六 萬 

八 千 餘圓を 以て 昭和 二 年 二月 二十 八日 竣功し、 橋畔の 綱 敷 天神 社に 因み て 天祌橋 

と 命名せられ たのであった。 

東 尻 池の 廣 ぶ 尻 池. 束 髙松間 は 運河に 沿 へ る 工場 地带の 重要 路線に して、 大部分 は 在 來リ三 

間 幅の 道路 を 十三 間 半に 擴 張し、 延長 五 百 間 九分 あ ぇ以 て 第 一 期 路線と 連 終して 

市の 交通 系統に 重大なる 貢 獻を爲 した。 而 して 柬尻池 二  丁目 交 义點は 將來の 運 

a 系 疣 を 考慮 し、 半 徑三 鎖の 曲線 を插 入し 得る 檨 街角 を 剪除 し、 前 記 須磨線 大橋カ 

丁目の 街角 剪除と 共に 廣場を 設計 實 施した。 . 

高 松 橋の 構 此 運河 を橫斷 する 爲に 新に 架せられ たる 可動橋 は 高 松 橋と 命名せられ しが、 元 

严  ま運呵 第一 橋と 稱 する 幅 九 尺に 過ぎざる 木造 廻轉 橋であった。 抑 t 本 橋 は 運河の 

入口 を扼 し、 水陸 交通の 要衝に ある を 以て、 其 形式に つ いて は愼 重なる 調査 研究 を 


經て 可動 設備と し、 晝間 電車 幷に 陸上 交通 頻繁なる 間 は 開閉 を差控 へ、 夜間 

爲め 開閉す る ことと し、 桁 下端よ リ 満潮 面 迄 十二 尺と して 普通 船舶の 自由 航亍こ 

備 へ、 街路 橋と して 木 邦 最大の 一 葉 單鈸式 跳躍 橋と なし、 其 開閉 部 は 幅 八 間と して 

人道. 車道 • 軌道 を 有し、 面積 百 十五 坪、 重量 八 萬 一 千 貫の 橋桁 は 電動機に より ナ六萬 

二 千霣の 分銅 を以て、ま に 一 分 二十 秒に して 開閉し 得る の 設備と したので あつ 

？ 而 して 木 橋 は 三十 九 萬 七 千 五 百圓を 投じ、 昭和 二 年 六月 著 手し、 同 三年 十 一 ガ 

力 日 を 以て 竣成した。 蓋し 此撟梁 完成の 日 は 木 事業 全部 竣功の 日で あつこ。 

pf、 ま 木 は 以上 二 橋の 外に 新湊 川に 架せ る 新大橋 f 、木 橋 は 幅 二 間 木造の 舊大橋 

を 撤去し、 新 湊川を 改修して 幅員 を 縮小し、 將來 下流 を 運河と なすべき 計畫 に照應 

して 市內 最初の 鋼 鈑肱桁 式と なし ヹ費約 二十 萬圓を 投じて 大正 十四 年 五月 ェを 

起し、 同 十五 年 二月 竣功した。 是 等の 橋梁 は總て 耐震 耐火の 構造に して、 其 形式 ま 

固よう 高欄 燈柱等 も 美觀を 考慮して 設計せられ、 其 荷重 も 二 寸六噸 ボギ， 車、 十二 

噸 乃至 十六 噸の 貨物自動車の 並列 續 行し 得る ものと し、 群集 荷重 は 毎 平方 尺 百 二 

第二 期 線の 十五 封 度と し、 將來 重量 荷物の 運搬に も 充分 餘裕 あらしめ たのであった。 かくて 

街路樹 道路 成る や 千 五百餘 木の 「プラタナス」 を 植栽し、 樹間を 三 間 半と し、 柬尻池 八丁 目 曲 
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線內 側に 廣場を 設け、 「ベ ンチ r 壁 泉. 植樹 等 小 公園の 施設 を爲 し、 工場 地 帶に淸 新の 氣 

を 添 へ、 牛馬 車 等の 輻輳に 鑑みて こ 、 に 牛馬 水 吞場を も 設けた。 

2 期 線 計 神戶 都市 計畫 第二 期 事業の 漸を逐 ひて 成らん とする や、 市 は 更に 第三 期 事業 を 

晝 つ 理 由 

計畫 立案して 之が 認可 を 出願せ し が、 其 理由と する 所 は、 曩 に 路線 數 十三、 延長 九 千 

六 百 間の 新設 擴築を 行 ひ 纏て 其 完成 を昆ん とする も、 而も 其 改良 は 局部 的 改良に 

し て、 交 通 涇濟に 及ぼす 損失 は舊 態を改 むる に 至ら す、 殊 に 阪祌國 道 竣成 し、 鐡 道 改 

築の 完成 近き にあ り、 國 道との 聯 絡、 港 灣 との 交通の 改善 は 焦眉の急に 迫ら れ、 生 田 

リの 改修 又 看過す ベ から す、 林 田 • 夢 野 方面に も 交通 保安の 上に 憂慮に 堪 へざる も 

.  の ありと いふに あった。 

第三 期 線の 此 第三 期 事業 案 は 昭和 三年 三月 十二 日內務 大臣より 兵 庫 地方 委員 會の 審議に 

PT い IJ と 事業 

費  附 し、 其 可决を a る や、 四月 二十 六日 事業の 認可 あり、 生 田 W 線 は 昭和 二 年 三月 决定 

の 街路 網 中に 含み 居ら ざり し を 以て 新に 之 を 追加した。 卽ち 昭和 三年 度 乃至 七 

年 変の 五箇 年繼續 事業と し、 總 額 一 千 四百 八十 五 萬 六 千 七 百 餘圓を 以て 遂行 せん 

とする ものな りし が、 此 年度 割 は 昭和 八 年 十二月 二十 七日 內閣の 認可 を經 て、 同 十 

三 き 度 迄の 十 一 箇 年繼續 事業に 更 め、 路 線に も 一部 變更を 加へ たのであった。 而 


し て 其 路線 は國道 線. 臨港 國道. 生 田 川遊步 道. 兵 庫 臨港線. 板 宿 線. 夢 野 平野 線に し て 

總 延長 約 四千 六 百 二十 六 間 (八 千 七 百 十 五 米)、 幅 十二 間 一 分 三十 二 米) 乃至 二十 八 間 

(五十 一 米) の計畫 であった。 

插道 線の 竣 こ 、 に 所謂 國道 線と 名づ くる は旣成 阪神 國道終 點脇濱 二 丁 目より 小. 野 柄 通 六 

丁目に 到る 路線 延長 二 千 六十 五 米 幅 三十 六 米に して、 一 等 大路 第 一 類の 計畫 であ 

つた。 元來 阪神 國 道の 大正 十五 年 開通 當 時、 之 に 聯絡す ベ き 市 內國道 は 其 幅 g か 

に 七 米に 過ぎ す 、不 便 不利 擧げ て數 ふべ から す、 さ れば玆 に 省線 三宮驛 前まで 之 を 

擴 張し、 驛 前 二百 十三 米 間 は 其 幅 を 五十 一 米と な し、 臨港 國 道と 連絡し、 港灣幷 こ， 市 

の 中央部と を 完全に 聯絡せ しめんと する ものであった。 かくて 此 路線の 豫算四 

百 二十 萬圓 中、 用 地 は 一 萬 九 千 二百 三十 九坪餘 を買收 し、 平 均 坪當約 九十 六 圓を支 

出し、 約 九百戶 を移轉 し、 三 十六 米の 路面に 五八 二 米の 軌 道、 五 • 五 〇 米の 高速 車道、 一 • 

九 二 米の 植樹 帶、 四 • 五 米の 緩 速 車 道、 四 米の 步道を 開 き、 山 側 高， 速 車道 下に 下水 幹線 

を 埋設した。 

線と 地 此國道 線の 特殊 工事と して 擧 ぐべき は、 臨港 鐡道架 道 橋と 橫斷 地下道で あ る。 

前者 は 舊徑間 約 十二 米 を 六十 五 米 九 七. 三 極徑 間と し、 ゲル パ ー 式 鋼 橋と なし、 將來 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

の 複線 計 畫幷に 市の 高速 地下 鐡道 築造 

後者 は 交通量と 速度の 激 增に鑑 み、 橫 斷 

を 開設 し、 更 に 三宮驛 前に も 之を設 け、 又 

に 地下 鐡と鐡 道 停車場との 連絡 地下道 

. を 期し た。 

國道 線と 阪 元 來此國 道 線は阪 祌電鐡 地下線と 密 

神 地下 鐵と 

の關係 の 出願 も 市の 此國道 開設 計畫 あるに 乘 

との 關係上 漸く 昭和 五 年 六月 二十日 其 

完成せ る ものにし て、 其 坦々 たる 大道の 

轉機を 劃す るに 至りし は 喜ぶ ベ きで あ 

報償 契約 及 阪神 地下 鐡 工事に 關 して は 

臨港 國道線 次に 臨港 國道は 一 等 大路 第二 類に し 

の 竣功 

道に 至る 延長 八 百 九十 米 は 三十 三 米 幅 

廳舍前 迄の 二百 八十 米 は 一 等 大路 第三 

設 くる 設計と し、 此 工事費 二百 五十 萬 M 


七 二八 

計畫 のために 橋脚に つきても 考慮 を拂 ひ、 

の危險 多き 小學校 附近に 三 箇所の 地下道 

阪神 電氣鐡 道 株式 會 社に 於て 道路 橫斷幷 

を も 開設す る ことと し、 以 て 交 通 上に 萬 全 

接 不離の 關係ぁ り、 卽 ち 同社の 地下 鐡 開設 

じたる ものにし て、 從 つ て此 工事 も 地下 鐡 

東端より ェを起 し、 同 八 年度 末に 其 大半 を 

阪神 國 道との 連絡 成 り、 此 に 交通 上に 一 の 

つた。 而 して 神 戶 市と 阪神 電鐡 との 特別 

別に 之 を 記述す る。 

て、 三 宫驛 より 東 遊園地 東側 を經て 臨港 鐡 

と し て、 軌 道. 步 道 • 車 道に 分 ち、 そ れ より 税關 

類と し 幅 二十 七 米、 軌 道な く步 車道の み を 

：、 用 池 を 買收 する こと 四千 九 百 四十 八坪餘 


此 平均 坪當 三百 十 圓五錢 、八十 八戶の 移轉及 補償に 六十 四 萬 八 千 餘圓を 支出し、 固 

道との 交叉 點 附近に 市と 阪神 電鐡と 共同に て橫斷 地下道 を 設け、 市電 及 阪神 地下 

しめ、 東 遊園地の 一 部 模檨替 を 行 ひて 其 風致 を 保た しめ、 海岸 鐡道 

等特 8 工事 を も 施工す るに ぁリし が、 其 工事 は 昭和 六 年 八月 二十 

起し、 同 八 年度 末に 其 過半の 竣功 を a るに 至った。 尙生 田. リ旌， 

之 を 河川 改修の 條に 譲る。 

は 新 在家 町 及 出 在家 町に 於て 廣場を 開設す る ものにして、 ド もこ 

は 三角形 面積 三百 坪の 植林 带を 設け、 此 北側 卽ち 中央 卸賣 市場 前 は 幅 三十 七 K 卩 

ち 築港 內 道路と 同 幅と し、 南側 は 二十？ 五 米と なし 市電 芦原通 線と 同じく した。 

rm して 此 工費 二十 七 萬 六 千 餘圓、 用地 を 買收 する こと 九 百 九十 七 坪餘、 平均 坪 百 六 

十四 圓 十六 錢、 家屋 を移轉 する こと 十八^ 此移轉 及 補償に 約 六 萬 二 千 四百 圓を支 

. 出し、 昭和 五 年 九月 十日 ェを 起し、 同 七 年 四月 十二 日 竣功 を a 、ょリ て 以て 交通 運き 

の 上に 至大の 便益 を寄與 すると ころがあった。 

IfKf 板 宿 線 は須磨 線の 開通に ょリ、 西祌戶 一 带の 著しき 發 展に徵 し、 大手 &宿 方面の 

交通 機 關に惠 まれざる を 考慮し、 須磨 線の 大橋町 九 丁目よ リ 分岐し、 平 田 町 二  丁目 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  七三 〇 

に 至る 延長 千 百 十 米、 幅 二十 五 米の 豫定 とし、 夢 野. 平野 方面 も 道路 狭隘に して 自動 

車 を 通す るに も 足ら す、 保 安上 憂慮す ベ き狀 態に ありとの 理由に よ り、 上 澤 通  一丁 

、 目湊川 公園 西側より 楠 町に 至る 迄 延長 二 千 七 百 六十 九 • 五 米、 幅 十八 米 乃至 二十 二 

米の 路線 を 通す る ことと なって ゐる。 併しながら 此ニ線 は 昭和 八 年度 末に は 未 

だェを 起 すに は 至らなかった。 

市電 熊內線 讓 つて 市電 軌道に つきて a るに、 祌戶 市が 電氣 事業 を 市營に 移して より 最初に 

延長の 竣功 

著 手せ る は、 熊 內橋通  一 丁 目 • 坂 口 通 二  丁目 間の 所謂 熊內 延長 線 三十 四 鎖 六十 九 節 

なりし が、 木 計畫の 大正 七 年 三月 事業 認可 を 得る や、 同年 十二月 ェを 超し、 同 八 年 四 

月 十五 日 電車 を 運轉し 得る に 至りし が、 同年 七月 阪神 急行 電鐡神 戶終點 の 市電 終 

點 二 設けら る 、 ありし を以 て、 交 通頓に 利便 を 加 へ、 熊 內. 上 筒井 方面の 面目 を 一 新 

する に 至 つ た。 

市電 山手 上 一方 都市 計畫 第一 期 事業. の 起工に 伴 ひ、 市電 氣局. は 所謂 第二 期 線の 市街 電車 建 

澤 線の 開通 - - ？ - 

設に著 手し、 其 一 號 線の 五線 卽ち加 納町三 丁目. 大倉山 下 間 は 大正 十 年ダ月 二十 五 

日 開通 運轉を 見、 楠 町 三 丁 目 (大 倉 山 下). 同 六 丁目 間 は 十月 二十 五日に、 楠 町 六 丁冃丄 

* 六 丁目 間 は 十二月 二十 六日に、 上 澤七丁 琴 五番 町 二  丁目 間 は 同 十一 年 一 月 七日 


に、 夫よ リ長田 交叉 點迄は 四月 十 曰に. 5 通 を 見た。 此 延長 合計 約ニ哩 二十 I 

にして、 所謂 山手 線 及 上 澤線玆 に 成う 、東西 を 縦貫す る 一 大 幹線と して 多大の 寄與 

. をな すに 至れる はいふまで もよ 、 o 

お II 市 ついで ニ號 線と して 大倉山 下. 神戶驛 前 間 三十 一 鎖 餘は同 十一 年 十二月 三ョこ 

成リ、 更に 三號 線と して 湊川 公園 下と 新開地 三角 公園 間 二十 五 鎖餘も 七月 十二 日 

運轉を 開始し、 山手 線と 多 聞 通 線との 南北の 連絡 は、 此ニ 線の 竣功に ょリて 完成せ 

られ たのであった。 次いで 四號 線た る 四 線の 中 長 田 交叉 點 原 通 五丁目 間 も 同 

日に 成リ、 鐡道 跨線橋よ リ梅ケ 香 町 二  丁目 間 は 同 十二 年 四月 五日に、 夫より 淸盛塚 

前 間 は 十二月 二十 五日に、 更に 船大工 町 • 築 島 間 は 同 十三 年 七月 二十日に 成 リて合 

計 約 一 哩 七十 鎖に 電車 を 通じ、 更に 五 號線丄 ニ號線 合計 約 一 哩三 十四 鎖 中、 笠 公き ヒ 

丁目 A 高 松 間 は 同 十三 年 四月 一 日、 夫よ リ今出 在家 町  一丁目 迄 は 八月 一 日に、 更に 

出 在家 町 迄 は 同 十四 年 三月 七日に 夫々 霧し 、明治. 和 田の 兩 跨線橋 工事 叉 旣こ成 

市， S うて 此に 電車 sf 見、 長 田. 尻 池 • 和 田 方面の： 爲に 一新 せらる、 に 至った。 

i  , 此市營 電車の 漸次 第二 期 事業の 大路に 運轉を 見る に 至る や、 更に 第三 期 計畫路 

線に も 順次 敷設す る ことと なリ、 其 第 一 號線 ニ哩. 七十 二 丄ハ七 鎖 卽ち須 磨 線 は 大正 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  七三 二 

十二 年 四 =：： 二十 八日 市 會の决 議を經 て ェを起 し、 先 づ お尻 池 町 二  丁  H>s 藻 通  一丁 

目 間 は 同 十四 年 十二  H: 一  日 を 以て 開通せ し め、 鷹 取 町 三 丁： in 迄 を 同 十五 年 三 1： 

日に、 西 須磨字 下  一 丁 所 迄 を 同年 六月 十八 日に、 西 須磨字 東 町の 終 點迄を 昭和 二 年 

二月 二十 二日に 順次 開通せ し め、 こ 、 に 須磨線 は 全く 成る に 至った。 

市電 東 高 松 次いで 其 第二 號線 たる 梅 ケ香町 二 丁 目 • 東 尻 池 字 高 松 間 四十 八 人 九 鎖 は 昭和 二 

線の 開通  ， 

年 九 月 一 日 起工 し、 同 三年 十 一 月 十九 日 を 以て 開通 し、 爲 に 山 手丄 澤 兩線及 須磨線 

と 西部 運河 地方の 連絡 全く 成 り、 和 田 方面 發展の 因 をな すに 至った。 かくて 巿煢 

電車 軌道の 敷設 はこ ヽ に 一 段落 を 劃 し、 昭 和 八 年に 至る 迄 敷設の 事な かりし が、 都 

巿計畫 第三 期 事業 中の 臨港線 成れる を 機と して、 此年 一 月 一 日 延長 約 五十 一 鎖の 

敷設 成りて 開業 を 見、 更 に 阪祌國 道 電車との 聯絡 市電 も 同年 九月 二十 一 日 を 以て 

開通した。 かくて 祌戶 市の 軌道 全線 はこ、 に 至りて 三. 九 哩、 六 萬 二 千 八 百 一 米 を 

算 する ことと なった。 

改修 前の 天 次に 河^-の 改修 中 新生 田 川 • 新 湊川及 天井 川の 改修工事 は 特記に 値する。 此中 

井川と 改修 

計 *  天井 川 は 妙法 寺 川の 一 支流に し て、 武 庫 離宮の 背面 橫尾 山に 源を發 し、 束 流して 妙 

法 寺 川に 合流す る も 其 流域 大 ならす、 而も 流 下す る 土砂の 堆積 甚だし く、 其 河底 は 


漸次 高まり て、 遂 に 改修 前の 舊湊 川の 如 く、 兩 岸 堤防 外の 平地 を遙 かに 拔 くに 至リ、 

其 溢流の 兩 岸に 及ぼす 被害 甚だ 多く、 連年 其 改修 維持に 忙殺 せらる ゝ狀 態で あつ 

た。 されば 之が 徹底的 改修の 要 ある は 論な く、 從 つて 夙に 之が 計畫ぁ う、 旣 に 明治 

三十 九 年の 頃 私設 會社 若しくは 須磨村 營の議 ありし も實 施す る に 至  らす して 止 

ん だのであった。 其 後 幾多の 曲折 を經て 大正 九 年須磨 町を饼 合する や、 其 機 漸く 

熟して 實施 計畫成 リ、 氾 濫を 防止 し、 流 水疏 通を完 からしむ る 目的 を 以て、 同 十二 年 

二月 八日 三箇 年繼續 事業と して 三十 三 萬 七百餘 圓を投 する 同 川 改修の 件 市會の 

可决 すると ころと なりし が、 同 十三 年 三月 六日 工費 を 二十 四 萬 六 千 三百 餘圓 に滅 

額 決定せ しが、 其 實額は 二十 四 萬 五 千餘圓 であった。  . . 

木 川 改修 は其總 延長 五 百 八十 五 間、 過 去 十六 年間の 最大 雨量 一 時間 四十 七耗な 

リしを 八十 三耗 と計畫 し、 之 によ リて從 来の 川幅 二十 間 乃至 三十 二 間な うし を、 上 

幅 二十 尺 乃至 三十 尺、 深さ 平均 五 尺 五寸に 改め、 剩餘 地の利 用 丄河身 は 努めて 東方 

に變 移し ヹ 事の 最上 流 部に 近く 延長 五十 ニ丄ハ 尺、 高 七 尺の 取水 石垣 を 築造 し、 以 下 

の 河底 勾配 を 緩和す るが ために 小 堰堤 十數 箇所 を 設け、 割 石 張と し、 兩岸 側壁 も 裏 

込 コンク リ ー ト練招 割 石垣と し、 兩 側 堤防 敷 は 道路に 併用 し、 左 岸に 幅 四 間 、右 岸 に 
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三 間、 一 部 二 間の 道路 を 開設 し、 從 來 河底 を 墜道 によりて 通過せ る國道 をば 河底 切 

下げに より 橋梁 を 架し、 其 他 市道との 連絡 上 新に 六箇の 橋梁 を 架した C かくて 大 

正 十二 年 八月 十三 日 其ェを S し、 同 十五 年 六月 三十日 橋梁の 架設に よりて 完く竣 

功を吿 ぐるに 至 り、 廢 川 剩餘地 六 千 餘坪は 固より 無償 譲渡 を 得、 其 一 部を賣 却して 

市に 收 入し、 一部 は區 役所 敷地， 遊園地 等に 利用した のであった。 

都賀川 改修 束 部 汀 村の 未だ 市に 饼 合せられ ざるに 先 だち て 改修せられ たる 河川に 都賀川 

の議 

が ある。 木 川 は 武庫 郡 西部に 其 源を發 し、 累 年 砂礫 流 下して 河床 を埤 むる こと 甚 

だしく、  rd つ 河 身 屈曲せ る爲め 出水 每に 氾濫し、 或は 沿岸 を崩壤 し、 甚 だしき は 人家 

を 流失し 交通 を杜絕 せし むる 等 被害 甚大に して、 之が 改修の 議屢 t  sa りたる も、 沿岸 

の 水利 關係を 始め 諸種の 事情に 支 へられて 俄に 施工 せらる ヽ に 至らなかった 

都賀川 改修 然るに 世界 大戰 以降 阪神 沿道の 著しき 發展 により、 木 川 沿岸の 田畑 は 漸を逐 ひ 

の ^營  ， 

て 宅地に 變換 せら れ、 恰 も 街衢の 形 を 成 し、 從 つ て 灌黻上 必要の 度を^ じたわ^ 西 

鄕 町. 西 灘村及 六 甲 村の 有志 相議 して 都賀川 改修 事務 組合 を 組織 し、 大 正 十一 年 十 

月 木 川 改修 方 を 出願 し、 同 十四 年 三月 二十 八日 認可 を 得る や、 幾 もな くェを ai し昭 

和 三年 を 以て 竣功した のであった。 今 其 工事の 概要 を 見る に、 六 甲 村より 南へ 延 


長 八 百 間に 亙りて 完全なる 護岸工事 を 施 し、 屈 曲せ る 河 身 を 直流せ し め、 河 幅は旣 

往十 年間に 於け る 最大 降雨量 を 標準と し、 洪 水 時に 於ても 優に 支障な からむ こと 

を 期し て、 其 幅 を 六 間と し、 河 床 は 二十 二箇所の 堰堤と 十四 箇所の 肓^ を 築造 し、 河 

床 勾配 を 百 分 一 と し、 道 路は六 間 幅と し、 九 箇所に 鐡筋コ ンクリ —ト橋 及 I 衫鐡行 

橋 を 架した。 木工 事に 要せる 費用 約 八萬圓 にして 廢川敷 三千 餘坪を 得、 而も 永く 

洪水の 災禍 を絕ち 交 通 狀 態 を 改善 し、 以 て 發展に 資する を 得た のであった。 

M§ 川埋立 生 田 川 は 明治 四 年 今の 瀧 道より 現在の 流路 に附替 へられた る もの なれ ど、 爾後 

年 を經て 今や 其 位置 市の 中央部に 位し、 上流に は 貯水池 築造せられ たれ ば、 平 時 殆 

ど 流水 を 見す し て、 全 く 下水 溝渠の 觀を呈 し、 從 つて 之 を喑渠 とし 埋設す るの 計畫 

屢乂 止て られ しも 而も 實 施に 至らなかった。 偶，. 大正 十四 年 七月 市會に 於て 土地 利 

ザ衞 生. 交 通. 運 輸の 立場より 觀 察する も、 其 改修 は 等閑に 附 すべ からざる ものにし 

て、 關 東 震災の 災禍に 鑑みて 公園と して 存置の 必要 も 起れ り^の 理由に よ リ、 速 に 

都市 計畫 事業と して 改修 案 を 上程す ベ しとの 建議 ありて 成立 を 見、 之 によりて 幾 

運 遂に 熟 し、 著 々計畫 は 進められた のであった。 恰も 昭和 四 年 阪神 電鐡 地下 鐡道 

の 建設 計畫 ある や、 其 殘土を 以て 埋立 て、 之 を遊步 道と して 利 a? する は、 ト 公園-一 乏 
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しき 神 戸市に とりて 適當 なる 施設な りと し、 之 を 都市 計畫 第三 期 事業の 中に 包へ， = 

せしめ て、 遂 に 其 施工 を 見る に 至った のであった。 卽ち 上流 取 入口より 省線 小 野 

濱 線に 至る 間 延長 約 八 百 九十 九 間 (千 六 百 三十 五 米)、 幅 二十 二 間 (四 十 米) と して 設計 

せられた ので ある。 

此喑渠 の 設計 は 生 田 川 流域の 面積 は 約 千 百 五十 七 町歩と 見、 其 流出 時間 を 二 時 

間と し、 二 時間 連續の 最大 降雨量 を 明治 三十 六 年 以降 最多 量 の 三十 五耗 とな し、 兩 

や 市^' 地よりの 流入 量 を も 加算して 每秒 流量 八十 五 立方 米と し、 尙 洪 水 の 場 八 口 に 

罱 へ て 五十 極 乃至 三十 糖の 餘裕 を存 し、 構 造をコ ンクリ —ト箱 型と な し、 昭 和 四 年 

八お 此喑渠 工事に 著 手 し、 同 五 年 九 月 成る や、 此 ^渠の 上に 兩 道路と 同 高に 埋立 

て し が、 其 土 量 十 萬 三千 六十 二 立方 米 を 要した。 

かくて 埋立 成る や、 步 道 を 四 米、 車 道 を 六 米と な し、 中 央 部の 二十 四 米に 百 三十 種 

の 樹木 五 千 六 百 七十 三本 を 植栽 し、 學 校 敎材園 を 兼. ね 得さし め、 兒 童 遊 園三箇 所. 水 

吞 所 金 泉. 喷 水 ま 掛. 便 所 等 を 設け、 照明 燈を 施設し、 街路樹に は 梧桐 を 裁 ゑ、 更 に 沿 0 

衞生 組合の 寄附に か ヽ る 櫻 .楠. 楓伞 戶 等を植 免て 風致 を增 さし め、 道 路を鋪 装 し、 川 

お を 改^す る 等、 全 工程 は 昭和 七 年末に 至りて 完 成 し、 こ 、 に靑々 たる 芝生の 園の 


出現 を 見、 舊 態 悉く 一  新した のであった b 

lg 川 改修 新 湊川は 明治 三十 四 年 現流路 に附替 へたる ものにして、 其當時 耕地に 過ぎ ざり 

. し 一 帶の地 も、 今や 全く 市街と 化し、 堤防 馬 踏 は 主要 道路と なれる を 以て、 之 を 改条 

して 河 幅 を 縮小し、 道路 以外の 殘地は 住宅地 其 他經濟 的に 利用し、 下流 工業 地に あ 

りて は 之 を 運河と して 工業の 發展に 資せし むる 耍ぁリ とし、 大正 十四 年 以来 周査 

を 進めた のであった。 卽 ち新湊 川の 流量 は 天 王 川 毎秒 四十 六 立方 米、 石 井：： r 同 八 

十二 立方 米、 合流 點 以下 は 百 三十 五 立方 米と し、 附替 改修 當 時の 計 畫 流量よ リニ 十 

四 立方 米 を增す ことと し、 天 王 川 は 天 王 橋より 上流 七十 米の 箇所に 落差 一 米の i 

堤 を 設け、 それより 下流 石 井川との 合流 點に 至る 四百 七十 五 米 間 を 改修して 勾配 

百 二十 分 一、 幅 三. 一 五 米、 高 子 七 〇 米の 暗渠と し、 九 千 三百 五十 平方 米の 地 を 得て 症 

園 地と する にあった。 而 して 石 井川 は 日吉橋 上流 二百 米の 地點 より 改修し、 落差 

二 米の 堰堤 を 途中に 設け、 二百 分 一 の 勾配と し、 幅 をば 六 米と し、 河床 は 石 長と なし、 

合流 點迄六 百 五十 米の 間に 七 千 四百 三十 平方 米の 土地 を 得て 之 を 遊 園 道路に 利 

用 せんとし、 尙 下流 改修の 計 畫をも 樹立した ので あっこ。 

墜道 出口 下 然るに 偶 t 會 下山に 淨水構 場 を 構築す る ことと なれる を 機と して、 先づ會 下山 墜 
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流 改修の 竣 道 出口より^ 藻 川 合流 點に 至る 間の 工事に 著 手 せんと し、 大 正 十五 年 七月 市會の 

功 

决 議を經 て 之が 施工 を 兵 庫縣に 出願 し、 十 月 知事 諮問 を决定 し、 同 月 二十 三日 許可 

一 を 得て 十二月 十一 日ェを 超した のであった。 而 して 此 工事 は 前記 場所 北岸 千 五 

十 米、 南 岸 千 五 百 米の 川 敷 を 埋立て 面積 二 萬 五 千 五 百 二十 五平 方 米 (七 千 七 百 二十 

五坪) の 地 を 得、 內 六 千 百 三十 五平 方 米 二 千 八 百 五十 三 坪) の 宅地 を 得ん とする にあ 

リ て、 其 勾配 二百 五十 分 一、 河 幅 十 米、 擁 壁 を 鐡筋コ ンクリ ー ト、 河底に 張 石工 事 を 施 

す ことと し、 昭 和 二 年 十二月 を 以て 其 工事 を 竣功した。 

合流 點 下流 此 工事の 竣功せ ざるに 先 だ ち、 昭 和 二 年 十一 月 十四日の 市會は 更に 此 下流の 改 

の 改修 

修計畫 を 決議した。 之に 據れ ば莉藻 川 • 新 湊川兩 側 堤防 を 宅地と 同 高に 切 下 げ、 東 

岸に は 十 四丄ハ 米、 西 岸に は 七三 米の 道路 を設 け、 約 一 萬 三千 六 百 平方 米 (四 千 五 百 坪) 

の 土地 を 造成 せんとす るに あった。 此中^ 藻 川 は 八 雲 橋より 合流 點迄 二百 四十 

九 米 餘を幅 七 全 三 米、 水 深 〇• 九 米、 勾 配 二百 分 一 とし.、 合流 點 より 鐡道 橋梁 下 迄 一 千 

米 は 幅 十四 米、 水 深  一 • 四 六 米、 勾 配 二百 五十 分 一 の 設計と し、 失業 救濟 事業の 中に 含 

めて 行 はんとした。 かくて 此 工事 は 昭和 三年 六月 三十 曰 を 以て 竣功し、 上下 .界 地. 

御 藏. 御 船の 各 橋梁の 改架 工事 も 相つ いで ェを竣 り、 こ 、 に會 下山 墜道 出口より 省 


線 繳道下 迄の 工事 成 う、 舊 態 全く ー變 したので あっこ。 

il^i の 旣に會 下山 墜道 出口よ リ 下流 迄の 改修工事 過半 成る を吿 ぐる や、 更に 墜道 入口 

より 上流なる 天 王. 石 井兩川 合流 點 迄の 改修 も 昭和 三年 一月 二十 五日 ェを 起し、 同 

• 四 年 三月 二十日 竣功し、 同時に 墜道增 築 工事 も 同 三年 一 月 三十 一 日 起工、 同 四 年 一 

月 三十日 竣功した。 此に 於て 合流 點 よう 天 王 川に 及び、 更に 天 王 橋 上流 二百 四十 

米 迄の 改修 及 石 井川 上流の 埋立 改修 も 漸を追 ひて 失業 救濟 事業と して 施工 せら 

れ、 前者 は 昭和 六 年 七月 三十日に、 後者 は 同 七 年 六月 十日 を 以て 各 竣功 を 見、 こ 、 に 

新湊川 改修 は 鐡道橋 以南 を殘 すの みとな つた。 

00 鐡道 橋よ リ 以南 新 湊川 川口に 至る 間 も 亦 失業 救濟 事業と して、 六十 一 萬 二百 餘 

成  . I -  • 

圓を 以て 昭和 四. 五雨 年度に 之 を 施工 せんとし、 昭和 四 年 十一月 市會 の、 决議 を經て 

著ェ せし が、 此 施工 は 運河と して 利用す るに ありし を 以て. 爾後 其 工事 を 進めて 同 

六 年 三月に 至リて 竣功した。 此 工事 は 延長 千 百 二十 一 米の 兩岸を 埋立て、 大橋下 

流 I 百 五十 米 以南 を 浚渫して 運河と なさん とする もの にし て、 其 幅 を 二十 七米ラ 

至 三 十. 九 米、 水深 を 了 八 米 乃至 三丄ハ 米と し、 之 を 延長して 六 百 三十 六 米と なし 以て 

藻 島 運河 西口に 連絡せ しめて ゐる。 運河の 兩岸は 東岸に 幅 十四. 五 米、 西孥 こ畐 
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五. 四 米 以上の 進路 を 開 き、 鐡 筋コ ンクリ ー ト及鐡 矢 板 護岸との 間に 埋立 工事 を 施 

して、 物揚場 又は 荷役 場總 延長 約 千 二百 七十 二 米 を 設け、 尙 排水 及 流速 調節の 爲に 

は 堰堤 を設 け、 其 上流に は 沈 泥 池 を も 開設して 砂 泥の 流 下 を 防止す る ことと した。 

此 改修に 伴 ひ、 駒 榮.庄 田 • 北 所の 三 橋 も架換 して 其 幅 員 を备 七三 米と し、 交 通 に 資す 

ると ころがあった。 

莉藻 島と 寄 新湊リ 下流 運河 工事と 共に 記さ、、、 るべ からざる は^ 藻 島 運河の 開設 弁に i 立 

洲の 堆積 危 

險  工事で ある。 抑-^ 藻 島 は新湊 川口に 位置せ る關係 上、 其 吐出の 土砂と 潮 ^ の齎す 

海砂との 爲め、 漸次 其 寄 洲を擴 大して、 干潮に 際して は 水深 數尺を 出で ざるに 至り、 

爲こ、 西方 內海 地方と 兵 庫 方面 間との 航行 船舶 は 著しく 不便と 危險 とを感 する に 

至った。 思 ふに 此方 面 は 古 來適當 なる 船舶の 避難 場を缺 き、 爲 に 年々 m 浪の 難に 

遭 ふ もの 數ふ ベから ざるの 慘 狀を呈 して 今に 至った のであった。 されば 此淺瀨 

を埋 築して 島嶼 を 造成し、 西南の 風浪 を 防ぐ と 同時に 嶼陰を 船 溜と なさん との 計 

畫は、 當然 考慮 せらるべき 問題な りし を 以て、 旣に 明治 三十 一 年 運河 株式 會社 によ 

りて 約 三千 坪を埋 築し、 更に 三千 二百 坪の 埋立も 同 三十 五 年に 竣功し、 之に より 船 

M  S 難听 として 相當 の效杲 を擧げ 得た のであった。 


^0 饼 しながら 其 後 二十 年の 年 所 を 經、 歲々 の 風浪 は 同 島 南岸に 衝擊 する こと 甚だ 

しく、 護岸の 破壞 年を遂 ひ、 遂に 西方の 土地 は 其 大半 を 失 ひ、 一 方崩壞 土砂 は 漂砂と 

共に 寄洲を 生成して 木 土た る 尻 池 村と 接績 し、 恰 も 丁字形 半島 を 形成 し、 爲 に抗行 

は 全然 阻止 せら れ、 嶼 陰 は雜然 たる 船 溜と 化し て、 水 路 は 愈-狭隘 危險 となる に 至つ 

, た。 而 して 兵 庫 運河 入津 船舶 は 大正 十四 年 乃至 昭和 二 年に 年 平均 四 萬 五 千艘を 

超 え、 筏 の 入津 叉 夥し く、 而 も 西南の 突風に ょリて 遭難の 船舶 多數に 上る 等、 一 日 も 

看過す ベ からざる 狀勢 となった のであった。 

莉藻島 運河 玆に 於て 市 は 同 島に 東西に 橫斷 する 運河 を 開設 し、 同 時に 附近 を 埋立て 約 二 萬 

開設 案の 決  I  -  -  r 

定  坪の 土地 を 得、 荷 揚場を も 造成 せんとす る 案 を 立 て、 市 會は 昭和 二 年 四月 十七 日 四 

箇年繼 續. 事 業 費 百 四十 六 萬 九 千 餘圓の 支出 を 可決した のであった。 かくて 此運 

河 開設 案 は 同 二 年 八月 二十 七日に、 埋立 工事の 件 は 十一 月 十四日に 各 許可せられ、 

ついで 前者の 期間 を 昭和 三年 乃至 同 六 年に 變更 し、 同 二 年 十月 五日 を 以て ェを 起 

した。 而 して 埋立 工事 は 之 を 二期に 分 ち、 第 一 期 を 陸 側の 工事と し、 第 二期 を 島 側 

の 工事と し、 前 者 は 昭和 三年 十月よ リニ 箇年以 內、 後 者 は 四箇年 以內に 共に 錢 功せ 

しむる ことに 變更 し、 同 三年 二月 埋築 工事に 著 手し、 同 五 年 十 一 月 最初の 工事 全部 
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つ， こ。 然るに 此 運河 水域 內に 於て 更に 荷役 關係 を圓 滑なら しむ 

工事と して 駒 榮町ー 丁目 地 先 二 千 二百 二十 坪の 埋立 計畫を 立て、 

を竣 へ、 かくて 埋立總 面積 合計 二 萬 一 千 九 百 八十 六 坪 (七 萬 二 千 五 

こ 、 に t 刈 藻 島 運河 は 全く 成る に 至った のであった。 

耍を 記さん に、 先 づ濱添 通 地 先 海岸より 南方へ 約 四十 間を距 て、 兵 

り 新湊川 川尻に 至る 區 域、^ 藻 島 西部 隣接地 域に 於て 二百 十七 間 

の 防 波 護岸 及 四百 九十 一 間の 物揚場 築造の ため、 干潮 面 上 十 尺と して 埋立を 行 ひ， 

兩區域 間 を 幅 三十 五 問の 運河 水路と なし、 之 を 兵 庫 運河 西口と 連絡せ しめ、 此 水路 

を 擁護す るた め、 埋立地の 西 端より 約 六十 間の 水路 を 保ちて 百 五十 五 間 及 三十 一 

間 の 二の 假 防波^ を 築造 し、 水 路は 干潮 面 下 十二 尺 を 保た し め、 更 に 舟 筏 及 人車の 

交通に 資する ため 五 馬力の 廻轉 動力 を 以て 幅 十五 尺、 長 二百 六十 三 尺、 電 動機に て 

一分二十秒、 人力に て 五分 を 要する 廻 轉橋を 架設 レた。 かくて こ ヽに其 H 程を竣 

る や、 同 六 年 四月 一 日 市會は 運河 管理 竝 使用料 條例 制定の 件 を 可決 し、 同 七 年 一" 

一日 之を實 施した のであった。 

市內の 山林 神戶 都市 計畫區 域內に 抱擁 せらる 、全面 積 は 約 五十 平方 哩に 及べ ども、 其 中 山 


神 戶市史 

を 竣功す る に 至 

る た め、 新 に 追加 

昭和 六 年 四月 功 

百 平方 米) を 算 し 

運河 工事と 今其ェ きの 槪 

其 竣功  メ  3  ニョ お 

寧 運河 西 入口よ 


と 市の 面積 地 は 約 六 割の 多き を 占む る を 以て 之が 開拓 利用の 聲 年を逐 ひて 旺盛と な リ、 其 開 

との 比率 

發は 市の 發展 にと りて 至大の 關係を 及ぼす ものと せらる、 に 至った。 されば 市 

は旣に 大正 十三 年度より 都市 計畫部 をして 之が 調査に 從事 せしめし が、 其 調 査 に 

據 れ ば、 當 時國有 山林 七 箇所 三十 九 萬 千 餘坪ぁ り、 祌 戶區有 山林 は 十二 箇所 百 七十 

三 萬 一 千餘 坪、 湊西區 有 山林 は 十 一 箇所 百 三十 八 萬 七千餘 坪、 葺合區 有 山林 は ニ箇 

所 九十 九 萬 三千 餘坪、 須磨區 有 山林 一 箇所 四十 九 萬 一 千 餘坪ぁ リ、 更 に 御料地 は 四 

箇所 九十 萬 三千 餘坪 を算 して ゐる。 尙此 外に 町村 有 又は 町村 共有 山林 五十 箇所 

約 六 百 十九 萬 坪、 村落 個人 有 山林 は 二箇所 十七 萬 六千餘 坪と 計算せられ たれば、 是 

等 山林の 總計千 二百 萬 坪に 達 し、 之 に 個人 所有 山林 を 合算 すれば 實にニ 千 七 百 萬 

坪を算 して ゐた。 又 昭和 三年 度の 調査に よれば 都市 計畫區 域の 全面 積 四千 五十 

三 萬 九 千 坪 中、 山 地 は 二 千 七 百 八 干 九 萬 坪 を 占めたれ ば、 其 割合 は神戶 市に 屬 する 

山地 は 十 八 入 ％、 須 磨 區に屬 する もの 二十 二 •〇 ％  、郡 部に 屬す ， る もの 五十 九 三 ％ を 

占めて ゐる。 されば 山地 開 發に關 し 市會に 建議 成立して よ リ、 是 等 區 有. 町 村有 山 

林 を 市に 移譲して 統制 し、 よ りて 以て 開發の 實を擧 げんと する 者 漸く 多 く、 今 や 其 

具體策 考究の 時期に 入れる ものと 見ら る 、 に 至った。 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

裏山 開發 調査 委員 會 設置の 議の神 戶市會 に 建議 せら 

一 日に して、 其 理由と すると ころ、 一 は 失業者の 救濟 にあ 

あった。 木 建議 は 直に 成立し、 市會 全員 を 以て 其 委員と 

別 委員 會も亦 成立 し、 爾 來 調査に 從ひ て、 葺 合 區部會 は 布 

線 間 を 決定 し、 湊 西 區部會 は 烏 原 ，鶚 越 三 軒 茶屋よ リ鹽ケ 

畫 し、 神 戶區部 會は詉 訪山鹽 ケ原線 を决定 し、 同 七 年 九月 

應急 山地 開發 土木 事業 費 五十 五 萬 二 千 八 百 餘圓の 支出 

發の 最初の 計畫 たると 共 に、 先 づ 祌戶區 より 著 手 せんと 

兩 年の 繼續 事業と し て、 移 民 收容所 裏よ リ鹽ケ 原に 達す 

を 開設 し、 祌 戶區の 寄附すべき 鹽ケ原 一 帶の 十五 萬 坪 中 

四 萬 五 千 坪 は 道路 叉 は 公共 用に 充て、 九 萬 八 千 坪 は 坪 七 

て 財源の 一 部に 充 て、 四 十 一 萬 千 二百 圓は之 を ！a 債 に 仰 

當時 市會は 理事 者が 早急に 裏山 開 發の根 木 計 畫を樹 

次 市に 移譲せ しむる 檨 努力 し、 鹽 ケ 原 S 法 ケ 原) よ り 狼 谷 


れ たる 

P. 一  は 

な し、 一一 

亏 § 皿 ク 

原に 至 

二十 一 

を 可決 

l る も 

る 道 ^ 

一 萬 七 


力ん と 

立し、 區 

を經て 


七 四 四 

は 昭和 

十 一 人 

原 間、 市 

る 路線 

曰市會 


した C 


のにし 

延長 六 

千 坪 は 

づ る も 

有 • 町村 

六 甲 山 


道路 弁に 鹽ケ 原より 縣道有 馬 道の 二 軒 茶屋に 通す る 通路 開設 方 を 兵 


五 年 七月 十 

設の 充實に 

より 成る 特 

ケ原六 甲 道 

の 伃 設 を あ 

に 於て 失業 

これ 山地 開 

て、 昭 和 七 入 

千 百 八十 米 

之 を 保存し、 

に賣 却し、 以 

のであった。 

有 山地 を漸 

ハこ甬 J  4n る 

庳縣に 交 涉 


すべき こと を慫慂 したので あった。 次いで 昭和 八 年 六月 六日に は 山地 開 發に伴 

ふ祌 戶 區有 山林の 寄附 を採納 せし が、 之に よれば 祌戶區 は 道路 用 池と して 字 前 U 

及 字 口 一  里 山に 於て 三 萬 三千 坪、 開設 用地と して 中 一 里 山 行者 堂 附近 四百 坪 を 除 

きて 十五 萬 坪 を 寄附せ しものに して、 工事 は 初年 度に 二十 二 萬圓、 次年度に 三十 三 

萬圓 を^ 出し、 此內國 庫 補助 は勞カ 費の 二分 一 を 得る ことと な リ、 旣 に 施 1 了 認可の 

申請 を 了 し、 先 づ 昭和 八 年 九月 三十日 墜道 工事に 著 手して 同 九 年 三月 二十 五日 之 

を竣 へし が、 全 部の 土工 は 同 九 年度に 竣功 を 見る 豫定 であつ . こ。 

0^ 一  方巿內 御料地 合計 百 三十 一 町 九 反 二 ® 餘に對 し 其 無償 讓與方 を 禀請せ しに、 

I 事業の 公 大正 十三 年 十月 鐡拐 御料地 內 八十 町 三 反 一 畝 二十 步及同 第 四 御料地 一 畝 二十 步 

の 有償 譲渡 方 通牒 あ リ、 卽 ち 市會は 同年 十二月 十 萬圓を 以て 同 十七 年 变 (昭 ^三年) 

す 迄に 年利 五分 を附 して 年賦 拂下 を受 くる ことに 決 し、 其 手續を 完了した。 其 後 

偶.. 今上天皇 御卽 位の 大典 を擧げ させ 給 ふ に 當リ、 祌戶市 は 御大 典 記念 事業と し て 

鉢 伏 山 一 帶の 山林 を 開拓し、 以て 理想的 山林 公園の 開設 を企圖 する や、 祌戶市 聯合 

靑年團 は 其 山道 開設の 奉仕 作業に 從事 せんとし、 巿 理事 者 叉 大いに 此 擧を贊 し、 昭 

ネ 三年 八月 五日 鉢 伏 山 五輪 ケ 平に 於て 其 起工式 を擧 行した。 此日 市長 黑瀨弘 志 
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. . を 始めと し市會 議員 各區 靑年團 代表者 等 五 百 餘人參 列 し、 市 長の 鍬 入れ 式 を 行り 

八月 十二 日より 殆ど 每 日曜日 靑年圑 員の 協力 一 致の 奉仕 作業に よりて 開拓に 著 

手し、 延 三千 百 人出 動 し、 其 年 十 一 月 三日に 至りて 林道 二 千 米 開設の 大事 業 を錢成 

したる を 以て 竣功 式 を * げ、 爾後 市 は 之に 種々 の 施設 を 加へ、 こ、 に 鉢 伏 山  一 ^絕 

. 勝の 地に 一大 公園 を 出現した のであった。 

公園と 遊戲 中戶 市に 於て 公園 若しくは 遊 園と 稱 する もの は、 大正 八 年に は市營 の來 遊園地 • 

湊川公 園， 大 倉 山 公 園 ，祌 戶區營 の 詉訪山 遊 園. 湊西區 營の會 下山 遊 園 等に して 面積 

七 萬 平に 過ぎす、 海岸 遊 園の 如き は 其 海岸 通 地 先の 埋立 によりて 全く 影を沒 し、 公 

■ 園と して 眞に 其冃 的に 合致す る もの 甚だ 少く 遺憾と せられた りしに、 昭和 八 まし 

至り. こ、 に 鉢 伏 山 十一 萬 四千 坪 を 加へ たる は洵に 喜ぶべき であった。 而 して 生 

田 川 遊歩道の 開 設は旣 に 記した るが 如く、 昭和 八 年 三月に あり、 未だ 固より 公園と 

. いふに 足ら ざれ ど、 又 之に よりて 一 萬 九 千 坪の 一遊 園を增 し、 かくて 同 八 年度 末に 

は 公園 面積 合計 十九 萬 五 千 坪に 垂ん とする に 至った のであった。 此中束 遊園地 

よ 大正 十二 年 七月 n  、パ 1 'ト ，ャ ング 記念 基金 募集 委員長 ジ ヱ ー ム スの 寄附 一 萬 五 

千圓 を採納 し、 之に 市費 五 千圓を 加へ て 野球場 其 他に 改修工事 を 施し、 更に 別に 市 


費 を 以て 貫通 道路 を 開設せ しが、 祌戶區 は 昭和 三年 六月 其 陬訪山 遊 園に 動物 圜を 

附設した。 尙神戶 市が 昭和 九 年度 以降 公會堂 建設 計 畫を爲 すに 當 り、 其 敷地と し 

て 大倉山 を豫定 し、 之 によりて 同 公園 も 近く 切 下 工事の 著 手 を 見て 舊態を 止め ざ 

るに 至らん とせる も、 昭 和 八 年度 末に は 未だ 工事に 著 手す るに 至らなかった。 叉 

市 內には 公園 若しくは 遊 園 其 他に 多少の 施設 を爲 せる 兒童遊 園 公 私設 合計 八箇 

所、 約 一千 百 坪 あ リ、 將 來鐡道 高架 下 を も 之に 利用 せんとす る現狀 にある。 

f ぉ删 築港 明治 三十 九 年に ェを 起した る 神戶港 第一 期 築港 工事 は 大正 十一 年 五月 を 以て 

竣功せ し が、 之 に 先 だち 大正 八 年度に ェを 起せる 第二 期 築港 は當 初の 竣功 豫定十 

箇年 なりし も、 其 後 幾多の 事情に 制せられ て、 或 は 屢.. 繰延 に 會 し、 或 は 短縮す る 等 幾 

變遷の 間に 遂に 昭和 十二 年度 を 以て 完了 を 見る ことと な り、 此 總經費 四千 六 百 九 

十 萬 圓、 此 內神戶 市の 負 擔は千 七 百 九 萬 餘圓に 達 し、 中 について 內務省 所管 修築 丁 

事 は 昭和 八 年度 末に は旣に 完成せ る も あ リ、 未 完成の 部分 も 八十 ％ を 竣功せ るに， 

大藏省 所管 陸上 設備 工事 は 未だ 平均 約 三十 二  ％ を 竣功せ るに 過ぎぬ 狀、 况 にある。 

.  而 して 其 埤 立地 は外國 貿易 設備に 九 萬 四千 九 百 四十 坪、 內 國 貿易 設備に 九 萬 九 千 

二百 五十 三 坪を算 し、 同 八 年度 末に は 前者 は旣に 九十 四 ％ を、 後 者 は 八十 九 ％ をい 
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づれも 竣功 し、 此 中 兵 庫 突堤に ありて は 上 屋. 鐡 道 其 他の 施設 は 此年十 一 月 六日 を 

以て 竣功 式を擧 げ、 中 突堤の 陸上 工事 は 十月に ェを起 し、 尙 東部に 於て 市營を 以て 

する 二 萬 五 千 二百 六十 一 坪の 埋立 も計畫 せられて ゐる。 是等 築港に 關 して は 港 

灣の條 に 之 を 詳述す る。 

大正 八 年度 以上の 土木工事の 外 道路 溝渠の 改修 鋪 装に 至りて は 枚 擧に遑 あら す、 今 其 大要 

乃至 十 一年  ； I 

度の 土木 を 年次に 從 ひて 錄 する に、 大正 八 年 新開地 筋. 南 木 町. 元 居留地 西 町 筋. 元 町 通 • 布 引 町. 

き 崎 通 幷に長 田 橋 以北 等に 約 五十八 萬圓を 投じて 路面 を鋪装 し、 或 は 改修工事 を 

加 へ、 布引 町 • 春 日 野 墓地 間の 道路 も 勝 田 銀 次 郞外ニ 人の 寄附 を 納れて 開設す る こ 

ととな り、 同 九 年度に は 兵 庫 及葺合 部、 夢 野. 石 井 方 面、 西 代. 白 川 間 等の 路面 改修工事 

を 施行し、 同 十 年. 度に は 北長狹 通. 橘 通 間を鋪 装し、 湊 川. 妙 法 寺 川^ 藻 川上 流の 護岸 

ェ 事、 天 井 川. 生 田 川の 洪水に よる 決潰 箇所 を復舊 し、 運河 木 支線の 浚渫 を 終った。 

市電 上澤 線の 開通した る も亦此 年であった。 而し. て當時 未だ アスファルト マ 力 

ダ ム は 多く 鋪 装に 用. ひ られ ざり し が、 此 年此 工法 を 以て 布引 町. 加 納町間 及 山手 線 

の 一部に 試みに 施工した る こと は 特筆すべきであった。 

00 大正 十二 年 変に 多 井畑 道路. 駒ケ林 道路の 各 改修に 十 一 萬 餘圓を 投じた る は、 須 


磨 天井 川 改修工事 と共に 大工 事で あ リ、 同 十三 年度に は 新 川 浚渫 と、 加 納町小 公園 

. の 植樹 を 行 ひ、 天 王谷縣 道に 十二 萬 五 千圓を 投じて 二 間 幅 を 三 間 幅に 改修 し、 丸 山 

柬 道路の 改修 も 行 は れ、 天 井川 改修に 伴 ひて 兵 庫電氣 軌道の 橋梁 も架換 せら れ、 湊 

川 公園に も 雑 工事 を 加 へ、 東 遊園地 野球場に は 新 設備 を 加 へた。 

大正 十四 年度に は 駒ケ林  一一 一 • 四 丁目 弁に 野 田 方面の 道路 を 改修 完成し、 天 王谷縣 

道の 一 部 を 改修し、 氷室 橋. 御船 橋 • 室內橋 等 を 架し、^ 藻 川. 妙法 寺 川. 宇治川 等の 水害 

復舊 工事 も 行 はれた。 叉須磨 線の 一 部 路面の 鋪装 成りて 市電の 運轉を 見た る も 

此 年であった。 次いで 同 十五 年 (昭和 元年) 度に は 駒ケ林 一三 丁目 道路 を擴 張し、 改 

「  修 せる 天井 川 埋立地に 道路 を 新設し、 西 神 U; 方面 新開 地、 三 角 公 園. 柳 原 間、 磯 上 通の 

路面 鋪裝 工事 を 竣功し、 天 王谷縣 道の 一 部 を 改修し、^ 藻 川に 架設せ る 橋梁の 水害 

復舊 工事 も 行 は れ、 失 業救濟 事業た る 下水 改良 工事 卽ち 摩耶山 道 • 狐 川 下 流. 荒 田 町. 

湊 川 町 .吉 田 新田 等 延長 約 千 五 百 間の 下水溝の 改良 工事 も 行 はれた のであった。 

& 0 昭和 一一 年度に は 宇治 W 沿岸 道路 を 改築 し、 東 出 町 道路 を擴 張し、 多年 懸案たり し 

^遊園地 貫通 道路 も 臨港 國道 線の 成る に 伴 ひて 此年ェ を 起 し、 永 澤 町. 柳 原 間 及 長 

田 神社 西側の 鋪装を 行 ひ、 千 森 川. 境 川 間の 宇治 電 併用 軌道 外 路面の 修築 も 施工せ 
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ら れ、 同 三年 度に は 四 番町四 丁目 賞 通 道路の 擴張成 ぇ宮 川 町. 長 田 町 間の 道路 も改 

築 を 加へ た。 同 四 年度に は 大石方 面、 商 業大學 前、 大 倉 山 循還道 路、 四 番 町 • 五 番 町の 

道路の 各擴 張に 著 手 し、 六 甲 登山 自動車 道 路、 春 日 野 墓地 內 等の 道路 を 改修 し、 道 路 

鋪装 として は 奉迎 道路 を 始めと し、 須磨驛 より 市郡界 間、 上 筒井 市電 終 點、 海 洋氣象 

臺 附近、 味 泥舊國 道、 都 賀川右 岸、 新 開地大 通、 房 王 寺 谷 筋、 高 架鐡道 下等の 鋪装 工率の 

著 手 を 見、 其 多く は 年度 內に 竣功 を 見し も、 同 五 年度に 跨りて 成れる もの もあった。 

昭ゅ 五^^ 新生 田 川の 埋立 完成し、 樹木 植栽の 成れる も 昭和 五 年度な りし が、 束 出 町 道路の 

以降の 士ォ 

改 築、 湊 町  一 丁目. 相 生 町 間の 擴張 工事 も 著 手せられ、 同 六 年度に は 道路 改築の 特記 

すべ きものな かりし も、 鋪 装 工事に 至りて は 枚 擧に遑 な く、 北 長 狹 通. 長 田 交 叉 點丄 一一 

川 口 町. 石 井 町？ K 輪 田 橋 中ノ島 間. 入 江 通. 松 原 通. 水 道 筋* 芦 原 通丄 一 葉 町， 大 橋 町を始 め、 須 

磨 電車 道 路. 夢 野 火葬場 道 等 も鋪装 せら れ、 同 七 年度に は 中道 通. 湊 川 右 岸. 原 田. 畑 原 

大 通， 都 賀川两 岸 • 荒 田 及上澤 電車 通 • 板 宿 道 筋 ま 取町以 两. 長 田 木通 等の 道路の 改修 

或は 鋪装 施工 せら れ、 此 年 水害 復舊 のた め 布引 市ケ 原. 再度 屮有 馬 街 道 • 五位ノ池 町. 禪 

昌寺車 村 間？ K 倉 山 公園 道路 幷 に 妙 法 寺 川 ，苧 川 谷 等に も 工事が 施された。 同 八 年 

度に は 路面の 改修 擴張 工事の 特記す ベ きものな き も、 道 路の鋪 装 は 頗る 多 く、 全 市 


に 亙 リ數十 件を數 へて ゐる。 

1 畫 土地 區劃 震き 等 I の 道路 開設， 展， 助長 

せる の 功 は 甚た大 なる ものが ある。 I 組合の 目的 は 其 地 區の交 ま 利 を" 

にあ リ、 勢 ひ 其 地惯を 騰貴せ し u  J  -ぉ C び 水 禾を圖 る 

？ で、 .、  fii せ もる ひ禾 ぁリ延 きて は 市の 發展を 促進 助長せ る ま 

^むべき で まな、。 井 也. g  I  &  3 え」 ：，|  ィ 3  5 まセズ に 

く… 耕地整理 法の 發布を 見た る は 明治 四十 二 年 なれ ど、 其 以前よ 

リ旣に 此種私 § の^！ 塔き^ 雾禽 ま， き，」  - - 1  f  J 

S ネ i の 道 F あ 設事茉 は 施 了せられ、 該 法律 發布後 は 之に 

正 三年に は^ 野 石^ 也 4o 勺 卜？ ク，， J  ,  ： る c 1 ネ こ.^ 

ラー —，f 石 井 地方 * 十 萬 八 千 四百 坪 0  二十 六 町 一 反 六 畝) の 地域に 路幅ニ 

乃至 四 間の 約 五 干 間の 道路 開設 起工せ らま 

田 村 六 萬 五 千 四 5( 二十 一 て 1? 蒙 也 お 散 同 四 年に は 長 

【 3^  一  3  ^  -  ffl  /反 步餘) の 地域に 路幅 一間 乃至 三 間 半、 延 

百 間の 道路工事 起工せ ら飞司 \fe 'こま Er  , ズ  え d ズ吁ー 

^^s,c ュ せれ^ 八 年」 は 完了 を 見 更に 長 田. 尻 池. 野 田 • 駒ケ林 方面 一 

^を區 域と なせる^  $#-.£1 匿 1、 、  I すブ rnl 

の f も 同年 S 同 九 年に 四十 五 萬 5 百 五十 町步) 

の區 域に f て 道路 を 2 し. 同 六 年两代 村  "") 

地 或 こま 畐ニ 遢ラ； に  -rE お 三 1«  ノ  四反步 き) の 

±ii,.*.s-  二  H5- 乃^ 四 間の 甚^; まき *  二  « 

f ひ錢 PL 長 二 ザ 八 百 間の 工事 起さ 

る こ つ こ o 乙, J  / ォ r  |  ^  f ら？^ を 貝 

^  I  ^>  f 叉 同 七 年に ェを ej せる 大手す り 勺 二き E. 、マ r  .  > 

三 竽 こま g ゥ すゼ る^ 一 ヨネの 約 二 萬 5 ム町七 反步) の 整理 も 同 十 

三年に" 竣功し 道路 一千 間 を 開設し で。 

i ナ ま-i 柺 宿に 於て は 同 七 年 こ璁！ 0冑 勺 回 
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十八 町步の 地域に 亙りて 幅 一 間 乃至 三 間の 道路 數千 間の ェを 起し、 妙法 寺 川 を も 

次 ^ し、 同 十 年 之 を 完成し、 同 十二 年 十月に は此廣 域の 字 名 を 改めて 數十箇 町の 町 

- 名を附 し、 之と 相 前後して 計畫 せる 束須 磨の 耕地整理 も 同 十三 年に は 完成す る あ 

え 西 灘.德 井 方面に も 耕地の 整理に 著 手す る 等、 全市に 亙りて 私營 による 街衢の 出 

現 を 見る に 至った。 

土地-き 劃 整 都市 計 書； 法の 實 施せられ し は 大正 八 年に して、 昭和 五 年 十月に は 兵 ^ 縣 土地 區 

理組八 劃 整理 組合 協會 成立して 統 一 の 緒に つきし が、 之に よりて 成れる 土地 區劃 整理 組 

合 は 昭和 八 年 迄に 神戶都 朮計畫 區域內 に 於て 十三 組合 を算 した。 此內^ 內 にあ 

りて は 大正 十二 年 三月 認可せられ たる 大日 土地 區劃 整理 組合 を 最初と して 、爾後 

^ 野 .大 手. 長 田丄ハ 甲 村 * 賀. 同 八 幡. 同 篠 原. 束 須 磨. 北 野 及鬼ケ 平等の 各 組合 相次いで 

成立し、： 巾 外に ありて は 木 山村 两 部. 魚 崎 町 橫屋. 木 山村 森. 灘 深 江. 木 山村 中 野の 五 組 

合 認可 せられた C  . 

大日 土地 組 大曰 土地 組合の 設立 は 大正 十二 年 三月 一 曰に ありて、 平の 土地 區劃 整理の 設計 

合  に 墓き たる ものと して は全國 の^ 矢を爲 す ものであった。 木組 合の 地域 は 甚だ 

廣汎 にして^ 藻 川上 流流 域の 殆ど 全部 を 包 擁し、 北 は 市 郡^ 界に 達し、 其面稅 五十 


長 田 土地 組 

合 


篠原 土地 組 


八 椿 土地 組 

合 


萬お を 超え、 域 內に國 有 地 を も 擁し、 總經 費豫算 六十 六 萬 二 千圓を 計上し、 昭和 四 年 

五月 實施 設計 完成し、 其 第 一期と して 四 間 乃至 六 間 幅の 道路 三千 一 百 間の 開設 を 

計畫 して 著々 山地 開發の 先鞭 を 付し、 同 九 年 三月に は 字 名 を改稱 せし が、 同 十二 年 

十二月 を 以て 解散の 豫定 として ゐ る。 長 田 土地 組合 は 大正 十三 年 六月 認可 せら 

れ、 其域內 * 西 四百 二 十 間、 南北 八 百 間 約 二十 四 萬 坪、 長 田 村の 主耍 地域 を 占め、 其 中 

四 間 乃至 六 間 幅の 道路 約 八 千 四百 間 を 開設 せんとす る 計畫を 樹立し、 昭和 五 年 七 

月に は 字 名 を改稱 せし が、 同 九 年 三月 H 事を竣 りて、 同 十 年 十二月 を 以て 解散の 象 

定 として ゐ る。 


六 甲 村篠原 土地 組合 は 大正 十四 年 六月の 設立に か ゝリ、 十七 萬 二 千 坪の 地域 を 

占め、 域內に 三 間 乃至 四 間の 道路 三十 四 線、 約 一 萬 間 を 開設 せんとし、 其經費 豫算約 

五十 三 萬 四千 圓を 計上し、 六 甲 川 五 百 十四 間 を 幅 六 間 乃至 九 間に、 杣 谷川 二百 九十 

五 問 を 三 間 七 分 乃至 七 間に、 都賀 川上 流 百 五十 九 間 を 六 間 幅に 改修す ベ き 計畫を 

もき み、 昭和 十 年 を 以て 完了 解散 せんとし、 六 甲 村 八幡 土地 組 八 口 は 大正 十四 年 六月 

创立、 昭和 十 年 八月 解散の 豫定 によえ 豫算約 三十 二 萬圓を 以て 實測面 《 十四 萬 二 

千餘 坪の 地域に 二 間. 乃至 四 間の 道路 四十 二 線、 延長 七 千 三百 餘 間の 開 發に從 ひ 
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くて 六 甲 村 中央部に 於て 阪神 國道を 挾みて 新に 街衢 を 開設し、 以て 發展 のも^ に 

應 せんとした。 

夢廉其 他の 以上の 外 夢 野 土地 組合 は 大正 十二 年 六月 認可 を 得、 昭和 十二 年 迄の に 十三お 

土  組 ^2  ，  一  I  ^) 

六 千 八百餘 坪の 地域に 四 問 乃至 十 問の 道路 三千 六百餘 ^'の" は 設に從 こ メリ か あ 

賀 組合 は 同 十四 年 二月 認可 ありて 約 六 萬 六 千 六 百 坪の 地域の 整理 を 行 はんとし 

大手 組合 は 大正 十三 年 二 ガに八 千 坪の 整理に 從ひ、 昭和 六 年 二月 其 ェ舉を 完了し、 

來须磨 北 野 組合 は 大正 十五 年 十月 設立し、 昭和 六 年 九月に は 其域內 四千 二百 餘坪 

の 字 名 も改稱 して 同 七 年 四月 解散し、 鬼ケ平 組合 は 昭和 六 年 十月 《取 山麓に 三千 

-  七百餘 坪の 地域の 整 现に著 手した。 市外の 都市 計盡區 域の 五 組合 は 昭和 五 年 九 

月 以降 認可 を 得て 合計 百餘萬 坪の 廣汎 なる 地域の 整理に 著 手して ゐる。 

證の 面積 惟 ふに 叫 治 四十 二 年 耕地整理 法發布 後、 之に 準じて 祌戶 市內に 於て 整现 せられ 

こる 也 域 は 約 二百 二十 三 萬 坪に 達し、 大正 八 年 都市 計畫 法に よる 區劃 整现ひ 地域 

約 百 二十 七 萬 五 千 坪 を 超えん とする 情勢 なれ ど、 其 中 に^まる 、あ 地 は 殆ど 數ふ 

るに もらざる は 固よりに して、 多く は 田 畑. 山 林 • 原 野 • 溜池 なれば、 其 整理 事業 一 度 一一 フ 

了 を 見ん か、 寂寥たり し 寒村 建 じて 整然たる 街衢と なりお 態ー鏺 して 以て^の 發 


展を 助長す るに 與 つて 大いに 力 あるので ある。 

以上 記述す る 一 般 土木 事業の. 外 SS にきて は 高架 鐡 道の i  、郊外電車 

s 巿內乘 入 及 阪神， 神明 兩國 道の 沿革 經緯も 亦 逸すべからざる 土木 事業な， H 

下 其 槪耍を 記述す る。 

1道改 良の 狹長帶 の 如き 祌  ー£ を S に 縦貫す る鐡 道に よりて、 數十 箇所の 踏切の 曰々 數 

十 囘遮斷 t る、 は 、市民の 到底 堪ゅる能？ ると えに して、 殊に 市勢の 發展顯 

著なる に 及び、 また 其 列車の 來往 愈， 頻繁と なる に 伴 ひて 、益， 其 不便と 不利と を遞增 

する は當然 であった。 されば 此 縦霣鐡 道の 改良 整理の 議は旣 に 大正 三年に 起り、 

. 同 六 年に は 神 戶市區 改正 委員 會の 意見に よう、 市 會は其 决議を 以て 之が 改良 整理 

の 意見書. を 政府に 提出し、 實行 委員 を擧げ て總理 大臣 を 始め 鐡道院 當局幷 备政黨 

幹部と 折衝し、 其 趣旨 貫徹に 努めた のであった。 此 意見書に 據れ ば、 先づ 市の 中 f 

を 縦貫せ る鐵 道に よう 交通 運輸に 多大の 障害 を與 へ、 直接 間接に 蒙る 損害 及危險 

, y 沏 るべ からざる もの ある を說 き、 之 を 第一 の 理由と し、 交通量の 增大 せる 今日 到 

底 現狀に 甘ん する を 得すと し、 第二に 市區 改正 事業の 爲め此 障害 を 除去せ ざる を 

. 得すと なし、 其 改良の 方法 は 政府 當 局に 於て 之 を 立案 實 施せら れんこと を 以てし 
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神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說下  七 五六 

たのであった C  ] 

载 道り 改良 はかくて 漸く 其 緒に 著かん とする に當 り、 两部鐡 道 管理局 長より. ゆ 

n 市^  ニ對 し、 鐡 道に 關 する 意見 を 徵し來 りたる を 以て、 市長 は 之 を 市會に 諮り、 商 

業 會議所 こも 同様の 照會 ありし を 以て 之と 聯合 委員 會を 作り、 こ 、 に市會 案と 商 

業 會議所 案 を 得て 囘答 すると ころがあった。 かくて 政府 は 高架線. 地下線 線 

の 三者に つきて 檢討を 加 へ、 同 八 年 十月 十日 を 以て 鐡道院 總裁床 次 竹 ニ郞の 名に 

よりて 中 戶市區 改正 委員 會に 照會を 發し來 b 、こ 、に 所謂 鐡道 高架線 問題 は^つ 

たのであった。 

お 照會 案に よれば 現在の 鐡道 線路 は 不便 尠 からす、 而も 近く 線路 堺設の 必要 を 

認 むる も、 現狀を 以てして は增設 不可能 なれば、 此 市街 線 を 改增築 せんとす と 言 ひ、 

其 設計と して 高架 區間を 來は生 田 川 西方より 西 は兵庳 停車場の 間と し、 現在 鏹^ 

線路 を 其 位置に 於て 高架に 改築し、 其 下 を 一 般 公道に 供す る ことと し、 線路に" ひ 

約 十八 尺の 距離に 約 六尺 角の 鐡筋コ ンクリ ー ト柱を 中央に 一 本、 車道 人逍 の^ * 

に 一 本 宛 合計 三 木 を 樹立し、 鐡道 線路 六 線 を 敷設す るに 足る 幅員と し、 高架線の^ 

下 ま 全部 車道に 供し、 有效 幅員 五 間の もの 二列 を 設け、 中央 柱の 兩 側に 札^ 電す 


. を 鐘 道 凝路に 並行して 敷設し 得る ことと し、 停車場 は 略 t 之 を 現在の 位置に 設けん 

とする にあった。 

1^11 路 神 戶市區 改正 委員 會は 此照會 案に 對し 大いに 利害 を 論究し、 三 箇の條 件 は 之 を 

附 したる も 高架 案 は 欣然 之 を 可決し、 更に 高架線の 區間を 東方 灘驛 より 西方 鷹 取 

驛 迄と なすこと 外 一件の 希望 條項を も决議 して 囘 答せ しが、 越えて 大正 十 年 十二 

. 月 i 三日 鐡道 省よ リ 都市 計 畫祌戶 地方 委員 會に對 して 諮問 を 發し來 つた。 こ 1 

多年の S 案の 解决 せらるべき 諮問 案に して、 其 案に よれば、 先づ第 一 に祌戶 海岸線 

敷設 計畫を 示し、 高架に 改築の 結果、 祌戶驛 に 於け る 一 般 貨物 及 鐡道省 ffl: 品瑜^ ヒ、 

地平 式 單線を 以て 海岸線 を 敷設し、 其 線路 は 祌戶税 關新港 構 內鐡道 線 各よ リ 分岐 

I、 京 橋 筋. を經て 祌戶驛 構內に 達する 設計と 爲し、 第二に は 市街 線 改築 は灘. 鷹 取 ほ. 

線路 は 四 線と し、 和 田 岬 線 及 兵車 貨物 扱 所 • 鷹取驛 間に 貨物 線路 一 線 を 新設し 灘 * 

取 驛間は 高架 式と し、 三 宫驛を 加納町 踏切 附近に 移し、 高架 線路の 構造 を 左 の^く 

豫定 した。 

灘驛 • 新生 田 川 間 は土留 築堤 式。 新生 田 川. 新 三 宮驛間 は 拱 叉 は スラブ 式。 新 三 

• 宮驛. 祌 P 驛間は スラブ 式。 徑間 十八 尺內 外、 橋脚 は 柱 三 木。 神戶驛 * 原 通 間 は 
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, 拱 又は スラブ 式。 菅 原 通 ^ 取驛間 は土留 築堤 式。  , 

此晴 造の 高架線 下 を 公道に 供す る 區間は 新 三 宫驛. 神戶驛 間と なし、 高架線の 兩側 

- に 接して は 各 三 間の 餘地 を鐡道 用地と して 存置し、 之 を 道路に 使用せ しむる こと 

等 を 示して ゐ る。 

築堤 式をス 委員 會は木 諮問 案に 對し 大正 十一 年 十月 七日 を 以て 其 一部の 構造 變 更を條 化 

ラブ 式に 變 3-  ^  ノ  ， ， 匕ヽ c  I  i る 

更  として 異議な き 旨を囘 申し、 かくて 委員 會の 答申に より 同 十三 年 一 月 其 大體は 決 

定 せられ、 こ 、 に 多年の 大 懸案の 解決 を 見る を 得た る は、 神戶 市に とりて 最も 喜ぶ 

ベ きであった。 今 其 決定 事項 を 見る に、 築堤 式をス ラブ 式に 變， 更 したる は 其 第 一 

にして、 原案に は 生 田 川 以束菅 原 通 以丙を 築堤 式と なせし を 改め 、束に 於て は祌 P 

■ 製鋼所 西側. 新生 田 川 間、 两 方に ありて は 菅原通 • 新湊川 間 を 共に スラブ 式に 變更し 

^れ が爲に 新に 要する 工費 九十 五 萬圓は 始め 市の 負擔 となせ しも、 後 之 を 政府 ひ- 

負擔 とした。 神 戶市會 が 高架 式を排 して 飽くまで も 地下 式に 變更方 を 政府に 稟 

請 せんとして、 大いに 論議 を爲 したる は 同 十四 年 二月 乃至 八月の 間な りし も、 當時 

旣に 政府の 鷹取驛 附近の 地所 買收も 終り、 遂に 如何 ともなし 難き 狀 勢に 立 至り ゐ 

こ る ま 曰 1^ も |返 ® とすると ころ VV, あ つた 


I 霞 I の 新 第二 は 架 道 橋の 新設 幷に擴 張で あつ て、 元 來鐡道 省 は 在来の 踏切 道の 存せ しも 

の 、 み 其 道 幅 相 當の架 道 橋 を 架 せんとす る計畫 なりし も、 か くて は 高架 完 成 後に 

擴 張の 必要 sa る も、 其 施工 到底 不可能 なれば、 一 般 交通に 資し 幷に 危險を 除去す る 

木 旨に よ ヅ、 新 湊川 以東に 新設 六箇 所、 擴 張 十六 箇所、 同 以两に 新設 七箇 所、 擴 張六箇 

所 を計畫 し、 之 によ リて架 道 橋 は湊川 以東に 四十 六箇 所、 以 西に 十六 箇所と な り、 之 

がた めに 市 は 新に 約 六十 五萬圓 を負擔 して 此 工事 を 完成す る ことと した。 第三 

に は 驛前廣 場の 擴張 にし て、 灘. 神 戶兩驛 の各廣 場を擴 げ、 第 四に は 高架線 兩側 道路 

^架 ぼ £ ま のこと を 決定した。 第五に 决定を 見し 高架線 下の 利用 は、 當 初よ リ 重大なる 問題 

用と 防火 fel 

として 取扱 はれ 來 りし が、 昭 和 七 年 十月に 至リて 地方 委員 會に 附議 せら れ、 同 八 年 

四月 可决を 見し が、 之 によれば 三 宫*祌 戶兩驛 間 高架線 下 は 公道と すべ き豫 定を改 

め て、 店 舖 として 利用す る ことと な リ、 濱 側 は 高架線 下 幅 四 米は步 道と し、 都 市の 中 

心 部なる を 以て 美觀に 留意せ し め、 神 戶驛 以西 及 三 宫驛以 東め 店 舖. 倉 庫. 住 宅等附 

近の 環境 を 考慮して 施設す る ことと し、 尙 高架線 は 實に木 市 を 縦貫す る 防火壁の 

如き もの なれ ば、 其 下も此 目的に 適合せ しむる が 爲に約 三十 米每に 防火壁 を設く 

る ことと し、 將 來 防火 地區 として 指定す る計畫 とな し、 叉 高架線 下の 一 部 を 割きて 
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. 春 日 野 • 生 田 川 ，縣 廳 下士 一  川 口  *菅 原 通 各 附近に 兒董遊 園を設 くる ことと なった。 

ff  海岸 以上の 外 所謂 鐵道 電化の 場 八 口に は 新に 六 甲. 元 町 兩驛も 設けら る 、 ことに 定ま 

高桀綜 

り、 停 車 場ホテ , の計畫 にっきて は祌戶 市會は 之に 關 して 昭和 二 年 三：^ 意見書 を 

提 出 し、 鐡 道 省 も 亦 一 度計畫 したる も、 而 も 後に 至りて 設置せ ざる ことと 定ま り 、海 

岸 鐡道も 亦 高架線と 定まれる 結 果. 祌 戶驛 停車場 は 木 線との 連絡 を斷 たる ヽを以 

て、 別 に 貨物 驛 たる 湊川驛 を 設け 以て 小 野濱驛 より 線路 を 延長 し、 海 岸 通 を 經て貨 

物驛に 到らし むる 計 畫を樹 て、 叉 膽取驛 に 操車場 を設 け、 和 田 岬驛と 連絡せ しむる 

がた め 市電 芦原通 踏切 附近より 漸次 高架と し、 菅 原通两 部に 於て 高架 本線に 述絡 

せし むる ことと なるな ど、 諸 般 のぎに 留意 決定 を 見た のであった。 

高架 工事の 是 より 先 大正 八 年 高架線 工事 測量に 著 手せ る 鐡道關 係當局 は、 漸 く 同 十五 年 八 

月に 至りて 此 劃期的なる 大事 業の ェを S し、 時 に 或は 祌戶 市會 をして 其 工事 遲々 

として 涉らす とて^ 進 方に 關 する i 見 書 を 提出す る に 至らし めし も、 而 も 此難ェ 

事の 漸を逐 ひて 成らん とする や、 昭 和 四 年巿は 此ェ， に 伴 ふ 市電 軌道の 附^ 幷に 

瀧 道. 相 生 橋 .湊 川墜道 及菅原 通の 交叉 地點の 切替 工事費 八十 七 萬 七 千圓 の， 乂出は 

市の 財政 上 困難な りと して 政府に 補助 を 請 ひ、 同 年 十月 十 萬 二 千圓を 交附 せらる 


る ことに、 决定を 見た。 此に 於て ま 2局は鐡道 省 驚と 技術 上の 研究 協議 霧 

け 萬般の 準備 を 了し、 兩 者より 合計 一 千 二百 人の 作業員 を 配備して きを 寺つ こ。 

11 昭和 六 年 十月 十 曰 は 神 S 交通 史上の 一大 轉 機であった。 卽ち九 曰 切替 場所 

に 於け る 市電の 運 S 一  齊に 停止せ る 午前 十 時 を 期して、 祌 S 高架。 フー， ッ トフ 

i  — ム に^けられ たる 切替 木部より、 先 づ菅原 通 現場に 對し 作業 開始の 指令 發せ 

られ 、正午に は湊 川. 瀧 道に 發 令せられ、 午後 十一 時 其 架 道 橋の 架設 を 終る や、 最も 難 

工事た る 相 i の 切替 S 午前 零時 を 期して ず、 此に鐡 道 は 地上よ I 全に 高 

架に 乘 つたので あった。 卽ち 上う は 十日 午前 三時 三十 分 靡取驛 を、 F り は 同 三時 

四十 八 分灘驛 を各發 車せ る 大型機 關 車と 二 臺の 客車の 試運轉 によ リて、 初發 列？ 

より 高架線 上 を 驀進す るに 至った。 市電 叉 之に ついで 軌道 敷設 を 了し、 同じく 初 

發 電車より 通過 運轉を 見た ので あつ こ。 

If 惟 ふに 祌戶 縦貫 高架 鐡道 は實 測以？ 一一 一年間、 起工 以來 J 一一  箇月 をき 一 一千 g 

. 百 萬圓の 巨費 を 投じて こ、 に 其 第一 期 工事 を 竣功した のであった。 面して 其設 

計の 誇る に 足るべき はもと ょリ、 木 邦 最長 最新式た る點 において 特筆に 値する。 

卽ち其 延長 十 ー籽 二分 中、 東海道線 五籽 一 分、 山陽 線六籽 一 分に して、 ス ラブ 式 七き 
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一 五分、 築堤 式 三籽七 分と なって ゐる。 此日 神戶市 は初發 上り列車の 通過 を 期して 

煙火 を 打 あげ、 大倉 山に て は 市民 祝賀 午餐 會を 開き、 夜 は 記念 會を 催して 之 を 記念 

し、 市民 も喜悅 にあ ふれて 曉 天に 萬 歲を 叫び、 試乘 のた め 殺到せ る も 亦 所以な しと 

しなかった。 

阪急 高架 乘 郊外 ま S 鐡道 就中 阪祌 急行. 阪祌電 鐵の市 內乘入 問題 は 、市政 上の 一 大 問題たり 

しと 共に 市民の 耳目 を聳 動した る ものであった。 阪祌念 行電鐡 株式 會社卽 ち 所 

胃阪 急の 中ョ 線の 開通せ る は 大正 九 年 七月 十六 日な り. し が、 是 より 先 同 八 年  一 h 

同社 は 市の 中樞 部に 達せ ざれば^ 行の 目的 を 達成し 得すとの 理. を附 して、 © に 

決定す る巾戶 5aa たる 西 灘村原 田より ^內に 入り、 宫 木. 大 曰. 祌若 .國 香の 諸 通 を 終、 

琴 緖. 布 引. 加納の 町々 を 過 ぎ、 中 山 手卞 山 手 • 北 長狹 通より 三 宮 町 三 丁目に 至る 二 1- 

十五 鎖 三十 七 節餘の 軌道 を 延長し、 其 中 新生 田 川 迄 は 専用 軌道と し、 其 以两を 地下 

式 工法と なして 市 內乘入 を 出願した。 木 願 諮問 ある や 神 P 市 は 導 門 家に 墜 道の 

. ^查 究を 委囑 し、 其 結果 神 戶市會 は 同年 六月 二十 八日 高架 鐡道及 者. ^計畫 ミナ 

决定を 見ざる を以 て、 本 願 は 其 計畫に 支障 ありと 答申した 

也 下 式乘人 かくて 此乘入 問題 は祌戶 市區 改正 委員 會に 移され、 束 京に 於て 開かれた る該委 


難と 變 員會は 同年 十月 地下 式 工法 を 採用す る 場合に は 支障な しと 决定 した。 卽ち 之に 

よりて 同社 は 同年 十二月 二十 三日 地下 式 工法 を條 件と して 特許 命令 を 曰 守る に 至 

つた。 然るに 同社 は 同 十 年 九月 特許 條件中 全線 を 高架 式に 變更 せんこと を 出願 

し、 同 十五 年 五月 此 工事 施工 認可 を 申請す るに 至った。 此變更 出願の 市長 諮問と 

なりて 神 戶市會 に 現る 、 や、 昭和 二 年 十二月 市 會は卽 決否决 し、 尙 意見書 を 政府に 

提出して、 地下 式 工法に 據ら すん ば 工事 を 認可せ ざらん こと を 以て し、 特 に 其 認 可 

. 阻止 委 員 を 設 け、 猛 烈 なる 反對を 表し たれ ば、 爲 に 同 三年 三月 同社 は 願書 を 取 下ぐ 

るに 至った。 

麵薦 f  然るに 同社 は 同年 五月に 至りて 新に 願書 を 提出し たれば、 同年 A 月此 高架 式乘 

反對  入 出願 は. 又もや 市長 諮問と なりて 現れ たれ ど、 而も 市 會の多 數は之 を容れ す、 否 决 

して 支障 あ^と 答申せ しも、 前途 遽 に樂觀 すべ からすと し、 都市 計畫 地方 委員 會に 

見 書 を 提出して 之が 徹底 を 期す る ことと な リ、 市 會には 之が 阻止 委 員 會も 設け 

られ た。 曩に同 二 年 十二月 兵庫縣 知事が 市會の 指定 答申 期日の 經過を 名と し 、市 

の 答申に 先 だち て 政府に 其 願書 を 申達せ る 事實ぁ り、 爲 に 市會は 極度に 其 不法 を 

槪 し、 漸 く會社 をして 願書 を 取 下げ しめたの であった。 而も 同 四 年 二月 地方 委員 
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會が木 問題 を議 する に 常 り、 委 員より 高架 式に 關 して 修正案 出 で、 神 P 市長 は絕對 

反 對を丧 し、 決議の 延期 を 申入れ しも 遂に 修正案 卽ち 築堤 式をス ラブ 式に 改め、 乘 

入 を 新 三 宮驛两 方 百 六十 間に 止む る ことに 决定 したので あった。 此 件に 關し市 

長よりの 報告 ある や、 同 月 八日の 緊急 市會は 極度に 硬化 し、 知 * 不信任の 決議 をな 

さんと する 者 ある に 至りし が、 漸 く 委員 を 擧げて 阻止に 努 むる ことと なり 次い で 

十四日 再び 開ける 緊急 市會は 知事の 處置を 以て 地下 式の 市是 を破壞 する ものな 

り と し、 自 、台權 は 之に よりて 蹂躪せられ たりと 憤 り、 悲 憤 慷慨の 狀を呈 し、. な 見^ を 

政府に 提出して 以て 之 を 阻止す る ことと なった のであった。 

高架 乘 人の 次いで 六月 十二 日 緊急 市會を 開きて 阻止 委員長の 報 吿を聽 取せ しが、 曩 に 阻止 

特許と 市の  t 

態度  委員 會 設置に 際して は 只 一 人の 反對者 ありし のみな りし に、 此 日 阻止お 見 書 を ト- 

議す るに 及 び、 出 席 四十 六 人中 十 一 人の 反對 ある 等、 形 勢 漸く 變 移せる を 知る もの 

あ り、 前 途豫 測す ベ からざる 情勢 を呈 せし が、 杲 して 六月 二十 一 日に 至りて s  ^  -屯 

鐡會 社の 出願 は 遂に 鐡道 大臣 小川 平 吉、 內 務 大臣 望月 圭 介より 許可 せらる ヽ に 一せ 

つたので あった。 卽ち 七月 八日 市會は 之が 善後 處 置を講 じ、 更 に 施工 を 阻止す る 

ことに 决定 したる も、 大 勢 殆ど 動かす ベ からざる 狀勢 にあった。 


smm 越えて 昭和 六 年 十二月 同社の 工事 施行 認可 を 申請す る や、 同 七 年 三月 兵車 縣ょ 

り 市に 照 會 あ り、 市 會は 飽く迄も 之 を 阻止す ベ しとな す 意見 と、 旣 に 政府が 許可 を 

與へ たる 上 は 法規 上 之 を 阻止す る を 得 ざれ ば、 宜 しく 市に 有利に 解决 す-./ しとの 

意見 も あ り、 遂 に 後者に 决 し、 市 長 は 同 八 年 五月 更 めて 阪急 申請の 工事 施 ほの^-を 

市會に 諮問し、 八月 二日の 巿會は 十二 條の條 件と 十七 條 の參考 意見 を附 して 之 を 

支障な しと 決定した。 其條件 中には 瀧 道 以西 北 長狹通 一丁目 間に 一切の 施設 を 

_ 避 け、 終 點瀧道 側と 生 田 神社 側に 廣場 を設 け、 春 曰 野道 附近に 停留 場を增 し、 高 架 線 

下の 利用に つ いても 據る 所を定 め、 參 考 意見の 中には 會社は 市の 公共事業の 爲め 

金 百 萬 圓也を 納付す る こ と、 木 市の 承認 を經る にあら ざれば 市內に 百貨店 を經營 

せざる こと 等 をも定 め、 か くて 多年に 亙れる 市政 上の 重要 懸案 は 全く 解决を 見た 

のであった。 

讓禁 | の これによ りて 阪急は 工費 九 百 萬圓を 以て 祌戶 線大阪 ！a 點 二十 九全籽 より 分岐 

し、 北 長狹通  一 丁目 新 三宫驛 附近に 至る 間に、 延長 三 土 四 七籽の 複線 軌道 を 敷設し、 

其 中 築堤 式 〇 三 一 一 籽、 ス ラ ブ式三 •〇 三六籽 とし、 其 間に 二 驛を設 くる ことと なり 

• たれ ど、 昭和 八 年度 末に は 未だ 其ェを SB! すに 至らなかった。  . 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  七 六 六 

阪神の， 入 ： 阪祌電 氣鐡道 株式 會社は 夙に 祌 戶？ k 阪 間の 交通 運輸に 從ひ しも、 一 m 交 通 量 の 

出願と 市の 

態度  激增に 伴 ひ運轉 速度の 滅返 を來 し、 時 代の 趨勢に 應 する 能 はざる に 至りし を 以て、 

先づ 御影 町 內の饼 用 軌道 を 高架線に 改築し、 祌戶 市內も 高架線に 改め、 尙荒田 町 二 

丁目 迄の 延長 線 は 地下 式と なさん とし、 大正 十三 年 八月 特許 を 申請した。 而 して 

同 十四 年 七月 本願の 諮問 ある や、 同 十五 年 六月 市 會は岩 屋. 三 宫間を 全部 地下線と 

し、 地 表面 は 道路と し、 地 上線 を撤廢 する こと 等六箇 條の條 件を附 し、 延 長 線に 對し 

て は 省線の 北側 を 過ぎて 元 町 四 丁目に 至 り、 荒 田 町の 終 點には 充分なる 廣 場を設 

くる こと 等 同じく 六 箇の條 件 を附し て、 支 障な しと 答申した のであった。 

び 併しながら 會 社の 出願と 此 答申と に は、 高架 式と 地下 式との 根本的なる 相違 も 

式 穿ス案 の 

キき と 忍、 

あ り、 叉 終點 附近の 鐡道及 市電との 連絡 等の 問題の 爲に 容易に 成案 を 得る に 至ら 

す、 偶" 祌戶 市が 都市 計畫 事業と して 阪神 國 道と 連絡せ しむる 市內國 道擴築 を計畫 

す る や、 同 社 は 昭和 二 年 一 月 を 以て 祌戶市 加 納町五 •  丁目と 西 灘村字 中濱間 一 哩五 

十四 鎖 を 地下 式と し て、 市 の 計 畫の國 道 下に 之 を 開設 せんとす る 計畫を 樹立して 

出願す るに 至った。 木 願 諮問に 對 して 同 四 年 二月 一日の 市 會は市 郡界に 於て 完 

全に 地下に 穿 入す る こ と、 地 下線 開通 後 二週間 以內に 瀧 道終點 現在の 施設 一 切 を 


阪神の 增設 

貧 J 


阪神の 荒 田 

町乘入 問題 


撤去す る こと 等 八 箇の條 件を附 して 支障な しと 答申 し. 別 に會社 

社との 間に 契約 を 結び、 報償 契約と して 同社 は 市の 營 造すべき 建 

萬圓を 市に 納付す る ことと し、 昭 和 四 • 五 年 变 に 三 十 

納 むる こと を 約 し、 同 四 年 三 

六月 特許 を 得る や、 同 年 十二 


市民 の 眼 を聳だ 、しめつ 

阪神 電鐡會 社の 最初の 

る 路面 軌道 は廢 止と 定ま 

と し、 祌 戶 市との 契約に も 

を も 八 ril めた のであった C 

の 許可 を 出願 し、 巿 會は木 

も 亦 解决を 見た。 

K 祌 電鐡會 社の 荒 田 町 

ありし が、 此 延長 は 神明 急 

の 免許 を 得る や、 之 と 連 終 
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. 宫 停留所より 分岐し、 地下線 を 以て 荒 田 町 二 丁目に 入る 延長 ー哩 七十 六 鎖の 筏 線 

を 敷設 せんとす る ものにして、 市會の 之に 條件 を附 して 支障な しと 答申せ る こと 

叉 先に 記せる が 如くであった。 然るに 其 後 八 年 を經、 交通 運輸の 狀况 一 變し、 所謂 

阪 急の 乘入 解決して 高架 乘入も 近 からん とし、 且つ 鐡道 用地 を 利 川す るた めに は 

鐡 道の 高架 工事 以前 を 有利な りと し、 之が 特許 を 出願し、 遂に 昭和 九 年 三月 二十日 

加納町 五丁目より 荒 田 町 二 丁目 百 二番 地に 至る 特許 を 得た のであった。 かくて 

其 施行 認可 も 近く 出願 せらる ベ く、 工事 竣功の 上 は 更に 交通 上の 一 新紀元 を 劃す 

る こと 期して 待つ ベ きで あらう。 

山陽 電鐡の 山陽 電氣鐡 道 株式 會 社の 市 內乘入 問題 も 亦. 錯雜 なる 市政 上の 大 問題で あつ た _ 

市 JTt^l 入诗 

許權  山場 電鐡の 前身なる 兵 庫電氣 軌道 株式 會社は 古く 旣に 神戶. 明 石 間に 軌道 を惠設 

經營 1L なりし が、 神 明 急行 電鐡 株式 會社 は湊川 公園 を起點 として、 須 磨. 垂 ガの北 5 

を經て 明石驛 前に 至る 祌戶， 明 石 間 電氣鐡 道 敷設 をお 願し、 市 會は四 箇條の 條件を 

附 して 支障な しと 答申し、 かくて 大正 九 年 十二月 此 免許 を 得る や、 同社 は 之 を 同 十 

年 十一 月明 姬電 氣鐡道 株式 會 社に 譲渡し、 祌戶 姬路電 氣鐡道 株式 會 社と 改稱 した- 

然るに 同社 は 昭和 二 年 四月 宇治川 電氣 株式 會 社に 合 饼 せられ、 之より 先 一 月 兵 庫 


特許 路線の 

鸫過 地と. & 

の 態度 


市と 兵庫電 


軌道 は旣に 宇治川 電氣と 合併して 宇治川 電氣 鐵道 部と 改稱 して ゐた U ョ.  も 

路間は 同 部の f にず ぽ 昭和 六 年に は 山置鐵 株式 會 社の^^ 

となる 等 幾多の 變 遷を經 たので あっこ。  ズ 

此中祌 明 急行の 得た る 特許 線 は 明 石驛前 _5 

昌寺 MKS 下山 を 經て上 S  一丁目 こ nf  ：：召ロ^  I 

<  r><  、  {3- ズぁ あな リしカ 昭和 四 年 六 nr こま 1 

水 町 域に 於て 待 SG 方向 を變 へ、 鐡拐山 下 宴 f  "  n 

I き <e  る？、 えして ラ^に 出て 板 宿 停留 听に 

連絡し 夫より 高架と なう、 西 代 

i  fee  J  え I ゴ」 弓 を £ て S 田 刺 社 前より：^ ョ 第二お 

學校畔 S ぎ、 會 下山？ 附近 さ 新湊川 を？ 會 下山 を 過ぎ てれ"" 

に f する 大|案 を 出願す るに？ た。 ま は 木 諮 間に 對：； 5t 

u^. 式 H 法 は 直にず. 將來 の發展 を？ を 以て. 地下 式に t ざれ" 

を, 認めさる ことと V 從 ^也 k  t  -  -、 V 1 i  .  7 

し I 个地丁 式と 為す と 雖须磨 海岸線の 特許 は 之 を拋棄 する こ 

^ 出願 中の 自動車 霊 出願 t 取 下ぐ る こと 等の 條 件を附 する こと 

まため， 木乘入 問題 2 だ解决 直る に 發： れ たる" 正 "五" 

一 月の 起工 命令 は 延期 を 出願せ る現狀 にある。  4 ョ卑 

兵寧 電氣 軌道が 須磨 海岸線の 特許 を 得た る は旣に 大正 二 
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氣の菌 と 七 年 十二月 路線の 變更を 出願し、 市 會は之 を 拒否せ しが、 更に 同 八 年 路線 を變更 出 

願す る や、 市會は 又もや 同年 十二 月 支障 ありと 答申した。 當 時の 此 出願 は 市電 須 

磨 線との 競 願と なり、 遂に 神戶 市に 特許せられ たれ ど、 其當 時の 特許 命令書 中には 

市電 須磨 線に 兵車 電氣 軌道の 車輛 乘入を 求めた る 時 は 神 戶市は 之 を 拒む こ 

と を 得すとの 條 項も附 せられて ゐた。 從 つて 市 會は 同社の 特許 權拋棄 を 求めた 

のであった。 思 ふに 柬方 郊外の 二 大電鐡 との 問題 旣に 解決した る 祌戶市 は、 西方 

山陽 電鐡 との 懸案に して 解決 を 見、 各 其乘入 工事の 完成の 嘵に は、 全市の 交通 は更 

に 一新紀元 を 劃す るで あらう。 

阪神 國道 の 交通 運 轍の 著しき 增加は 自動車の 發達 によりて 更に 助長せられ、 特に 祌戶 • 大阪 

竣成 二 大都市 間の 交通量の 增大は 到底 阪神 間國 道を舊 態の ま、 に 放置すべからざる 

こ 至つ . こ。 卽ち道 幅 の 狭小、 屈曲の 多數、 路面の 粗惡、 橋梁 の 不完全 等 は 急激なる 高 

速度 交通に は耐 ゆるべからざる 狀勢 となった のであった。 此に 於て 大正 八年大 

阪府は 兵車 縣と 交涉 し、 大阪府に 於て 兵 庫 縣界迄 を、 兵 庫縣に 於て 神 戶市迄 を 開設 

する ことと なった。 かくて 兵 庫縣は 工費 千 三十 萬圓を 投じて 大正 八 年度より 四 

箇年繼 《 事業と して ェを S し、 が、 年期 は 其 後 延長して 七箇 年の 繼續 事業と なつ 


神明 國道 の 

竣功 


/ 力くて 成れる 國道 幅員 十五 間、 延長 五 里 二十 三 町 五十 一 間を算 し、 中央 こ J 

電車 軌道 敷 三 間 を 充て、 左右に 歩道 を附 し、 大正 十五 年度 を 以て 全 工程の？ を 見 

るに 至った かくて 爾餘 の附帶 工事 を竣リ 昭和 二 年 三月に は坦々 たる 十五， ー虽 

の 阪神 國道 開通し、 同年 七月より 國 道電軌 株式 會社は 軌道 敷設 を 了う 國道 電車 を 

運轉 せし が、 同 三年 四月よう 同社 は 阪神 電鐡 株式 會 社に 八 口 併した。 中戶 市； ,i 

神國 道と 連絡すべき 國道を 開設せ る ま 统こ己  て、 ヒ： 

ス F  i  i  f  ft^  {  0P ゼる 力.^  くにして 其 交通 上 こ卑 觉 

せる 甚大なる ものが あった。 

阪神 國道 開設 計畫 についで 祌ぞ明 石 間 國道卽 ち 所謂 神明 國道 も計畫 せら 1 こ 。 

木 路線 は祌 5 都 界境化 ま 明 石 市に 達せん とする ものにして、 延長 二 里 二十 現 

町 二十 八 間、 幅 七 間八 分 乃至 十二 間 ヹ費六 百 五十 萬圓 にして、 大正 十 一 年度よ リ S 

箇 年繼續 事業と して 立案し、 同 十二 年 七月 內 I の 許可 を 得て ヱ£ し、 其 後年 期 

を 延長して、 昭和 八 年 三月 を 以て I した。 卽ち 之に 照應 して 2 巿 S 磨より 

境 川までの 國道 開設の 計 畫を樹 て、 更に 須磨 口の 擴張 を計畫 せる も、 同 八 年度 まこ 

は 未だ 工事に 著 手す るに 至らなかった。 此神 5 の 工事に し 5 功せ むか、 阪神 

I 巿內. 神明 國 道の 連絡 f て、 大國道 はまの 機能 5 揮し .1 上 一 新紀元 を 
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劃す るに 相違ない。  ， 

- これ S する に 大正 八 5 降 昭和 八 年に 至る 十五 年間の 市の 土木 は、 之 を其 以 

1: 比すれ、 よ 駭目こ 値する ものが ある。 卽ち 第二 期 築港の 著 手 を 始めと してお 

ま { ムー クオ-' I  -'  -  I  iL  )  ：  f  ョ 


卞計 畫區 域の 2 に 伴へ is 二. 第三の 一一 一期 S る 道路 開設の 大事 業、 神戶縱 

問題の 解決、 阪神 幷に阪 急乘 入 問題の 解決 等， 海に 山に 施工し 尙 施工 中なる 

土木 事業 3  く 時代の 要求に も 5 し、 若しくは 將來 に備 t 爲の i 的 事業な 

る こと は 空前の 肚觀 とい ふべ きであった。  , 

概況 かくの 如く なれば 大正 九 年と 昭和 八 年との 道路に 關 する 數字を 比 

ヒ、 . t  n  ^-  lys 首」 こ ありて は 特に 幅 九 米 以上の 道路に 著 

こ、 其 幅員 延長 共に 著しく 增カ を^  1  *  、 

しく 增加を 示し、 昭和 八 年の 國道 延長 は 合計 一 萬 七 千 八 百 七十 六 米と なり、 縣 道〜 

幅 五 米 以上 S 路に 著大なる 增加 S し、 總 計に 於て 約 一 萬米を 增 して 二 萬 二 千 

三百 五十 米と t 市道 は此 十四 年間に 殆ど 倍加し ェハ 十四 萬 五 千 六 し 

これ 、よ、 1,1 の 合計に ありて は 幅 二 米 以下の 道路 は 約 三 萬 二 千 米 を 培して 一一 

十二 萬で i ん とし、 幅 三 米 乃至 五 米 未満の 道路 は 六 萬 米 を增 して 十五 萬 八 千 米 

を超 え、 幅 五 米 乃至 七 米 未滿の 道路 は I 加して 十五？ 千 米、 幅 七 米 乃至 九？ 


满の 道路 は 約 四 倍して 八 萬 米と なり、 幅 九 米 以上の 道路 は 約 二倍して 六 萬 米 を 超 

ゆるに 至った。  - 

|| 道路と 此 昭和 八 年末 道路 中、 幅 九 米 以上の 道路 は總 延長の 十一 。 ズを 占め、 以下 七 米 以上 

は 十二  ％ 、五 米 以上 は 二十 五 ％、 三 米 以上 は 二十 三 ％ を 占め、 爾餘の 三 米以， 下の 道路 

は 三十 二 ％ に當 つて ゐる。 而 して 此 道路 中 鋪装 せる 道路 は 全 道路の 三十 九 ％ を 

占め、 特に 最近 數 年間に 著しく 增加を 示して ゐ る。 市內の 橋梁 は 昭和 八 年末に は 

百 八十 九 を算へ たれ ど、 長大なる ものな く、 其 中 木 桁 六十 九、 鐵筋コ ンクリ —ト 橋丄、 

H 七、 鐡桁. 石 桁 は 合計 四十 二に 過ぎ ざれ ど、 鐡 桁の 數の 最近 漸く 增 加の 傾向 を 示す 

は 叉 以て 時代の 趨勢 を 察すべ きで ある。 

引用 書目 

神戶市 例規 類 集 及 追錄。 神戶市 財政 耍覽。 神戶市 歳入歳出 決算 書。 神 戶市區 改正 委員 會 5 槪 

- 觀。 神戶 都市 計畫部 調査 彙報。 阅 決定 事項。 神戶 都市 計 畫に關 する 事 *。 山地 開 發に關 する 調 

査及 計畫。 都市 計畫 第一 期 道路 改設顚 末。 同 第二 期 道路 改設 大耍。 同 第三 期 事業 前期 工事 報告 

書。 神戶 都市 計畫 街路 網 計 畫說明 書。 神戶 都市 計畫 一 覽附 参考資料。 神 戶市縱 貫 高架 鐵 道に 關 

』 • する 諸問題。 曰 本 都市 年鑑。 大正 八 年 乃至 昭和 八 年 神 戸市 事務 報告。 I- 上 神 戶市會 速記 錄。 神 
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第 七章勸 業 • 

敦 市 I 祌戶 市の 勸業 事務 は 明治 三十 九 年以來 庶務課 內に 特設せ る勸業 係に 於て 處理 

し來 うしが、 木 市の 急激なる 發展に 伴 ひ 其 事務 亦激增 したる を 以て、 遂に 大正 八 年 

四月 勸業 事務 を 分離 獨立 せしめて 新に 商工 課 を 設置し、 同 十 年 九月 同 課內に 一 受 

商工業者の 相談に 應じ、 產 業の 助長 及內外 貿易の 促進 を圖 るの 目的 を 以て 商工 相 

^uc を 附設した 木 所 は 創立 當初 利用者 多 く、 年 々 一 千 件に 近き 相談 を受ナ )；、 

近年 稍ノ 減少して 昭和 八 年に は 五 百 件と なリ、 其 中 取引 紹介 常に 其 大部分 を 占めた o 

是 より 先 昭和 六 年 満洲 事變を 契機と して 日満關 係頓に 親密 を 加 ふるや、 木 市 ま 市 

內生產 品の 満洲 進出 を 助長 獎勵 せんが 爲め、 同 七 年 七月 商工 課 奉 天 出張所 を 奉 天 

商工 會議 所內に 設けし が、 變八年 七月 奉 天 千代 田 通日潇 貿易商 品 陳列 所に 多轉 し、 

商取引 斡旋 • 信用調査. 商 a 調査報告 及市內 商品 陳列 所の 設置 等、 創立 日尙淺 きに 拘 

らす其 活躍 著しき ものが あった。 而 して 木 市の 實業獎 勵に關 する 規程と して は、 

明治 四十 四 年日淸 貿易 研究生 補助 規程の 制定 以後、 大正 二 年に は實業 獎勵金 規程 
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神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說 下  七 七 六 

を、 更 に翌 三年に は實 業獎勵 評議員 會 規程 制定 せられし も、 爾 後 新なる もの を 見な 

かった。  . 

商工 會議所 沖 口 市 商工業の 爲に 大いに 貢 默し來 りし 祌戶 商業 會議所 は、 世 界大戰 の突發 せ 

の 新築  >  g 

るより 以降 著しく 事務の 繁劇 を來 し、 之 を 機と して 久しく 翹 望せられ し 新築の 議 

愈-高ま り、 大 正 七 年 二月に は 新築 委員 十 人の 選定 を 見る に 至った。 然るに 敷地 問 

題の ために 阻ま れ、 漸 く 同 十 年 十二月に 元 居留地 束町齊 獨逸^ 樂 部の 建物 を假川 

して 事務 を 取扱 ひし も、 而 も 其 後 依然として 適當 なる 敷地 を 得る 能 は す、 荏 S 六 箇 

年に し て、 漸 く 昭和 二 年に 至り 豫て 認可 申請 中の 祌戶税 關構內 京 橋 北 詰 來侧八 百 

七 坪 貸 與の件 認可せられ、 十二月 神 戶税關 との 契約 も 締結 を 了し、 多年の 懸案 始め 

て 解決した。 こ、 に 於て 新築の 諸 設備 を 協議 し、 總 工費 五十 五 萬圓を 以て 同 三年 

三月 ェ を^し、 十二 月 其 建築の 一 部 竣功す る や 事務局 を こ 、 に 移し、 翌四年 一月 二 

十六 日 を 以て 竣功 開 所 式を擧 行した。 本 建物 は 日本式 を加昧 せる 近世 桡 式の 鐡 

. 筋 混凝土 五 階 及 四 階 建に して、 建坪 三百 八十 七 坪、 總 延坪 一 千 六 百 四十 三 坪に 達し 

事 務 局. 役 員 享會 議 室. 內 外商 品 陳列 室 *圖 書 室 等の 外、 各 種 組合 及協會 等の 貸 室 を も 

I へ、 木 市に はける 各種 會 合の 中心たら し め、 益， 商工 業の 助長 發展に 資する に 至つ 


たのであった e 

碧， 抑， 商業 會議所 法は實 施以來 時に 一 部の 改正 を 見た る も、 發達 著しき 商工業の 實 

情に 副 はざる もの 多ぐ、 遂に 昭和 三年 一月 一 日より 商工 會議 所法實 施せられ、 在 は 

の 商業 會議所 は 商工 會議 所と 改稱 せらる、 に 至った。 今 大正 八 年 以降の 祌戶商 

-丄會 議所會 頭 を 見る に、 大正 六 年 選出せられ たる 田 村 新吉の 後、 同 十 年 瀧 川 儀 作 之 

に 代り、 同 十四 年 鹿 島 房次郞 相次ぎ、 昭和 四 年 再選せられ しが、 同 六 年 一 月 岡 奇忠雄 

之に 代リ、 更に 同 八 年 再選 せられて 今日に 至った。 次に 此 期間に 於け る會議 所の 

• 事業 を槪觀 する に、 木 市に 於け る 重大なる 時事問題に は 多く 祌 P 市^ ゅコ 巿會と 

提携し、 市の 發 達に 賈獻 せる もの 甚だ 多く、 就中 市內 縦貫 鐡 道の 改良、 生絲驗 出機關 

の 設置、 特別 市制の 實施. 自由港 區の 設置、 神戶港 第二 期 築港 工事の 促進^ ョ鐡 道^ 

の大 阪移轉 阻止、 阪 急電鐡 高架 乘 入の 反對、 川 崎 造船所の 救濟 等の 諸問題 は 其主耍 

なる ものであった。 尙他 都市 商工 會議 所と 相 提携して 大戰 時に 特設せられ たる 

營業税 の 撤廢、 或は 漸く 激成 せられた る 世界 關税 戰に對 すべ き關税 改正、 通商 條約 

の 改 正、 輸出品 の 保護 等 に 關 し、 當路 者に 建議 せる は 叉 特筆に 値すべく、 而 して.^ 所 

特別 事務と して は 實務從 事 者の 勉學 獎勵と 就職の 利便 を圖 らんが 爲に、 大正 八 年 
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神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說 下  一 H ゾ 

以來 商業 實務 員の 學カ 撿定試 驗を賁 施し、 更に 昭和 五 年 以來は 之 を 工業 實務 員厂 

も 及ぼして 毎年 之を實 施し、 また 大正 八年以 來神戶 新聞社に 於て 市內 模範 商工業 

從事者 を 表彰せ る を、 同 十四 年 以來本 所に 繼 承して 之が 表彰 • を 行 ふ 等、 商工業 從^ 

者の 素質 向上に も 努力す ると ころが あつ た。 尙木所 は 其 地區內 外の 當 業者の 依 

頼に よりて 商品の 證明 をな し、 或は 商取引に 關 する 照 會の囘 答 をな し來 りしが、 昭 

和 八 年度に 於け る是等 取扱 件數は 前者 四千 件、 後者 一 萬 五 百 件の 多き に 達し、 また 

木 所 地 區內の 商工業 一般の 調査 を 調査 彙報. 經濟 統計 月報. 統計 年報 等と して、 或は 

隨寺卜 ffi 子と して 發 表する 等、 本 所の 事務 は 甚だ 多岐に 涉ぇ 市の 商工業の 發 達に 

與 つて 大いに 力が あった。 

申 戶實業 協 钟戶 商業 會議 所と 共に 曩に祌 ^港 築港 問題に 關し 活躍せ る祌 戶朮實 業協會 は、 

會の 事業 當初 市の 勸業 上の 有力なる 機關 なりし が、 明治 三十 年 前後より 布の 紳士 紳商の 軍 

なる 社交 圑體 となり、 時に 名士の 講演 會を 開催せ るに 止まり、 大正 十二 年 會員約 百 

1 十 人 を 有せし が、 同 年 鹿 島 房 次郞會 長と なるや、 同會 創設の 趣旨に 副 はんと し、 實 

業敎 育に 新生面 を 開かん として、 同年 五月 祌戶 高等 工業 學校內 に神戶 工業 高等^ 

修學校 を 創設す るに 至った。 爾後 事業に 見るべき ものな かりし が、 昭^-八^ 一月 


に 至リ、 會 長に 川 西 淸兵衞 の 推さる、 や、 木來の 面目に 復 して 祌戶實 業界の 發 達に 

盡カ せんこと を 期 し、 幹 事を增 員 し、 先 づ神戶 港 振興に 關 する 具體的 運動 こ. 著 手し、 

同年 六月 港灣 研究 委員 會を 組織 し、 次 いで 同年 九月 本 委員 會 は、 四 大綱 目の 下に 及 

神兩 港の 共存 共 榮に盡 力す ベ き 阪神 協議 會 組織 委員 會、 國際 飛行場 急設 ネ 防波堤 

改築 委員 會、 神戶 港旣設 設備 利用 委員 會、 木 市 東部 臨海 工業 地 設定 委員 會の四 分科 

委員 會を 組織 し、 所 期の 目的 達成に 邁進す る に 至った。 

^庫縣 工業 大正 十 年 川 崎. 三菱 兩 造船所の 勞働爭 議勃發 して 、全市の 動瑤 甚だしき や、 兵庫縣 

知事 有吉忠 一 は 同年 十 一 月縣下 大工 場 主 四十 餘人を 招き、 工場 問題に 就き 種々 懇 

談 すると こ ろ あえ 其 席上 鐘 淵 紡 糗會社 社長 武藤山 治の 發議に 侬リ、 完全なる 協會 

を 組織し、 工場 從 業者の 福祉 增 進に 關 する 施設の 改善 及 工場 能率の 向上に 關 する 

方法 を 研究し、 產 業發展 に賈獻 せんこと を 決議した。 かくて 翌十 一年 一月 縣 下に 

て 職工 三百 人 以上 を 有する 大 H 場 主 縣廳に 相 集まりて 兵庫縣 工業 懇談 會を 創立 

し、 理事長に は 武藤山 治 を 推し、 事務所 を縣 工場 課內に 置きし が、 昭和 七 年に 至リ組 

織 を針團 法人と し、 名 稱を 兵車 縣 工業 會と改 め、 且 つ 縣下各 警察署 管內の 工場 會も 

團 *J<P 員 として 加入す る ことと な リ、 今 や 會員は 百 四十 工場 五十 團體 を算 へ、 之 を 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下 

- - 糾合して 各種の 調査 研究 を 行 ひ、 講師 を聘 して 各 工場に 於て 講演 會を行 ふな ど 、精 

申 勺 方面に も留 i すると ころ 力 あ つた 

兵 庫 縣實業 相次ぐ 財界 不況 は國產 振興の 聲を大 ならしめ しも、 遽に 一般の 期待に S ふせ < 

.  す、 昭和 元年 六月に 至り 政府 は國產 振興 委員 會を 設置し たれば、 本縣に 於ても， _ 

年 四月 縣 下の 各種 產業 圑體及 有力なる 實業家 凡そ 二百 二十 人相 會 して 兵 庫縣實 

. 業 協會を 組織す るに 至った。 木會は 政府の 國產 振興の 趣旨に 基き、 各方. 面の 諸 機 

關と 相呼應 して、 本 縣の產 業 的 地位 を 考慮し、 產 業の 科學的 近代化 を獎勵 せんが 爲 

め、 餘內 各地に 地方 懇談 會を 開き、 地方 產 業の 改善 振興に 關し 調査 研究 を 遂げ、 以て 

國 運の 進 g に貢獻 せんとす る ものにして、 創立 當初は 事務所 を縣 商工 課內に 置き、 

同 五 年 八月 之 を縣產 業獎勵 館に 移せし が、 同 八 年に 於け る 會員數 は 團體及 個人 合 

して 二百 三十であった。 

信用組合 大正 六 年 産業組合 法大 改正の 結果、 市街地 信 川 組合 制度の 設けら る ヽゃ、 同 八き 

八月 神戶市 最初の 市街地 信用 直 合た る 有限責任 神戶信 W 組合 組織せられ、 更に 當 

市 最初の 產業 組合た る 有限責任 神戶第 一 信 W 組合 も 亦 定款 を變更 して 新制 度に 

據る ことと なりし が、 時 恰も 世界 大戰 後の 金融 梗塞に 會 したれば、 中小 產 業者の 對 


人 信用 を 主として 多大の 反響 を來 し、 爲 に 迅速なる 發 達を遂 ぐる を 得た。 次いで 

同 九 年に は 有限 青 任祌港 信用 組 合、 同 十 年に は 同須磨 信用組合 及 同 兵 神 信用組合、 

同 十 一 年に は 同祌戶 相互 信用 組 合、 同 十二 年に は 同 兵 庫 信用 組 合. 同 灘 信用組合 等 

の 設立 相 踵ぎ、 同年に は 二十 三組 合 を算 ふるに 至った。 而 して 是等諸 組合 は 昭和 

二 年の 金融恐慌 以來 庶民金融 機關 として 重要なる 地位 を 確保す る に 至りし も、 而 

も か 、 る 諸 組合の 簇立は 却うて 其 健全なる 發展を 阻害す との 理由に より て、 合 同 

統一 の 機運 漸次 促進 せられた。 偶.. 政府 が 時局 匡救 策の 一 とし て、 道 府縣 補償に 依 

る 中小 商工業 資金の 融資 を 開始せ る を 機と し、 昭 和 七 年末 以来 其 合同 問題 頓に擡 

頭 し、 遂 に 翌八年 九月 を 以て 祌 戶. 神 戶第 一. 神戶相 互 • 兵 庫の 四 信用組合 は合饼 して、 

新に 有限責任 信用組合 祌戶金 車 を 設立 し、 其 事務所 を 三宫町  一 丁目に 置きし が、 其 

組合員 五 千 八 百 人の 多き に 達した。 かくて 昭和 八 年 市 內には 五 信用組合 ぁリ て、 

之が 組合員 七 千 七 百 人、 其 出資 總 額 百 十八 萬 八 千 圓に達 し、 大 正 八 年の 二 組 八 口 一  千 

百 人、 八 萬 四千 圓に 比すれば 其發達 驚く ベ きものが ある。 

販賣膦 買 利 販 賣. 購 買 及 利用の 諸 組合 も 信用 組 <s 口と 同じ く、 大 正 九 年 前後 を 一 轉機 として 發 

用の 諸钼合 

達の 途に 就きし も、 未 だ 漸く 其緖に 就ける に 過ぎざる 現狀 にし て、 其 組合と して 大 

第 七 章勸業  七て 一 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  七 八 二 

正 九 年 以後 設立 せら れ、 今 尙存續 せる もの に 神 煎 信用 購買 組 合 .購 買 利用 組合 祌 n 

消費 組 サ兵 庫縣 廳員購 買 組 合. 攝 津 購買 組 會神 戶 家具 製造業 者販賣 購買 組 合 • 同 靑 

果 信用 購買 組 合 • 同 護謨 信用 購買 販賣組 合 • 甲 南 購買 組 合 .祌 港 購買 組 合 • 利 川 組合 祌 

P ミルクプラントの 十 組合 あれ ど、 攝 津 購買組合 以下 は 悉く 昭和 五 年 以後の 設立 

にか 、 る。 而 して 同 八 年 現在の 此 組合 數は 先に 創立せられ たる 多 井畑 信用 購買 

販賣 組合 及 神 戶 中央 信用 購買 販賣 利用 組合 を 合して 十二 組合に し て、 組 合 員 は 凡 

そ 五 千 人、 出 資額約 十三 萬圓 である。 尙產業 組合 聯合 會 として は 兵 庫 縣を區 域と 

する 信用組合 聯合 會及 販賣 購買組合 聯合 會ぁ り、 昭 和 八 年の 組合員 合計 三千 二百 

人、 出資額 八十 七 萬 九 千圓に 及んで ゐる。 

重 耍物產 同 神戶 市に 於け る 重要 物產 同業組合 は旣に 早くより 發達 し、 昭 和 八 年 現在の 組合 

業 組合 

も 多く は 大正 八 年 以前の 創立に か 、 ク、 而 も 貿易港た る關係 上外國 貿易 關係組 < 口 

を 主と すれ ど、 また 一 般 商工業の 發展に 伴 ひ 、各般の. 商工業 關係 組合の 成立 を も 見 

るに 至った。 而 して 其數 大正 九 年の 二十 二 組合 は 昭和 元年 二十 六 組合と な り、 其 

後 漸減して 同 八 年に は 二十 一 組合と なりたる も、 其 組合員 數及出 资額は 同 八 年に 

は 六 千 八 百  <  十 三 萬 六 千 圓を算 して 大 なる 增減を 見ない。 是等 組合 中 大正 八 年 


お前に 設立せ る もの は、 祌 P 貿易 • 同眞 田. 同 石炭. 同燐寸 軸木. 同 印刷， 同 海陸 產物貿 辱 

同 材木商. 同 輸出品 包装 箱 製造. 日 木 安全 燐寸. 神戶 米穀 商 • 同 薪炭 商. 同 花筵 捺染. 同 B 

類 商. 同 コ ー ク ス商 • 兵庫縣 只釦， 同 硝子 製造. 祌戶藥 種 賣藥の 十七 同業組合 にして、 其 

後 成立せ る ものに 神 P 鐡 工業. 同 花筵 • 同 輸出 絹物. 同囱 商の 四 組合が ある。 聯合 會 

として は 日 木 麥释眞 田 .兵* 縣養蠶 の 二 同業組合 聯合 會と、 日 木 麥稈眞 田 同業組合. 

同 輸出 綿織物 同業組合 聯合 會， 同 輸出 硝子 同業組合 聯合 會の 三祌戶 支部 も 設けら 

れ其 統一 に 力 を 盡し來 りしが、 尙 同業組合 準則に 依リ 設立せられ たる もの ま 大正 

九 年に 十九 組合 あ り、 其 後 次第に 增 加して、 昭和 八 年に は 四十 二 組合に 達し、 此中商 

業に 關係 ある もの 二十 一、 工業 關係 十九、 嫠業關 係 二に して 、組合員 數 合計 は 一千 九 

以 人よう 五 千 人に 增 加した。 

輸 E 組合 大正 十二 年の 關柬 大震災 後 貿易 界の S  ，惡化 する に 鑑み、 政府 は 之が 振興 策と し 

て、 同 十四 年 三月 輸出 組合 法 及 重要 輸出品 工業 組合 法 を 一公 布す るに 至った。 t  ZB- 

組合 は 同 一 種類の 重要 轍 出品の 輸出 業者 叉 は 同 一 市場 を冃 的と する 商品の 輸出 

業 者 が、 其 輸出 貿易の 振興 を圖 るべ ぐ、 共 同 施設 を 爲すを 目的と し、 組合 員 の 取扱 商 

r  口 の 委託 輸 出. 轍 出 斡 旋. 保 管. 選 別. 包 装. 荷 造撿 査ょリ 事業 經營 に對 する 制 限 Ja- 外 
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. 場 調査 • 新 販路 開拓 等 を 行 ふ ものである C 同 組合 法に 依り、 昭和 六 年 五月 設立 せら 

れ たる 中部 日 木馬 鈴薯 玉葱 轍 出 組合 は祌戶 市に 於け る此種 組合の^ 矢に して、 同 

、 年 七月に 日本 栗 北米 輸出 組合、 十月に 祌戶 海陸 產物 輸出 組合、 十二月に 神 P 絹布 人 

造 絹織物 « 出 組合 及 日 木綿 屑 物 轍 出 組合 夫々 創立せられ 同 ，/さ 六月に は. ず^ 陶 

.碰 器 輸出 組合、 同年 十月に は神戶 綿布 綿製品 輸出 組合の 設立 を 見た る を 以て、 同年 

末 こま は 內に七 組合 を算 する に 至りし が、 其 組 合 員 は 合計 五 百 四十 人に 過ぎ す、 未 

だ發 達の 緒に 就ける に過ぎない。 

工業 組合 大正 十四 年 三月 同一 種類の 重要 轍 出品の 製造に 從^ する 工業 者 をして 共同 施 

設 をな さしめ、 以て 其 工業の 改良 發達 を圖 らしむ るが 爲に 工業 組合 法の 制定 せら 

る 、や、 巾！：； 市に ありても 其 製品 撿査 と生產 調節 を 目的と して 先づ同 十五 年 六し 

廣く全 國を區 域と する 日本 燐寸 工業 組合 設立せられ、 次いで 同年 九月に は 祌厂人 

造眞珠 硝子 珠 工業 組合の 設立 を 見た。 昭和 二 年 七. 月 設立せられ たる 兵^ 縣 護謨 

工業 組合 は 其 組合員 數と 出資額と に 於て 傑出し、 翌 三年 八月に は 商工 省の 助成 を 

得て 祌樂町  一 丁目に 護謨 試 驗所を 設け、 同 六 年 十月に は 日本 護謨 工業 組合 聯合 會 

袓 織せら^ て 斯業の 墓 礎 を 鞏固なら しめた。 而 して 從來 工業 組合 は 重要 輸出品 


の 製造 加工に 關 する ものに 限られし に、 此年 七月より 內地向 商品に も 適用す る こ 

とに 改正せられ しが、 十二月に は祌^ 輸出 織物 染色 工業 組 八 口 設立せられ、 同 八 年 六 

月 兵 W 縣 製氷 工業 組合、 十ガ神 P 轍 出布帛 製品 加工 工業 組合の 二 組合 を 加へ たれ 

ば、 此 組合 は 合計 七 組合と なり、 組合員 二百 七十 人、 出資額 十七 萬圓 とな つた。 f 

に當 時の 深刻なる 不 a は各當 業者 をして 激甚なる 競 爭を爲 さしめ、 爲に荣 算不引 

八 口に 陷 らしめ しのみ ならす、 自ら 粗製濫造の 弊 を 生す るに 至り たれば、 各 組 八 口 をし 

て 生 產幷に 販賣に 統制の 切要なる を 認めし め、 今や か ヽる 統制 は ェ 業 組合の 重耍 

事業の 一とな り、 また 昭和 八 年 一月 木縣に 於て 工業 組合 法 第 八條に 基く 工業 組合 

員外 取締 規則 赏施 せられ、 組合の 統制 其 他 を 徹底せ しむる ことと な り、 愈， 工業 & 合 

の 基礎 をして 確立せ しむる に 至れる は 喜ぶべき であつ こ。 

商業組合 商業の 不振 甚だしき を 以て 昭和 七 年 九月 商業 者 をして 共同 施設 を爲 し、 商業の 

. 改良 發達 を圖 らしむ る爲め 商業組合 法の 制定 を 見し が、 同 法に 據れ よ、 組合員の 取 

扱 商品の 仕 入. 保管， 運搬 を 始め、 組合員の 營 業に 關 する 統制. 指導. 研究. 調査 等 を  一 了 ふ 

ものにして、 先づ 昭和 八 年 六月に 神^ 肥料 卸 商業組合 成リ、 更に 七月に は * ョ 砂糖 

ぶ . 小賣 商業組合、 十 一 ガには 祌戶麵 類 卸 商業組合、 十二月に は祌戶 酒類 醤油 商業 组合 
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目く、 で a 織せられ た。 かくて 昭和 八 年末に は 四 組合、 組合員 合計 一 千 七 百 人 を 

、 算せ しが、 組合 法 施行 後日 尙淺 く、 一  般に 不徹底なる を 免れす、 未だ 大 なる 成果 を擧 

ぐるに 至らなかった。 

農業の 衰退 商工 貿易の 都市と しての 神戶 市の 駸々 たる 發展 によりて、 耕地の 自ら 減少す る 

に 至る は當然 である。 卽ち 大正 七 年の 四百 五十 町步の 耕地 は 同 九 年 舊須磨 町 編 

く： よりて 五 百 五十 町 步に增 加し、 更に 昭和 四 年 東部 三箇 町村の 合 饼に伴 ひ 八 百 

二十 町 步に增 加した る も、 同 八 年に は 旣に六 百 九十 町 步に滅 少し、 之 を 神 戶市域 全 

面積と 比較す るに、 大正 七 年に は 十二  ％ を算 せし に、 同 九 年に は 八. 九 艿に滅 じ、 昭和 

人 年に は 九 .五％ となった。 されば 農業 戶數も 大正 九 年の 四百 七十 戶は 昭和 四 年 

八 百 七十 戶に增 加せ しも、 同 八 年に は 五 百 八十 戶に 減少 し、 其 率 本 市 總戶數 の 〇 丄 一一 

% を 占む るに 過ぎぬ。 

農業の 獎勵 年を逐 へ る 耕地 及 農家の 減少 は、 明かに 農業の 衰退 を證 する ものなる も、 其間祌 

戶市及 兵 庫 縣袅會 等 は 之 を 放擲せ しに は あらす して、 隨時 之が 振興の 策 を 講じた 

ので あっこ。 彼の 代 弔 食と して 久しく 獎 勵し來 りし 馬鈴薯 栽培の 大正 八 年上 筒 

.  井町 外 五箇せ に 五町 餘の 作付 ある や、 之に 對 して は 縣農會 より 獎勵 金の 交附 あり 


妙法^お 以北に 農家 多き 須磨 方面に 於て は、 大正 十一 年度より 農 商務 統計 報吿規 

. 則に 依リ五 調査 區に 分ち、 各區に 調査員 一 人 宛 を 置き、 其 調査 區の產 業 統計 調査 を 

行 ひし も 亦 獎勵の 一方 法と なった のであった。 神戶 市の 時勢の 進 運に 鑑みて 從 

來 の經營 方法た る產米 主義よう 蔬荣雜 耕 主義への 轉換 を獎勵 したる は、 一 に 都市 

農業 地たら しめんと する 方策に 出で たる ものな りしが、 昭和 四 年 東部 三箇 町村 を 

編入す る や 、全市 を區域 とする 祌戶市 農會を 設立した。 然しながら 木 市の 農業た 

る や 甚だ 微々 たる ものにして、 今や 約 七 百 町 步を算 する 耕地 も 作付 を廢 せる 耕地 

多く、 爲に實 際 耕地 は 四百 町步 に過ぎないの である。 

農産物 次に 各種 農產 物の 產額を 見る に 、主要 作物た る 米 は、 須磨 町の 合饼 により 一 躍し 

て 大正 九 年 は 前年の 五百石より 八 千 四百 石に 增加 せし も、 其 後 叉漸滅 して 召. s 四 

年 以降に ありても 四千 七 百石內 外に 過ぎす、 麥類は 大正 九 年の 二百 七十 石よ リ昭 

ネ 八^の/十 石に 滅 少して ゐる。 獎 勵を續 けし 馬鈴薯 栽培 も 昭和 八 年の 產額は 

一 萬 八 千 貫に 過ぎ ざれ ど、 果實の 產出は 比較的 多 く、 柿. 無 花 果等ニ 萬 三千 貫 を 出し、 

蔬荣類 は 主として 茄子. 瓜 類 A 荣. 葱 * 藜 草. 胡 蘿蔔. 大根 等に して、 昭和 八 年に 於け る 

產 出額 六 萬 三千 圓を算 へ し も、 洋 種 蔬荣の 產額は 僅少に して 未だ 謂 ふに 足らな 、。 
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牧 畜 業 ； 戶 ^ の 牧畜 も 来. だ 見るべき もの あらす し て、 馬 匹の 其 大部分 は物资 運搬 川な 

れど、 其 K 健衞 生の 如何 は 市民生活に 影響 少 からざる を 以て、 昭和 四 年に 家畜 保 « 

^ の、 馬 匹 改良 上より は 役 馬獎勵 規則の 夫々 發布 ありし を 機と し て、 神 P ガには 

匹 畜産 組合の 設立 を 見た る を 以て、 市 は 同 組合 をして 馬匹の 保健 衞 生に 就き 諸般 

の 指示 を與 へ、 更に 翌五年 共同 厩舍 二箇所 を 設けた。 馬匹 數は 大正 八 年の 六^ 六 

十 P より 漸次 增 加し、 一 時 一 千 七 百 頭を算 せし も、 輓近 自動車の 發 達と 經濟 界の不 

. 振 は 著しく 馬匹 活動の 頜域を 狭め、 昭和 八 年に は 一千 五 百 頭に 減じた。 而 して 最 

£ 四 五年來 異常なる 發達を 示せる 養鶏業 は、 組合 を 設け 共同 施設 を 行 ふ もの あり 

し を 以て、 本 市 は 之 を 指導して 管理 飼養 法の 改 善、 其 品種の 統一 に 努め たれ ば、 大 正 

十 年 六 百 八十 戶 なりし 飼養 戶數 も、 昭和 三年に は 四千 戶に增 加せ し が、 其 後 叉激滅 

して 現在 は 四百 八十 戶に 過ぎざる に 至りし も、 此 前後に 於て 飼育 數はニ 萬 六 千 羽 

, より 三 萬 三千 羽に 增 加し、 產卵數 亦 九十 二 萬 三千 筒より 百 七十 三 萬 六 千 箇に堺 加 

し、 其 發達稍 ，見るべき ものが ある。 尙 養豚 ，養 兎の 二 業 は 未だ 振 ふに 至らぬ。 

市 I 場の 牧畜と 關聯 して 記すべき 施設と して 神戶市 屠場が ある。 此市營 屠場 は 大正 六 

年 市 會 の 協 贊を經 て 私設 屠場 を買收 し、 三十 一 萬圓を 投じて 同 八 年 十二月 工事 雄 


成し、 翌年 一月 事業 を 開始せ る もの にして、^ 藻 通 七 丁目に 位置し、 三千 四百 ヒ十坪 

を 占め、 二十 七 楝六百 二十 餘 坪の 建物に は 幾多の 設備 を爲 せる のみなら す、 附£ こ 

は 輸入 獸類撿 査所及 株式 會社祌 戶 家畜 市場 を控 へたれば、 社會ー 般の獸 ft 需要き 

力の 趨勢に 伴 ひて、 木 屠場 は 愈 t 其 機 能を發 揮す るに 至った。 世に 喧專 せらる、.^ 

戶牛は 三 丹 地方. 淡路及 四國. 中國 地方の 高原 地方よ リ 供給 屠殺せ る ものにして、 販 

路は 今や 京阪 一 帶 はもと よ リ關東 地方 迄擴. 張せられ、 其 屠殺 數は 大正 八 年の 八 千 

九 百 頭 二百 六十 九 萬 斤よう 次第に 增 加して、 同 十二 年に は 九 千 三百 頭 三百 三十 四 

萬 斤と なりし が、 其 後 逐年 滅 少して 昭和 六 年に は 五 千 三百 頭 百 五十 萬 七 千 斤に 過 

ぎざる に 至りし が、 これ 廉價 なる 所謂 靑島闵 の 輸入 增 加の 影響に よる 一 時 的 減少 

にして、 其 輸入の 減少せ る 同 八 年に は 八 千 百 頭 二百 四十 三 萬 七 千 斤と なつこ。 次 

ノ- に 豚の 屠殺 は 大正 八 年 四千 九 百 頭 三十 七 萬 八 千 斤に 過ぎ ざり し に、 其 後の 曾 加 著 

しくして 昭和 八 年に は 二 萬 八 千 頭 二百 十 萬 四千 斤に 達し、 馬の 屠殺 は 大正 末年^ 

"百 五十 頭 乃至 二百 頭に 過ぎ す、 其 後 漸次 增 加の 傾向 ある も 昭和 八 年に ま尙 二百 

三十 頭 六 萬 七 千 斤に 過ぎす、 羊の 屠殺に 至りて は 多き 年に も 五十 頭に 過ぎぬ。 

畜類の 賣買 神戶 市に 於け る 家畜 市場と して は、 大正 八 年 四月^ 藻 通 七 丁目に 設けられ たる 
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S 會 社祌戶 常設 家畜 市場に 指 を 屈する。 此 市場の 牛の 賣買數 は 昭和 四 年 迄 は 

- 五 千 頭 乃至 六 千 頭を算 せし に、 近年 減少の 傾向に あり、 昭和 八 年に は 四千 九 百 頭と 

なりし も、 豚の 賣買は 其增加 著しく、 創設 當 時の 一 千 六 百 頭より 二 萬 八 千 四百 頭し 

暂 加し、 屠場に 接近す る 關係上 彼此 大ぃ に 利用 を增 加す るに 至った。 

？惠 主要なる 沖戶 市の 畜產 は 牛乳 搾取に して、 市は絕 えす 祌戶 市畜產 組合 を指導督 

製品 勵 して 畜 牛の 結核 豫防、 優良 牝牛の 飼養 獎勵、 牛乳 撿査 等に 努め、 近年 地方 農家 生產 

乳の 本 P 移入 增加 する や、 市 乳の 經濟 的生產 方法の 指導に 當り來 つた。 其 乳牛 は 

く 正 八 年に は 五 百 頭に 過ぎ ざり しが、 其 後 牛乳の 需要 增加 と共に 現在 は 一 千 頭 を 

數 へ、 搾乳 場數 三十 八を算 し、 搾取 乳 量 亦 四千 石より 一 萬 八 千 石に 堦 加す るに 至つ 

こ。 而 して 木 市の 畜產 製品た る " s  J コ ン 等の 肉 製品 は 大正 九 年に は 其產額 

實こ 七十 三 萬 二 千圓に 上りし も、 其 後 減少 著しく、 昭和 八 年に は 僅かに 二 萬 三千 五 

百圓 となり、 乳製品 は 昭和 五 年来 バタの 生產 急激に 增 加して、 其產 額著增 し、 同 八 年 

に は 肉 製品と 產額相 伯仲して 二 萬 二 千 六百圓 となる に 至った 

漁 業 工業の 急激なる 發 達に 伴 ひ、 工場より 排出す る 惡水は 海岸 近くに 魚族の 棲 I す 

る を 許さす、 また 遠洋漁業の 發達は 遠隔地より 冷凍魚 を廉 偎に朮 場に 供給せ しめ 


爲 に祌戶 市 漁業 は 比較的 長き 海岸線 を 有する に拘ら す、 其發展 遲々 たる ものが 3 

る されば 漁業 組合と して は 兵 庫. 駒 ケ林浦 .須 磨 浦. 两 «.M 灘. 脇 濱の六 組合 存 して、 

何れも 明治 末年の 創立に か、 れど、 昭和 八 年の 組合員 は 三百 七十 人に 區 ぎぬ。 市 

は 是等諸 組合 を督勵 指導して 斯業の 發達 改善に 努めし め、 巿內は 勿論 各地の 水產 

共 進會. 品評 會 等に 參加を 獎勵し 援助し 來リ しが、 大正 十 年 十二月 兵 庫縣水 產會及 

祌戶市 水產會 同時に 設立 を 見、 爾後 大いに 斯業に 貢獻 すると ころが あつ こ。 

趙|1 及 水 祌戶 市の 漁獲物 は 眞鳃. 背黑 鰓. 蝶 •¥ 鱔傘玉 筋 魚. 蛸. 鰕 を 主と し、 鯖， 鯛 ま 鯛. 鰺 為 賊 等 

之に 次ぎ、 大正 年間に 多 かりし 鱸. 海鰻の 漁獲 は 今や 殆ど 數 ふるに 足らす、 從て 其^ 

岸 漁獲高 も 一進 一 返し、 大正 八 年の 十七 萬圓は 昭和 四 年 最高と なりて 四十 九萬圓 

となりし が、 其 後稍ノ 減少して、 同 八 年に は 三十 九 萬 一千 圓 となった。 然れ ども 遠洋 

漁業に ありて は 近年 面目 を更 むる に 至りし が、 これ 主として 共同 漁業 株式 會 社， 第 

. 一 水產 株式 會社 等の 朝鮮 近海 .東 支那 海に 於け る ト 01 ル 漁法に よる ものにして、 

其 漁獲高 も 大正 九 年に は 三百 二十 萬圓、 同 十二 年に は 五 百 六十 二 萬圓に 達し、 3 和 

* 五 年に は 五 百 七十 七 萬圓に 及んだ。 而 して 水產 製造 物 は 蒲 鉢. 竹輪の 如き 純 加工 

品 最も 多く、 煮 乾&. 鹽乾 背黑& 蠱鳃 之に 次ぎ、 是 等の 產額 合計 大正 十 年より 十四 年 
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迄 は 百萬圓 乃至 五十 萬圓に 

に 過ぎざる に 至った。 

祌戶 市內の 山林 面積 は 御 

しが、 同 九 年 舊須磨 町の 木 市 

地の 中 約 八十 町 步を木 市に 

の合饼 とに 依 り、 同 八 年に は 

及 町 有 を 合して 約 八 百 二十 

三十 五 年度 以降 四箇 年度に 

る もの 約 七十 町 步に及 び、 植 

算 によりて 當 面の 事業 を遂 

新植. 補植を 合して 約 八十 町 

積 約 七十 町步、 之が 苗木 數十 

しを以 て、 よ く 山 相 を 維持し 

千 六 百 木、 扁 柏 は 十一 萬 八 千 

千 二百 木、 櫻 ，楓 等 は 六 千 九 百 


各說 下 

上 rC\ しも- 

料 林.官 有 

編入に よ 
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修に 努め 來り しも、 而も 私有 林に ありて は 殆ど 防火 設備 を缺 くの みならす、 植林 事 

業 亦 多ぐ 顧ら るヽに 至らす、 其 統一の 切要なる もの あるの 現狀 である。 唯 其 間に 

ありて 昭和 三年 八月より 三 箇月 間に 御大 典 記念 事業と して 祌^ 市 聯合 靑年團 員 

延 三千 百 人の 奉仕に よる 鉢 伏 山 道路 延長 約 二 千 米の 開設 を 見た ると、 同 八 年ヒ月 

より 二 箇年繼 續の應 急 失業 救濟 事業と して 縣の 計畫 と相俟 ち、 十四 萬 圓の國 お 》 

助 を 得、 總 H 費 五十 三 萬 餘圓を 投„ て 幅員 七 米、 延長 約 六 千 四百 米の 市 背 山 開？ 

目的と する 自動車 道路 開鑿 工事の 著 手せられ たると は 特筆す ベ きもので ある。 

0^ 世界 大戰 によ リ 驚異的 發達を 遂げた る 祌戶巿 工業 は、 輸出品 製造 工業 を 始めと 

つ し、 造船 • 鐡ェ其 他 各種 工業と も 何れも 旣設 工場の 擴張 相次ぎし のみなら す、 新設 ェ 

場の 設立 叉 甚だ 多 かりし を 以て、 大正 八 年に は 之を戰 前の 大正 二 年に 比し 工場^ 

は 一ェハ 倍、 職工 數は 二倍 ヹ產價 額 は 四丄ハ 倍に 各 增加を 示した る は實に 隔世の 感が 

あった。 然るに 大正 九 年に 入りて ょリ 急激なる 財界の 反動， に 遭遇し、 各 工場 齊し 

く 金融 困難に 陷リ、 爲に 休業 工場 鑌 出し、 失業者 亦 自ら 激增 し、 勞資の 間に 起れ る 幾 

多の 問題 は大 なる 社會 問題と な乂 遂に 大正 十 年 七月に は 川 崎 さー 菱兩 大工 場の 勞 

働爭議 となりて 現れ、 更に 昭和 二 年の 未曾有の 金融恐慌に 禍 ひせられて、 鈴 木 商店 
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神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說 下  七 力 W 

の 破綻に 引續 きて 川 崎 造船所の 整理 問題 る ある 等動搖 甚だしき もの 力 あっす 

加 之 昭和 1 年 一 月金 解禁の 實施を 見る や 事業界 は 更に 活氣を 失 ひ、 木 市の 工業 極 

度の 不 辰に 各 り、 同 六 年末に は 職工 數は四 萬人臺 に、 ェ產額 は 二 億 二 千 萬圓臺 とな 

り 前途 甚だ 悲觀 すべ きもの ありし に 、偶， 同年 九月 満洲 事變の 突發 する あり、 次 い で 

• 同年 末 金 輸出 再禁止の 斷行 ありて 爲替の 低落 を 誘致し、 更に 政府の インフレ ー シ 

ョ ン 政策 亦 之に 拍車 を 加へ、 こ、 に 軍需工業 を 刺戟し、 護謨 工業 其 他 輸出 工業 は 多 

年の 試練に 打克 ちて 活況 を呈 し、 海外進出の 素地 を 作る に 至った。 斯くて 昭和 八 

年に は官 公立 工場 を 除く 工場 數八百 三十 三、 職 ェ數五 萬 五 千 三百 人、 ェ產額 三 億 一 

. 千 七 百 七十 四萬圓 となり、 之 を 大正 八 年に 比すれば 工場 數は其 三十 七 ％ に當 るに 

.  過ぎ ざれ ど、 職工 數及ェ 產額は 各 其 八十 ％ を 占む るに 至りし が、 此 工場 敷の 減少せ 

るに 反し、 職工 數及 ェ產 額を增 加す るの 傾向の 最近 數年來 殊に 顯 著なる は ビれ明 

かに 工場の 設備 改善、 技術の 進步、 不良 小 工場の 淘汰 等の 結果と 見るべく、 以て 將來 

發展の 餘地歷 々たる を 想 察せし むる ものが ある I 

市內 H 場 分 今； P- 內の 工場 分 市 を隞觀 する に、 束 部 は 葺 合. 灘 の 兩 區、 西 部 は 林 田. 兵 庫 ク- E 區 ー 

布 の 特色 

夫々 工場 地带を 形成し、 ま 部 は 製 鐡鋼型 鈑條線 • 諸 機械. 諸鐡ェ 製作 其 他 諸金屬 等の 
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は 造 船. 車 輛. 製 鋼 • 機 械 等の 重工業 四 五箇 所に 

維 工業、 燐 寸. 護謨 等の 化學 工業 及 製糖. 製粉 等 

多 數を占 め、 更 に 職工 別に 見る も 東部の 女工 

兩々 相半ばする を 常と する 等 東西 兩 工場 地 

而 して 東部 工場の 全く 世界 大戰 後に 新設 發 

きを 見れ ば 、神 戶 市の 最近 十 五箇 年間に 於け 

る ことが 出來 る。 

治 二十 九 年 設立せられ たる 鐘 淵 紡績 株式 會 

場 は 諸 地方に 存 する 同社の 分工場 中規模 最 

十萬圓 なりし が、 爾 後 漸減して 同 十四 年に は 

六 百 九十 萬圓 となった。 市 內生產 の 織物 中 

の 產額ニ 千 萬圓に 及びし が、 昭 和 六 年に は 三 

十萬圓 となり、 其 生 產は鐘 紡 兵 庫 分工場の 殆 

は 大正 七 年 八月 今の 灘區に 設立 せられし 小 

の產額 麻絲 百 九十 萬 圓、 麻 織物 二百 七十 萬 M 

七 九 五 
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を數 へた。 此 紡織 工業の 概して 不振なる に 反 し、 莫 大小 生產の 大正 末年 以 來稍" 隆 

盛に 赴 き、 殊 に關東 震災 以後 祌戶 港の 生 絲. 絹 織物の 輸出 激增 せる を 機と して 其附 

隨 事業た る 染色 工業の 發達 著しき は 注意すべき である。 染色 工業 は 大正 八 年 ヒ 

ェ 場 三 萬 圓の產 額に 過ぎ ざ リ し に、 同 十四 年 三十 五 工場と なりて 百 萬 圓を超 え、 昭 

和 八 年に は 工場 十六に 減せ し が、 產 額 は 却て 三百 萬 圓に增 加した。 是等 染織 工業 

の 總產額 大正 八 年 四千 百 七十 萬圓 なりし に、 昭和 六 年に は 一 千 二百 三十 萬 圓に滅 

じ， 同 八 年に は 二 千 百 九十 萬圓 となった。 

造 船 業 神 戶 市 工業 中 最も 重要なる 地位 を 占む る もの は 機械 器具 工業に し て、 大 戰 當 時 

の 海運 界の 勃興 は 川 崎. 三 菱兩 造船所 をして 極度の 繁忙 を來 さし め、 前 者 は 九 千 萬 

圓、 後 者 は 五 千 萬 圓の資 木金 を 擁して 本邦 造船 界に 重き をな したので あった。 川 

崎 造船所 は 大正 七 年 從來の 艦船 工場の 外に 製 飯. 飛 行 機の 二 工場 を 加へ しが、 同 九 

年の 財界 反動 以來 非常なる 悲況に 陷 リ、 遂 に 昭和 二. 年 春に 至り 第 十五 銀行の 休業 

に 伴 ひて 其 窮狀を 暴露せ しが、 同 造船所の 破綻 は 實に國 家 產業上 乃至 國防上 重大 

なる 關係を 有する ものなる を以 て、 之 が 善後策に つきて は 官民 を 擧げて 狂奔す る 

ところ ありし も、 而 も 政苻は 後に 至りて 救濟 困難な りと して 其 善後策 を 打 切りた 


るを以 て、 問 題 は 更に 大 なる 社會 問題に 發 

て 債 權者會 は 屢 t 開か れ、 漸 くにして 銀行 團 

し、 前途 打開の 方策 始めて 確立 を 見し が、 神 

を 有し たれ ば、 遂 に 同 三年 九月 二十四日 同 

方途の 一 なりとの 理由 を以 て、 其 救濟 資金 

職工の 就職に 關 しても 屢.. 議を 凝らし 遺憾 

就任せ る 同 造船所 社長 鹿 島 房次郞 にょう 

て 容易に 進埗 せす、 同 五 年 十二月に 至り 第 

對に遭 ひ 遂に 神戶 地方裁判所に 訴訟 を提 

間の 和議 成立し、 和議 法實 施以， 來我國 最大 

木 事件 もこ 、 に圓潇 に解决 を吿 げたので 

月 資本金 九 千 萬圓を 一 千 八 百萬圓 に滅少 

等に 端を發 せる 軍需 工業界の 殷賑に 伴 ひ 

一 月に は 早く も 資本金 を 八 千 萬 圓に增 額 

觀て 最も 喜ぶ ベ き 現象に し て、 軀 て は 昔日 
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展 し、 世 の 視聽を 傾く るに 至った。 かく 

より 同所へ 一 千 百 萬圓を 融通す るに 决 

戶市會 に 於ても 大ぃ に 之が 成否に 關心 

所の 甦生 は 市の 繁榮を 策す る 重要なる 

として 三百 萬圓轉 貸の 議を决 し、 其 失業 

なき を 期した のであった。 かくて 二月 

整理 實 行に 移りし も、 財界 不況に 禍 され 

二次 整理 案 を 作成せ し も、 債 權者 側の 反 

超 して 紛糾 を 重ねし が、 同 七 年 八月 兩者 

の 和議 事件と して 世人の 注目 を惹 ける 

あった。 かくて 川 崎 造船所 は 同年 十一 

して 更新の 緒に つきし が、 其 後 滿 洲事變 

て、 其 業績 頓に 好轉 したる を以 て、 翌 八 年 

して 甦生 を 見る に 至れる は、 各 方面より 

に 勝る の繁 榮を呈 する は 充分に 之 を 期 
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. 待し 曰 守る ので ある。 市內の 造船 工場 大正 九 年に は 二十 三 を 算し其 產額五 千 七 百 

萬圓を 超えし が、 同 十二 年 二 千 八 百萬圓 とな り、 昭 和 二 年 四千 四百 萬圓 とな り、 同 八 

年に は 十七 工場 二 千 七 百 四十 萬 圓に滅 少した。 

車輛 航空 幾 种戶 市の 機械工業 として は 造船の 外に 車 輛. 航 空 機. 諸 機械 器具 4 屬雜 品等が あ 

等の 機械工 

業  る。 界大戰 後 自動車 ，自轉 車の 急激なる 實用 化に 伴 ひ、 其 製造 工場 相次いで 設立 

せられし が、 木 市の 代表的 車輛 工場 は 軌道 及 車輛 製造 を 行へ る 川 崎 車輛 株式 會社 

に し て、 同 會社は 川 崎 造船所の 破綻 を 生す る や、 其 兵 庫 分工場の 昭和 三年 五月 獨立 

して 資本金 一 千 二百 萬圓を 以て 甦生せ る ものである。 大正 八 年 一 千 七 九十 萬 

圓を算 せ し 市內の 車輛 產額 は、 其 後年 々減じて 昭和 六 年に は 僅かに 七 百 六十 萬圓 

となりし も、 同 八 年に は 一千 二百 萬圓 となった。 航空機 は 主として 大正 じ 年 八月 

設立せられ たる 川 崎 造船所 飛行機 H 場 及 同 九 年 二月 開始せ る 川 西 機械 製作所 飛 

行 機 部に 於て 製作せられ、 我國 航空 事業の 發展 に貢獻 すると ころ ありし が、 後者 は 

昭和 三年 十一 月 設立せられ たる 川 西 航空機 株式 會社 によりて 事業 一 切を繼 承せ 

ら れ、 其 工場 は 海軍省の 指定 工場と な り、 其 隆盛 は 早く も 工場 狹隘 を吿 ぐるに 至り 

し を 以て、 同 五 年 十二月に は 武庫 郡 鳴 尾 村に 新築 移轉 する に 至りし が、 近年 斯業 は 


國防充 實計畫 と 民間 航空の 發 達に 伴 ひて 繁忙 を 極 め、 其 產額も 大正 十三き の 二百 

二十 萬圓は 昭和 八 年に は 一 千 百 六十 萬圓 となった。 其 他 諸 機械 器具の 主要なる 

も の は 蒸 汽罐. 原動機 • 電氣 機械 器具. 採 鑛選鑛 及精鍊 機械 器具. 紡績 機械 器具 及化學 

工業用 機械 器具に し て、 其 主要 工場 は 明治 年間 設立の 川 崎 造船所. 祌戶 製鋼所 等 に 

過ぎ ざり しが、 大正 七 年に 至りて 阪神 鐡ェ 所、 同 八 年に 曰本發 動機 株式 會社、 同 九 年 

に 川 西 機械 製作所 及 神戶發 動機 製作所の 諸 工場 を 加へ、 大正 八 年の 產額 三千 六 百 

十 萬圓に 上りし が、 其 後 漸減して 昭和 六 年 一 千 六 百 三十 萬圓 となりし も、 同 八 年に 

は 二 千 二百 六十 萬圓 となった。 金 屬雜品 は 鐡製鍊 及 材料 品 最も 多額に して、 壽物 

之に 次ぎ、 川 崎 造船所 製 飯 工場 .神 戶 製鋼所 等 は 其 主要 工場と して 重き を爲 し、 特に 

前者の 薄鈑 製造 設備 は 最も 誇と すると ころに し て、 是 等 金屬雜 品の 大正 八 年の 產 

額 は 三千 八 百 七十 萬圓に 上りし に， 同 十 年に は 一 千 二百 五十 萬圓 とな リ、 昭和 八 年 

に は 實に八 千 五 百 六十 萬圓に 達した。 大正 八 年 造船 • 車輛 以下の 機械工業に 從事 

す る 工場 四 ぼ 四十 ぁリ て、 其 ェ產額 は 二 億 八 百 萬 圓の互 額を算 へしが、 同 十二 年に 

はメ百 三十 ェ 場、 八 千 二百 六十 萬圓 とな リ、 昭 和 八 年に は 工場 は 大正 十二. の 三^ 

一 に. i 少 せる も、 ェ 產額は 一 億 六 千 二百 五十 萬圓 とな つ で。 
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憐寸 製造業 祌戶 市の 傳統的 工業た る燐寸 製造 は、 其 唯 一の 市場なる 支那に 於け る 斯業の 發 

達に 押されて 漸く 轍 出を滅 返せる に、 世界 大戰 後に は瑞典 燐寸の 東洋 進出 著しく、 

遂に 日 木燐寸 製造 株式 會社 は瑞 典燐寸 株式 會 社の 投資 を 容れ、 形勢 觀望 中の^ 洋 

燐 寸沐式 會社も 之と 合同す るに 至りし は 最も 遺憾な りと 謂 ふべ く、 かくて 世界 總 

額の 四 分 一 を生產 し、 ス ェ ズ以 おの 販路 獨占を 誇りし 我燐寸 工業に 一 大喑 影を投 

じこつ でら つ. こ。 か、 る 情勢 は 資本の 分立 を 不利なら し め、 昭 和 二 年 十 ガに至 り 

束 洋燐寸 き 本燐寸 製造 入ム益 社の 三 株式 會社 合併して 掼磨. 町に 资 木金 四百 萬阆を 

^てす る 大同 燐寸 株式 會社 成り、 翌 三年 三月 更に 株式 會社小 林燐寸 製造所 を もし 

て 益， 其 陣容 を擴 張す ると 共に、 販賣に 於て は瑞典 燐寸會 社との 提携に 依りて 從农 

の 競爭に 因る 弊害 を 除き、 更に 製造に 於ても 多數の 姉妹 會社を 擁し、 其總產 額は內 

地 産額の 大部分 を 占む るに 至りし が、 同 七 年 七月 瑞典 燐寸會 社の 破綻 を 見る や、 之 

を 機と して 同年 十一 月 大同 燐 寸會社 は 同社 を 離れて 全く 獨立 甦生す る を 得た の 

であった。 是 より 先 同年 九月 日本 燐寸 組合に て は 兵 庫縣產 業獎勵 館に 於て 臨時 

總會を 開き、 統制 施行規則と 之に 關 する 定款 を變更 して 始めて 本邦 燐寸 工業 統制 

. こ 著 手し、 久しく 濫賣に 苦しみし 該 工業界 は 瑞典燐 寸の沒 落に 因る 好轉 と共に 再 


び 往年の 繁榮に 向 はんとす るに 至った。 大正 九 年 市內の 工場 四十 八、 職 エー 萬 四 

百 人に 及 び、 之 が產額 三千 三百 四十 八 萬圓に 達せし が、 昭 和 七 年に は 八 工場 七 百 五 

十 人に 激減 し、 產 額 僅かに 百 十八 萬圓に 過ぎ す、 翌 八 年に は 十九 工場 一 千 八 百 人と 

な り、 生 產高百 七十 八萬圓 とな， o- し が、 之 を 往時に 比すれば 其 凋落 洵に 今昔の 感に 

堪 へざる ものが ある。 

職 燐寸の 外に 化學 工業と して は 護謨. 製 油. 樟 I 荷. 製 藥. 塗 料及顏 料 .蠟. 人 造 肥料 等 

が皋 げられ る。 此中 最も 盛なる は 護謨 工業に し て、 其 主要なる もの は 明治 四十 二 

年 事業 を 開始せ るダ ン 口 ップ護 謨 (極 東) 株 式 會 社、 大 正 十三 年 三月 創設せ る 曰 木 輪 

業ゴ ム 株式 會 社に し て、 其 他の 諸 工場 も 多く は 世界 大戰 後の 創立に 係る も、 而 も 其 

發 達の 顯 著なる は 注目に 値する。 而 して 大正 八 年の 工場 數十 四、 其 生産高 九 百 a 

十 萬圓に 過ぎ ざり し に、 同 十 年に は 百 五 工場 一 千 五 百萬圓 とな り、 昭 和 四 年に は 百 

四十 八 工場 を算 して 三千 萬 圓を超 え、 同 八 年に は 稍ノ 減少 して 百 二十 五 工場 二 千 四 

百 二十 萬圓 とな り、 其 中タ ィ ャ及附 屬品其 五 割 を 占 め、 昭 和 年間に 入りて 新 輸出品 

として 俄に 擡頭せ る 護謨 靴 之に 次いで ゐる。 製油 は 其 主要 工場た る 井上！ 粕製 

造 所. 前 田 製油所 は 共に 明治 末年の 創設に か ヽれ ど、 其 後大 なる 發達を 見 す、 大 正 八 
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各說 下  八 〇 二 

ど 其 年 產額は 大正 年間の 一 千萬圓 乃至 一 千 五 百 萬圓 

ざ るが 如くで あ 

日本 樟腦 株式 會 

會 社に 侬 りて W 

十 萬圓に 上，^ し 
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事業 は 明治 三十 

帝國 製糖 株式 會 

糖 株式 會 社に 讓 

十萬圓 にし て、 同 

圓 となった。 製 


粉 は 明治 二十 年 設立の 日 木精 米 製粉 株式 會 社に 創 まリ、 增田 製粉所. 日 木製 粉珠式 

會 社神戶 工場 等 を主耍 工場と し、 大正 八 年市內 生産高 一 千 七 百 萬 圓なリ しが、 同 卜 

三年 十二月 日. 淸 製粉 株式 會 社神戶 工場の 設立 を 見る や、 翌 十四 年に は 二 千 四百\ 

十 萬 圓に增 加し、 更に 昭和 四 年に は 三千 二百 五十 萬圓に 上う しが、 同 八 年に は 一千 

八 百 九十 萬圓 となった。 淸酒釀 造に は從來 見るべき ものな く、 大正 八 年生 產價額 

二十 四 萬圓に 過ぎ ざリ しに、 昭和 四 年 所謂 灘の 醸造 地の 木 市に 編入 せらる、 や 俄 

に增 加し、 同年 四十 四 工場 二 千 三百 六十 萬圓 とな リ. 同 八 年に は 三十 七 工場の 產額 

九 百 三十 萬圓 となった。 菓子 類 は 大正 八 年の 產額 三百 四十 萬圓 にして 昭和 元年 

四百 萬圓を 超えし が、 同 八 年 百 九十 萬圓 となった。 以上の 外 飲食物 工業 品に 少額 

. な 力ら 淸凉 飲料水. 製氷. 水產 品等 あうて 、飲食物 工業 生 產總額 は 大正 八 年 こ， ま ® 千 

三百 萬圓、 昭和 四 年に は 九 千 二百 萬圓、 同 八 年に は 五 千 四百 萬 圓を數 へ た。 

瓦斯 事業 ， 神戶 市の 瓦斯 供給 事業 は 明治 三十 一 年 創設せ る祌戶 瓦斯 株式 會 社の 經營 する 

ところに して、 同社 は 世界大戦に 依る 好、 况に 際して 目醒 しき 躍進 を 遂げ、 大正 十 年 

五月 資本金 四百 七十 五萬圓 より 一 千 萬 圓に增 加して 陣容 を， 擴 張せ しが、 其 後 財界 

不 a に會 して 打擊を 蒙りし も、 神 戶市及 近郊の 發展に 伴 ひて 需要 者 は 漸次 增 加し、 
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昭^ 四 年 十一月 資本金 を 一躍 三千 萬 圓に增 加す るに 至った。 木 市 は 明治 四十 一 

年 同社と 報償 契約 を 結び、 同社 は 各 決算期 每に木 市に 於け る 瓦斯 供給 事業に より 

生す る 純益 金の 百 分 五 相 當額を 市に 納付す る こと 等 を 約せ し が、 大 正 十 年 六月 少 

しく 之 を 改定し、 更に 昭和 三年 七月 大 改正 を爲し 、各 決算期に 於け る兀斯 供給 事業 

より 生す る 純益 金の 百 分 六 を 納付し、 其 報償金 半箇年 合計 七 萬 五千圓 未満の 時 も 

之 を 七 萬 五千圓 とする ことと なった。 市內の 瓦斯 供給 戶數は 大正 八 年 二 萬 六 千 

戶な りしが、 昭和 三年 九 萬 一 千戶 となり、 同 八 年に は 九 萬 七千戶 となった。 

雜 H 業 以上 諸 工業の 外、 雜 工業と して 木材 蔓莖 製品 • 綿 及 麻 製 綱. 印刷 及 製本 等が ある。 

木材 蔓莖 製品 は 主として 大正 六 年 創立の 宫下 木材 株式 會 社の 手に よる 製材に し 

て、 大 正 十二 年の 產額五 百 萬圓を 超えし が、 昭 和 八 年に は 二百 萬圓 とな り、 製 綱は大 

正 八 年 七十 萬圓に 過ぎ ざ， o- し に、 昭 和 五 年 二百 萬 圓を超 え、 同 八 年に は 百萬圓 とな 

つた。 印刷 及 製本 は 大正 八 年 三百 五十 萬圓 より 昭和 四 年 六 百 二十 萬圓に 上り、 同 

八 年に は 三百 萬 圓に滅 じた。 神戶 港より 支 那. 印 度 へ 燐寸 軸木 及小凾 の^ 出增カ 

する や、 之が 產額 大正 八 年に は 九 百 萬圓に 達せし が、 大 正 末年 之に 代りて 原木 を輸 

出す るに 至り たれ ば、 其 產額 自ら 減じて 昭和 八 年に は 九十 萬圓に 過ぎざる に 至つ 


た- 是等雜 工業の 大正 八 年の 生産額 三千 萬圓 なりし が、 昭和 八 年に は 一 千 六 百 萬 

圓. と なった。 

世界 大戰 によ リて 異常なる 振興 を 見た る 一 般 商業界 も 大正 九 年の 財界の 反動 

以來 不振 を 免れ ざう し が、 同 十二 年の 關東 震災 後に 於て 當港 貿易品と して 新に 生 

絲，賴 織物 等の 輸出 を 見る に 至る や、 市の 商業界 は爲に 新生面 を 打開す るに 至った o 

され ど 昭和 二 年の 金融界 未曾有の 恐慌の 爲め 再び 不況に 陷 り、 更 に 同 四年以 來^ 

謂 緊縮 內閣 成リ てより 商取引 は 爲に益 t 萎縮し、 殊に 一 般小賣 商人 は 大資木 を 擁す 

る 百貨 店、 或 は 公設市場 及 消費 組合 等の 出現に ようて 愈， 苦境に 陷 りたり と爲 し、 中 

小 商業 振興 問題の 擡頭 を 見る に 至った。 昭和 三年 十一月 西 宫內， 有 馬 道. 小 野中 道 

の 三 商店 聯合 會は 百貨店に 對抗 せん が 爲に 聯盟 を 結 び、 商 品 

行 ふこと とせし が、 爾 後 其 必 要 St 痛感 せられ たれ ば、 其 組織 を 

を圖 るた め、 同 六 年 五月 市內の 全小賣 商人 相 結束して 神戶小 

發會式 を祌戶 商工 會議 所に 擧 ぐるに 至った。 其 後 或は 逢 業 

用 運動の 起る あ リ、 或 は 兵 庫縣に 於て 同 七 年 十月 全國に 率先 

者に 對し 低利資金の 融通 を 開始す る あ う、 或 はまた 祌ョ 巿こ 
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の 仕 入 等 を 其 手に て 

擴 大して 事業の 強化 

實商 聯盟 を 組織 し、 其 

合理化 運動 及 國產愛 

して 縣下 中小 商工業 

ありて 同年 十二月 物 
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資 配合" の 圓滑を 期す るが 爲め 中央 卸賣 市場 を 開場す る あ り、 或 は 叉 同 六 年 十二月 

の 金 « 出 再禁止 を 契機と して 貿易 海運の 好 况幷に 満洲 事 變以來 の 軍需工業の 旺 

盛と なれる 等 は、 當然 商業界 を好轉 せし むべ きなるに、 配給 組織の 上に 幾多 の 矛 盾 

ありし か、 中小 商業の 經營は 依然として 困雜 なる 情勢 を持續 したので あった。 商 

ェ 省の 企てた る 商工 調査 は 木 市に も 委託せられ、 之に よりて 市 は 文書 課內に 臨時 

商工 調査 部 を 設置 し、 事 務所を 兵庫區 役所 階上に 置き、 昭和 七 年 十 一 月 一 日 現在 を 

以て 一 箇 年間の 狀况を 調査す る ことと なれる は、 實 に 世界 大戰 後に 於け る 商工業 

界 一大 變 動の 情勢 を 察知し、 以て 愈，. 複雜 となれ る 商工業 政策 及 其經營 改善の 基礎 

資料 を 得ん とする にあった ので ある。 

神戶 取引所 從來米 及 證券の 取引 を 業と せる 株式 會社 祌戶 米穀 株式取引所 は 大正 八 年 六月 

商號を 株式 會社 神戶 取引所と 改め、 次いで 九月に は 八十 萬 圓の資 木金 を 二百 萬圓 

に 暂 し、 同 十 年 一 月 再び 三百 五十 萬 圓に增 し、 翌 十 一 . 年 一 月 水木 通 三 丁目より 楠 町 

七 丁 目 俗 稱五郞 池 跡に 新築 移轉 した。 恰も 此年 取引所 法改正せられ、 證券 短期 取 

引 制度 創設 せらる ゝゃ、 祌戶 取引所 は 全國に 率先して 此 取引の 進步發 達に 努め、 更 

に @ 和 三年 十二月に 至り 取引 物件 中に 蠶絲を も 追加 し、 之 が 市場 をば 元 町 四 丁目 


神戶 米穀 肥 

料 市場の 解 


神 戶穀肥 取 

引 所の 設立 


に 設け、 次いで 同 八 年 一 月よ. り宫前 町に 正 米市場 を 設けて、 米穀 銘柄 別 清算取引 を 

行 ふこと となった。 此の 如くして 各部 取引高 愈，. 盛と な る や、 木 取引所 をば 市の 商 

業 中心地 帚に 移し、 證券. 米穀 及 蠶絲の 各市 場 を 綜合す る 一 大 市場 建設の 議 起り、 遂 

に 地 を 元 居留地 浪花 町に 相して、 昭和 八 年 五月 市場 弁に 取引 員 を收容 する に 足る 

大 建築の ェを 起した。 

兵車 米穀 肥料 市場と して 旣に 明治 三十 五 年 設立せられ たる 神戶 米穀 肥料 市場 

は、 爾後 米穀に ありて は 精米 能力の 完備と 海陸 運輸の 發達 とに 助長せられ、 正 米 取 

引 市場と して 大いに 發 達し、 產 米の 改良に 衋す ところ 尠か. らす、 叉 肥料に 於ても 內 

地 肥料の みならす、 率先して 有益なる 外國 肥料の. 紹介に 努め、 以て 肥料の 改善に 資 

せ し が、 昭 和 七 年 六月に 至り 米穀と 肥料 を 分割す るの 必要 を認 め、 七 月よう お市 場 

を祌戶 米穀 市場 組合 及 神 戶穀肥 問屋 組合と して 各獨 立す るに 至った。 

. 神戶 港に 於け る 大豆粕の 輸入額 は 昭和 五 年 以降 稍， 減少 せし も、 而も 尙其額 五 百 

萬圓 乃至 八 百 萬 圓を算 せし が、 之 ょリ先 大正 十四 年の 交よ リ祌戶 市に も大 S 柏. 又 

引 所 設置の 必要 痛感せられ、 祌戶 商業 會議所 等 之が 設置 運動に 盡カ すると ころ あ 

りて、 遂に 昭和 二 年 四月 神戶 米穀 肥料 市場 內に 設置せられ、 同 七 年 七月 之 を 神戶穀 
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擡頭 


： 開 論の 


神 戶市史 

肥 取引所と 改稱 

關 西の 蠶絲業 

國立撿 査所を さ 

に 及びて 撿査所 

の變遷 と共に 關 

は 特に 優良な り 

緣故淺 からざる 

年 一月 京都に 於 

る 、 や、 神 戶 港の 

も 同年 七月 生絲 

を祌戶 市長に 具 

十一 年 一 月市會 

業 會議所 も祌戶 

然るに 偶， 翌十 二 


第二 辑 本 編 各說 下 

して 今 


至 つ こ。 


せ 

11 む 


fe- ごた 

は廢止 

西の 蠶 

との 定 

祌戶市 

て關西 

生絲輸 

市場 委 

申した 

協議 會を 

生絲 貿易 

年 九月の 


員 

れ 


機能 を 全く 喪失せ しむる 


に 振 ふに 至らざる 頃 

られ たる も、 而 も 未だ 

ら れ、 生 絲 貿易 も 殆ど 

業の 發達顯 著なる も 

を 得る に 至 り-、 こ 、 に 

其 市場 再開 論の 擡頭 

絲 業大會 開催 を 機と 

に 努力す ベ きを 聲明 

を 設け、 市場 開設 に 先 

ば、 市 も 亦國家 經濟上 

開きて 調査 委 員 を 擧 

促進 同盟 會を 設立し 

關 東大 震 火災 は 本邦 唯一 の 

に至リ たれ ば、 全 國製絲 業者 


ょリ神 

隆盛 を 

皆 無 の 

の あり 

關西製 

を 見た 

して 關 

るに 

だち 生 

及產業 

げ、 之 が 

て 種々 


S  ^ に 

見る に 

狀 態と 

_ 加 之 米 

絲 業者 

ので あ 

一 PTr  ニー 一  糸 

至り、 祌 

絲撿査 

發展上 

調 査 を 

畫 策す 

. ご 一 糸 ^ 

は 同月 


八 〇 八 

は 生 絲朮場 ぁリ、 

至らす、 明治 三 十 

なった。 然るに 

國 市場に て關西 

の 間に は 自ら 從 

つた。 かくて 大 

業者 同盟 會 組織 

戶 商業 會議 所に 

所 の 設 立 及其經 

之が 設立 を 計 畫 

附託し たれば、 祌 

ると ころが あつ 

出港た る 橫濱の 

十二 日祌戶 商業 


一 時 

四 年 

時代 

製品 

來 の 

正 十 

せ ら 

於て 

營方 

し、 同 

戶 商 

こ o 

貿 易 

會議 


所に 其 大會を 開き 、満場 一 致 を 以て 神^に 於て 生絲 取引 幷に其 輸出 を爲 すに 決し、 

. 尙 海外に 於け る 本邦 生絲の 地位 及 品質 維持の 爲 め祌戶 市に 生 絲檢査 所の 設置 を 

耍 望した のであった。 こ、 に 於て，； 巾 は 之が 應急 施設と して 祌戶 市立 生絲 撿査沂 

開設の 急務なる を 認め、 巿會叉 其 開設 案 を 可決し、 玆に 多年の 懸案たり し神戶 上 絲 

檢査所 も 再び 實 現し 、神月 市場の 開設 を も 見る に 至った。 かくて 祌！ n 取引所 ま は 

場の 機能 を 一 層發 揮せ しむべ き 清算 市場の 設立 を 必要と する 輿論に 促さ れ、 昭 和 

.  三年 四月 商工 省の 認可 を 得て 旣に 記せる が 如く 同年 十二月より 元 町 四 丁目の 分 

場に 於て 取引 を 開始す るに 至った のであった。 

00^. 是 より 先 大正 十二 年 九月 十五 日 經常費 四 萬 五 千 八 百 餘圓を 計上せ る祌戶 市立 

生絲撿 査， 所 設置の 議の祌 戶巿會 に 於て 可決 せらる 、 や、 市 は當 面の 設蓆 として.^ 

戶税關 階上 を假 用し、 撿査 機械の 大部分 は 之 を 福 井縣生 絲檢査 所より 借用し、 翌十 

三年 一 月 二十四日 を 以て 愈 t 事務 を 開始した。 木 所 は 當時木 邦に 於け る當 業者の 

要望に 副 ひし もの なれば、 開 所以 來檢査 事務 輻輳し、 九月に は 早く も 第二 期の 擴 R 

を 必要と したれ ば、 元 町 四 丁 目 元 株式取引所 跡 を 選定し ， 機械 類 は內外 製品 中の 最 

優 J 品 を酽入 し、 其 据付を 了す る や、 十 二月 二十 三 曰に 移轉 開業 し、 纔 かに 事務 を 8 
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• 和し 得る の情况 であった。 然るに 大正 十五 年 第五 十一 議會に 於， て 輸出 生 絲檢査 

法案 通過 し、 多 年の 懸案た る 生 絲正量 取引 問題解決 する や、 之 によりて 昭" ニ^ 七 

月より 輸出 生 絲の正 量 取引 は此 法律に よりて 强 制せら る ヽ に 至 り、 此 趨勢 は軀て 

神 戶市生 絲檢查 所に 根本的 擴 張の 必要 を 生じ、 遂に 大正 十五 年 五月七日の 市會に 

於て 濱邊通 八丁 目 所在 大蔵省 用地 一 千 百 七十 五坪 を 借 入れ 總額 七十 六 萬 圓を以 

てす る 新廳舍 建築 案 を可决 し、 昭和 二 年 六月に 至り 鐡筋 混凝土 四 階 建の 廳舍 の竣 

功 を 昆、 其撿査 は St 能 率を擧 げたので あった。. 

生 絲撿査 所 其 後神 戶生絲 市場の 發展と 木 邦生絲 貿易の 振興 上、 神 戶市は 市立 撿査所 を 橫濱 

と 同じく 政府 こ-移管して 國 立と 爲 さんと し、 屢， 政府 に 陳情して 其實 現に 努めし が、 

蠶絲 業者に ありても 昭和 五 年 七月 頃より 頻りに 多年の 懸案なる 第三者の 檢査に 

衣る 生絲の 格 付 實施方 を 政府に 陳情す る あ り、 こ  >  に 於て 政府 も 遂に 神戶 市立 生 

絲^ 查 所の 移管 を决 し、 同 六 年 四月 一 日より 愈" 國立 祌戶生 絲撿査 所と して 事務 を 

開始す るに 至った。 これ 木 市に 於け る 國立生 絲撿査 所の 明治 三十 四 年に 廢 止せ 

• られ てより 實に 三十 年を經 て 復活 を 見た る ものであった。 尙曩に 祌戶市 は 格 付 

撿 査の實 施に 備 ふる 爲め其 隣 地 約 九 百 五十 坪 を大藏 省より 借 入 れ、 豫 算百 十萬圓 


をお てす る 撿査所 擴張案 を 樹て市 會の議 决を經 る や、 同 六 年 五月 鐡筋混 疑 ヒ造五 

階 建 (地階 共) 延 建坪 三千 四百 餘 坪の 新 廳舍增 築の ェを 起せし が、 新撿査 法に よう S 

に 所謂 第三者の 格 付撿査 の爲め 四百 餘 坪の 新 廳舍增 築の ェを 起した。 お 格寸險 

査に翌 七 年 一 月 一 日よう 強制 施行す る ことと なリ、 玆 に生絲 貿易 開始 以来の 商 習 

慣を 革新し、 公平無私なる 撿査格 付の 下に 生絲 取引の 行 はる、 に 至れる は 最も 喜 

ぶべき であった。 

i き II 臓 關東 震災 以來 神戶 港の 絹織物の 輸出 俄に 增加 する や、 輸出 絹織物 撿査所 設置の 

要望 高まう、 遂に 大正 十五 年 一 月 兵 庫縣は 一 番町四 丁目に 撿査所 を 創設して 關西 

各府縣 絹織物 業者の 期待に 副 ひしが、 木 撿査所 も 昭和 二 年 三月 輸出 絹織物 R 締法 

の 公布せられ たる を 機と し て、 翌 三年 度より 國營に 移管 せられた。 而 してお 撿査 

所に て は 品位. 瑕 *• 汚染. 胴 切 等の 撿査及 計量 撿査を 行 ひ、 叉 輸出 絹織物の 包装. 內容 

に 就き 荷 造 立 會撿査 を 行 ふ 等 斯業に 至大の 便 S を與 へし が、 其 建物 は 昭和 四 年 三 

月國營 移管 當 時の 方針に 基き 兵 庫 縣は縣 費 を 投じて 同所に 二  ^ 白建延 二百 t 十 坪 

の 撿査所 を 新築 し、 同 八 年 三月に は 海岸 通  一 丁目に 海岸 支所 を 設置して 以て 今に 

及んだ のであった。 . 
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花筵 檢査所 


公設市場の 

新設 


神戶 市： 史 第二 輯 本 編 

山陽 地方に 產 出す る花莛 

來 りしが、 轍 出花 莛の 各種 撿 

明治 三十 八 年 磯上通  一 丁目 

今の 泉 通 二  丁目の 地 三千 百 

等 を 新築 移轉 し、 翌年 十 一 月 

の 施設に して 商工 省の 所管 

耳 仕 上. 緣 仕 上 • 長 幅 及 量目 其 

の試驗 をも實 施して ゐる。 

世界 大戰の 進行 中よ リ 一 

喧 し く、 遂 に 不測の 全國 的な 

緩和 策と して 生活必需品の 


各說 下 

は 其 地理 的關係 

查を行 ひて 海外 

に國 營撿査 所の 

坪に 百 九十 坪の 

より 輸出 野草 莛 

に屬 し、 花 莛檢査 

他の 品質に 就き 

般物價 奔騰し、 神 

る 所謂 米騷 動の 

簾賣 施設と し て 

公 設 し、 翌 八 年 五 


各種 私設 市 

場 


市 會の協 贊を經 て 三 市場 を 

正 末年 迄に 合計 十 市場 を 新設し、 旣設 市場 二 

場 を 加 へ、 現在 十二 市場 を 有して ゐる。 

私設 市場 中 魚類 市場 は 其 規模 最も 大 にし 


上 其 大部分 は 神 

に 於け る磬惯 維 

設立 を a しが、 大 

廳舍と 一 千 七 百 

の 撿査を も 加へ 

は 其 原 料 ，染 色 ，模 

て 之 を 行 ひ、 尙 是 

戶市は 特に 甚だ 

木 市に も惹 超 す 

パ T 

買 市場 公設の 

月に 至 • る 迄に 夫 

箇所 は 之 を廢止 


八  一 二 

戶 港より 輸出せられ 

持に 努 むる 爲 め、 旣 に 

正 十二 年 一 月 西灘村 

四十 坪の 撿査 享倉 ポ 

た。 本 所 は我國 唯一 

檨* 地 合 .經 絲. 緯 條*密 度 • 

等 製作に 關 する 各種 

し く、 爲 に 生活難の ゆ" 

るに 至り たれ ば、 之 が 

議 ！a り、 大正 七 年 九月 

々之 を 開場 し、 爾 來 大 

し、 昭 和 二 年 更に 一 市 


て、 株 式會社 駒ケ林 魚類 定市 場. 同 脇 濱 


魚類 定 市場. 兵 庳 南 濱魚定 市場 及祌戶 魚市場 あり、 市內 はもと よう 大及 地方 發 送の 

魚類の 集散 市場と して 活躍せ しが、 大正 十 年 三月 宫前 魚市場 株式 會 5 加へ、 爾麦 

多少 增減 ありし も 巿內に 四 乃至 七 市場 を 有した。 靑果 類の 取引に 關し てま 從來 

相場の 公正 を缺 き、 大量 貨物の 荷捌に 長 時日と 多大の 資力 を 有し、 荷主 則と 問屋と 

。-間 常に 紛擾？ K1 方 生產 地に て If 棄組會 出荷 2 等の 活動す る？ 

て團體 的の 大量 出荷に ，ずし を 以て、 大正 十三 年 二月 之が 問屋 3 相ず て 

祌 5 果 株式 會 S 設立して 之 S ？」 ととな つた。 而 して 物價 調節の 爲め 

公設市場の 設置 相次ぐ や、 之に 刺戟 せられて 私設の ，市場の I せらる 、もの 

多く、 殊に 其 影響 を受 くる こと 大な リし蔬 荣果實 日用 食料品 市場の 如き ま、 從來每 

年末 十 を 超え ざり しに、 昭和 二 年に は 一躍 四十 八に、 同 五 年に は 八十 四 こ 達し こ。 

然るに 是等 食料品 市場に 對 する 縣の取 S 則 は 明治 四十 三年の 制定 こでき 

代に S ざる 條項少 t、？ し を 以て、 昭和 二 年 九月 新に 食料品 市場 取 SS 

公布し、 卸 小 賣を問 はす 毎年の 取引 狀、 况を縣 に 申告せ しむる ことと なリ、 更に 同 七 

年 六月に 至リ此 市場 取締 規則 中 市場の 定義 不備に して 市場 類似 行爲を 馴致せ る 

を 以て、 之が 取締の 爲に木 規則に 改正 を 加 ふるところが あっこ。 
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八 一 四 

賣 市場 設置 を 決する や、 私 設 市場 關係 

昭和 四 年に 至り 一 部當 業者 間に 中央 

年 十 一 月 其 趣旨の 擴大 徹底 を 期す る 

るべ き 神 戶靑果 問屋 業 組合 聯合 會. 同 

商 組 サ同 肉 商 問屋 業 組 合. 兵 祌 乾物 鷄 

組 織 し、 以 て 中央 卸賣 市場の 開場に 備 

得る に 至った のであった。 

私設 市場 數 市內に 於け る 私設 市場 數は 大正 八 年 三十 五に し て、 昭 和 二 年 八十 二、 同 六 年 百 十 

四と なリし が、 中 央卸賣 市場 開場 後の 同 八 年に は 七十 六に 滅 じた。 之が 種別 を大 

正 八 年 乃至 昭和 六 年の 期間に 見る に、 昭 和 二 年 迄 は 古道具 最も 多くして 十八 乃至 

二十 四を算 せし に、 爾 後は蔬 荣果實 日用 食料品の 增加 著し く、 同 六 年 迄 は 四十 八 乃 

至 八十 四に 達 し、 和 洋 古着 は 大正 末年に は 二十に 近 かりし も 其 後 減少 著しくして 

遂に 絕無 とな り、 魚 類は此 期間に 常に 凡そ 五市 場 を算へ て 殆ど 增 減な く、 米 穀 肥料 

及 家畜 は 終始 一市 場に 過ぎなかった。 昭和 七 人 年 は 統計 不備なる も、 食 料 品 市場 

には大 なる 變動 なきが 如くであった。 
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神戶 食料品 是ょリ 先 大正 十四 年 三月 祌戶 市の 中央 卸 

市場 協會の 

成立  者に 於ても 之に 對し 凝議す る 所 あ え 其 結 果 

市場 硏究會 の 生る 、 ありし が、 此 硏究會 は 同 

が 爲 め、 中 央 市場 法に 則り 同市 場に 收容 せら 

魚 問屋 業 組 合 • 同 有 馬 道 魚市場 組 合. 同 漬物 卸 

卵 卸商 組合 相 寄りて 祌戶. 食料品 市場 協會を 

へ、 かくて 遂に 同 七 年 十二月よ リ 順次 開場し 


ノ 


此の 如く 公設市場 は物價 調節の 一 方法と して 設立せられ たる も、 更に 進んで 艮 

木 的に 物資の 配給 を圓 滑なら しむる の 必要に 迫られし が、 偶. 大正 十二 年 三月 中 も 

卸賣 市場 法の 公布 ぁリ、 先づ六 大都市に 之が 開設 を慫慂 せらる ゝゃ、 木巿ま 諸般の 

調査 を 悉くして 其 開設 準備に 著 手し、 同 十四 年 三月の 市會に 於て、 木 市場 指定 區域 

を 神 P 巿幷に 武庫 郡西灘 村. 御影 町. 住 吉村. 六 甲 村. 魚 崎 町の 內住吉 川 以西の 地 或と 

定め、 木霊 資金と して は 政府よ よ S 圓の 低利資金の 融通 S け、 二十 五萬圓 

ク國庫 補助 を も 併せ 得ん とする に决 し、 かぐて 起債の 件 は 同 十五 年 九月に、 市場 開 

設及環 補助 申請の 件 は 昭和 二 年 三月 夫々 認可 を 得、 事業の 基礎 始めて 確立す る 

に sf 玆に 於て 直に 用地の 買 收に著 手す ると 共に 同 二 年 六月 朝野の 有識 锊 

驗者約 九十 人 を 擁する 調査 委員 會を 設置し、 之が 開設 及經 營に對 する 市長の 諮問 

機 i とし、 一 方 市場の 建築 は 調査 會の 答申 を 經て同 五 年 八月 起工し、 同 七 年 四月 竣 

功の 運びと なった。 木 市場 は 兵車 中ノ 島の 地 一 萬 六 百 七十 餘坪を 占め、 東面よう 岸 

学 公道. 鐡道 引込線 を 隔て ゝ荷降 場 通路， 仲買 店舗 • 通路 * 置 場の 順に 配置せ しが、 特 

に 木 市場 設計 上の 異色と すべき は、 元來 平面 的なる 此種 建築物 を立體 化し、 敷地の 

經濟的 利用 を 考慮せ る點で あ つ で。 
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屮央 卸賣市 次に 市場 運 e 上の 業務 規程に 就いては 調査 委員 會 にて 昭和 三年 諮問 以來 三年 

場の 開場 

八 筒 月に 亙りて 愼重 審議 を 重 ね、 同 六 年 十二月 答. & ある や 直に 市會の 譏决を お 、"に 

七 年 十二月 商工 省の 認可 ある や、 其 細則と 共に 十八 日 を 以て 之 を 施行した。 抑， 此 

祌 戶 中央 卸賣 市場の 開設た る や、 數 百年 來 馴致せられ たる 食料品の 配給 組織に 根 

本 的 變革を 加 へ たる ものな、 りし を 以て、 之に 處 する 當 業者の 準備 容易に 成ら す、 市 

も銳意 之が 督勵と 指導と に 努めし も、 而 も 卸 賣人會 社の 創立に 關し支 障續 出し^ 

途 多難なる ものが あった。 然るに 當 業者の 努力の 結果、 鮮魚 部 は祌戶 生 负 株式 會 

. 社に より て、 鳥 卵 部 は 神 戶鷄 卵及祌 戶國產 鶏卵の 二 株式 會 社の 手に 依 り、 同 じ 年 十 

二月 二十 二日 何れも 他に 率先して 開業 を 見、 次 いで 鹽 干魚 部 も 翌八年 じ 月 二十 叫 

日に 至りて 祌戶 海産物 株式 會社 によ り、 漬 物 部 は 九月 六日に 种 P 漬物 株式 會 社に 

よりて 夫々 開業 せら れ、 最 も 困難な りと せられた る 靑杲部 も、 祌 戶 中央 靑 * 株式 會 

社の 設立に よ り、 祌 戶 乾物 株式 會 社の 乾物 部と 共に 十二月 十三 日 を 以て 業務 を^ 

始 し、 玆 に 事實上 全面的 陣容の 整備 を 見る に 至りし のみなら す、 指 定區 域内の 配給 

を圓 滑に する 目的 を以 て、 日 出 町 四 丁  H: に 東部 配給所 を、 駒 ケ林四 T  n に两郃 .g 給 

听を 同年 十二月より^  i する ことと なった C  ^業務 開始 後日 尙淺 きを 以 て、 其 取 


、 弓 高 は 昭和 七 年に は 三十 七 萬圓、 同 八 年に は 一 千 三 萬 九 千圓に 過ぎ ざれ ど、 前途 も 

とよ リ多 望なる ものが ある。 

II 雌 業 館 湊川 公園 內の勸 業 館 は 大正 三年 祌戶 商工 協會 の祌戶 市に 寄附せ る ものに ゆ , 

リ、 其 階上 は 同 八 年 一 月よ リ 翌年 四月 迄祌戶 税務署に 貸與 せし が、 其 後 は 從來の n 

く 階上 は 講演 會， 講習 會 或は 展覽會 等の 諸會 合に 利用し、 階下 中央部 ま 商品の 陳列 

^ 充て、 階下 兩袖は 小規模の 展覽會 等に 使用して 今に 及んだ。 是等 利用の 主要な 

る もの を^ 擧 すれば、 大正 十 年の 衞生展 覽會、 同 十 一 . 年の 納凉 博覽會 、昭和 二 年の 》 

出 鍋 加工 赏習展 覽會、 同 四 年の 納凉 海洋 博 覽會、 同 五 年の 海港 博覽會 及翌六 年に 續 

行せ る 輸出 絹物 講習 會、 同 七 年の 衞生博 覽會、 同 八 年の 滿蒙 軍事 博覽會 等に して、 此 

外に 每年 開催せ る 全 國水產 食品 卽賣 品評 會が ある。 

續き顏 工業都市 たる 祌 P 市に 工業 試驗 場の 必要なる は 明白に して、 旣に 大正 六 年五ミ 

下山 手 通 四 丁目に 兵 W 縣 工業 試驗場 (本場と 稱す) 創設せられ、 一 般 工業に 對 する 研 

究 指導に 當ク しが、 同 八 年度よう は 専ら 化學的 試驗. 分析. 鑑定 弁に 材料 試驗 其他ェ 

i 良 協議 指導に 從 事した。 同 十一 年 十一月 中 山手 通 四 丁目の 新 廳舍に 移轉す 

, . る や、 四 階に 陳列 場 を 附設して 縣 下の 重 耍物產 を 陳列し、 また 諸種の 展覽會 を 開き 
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し が、 同 十五 年 四 階 は 縣の分 廳舍に 充てられて 陳列 場 は 閉鎖の 已む なきに 至> し 

が、 其 前年の 大正 十四 年より 縣下未 利用の 工業 原料 を 調査 し、 叉 工業 製 品 • 意 匠圖案 

の 改良に 著 手し、 昭和 八 年 三月 規則の 改正に より て、 兵 庫 縣祌戶 工業 試驗 場と 改稱 

すると 共に 業務 を擴大 し、 其 事務 を 原料 材料 及 製品の 化 學的試 驗. 分 析幷鑑 定. 材 料 

の 强弱試 驗. 包 装荷 造 試 驗. 窯 業に 關 する 試 驗. 意 匠 改良 及圖案 見本 品の 調製 幷 配布. 

講習 及傳習 等と 定めた。 卽ち 之に 基き て 同年 十二月 神戶 商工 會議所 及神戶 包装 

協會の 協力 を 得 て、 木 邦に 於け る 最初の 試みと して 輸出 包装 荷 造 改善 指導 を 行 ふ 

ことと な り、 包 装 試 驗所を 海岸 通の 舊税關 倉庫の 一 部に 開設 し、 試 驗 研究に 著 手し、 

更に 祌戶 加工 陶磁器の 改善 發達 を圖 るが 爲 め、 中 山手 通 二  丁目の 神戶 加工 陶磁器 

商工 組合 共同作業 所に 加工 陶磁器 研究所 を 開 き、 同 年 十二. 月 設備 を 完成 し、 翌 年 一 

月 之が 研究 作業に 著 手 せんとす るに 至った。  .  に 

驟產 業獎勵 工業 試驗 場の 凍 列室廢 止せられ てよ り、 兵 庫縣は 久しく 大規模なる 木縣 產業獎 

勵機關 の 設置 を 考慮せ し が、 昭 和 五 年 五月に 至り 工業 試 驗場東 隣に 總 工費 二十 二 

萬 五 千圓を 投じ、 總延 建坪 八 百 八 坪 を 有する 近世 式鐡筋 混凝土 地階 共 五 階 建の 產 

業 獎勵館 を 開設す るに 至った。 其 目的と すると ころ は縣下 各種 產 業團體 事務所 


を 一 箇所に 集めて 其 聯絡 統 一 を圖 ぇ內 外產業 經營經 濟に關 する 視察 及 調査 を爲 

し、 內外產 業 參考品 を 蒐集 陳列し、 其 商況 調査 及參考 資料 蒐集 等に 當ら ん とする も 

のにして、 本 縣の產 業 發達上 大いに 期待 せられて ゐる。 

大正 八 年以來 祌戶に 開催 せられし 博 覽會及 共進會 中、 勸業上 最も 有 效なリ しも 

— の は、 指 を 日本 絹 業 博 覽會と 海港 博覽會 とに 屈すべき であらう。 日本 賴業 博覽會 

は關東 震災 後神 戶 港生絲 貿易の 一 大 飛躍 を 遂げた る 大正 十四 年 四月 十日より 四 

十八 日 間、 兵 庫 縣博覽 會協會 に 依う 開催 せら れ、 木 巿もニ 萬 五 千圓を 補助して 目的 

達成 に 努め-し め、 海岸 埋立地 及湊川 公園 を會 場と し、 生絲及 絹織物の 海外 大發展 の 

情勢 幷に 完備せ る 祌戶港 を 紹介 し、 更 に 之 を 機と して 大日 木 蠶絲會 大會を も 開催 

し、 以 て 斯業に 貢獻 する こと 甚だ 大 なる ものが あった。 次に 海港 博 覽食は 昭和 五 

年 海軍 特別 大演習 後の 觀艦 式の 十月 二十 六日 神戶 沖に 擧行 せられた る を 記念せ 

る ものにし て、 主 として 賀 易の 振 與、 海 事 思想の 普及 を 目的と し、 神 戶博覽 會協會 主 

催と な リ、 男 爵阪 谷芳郞 を總裁 に 、神 戶 市長 黑瀨弘 志を會 長と し、 九 月 二十日よ リ四 

十日 間 兵 庫 中， 島 埋立地 を 第 一 會場 とし、 湊川 公園 を 第二、 關西學 院跡を 第三 會 場と 

して 開かれし が、 祌 戶市は 之に 對 して 十五 萬圓を 補助 し、 兵 庫縣 また 五 萬圓を 投じ、 
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： 出品 總 人員 二 千 人、 其 總點數 三 萬 三千 七 百點を 超え、 入場者 實に百 三十 七 萬 三千 七 

百 人を數 へた。 蓋し 此 種の 事業 中 神戶市 未曾有の 大規模に して 而も 最も 盛況 を 

S めた る ものであった。 是 等の 外 木 市に 於て 開催され、 市の 出品 勸誘 斡旋に 努め 

しもの こ ま、 大 I 十二 年の 兵庳縣 工業 品展覽 會. 神 戶港 貿易品 見本 展覽會 を 始めと 

し、 同 十三 年の 文化 洋 家具 競技 展 覽會、 昭 和 三年の 御大 典 奉祝 祌戶 博覽會 等が 擧げ 

られ る。 

他府 縣博覽 巿 ま： g 呀縣こ て 開催せられ たる ものに 對 しても 極力 市內 業者の 參カ 1>铲 に努 

會 等に 對す  - ( f  , 

る 市の 勸誘 力し、 其數 大正 八 年以來 凡そ 三百 三十 件 を 超え、 就中 大正 十 一 年 東京 市の 平和 記念 

博 覽會、 同 十三 年 京都市の 萬 國博覽 會參加 五十 年 記 念 博 覽會、 昭和 二 年 福 岡 市の 東 

亞勸業 博 覽會及 松 山 市の 全 國產業 博 覽會、 同 三年 の大禮 記念 國產 振興 束 京 博 覽會、 

高 松 市の 全 國產業 博 覽會、 岡 山 市の 大日 木 勸業博 覽會、 別府 市の 中外 產業博 覽會、 仙 

臺 市の 東北 產業博 覽會、 同 四 年廣島 市の 昭和 產業博 覽會及 京 城府の 朝鮮 ffi 覽會、 同 

五 年 宇 台 山 田 市の 御 遷宮 奉祝 祌都博 覽會、 同 八 年奈良 市の 觀光產 業 博覽會 及宫崎 

市の 祖國 日向 産業 博覽會 等に 對 して は、 或 は 出品 場所 料の 補助 をな し、 或 は 係員 を 

開催地に 出張せ しめて 出品の 勸誘 斡旋に 努力す る こと 尠 少なら す、 尙諸外 國に開 


催せら れ、 之 が 參加を 斡旋せ しもの 約 七十 件に 達した。 

■I 雌 勸業上 重要なる 關係 ある 度量衡 取締 は、 大正 八 年 兵 庫縣吿 示に 依う 第 一種 取締 

の 執行 を 省略せられ し 結果、 祌戶市 は 同年 八月より 第二 種 取締 を 執行し、 檢査濟 印 

標識 を 器物に 附 する ことと せし が、 此月 神戶市 度量衡 取締 規程 を 改正し、 同 十二 年 

四月 再び 取締 規程 を 改正す ると 共に 取締 心得 を も 制定し、 取締 を 甲乙の 二重と し、 

甲種 取締 は 調査 用具 を 用 ゐて市 內の七 警察署 及神戶 水上 警察署 管區每 に」 a- 年 一 

囘 以上 之 を 行 ひ、 乙種 取締 は 度量衡 器の 製作者 • 修復 者 又は 販賣 者に 對 して 每年ー 

囘、 其 他に 對 して は 隨時之 を 行 ふこと となった。 叉曩に 大正 十 年 四月 メ I トレ 法 

專用 改正 度量衡 法 公布せられ、 同 十三 年 七月 一 日 を 期して 愈， 度量衡 はメ  I トレ .U5 

に統 一 する ことと な リしを 以て、 木 市 は 之が 普及 幷に實 行 促進 を 速 かなら しむる 

目的 を以 て、 印刷物 を發 行し、 講演 會及 展覽會 を 開催す る 等機會 ある 毎に 指導 宣專 

に 努めた。 かくて 昭和 初年 以來 市內 商工業者 中メ ー トル 法を實 行す る 者 相次ぎ、 

昭和 六 年に はメ  — ト ル法專 用法 律 發布十 周年に 當 リ、 猶 豫 年限 も 切迫し，， こ 1 市 

に 同年 四月 前例な き 大規模の 「メ ー トルと サイズ 展覽 會」 を 勸業 館に 開催して 之が 

. 徹底 を 期せし が、 偶.. 全國 郵便局に 於ても 八月 一 日より 總 ベて メ ー トル * に^ 正ナ 
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ら れ、 同 法の 完全なる 實施も 甚だ 近き に 

市民 使用の 是等 器物の 撿査 成績 を 見 

箇中六 箇を算 せし に、 同 十 年 及 同 十 一 年 

部の 新開 業者の 器物 概ね 新品な りしが 

六 箇に增 加せ し も、 爾 後 漸減して 昭和 八 

九 年 百箇中 五箇の 不合格 を 出 し、 其 後 一 

し も、 爾 後 再び 減少し て、 今 や ニ箇を 出せ 

の效 果に歸 すべ きで あらう。 
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爲 か、 四 箇 乃至 三箇に 減 少 し、 同 十二 年 再び 
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第 八 章社會 事業 

事業の 發端 ゆ P ガ に^ける 社會 事業の 顯 著なる 發達を 見た る は 最近 二十 J4- 間 を 出で よ 、。 

其發 達た る や 世界 大戰 勃發後 頓に變 動を來 せる 經濟 事情の 人心の 動 f  、甲〕 想 の 昆 

迷 を 誘致し、 延 きて 近代 產業 組織の 餘 弊た る勞資 間の 爭議 を頻發 する に 至らし む 

る 等、 世相の 變調 に對 する 對策實 施の 歴史に 外なら ない。 而 して 其 端 を 大正 ヒ年 

八月 全國 的に 勃發 せる 所謂 米騒動に 發 した。 當時 畏くも 御 內帑金 を 賜 ふや、，！；； 

市^::? は 恐懼 措く 所 を 知らす、 先づ 焦眉の急 たる 食料 問題 を解决 し、 以て 聖旨に 奉 

答 せんと し、 同 年 公 設 食堂と 公設市場と を 開設す るに 至った。 是れ神 ョ市營 の 近 

代 的 总義に 於け る社會 事業 施設の 濫觴に して、 從來 眾に恤 救に 屬 する 貧困 者 救助 

のみ を 扱へ る祌 U; 市に とりて 劃期的なる 施設であった。 

^1 會 _m グ かくて 玆に 始めて 所謂 社會 事業に 著 手せ る 祌戶市 は、 大正 八 年 四月 市役所 內に 

新に 救 濟係を 設けて 此 食堂 經 營に當 らしめ、 同時に 從來衞 生 課 所管たり し 贫困者 

救助 事業 を も 管せ しめ、 同 九 年 四月に は 事業の 發展を 期す る 爲め此 係 を擴遥 して 
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課 を 新設し、 曩に 商工 課の 所管たり し 公設市場 弁に 兵 庫 縣救濟 協會の $ 

職業 紹介 所 をも繼 承せ しめし も、 此 公設市場 は 處務上 同 十二 年 四月に 至 

ェ課 所管に 復す るに 至った。 かくて 神 戶市は 大正 七 年 以來同 十三 年に 

年間に 於て 食 料. 職 業 紹 介. 共 同 宿 泊. 住 宅 供 給. 兒 童 保 護. 施 藥救療 等 社會事 

多の 施設 を充實 する に 至った。 大正 十四 年 以後 は 久しく 祌戶市 營の社 

は 特殊なる 新 施設 を 加 へ ざり し も、 而 も 不況の 深刻 年を逐 ひて 甚だしく、 

次第に 失業者 を增加 し、 加 之勞働 者の 營働 機會を 得ざる 者 を激增 したる を以 て、 之 

が 救 濟の爲 め旣設 事業の 充 實を圖 ると 共に、 翌 十五 年 一 月事 業 を 開始せ る 祌戶勞 

働保險 組合の 事業 を 助成 し、 或 は 昭和 六 年 庶民金融 機關 たる 公設 質屋 を設 け、 更 に 

翌七 年度 以来 三 井家 寄附 金の 祌戶 市配當 金に 依 り、 新 に 失業 勞働 者の 食糧 補給 幷 

に 無料 宿泊 施設 を 加へ、 或は 失業 應急 土木 事業 を して、 就勞 の機會 均等 を圖る 等、 

之が 對 策に は 多大の 努力 を爲 したので あった。 •  -  , 

； 戶社會 事 市營 の社會 事業と 相應 じて 私設 社會 事業 團體の 新設 或は 增設 せらる ゝ もの 又 

業協會 

尠 から す、 就 中 明治 四十 四 年 有力なる 私設 社會 事業 團體 代表者に より 結成せられ 

たる 种戶 慈善事業 同盟 會を縣 社 會課內 に 移 し、 以 て 木 事業の 發達を 期せし が 如き 


新に 社會 

業たり し 

りて 叉 商 

至る 七箇 

業 上の 幾 

會 事業に 


も 其 一であった。 此 同盟 會は 大正 七 年に 至りて 會員 十六 圑 體を算 し、 名 稱も祌 In 

社會 事業 協會と 改められし が、 昭 和 三年 十一 月に は 市內及 隣接 町村に 於け る 公私 

設社會 事業 圑體を も 加 へ、 其 相互 聯絡と 改良 發 達と を圖る ことに、 决 し、 今 や 團體會 

lg 驟救濟 員 二十 八、 個人 會員百 五十人に 及んだ。 一 方 兵庫縣 及神戶 市 當局幷 に 民間 有志 は 

大正 六 年社會 事業の 聯絡 統 一 を 計 リ、 且 つ 之に 關 する 行政 を 翼賛す る 目的 を 以て 

縣社會 課 內に兵 庫 縣救濟 協會を 設立 し、 翌 七 年 米騒動の 起る ゃ縣下 有志より 百 四 

十 餘萬圓 の 時局 救 濟金を 得、 能 く 時局に 善處 する 事 を 得て 尙五 十三 萬 圓の殘 額 を 

生じ たれ ば、 兵 庫縣 知事 有吉忠 一 は、 同 協 會の旣 に 積 立てた る 資金 七 萬圓を 之に 合 

は せ、 六 十 萬圓を 以て 木協會 資金と し、 同 十 年 八月 財團 法人 組織と な し、 木 事業の 發 

展に 資する 所があった。 是 より 先 同 八 年 七月 兵 庫縣が 時勢の 要求に 應 せん 爲め 

救護 視察 員 制度 を 設 け、 地 方の 實 情に 卽し 根本的 防 貧 教化の 策を講 する や、 祌 戶 市 

に は 五 人の 視察 員 を 配置 し、 次 いで 兵 庫 縣は同 十五 年 五月に 至り 兵庫縣 方面 委員 

規程 を 制定 し、 翌 年 七月 之を實 施し たれ ば、 社 會 事業 は 更に 強化 せらる 、 に 至った。 

» 護法の 實 社會 事業に 關 する 法規と して は 明治 七 年の 太 政官布 吿恤救 規則 あるの みに し 

て、 防 貧， 救 貧 等 近代的 社會 事業に 應する 能 はざる に 鑑みた る 政府 は、 遂 に 昭和 四 年 
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救護 法 を 公布せ る も、 而 も 社會の 不況 は 却つ て 其 實施を 遷延せ し め、 漸 く 同 七 年 一 

月 一日 實施 せらる、 に 至った， 之に 依れ ば、 市 內の 幼弱 者 .老 衰 者. 精 祌 消耗 者 產 

婦其他 生活 困難なる 者の 救濟に 就いて 國 庫より 二分 一、 縣 費よう 四 分 一 の 補助金 

を 交 付 し、 方 面 委員 を 以て 救護 委員に 充當 する 規程な りし を以 て、 神 戶 市に ありて 

は 特に 警 察 管區に 依り 八 委員 會に分 ち、 聯 合 委員 會を 組織 し、 昭 和 八 年に は 水上 方 

面 委員 會を 加へ、 同年 度の 委員 定數 をば 五 百 四十 九 人と した。 尙神戶 市は該 救護 

法に よりて 救護 事務 取扱 規程 を定 め、 之 が 所要 經費を 特別 會 計と し、 昭 和 七 年度に 

は 十六 萬 一 千 圓、 同 八 年度に は 十五 萬 五 千圓を 計上 し、 救 護法 實 施の 徹底 を 期した 

のであった。 叉 之と 同時に 木 法に 侬る醫 療を受 くる を 得せし めん 爲 に、 囑 託醫と 

し て市醫 師會. 縣齒科 醫師會 及 縣藥劑 師會の 各神戶 支部 食 • 市 產婆會 の 备會員 を 指 

定 した。 本 法に 侬る 市の 被 救助 者 は 昭和 八 年末 二 千 四百 四十 人に して、 被 生活 扶 

助 者 二 千 三百 人で ある。 而 して 市內の 救護 施設 は. 市立 救護 院の 外祌戶 孤兒院 ，祌 

戶報國 義會. 祌戶 養老院. 女 子 敎育院 の 四 私立 團體 を算 ふる。 

水上生活者 水上生活者の 生活 は 海運 界の 不況に よりて 昭和 五 年より 特に 逼迫 を吿 げ、 海 運 

保護 

關係 諸團體 相次いで 之が 救濟 施設 を 爲すを 見る や、 祌戶市 にても 從來 の社會 事業 


の 多く 陸上 方面に 限られた るに 鑑み、 之 を 水上に も 及ぼすべく 全國に 率先して 同 

八 年 九月 救護 委員 十 人 を 任命 し、 翌 月 方面 委員 會を 水上警察 署內に 設け 以て 之 こ 

備 ふるところ があった。 

耍救者 救助 從來祌 P 市の 耍救者 救助と して 十三 歲 未満の 棄兒を 除く 外 は 悉く 市費 を 以て 

自宅 救助と して、 自活 困難なる 者に 對 して は 市よ リ 一 定の 金額 を 補助し、 醫 療を耍 

する 者に は 施療 機關を 通じて 療養せ しめ、 別に 病氣其 他の 孤獨 者に して 扶養者な 

く 自活し 得ざる 者の みは 引取り 救助 を 行 ひ、 尙 扶養者な き 小人 引取 救助、 死體 引取 

及 火葬 料 免除 手 續等を 行 ひ、 救 濟に萬 全 を 期せし も、 當時 未だ 引取 救助 者 收容の 施 

設を缺 きし を 以て 、巳むな く財團 法人 祌戶報 國義會 弁に 神戶孤 兒院に 委託 收容す 

るの 狀態 にあった。 自宅 救助 者數は 大正 八 年末よう 同 十一 年末の 間に 二十 I 人 

より 五十 四 人と な り、 引 取 救助 も 同じく 三人よう ヒ 十二に となつ こ o 

l^g 護院 か、 る 趨勢 は木巿 をして 大正 十二 年 六月に 至リ 老衰 病 者の 寄 方な き 貧窮 者 及 

行旅 病 者の 收容 所と して 救護 院 設立 を 决 せしめた。 卽 ち屋舍 として 舊須磨 町の 

西 代 字 轟 谷に 設けし 傳染病 隔離 病舍の 病室 四 棟、 事務室 其 他 三楝を 充て、 之に 改修 

を 施 し、 建 坪 百 六十 坪、 七十 人 を收容 する ことと し、 翌 十三 年 一月 二十 一 曰 を 以て 開 
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市會 

中央 

原 通 
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も 狹隘を 感じた るを以 て、 主 として 養老 費 

し、 こ ゝ に 全 院を普 通. 特 別. 養 老の 三收容 室 

三月 建物 腐朽 甚だしとの 理由に より 長 田 

未だ 著 手 を 見ざる 間に 被 救護 者 は 益， 增加 

縣 費の 補助 を 受け て、 救 護院を 同所に 新築 

市會に 於て 决議 せられし も、 而 も 同年 末に 

此 市立 救護 院 開設 以来の 收容 延人員 は、 大 

六 年に は 二 萬 九 千 人に 上 り、 同 八 年に は 二 

ある は 統計の 證 すると ころで ある。 

擾 事件 勃發 する や、 生 活 必 需 品 の 廉賣を 行 ひ、 よ 

小賣 市場 市營 の議 超 リ、 建 築 設備 金 十 萬 圓を縣 

の S 贊を經 、十 一. 月に 至りて 先づ 東部 (SI 咖川) 

(ほ f 綱) 公設市場 を湊川 公園 地 內に開 き、 翌 八 年 

五丁目に 開設す るに 至った。 更に 同 八 年 十 月 

此中葺 合 町の 熊內 市場、 三宮町  一 丁目の 三宫市 


の 議、 


こ o 


，昭和 

勢 に 


公設市場 設 

置の 意義 


場、 北 長 狹通八 S の 宇治川 市場 ま 山 S 西 下の 平野 

五 筒 所 は 同 九 年 五 力に 開場し， 長 田 町  一丁目 の長 田 市場の みは 同 十" 3" 

開場し、 總計九 市場 を？ るに 至った。 須 磨に は 米騒動の 際 貧民 救濟 S 

m によ i れ たる 須磨 共濟會 の經營 せる 五市 場？ 

難^ i に 同 十一 一年 七月 此五巿 場と 金 三 萬 圈とを 神 5 に 寄附した る^. 

1 直に 其 改築に 著 手し. 十一 さ S 磨 浦 通 四 丁き S 磨 市場. 十二月こ^ 

見 山 木 町 二  丁目の 朿領磨 市場、 翌年 十 ま  f 

コヨ ^ 『 / { _ フ 圧 r  一丁 冃 の 西 K 市場 

場 を 夫々 S 場す る こ 至つ こ。 灰、？， 二，， ，  おひ 三^^す 

f# する〜^ っナ ^るに 平野 市場 は 同 十四 年 一月 首」 铬廣 R りきり、 に 

江 市場 は 事業 不振の 故 を 以て 二月に f て 各 之！ 止せ 卜" 

^^の I 市場 is 蒸 る もの？ たれば、 市 

二十 萬 圓を借 入れ、 同 十五 年  一 g こま  ィ习孓 ま 

3月 こ， ijsi- ,  月〜，. 中 山手 通 二  丁目に 中 山手 市場 を、 翌 昭和 二 年 

四月に は^ 藻 a  二  丁冃こ 大險节 © レ A 气 t さ， 1 M  , 

章 あ リて司 ヒ.， 二 ヒ〜 橋 广場を あき 其 後生 田ガ 市場 は 生 田 川埋立 工事 上お 

U ずて 同 七 年 三月 之を廢 止せした め、 同 八 年 現在に 於て は 十一 市 場を存し、なま 

灘區 方面に 一箇所 新設 計畫 中に 屬 する。 

公^市場に 於け る阪費 ま 旨. E  §  ：  f  ：  二  t 

プ  I づ舅 {も1 万 ®«s をして it! ま ン り、. 542- ま 4PZ  rq-  + ク ^ 

-ノィ f しめ ffi ね 使用料 を徵收 して 賣場 
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一 として 爾後 十八 萬 圓臺を 上下して ゐる。 これ 其 價袼の 低落に も 由る ものなる ベ 

けれど、 私設 市場の 增加亦 其 一 因 たるべく 、公設市場の 改善 叉 之に ょリ て企圖 せら 

れ たる もの なれば、 昭和 八 年末 全部の 開場 を 見た る 中央 卸賣 市場の 發 達と 相 俟ち 

て 大いに 面目 一 新 を 期待 せらる 、現状に ある。 

II 食堂の 公設市場 創設と 相 前後して、 食料 問題 解决の 一 施設と して 開設せ る 公設 食堂 は、 

大正 七 年 九月の 市會に 於て 神 戶市配 當の御 下賜 金 二 萬 六 千 七 百四圓 に、 地方 富豪 

寄附 金 木 市充當 受領 金 を 八 口し 三 萬 五 千 百 五十 四圓を 以て 基金と する 公設 食堂 三 

箇所 設立の 議を决 せる に 端を發 し、 十月 先 づ相生 町  一 丁目 舊巿 廳舍 跡に 敷地 百 二 

十八 坪、 建築費 一 萬 四千 圓を 以て 中央 食堂 を 開始した。 次いで 十一月 東 遊園地 內 

に 敷地 を 百 四十 七 坪と し、 建築費 一 萬 四千 七 百 圓を投 せし 東部 食堂 を 開き、 更に 翌 

年 二月 を 以て 眞 光寺 境內に 敷地 二百 十五 坪、 建築費 一 萬 三千 六 百圓を 以てせる 西 

部 食堂の 開設 を 見る に 至った。 然しながら 公設 食堂 一 日 平均 推定 入場 數は 大正 

七 年度の 五 千 五 百 人よ タ 漸減して 同 十 年度に は 三千 三百 人と なリ、 當 初の 豫期こ 

反する が 如くな リしを 以て、 同 十 一 年 四月よ リ 東部 宿泊所 內に葺 合 食堂 を、 西部 宿 

！ 泊 所 內に兵 庫 食堂 を 夫々 開設し、 主として 宿泊 者に 便宜 を與 ふること とし、 更に 各 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  八 三 四 

食堂と も從來 定食と 饈飩の 二種に 限りし を、 同 十 一 年度より は 新に 丼物と 霧 司と 

を 加へ て販賣 し、 大いに 其 事業の 擴張 改善 を圖 ると ころがあった。 其 後 林 田 方. 曲 

に社會 事業 上の 施設 乏し かりし に 鑑み、 昭和 二 年 四月に は 建築費 二 萬 二 千 圓を以 

て 大橋町 三 丁目に 敷地 二百 五十 一 坪、 建坪 百 三十 坪 を 有する 祌戶市 最大の 秫田食 

堂 を 開き、 同 四 年 以後に は每年 夏期に 妙法 寺 川尻 海水浴場に 簡易 低廉なる 食ポを 

殺到す る 海水浴 客に 多大の 利 

購 入 し、 其 他 は 食堂に 於て 指定 

行 購入の 制度 を 採 川 し、 食 堂 主 

購入し 得る の 方法に 改めた。 

より 同 八 年に 至る 間 に、 從 来 の 

屑 式 竈に 改 め、 更 に 同 七 年 五月 

た 酒類の 販賣を も 開始す る 等 

大いに 施設 を 改善す る 所があった。 

II 食堂の 是等 公設 食堂 賣上高 は 大正 八 年に は 十七 萬 八 千圓に 上りし も、 其後經 濟界不 a 


提 供 し、 饼 せて 公設 食堂 宣傳 の爲の 臨海 食堂 を 開き 

便 を與 へて 今に 至った。 

公設 食堂の 從來 公設 食堂 使用の 食料品 中、 米 は經理 課に 於て 

設 | ほ.^  fejrr 

商人より 購入せ し も、 大 正 十四 年 一 月 以降 前渡金 專 

任に 於て 一 般 商人より 新鮮 精 良なる もの を 低廉に 

また 食堂の 炊爨 調理 用 竈の 改造に 著 手し、 昭和 五 年 

不經濟 なる 蒸氣式 汽罐 を廢 して 直 火 式 石炭 焚 及 鋸 

より 各 食堂 一 齊に 瀨戶物 食器 を磁製 食器に 代 へ、 ま 


による 勞働者 減少の 爲か 一 時 賣上を 減じ たれ ど、 同 十 年 以後 從來の 需要 者に 比し、 

中產 階級の 市民にまで 利用 せらる 、 の 傾向と なりて 木 来の 目的に 近づきし；、 尙 

同 十二 年 以降に は 折 詰 其 他 特別 料理の 販 賣を爲 すに 至りし を 以て、 昭和 五 年に ま 

賣上 合計 二十 四 萬 二 千 圓を超 ゆるに 至りし が、 此狀况 は永續 せす、 同 八 年 こま 二十 

一 萬 一 『圓 となった。 今 折 詰 其 他 特別 料理 を 除け る賣上 高に 就きて 見る に、 大正 

十三 年の 二十 二 萬 一 千圓を 最高と して 昭和 八 年に は 十 一 萬 六 千 圓に滅 じ、 殊 こ^ 

働 者を對 象と せる 西部， 兵 庫の 二食 堂の 如き は、 特に 經濟界 の 影響 を 蒙る こと 甚だ 

Z しく、 同 八 年に は 其 盛時の 三分 一に も 達しなかった。 されば 同 七 年 三月の 市會に 

於て 公設 食堂 木來の 使命た る 食券 賣上 高の 增加を 希望す る 者 ありし は、 此 情勢 を 

反證 する ものであった。 

00 世界 大戰 による 好、 况の 大正 九 年 以後 次第に 不 a となる や、 其 反動 は 頗る 大 にし 

て、 延 きて は 失業者の 增 加を來 したれば、 之が 救 濟の爲 め、 祌戶巿 は 大正 九 年 四月 兵 

. 庫縣救 濟協會 の經營 せる 生 田 川口 入所 を繼 承し、 五月 相 生 町  一 丁目 舊市廳 舍に移 

轉 して 祌 II； 市 中央 職業 紹介 所と 改稱 し、 同 協 會は專 らカを 研究 調査 及 獎勵的 方面 

. にの みに 注ぐ ことと なった。 然るに 偶 t 大正 十 年 七月 一日 職業 紹介 法實 施せられ、 
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神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說下  八 三 六 

- こ 、 に該 事業 は國 家の 事業と な リ、 木 事業 發達 史上 一 新 時機 を 劃す る や、 祌 戶 市に 

於ても 大ぃ に 木 事業の 充實 を圖る ことと な り、 此 年 五月 西部 共同 宿泊所に 兵 庫 職 

業 紹介 所 を 開設 し、 次 いで 十二月に は 東部 共同 宿泊所に 葺合 職業 紹介 所を設 け、 更 

に翌 十一 年 九月 を 以て 湊川 職業 紹介 所 を湊川 公園 內に 開設す るに 至った。 

^業 紹介 事 其 後 職業 紹介 法 施行規則 改正の 結 果、 大 正 十四 年 一 月より 神戶市 中央 職業 紹介 

務 の充實 

所 は 第 一 次 弁に 第二次 聯絡 紹介 所に 指定せられ、 祌戶市 內 (第 一 次) と 兵 庫 縣及德 島 

縣 (第 一 一 次) と の 聯絡 事務 を 掌 る 事と な リ、 次 いで 十月に は 本 市に 職業 紹介 法に 墓く 

職業 紹介 委員 二十 人 を 置 き、 紹 介 所の 事業 經營 に關 する 市長の 諮問 機關 たらしめ 

た。 此月 中央 紹介 所 は 新築の 爲め 一時 東 川 崎 町  一丁目に 移 り、 翌 十五 年 四月 新築 

落^して 舊 位置に 移轉 し、 旣 に 二月よ，^ 開ける 少年 部 及 四月よ リ 開ける 俸給 者 部 

と を 附設して、 內 容外觀 共に 面目 を 一新す るに 至った。 而 して 此 少年 部に ては特 

に 就職 前の 職業 指導と 就職 後の 指導 保護と に盡 力せ し が、 更 に 昭和 二 年 七月に は 

委員 約 四十 人よ リ 成る 少年 職業 指導 委員 會を 設けて 其 徹底 を 期 し、 俸 給 者 部は少 

額 給料 者 救濟を 目的と し て、 同 五 年末より 授職部 を も 設けて 官廳 委託 事務に 從事 

せし むる 等實 施す ると ころ 尠少 ではなかった。 尙兵 車.葺 合の 二 職業 紹介 所 は 共 


に 共同 宿泊所 內 にあり て 其 機能 發 揮に 不便 少 からざる もの あ リしを 以て、 昭和 二 

年 四月 新に 林 田 紹介 所 を 大橋町 三 丁目に 開設して 兵 庫 紹介 所 は 之を廢 し、 更こ， 

三年 四月に は 吾妻通 一 丁目に 新に 春 日 野 紹介 所 を 開きて 5 口  5 所 を廢 止す る 

に 至りし が、 此春日 野 紹介 所 は 阪神 電鐡 地下線 工事の 關係 上、 同 八 年 四月 脇 濱町三 

丁目に 移轉 した。 

||fg| 今是等 市立 職業 紹介 所の 事業 成 糗を觀 るに、 年を逐 ひて 求人. 求職者 を激增 する 

も 、大正， r 三年に は 就職率 五十一 ％ を 超え、 其成糗 最も 良好なる を 示して ゐる。 こ 

れ 當時漸 is 介 I 立の 趣旨の 一 般に 普及し ずと、 紹介 事務 熟練に ようて 

適材適所への 紹介 をな し 得る に 至りし のみなら す、 大震災 直後な りしと、 行政 整理 

による 失業者 增加を 見越して、 求人 開拓 こ々、 こきり^  ^  - 

-走 - ^ゾ 狩 f ナ しに 努力せ しこと 其 原因と して 認め 

られる 然るに 昭和 二 年 財界 弁に 事業界 は 加速度 的 不況に よりて 尤帶を 返め、 加 

之 四月 未曾有の 大 恐慌 勃 發し、 次いで モラトリアムの 實施を 見る 等 一 般 求人の 梗 

塞 甚だしく、 而も 爾後の 趨勢 は 依然として 變ら す、 爲に 昭和 八 年の 就職率 は 大正 十 

三年の 殆ど 三分 一 に 低下し、 而も 求職者 數は 未曾有の 多數を 示し、 痛切なる 社會情 

： • 勢 を 示す に 至った のであった。 左に 之 を 表示す る。 
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一 、 指数 は 大正 九 年 を 基準と する。 

二、. 昭和 二 年より 減少の 傾向 ある は 一 般に 就職 困難と なれる と 一 時 的 就職 者 を 除外せ るに 因る- 


神戶 案内所 是 より 先 市 は 大正 十 一 年 六月 神戶驛 前に 中央 職業 紹介 所 出張所 を 開設して 之 


を祌 戶案內 所と 稱し 


た。 木 所 は 地方より 木 市に 來る 土地 不案內 の 求職者 保護 其 


他人 事 相談 一 般案 內に當 りし が、 更 に 同 十三 年 五月より は歸國 困窮者の 旅費 

立替及 移民 相談に も與 らしめ た。 然るに 其 取扱 件數の 最も 多 かりし 大正 十三 年 

に は 一 萬 四千 件に 達せし も、 其 後 次第に 滅少 し、 昭 和 四 年に は 六 千 件と な り、 木 所 木 

來の 目的た る 職業 紹介より は 寧ろ 地理 案內 所の 如き 觀を呈 する に 至った。 これ 


神 戶市史 笫ニ辑 本 編 各說 下 
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求 人 


指 數 


實 


數 i 指数 


ず 職 


實 数 一指 数 


求職者に 對 する 

就職 者の 百分比 


當時 農村に 比して 更に 不況の 深刻な りし 都市 生活の 自ら 地方 人の 來祌を 阻 わせ 

•  しが 爲 めなる ベ く、 而 も 偶.. 高架 鐡道 工事に 伴ふ祌 戶驛 改築に よって、 案內 所用 地 返 

還の 餘儀 なきに 至り たれ ば、 昭 和 五 年 十月 之 を 中央 紹介 所 內に移 し、 爲 に 取扱 竽數 

も 減少して 同 八 年に は 二百 件に 過ぎざる に 至った。 然るに 此案內 所が 多く 也 浬 

III 內所 案內に 利用せられ、 且つ又 祌戶 市が 近年 觀光 都市と しての 發達顯 著なる もの ある 

に 鑑み、 同 八 年 四月 同 驛構內 に 觀光案 內所を 新設し、 專ら觀 光 客に 必要なる 各種の 

紹介 斡旋に 當る ことと なった。 

姊默 f 籠 I 一  般 職業の 雇慵關 係の 永 續性を 有する に 反し、 日 傭勞働 者に ありて は 其 關係當 

日限り にして、 特に 植民地 的 色彩 濃厚なる 神戶 市の 如きに ありて は、 勞働者 の；^ 動 

極めて 頻繁なる を 以て、 職業 紹介 所と は 別個に 勞 働に 關し專 門， 紹介 をな す を更な 

りと し、 大正 十 年 九月 川 崎 町 入江 公設市場 南 隣に 西部 勞働 紹介 所 を 開設し、 更に 十 

月に は 磯邊 通 四 丁目に 東部 勞働 紹介 所 を 設け 以て 之に 應 する ことと なった。 

■II 介 所 是等 紹介 所 創立 後 一 箇 年間 は 常に 求職者 數は 求人 數を 満たす に 足ら す、 從 て 其 

紹介 率 も 九十 五 ％ を 超 ゆるの 好 成镜を 示せし も、 經 濟界の 不況に 伴 ひ 大正 十 一 年 

の 後半より 此 均衡 を 失する に 至 ク、 遂 に 同 十三 年に は 紹介 率 六十 六艿に g 下 し、 
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勞働 者の 業 を 失して 職 を 求む る 者 年を遂 ひて 增加 する や、 旣 に 記せる が 如く  土 

木 事業 を 超 して 之が 救濟に 努め、 此 事業 を 失業 救濟 土木 事業と 稱 した。 而 して 木 

事業 は 先 づ大疋 十四 年 十二月より 翌年 四月 迄の 五箇 月間に 豫算 二十 九 萬 圓を以 

て 道路 弁に 溝渠 工事 等 を 行 はんと し 、市 立 紹介 所. 同 案 內 所 ま 業 補導 會に 於て 勞働 

者 合計 一 千 四百 餘人 を登錄 し、 延 人員 五 萬 六 千 八 百 人に 達する 事業 を 行 ひし に、 其 

成 積 頗る 良好な りしに 鑑 み、 昭 和 元年 十二月より 翌年 三月 迄の 土木 事業 は 之を擴 

0 し、 豫 算 をば 四十 萬圓と し、 延 人員 八 萬 五 千 人 を 使用 せんとす るに 至った。 是等 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  八 四 二 

土木 事業の 場合に は 一 般の 就業 申込 を も 受けたり し が、 昭 和 二 年度より は市內 

方 面 委 員 に 委託 し、 失 業の 爲め 貧困と なれる 者 を 申吿 せし め、 適 宜 就業せ しめて 

時に 登錄 し、 木 事業の 趣旨 を 徹底せ しむる 事と し、 か くて 登錄 せる 者 技術 H を 除 

て 五 百 人と なった。 爾來每 年度 木 事業 を繼續 し、 ェ を 起す こと 前後 九 囘、 之 が 

費豫算 合計 四百 五十 七 萬 三千 圓、 使 用 延人員 九十 九 萬 三千 二百 人の 多き に 達し、 

極まりなき 日 傭勞働 者の 失業 狀態を 緩和す るに 大ぃ に貢獻 すると ころがあった。 

钟戶 職業 補 曩に神 ョ 市 は 益.. 困窮 の 度 を增 さんと する 日 傭勞働 者の 相互 共濟 施設 を 計畫せ 

尊會 及神戶 

信愛 共濟會 る に、 偶， 鏠淵 紡績 株式 會 社より 金 十 萬圓の 寄附 を 得た る を 以て 之 を 資金と な し、 失 

業 救 濟幷に 職業 補導に 關 する 事業と 失業 對 策の 調査 研究と を 目的と し て、 大 正 十 

二 年 三月 神戶 職業 補導 會を相 生 町  一 丁目 舊 市立 圖書館 跡に 設立 し、 更 に翌 十三 年 

一 月 中 村 準 策よりの 寄附 金 一 千圓を 以て 攝政 宮殿 下 御 成婚 記念 事業と して 神戶 

信愛 共 濟會を 束 部勞働 紹介 所 內に設 け、 勞 働 者の 相互扶助と 其 思想の 向上 を圖る 

に 努めし が、 會 員の 次第に 增加 すると 共に 資金 及 組織の 擴大を 必要と する に 至つ 

た。 一 方 職業 補導 會に ありても 同 十四 年 三月 市立 職業 紹介 所と 提携して 市內日 

偷勞働 者の 調査 を 行 ひし に、 elf 險祖合 組織に 依る を 最も 適當 なりと 認 め、 信 愛 共 濟 


の 

き 


會の 行へ る 諸事 業の 經驗と 調査と を 斟酌し、 縣市當 事 者 相 協議して 勞働 者の 自助 

心と 自尊心と を 高む る 保險的 方法に 依り 相互扶助 をな さんと し、 同年 十一 月 遂に 

祌戶勞 働保險 組合 を 設立し、 理事長に は神戶 市長 を 推し、 組合 規約 幷同施  一 了  H  W を 

制定し、 本部 を 補導 會內 に、 出張所 を 市立 各勞働 紹介 所內に 設け、 g 十五 年 一 月 四日 

より 事業 を 開始す る に， 至った。 

戯 かくて 曩に 設けた る 職業 補導 會の 從來の 事業 は 大正 十五 年度 很り之 を餒止 ン 

A と；^ • き  二  I  -  /  ;i  J 1 

專ら此 勞働保 險組八 口の 財政 を 援助す る ことと なりし が、 木組 八 口 は 純然たる 社會呆 

險 にして 公共 圑體 たる 勞働 保險 組合と 被 雇傭者と より 成り、 被 雇傭者た る 勞働者 

の 失業. 疾病 及 災害の 三 保險を 取扱 ふ ものにして、 木 邦に 於け る該 事業の 嚆 矢を爲 

す ものであった。 されば 事業 實施 以來 各方 面の 贊同を 得しが、 大正 十五 年 九月 S 

$ の  一 《 を 改正し、 從來 組合 構成 外にて 單に 後援者の 地位に 在りし 雇傭 主 を 特別 

會員 として 組合 構成の 一 員と し、 更に 翌 昭和 二 年 八月に は從來 市立 勞働 紹介 所の 

取扱 範圍に 限りし 組合の 事業 範圍 をば、 市 內及其 隣接地に 於け る 日 慵勞働 者 を も 

I 合 員と する に 改め、 尙 或は 準 組 八 口 員 を 設け、 或は 治療 給付金 幷 失業 給付に 關 する 

. ぁ 定を 改正す る 等 大いに 更新す ると ころがあった。 然るに 同 七 年 一月 一日 勞働 
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神 戶市史 第二 輯 

者 災害 扶助 法の 施行に 

務を負 ふ ことと な り し 

を 暫定的に 改正 し、 更 に 

ると ころがあった。 而 

しが、 昭和 八 年に は 

萬 八 千 圓に增 加し 

創立 以來 各方 面よ 


二 千 

保險 

り の 


餘圓 を算し 


こ o 


婦 女 子 .老 人等勞 

る授產 事業 も 方面 

衞 門の 助成金に よ 

木造 二階建 百 二 十 

を 開始せ し が、 同 八 

經費八 千 百 餘圓に 

燐寸 工場 跡 を 受 


a ヒ 

有 


委員 

る も 

三 坪 

年度 

上 つ 

け、 作 


本 編 各說 下 

よ リ、 其 適用 事業の 業務 上の 傷害 は 率 業 

を 以 て、 組 合 も先づ 同日 扶助 法 適用 事業 

十一 月に は 規約 幷同 施行 細則の 大 改正 

して 創立 當時 木組 合の 加入者 每 月末 現 

百 五十人と な リ、 掛 金. 補 助 金 等の 收入も 

給付 費 等の 支出 も 亦 二 萬 三千 圓 より 四 

補助金 は 祌戶市 補助金 三 萬 三千 五百圓 

力 不充分なる 者 を救濟 し、 自 立 自活の 途 

會 によりて 開設 せられし が、 是 等 は 主と 

のにして、 先 づ菊水 橋 分會は 昭和 六 年 三 

の 授產場 を 新築し、 販 賣. 露 店 • 派 遣. 加 ェ の 

に此 事業に 洛 せる 者 延人員 二 萬 七 千 人 


八 四 四 

主に 於て 扶助の 義 

主に 對 する 規約 等 

を 行 ひて 之に 應す 

在 平均 一千 人な り 

一 萬 九千圓 より 六 

萬 七 千 圓に增 加し、 

を 合して 六 萬 五 千 

を 得せし めんと す 

して 縣及 住友 吉左 

月 荒 田 町 三 丁目に 

四 部に 分ち て 事業 

に 達し、 之に 要せ る 


こ o 


次いで 湊川分 會は同 六 年 四月 下 * 通 六 丁目 元 小 田 切 


手販 賣. 派 遣の 三部に 分ち て 事業 を 開始 し、 十 二月に は來 


共同 宿泊所 

の 開設 


町 四 丁目の 市有 溝渠 上に 

に 翌年 三月 裁縫 部 を 設置 

五 千 人、 支 拂 賃金 一 萬 四千 

佐 野 通 五丁目に 百 八十 坪 

し、 同 八 年に は 其 製品 販賣 

須磨 分會の 同 七 年 一 月 南 

贈 を 得 三十 八臺の 手機 を 

め し が、 同 八 年度 販賣 成績 

事業 は 漸次に 盛大な らん 

世界 大戰 の餘惠 による 

生活 は 日を逐 ひて 寒心す 

ありし を以 て、 神 戶 市は簡 

月 芦原通 六 丁 目に 十八 萬 

部 共同 宿泊所の 建築に 著 

する 來部 共同 宿泊所 をば 

笫八章 社會 事業 


ニ楝 九十 六 

しナし ー 辜 

九百圓 

の 作業 

高 五 萬 

町  一 丁 

以て 松 

八 千 七 

と す る 

好況の 

ベ き 生 

易 低廉 

ニ千圓 

手し、 翌 

祌若通 


を 超 

場 を 

二 千 

目 に 


百 

十 


住 

丁 


坪、 收容 定員 二百 人の 作 

業擴張 を計リ しが、 同 八 

えた。 叉 兵 庫分會 にあ 

設け て神戶 市特產 物た 

五 百 圓、 之 が 從業延 人 員 

開ける 授產場 は 富裕 家 

と稱 する 女 帶地を 誓 rev 

圓、 使用人 員 一 萬 三千 九 

勢に ある。 

其 反動 を 示す や、 神 戶 市 

居 をな すに 至 リ、 情 况 看 

宿泊 休養 所 設立の 急な 

じ、 建坪 五 百 十六 坪の 暾 

七月 を 以て 開 所 し、 更 に 

目に 建設し、 同 十 一 年 二 


業 場 を 

年度 取 

rC\ て も 

る S 寸 

三 萬 人 

庭より 

■ 之が 版 

百 人に 


新築 移 

扱延人 

同 六 年 

の 製造 

の 多き 

布廢品 

賣に從 


- 一 歸 ，ー 一一 一 1/ 

{ 虫 旁 

過す ベ 

る を 思 

筋 混 凝 


せる 勞 

から ざ 

ひ、 大正 

土 三階 

之と 略" 規模 を 

月 を 以て 開 所 
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轉し、 更 

員 二 萬 

七月 須 

を 開始 

に 及び、 

等の 寄 

せし 

等此種 

働 者の 

る もの 

九 年 六 

建の 西 

同じく 

し、 曰 y  ¥ 
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の 人々 を收. W する ことと なった C 

共同 宿泊所 此 共同 宿泊 听は獨 身 者の 一 泊 主義 を 原則と なしし も、 宿 泊 を繼續 せんとす る 時 

の 利用 

は 其 都度 申込に よりて 之 を 認めし が、 其 宿泊 者數は 創立の 翌年た る 大正 十一 年に 

は勞働 爭議其 他の 事故 發 生せ るが 爲 か、 利 用 者 少く延 九 萬 五 千 人な りし も、 同 十 一 一 

年に は 延人員 十 一 萬 人と な り、 其 後 次第に 增 加して 昭和 二 年の 財界 大 恐慌 後 は 都 

市無產 者の 生活 を 脅す こと 甚だし かりし を 以て 利用 著しく 增加 し、 同 四 年に は 十 

六 萬 人に 垂んと し、 同 八 年に は 十五 萬 人と なった。 而 して 之が 實 人員との 關係 を 

見 る に、 大 正 十一 年 延人員 は實 人員の 十七 倍な りし が、 翌 年に は 十二 倍と な り、 昭 和 

二 年 前後の 十 一 倍 を 最少と して 叉 次第に 增加 し、 同 七 年 は 二十 六 倍なる 空前の 增 

. 加 を 示し、 翌八 年な ほ 十八 倍と なって ゐる。 これ 最近 數年來 宿泊 者が 木 所 を 以て 

半 永住 的 住居と する 寒心す ベ き 傾向の 顯 著と なれる を 示す もの にし て、 而 も 本 所 

に 於け る 宿泊 者の 過半 數が壯 年 者なる に鑑 み、 常 に獨立 自營の 途を講 せしめん が 

た め、 勤 儉 貯蓄 を獎勵 し、 更， に 小 資金の 貨 付 を も 行 ふ 等、 鋭 意 指導と 施 設 の充實 とに 

努力して ゐる C 尙此 宿泊 者の 職業 別 を 見る に、 初 め 沖仲仕 首位 を 占めし が、 大 正 十 

一 年來 工場 職工 之に 代りて 最も 多 く、 人 夫. 農 業 從事者 之に 次ぐ に 至りし が、 か く 農 


業從事 者の 比較的 多き は 奇異なる 現象と して 注 S に 直す る。 

無料 宿泊所 此の 如く 昭和 二 年の 經濟界 の 恐慌 以來 共同 宿泊所 利用者 激增 し、 更こ之 を さ 水 

住 的 住居と なさん とする の 傾向 ある は、 不況の 深刻化 を 如 赏に證 する もの なれば、 

祌 P 巿は是 等 有料 宿泊所の 外に 進んで 無料 宿泊所 設立の 急務なる を 思 ひて 其 計 

書； 中、 恰も 三 井家に 於て 創業 三百 年 記念と して 失業 救濟金 三百 萬圓を 政府に 姿 託 

し、 政府 は 之 を 六 大都市 其 他に 於け る 無料 宿泊所の 增設 經營及 食糧 補給の 救濟施 

設に充 つるに 决 した。 而 して 當時祌 P 市に は 無料 宿泊所 一箇所 を 設立せ しむる 

ことと なりし も、 而も 市の 東西に 長ぐ、 且つ 勞働 者の 集散地の 東西に ある を も 考慮 

して 建設の ェを 起し、 かくて 昭和 七 年 十二月^ 西 二箇所 卽ち 御幸 通  一 丁目に 建 平 

百 四十 餘 坪の 束 光 寮と. 濱添通 四 丁目に 建坪 百 坪 餘の西 輝 寮と 名づ くる 無料 宿泊 

所 を 開 所した。 而 して 此收 i 谷 定員 は 何れも 百 人と し、 勞 働の 意思と 之に 耐 ゆる 體 

軀とを 有する 貧困 者 を 一 定期 間收容 し、 動勞的 精神の 涵養、 獨立 自存の 自 《 と共に 

輕易勞 働に 依る 生業 上の 資金 運 川 を 行 ひ、 よりて 以て 生活の 改善 發展 を企圖 せし 

めしが、 同 八 年に は 其 宿泊 延人員 四 萬 四千 人、 實 人員 二 千 五 百 人を算 し、 其 中 人夫 最 

： . も 多くして 二割 を 占め ヹ場 職工 之に 次いで ゐる。 尙巿內 に は 宿泊 保護 事業 をな 
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失業 勞働者 

食糧 補給 事 

業 


海員 保護 施 

設 


海員 保護 施 

設 協議 委員 

會 


神 戶市史 第二 辑 

す 私，， 設 圑 體に祌 戶共榮 

員 一 萬 人 を 宿泊せ しめ 

前述の 三 井家 寄附 金 


省 

曰 


め 


ひ 


の 方針に 墓き て昭 

失業 勞働者 及 之と 

事 務 所. 神 戶 市立 勞 

日に 對し 二日 分の 

數は 八十 二 萬 五 千 

海港 都市と しての 

海運 界の 不況 は頓 

して、 祌戶 港の 失業 

濟 施設 は 焦 眉の 急 

し が、 神 戶市も 同 八 

海員 保護 施設 協議 

保護 福利に 關係を 


同 

合 

三 


と 

有 


本 編 

晋 あ 

农 

世 


て 


匕 


刀 5 


百 

戶 

員 


各說 

り、 昭和 

る C 

る內務 

六月よ 

帶に在 

所 及 海 

なす も 

之が 補 

に 海 員 

の 失業 

集中 率 は 

り、 之 が 施 

月 海員の 

會を 設置 

る 者を庄 


下  八 四 八 

六 年中 道 通 七 丁目に 開か れ、 同 八 年度に は延人 


を 

員 


省社會 局の 救濟 施設の 

り 之 を 開始せ し が、 其 食糧 補 

る 家族に 就き て、 兵車 縣 方面 

事 協同 會祌戶 船員 職業 無料 

のにし て、 事 業 開始 以來同 八 

給金 額 合計 四 萬 八 千 二百 餘 

保護 施設の 發 達する は當然 

者を增 加し、 殊に 昭和 五年晚 

遂に 全國の 四十 ％ を 占む る 

設に 當れる 事業 團體は 相 率 

保護 幷に 福利に 關 する 事項 

し、 會 長に 社 會課主 管 助役 を 

じ、 市 長の 諮問に 應 する 機關 


る 食糧 補給 は、 內務 

給 は 救助の 必要 あ 

委員 祌戶市 各區分 

紹介 所に 於て 失業 

年末に 至る 補給 延 

圓 であった。 

なれ ど、 世界 大戰後 

^ よ， o 其 傾向 著し 

に 至り たれ ば、 之 が 

ゐて 努力す るに 至 

を 調査 審議す る爲 

擧 げ、 委 員に は 海 員 

たらしめ たので あ 


m 本 海員 掖 

濟會 神戶出 


祌戶 海員 ホ 

1 ム 


海事 協同 會 

の-成立と 其 

WT 戔 


抑" 本^に 於 て は旣に 明治 三十 九 年 に 創立せられ たる 社團 法人 日本海 員 掖濟會 

神戶 出張所 ありて 事業 を 行ひ來 りしが、 此 出張所 は 矢 正 三年 東 川 崎 町  一 丁目に 移 

轉 し、 高 等 海員 養成、 一 般 海員の 宿泊 及 職業 紹介に 當 リ、 殊 に 診療 事務に 關 して は 同 

所に^ 屈 病院 を附 設 せ し が、 昭 和 二 年 四月に 至り 紹介 事務 は 之 を 中止せ し も、 常 時 

其 病院 次第 に狹 隘を吿 げたれば、 同 五 年 二月 中 山手 通 六 丁目 に 新築せ る 鐡筋混 凝 

土 三階 建の 病院 に移轉 し、 入院患者 九十 八 人 を收容 し 得 るに 至った。 かくて 昭和 

八 年 高等 海員 を 養成す る こと 百 四十 人、 宿 泊 延人員 八 千 三百 六十 人、 病 S 入院 同 二 


萬 一 千 四十 人、 外 來 患者 同 二 萬 九 千 六 百 五十人に 達 し、 外 に 四百 人の 施療 患者 を算 

した。 また 大正 五 年 海員 宿泊 救護 及 職業 紹介 を 目的と して 湊山 町に 設立せられ 

たる 神戶 海員 ホ ー ム は、 昭 和 四 年 組織 を財團 法人と なし 、 が、 同 八 年度の 宿泊 延人 

員 一 萬 四千 二百 二十 人、 職 業 紹介 百 十 件、 施 療其他 四百 件を數 へ た。 

海員の 保護 施設に 從事 せる 海事 協同 會の 如き は、 此 種 事業 中 其 組織に 於て 最も 

大 なる もの、 一 である。 始め 社團 法人 日 木 船主 協 會及日 木 海員 俎 合 は、 我 國 海運 

の 健全なる 發 達に 資する の 目的 を 以て 大正 十五 年 十二月 海事 協同 會を 設立 し、 木 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  八 五 〇 

部 を 市內京 町に 置 き、 全 國 各地に 支部 を設 け、 主 として 船員の 職業 紹介 事業に 常る 

ことと な リ、 翌 昭和 二 年 四月 を 以て 全國 一 齊に 事務 を始 め、 祌 戶巿 にて は 木部と 束 

出 町の 紹介 事務所の 二箇所に 於て これ を 開始した。 玆に 於て 從來 日本海 員掖濟 

會. 海 員 協會及 日本 海員組合 にて 經營し 來れる 船員 職業 紹介 事業 は 擧げて 木會の 

手に 歸 する ことと なりし が、 昭 和 八 年度 市內 二箇所の 紹介 件數は 高級 船員 求職 一 

千 四 百、 就 職 六 百に し て、 普 通 船員 は 求職 八 千 九 百、 就 職 七 千 八 百に 達 し、 事 業 大いに 

振 ふに 至った。 是 より 先 政府 は 不況に 對 する 應急 措置と し て、 船 員の 失業 救濟^ 

業 施設 方 を 海事 協同 會幷に 日本 海員組合に 命じ たれ ば、 同 六 年 四月より 本 會は高 

級 船員の 授職 事業 を 開始 し、 同 八 年度の 就業 人員 二 千 八 百 人、 支 給 手 當金八 萬 七 千 

圓に 及んだ。 然るに 尙 職業 紹介 及授 職の 機會を 得ざる 生活 困窮の 失業 船員に 對 

し て は、 同 七 年 八月 以来 食糧 補給 を 開始 し、 同 八 年度に は 金額 六 百 五十 圓を 補給し- 

祌戶市 も 本會の 諸事 業 達成の 爲め 昭和 四 年 以降 每年 四千 三百 圓宛を 補給した の 

であった。 

日本海 員 組 專ら 普通 船員の 救護に 努力す る ものに 日 木 海員組合 神戶授 產听が ある。 本 所 

合 神 戶授產 

所  は 昭和 六 年 一月 市內に 作業場 三 箇所 を設 け、 失 業 船員の 授 職. 救 濟を始 め、 四 月より 


は 政闲の 失業 救濟金 を交附 せられ 、専ら 普通 船員の 救 濟に從 事せ しが、 同 八 年末 貿 

易 • 海運 頓に好 a を呈 して 其 事業の 必要 を 認めざる に 至り たれば、 翌九年 三月 を以 

て 之を廢 止す るに 至った。 其 間 三年 有半に して 救濟 延人員 二十 六 萬 二 千 人を數 

へたる は 特筆に 値する。 

赚額 鶴贿き 社團 法人 海員 協會も 海員 失業 救濟 事業の 一 として、 同 協會々 員 中の 失業 困窮者 

を 無料 宿泊せ しむる ため、 昭和 五 年 九月 生 田 町  一 丁目に、 翌六年 十二月 會 下山 町 一 

丁目に 定員 各 五十人の 宿泊所 を 設けし が、 二箇所の 經費 合計 約 四千 六 百圓、 同 八 年 

中の 宿泊人 員 延ニ萬 五千餘 人に 及んだ。 

仲仕 休憩所 海港 都市と して 船舶の 出入 多く、 從て 荷役 其 他に 從事 する 多數の 仲仕 あり、 而も 

其 溜 場 及休憇 所な きを 遣憾 とせる 祌戶市 は、 祌 戶 税關構 內に散 集す る 仲仕 を 集な 口 

せ し め、 就 役 上の 敏速と 圓 滑と を 計 り、 饼 せて 其 風紀 保健の 保持 を 考慮し： s "土 休憩 

所 を 設立し、 更に 多數の 仲仕 を 使役す る 仲仕 組合 事務所 を もこれ に饼設 して 仲仕 

との 連絡 を 適切なら しめんと した。 かくて 昭和 六 年度に 於て 神 戶市岡 崎 社會事 

業 積立金の 內三萬 七 千圓を 割きて 此新營 費に 充 て、 神 戶税關 の 援助 を 得て 稅關罅 

內 第三 突堤 根元に 建坪 百 九十 八 坪、 鐡筋 混凝土  二階建の 休憇 所の 建造に 著 手し、 同 
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八 年 四月 開 所す る に 至りし が、 開 所より 年末に 至る までの 休 憇者數 は 約 二 萬 三千 

人に 上った。  - 

市營 住宅の 廿 1 界大戰 に る好况 は 俄に 祌戶 市產 業界 未曾有の 發 展を來 し、 同 ゆに 人口 を激 

新設 

暂 せし め、 龙 て 住宅 は 極度に 拂底 となりし も、 而 も 物惯の 昂騰 は 住宅の 建設 を 阻止 

した 1 r  、大 正 八 年 以降 は 市民 特に 中產 階級 以下の 生活 を 脅す こと 甚だしき もの 

が あつ. こ。 されば^ 戶市は 低廉 且つ 淸楚な る 住宅 を 提供して 住宅の 不足 を 緩和 

し 併せて 不當に 高き 家賃 を 牽制 せんとし て、 大 正 八 年 十月の 市會に 於て 創設 費 百 

. 七十 五 萬圓を 以てする 市營 住宅 建設の 議を 決した。 こヽに 於て 長 田 村有の 重 池 

及 寺 池 を 借 入 れ、 此 接 續地及 私有地なる 西 尻 池 村 連 池 を も賈收 し、 合 計 三 萬 三千 二 

百餘 坪の 內、 第 一 期計畫 として 先 づ連池 を 除け る 一 萬 五 千 八百餘 坪に 建設す る こ 

ととし、 埋立幷 に 地 均 工事に 著 手せ し も、 後 重 池に 建設す ベ きもの 、中 一 部分 をば 

松原 通 五丁目 及 須佐野 通 四 丁目に 建設す る ことに 變更 し、 同 九 年 十月より 建設に 

著 手 し、 翌 十 年 五月 竣功す る や 之 を 松原 公設 住宅と 稱 し、 六 月より 之 を貸與 する こ 

ととな つた。 此 公設 住宅の 戶數 四十 三に して 敷地 一千 四百 坪、 此 建坪 五 百 六十 评 

あり. 建物 は 木造 和風 二階建と し、 之 を 一 竈 建 及 二 竈 建の 二種に 分ち、 總竈數 を じ 十 


- 一とし？ 次し で 大正 十一 年 十二月より 長 田 村 字 房 王 寺 谷に 創設 費 五十 七 萬 三 

千圓を 投じて 敷地 四千 三百 三十 坪、 建坪  一 2 百 五十 坪の 重 池 公設 住宅 を 開きし 

カ此 住宅 も 和風 二. 階 建に して 之 を 二種に 分ち、 九十 五戶百 二十 八 竈と なし、 更に 同 

住宅に 創設 費 一 萬 六 千 五 百 圓を耍 せる 四 戶 八 竈の 增築も 同 十三 年 九月 竣功した。 

住宅の 此の 如くに して 成れる 公設 住宅 も 起工 意外に 遲延 し、 爲に其 竣功 利用 を 見た る 

もに は 財界 漸く 不況と なリ、 且つ 市內に 家屋の 建設 相次ぎし を 以て 、家屋の 需耍俄 

に緩ネ せられ、 爲に 却り て 需要の 滅返を 見た る も、 而も 小 住宅に 至りて は 依然と し 

て霈 耍を充 たす に 至らなかった。 加 之 大正 十四 年 三月 市電 第二 期 線 完成し、 昭和 

八 年末に は 同 第三 期 線 亦 殆ど 開通す る あえ 更に 鐡道 路線の 改築 擴 張に 會し、 廢戶 

處分數 千に 及び たれば、 公設 住宅 を 利用 せんとす る 者 殺到し、 常に 空 家 を 見ざる 狀 

態に あった。 而 して 此 松原. 重池兩 住宅 利用者 を 見る に、 前者 は 工場 通勤の 職 

者 は 知識階級の 人々 多き を 占む る は 土地の 狀 a の然 らしむ ると ころで ある。 是 

ょク 先神戶 市よ リ 資金 を 借 入れ、 同 十二 年 十二月 西灘 上野に 九戶の 住宅 を 建設せ 

る 第 一 扇 港 住宅 組合の 事業 成镜 不良と なり、 木 市 は 其 存續を 困難な りと 認め、 昭和 

二 年 九月 解散 處 分に 付し、 同時に 其 住宅 全部 を 買收 して 市營 S 宅と なし こ。 ぶる 
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- に 同 八 年 一 月に 至り 此丙灘 住宅の 破損 甚だし く、 加 ふるに © 年 多額の 借地料の.， 乂 

. 拂を耍 したれ ば、 遂 に 之 を 賣却廢 止せし が、 同 年末の 巿營 住宅 中、 重 池に は 二十 二、 松 

原に は 二の 各 空屋を 出して ゐた。 

住宅 組合 大正 十 年 七 H: 市民に 低利資金 を 借 入れし めて 住宅 を 建設せ しめ、 よりて 以て 住 

宅 難 を 緩和 せんとす る 住宅 組合 法の 施行 せらる ヽ や、 曩 に 公設 住宅 を 建設せ る # 

戶市 は、 翌 十一 年 九月 住宅 建築 資金 貸付 規程 を發 布し、 旣に 政府より 借 入れた る 住 

宅 建設 低利資金 五十 三 萬圓を 住宅 組合に 分配 貸付す る ことと なった。 祌 に 

於け る 住宅 組合 は 供給す ベ き 住宅 を總て 木造 瓦葺の 平家 建 及 二階 の 二種に 限 

り し が、 爾 來本 市が 大正 十四 年 十二月に 至る 迄に 借 入れた る 低利資金 は三囘 合計 

三十 二 萬 四千 圓に達 し、 第 一 囘 借入金 を 通算 すれば 赏に 八十 五 萬 四千 圓の 多き に 

及 び、 其 內 貸付 を 決定せ る もの 二十 四 組 合、 貸 付 額 八十 三 萬 一 千 餘圓に 及んで ゐ る- 

然るに 同 十四 年 九月の 市會に 於て 住宅 組合の 內容及 其 貸付 方法に 關し 問題 を 生 

じ、 特 に經營 困難と なれる 第 一 扇 港 住宅 組合に 對 し適當 なる 處置 をな すべ きこと 

及び 将來は 一 般 住宅 組合に 對し 監督 を嚴 にす ベ き 警吿も あり たれ ば、 市 は 同 十五 

年^ 以^-一時 資金の 昔 入 を 中止す るに 至った。 かくて 昭和 四 年 四 n  W  ,ぼ 三箇町 


お を 編入す る や、 同 地 區內の 住宅 組合 十六 を祌戶 市の 監督に 移せし が、 是 等の 合 

は 其 建築 資金の 大部分 を 兵庫縣 より 借 入れた る ものであった。 祌 10 市の 政府 g 

利 資金 借 入 中止 後は專 ら旣設 組合の 整理 改善に 努力 し、 爲 に 借入金 償 a 或 漬も甚 

だ 良好と なる に 至り たれ ば、 同 八 年中に は 新に 九 千 圓を借 入 れ、 之 を 四 住宅 組合に 

貸付す る ことと なった。 かくて 木 市 貸付 分 は 大正 十二 年末 組合 數 十一、 貸付金 額 

四十 二 萬 ニ千圓 なりし が、 昭 和 八 年末に は 二十 四 組合 八十 一 萬 九 千 圓に達 し、 其 中 

未 償還 元金 は 三十 九 萬 五 千 圓を殘 すの み となりし が、 尙 外に 灘區內 の 組合 數 十五、 

其 貸付金 額 十九 萬 圓を算 する。 

祌戶市 は 或は 市營 住宅 を 開設し、 或は 住宅 組合 を 設立す る 等 住宅問題 

ところ ありし が、 尙 不良 住宅の 改良 事業に つきても 考慮 を 廻らせし も、 

は 同時に 部落 改善 問題たり し を 以て 其計畫 容易に 熟する に 至らな か 

に 昭和 二 年. 二月 不良 住宅地 區改 良法 發 布せられ、 つ いで 七月 勅令 を以 

て 不良 住宅地 區改 良法 施行 令の 公布 を 見 たれ ば、 神 戶 市に 於ても 之に 墓き 六月に 

は 市長の 諮問に 應すべ き 葺合新 川 不良 住宅地 區 改良 臨時， 調 査 會を設 け、 市 會の議 

を 經て先 づ葺合 新 川の 不良 住宅地 區 指定 を 申請 し、 同 五 年 十月 內務 省より 地區と 
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し て 吾 妻 通. 北 本 町. 南 木 町の 各 五丄ハ 丁目の 一 部總 面積 一 萬 二百 八十 九 坪の 指定 を 

受 け、 髮 六 年 五月 事業 方法の 認可 を受 くる や、 七月より 之が 事業に 著 手した。 此川 

地中 五 千 八 百 四十 二 坪の 買 收も同 八 年に は 其 大半 を 了 し、 全 地區 にわた る 地上 物 

件 買 收幷に 移 轉立返 補償 も 漸次 完了 せんとして ゐる。 是 より 先 移 轉の圓 滑 を 期 

する ため 同 七 年 四月 木造 平家 建 三十， 五戶 四百 六十 四 坪の 假收容 所 を 建設して、 先 

づ眞砂 通 二  丁. 目 及 南 木 町 通 六 丁目の 各 居住者の 一 部 を收容 し、 第 一 一 次. 第 三次の 移 

轉も 之が 利用に おりて 圓滑を 期す る豫定 とした。 而 して 新設すべき 住宅 は 不良 

住宅地 區內總 世 帶七百 三十 四に 對 して 十七 楝七 百ニ戶 を 建設し、 其 建物 は 三階 建 

とする も、 其 中 一 部 は 之 を 四 階 建と する 鐡筋 混凝土の ァパ ー トメ ン ト とな し、 尙 附 

帶 施設と し て、 隣 保 館入ム 設洛場 及 公設 食堂 を も 建設す る ことと し、 かくて 第一 期 H 

事と して 眞砂通 二  丁目の 建設 住宅 中 第 一 號館 及第 二 號館は 同 八 年 五月 竣功した 

るを以 て、 六 月より 收容を 開始 し、 同 時に 第二 期ェ 事. 著 手の 前提と し て、 南 木 町 通 西 

側 住民 を收容 し. 十一 月に は 第一 期 事業 中の 第三 號館ー 楝六 十三 戶の 工事 も を 超 

し、 こ 、 に 多年の 懸案たり し 不良 住宅の 改善 事業 も 漸を逐 ひて 成らん とする に 至 

つたので あった。 


fill 住 力くて 收容を 開始せ る眞砂 住宅 は ニ楝百 三ーハ にして、 此經費 二十 六 萬 四千 餘圓、 

敷 坪 八 百 坪、 延 建坪 一千 百 坪を算 する 明朗 清楚なる 近代的 アバ— トメ ント にして、 

六月  一 H より 居住者の 收容に 著 手し、 先づ 收容豫 定地區 たる 舊眞砂 通 二  丁目 及 南 

^町 六 丁  H: 一  部の 居住者に 就き 移 轉を勸 誘し、 方面 委員 立 會の上 抽籤に よりて 部 

星の 割 當を行 ひ、 同ガ 中に 普通 住宅 九十 三戶中 W 役所 使用の 二  ^を 除け る 全部 及 

店舖付 住宅 十 1：； 中四戶 合計 九十 五戶の 收容を 完了した。 而 して 八月に は 中 ョし巾 

共同住宅 使 川 條例及 同 施行 細則 相次いで 制定 赏 施せられ、 また 同所に 管理 事務 沂 

を 開設す ると 同時に 其處務 規程 も 定まり、 玆に此 住宅 管理 事務 は 緒に 著く に 至つ 

たのであった C 

1^ 育 兒， 保育 等兒董 保護 施設の 最近 甚だ 隆盛と なれる は 特筆に 値する。 冲戶ぉ ま 

世 1- ブ ® 後社會 情勢の 變動 甚だしき に 鑑みて、 社會 問題の 解決 は先づ 乳幼兒 保養 

と兒童 素質の 向上と にあり とし、 從來 民間 事業 圑體 にの み 委ねられし 木 事業に 著 

00 手す るに 至った。 市營 として 最初に 著 手せられ たる は 巡囘產 婆の 制に して、 大正 

十 一 年 五月 助產費 三千 圓を 以て 無料 巡 囘產婆 四 人 を S き、 全市 を四區 域に 分ち、 各 

一 區域 を擔當 せしめた。 蓋し 分娩 知識の 指導と 分娩 處理 に關 し、 無資力 姙婦を 保 
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護 せんとす る ものにし て、 旣 に 其 實施前 四月 十 六 

るに 其成镜 良好な りし を 以て、 こ 、 に其實 施と な 

業を擴 張し、 助產費 を 六. 千 八百圓 に、 產婆を 七 人 に 

的の 達成に 努めた C 然るに 昭和 三年 度豫 算の關 

人に 減せ し も、 不 况 の 影 饗 に て 

助産 費 も 六 千 三百 圓に增 加し 

婆 を 七 人に 復 して 今日に 至つ 

今 創設 後の 成績 を 見る に、 大 

一 千 二十 八に 倍加 し、 爾 来年と 


其 利用者 激增 せる 

更に 翌五 年度より 


曰 

增 

助 


，y 


三 百 二 十四 を算 し、 同 八 年に は 

に 係る 出生に 對 する 死 產率を 

戶市 全體の 死產率 八. 九 五 ％ に 

し 得る も、 之 を 全國の 五. 八  一 ％ 


正 十二 年の 處 理 分 

共に 增加 し、 昭 和 七 

稍 t 減少せ しも 尙ニ 

見る に、 大正 十三 年 

比すれば、 木 施設 の 

に 比する 時 は 遠く 


よ 

し 


以 

產 


年 

千 


P 試 

が、 翌 

し、 全 

て 助 

て、 同 

費 を 

六 百 

は 從 

百 を 

七丄ニ 


- ) ま 

成績の 如 


み と 

十 二 

域 を 

產 費 

四 年 

七 千 

八十 

來 の 

超え 

九 ％ 

何 に 

を 知 


年 四 

七 區 

四千 

度 再 

四 百 


八 五八 

て巡囘 

月 に 

に改 

五 百 

び 產 


三 は 

己 彔 

さ 一 p  *AH 


， J  O 


に し 

良好 

る と 


• 及ばざる 

最も 高き 神戶 市に 於け る 本 施設の 忽 諸に 附 すべ からざる を 示 す も 

來 取扱 數は 漸次に 增加 する も 幸に して 死 產率は 次第に 低下の 傾向 を迎 り、 昭和 八 


翌十 

を 破 

更 に 

て、 之 

な る 

同 時 

の で 


せしめた 

め 以て 目 

圓、 產婆四 

0 六 人 に、 

增 額 し、 產 

三年に は 

りて 二 千 

之が 取扱 

を 同年！： 

に、 死產率 

ある。 爾 


年に は 遂に 四. 七三 ％ なる 空前の 好成績 を齎 すに 至 り、 之 を 此年木 市 全體の 死產率 

の 依然として 八 6 九 ％ の 高率 を 示せる に徵 し、 木 施設の 積極的 活動の 一 層 必要な 

る を 知る ので ある。 

肺^^ 祌戶 市の 經營 せる 兒童 相談所 は 大正 十 年 七月 岡 崎 藤吉の 寄附 金 を 基礎と して 

と 利用者 數 西部 共同 宿泊所 內に 開設し、 兒董實 費 診療所 を も 附設せ しが、 此 相談所 は 育 兒幷に 

兒 董の衞 生及敎 養に 關し 父兄の 相談に 應 じ、 同 時に 祌戶 市に 於け る兒董 問題の 聯 

絡 中 樞機關 たらしむ る 爲め木 所に 兒董 研究 諸會の 事務所 を 置かし め、 更に 木 事業 

の 成 積を顯 著なら しめんと して 同年 九月 社 會課內 に 臨時 兒童 保護 調査 會を 設立 

し、 兒 看： 保護に 關 する 基本的 調査 及 研究の ため 每月 一 囘 委員 會を 開く ことと なつ 

た。 然るに 木 所の 位置 偏在せ る を 以て 同 十二 年 五月 之 を 相 生 町  一丁目 舊圖書 館 

跡の 職業 補導 會 建物 內に 移せし が、 其 本館 は 木造 洋風 瓦葺 二階建に して 階下 百 二 

十 坪、 階 上 五十 坪 ありし も、 當 時 未だ 設備に 缺 くると ころ あ り、 ま た 市民の 之 を 利用 

する 者 一箇年 一 萬 四千 人內 外に 過ぎなかった。 其 後縣市 聯合 の 「兒 童 愛護 デ ー」 の 

實施も あ り、 漸 次 此方 面に も 市民の 自覺を 促 し、 相 談所 利用者 數も同 十三 年に は 一 

躍 前年の 三倍に 上 り、 更 に翌 十四 年に は 五 萬 五 千 人を算 する に 至った。 かくて 同 
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神 戶巿史 第二 辑 本 編 各說 下  八 六 〇 

年 七月 相談所 內に 新に 兒童預 所 を饼置 し、 定 員 を 二十 人と し、 發 育 不良 若しくは 性 

袼 形式の 異常 兒を 收容し て、 其 改良 矯正に 當る ことと なった。 然るに 相談所 建物 

の 腐朽 其 他の 理由に よりて 東 山 町 二 丁目に 鐡筋 混凝土 三階 建 二百 坪の 新館 を 建 

設し、 昭和 五 年 六月 こ、 に 移轉し 今に 及びし が、 其 利用者 數は 昭和 元年の 五 萬 九 千 

人、 取 扱 件 數八萬 八 千 は 爾後 著しく 滅少 し、 遂 に 同 八 年に は 二 萬 一 千 < 五 萬 四千 件 

となった。 され ど 利用者 一人に ついての 取扱 件數の 大正 十一 年の 了 二 件より 漸 

次增 加して 昭和 八 年の 二. 五 件と なりし に徵 すれ ば、 利 用者數 は滅少 する も 而も 利 

用 者の 本 所に 對 する 理解 は 漸次 深ま え か くて 本 所の 事業 は 愈.. 堅實 となれ る を 知 

る ものが ある。 

細 談^ £g 此兒童 相談所 は 其 事務 處理 の爲 め、 保 健. 敎 育の 二部の 外に 庶務 係 を 置きし が、 昭 

務と兒 童 愛 で- 

護 聯盟 會 和 八 年 保健 部 を 診療 部と 改め、 主事 一 人、 技師 二人の 外に 書記. 技手. 看護婦 等 計 十九 

人の 職員 を 配して 常に 研究 を續 け、 其 結果 を發表 し： ま た 市立 保育所 及 巡囘產 婆の 

直接 指導に 當 つて ゐる。 尙木 所に は 大正 十四 年 八月 兒董 保護 を 目的と する 祌戶 

兒董 愛護 聯盟 會を置 き、 主 として 兒董 遊園地 設立に 努 め、 多 大の 寄與を 爲し來 りし 

が、 尙 昭和 三年 以來 相談所と 共同に て 乳幼兒 審査 會を行 ひ、 以て 乳 幼 S の 養 育. 發 育 


に關 し賈獻 すると ころがあった。 

00 兵 庫縣に 於ても 御大 典 記念 事業の 一として 昭和 五 年 一 月 八 馬 兼 介の 篤志に よ 

る 金 十 萬圓を 以て 兒董 研究所 を 縣社會 課內に 開き、 同 七 年 十月 铕町ヒ 丁目 凝立 1 

戶 病院 敷地の 一 部に 新築 移轉 した。 其 建坪 六十 四 坪、 鐡筋 混凝土 二階建に して 診 

察. 調査， 醫學 實驗. 太陽 燈6 力 視力 試驗. レ ン トゲ ン 等の 諸 室 を 有して 兒董の 身體及 

精神に 關 する 調査 幷 研究、 兒董の 保護 敎 養に 關 する 指導 及び 之が 知識の 普及 こ從 

ひ、 尙試驗 中の 兒董を 宿泊せ しむる ため 三十 八 坪の 別館 を も 附設せ しが、 昭和 八 年 

に 於け る 取扱人 員 は 一 千 八 百 六十 人に 達して 將來を 期待せられ てゐ る。 

聽育所 產 業界の 不、 况、 物惯の 騰貴に よう 市民の 生活 は 漸次に 脅威 を 受け、 特に 少額 所 # 

者に ありて は、 婦人の 勞働 をも餘 儀な くす るの 情勢と なるや、 兒 量に 及ぼす 影響 を 

慮れる 祌 戶 市 は、 こ ヽ に 保育所 開設の 必要 を 痛感し、 財圑 法人 神戶矯 修會が 其附霉 

事業と して 眞砂通 二  丁目に 開ける 保育所 をば 大正 十二 年 五月よ リ 無償 を 以てき 

受け、 之 を 市營に 移し 眞砂 保育所と 稱 して 開 所した。 これ 市營 保育所の 發端 であ 

る。 然るに 爾後 利用者 は 漸次に 增 加し、 爲に 建物の 狭隘と 設備の 不完全と を 感じ 

たれば、 低利資金の 殘餘金 六 萬 二 千 圓を轉 用して 以て 南 木 町 五丁目に 三百 九十 I 
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神 戶市史 

坪の 敷地 を買收 

共 に移轉 し、 同 時 

帶 にも 一 箇所 增 

の 建物 を 買收し 

此 市立 保育所の 

診 斷をも 施 し、 簡 

於て は 昭和 八 年 

員 は 昭和 八年兩 

十 人なる も 常に 

增 して 昭和 四 年 

人 を算 した。 

神 戶巿の 自ら 

會 事業 圑體 たる 

立 古く 且つ 


第二 辑 本 編 

し、 二百 三十 

に名稱 をば 

設の 必要 を 

て 之に 改造 

授託者 は 乳 

單 なる 治療 

度より 專任 

所 を 合して 

定員 を 超 え _ 

に は 六 萬 二 

育 兒. 保 育 の 

祌戶 報國義 


功漬顯 著なる も 


各說 

坪の 木 

生 田ハ 

認 め、 二 

を 加， 

幼兒な 

は所內 

醫師 一 

保姆 以 

收容人 

千 人と 

事業 を 

會. 种 戶 

のが あ 


下 


八 六 二 


造 二階建の 木 館 を 新築し、 同 十四 年 四 


保育所と 改めた。 之より 先 


萬 二 千圓を 以て 東 出 町 三 丁 

_ 兵 庫 保育所と 稱 して 同 十三 

れ ど、 單 に 之 を 保育す る に 止 

に 於て 之 を 行 ふこと と し、 殊 

人 を 置き 治療 投藥 をな さし 

下 十九 人に し て、 收 容 定 員 は 

員大 正 十三 年に は 三 萬 六 千 

なり 爾後 次第に 滅 せし も、 同 

經營 せる は敍 上. の 如く 最近 

孤 兒 院. 戰 役 紀 念 保育 會の三 

る。 荒 田 町 四 丁目 所在の 神 


兵 

年 

I 一 

八 


戶 


庫 方面 

の 舊兵 

一 月 に 

ら す、 兒 

生 田 川 

るに 至 

田 川 百 

なリし 

年に ま 

屬 すれ 

Ife の. 5 

報 P  ^1 ず 


月 落成 

の 工場 

庫女學 

童の 健 

保育所 

つ た。 

人、 兵 庫 

が、 其 後 

五 萬 二 

ど、 私設 

き は 其 

會は明 


と 


， I  o 


七 


千 


十五 年の 創立に し て、 孤 兒. 棄 兒及 貧困なる 母子 を 吹容 し、 學 齡未滿 者 は 會內の 


4 口 

保 


； 育 園に 於て 保育し、 學齡に 達すれば 市立 小學 校に て 教育 を 受けし め、 尙 施療 事業と 

して 赤貧 患者 は 之 を 教護院に 收容 して 施療す ると 共に、 市 及區の 委託に よる】 i 患 

者 を も 一時 收容 して ゐる。 其 昭和 八 年度の 育 兒實數 七 百 人、 施療 實數 一千 五 百 人 

を 超え、 其 經費も 一 萬 六 千 餘圓に 及び、 御 下賜 金. 獎勵金 等 亦 一 千 餘圓の 多き に 達し 

神戶 孤兒院 てゐ る。 明治 二十 六 年中 山手 通 七 丁目に 創立せ る 神戶孤 兒院は 孤兒及 之に 等し 

き兒董 を收容 して 家族 主義に より 養育 をな すの みならす、 院外 教育と して 不具 S 

疾者を 一 般 家庭に 里 預けと せし が、 昭和 八 年に は 其 救護 施設 を擴 張し たれば 敷地 

八 百 四十 一 坪、 建坪 四百 七十 三 坪に 及び、 同年 院內 外收容 人員 一千 二百 餘人 を數ふ 

るに 至りし が、 其 事業 は 夙に 世に 認められ、 年々 多額の 御 下賜 金 を 受け、 昭和 八 年の 

認紀念 保 如き 四千 六 百圓に 及んで ゐる。 明治 三十 九 年 創立せ る 戰役紀 念 保育 會は、 市內に 

保育所 四 箇所 を 設けて 細民 兒董及 乳 兒の晝 間 保育 及 家庭 改善に 努め、 市ル又 听內に 

於て 事務 を 取りし が、 昭和 八 年 六月 現在の 多 聞 通 二 丁目 東 明 ビル 內に 移った。 苄 

原 保育所 は 元 八 王 寺 保育所と 稱し羽 坂 通 二  丁目 福昌 寺に 在りし が、 大正 十一 き， L 

. 月 芦原通 六 丁目に 新築 移轉 し、 八幡 保育所 は祌戶 婦人 奉公 會の葺 八 口 八幡 神社 境內 

. . に 事業 を 起せる もの 、後 身に して、 大正 十五 年 十一月 磯上通 五丁目に 新築して 今 
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神 戶市史 笫ニ輯 本 編 各說下  八 六 W 

に 至りし が、 楠 保育. 所 も 婦人 奉公 會の 事業 を繼 承せ る もの にし て、 大 正 十一 年 十月 

• 宇治川なる 弘義會 跡より 現在の 楠 町 七 丁目に 新築 移轉 し、 水 笠 保育所 も 婦人 奉公 

會の藥 仙 寺 保育所 を繼 承し、 同 十三 年 八月 水 笠 通 三 丁目に 移轉 せる ものである。 

是等 保育所の 收容 定員 合計 大正 八 年に は 二百 二十 人な りしが、 昭和 八 年に は 三百 

六十 ~ と なり、 同年に 於け る收容 兒董實 人員 七 百 人、 之が 延人 員 七 萬 人に 近 く、 收 お 

乳兒實 人員 四百 五十 人、 延 人員 七 千 人 を 超えた。 

貧孤兒 保育 ^上 三 a 體の 外に 旣に 明治 十 年 創設せられ たる 神戶 女子 敎育院 は 下山 手 通じ 

の 諸^^  - 1 ： 

丁目に 在りて 女子の 貧 孤兒を 收容し 、基督 敎的敎 育 を 施し、 自活の 途を與 ふる を R 

的と し、 始め 其 經費を 佛蘭西 天主 公 敎會の 寄附 金に 仰ぎし も、 世界 大戰後 寄附 金激 

滅 し 、令 や 卸 下賜 金 其 他獎勵 補助金に よりて 辛うじて 經營 をな すの 狀况 となつ ナ 

同朋 保育園 は 大正 十 年 四月 祌戶 佛敎 同朋 婦人 會の勞 働 者 をして 生業に 從ポ せし 

むる 爲 め、 學 齡 未満の 貧兒 保育 を 下山 手 通 二  丁目に. 收容 する に 始まりし も 其 後^ 

營困淮 とな り、 同 十三 年 八月より 經營者 を替へ て 二宮 町 四 丁目に 新築 移轉 する に 

至った。 次いで 同 十五 年 之と 全く 同一 目的の 下に 財團 法人 祌 P 婦人 同情 會は靑 

谷 町 二  丁目に 新會館 建築の 際、 附 屬 事業と して 二月より 愛兒 園を設 け、 昭 禾匹 ミブ 


月 篠原中 町 三 丁目に 分 園 を 開 き、 其 後 も 園 兒激增 の 爲め擴 張す ると ころが あ つた。 

此年 十一 月 誠 佛佛敎 婦人 會も其 附属 事業と して 誠 佛兒董 園 を 中 山手 通 二 丁目に 

少^ f"a£s« と 

^〔 實 S 學 世相の 急激なる 變 化に 伴 ひ、 少年の 所謂 不良化 甚だしく、 爲に 大正 末年よ リ 之が 

收容 保護の 機關 相次いで 生れる に 至った。 大正 十 年 五月 金子 小 太郞は 日本 救靈 

隊 神戶實 業 學院を 平野 天 王 谷 奥柬服 山に 開き、 不良少年 を收容 して 之が 善導 事業 

を 開始す るに 至った。 これ 木 市に 於け る此種 事業の 嚆矢 にして、 其 所 川 土地 五 萬 

坪、 建 坪 百 三十 五 坪、 基 木財產 一 萬 六 千 餘圓を 有し、 年々 多額の 御 下賜 金. 獎勵 補助金 

を 得 て、 其 事業の 發達 甚だ 見るべき ものが ある。 次いで 同 十 年 八月 岡 田 機 八 は 古 

川 町 四 丁目に 財圑 法人 岡 田 修養 保護 院を開 き、 十 四 歲未滿 の 不良少年 二十 人を仪 

容し薰 育 を 行 ふに 至った。 

天 王 谷學園 大正 九 年 十一 月 巿內各 寺院 住職に 依リ祌 戶佛敎 聯合 慈 友會は 各種；； y 會 事業の 

實行を 目的と して 設立 せら れ、 少 年 保護 及 釋放者 保護の 二 事業 を 開始 し、 十 二 年 一 

月 少年法 實 施せら る ヽ や、 同 會は川 西 通 二  丁目 慈濟院 中に 慈友會 少年 部 を 設置し- 

大阪 少年審判所よりの 委託 少年 を 保護し、 學科. 實 科の 指導 をす るに 至った。 次い 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下 

で 十四 年 十二月 池 田 村 字 半三郞 に移轉 し、 更に 昭和 

の 學園を 

と な し、 昭 

算 した。 


慶德寮 


少年 暉精寮 


二階建 二百 五十 坪 

より 定員 を 五十人 

容實 人員 百 三 人 を 

年 四月 山手 小學校 

目範 國寺內 に 移り 

大正 十四 年 七月 

化に 從事 し、 始 め 定 

人に 增し、 寮 外 保護 

戶 少年 暉精 寮の 誕 

の 教化に 從事 せる 

を 設 け、 國 民敎 育の 


せ 


め 


力 


、昭和 二 年よ 


明星 寮 じ收容 人員 常に 五 


に 設立 

て 力 「日 

波來谷 

n 貝 を 七 

を も 行 

生 を 見 

に 始ま 

課程 を修 

り 御 下賜 

六十 人に 


人 

し 


丁目 正 * 寺內に 開設した る 


建て 

口  \ 

叉少 

ら れ 

及ん 

と な 

に 至 

力 A 

，昭和 

め し 

金 • 助 

達 し 

冼 ひ 


、之に 移 り、 其 名 も 

年度 補助金 等 一 千 

年 保護 研究 及 保護 

たる 日 木 少年 保護 


ご o 

荒 田 町 三 丁目に 開 

ししが、 昭和 四 年 十 

つた。 昭和 元年 十 

寮 は 曾 谷 精一 の自 

八 年 三月 根本的 改 

め、 叉 職業 補導と し 

成金 等 を 得る に 至 

今に 至った。 昭和 

學院も 少年 保護 事 


_  W 


八 六 六 

三 年 五月 天 王 谷 西 服 

天 王谷學 園と 改 め、 翌 四 年 七 刀 

圓を受 け、 經 費 一 萬 一千 餘 圓、 收 

事業 助成 を 目的と し 大正 十四 

協 會兵庫 支部 は 三 川口 町  一 丁 


ける 慶德寮 は 幼少 年の 保護 敎 

月 寮舍を 改造して 定員 を 二十 

二月に は 池 田 村 字 半 三 郞に神 

宅 を 解放して 少數の 不良少年 

築 を 加 へ、 寮 內には 私立 小學校 

て は祌戶 籠の 製造 を實 習せ し 

り、 每 年 經費ー 萬 二三 千 圓を投 

三年 二月 山 森 須祐の 笠 松 通 四 

業の 經 營を始 め、 同 六 年 三 月 之 


を 明星 寮と 改稱 し、 收容場 を も 建築し、 職業 指導と して 印刷 を 習得せ しめしが、 同人 

年度の 入 寮 三十 三人、 寮 外 五 人であった。 

少女 at 護ヒ  ，* 

武庫の 里 以上の 諸 團體が 不良少年 を 取扱へ るに 對し、 少女 保護 を 目的と して 設立 を 見た 

る ものに 武庫の 里が ある。 始め 大正 十四 年 四月 川村シ ン會員 組織 を 以て 西 i 村 

J 野に 之 を 創立し、 收容 定員 を 十 人と なしし が、 翌 十五 年 九月 天 城 通 五丁目の 新築 

成り、 昭和 三年 四月 少年 保護 所と して 司法 省の 認可 を 受け、 定員 も 三十 人に 增 加し、 

同 八 年度 經費 四千 圓、 御 下賜 金 其 他 一 千 餘圓に 及び、 唯一 の 少女 保護 機關 として 貢 

獻 すると ころがあった。 

社會の 漸く 複雜 となう 生活の 困窮 愈" 增 加す るに 伴 ひて 生す る 犯罪 人の 釋放後 

の 保護， 事業 は、 また 同時に 犯罪 を 未然に防 止す る もの なれば、 此 事業 は 亦 社會問 S 

として 重要なる 一の 施設で ある。 此 所謂 免囚 保護に 關し 大正 五 年 以來神 戶刑務 

所 職員 相圖 りて 縣 下の 旣設 保護 會の統 一 を 計 リ來リ しが. 同 十 年よ リ專ら 間接 保 

護に 當リ、 翌 十一 年神戶 刑務所 管內 聯合 保護 會を 設立し、 更に 同 十二 年 支部 を^ サ 

. . 之 を學而 園と 名 づけて 收容 保護 を も 開始し、 同 十三 年 四月に は 兵庫縣 聯合 保護 會 

. と 改め、 次いで 翌 十四 年 十一月 財團 法人と なリ縣 下に 支部 を 置き 其 指導 監&幷 こ. 

笫八章 社會 事業 


私設 免囚 保 

護園體 


神 戸市 史 笫ニ辑 本 編 各說 下 

同種 圑體の 聯絡 統一 を 計る に 至った。 

私營の 保護 會 として 神 戶市 にあり て は旣に 明治 三 

に 創立せ る神戶 愛隣 館 あ り、 大 正 十三 年財團 法人の 認 

に 天聽に 達し 特別 御 下賜 金 三千 圓を 拜受 した。 本館 

五十人 內 外の 釋放者 を 保護せ しが、 同 八 年 六月 村松淺 

解散 を 決した る も 許可せられ す、 同 年 十二月より 賀川 

續 して 今に 至った。 少年 保護 を 事業と して 創立せ る 

釋放者 保護 事業の 急務なる を 思 ひ、 大正 十 一 年 四月 神 

加 盟 し、 同 十 一 月に は 兵 庳縣廳 より 救護 團體 として 認 

容 所に 充 て、 事 務所を 三 川口 町  一 丁目 範國 寺內に 設け、 

ろが あった。 叉 大正 十五 年 三月 荻 野 友 楠の 上 筒井 通 

義會は 釋放者 保 護、 失 業者の 救濟を 目的と し、 創 立 以来 

に 昭和 三年 四月に は戶 上訓禮 等に より 中道 通 九 丁目 

せる 神戶 善照會 創立 せら れ、 釋 放 者 をして 改過遷 善の 

法 保護 事業 年報 幷雜 誌 「善 照」 を も 定時 發 行して 事業の 


十 

ま 


め 

口. 


を 


年 村 

受 け 

十 人 

老齡 


戶 


ら 


三 丁 

直接 

善導 

全 き 

宣 W 


に」 ヽ T> 

松 淺四郞 の 楠 谷 町 

昭和 五 年 十二月 特 

を 定員と し、 年 々 百 

の 故 を 以て 事業の 

長と な り、 事 業を繼 

聯合 慈 友會は 更に 

管內 聯合 保護 會に 

來市內 各 寺院 を收 

充 實に努 むる とこ 

創めし 大日 本 洗 心 

保護 人員 二 千を算 へ、 更 

寺 內に會 員 組織 を 以て 

道に 入らし めんと し、 司 

を な し、 創 立 以來縣 市 其 


網 の 

巨 に 


他の 補助金 を 得、 同 八 年度に 至る 收容 保護 人員 三百 十七 人に 達した る 外、 間接 及 一 

時 的 保護 一. 千餘 人を算 して ゐる。 尙 昭和 五 年 八月 田 中歡招 等の 會員を 募りて 北 

. 長 狹通六 丁目に 設立せ る 神戶藤 花園 は、 當初佛 敎聯八 口 慈 友會の 支部と して 間接 保 

護の 任に 當リ、 こ , に獨 立せ る ものにして、 翌六 年度よう 縣其 他の 補助金 を 得、 同 七 

年度よう は 宫內省 御 下賜 金 を も 仰ぎ、 同 八 年度 收容 保護 三十 五 人、 間接 保護 二百 餘 

人を算 した。 蓋し 以上 公私の 圑體の 事業に よりて 免囚 保護 は 漸く 密 ならん とす 

るに 至リし は洵に 喜ぶ ベ き 情勢と 謂 ふべ きで ある。 

00 施 藥救療 を 事業と する 恩賜 財團 濟生會 兵車 支部 は、 大正 六 年 磯上通  一丁目 神戶 

撿疫 消毒 所に 臨時 診療所 を假設 せし が、 同 八 年 五月日 暮通 五丁目に 建設 中の 診療 

所の 一部 成る に 及びて こ、 に 移リ、 次いで 同 十 年 八月 此 新築 工事 完成し、 設備 充實 

する や 恩賜 財團 濟生會 兵寧縣 病院と 改稱 し、 入院患者 を も 取扱 ふに 至つ こ。 然る 

に 患者の 加速度 的增 加に 伴 ひ、 病院 自ら 狭隘 を 感じ たれば 更に 增築を 企て、 同 十四 

年 四月 鐡筋 混凝土 四 階 建 (地下室 共) の 工事 落成し、 病床 數も 三十 箇を增 し 五十 筒と 

. なった。 其 後 底止す るな き 財界の 不況 は 愈" 被救療 者の 數を增 加せ しめ 再び 狭隘 

. を感 する に 至りし と、 木造家屋の 腐朽 甚だし かりし と を 以て、 兵車 縣は 篤志家の 義 

第 八 章社會 事業  に ーヽし 


日本 赤十字 

社 支部 診療 

所 


友愛 救濟所 


神 戶市史 第二 辑 本 編 

捐を 得て、 昭和 八 年 五月 改築 

め 兵 ^縣 方面 委員 林 田 分 會 

築し、 昭和 六 年 二 月 を 以て 林 

實 人員 一 萬 二 千 六 百 人に 達 

貢 默も想 見す る に 足る もの 

療班 をして 神 戶市內 を巡囘 

警察署 管內の み に 限る こと 

日 木 赤十字社 兵車 支部が 

て 楠 町 七 丁目に 診療所 を 開 


各， 說 下 

に 著 手す る に 至 

の 寄贈 を受 け、 細 

田 診療所 を 開設 

し、 其 經 費 八 萬 一 

が ある。 尙 兵車 

診療せ しめしが、 

となった。 

貧困 者 を 無料 診 

設 せる は 大正 十 

十 坪に して、 昭和 


物 は鐡筋 混凝土  二 階 建 百 三 

十三 萬 八 千 三百 餘人を 診療した。 基督 敎傳 

豊彥の 大正 七 年 八月 吾妻通 五丁目に 開設せ 

七月 基金 一 萬 五 千圓を 以て 財團 法人の 認可 

路擴 張の 爲め日 暮通六 丁目に 假移轉 し、 更 に 


つ た。 是 

田 町  一丁 

した o 昭 

其 後 


に 及 

院開 


療し 

一 年 

八 年 

道 の 

る ィ 

を 得て 

十二月 


併せ 

五 月 

度經 

傍 ら 

ェ. ス 


八 七 〇 

より 先 祌戶市 西部 住民の 爲 

目に 洋風 木骨 造 二階建 を 新 

和 八 年に 於け る兩 所の 救療 

びた る を 見れ ば、 將 來 の發展 

設と 共に 同 病院 附設 巡囘診 

の關係 上、 此巡囘 診療 は葺合 

て實費 診療 を も 行 はんとし 

にして、 其 敷地 三百 十六 坪、 S? 

費 五 萬 餘圓を 計上 し、 延 人 員 

貧困 者 救助に 從事 せし 賀川 

圑 友愛 救 濟所 は、 大正 十 一 年 

礎 を 確立し、 昭和 五 年 五月 道 

妻 通 五丁目に 再轉 して 今日 


及びし が、 大 正 十 一 年 以来 御 下賜 金 其 他 を 得、 經 費 年額 約 五千圓 にして、 創立お 來 


診療 實 人員 二 萬 六 千 人を算 した。 

肺 續 f 祌戶 市の 直接 經營 せる 施療 機關は 大正 八 年 前に は 僅かに トラ ホ ー ム、 台 療&及 

1 ム 治療 所 屯田 療養所 あるに 過ぎなかった。. トラ ホ— ム 治療 所 は 明治 四十 四 年 以來楠 町 ，番 

町 在住 市民の 爲め束 西 二箇所に 設けし も、 財 政の 關係も あうて 未だ 小規模た る を 

免れなかった。 然るに 偶 ，大正 八 年 トラ ホ ー ム豫 防法發 布せられ し を 以て、 從來の 

施設 を 改め、 同 十二 年 六月 東部 診療所 を 楠 町 八丁 目 德照靑 年 會館內 に、 西部 診療所 

を 四 番町四 丁目に 開設して 專務 職員 を 常置 し、 同 區域民 及 一 般の 貧困 患者の A ロ縻 

を 開始す るに 至った。 此 二箇所の 治療 延 患者 數 合計 大正 十三 年に は 十三 萬 七 千 

人に し て、 昭 和 六 年 十八 萬 一 千 人と な り、 同 八 年に は 十五 萬 九 千 人に 减 せし が、 化 中 

屯田 療養所 西部 治療 所 常に 多數を 占めて ゐた。 屯田 療養所 は 大正 七 年 菊 水 町 十 丁目 頃 田 山 

に 開 所 せら れ、 肺 結核 患者の 貧困に して 醫療の 道な き 者 を 收容し 治療に 努力 こ。 

入院患者の 延人員 は 大正 八 年 二 萬 四千 人に して 其 後 漸次 增 加して 昭和 八 年に ま 

三 萬 四千 五 百 人に 達し、 實 人員 は 此 期間に 二百 六十 八 人よう 却て 漸次 減少し、 1 近 

再び 增加 せる も 二百 五十人 を 出で ざれ ど、 此中 重症 患者の 增加は 著しき もの あり、 

また 祌戶 市の 肺結核 患者 數が 常に 六 大都市 中の 最高 位に ある を 思へ ば、 木 療養 听 

第 八 章社會 事業  し」, 一 


神戶 診療所 

の 開設 


の 


經濟 

困 者 


B3 

各 


<、 


市 民 病院と 

改稱 


を も 


し 

も 


す 

て 

番 t 

よ P 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

去に 於け る 賈獻と 將來の 使命と 

戶 市に は 濟生會 及 赤十字社 兩支 

界の 不況の 醫療機 關の增 設を促 

に對 して 實費 診療所 を 設立す る 

以て 神戶 診療所 設立の 議を决 し 

同 十三 年 三月 一 日に 至りて 三番 

設けた る祌樂 分院 は 同月-十日 

開院す るに 至った。 本院 は 敷 

して 內 科. 外 科. 耳 鼻 咽 喉 科， 產 婦 

取 扱 ひ、 五 月より 內 科， 外 科の み 

分院 は 敷 坪 百 三十 四 坪、 建 坪 百.^ 

て、 何れも 鐡筋 混凝土  二 

とした。 然るに 同 十五 

擴 張し、 建坪 四百 八十 坪 

改造し て 面目 を 一 新し 


八 七 二 


は大 なる もの 


六 


大 

、大 

百 


ヌ 

階 建と し 

年に 至り 

の增 築に 

た れ ば、 四 


人 

坪 


夜 

あ 

、內 科， 外 

て 本院 

著 手し 

月 一 日 


と 


丁 

坪 • 

-大 

, ノ  . 

ま 


る 

-レ 

-艮 

早 


ま 

靈 


、、， J 


進 

ン 


0 

め. 

丁 


力 

な 

，旣 

し 


あ 

る 


一 o 


を 

て 


る 

りし も 

もの あ 

大正 十 

開設す 

大日 分 

十二 坪 

科の 六 

市民 の 

坪 百 十 

，外来患者の 

を吿 げたれ 

工事 成 


逐年 深刻と 


る に 

一 年 

大震 

る を 

院 は 

禾 便 

九 坪 


よ リ 


分院 は 敷 

科 を 置き 

く も 

三年 一月 

祌戶 診療所 本院 をば 


る や 


鑑ス木 

五月 二 

災に會 

辱、 中 狻 

四月 七 

飲 混 凝 

分れ、 入 

を圖っ 

、建坪 百 

み を 取 

ば 敷地 

同時に 

市民 病 


なれる 

巿は貧 

十五 萬 

し爲に 

町 四 丁 

日より 

土 三階 

院 患者 


一 〇 


六 坪に 

扱 ふこ 

三百 坪 

舊館を 

院と改 


め、 神 樂 分院 を 西 分 院、 大 日 分院 を柬 分院と 稱す るに 至った。 次いで 同年 末 こま 兩 

分院に レントゲン 科 を 新設 し、 更 に 同 四 年 六月より 木院の 耳鼻咽喉科の 夜間 診療 

を 開始 し、 設 備充 實に努 むる ところがあった。 

S 舰 II の 今 市民 病院の 患者に 就きて 見る に 、外来患者 數は三 箇所 を 通算して 大正 十四 年 

に は 約 十九 萬 人な りしが、 翌年に は 二十 三 萬 七 千 人に 激增 し、 其 後 多少の 增減 ある 

も、 昭和 八 年に は 二十 三 萬 三千 人を算 して ゐる。 更に これ を 細別す るに 、本院の 外 

4 は 大正 十四 年の 十二 萬 人よう 次第に 增 加して 昭和 八 年に は 十七 萬 人に 垂んと 

せる に 反し、 同 一 期間に 東 分院 は 三 萬 二 千 人よ リ 三千 人 を增 し、 西 分院 は 四 萬 九 千 

人よう 二 萬 九 千 人に 激滅し 、本院の 入院患者 數は七 千 人より 一 萬 六 千 人に 增 加し 

てゐ る。 而 して 大正 十三 年度 十六 萬 九千圓 なう し 經常費 豫算は 年を逐 ひて 增加 

し、 昭 和 四 年度より 之 を 特別 會 計に 移 し、 同 八 年度に は 二十 六 萬 三千 圓を 計上 し、 此 

年醫 員三 十 人、 藥劑師 九 人、 看護婦 其 他 八十 一 人を算 し、 比 年 其內容 を充實 して ゐる o 

尙曩に 診療所 內に 於て 從事 すべ き 看護婦の 養成 を 企て、 養成 年限 を ニ箇 年、 定員 を 

二十 五 人と し、 大 正 十五 年 九月より 診療所 附屬 看護婦養成所 を 開 所した。 

赎歸纏& 結核 豫防 事業 中 健康 相談所の 開設の 必要 を 認めた る 兵庫縣 は、 第 一 著 手と して 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  八 七 S 

患者の 最も 多數を 占む る神戶 市に 一 箇所 開設す るに 決 し、 昭 和 八 年 十二月 日本 放 

送協會 納付金 を 財源と し、 之 が 創設 費 七 千圓を 以て 兵 庫 縣神戶 健康 相談所 を 下山 

手 通 四 丁目に 民家 を 借 受けて 開 所 し、 早 期 結核の 診 療.豫 防 を 主眼と し、 診 察 及投藥 

は總て 無料と し て、 大 い に 市民の 保健 上賈獻 せんとした のであった。 

Is 龍 ■ と 都市に 於け る 質屋 は 庶民の 簡易 迅速なる 金融 機關 として 重要なる ものにして、 

神戶 市に は 昭和 四 年の 質屋 數 二百 八 十. 八、 其 貸 出金 一 千 百 三十 七 萬圓の 多き に 達 

したれ ど 而も 其 利子 高率なる を 免れす、 且 つ 六 大都市 中祌戶 市の み 公設 質屋の 設 

備な きを 遺憾と し、 同 年 十 一 月 市 會の協 贊を經 三 箇所 を 設置 し、 之 が 會計は 創設 費 

十三 萬 二 千圓を 除き 特別 會計 とする に 決した。 かくて 林 田 公設 質屋 は 昭和 六 年 

九月 久保町 七 丁目に 開か れ、 荒 田 質屋 は 翌七年 四月 荒 田 町 二 丁目に 開かれし が、 其 

建物 は 何れも 三十 四 坪に し て、 洋風 木造 二階建の 鐡筋 混凝土 造と な し、 倉庫 を 附 設 

して ゐる。 貸付金 額 は 質 物 評價の 十分 七 以下と し、 一 口 十圓、 一 世帶 五十 圓を 限度 

とせし が、 同 八 年の 利用者 合計 七 千 五 百 人に して、 此 中小 商人 は 二 千 百 人、 勞働者 は 

一 千 四百 人 を 占めて 最も 多 く、 貸 付 金額 八 萬 圓、 囘 收 金額 六 萬 ニ千圓 であった。 尙 

金融 難に 苦しめる 中小 商工業者の 爲 に、 同 八 年 七月より 新に 二百 圓を 限度と する 


生業 資金の 貸付 を 開始し、 同年 中に 一 萬 三千 圓を 貸付け 六千圓 を囘收 した。 

l-m 法律 相 法律に 關 する 知識の 有無の 市民生活 上に 幾多 利害 關係を 生す る は 明か なれば、 

神 P 市 は勤勞 階級に 對 して 經濟的 負 擔を耍 せざる 無料 法律相談 所 設置 を計畫 し、 

昭和 七 年 四月より 中央 職業 紹介 所 內に之 を 開設 し、 夜 間にの み 相談 指導に 當るこ 

ととな つた。 木 事業 は 創立 日 尙ほ淺 くして 成績 未だ 充分なら ざれ ど、 其 相談 件數 

同 七 年に は 一 千 八 百 件、 變八 年に は 一 千 件を算 し、 此中 民事事件の 其 大部分 を 占む 

に か  る は 注意す X き 現象であった。  • - 普 ^録， き-^ き 

音 樂 堂 都會 人の 情操の 日に 優美 を 失 ひ 趣味の 粗野に 流る 、 一 般的 傾向に 對 して、 淸爽 

なる 音樂と 優婉なる 演藝 とを與 へ、 よりて 以て 心身 を 慰安 せんとの 目的に て、 大 正 

十三 年 神 戶市は 田 村新吉 より 其 母の 追善供養 記念と して 音樂堂 設立 基金の 寄附 

をな せる を採納 し、 地 を湊川 公園 內に 卜して 建設に 著 手 し、 四 月 開 堂す るに 至った。 

其 建坪 三十 七 坪に し て、 新營費 一 萬圓、 建築 檨式を 近代的 ミッション スタイル とな 

し、 中 央に 舞臺を 設け 左右に 控室 を備 へ し が、 當 初 使用料 を 徵收 せる 規程 は、 同 十 四 

年 四月より 之 を 改めて 無料と な し、 爾 後神 戶 市 主催の 各種 集會 以外に も 廣く巿 民 

ジ禾^ すると ころと な リ、 特 に 春 夏の 候に 利用 せらる 、 こと 多 く、 市 民の 情操 陶冶 
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興し、 或は 育英 獎勵 金の 交付 及 講習 會の 開催 等 各部 落 適宜の 諸事 業 を 行ひ來 つた。 

然るに 其授產 事業に 關 して は 財界 不況の 深刻化と 共に 臨時 事業 を 行 ひしが、 遂に 

昭和 八 年 八月 豫算ー 萬 五 千圓を 以て 楠 町 二 丁目に 授產所 設置の 議を决 する に 至 

りし は 喜ぶ ベ きであった。 

戰 死者 弁に 淮戰 死者の 遺族 及廢 兵の 救護 を 目的と して 明治 三十 四 年に 設立せ 

られ たる 愛國 婦人 會兵 庫縣 支部 は、 大正 九 年 十月 事務所 を 從來の 日 木 赤十字社 兵 

庫 支部 內 よう 陬訪山 武德殿 構內に 移し、 此 軍事 救護の 外に 社會 事業 を も 行 ふこと 

となった。 而 して 市 內の會 員數は 大正 七 年に は 四千 四百 人な りしに、 今や 一 萬 五 

千 三百 人を數 へ、 現 住 婦人 數に對 する 割合 は 了 七 ％ より 三. 八 ％ に增加 y 更 こ 其康 

金額^ 一  千 五百圓 より 一 萬 五百圓 に激增 せる に徵 すれば、 其發 達の 見るべき もの 

ある を 知る ので ある。 また 國 家に 軍事 救護、 地方に 犒軍 後援の 諸 機關存 する も、 救 

• 護. 慰藉 に 徹底す る こと 難き もの ぁリ とて、 大正 十三 年 三月 兵 * 縣下 在住 傷痍軍人 

弁に 遺家族の 自主的 相互 救濟、 慰藉 機關 として 基 木財產 一 萬 七 千圓を 以て 創設せ 

られ たる 兵庫縣 傷痍軍人 聯合 會は 事務所 を 羽 坂 通 三 丁目に 置きし が、 十一 月に ま 
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宣傳 等の 實修 に從 事せ しめ， こ。 而 して 3,n\f え 〜お，，  r 

/ 而 て昭禾 「/年度よ リは銃 一 上 生徒 を 中等 學校 

在學 生に 限る ことと なしし が 、本院 創立 來の收 容數， 八十 三人に 達し、 現在 十七 
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至 I 庳縣に 移管せられ 縣 立肓學 校と ず、 同時に 後援 會は專 ら救濟 事業に のみ 
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獨立 生活 を爲し 得る に 

祌 戶港內 外に 於け る 難破船 は 大正 年間 

依る もの を 合すれば 莫大の 損害 高に 上り 


至リ たる 者 六百餘 人を算 する。 

年々 平均 百 二十 五 隻に達 し、 之 に 火 

し が、 其 救護 施設と して は、 救助隊 及 
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港 救助 組 等 ありし が 充分なら す、 遂に 大正 十三 年 一 月に 至う 神戶 水上 署を 中心と 

して 祌戶 水難 救護 會 組織せられ、 二十 五噸の 救助船と 七 挺艢の 和船と を備 へ て、 救 

助に 從 ふこと となった。 昭和年間に 入リて 難破船 激減せ しも 尙年々 三十 《 を算 

し、 昭和 五 年 九月 觀艦式 を 記念す ベ く 水上 協會 組織 せられて、 託 兒所. 無料 診療所. 海 

上 警備 補助に 努めし も、 劃 一 的 事業 を 行 ふに 至らす、 こ 、に 於て 事業 を 統一 し 以て 

救助の 徹底 を 期す るが 爲め、 水上 協會の 事業の 一 部と 水難 救護 會とを 合併して 帝 

國水舅 救護 會祌戶 支部 を 設置 せんと し、 著 々準備 を 進めて ゐる。 

動鮮 融和 施 神戶巿 在住 朝鮮人の 救濟 と內鮮 人の 融和 促進 を 目的と して、 金 永 達の 大正 八 年 

に 創立せ る 鮮人勞 働 濟進會 は 同 十一 年 之 を 解散し、 縣巿の 後援 を 得て 新に 日鮮融 

和 準備 會を 脇濱町  一 丁目に 超し、 實費 宿泊. 無料 職業 紹介 及 內地語 夜間 講習 等 を 行 

ひ、 稍， 見るべき もの あるに 至った。 次いで 同 十四 年 三月 之 を 兵 庫 縣內鮮 協 會と改 

稱し、 更に 十月 財團 法人の 許可 を 得た うしが、 爾後 其 事務所 は 之 を 縣社會 課に 移し 

て 今に 至った。  < 

移民 保護 次に 移民 保護に 關 する 施設 を 記述す る。 蓋し 海外 移住 民の 保護 獎勵 施設 は國 

, 家の 重要 問題に して、 廣義に 於け る社會 事業 施設なる を 以てで ある。 始め 神戶市 
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は 移 殖民の 乘船 地た るの 故を以 て、 兵 庫 縣は旣 に 大正 九 年 十 一 海外 波航ぉ 講習 

. 所 を 下山 手 女子 靑年會 館內に 設置し、 同 十五 年に は 日伯 協會の 設立に 助成 を與へ 

た。 これ 今の 移住 敎養 所の 端 を 開きた る ものな りし が、 其 後 移 殖民に 關 する 施設 

の 愈 "緊要 事と なる に 至 る や、 偶， 昭 和 二 年 神戶市 は、 七 月 政府に 於て 神^ 港より 乘船 

する 伯剌西爾 移住 民の 收容所 を 設置 せんとす るの 議 ある を 知り て、 地 を 山 木通 三 

丁目に 卜 し、 其 敷地 一 千 坪 を 無償 を 以て 提供 し、 遂 に 同年 九月 二十 三 萬 七 千餘圓 を 

投じて 建築に 著 手す る ことと な ぇ翌三 年 二 月 竣功し、 こ 、に總 延坪 一 千 八十 坪、 鐡 

筋 混凝土 造 五 階 建の 建物に は、 一 室に 寢臺 十二 床 を 有する 收容室 五十 を備 へ、 九 百 

人 を 收容し 得る 國立 移民 收容 所の 設立 を 見る に 至った。 其 後 渡航者の 增加 著し 

き た め、 同 五 年 三月に 至り 本館に 接して 鐡筋 混凝土 四 階 建 (地 階 付) 延 建坪 四百 二十 

八 坪 を 有する 別館 を增 築し、 之 によりて 新に 三百 人の 收容カ を增加 し、 合計 一千 二 

百 人 を 收容し 得る に 至 り、 同 七 年 十一 月に は 官制 改正に 依り 名稱 をば 國立 移住 敎 

養 所と 改めし が、 其 創立 以来の 收容 移民 數は赏 に 一 萬 五 千 九 百 家族、 八 萬 三千 八 百 

人に 達する。 

神戶 協和 寮 然るに 木 所 入所 前の 撿 診に 依り 不幸に して 不合格と なる 移住 志望者 少 からす- 


- *g を 前にして 洵に 同情すべき もの あれ ば、 其救濟 施設 の 必要 痛感せられ、 大倉睦 

二 は 昭和 四 年 十月 敷地 三百 三十 二 坪、 延 建坪 三百 三十 一 坪、 寢室 四十 八 室 を 有し、 收 

容 定員 を 二百 五十人と する 神戶 協和 察 を 熊 內橋通 二 丁目に 創立した。 蓋し 最も 

時宜に 適せる ものな りし を 以て、 同 七 年 九月 以降 政府より 移住者に 對し 支度^ & 

金 を 交付す るに 至る や、 木 所の 利用者 亦激增 したれば、 同年 十月 旗 塚 通 六 丁目に 四 

百 坪の 地 を 得、 建物 百 五十 坪、 寢室 十三 室、 定員 百 五十人の 別館 を 建設して 之に i ク 

るに 至った。 かくて 同 八 年度 經費ー 萬 七 千 餘圓、 各方 面の 補助金 三千 圓、 保護 實人 

員 四千 二百 餘人 を算 せる を 見れば、 其賈獻 すると ころ 甚大なる を 知る ので ある。 

されば 兵 庫縣に 於ても 同 七 年 八月 海外 移住 組 八 口 を 設立して 企業 移民 渡航に 便宜 

を與 へ、 翌月に は 渡航者 支度 品 供給 委員 會を 組織し、 良質 廉 債の 支度 品 を 供給す る 

施設 を爲す 等、 保 護 獎勵に 遺憾な きを 期した ので あつ i 

II 災 大正 十二 年 九月 一 日 午前 十 一 時 五十八 分關東 地方に 未曾有の 大震災 あう、 被害 

頗る 甚大なる も、 通信 杜絶し、 詳報 容易に 得る 能 はす、 翌 二日 早嘵に 至リ 漸く 之 を 知 

る や、 祌戶巿 長. 助役 及市會 議員 等 多 數參廳 凝議の 結果、 卽日木 村社會 課長 及 村 上^ 

理 課長 をして、 震災 狀、 况 視察 を 兼ね 慰問せ しむべく 山城 丸に 便 乘出發 せしめた。 
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更ュ^ 日 緊急 市會を 召集し 天機 奉伺の 件 及 救恤金 十萬圓 支出の 件 を 可決せ しが、 

救援に 關し 市會を 召集す る こと 六 囘、 市 參事會 を 開く 四 囘に及 び、 縣 巿 共同 救援 船 

として 九月 二日 山城 丸、 同 三 日備後 丸、 同 四日 華 山 丸に 食糧 品 を 搭載して 出帆せ し 

めた。 木 市 は 救援 事務の 統一 連絡 を 保 ち、 救 援を速 かなら しめん 爲 め、 事 務章程 を 

設け、 事務 を 第一 部. 第二 部に 分ち、 市長 指揮の 下に 永 田 助役 を 第一 部長、 渡邊 助役 を 

第二部長と し、 第 一部 は總 務. 調 度. 寄 贈 金 取 扱 • 寄 贈 品 取 扱 .庶 務の五 係に 分 ち、 第 1 一 部 

は 直接 避難者 救護に 當る ことと して、 庶務、 設備、 突堤 及 神戶. 三 宮兩驛 出張所、 罹災者 

收容 所の 四 係に 分 ち、 關 係官 公署との 連絡 統一 を圖 つたので あった。 本 市 を 通じ 

ての 一 般 寄贈 金 は 三十 五 萬 七 千圓を 超 え、 衣 類. 食 料 品等 も 巨額に 達 し、 突 堤. 神 戶 驛 

及 三宮驛 出張所に て 取扱へ る 避難者 は 總計七 萬 三千 七 百 人に して 其 中 避難者 收 

容 所へ 收容 せる 者 六 千 人に 及んだ。 叉 市內六 百餘の 圑體は 寄贈 金品 を 蒐集 し、 神 

戶 市の 救援 出張 所 .收 容 所に 臨みて 直接 救護に 當る 等、 其 救援活動 も實 に目醒 しき 

ものが あった。 

市 社會課 の 最後に 祌戶 市社會 課の 行へ る 調査に つき 其 梗概 を錄 する。 元 來社會 事業 は汎 

農 調査 く 社 會の實 情 を 調査 し、 其 結果 を 基礎と して 研究 實 施す るに 非れば 到底 所期の 效 


果に 之を擧 くる こと 難き を 以て、 市社畲 課に は 特に 之に 關 する 調査 係員 を 常置し、 

隨時 諸般の 調査に 從事 せし め、 時 に は內務 省よ リの 命に よ リ、 社 會 課員 其 他 を 以て 

大規模なる 種々 の 調査 を 行ひ來 つた。 今 其 二三 を 記さん に、 先づ 大正 九 年 九月 財 

界變 調を來 し、 各種 工場の 休業 相次ぎ、 或は 操業の 短縮に よりて 職工の 解雇 せらる 

る もの 約 三千 四百 人に 及ぶ や、 初めて 歸梟 調査 を 行 ひしが、 之に 據れ ば、 當時是 等 失 

• 職 者に して 歸梟 せる 者、 神戶市 以西の 十七 縣に 於て 十月 末日 迄に 一 千 八 百 1 十.^ 

あ り、 就 中 香 川縣は 四百 三十 人、 兵 庫縣は 四百 人、 廣 島縣は 三百 七十 人を算 し、 以 て 祌 

戶 市に 於け る 勞働者 出身地の 一 班 を 窺 ひ 得る ものが あった。 次いで 大正 十二 年 

III 計實 五月 勅令 を 以て 勞働銃 計實地 調査 令發 布せられ、 十月 十日 現在に 依りて 調査す る 

ことと なる や、 木 調査が 木 邦 最初の 試みな リ しを以 て、 木 市に ぁリて も相當 準備 を 

進めた リし が、 震 災の爲 め 延期 せら れ、 同 十三 年 を 以て 實 施せら れ、 爾 後 昭和 二 年. 五 

年 入 年に 相 踵いで 行 はれた。 此 調査 は 原則として 勞働者 三十 人 以上 を 擁する ェ 

場と せ られ しが、 其 結果 によれば、 祌戶 市の 工場 數は 第一 囘には 二百 十一 なリ しも、 

第二 囘には 二百に 減じ、 第三 囘には 東部 三箇 町村 編入 も ありて 二百 十三に 增 加し、 

. 更に 第 四 囘には 二百 三十 三と なった。 勞働者 數の增 減 も 之と 揆をー にし、 四 萬 六 
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千 三百 人より 四 萬 三千 五 百 人に 減 じ、 再 び 四 萬 五 千 人に 增加 し、 更 に 四 萬 八 千 七 百 

人と なった。 

日 傭 勞働者 神戶 職業 補導 會の 大正 十四 年 三月 市立 職業 紹介 所と 提携 協力の 下に、 辨天濱 其 

調査 

他 二箇所 及 東西 兩勞働 紹介 所に 於て 勞働者 四百 人に 就きて 行 ひし 調査 も、 多 大 の 

資料 を 提供せ る ものにし て、 之 に據 れば是 等の 勞働 者の 九十  一 ％ は 其 生活費 一 圓 

五十 錢を 超え す、 ま た 其 前 職業に ありて 梟 業 最も 多く 百 一 人を算 せし は、 梟 村 疲弊 

による 都市 集中の 傾向 を 知る に 足る ものな りし が、 職 ェ. 商 業 • 船 員. 事 務員等 相 當 の 

經驗 者が 總數の 五十 ％ を 占む る を 知る を 得た る は 大いに 注目す ベ きもので あつ 

在^ 朝鮮人 た。 更に 同 十五 年 五月 在住 朝鮮人 有志 を 調査 指導員と して 行へ る 其 生活 狀況調 

調査 

査 も有效 な ものであった。 卽 ち祌戶 市に 於け る 朝 鮮人勞 働 者 は 大正 五 年に は 僅 

かに 百 二十 人に 過ぎ ざり し に、 其 後年 を遂 ひて 激增 し、 同 十四 年に は 二 千 四百 人に 

達し、 其 失業率 亦 年と 共 に增 加の 傾向 ありし に、 同 十. 五 年の 此 調査に て は 約 二 千 八 

百 人と な り、 其 中 林 田 方面 最も 多くして 一 千 四百 人を算 し、 七 百 四十 人の 葺合 地方 

之に 次ぎし が、 更 に 昭和 二 年 七月 重ねて 此調杳 一 を 行 ひ 其 改善 向上 を圖 り、 市 公民た 

るの 教養 を 施さん が爲 め、 市 內の 朝鮮 出身者に 敎導 委員 を囑託 し、 同 四 年 十一月 又 


之が 調査 を 行 ふところが あった。 

昭和 二 年 十二月 十四日 夜半よ リ翌嘵 に 亙う、 浮浪者に 就き 主として 職業. 失業 原 

因 及 失業 期間 等 を 調査 し、 爾 後每年 六月と 十二月との 二 囘に亙 リて之 を 行 ひ、 以 て 

今日に 及びし が、 浮浪者 數は當 初 百 五 人な りし に、 漸次 增 加して 昭和 八 年末に は 三 

百 九十 人に 達 し、 其 浮浪の 原因 は 過半 數 失業に 依る ものなる こと を 明かに し噚た 

のであった。 叉 少額 給料 生活 者授職 事業と して、 昭和 四 年 十二月 十日よう 翌年 三 

月末 日に 至る 間、 全 市 內の戶 別 訪問に 依リて 職業と 住宅との 調査 を實 施した るに、 

其 調査 世带 十四 萬 四千 五 百 二十 二 中、 自 營 商工業 最も 多くして 總數の 三十 二  ％ を 

占 め、 ェ 場勞働 者の 十八 ％、 俸 給 生活 者の 十六 ％ これに 次ぐ を 知リし が、 住 宅 はー戶 

借 は 總世带 の 八十 四 ％ を 占 め、 住 宅 を 所有す る 者 は 僅かに 八^?  二 過ぎなかった。 

尙社會 課の 行へ る 調査 は、 犯 罪. 醫療 機關ネ 衞 生地 區. 細 民. 家 庭 副業. 乳幼兒 死亡 .靜 船 

乘組員 及燐寸 女工 生活 狀 態の 調査 等 各方 面に 及び、 實 績を擧 ぐる に 資せる こと 尠 

少 ではなかった。 
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調査。 大正 十五 年神戶 市に 於け る 婦人 職業 調査。 大正 十五 年 神 戸市 失業 統計 調査 概況。 大正 

十三 年 及 同 十五 年 神 戶市內 の 細民に 關 する 調査。 大正 十五 年 日 慵勞働 者 失業 救濟 事業。 昭和 

二 年 在 神 半島 民族の 現狀。 昭和 九 年 浮浪者の 調査。 大正 十四 年 神 戸市に 於け る 日 慵勞働 者 問 

題。 大正 十三 年 乃至 昭和 八 年 祌戶巿 立 相談所 紀耍。 昭和 八 年神戶 市立 屯田 療養所 年報。 昭和 

七 年 兵 庫 縣立兒 童 硏究所 耍覽。 昭和 十一 年 兵 庫縣立 健康 相談所 槪耍。 昭和 十 年 神 戶巿内 公私 

社會 事業 施設 分布 圖。 昭和 四 年 移民 收容所 槪耍。 昭和 十 年 用 日本 都市 年鑑。 神 戶市內 公 私設 

社會 事業 圑體照 會囘答 書。 
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1^， 口 祌戶 市人 口 は 大正 八 年 六十 三 萬 四千 人な リ しが、 其後須 磨. 灘の ニ區を 合併して 

昭和 八 年の 推計 人口 は 八十 三 萬 六 千 人を算 し、 十 五 年 閒にー 丄ニ 倍に 達し たれ ば、 就 

學兒董 の 必然的 增加亦 想像す るに 餘りが ある。 此激增 する 就學兒 童の 普通教育 

と、 世態に 順應 せんが 爲め、 一 般 市民の 向上 進步を H 的と する 社會敎 育と を 如何に 

して 完全なら しむべき やの 問題 は、 大正 八 年 以降 十 五箇 年間の 木 市敎育 施設 計畫 

の 根幹 をな せりと い ふ も 過 言 ではない。 

學區 の廢止 明治 三十 五 年激增 する 就學兒 董に對 し、 窮餘の 一 策と して 二部教授 を 開始し、 全 

國に其 先鞭 を 著け たる 神戶市 も、 大 正 七 年に 至りて は 小學校 三十 九 校、 兒 童 數 六 萬 

八 千 七 百 人、 學級數 一 千 三百 十八 を數 へ、 其 中二 部 敎授を 施せる もの 實に五 百學級 

の 多き に 達した。 當時 小學校 を經營 せる 市內 各學區 は、 か、 る 就 學兒董 の 底止す 

るな き增 加に よりて 愈 t 財政 の 逼迫 を感 じ、 必 要なる 施設 をす ら缺 かしむ るに 至れ 

るの みなら す、 各 學區の 教育費の 差等 は、 重 大な るべ き敎育 施設 上の 相 逢 を して St 
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甚だしから しむる の 虞が あった。 此に 於て 市 は 根本的 改革 を爲 すに あら すん ば 

普通 敎育 振興の 實镜は 到底 之 を擧げ 難しと な し、 大 正 七 年 十月 遂に 學區 統一 の議 

を 決 し、 翌 八 年 三月 三十 一 日限り 學 區を廢 して 市に 統 一 し、 こ ゝ に 多年の 懸案 を 解 

決した のであった。 

小學 校新增 * 學區廢 止に 伴 ひ 大正 八 年 九月 十日の 市會は 二部 敎授 を廢 止す るの 目的 を以 

改築の 計畫 

て、 全市 各小學 校の 設備に 大 整理 を 加 へ、 且つ 特別 教室の 增設を も 計らん がた め、 同 

八 年度 以降 三 箇年を 期して 普通 敎室 四百 二十 九、 特 別敎室 六十 四の 補 充、 卽 ち 新 設 

十七 校、 增 改築 十四 校、 此經費 五 百 三十 七 萬 圓餘を 要する 大擴張 案 を 議， 決 し、 同 時 に 

其 財源と して 總額六 百 九十 五萬圓 餘 (後 六 百 七十 一 萬 餘圓に 修正 許可 せらる) の祌 

戶市敎 育 公債 を發 行す るに 決した。 然るに 時 恰も 物價 最高の 時代に 遭遇せ しと、 

試驗 的に 建築す ベ き鐡筋 混凝土 造 を木體 となせ るた め、 豫 定の 如く 工事 を 完成す 

るに 至ら す、 三 百 四十 九 萬 六 千圓を 投じ て、 左 表に 示す 如く 教室 三百 十八 を增 加す 

る を 得 て、 大 正 十 一 年度 を 以て 木 計畫に 一 段落 を吿 げた。 
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询此 期間 內に 於て 本擴張 事業の 外に、 大正 七 年度の 新設 增 改築 計 畫 によ リて新 

設 せる もの 四 校 あえ 何れも 尋常 小學 校に して、 此中八 雲 小 學校は 八 雲 通 三 丁 目、 菊 

ガ小學 校 は 夢 野 通  一 丁目、 御藏 小 學校は 一 番町四 丁目、 御崎 小 學校は 東 尻 池 村に 建 

築せられ、 同 九 年 四月より 一 齊に其 開校 を 見た。 叉增 改築せ る もの 十二 校、 其 中 同 

八 年に は 脇 濱.眞 野. 生 田 川. 長 樂. 大 開 女 子. 神 戶の六 尋常 小 學 校、 同 九 年に は 和 田. リ 池. 

遠矢. 荒 田の 四 尋常 小學 校、 同 十 年に は 橘. 楠の 二 尋常 小 學校相 踵いで 其 ェを竣 へ こ。 

然るに 敎 室の 不足 未だ 緩和 せらる 、 に 至ら ざ， o- しを以 て、 同 十 一 年 四月 應急 策と 

して 特別 敎室を 普通 敎 室に 變改 し、 かくて 漸く  ニ學年 以上の 二部教授 を廢 止す る 

を 得た。 叉 小 學校增 設に伴 ひ 豫て廢 校に 决 せし 西 野 尋常 小學校 は、 同 十二 年 三月 

に 至りて 之を廢 止した。 斯くて 同年 六月に 於け る 小 學校數 は 合計 四十 七と なり、 

普通 教室 千 百 四十 六 、待 別 教室 百 五十六 を數 へしが、 此 外に 同 九 年 四月 祌戶 市に 合 
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併せる 舊須磨 町に は 當時五 校 六十 一 敎室ぁ り、 同 十二 年 六月に は 其 校數に は增滅 

なかり しも 敎室は 七十 六敎 室と なった。 舊須磨 町の 五 校の 創立 年次 及 位 S は 左 

の 如くで ある。 

校  名  位  置  創立 年月 

須磨 尋常 高等 小學校  西 須磨字 上  一 丁 所  明治 三十 三年 五月 

東須磨 尋常 小學校  東 須磨字 長 池 西  同 三十 七 年 九月 

妙法 寺 尋常 小學校  妙法 寺 字 櫻卑地  同 二十 六 年 一月 

多 井畑 尋常 小學校  多 井畑 西 所  同 二十 五 年 十二月 

白 川 尋常 小學校  白 川 字 平 丁  同 六 年 十月 

一 |||| 置 義務教育 を 終へ て 更に 高等 小 學の敎 科 を 修めん とする 者 逐年 增加 する や、 市 は 

將來 各校に 普く 高等科 を 併置す るの 方針 を樹 て、 先づ 新に 大正 九 年 四月 生ぽ 川. 小 

野 柄. 陬 訪 山. 山 手 人 江 永 木. 遠 矢の 七小學 校に 修業年限 ニ箇 年の 高等 小 學の敎 科 を 

併 置 し、 次 いで 同 十 一 年 四月に は 野 崎. 荒 田. 長 樂. 御 蔵の 四小學 校に、 同 十二 年 四月に 

は 吾 妻. 長 狹 .橘. 神 樂の 四小學 校に、 同 十三 年 四月に は 脇 禪若 菜. 北 野. 明 親 • 道 場の 五 小 

學校 にも 併置し、 かくて 同年 末に は 高等科 併置 校 三十 一 に 達した。 


0^ 曩に 決定 實 施せる 三箇 年繼續 事業と しての 小 學校擴 張計畫 は、 物 價騰賁 其 他 諸 

張 叶畫 

種の 事情に 制せられて 所期の 目的 を 達し 得 ざり し を 以て、 大正 十二 年に は 又もや 

擴張計 畫を爲 さ, るべ からざる に 至 り、 同 年 十二月の 市會 には此 第二 期 擴張^ 日ば 

出せられ、 市 會は翌 十三 年 三月 之 を 修正 可決した。 木 案に 據れば 大正 十 一 年 四月 

末日の 全市 學齡兒 童數を 基準と して 增加 すべ き 兒童數 を 推計 し、 之 にめ 要なる 敎 

. 室 を 得ん とする にあ リ、 之 に 要する 經費を 二百 九 萬 五千圓 とな し、 大 正 十二 年度よ 

り 同 十四 年度に 至る 三箇 年間に 普通 敎室 四百 四十 七 を 新設し、 以て 全市 二 學年以 

上の 二部教授 を撤廢 し、 更 に 現在の 敎室を 改造 又は 新築して 得べ き 二百 七十 五の 

特別 教室の 一 部 を 利用して、 一 學 年の 二部教授 を 

も撤 廢ゼん とする もの にし て、 木 

計畫實 現の 嘵に は、 其 敎 室の 若干 を小學 校に 併設せ る 補習 學 校の 專用敎 室に も充 

當し 得べき 狀勢 にあった。 かくて 工事に 著 手せ る 木 事業に よりて 室內 尋常 小學 

、校 は 同 十四 年 九月に 至りて 長 田 村 字 室內に 新築 成リて 翌月 開校し、 宫 木通 二 丁目 

の宫木 尋常 小學 校、 連 池 町  一 丁目の 蓮 池 尋常 小 學校及 若松 町 七 丁目の 若松 尋常 高 

等小學 校の 三校 は 何れも 翌 十五 年 四月よ リ 開校 し、 鶫 越 町に 新設せ る鵪越 尋常 小 

學校は 昭和 三年 四月 開校し、 こ ゝに五 校の 新築 悉く 竣 つた。 增 改築 工事 も 大正 十 
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四 年 十一 月 東須磨 尋常 小學 校の 竣功せ るを始 

次いで 成 り、 斯 くして 得た る 敎室數 は 二百 三十 

高等 小學 校の 獨 立と 二部^ 

祌戶市 小 學校敎 育 上記 念 す ベ 

用 せんとす る の |哦 は 久しく 命 

置 校 を 尋常 及 高等 各 單 立 

り、 一 面に は 全市 男女 兒董 

出せられ 其 可决を 見た。 

らざ， し も、 遂 に 同年 四月 

全部 廢 止して、 八 寧 野 崎. 中 

等小學 校と を獨 立の 高等 

兵 庫 尋常 小 學 校、 大 開 尋 常 

開 第二 尋常 小學 校と 改稱 したれ 

八、 高 等 小學校 八を算 する に 至つ 

して 多き 年に は 四百 學級を 超 え、 最 近尙 二百 


室 

ゝ 

從 


あった 

れ、 遂 に 

育 內 容 

ひ、 通 學 

獨 立の 


o 
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大開 第一 
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こ o 


せられ- 


神 戶市小 

正 十五 年 

充實を 期 

域の 整理 

七校幷 

、同 寺 に 

尋 常 小 學 

學校 はこ 

て敎 室に 

學 級を數 
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し、 併 
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八 九 四 

田兩 尋常 小 學校も 相 

正 十五 年 (昭 和 元 年) は 

の敎室 を經濟 的に 使 

の巿 會に尋 常 • 高 等 饼 

せ て 教室の 整理 を圖 

行 せんとす る 議案 提 

市民の 間に 異論 尠か 

三 十 一 校の 高等科 を 

新設せ る 若松 尋常 高 

子 尋 常 高 等 小 學校は 

女子 尋常 小學 校は大 

りて 尋常 小學校 四十 


も 餘裕を 生 じ、 多 年の 懸 


へ し 二部教授 を 撤廢し 得た 


, る は 偉と すべきであった。 されば 幾 もな くして 小學 校の 一部 燒 失する もの 相次 

. ぎし も、 而も 翌ニ年 迄 二部教授 を廢 して 尙餘裕 あらしめ、 通 學區域 其お の 運 由に 衣 

ち長狹 高等 小學 校を廢 し、 同 二 年 四月よ リ同 建物 を 第三 神 港 商業 學校校 舍に充 つ 

る を 得た のであった。 

0^ 此の 如く 昭和 元年に はよ く  二部教授の 撤 廢を斷 行し 得た る も、 而も 翌 昭和 二 年 

計畫 に は 早く も絕 對的條 件た る 就學兒 量の 增 加に 加 ふるに、 校舍の 腐朽. 燒失 若しくは 

道路 問題 等に よる 移轉 等に 由リ、 神戶 市小學 教育界 は 叉 もや 多事な らんと する に 

至った。 されば 三度 大擴張 計畫を 樹立し、 同年 七月 巿會の 可、 决を經 しが、 之 こ遽れ 

ば 同 四 年度に 至る 三箇 年繼續 事業と して 駒ケ林 ，須 磨 方面に 小 學校各 一 校 を 新設 

し、 中宮. 道場. 湊川 • 小 野 柄. 大開 (S  ^  ^ 第 丫北野 • 摘. 須 磨の 八 校 及 清風 幼稚園 を 改築 

し、 長 田 校を增 築し、 御崎. 脇 濱ニ校 を移轉 改築 せんとす る ものにして、 之が 經費を 三 

. 百 六十 八 萬 八 千 四百 圓と 定めた のであった。 卽ち 之に よ^て 先づ 二葉 町 七 丁目  〕 

に 新設せ る 二葉 尋常 小 學校は 昭和 四 年 四月 開校し、 菊 池 町  一 丁目に 新設せられ レ 

菊 池 尋常 小 學校は 同 五 年 九月に 開校し、 翌六年 九月 之 を 板 宿 尋常 小學 校と 改稱し 

た 大開第 一 校 及 同 第二 校 を 改築す るに 當り て、 同 七 年 七月 限り 第二 校 を 褻して 
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第一 校に 合併 し、 校 名 も 單に大 開 尋常 小學 校と 改 め、 ま た 先に 决定 せる 增 改築 ェ？ - 

も 漸次 竣功 し、 其 也 隨時增 改築 せらる 、 もの も あり て、 年 を 遂ふ就 學兒董 の 激增に 


處 すると ころが あつ 


こ o 


昭和 四 年 四月 武庫 郡西灘 村. 西 鄕町及 六 甲 村 を祌戶 市に 編入す る や、 其 小 學敎育 

も 亦 自ら 木 市の 經營 管理に 歸 する に 至りし が、 當 時引繼 ぎた る 小 學校は 左の 如く 

であった。 尙西灘 第三 尋常 小學校 は西灘 村に て 建築し、 落 成と 同時に 市に 移管せ 

る ものである o 

位  置 

西 鄕町大 石 

西 • 灘 村 森 

丙 灘村稗 田.， 

西 灘村畑 原. 

ク." 六 甲 村 八幡 

此三箇 町村合併に 際し 三箇 町村の 希望 條件 中に 小學 校の 新設 及增 改築の 一 項 

も あ り、 叉 舊市內 の小學 校と 統一 を 計る の 必要 も ありて、 遂に 昭和 七 年 三月 限り 尋 


校  名 

西鄕 尋常 高等 小學校 

西灘第 一 尋常 高等 小學校 

西灘 第二 尋常 小學校 

丙灘 第三 尋常 小學校 

六 甲 尋常 高等 小學校 


明 治 三十 六 年 四 月 

同 十三 年 四月 

大正 十 年 四月 

昭和 四 年 四月 

明治 四十 年 四 H: 


常. 高等 饼置 校を廢 し、 四月よ リ西灘 第一. 西 鄕丄ハ 甲の 三 尋常 高等 小學 校の 校 名 をば 

灘. 西 鄕丄ハ 甲の 各 尋常 小學 校に 改め、 新に 單立 高等 小學 校と して 舊關 西學院 校舍を 

假 用して 灘 高等 小 學校を 開設し、 從來 尋常 小學 校たり し西灘 第二 は 稗 田、 同 第三 は 

摩耶と 夫々 改稱 した。 之と 同時に 舊關西 學院校 舍を假 用して 福 住 尋常 小 學校を 

開 設 し、 六 甲 尋常 小學校 木造 校 舍を假 用して 成德 尋常 小 學校を も 開校せ し が、 S 德 

小 學校は 五月に 至リ灘 八幡に 新築せ る校舍 竣成して 移轉 し、 次 いで 翌 八き 八月 福 

住 尋常 小 學校は 福 住 通 七 丁目に、 十二月 灘 高等 小 學校は 千 旦通ー 丁目に 夫々 新築 

成リて 移轉を 了し、 新 編入 町村の 希望 條件は 順次に 充 たされた のであった。 

0^. 曩に 昭和 六 年 十月 巿會の 議決 を經 たる 名 倉 尋常 小學校 は、 同 A 年 四月に 至リ房 

王 寺 町 四. 丁目に 新築 成リて 開校し、 十月 御崎 尋常 小學校 を改稱 せる 川 中 尋常 小學 

校 は、 十 一 月に 川 中 町の 新築 校舍 成りて 移轉 せし が、 和 田 尋常 小學校 は學校 設備の 

關係上 十月 限リ 之を廢 止した。 斯 くして 同 八 年末の 神 戶市ル 學校は 尋常 小學五 

十七 校、 高等 小學八 校と な つた。 而 して 二部教授 は 大正 十五 年 以降 學校校 舍の燒 

失に よる 臨時の 處置を 除け ば、 其 他 は 幸に して 廢 止せられ 来りし も、 遂に 昭和 八 年 

四月よ XN 叉 二百 三十 餘學 級の 二部教授 を復 する の餘 儀な きに 至った。 これ 1 ) 
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年々 多額の 經費を 投じて 校 舍の增 改築 を 行 ふ も、 而も 年 を逐へ る 就 學兒董 の激增 

こ i じ 得ざる に 由る ベ く、 當 時 最も 遺憾な りと せられた る も 遂に 如何と もす る 能 

は ざり しものに して、 昭和 八 年 三月 大擴張 を計畫 し、 市 會の 議决を 得た る も 實に之 

-い爲 であった。 之に 據れば 昭和 八 年度より 三箇 年繼續 事業と して 五 百 三十 八 萬 

九 千 五 百圓を 以て 上 筒井. 尻 池 • 若 松. 池 田. 南 部 林 田の 五 方面に 小 學校各 一 校 を、 須磨 

方面に 小 學校ニ 校 を 新設し、 若 荣. 川 池. 中 道 • 東 川 崎. 神 樂， 摩 耶 .橘. 菊 水 • 名 倉. 西 鄕. 成 德. 六 

. 甲 • 稗 田，遠 矢. 東 須 磨. 多 聞 ふ 野 柄 • 入 江. 野 崎. 灘 尋 常 .灘 高等の 二十 一 小學 校の 增 改築 を 

一 汀 ひ、 尙 之と 共に 生 田 川 尋常 小 學校を 同 八 年度 限リ廢 止せん とする ものであった ( 

鐵筋 混凝土  ；&戶 市の 小學 校饺舍 は從來 木造 二階建の 形式 を 採用し 來 りし が、 大 正 五 年お 降 

狡舍 の 建設 

物 價の驁 貴 甚だし く、 特 に 木材の 價袼に 著しき もの ある や、 木 造 校^に 比し 堅牢に 

して 耐火力 あ り、 且 つ 衛生的なる 洋館 建築 を 可とする の 議昂ま り、 先 づ同八 年 以降 

三 箇年繼 續擴張 工事に 屬 せる 須佐及 同 八 年 十一 月. に燒 失せる 雲 中の 兩 尋常 高等 

小學 校の 新築に 際し、 校 地の 節約 利用 を も 考慮して、 試みに 鐡筋 混凝土 三階 建校舍 

を 建設した るに、 その 成績 良好に して、 小學校 建築に 一 時期 を 劃した る は 注目す ベ 

き事歷 であった。 されば 爾後の 新築 及增 改築に 當 りて は 概ね 之に 倣 ふこと とな 


リ、 かくして 昭和 八 年末に は 全市 小學校 六十 五 校 中鐡筋 混凝土 校舍を 有する もの 

二十 二 校に 達 し、 木造 校舍 のみなる は 僅かに 十四 校に して、 他 は 何れも 兩者 を^ 用 

せる ものである。 尙 屋外 運動場 坪數は 大正 八 年の 二 萬 二 千 二百 八十 四 坪 は 昭和 

八 年 五 萬 二 千 百 二十 七 坪に 增加 せし が、 其 兒董ー 人 當坪數 は 却り て 二. 九 坪よ リ 〇• 

五坪に 激減せ る は 注意す ベ く、 尙 鐡筋 混凝土 校舍の 建設に 伴 ひ 屋上 及屋內 運動場 

の 設けら る 、もの 多 く、 昭 和 八 年に は是等 運動場 合計 六 千 九 百 八十 八 坪に 達せる 

は、 また 學校 校舍 建築 檨 式の 新しき 變 化と 謂 ふべき である。 

祌戶市 小 學校校 舍の增 減に 關 して は以 上述ぶ るが 如 けれども、 これ 固よう 就學 

麯| 就學兒 兒 童の 激增に 支配 せらる 、ところ なれ ば、 飜 つて 兒量數 に 就きて 之を觀 るに、 大正 

八 年 乃至 昭和 八 年の 十五 年間に 祌戶 市小學 校の 就 學兒董 數は六 萬 五 千 二百 人よ 

リ十萬 四千 八 百 人に 增加 し、 其 增加 割合 實に ー丄 ハー 倍に 達して ゐる。 此間 大正 九 

年の 須磨 町の 編 入、 昭 和 四 年の 東部 三箇 町村の 編入に よりて 各 其 年度の 兒董數 は 

激增を 示して ゐる。 今 之 を 表示 すれば 左の 如くで ある。 ， 
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各 は ひ 神！ n 市就學 兒董增 加の 趨勢 は此 表に よりて 明かに せらる 、が 之 を 市 R 八區に 

る ^ 學兒. fjal  F. 

數の增 減 就きて « るに、 祌戶. 湊 東の ニ 區は此 期間 內に 却り て滅少 し、 兵 庫.葺 合 二 區の增 加 亦 

遲々 たるに 反 し、 須 磨. 林 田 二 區の增 加 は 急激に して、 林 田區の 如き は 一 ー丄 ハ 倍に 達し、 

灘區も 編入 以後の 五 年間に 一. 五倍に 垂ん として ゐる。 これ 中央部の 人口 は旣に 

飽和 點に 達し、 家屋 は 漸次 大 建築物と なリ、 爲に 年々 減少し 若しくは 殆ど 增滅 なき 

に 反し、， 束西兩 部の 發展の 近年 特に 著しく、 人口の 增加顯 著なる に 因る ものにして、 

林 田. 葺 合. 灘 の三區 に 合計 十五 校 を 新設せ る も實に 之に 由る ものであった 

夜 學 校 祌戶 市民 中には 多 數の勞 働 者 を 有する のみなら す、 幼年 職工 を 使用す る 工場 多 

きに 鑑み、 旣に 明治 三十 六 年 市立 小學 校に 私立 夜 學校九 校 を 附設し 、義務教育 未了 

者に し て、 晝 間 就學し 得ざる 特別の 事情に ある 學齡兒 量 を收容 し、 三 箇年を 以て 義 

務敎育 を 終了せ しむる ことと なしし が、 大正 二 年 之 を 市營に 移し、 漸次 其 校 數を增 

加した ので あつ ヒ。 其 後 同 八 年に は 筒 井. 眞 野の 二 夜 學校を 新設して 合計 二十 一 


校 と し、 六 十八 學 級、 兒 董數ニ 千 四百 餘人 を收容 せし が、 是 等 夜 學校は 幼稚園に 附設 

せる 一 校 を 除けば 他 は 悉く 小學 校に 附設 せら れ、 當 該小學 校長 をして 夜學 校長 を 

兼任せ しむる ことと した。 次いで 大正 十 年 小 野 柄 夜 學校を 新設 し、 同 時に 夜學校 

規程 を 改正 し、 夜 學校敎 育の 精神 を 明示 し. 全 夜學 校に 涉 りて 主任 訓導 を 置 き、 敎 授 

訓練の 統 一 を圖 ぅ、 待 に 年齡の 長せ る 小學校 半途 返學 者の 爲に は、 修 業 年限 六 筒 月 

の 選 修科を も 設けし が、 此 年 學級數 七十 一 を 六十 八に 整理 し、 別 に 選 修科十 一 を 加 

へた。 其 後 同 十二 年に は 八 雲. 吾 妻. 御 蔵の 三 夜學校 を增設 したれ ば、 市 內の 夜學校 

合計 二十 五 校と な リ、 學 級數 八十 六、 兒 董數ニ 千 二百 人に 達し て、 實 に 同 八 年に 次ぐ 

の 兒董數 を 示した。 

I 學 校の 改 か、 る狀 勢に あう し 夜 學校も 漸次 深刻と なり 來れる 經濟界 不況の 影響 を 受け、 

著しく 市內の 職工 數を 減少 し、 加 之 小學校 生徒の 半途 返學を 容易に 許可せ ざる 等 

の. 理由に よ リ、 夜 學校 生徒 數 をば 漸減せ しむる に 至りし を 以て、 遂に 大正 十五 年 四 

月より 通學區 域の 最も 近距離なる 夜 學校は 之 を 合併 し、 從 來の 兼任 敎員 主義 を捨 

て 、 専任 を 原則として 內容の 改善 を圖 り、 且 つ 小 野 柄. 若 荣. 吾 妻. 荒 田. 明 親. 御 幸. 中 道. 

, 濱 山. 長 樂. 眞 野の 十夜學 校を廢 止せし が、 東 隣三箇 町村 編入に 伴 ひ、 昭 和 五 年に は两 
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灘 第二 尋常 小 學校內 に 西 灘夜學 校 を 附設した。 叉曩に 設けた る選修 科の 成績 は 

漸次 向上 し、 同 七 年 本科 兒董百 九十 餘 人に 對し九 百 三十 餘人 を算 する に 至りし 力 

元來 選^ 科の 實質は 補習教育な りし を以 て、 寧 ろ 實修學 校に 收容 する を適當 なり 

と 認め、 且つ 夜學 校本 來の 性質 趣意に 復歸 する を 可とし、 遂に 同 八 年 四月よ リ淸 風. 

西 野 入 零 御 蔵の 四夜學 校に のみ 選 修科を 存置し、 爾餘 の夜學 校に は 本科の み を 置 

■  くに 至った。 かくて 同年 十一 月 現在の 夜 學校は 十六 校に して、 木 科學級 十三、 兒董 

二百 餘人、 選修科 七學級 三百 五十 餘人 とな つた。 尙 大正 十一 年 木 市 在住の 朝鮮 出 

身 者 千 人 以上に 達せる を 機と し、 若菜 .眞 野の ニ夜學 校に 新に 其敎 育の ための 學級 

を 設けし に、 其 成績 良好な りし を以 て、 其 後 は 全夜學 校に 收容 する ことと なりし 力 

其 位置の 關係上 八 雲. 御藏 二 校に 多 數の入 學者を a たのであった。 

內$ 人の 私 私立 小 學校は 世の 不況に 伴 ひ經營 難を唧 つもの 多く、 成績の a るべき もの は 極 

めて 少ぃ。 明治 三十 五 年 創立せ る 須磨浦 尋常 小學. 校 は 大正 十 年 三月 敷地 を擴張 

し 施設の 充 實を圖 りしが、 大正 八 年 以降 昭和 八 年に 至る 卒業生 三百 六十 人 を 出せ 

るに 過ぎす、 昭和 四 年 四月 學校敎 育と 家庭教育と を 兼ねて、 須磨浦 こどもの 寮小學 

校の 設立 を 見 ヒるも 遂に 永續 する に 至らなかった。 林間 學校は 私立 敎育會 等が 


夏期に 一 時 的に 開催す るに 止まり 永續的 施設 を 見る に 至ら ざり しが、 遂に 市民 多 

年の 希望 實現 し、 昭 和 八 年 十 一 月財圑 法人 神戶區 敎育會 は 林間 學園 再度 山 尋常 小 

學校を 神戶港 地方 口 一  里 山に 設立す るの 認可 を受 け、 翌 九 年 四月よう 開校 し、 生 徒 

定 員 を 六十 人と し、 虛 弱兒董 を收容 し、 其 體 質の 改 善、 健 康の增 進を圖 ると 共に、 ト 學 

校の 敎科 課程 を 履修せ しむる ことと なりし が、 實 に 機宜 を 得た る 特筆す ベ き fe" 設 

であった。 神戶 市に は 在留 外人 多き 爲め是 等外 人の子 女を敎 育すべき 學校は 二 

三 に 止まら す、 中 にっきて 聖瑪利 亞女學 校 は 明治 二十 一 年佛 人に よりて 開か れ、 英 

語及佛 語の 二 科 を 設け、 大 正 二 年に は 加奈陀 學校 設けら れ、 普通科の 外に 高等科 を 

も 置き、 同 四 年 に は イング リツ シ ュ ：、、 ッシ ヨン. ボイス. スク ー ル 開かれ、 加奈陀 學^ 

と共に 何れも 英語 を 以て 敎育を 行 ひしが、 以上 三校の 昭和 八 年に 於け る 生 從は合 

計 四百 人であった。 居留 支那 人 は 他の 外人に 比し 多數 にして、 學校 また 多く 設け 

ら れ し が、 何 れ も經營 難に 陷 リ、 其 中神戶 同文 學校は 其歷史 最も 古く 明治 三十 三年 

開校し、 小學及 初等 中學の 二 科に 分 ち、 昭 和 六 年 四百 人の 生徒 を收容 せし が、 同 年 潇 

洲事 變勃發 する や、 有 力なる 支那 人の 歸國 相次 ぎ、 爲 に 同年 末^に 木^す るの 已む 

なきに 至った。 大正 三年 設立せられ たる 神戶華 强學校 は 昭和 三年 生徒 三百 人 を 
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九九 九九 九九 九九 
人 あ H  O  /\  i  i  二 

二 五六 ニニ 〇 九 五 

同 同 同 同 同同昭 

和 

八 七 六 五 四 三 二 

ィ' l~，  ^~V*  ノ、  I  -  ノ,  | ,  -^r*  ■AlZ  ノ, 重 ， 
rp.     •■  rp* 圍 rp.  rp> 


七 


8 
二人 


就學 率と 學 卽ち右 表に 見る が 如く 就學兒 董數は 逐年 增加 せる も、 其 就學 率に 至りて は 大正 


大正 八 年 乃 

至 昭和 八 年 

の^ 學 率の 

消長 
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超 え、 翌 四 年祌阪 中華 公學 と改稱 せし が、 今 ゃ市內 唯一 の 支那 人 教育 機關 とな り、 初 

等 科 及 高等科 ありて 同 八 年生 徒 百 五十人 を算 へて ゐる。 

斯の 如く 祌戶市 內の小 學敎育 は 逐年 整備の 域に 進みし が、 次に 大正 八 年より g 

和 八 年 迄の 市立 小學 校、 同夜 學 校本 科 弁に 私立 小學 校に 於け る就學 率の 消長 を觀 

んが爲 に 左表 を 掲げる。 


年 


次 


就學 兒董數 


學齡百 中， 

就 學步合 


年 


次 


就學兒 


學齢百 中 

就 學步合 


大正 八 年 

同 九 年 

同 十 年 

同 十一 年 

同 十二 年 

同 十三 年 

同 十四 年 

同 十五 年 


八 九、 〇 八 六 

八 九、 三 〇 八 

〇 一 、五 〇〇 

〇 三 、四 九 八 

〇 八、 四 六 九 

一 五、 一 七三 

一九、 一 一七 


九 子 五 二 

九 四 •〇 七 

九  一 • 八 七 

九 三 • 九 六 

九八丄 ニニ 

九 八 • 五 一 

九九 • 四 四 


七 八、 五 二 九 

七 九、 二八 三 

八 四、 六 八 九 

八 四、 七 七 九 

八 六、 一 四 八 

八 四、 八 七 五 

八 六、 五 二 五 


§^ 十 年. 昭和 元年. 同 四 年 を各轉 機と して 一 進 一 返し、 近年 漸く 大戰當 時の 就 學率を 僅 

かに 超えし に 過ぎ ざ. る を 知る 事が 出来る。 祌戶 市に て は 夙に 不就 學兒董 に關し 

て 帳簿 上の 整理 を 急ぐ と 同時に、 實 地に 家庭に つきて 就學 を督勵 し、 貧困 者に 對し 

て は 金品 を給與 する 等 努力の 見るべき ものが あった。 而 して 是等就 學獎勵 金 は 

大正 年間 は百圓 乃至 二百 圓に 過ぎ ざり しも、 昭和年間に 入りて より 激增し 、同乂 丰 

の 如き は 六 萬 六 千圓に 及び、 大正 八 年 以降の 獎勵金 を 通算 すれば 二十 萬 五 千 七 百 

圓に 達して ゐる。 尙 昭和 七 年 五月 十七 日學齡 兒董就 學獎勵 規程 を 制定して 其 遺 

憾な きを 期し、 更に 經濟界 の 甚だしき 不况 によりて 小學 校の 缺食兒 董を增 加せ し 

小學 校に 於て 學校 給食 を 開始 し、 同 八 年 五十二 校 

<5n ンこ o 

る 祌戶市 幼稚園 は、 從 來私營 なりし を 明治 三十 五 

と， 同 四十 五 年 創立せられ たる 楠との 三 幼稚園で 

園兒增 加の 爲め 新に 楠 町 八丁 目に 清風 幼稚園 を、 

開 設 し、 昭 和 四 年 東部 三箇 町村の 編入と 共に 西 鄕. 

た。 而 して 前者 は 大正 九 年舊西 鄕町大 石に、 後者 

九 〇 五 


め たれ ば、 遂 に 同年 七月より 全市 

に 於て 實 人員 一 千 二百 人に 之 を 

市立 幼稚園 大正 七 年 以前に 創立せられ た 

年 市に 移管した る祌 戶. 兵 車 二 園 

あった。 大正 十二 年 四月に 至り 

三番 町 二 丁目に 西 野 幼稚園 を 各 

西灘の 二 園 亦 木 市の 經營 に歸し 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  九 〇 六 

は 昭和 三年 舊西 灘村昧 泥に 設立せられ たる ものである。 是等 市立 幼稚園の 收容 

園 兒數は 大正 八 年 五 百 四十 人な りしが、 昭和 八 年 に は 一 千 七十 人と なった。 

私立 幼稚園 私立 幼稚園 は 明治 二十 二 年始め て 開設せ る頌榮 幼稚園 を 始めと し、 大正 七 年に 

は 十六 園に 及 び、 其 後 昭和 八 年に 至る 十 五箇 年間に 設立せ る もの は 左の 如く 二十 

四圃 にし て、 昭 和 八 年 現在 數三 十七 園を算 し、 園 兒ニ千 六 百 人 を 超 え、 祌 ^  * は 其 主 

要なる ものに 年々 補助金 を交附 して 之 を 助成し 來 つたので ある。 


き 立 年 ブラ 

大正 九 年 

同 十 年 

同 

同 十二 年 

同 十三 年 

同 十四 年 

同 十五 年 

同 


野 田 香 盛 


雲 

宵 

長 


M 


中 


鳥 

田 


所在地 

海運 町 四 丁目 

熊 內町四 丁 目 

飛 松 町 五丁目 

上 筒井 通 八丁 目 

磯馴 町 六 丁目 

千 守 町  一 丁 目 

蓮 宫通四 丁目 


行幸 町， 二  丁目 


S 立 年次 園 

昭和 二 年 聖ョ 


同 

同 


三 年 


湊 


名 

區 


き 下山 


四 年 


荅 

東須磨 

(愛 兒阖) 


所在地 

稻葉町 四 丁目 

腕 塚 町 六 丁目 

雪 御所 町 

畑 原 通 三 丁目 

會 下山 町  一 丁目 

菊 水 町 八丁 目 

岩  屋 

長 池 町 


實業 

育 


補習 學校规 

程の 大 改正 


大正 十五 年 龜 ケ 

同：. 六 

昭和 二 年 友 


同 

商工 

工業 者 

は當然 

のみな 

戰 進行 

りの 入 

小 野 柄 

. の 一 一 實 

大正 

を體し 

ち、 备 二 


甲 

上 


慈 

及 貿易 を其產 

の 子弟 叉 は 徒弟に 

な れ ば、 神 戶 市の 所 

ら す、 其 實 糗の顯 著 

中祌戶 市の 商工業 

學 希望者 甚だ 多 か 

小學 校に、 林 田實業 

業 辅習學 校、 神戶商 

九 年 十二月 補習 學 

、同 十 一 年度よ リこ 

箇 年の 學年 制に 依 


前 池 町  一 丁  S: 

山 田 町 三 丁目 

西 代 通 二  丁目 

片山町  一丁目 

の 主軸と なせる 神 


昭和 六 年 

同 


し 


田 IR 

さ IP 


な 

補 

る 


て、 適 切 

實業補 

る 夙に 

異常な 

しを以 

習學校 

補習 學 

視 程に 


力 i 舅漪 

木积を 


な 

て、 

を 


る 


眞 

と 


大改 

に 著 

中 心 


實業 

育 は 

に 冠 

展 は 

に大 

野 小 

共に 

正 を 

手 せ 

と し 


同 

戶市 

旣 に 

た る 

持に 

正 八 

學校 

合 計 

加 へ 

しが、 


と 

五 

之 


匕匕 

ム 02 


八 年 

治 二 

こ ろ 

崎丄ニ 

四 月 

付 ？ス 

EH. 1  一一 一 & 

校と 

る 、 


み 

て は _ 

を 修 

十九 

で あ 

菱兩 

新に 

し、 爲 

な つ 

や、 木 

れ ば 


ど h\ 

• 華 

ノ 戶 

• 小學校 

导 せ ，p 

年に 開 

つ た。 

造船所 

I  "口 實 

に從來 


市 も 亦 

よれ は 前 期 • 後 

は 尋常 小學 卒業 


岸 地 通 四 丁目 

中 山手 通 六 丁目 

原  田 

山 木通 五丁目 

を 卒業せ る 商 

とする 者 多き 

設 せられた る 

然る に 世界 大 

等 工業 方面よ 

業 補習 學校を 

の 湊川及 兵 庫 

此 改正の 趣旨 

期の 二期に 分 

生 を、 後 期に は 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


九 〇 八 


高等 小學 卒業生 

科 を も 附設 し、 滿 

を收容 する こと 

學カ ある 者に 對 

をも設 け、 更 に 從 

あった。 而し 

商工 實修學 校 

る 等、 神 戶市辅 

み、 大正 十二 年 

て須佐 商工 實 

つた。 然るに 

に は神戶 商業 實 

は 東須磨 商工 實 

の 第三 神 港 商業 

四 年 東部 三箇町 


を 入學せ 

十四 年以 


て 

生 


と 

し て 

來の 

從來 

改稱 

敎育 

よ h\ 

學校 

徒の 

ま 學 

ま 學 

學校 

村 を 


0^0 


X7 


は、 六 

敎員 

の 商 

し、 新 

に 一 

從來 

と 稱 

敎養 

校の 

校の 

及眞 


し め、 更 に 從 

上の 小學校 

本科 後期 及 

箇月 を 期間 

兼任 主義 を 

業 補習 學校 

に 前期の み 

時期 を 劃し 

須佐野 通に 

したれ ば、 實 

上 及 併設 小 

陬訪山 尋常 

若松 高等 小 

野 尋常 小 學 


來の學 科 

卒業生に 

一 般中 

として 

A てヽ 

をば 商 

の若荣 


等 

專 


こ o  tv^ 

す 多 


P 人す ると 北 (に 


開設せ 

修學校 

學 校の 

小學校 

學校 に、 

校に 夫 

同地 方 


湊 

移 


ん 


制に 依 

して 長 

學校卒 

另 ひ - 象 

任 を 原 

實 修 學 

山 • 東須 

に 市の 

車 實 

に 至 

等 の 

轉. せ 

三 年 

轉す 

設 の 


兵 


業 

科 


理 

西 


六 

あ 


箇月 を單 位と 


本科に 入 

幷に是 等 

專修 的に 

する こと 

改 め、 實 業 

三 商工 實 

西部に 特 

校の 分校 

合計 九 校 

に侬， ^て、 

始めと し、 

は 神 戶. 林 


する 專 ^ 

學し 得ざる 者 

と 同等 以上の 

授 くる 高等科 

に 改めた ので 

補習 學校 をば 

修學 校を設 く 

に 著しき に鑑 

を獨 立せ しめ 

を數 ふるに 至 

大正 十三 年度 

同 十五 年度に 

田兩實 彦學校 


る 等の 變遷 ありし も、 同 

正 十四 年西灘 

小學 校に 併設 


大正 十四 年西灘 第) 及西郎 


(^^あ B 鮮^ 鄉) の 一一 實修學 校も學 則 を神戶 市同檨 に變更 し、 前者 をして 商 H を實修 

せ し め、 後 者 は 商業の み の 實修學 校と した。 

然るに 其 後 時代の 推移に 伴 ひ神戶 市の 補習教育 にも 多々 改善 を 加 ふるの 耍ぁ 

改等 

リ しを以 て、 昭 和 八 年 四月に 至 リて學 科目 及各學 校の 設置 科目に 變更を 加 へ、 何れ 

も 商工 實修學 校と 稱す るに 至った。 卽ち 之に 據れば 商業 及 工業の 二 科の 前 W を 

置く 西 鄕， 若 荣. 湊 山の 三校、 商業 及 工業の 二 科の 前期と 商業 後期 を 置く 西灘. 神 戶.湊 

川. 兵 庫， 林 田の 五 校、 商 業 及 工業の 二 科の 前期 とヹ 業 後期 を 置く 葺 合. 須 佐. 若 松 の 三 

校と に 分た れ、 皆 何れも 専修 科 を 附設した のであった。 以上 祌戶 市の 辅習學 校に 

收容 せる 生徒 は 大正 九 年 四月 現在の 學級數 二百 二十 六、 生 徒 數ー萬 一千 七 百餘人 

は 量に 於て は 空前の 全盛 を 示した る ものな りし が、 其 後 次第に 滅少 し、 昭 和 七 年 十 

二月に は 三千 八百餘 人に 滅 少しで 學則 改正の 因を爲 し、 同 八 年 四月に は 二百 三學 

級 五 千 六百餘 人に 增 加した。 大正 八 年 十一月 大正 天皇 武庫 離宮に 行幸 あらせら 

る 、 や、 學 事 視察の 爲め 畏くも 侍 從を湊 川 實修學 校に 御 差遣 あ り、 叉 同 十一 年 十一 

月 湊 川. 兵 庫 • 神 戶の三 實修學 校の 成績 優良の 故を以 て、 ま た 昭和 五 年 十 一 月 兵車 實 

. 修學 校長 村 田 長 太郞の 靑年敎 育功勞 者と し て、 夫 々文部大臣より 選獎 せられた る 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  九 一 〇 

は、 本 市 補習教育の 發達顯 著なる を證 する ものであった C 

神戶^ 小學 小 學校敎 員 は 明治 四十 年の 學制 改正 以來木 科正敎 員. 尋 常 木 科正敎 員. 專 科正敎 

敎員數 

員 • 準 敎員及 代用教員に 分 たれて 今日に 及びし が、 大 正 八 年 八月の 祌戶 市立 小學校 

の敎 員總數 一 千 九十 九 人に して、 其 中 女子 は 二百 七十 人 を 占め 、本科 正 敎員九 百 七 

十一 人 、専科 正教員 百 七 人 、準教員 及 代用教員 二十 一 人な りし が、 昭 和 八 年 六月に は 

總數ニ 千 二百 十七 人に 達 し、 其 中 本科 正教員 一 千 九 百 四十 三人 、専科 正教員 百 六十 

八 人、 代用 敎員百 六 人に して、 女子 は 六 百 三十 七 人を算 して ゐる。 蓋し 此 十五 年間 

全敎 員の 增加 は約ヒ 倍に 過ぎざる に、 其 中 女子の 著しき 增加は 注目に 値する。 

小 » 液敎員 祌戶 市立 小 學校敎 員の 平均 給 は、 大正 八 年に は 本科 正敎 員三 十九 圓 十九 錢、 專 科 

の 待遇. 

正教員 四十 一 圓 十七 錢、 準. 代 用 教員 二十 九圓 五十二 錢なリ し が、 其 後 十 五箇 年間に 

於て 其 待遇の 最も 高められた りと 思惟 せらる 、大正 十四 年の 平均 給 を 見る に、 木 

科 正敎員 八十 一 圓 五十 七錢、 專科 正教員 八十 五圓 三十 九 錢、 準 • 代 用敎員 五十 五圓四 

十錢 となりし も、 昭 和 八 年に は 木 科 正教員 七十 四圓 五十 五 錢、 專 科 正教員 八十 圓四 

十八 錢 、代用教員 五十六 圓 とな つ た。 同じく 神戶市 小 學校敎 員 俸給 豫算總 額は大 

正 八 年に は 五十 四 萬 三千 圓 なりし に、 同 十四 年に は 百 六十 九 萬 四千 圓 とな リ、 更 に 


昭和 八 年に は 

不廉其 他の 理 

年 の 此 支給 高 


各 八圓 となし 

りて 遂に 之 を 

同 一 戶籍內 に 

ことと 定めた 

大正 八 年 二 

川 崎 芳太郞 よ 

を 以 て、 之 が 利 

三年 十月 之 を 

資金と なし. 之 

相互の 共濟を 

會を 設立す る 

千 二 百 人と な 
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二百 二十 八 萬 六 千圓に 

由 を 以て、 全國に 率先し 

は 市立 小學 校. 夜 學 校. 補 

も、 昭和 三 年 六 圓に減 


し 

月 

子 

を 


ゥ 

敎 


廢 した。 また 大正 九 

る 尋常 小 學校を 除く 

しが、 これ また 昭和 二 

松 方 幸 次郞ょ リ市內 

敎員 優待 墓 金と して 

は每 年ニ囘 市立 小學 

し此 利子と 會 員よ リ 

會 員 の 死 亡. 返 職丄巾 外 

る が 爲 め、 市 立 小學校 

至リし が、 其 會 員 數 は 

た。 尙兵 庫縣に 於て 

育 


達した。 嘗て 神 

て、 敎 員に 對 して 

習學 校. 技 藝女學 

額 し、 更 に 同 六 年 

年より 市立 學校 

神戶 市立 諸學校 

年度 很リ蠻 止 

小 學校敎 員 慰 

二十 五 萬圓合 

校敎 員に 分 與 

每月 俸給 額 百 

轉 任の 際 等の 

敎員を 以て 社團 

昭和 四 年度の 一 

も 同 三年 十 一 月 


せ 

安 


十 

11ー 一 a 


せ 

弔 


戶市は 明 

住宅 料 を 

校 • 幼 稚 園， 

よ リ四圓 

及 幼稚園 

在學 者の 

られ た。 

費と して 

三十 萬圓 

らる、 こ 

一 を 納付 

慰 金 及 

法人 神戶 

千 八 百 人 

縣下象 ぼ 


治 三十 四 年に 

支給せ し が、 大 

の 訓 導 • 保 姆 に 

に 減 じ、 同 八 

職 員 の 子女 

授業料 を 免 


年 


五 萬 圓、 同 九 年 

の 寄附 を 受け 

ととな りし も 

せし むる 會費 

勞 金に 充て 、 

市 小 學校敎 員 

ょリ同 八 年度 

職員 幷敎 育關 

九 一 一 


物價 

正 八 

月 額 

に 至 

し て 

す る 

二 月 

た る 

31 口 

と を 


共濟 

の 二 
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臨時 敎員養 

成 所の 設置 


市學務 委員 

と視學 


をき 員と する 

の 外 に、 會 員 に 

機關も 社會の 

敎員 養成 所 

年を遂 ひて 增 

き 優良 教員の 

き狀况 なりし 

員 養成 所 を 神 

人 を收容 する 

由を以 て、 此敎 

は內容 を充實 

年 三 月 の市會 

て 此 

度 限^' 閉鎖せ 

從來 神戶市 


こ o  ^1 

f  力 


社團 法人 兵庫縣 

研究 資金 及 子女 

情勢に 應 じて漸 

の存廢 問題 

加す る小學 

採用 補充 は 

に 鑑み、 小學 

P 尋 常 小 學 


至 つ こ。 


員 養成 所廢 

し、 素 質 を 向 

に 於 て、 敎 員 

教員 養成 所 

られ たので 

に は 市及學 


は 市 

校學 

兵 庫 

校擴 

校內 

然 る 

止 を 

上 せ 

補充 

は卒 

あ つ 

區 に 


敎 員 共濟會 設立 せら 

の敎育 資金 を 貸與す 

次 に i 


と 


擴大せ 

敎育 上の 重 

の增加 

學校 

相俟 

し 三 

一 年 

あ リ 

むれば 存 

に 苦痛 を感 

業 生 を 出す 


同 十 


し も わ 


こ 0- 


る 

伴 


卒 

せ 


て 

の 


る 

と 


こ と 


き 


の 

年 


の 


れ、 曩 

る こ 

至 つ 

件と 

員 の 

み を 

九 年 

成 し 

敎員 

_ ) ま 

あ り 

理由 

二 百 


九  一 二 

に 市 共 濟會の 行 へ る 

ととな す 等、 敎 a 員 の 


し 


見 る 

增 加 

以 て 

四 月 

て 中 

市 會 

と せ 

に よ 

四十 人 


充 

ら 


きであった • 

に 必然的に 

て は 到底 望 

に祌 P 市立 

學校 卒業生 

困難なら す 

問題と なり、 一 

れ し が、 遂 に 同 

て廢 止す る に 

にして、 大正 十 


0 


六 


と 


共濟 

始 め 

る ベ 

時 敎 

十七 

の 理 

部 に 

十三 

決し 

二 年 


委 員 を 設置せ し が、 大 正 八 年 三月 學區廢 止 を 機 


と し、 學 區の該 委員 も亦廢 止と 定まりし が、 市 學務 委員 條例は 大正 二 年 を 以て 改正 

を 加 へ、 之に よ リて名 譽職市 參事會 員 二 人、 市 會 議員 二 人 、市 公民 四 人、 市 立 小 學校敎 

員 二人、 合計 十 人 を 以て 組織す る ことと なった。 然るに 市制の 改正に 伴 ひ、 昭和 四 

年 二月 祌戶 市學務 委員 條 例を廢 して 新に 市學務 委員 規程 を 制定 し、 名 譽職 市參事 

會員 中よ リ 選任せ る を廢 し、 總 委員 數十人 は舊の 如かり し も、 市 會 議員 は增 員 し て 

四 人と して 今に 至った。 視學は 木 市 教育 上の 視察. 調査 弁に 指導 獎 勵を爲 し、 其 他 

敎 育に 關 する 事務に 從事 する ものにし て、 時 に增減 ある も 五 人 を 定員と なしし が、 

また 有識 經驗者 を 臨時 囑 託して 木市敎 育の 發達 を圖れ る視學 委員 は 、各 年度 豫算 

の 範圍內 にて 三 四 人の 囑託を 見た のであった。 

祌戶 市の 全國に 率先して、 從來 の囑託 校醫の 外に 神 戶區に 専任 學校醫 を 置きた 

る は、 旣に 明治 三十 六 年な リし が、 大 正 二 年に は 之 を 各 學區に 配置 し、 學 校醫 會の設 

立 を も 見た。 然るに 同 八年學 區を廢 止せる を以 て、 翌 九 年より 改めて 專任 學校醫 

四 人 を 置 き、 市 內 市 立， 諸 學校及 幼稚園 を 四 分し、 备受持 區域を 定めて 諸般の 醫務視 

察に 當 らしむ ると 共 に、 學 校 衞生上 適切なる 施設 を爲 さし め、 翌 十 年 更に 一 人を增 

員 し、 此 增員 せる 學校醫 をして 新設せ るト ラ ホ ー ム 治療 所に 於て 其豫防 治療に 從 

第 九 章敎育  九 一三 


神 戶市史 第二 辑 本 


市内の 中學 

校 


む 

よ 


る 


人 


の 採 


事せ し 

し、 之 に 

月 新に 

看護婦 

囑 託 良 子 

會叉は 

導上學 

め た。 

の 公布， 

齒科學 

醫 は 三 

して 二 

祌 戶市內 

第一 祌戶中 

りて 同 第三 


家 

叉 

あ. 

萬 


庭 

齒 


ことと 

て學校 

を 任命 

用 方 を 

は學校 

會 に 

帚 

科學 

し を 

會 を 

1  一一 fa  feli 

千 五 

の 中 

學校 

中 學 


) こ 


各說 下 

えて 同 十二 年 

醫 合計 七 人となりし が- 

し、 外に 囑託醫 五十 七  人 


慂し、 翌 

校 醫會を 組 

於て 雇傭せ 

會を 組織せ 

咬鬵に 謂し 


乇 

1  一一 

て 


と 


■ 木 市 


八 

學 


十 


し 

織 しぶ 

て 


し 

の 


人、 齒 

十 ヒ 

二 15  LJ 

中 最 

，同 四 

nu す 

5  f 


し 


も 

十 


四 年 市 

して 學齡 

專任學 校 

め、 每月 一 

は 昭和 六 

於ても 同 

生 の豫防 

摩 St  &三 


こ o 


惠 

兒 


古き は 明 

一年に ま 

雲 立 せら. 


年 

4 口 

る 


同 

年 


ま 卜 

十三 

市 看 

0 一 

の 身 

帚 ま 

合 し 

月 藤 

齒科 

に從 

人、 市 


ラ 

人 


同 

令 


• ーコ t. 


ホ 1, 


月 


を 

ム 。^" 

乇 

11  一一 一口 


査 

耍 

る 


十九 年の 創 

中學 校の 

あ り て、 昭 


ム 治療 

に 至，^ 

人 を 置 

ンこ o 

し f 

と其硏 

年 十 

な る 

て 學 

五十 

に 至 

九 人 


立に 

設立 を 

禾尸 年 


七 

と 


見 

三 


の 

人 


人 

し 


九 一 四 

爲め 二人 を 


Ad  -^^ 


-名 

と 

力 

P 


力 

の 


學 校 


當 

置 

-匕 

止 

之 


先 

さ- 

力 


大正 

ノ  •， 、- 

し UV 

其 銃 

に 便 

齒科 

囑託 

専任 


在の 兵 庫 

，大正 十 年 

定 員 は 何 


增 員 

し、 五 

專任 

九 年 

_敎 育 

1 旨 

せ し 

醫令 

醫は 

學校 

額 と 

縣立 

に 至 

れ も 


一千 二百 ゾ とせられて ゐる。 然るに 木 市の 如き 商工業 都市に 於て は晝間 就學し 

得ざる 者 多き に 鑑み、 昭和 三年 四月 第 一中 學校內 に 第一 祌戶 夜間 中學 講習 所 を、 變 

四 年 四月 第二 中 學校內 に 第二 神戶 夜間 中學 講習 所 を 創立して 之が 緩和 を 圖リ、 何 

れも 修業年限 は 五箇 年と して、 生徒 定員 二百 五十人と 定めしが、 同 八 年に 至 リニ 者 

共に 夜間 中學 校と 改稱 した。 是等縣 立 三中學 校の 外に 私立 中學 校と して 以文 學 

校と 兵 庫中學 校が あった。 前者 は 明治 三十 三年 永 澤町ー 丁目に 創立せられ しが、 

其 後 次第に 經營 困難と なう、 昭和 四 年 三月 限り 廢 止せられ た。 後者 は 大正 四年會 

下 山に 創立せられ、 其 後經營 一 時 困難に 陷 うたれ ど、 偶 t 市 內中學 校 數の少 きを R せ 

る 瀧川辨 三に よりて 同 七 年 一 月よ リ繼 承經營 せられ、 翌八年 八月 瀧 川中學 校と 改 

稱 し、 同 九 年 五月に は 寶田町 二  丁目の 新 校 舍成リ て 面目 全く  一  ^せらる 、 に 至つ 

た。 又 大正 十四 年 三月 太 田 保 太 郎等に よりて 設立せられ たる 私立 神 港中學 は、 幾 

もな くして 組織 を財團 法人と なし 、市立 第三 神 港 商業 學校 校舍の 一 部を假 用せ し 

力、 昭和 三年 四月 始めて 同 財 圑經營 の 下に 中學校 令に よる 神 港中學 校と なリ、 次い 

で 同 八 年 十二月 山 木通 四 丁目の 舊神戶 女學院 高等 女 學部校 舍を買 次して こ 、 に 

移轉 せし が、 木巿は 同校に 對し同 四 年度よ リ 助成金 を交附 する こと 合計 六 千 九 百 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  九 一六 

餘圓に 達した。 昭和 八 年に 於け る 以上 中學 校の 收容 生徒 數は縣 立中學 三校に て 

三千 五 百 八十 人、 夜間 中 學ニ校 三百 八十 人、 私立 中學ニ 校に て 一 千 六十 人 あり て、 其 

.  總數は 五 千 人を算 し、 大正 七 年に 比すれば 二倍に 達した。 

公立 高等 女 神 戶市內 に 於て 女子に 中等 普通 敎 育を授 くる 高等 女學 校の 數は 頗る 多 く、 其 S 

學校  I 

i に 至りても 見るべき ものが ある。 先 づ祌戶 市立 學校 にあり て は 明治 四十 五 年 

^；池 埋立地に 創立 せられし 第一 高等 女學校 あり、 大正 十二 年生 徒 定員 を 一 千 人に 

暂 加 し、 同 十五 年 補習 科を廢 し、 本 科の 修業年限 を 五 年に 改 め、 定 員 を 一 千 二百 人に 

暂 加し， こ。 之より 先 同 十一 年 四月 楠 町 五丁目の 市立 女子 技藝學 校を廢 し、 其 校 舍 

を假 用して 第二 高等 女 學校を 新設し、 修業年限 四 年の 本科 を 置き、 從來の 女子 技藝 

學校 生徒の 爲め 一 時 別科 を 設けし が、 翌 十二 年 八月 楠 町 六 丁目の 新校舍 成る や 之 

に移轉 し、 同 十三 年 四月 別科 を廢 して 木 科 .ffi 習 科の 二 科と し、 更 に 同 十五 年度より 

補習 科 を廢止 し、 本 科の 修業年限 を 五 年に、 生徒 定員. 二百 人を增 して 一 千 人に 改め 

た。 次に 兵 庫 縣立學 校 を 見る に 現在の 第一 高等 女學 校の 創立 は 明治 三十 四 年に 

し て、 大 正 十 一 年 定員 二百 人を增 して 一 千 人と な し、 更 に 同 十三 年 從來の 本科の 外 

に 修業年限 三年 定員 八十 人の 高等科 を も 併置せ し が、 翌 十四 年より 高等科 をニ箇 


年，， 短縮した。 次いで 同 十四 年 四月 木 校に 修業年限 五 年、 生徒 定員 七 百 五十人の 

縣立 第二 高等 女 學校を 附設せ しが、 同校 は 昭和 二 年 八月 房 王 寺 町 二  丁目の 新築 校 

舍 成りて 移轉 した。 叉 時勢の 耍 求に 伴 ひて、 縣立第 一 高等 女 學校內 に 夜間 女學校 

を 開設せ る は 昭和 四 年 四月な うしが、 此 夜間 女 學校は 修業年限 四 年、 生徒 數 二百 V 

と 定められ、 爲に校 舍狹隘 を 告げ、 其增築 工事 は 同 七 年 七月 竣功した。 以上 公立 女 

學 校の 昭和 八 年に 於け る收容 生徒 總數は 四千 二十 人に 達し、 此中縣 立 第一 高等 女 

學 校の 高等科 生徒 二十 人、 夜間 女學校 生徒 百 二十 人 を收容 して ゐる。 

T 內に 於け る 私立 高等 女 學校中 創立の 最も 古き 神戶女 學院は 基督 敎 主義に よ 

る 敎化を 的と して 明治 六 年 創立せられ、 大正 七 年 は Is 四 年の 專門？ 

年の 英語. 専修 科、 三年 乃至 七 年の 音樂 部、 五 年の 高等 女 學部を 置きし が、 同 八 年 専門 

部 を大學 部と 改稱 して 一 年の 豫 科と 三年の 大學 部と に 分ち、 同 十 一 年 英語 專彦科 

及豫 して 三年の 高等 部と し、 其 上に 三年の 大學部 S き、 次いで 同 十五 年 音 

樂 部の 修業年限 を 一 年 乃至 三年に 短縮した。 新ぐ て 木院は 昭和 八 年 四月 山 木通 

四 丁目より 武庫 郡 甲 東 村 岡 田 山に 新築 移轉 せし が、 同年の 生徒 數は 大學部 四十 六 

人 高等 部 百 七十 人、 音樂部 三十 九 人、 高等 女學部 四百 人であった。 明治 二十 五 年 創 
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女 立の 松 蔭 高等 女 學校も 基督教 主義に より 教育 を 施せし も 未だ 振 ふに 至らす、 大正 

四年彦 業 年限 五 年の 本科の みとして より 面目 大いに 改まり、 昭和 五 年 一 月に は靑 

谷 町 三 丁目に 校舍を 新築して 移轉 せし が、 同 八 年 現在 生徒 五 百 四十 人に して、 祌 P 

：ぃ は 大正 十二 年より 補助金 を 交附 して 之 を 助成し 來 つた。 

女 基督 敎 主義に 對 し佛敎 主義の 教育 を 標榜して 明治 二十 年に 刽立 せる ものに 親 

和 高等 女學 校が ある。 元來 同校 は 三 科に 分れし が、 補習 科 は 大正 九 年度 限り、 赏科 

ま 十四 年度 浪り 夫々 廢止 し、 ま た 同 九 年度より 四 年の 木 科 年限 を 五 年に 改 め、 昭 和 

六 年 四月 下山 手 通 七 丁目の 校 舍を取 毀 ち、 其 跡に 新に 校 舍を營 み、 翌 年 四月 こ、 に 

移りし が、 同 八 年の 收容 生徒 一 千 人を數 へ、 縣及 市の 之 を 補助す る こと 厚く、 大正 七 

立 年以來 十五 年間の 是等 補助金 約 十八 萬圓に 達した。 日 木精 華 高等 女 學校は 大正 

三年に 創立せられ、 四 年 制の 本科 を 設け、 同 十二 年に は 板 宿に 移轉 し、 同 十五 年に は 

生徒 數 四百 人 を 超えし が、 其經營 上に 紛議 を 生じ、 遂に 同年 九月 K り廢 校の 己むな 

きに 至った。 森 高等 女 學校は 大正 十二 年 四月 森 わさの 五宮 町に 開設せ る ものに 

し て、 修 業 年限 を四箇 年と し、 昭 和 八 年の 生徒 數 二百 九十 人と なった。 大正 十三 年 

四月 複村稔 等 四 人は會 下山 町  一 丁目なる 日 木精 華 高等 女學 校^ 校 舍を假 川して 


四 年 制の 神 戶 成德 高等 女 學校を 設立せ しが、 同 十五 年 四月 葺合 町柬 野の 新築 校舍 

に 移 ク、 昭 和 四 年 四月に は 修業年限 を 五 年に 延長し 同 八 年の 生徒 數八百 四十 人で 

あった。 大正 十五 年 四月 祌戶 山手 高等 女學 校の 修業年限 を 五 年、 生 徒 定員 を 七 百 

五十人と し、 祌 戶港 地方 口 一里山に 開かる、 あ り 、九 月に は 野 田 高等 女學 校の 四 年. 

制 と し、 先 の 日 木精 華 高等 女學 校の 生徒 を收容 して 連 池 小 學校內 假校舍 に 開設せ 

られ た。 野 田 高等 女 學校は 昭和 二 年 二月 海運 町 六 丁目に 新築 移轉 し、 同 六 年 修業 

年限 四 年 を 五 年に 改め、 生徒 定員 を 七 百 五十人に 改 め、 昭 和 二 年 以來縣 及 市より 多 

額の 補助金 を 受けて 今に 至った。 以上 市內に 於け る 六 私立 高等 女學 校の 生徒 合 

計 昭和 八 年に は 三千 八 百 人であった。  、 

I 立 商業 學 大正 二 年 創立せ る 市立 第 一 祌港 商業 學校は 同 五 年に 會 下山 町 三 丁目に 新築 移 

轉 せし が、 同 十 一 年に 至リ五 年の 本科と 一 年の 専修 科と を 置 き、 木 科の 定員 を 一 千 

人、 專 修科を 百 人に 增加 し、 之 に 由り て 同 十三 年 四月に は 前 年擴張 せる 校 地に 校舍 

一 楝を增 築して 之に 備 へた。 然る に 昭和 六 年に 至りて 入學 希望者 益- 增加 せる を 

以 て、 學 則 を 改めて 五箇 年の 木 科の みとな し、 定 員 を 一 千 三百 人に 改 め、 今 や 本邦に 

於け る有數 なる 實業學 校と な タ、 大 正 八 年 以降の 卒業生 合計 二 千 四百 人に 達した。 
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是 より 先 中等 實 

業 學校校 舍を正 
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驟立 商業 學 縣 立祌戶 商業 

校  ー  ： 

十九 年の 開校に 


九 二 〇 

年 四月 第一 祌港商 

とする 第二 神 港 商 

學 校を卒 へ、 若しく 

夜間 商業 學 校に 改 

祌港 商業 學 校長の 

。 尙 實業學 校入學 

T 校を假 用して 創立 

とする ものな りし 

： 長 狹小學 校 內に再 

。 其 間 新築 せらる 

• 月に 至り 地 を灘德 

一して 移轉 する に 至 

；百 人を算 した。 

j 最も 古くし て、 明治 

i は 大正 六 年末 燒失 


第二 輯 本 編 各說 下 

業 敎育を 受けん とする 者の 激增 に鑑 み、 大 正 十 

午より 使用して 本科 五箇 年、 生 徒 定員 を 五 百 人 

し が、 同 十四 年 四月 東京 市の 先 蹤に倣 ひ、 高 等 小 

力 を 有する 者^ 收容 し、 修 業 年限 を 四 年と する 

と な し、 昭 和 二 年 五月に 至リ 從來木 校長 は 第 一 

改 め、 専 任 校長 を 任命して 基礎の 確立に 努めた 

增加を 緩和すべく 大正 十二 年 四月 詉訪山 小 星 

業學校 は、 修業年限 を 五箇 年、 生徒 定數を 一 千 人 

には舊 女子 技 藝學校 校 舍に移 り、 同 十五 年 四月 

小學 校の 廢止後 は 其 校舍を 本校 校舍 となした 

容易に 實 現し 得 ざり し 本校 校 舍は、 昭和 五 年 十 

千 坪に 相して 新築の ェを 起し、 同 八 年 六月 竣功 

立 三 商業 學 校の 生徒 合計 昭和 八 年に は 二 千 六 

學校 は祌戶 市に 於け る 男子 實業學 校 中 其 創立 

か 、 り、 同 三十 三年 楠 町 七 丁目に 新築せ し校舍 


した ォば、 同 八年當 時の 市外、 今の 靑谷町 二  丁目に 新築 移轉 し、 同 十 年 二月 大いに 學 

. 則 を 改正し、 修業年限 五箇 年の 本科の みとし、 定員 を 一千 人に 增 加し、 次いで 昭和 三 

年ーガ 第一 祌 a 商業 學 校と 改稱 した。 然るに 其 後校舍 次第に 狭隘 を吿 げしが、 偶， 

縣 立祌戶 高等 商業 學 校の 市外 垂水 町に 創設せられ、 同校 隣接地に 垂水 町よ リ 敷地 

一 萬 坪の 寄附 申出 あう、 遂に 兩校相 提携して 縣下 商業 敎 育の 振興 を 期すべく こ 、 

に 新築す るに 決し、 昭和 七 年 四月 其 新築の 一 部 竣功して 移轉 せし が、 大正 八 年以來 

• ひ 卒業生 二 千 二百 人を數 へた。 昭和 三年 三月 第 一 祌戶 商業 學 校に 饼 置せ る 第二 

祌戶 商業 學校 は、 修業年限 を四箇 年、 生徒 定員 を 四百 人と する 夜間 學校 にして、 第 一 

商業 學 校の 垂水 町に 移轉 する や、 木 校 は 同 八 年 四月より 第. 一 祌戶中 學校內 に 移り、 

同年 在學生 二百 八十 人を算 した。 

I 立 商業 學 神月 巿內に 於て 私立 商業 學校 中古き 歷史を 有する は 育英 商業 學校 にして、 其 創 

立〜 日ク治 三十 二 年な りしが、 大正 四 年に 至リて 甲種 商業 學 校と なリ、 同 十二 年 池 長 

孟 の經營 すると ころと なり、 其 內容叉 大いに 充實 せられて 大井 通の 其 校 地 は 狭隘 

を吿 ぐるに 至り たれば、 西 代 柳 谷に 新 校舍を 建築し. 昭和 五 年 三月 之に 移轉 せし が、 

其 間 生徒 定員 も 次第に 增 加して 大正 七 年の 五 百 五十人 は 昭和 八 年に は 八 百 人と 

第九窣 敎 育 

九 二 一 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  九 ニニ 

なり、 大正 八 年 以降 一千 三百 五十人の 卒業生 を 出した。 明治 四十 四 年 武庫 郡 御影 

町に 創立の 報 德實業 學校は 大正 十一 年 甲種 程度と な り、 同 十三 年に 至り 報德 商^ 

學 校と 改稱 し、 昭 和 七 年 四月 縣立第 一 祌戶 商業 學 校の 舊校舍 を 譲り受けて 之に 移 

轉し、 定員 も 三百 人より 七 百 五十人に 增加 し、 新 設 の財團 法人 御蔭 報德會 の經煢 す 

. ると ころと なりし が、 大 正 八 年 以來の 卒業生 四百 九十 人であった。 

驟立 工業 學 工業 敎 育の； 1: 戶 市に 重要なる は 固より なれ ど、 而 も 中等 程度の 學校 として は縣 

校 

立. 私 立に 各 一校 を數 ふるに 過ぎぬ。 此縣立 工業 學校 は旣に 明治 三十 五年大 開通 

八丁 目に 創立 せられて 今に 及びし が、 其 間 大正 十 年 四月 從來の 高等 小學 卒業生 を 

收容し 修業年限 を 三箇 年と する 建 築. 機 械. 電 氣及應 用 化 學の四 科の 外に 新に 同じ 

く三箇 年の 土木 科 を 加 へ、 同 十五 年 五 科 何れも 修業年限 を 四 年と して 高等 小學 一 

學年 修了 者 を入學 せし め、 更 に 昭和 三年 三月 これ を 五 年に 延長して 常 小 學 卒業 

者 を 以てした。 生徒 定員 は 創立 當時 二百 人に 過ぎ ざり し が、 再 三增 加して 昭和 三 

年 五 科 合して 一 千 人と なして 今日に 至りし が、 大 正 八 年以來 卒業生 を 出す こと 二 

千 二百 人に 及んだ。 尙木 校に は 明治 四十 五 年 夜 學部を 附設し て、 現 に 工業に 從事 

し 叉 は 将來從 事 せんとす る 者に 必要なる 工業 敎育を 施し 來 りし が、 大 正 十 年 四月 


土木 科 を 加 へ て 從來の 二 箇年を 修業年限と なせし 建 築 • 機 械 ま 氣. 應 用化學 と共に 

五 科と し、 更に 昭和 七 年 四月に は 科目 制に よる 一 箇 年の 電氣ェ 業、 六 箇月の 護謨 ェ 

業の 二 科 を增設 し、 生徒 定員 を 六 百 人よ リ八百 人に 增 加し、 大正 七 年 夜 學部を 別科 

と 改 め、 更 に 同 十二 年 五月に は 之 を 専修 科と 改稱 せし が、 大 正 八 年 以来 二 千 二百 人 

の 卒業生 を 出した。 

I 野 工業 學 私立 學校 たる 村 野 工業 學校は 村 野 山人の 寄附に 係る 時價 六十 九 萬餘圓 の財產 

を 以て 組織せ る財團 法人に よ リ、 大 正 九. 年 十 一 月 長 田^ 藻 川 畔に六 千 坪の 地 を 得、 

神 戶村野 徒弟 學校を 創設せ るに 始ま リ、 翌 十 年 四月より 新 工業 學校 令に 據り； ^戶 

村 野 工業 學 校と 改稱 し、 修 業 年限 を 四 年と する 機械科 を 置 き、 別 に 夜 學の專 ^科 を 

設 け、 專 修科は 機 械. 電 氣のニ 科に 分ち 修業年限 を 二 年と 定めた。 次いで 同 十四 年 

三月 木 科の 機械科 修業年限 を 五箇 年に 延長し、 更に 昭和 三年 四月に は 専門知識 を 

習得せ しむる の 目的 を 以て 紡 糗. 電 氣の 二分 科 を 附設して、 第西學 年より 學習 せし 

むる ことと し、 同 五 年 四月 新に 三箇 年の 第二 木 科 を 併置 し、 第 一 本 科 に. 準 じ て 第. 二 

學 年より 分科 制 を 採用した。 かくて 生徒 定員 も 再三 增加 し、 昭 和 五 年 以来 は 一 千 

五十人と 定 め、 創 立以來 卒業生 を 出す こと 六 百 五十人に 達した。 
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市立 女子 商 

業學校 


移り、 此に學 ぶ もの 昭和 八 年に は 百 人に 達した。 叉 洋服の 一般化す るに 伴 ひ其專 

修を 目的と する 學 校の 設立 相次ぎし が、 神戶 洋服 學校 は旣に 大正 四 年上 S 通  一 丁 

目に 設立せられ、 次いで 同 十二 年に は神戶 洋服 專修學 校の 两代 御屋敷通に、 同 十五 

年に は淸 和洋 服學 校の 楠 町 八丁 目に 夫々 創立 を 見し が， 前者 は 昭和 ニ年廢 止せら 

れ、 後者 は 同 四 年 楠 町 二 丁目に 移轉 した。 理髮學 校と して は 明治 初年に 創められ 

たる 祌戶 理髮學 校の 外に、 昭和 三年 神 戶理髮 實修學 校の 會 下山 町  一 丁目に 開かる 

る ありて、 昭和 八 年に は 其 生徒 數 四百 人 を算 した。 尙 特殊なる 學校 として 基督 敎 

牧師 傳道 者の 養成 を 目的と し 明治 四十 一 年 創立せ る 神 戶神學 校 あう、 昭和 二 年に 

は大 阪神 學院と 合併して 中央 神學 校と 改稱 し、 生徒 定員 を 五十 五 人と した。 また 

女子の 傳 道 志望者の 訓育 を 目的と し 明治 四十 四 年 創立せ る祌戶 女子 祌學校 ま、 昭 

和 七 年 十月 武車郡 大社 村に 新築 移轉 する に 至った。 

產業上 婦女子の 占む る數 字の 年を遂 ひて 增加 せる は 統計の 證 する 所 こして、 特 

に神戶 市の 如き は 最も 顯 著なる 傾向に ある。 されば 巿內に 於ても 女子の 實業敎 

育 機關は 相次いで 設立せられ、 旣に 大正 六年祌 戶 市 は祌戶 商業 補習 學校 を假 用し 

て 女子 商業 學校を 創立し、 修業年限 三年の 木 科と 一 年の 専修 科と を 設け、 專修 科に 

第 九 章敎育  九 二  £ 


神戶 市^ 第二 輯 本 編 各說 下  九 二 六 

は タイプライタ ！商 業 .英 語. 簿 記. 珠 算. 商 業 實踐の 六 科 を 置きし が、 同 十 一 年に 至り 

て 木 科 をば 四 年に 延長して 愈， 其 特徵を 發 揮せ しむる ことと した。 然るに 翌 十二 

年 四月に 至りて 教室の 不足 を吿 げたれ ば、 長 狭小 學校內 に 分 敎室を 設けて 之 を 緩 

和せ し も、 か 、 る 姑息なる 方法 を 以てして は 到底 完全なる 女子 實業敎 育 を 施す 能 

はすと し、 曩 に 地 を 楠 町 六 丁目に 卜し 校舍 新築に 著 手 し、 同 年 八月 其 落成 を 見る や 

こ、 に移轉 し、 同 十四 年選修 科を廢 して 木 科の みとな しし が、 昭 和 八 年に は 生徒 五 

百 六十 人を算 し、 創 立以來 一千 四百 人の 卒業生 を 出した。 

市立 女子 技 祌戶 市立 女子 技 藝學校 は 明治 四十 五 年 楠 町 五丁目に 創立 さ れ、 大 正 十一 年 第二 

藝學校 

高等 女學 校の 新設に 伴 ひ 同年 三月 限り 廢 校と なしし も、 其 生徒 は 希望に より 試驗 

の 上 新設 學 校本 科に 收容 し、 從來の 課程 を 終へ ん とする 者 は 別科 を 設けて 之を收 

容 した。 叉 市立 葺合技 藝女學 校 は 明治 三十 六 年小學 校に 類す る 各種 學校 程度と 

して 生 田 川小學 校に 併置せ し が、 時 世の 要求と 女子. 職業 敎 育の 必要と に餒 へ、 大正 

十二 年 三月 之 を廢止 し、 四 月より は 新に 職業 學校 規程に 墓き て 組織 を變更 し、 同 小 

學校內 に葺合 女子 技 藝學校 を 創立 し、 修 業 年限 三 年、 生 徒 定員 百 五十人と 定 め、 同 十 

五 年 四月 八 雲 小 學校內 に移轉 し、 昭 和 八 年 四月 校 名 を 女子 技藝學 校と 改稱 せし が 


私立 女子 實 

業學 校と 神 

溜 女子 商業 

學校 


こ o 


§ 戶 ^等 家 

政 女學校 


神戶 女子高 


創立 以來 二百 六十 人の 卒業生 を 出し 

神 戶巿 に 於け る 女子 實業學 校に して 私の 着に 係る もの は 其數少 からす、 其 中 

祌港 女子 商 S5S 正 十二 年 四月 渡 I ー郞 等の 機上 通？ 目に 開ける 私 3 

を は 同 十四 年 四月に ず學校 設立の 認可 を 得て 祌 S 子 商事 學 校と 解し、 翌年 冲 

W 寺 通 三 丁冃に 新築 移轉 すると 司 時 こ 巷  -ぉ， i>  ？ ] 

H 〜布 绍 J 子 商科 學 校と 改め 更に 昭和 五 年 四 

月 實業學 校 令に ず 神 港 女子 商業 學 校と 改稱 せる ものにして、 昭， 年 一月 才" 

^組歸 とし、 十一月 生徒 貴 を 二百 人よ i ハ百 人に 增 加した。 神 S 等 家政 女 

學校は 明治 四十 一年 玉 田，； 等の 各種 學校 として 創立せ る 家政 女 f こ 淵 原し、 

大正 十 年 職 環 校規 程に 據る ことと な i に 昭和 三年 I 學校 令に 據る甲 響 

業 女學校 為し、 次いで 翌四年 三月 池 田 上 町に 新築 移轉 する や 名 5 ぶ 高 i 

政女學 校と 改めし が、 同 七 年 本科の 外に 専攻科 及 専修 科 を も 設置し、 同 八 年 こま 生 

徒數六 II を數 へた。 .K  mils 原 千代 子が 實業學 校に 準す る备 m 

产.？ 加 納町ニ  丁目に 設立せ る 神 S 子 高等 技 藝學校 は、 昭和 五 年 三月 其 一部 

は 分割せられ、 S 民 二に よき 別に i 學校令 職業 學校 規程に 據るさ 高等 支 

藝女學 校の 創設 せらる、 や、 木 校 は 上 筒井 通 四 丁目に 移轉し 、一 一箇年の 專修科 及 一 
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三 浦 產婆學 校 

百 十 人と な， Gs、 

女 學校は 生徒 


i 最も 多くして 大正 十一 年の 創立に かゝ う、 三年の 本科の 外に 研究科. 師範 科 を 置 

き、 是等四 校の 昭和 八 年の 生徒 は 三百 八十 人を數 へた。 尙 大正 六 年に は祌 戶美髮 

女學 校、 同 十三 年に は祌 戶美髮 九十 九學校 相次いで 創立せられ たる も、 何れも 中途 

にして 廢 絡した。 

M 盲 晒者 敎 聾 盲 啞者敎 育の 私設 機關 として は、 旣に 明治 三十 八 年 神戶訓 肓院の 創立 を 見し 

が、 同院は 大正 十二 年 二月に 至り 其 救 濟部を 祌戶肓 人後 援會、 敎育部 を祌戶 盲學校 

と 改め、 明治 四十 五 年の 設立に か、 る祌 目 人 技術 學校は 大正 十三 年 神 港 肓學校 

と改稱 した。 偶" 大正 十二 年 肓學校 令 及 聾啞學 校令發 せられ、 兵 庫縣に 於て は 同 十 

四 年 四月 祌 戶盲學 校と 祌港 肓學 校と を 合併して 野 崎 通 三 丁目に 新に 縣立 富學校 

を 設立す るに 至った。 木 校 は 初等 部 は 修業年限 六 年と し、 中等 部 は 六 年の 音樂科 

と 四 年の 普通科 及铖按 科に 分ち、 別科 を 四 年と し、 外に 研究科 及 選科 を 置き、 定 員 を 

二百 十八 人と なし、 昭和 六 年 四月 音 樂科を 四 年に、 別科 を 二 年に 短縮し、 翌七年 四月 

• 市外 垂水 町に 校舍と 寄宿 舍を 新築して 移轉 せし が、 大正 十四 年 以降の 各 科 卒業生 

總數は 三百 八十 六 人 を數 へた。 大正 四 年 創立の 神戶聾 啞學校 は 同 九 年 四月に 至 

. リニ 番町ニ  丁目に 新に 祌戶 盲啞學 校と して 生 れ 、直 部. 聾啞 部に 分ち、 同 十三 年 更に 
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- 名稱 を神戶 饕啞學 校に 復し. 六 年の 初等 部、 五 年の 中等 部、 二 年の 研究科 を 設け、 また 

二葉 町 八丁 目にある 祌戶铖 按學校 は 昭和 六 年 十月に 開校し 三年の 按摩 科、 四 年の 

铖灸科 を 置 き、 生 徒 定員 を 六十 人と して 今に 至った 

語學 敎 授 機 海港 都市た る 神戶」 一 巾に 古くより 語學 を敎授 する 機關の 多き は 敢て異 とせされ 

ど、 學 校の 性質 上永續 する もの 少く、 其 中 創立 古くして 而も 今尙 盛なる は 、ノ ル 乇 r 

英學院 及 基督 敎靑年 會經營 の 外 國語學 校 等 二三 を算 ふるに 過ぎぬ。 パ ル モア， リ 

學院は 明治 十九 年の 创立 にして、 北米 合 衆國南 メソヂ スト 宣教師 社 翻に よりて 經 

煢 され、 主として 實用 英語の 知識 を授 くる を 目的と し、 昭和 八 年に は 四百 ソリ生 も 

をぎ し、 英語 科の 修業年限 を 四 年、 タイプライタ ー 科及英 i 速記 科 各  一 ^として ヌ。 

る。 パルモア 女子 英學院 は 大正 十四 年中 山手 通 四 丁目に 開設せられ 三年の 英語 

科、 三年の 英語 商業 科、 各 一年の タイプライタ ー 科 及 速記 科 を 設け、 昭和 八 年に" 在 

學生百 八十 人 を 有して ゐる。 明治 三十 六 年祌戶 基督 敎靑年 會の创 立せ る 神戶ク 

J 唔 4 校 は 修業年限 四 年の 英語 科と 各 一 年の 獨逸語 及- 乂那 語 等 の敎授 に從し ゆ 

戶靑年 英學舍 また 明治 四十 二 年に 創立せられ て赏州 英語の 個人教授 をな しくり 

1 ョ 佛^ 學校は 大正 三年に 開かれ、 佛 語の 教授に 當 りしが、 規模 何れも 大で なし 


8^ 女子に， 敎授 i す を 目的と し、 昭和 七 年 四月 1西學 院校舍 の 一 部 を？ 

して 開校せ る財團 法人 神戶 女子 藥學專 門學校 は、 修業年限 木 科 を 四 年、^ £ 科 を 一 

, と し、 生 徒 定員 を 四百 八十， <- とせ ) が、 g  \  fe.  一  a, しり も P  , で .： Z  ！ 

- ノ 」 i し 力き/年 一 月 市^ 御影 町. 葡 報德 商業 學校校 

舍 に移轉 し、 創立 日 尙淺く 未だ 實糗 見る ベ きものな きも、 神戶 市に 於て 特色 ある 專 

p として 注意 せら.^. こので 5 つ こ。 

p， 高等 工業 敎育 機關の 久しぐ 2 市に 存 J  i 遺憾と して、 其 設置 を，す る 

5第」 高ま ましが、 政府：， 於ても 之 i めぽ 大正 八 年 5 ま 設立す る 

. 〜決した こ 、に 於て 同 九 年 其 創立 費 中に 祌戶市 は 五十 九 萬 六千餘 H  、兵 庫縣ま 

五十 萬 一 千 餘阆を 夫々 寄附す るに、 决し、 更に 翌年 一月 本 市 は 水 笠 通  一丁 闷のヒ お 

一 萬 坪 S 收費と 土  h 費と に 三十 萬 三千 餘固 I じ、？ 敷地と して 政府に 獻內 

ひ "ぐて 2 高等 工業 學校 はき 同. M  3 月より 村 野 工業 學 校の 一 部 を 

S して 開校し、 六月 新 校舍の  一 S 成して 之に 5 し、 同 十三 年 十月 こず 工事 

全ぐ 成リて 開校式 を舉 ぐる を 得、 多年の 目的 を 達した のであった。 創立 當初ま t 

業 年限 各 三箇 年と する 建築. 電氣及 機械の 三 科 を 置き、 昭和 四 年四ガ より 同じく 三 

箇 年の 土木 科 を 新設せ しが、 本校 創立 以來の 卒業生 は 建築 科 二百 九十 A 電氣科 三 
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百 五十 入、 機械科 三百 三十 人、 土木 科 七十 人を算 へ、 大いに 斯界に 貢獻 する に 至った。 

私立 祌戶ェ 尙晝間 就學し 得ざる 者に 對 し、 夜 間 高等なる 工業 敎 育を授 くる 機關 とし て、 大 正 十 

業 高等 專修 

學校  二 年 五月 神戶實 業協會 は、 神戶 高等 工業 學校內 に神戶 工業 高等 專修學 校 を 附設し 

た。 而 して 學科は 初め 修業年限 备 三箇 年の 建築. 電氣 • 機械 の 三 科 を 設け、 同 十 三 年 

五月 土木 科 を 加へ し が、 入 學 希望者 甚だ 多 かりし を 以て、 神 戶村野 工業 學 校の 一 部 

を も 借用して 敎授 し、 昭 和 八 年に は 六 百 四十 人の 生徒 を收容 する に 至った。 

W 鼓顯 ，1 官立 神戶 高等 商業 學校 は旣に 明治 三十 六 年 五月 授業 を 開始し、 修業年限 を 木 科 

の大學 昇格 三箇 年、 豫科ー 箇年 とせし が、 大正 八 年 兼 松 翁 記念 會の 寄附に 依り 商業 研究所 を附 

設し、 翌九 年末 二百 六十 餘 坪の 所謂 兼 松 記念館の 新築 成る や 之に 研究所 を 移し、 學 

理と實 際との 調和 を， 圖り來 つた。 是ょり 先 商業 大學の 必要 は 夙に 我國に 於ても 

認めら れ、 大 正 七 年大學 令の 改正 ある や、 早 くも 同 九 年に は 東京 商科 大學の 實現を 

見る あ り、 さ れば木 校に 於ても 大學 昇格の 準備 を 進め 政府に 陳情せ しのみ ならす 

祌戶市 も神戶 商業 會議 所と 共に 政府に 之が 昇格に つき 熱心に. 陳情す ると ころが 

あった。 かくて 同 十二 年 三月に 至 リ神戶 商業 大學 設立 豫算 一度 通過せ し も、 容 易 

に 其 實現を 見 す、 漸 く 昭和 四 年 四月 を 以て 開校 せらる、 に 至った。 曩に本 大學の 


敷地と して 野 崎 通 一 丁目なる 舊祌戶 高等 商業 學校校 地 を 以てして は 甚だ 狹隘 よ 

りとの 理由に より 移 轉の議 起る や、 祌戶市 は 舊神戶 高等 商業 學校 設立 當 時の 關係 

よりして 他く 迄 も 市內に 於て 移 轉地を 相す ベ きょう 希望 し、 爾 後移轉 地に 關 して 

紛糾 を 見た る も、 遂に 六 甲 赤松 城址 卽ち灘 高羽嘉 太夫 新田 及 八幡 中 新田に 亙る 高 

燥 地 三 萬 一 千 四百 坪に 決した る を 以て、 神戶市 は 敷地 購入 費と して 一 萬 五 千圓を 

寄附した。 かくて 敷地の 土工に 次いで 新築 工事 も 亦進涉 せし が、 昭和 八 年度 末に 

, は 未だ 移轉の 運びと ならなかった。 本 大學は 修業年限 を三箇 年と し、 昭和 六 年 十 

二月 木大學 卒業生の 爲に 研究科 を 附設し、 尙 昇格 當 時より 同 七 年 三月 迄 は舊， 戶 

高等 商業 學校 在學 生の 爲に商 學專門 部 を 存置せ しが、 大正 八 年 以降の 舊神戶 高等 

商業 學校 卒業生 は 三千 餘人、 創立 以来の 總數 は實に 四千 四百 七十 餘人 を算 し、 商業 

大學は 昭和 八 年度 迄に ニ囘 合計 三百 九十 一 人の 卒業生 を 出した。 

神戶 高等 商業 學校 昇格の 議の 大正 十二 年に 决 せらる、 や、 神 戶市會 を 始めと し 

の 倉 立に 一-  - 

各方 面より 專門訇 併置の 希望 盛な りし も、 遂に 其 實現を 見す して 祌戶 商業 大學の 

創立と なった。 此に 於て 兵庫縣 下に 專門學 校 程度の 商業 敎育 機關の 新設 を 熱望 

する 者 多く、 遂に 昭和 三年 十二月 二十 一日の 兵 庫 縣會に 於て 市外 垂水 町の 寄附に 
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係る 同町 高 丸 陸の 敷地 約 一 萬 八 千 坪、 縣立 第一 神戶 商業 學校 父兄 會及 同窓 會幷宇 

治 rr 電ぉ鐡 道ぎ 式會 社よりの 寄附 金 合計 五十 萬 圓を墓 金と して 縣立 祌戶 高等 商 

業學校 設置 案議决 せられ、 修業年限 を三箇 年と 定め、 新築 落成まで 縣立第 一 祌戶商 

. 業學 校の 設備の 一部 を假 用して 同 四 年 四月より 開校し、 更に 翌五年 四月 假校舍 と 

して 及； #• 急  一 了電鐡 株式 會 社より 關西學 院中學 部 跡の 建物 を 借 入れし が、 遂 に翌六 

年 四月 垂水 町の 新校舍 に移轉 し、 昭和 七 年 第一 囘 卒業生 百 四十 八 人 を 出した。 

私學と 市の 冲戶 市に 於け る 私立 學校は 大正 八 年 凡そ 四十 五 校な りし が、 昭 和ダ 年に^ 五十 

校を算 /  、前後 相 通じて 其 數には 大差な きも、 生徒 數は九 千 三百 人より 一 萬 五 千 八 

, . 百 人に 暂加 し、 其 規模 も 漸次 增大 せし が、 世界 大戰 後の 經濟界 の 不況に 處 して 其經 

.  營 にも 幾多の 困難 を 生す る もの あり、 祌戶市 は 其 中 成績 優良なる ものに 對 して は 

極力 助成 こ. 努め、 此 期間に 補助金 を交附 せる もの 十七 校 十四 萬 五 千 餘阆に 達し、 就 

中 育英 商業 學 校と 親和 高等 女學 校に 對 して は 合計 九 萬圓を 補助した 私立 .ぉ 稚 

園 も亦此 期間に 於て 十六 園 一 千 五 百 人より 三十 七 園 二 千 六 百 人に 激增 し、 市の 補 

& 十一 園 七 萬 七 千 圓を算 へしが、 昭和 八 年 四月 二十 八日 市 は 私立 學校 幼稚園 補助 

s ザ壬 を 制定し て、 益 々私 學の發 達に 資せん とすると ころがあった 


學 校外に 於て 兒董 生徒 を 保護 善導す る 機關の 設置 は、 久しく 教育者 間に 翹 望せ 

ら^し が、 昭 和 三年に 至り 其 機 漸く 熟 し、 近 藤英 也の 立案せ る祌戶 少 年 保 導 局 案 を 

基礎と し て、 全 市 公私 立 中等 學 校. 赏 修 學 校. 小 學 校の 夂：： 校長 愼議の 結 果ま こ 比 年 十 

一 月市內 九十 有 餘の學 校の 聯盟 成り、 こ 、 に 神 u; 保 導 聯盟の 成立 を 見、 翌四年  一 H 

. より $ 業 を 開始す るに 至った。 此 聯盟 は 校外 視察、 # 元 調査、 各學 校との 連絡、 保 導 

月報の 發行、 懇談 會及 講演 會 開催 等 を 主要な る 事業と し、， 務所を 祌戶市 教育 課內 

に 置く も、 一 時 多 聞小學 校内に 假設 し、 約 十 人の 職員 を 置きて 直接 校外 保 導の 銜に 

當 らしめ， 昭和 八 年 加入 學校百 三校と なり、 保 導 成績の 向上に 努力して ゐる。 

III 書 館 大正 五 年 祌戶市 有力者 間に 於て 卽位 大典 記念 圖. 書 館 建設 會組 織せられ、 一 般市 

民の 寄附 金に 市の 補助金 を 併せて、 十五 萬 三千 餘 W を 以て 大倉山 公園に 圖書館 を 

新築し、 之 を： 市に 寄附す るに、 决 したる を 以て、 同 九 年 十二月 建築 工事に 著 手し、 

翌十年 九月 祌戶 市會は 之が 寄附 採納 を可决 し、 同時に 祌戶市 は 其 規模に 應 する 施 

設費 として 六 萬 一 千 餘圓を 支出す る ことと なった。 かくて 工事の 略" 成る や、 同年 

十月 相 生 町の 齊 館より 移轉 し、 十一 月 十日 落成式 を 舉げ、 十二月に は 館外 貸 出 を、 同 

十一 年 三月に は 一 般閱覽 を 開始し、 其 間 新館 工事 も進埗 して 其 年 十月 建築 全く 其 
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功 を竣へ しが、 其 敷地 一 千 百 三十 餘坪、 延 建坪 六 百 七 坪、 此總 工事費 


圖書 館閱覽 

人員の 消長 


餘 を 要 

祌戶市 

り し が、 昭 

書 最も 多 

更に 之に 
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は 叉漸滅 

少の 原因 
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し t 

立 圖書館 
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く、 歷 史. 地 
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行 會 社 員 • 商 業從業 

位 を 占め て 二十 四 

十 ％ に 満た す、 唯 前 

年 政 治. 經 濟 書の 增 


の 備付 圖書は 大正 八 年 

は 和漢 書 六 萬 六 千 五 百 

誌. 政 治. 經 濟. 宗 敎. 哲 學. 敎 

る。 閲覽 人員 は舊館 及 

七十 六 人な りしが、 其 後 

年に は 六 百 九 人と なる 

不況の 一 般 人心 を 萎縮 

物 及 所謂 圓木等 廉價な 

が 如くで ある。 而 して 

員. 官 公 吏 .敎 育 家 等 之に 

% 乃至 四十  一 ％ に當乂 

者が 大正 末年より 次第 

加して 十 ％ を 超 ゆるに 


和漢 書 二 萬 三 

冊、 洋書 五 千 三 

育之に 次 ぎ、 藝 

移轉當 初の 數 

漸く 增 加の 跡 

に 至った。 惟 

せ し め、 延 き て 

る 書籍の 流行 

閱覽 人員 中等 

次 ぎ、 閲 覽圖書 

• 之に 次げる 歷 

に 減少せ るに 
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，數 學.醫 
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迎 りし 

に か 、 
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麦 者. H 斬 
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九 三 六 

二 十 萬 四千 三百 

.洋 書 二 千 t 册 な 

へ、 就中 文 *. 語 學 

學.產 業 等の ポ：： 籍 

措 き、 大 正 十二 年 

に、 昭和 三 年より 

る閲覽 人員の 滅 

も滅 返せし め、 加 

の 試驗制 K の改 

其 過半 を 占 め、 郯 

學書は 常に 第 一 

治. 經 濟書は 殆ど 

次增 加し、 特に 近 

象なる ベ く、 特 許 


局 諸 公報 • 商標 分類ぶ 等の 商工業者に 盛に 利 川 せらる ぐ に 至れる こと 叉 注目に 直 

する。 尙本圖 書 館附帶 事業と して 讀書 趣味の 普及 發 達と 會員 相互の 知識 交換 を 

目的と して 大正 五 年 創^せる 祌戶 讀書會 は、 其 後 漸く 發展 して 昭和 八 年の 會員は 

二百 七十 人を算 した。 

の 事 I 會 祌戶 敎 育の 補助 機 閥た る 私立 敎育會 は、 或 は 講演 會. 講 習會を 開催 し、 或 は敎育 

に關 する 調査 研 究. 敎 員 慰 勞. 敎 育 功勞者 表彰 を 行 ひ、 或は また 水泳 場. 林 間 學校を 開 

< 等、 銳 意 各般の 敎育 事業 を 畫策實 施し 来った。 中に も 其 最も 古き 祌戶區 敎育會 

は 明治 二十 二 年の 創立に して、 昭和 元年 十二月 其 組織 を財團 法人に 改 め、 其 ^業 曰 P 

も 見る ベ きもの あり、 同 八 年 十 一 月に は 大規模に して 完備せ る 林間 學園 再度 山尋 

.  常 小き 校 を 開設して 虛弱兒 董の敎 育に 從 事す るの 認可 を受 け、 翌 九 年 四月より 開 

. 校す るに 决せ しが、 同年に は 墓 木金 一 萬 圓に達 し、 會 員 九な. <  を算 へた。 湊 東區敎 

育會は 大正 八 年 十月 組織 を財團 法人と して 基礎 を 確立し、 今や 區敎 育會中 最も 大 

• 規模に して、 昭和 八 年に は 基 木金 五 萬 二 千圓に 達し、 會員四 干大を 超えた。 兵庳區 

i  日/あ 三十 五 年 前後 創立せ る 今 和敎育 會. 入 江 共 育 會. 道 場 敎育懇 談 會. 兵 車敎育 

- . 談話 會等 ありし が、 大正 末年 相次いで 廢 止せられ、 唯 明治 二十 五 年 創立の 兵 庫敎育 
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協會 のみ は 其發達 著し く、 昭 和 八 年 基 木金 三千 五 百 圓、 會 員 一千 百 人 を算 した。 湊 

區敎育 &は 明治 四十 五 年の 创 立に 係 り、 葺 合區敎 育會は 明治 二十 五 年に 創められ、 

昭和 八 年の 會員は 前者 八 百 人、 後 者 一千 百 人に 達せし が、 灘 區は 從來も 町村 に敎 

育會を 組織せ し が、 昭 和 四 年神戶 市に 編入 後、 之 を統 一 する の 必要 上 翌五年 四月 灘 

區 敎育會 創立 さ れ、 同 八 年に は 會員六 百 人と なった。 以上の 敎 育 會 が 敎 w  ^ 般 の 

事業に 從へ るに 對 し、 專 ら 夏季 體 育 施設に 努 め、 水 練 場 及 林間 學校を 開設せ る もの 

に 须 齊 聯 八 口 敎 育 會. 西 祌戶敎 育 協 會がぁ る。 須磨 聯合 敎育會 は從來 區內件 校區に 

敎育會 ありし を 不便と して 大正 十 年 四月 之 を 統一 せる ものにし て、 昭 和 八 年の 會 

員 一 千 七 百 人 を 有 し、 西 神戶敎 育 協會は 明治 二十 九 年の 創立に して 昭和 八 年 六^ 

人の 會員を 有して ゐる。 かくて 大正 八 年に 於け る區敎 育會は 凡そ 十 一 あ り、 會 員 

一 萬 百 人な りし が、 昭 和 八 年に は會數 八に 減せ しに 反し 會員は 一 萬 九 百 人に 堺加 

し、 之 が 經常費 も 一 萬 七 千 七百圓 より 四 萬 三千 九 百. 圓 に 膨脹せ る は 其發達 甚だ 堅 

實 なりと a るべ く、 市 及區に 於ても 之が 助成に 努 め、 年 々多額の 補助金 を 與 へ、 昭和 

八 年巿は 四千 八 百 圓、 區 は 一 萬 六 千圓を 支出した。 

I 鍵 育會の 學區別 を 超越せ る 教育的 團體 たる 祌戶巿 敎育會 は 明治 三十 七 年の 创立 にして 


或. ね 教育 映赛 を映寫 し、 或は 運動 諸 大會を 開催し、 或は 講演 會. 講習 會を開 き、 以 て 通 

. 俗敎 育の 發 達に 資し、 更に 小學 校の 建築 弁に 運動場に 關 する 調査、 敎材及 教員に 關 

する 調査 等 を 行 ひ 學校敎 育 上 常に 大いに 貢獻 し、 進 ん では 大正 十三 年の 交 之が 成 

果を發 炎すべく、 地理 彙報. 商業 及 簿記の 敎科書 を 出版し、 更に 同年 一 月より 會報 「更 

生」 を發 行し、 昭和 七 年 七月に は 「神 戶市敎 育」 と 改題した。 而 して 木 會會員 は 大正 八 

年に は 一 千 百 人に. し て、 經 常 費 も 四千 五 百圓に 過ぎ ざリし に、 昭 和 八 年に は會員 三 

千 人に 近く、 經常費 一 萬 二 千 三百 圓に 達し、 尙兵庳 縣敎育 會丄ハ 大都市 敎育 協議 會等 

, とも 聯携 して 益.. 其 發達を 期せし が、 木 市に 於ても 存年 一千 二百 圓 乃至 一千 六百圓 

を 《 助して 其 發達を 助成し 來 つた。 叉 保育に 關 する 研究. 講演. 講習 を 行 ひ、 保姆の 

養成に も 努力せ る 祌戶市 保育 會は 明治 三十 四 年の 創立に 係り、 昭和 八 年會員 二百 

十 人 を 有し、 經常費 一 千圓に 達し、 市 は 之に 對 しても 亦 四百 八十 圓を 補助す ると こ 

ろが あった。 

祌戶市 內の靑 年 刚の團 體數は 大正 九 年 六十 四、 加入 員 一 萬 三千 人 を算 し、 き來の 

陋習 を 打破し、 一 致 協力 和親 を 旨と して 風教の 改善 を圖 りしが、 而も 當おド に ま 

だ 之が 指 g 機關を 有せす、 ™ 體 相互の 連絡 提携 も 容易なら ざる 有^で あつ .i 然 
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九 四〇 

年團 員に 對し 優渥 

り、 靑 年團を 一丸と 

祌戶市 叉 其 切要な 

團 準則 一 度發 布せ 

一 の 機運 全く 成 る 

聯 合 靑 年 團 や 則 を 

らる、 や、 滿 場 一 

大倉山 公園に 舉 

同 十三 年 九月 兵 

て 敎 ，せ： 發達を 期 

ざ り し が、 昭 和 八 
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靑年」 


行 を 行 ひ、 或は 社會 奉仕 事業に 努力せ しめ、 以て 其 精神 敎 育に 力 を 注ぎ、 更に 體育方 

面に 關 しても 諸種の 運動 競技 會を 開催して 大いに 質實 剛健の 風 を 助成す るに 努 

力して ゐる。 市 は 之が 發達を 助成すべく 大正 十二 年度 以來 四千 圓 乃至 八 千圓の 

補助金 を交附 し、 其 總額 昭和 八 年に 至 リて六 萬 七 千 四百 圓に 達し i 

各區 靑年圑  匕り つ p  V-  ^ 1,1 J  re  . , -' 

聯盟の f よの 如く 驴合靑 年 》旣 に 成りて より 神 巾に 於け る 靑年團 の 結成 せらる、 も 

の S 次增 加す るに 伴 ひ、 其 統制 指導 上 各 區每の 聯盟 組織の 結成 は St 其 必要 を 見る 

に至リ しが、 大正 十二 年 三月 先 づ湊區 の 八 靑年團 により 湊區 聯合 靑年團 の 組織せ 

らる 、あり、 次いで 翌十 三年 二月 十六 圑體を 以てする 湊柬區 靑年團 聯盟の 成立 を 

見た かくて 同 十四 年 一月に は 七 團體を 以て 葺合區 聯盟 成り、 翌 二月に は キ戶區 

二十 三阛の 聯合 會 成り、 更に 六月に は 三十 團體 にて 湊西 區聯 盟、 七 月に は 林 ヨ^  二 

十二 團體、 須磨區 四 團體相 合して 一 の 聯盟 を 組織す る ありし が、 此林 田須磨 聯盟 は 

昭和 二 年 七月に 至う 其 活動 上 及 統一 上 分離 獨 立す るに 至った。 而 して 此年^ ョ 

市 聯合 靑年團 は 各 區に區 聯盟 を 設置す る ことと し、 旣設七 圑體は 之に ょリて 夫々 

區 聯盟と 稱し、 灘區は 昭和 五 年 九月に 至リ 十八 團體を 以て 聯盟 を 結成した。 W く 

, して 昭和 八 年各區 聯盟 加盟 團數 は灘區 十九、 葺合區 二十 二、 神戶區 三十 四、 湊束區 二 

第 九 章敎育  し 3, 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  九 四 二 

十 五、 湊 區 ヒ、 兵 ¥ 區五十 六、 林 田區 四十 一、 須磨區 十四と なり 合計 二百 十八 ffl を算ふ 

るに 至った。 尙曩に 昭和 五 年 十二月 兵車 縣は靑 年 訓練所 竝 男女 靑年團 獎勵規 お 

を 設け て 成績 優良なる 團體を 選獎 する ことと なりし が、 之 により 同 八 年 二月 木，.^ 

松 上 靑年團 は 施設 經營幷 修養の 成績 佳良の 故 を 以て 表彰 せられた。 

靑年 訓練所 祌 U1 市 靑年訓 凍 所 は 大正 十五 年 四月 公布の 靑年 訓練所 令 及靑年 訓練所 規稅に 

に きき 

衣り 同年 六月 市會の 協賛 を 經て葺 會祌 戶. 兵 庫. 須 佐. 林 田. 若 荣. 湊 山. 若 松の 八赏修 巧 

校及湊 川. 妙 法 寺. 多 井畑. 白 川の 四小學 校に 之 を 附設し、 尙神 樂小學 校に 林 田 分 所 を 

. 設 くる ことと なリ、 七月 一日 一 齊に開 所した C 抑" 訓練所 を 設立せ る 趣旨 は 、青年の 

心身 を緞鍊 して 國民 たるの 資質 を 向上 せんとす る ものにし て、 修 身 及 公民 科. 敎 ^. 

普通 學科. 職業 科 を 訓練 項目と し、 其 期間 を四箇 年、 每週 夜間 二 囘出 所せ しめ、 時限 を 

•  各 三時 間と 定められた。 其 後 同年 十月に 至り 湊川 訓練所 は湊川 商工 實修， 校に 

移轉 し、 翌 昭和 二 年 一 月 便宜上 室內人 江. 須磨の 三 小學 校に 旣設 訓練所の 各 分 所 を 

設 け、 更 に 四月に は 夫々 之を獨 立せ しむる と共に 林 田 分 所 は 之を廢 止して 整理 統 

一 を圖 ると ころがあった。 越えて 昭和 四 年 四月 東部 三箇 町村 を 本.； 巾に 編入す る 

や、 西 鄕 (西 鄕 小 學 校 內). 西 灘第 一 (灘 小學 校 內). 同 第二  (稗 田 小 學 校內 H ハ 甲 (六 甲 小 學 校內) 
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所 に、 同 八 年 六月に は 鏠淵紡 镜兵庫 工場 に、 更 に 同年 十一 H: に は 全 購聯ゴ ム靴 工場 

第二 工場に^ 訓練所の 開設 を 見た C 中に 就きて 神戶 製鋼所 訓練所 は 成績 優臾の 

故 を 以て 昭和 五 年ニガ 文部省 及 兵庫縣 より-選 獎 せられたり しに、 更に また 翌六年 

二月 小 泉 工場 訓練所の 縣 より 表彰せられ たる は、 私立 訓練所と して 大いにお を 吐 

ける ものであった。 

少 年 團 世界 大戰後 我國に 少年 赤十字 團 組織の 議 超 る や、 日 木 赤十字社 兵庫縣 支部 は大 

正 十二 年 全國に 率先して 少年 赤十字 圑 設立に 著 手し、 祌戶 市の 小學 校に も 相次い 

で 組織 を 見、 同 十四 年 九月 巿內 の團體 中二 十一 團は 別に 少年 團 日本 聯盟 祌戶 地方 

聯盟 を 組織せ し が、 昭 和 四 年 六月に 至 り、 祌 戶 地方 聯盟に 加盟せ ざる 三十 1： 1E 體相 

集りて 祌戶市 聯合 少年 M を 組織す るに 至った。 か、 る 少年 圑の 不統一 は 圓滿な 

る 發達を 阻害す る こと 多き を以 て、 文 部 省の 指示に 依り 兵 庫縣は 昭和 八 年 三リ小 

學校兒 董幷に 中等 學校 低學 年生 徒 をして 學校 少年 團 なる もの を 組織せ しむる こ 

ととせ し も、 未 だ 普及す る に 至ら す、 同 年末に は 十三 團體 を算 ふるに 過ぎ ざり しが _ 

同年の 少年 團總數 は 四十 一一 、團員 四千 四百 人を數 へた。 

處女會 の 成 久しく 靑年 女子の 修養 機關 なき を 遺憾と せ る祌戶 市 は、 大正 十五 年 十 一月 政府 


乾 i の 女子 靑年 圑體 振興に 關 する 訓令 を發 せし！ とし、 翌 昭和 二 年 各 小學校 を： 

として 其 設立 を獎勵 せし に、 同年 末に は 脇濱. 濱 山. 遠 矢. 菊 水. 道 場. 御 崎. 水 木；ョ リ妙 去 

富 陽の 十 處女會 の 創立 I るに 7、 爾後 新設 せらる よの 相 f  、同 三年， 

は 二十 六阒 に 達し、 遂に 其 聯絡 統一の た め變四 年 一月 十二 日に は 聯合 團の S 式 

を擧 ぐる を 得た。 殳中須 佐 處女會 の 如き は 同 五 年 十 一 月 I の 施設 經營 宜しき 

に 適 ひ成糗 見るべき もの あり」 として 文部省よ リ選獎 せられた る は 特筆すべく、 更 

に 同 七 年 二月 灘處 女會 も成糗 優良の 故 を 以て 兵車 縣ょ > 表彰せ らる、 に 至りし 

力、 同 八 年の 聯合 處女會 加盟 會數 三十 九、 會員數 三千 三百 人 を算し こ。 

屋 婦人 會は 世界 大戰後 設立 を 見る に 至れる も、 其經營 方針 弁に 施設 區々 こして、 嚮 

ふべき 處 甚だ 不明瞭な リしを 以て、 市 は 之が 指 ff す、 一 般 婦人き て 敎育こ 

關 する 理解 を 深め、 同時に 母性と しての 修養 向上に 資せし むる を 目的と して 、わ 暴 

校爆區 2 に會を 組織せ」 め、 母 S 又 は單 に 婦人 會と稱 し f しが、 禹 4 ふ 五 

年 十二月 文部省 は 家庭教育 振興に 關 する 訓令 を發 する ぁリ、 木 市に 於ても も，^ 

會 相互の 聯絡 提携 を 圖リて 其 發達を 助成す る爲 め、 同 六 年 二月 巿內 三十 七の 婦」 

會を 糾合して 5 市 聯合 母の 會を 組織せ しめしが、 同 八 年に は 之が 加盟 會數 四十 
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. ： 二、 會員數 一 萬 六 千 人に 達する の 盛況 を 見る に 至った。 

労務者 敎育 神 戶巿の 如き 貿易 商工 を 主と せる 大都市に ありて は、 其從 業者の 敎育も 亦忽諸 

に附 すべ からざる 問題 なれば、 旣に 祌戶朮 は從來 より 講演 會. 講習 會等を 開催して 

• 其 補導に 努めし も、 更に 之が 徹底 を圖 るべ く、 昭和 五 年 二月に 至り、 先 づ 兵 庳縣は 文 

部 省と 共同 主催に て 一 箇月 間須佐 實修學 校に 勞務者 ffi 導 學級を 開設した 蓋し 

其 目的と すると ころ 靑年及 成人 男女の 優秀 勞務 者に 對し、 一 般的敎 養 弁に 訓練 を 

與へ、 是等 中堅 人物 を 通じて 一 般勞務 者の 教養 を 高めん とする にあった。 次いで 

中 ョ市も 文部省の 補助 を 得て、 同年 十二月より 翌六年 三月 迄须佐 實修學 校に て 男 

女 各 五十人 を 定員と し 、毎週 夜間 ニ囘宛 開講し 、毎年 之に 倣 ひて 今に 及びし が、 其 成 

^甚 1 こ 見る ベ きもの ありと せられて ゐる 

市民 雲 場 今上天皇 陛下の 御大 ft 記念 事業と して 昭和 三年 十二月の 神 戶市會 は^ 民 運 励 

場の 設置 を 議決した。 蓋し 從來 祌戶 市に は適當 なる 運動場 を缺 きた わ は、 都ガ計 

畫 部に 於て 之が 計畫 立案 を 爲し來 りしが、 偶 ，御大 ft に會 して 綜合 運動場の 出現 を 

見ん とする に 至った のであった。 かくて 同 六 年 七月より 連 池 約 一 萬 七 千 坪の^ 

立 こ 著 手し、 總 工費 二十 萬 一 千 八 百圓を 投じて 翌年 三月 竣功す る や、 四月 天長節の 


佳辰 を 卜して 開場 式を擧 行した。 此 市民運動 場の 野球場 は 約 四千 二百 坪、 スタン 

ドには 一 萬 四千 人 を收容 し、 陸上競技 場 は 一 周 四百 米の トラ ッ ク、 面積 三千 六百餘 

坪の フィル ドを 有して 一 萬 四千 人 を收容 し、 水泳 場 は 競泳 用 五十 米、 跳 込 用 二十 五 

米の ニプ ー ルに 分れ、 庭球 場 は スタンド を 附設せ る 試合 用コ— ト 一箇の 外に 三箇 

の 練習 用 コ 1- トを有 し、 巿 民の 之 を 利用す る もの 漸次 增 加の 傾向に ある ま ョ取 も 喜 

ぶべ きで ある C 

引用 書目 

ブ正八 年 乃至 昭和 八 年 神 戸市 統計 書。 同上 神戶市 事務 報告 及財產 表。 大正 八 年度 乃至 昭和 八 

年度 祌戶 市會成 議錄。 同上 神 戶巿會 速記 錄。 神 戸市 例規 類 集。 神戶市 公報。 大正 八き 乃至" n 

和 八 年 神 戶市學 事 提耍。 大正 八 年 乃至 昭和 八 年 兵庫縣 統計 書。. 昭和 五 年 乃至 同 八 年 兵庫縣 管 

ft 學校 幼稚園 敎員 養成 所靑年 訓練所 圖書館 靑年圑 婦人 會ー 覽。 昭和 九 年 兵 庫縣社 會敎育 概要。 

昭和 十 年神戶 商業 大： 學 ー覽。 昭和 九 年神戶 高等 商業 學校 ー覽。 昭和. 一： 年神戶 高工 ー覽。 昭和 

五 年 兵 庫踩立 第一 神戶 商業 學校 ー覽。 神戶市 三十 年の 補習 敎育。 神戶市 聯合 靑年闓 拾 周年 記 

念ミ 昭和 八 年 神 戶市靑 年 訓練所 狀況 ー覽。 神戶 市役所 藏 私立 學校及 幼稚園 臺帳。 小 學敎員 

共濟會 書類。 神戶 市內宫 公私 立 學校照 會囘答 書。 

第 九 章敎育  九 3 ヒ 


第 十 章 外 事 

申戶 O  Mrvc 

圑  大正.^ 年末に 於け る 外 國頜事 館 は 二十 一箇 國を算 せし が、 其 後 漸次に 開官を 見 

て 昭和 八 年に は總 領事館 を 開設せ る もの 獨 ，伊. 和 ； 、ヴ H ット. 亞爾然 丁. 中 華 民 f 

ミ 二 力の 七國 、領事館 を 開設せ る は 北米 合衆國 .英. 佛. 白 耳義. 西班牙 十抹. 瑞典 * 威 ，芬 

蘭， 伯剌西爾. 玖 馬 ま 露 二 ィ チ. グ ァ テ マ ぞ埃 及. ポ. ン ジ ュ ラ ス の 十六 國、 名譽 領事 を 置 

ける は 葡萄 牙 • 希 臘 i 西 哥.、 ポ リ ゲイ ァ.ゥ ルグァ ィ.、 ヴ ェ ネ ズ ェ S ラグ アイの 七國 

に 達し、 中頃 閉館せ る ものに 智利 及巴奈 馬の ニ國が ある。 巿は是 等. 頜事團 と 密接 

なる 關係を 結び 敬 弔 を 共に し、 昭和 九 年 三月よ リは中 絕ぜる 時々 の 招待 を 復活し 

て 親善に 資する に 至った。 而 して 諸外國 領事館 中 最も 早く 開設 を 見し は 米國に 

して、 開港の 前 月なる 慶應 三年 十一 月に 旣に 今の 郵船 會社 神戶支 £ の 池に A 、て頜 

事 r 務を 開始 し、 英. 佛 ，蘭. 獨十 抹の 諸國も 明治 元年に 各 開館 を 見、 爾 後 祌戶に 領事館 

を 開設す る もの 大正 七 年までに 二十 一 箇國に 達し、 更に 其 後 昭和 八 年に は 三十 箇 

國を算 したので あった。 以下 開館 順により 前市史 に引續 きて 其 沿革 を槪說 する C 
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米國 領事館 米國 領事館 は 大正 八 年に 明 石 町 十六 番地よ リ京町 八十 三番 地に 移 り、 昭 和 六 年 

東 町 百 二十 二番 地に 移りて 今に 至りし が、 其 間 頜事は 大正 五 年 十 一 月 赴任せ し 口 

バ ，ト. フ レ ー ゼル Frezer) は 同 九 年 十 一 月 他に 轉 じ、 ジ ョ ンふ 力 ル ドゥエ 

ル (Jhon  K.  Caldwell) は 同 十 年 十 一 月 迄 在任し、 レ ス タ 1* ェ クシ ャナ ー ル (Lester  L. 

^o^ap^Q^ ま 十 一 年 二月 迄、 つ いで エル レ-ァ ー ル^ア イク コ 、ヴァル (Erie  R.  Dickover) 來 

り て 召 和 七 年 五月 ^在任せ し が、 更 にホヮ ー ド. ド ノゲ アン ( Howard  Donovan ) 之 を 

繼 ぎて 今に 至った。 

英國 領事館 英國 領事館 は 海岸 通 九 番地に ありし を 大正 八 年 十月 仲 町 八 十八番 地に 移し、 つ 

いで 同 十 一 年 九月に 大阪 商船 ビ ル、 ディ ング 內に轉 じ、 昭 和 七 年 十 一 月に 京 町 七十 

二番 地ク レ セ ント • ビル、 ディン グ內に 移りて 今に 至 リ、 其 間總 領事と して 大正 七 年 

四月よ， o 在任せ しァ ー ル. ヂ ！ィ 1-フ ォスタ ー (R.G.E.  Forster) は、 昭 和 元年 一 月よ 

り ダブル ュ ！ ェム. 口 イツ (W.M.  Royds) と 交替せ しが、 同 六 年 十二月に 至りて 總頜 

事 館 は 之 を 大阪に 移して 領事館に 改 め、 之 によりて ァ ー ヶマ クビ， ォ ー ス テ ン ( R. 

f .  Austin) 新に 領事と して 來任 し、 同 七 年 五月より はジ！ ェ ッ チ- フィプ ス (G.  H. 

phipps) 就任して 今に 至った。 


佛國 領事館 佛國 領事館 も 明治 元年の 開設に か 、り 鯉川 筋に ありし が、 大 正 七 年 領事 事務 を 

見し ガ ス ト ン.シ モ ンは同 九 年 八月 領事に 任命 せら れ、 同 十 年 二月 ガストン. ブル ゴ 

M  (Gaston  Burug.ois) 之に 代 り、 同 十 一 年 五月に はァ 1-ォ T シヱ コル ヌ (A.  liallcheco- 

rne) 來 任せし も、 同 頜事歸 國中は 、デ .ジ ヨリ ー ( D.  Joly) 其 事務 を 代理 し、 同 十二 年 五 

月ェ ル. ァ ンド レ— 來任 し、 昭 和 八 年 四月よ， cn  ロア イエ ー〃 (Royers) 副 頜事兼 書記 生 

として 事務 を 執 り、 山 木通 二  丁目 百 十 番地に 於て 事務 を 見て 今に 及んだ。 

| 蘭總領 3- 和 蘭 領事館 は 大正 八 年 十二月 京 町 七十 六 番地より 浪花 町 五十六 番地に 移り、 其 

後 播磨町 二 十八番 地 タレ セ ント. ビル、 デ イングに 轉 じ、 更 に 昭和 五 年 十二月 明海ビ 

ルディン グ內に 移って 今に 至った。 而 して 其 間 大正 七年來 任せる ビ I ァ， ゃボ 

ル ゲル (p.  R.  worger) は 同 九 年 十一月 ェム. ジェ ！ク ィ スト ( M.  J.  0^^^ と 代 り、 同 

十二 年 二月よ リシ！ ェ ス. レ ヒ ベ , (C.S.Lechver) 來 任せし が、 昭 和 五 年 一 月總 領事 

館に 昇袼 する や、 レ ヒ ベ ル總頜 事 に 昇任し、 同 九 年 一月に はダ /フル ュ ！亍 ドん — ス 

(w.  A.  de  Rous) 同 代理に 就任した。 

翻逸總 領事 獨逸 領事館 は 世界大戦 後 尙之を 閉鎖せ しが、 大正 十 年に 至りて 總 領事館 を來町 

百 十五 番地に 開館して 今に 至りし が、 同 年 總頜事 ドクトル. トラウトマン (Dr.Trallt- 
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malm) 來 任 し、 同 十二 年に は ドクトル .ォ ー ルト ( cr.  E.  oilrt  ) 來 り、 昭 和 九 年 二月 ド 

ク トル. ヮ グ ネ , ( D"  w.wag.ner  ) 來 任せし が、 此年 四月 祌戶. 大 K 兩總辜 館 を 併せて 

大阪總 領事館と 爲す や、 祌 戶は同 分館の 管す ると ころと なった。 

丁抹 領事館 丁抹 領事館 は 大正 八 年に は江戶 町 百 一 番地に ありし が、 大 正 十二 年 十" 大阪商 

船ビ ル、 ディ ング內 に 移 リ、 昭 和 二 年 十一 H: クレ セ ント. ビルディング 內に轉 じ、 同 四 

年に は 江戶町 九十 二番 地に 移った。 其 間 大正 元年 以降 在任せ し頜 m 代理へ ルポ 

1 ン. ハン セ ( ffiellborn  Hansen  ) は 同 八 年 七月 迄 事務 を 見、 つ いで フ ラ ン ッ.ョ ルダ ン 

(Frants  Jordan) 領事 代理と して 同 十一 年 六月 迄 在任せ しが、 同 十二 年 十^ 以降 昭和 

二. E '五月 迄 は 領事 ハリ 1* マ ッ クスゥ ェ ル (Harry  Maxwell) 在任し、 つ いで 領：： T ボ ー ル. 

ョ ルゼン セン ( P§1 Jorg-ensen) は 同 四 年 四月 迄 事務 を 見、 爾 後 現 名 * 領事 ァ ー ル.ダ 

ゲリュ I ビ ャ ー ス (R.W.  peal.ce) に 至った。 

ゆ耳義 領事 白 耳義は 明治 五 年 領事 代理 を 置きし に 始まる C. 大正 三年 十二月 著 任せる 領事 

カス ッ， ル (eastern,) の 後に 總頜 事ェ ム*ヮ ー テ ュ (M.  watteeuw,) 大正 九 年 十二月 著 

任 し、 同 十三 年 一 月其轉 任の 後 は 頜事ァ ，！•  口 プ 卜 (A.  Locht) 、同 十四 年 三 刀に は 同 ェ 

フ • モウ ソ ン (F. IVIOUlin) 就 任 し、 同 十五 年. V 月より はァ ン リ*メ リシ オル (iienri  Melch- 


lor) 領事と なり、 其 離任 中 は 小高 親 事務 を 代理せ しこと あり、 昭和 二 年 一月 賜 

國し、 十二月 歸 任せし も、 同 六 年 四月 叉歸國 し、 同 七 年 二月 歸任後 も 其 不在 中はェ フ. 

タティ ル (F.  Tateir) 事務 代理に 任じて 今に 至りし が、 領^館 は 時には 中 山手 四 丁目 

或は 海^ 通 五番 地に 轉じ、 今 は 明 石 町 三 十八番 地に 開館して ゐる。 

|| 利總領 伊太利 領事 事務 は 明治 五 年 以降 諸外國 領事に 其 事務 を 侬囑し 來>  しが、 大正 七 

年頃より 同 十二 年に 至る 間 は佛國 アンドレ 頜 辜に 名 譽 領事 を 委任せ しが、 同 十二 

年 十月 始めて 山 本 通 二  丁目に 總 領事館 を 開設し、 橫濱 領事たり し アル フォン ゾ. ガ 

ス コ (Alfonzo  Gasco) 總 領事と して 就 任、 事 務を 見て 今に 至った。 

g 班 牙 領事 西班牙 領事館 は 大正 三年 名譽 領事 を 置きて 下山 手 通 三 丁  H: 三十 三番 地こ^ 廳 

せし が、 同 七 年 四月 就任せ る名譽 領事 ホ ァ キン. ムス タロ ス. ィ. ポ , テ レ 次 同ト三 - 一 

十二月 領事と なリ、 ついで 昭和 元年 九月 再び 名譽頜 事と なり、 同 三年 二月 マヌェ ル. 

.f? エス コス ー ォ .ィ， フエルテス 領事と して 就任せ しも、 同 四 年 三月 ポルテル 叉 名 

* 領^と なり、 同 四 年 五月より サト〜 ラ ス .f ダメ  — ト 領事と なえ 爾後 同 五 年 三月 

より は フェルデ ナス 、デ グ. バ レ ，ナ 名譽頜 事、 同年 十 一月より マルチ— ネ ス. デ. ェ ス 

ビノ— ザ 領；^ 同 七 年 七月 藤 井 俊 雄 領事 事務 代理 を經、 同年 九月より マリヤ—  ノ. ホ 
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- . 1 セ ：、、 ラ ン ダ.、 デ ぐ モンテ 領事と して 就任し 以て 今に 至った。 而 して 領事館の 位 

置 も 其 後轉々 し、 昭 和 七 年 十月より 山 木通 二 丁目 三十 七 番地に 移リて 今に 及んで 

ゐ る。 

g 萄牙 領事 葡萄牙 領事 綰は 明治 八 年の 開設に か 、 X 爾 後 領事 代理 或は 副領事 を 置 き、 時 に 

食 

弗國 領事に $ 務 を委囑 し、 更 に總 領事館と して 叉 一 時 之 を 閉鎖 し、 後 更に 領 s  ffi を 

設 くる 等 幾多の 變革 あり、 大正 四 年 来任せ し ェ ！シ ！ァ ル ブケル ケ .ド. 力 スト 口  (A. 

C.  Abuquerqg  de  Castro) は大 正 七 年に 至りて 總 領事と なりて 山 木通 二  丁目に 於て 

事務 を 見し が、 大 正 九 年に は フランシスコ. ザ ビエ If グ , 、、ヤス ー ザ (Francisco  xa- 

vier  da  Silvae  sgza) 領事に 任命 せられて 來 任し、 中 山手 通 三 丁目 十七 番地に 於て ポ 

務 を 見、 以 て 今に 至った。 

中華 民國總 支那 領事館 は 明 冶 十 一 年の 開設に か >  h ヘ大 正 三年よ リ 中華 民國領 $ 航と稱 し" 

WML き  ニ  ー  3/  /Tr  j  ：  一  ノ t  f 「， i  - 

大正 三年 五月 來 任せる 領事 嵇鏡は 同 八 年 八月 迄 在任 し、 柯 鴻烈 之に 次ぎて 同 1>  四 

年 十月 迄 在任せ し が、 其 後任たり し 周玨は 昭和 五 年 三月 迄 在任 し、 其 年 總領舉 に 昇 

任して 總 領事館と なりし が、 爾 後 林 澄 波 は 同年 五月 迄、 陸兆鵾 は 同 六 年 四月 迄、 周 妊 

は 同 八 年 十月 迄 各 在任し、 同年 十月 江 華木來 任して 今に 至りし が、 其 位置 は 明治 三 


十 力 年以來 下山 手 通 二 丁目 四十 五番 地に ぁリて 移轉を 見る ことが なかつ こ。 

•li きト ソ、 ヴ エツ ト 聯邦 總 領事館 は 明治 二十 五 年 六月 露國 領事館と して 開館し、 大正 三 

年 五月よ リはラ ンデゼ ン 副領事と して 事務 を 執う、 中 山手 通 四 丁目に 於て 事務 を 

執りて 大戰 に際會 せし が、 其 革命の 爲に 領事館 は 同 六 年 三月 を 以て 閉鎖し、 爾後 同 

十 I： 年に 至る まで 開館す るに 至らなかった。 然るに 大正 十四 年 一 月芳澤 (謙 吉). 力 

ラハ ンの 北京に 於け る 日露 國交條 約の 公布 せらる、 や、 ソゲ エツ ト 聯邦 は 同年 六 

月始めて 其總 領事館 を神戶 市に 置きて 中 山手 通 二  丁目 百 三十 ヒ 番地 こ I  し、 翌 

H 五 年 メ月ュ f リ.ラ ヮー フヂ ！ミ 口、 ヴ イチ. マ リツ ェ フ總 領事と して 來 任し，， こので 

ミっァ 力くて 昭和 三年 二月に はァス コ フ、 同 五 年 一 月に は ボリ ソフ總 領事 代 浬 

として、 同. 四月に はゲ ェ セ 口 フ ス キ ィ總 領事と して 各 就任し、 同 六 年 十二月に は 二 

コ ラ ィ， ク シ ミ ッ チ. ゴ ン チャコ フ來 任して 今に 至う、 其 位置 も 其 後山 木通 二  丁目、 北 

野 町 二  丁目、 同 四 丁目 等に 轉々 し、 昭和 六 年 十月よう 北 野 町 四 丁目 百 七十 番地に 移 

りて 今日に 至った。  . 

西爾領 伯剌西爾 頜事館 は 明治 三十 一 年 四月 北 長 狹通四 丁目に 開館し、 大正 四 年 四月に 

.  U 一 。田 ^ 事ジ ェ！ マ ー シャル (J.  Marshall) 其 事務 を 執りし が、 其 後 副領事と して 來任 
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せる ァ— サ. へ ンリ —• コ— ル. ワトソン (Arther  lienry  Cole  watoson) の 同 九 年 二月に 

神戶を 去る や、 同 月ォ ゾリ ォ，ボ , デ ィ  一一 (Eduards  Forto  Osorio  wordini) 副頜 $ として 

來 任せし が、 從 來 副領事 をして 殆ど 事務 を 執ら しめたる 同 國領ポ ポ務は 同 十 年 一 

月ォ ゾリ ォ.、 デ ュ トラ (ozorio  U^E を 領事に 昇格 し、 デ ュ トラの アルゼンチン 叙；^ 

代理と なる や、 同 年 四月 ビ I、 ヴ ィ .ド- ク 1 ト (p.v.  de  couto) 名譽 副領事と なりて 務 

を 見、 デ ュ トラ は 同 十二 年 三月 乃至 十二月 葡萄牙 領事の 歸任中 其 事務 を兼攝 し、 同 

. 年 十一 月ゥ イリヤ ム. ォ ー 亍レ ー ( William  Oye  Rae ) 領事 事務官と な り、 同 十一 年 三 

月に は 俵隆三 之が 事務官と なった。 領事 はデュ トラの 後に 同 十三 年 五月よ，^ フ 

エリ ー ス. シ乇ン セン 之に 任せし が、 之 より 先 領事館 は 同 九 年 四月 下山 手 通 二  丁目 

に 移 り、 更 に 三宮町  一 丁目に 轉 じ、 同 十五 年 六月に は 磯邊 通に 移りし が、 昭 和 二 年 八 

月 ミルト ン * ゥ ェグ エリ ン. ゲ ィ ラ (Hilton  we£.llelin  vieira) の來 任す る や 北 野 町 二  丁 

目 四十 七 番地に 轉 じ、 同 六 年 一 月に は總 領事館に 昇. 袼 した。 かくて 總 領事 ゲイ ラ 

の 去る や、 同 六 年 五月に は總 領事 ぺ ド ？ゲィ セ ン テ .ド- コ —ト (Pedro  Vicente  de  couto) 

來 任して 江 戶町百 番地に 轉 じ、 同 七 年 八月 ァゥキ シ ァ ル* ラウ ル. 、ポ ップ (Auxiliar  Ra- 

ul wopp  ) 來 任して 九月より 大阪 商船 ビルディング 內に 移りて 今に 至った。 


^典 領事館  瑞隨 (頃^ 绾， HH:; 台 三 4>i? ム 

希^ぶ ぇ餚〜 明^ 三十 四 年始め て 中 町に 開館せ しが、 當初 は諾威 領事 事務 を も 

兼任した のであった。 其 後 大正 七 年 四 f ツチ クイ ま 7 ス 副領事と ずて 

浪花 町に ず、 同 十三 年に は 同 エツ チ V ダブル ュ！ ェ L ォ クタ 口  二  —之 こ 代うて 前 

町 十四 番地に 轉 じ、 更 こ S 和 \ 手 」、 nr-  /  L  、 - 

s-  i  P ネノ ぶ 7 月ィ. タフ ルュ ！ジ ェ I ムス 名譽 

領事と なるや、 江戶町 九十 三番 地に f て 以て 今に f しが、 ジェ， ムス ま カメロ 

ン商會 代表者に して、 外人 商業 會議 所會 頭と しても 重き を 致して ゐる。 

諾威 領事館 は 明治 三十 八 年 十二月 始めて 領事 飴 を 開き、 ダブ ル ュ—. ェ ム. カム プ 

ベ , (W.M.  Campbell) 副領事と なリ、 同 三十 九 年 領事に 昇任して 同 四十 一 年 十二  g 

迄 在 もし、 アル ブニ ッ セ (>き uasche) 之に つぎ、 大正 三年 九月 以降 は ハ— ジ！ マ ノ 

クス H ル (Karry  maxwell) 領事 代理と して 同 九 年 十二月 迄 在任せ しが、 同月 前 町 十 

四 番地よ ま 花町 十五 番地に 轉じ、 ついで ビ！ ォ， ーフ t アンドレ セン (お 01 

Andrasen) 來 任し、 同 十 年 三月よ リ頜 事に 昇り、 昭和 三年 六月 以降 今に 至る 間 はテ， ベ， 

力 ン ス モ I(T.  B.  Gag ョ oe) 在任し、 仲 町 四十 五番 地に 於て 事務 を 見た ので あつ f 

祕露領 S は 明治 三十 四 年 2 町 百 四 番地に 之 を 開設せ しが、 大正 七 年 三月 ェ 

ム. ムス タ ロス (M.  Mgtaros) 領事 事務 を 取扱 ひ、 同年 五月 領事と して ド ン. ェ レオ ド 

第 十 章 外 事 

九 五 七 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  九 五八 

1?  ロウィ リヨン (L>on  Eleodoro  Rouillon) 著 任 し、 其 後歸國 する や、 同 十一 年 四月 總 

領事 ド ン. ォ ク タゲ ィ. 、デ イエス. カンセコ (Don  cctavio  Diez  Canseco) 著 任し、 つし で 同 

十二 年 九月 ド .ホ. ベ っガ イブ 口 1* エル ァス (DJ.W.  Goyburo  sias) 來 リ、 其 後 一時 は副領 

寧 を 置きて 執務せ し が、 同 十四 年 十一 月に はド 、v 力 ミ 口. ガルドス. グ ェ ル ガス (Don 

Camilo  Galdos  Vargas) 領事に 任命 せられて 著 任 し、 昭 和 四 年 三月 マニュアル. リベ ぞ 

イグレシアス (JManuel  Rivera  Iglesias) 之に 代 り、 更 に 同 七 年 六月に はホ！ ホセ 1 サ 

ラス (J.  Jose  salas) 著 任して 今 に 至りし が、 領事館 は 其 後 下山 手 通 三 丁 目、 八幡 通、 

三 宮 町、 山 木通 等に 轉々 して 北 野 町 四 丁目に 開館す るに 至った。 

智利 領事館 智利 領事館 は 明治 三十 七 年中 山手 通 三 丁目に 開館せ しが、 大正 七 年に は 海岸 通 

二  丁目に 移 り、 西 班 牙 名譽頜 事に 事務 を 委任せ し が、 其 後 三 宫 町、 中 山手 通  一 丁 目、 海 

岸 通 四 丁目 等に 轉 じ、 同 年 十月 頜事ル シ ォ*ビ —ヱ— ガス (Lllcio  villig.as) 來 任 し、 其 不 

在中 一 時 ブラ ジ ル 領事に 事務 を 委任せ しこと あ り、 大 正 十二 年 二月に はド ン-ォ ス 

カル • ブランコ. クイ エル (Don  c.xcp^.  Hrnco  vicl) 之に 次 ぎ、 同 十四 年 十月 パトリシオ. 

ス マルト. ファブレ ス (Patricio  smart  Fabl.es) 領事と して 著 任 し、 昭 和 二 年 七月 其歸國 

す る や、 其 間 ジ ェ 1 チ 1 ロヨ (J.  T.  Royc) 領事 代理と な リ、 同 年 十一 月に は カル 口 ス- 


ァ I ラ ゲ アン 、デ 口  (Carlos  A.  JLavandero) 著 任せし が、 同 八 年歸國 する や、 爾 ^キュ ー 

X 頜事ド ミン ケスに 事務 を委囑 し、 同 時に 一 時頜率 館 を 閉鎖して 東 京頜 事に 兼任 

せし むる ことと なった。 

髓西哥 領事 墨两哥 領事館 は 明治 三十 九 年の 開設に か 、り、 其 後 領事 を 置き、 或は 他國 の領， 

に 事務 を 委任し、 時に 或は 閉館す る 等 變遷少 から す、 大 正 九 年 五 ガ 領事 ダゲ イツ 卜. 

エス. フェリス (David  S.  Ferriz) 著 任 し、 其 一 時 離任 中 は 事務 代理 を 置きし が、 同 十 一 

年 十二月 アルベル ト*ッ ッケ ルマン (Alberts  Tuckermann) 來 り、 同 十二 年 十二月に は 

總 領事と して フ ェ ルナン ド丄 レ. 。へ スケ イラ (Fernando  R.  pesqueira) 來 任 し、 其 歸 國 

中 名譽頜 事に 事務 を 委した る こと あ リ、 同 十四 年 三月より は名譽 領事と して ダゲ 

イット. ラ タフ (David  Latuf) 著 任 し、 商 船 會社ビ ルディ ング內 に 於て 事務 を 見、 引 つ 

づき 今に 及んだ。 

謹^ 亞爾然 丁 領事館 は 明治 三十 九 年 開廳後 西班牙 領事に 事務. を 委ね、 大正 二 年 以降 

^事の 来任 を 見. 同 七 年に は 叉智利 領事 其 事務 を 兼ねし が、 其 後の 更迭 詳 なら す、 同 

九 年 三月に は 米 國頜事 之 を 兼ねし が、 同年 六月 頜事 ホル へ. ク ー レ ン f ェ , サ (Geo- 

rge Cullen  Ayerza) 著 任し、 同 十一 年 四月 去る や、 ギ レ ル モ. ロリ 二  (Guillermo  nollini) 臨 
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時頜事 代理と な り、 同 十二 年 十月 日本 駐在 同國 領事館 は 神 戶の外 は 悉く 閉鎖 し、 神 

S ま IP- 十四 年 十月 ドクトル. フランシス コ. オル チス (Dr.  Francisco  ortis) 著 任して 昭 

和 五 年 八月に 至りし が、 其 間歸國 により 大阪 駐在 同 國名譽 頜事村 田 省藏其 事務 を 

見、 同 七 年 八月 ォ , チ ス 返 任 後は更 めて 村 田名譽 領事 其 事務 を 取扱 ふこと を 明か 

こせし 1^、 同 匕 年 十二月 リ カル ド*ァ ッシュ ，ァ ラン ブ ル (Ricards  H.  >33^U^M2^ 領事と 

して 著 任 し、 同 八 年 六月 總 領事館に 昇格す ると 共に ホ セ 1 ガ n  (Jose  Garo) 總頜事 

として 來任 し、 大 阪 商船 ビ ル、 ディ ング內 に 於て 事務 を 見て 今に 至った。 

玖 馬 領事館 玖 馬 領事館 は 大正 九 年 七月 三 宫町ー 丁目に 開館して 領事 プラシド i ム.ド ミ ン 

ゲ ス (placido  M.  Dlingues) 就任し、 幾 もな く 中 山手 通 三 丁目 三十 三番 地に 移りて 以 

て 今に 至った。 

巴奈馬 領事 巴奈馬 領事館の 山 本 通 二  丁目 四十 二番 地に 開設 を 見し は 大正 九 年 六月な りし 

食 

が、 同 S: ジョル ヂ. チ ユリ ォ*  口 ョ (Jorge  Teirio  Royo) 領事に 任せら れ、 同 十 年 六月 島 田 

義治頜 事 事務官と なりて 之を輔 けし が、 昭 和 六 年 四月 口 ョの 去る や、 ィ ！., ィ , S. 

wayle) 領事 代理と なり、 領事館 は 之 を 閉鎖 し、 六 月橫演 領事館 を 開設して 神戶も 其 

管轄に 移し 今に 至った。 


希 晷事館 希臘は 大正 九 年 十二月 名 譽頜事 尸 -1 ッシ 亍コ リン. マクノ ー トン (Hanish  Colin 

IVTacnou£.hton) 副領事と して 事務 を 開始せ し が、 同 十 年 六月 一 旦歸國 し、 同 十四 年 三 

月 領事に 昇任し、 其 間 十二 年 十月よう 副領事 ダグ， フ ス丄 ム，ャ ング egglas  M.  Yog«) 

其 事務 を 執， 0； 領事館 は當 初より 浪花 町 二十 六 番地に 開館して 今に 至つ こ。 

ま葡 頁 赛首 

芬蘭は 大正 十二 年 九月 領事館 を 開設せ しが、 同月 大阪堂 ビレノ に 移 リ大阪 の 事， 

を 兼ねし が 、領事 ウイ ジャム. ェ！ ヮ， ル (William  A.  wahl) は 大正 十四 年 五月よ リ 

祌戶專 任と なタ 、昭和 二 年 十月 以降 同 三年 五月 迄瑞典 領事 事務 を 兼ね、 つ いで 同 四 

年 四月 ヮ— レ ノ歸國 する や、 瑞典 領事に 其 事務 を委囑 し、 同 六 年 五月 ヮ ー ル 死亡す る 

や、 大阪 駐在 名譽 頜事ハ ！ゲ ェ ！ァ ！ォ クテレ ノロ  -7  §r  oghterlony) 阪神の 

事務 を 管轄し、 同 八 年 八月 頜事 とな リ、 一時 其 離任 中 は 東京 駐在 同國 公使館に 於て 

處理 し、 翌九年 二月 歸 任して 事務 を處辨 した。 

ゲ ェぇプ ^ 

ラ 領事館 、ヴ コ ネジ ュ ラ. に 大正 十三 年 一 月神戶 市に 領事館 を 開設す る ことと なう、 アイ たビ 

ックカ ー ト (I.  Bickart) 領事と して 來 任せし が、 同 十四 年 四月 及 昭和 二 年 六 rTr 其歸 

國 H 領事 代 S エフ. ブル— ム (F.  Blum) 事務 を 見、 更 に 其歸國 によ リ叉 代理 レネ！ ビ 

力— ル 之に 代う、 昭和 六 年 五月に は 一 時 其 書類 は 之 を 東京 名譽 領事 小 林 玉 g 之 を 
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保管す る ことと なりし が. 九月に 至り 加 藤 源 次 領事 事務官と なリ、 領事館 を も 北 長 

狹 i 三 丁目 十 番地に 開きて 今に 及んだ。 

グァテ マ ラ は 大正 十四 年 四月 名譽 領事 を 置き、 ホ , 于ッ， リオ •  口 ョ (Gorge  Tulio 

Royo) を 之に 任じ、 昭和 六 年 四月 其佛 國に轉 する や、 同年 八月 ィ！ パ ィル s.  頜 

事と な り、 海 岸 通 十 番地に 於て 事務 を 見て 今に 至った。 

ドミニカ 領事館 は 大正 十五 年 一 月初めて 播磨町 二 十八番 地に 開館して 今に 至 

りしが、 ィュ V ド ー ル. ビ 力， ル 最初の 領事と なり、 昭和 四 年 三月 總 領事館に 昇袼 し、 ビ 

力 ー ル又總 領事に 任せられた。 

ウレ ノグ アイ 領事館 は 日本 最初の 同國 領事館と して 昭和 二 年 八月 開館せ しが、 淺 

井義 啁名譽 領事と なり、 明 石 町 明 海 ビレノ  、ディン グ內に 於て 事務 を 見、 同 七 年 十一 月 

より 大阪 商船 ビ ルディ ング內 に 之 を 移して 今に 至った 

ポンジュ ラス は 昭和 三年 二月 磯邊 通 四 丁目に 開館し、 領事 ギ エル ？ゥ ィレ ノケル 

ム^ ス テ ル f  Wilkelm  Bastel) 領事 事務 を 見て 今に 至りし が、 其 限界 或は 名 

譽頜 事な りと せられて ゐる。 

ボリ ビ ァは 昭和 三年 六月 京 町 八十 二番 地に 領事館 を 開設し、 瀧 川 儀 作 を 名譽領 


事に 任命して 今に 至った。 

埃 及 領事館 埃 及 は 昭和 四 年 五月 ェ ム. ベ イラ ム (M.  weyram) 領事と なリャ オリ ェ ン タ ぐホ テ 

ル に 於て 領事 事務 をと りし が、 同 年 七月 中 山手 通 二  丁目 十六 番地に 移 り、 同 五 年 七 

月ェ ム. フ ハウ ヂィ (M.  Fawgy) 來任 する や、 山 木通 二  丁目 二 十八番 地に 移^て 今に 

至った。 

アイ パ ラグ アイ 領事館 は 昭和 四 年 九月 始めて 開館 し、 柴 田音吉 を名譽 領事に 任 じ、 同 

九 年 六月 以降 藤 村 和 夫 其 後任と な リ、 中 山手 通 四 丁目 十三 番地に 於て 其 事務 を 見 

てゐる Q 

き イチ 領事 パ イチ は 昭和 六 年 五月 海岸 通 十二 番地に 開館し、 フリ ドソッ ヒ. コ ルズ (Friedrich 

cords) 名譽頜 事と して 事務 を 見て 以て 今に 及んだ。 

在留 外國人 神戶 市の 國際 都市た る こと は、 大 正 七 年 乃至 昭和 八 年の 十六 年間の 在留 外國人 

國籍 

國 別より 觀 察し て、 愈.. 其 特色 を 明 かにす る 事が 出来る。 卽ち 大正 七 年に は 二十 七 

箇國人 合計 約 四千 六 百 人を算 し、 港 の 町に は 多種 多檨の 色彩^ 呈 せし が、 之 を國別 

に 見れば 英. 米 .佛. 伊 .獨. 白 .和. 端 典 .諾. 丁 西. 葡 .塡4路.瑞 西 ふ ク セン ブル グ* メキシ コ .希. 土. 波 

. 新. 暹 羅の 外に 印 ，濠. 加. 埃 及. 支那 幷に智 利 等 五大洲に 跨る 人々 を 包 擁せし が、 同 九 年 
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に 至る や、 墨 西 哥.智 利. 暹 羅三國 人の 在留 皆無と なりし も、 新 に 海峡 植民 地 • 比 律 賓. 玖 

馬 • コ 口 ンビ ャ. 祕 露. ァ ルゼ ン チ ン. ブラ ジ ぐゥ ルグ アイ 等 八箇國 人の 在留 を 見る に 

至 り、 こ 、 に 三十 ニ國 人の 在留 を算 へた。 越えて 翌十 年に は。 ホ —ラ ン ド.チ ェ ッ ク 

スロバキア • エス トー 一 ァ*ァ , メ  二 ャ人も 在留して 更に 國際色 を 濃厚なら しめしが、 

其 後 露西亞 はソゲ ヱ ット 聯邦と なりて 白 系 露 西 亞人は 無籍國 人と して 計上 せら 

れ、 潇洲國 人 新に 加 はる 等、 國別 にも 甚だしき 變革 ありし が、 其 間 昭和 五 年に は其總 

數八千 九 百 四十 人となりて 此 十六 年間 中 最も 多き 記 錄を殘 し、 昭和 八 年に は 約 四 

十 箇國五 千 九 百 三十 六 人を算 して ゐる。  • 

支喝 人と 其 种戶市 在留 外人 中 常に 最も 多き を 占めたる 支那 人 は、 大 正 七 年に は 總數の 七十 

ぁ 合 

一 ％ を 占めて 三千 二百 八十 二 人を算 し、 翌八 年に は 稍 "減少せ しも 尙總數 の 六十 七 

% 三千 百 四十 三人 を數 へた。 而 して 其 後 其 在留 數は 漸次 增 加の 傾向 を 示して、 昭 

和 五 年に は 六 千 六 百 人 を 超えて 總數の 七十 三 ％ を 占む るに 至リし が、 翌 昭和 六 年 

に は 四千 百 二十 一 人に 激減 し、 同 七 年に は 三千 二百 人と な り、 同 八 年に は 稍 ，增 加 し 

て 三千 八 百 人と なった。 是れ 蓋し 滿洲 事變に 引つ、 ゾく 上海 事變の 影響に よる も 

のにし て、 叉 同诗に 日 支 貿易 上 多大の 影響 を與 ふるの 因 ともなりし ものな りしが 


而も 昭和 八 年に は尙 在留 外人 總數の 六十 四 ％ を 占めて ゐ る。 

簾鄉陽 -, 乂那 人に 亞 ぎて 常に 多き は 英吉利 人に して、 大正 七 年 乃至 昭和 八 年に 四百 十九 

人より 五 百 四 人と な X 其 間 最も 多き 年に は 六 百人內 外にして、 少 きも 四 ¥ 人 を 下 

ら す、 蓋し 外人 中には 市の 郊外に 住居す る もの 少 からざる を以 て、 是 等 を 合算せば 

實數は 更に 百人內 外を增 加すべき が 如くで ある。 而 して 英吉利の 屬領 たる 印度 

人は此 期間に 百 六十 五 人より 二百 三十 一 人と な り、 濠 洲人は 十五 人よ， 二十 ヒ \ 

加奈陀 人 は 十二 人より 六十 一人と なって ゐる。 英吉利 人に 亞ぐ 北米 八 口 衆國人 ま 

二百 人よ 三百 十九 人 に增 加し、 之 に 次ぎて 多き は獨 逸人に して 百 二十 三 V ょタ 

倍加して 二百 四十 九 人となり、 昭和 二 年の 如き 三百 人 を 超えし 時 もあった。 而し 

て 更に 之に 次ぎて 多き は 露 西亞. 葡萄 牙. 佛 蘭 西 等の 諸 画人に して、 特に 露 西亞人 ま 

多き は 三百 五十人 を數 へ、 少 きも 二百 人內 外の 在留 を 見し も、 此 中ソゲ ェ ット 聯邦 

の 國籍を 有する 者 は 十分 一 にも 足らす、 昭和 八 年に は 三十 一 人に 過ぎ ざれ ど、 听謂 

白 系 露 人 は 二百 二十 五 人を算 して ゐる。 叉 葡萄牙 人 は 百. <內 外の 在留 を 見、 昭^ 

八 年に も 八十 四 人を算 へしが、 佛蘭西 人 は其數 比較的 少 くして 常に 六十 人 內外こ 

過ぎす、 和 蘭人 は 五十人 內 外の 在留 あう、 瑞 典. 瑞 西 十抹. 西班牙 人 等 は 大正 年中に は 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  九 六 六 

何れも 二十 人內 外の 在留 あ タ、 中 にっきて 瑞典人 は 一 時 四十 人に 達した る こと あ 

P し も、 昭 和 八 年に は 十七 人と な リ、 其 後 瑞西人 は 漸次に 增 加して 八十 七 人となり、 

西班牙 人 十 抹人は 共に 漸減して 前者 は 十六 人、 後 者 は 居留 皆無と なりし が、 爾 餘 の 

國 民に 至 リては 殆ど 數 ふるに 足らぬ。 左に 在留 外人 II；  口 を 表示す る。 

在留 外 國人表 


在留 外國人 

の 職業 


在留 外國 人の 職業 を 見る に、 大正 七 年 乃至 昭和 八 年に 亙りて 九十 六 種の 職業 別 


を數 ふる も 就中 商社 員 を 第 一 として 貿易商 之に 次 ぎ、 銀 行 員. 敎 師. 宣 敎師及 |n 尼^ 

版 業. 官公吏. 技師. 仲買人 等 之に 次ぎ、 理髮 業者 は 時に 四百 人 を 超えし が、 後激 虎し、 裁 

• 縫師は 年々 著しく 增 加して ゐる。 是 等の 職業 を 外にし て、 茶. 花莛. 美術品. 書 籍. 競 寧 

沖 商 人 • 養 豚. 靴 商. 材 木. 仲 買 貪 商. 炭 酸 製 造. 產 婆 ま 護 士永 先 案 內. 保 險 業. 競 馬 騎士.，  一  了 

家. 畫 家. 機 械 師. 測 量 師番 樂 師.靑 物. 舞 踏 家 • 左 官. 羅 紗. 燒 栗. 豆 腐. 周 旋. 幡 子 製 造 I 

力 フ H  ！ダ ン サ ！與行 仲介 人. 女給. 船舶 鑑定人. 海員 仲介 人. シ ャ ッ 被服 商 等 は數年 

間揭 記せられ たるに 過ぎす して、 昭和 五 年に は 商社 員 以下の 外に は 食料 品. 吳 獸 

？兩替 丄樂 種. 藥 劑師. 料理 及 飲食. 旅人 宿 及 下宿 業 .ぺ ン キ塗. 新聞社 員. 醫師及 齒科醫 .看 

護 婦. 船 員. 船 舶 業 逢 送 業. 留 學. 生. 行 商 人. 海 產 物 商 • 鑄 掛 物. 雜 貨. 米 穀. 遊 藝 人. 大 ェ. パ ン 菓 

子 製造. タリ I マン .商 人. 拳 鬪 師. ブ d  I 力 ！音 樂 家. 寶 石 商. タイ ビ ス ト 等を揭 記して 

ゐる rm して 此 間に 於け る 無職者 は 最も 多き 年に は 三百 人 を 超 え、 土寸 に 六十 五 人 

に 過ぎざる ありし も、 昭 和 八 年に は 二百 六十 人を算 し、 家 族に して 職業な きもの は 

常に 在留 總數の 四十 五 ％ 內外を 占めて ゐ る。 

商業 是等 諸外國 在留 外人 は 大阪祌 戶外國 人 商業 會議所 を 組織して、 事務所 を 神戶商 

. H 會辭 所內に 設 け、 以 て 其 商業の 伸展に 努力 し、 獨 逸人 は 特に 獨 逸人 商業 會議听 を 
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開設して ゐる。 此中 外人 商業 會議所 は 明治 元年 二 八 六 八 年) 京 町 八十 三番 地に 創 

立 せら れ、 當 初 兵 庫大阪 一 般 商業 會議所 (Hiogo  and  Osaka  General  Chamber  of  commer- 

ce)と  稱し、 ェ • ォ ！ゲ ィ (A.p  Gay) 會 頭に 就任せ し が、 副 會頭は 之 を 置か す 、明 治 二十 

八 年 二 八 九 五 年) に 至り 初めて 之 を 置 き、 明 治 三十 九 年 播磨町 五十二 番地に 轉 じ、 大 

正 十四 年 八月に は 江 戶町百 番地に 移 り、 昭 和 二 年 二 九 二 七 年 三月 社團 法人 神戶大 

阪外國 人 商業 會議所 (Kobe  &  Osaka  Foreign  Chamber  of  commerce) と改稱 し、 同 四 年よ 

り神戶 商工 會議 所內 に移轉 して 今に 至った。 而 して 會頭は 初代 會頭 以降 H ツチ. 

セ ント -ジ ェ li ブ ラウ ン、 ァ， ル. ヒ ュ 1 ズ、 テ ィ. レ ン ッ、 亍ェ ッ チ. シ I へ セ ルゥ ッド、 ェ 

ム.チ .！ ビ ィ. マ ックフ ハ ー ソ ン、 ァ ゥ グ. ェ ゲァ ー ス、 ェ ム. ブ ラ ク ン、 ェ ッ チ i ルつハ グ ガ 

レ ィ、 ジ ェ I マ， I シャル 、ェ フ.ジ ヱ !\ 1 デ ン、 チ ィ.ダ プル ュ I へ レャ 卜ァ , フ. ゥ 1 

レイ、 ェ 1*ァ J  , まソ ド ル、 ィ 1 ク レ \ デ ィ ン、 ァ 1 ル. ク 1 プ ス、 ェ ッ チ.ィ ！グ リ I ン、 ィ 

！ヒ ，丄 ス .ェ ドヮ ， ド、 ビ ィ.ェ ッ チ. マ ッ ケ ィ、 ェ ッ チ.シ ィ. マ ックノ ー ト ン、 亍ィ I ス 

ミ ス、 ィ！ ジ ェ ！リボ ，等 相つ いで 就任せ し が、 昭 和 二 年 二月 以降 はィ！ ダブル ュ 

1 ジ ェ ー ムス (E.w.  James) 會頭 となりて 今に 及 び、 副 會頭は 同年 以降 ジ ェ 1-ィ ！ 

ド. ベ ッ ケ ル (J.E.  de  wecker) 、ダ ブル ュ ーっガ グ ヂ (w.  Gauge) に つ ぎ、 ビ ーっフ ル ム (p.  Blum) 


i 任して 今に 至った。 木 會議所 は 商業 上の 一 般の 福利 を 進め、 商業 社 會の爲 に 有 

S なる 報告 を 蒐集し、 商取引 を 利便に する 商慣習法 を 作り 、必要に 應 じて 官廳 公署 

に 交渉し、 當事 者の 請求に 應 じて 照 會、 商品の 鑑定 叉 は 仲裁 を爲 すに ありし が、 戶 

商工 會議 所と 相 提携して 幾多 商業 上に 貢 獻を爲 す 所があった。 叉 年々 一 箇月 二 

囘の 月報 を發 行し、 從來の 秘密 主義 を 捨て、 開放 主義 を 採リ、 努めて 內外 商業 上 こ 

I 戶 國際委 資せし が、 其 會員は 創立 以來 五十人 乃至 八十 人の 間にあった。 而 して 明治 四十 一 

年 相談 委員の 名稱を 改めた る 祌戶國 際 委員 3?  wobe  International  congitte) は 當 

• 初 は 専ら 其 木來の 事務た うし 市の 元 居留地 遊園地の 管理に 關 する 交渉に IE  ^ 

りし も、 今や 其 職務 は 全く 內 外の 親善 を 目的と する に 至れる は當然 のこと である。 

蓋し 國際 委員の 努力に ょタて 市と 外人 間の 親善 關係 を增 進せ るの 功は沒 すべ か 

ら ざる ものが ある o 

地 保護 委 員 (I7p-.Keep  committe) は 後 

來^ し が、 大 正 十二 年 七月 十三 日 神 

ム スょク 東 遊園地 修繕費と して 一 

之 を採納 と决定 し、 同 時に 市よ リは 

九 六 九 


HI 委員 元 居留地 遊 園に つきて 設定せられ たる 遊 園 

年 運動場 委員と 呼ばれ、 主として 其 保護に 盡し 

^口  ， 〜ト • ヤン グ 記 念 基金 募集 委 員 長ジ ェ— 

萬 五 千圓の 寄附 申出 あ リ、 市 會はヒ 月 二十 V ョ 
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東 遊 園： § の 

改修 


五 千 圓を追 

委員の 努力 

設 せんとす 

な ら す 、叉 テ 

支障 を來す 

と せ ざ る 有 

な れ ど、 速 

り、 外 人 倶 

し 等の 條 

東 遊 園 

は 附近 住 

りたる も 

上 直に 起 

うは 此道各 

つた。 蓋し 


件 

ェ 


加 し、 東 遊 

の 結果 に 

る IE 畫ぁ 

ス コ 1 

とぁリ 

であつ 

通 道路 

及 劇場 


一一 

貫 


園 地 

外 な 

P し 

ト の 

し を 


こ o 


を 
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せ 

- 》 

ダ 


を設 

も 適 

の で 

貫通 

れば、 市 は 大正 十 

らる 、 に 至らす 

より 遊園地の 機 

國人元 居留地た 


運動場の 

らぬ 。惟 

も、 遊園地 

如き 外國 

以 

さ れ 

す 


け し こ 

ま两に 

り 之に 


一一 一一" 

當 な 

あ つ 

す る 

る 陳 


ば此 

る こ 

る 機 


Co 


下 

と、 

會 


道路 

情 も 

三 年 


の 

其 

_ 同 十五 

能を滅 

る關係 


修ェ事 を爲す ことと 定まり 

に 當時東 遊園地 を 束 西に 貫 

の 關係上 容易に 外人 委員 側 

專 用の 觀を呈 し、 野 球場の 如 

狀况 に對し 市會に 於ても 相 

附 を採納 して 遊園地 を 改修 

遊園地 內に 在る 公設 食 堂 .勞 

に 他 に 移轉し て以 て 遊園地 

構築 は 市民 多年の 要望 に し 

旣に此 遊園地 改修 費 寄附 

計を爲 して 縣の 許可 を 得 

五月 再び 之が 認可 を 申請 

殺す る ものと 認め 再考す ベ 

上、 外人 等の 要求 も ありし が 


九 七 〇 

しが 如 き、 叉 保 護 

通す る 道路 を 開 

の 承認す る 


1ー紋 

年 


きも 時に 

當 不滿の 

する は 喜 

助 刀 口，； T 万 

僂.^ づ 一お 

を 美化せ 


使 

し 


て、 大正 十二 

採 納の條 件 

し も、 豫 竹 介 の 

せる に 際し、 

しとて 返戾 

如くで あつ 


所 と 

用 に 

な し 

ベ き 

固 よ 

む ベ 

年 に 

と な 


0 よ 

し 米 


こ o 


マ，. ルマン 

の功勞 


此に 於て 市は更 めて 其然ら ざる 所以 を陳 じ、 同 時に 新 

も 一 报 せんこと を 以てして 同年 九月 其 認可 を 得 たれ 

を 投じ て、 加 納町六 丁 目 より 東 町に 通す る 幅 六. 五 間、 延 

開設した のであった。 ：. 

在留 諸外國 人中 神戶 市に 盡 したる 人々 少から すと 

ムス. フォス、 ゥェン セスロ ゥ. ド 4 ラヱス の 如き は 特筆 

ヨン • マ ー ルマン (J.ohn  Mehlmann) は獨 逸に 生れ 明治 四 

ン. マ —シャ ルの後 をつ ぎて 第二 代の 神戶港 長 (ハ ー 、 パ 

開設 せらる ヽ や、 其 顧 問に 任せら れ、 同 三 十三 年 契約 満 

之より 先 マ， ル マ ン は元來 船長と して 名 ありし を以 

運輸 本部の g かる 、 や、 神 戶 九州 間の 官軍 轍 送の パイ 

或は 郵船 山城 丸の 米國 航路に 就航す る や 其 船長と な 

案して 市民に 正午 を 知らし めし が、 此 午砲 は 大正 九 年 

所 前に 移して 記念物と せられて ゐる。 尙マ ー ル マ ン 

則、 船舶 檢查法 弁に 本邦 海事 法 等に し て、 其 功績 顯 著な 
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に 架 道 橋 を 架して 其 杞憂 を 

ば、 こ ゝ に 三 萬 三 千 二 百餘圓 

長 五十 三 五 間の 貫通 道路 を 

雖、 ジ ヨン. マ 1 ルマン、 ジェ， 

すべきであった。 ジ H  ！ジ 

年祌 戶に來 リ、 同 二十 年ジ ョ 

I マスタ ー) と な タ、 港 務 局の 

期と なりて 解職と なった。 

て、 西 南の 役に 當 リ、 神 戶 に 其 

口 ッ ト として 其 重任 を果 し、 

う、 或 は 港 長 時代に 時 砲を發 

迄繼續 し、 昭 和 五 年 商工 會議 

の 最も 力 を 致せる は 開港 港 

る ものが あ リ、 爲 に 遂に 外國 
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人と して 最初の 受勳 者と して 勳 三等に 敍 せられた のであった。 かくて 一時 橫濱 

に 去りし も、 大 正 十二 年 以降 歸來 して 御影 町 城の 前に 餘生を 送 り、 昭 和 五 年 三月 九 

十三 歲を 以て 逝 き、 春 日 野 墓地に 葬られて ゐる。 蓋し 最も 緣故 ある 外人と いふべ 

きで あらう o 

お ォスの 功 ヒュ. ジェ ー ムス. フォス (Hugh  James  jposs) は神學 博士に して 英國の 人、 明 治 九 年 宣 

敎師 として 神 戶に來 り、 同 十一 年 鯉川 筋に 於て 英語 を 教授し、 幾 もな く 敎授所 を 乾 

行 義塾と 稱 せし が、 同 二十 五 年 一 月に は倫敦 基督 敎 婦人 會 の依囑 によ り、 日 本 婦女 

子の 傳 道と 敎育を 目的と して 今の 松 蔭 高等 女學 校の 前身 を 創立 し、 同 年 八月に は 

日本 聖公會 監督と して 中 山手 通 三 丁目に 慈恵 醫館を 設立 し、 貧 民 を救療 し、 看 護 婦 

を 養成せ し が、 後 大正 七 年に は 基督 敎 主義に 基き 海員の 感化 慰勞及 救濟を 目的と 

して 設立せられ たる 神戶 海員 ホ ー ム の會頭 監督と なる 等、 社 會 事業に 盡瘁 する こ 

と 頗る 多かった。 フォス は是 等神戶 市に 於け る 精神的 事業に 盡カ せる 外、 全 關 西 

日本 聖公 會當 時の 大阪 地方 部の 監督と して 重き を爲 し、 大 正 十二 年 日 木 を 去る ま 

で 前後 五十 年間よ く 其 使命 を盡 し、 日 木 語の 聖書 飜譯 等に も 力 を竭し 、 が、 昭 和 七 

年 三月 遂に 英國 にて 歿する や、 在 留の同 國人及 其 關係者 は 其 死 を 悼み 、同月 三十 一 


日フ ォ ス の 設立せ る 中 山手 通 六 丁目 祌戶 聖ミ 力 ヱ ル敎會 に 於て 追悼式 を擧 行し、 

內 外人 多數の 敬虔なる 參列者 を 見た のであった。 

ゥェン セスロ ク. ド 4 ラ エス (wences  Jose  De  ^o^s  IMOraes) は 前 二者と 異な リ、 

官吏と して 文豪と して 叉 異色 ありし 葡萄牙 人と し て、 夏 に 叉 親日家と しても 名が 

あった。 乇 ラ ェ ス の 来朝せ る は 明治 二十 六 年に して、 鋼 銅砲賣 込の 川務を 以て 橫 

濱に 上陸せ る を 最初と する。 其 後一 旦歸國 し、 同 三十 年 駐日 葡萄牙 公使に 隨 行し 

て 再び 來朝 し、 京 都に 於て 明治天皇に 拜謁仰 付けら る 、 の 光 榮に洛 しし が、 翌 三 十 

一 年歸還 命令に 接せし も 遂に 歸國 する に 至ら す、 蓋 し 日本の 風 物 • 人 情の 敦厚なる 

に 心 を 動かされ たるに よると 謂 はれて ゐ る。 ついで 此年神 戶大阪 副領事 館 率 務 

處理に 任せら れ、 同 三十 三年に は祌戶 駐在 領事と な り、 大 正 元年に は總 領事に 昇り 

爾後 十三 年間 頜事 事務に 與 リ、 其 間 神 戶巿 水道 通 水 式. 神 戶 築港 起工 式. 同 市 廳舍落 

成 式 等に 臨 み、 外 交團を 代表して 佛語を 以て 視賀演 說を爲 す 等、 駐 神 外 交 官の 中に 

ぁリて 重き を爲 したので あった。 當時 モラ H ス は加納 町に 住 し、 明 治 三十 一 年德 

島 生れの 福 木 米と 結婚 し、 其 歿後 は 其 姪 小春と 婚 せし が、 之 ょク先 木國に 革命 sa り 

て 共和 政府 組織 せらる 、 や， 大 正 二 年 遂に 退官して 德 島に 移 リ、 昭 和 四 年 七月 七十 
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六歲を 以て 歿した のであった。 モラ エスの 著述 は 十五 部に 上る も、 其 題材 は 悉く 

日本に 採 り、 特 に 其 「曰 木 精 神」 は 一 九 二 五 年 リス ボ ンに 於て 刊行せられ たる ものに 

し て、 よ く 日本 國 民の 性格に 觸れる もの あ^と 謂 はれる。 蓋し 日本 を 敬慕す る 念 

の發 露な りと いふべ * きであった。 

國際 委員の a 際 委員 ま當 初よ リ七人 を 選任して 內 外の 交 涉に當 ると 共 に、 內 外 の 親 交 に 努 

盡カ  f  F 

力せ る こと 固よりに し て、 神 戶 市の 國際 都市と して 活躍 發展 する こと 多き に從ひ 

て、 市 と國際 委員との 接 觸を增 し、 特に 昭和 八 年 十一 月祌戶 みなとの 祭の 創始 せら 

れ、 其 中の 行事と して 國際大 行進の 第 一 日に 擧行 せらる 、 や、 此 市民 祭の 趣旨に 贊 

同せ る外國 居留 商館 等 は 進んで 花自動車 を 出して 之に 參加 せる のみなら す、 第 一 一 

日の 懷古 行列 中 の 「慕 末 維 新」 の 行列に つきて は、 神 戶國際 委員長 ェ フ* ェ ムュン ョ ネス 

《F.  M.  Jonas) 其 他の 斡旋に よりて、 開港に 大 なる 關係 ありし 諸外國 人に 扮 装して 之 

に 加 は リ、 內 外の. 親善 此參加 によ リて頓 に 加 はれる の感を 抱かし めた。 卽 ちサ！ 

，， 1 リ.パ ー タスに はゼ！ エフ. ジェ ， ムス (J. 力. James)、 其從 者に はジョ ネス 自ら 之 

に扮 し、 レオン ふ ッシュ にはェ ム*シ ，ク (M.  .Thieckr レ デ スデ！ 'ルに は エッチん， 

ク (H.  Rooke)、 タウセン トニ リスに はェ フ. ダ ブル ュ 1 マッキ ，，(F.W.Mackie)、 ァ 1 ネ 


ク ト. サ トウに は マッキ—  (Mackie  Jnr)、 サ —• ルサ フォ. I ド*ォ ，ルコック こま シ li 

ェ！ ァス レット (PA.  Aslet) 等 之に 當 リ、 當 時の 寫眞 服装 を 研究して 扮装を 凝らし 

た れ ば、 錦 上 更に 花 を 添 へ て 異彩 を 放 ち、 市 民 をして 驚喜せ しめる 等、 內 外の 親 交 を 

厚 ふす る ことに 努力 し、 爲 に 親善に 寄與 せる こと 多大なる ものが あった。 され r 

. 祌戶 駐在 諸 外國頜 事. 國 際 委員 弁に 主なる 外人 等 は、 四 大節 其他國 家の 大典 儀 i に 

は 市廳に 來リて 慶弔 を 共に し、 叉 は 市長と 交歡 をな し、 儀 禮 と共に 敦厚なる 親睦 の 

情 を 披瀝して ゐる。 

秋 妊 M 年來 神戶 市の 國際 的に 發展 する や、 幾多 諸外國 知名の 士の 来訪す る あり、 大觀 光團體 

の來 神す る あ リ、 市 は 常に 之 を 歡迎 して 國 交の 親善 增 進に 資する 所 あ り、 大 正 八 年 

以降の 主なる 来訪者 を 見る に、 此 年 一 月に は佛國 航空 派遣 圑フォ 1- ル 大佐 一 行 四 

十一 人 来訪 し、 次 いで 第二次 派遣 團ョ セット 中佐 一 行 九 人も來 り、 四 月に は 蒙古 喇 

• 嘛惽 一 行 六 人の 來るぁ リ、 日 米 交換教授 の爲め 来朝せ るジ ョ V* デ ュ ィ— 博士 は 市 

立 第 一 高等 女學 校に 於 て 「社 會的敎 育」 と 題す る 講演 を 行 ふ あ り、 七 月に は佛 國軍監 

ぐ デス トレ， 號來 港し、 十月に は米國 巡洋艦 一一 ュ， ォ ルリ アンス 號來 港し、 十一月 

に は 陸軍 特別 大演習 陪觀の 爲め來 朝せ る 諸 外 國陪觀 武官. 駐 剳各國 大使館 附 武官 
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する あ り、 何 れも 或は 午餐 會を開 き、 或 は 市の 名勝 を 案內 し、 土 產品を 贈呈し 

厚遇す る 所があった。 大正 九 年に は 三月に 米國 亞細亞 艦隊 旗艦 サ ウス. ダ 

入 港 し、 伊 太 利 汽船 ビ ルナ ス號 の來 港す る や、 同 國& イド 汽船 會社は 此船內 

日伊 航路 開始の 披露宴 を 張る あ り、 四 月に は英國 下院議 員 サ ！ジ ェ〜 • ェ ス • 

ル ス 一 行の 來訪ぁ り、 五 月に は 米 國國際 協 會總裁 ヱ フ丄 I、 ヴ ァ ンダ ー リツ 

米國 一 流の 紳商 觀光圑 の 來訪ぁ り、 叉 和 蘭 東印度 艦隊 旗艦 ヮ c: ム プ號外 一 

し、 佛 國 巡洋艦ぐ、 デ ス ト レ， 號も 入港し、 つ いで 八月に は米國 上下 兩院 議員 

人より 成る 日 木 觀光團 の 來祌 する あ リ、 更 に 九月に は 世界 日曜 學校 大會參 

行 百餘人 も來神 し、 十 一 月に は佛國 軍艦、 デ セ ク ス號來 港す る 等外 事 關係は 

繁忙 を 加へ 來っ た。 

十 年に は 三月に 佛國 巡洋艦 デ ス ト レ ー 號叉來 > 、四月に も同國 報知 艦及英 

艦 カイロ〜 號 入港 し、 五 月に は英國 軍艦 力 \.  口 ー 號 入港 し、 八 月に は 佛國柬 

旗艦 モ ン* 力 \ ム號 来航し、 十月 米 國桑港 會議所 主催の 觀光團 一 行 百 人來神 

，縣 .巿. 會議所 は 日米協 會と聯 八 口し、 之 を聚樂 館に 招待して 彼我の 親交 を 厚く 

同 十 一 年に は 二月に 佛 國答禮 使節 ジ ョ ク フ ル 元帥 來 朝す るに 當 り、 神 戶 市 


英國 皇太子 

奉迎 會 


大正 十二 年 

乃至 昭和 三 

年の 來訪者 


は 市會を 開き て 其歡迎 費と して 七 千 八 百 七十 圓、 廳內營 繕 費と し て 七 千 \ 百除圓 

の 支出 を可决 し、 ついで 同月 同 元帥の 一 行 を 市 正 廳に迎 へて 其歡 迎^ を亍 ひ、 オリ 

ェ ン タ ル. ホ テ ル に 於て 歡迎 午餐 會を 催せし が、 同 元帥の 來祌 記念と してず 黃戚の 


箇 を、 同 令嬢に は 銀 印籠 


大袖鎧 一 頜を贈 リ、 同 夫人に は 金 櫻 古代 意匠 蒔繪 附手靈 

蒔繪 附小筐 一箇 を呈 した。 四月に は佛國 軍艦 アルタ クル 號 入港し、 五月に ま U 

皇太子 御 召 艦 リウ ナン 號幷に 供奉 艦ダ ー パ ン號 入港せ しが、 全 乘組員 は 之 を聚樂 

館に 招待し、 記念と して 洋銀 製 シガ〜 巿內繪 葉書 及 英文 神 戶案內 地 圖等を 贈リ、 

縣正廳 に 於て 行 はれた る縣市 聯合の 同 皇太子 奉迎 會に は、 市長より 奉迎 文 を 捧呈 

し、 尙陣 太刀 一 振 fK 刀掛 一 箇幷に 刺 繡屛風 一 折を獻 上した。 尙此 年佛. 葡. 伊 三 箇國 

軍艦の 来訪に 接した。 

大正 十二 年に は 特記す ベ き 事項 少 かりし が、 同 十三 年 五月に は佛領 印度支那 J 

督 メル ラ ン 一 行來 神し、 木 邦と 同地との 關税 改定に よりて 貿易の 進展の 期待 せら 

る 、ものが 多かった。 同 十四 年に は ハルビン 市 市 會關係 者の 来訪に つぎて、 五月 

t に 佛國實 業圑の 來訪ぁ う、 十 月に は 極東 熱帶病 學會會 員の 來訪ぁ リ、 同 十 五 年 (昭 

ネ 元年) に は 四月 佛國 東洋 艦隊の 來航 につぎ、 五月に は 中華 民國 實業團 及米國 加州 
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口 ス ァ ンゼ \ ス市 實業圑 の各來 神す る あ り、 九 月に は米國 水泳 選手 一 行來神 

市民運動 場プ ー ル に 於て 妙技 を 振 ふ あ リ、 十 月に は 瑞典國 皇太子 同妃 の來祌 

迎 し、 十 一 月に は米國 海上 大學の 一 行來訪 する ある 等 又 相 當に內 外の 親交に 

する 所があった。 昭和 二 年に は 一月 以降 アルゼンチン. 和 蘭 .英. 佛籴. 伊 等の 軍 

踵いで 來訪 し、 市 は 儀禮を 交換す ると 共 に、 乘 組 員に は 生 花. 繪 葉書 を 贈 り、 市 電 

乘 車券 を 贈る 等 之が 歡迎 に盡 し、 三 月に はキュ ー ナ I ド 汽船 カリフ オル 二 ャ 

て米國 クラ， ク 社主 催 世界 觀光圑 員 五 百 三 十 人の 來神 する ありて 港 頭 非常 

賑は ひを呈 した。 而 して 同 三年に も 四月 以降 獨. 米 ，佛* 英 .蘭. 伊 の各國 軍艦 入港 

が、 就中 米國 軍艦 ビ ッパ ー グ號外 七隻は 前後 ニ囘 入港して 歡を 交へ、 五月に は 

ょリ來 朝せ る生絲 技師 十 人 を歡迎 した。 

昭和 四 年に は 御大 典 以後の 新年 視賀 の爲め 領事 團三 十六 人、 國 際 委員 六 人 

リエ ン タル. ホテルに 招待して 慶祝 を 共に し、 五 月に は英國 皇族 グ 口 ス タ ー 公 

せ ら れ、 縣 .市. 會 議所 聯合 歡迎 會をト ァ*ホ テ ル に 開催 し、 隨 員 四十 六 人 を も 招待 

乘艦サ ホ ー ク號乘 組 員に は 映畫館 無料 入場券 を 寄贈す る 等 歡迎に 努めた。 

て此年 三月 以降に は 米 .英. 佛 等の 軍艦 相つ いで 入港し 交歡 する 所 あ > 、叉 之 が 


し て 

を 奉 


虎 - 一 

。5  ( 
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： 英文 「神戶 市」 二 千 部を發 行し、 內ー 千 部 は 之 を 世界 四十 箇國の 市役所 .圖 書 館に 寄贈 

して 市の 紹介に 努め、 叉曩に 人形 使節と して 米 固に 寄贈せ る 神 戶孃は コ ンネク チ 

カット 州ス タ ン ホ ー 市なる ガ— フィル ド. フネ ッ の 保管す る 所と な，^  、同市 公園 內 

に S 築の 殿堂 內に 安置 せら れ、 日 々公衆の 面接 を受 くるに 至った。 

謹 年の 昭和 五 年 三月に は米國 世界 觀光團 一行 三百 人の 來 神に つぎて、 四月に は 同 三百 

六十 人、 つ い で 叉 三百 六十 人の 觀光 團來 神し、 互 船 突堤 を壓 し、 異人 街衢に 溢る 、 の 

偉 觀を呈 し、 サ クラの 祌戶 は爲に 一層の 光彩 を 添へ たのであった C 之より 先 三月 

下旬に は 丁抹國 皇族 クノ  — ト. アクセル 來 神せられ、 ついで 同國 皇太子 フ レデ リツ 

ク i 王 も 來祌ぁ り、 卽 夜 御用 船に て 東京に 向 はれた。 越えて 十月に は 米 國ょリ 百 

六十 人の 觀光 團來 神せ しが、 英 國經濟 使節 トムソン 卿 外 二十 四 人 も 亦來^ 上京し、 

十 一 月 其歸途 にも 來祌 して 市內 造船所 を見學 する や、 縣 ，巿. 會議所 聯合して 歡迎晚 

餐會を 開きし が、 同月 加奈陀 商業 會議所 主催に かゝる 東洋 觀光團 四十 人の 來 ゆす 

る や、 叉 三者 合同して 之を迎 へ、 ついで シャ ム國カ ムぺ , ベ ツチ 親王 來神 ぁリて S 

神 間 各 工場 を 視察せられ、 秩父 丸に て歸國 せられし が、 此年英 *• 伊. 葡の 軍艦 入港し 

て 各 儀禮を 交換せ しが、 市 は 厚く 之 を歡迎 する 所があった。 
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昭和 六 年 の 昭和 六 年 三月 神 戶市は 木 邦と 加奈陀との 親善に 資せん が爲 め、 同國 晚香坡 市に 

來訪者 

櫻 苗木 を 寄贈せ し が、 四 月に は ハ ンブ ルグ *ァ メリ 力 ン 汽船 會社觀 光團百 八十 人の 

來神 する あ， 0； ついで ト ー マ ス クック 社主 催の 觀光圑 二百 六十 人 も 来訪 し、 春 の 港 

を賑 はした。 七月に は 米國實 業界 言 論の 有力者 ヒ ュ ー ス ト ン 夫妻 を迎 へ、 九月に 

はシャ ム國 皇帝に は 皇后 及ス、 ヴァ ス ティ 親王 同妃 と共に 來朝ぁ り、 市 は 之 を 奉送 

迎 すると 共に、 第 一 突堤に 於て は 市立 各小學 校， 中 等學校 等の 敎職 員. 兒 量 生 徒.靑 年 

團 員 .靑 年 訓練所 生徒. 少年 圏の 代表者 之 を 奉 送迎した。 十月に は米國 ヱキ スプレ 

エチオピア ス社 主催 觀光圑 百 三十 人來神 し. 十 一 月に は ヱ チ オビア 國 皇帝 戴冠式 答禮 使と し 

特使の 來神 

て同國 外務大臣べ テ ラ ン. ゲ タ* へ , ィ. ヅ ォ ル ド 4 ラ ッ シ ェ 特派 大使 來神 する や、 各 

學校靑 少年 圑員等 之を迎 へ、 大阪滯 泊 中に 市よ リス テ ッ キを 贈呈せ しが、 つ いで 同 

月下 旬 同 特使 は 再び 來 神して 內外ゴ ム 工場 を 視察 し、 岡 崎 商工 會議 所會 頭の 茶話 

會に 臨みた る 後、 黑 瀨 市長 は 之 を 西 常 盤に 招 じて 晚餐會 を 催 し、 尙 曩に 六月 巴規市 

に 於て 日 木に 關 する 人文地理 展覽會 の 開催 せらる 、 や、 市 は 神 戶市變 遷圖三 葉、 同 

鳥瞰 圖 二葉、 マ グ チ 製作 順序 を 示せる 寫 眞、 製 造作 業 連絡 圖 二葉 弁に 岡久渭 城の 著 

作に か 、 る神戶 市の 史蹟 名勝 を 和英 兩文 にて 說 明せ る 「神 戶 古今の 姿」 一 部 を も 出 


昭和 七 八 年 

の 来訪者 


品して 市 を 紹介す る 所があった。 

昭和 七 年 二月に は米國 初代 大統領 フ シ ント ンの 二百 年祭 祝賀 會柬遊 園 池に 開 

麵 ■ 聽 催せられ、 n 一月に は國際 聯盟 調査 委員 一 行來祌 せる を 以て、 市は縣 及會議 所と 聯合 

して、 六 甲山ホ テルに 招待して 歡迎 午餐 會を 催した。 蓋し 前年 突發 せる 満洲 事變 

後、 此年 一 月に は 上海 事變の 起る あり、 ジ ュネ 〜ブに 於け る國際 聯盟 木部 を 中心と 

して 世界の 關心は 悉く 日本に あ リし折 柄と て、 此 調査 委員 等の 來 神に は 市民 もお 

. 常なる 注目 を拂 つたので あった C 五月に は佛 國前大 統頜ズ 〜メル 追悼 會の中 山 

,  手聖心 敎會に 開かる、 ぁリ、 同月 阪神 外人 商業 會議 所會頭 ブル I ムの 逝去す る あ 

う 、市 は 共に 深厚なる 弔意 を 表せし が、 七月に は國際 聯盟 調査 委員 再び 來 神して 直 

に靑 島に 向 ひて 出帆した。 越えて 十月 新に 建國を 遂げた る 满洲國 特派 大使 謝 介 

石の 一 行來 神す る や 、市 は縣 及會議 所と 聯合して 常 盤 花 直に 歡迎會 を 催し i 而 

して 此年佛 伊 等各國 軍艦 も 来航して 交歡 した。 昭和 八 年に は 三月 英國 文豪 パ 

，ナ ード.シ ョ ゥ 來 神し、 偶，. 明治 元年 維新 後 最初の 外交問題 たる 神戶 事件の 犧牲者 

擺善 三郞正 信の 記念 墓碑 除幕式の 兵 庫 永 福 寺に 行 はる 、を訪 ぬる ぁリ、 四月に 佛 

國 東 艦隊 旗艦 ヒ ュ —ス トン 號の來 港せ る を 始めと して、 英國 潜水艦 母艦 外 潜水 
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艦 七 * も 入港 し、 殊 に 十月に 来訪せ る英國 極東 艦隊 所屬 巡洋艦 力 ン バ 1- フ ゾ ト號 

は、 十 一 月 七 入 日に 市の 催せる 第一 囘 みなとの 祭に 參 加す るが 爲 め、 市 の 請 を容れ 

て 二日 間 其 出港 を 延期して 異彩 を 放った。 尙 八月 瑞典 皇族 力 ー ルの 来訪 せらる 

る あ り、 十 二月に はジ ャ バ 人 最初の 曰 本 視察 團も 來訪 せし が、 此 年 三. 四 月 の 交 加 奈 

陀. ァ メリ 力 方面よりの 觀光圑 の來訪 せる こと 四 囘、 合 計 一 千 三百 五十人に 上りし 

は 最も 異彩 を 放った のであった。 叉 昭和 九 年 二月に は カン。 ホス 博士に 引率 せら 

滿嚷摑 特使 れ たる ブ ラジ ル國日 木 視察 團來訪 し、 三 月に は 潇洲國 特使 鄭孝胥 及 熙洽ー 行神戶 

の來訪 

に 上陸す る や、 市 は 學校生 徒 .兒 童 .靑 年團等 をして 之を歡 送迎せ しめし が、 更 にジョ 

ホ， ル國サ ルタ ン同妃 の 来訪 せらる、 等、 神 戶 に來訪 する 諸 外 國人は 次第に 其範 

圍を擴 め、 市 は あらゆる 機 會に國 交 親善に 盡 すと 共 に、 神 戶 市の 紹介に 努めた ので 

あった。  -. 

、gmM 地 上 內 外人の 親善の 全く 舊態 を改 むる に 至れる に 際 し、 永 代 借地 權に關 し、 其 地上 物 

ノ  . 件に 課せる 市税の 滯納 問題 は、 市の 理事 者を惱 ましたる 重大 事 案であった。 旣に 

前 輯市史 外事の 章に 述べた るが 如 く、 元 居留地 永代借地 上に 於け る外國 人に 對す 

る 市税の 徵忟 は、 明 治 四十 一 年 三月 政府の 通牒に 基き て强制 執行 を 見合 さ、、、 る を 


得ざる に 至りし が、 一 方 明治 三十 二 年 改正 條 約の 實 施と 同時 に、 元 居留地 は 市の 听 

管に 入り、 爲に耍 する 經費 一 萬 二 千 六 百 五十 三圓は 年々 政府より 補助 を得來 り， し 

に拘ら す、 大 正 十四 年 五月 政府 は 財政 緊縮 を 名と して、 同 十三 年度より は 之 を 補助 

せざる ことと 定 め、 兵 庫 縣を經 て 其 旨 通牒し 來 り、 爲 に 市 は 外人の 市^ 滯納と 政？ 

の國庫 補助金 打 切と によ リ、 財 政 上に 多大の 苦痛 を感 する に 至った ので あつ .こ0 

辦 iwfl 當 時神戶 市の 財政 は、 世界 大戰 進行 中幷に 其後數 年間に 見た る 如き 餘裕は 最早 

見るべく も あらす 豫算の 編成に 多大の 支障 を感 する 情勢なる に 方 リ、 此 二重の 歲 

入の 減少 を 來すは 最も 遺憾な リ とし、 大正 十四 年 四月に は曩に 強制執行 見合の 訓 

令に 接して よ リニ 十 年間、 旣に 缺損處 分に 附 したる もの 約 十 萬 五 千圓に 達し、 未收 

入に 屬 する もの 叉 十六 萬 七千餘 圓を算 し、 市 財政に 及ぼす 影響 は些 まで 大 ならす 

とする も、 任 意 納付者との 負擔の 衡平 を缺 き、 市 の 威信に も關 する を 以て、 政府に 對 

し 明治 三十 一 年 十一 月の 訓令に よる も營業 税附加 税幷に 所得税 附加税 の、 は i 

制 執行 を 爲すも 支障な しと 信 すれば、 何分の 指示 ありた しと 禀請せ る も、 政府より 

は 何等の 指令に 接せす、 卽ち 同年 十一 月に 至り 更 めて 大正 十三 年度 迄の 未納 税額 

. 二十 萬圓に 垂んと し、 尙 年と とも に增 加す る を 以て、 土地 家屋に 關 する 部分 を 除き 
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ナ 

に 政府 

す、 卽 ち 

る も、 內 

年 十 一 

る 理由 

に對 する 

給 あらん 
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あ る 

の 態 

同 年 

務. 外 

月 更 

書 を 

也 且 

こ と 

H 畐 


ニ辑 本 編 各說 下  九 八 四 

ん こと を 以てした る も、 政 府は 之に 對 して 見合す ベ き 旨 示達し 

市 は 元 居留地に 於け る 街路の 點 燈. 撒 水 等 特殊の 

義務 は 消滅した るに あら 

は 豫算關 係に し て、 比 施 設 


る 以上 は、 自 ら此施 設 の 

し て、 政府 は國庫 の 補助 

ベ きに あらす と 答し 


來 り、 神 戶市も 之が 處分 


す やとて 

に關 する 

困難 を來 


せんとす る に 


度 決定せ ざるが 爲 に、 大 

九月 市 は 外人に 對 する 

務兩 省に 於て 交涉 中な 

に 禀請 を 申ね たる も尙 

附し て、 神 戶市元 居留地 

附加税 相 當額幷 に該地 

を 大藏. 外 務. 內務 三省 大 

本 を 送 リ、 舆 論の 力に も 

至った。 當時內 務省內 


ま 


正 十五 年に 入る も 本 問題 

滯納處 分 は 之 を 至急に 執 

りとの 囘訓 ありし に 過ぎ 

其 指示に 接せ す、 越 えて 同 

永代借地 上の 家屋に 對す 

上に 於け る國税 附加税 等に 

臣 に 禀 請 し、 同 時に 神 戶市會 

倚賴 して 以て 多年の 懸案 を 

に 於ても 祌戶 市の 申請 は理 


一 了 

Z ィ 


三 

る 


解决を 

したき 

，こ 、 に 

年 六月 

家屋税 

對し、 國 

議員 及 

一 擧 に 

由 ある 


庫 補 

之が 

^ 令 

し こ 

し f 


見 る 

旨 を 

於て 

市 は 

及 其 

庫 よ 

政府 

し て 

も の 


と し、 其 辅 給 額 を 昭和 四 年度 豫算 として 要求す るの 議 ありし やに 聞け る も、 而 も 遂 

に 目的 を 達する を 得なかった のであった。 而 して 當時 市の 禀請せ る 補給 額 は 百 

六十 四 萬 三千 七 百 三十 圓餘 にして， 此中 明治 三十 二 年度 乃至 昭和 二 年度の 二十 九 

年間に 於け る 元 居留地 永代借地 上の 家屋税 累計 九十 八 萬 七 千 六 百 九十 ニ圓 餘、 明 

治 四十 一 年度 乃至 昭和 二 年度の 二十 年間に 於け る 同地 上の 國税附 加 税其他 市税 

にじて 外國 人の 拒納 せる 金額 累計 六十 四 萬 六 千 六 百 四十 五 圓、 幷 に 昭和 二 年度 地 

租附加 税相當 額 九 千 三百 九十 三 圓餘を 含み、 且 つ 昭和 三年 以降 毎年 生す ベ き 見込 

額と して 十六 萬 二 千 四百 三十 四 圓餘を 計上した のであった。 

惟 ふに 當時 神戶 市は國 法に 基く 公權の 一 部 を 執行し 得ざる が 如き は、 自主 權の 

侵害せられ たる やの 感 なき 能 はすと な し、 こ れ神戶 市の 體面 ならん より 寧ろ 國家 

の 威信に 關 すと 思料 し、 よ りて 以て 將來 外人 をして 任意 納入せ しむる の途を 講^ 

ん こと を も 請 ひし が、 而 も 遂に 要領 を 得る に 至ら す、 此 に 於て 同年 十 一 月に は 山手 

方面の 元雜居 地所 屬 永代借地 上の 家屋に 對 する 市税 は、 當 初以來 政府より 補給せ 

られ 居る に拘ら す、 元 居留地の 分に つきての み 下附を 得ざる は 不合理 なれば とて、 

永代借地 上の 全部の 家屋税 相當 額の みの 補給 を 禀請せ し も、 こ れ叉 豫算の 都合 上 
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. 、同市に あ リては 大正 十四 年末 現在の 永代借地 


年に して、 此 

査 中、 木 問 題 

-こ、 に 始め 

當 時 永代 借 

四百 八十 一- 
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侬 


が 賈收を 策し て、 

月 一 日 迄に 十 萬 

十五 年度 迄に 每 

な し、 其 滯 納金 約 

ば と て 「外 人滯納 

を、 昭和 三年に は 


クし 


宛、 合計 百 三十 六 

る を 知った ので 

情 此の 如き もの あり 

市と 何等 異る ところ 

し、 之 が 考慮 方 を 

徵收を 見合す ベ しと 

令 は 取消す を 得すと 

て 橫 濱， 神 長 崎 

の 所有 權は之 を 


し 


政府 

二 千 

年 六 

百 萬 

市税 

七 萬 

萬 四 

あ つ 

し を 

な く、 

の 命 

言 ひ 


より 無禾 

四百 七十 

十 萬圓宛 

圓 にっき 

補給 金」 な 


六 千 圓、 同 


千 二百 圓 


こ o 


も、 土 地 


認 め 


知 る や、 神 

從 つて 木 

省に 侬賴 

令 は^ 務 

、外務省の 

の 状況 を 

ん こと を 


笫十章 外事 


^を 以て 六 百 萬 

六 坪 を 買 收 し、 同 

を 償還 し、 利 益 は 

て は、 同市の 財政 

る 名義 を 以て 大 

四 年度 七 萬 三千 

を 政府より 得て 

UV 市 市政 事務 調 

市に 補給 金 を 交 

せし が、 內務 省に 

大臣の 權限 によ 

意向 は曩 に英國 

調査せ る に、 外 人 

希望せ るが 如く 

九 八 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  九 八 八 

な れ ば、 買 上 價袼の 決定 は 容易なら ざる も、 急 速に 解決 せんとす るの 意 ありと いふ 

にあった。 されば 此 情勢に より 十二月 二十 二日の 市會は 委員 會の 報吿 によ り、 更 

. めて 彼の 訓令の 解除 方 を 申請 し、 進 んで 永代借地 權の 如き 國辱的 存在 を も 解消す 

ベ く、 市 會は 意見書 を 提出す る ことと なり て、 六 人の 起草 委員 をも定 め、 內 閣 總理大 

臣を 始め 外 務.內 務？ K 藏 三省 大臣に 宛てた る 意見書 を も可决 した。 

市會の 運動 此に 於て 市政 事務 調査 委員 會は 市會 決議の 霣徹を 期す ベ く、 實 行 委 員 を * げ、 議 

長 .理 事 者と 共に 上京して 運動に 從 ひし が、 同 八 年 二月 二日の 市會に 於け る 委員長 

の 中間報告に 從 へ ば、 委 員 は先づ 外務省に 至り 意見書 を 提出 し、 市 の 財政 上 幷に市 

民の 納税 觀念 喚起の 爲め强 制 處分を 決行した き 旨を陳 じたる に、 詳細なる 滯納の 

內容を 具備せ る 書類 を 提出せ ば、 關 係 各省と 協議の 上 認可す ベ く、 叉 從來の 如く 外 

人より 異議 申出 あれば 外務省に 交涉 すべし とのこと であった。 而 して 永代借地 

權の 解消に 關 して は 外務省に 於て 解決の 機運に ありと 聞 き、 且 つ 昭和 八 年 一月に 

は 之に 關 する 調査 委員 會の 組織 あるべ しとの 言 明 を 得し が、 更 に國庫 補助に 關し 

て も 事務 方面に 協議せ しむべ しと 言 ひ、 內 務. 大 藏兩 省幷に 內閣に 於ても 好意 を 示 

され たれ ば、 法 制 局 及 司法 省に も 陳情す る 所が あ り、 機 運 漸く 熟せり との 報告が. あ 


つたので あった o 

姆ザ ほ. IS^\PH5-  . . 

衝 f 解お 促 祌戶^ 會の 意見書 は 果然 關係 各省に 刺戟 を與 へしが 如く、 昭和 七 年 十二月 十二 

日に は 內務. 外務？ K 藏. 司法の 各省 關係者 集合して 永代借地 權 調査 委員 會 組織の 議 

ありし のみなら す、 同 八 年 一 月 十九 日に は 官報 を 以て 勅令 第二 號 永代借地 權 委員 

會 官制 公布せられ て 卽日實 施 を 見る あり、 二十日に は 委員 十 一 人、 幹事 五 人 s 命 ナ 

ら れ、 こ  >  に 六十 有餘 年存續 せる 永代借地 權は 解消の 一 步を踏 出した ので あつ i 

されば 祌戶巿 は 前年 十一月 十六 日滯 納金 中 家屋税 • 地租 附加税 を 除け る 六十. 一 萬 

圓の滯 納金 處分、 决行を 禀請し、 同 八 年 一月 十四日に は從來 の滯納 額に， ) てま 廣 

濱 市と 同 樣に國 庫 補給 金 を交附 せらるべき を 禀請した のであった。 かくて 五月 

二十 二日の 巿會 にて は、 永代借地 權 解消 幷に滯 納金 徵收 促進に 關 する 委員 十五 人 

を 設置 せんとす る 緊急動議 を可决 して、 委員 を も 定め たれば、 六月 六日の 市 會に於 

て 意見書 を關係 各省に 提出 せんとす る 緊急動議 成立して 意見書 も可决 せら 1 た。 

卽ち從 來の經 過と 市 財政 上の 立場 を 叙し、 速に 強制 徵收を 認可せられ、 曩の 禁止 訓 

令に ょリ て時效 となれ る滯納 にっきて は 國庫辅 給金 を 交附 あらん こと を 以てし 

たのであった。 
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政 莳の對 案 


滯納處 分と 

市の 態度 


力 く 

に 於て 

地權解 

上の 場 

務 省の 

公布せ 

者 あれ 

考究せ 

はしめ 

事情 

長 の 照 

且つ 從 

を 說明 

て 其諒 


神 戶市史 第二 辑 本 編 1 各說 下 

て 其 後市會 委員 會 の 報告 

も 地方税の 徵收は 當然な 

都市の 材料 提 

て は、 土 地 をば 

る 土地 

勅令に 

情勢と 

納證の 

らすと 


九九 〇 


從 へ ば、 外 務 省に 設 


ベ く 

消 に 

合 に 

委員 

ら る 

ば、 公 

さ る 


つ き 

は殘 

會 は 

ベ き 

課完 


ま 

丄 

な 


を 

外 


如 き 


た の 

此 の 

會 あ 

來比 


< ユ 

へ 力 


で あ 

n  く 

i  く 

P し 


さ 


て 

-且 

せ 


STL 

ら 


rn\ と 

を 待 

府が 

の 所 

有權 

JT 國 

を 出 

れ、 本 


つ i 


%7 


を 

外 


し、 當 市 の 

解 を 求め 


なりし 

に對し 

好意 を 寄 

從來 採り 

_ 更に是 等 


內 

し- 

年 


定し、 只 外國人 

て决定 せんと 

時に 買收 する 

樓に 移る も、 其 

附與 する の途 

の 歸國の 場合 多く は 

. 之 を缺く 者 は 歸國し 

題 は 漸く 本格的に 軌 


の 

力 

t 一 

を 

多 


の 永代借地 

對す 

態度 

關す 


る 

を 


る 


辱 

道 


差 押 は 

明かに 

ま- 

し 

る 


之 

決 


さ 

の 


以て 昭和 九 年 三月 

國 人中に 在りて 市 

せ た る 有力 外國人 

来れる 方針 を改む 

の 人々 を 介して 一 


神戶 市長 

税滯釩 問 

に對 して 

るの 已む 

般に 周知 


ま 

題 

，先 

方 


一 了 

\ィ 


な 

の 


調 査 委 員 會 

穩 便に 目的 

し 得、 永 代 借 

ふ ベ き か、 買 

きを 以 て、 外 

案文 も 近く 

、歸國 する 

制度 方法 も 

乘れる を 思 


-處 分に 關し 

に關し 多少 

づ 市税 滯納 

きに 至れる 

を 計 り、 滯 納 


兵 庫 縣內務 部 

の 理解 を 有し、 

の 沿革 現狀等 

事情 を 以てし 

者各臈 にっき 


て 賦課に 對 する 理解と 認識 を 徹底せ しめて 誤解の 一 掃に 努め、 以て 自發的 納税に 

誘導して 和 協 的に 其 目的の 達成 を 期し、 若し 尙此 を認 むる 能 はざる 者に 對 して は 

反省 を 求む る 最後の 手段と し て、 時 效に關 係 ある ものよ リ 順次に 財 產差押 を 執行 

す る も、 永 代 借地 權 者に 對 して は 當分差 押に 限 リ之を 保留 し、 差 押を爲 すも^: 納税 

を肯せ す、 何 等 反省 を認 むる に 由な き 者に 對 して は、 熟 慮の 上 公賣處 分に 附し、 一 時 

に 納附し 難き 者に は 分納の 便. 宜を講 すべ しと 言 ひ、 且つ 從來 外人の 誤解の 因 を へ 

I グ 裁判所の 判決 及 地券條 約の 疑義に ぁリ しと し、 之 が 爲に强 制 徵收を 行 は ざり 

しが 爲に 一 層 之 を 困難なら し め、 爲 に 比較的 理解 を 有せ る 者 をして 之に 自 1 隨ナし 

めて 遂に 今に 至れる 實 情なり しと 斷 じ、 三 月 十六 日よ リ 整理 實 施の 豫定 なる を 明 

かにして 市の 態度 を說 明した のであった。 卽ち 神戶區 長の 名 を以 て 「、氷 代 昔地內 

外國 人滯納 市税 整理に 關 する 件」 と 題す る 聲明書 を發し て、 こ 、 に 劃期的なる 而し 

て 多年の 問題 解 决の爲 に 邁進 せんとす るに 至った ので あ つ， た。 尙 昭和 七 年 十月 

調査に かゝ る 永代借地 上の 滯納總 額 は、 所得 税. 營 業收 益税附 加 会 業 税. 自 動 車 税. 自 

轉 車 税. 金 庫 税. 雇 人 使用 税等 合計 六十 六 萬 五 千 四百 九十 四 圓餘に 達 し、 非 永代借地 

にて は 四 萬 九 千 三百 二十 五 圓餘ぁ リ、 其 後 九 年 三月 迄に は 約 十 萬 圓の納 附ぁリ し 
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六十 餘 年間 

の變遷 


神 戶市史 

が、 更 に 七 入兩年 

增 した. ので あつ 

今 昭和 八 年 五 

に、 元 居留 地に 於 

分 を 占 め、 米 .佛. 獨 

治 元年 七月 第 一 

全部の 競 賣 終 了 

人 は 二十 三區六 

十一 區 四千 三百 

一 區 二百 五十 五 

年 を經る こと 六 

の發展 は、 此 小 區 

る 間、 諸 外國 人の 

俟 たぬ。 左に 其 

神戶市 


第二 辑 本 編 各說 下 

度 を 加 ふれば 前者に 

月 二十 五 日 現在 に 於 

ける 一 萬 一 千 八 百 三 

の 如き は 殆ど 數 ふる 

囘 競 賣 を 行 ひ、 引 つ く 

し て、 英 國人は 六十 四 

千 八 百 二十 坪餘 を、 和 

二十 八坪餘 を、 佛國人 

坪 を 各 落札 し、 爾 後 神 

十餘 年に して 遂に 此 

域の 變替 消長に 徵す 

祌戶 貿易 其 他に 效せ 

坪 數地區 等 を 表示し 


於て 約 一 萬 六 千 圓、 後 者 ：， 


九九 二 

て 約 四 萬 ニ千圓 を 


ける 市 財務 課 調 

十八 坪餘の 中、 英 

に 足らぬ。 顧る 

きて 同 二 年 四月" 

區 一 萬 九 千 六 百 

蘭人 は 十五 區五 

は 十 一 區 三千 三 

戶 港に 拔 くべ か 

變替を 見 る、 蓋 し 

る も 之 を 察する 

るの 功 勞叉沒 す 

て參考 とする。 


査 にか、 

國 及英國 

に此 居留 

同 三年 四 

六十 四 坪 

千 三百 六 

百 六十 二 

ら ざる 勢 

日 木の 國 

こ， くま 

ベ か ら ざ 


る 永代借地 

人の 借地 は 

地の 工率 成 

月 及 同 六 年 

餘 を、 プ 口 シ 

十坪餘 を、 米 

坪 餘 を、 伊 太 

を 樹立せ し 

力の 增 進， 祌 

ない。 只此 

る もの ある 


を觀る 

其 大部 

る や、 明 

二月に 

響 逸) 

國人ま 

禾 ゾ は 

f 棒^- 

戶 商人 

に 至れ 

は 論 を 


永代借地 總 調査 表 (元 居留地) 


元 居留地 上 

永代借地 坪 


町 名 


地 番 


海岸 通 

同 

浪花 町 


AT  ^ 

明 石 町 

^ 町 


同 

裏 町 

浪花 町 


七ノ乙 

九ノ甲 

二 六ノ甲 

二八 

I 三 七 

三 八 

三 九 

四 一 

四 六 

四 九 

五 〇 

六 一 

六 二 


坪 數 借地料 摘要 


W  ニー 

さ 一 七 

一 一 七 二 

ー六0 

一一 一一 八 

一一 iw 七 

四 七 六 

lis 

ニー  一 W 

二八 七 


坪 


00 

00 

s 一 

一一 ョ 

一一 一一 一一 

七 七 

七 七 

七 七 

0 大 

0 六 

00 


一大 七 

七 八 

八 七 

一 0 二 

m 八 

二  m 

ニミ 

一聖 

九 八 

九 < 

七 二 

九 二 

七 二 


き 一 

望 


M 九 同 


M  二 


靈 一同 

一 M 

0 一一 一一 同 


一一 11 


0 九 同 

5 同 


四 四 


自 W 


自用 


同 

同 


0 九 自用 英 


同 

同 


英 

英 


米 

同 


借地 權氏 


名 


ゼ*ホ ン コン • ェン ド，シ ャ ン ハ ィ ン キ 

ング • コ -I ポレ 1 シ ヨン 

ニッケル • ェ ンド • ライ オンス • リミ テツ 

シ リル *乇 ン テ 1グ.バ 1 ネ 

イシ ド— ル*ビ 力 1 ル 

ジ ャ ゾ：、、ノ ケ ス ト* 力 ス クニエ 

同 

、ヴ ァ イタ 1 ド. ェ ン ド .ホ f ル 

^ ツチ ，H ネット • ベ ルナ ルド 

ヘルムズ っフ -フ ザ 1 ス *リ £ テ ッ ド 

ゼ. スタン ダ 1ド*ォ ィ ル* 

コム パニ  ，1, ォブ 11 ュ 1 ョ 1 ク 

マ メ* エブ- ノ ハム 

ィ 1- エツ チ，サ ン マ 1 ズ 

同 
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九九 三 


同 同 同 同        同        同 同 同 同 同 同 同 同 
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六 三 

六 五ノ甲 

六 七 

七 一 

七 二 

七 五 

八 三 

- 八 五 

八 八ノ乙 

+ 八 九 

九 二 

九 三ノ甲 

九 三ノ乙 


1111 

一 謹 • 七 0 

ニー 一一 00 

一醫 •§ 

ま 七 •§ 

零 00 

零 00 

拳 00 

15.00 

一二 一一 一  •  00 

一七 亍 00 


七 二 

四 二 


飞飞 

ダダ 


七ョ 

七 一一 一 

< 六 

九 六 


九 八 同 


四 二 


九 W 

0 一 

四大 


UK  • 九 七 同 


八 八 .四 二 

一一 一九 • 

響 S 


八 W 同 


S 同 


同 


同 

貸 地 

自用 

貸 地 

自用 

同 


自用 


貸 地 


九九 四 

同 

口 バ 1ト.ャ ン グ 

ゼ. チヤ， タ， ド. 、パ ンク. ォブ. イン ディ 

ャ. ォ II スト ラリャ .ェ ンド • チャイナ 

ェ ッ チたジ ェ 1 ハ ント 

ブ ル ナ 1 乇 ン ド丄 ン ド， 

コム パニ  ！ソ ミ テ ッ ド 

ェ ッ チ*ジ ェ 1 ハント 

ジ ャ 1、 デ ン. -マゼ ソン • エンド， 

コム パニ  ！ソ £ テ ッ ド 

、コ -I ンス 4: ンド • コム バニ  ，1 社員 

ァ 1 チ ボル ト*ジ ヨン • コ 1 ンス 

ォ 1 ガ ス ト. ラ ング フェル 卜 • マ ンレ— 

| ヴィク ト ル，ァ ル バ 1 卜 • 力 ンザ 1 

ジュリア ン*ョ1 ンス 

同日 木 |ー  於ケル 支店 代表者 

\ パ 1 シ レイトン • ス ペン ス 

同 • 

ハッサム • ヒルジ 1 

ァ 1 ネスト • ウイ リア ム ニン ェ II ム ス 

ゼ* ホンコン ンド • シャン！； ィ. - 

、パ ン キング • コ 1» ポレ— シ ヨン 


同 佛 米英 獨同同 同 同 同 同 同 同 同 同 


九 九 四 四 四 

六 六 二三 CD 

四 四 七 二 四 

六 六 三 八 五 


五 
CD 


^ ら 


同 


九 五 


同 

伊藤 町 

^1 叮 

ィ 

伊藤 町 
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第 +' 一  章 兵事 警察 幷 びに 消防 

g の 兵事 事 神戶 市の 兵事 事務 は 明治 四十 一 年 以降 獨 立の 兵事 係 を 置きて 其 事務 を 取扱 ひ 

來リ しが、 大正 十二 年に 至 リ處務 規程 を 改正し、 從來の 兵事 係を廢 して 庶務課の 听 

管に 移せし 力 昭和 六 年 九月 一 日よう 區 制を實 施す る や、 兵事に 關 する 實際 事務 は 

之 を八區 役所の 兵事 係の 取扱に 移し、 敎育課 社 會敎育 係 之を總 管す る ことと なり 

以て 現在に 至って ゐ る。 

^市の 壯 大正 八 年 以後に 於け る神戶 市の 受驗肚 丁 數卽ち 本籍 者 人 寄留者の 合計 數は、 大 

.  正 七 年に は 三千 七 百 人を算 へしに、 同 八 年に は 激減して 三千 三百 七十 五 人となり 

しが、 同 九 年に は增 加して 三千 六 百 四十 二人と なう、 爾後 增滅區 々にして 同 十三き 

に は 四千 人 を 超えし が、 髮 十四 年 及 十五 年に は 三千 七 百人臺 とな リ、 其 後 は 漸次 增 

力して 昭和 八 年に は 五 千 二百 人となり、 十 五箇 年間に 約 二 千 人を增 して ゐる。 

1^1 査合 祌 戶市壯 丁の 徵兵 撿査 合格者 數は 大正 八 年より 大正 十五 年 迄 は 百 人中 六十 人 

. ょリ 七十 人の 間に ありし が、 昭和 二 年よう は 激減し、 同 六 年に 至る 間 は每年 何れも 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  九 力 八 

五十人 臺に 過ぎ す、 こ れ 蓋し 日露 戰役後 國民體 袼の衰 返に 因る もの か。 然るに 爾 

後 漸く 其 率 を 高 め、 昭 和 七 年に 至りて 六十 四. 七 一人と な う 、夏 に增 加の 傾向 を 示し 

てゐる C 又 甲種 合格者の 數は 大正 十 年の 壯丁百 人中 三 十. 五 八 人 最も 高 く、 次 い で 

同 八 年の 三十 丄 九 人 これに 亞 ぎ、 爾餘の 年 は 二十 人臺を 出で す、 昭 和 三年の 二十 二. 

一六 人 は 十五 年間の 最低 率であった。 之 を 乙種 合袼 者に 比較す る に、 十 四 箇年を 

通じて その 數 甲種 合格者 數 よ，^ 多 く、 そ の 率 肚丁百 人 中、 大 正 十 年の 四十 三 三人 を 

最 高 と し、 昭 和 六 年の 三 十 •〇 九 人 を 最低と し、 平 均 壯丁百 人中 三十 五. 六 人と なる。 

甲 ひふ に 肚丁體 袼は其 身 長 .體 重 等の 比較に 於 て、 時 に 消長 ある は 免れざる も、 而 も 甲 

種 合格者の 滅 少、 乙 種肚 丁の 增加等 は、 ま た 壯丁體 格の 低下の 論議 せらる 、所以な 

る ベ く、 今 左に 壯丁檢 查に關 する 統計 を 表示す る C 


到^ 輒$转 受驗壯 T 數及 合格率 - 

(但 昭和 八 年の 數字は 祌戶市 在籍 者の みを揭 ぐ) 
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神 戶市史 

海軍 志願兵 海軍に ありて 

八 年の 志 一 願 兵 は 

增加 せる も、 合 袼 

僅かに 二十 九 人 

なかった。 

壯丁敎 育  壯丁敎 育に 關 

八 年の 學カ 調査 

て、 爾 餘は 尋常 小 

五 ％ に 滅じ、 更に 

小學校 半途 返學 

査 方法 を 見る に、 

答 を 行 ひ、 從 來 省 

し、 全 員に 對 して 

に 〇•〇 五 ％ に 過 

も、 國 語に 於て 誤 


第 

人 


學 


蜀 


き 

讀 


ニ辑 本 編 各說 下 

其 志 願 兵 數は比 年 增加を 示す も、 其數三 

十三 人、 大正 十五 年に は 九十 四 人、 昭和 八 

員 は 昭和 八 年に も 四十 九 人に 過ぎ す、 從 

し て、 大 正 八 年に は 八 人、 同 十五 年に は 二 


る 調 査 

徵 すれ 

校 卒業 

ネ, 年 

も 亦 年 

年は從 

したる 

査を行 

K 而 し 

齚 挣 さ 


正 

ま 


百 人 

年 に 

つ て 

十六 


其 

A 


た 

る 


今 之 を詳か にす る を 得 ざ 

，讀 書. 算 術 を 稍" 解 する もの 

同等 以上の 者な りし が、 同 

は  一 •〇 六 ％ とな り、 年 を 逐 

減少して ゐる。 尙 昭和 六 

と 全く 方法 を 異に し、 國 語- 

等學校 卒業 程度 以上 の 者 

しが、 此 年の 調査 壯丁 四千 

調査の 結 果、 敎 育 程度の 進 

もの 甚だ 多 く、 叉 「國 號」 の 意 


れ ど 

十 一 

十五 

ひ て 

年度 


，公 民 の 

きても- 

餘 人中 

從ひ正 


000 

過 ぎ す 、卽 ち 大正 

百 三十 四 人に 

用人 員 も此年 

數 ふるに 過ぎ 


三 


を 


，その 大槪 

%  、無 學 者 

年に は不 

其滅少 を 

に 施行せ 


三 

不 


に つ 

八 百 

を 解せ ざる 者 


答 


を 見る に、 大 正 

1 • 八 〇 ％ にし 

就 學者は  一 • 四 

示 せし が、 尋常 

る 壯丁敎 育 調 

科に つきて 筆 

民 科 一 科 を 課 

就 學者は 僅か 

者 を增 加す る 

あ り、 算 術に 於 


て步 カロ 算の 計算 を 知らざる もの 多 く、 公 民 科に 於て 尋常 乃至 中等 學校 卒業 こ 诗 こ 

誤答の 多 かりし を 見、 かくて 國語 にて は 六十 八艿、 算術に 於て 四十 五 ％、 公民に あり 

て は 五十八 ％ の 正答 を算 する に 過ぎ ざり しが、 此 結果 は 各敎 科敎授 上に 多大の 寄 

與を爲 せる もの ある を 知る と 共 に. 壯 丁の 敎育上 注意す ベ きもの ある を 示した の 

であった。 思 ふに 壯 丁の 敎育 程度 は 年々 向上し 、青年 訓練所 開設 以後に あ リては 

特に 其 素質の 向上に 見るべき もの ありと せられ、 叉 近時 在鄕 軍人 分會 にても 在郎 

軍人 未教育 者に 留意して 之が 教育 復習に 努力せ る ある を以 て、 壯 丁：^ に 在^ r 軍 V 

の 士氣は 更に 飛躍的に 潑刺 たる もの あるに 至った。 

g| の宿營 神 戶巿は 其 交通 運輸の 利 を 占む る關係 上、 軍事に 關聯 する 幾多の 事歷を 記錄す 

る。 大正 十一. 十二. 十三 年に 大正 三年 乃至 九 年の 戰 役に 關 する 勳章勳 記 三百 五十 

六、 賜 金 辭令千 百 三十 九、 從軍 記章 九 百 六十 六、 戰 捷 記章 五 百 七十 六の 下賜 あ リしを 

傳 達せる が 如き は 特例に 屬 する も、 年 々軍隊の 來祌宿 營叉は 休憩す る 數ま夥 レ ぐ、 

之に 對 して 市 は 有らゆる 方法 を悉 して 歡待 に努 め、 在 鄕 軍人 分會と 協力して 遺漏 

なき を 期せし が、 特 に 満洲 事 變勃發 以後に 繁劇なる ものが あった。 昭和 七 年中に 

. 祌戶驛 叉 は神戶 港に 於て 軍隊 を 送迎す る こと 五十二 囘. 戰 傷病兵 を迎ふ る こと 二 
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十囘、 凱旋 遺骨 を迎 ふること 四十 ニ囘 に 達し、 同 八 年に は 軍隊 は 三十 六 囘、 戰慯病 者 

は 三十 二 囘、 凱 旋 遺骨 は 四十 七囘に 及びし が、 市 は 之 を在鄕 軍人 團，靑 年 團. 各 學 校 其 

他の 團體に 通達して 之 を 送迎 し、 叉 常に 出動の 軍隊に 對 して は淸酒 或は 物品 を 贈 

呈 して 其 首 途を祝 し、 遺 骨の 凱旋す る や 花環 を 贈りて 敬 弔の 誠意 を 致す 所が あつ 

た。 以上 祌戶 市に 宿營 せる 軍隊に つきて は 一 々之 を敍し 難き を 以て 左に 之 を.^ 

示して 一 覽に 便す る。 
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精神 を再撿 討す る 機運 興リ、 隨 つて 軍國 精神、 國防 思想 熱 は 日を遂 うて 旺盛と な 

しこと 特筆に 値する。 卽ち 或は 國防 資金 を獻納 し、 或は 在 潇將士 に 慰問品 を 贈 

或は 婦人 圑體が 銃後の 後援 をな して 社會 的に 活動 をな す 等、 軍國 熱の 高潮に 達 

たる 事 は此十 五箇 年 を 通じて 特に 留意すべき 現象であった。 隨 つて 是等 軍事 

關 係して 备 種の 團體相 踵いで 設立 せらる 、に 至れる、 叉 敢て異 とする に 足ら ざ 

も、 是 等の 事業 は 總て國 家 的 事業に して、 槪ね縣 叉 は 市と 關係ぁ >  、卽ち 神 戶巿ょ 

は 市長. 助役 等 其 圑體の 顧問と なり、 評議員と なリ、 支部 長と なうて 各 々之に 與リ、 

て 事業に 參畫 して ゐる。 今 其 主要なる 團體 にっきて 槪 耍を錄 する。 

海軍 知識の 涵養、 一 般 海事 思想の 普及、 海國 精神の 鼓舞、 海洋 文化の 促進、 海事 產 

の 獎勵幷 に 海軍 力の 完成 維持 を 目的と する 海軍 協會 は、 大正 七 年 十月の 創立に 

カリ、 同 十五 年 一 月 組織 を社圑 法人と し、 木部 を 東京に 置き、 其 兵庫縣 支部 は 昭和 

年 十一 月 木部の 承認 を經 て神戶 市に 於け る 唯. 一 の 海軍 關係 圑體 として 活躍 ン 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  一 〇 一 〇 

ゐる。 同會 創立 當初 は神戶 市に も 海軍 協 會神戶 支部と して 設置 を 見し が、 昭 和 七 

年 八 g に 至  >  府縣廳 を 中心とする 組織に 變更 し、 海 軍協會 兵庫縣 支部と 改稱 さる 

るに 至った。 昭和 八 年度に 於け る 同會の 役員 は會 長に 子爵 齋藤 實、 兵 庫縣 支部 長 

に 知事、 同 顧問に 神戶市 長、 評 議員に 神戶市 助役 就任し、 叉 其 神 戶巿內 に 於け る分會 

は 各 區役听 內に之 を 置 き、 區 長 は 分會 長と して 之に 與 つて ゐ る。 木會の 事業と し 

て は、 海 軍 國防思 想 の 普 及、 海 國 精神の 鼓舞 を 計らむ とする 講演 會叉は 式典 等を擧 

行 し、 或 は 雜 誌 「海 の 曰 木」 及 び 「海 行 かば」 を發刊 し、 或 は 會 員 に 軍 港 • 軍 艦の 見 學便乘 等 

をな さしめ、 よりて 以て 海事 思想の 普及に 盡 し、 海 軍 志願兵の 獎勵及 海軍 軍人の 慰 

問 又は 其 遺族の 救護 等に も努 むる 所 少しと しない。 

兵 庫 縣滿蒙 兵 庫 縣菅蒙 事 變犒軍 會は滿 蒙 事 變の爲 め 出動せ る 軍人 及 在 支 軍 人、 其 家 族. 遺 族 

專， Is 上 口^? 1| 曰 一- 余 U 

及殘留 部隊に 對 する 慰恤の 徹底 を 期 し、 國 民 銃後の 任務 を完 くす る を 以て 目的と 

. し、 昭和 七 年 八月 設立せられ たる ものにして、 帝 國在鄕 軍人 會支 部. 帝 國 軍人 後援 會 

兵 庫 支 部 ，日 木 赤十字社 兵庳支 部， 愛 國 婦人 會兵 庫縣支 部. 日 木 海員 掖濟會 兵 庫 支部. 

海事 協 會神戶 支 部 • 兵 庫縣 傷痍軍人 聯合 會* 兵 庫縣市 代表 者 • 兵 庫縣 町村 長 會. 兵 庫 縣 

方面 委 員 • 兵 庫 縣敎育 會* 兵 車縣 神職 會， 兵 庳縣 救濟協 會. 兵 庫縣 消防 協 會* 兵 庫 縣敎化 


て 組織し、 木部の 《各 郡 市に 郡 市部 會、 町村に 町村 部會を 置き、 都市部 會は 前記の 諸 

團體中 郡 市の 部 會叉は 分 會に屬 する もの 及 其 他郡單 位の 圑體 にして 適 當と認 む 

る もの を 以て 組織し、 木部の 機能と して は、 常に 軍部との 聯絡 を密 にし、 適切なる 犒 

軍 方法 を考定 し、 郡 市部 會は 木部と 町村 部會及 市の 分會 との 聯絡に 任じ、 寺に 必要 

且つ 適 當と認 むる 事項に 就い て は 直接 實 行の 衝に膺 り、 尙所屬 部 會叉は 分 會の事 

業 を 助成す る ものと し、 其 所 耍經費 は 關係諸 圑體の 分擔に 依る もの ゝ外、 一 般 寄附 

金 及 縣ょリ の 助成に 依り、 本部 は 事務所 を 兵 庫 縣廳內 に 置き、 木部 會 長に は 兵寧縣 

知 事、 副會 長に は 兵 庫 縣學務 部長 を 推し、 市部 會 長に は 市長の 職に 在る もの、 副會長 

に は 助役の 職に 在る もの 叉 は關係 團體の 决議に 基き て 其 適 當と認 むる もの を 推 

して ゐる。 其 事業と して は、 在 満在支 軍人の 慰問、 傷病 將 兵の 慰問、 遣 族の 慰問、 家矣 

の 慰問、 殘留 部隊の 慰問 等の 項目 を 擧げて 之を實 行し、 之が 經費 として 昭和 七 年度 

一 萬 一千 三百 八十 七圓、 昭和 八 年度 二 萬 二 千 五 百 四十 五圓を 計上して ゐる。 此豫 

算の收 入と して は縣費 補助金、 各 年度 二 千 画の 外、 一般 及 特別 寄附 金 弁に 圑體 寄附 

金に ょタ、 一 般 寄附〕 金 は市區 町村 一 戶當 五錢宛 を負擔 して ゐる。 
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在鄕 軍人 會神戶 市 聯合 

部祌 戶市委 員 會 木 部. 愛 

傷痍軍人 會神戶 救護 委 

敎聯合 會， 祌戶市 少年 團 

商工 會議 所. 市 內各衞 生 

る。 而 して 木 支部 會は 

け る 前記 諸圑體 

を 推 葛して ゐる 


本 編 各說下  一 

會神戶 支部 會は 事務所 を祌戶 市役所 內に 

分 會* 帝 國在鄕 軍人 後援 會祌戶 支部 會* 日 本 

國 婦人 會兵庫 支部 神戶 市 委 員 部 • 海 軍協會 

員 ，祌 戶市內 方面 委 員 .祌 戶市敎 育 會. 神 戶 市 

-神 la- 市聯 合 處 女 會. 神 戶市 聯合 母の 會. 市 立 

組合 等の 諸 團體を 以て 之 


內 

る 


區 


而 

耍 


、在 

ィ 


會長 に祌戶 i 巾 長， 副 會 長に 

の 支 部 .聯 盟.聯 合會 叉は統 

リ 叉 其 事業 機能 は 木部の 

經費は 一 般 人士の 篤志 寄附 又は 關係 諸圑 

は 左の 如くで ある。 

滿在支 軍人の 慰問 

恤 兵 品 の 需 耍 狀况 及 其 品目 等 を 確 知す る 

と o 

當 該市 區町狀 况、 產 業 經濟、 家族の 近 、况、 其 他 


〇 一 二 

置 き、 巿 內 の帝國 

赤十字社 兵 庫 支 

神戶支 部. 祌 戶 市 

神 職 會， 神 戶市佛 


を 組織し 各區に 

は 助役 を 推薦し、 

一 機關を 以て 組 

定 むる 所に 準じ、 

體の分 擔に據 つ 


叉 

て 


園 所 代表- 

會を 設け 

區分會 は 

し、 區 分 會 

會 幷に區 

ゐ る。 其 


祌戶 

て ゐ 

其區 

長 - ) 

分 會 

主な 


の 方法 を 講じ、 之 が 送致 を 圖るこ 


諸般の 事象に 關し 時々 通信 をな 


す こ と。 

つ 中等 學 校. 補 習 學 校. 靑 年 訓練所. 男女 靑年團 及小學 校の 生徒. 團 員. 兒 童に 對し 

諸般の 通信 をな す こ と C 

-1 、兒 童 生徒の 學 藝 品、 男 女 靑年圑 員の 簡易なる 製作 品 及 時局 I ま 地方 的 H 长 

事に 對 する 感想文 を送附 する こと。 

ホ、 新聞紙. 雜誌を 取纏め 時々 送附 する こと C 

一： 傷病 將 兵の 慰問 

ィ、 見舞 狀を 送る こと C 尙 近距離の 病院に 於て 療養中の 向に 對 して は 親しく 

慰問す る こと。 

口、 右の 外 一 の 各號に 準す る こと C 

三、 遣 族の 慰問 

ィ、 戰 死の 報に 接した る 時 其 公葬に 當リて は 親しく 弔問 を なすこと。 

口 、各種 團體 ようの 弔慰 品 は、 時に 依うて 其 額に 甚だしき， 差等 を 生せ しめざる 

檨取計 ふこと。 . 

ハ 、生活の 實情を 査 察 し、 其 困難なる 向に 對 して は 之が 援助の 方法 を講 する こ 
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と o 

一、 求職に 對 する 優先的 斡旋 

二、 融資 及 生 產物叉 は 商品 販賣の 斡旋 

三、 兒 童の 給食 給與 等の 斡旋  . 

四、 生 活 必需品の 寄贈 

五、 施療 及 無料 助產の 斡旋  • 

六、 其 他 必要と 認 むる 事項 

一一、 中產 以下の 者に 對 して 勞 力不足の 際 は、 幼 兒 受託 及 手 傳を爲 す こと。 

ホ、 地方の 習俗 等を參 酌し 努めて 墓 參を勵 行す る こと。 

四、 家族の 慰問 

遺 族 慰問の 「ハ」 「二 」 に侬 る の 外、 定 期に 神社に 參拜し 武運の 長久 を 祈願す る 事。 

五、 殘留 部隊の 慰問 

ィ、 在 満在支 軍人に 對 する 報道に 準じた る 通信 文、 S 董 生徒 及 圑 員の 時局 及 地 

方 出来事に 關 する 感想文 等 を送附 する こと。 

口. 時に 部隊 を 訪問して 慰問 を爲す こと C 


I 軍 各區分 各 區分會 は 以上の 要目に 從 つて 行動し、 特に 慰問袋の 發 送に 就いては、 昭和 八 年 

二月 始めて 市內區 分會に 割當て 、之 を 取扱 ふこと となりし が、 之 によりて 同月 以 

降 翌九年 三月 迄に 各區 八百箇 乃至 千 二百 箇 を取纒 め、 在 潇在 支の 當 該 軍人の 許に 

贈 り、 叉 市區 吏員 は隨時 慰問 を爲 して 戰 線と 鄕 里と を 連ねて 後援 慰撫の 誠 を效し 

たのであった。 而 して 昭和 八 年 三月、 祌戶 日蓮 宗 信徒 團 聯合 會 より 蓄音機 四十 一 

箇、 レ コ— ド八百 二 十 枚、 保存 箱 四十 一 箇、 價額 一 千 三百 五十 圓を 贈り、 叉 同年 十二月 

同會は 蓄音機 レ コ— ド神戶 みなとの 祭 音頭 其 他 百 二十 三枚 及 針 八 千 二百 木、 債 額 

百 十圓餘 を送リ しこと は 特記す ベ きであった。 

^鉢 麵， 神戶 巿在鄕 軍人 各 分 會の會 員 數は今 之 を 明かに する を 得 ざれ ど、 軍事に 關 する 

本^- . 

活動の. 近時 特に 活潑 となれ る は當然 である。 面して 銃後の 力と しての 婦人 團體 

に は、 愛 國 婦人 書 母 の 會. 兵 庫縣 婦人 會， 女子 靑年圑 等 ありし が、 滿 洲事變 を 契機と し 

、て 婦人の 間に も國 防に 關 する 意識 を昂 め、 擧 國 皆兵の 精神に 基き て國 防の 基礎 を 

強固なら し め、 强 き 銃後の 力と なる を 目的と して 結成した る ものに 大日 木 國防婦 

人 會神戶 木部が ある。 同 會は總 木部 を 東京 市に 置 き、 神 戶 市に 於て は 最初 神 S 支 

. 部と 稱 して、 昭和 八 年 五月 九日 荒木 陸軍大臣 臨席の 下に 其 發會式 を 縣立第 一 高 女 

第 十一 章 兵事 警察 幷 びに 消防  一 〇 一 五 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一 〇 一六 

- 講堂に 擧 行した。 此支 部長に は神戶 聯隊 區 司令官 夫人 を 推 し、 备 區每に 班 組織と 

し、 同 年 十 一 月 總會を 兼ねて 神戶 支部 を祌戶 木部と 改稱 する に 至 リ、 其 發會 式を縣 

立 第 一 高 女 運動場に 於て 擧行 せし が、 其當 時の 會員數 一 萬 三千 四百 三十 六 人を算 

へて ゐる。 木會の 主要なる 事業と して は 銃後の 後援 を 主と する も、 同 時に 婦 憲 を 

涵 養 し、 國 防 訓練 を も 目的と する もの にし て、 昭 和 八 年度 中には 陸軍省 血 兵 部依賴 

にょうて 慰問袋 五 千 箇を發 送 し、 出 征將士 を驛頭 若しくは 神戶 港に 歡送 する こと 

二十 數囘に 達 し、 其 都度 手 拭. 菓 子. 煎 餅. 繪 葉 書. 國 旗 等の 慰問品 を 送りし が、 叉 傷病兵 

の 慰問に も 心を衋 し、 特 に 廣島衞 戌 病院よ リ 原隊に 歸還 する 傷病兵に 對 して は、 移 

動 慰 問、 卽 ち 神 戶.大 阪間は 列車に 同乘 して 慰問 看護に 從事 し、 菓 子：、、 , ク. 花 束. 手 拭. 

果 實，雜 誌 等 を 贈 り、 母 性愛 を 以てよ く 看護に 盡すを 常と し、 叉 凱旋 遣 骨を迎 ふるに 

は 敬 弔の 誠 を 致して 之を迎 へたので あった。 尙同會 員の 服装 は 全部 木綿 製 白 上 

衣 と し、 會 名 を 記せる 國防 たす きを か け、 隊 伍 を 整べ、 班 旗 を 翻して 將兵を 送迎す る 

光 景 は、 軍 國 氣 分、 非 常時 日 木 を 特に 象徵 する ものであった。 

II 獻金及 滿洲事 變の突 發は國 民 をして 一 齊に 軍事上の 關 心を大 ならしめ 、爾来 國防獻 金 

叉 は 獻品を 爲す者 相つ いで 現れ、 昭和 七 年 七月 神戶 地方 防空 演習の 實施 以来、 空襲 


； に對 する 市民の 自覺大 い に 喚起せられ しが， 其 前後、 市が 「我等 ノ空 ハ 我等 デ守 レ」 の 

標語 を 掲げて 著 手せ る 防空 兵器 獻納 寄附の 募集 は 大いに 功 を 麦し、 祌戶 市に て 約 

二 十三 萬圓、 兵 庫縣下 に 於て 合計 五十 餘萬圓 を 得た る を 以て、 翌八年 七月 二十 三日 

梨本宫 殿下の 台臨 を 仰ぎて、 大倉 山に 於て 獻納 式を擧 行せ るが 如き は 特筆に 値す 

る 而 して 兵庫縣 民の 獻納 に關し 主要なる もの を 見る に、 飛行機 は 第 六日 毛 號. 第 

十九 兵 庫號の 二 機 あり、 兵器 に は 空中 聽音 機. 無線電話 機. 高射砲. 探 照燈. 自動 貨車， 觀 

測 具. 機 關 銃. 鐡 兜 • 防 毒 面. 防 毒 幘等ぁ リ、 而 も此 國防觀 念の 年を遂 ひて 高揚す る I 向 

ある は 固よ リ我國 を 通じての 事象 なれ ど、 叉 最も 注目す ベ きものな りと 謂 へ る。 

き ハ雜藝 ，雄 此の 如き 國 民の 意識に 鑑 み、 昭 和 A 年 五月 兵 庫 縣國防 協會を 組織 し、 擧 縣 一致の 

下に 國 防に 關 する 各般の 調査 研究 、各種の 演習 訓練、 國 防に 關 する 講演 會 或は 展覧 

會を 開催して 國防 思想の 普及 徹底に 努め、 以て 國 防の 充實强 化に 貢獻 する を 目的 

と し て、 知 事を會 長と し、 事 務所を 兵 庫 縣廳內 に 設置し、 つ いで 同年 十 一 月 を 以て 神 

戶 聯隊 區管內 市 郡 を 合して 兵 庫 縣國防 協 會祌戶 地方 支部 を 組織 し、 其 重心 を 神 5 

. 市に 置き、 支部 長に 知事 を 推し、 木部の 目的 事業の 遂行 を 期して ゐ る。 尙木 支部 は 

. 設立と 同時に 神戶 地方 防空 設備 發 5S1 者よ リ引繼 を 受けた る 基金 及 指定 寄附 金 を 
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〇 一 八 

體 は神戶 地方 支 

い て は备， 其 全力 

ざ る と こ ろ、 卽 

-產 業の 中樞地 

とする に 至つ 

、木造家屋の 密集 

ぁリ とせられ 

リ とせら れ、 軍 事 當 

ち 燈 火 管 制 .隱 蔽. 僞 

務な るべ く、 而 し て 

せらる ベ く、 日 木 產 

、ものが あった。 

られ ながら 未だ 實 

得 る や、 兵 庫 縣. 神 戶 


政治- 

必要 


も の 


市 .神戶 聯隊 區 司令部 ，神戶 商工 會議 所の 合同 主催の 下 に、 七 月下 旬肚烈 なる 防空 演 

習を决 行す る ことと なった。 卽ち 六月 二十 三日 午後 一時よ リ兵庫 縣廳正 廳に々 

て 防空 演習に 關 する 第 一 囘の 具體的 協議 會を 開催し、 备關係 者 出席 協議 を 遂げ、 其 

後 屢 t 會 合 を 重ねて 左の 要領の 下に 演習 を實 施す る ことと なった。 

一、 演習の 目的 

. 1 空襲に 對 する 市民の 訓練。 

2 防 空 思 想の 普及 徹底。 

二、 演習 參加 及燈火 管制 區域 

1 神 戶 市 一圓 及 武庫 川. 以西、 仁 川 以南の 十三 市町村。 

2 右 區域內 に 於け る鐡道 電車 線 及 港灣。 

3 防空 監視 は 尼 崎 市. 西 宫市及 川 邊. 武 庫兩 郡の 沿線 地方。 

三、 參加 部隊 及 地方 團體  ， 

. 1 空襲 部隊と して 飛行機 隊、 防 空 部隊と して 高 射 砲. 照 空 燈. 聽 音 機. 高 射 機關銃 

其 他。 其參加 部隊と して 左の 如く 定まった。 

高 射 第一 聯 隊 (高 射 砲 四、 照 空 燈 三、 聽 音 機 四、 高 射 機關銃 二) 
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深山 重砲 兵 聯隊 (高射砲 二)，.  ，  - 

第 四 師團步 兵 聯隊 (高 射 機 關銃十 一、 瓦斯 指導 部隊) 

大砲 兵器 支廠 (照 空燈 一、 探照燈 二)  、 

飛行 第一 聯隊 (六 機) 飛行 第二 聯隊 (三 機) 

飛行 第三 聯 隊 (六 機) 飛行 第七聯 隊 (重 爆擊機 二、 輕爆擊 機 三) 

明 野 飛行 學校三 機) 化學 研究所 (防毒 衣 及 瓦斯 吸入 劑等) 

四、 演 習 の 實 施 

1 七月 十七 日 (雨 天の 時 は 十八 日) 

2 演 習 課目 

, ィ、 午前 十 時 頃 民間飛行 機に よる 防空 監視 隊豫行 演 習。 

>  "、午前 十一 時 第一 次 空襲。 

、へ自 午後 一 時 至 午後 十 時 、市 民 防 護 演 習 (消 防. 消 毒. 交 通 整 理. 救 護. 配 

II、 午後 二 時 頃 第 二 次 空襲。  ... 

ホ、 午後 四時 頃 第三 次 空襲。 

へ、 午後 八 時よう 五分 間 空襲。 


ト其 後+時 迄の 間に 第 四 次 空襲 (同時に 十分 間 燈火管 制) 

3 燈火 管制 及 防護に 付て は 夫々 委員 を 設け 具體 的に 協議す る こ と。 

4 宣 傳部を 設け 防空 週間 を 行 ふ こ と。 (映 畫. 講演 *パ ン フレット 等に よる 

つ いで 七月 十三 日祌戶 防空 演習 木部 組織 成リ しが、 之に よれば、 知事 を 統監と し、 

市長 を 副 統監と し、 其 下に 指導 部. 庶 務 部 (庶 務兔 學.活 動 寫 眞 係) 燈 火 管 制 部 • 防 護 部 を 

置き、 木部 付と して は 商工 會議 所會頭 * 部 關係者 • 官廳. 電氣會 社 關係者 若干 名 を 付 

し、 かくて 都市 防護 一 般の 要領、 神戶市 防護 計畫 等の パンフレット 及び 曩に變 火 管 

制 委員 會に 於て 决定 せる 燈火 管制 規程 を 各關係 方面に 配布す る 等 木部の 準 i 指 

導 は i を逐 ひて 進み、 叉 七月 十一 日よう 十七 日 迄 を 防空 週間と し、 市內及 阪神 ルロ線 

各パ學 校に 於て は 連日 防空に 關 する 講演と 映 畫會を 催し、 备種 婦人 團體 ま^ 空 マ 

1 クを 頒布して 其 基金の 一 部に 寄贈す る 等、 市民に 防空 演習の 意義 を 徹底せ しめ、 

其 思想 涵養に 資する 所があった。 是 よう 先 七月 一 日 木部に て は、 市內 新聞社 會貨 

店. 劇場 • 活動 寫眞 館. 力 フ ェ ー 等の 星 外 照明 燈 所有者 八十 餘戶 に對 し、 燈火管 甜幷こ 

其實施 方法 を 通知して 注意 を 喚起し、 叉 橋 上. 公園 等に ある 外 燈は市 土木^ こ 於て、 

. 水道 淨水 池關 係の もの は 水道 課に 於て 手配す る ことと 決定し、 ついで 各區 役所 .阪 
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神 電 鐡*阪 急 電 鐡其他 市內大 需要 家に は 「電 燈 管制に 就て」 と 題す る 管制 方法 を 詳記 

せる 印刷物 を 配布した。 之に よれば 鈴蘭 燈の 如き 街路 照明 燈は 電氣 局の 手に て 

當夜 のみ 消燈 し、 廣 吿 看板 装飾 等の 電燈は 廣吿の 申込 者 叉 は 需要 家に て 管制 中 消 

燈 せしめ、 一 般室 內燈は 非常 管制 時に のみ 需要 家に 於て 消燈 叉 は 遮蔽す る ことと 

し、 之 が 爲 に は 「市 民燈火 管制 心 得」 と 題 し、 燈 火 管 制. 警 報 • 消 燈の 方法 等 特に 注意す ベ 

き 事項 を 四 項目に 分ち たる ビ ラ 十九 萬 枚 を 印刷して 配布 し、 在 留 外人に 對 しても 

英文 パ ン フ レ グ トを 配りて 諒解せ しむる に 努めた。 此外 各地 區の燈 火 管制の 指 

導 者、 卽 ち 地區委 員 • 在 鄕 軍人 章衞 生 組 會靑 年 團.靑 年 訓練所 等の 幹部に は 「燈 火 管 制 

區域團 」• 「施行 市町村 名 」• 「澄 火 管制 委員 規程 」• 「警報 傳達 連絡 璣關 業務 要領 」• 「燈火 

管制 監視 員 業務 規 定」 • 「市民 燈火 管制 指導 要 頜」 等 の 印刷物 を 配 り、 其 準備に 萬 遺漏 

なき を 期した。 此中 警 報 は 木 演習に 重要なる ものなる を以 て、 防 空 演 習 警 報 規定 

を 制定 し、 電 話 .ロ 達. サ ィ レン. 汽 笛. 警 鏠. 無 線 電 信. 無 線 電話に よるの 外、 市 民に 對 して 

直接 叉 は 適確に 通達し 得べき は サイ レ ンと 汽笛なる を以 て、 先 づ神戶 市 及 阪神 間 

の 音 響 警報 所有者の 調査 をな し、 其 二十 三 箇所に 對し、 一 般 に 洩れな く傳 達し 得る 

やう 依賴 し、 警 鐘に 對 しても 市內の 寺院に 同 檨依賴 する 所があった。 


實施 計畫と 演習 計畫は 七月 五日市 正廳に 於け る 關係者 打 <1  ロ會 により 大體 左の 如く 决定し 

地區 市町村 

ま 於け る 準 各區 役所に 地區 防護 木部 を 設置した。 

參加者  . 

舞 耶. 灘丄 六 甲 • 西 郎の四 分遣 所に 分 ち、 燈 火 管制 隊を置 き、 隊 長を定 め、 協 議 會 員. 

衞生 組合 役 員 • 在 鄕 軍 人. 靑 年 會 員、 合 計 四 九 二人。 

鲁 

寄 合地區 

木部 を 二宮 尋常 小學 校に 置 き、 全 區を九 區に分 ち、 更 に 七十 七 班に 小 分 し、 總 員 

六 七 八 人。  /  • 

神 戶地區 

一 衞生 組合 區 域に 一 の 防護 班 を 置 き、 五 十一 班と し、 總 員 六 二  二 人 C 

- 湊 東地區  - 

七 分團に 分ち、 一 分 團は衞 生 組 會在 鄕 軍人 會.靑 年團 より 成る 總員四 七 二人。 

湊地區 

- . 九 班に 分ち、 百 六十 八 分 班に 分つ、 總員五 四 六 人。 
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湊 西地區 

衞生 組合 を單 位と し總員 一、 〇 〇 〇 人。 

林 田地 區 

衞生 組合 を單 位と し、 管 制 班. 監 視 班. 通 報 班に 分ち 總員八 四 八 人。 

須 磨地區 

監 視部. 助力 部に 分ち 監視 部 は 二十 二 班 (衞 生 組 合)、 助力 部 は 九 班 (在鄕 軍人 

年團) の 總員ニ 三 八 八 人。 

I 火 管制 準 一 方 巿電氣 局に 於て は燈火 管制 方法の 大綱 决定 する や、 星 外 燈.屋 內 燈. 移 動 

管制 方法に 就き 協議せ る 結果、 一 般 需要 家に 對し、 平易なる 文體を 以て 「防空 演 

付燈火 管制の 御 知ら せ」 と 題す る 通知 ビ -フ 十五 萬 四千 枚 を 印刷して 市 內各戶 

布せ し が、 屋 外の 街路 照明 の 廣 吿 燈. 看 板 燈. ィ ル ミ ネ I グ ョ. ン其他 約 八 萬 g に 

て も その 遮蔽の 方法 を 示して 準備 を 促 し、 其 他 自動 車 ま 車. 乘 合 自動車 等の 移 

及 發變電 所 等の 管制に つきて も 各， 其 準備 を なした。 

海上の 準備 海上の 燈火 管制 も 亦 最初に 屬 する を以 て、 陸 上と 相呼應 し、 之 が 完 璧を 期し 

月 二十 九日 税 關.大 阪遞信 局. 曰 木 船 主 協 會.祌 戶 水上 協會の 各^ 表 者相會 して 管制 


方法 を 協^ し、 左 の 通决定 して 直に 之が 宣傳及 準備 こ 著 手し こ。 

一、 實施區 域 を 神 戶 港の みとす。 

二、 燈火 管制 は 海上 衝突 豫防法 幷に祌 戶港關 係 法規に 抵觸 せざる 範圍內 に 於 

て 之 を 行 ふ。 

-. 三、 燈臺其 他の 航路標識 は 管制せ す。 

四、 矿路 は豫め 必要 以外の 室 內燈を 制限し、 非常 管制 實施 と共に 室內 g は & 

の 洩れざる 處置 をな し、 室 內外燈 の 己む を 得ざる もの は 遮蔽 し、 其 おの もの 

は 消燈す。 但し 總噸數 四十 噸 以上に 限 リ之を 行 ふ。 

其宣傳 方法と して 先づ 「祌戶 港 防護 計畫の 趣旨 幷に國 家 非常時に 處 する 注意 方 

に 就て」 と 題す る パンフレット を多數 印刷し、 各關係 者に 配布して 海上 燈火 管制の 

意義 を 明かに し、 警戒 管制. 非常 管制の 二 項 を 示 し、 次いで 神戶港 防護 計 畫實施 方法 

を 記した る 赤色の ビラ を 航路 其 他關係 者に 配付し、 叉鐡 道に ついては 大阪鐡 道 局 

に 於て 室 內燈火 管制 方法 を 定め、 神 崎 川， 西宮 間、 武寧川 以西 鹽星 以東、 小 野 濱線及 和 

田 ゆ 線 を 關係區 間と して 各 管制 方法 を定 むる 所がら つ こ。 

斯 くして 七月 十五 曰 伊丹. 尼 崎 • 西 宫. 御影 及神戶 の地區 木部に 於て 防空. 監視の 綜 
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合 演習 を 行 ふこと となり、 軍部 當 局の 諒解の 下に 高射砲 隊及各 係員の 豫行 演習 を 

一 了 ひ、 同 時に 市民に も 其 行軍 及 陣地 を見學 せし むる 目的の 下 に、 夫 々陣地の 配置 を 

なした。 之に よれば 高射砲 陣地 を 妙法 寺 川尻 (高 射 砲). 蓮 池 市民運動 場 (照 空 燈. 聽 音 

機). 大 倉 山 (高 射 砲 • 照 空 燈. 聽 音 機). メリ ケ ン波止 場 (照 空 燈). 東部 埋立地 敏馬海 岸 (高 射 砲 • 

照 空 燈麁 音 機). 御影 師 範 學 校 (高 射 砲) .西宮 市役所 廣場 (高 射 砲 • 照 空 燈. 聽 音 機) に定 め、 高 

射 機關銃 陣地 を 西須磨 ま 野. 兵 庫. 小 野 柄. 西 鄕. 六 甲. 湊 山の 备小學 校、 三 越 *大 丸 • 商 ェ 會 

議所备 屋上、 陬訪山 公呵西 宮市廳 舍、 住 吉. 精 道の 各 役場に 設置して、 以て 期日た る 十 

七日の 防空 演習に 備へ たのであった。 

最初の 防空 い く て 愈" 防 空 演習實 施の 七月 十七 日と なりし が、 此 日炎絜 灼く 力.^ 力り L も 、お 

演習 實施 

最 の 間に^ 戶を 中心とする 空前の 大防空 演習 は擧 行せられ た。 今 其槪耍 を^す 

るに、 午前 九 時 三十 分 縣 .市， 商 ェ會議 所 • 聯隊 區 司令部 其 他 關係者 は 演習 木部た る縣 

正廳に 集合し、 副 統監た る黑 瀨神戶 市長より 演習 實 施に 對 する 一 場の 挨拶 あり、 正 

午 頃より は 演習 見學 招待 者參 集し、 午後 一 時神戶 聯隊 區 司令部 員 村 上 中佐の 演習 

一 敉に關 する 講話の 後、 燈 火 管制 委員長 石 田 市電 氣局 長より 燈火管 制、 警 報 懷達ク 

計畫、 實施 要領に つきて 說明 あり、 副 統監より 演習 實 施に 關 する 挨拶が あった。 終 


つて 統監 旗 を 先頭に 演習 木部の 小 旗を飜 したる 本部 付 自動車 三十 餘臺は 演習 關 

係 者 • 視察 團を乘 せて 縣廳を 出で、 防護 木部 も 東西 二 班に 分れて 市役所よ リ 出動し 

た。 是 より 先 午前 十 時 頃大阪 朝日. 大阪 毎日 兩 新聞社の 飛行機 數臺は 爆 彈に擬 せ 

る ビラ 數萬枚 を 三度 投下し、 午前 十 一 時 過に は 大阪城 東 練兵場 を出發 せる 戰鬪 機. 

輕爆擊 機 十二 機 は武車 川上 空より 市 內大倉 山 附近に 飛來 して 猛烈なる 第一 次の 

空襲 を敢 行 し、 午 後 二 時 過 非常 警報の サイ レ ン ー齊に 鳴り渡る 頃に ま、 彼 我 十 g 機 

入 交り 壯烈 なる 空中 戰を 展開し、 やがて 敵機 は 一 先づ 姿を沒 せし が、 午後 四時 過 叉 

もや 十數 機の 第三 次 空襲 あ リ、 神 戶 地方 は 敵機の 下に 其 姿 を 曝露した ので あつ こ。 

防護 演習 此 猛襲と 同時に 配備せられ たる 高射砲 上咼 射機關 銃. 聽音機 等の 地上 部隊 は 直に 

活動 を 開始し、 此 攻防 戰と相 呼應 して 民間 防護 演習 卽ち 防毒. 救 助. 配給. 消 防. 水、 原 池 

の カム フーフ —ジュ 作業 等备 方面の 演習 は、 地 區關係 者. 在鄕 軍人 * 生 組 サ靑年 圑.靑 年 

訓練 月 生 徒. 看 護 團. 女 學生 等に よ リて實 施せら れ、 更 に 此間第 四師團 長. 副 統^ 等 ま 

. 午 後一 時 三十 分大倉 山の 高射砲 陣地 を、 二 時 三十 分湊川 公園に 於け る 防毒 演習 を、 

三時 縣立 第二 中學校 附近に 於け る 火災 消防 演習 を 各 視察す ると ころがち つ こ。 

燈火 管制 曰 沒後幾 もな くして 燈火 管制に 入る や、 公園 • 街路 • 船舶 等 各種の 屋外 燈は ー齊こ 
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第 一 囘 防空 

^習に 封す 

る 感想と 批 

評 


消 

頃 

，ベ 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

燈 せら れ 、神 戶市及 郡部 一 帶は 全く 喑黑 

常 管制 實 施せら れ、 約 五分 間にして 解除 


も 


第 四 次の 敵機 夜襲の 非常 警報 ありて 直 

め 警戒 區域 一 帶は 屋外 屋內 共に 消燈し 

に 赤綠の 二色の 燈を點 じたる 敵機 は、 照 

して 西方に 飛 去 り、 更 に 東方より 襲來せ 

をな し、 地上 防禦 部隊 は 高 射 砲 • 高 射機關 

が、 か くて 午後 九 時 三十 一 分燈火 管制の 

き 演習 は 終了 を吿 げた。 

第一 囘防空 演習に 於け る燈火 管 制 演習 

體 とせる 各個 管制な り-しが 爲 め、 其 成 果 

一 般の 批評 は 大體に 於て 好成镜 なりし 


一 〇 二八 

の 世界と 化し、 午後 八 時 非常 警報と 共に 

警 報 ありて 管制 を 解 き、 午 後 九 時 十五 分 

に 叉 非常 管制に 入 リ、 同 時に 神 戶市內 を 

て 喑黑の 巷と 化す や、 東 方の 空に 機 翼の 

穴ェ燈 に發見 追尾せられ ながら 爆 彈を投 

る 一 機 は 折 柄の 月明に 乘 じて 物凄き 空 

銃. 探 照 燈等を 擧げて 一 齊に 之に 對抗せ 

解除 を 命す るサ ィ レ ン と共に 此 記念す 


は 其 

ま 幾 


を 示 

とせられた。 今 其 主なる 所見 を揭 ぐれば、 先づ 


準備期間 

分 危惧の 

し、 警 報 傳 

當夜第 四 


の 短 時 

念 を 以 

達に の 

次 空襲 


日な， CV, 

て 見ら 

み 稍 t 遺 

を 敢行 


し 

し 


と 


X7 


の 


ク ■」 


，民間 を 

る も而 

點 あり- 

る  明  野 


陸軍 飛行 學校野 間 飛行 將校は 

一、 大神戶 市の 空中より 見た る槪容 は、 折 柄の 月明と 交通 線 上 各種 信號燈 の點火 


によ リ 認識 可能 なれ ども、 單 一 目標 (縣 廳丄巾 役所 • 川 崎 造船所 等) の 確認 は 全く 困 

難であった。  * 

二、 燈火 管制の 結果 神戶 北側 高地 は 平地の 如き 感を與 へた C  . 此 點ょリ せば 大な 

る燈火 管制 區 域 (大 阪. 姬 路) を 以てせば、 祌戶 市の 發見 は 益-困 難と なる。 

三、 莉 部の 管制 申 分な し。 只神戶 市の 自由 管制に 於て 屋外に 燈 火の 洩れ. こる も 

の、 山の手 方面に 點々 認められ たる は 、市民の 訓練と 注意 を 要す。 

四、 西方よ リ須 磨に 進入せ る 自動車に してへ ッ ドラ イトの 遮光の 設備 をな さ、、、 

る もの ニ輛を 認め、 爲に須 磨の 本 通 を 適確に 認識す る を 得た。 將來 交通 整哩 

班に 於て 大いに 戒心 を耍 する ものである C 

と 言 ひ、 兵車 縣 警務 課長 は將來 非常 管制 設備の 完成 を俟 ちて 電機 的 装置 を 完備し、 

統 一 管制 を 敏速 且つ 完全に 實 施し 得る やう 計畫 樹立す ベ きを 希望し、 併せて 一 般 

交通 機 關の燈 火に 對 する 遮蔽 装置の 一 層の 研究 を 望み、 神戶税 關港務 部長 は七ミ 

十七 日 午後 七 時 以後 神戶 港に 碇泊し ゐ たる 約 一 千噸 以上の 船舶 は、 突堤 及 棧橋こ 

十 A 、浮 標其 他に 三十 三 隻ぁリ 、その 中 五 * は外國 船に して、 以上の 船舶の 燈火 管制 

は 理想的に 行 はれた る ものと いふべ く、 燈臺 等の 航路標識の 外 は 特に 目立ちた る 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇 三 〇 

ものな く、 碇 泊 燈.航 海 燈の點 々たる を 認めた るに 過ぎ す、 同 日夕 刻 入港せ る 外國船 

に對 して は 宣傳に 餘裕な く、 且 つ 強制的に 實 施し 得 ざり し も、 彼 等 は 充分に 努力し、 

出帆 時間 を 延期して 燈火 管制 を 援助せ る は 寧ろ. 感謝に 値すべ く、 將 來 港に 於て 一 

層の 效果を 得む と 欲すれば 徹底した る 制限 を 加 へ、 碇泊 燈，航 海燈 殊に 燈臺 等の 如 

きも 消燈せ しむる 必要 を認 むと いふに あった。 蓋し 第一 囘の 試みと して 貴き 記 

錄を殘 したる こと は、 將 來 にと リて 最も 偉大なる 效果を 示す ものであった。 左に 

防護 組織 及 警報 傳達 通信 系統 を 表示して 參考 とする。 

防護 機關ノ 組織 一 覽表 
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神戶 市長 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 

神 戶市內 の 警察署 は 大正 七 年に 

察 署の五 署なク し が、 其 後 同 八 年に 

を、 昭 和 五 年に は 菊 水 橋の 四 警察署 

其 沿革 を槪說 する。 

祌戶市 東部の 葺合 方面 は 祌戶警 

十八 年 三月 限り 此 分署 を廢止 し、 其 

面に は 警察署 を a ざるに 至った。 

各種の 會 社. 大 工場 葺合 方面に 增 設 

最 東部に 一 署 を增設 する ことと な 

のェを 起し、 同年 十月 十日 木 館の み 

東 全部 を 其 管轄 區域 とした。 その 

入す る や、 其 區域を も 同署の 所管と 

の 東 雲 通 入 雲 通. 日 * 通. 吾 妻 通. 北 木 


下  一 〇 三 四 


は 神 戶. 相 生 橋 • 兵 庫. 湊 川の 四署幷 

は 葺 合 を、 同 九 年に は須磨 を、 同 十 

同 八 年に は 九 警察と な 


を增 して" 

察 署に屬 

區域は 三 

然るに 祌 

せ ら れ、 戶 

リ、 大正 八 

@ 功 する 

後 昭和 四 

し、 つ い で 

町 • 南 本 町 


三 宮 警 察署 管轄 區 域に 移せる 外、 所 管 區 域 

あった。 


に神戶 水上 警 

一 年に は 林 田 


つ 


する 葺 合 分署の 所 管 た 

宫 警察署 をして 管 轄 せ 

戶 市の 膨脹 發展 は 漸次 

口の 增加 叉從 つて 著し 

年 四月 葺合 大日 通  一 丁 

や、 直 に開廳 事務 を 開始 

年 四月 西 灘丄ハ 甲. 西 鄕 の 

同年 十 一 月 1 日ょリ 同 

の备ニ  丁目 以西 及眞砂 

は 變更を 加へ すして 今 


リ I '力 

し め、 爲 

東に 及 

くこ ヽ 

目に 廳 

し、 新生 

三箇町 

署 管轄 


今 先 づ 

，明治 二 

に 同 方 

び、 殊 に 

に市內 

舍 建築 

田川以 

村 を 編 

區域中 


一 丄 一丁  E を 

至った ので 


顏 mwf 纏 是 より 先 大正 ヒ年 十二月 一 日 兵車 警察署に 屬 せし 須磨 分署 は獨 立して 須磨警 

察署 とな クし が、 管 內の顯 著なる 發展は 暑 員 を增加 し、 其 結果 廳舍夾 隘を吿 ぐるに 

至 り， しを以 て、 管 內 有志 四十 餘人 は廳舍 改築の 目的 を 以て 寄附 金を錄 p^0 須 磨 字 

上 町 五番 地 (後 の 天神 町 五丁目 七 番地) に 八 萬 五 千 餘圓を 投じて 新廳 舍を增 築し、 同 

十 年 十月 二十 六日 竣功す る や、 こ 、 に移轉 せし が、 先 に 同 九 年 四月 一 0 を 以て 賓磨 

• 町 を祌戶 市に 編入す る や、 從 來須磨 町 一 圓及山 田 村の 一 部 を も 管轄し 来れる 須磨 

警察署 は、 その 管轄 區域を 縮小して 須磨 町の み を 所轄と なし、 山 田 村 は 之 を 御影 警 

察署の 管轄 下に 移した。 

坏 田 醫ぉパ 署 

»^  世界大戦 後祌戶 西部 方面の 急激に 發展 し、 各種 工場の 設立 相 踵 ぎ、 御 崎. 今 和 田. 吉 

田 新 田. 池 田. 長 田. 東 尻 池 • 西 尻 池. 駒 ケ林 方面の 一 躍して 大工 場 地帶を 形 * する や、 大 

正 九 年 十二月 通常 縣會に 於て 警察署 增設の 議决を 經、 同 十 年 八月 地 を 細 田 町 七 丁 

自に 相し 三十 一 萬 四千 九 百 餘圓を 投じて 本 市の 警察署 建築， 物 中の 嚆 矢た る鐡筋 

混凝土 構造の 廳舍を 新築す る ことと な り、 同 十 一 年 十 一 月 十三 日開廳 する に 至つ 

た。 林 田 警察署 卽ち 之で ある。 此 結果 從來兵 庫 警察署の 管轄な，^ し 一番 町 三番 

町 虎 池 北 町 # 原 通. 御 藏 通. 東 尻 池 町. 濱 添 通 A 藻 通. 眞 野 町. 梅 ケ香町 及 新 川 以西 弁に 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇 三 六 

須磨 警察 暑 管轄 下な りし 戶崎通 三 丁  f 西 代 通 三 四 丁 目 • 御 屋敷 通 五六 丁  f 水 笠 通 

五六 丁 目. 松 野 通 三 四 丁 目. 上 リ龜ケ 池 下. 東 寺 田 古 屋等は 之 を 林 田 警 察署の 管轄 區 

域に 移管した のであった。 

51^15 察署 明治 二十 七 年以來 三宫町  一 丁目に 在りし 祌戶 警察署 は、 大 正 じ 年 一 月 二十日 之 

の 新築 

を 三 宮 警 察署 と改稱 し、 同 年の 通常 縣會に 於て 改築の 議决を 見し も、 都 市 計畫 事業 

の 都合 上 延期 せら れ、 同 十二 年 五月 一 日 磯上通 二  丁目に 假廳舍 を 設けて ここに 移 

轉 し、 木 造 二階建の 舊廳舍 は 之 を 取 毀ち て、 其 跡に 總 工費 二十 七 萬 餘阆を 以て 鐡筋 

混凝土 構造の 地下室 付 四 階の 新廳舍 新築の ェを 起し、 同 十三 年 六月 三十日 竣功す 

る や、 同 七月 五日に 移 轉開廳 して 今に 至った。 

f 娜 瞻察署 兵 庫 警察署 は 明治 三十 四 年 六月 以降 之 を 濱崎通  一 丁目に 開設せ しが、 廳舍 漸く 

狹 隘を感 する に 至り たれ ば、 昭 和 三年 七月 之が 移轉 敷地と して 松原 通 五丁目の 兵 

庫 假留監 跡 を 之に 充 て、 同 所が 市有地た るの 關係 上： 知 事よ リ祌戶 市に 對し濱 崎 町 

の 舊廳舍 との 不動 產 交換 方 を 照 會し來 つた。 當時市 は 假留監 跡 を 以て 新設す ベ 

き 第三 神 港 商業 學 校の 豫定 地と なせる も、 此 地が 商業 教育 上 再考の 餘地少 からす、 

爲に 決定 を 見る に 至ら ざリし 際な  >  しを以 て、 學 校 敷地 は 之 を 也に 求む る 事と し 


て 交換 方 を 承諾す る や、 同 年 通常 縣會 の議 决を經 て 現在の 松原 通 五丁目 九 番地の 

兵 庫 假留監 跡に 新築 工事 を 超し、 同 四 年 五月 三十 一日 竣功 移轉 した。 此舊 廳舍は 

同 六 年 九月 祌戶 市に 區 制の 施行 せらる 、 や、 之 を 湊西區 役 所 (後 に 兵庫區 役所と 改 

稱) の 廳舍に 充てた のであった。 尙同署 管轄 區域は 林 田 警察署 新設と 同時に 其區 

域に 變更を 加 へ、 更に 大正 九 年 八月 三日 兵 庫 警察署の 管轄 下に 置きた る^ 藻 島 を 

ば 林 田 警察署の 所管に 移し 、外 は、 現 在に 至る 迄 變動を a なかった。 

き || 警察 奧 平野. 石 井. 夢 野 方面 は 住宅地 域と して、 湊川及 相 生 橋の 二 警察署 管轄 下に あり 

し も、 市 の 發展に 伴 ひ て、 此 好個の 住宅地 は m '口の 增加 著し く、 爲 に 此方 面に も 一 署 

增設の 必要 を 認め、 昭和 五 年 十一 月 十五 日 現在の 荒 田 町 三 丁目、 菊 水 橋の 東北 詰 に 

廳舍を 新築し て 之 を 菊 水 橋 警察署と 稱し、 奧 平野 一 帶. 石 井. 夢 野 • 烏 原 方面 を 其 管轄 

區域 とした。 

麵| 察署の 昭和 四 年 四月 武庫 郡 西 灘丄ハ 甲 .西 鄕の 三箇 町村 を神戶 市に 編入す る や、 こ れ と 共 

に 警察署 新設の 議 起 り、 同 六 年 十二月の 通常 縣會の 協 贊を經 て、 同 八 年 七月 新廳舍 

の 敷地 を 岸 地 通  一 丁目に 卜 し、 新築 ェ 事に 著 手した る も、 昭 和 八 年末に は 未だ 開廳 

を 見る に 至らなかった o 
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〇 三 八 

四 年の 建造に し 

議 © り、 同 時 に 兵 

綜合の 廳舍を 新 

以て 海岸 通  一 丁 

て 同署 は市內 に 

しが、 大正 九 年 四 

三 年 三 月 開港 港 

在家の 東 角に 延 

六 甲 村の 三箇町 

しを以 て、 之 を 管 

在家の 束 角より、 

其 派出所 九十 三、 

は 四 箇所と なり 

に し て 、人 口 の 最 


も 多き は 林 田 警察署の 十二 萬 四千 九 百 四十 三人であった。 かくて 昭和 七 年末に 

は 九 署、 其 巡査 派出所 は 百 七十 六、 立 番所 は 二箇所と な り 、各 署中管 內戶ロ 最も 多き 

葺合署 は 三 萬 五 千 八 百 四十 九 戶、 十 四 萬 四千 八 百 八十 七 人を算 して ゐる。 

警察官 吏の 數及 市民に 對 する 其 割合 を 見る に、 大 正 八 年に は 警視 六 人、 警 部 四十 

一 人、 警部補 四十 二 人、 巡査 九 百 三十 五 人に して、 巡査 一 人に 對し 市民 六 百 七十 八 人 

に當 りし が、 此 巡査 一 人に 對 する 市民の 割合 は 次第に 滅 少し て、 同 十二 年に は 六 百 

一 一 人、 昭 和 二 年に は 四百 四十 一人と なった。 然るに 其 後 は 却 リて增 加の 傾向 を 示 

し、 昭 和 七 年に は 遂に 四百 七十 二人 を 超 ゆるに 至った。 卽ち 巡査 は 大正 八 年 乃至 

昭和 七 年に 八 百 人を增 せる に拘ら す、 人 口の 增加は 更に 顯著 なタ しがた めに 此結 

果を 見， たのであった。 而 して 昭和 七 年度 末に は 九署の 警視 十 人、 警 部 四十 一 人、 警 

部 補 百 十二  < 巡 查 一 千 七 百 三十 六 人に し て、 之 を 大正 七 年度 末に 比較 すれ ば、 警 視 

三 人、 警 部 十四  <警 部 補 八十 二人、 巡査 八 百 五十 三人 を增 し、 巡 査の數 は 約 二倍と な 

れるを 知る ので ある。 叉 昭和 七 年度 末の 警察官 吏 配置 數は 三宫 警察署に 派出所 

二 十九 箇所、 巡 査 二百 五十 五 人 を 配 し、 葺 合 警察署に は 派出所 三十 二、 巡査 二百 三十 

七 人 を、 神 戶 水上 警 瘵署に は 六 派出 所、 巡 査百 十八 人 を、 相 生 橋 警察署に は 二十 一 派 
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出 所、 巡査 二百 一 人 を、 菊 水 橋 警 察 署には 十二 派出所、 巡査 百 十七 人 を、 兵 庫 警 察 署 に 

は 二十 三 派出所、 巡査 百 九十 七 人 を、 湊 川 警察署に は 十九 派出所、 巡査 百 八十 五 人 を、 

林 田 警察署に は 二十 六 派出所、 巡 査 二 百 三人 を、 須磨 警察署に は 派出所 十三 箇所、 巡 

査八 十五 人 を 配して ゐる。 而 して 此 年の 各 暑 管內 人口と 巡査 一人との 割合 中最 

も 多き は 林 田 警 察署 にし て、 市 民 七 百 七十 二人に 當 り、 相 生 橋 警察署 は 最も 少 くし 

て 二百 八十 四 人に 當 つて ゐる。 尙 左に 昭和 七 年度 末の 各署 管轄 區域及 警察官 署 

關係 統計 を 表示して 參考 とする。 
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神^ 刑務署 敬...； 察 官署の 沿革と 共に 記すべき ものに 獄舍が ある。 神戶 市湊區 所在の 神戶刊 

移轉  . 

務所は 明治 二十 二 年 市外 八 部 郡 石 井村に 地 を 相 し、 八 萬 圓の經 費を投 じ、 官 舍 と 共 

に 合計 一 萬 四千 三百 坪の 地域 を 劃して 新築の ェを 起し、 同 二十 四 年 六月 宇治野 監 

獄 を移轉 せる ものに か 、 り、 人 煙 稀な りし 附近の 原野 も數十 年の 歲月 を經 て、 其 發 
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神 戶市史 第二 辑 

^瞠目に 値す 

宅地と 化する 

を 可決し て、 此 

て神戶 市會 

は 速に 適 當 

狹 隘を吿 げ、 

湊區 の狀勢 

ら 爾後 昭和 

會は 意見書 

動に 著 手す 

政府に 提供 

七月 十七 日 

れら るべ き 

る 所 あり 


之 を 

く て 

の 容 

力 す 

百數十 萬圓を 計上して 大蔵省と 


本 編 各說 下 

る もの あ り、 か くて 其 

に 至った。 されば 旣 

刑務所の 移 轉を圖 り 

同 十四 年 十月 二十 

措置 を 執る ベ きを 

法 當局も 移 轉の急 

、之が 移轉を 急務な 

年に 至る も 之が 實 

起 草して 之 を 提出 

に 至った。 思 ふ に 

、同時に 現 刑務所 敷地 

の 緊 急 市 會 に 

を 述べ 、爾来 促 


〇 四 四 


曰 
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進 
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る を認 
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見 るに 

て 其 促 

巿は移 

時價を 

關 する 

上京し 

方 り、 司 

や と の 


井 
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ま 


以 て 

意 見 

て 政 
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情報 
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る 

あ 

至ら 

進を圖 


ゥ 
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ま 

あ 
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月 兵 

行せ 

之が 
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狀な 


こ o 


P し 

る こ 
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入 方 
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を 動 

神 一 

う 力 


庫 
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六- 

ゝ 
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衢 とな 

縣备曰 は 

る、 に 

^ 建 講- 

よれば. 

しを以 

以 て、 同 

を决議 

，七 萬 坪 

希 望 せ 

し、 市民 

し、 理事 

務所移 

同 八 年 


P 

-同 

多 


，は リ 

Irir び- 

力 % 

ら す 

可決 

所 は 

_ 市の 

七月 

こ 、 

地 を 


力 $ 

年の 

者 亦 之 

轉改 , 

三 月 三 


十日の^ 會に 於て 之が 移轉 改築 促進 委員長 上田 實の 報告す る 所に 據れ ば、 政府 は 

現在 敷地 は 之を賣 却して 新に 六 萬 坪の 地 を 得、 收容 人員 一 千 人 を 倍加して 二 千 人 

と爲 さんと する もの なれ ど、 而も 其 敷地 建物 を處 分す るの みに て は 政府の 希望す 

る 力 如き 移轉 改築 は 到底 困難なる ベ く、 而 して 當 時の 行 刑 局長 は S3 和 八 '度、 こ^ 

上 困難な リし 該經費 は、 昭和 九 年度に は必す 議會に 提出す ベ きを 言明せ りと い ふ 

にあった。 

^0 然るに 是 より 先 昭和 八 年 二月 二十四日 神戶 刑務所 は所內 より， 火 を 失して 其 四 

分 一 を燒 失し、 爲に 今や 移 轉には 絶好の 機會 なる を 推察せ しむる ものが あつ こ。 

此に 於て 同年 改選 後の 市會は 八月 七日 新に 促進 委員 九 人 を 選び、 伊藤 貞五郞 委員 

長に 擧 げら れ、 意 見 書 も 成リて 政府に 更に 猛烈なる 促進 運動 を 試む るに 至った。 

蓋し 神戶 刑務所 は 其 設備に 於ても 甚だしく 不備に して、 か、 る 不完全なる 建物 は 

稀 有と せられ、 而も 都市の 中心に 存在す る は 行 刑 政策 上 見逃しが たきもの なれば、 

市が 全力 を擧 げて爲 せる 二十 年来の 耍望 運動 は 、早晩 解決 を 見るべき 狀勢 にあり 

といへ る。 

g 務所 職員 

と在監人1 祌戶 刑務所の 職員 は 典獄 以下 看守 長 *! 守. 女監 取締 等の 數、 大正 七 年 乃至 昭和 七 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一 〇 四 六 

年に 百 三十 五 人より 百 七十 七 人となりし が、 通 譯. 保 健 技 師. 同 技 手. 敎 誨 師. 雇 傭 員 等 

は 四十 七 人より 五十 五 人と なれる に 過ぎ す、 而 して 刑事被告 人. 受 刑 者 .勞 役場 留置 

者 等の 在監人 男女 合計 は 同 一 期間に 千 七 百 十九 人より 千 四百 七十 五 人に 減少し 

てゐる o 

W 戸市 消防 ^^に 關 して は 神 U1 市 は從來 消防 組 を 編成 し、 大 正 七 年に は三宫 消防 離 相 生 橋 

組と 特設 消 ，.  ； 

防署 規定 消 防 組. 兵 車 消防 組. 湊 川 消防 組の 四 組を設 け、 消 防 組 員 總計三 百 五十六 人 あ リ、 望 火 

臺 十二、 蒸 汽唧筒 四 臺を備 へ て 火災に 處 する 所 ありし が、 偶， 同 八 年 七月 十六 日 勅令 

第三 五 〇 號を 以て、 東京 市 を 除く 五大 都市に 特設 消防署 規定 發布 せら れ、 之 により 

て市內 消防 組 は 兵車 縣に 移管せられ たのであった。 此 規定 を 見る に、 第 一條に は 

水火 消防に 關 する 事務に 從 事せ しむる 爲 め、 大 阪 府. 京 都 府. 祌 奈 川 縣. 兵 車 縣. 愛 知 縣 

に は 警 視專任 一 人、 消 防 士專任 二十 九 人、 消 防 機 關士專 任 十四 人 を 置 き、 警 視 は大阪 

府こ之 を 限 り、 消 防士及 消防 機 關士の 各府縣 定員 は內務 大臣 之 を定 むと 規定 し、 第 

ニ條に は大阪 市. 京 都 市 .橫 濱 市. 祌 戶市及 名 古 屋市幷 に 第三 項の 規定に 依る 編入 區 

域內に 於け る 水 火災の 警 戒 防禦 を 掌ら しむる 爲 め、 大 阪府に 四 消防 署、 京 都 府.祌 奈 

川 ¥ 兵 率 縣金 知 縣には 各 二 消防署 を 置く 事と し、 各 消防署の 管轄 區域は 知事 之 を 


定 むる ことと し、 第 六 條には 消防士 及 消防 機 關士は 警察 部 • 消 防 署叉は 消防 分署に 

屬 し、 上 官の 指揮 を 承 け、 消 防 事務に 從事 する ものと し、 第 九 條には 第 一 條に揭 ぐる 

府縣に 消防 員 を 置く こと を 得と 定 め、 其 消防 員 は 消防署 叉 は 消防 分署に 屬 し、 上 -I 吕 

の 指揮 を 承け 消防 事務に 從事 する ものと し、 兵 車縣は 大正 八 年 七月 二十日より 之 

を實 施す る ことと なった。 

I 防 署の新 此 勅令 發 布と ともに 消防署 設置の こと 確定し たれ ば、 同 年 七月 二十日 兵車 縣報 

號外吿 示 第三 一 九號を 以て 消防署 名稱 位置 及 管轄 區域を 定め、 之に よりて 祌戶市 

に は 東西に 各 一 消防署 を 置 き、 從 來 の神戶 市の 消防 組織 は廢 止せられ たれ ば、 九 月 

市 は 消防 機 關を擧 げて之 を縣に 移管 し、 又 消防 組も此 時より 特設 消防署の 所屬と 

な り、 市. 消 防 組 常備 消防 員 は 大半 兵車 縣 消防 手を拜 命した。 而 して 其 管轄 區域は 

奥 平野 獺 川より 宇治川に 至 り、 鐡 道 踏切 を 越えて 元 町 六 丁 目. 相 生 町  一 丁目 電車 筋 

より 辨天濱 に 下る 線 を 以て 東西に 之 を 分轄 し、 東 部 をば 東 消防 署、 西 部 をば 西 消防 

署 所管と し、 海 上 も 其 線の 延長 を 以て 兩 分した。 其 後 同 九 年 四月に は須磨 町の 神 

戶巿に 編入 せらる 、 あ り、 之 によりて 同 十二 年 九月 二十 五日 管轄 區域 を變更 し、 有 

馬 街道 祇園 道より 有 馬 道に 下 り、 鐡 道 踏切 を 越 え、 蟹 川尻に 至る 線 及 其 延長 線に よ 
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る ことと 

せらる、 
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一 〇 四 八 

消防署 の 事 

八 日 交 通 消 


內 に 


出張所と し て 機械 及 

內の 新設 出張所 落成 

丁に 相 生 橋 分遣 所 を 

舍の 落成す 

に は 水上； PH: 

す 、活 動 を 見 
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出張所の 外 
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- J ま 
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長 と し、 外 
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の A 
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六 
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1ず 


人 


共に 

張 所 

は 至 
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f 小 U 

五十 

の 消 


防 手 あう 而 して 唧筒 自動車 二 臺 (木 署及葺 合 出張所に 一 臺 宛)、 水管 自動車 二 臺 (同上)、 

梯子 自動車 一 臺 (本署)、 手 挽 水管 車 四臺、 蒸 汽唧筒 一 臺を 配置し、 叉 望 火臺は 五臺を f 

へて ゐた。 然るに 昭和 四 年 東部 三箇 町村の 神戶市 編入に 伴 ひ て、 從來 其の 公設 消 

防 組 卽ち西 鄕丄ハ 甲. 西 灘の三 消防 組 も 亦 東 消防署 所屬 とな ク、 同 六 年 三月 灘 南 甬 1 三 

丁目に 西灘 出張所 を增設 した。 かくて 同 八 年末に 於け る 同署の 組織 は木署 の 下 

. に葺合 • 西 灘のニ 出張所 あ え 中 山 手. 相 生 橋 .楠. 熊 內. 小 野 柄の 五箇 所に 分遣 所 を 置き 

て、 相 生 橋. 三 宮. 西 灘丄ハ 甲. 西 鄕の五 消防 組 を 管 し、 木 署には 署長の 外に 署僚^ 防士及 

消防 機 關士各 一 人、 消防 曹長 九 人、 消防 手 六十 八 < 常備 消防 員 二十 < 合計 百 人に し 

て、 消防 組に は 組頭 四 人の 外に 消防 手 總計五 百 十五 人 あえ 配置せ る 機械 は 唧筒自 

動 車 十. 一 橐木署 二、 葺合 出張所 二、 西灘同 一 、西灘 消防 組 三、 六 甲 同 二、 西鄕同 一 )、 水管 自 

動 車三臺 (中 山手 分遣 所 一、 西灘 消防 組 一、 西鄕同 一)、 梯子 自動車 一 橐木署 )、 ガ ソ リ.. ン唧 

筒 二 臺、 蒸 汽唧筒 一 臺、 手 挽 水管 車 十 一 臺及 望火臺 十三 箇所 を 有して ゐる。 

湖 酶 1 1 の 大正 八 年 七月 二十日 東 消防署と 共に 開設せ る 西 消防署 は、 其 事務所 を湊川 警察 

署構內 に 置きし が、 同 年 十 一 月 二十 二日 松原 通 五丁目の 新廳舍 落成と 共に こ 、 に 

移まして 現在に 至って ゐ る。 開設 當 時には 出張所 を湊川 公園 前 及 兵 庫 (兵 0 警 察 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 

內) の 二箇所に 置 き、 分 遣 所を大 

庫の 二 組 を 有して ゐた。 而し 

< 消 防 曹長 四 人、 消 防 手 三十 六 

防 組 及 兵 M- 消防 組に は 小頭 以 

筒 自動車 一 臺 (本署)、 蒸 汽唧筒 一 

正 九 年 四月 須磨 町の 祌戶市 編 

て須磨 消防 組 を 創設し、 同時に 

とし、 又 同年 六月に は 明 和 出張 

出張所 は 之 を廢止 し、 同 十 年 四 

之 を 大橋町 二  丁 目に 新築 移轉 

消防署 は 昭和 八 年度 末に は 本 

，須磨 及 林 田の 三 箇所 に、 分遣 所 


庫 及. 須 磨の 三 消防 組 を 有 し、 木 

防 機 關士各 一 人、 消 防 曹長 十 人 、消防 

湊 川. 兵 庫 .須 磨 の 三 消防 組に 小頭 以下 三 
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< 外に 

ま R ま 


唧筒 自動車 六 臺 (木 署ニ、 湊川 公園 前 出張所 二、 林 田 同 一、 須磨同 一 )、 水管 自動車 一 臺 (本 

署)、 手 挽 水管 車 十八 臺、 腕 用 唧筒八 臺を備 へ、 望 火 台 八 箇所 を 有して ゐる。 此 中、 湊 川 

公園 前 出張所 は 同 出張所 前の 高 塔 「神 戶タヮ ー」 の 一 部 を 借 入れて 之 を 望樓と し、 大 

正 十三 年 六月より 使用して ゐる。 

I 道 消火栓 消防 機關 の充實 と相俟 ちて 水道 消火栓の 數も 年々 增 加し、 公 私設 共に 大正 八 年 

乃至 昭和 七 年の 十四 年間に 二倍に 增 加した。 卽ち 大正 八 年に は 市設及 私設 合計 

千 五 百 九十 木な りし が、 昭 和 七 年末に は 合計 三千 三百 八十 本と なった。 これ 蓋し 

消防 機關 の充實 と共に 之に 比例し て、 當 然 水道 消火栓の 增設を 必要と する に 由る 

に 外ならぬ。 

知 機 火災. の e! りし 場 合、 其 報知の 遲速 如何 は 防火 上 重大なる 影響を及ぼす もの なれ 

ば、 火 災を發 見す る や、 直 に 之 を 消防署に 通告す ベ き 火災報知機 は、 早 く 施設 せらる 

ベ かりし に 而も 其 事 遽に行 はる 、 に 至ら ざり， し が、 漸 く 昭和 七 年 五月 一 日に 至り 

巿內备 所に 赤色の 火災報知機 を 配置した。 その 構造 は 報知機の、 ポタン を 押せば、 

直に その 所轄の 消防署に 通す る 装置に し て、 東 两兩 消防署 共 五十 箇宛を 配置せ し 

が、 將 來 漸次 其 數を增 加す る 必要 痛感 せらる 、現狀 にある。 

第 十一 章 兵事 警察 幷 びに 消防  一 〇 五一 


神 戶市史 第二 辑本 編各說 下 


〇 五 二 


消防 交通 協 ^防 事務に 從事 せる 消防 組 員の 共 

會の 設置 

員を會 員と する 消防 協 會 設立の 要は 

消防署 長 相 協力して 其會の 設立 を圖 

を..： 巾 民に 仰ぎ て、 同年 七月 三 日 市立 第 

る を 得た のであった。 而 して 當初そ 

防 交 通 課の 獨立 する や、 消 防 交 通 課 長 


至 つ わ 


>7 


神戶 市の 火 消防 機關の 沿革 は槪耍 以上の 如く 

災と其 損害 

る 十五 年間の 火災 を觀る に、 此 間其燒 

百 坪 三百 五十 九戶 を算 し、 之 に 亞ぐは 

て、 最も 少 かりし は 大正 十 年の 一 千 六 

平均 罹災 戶坪數 は 一一， 百 三十 九戶ニ 千 

は^^ * 及 火災 囘數に 至りて は 昭和 元年の 二 

被害 程度 

之に 次 ぎ、 最 も少 かりし は 大正 八 年の 

末に 至る 迄に は 常に 殆ど 百囘 以上 を 


濟 及. 市 民の 防火 思想 宣傳を 目的と し、 消 防 組 

夙に 認められし が、 偶" 昭 和 二 年 一 月 以降^ 西 

i 消防 組 組頭 及 小頭 等の 奔走に よ え 墓 金 

一 高 等 女學校 講堂に 於て そ の 發 會 式を皋 ぐ 

の會 長に は 保安 課長 之に 就任せ し も、 後 に 消 

を會 長と し、 其 所期の 目的 を 達成 せんとす る 

な る が、 こ  >  に 大正 八 年より 昭和 八 年末に 至 

失 坪數の 最も 多 かりし は、 昭 和 三年の 六 千 五 

大正 十三 年の 五 千 二百 坪 三百 三十 三 戶 にし 

百 坪 百 四十 三戶 である。 而 して 十五 年間の 

六 百 七十 坪を算 へて ゐる。 

百 四囘を 最多と し、 大 正 十二 年の 百 八十 八囘 

八十 一 囘 なりし が、 此 年 を 除きて は 昭和 八 年 

算へ、 大正 八 年. 同 九 年. 同 十 年 及 昭和 五 年 は 各 


百 五十 囘 以下な りし も、 爾 餘の 年に 

. る。 火災 類燒の 減少 は 其 原因 多々 

あり-と いふ ベ く、 從 つて 施設の 充 實 

ち 火災 囘數の 最も 多 かりし 昭和 元 

卽時消 止 百 三十 一 囘 とな り、 大 正 十 

燒四 十五 囘、 卽 時 消 止 百 十二 囘 とな 

記錄 せられて ゐる。 

家屋 損害 高 火災に よる 家屋の 損害 統計に つ 

P て、 家 屋 のみの 損害 高 は 之 を 明確 

比して 損害 高 比較的 僅少に し て、 最 

. 萬 五千圓 にして、 大正 十一 年の 約 百 

リ同十 年に 至る 三箇 年間の 損害 高 

至る 三 箇年は 百萬圓 以上 を算 し、 そ 

爾餘の 年に は每に 百萬圓 以下 を 計 

山林 原野 及 

船舶の 火災 山林 原野の 火 災中、 最も 度數 の 多 

第 十一 章 兵事 警察 幷 びに 消防 


は 悉く 百 五十 囘 以上の 火災 度數を 計上して ゐ 

あ る ベ き も、 消 防 機 關の充 實叉大 い に 與リて 力 

と共に 類 燒の數 は 著しく 之 を 減じて ゐる。 卽 

年の 二百 四囘 中、 延燒 四十 四囘、 不延燒 二十 九囘、 

. 二 年の 度數百 八十 八囘の 內延燒 三十 一 囘、 不延 

え 十 五 年間の 平均 度 數の約 六 割 は 卽時消 止と 

きて は 昭和 六 年度よ リ 統計 書の 檨式變 更によ 

に 知う 得ざる 憾 あれ ど、 昭 和 六. 七 年に は 例年に 

も 多大の 損害 ありし は 昭和 三年の 二百 八十 六 

四十 萬圓 之に 亞 いで ゐ る。 而 して 大正 八 年よ 

は 百萬圓 以下に し て、 同 十 一 年よ， 同 十三 年に 

の 後の 十 年間に 於て は 昭和 三年 • 同 八 年 を 除き、 

上 し、 損 害 漸次に 滅少の 傾向に ありと い へる。 

かリし 大正 十三 年に は 二十 五囘 を數. ふれ ども、 

一 〇 五三 


六 大都市の 

火災 比較 


上 


の 

の 


失 

損 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

面積の 最も 大なり 

_ 十五 年間の 最高 記 


し は 大正 十二 年い 

錄を示 


も も 

な 


萬 


ら す、 若 し 其 

れ ば、 近 時 山林 

之が 防止に 狂 

ば、 其 燒失隻 數 

害 見 積 高 は 四 

隻、 三百 三十 六萬圓 

害 額の 最も 少 かり 

する に 過ぎぬ。 

祌戶 市の 火災 を 

十二 年 六 大都市 

に 最も 少く 殆ど 

昭 和 五丄ハ • 七 年 の 


正 

叉 


山容 

原野 

奔せ 

の 最 

十八 

を 以 

^ 召 


の 上よ 

の 火災 

るの 有 

も 多 か 

萬圓を 

て 最 高 

和 二 年 


して ゐる C 

ぎ す、 蓋 し 此 

り觀 察すれ 

に對 して 待 

あ る o 

は 大正 

せる も 

大正 九 

出 火 K 


檨で 

リ し 

一 あ 上 

と し 

_  J ま 


他 の 

中 第 

ョ K  £ 


し て、 度 數 

而 して 此 

損 害 高 

に 幾多 

八 年の 

，神 戶 市 

年 の 三 

數四、 燒 


も 

失 


五大 都市に 比較す 

四 位に あ り、 大 正 十 

位に あ リ、 橫 濱市之 

神 la- 市 火災 損害額 は 第 


る に、 其 

三 • 十四 

に亞ぐ 

五位に 


年 

山 


十 

二  一- 5 


六 


一 〇 五 四 

十 囘、 面 積 合計 八百餘 町歩に 

の 損害 高 も 最多の 記錄 とな 

林 原野の 見 積の 

失 は 測^-知 るべ 

關と 機會を 以て 

災は祌 戶 水上 警 

二 十囘、 五十 三隻 


火 

年 


く., ノ 

ま， 


も、 同 

あ P 


書に よれ ば、 大 正 

隻、 一一 百 八十 萬圓 

數 四 0¥ 二百 五 

囘數 にあり て は 

第五 位に ある も. 

市 は祌戶 市と 相 

て、 他の 大都市に 


基礎に よる 

からざる も 

宣傳 大いに 

察 署 調査に 

に し て、 同 年 

十四 年の 八 

之に 次 ぎ、 損 

十圓を 計上 

神戶 市は大 

之 を 除けば 

伯仲す る。 

比して 火災 


甚だ 少 きを 知る ことが 出來 る。 


月 

大正 七 年 乃至 昭和 

事圑體 照會囘 答 書- 

通報 要領。 祌戶地 

警察署 囘答 書類。 


書 目 

八 年 神戶市 事務 報告。 同年 度 神 戶市會 成 議錄。 神戶 聯隊 區照 會囘答 書。 各 軍 

„ 陸軍省 發 行滿洲 事變獻 品錄。 各區 役所 兵事 係囘答 書。 船舶 燈火瞀 制 及 情報 

方 防空 演習に 於け る燈火 管制。 大正 七 年 乃至 眧 和 八 年 神戶市 統計 書。 市内 各 

消防署 囘答 書類。 
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〇 五 五 


第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞 

一 式 典 

大正 三年 以降 五箇 年の 久しき £i 世界の 平和 I 亂し、 多大の 戰費 

とを拂 へる 未曾有の 世界 大 5、 遂に 同 七 年 十一月 十一  リ 

てま * し 次して 翌八年 七月 一 日 愈. -， 和条勺 m  p  ,v  '  )  ：  7 

I  f» 禾：^  I 調印 成リ 世界の 平和 は 全ぐ 克 

る ゝ  一. *j^pj つ 产〕 乂、  f  Lar  -  >  f  ^  /V 

£ 〜3  /  ^〜かて 神 戶巿會 は 直に 奉祝 賀表 を議决 して 捧呈の 手資を 孰リ、 

更に 觑賀 電報 を內 閣襁理 大臣. 外務 大 5 ネ こぎた 审卜 . ョの手 I を $ リ 

gfHA フ B1 タ S ブ臣 あに 英. 米 .佛. 伊， 白. 葡 六阈 大陡芡 支 w  <T きこ 

打電し S 貝 會經費 三 萬 一千， 圓 I 上して f  及 支那 公使」 

面お こ S コニ，  二  を  一 I  J して 設備 を爲し 七月 五日 元 居留地 朿遊 

園" は 和 克復 大 祝賀？ 開催した。 此曰 夜来の 雨 未だ？ f しも 直 陸れ 

場し. 午前 十一 時 振鈴 を合圖 として 祝賀 式 を 開 I, つ 鹿 島 市長 開會 の^ 

i ぺ 次いで； たる 君が代の S 裡に. 三千の I ー齊に § して 襟 を 正， i 

に 場內肅 としてぎ i 嚴の氣 漂 ひしが. i 終る や 市長 は 再び 立ち. 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  f 篱 

1 〇 五 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇 五八 

を朗讀 した。 

市長 祝辭 

列邦ノ 代表者 及 ヒ來賓 諸賢 玆ー 一 平和 克復 ノ期 ヲ卜シ 我等 神戶 市民 ハ 諸君 ト共 

一二 威 觴ヲ擧 ケテ歡 天 喜 地 ノ光榮 ヲ頒ッ 何等 ノ欣 懷ソ ャ顧レ ハ這 次ノ大 戰ハ空 

前 ノ大慘 禍ヲ與 へ生靈 ヲ喪フ コト約 七 百 萬 傷 ケル者 無慮 二 千 萬 而シテ 戰費亦 

實ニ 四千 億圓 ノ多キ 一 一 達ス 蓋斯ク ノ如キ ハ 曠古 未せ 有 ノ犧牲 二 シ テ聞ク モノ 

誰 力 慄然 タラサ ルヲ 得ンャ 今ャ幸 一一 シテ 和議 成リ 砲煙 全 ク散シ テ萬民 復ヒ靖 

明ノ和 *  二 浴 ス苟モ 正義 ヲ思ヒ 人道 ヲ重ン ス ル者此 ノ際衷 誠 ノ慶ヲ 同シゥ ス 

. ルト倶 一一 相 率ヒテ 長へ 二 世界平和 ヲ 確保 セン コ トニ 努 メサル へ 力-フス 冀クハ 

今後 洋ノ 東西 ヲ問ハ ス益 ニ視 同仁 ノ 親交 ヲ 誓 ヒ彌々 四海同胞 ノ 厚誼 ヲ重ネ ン 

コ トヲ肯 テ神戶 市民 ヲ 代表 シ 満腔 ノ視意 ヲ表ス 

大正 八 年 七月 五日 

祌戶 市長  鹿 島 房 次 郞 

次いで 來 t として 兵庫縣 知事 有吉忠 一、 同縣會 議長 飯 塚 重 雄、 神戶 商業 會議 所會 

頭 田 村 新 吉の祝 辭朗讀 ぁリ、 左に 之を錄 する。 尙神戶 在留 外交 團を 代表して 英國 


領事 フォ ー ス の視辭 もあった。 

免 毒 辭  . 

有史以来 ノ大 戰全ク  終 が、、 一 世界 平 禾 ノ 基礎 淨ク 確立 セ " ノ. si.-  二  & シ 本日 神戶 

市 主催 講和 祝賀 會 -! 臨 ミ外賓 並  一二 巾 民 各位 ト其ノ 歡ヲ倶 一一 スル ハ木官 ノ欣幸 

措ク能 ハサ ル所 ナリ 抑， 戰 亂勃發 以來玆 二 五 星霜 此ノ間 幾 百 萬 ノ生靈 ヲ犧牲 二 

シ 巨萬ノ 物資 ヲ投シ テ尙且 ッ惜シ マサ リシ 所以 ノ モノ ハ  一 二人 類ノ 正義 ヲ維 

持シ 阈際ノ 公道 ヲ 擁護 セ ンカ タメ  ニ外ナ ラス 今 ャ條約 調印 ノ 結果 世界平和 ノ 

曙光 ヲ認 メタ リト雖 モ之ヲ 永遠 一一 確保 スル ハ廣ク 列強 人士 ノ 努力 一一 俟タ サル 

へ カラス 束 西 一一 於ケル 平和維持 ノ 責任 ヲ有ス ル 帝國ノ 使命 タル ャ洵 二重 且ッ 

大ナリ ト云フ へ シ惟フ 二 木市ハ 今次 ノ戰亂 一一 侬リ 空前 ノ發展 ヲ遂ケ 各般 ノ事 

業 亦 漸次 盛况 ヲ呈ス , 二 至 レリ ト雖モ 木 邦 ノ最モ 重耍ナ ル門戶 トシ テ 各自 諸 

般ノ 施設 經營上 袼段ノ 留意 ヲ耍 スル モノ 尠シ トセ ス是 レー 一一 懸ッテ 市民 ノ双 

肩 一一 在リ 希ク ハ 各位 一一 於テ 夙夜 勵 精 益" 本 市ノ 向上 發展 ス圖リ 國運ノ 進展 ヲ扶 

ケ以テ 四海 永遠 ノ 平和 二 資セ ラレ ン事ヲ 些カ所 懷ヲ述 へ テ祝辭 ニ代フ 

大正 八 年 七月 五日  . . 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 五 九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇 六 〇 

兵庫縣 知事 正 四 位 勳四等 有 吉 忠 一 

.、、. 〜 縣會 議長 覦辭 

曠古 未曾有 ノ大 戰爭モ 終局 ヲ吿ケ 大正 八 年 六月 二十 八日 ヲ以テ 講和 條約 調印 

ヲ了 シ永ク 世界 ヲ鎖セ ル歐洲 ノ戰雲 ハ 一 掃シ新 局面 玆 一一 開 力 レ 世界的 祝賀 ノ 

時 ハ際會 セリ豈 祝賀 セサル 可 ケンャ 木 月 一 日 ヲ以テ 全 國ー齊 一一 國民的 祝意 ヲ 

表シ タル ハ 諸君 ノ旣ニ 知 ラル 、所 ナリ木 市 ハ更ニ 本日 ヲ以テ 官民 合同 平和 克 

復 祝賀 會ヲ開 カレ 未曾有 ノ盛會 ヲ見ル ハ國家 ノ爲メ 同慶 二 堪へサ ルナ リ抑 "歐 

洲戰亂 勃發シ 世界 ノ 平和 攪亂セ -フ , 、 ャ 我カ國 ，ノ 世界 ノ 平和 ト 正義 人道 ノ爲 

メ 一一  蹶起 シ 聯合 國ト策 應シテ 世界 ノ 平和 克復 ノ爲メ  - 一力 ヲ盡シ 陸-一海 二 出動 

健鬪シ 軍事上 一一 盡 セル 二 止-フス 聯合 國ニ 對シ 援助 ヲ 添へ タル 所尠シ トセ ス我 

國ノ 重要 任務 ヲ致シ タル ハ聯 合國ノ 齊シク 認メテ 感謝 ノ意ヲ 表 セル 所 ナリ實 

二 我國カ 世界的 戰役 二 參加シ 聯合 國ト 共-一 交戰ノ 目的 貫徹 ノ爲メ 一一  最善 ノカ 

ヲ效シ 講和 會議 ニ臨ミ 五大 强國ノ 一  員ト シテ 協調 シ 世界 ノ 平和 確保-一 努力 シ 

タル ハ無 量 ノ榮 *  II シ テ歙聖 文武 ナル 天皇陛下 夙 二 仁 愛義 重ノ御 盛德ハ 八紘 

二 輝 キ稜威 四面 ヲ光被 セル 所 ナリ洵 一一 邦家 ノ爲 メ慶 幸-一 シテ 蒼生 ノ祥福 タリ 


本市ノ 官民 合同 視賀會 ヲ擧ケ ラル 、 モ亦 所以 アジト 謂フ へ シ 不肖 此ノ 盛擧ニ 

列シ 欣喜 ノ至 ニ堪へ ス 満腔 ノ 熱誠 ヲ捧 ケテ上 陛下 ノ皇祚 無窮 ヲ頌シ 益" 國 運 ノ 

隆盛 ヲ祈 ルト共 II 平和 克復 祝賀 ノ 佳節 一一 當リ視 意 ヲ表ス 

大芷八 年 七月 五日 

兵車 縣會 議長 飯 塚 重 雄 

商業 會議 所會頭 1 威辭 

講和 條約 調印 ヲ了シ 五 年 11 亙レ ル 世界的 動 亂ハ玆 一一 終 ヲ吿ク 正 一一 是レ 文明 ト 

正義 ノ 勝利 二 シテ 民福 破壞 ノ復舊 ナリ洵 1 一賀 セサル へ 力-フス 世界的 商港 タル 

我カ祌 戶市ハ 本日 ヲ以テ 之 力 祝賀 ノ式 ヲ擧ク 聯合 國民並 一一 市民 諸君 ト共 I 一泰 

平ヲ 謳歌 シテ 齊シク 同慶 ノ盃 ヲ酌ム ハ偏 一一 吾人 ノ光榮 トス ル 所今ャ 世界 改造 

ノ聲ハ 隨處- 一起 リ 思想 ノ 變轉ハ 瞬時 ヲ期 シ難シ 然リト 雖何レ ノ國 カ何レ ノ& 

力 民福 ヲ 基礎 トセ サル モノ ァラ ン 吾人 ハ常 -1 世界 ノ 趨向 二 後レ ス國勢 ノ發展 

一一 順 應シテ 不斷ノ 劃策 ヲ愆 ラス 益， 民 福 ノ增進 ヲ圖リ 永劫 ノ 平和 ヲ 保持 ス ル I 一 

努メ ン 世界的 商港 トシ テノ我 カ祌戶 市ハ 今日 此視 福ノ 日ヲ始 トシ テ能 ク此世 

界的 使命 ヲ完 ウス ルヲ 得ハ又 偸快ナ ラス ャ之 ヲ祝辭 トス 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 六 一 


神 戶市史 第二 輯 

大正 八 年 七月 五 

来賓の 祝 辭朗讀 終り 

や、 式 壇 正面 上部に 吊さ 

羽撃き も 勇ましく 舞 ひ 

首 萬 歲、 太 田市會 議長の 

留 濠洲 貿易 官サ ッ タ ー 

に 式を閉 ぢ、 直 に 立食 宴 

ら す、 式 場 は 午後 一 般市 

七兩 曰詉訪 山螽 下山に 

轉 し、 遊 園 地 及湊川 公園 

及提燈 行列 を 行 ひ、 各 神 


に 假装行 列. 屋 臺等繰 出 


であった C 


本 編 各說 下 

曰 

祌戶 商業 會議 所會頭 


〇 六 二 


同フォ ー 


れ たる 紅白 


上 り、 會 衆 の 

在留 聯合 國 

の發聲 にて 

に 移 リ、 模 擬 

民に 開放せ 

於て 晝夜煙 

に 餘興場 を 

社に 於て は 

さ れ、 五 日 よ 


ス の發聲 にて 謹み 

の 藥玉憂 然として 

拍手 頻りに る、 續 

諸君 萬歲 の發聲 あ 

一 同神戶 市萬歲 を 

店 を 開く と共に 餘 

られ た。 尙本市 は 

火 を打揚 げ、 各 所 に 

設けて 餘興を 催し 

臨時 祭典 を 執行し 

り 三日間 は 市民 * 


新 吉 


三 


if 


田  ネ 

て 天皇陛下 萬歲を 

廻 轉 し、 其 中より 多 

いて 有吉 知事の 聯 

りて 一 同 之に 和し 

三唱して、 平和 氣分 

興 を 開始 し、 與 の 盡 

平和 克復 を 祝す る 

，市 內學校 生徒 s 蓳 

て 平和 を 奉告 し、 市 內 到 

げて 平和の 喜びに 浸つ 


數 ひ 

<5, 口 各 

最後 

橫溢 

く る 

が爲 

七臺 

ま 旗 


^ay る 

白 鳩 

に 在 

の 裡 

を 知 

め、 六. 

を 運 


一 了 

\ィ 


る 處 

f び- 


0mm 大正 十 年 一 月 十三 曰市會 議員 神 田 兵 右衞門 逝去す る や、 故人の 木 市に 於け る 多 

大 の功镜 に酬ゐ んが爲 に、 同月 二十 二日 詉訪 山武德 殿に 於て 木 市 最初の 市葬 を 執 

行した。 此日 葬儀場 正門に は大眞 榊ー對 を. 立 て、 黑 白の 慕 を 張り 、市の 弔旗 を揭 げ、 

正門よ ク 式場に 至る 道路に は 白砂 を 敷き、 兩 側に は 夥多の 供 花 を 配列し、 式場 內正 

面に 六 字の 名 號を揭 げ、 前 に 白木 造の 靈柩を 安置せ しが、 供物 は堆 高く、 金 S 連 華の 

供 花、 獻燈所 狹く備 へられ、 香煙 は縷々 として 立 上リ、 參列者 をして 故人の 係 を^び 

自ら 襟 を 正さし むる ものが あった。 纒て 鐘の音と 共に 遺族 親族 故舊著 席す る や、 

妙なる 麦 樂裡に 式 は 開始せられ、 誦經 儀式より 導師 時宗 管長 河 野 大僧正 燒香 引導 

に 續 き、 櫻 井 市長の 切々 たる 哀辭ぁ り、 太 田 市會議 長. 有 吉 知 車 未 多 

代 理. 市立 學 校長 總代 等の 弔詞 相次ぐ こと 實に 六十 一、 かくて 讀經 

祭主 及 喪主の 挨拶 ありて 式を閉 なた。 市長の 哀辭 及市會 議長の 

である o 

市長 哀辭  - 

維大 正 十 年 一 月 十三 日 從六位 神 田 兵 右 衞門君 病 ヲ獲テ 逝ク惑 

チ窆 事ヲ修 メ君ノ 英魂 ヲシテ 永 ク後土  二 寧 カラ シメ ン トス 溫容猶 ホ面ニ ァリ 

笫 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 o 六 三 
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の 間 燒香ぁ り、 後 

弔詞 は 左の 如く 


ェテ 二十 二日 乃 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇，、d 

而モ 幽明 遠 ク隔ッ 嗚呼 哀シィ 哉. 

君 力 家 世々 兵庫ノ 重鎭 タリ 君 カ少肚 -1 シテ 家業 ヲ繼 クャ 時恰モ 維新 草創 ノ 1 

- 一際 シ 本市ノ 規制 未 タ備ハ ラス 君 同志 ト謀リ 市民 ヲシテ 其趨フ 所ヲ知 ラシ メ 

拮据 經營至 ラサル 所ナシ 或ハ明 親館ヲ 與シテ 敎育ノ 普及 一一 努メ 或ハ新 川ヲ開 

キテ 市街 ノ發展 -ー資 シ或ハ 商法 會議 所ヲ 設ケテ 產業ノ 振興 ヲ圖リ 市民 ヲシテ 

永 ク 其慶澤 -ー 浴 セシム 我 神戶市 ノ 今日 アル 其 基 、ノ 實 -1 君 力 力 多 キー 一居 ルト謂 

フ へ シ 

明治 二十 二 年 地方自治 制度 ノ 施行 セ- フル 、ャ 君ハ @" カヲ 公共 ノ 事業 一一 盡シテ 

他事 ヲ顧 ミス 身ヲ 公益-一 委ネ テ倦ム 所ナク 八十 ー歲ノ 高齢 一一 シテ猶 ホ市會 養 

員ノ 公職 ニァリ 老ノ旣 一一 至 レルヲ 知 一 フサ ルカ 如 シ宜ナ ル哉曩 一一 君 カ功糗 天 

聽 一一 達 シ藍较 褒章 下賜 ノ 恩命 ヲ拜 スルャ 

君人ト 爲リ溫 厚篤 實 志操 高邁 純潔 已ヲ 持ス ルコト 恭儉人 ヲ待ッ コト慇 穀其功 

ヲ矜ー フス 其ノ利 ヲ趁ハ ス 市民 均 シク 其 高風 -ー 靡キ誠 一一 一 世ノ 木鐸 タリ キ今ャ 

一 f 二 豎ノ冒 ス所ト ナリ其 訃音 ヲ傳フ , ャ 巿民ノ 哀悼 畜惜ス ル事^ モ父 ほヲ 

失へ ルカ 如シ 卽チ玆 一一 市民 ノ 代表 機 關 タル 市 會ノ 决議 -1 ヨリ 開 市 以来 未タ曾 


テ 見サル 市葬 ノ典ヲ 擧ケ以 テ其丕 糗ノ萬 一 -ー鼠 イン トス 

噫溫々 タル 恭人其 貌儀再 ヒ接ス へ 力-フス 秩々 タル 德音聲 咳 復値フ へ 力-フス 而 

シテ 有斐ノ 君子 永ク懷 ニ諼ル へ 力 ラサ ルナ リ靈前 一一 俛シテ 情迫リ 言 ハント 欲 

ス ル所ヲ 知-フス 英魂 尙ハ ク ハ髡髴 トシ テ來 リ饗ケ ョ 

大正 十 年 一月 二十 二日  、 

祌戶 市長 櫻 井 鐡太郞 

, 市會 議長 弔詞 

神 戶市會 議員 從六位 神 田 兵 右 衞門君 客 臘病ヲ 得 終 一一 不歸ノ 客 トナル 哀悼 ノ至 

リ 一一 禁ェ ス君 資性 溫 厚篤 實ー 一 シテ志 素 亦 高潔 多年 市政-一 參與シ 公事 一 一 鞅 掌 盡 

瘁セ ラル 其 功镜ノ 顯著ナ ル皋グ テ數フ へ 力-フサ ルナ リ今 囘當 市會ノ 満場 一 致 

ヲ以テ 君 力 市葬 二 翼贊セ ル洵 一一 故 ナシト セ ス玆ニ 本日 擧 式-一際 シ 市會ヲ 代表 

- シ謹テ 弔詞 ヲ呈ス ，： •  •.  ノ、  ^0^.^^-. リ- 

大正 十 年 一月 二十 二日 

, 神 戶市會 議長 太 田 保太郞 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒赏  一 0 六 五 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  一 〇 六 六 

神戶 開港 五 ^戸市 ま 往時の  一 ^邑 より 今や 世界的 一 大海 港と な り、 大 正 十 年に は 人口 七十 

十 年 祝賀 會 

萬を算 し、 我 國第 三位の 大都市と して 將來 益， 發展 せんとし つ、 あ り、 旣 に 大正 七 年 

に は 開港 五十 年 を迎 へ、 同 八 年に は 市制 實施 三十 年と なりし のみなら す、 此 間 市の 

事業 は 年と 共に 擴大 し、 同 六 年電氣 事業の 市 營を斷 行し、 同 九 年 水道 擴張 工事 完成 

を吿 ぐると ともに 隣接 須磨 町の 木 市 編入 あり て、 大 都市た るの 規模 名實 共に 全く 

^るに 至った。 木 市は是 等の 祝賀 を 市民と 共に 喜ぶ ベ く、 開 港 五十 年 祝賀 會の名 

の 下に 主なる 記念 會を 開催 せんと し、 之 が處務 規程 を 設 け、 祝 賀 會費六 萬 九 千餘圓 

を 計上 し、 著 々準備 を 進 め、 大 倉 山 公 圍に大 式場 を設 け、 大 正 十 年 三月 二十 曰 を 以て 

一大 祝典 を擧 行した。 式場 は 装飾せ る 大舞臺 を 設けて 式 壇と し、 其 前面に 大 饗宴 

場を設 け、 式 は 午前 十 時 櫻 井 市長の 式辭を 以て 開始 せら れ、 床 次 內務大 臣. 高 橋大藏 

大臣 を 始め 来賓の 祝 辭朗讀 相次ぎ、 叉 祝電 を 寄す る者尠 から す、 式 半ばに して 降雨 

ありた る も、 參 會者 一千 五 百 人 は盃を * げて 市の 發展を 祝福した。 當 日の 式辭及 

祝辭は 左の 如くで ある。 

市長 式辭 

锥時 大正 十 年 三月 二十日 祌戶 開港 五十 年 祝賀 式 ヲ擧ク 


E 顧ス レ ハ 木市ノ 開港 ハ實 I 一慶 應 三年 十二月 II 在 リ當時 兵庫ハ 古來ノ 耍津ト 

シテ僅 II 市街 ヲ 形成 ス ト 雖モ祌 戶ハ眞 一一 蕭條 タル 一 寒村 ナリ キ而 シニア 其 間  一 j 

介在 ス ル地帶 ノ如キ モ 水田 荣圃相 連 リ獨リ 楠 公 墓碑 ノ 叢林 中 一一 立テ ル ヲ見ル 

ノ ミ 人口  二 萬 貿易 額 亦 百 萬餘圓 一一 過キ ス爾來 我開國 進取 ノ宏謨 ，ノ 木市ノ 地^ 

人 和 ト相俟 チテ市 運 ノ與隆 發展ノ 急激 ナル コト殆 ト他ニ 其 比 儔 ヲ見ス 今ャ開 

港 五十 年 一一 シテ 人口 ハ將 |ー  七十 萬 ニ達セ ン トシ 貿易 額ハ拾 五億圓 ヲ算シ S 一一 

帝國 第三 位ノ 大都市 タ ル 地位 ヲ占 メ柬 洋有數 ノ 一大 開港 場 タルー 一至 ル 嗚呼 盛 

ナル カナ 

明治 二十 二 年 市制 實施セ -フ レ シ ョ リ玆 二 三十 年 其 間 自治 機關ノ 完備 ト共 一一 木 

市ノ 大事 業ハ 着々 完成 ノ域 II 進 メリ 卽チ 水道工事 ハ三 十八 年 一 時 其 竣功 ヲ見 

四十 四 年 再 ヒ之レ カ擴張 工事 ヲ起シ 十 箇年ノ 歲月ト 一 千 萬圓ノ 互資ヲ 投シテ 

給水 設備 ヲ 完成 シ 大正 六 年 八月 一一 至リ市 內電氣 事業 ヲ市ノ 直 營トナ シ木市 交 

通 機 關ノ發 達 一一 一新 時期 ヲ劃 シ更ー 一木 年 四月 須磨 町ヲ 併合 シテ 市ノ 地域 ヲ西 

方 二 擴張シ 漸次 大都市 タ ル ノ 規模 ヲ 大成 セ ン ト ス ル ノ 機運 ヲ 促進 セリ 返ィテ 

想フ 一一 木巿ノ 隆運 カ主ト シ テ外 國賀易 一一 因 リ外國 賀易カ 今日 ノ 盛大 ヲ致セ ル 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 六 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 o 六 八 

コト ハ固 ヨリ 市民 ノ 努力 二 依ルト 雖モ殊 一一 開港 以來條 約 改正 前後 一一 至ル間 一一 

於 テ木市 ノ外國 商館 力 轍 出入 貿易 ノ 仲介者 トナリ 木市ノ 興隆 一一 與リ テカァ リ 

シ コト ハ 今日 ノ 祝典 11 際シ特 二 市民 ノ看 過ス へ 力 ラサル 所ナリ トス 

木日玆 二 開港 五十 年ノ 祝典 ヲ擧ケ 市制 實施 三十 年 水道 竣功 電氣市 營須磨 併合 

ヲモ 併セ祝 セント スル ニ當リ 市民 ノ忭 舞踊 躍シテ 慶賀 セント スル誠 一一 宜ナリ 

ト謂フ へ シ 庶幾 ク ハ爾今 S 々市民 ノ 一 致 協力 一一 依 リ木市 ノ發展 ヲ圖ヅ 他日 更 

一一 一大 祝典 ヲ擧 クル 二 至 ラン コトヲ 一 言 以 テ式辭 ト爲ス 

大正 十 年 三月 二十日  . . 

祌戶 市長 櫻 井 鐵 太 郞， 

內務 大臣 視辭 

祌戶 市制 施行 セ ラ レ テ玆 一 一 三十 年 開港 以來 亦旣 一一 五十 年 ヲ閲シ テ其進 步ノ跡 

殊 一一 著 シク今 ャ我國 一一 於ケル 重要 ノ 都市 首要ソ 貿易港 トシ テ重キ ヲ內外 一一 成 

.ス 二 至 レリ 顧レ ハ 維新 鴻業ノ 後對外 貿易 ノ俄 一一 殷盛 二 赴 クャ祌 戶港ハ 其 地位 

ノ 優越 ナルト 港灣ノ 良好 ナル トニ ヨリ テ 物資 吞吐ノ 中心 市場 タル ト共ニ 泰西 

文明 流ん ノ門 戶ト ナリ殊 -1 市制 施行 後 益々 自治 ノ發 展ト共 -1 電氣 事業 ノ 施設 


運沔ノ 改修 ヲ始メ 諸般 ノ 設備 着々 完成 ノ域 一一 進 マ ン トシ 今復 水道 廣張ノ 工事 

竣功 ヲ看ル 11 至ル曩 11 ハ須 磨町ヲ 併合 シ テ 市 ノ區域 ヲ擴充 シ近ク ハ 都市 計 畫 

法-一基 キテ 市區ノ 改正 ヲ企 畫スル 等市ノ 面目 更ニ 一新 セム トス ル モノ ァリ 

然レ ト モ 現代 都市 膨張 ノ 大勢 ハ經 濟界ノ 發展ト 相俟テ 諸般 設備 ノ 十全 ヲ W ス 

へキ モノ 固 ヨリー -1 シテ足 ラス 殊ニ本 市ノ如 キ對外 貿易 ノ盛ナ ルノ地 ニ在リ 

テ ハ 家屋 政策 一一 保健 的 設備 一一 風紀 ノ 取締 等 II 關シ 今後 尙 一段 ノ 考慮 ヲ耍ス へ 

キ モノ 甚タ多 ク市ノ 前途 ャ亦 頗ル 多端 ナリト 謂 ハサ ル へ カーフ ス願ク ハ七 記き 

ノ 盛擧ヲ 一 紀元 トシ テ協 カー 致 益 々 其 大成 一一 勉メ以 テ國運 ノ發展 二 寄與セ ラ 

レム コトヲ 一 言 ヲ述へ テ祝鄭 ト爲ス 

大正 十 年 三月 二十日 

內務大臣 床 次 竹 次 郞 ... 

大蔵大臣 覦辭 

玆 一一 當市 開港 五十 年 祝賀 ノ 盛典 一一 臨ミ 祝意 ヲ表ス ル ハ 余ノ最 モ光榮 トス ル听 

ナ ソ 

囘顧ス レ ハ神 戶港ノ 開港 セラ レ テ以來 半世紀 間 帝 國經濟 ノ發展 ハ駸々 乎 トシ 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 o 六 九 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一 〇 七 〇 

テ 隆昌 ノ域 一一 進、、、 這 次 世界 大戰 二 於テ更 一一 國富 ノ增進 顯著ナ ル ヲ致シ 帝國ノ 

世界 經濟 一一 於ケル 地位 著シク 昂上シ タリ 斯ク ノ如キ ハ我對 外 貿易 上 密接 重大 

ナル關 係 ヲ有ス ル神戶 港 カ對外 貿易 ノ 中心 二 坐シ 東亞 中繼 貿易 ノ耍路 ヲ占メ 

克ク 天與ノ 形勝 ヲ利ス ル ト共 一一 港灣 設備 ト 海陸 連絡 トノ 改善 完備 ヲ圖リ 官民 

協力 之カ經 營ニ努 メタル 一一 因ル所 多大 ナリ ト謂フ へ シ洵 一一 是レ 邦家 ノ爲 慶賀 

一一 堪へ サル 所ナリ 

今 ャ列强 ハ戰後 經營ノ 業ノ緖 一一 著 キ產業 貿易 ノ發展 一一 對シ テ銳意 各種 ノ 施設 

ヲ 講シッ 、アル ノ秋ニ 際シ神 戶港ノ 前途 亦 多端 ナルモ ノア リト云 ハサ ル へ 力 

ラ ス玆 -ー 余 ハ 官民 擧ッ テ祌戶 港ノ我 カ產業 貿易 上ノ 重要 ナル 地位 ト責 任ト ヲ 

自覺シ 益々 我國 經濟ノ 世界的 活躍 ヲ期シ 能 ク其ノ 使命 ヲ全ゥ セ ム コ トヲ特 二 

切望 セサル ヲ得ス 一 言 蕪 辭ヲ述 へ テ 祝辭 一一 代フ 

大正 十 年 三月 二十日  . 

大蔵大臣 從 三位 勳 一等 子爵 高 橋是淸 

式 終る や 一 同大 饗莛 場に て 杯 を擧げ て神戶 市の 繁榮を 祝福 し、 更 に 十 箇所の 模 

擬 £ に 於て 充分の 歡を盡 し、 此 間 演舞場に 充てられ たる 式 壇に て は 種々 の 演藝行 


神 戶圖書 館 

新築 落成式 


はれ、 民間飛行 機 の 

吿 し、 新 に 制定せ る 

表彰 を 行 ふところ 

泊 し、 港 內の 商船と 

源 池 及 淨水池 を も 

餘興場 を 設けて 之 

む る 等 幾多の 市の 

せ し め、 か く て市內 


祝 賀 飛行 あ り、 甚 だ 盛會を 極め 

市吏員 表彰 規程に 基き 野 口 勝 

があった。 尙此 前後 第二 艦隊 

共 に 滿艦飾 を 施し、 且 つ 一般に 

一 般に 開放し、 更に 大倉山 • 東 遊 

を 開放 し、 市 內备 所に は 電飾 を 

施設 は 市內各 町の 催 物と 相應 

は 二十日より 二十 三日 迄 近時 


大正 

經 費と 

する や 

へ しが 

て 盛大 

譽 職. 敎 


力 者の 組織せ る卽位 大典 記念 

子 を 費 し、 地 を大倉 山麓に 相し 

喜びて 之 を採納 し、 市 は 更に 四 

成る に 及 び、 同 十 年 十 一 月 十日 

なる 神戶 市立 圖書館 新築 落成式 を # 行し 

育 家.實 業 家 • 各 地圖書 館長 等 凡そ 六 百 人の 

第 十二 章 式典 幷び に 褒賞 


五 年 市內有 

十 箇月の 日 

，神 戶市會 は 

，其 新装 全く 


し が、 市 內 

也 以下 百 

は 祌戶港 


艦內 

園 地 

じ て 

稀 に 


-兵庫 

，花電 

匕 E 

見 る 


萬 A/ 

午 育 


こ o 


來 


千 圓 

比 日 


各 神社 

五 人の 

へ 囘航 

覽を許 

假 留 S 

なる 祝 

の 賑 


へ は此祝 

功勞 ある 


設會 

を 建 

を 投 

よ り 

市內 

の 下 


ま 


ま 


し 

ひ 


，港の 內 

すし 力 

-須磨 遊 

車 を 運 

を 充分 

を呈し 


典を泰 

吏員 の 

外に 碇 

.1 巾 は 水 

轉 せし 

に 徹底 


ク 」 C 


千圓の 

に 寄附 

設を加 


十五 萬 三 

築 し、 之 を 市 

じて 內部施 

新館 大閱覽 室に 於 

备官 公衙 ^*縣 市 名 

に、 式 は 市 主事 伊達 

一 〇 七 一 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

友 俊の 挨拶に 始ま り、 櫻 井 市長 式 辭を朗 

民が 皇室に 對 する 忠誠の 象徵な 

辭演說 を 試 み、 西 川 商業 會議所 副 

縣會代 表. 日 木 圖書館 協會長 侯爵 

讀 あ り、 最 後に 伊達 主事 經營 方針 

上に 設けた る 食卓に 就き 一 同 祝 


1 〇 七 二 

讀 し、 有 吉 知事 は 「大 典 記念 圖書館 は 神戶市 

文化の 指導者で あ る」 と の 意味の 祝 

實 業協會 長. 水 島 市 敎育會 代 表. 千 葉 

大阪圖 書 館長 等の 祝 辭演說 或は 朗 

ところ ありて 十 一 時半 式 を 終 リ、 星 


ると 共に 市民 

會 頭. 瀧 川 神 P 

德川賴 倫 • 今 井 

に 關し述 ぶる 

盈を擧 げた。 


祌戶港 築港 第 一 期 工事 は 一 千 五 百 九 萬 二 千 圓の互 費と 十六 箇 年の 星霜 を 費し 

て 遂に 完成し、 其 竣功 祝賀 式 は 大正 十 一 年 五月 十六 日 午前 十 時半 税關 構內第 一 突 

堤 (後の 第 四) 上 星に 於て 擧 行せられ、 築港の 恩人 男爵 阪谷 芳郞を 始め、 服 部 錦鷄間 « 

候. 堀 田內務 省 土木 局長. 松 木 大藏省 主税局 長. 矢 橋 大蔵省 臨時 建築 課長. 有 吉知亭 池 

松 大阪府 知事. 岡 田 神 戶鐡道 局 長， 永 田 神戶市 助役. 其他縣 市の 名 譽職關 係 者 等 凡そ 

八 百 人の 來賓參 集し 實に 盛大 を 極めた。 式 は 技師 長 森 垣ェ學 博士の 挨拶に 始め 

られ、 矢 橋 臨時 建築 課長 は 左の 式辭 を朗讀 した。 

臨時 建築 課長 式辭 


神 戶税關 海陸 運輸 聯絡 設備 工事 竣工 ヲ吿ケ 爱ニ內 外 縉紳ノ 臨場 ヲ仰キ 祝典 ヲ 

擧行ス ルヲ 得 ，タ \ ハ 小官 ノ洵 il 光榮ト ス ル所 ナリ本 工事 ハ素 ト當港 貿易 ノ發 

展 一一 伴 ヒ税關 設備 ノ 不足 -ー 促サ レ 一 時的應 急設 備ト シテ 工費 三百 九十 餘萬 圓. 

ヲ 以テ棧 橋築設 ノ計畫 lj 其 端 ヲ發シ 爾後 貿易 ノ激增 -1 鑑ミ 根本的 大擴 張ノ必 

要 ヲ認ム ルャ 神戶市 亦之ヲ 切望 シ 工費 ノ 分擔ヲ 禀請 ス \ 11 至 レリ 於是 政府 ハ 

當 港將來 ノ發展 II 稽 へ外國 貿易 設備 トシ テ 一 ケ年 四百 萬噸ノ 貨物 ヲ 取扱 ヒ得 

へ キ 一 大計 畫ヲ 樹テ 財政 上ノ 都合 一一 侬リ之 力 施行 ヲ 二期 一一 分 チ其最 緊要 トス 

ル舊 小野濱 前面 一一 於ケル 櫛齒狀 突堤 四 個ノ築 設ト其 陸上 設備 トヲ 第一 期 工事 

ト シ 前記 工費 ヲ饼セ 總額千 七 百 餘萬圓 ヲ以テ 明治 三十 九 年度 以降 八ケ 年繼繽 

事業 ト シテ其 豫算ヲ 第二 十三 議會 一一 耍求シ 之 力 協 贊ヲ得 明治 四十 年 九月 時ノ 

大蔵大臣 阪谷 男爵 ハ親シ ク當港 -1 臨ミ嚴 肅ナル 起工式 ヲ行ヒ 墓石 ヲ沈奠 セーフ 

レ タル ハ今猶 祌戶市 諸君 ノ 記憶-一新 タナル 所ナル へ シ爾 來或ハ 計畫ノ 一部 ヲ 

變更シ 叉 ハ 物價 騰貴 等 一一 因 ヅ豫算 一一 增滅ヲ 行ヒ或 、ノ 財政 上ノ 都合 -1 侬ヅ 再三 

事業 ノ繰 延ヲ餘 儀ナク セラ レ 結局 總 工費 千 五 百 有 餘萬圓 ヲ費ャ シ 起工 以來歲 

ヲ累ヌ \ コト 方-一十 有 六 今 始メテ 其 功 ヲ竣フ 而シテ 神 戶市ハ 木工 事ノ 達成 ヲ 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 七三 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇 七 四 

期シ實 一一 工費 三百 六十 餘萬圓 ヲ分擔 セリ曩 年 臨時 祌戶港 設備 委員 會ノ 設置 セ 

ラル 、ャ 委員長 ヲ首 メ關係 备官衙 祌戶市 及祌戶 商業 會議所 等ノ委 員 諸君 ハ克 

ク 木工 事 一一 關ス ル 重要事項 ヲ 審議 シ懇到 剴切 ナル 助力 ヲ寄與 セラ レ玆ニ 第 一 

期 事業 ノ 完成 ヲ見ル 一一 至 リシ ハ 小官 ノ深ク 感謝 ス ル 所ナリ 

今 工事 ノ重 ナル モノ ヲ擧ク レ ハ 大要 埋立地 八 萬 三千 坪 繋船 岸壁 千 六 百 間 上屋 

十八 楝ー萬 六 千 坪 一 一 シテ本 工事 ノ 竣成-一依 リ 當港ノ 面目 玆ー 一 全ク 一新 シ 岸壁 

- 一 ハ十有 九 *  ノ 大船 互舶ヲ 同時 11 繫留シ テ岸接 荷役 ヲ爲シ 得へ ク叉各 埠頭 ノ 

要所 二 ハ 上屋 ヲ設ケ 鐡道ヲ 延長 シ 可動 電氣 起重機 ヲ 配備 スル等 海陸 聯絡 ノ機 

關盡ク 整頓 シ タ ル ヲ以 テ從來 慣用 シ タ ル蜉 船荷 役ノ 不便 ト危 險ト ヲ 除去 シ加 

フル 二 貨物 揚卸ノ 敏速 ハ 荷役 費用 ト 碇泊 日 數トヲ 節減 シ殊 一一 船客 ノ乘降 二 至 

リテ ハ 東西 兩 突堤 ニ設ケ タル 二階建 上屋 階上 ヨリ 可動 渡橋ヲ 介シテ 繋留 船ト 

ノ 交通 ヲ 自在 ナラ シ ム之ヲ 昔日 ノ如 ク小艇 II. 賴リ 風浪 ヲ冒 シテ 沖繫リ 木船ト 

聯絡 シ タルー 一 比 スレハ 其 便 否 得失 固 ヨリ 同日 ノ論 一一 非 サ ルナ リ 

往年 圔沩ノ 大戰亂 -1 因ジ當 港ノ對 外賀易 一 段 ノ活氣 ヲ呈ス ル 二 方 リ本設 i  、ノ 

恰モ其 大半 ヲ竣了 シ之カ 利用 ハ 遺憾 ナ ク行ハ レ其效 用 顯著二 シテ豫 期 以上 ノ 


好杲 ヲ收メ 爾来 新設 備ノ 利用 日 ニ多キ ヲ加フ ル 二 至リ シ ハ國家 ノ爲メ 將タ； ！：. 

戶巿ノ 爲メ洵 一一 慶賀 二 堪 へ サ ル所ナ リ然レ 卜 モ 當港ノ 貿易 ハ 逐年 累進 息ム コ 

トナク 木工 事ノ 完成-一先 ンシ 業二旣 一一 年額 五 百 萬 噸ヲ超 ェ本計 畫ノ吐 吞量ニ 

倍加 ス ル 二 至 リシ ヲ以テ 政府 ハ第 二期 工事 着手 ノ必耍 ヲ認メ 大正 八 年度 ヨリ 

實施セ ラル 、所ァ リ蓋シ 本港ノ 前途 ハ洋々 トシ テ春海 ノ如ク 其 多望 ナル ハ^ 

絮說ヲ 須ヰス シテ瞭 カナリ 冀ク ハ 官民 共 一一 將來 益々 本 設備 ノ 機能 ヲ發 揮セシ 

メ以テ 其 利用 ヲ增進 セシメ ーフレ ン コ トヲ以 テ式辭 トス 

大正 十一 年 五月 十六 日 

大藏 大臣 官房 臨時 建築 課長 矢 撟賢吉 

次に 左の 如き 高 橋大藏 大臣の 祝辭 が代讀 せられた。  • 

大蔵大臣 覦辭 

祌 戶税關 海陸 運輸 聯絡 設備 工事 ノ 竣功 II 際シ 祝意 ヲ述 フル ハ木 大臣 ノ欣 幸ト 

スル 所ナリ  ， 

抑 モ神戶 港 ハ帝國 ノ最モ 重 耍ナル 港 灣ナリ 明治 元年 始メテ 運上 所ヲ 開設 シ同 

五 年税 關ト 改稱ス 爾来 國運ノ 隆昌 一一 伴 ヒ駸々 ト シテ 長足 ノ進步 ヲナシ 其外國 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 O 七 五 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一 0 七 六 

賀 易額ハ 最近 大正 十 年 一 一 於テ 十六 億餘圓 lj 上 ヅ全國 貿易 額 ノ五割 七 分  一 I 相當 

シ橫濱 港ト相 對シ互 二 帝國ノ  二 大門 戶 タリ 

是 一一 於テ 政府 ハ 明治 三十 九 年戰後 經營中 ノ最モ 緊急 ナル 事業 ノ 一  トシ テ本港 

税關 設備 ノ 改良 及 擴張ヲ 企圖シ 同年 四月 ヨリ 之-一着 手 シ爾來 年 ヲ閲ス ル事十 

有 六 費 ヲ投ス ル事千 五 百 餘萬圓 而シテ 其 三分. v 一  ハ祌戶 市 ノ分擔 一一 力 、 ル者 

ナリ今 ャ豫定 ノエ 程 ヲ進メ テ以テ 其 竣成 ヲ見ル  一！ 至 レリ 木工 事 ハ祌戶 港 改善 

ノ第 一 期タ ル 一一 過キ ス然レ ト モ 船舶 ノ 出入 荷物 ノ揚卸 及 海陸 運輸 ノ 聯絡 ヲ便 

二 シ 海外 貿易 ノ發展 -1 資ス ルノ 大ナル へ キ ハ 疑ヲ容 レサ ル所 ナジ 望ラク ハ自 

今 官民 益々 一 致 協力 シテ木 設備 ノ 機能 ヲ發揮 シ尙 進ンテ 臨港 設備 ヲ 完全 i| シ 

神 戶港ノ 繁榮ト 帝 國ノ富 國富强 ヲ圖ル 二 遺憾 ナキ ヲ期セ ラレ ン コトヲ 一 一一 目 以 

テ 祝辭ト ス 

大ま正 (十 一年 五月 十六 曰 

大蔵大臣 子爵 高 橋 是 淸 

次いで 有吉 知事 祝辭を 述べ、 獨逸 總頜事 トラウト マ ンは祌 戶駐剳 領事 を 代表し 

て、 流 暢 なる 英語 を 以て、 神 戶 の 築港 設備と 海陸 連絡 設備との 完備せ る を稱揚 し、 祌 


戶 市長 代理 永 田 助役. 勝 田祌戶 市會 議長. 満 川神戶 商業 會議 所會頭 等の 祝辭朗 讀 終 

れ ば、 嵐 の 如き 拍手に 迎 へられて、 祌戶 築港の 恩人 阪谷 男爵 登壇して 左の 如き 要旨 

の 祝 辭演說 をな した C 

木 日の 築港 竣功 式に 參 列した 諸君 は 何れも 滿 膣の 慶賀の 意 を 以て 充 たされて 

居る ことと 信す る が、 就 中 予は當 時の 當局 者と して 最も 偷 快に S す る^で ある C 

抑 t 祌戶 築港に 就いては 左の 三 理由が ある。 第一 は 條約實 施と なり 五分の 關 a 

力 一 割 五 「SR に 引上げられ たの で、 外 國に對 する 謝意 を 表すべ く 貿易に & 要なる 

築港 を爲 すの が 事宜 を 得た ものと 信じた ので ある。 第二 は巴奈 馬運呵 開鑿で、 

時の 主税局 長 櫻 井 鐡太郞 氏に 該 運河の 調査 を 託した 所、 米國で は 愈， 實 行す ると 

のこと であ リ、 而 して 夫れ が 竣功の 曉には 世界 航路 及 海運 情況に 一 革命 を來す 

ベ しとの 復命で あ つた 所から 愈 ，築港の 必要 を 感じた ので ある。 第三 は 日露 戰 

爭の 結果 日 木 は 世界の 一 等國の 伍に 列し、 且つ 產業上 世界的 競爭 をし なければ 

ならなかった からで ある。 而 して 以上の 必要に 迫られて 築港す るに は 東洋の 

一 大 中心 港 を 作らなければ ならぬ、 夫れ に は 祌戶港 を 推さなければ ならぬ こと 

に 政府の 議は 一 决 したが、 日露 戰爭に は 償金 を 取る ことが 出來 なかった 故 財源 
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に窮 した 所 、神 戶 市が 工費の 一 部 を負擔 すると 云 ふこと であった か ら愈， 政 府 事 

業と して 著 手す る ことと なった ので ある。 更に 此 築港に 就いて 特筆大書 しな 

ければ ならぬ の は 千 七 百 萬圓の 豫算が 二百 餘萬圓 を 剰して 之れ を 防波堤の 經 

費に 充當 せる 事に して、 之に 就いては 天才 的 技師 森 垣 博士 を推獎 しなければ な 

らぬ。 博士 は歐米 築港 を 視察して 鐡筋 混凝土 面 船 を 採用すべく 建議し、 當時大 

藏省 では 世界で 餘り 多く 試みて 居ない 此の 新式 を 採用す るの は危險 でも 不安 

でも あると て 議論が あった が、 結 局 其 法 を 採用す る ことと 爲 つた。 之れ が爲に 

經 費に 餘裕を 生じ 工事 も 安全で あつたので ある。 尙 見込と 云 ふ もの は 兎角 外， 

れる ものであるが、 第 一 期 築港の 時將來 取扱 貨物 五 百 萬噸に 達する と 云 ふ 見込 

を 付けた が、 果して 其 通りと なった。 叉收 入に 於ても 六 分 位の 利 廻りに 計算し 

た が、 今 では 八分餘 になって 居 リ、 埋 立地 は 八 萬 坪で ある が、 坪 五百圓 として 四千 

萬 圓の價 値 を 生じて 居る から 差 引 釣が 出る 勘定で ある。 

是を 終れば 服 部 一 三 立ちて 往時 を囘想 し、 最 後に 杉 神 戶税關 長 兼神戶 土木 出張 

所長 は答辭 を朗讀 して 十 一 時半 式を閉 お、 つ いで A 號 上屋 階上の 食堂に 於て 開 宴 

し、 矢 橋 課長の 挨接 、来賓 を 代表して 服 部 一 三の 謝辭 あ. タ、 正午より は 一 同 階上 束 側 


廣 場の 模擬店に て 歡を盡 せし が、 此 夜 神 戶 市に 於て は 東京 方面よりの 来賓 を 音 刑 


花壇に 招 じて 懇親 宴 を 開いた。 尙此 日より 三日間 

催 し、 朝 來間斷 なく 煙火 を打揚 げ、 ま た税關 構內を 一 

學 せし め、 第 一 突堤の 先端よ リラ ン チ を特發 せしめ 

覽に 便じ、 巿內 至る所に 電飾 を 施し、 在 港 船舶 は 一 齊 

ひを呈 した o 


て來 


構內 

公 開 

賓 の 


隨所 

し て 

ため 

を 施 


に 各 

突堤 

し、 非 


の 

內 

常 


の 餘與を 

施設 を 見 

の 設備 觀 

なる 賑は 


縣會 議事堂 

及 工業 試驗 

場 竣功 式 


を 投じて 


十六 


兵 庫縣に 於て 縣廳 裏に 總 工費 五十 五 萬 三千 餘圓 

近世 復興 式の 大塔屋 付 二階建 總 延坪 一 千百餘 坪の 

四千 餘圓を 以て 建設せ る鐡筋 混凝土 近世 式 塔屋付 

有する 工業 試驗 場の 竣功 式 は、 大正 十 一 年 十一 月 二 

百 人の 来賓 を迎 へ て、 新 議事堂 內大 議場に 於て 盛大 

務 部長 開 會の辭 を 述べ、 置 鹽營繕 課長の 工事 報告 あ り、 折 原 m 

て、 內 務 大 臣 (代 理) 始め 永 田神戶 市長 代 理.實 業 家 代表 瀧 川 商業 會議所 

議長 等 來賓の 視辭ぁ リ、 何 れも本 施設の 完備せ る を稱讃 すると こ 
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建總 

日 午 

行せ 


建設せ る鐡 

堂、 叉 同時に 

延坪 一千 四 

前 十一 時半 

られ た。 先 

事の 7A 辭. BS 


筋 混凝土 

三十 六 萬 

十 餘坪を 

よ り 約 三 

づ 黑瀨內 


頭 • 千 葉縣會 

ろ ありて 竣功 式 

〇 七 九 
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, を 閉ぢ、 つ いで 十箇年 以上 在職せ る縣會 議員 七 人の 表彰式 を 行 ひ、 千 葉縣會 議長 被 

表彰 者 一 同 を 代表して 答辭を 述べ、 こ 、 に 全く 式 を 終りて 直に 立食の 宴に 移った。 

此 日の 內務 大臣の 祝辭を 左に 掲げる。 

兵 庫縣會 議事堂 ェ ヲ起シ テ以來 年ヲ重 ヌ , 三貲 ヲ摩ス 五十 餘萬 建築 ェ成リ テ 

面目 玆 一一 一新 ス 結構 莊重 設備 整 齊{是 一一 ー縣議 政ノ府 一一 適ス 工業 衛生 肥料 ノ三 

試驗場 亦時ヲ 同シゥ シ テ 建築 ノエ ヲ竣 へ 本日 ヲ以 テ併セ テ竣 エノ 式 ヲ擧ク 其 

之 一一 侬テ 縣民ノ 福祉 ヲ進 メ縣勢 ノ將來 二 資ス ル所蓋 シ少カ ラサル ヲ信 ス今ャ 

世局 重大 ノ 時機 11 際會シ テ國運 ノ進暢 地方 ノ開發 二 待 ツモ ノ殊 一一 多 シ冀ク 、ノ 

官民 一 致 相 率 ヰ テ 〈！r 其 振興 ニ勉メ 以テ國 家ノ進 運-一 寄與セ ラレ ブ コト ヲ竣丁 

式 |ー  當 ソ 一 言 所 懷ヲ述 へ テ視辭 トス 

大正 十一 年 十一月 二十 六日 

-  、  內務 大臣 水 野 鍊太郞 ： 

I か 香 橋 渡 都市 計畫 事業 第 一 期 道路 改設 工事に 伴 ひ、 市電 東 尻 池  一 丁目 停留所 東 運河 堀留 

に 新に 架設せ る 梅 ケ香橋 は、 十七 萬 二 千 餘圓を 投じて 大正 十一 年 六月 著 ェ し翌十 


二 年 五月 竣功せ るを以 て、 六 月 四日 橋の 抉に 祭壇 を設 け、 長 田 神社 宮司 祭主と なリ 

午前 十一 時より 渡 初 式 を 行った。 式 は 修祓. 降神. 獻饌. 祝詞 等の 祭儀 につぎ て 工事 

報 吿， 式 辭. 祝 辭 あり、 山村 善 三 郞及其 兒孫三 夫婦 は 渡 初の 光榮， 擔 うたので あつ な 

左に 祝詞. 式辭及 視辭を 掲げる。 

祝詞 

是乃處 乎 靈畤登 忌 竹 刺 立 注 連 引囘良 志眞薦 敷延閉 五百枝 乃 眞榊爾 五色 絹取垂 

天神 籬立 a 招 奉 利 令 坐 奉 流 掛萬久 母 畏伎產 土大祌 八衢比 古大神 八衢比 賣大神 

等 乃 御前 爾官带 中 社長 田 祌社宫 司 正 六 位 宫原正 喬恐美 恐 美 母 白左久 朝日 乃豊 

坂 昇 爾立榮 衣 給 布 大御代 乃 御 光至 良 奴 隈無久 伊 照 輝 支 百 一流 任 爾天益 人 彌益爾 

蕃殖 利 國國里 里 饒毘榮 行 久賀中 爾毛此 神 戶市波 志 母 東洋 爾雙無 支 良港 登陸爾 

波 眞金 珞輾流 車 乃 響絕 間無久 海爾 波 百 船 千 船 乃 出入 隙無久 內 津御國 人波 言 滿 

久毛 更奈利 外國々 乃 人 等 母 伊 競 比 參來天 商業 波彌々 開 介 工業 波 益 々興 利 家居 

月々 爾建續 支 人口 歲々 爾增殖 里 來流 我故爾 市政 爾 與加 流 人 等 議爾議 爾狹支 乎 

廣久志 嶮支乎 平 介 低 支 乎 埋米草 加 計 乃 荒野 乎 新 懇之道 乎 開 支 街 爾波電 氣乃活 

支 奈須車 乎 蜘蛛 手 爾通波 世 河 乎 堀 鑿 知 天 舟 乎 運 波 須奈杼 諸人 爾 交通 乃 便利 乎 
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得 世 志牟流 事爾カ 乎盡之 此乃 運河 爾高久 長久 堅固 良 可 奈流大 撟乎架 流左武 登 

去年 與里 工事 乎始米 天工 匠 諸 夜半 曉緩布 事 無 久怠流 事 無 久務米 結 利 手 躓 足 躓 

無久 全久 事成竟 奴 禮 婆 此乃 高 橋 乎 梅ケ 香 橋 止 名 命 介 天 八十 日日 波 雖有 今年 大 

正 十二 年 六月 四日 乎 吉日 登 S 定米渡 初 乃 式 乎 行 波牟登 一 家 爾三乃 夫婦 彌繼々 

爾並比 天 梅 乃 八千代 乃 春 乎 重禰香 志久美 久睦支 親子 妹 脊乎志 天 渡 初 道 開 支 仕 

奉 良 志 米 市長 乎 始米天 關係布 諸人 等 參來集 比 天 言 祝 祝 比 大祌等 乎齋奉 利禮代 

乃 満唑登 御 饌波嚴 乃 平 賀爾盛 足 波 世 餅 飯 乃 鏡 乎 彌高爾 取重禰 御酒 波 甕 乃 上 高 

知 甕 乃 腹満並 S 山野 乃 物 波 甘 荣辛荣 青海原 乃 物 波 鰭廣物 鰭狹物 奧津藻 荣邊津 

藻 荣時乃 木實爾 水鹽乎 毛 取 添 橫山乃 如 久置高 成 31 獻進良 久 乎 安 幣帛 乃 足 幣帛 

登 平 介 久安介 久聞食 si 据固米 多 流 基礎 波底津 岩根 乃 動 久事無 久築立 多 流 橋 柱 

傾久 事無久 今日 與 里 始米 天 東行 西行久 諸人 物 負 運 布 牛馬 眞金路 通 布 車爾 至 流 

迄爾 大地 乎 踏牟我 如久心 安久 渡 良 志 米 給 比 市長 乎始米 a 參集聞 流 官公吏 此事 

業 乎 贊介多 流 人 等 仕 奉 流 三 乃 夫婦 乎 母惠 美給閉 幸給閉 止 祈 祝 奉 良 久乎 祌諾聞 

食 世 止 恐 美 恐 美 母白須 

市長 式辭 


梅 ケ香橋 架設 其 ェヲ竣 へ 木 日ヲ卜 シ玆ニ 渡初ノ 式典 ヲ行フ 

抑 モ皇國 ノ關門 タル 我神戶 市ノ 現狀ハ 施設 多々 ァリ トス ル乇 交通 機關ノ 完備 

ヨリ 急ナル ハナ シ 就中 兵 庫 方面 ノ如キ 其 感更ニ 切 ナジ ト謂フ へ シ夫レ 橋 欄 高 

カラス ト雖 石柱 深ク 河底 ニ入リ 規模 大ナ- フスト 雖 堅牢 克ク 恒久 ニ耐へ ン 

惟フ 二 自今 木 橋 カ永ク 地方 ノ發展 ヲ資ケ 市民 ノ 福利 ヲ 增進ス ル蓋シ 大ナル モ 

ノア ルヲ 信シ テ疑ハ ス. 乃チ以 テ式辭 トス 

.:. 大正 十二 年 六月 四日 

....  祌戶 市長 石橋 爲之 助. 

/ 市會 議長 覦辭  / 

時 正-一六 月 山野 萬綠ノ 新装 ヲ凝ラ シ 行樂ノ 人道 一一 絕ェ サル ノ佳 候-一際 シ我祌 

戶 市ノ 都市 計畫ノ 一端 トシ テ梅 ケ香撟 架設 ノエ ヲ竣 へ玆 II 開通 ノ式ヲ 擧ケラ 

ル洵ニ 歡喜ニ 堪へサ ルナ リ 

固. ヨリ 本 橋 ハ其觀 望 敢テ肚 麗ナラ ス ト雖 結構 ノ堅牢 ハ以テ 之 ヲ賞ス , 一一 足ル 

モノ アル ヘシ 

惟フ 二 木撟カ 將來市 ノ發展 ニ資シ 市民 ノ 活躍 二 利 スル所 亦 多大 ナル モノ アル 
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へキ ヲ信ス 抑， 都 市計畫 ノ事タ \ ャ 前途 益， 多 端 二 シテ 施設 ス へ キ 事業 尙尠 ナカ 

-フ ス 

希ク ハ局 一一 當ルノ 諸子 奮勵 努力 以テ 有終 ノ美 ヲ麦セ ラレ ン コトヲ 一 一一 一 曰 叙 シ テ 

顽 餘 トク 

大正 十二 年 六月 四日 

祌 戶市會 議長 勝 田 銀次郞 . 

f 魂 碑 除幕 神戶 市が 私設 屠場 を 市營に 移せる は 大正 九 年 一 月な りし が、 爾 來 此市營 屠場に 

式 

於て 屠殺 せらる 、多數 の 牛馬 豚 羊 等の 靈を 慰む る 爲めヹ 費 五 千 五 百圓を 以て 建 

■ 設 せる 畜魂 碑の 除幕式 は、 大正 十二 年 十二月 六日 午前 十一 時より 行 はれた。 先づ 

委員の 擧 式の 辭ぁ え 可 憐 なる 少女の 手に て 除幕 せらる 、 や、 折 原 前 兵庫縣 知事 揮 

毫の畜 魂 碑の 文字 鮮 かなる 自然 石の 高さ 丈 餘の碑 面 仰が れ、 續 いて 委員の 工事 報 

吿、 石橋 市長 等の 祝辭 ありて、 後 入魂 式に 移る。 其 式 は衆惽 を率ゐ たる 善 福 寺 住職 

導師と な， Os て 讀經裡 に 導 師. 知 享 (代 讀) 及 祭 主 • 牛 皮 商 組合 代表者 等 順次 祭文 を 供し、 

來賓關 係 者の 燒香 ありて 式 を 閉ぢ、 つ いで 屠場 廣 場に 於て 盛なる 饗宴 を 開いた。 


涛盛 塚及琵 

琶塚 移轉竣 

功 式 


都市 計畫 事業 第 一 期 道路 改修 計 畫に方 り、 端 

り 幾多の 波瀾 曲折 を經 しが、 遂に 大正 十二 年 九 

を 執行して 直に 移轉 工事に 著 手 し、 十 月 十三 日 

移 轉地塔 下に 移轉 工事 顚末を 記せる 碑 を 埋め • 

舊塔下 新道 路面に も 淸盛塚 十三 重塔舊 地なる 

工事 全く 竣功した のであった。 されば 十二月 

公 吏. 市 會 議 員 • 地 方 有志 等 約 八十 人移轉 後の 塚 

し、 式 は 來迎寺 住職の 砂 水の 淨 めに 始ま リ、 左 の 

讀經裡 に 一 同燒香 供養し、 正午 式 を 終へ た。 

、ぼ ％ 市長 式辭 . • 

淸盛塚 移 轉其ェ ヲ竣へ 木 日ヲ卜 シ玆ー 一再 ヒ 

抑 モ木塔 ハ 今 ヲ去ル 六 百 三十 有餘年 前弘安 

公ノ 爲北條 貞時ノ 建立 セ シ モノ ナリト 傅へ 

セラ ル然ル -1 今囘 都市 計畫 道路 ノ 改修 一 一 際 
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なく も 淸盛塚 及 琵琶 塚移轉 問題 超 

月 二十 七日 兩塚 前に 於て 移轉 供養 

に は 多重 塔の 取 除け 工事 を 施行し、 

• 塔 側に も 其顚末 を勒せ る 碑 を 建て. 

を 明示せ る 石 標を建 て、 こ 、に 移轉 

二十日 を 以て 其 移 轉に關 係せ る官 

前廣 場に 參 集し、 移轉 竣功 式 を擧行 

如き 市長 其 他 二三 有志の 式辭 ぁリ、 


設齋 供養 ノ奠 ヲ行フ 

九 年 二月 ノ 創設 -I 屬シ平 相 國淸盛 

ラ レ其 結構 壯大 蓋シ 天下無比 ト稱 

シ舊 位置 ョ リ數步 ヲ距ル 此地點 一一 

一 〇 八 五 


祌 戶市史 第二 輯本編 各說下  一〇 八 六 

移轉 スルノ 已ムヲ 得サル 一 一 至 リシ ト雖モ 一塊 ノ土ー 墓 ノ石猶 舊规 一一 違フ コト 

ナク其 原形 ヲ 保存 セ リ加之 改修 道路 タ ル ャ公 カ曾テ 經營セ ル兵庫 築 島 一一 通ス 

ル. モノ 一一  シ テ恰モ 公ノ 宿志 ヲ 達成 セル ノ觀ァ リ公ノ 意 恐-フク 之 ヲ否ム モノ  二 

ァ- フサ ルヲ信 セント 欲ス 

惟フ ニ公ハ 英邁 ノ資ヲ 以テ位 人臣 ヲ極メ 入リテ ハ 廟堂 一一 立チテ 國政ヲ 熨理シ 

出テ、 ハ 地方 ノ 情勢 ヲ 察シテ 民生 ノ 福利 ヲ 圖リ最 モカ ヲ 土木 一一 注キ特 二心 血 

ヲ傾ケ テ 所謂 經 ケ島ヲ 築造 シ以テ 船舶 避難 ノ 場所 ト爲セ リ爾來 幾 星霜 ヲ經テ 

關 西有數 ノ港津 トナリ 明治維新 ニ於ケ ル 兵車 開港 ノ因ヲ 爲シ終 二 ^洋無 ニノ 

港 灣ヲ實 現スル 二 至 レリ 是 一 二 公 當年貽 謀 ノ賜ナ リト謂 ハサ ルへ 力-フス 

今 ャ本塔 移轉ノ 功ヲ竣 へ永ク 市民 崇敬 ノ的 トナリ 新道 ノ 開通 ト共 II 益々 香烟 

ノ 盛ナル ヲ想ハ ス ン ハァー フス 公ノ英 靈冀ク ハ冥護 ヲ垂レ ン コトヲ 乃 チ以テ 式 

大正 十二 年 十 二 月 一一， 十日  . ： 

祌戶 市長 石 撟爲之 助 

開眼 供養 之疏 


负來钞 色 身 世間 無與等 無比 不思議 是故今 敬 禮如來 色 無 盡智惠 亦復然 一 切 法き 

住 是我歸 依 謹 敬白 三世 常住 周遍 法界 摩 訶毘盧 舍那因 圓杲満 法 性 眞如報 化 三 身 

十 方 諸 佛地前 地上 一 切 薩埵諸 大賢 聖 大小 權實 十二 部 經八萬 四千 一 切 三 寶言方 

今 奉 開眼 供養 其 旨 趣 如何 者 曩修撥 遣 請 還 歸法性 之 妙 呆然 移轉之 工事 以竣 * 再 

於 木 位 勸請鎭 座 依 之 開 五輪 钞相 法眼 夫 英靈之 尊厳 禀 然其 威德輝 萬え 願 英靈卞 

守護 當港叉 哀愍 市 發展與 市民 之 幸 福 伏 請 

神 力演 大光普 照 無 際 道 消 除 三 垢 冥 廣濟衆 厄難 

維^ 大正 十二 年 十二月 二十日 

満山 大衆 欽白 

. 淸盛 講社 代表者 祭文 

時勢の 進 運 は 土地の 薈態を 保持す る を 許さす 神戶 市に 於て 都市 計畫實 施の 結 

杲市內 介在の 名勝 舊蹟も 市の 進展 を 期す る 爲改廢 せらる 、は 之れ 止む を 得さ 

るに 出つ る ものな リ 

淸盛塚 は 元八楝 寺境內 にして 十三 層 塔 は 六 百 十四 年 前 北 條第九 代の 執 權貞時 

公の 建設に 掛リ平 相^の 起された る 當兵庫 築 島の 偉迹を 賞揚して 祀れる もの 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一 〇 八 八 

なり 由來兵 庫の 名勝 地と して 今日に 到りし か今囘 都市 計畫の 施設に 伴 ひ 移, 

の 止む 無き に 立ち至れり 玆に 於て 市 は 至誠 を 以て 之れ か移遷 のこと に 從ひ其 

ェを 了し 今日 森嚴 なる 鎮魂の 祭典 を擧 けらる 惟 ふに 平 相 國公は 進取 向上の 槪 

あり 恒に國 家の 發展 に傾膽 せる 處 あれ は 蓋し 今日の 移轉 たる ゃ必す 公の 滿足 

せらる、 處 たるへ し 

公の 靈冀く は 玆に鎭 座して 長く 祌戶 市の 發展に 加護 あらん こと を 鎭魂式 を^ 

けらる 、 に 方リ虔 みて 公の 靈を葬 ひ 公の 靈に 祈る 

大正 十二 年 十二月 二十日 

淸盛 講社 代表者 佐 崎薰藏 • 

市民 病院 開 神戶 市の 五番 町  一 丁目に 新設せ る 神 戶實費 診療所 木 院 (後 神戶 市民 病院と 改稱) 

院式 

の 開院 式 は、 大正 十三 年 二月 二十 九日 午前 十一 時 同所 樓 上に 平 塚 知事. 石橋 市長. 勝 

田市會 議長. 山 本 醫師會 長 等 多 數の來 賓關係 者を迎 へて 擧行 せられた。 先 づ木村 

社會 課長の 挨拶と 工事 報告 あ り、 市 長の 式辭演 說に續 いて 知 乎 醫師會 長 等の 祝辭 

演說ぁ り、 次 いで 院長 吉村 博士の 挨拶 ありて 式 を閉ぢ た。 


II 田 橋 渡 大正 十二 年 三月 都市 計畫 事業 第一 期 道路 改設 工事に 伴 ひ、 三十 九 萬 餘圓を 以て 

著ェ せる 新 川 運河に 架せ る 大輪 田 橋 は、 翌十 三年 七月 七日 を 以て 成 リ、 こ ゝに渡 初 

式を擧 げた。 此撟は 大正 九 年 七月 竣功せ る を こ、 に架換 せる ものにして、 其 式場 

は 橋の 西 詰に 設けられ、 午前 十 時 式 は 開か れ、 修 祓. 降 祌 の 儀. 獻 饌 等 型の 如く 一 了 は I、 

齋主 舰詞. 市長 式辭. 市會 議長 祝辭に つぎて 齋主 以下の 玉串 奉 奠ぁリ 、麦 樂裡 に撤饌 • 

昇 神の 儀 行 はれて 祭典 を 終リ、 西 田 廣藏兒 孫 三 夫婦の 渡 初 ぁリて 正午 式 を 閉ぢし 

が、 市長の 式辭を 左に 掲げる。 

市長 式辭 

大輪 田 橋 工事 成 リ木日 ヲ卜シ テ玆 -1 渡初ノ 式典 ヲ擧ク 

囘 顧スレ ハ 明治 九 年 兵車 新川ノ 開鑿 二 依 リテ舟 楫ノ便 大ニ開 ケタソ ト雖箜 1 

> 爲ニ 阻碍セ ラレ タル ノ觀 ナキ能 ハス 本巿ノ 發展ハ 一日 モ之ヲ 看過 スレ ノコ トヲ 

得 ス今ャ 道路 ノ 開設 ト 共-一橋 梁 架設 ノ 必要 ヲ見ル 二 至 レリ 木 橋 ハ 昨年 三 月ェ 

ヲ起シ 約 一箇年 半ノ 日子 ヲ費シ 堅牢 美觀 兼ネ備 ハジ 水陸 ノ兩運 亦 之ヲ完 ウス 

ル ヲ得 タリ 
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新 川 橋 渡 初 
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惟フ 二 將來兵 庫 築港 

ハサ ル所 ナリ 一 言 以 

大正 十三 年 七月 


本 編 各說 下 

ノ 完成 二 伴 ヒ鲞々 其 效用ヲ 發揮ス へキ 

テ 式辭ト ス 

七 日 

神戶 市長 

に屬 する 兵 庫 今 出 在家 町 新 川 橋は大 

したる を以 て、 同 十四 年 三月 七日 橋の 

した。 式 は 型の 如く 進み、 曩に 大輪 田 

再び 木 日の 光榮 者と なりし が、 當 日 の 


1 〇 九 〇 

ハ 吾人 ノ  B シ テ 疑 


石橋 爲之助 


都市 計畫第 一 期 事業 

一 箇年餘 を 費して 竣功 

前 十 一 時 渡 初 式 を擧行 

る两 田廣藏 一 家 三 夫婦 

くであった。 

市長 式辭 

維時 大正 十四 年 三月 七日 典 ヲ具シ 新 川 橋 渡 初. ノ式ヲ 

此ノ地 兵 W 新 川及ヒ 運河 ノ 咽喉 一一 位シ 海岸 道路 連絡 

改築-一伴 ヒ 水陸 ノ 交通 愈， 頻 繁ナ ラン トス 本 市 ハ之レ 

ヲ 開設 ス ルト共 二 新橋 ノ 架設 亦玆ニ 其ノ 成ヲ吿 クル 


正 

匕 

ガ 


十三 年 一 お 

詰 に 式 « を 

波 初の 光榮 

おの 式辭は 


行 フ 


ノ 要 

力 必 


須 


起 


左 


二方 ルカ 「ャ 

ノ耍求 一一 應 


シ 


H し、 

け、 午 

浴 せ 

ひ 女 


灣 ノ 

道路 


一一 至 レ 


日本 紹業傅 

覽會 開會式 


木榼ハ 昨年 一 月ェヲ 起シ 一箇年 有餘ノ 日子 ヲ耍シ タリ 其ノ 結構 ノ肚麗 二 シテ 

且ッ 堅牢 ナル蓋 シ兵庫 灣頭ノ ー偉觀 タル ヲ失 ハサ ル へ シ 自今 橋 上 無數ノ 車馬 

船舶 出入 ト相俟 チ永ク 地方 ノ發展 ヲ資ケ 市民 ノ 福利 ヲ進 ム 

ト ス 

月 七日 

祌戶 市長 石 椅爲之 助 


來ハ橋 下 無限 ノ 

へ シ 一 言 以テ式 齢 

大正 十四 年 三 


日本 ffl 業 博 覽會は 

縣博覽 會協會 主催の 

て 開か れ、 全 國蠶絲 絹 

湊川 公園の 音 樂 堂に 

石橋 祌戶市 長 、松 方 會 

府丄 鼸 井 縣兩知 事、 京 都 

た。 會長松 方 幸次郞 

長 老片 倉製絲 會社瓧 


兵庫縣 出品 協 會.縣 市當 局 .蠶 絲 貿易 同業組合 を 包括す る兵庳 

下に 海岸 埋立地 及湊川 公園 を會 場と し、 聚 樂 館 を餘興 場と し 

業の 粹を 集めし が、 其 開 會式は 大正 十四 年 四月 十日 午後 二 時 

於て 開催せられ、 來會者 は關係 者と して 總裁平 塚 知，、 副總 * 

長、 黑 瀨. 森 田 兩副會 長、 來 賓 側に は 服 部. 今 井兩 貴族院 满. お、 大 K 

^ 長、 縣. 市 會 議 長、 在 留外國 紳商 等 朝野れ 名士 一  千餘 人に 達し 

の 式 辭、 總 裁 平 塚 知事の 吿辭に 次 ぎ、 來 賓 として 日本 S 業界の 

長 貴族院 議員 今 井 伍助 は 長き 白 髯を撫 し、 絹 絲業發 達の 爲こ 


第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 九 


、 神 戶市史 第二 韓 本 編 各說 下  一 〇 九 二 

氣を i きて 開 會を祝 し、 續 いて 京都市 長. 石 橋 市 長 • 川 西 協贊會 長 • 瀧 川前會 議所會 頭. 

山 脇縣會 議長. 中 川 大阪府 知 事 • 出 品 人總代 等の 祝辭 ありて 午後 三時 半 盛 會裡に 式 

を閉ぢ た。 當 日の 會長式 辭及今 井 貴族院 議員の 視辭演 說の耍 旨 を 左に 掲げる。 

會 長式辭 

陽春 駘蕩 ノ候 來賓 各位 ノ 臨場 ヲ忝フ シ兵庫 縣祌戶 市神戶 商業 會議所 並 一一 日本 

絹 業 博覽會 協會ノ 後援 ヲ得テ 木日玆 -1 日本 絹 業 博 覽會ヲ 開催 ス k 一一  至 リタ ル 

ハ 不^: 會長 トシ テ最 モ光榮 トス ル 所ナリ 

抑， モ絹業 博 覽會ノ 開 カレ タル ハ 大正 十 年 米 國ニ於 ケル國 際 絹 業 博覽會 ヲ以テ 

嚆矢 トシ 我 國蠶絹 業者 亦 之 一一 參加シ 啓發ス ル處尠 力 ラサ リシ ト聞 ク爾 來我蠶 

絹 業者 ハ大 -1 蠶絲及 絹業ノ 改善 ヲ圖リ 其 振興 一一 努力 シタ , ノ 結果 年々 長足 ノ 

進 步ヲ遂 ケ漸ク 今日 ノ 隆盛 ヲ見ル 一一 至 レリ 

兵 庫縣博 覽會協 會此處 -1 見 ル處ァ リ廣ク 全國ニ 亙リテ 優秀 ナル 蠶絲 絹織物 加 

ェ品並 一一 斯業-丁 必要 ナル 器具 機械 等ヲ 蒐集 シ併セ テ我國 蠶絹業 發展ノ 狀况ヲ 

詳 一一 シ普ク 世人 一 一展 覽シ以 テ 其 改良 發達 一一 資ス ルト共 二 斯業 興隆 ノ 機運 ヲ 促 

進セ ム カ爲メ 本會ヲ 開催 ス ル 一一 至 リシ モノ  二 シテ 之レ實 -1 木 邦 一一 於ケル 最初 


ノ試 ミナ リ幸ニ シ テ本會 ノ計畫 ハ 一 般ノ贊 同 ヲ得ー 道 三府 四十 三縣 ハ 勿論 遠 

ク臺灣 朝鮮 及 關朿州 等全國 ヲ擧ケ テ 出品 セ ラ レ サ ル パ ナク 其數旣 二 四 萬餘點 

ニ達シ 第一 第二 兩會 場ノ 設備 全 ク成ヅ 之 二 附帶ス ル 各種 ノ 施設 モ亦 整備 シ本 

日 ヲ以テ 開會ス ルヲ得 タル ハ之偏 一一 後援 ヲ與へ 一 フレタ ル縣市 其 他ノ團 體各參 

加 W 體並 二 關係 各位 盡 カノ 賜ト 云 フへク 感謝 一一 堪へ サル 所ナリ 

若 シ夫レ 同業者 一 層ノ 努力 ト國 民ノ 覺醒ト 一一 依 リ我國 輸出 貿易 ノ 大宗 タル 蠶 

絹業ノ 一  大 伸暢 ヲ 遂ケ大 1 一 輸出 貿易 ヲ增 進シ以 テ國カ 發展 ノ 實ヲ擧 クル コト 

ヲ得 ハ本會 開會ノ 目的 ヲ 庶幾 シ得 タリ ト云フ へ キカ玆 二 一  言 ヲ 叙シテ 式辭ト 

ス 

大正 十四 年 四月 十日 

日本 絹 業 博 覽會會 長 松 方 幸 次 郞 

今 井 貴族院 議員 祝 辭演說 要旨  ，. 

我國の 世界 强國の 班に 列し 得た の は 其 原因 素よ リー 二 に 止ぬ が、 蠶 絲業發 達の 

力に よる 所大 なる ものが ある。 大正 十 三年の 生. 絲 絹織物 其 他 絹關係 製品 一 切 

の 產額約 八 億 二 千 五 百 萬圓に 達する の 盛況で ある が、 吾 人 は 固より 現狀を 以て 
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^べき 現 

都市の 後援に 俟っ 


した ことと 支那 

た 結果 國際巿 場 

於て 天然 絹絲と 

も ある が、 人 絹 が 

る を 疑 はぬ。 今 

何人も 保證 する 

る もので あ り、 そ 

る 支那 國 民の 持 

い。 更 に 我國の 

て 著しく 苦境に 

て 現狀に 甘ん する こ 

すし て製絲 家. 機業家- 

する には當 業者 各自 

所 も亦大 なる ものが 


上し 

質 に 

ふ 者 

と ま 


々 た 


ら ざ 

れ な 

を し 


蠶絲 業の 進 

に 於て 漸次 

到底 同日の 

價 格の 極め 

後人 造絹絲 

こと は出來 

の 程度 も 現 

久カは 或は 

勞銀 及物價 

陷れ しめつ 

と は 出來す 、 

加工業 者悉 

の 努力に 俟 

ある。 從來 


都 人士 は蠶絲 業者と 殆ど 沒交涉 であって、 之に 對 して 深く 理解す る處 がな かつ 

た。 云 ふ 迄 もな く 都市の 繁榮は 農村の 力に 負 ふ所大 なると 共 に、 農 村の 今日 あ 

るは蠶 業に 依る 所 亦 多い。 幸に して 神 戶 市民 諸君 は玆に 注目す る 所 あ り、 我 が 

蠶絲 業の 徒に 袖手傍観 すべ からすと して 官民 協力 し、 盛 大 なる 絹 業 博 覽會を 開 

催された こと は 塞に 喜びに 堪 へない 次第で ある。 

同 博 覽會褒 rirs 」 巾に 開かれ ヒる木 邦に も 類例 少き 比日 木 絹 業 博覽會 は、 博 覽會 として は 空 

賞 授與式 

前の 好成績 を收 めて 閉會 し、 五 月 二十 二日 午後 一 時 褒賞 授與式 を湊川 公園 音 樂堂 

にて 擧 行した。 商工 次官 其他來 賓多數 出席 し、 先 づ松 方會長 左の 如き 式辭 を朗讀 

し、 審 査 長の 薦吿 あり て、 平 塚 總裁は 優良 出品者に 褒賞 を授與 し、 松 方 會長は 金牌 其 

他 を授與 し、 來 賓の 祝辭を 以て 式 を 閉ぢ た。 

會 長式辭 

日 木 絹 業 博覽會 審査 結了 ヲ吿 ケ玆 一一 本日 ヲ以テ 貴紳 諸顯ノ 參列ヲ 辱ゥ シ 褒賞 

授與ノ 式典 ヲ擧 行ス \ コト ヲ得ル ハ不 肯ノ最 モ光榮 トス ル 所ナリ 

木會 ハ 兵庫縣 博覽會 協會ノ 事業 一一 屬シ兵 庫 縣祌戶 市神戶 商業 會議 所ノ 後援 二 

依リ 諸般 ノ 準備 經營 一一 著手シ タル 一一 幸 二 官廳並 二 全 國各道 府縣及 絹 業 諸團體 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 九 五 


神 戶市史 第二 韓 本 編 各說 下  一 〇 九 六 

ノ 熱心 ナル贊 同 ヲ得春 頭 峭寒ノ 日 ヨリ 初夏 淸明ノ 今日 二 至ル迄 苦辛經 營豫定 

ノ計畫 ヲ實現 シ木邦 嚆矢ノ 名 二 恥 チサ ル 成果 ヲ收メ 以テ我 國絹業 及 貿易 ノ進 

運 一一 貢 獻スル ヲ得ル ハ 衷心 欣快 措ク能 ハサ ル所 是レ  一 -j 贊同 官民 各位 ノ 深厚 

ナル 同情 ト 熱烈 ナル 後援 一一 由ル モノ  二 シ テ深ク 感謝 II 堪へサ ル所ナ リ 抑，. 木 會 

ノ 出品 ハ 總點數 四萬餘 人員 九千餘 -1 達シ內 審査 ヲ要セ シ 出品 種類 點數ー 萬 一 

千餘 人員 四千 二百 餘ヲ 算シ タリ 而シ テ 出品物 、ノ 木會ノ 準備期間 甚タ短 少ナリ 

シ 二 不拘豐 富 充實セ ル 出品 ヲ得其 品質 ノ 優秀 ナル 技術 ノ 精緻 ナ ル價袼 ノぽ廉 

ナル實 一一 木 邦 絹業ノ 粹ヲ聚 メタル 者 ト謂フ へ ク對外 貿易 ノ 振興 一一 資シ 兼ネテ 

斯業 ノ發 達國產 ノ獎勵 一一 裨 S ス ル所 鮮少 ナ ラサ ル ふ 木會ノ 誇榮ト ス ル 所ナヅ 

惟フ -1 時運 ノ進 步ハ 寸時 ノ 偸安 ヲ容 サス冀 クム 出品人 各位 ハ今囘 審査 批判 ノ 

結果 -ー 鑑ミ 益々 斯業 ノ 改善 一一 カメ 販路 ノ 開拓 商 權ノ 伸張 ヲ圖 リ內 國運ノ 伸展 

一一 資シ外 國際ノ 利福 ヲ收 メ以 テ木會 開設 ノ 眼目 一一 參畫 之ヲ 達成 セ シ メラ レ ム 

コトヲ 二 言 以 テ式辭 一一 代フ 

大正 十四 年 五月 二十 二  □?!  .  .  . .  i  !yf お！！  ％ ま S 

日 木 絹 業 博 覽會長 松 方 幸 次 郞 


總 裁吿辭 

日 木 絹 業 博覽會 審査 終了 ヲ吿ケ 木日玆 -1 褒賞 授與ノ 式典 ヲ擧 行ス , 一一 至 リタ 

ルハ 予ノ洵 ニ欣幸 トス ル所 ナリ 

抑モ 木會ハ 現下 萎微 不振 ナル 我國經 濟界ノ 難局 ヲ 打開 シ 輸出 賀易ノ 大宗 タル 

蠶絲絹 業 ノ振與 ヲ圖ラ ムカ 爲メ兵 庫縣博 覽會協 會之ヲ 主催 シ タリ 然ル 一一 全國 

府縣 ハ 多大 ノ 厚意 ヲ以 テ贊同 シ臺灣 朝鮮 關東州 等 亦 出品 ヲ寄セ 開會以 來內外 

一一 絶大 ナル 好評 ヲ博 シ豫期 以上 ノ 盛況 ヲ見 ルー 一至 レ^ ハ 一 一一 全 國關係 各位 ノ 

熱心 ナル 援助 ノ  * ト謂フ へ ク {是ニ 感謝 ニ堪 へサル 所ナリ 

惟フ 二 國運ノ 消長 ハ對外 貿易 ノ振否 一一 維 レリ 而シテ 之 力 促進 發展 ノ途 ハ宜シ 

ク 原料 ノ 改良 一一 努メ 技術 ノ 精巧 ヲ究メ 價格ヲ 低廉 ナラ シ メ以テ 優品ノ 生產ヲ 

期シ 販路 ノ 開拓 一一 俟タ サル へ カラス 木 邦 最初 ノ 事業 タル 本 會ヲ我 力 神 戶港ニ 

開設 シテ 斯業 ノ 振作- 1 資シ以 テ國民 經濟ノ 擴充對 外商 權ノ 確立 一一 カメ ム トス 

ル 所以 ノ モノ 亦實 一一 爰 一一 存ス 

木 會モ開 會以來 異常 ノ成糗 ヲ收ム ルヲ得 タル ハ 如上 ノ 目的 ノ實現 二 貢獻ス ル 

所 鮮少 ナ ラサル モ ノア ルヲ 信シ 衷心 偸 快 一一 堪へ サル 所ナリ 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 九 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說下  .  一 〇 九 八 

望 ムラ ク ハ 出品者 諸氏 須ク 審査 ノ成糗 一一 鑑 ミ 其 ノ生產 一一 貿易 一 一大- 1 研鑀 考究 

一一 カメ 矯弊遺 利ノ策 ヲ樹テ 協心 戮カ 益々 斯業 ノ 改善 II 努メ 國運ノ 伸展 一一 资シ 

以 テ本會 開設 ノ 目的 ヲ 大成 セラ レ ン コ トヲ 

大正 十四 年 五月 二十 二 曰  .、 

日 木 絹 業 博 覽會總 裁 ， 平 塚 廣 義 

^湊 训大橋 都 巿計畫 第二 期 工事の 一 部に 屬 する 新 湊川大 橋 は 大正 十四 年 五月 ェを sa し、 爾 

渡 初 式 

來約十 箇月 を經て 成る や、 同 十五 年 三月 三日 午前 十 時 を 以て 渡 初 式を擧 行す るに 

- 至った。 式 は 修祓. 降神 • 獻饌に 開始せられ、 藤卷長 田祌社 宮司の 祝詞、 黑瀨巿 長の 式 

辭、 森 垣 都市 計畫 部長の 工事 報告、 太 田市會 議長 祝辭 (代 讀) の 後、 玉串 奉 奠等型 の 如く 

行 はれ、 松 田 五兵 衞ー 家 三 夫婦の 渡 初 を 以て 式 を閉ぢ た。 當 日の 市長の 式 辭を左 

に揭げ る。 

市長 式辭 

大橋ノ 架設 其 ェヲ竣 へ 木日ヲ 卜シ玆 一 一 渡初メ 式典 ヲ擧ク 木 橋 ハ 昨年 五月 ェヲ 

起 シ爾來 約 十 箇月 ノ 日子 ヲ費シ ェヲ竣 へ タル モノ  二 シテ规 模大ナ ラスト 雖乇 


極メテ 堅牢 質 實ナル ヲ疑ハ ス抑モ 本 市 力 急速 ナル 發展 -1 伴フ 諸般 ノ 施設 一 ッ 

トシ テ 一 日 ノ苟安 ヲ許ス へ キ モノ ナシ ト雖モ 就中 交通 機 關ニ於 テ其最 モ切ナ 

, モノ アル ヲ信 ス然ル ニ從來 木市ノ 中央部 ト須 磨間ト ハ僅カ 二 幅員 狭小 ナ〃 

隹ー ノ國道 11 ョッテ 相 往來シ 激甚 ナル 車馬 往來ニ 伴 フ混雜 危險實 一一 名狀ス へ 

力 ラサル モノ ァ リタ ルヲ以 テ 木市玆 1 一 見 ル所ァ リ之カ 道路 ヲ 開設 シ 木橋ヲ 架 

設シ タル 所以- 1 シテ木 橋 カ將來 木市ノ 福利 及 地方 ノ發展 一一 寄與ス ル所 蓋シ大 

ナルモ ノア ラン コトヲ 喜 フー 言 以テ 式辭ト ス 

大正 十五 年 三月 三日 

祌戶 市長 黑 瀨 弘 志 

靑年 訓練所 神 戶 市の 靑年 訓練所 開 所 式 及 入所 式 は 大正 十五 年 七月 一 日 午後 八 時 全市 十二 

開 所 式 及 入 

所 式  筒 所 共 一 齊に擧 行せられ し が、 式 は 君が代の 合唱に 始ま り、 敎亩 勅語の 捧 讀、 市 長 の 

吿辭代 讀、 敎 練 主任の 訓練 上の 注意 等い と 嚴肅に 行 は れ、 滿 十六 歲 より 二十 歲に至 

る潑？ S たる 生徒の 面 上に は此 訓練に よりて 將 來の國 民の 素質 向上 を 期す ベ き責 

任と 覺 悟と を 誓 ひし かに 見 られ、 愈 t 同 月 六日よ リ 訓練が 開始され た。 市長の 吿辭 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 〇 九九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 〇〇 

は 左の 如くで ある。 

市長 吿辭 

玆 二 木 市靑年 訓練所 開 所式ヲ 擧行ス , 一 一 當リ 一 言 諸子 一一 吿 クル 所 アラント ス 

抑 t 國 家 永遠 ノ 進展 ハ 所詮 其國民 各自 ノ自 覺ト 修養 二 俟ッノ 外ナキ コト 、ノ 言 ヲ 

耍セ サル所 ナリ今 ャ列國 等シク 物質文明 ノ弊 一一 飽キ 精神 文化 ノ 建設 一 一 焦慮 シ 

競 フテ國 民 敎養ノ 施設 一 一 汲々 タリ 而シテ 近時 滔々 トシ テ 浸入 ス ル外來 思潮 ハ 

S ク輕佻 詭激ノ 風ヲ生 シ我國 古來ノ 美風 タ ル 剛健 質 實ノ氣 日 ヲ追フ テ 地ヲ拂 

、ノ ン トス ルノ 傾向 アル ハ誠 ニ我國 民精祌 II 悖 リ敎育 勅語 ノ 聖旨 一一 反スル モノ 

-1 シテ常 一一 識者 ノ浩 嘆ス ル 所ナリ 

惟フ 一一 青年期 ハ 心身 ノ發育 最モ 旺盛 一一 シテ此 時期 一一 於ケル 修養 緞鍊ノ 如何 ハ 

直チ -1 其人ノ 生涯 ノ 進路 ヲ 左右 シ 多大 ノ 影響 ヲ及 ホス コト 、ノ 言 ヲ耍セ サル所 

ナリ加 之 方今 內外ノ 情勢 ヲ 考察 ス ル トキ ハ國. 家將來 ヲ擔フ へ キ靑年 一一 對シ適 

當ナル 訓練 ヲ施 シ以テ 心身 ノ 修養 緞鍊ヲ 計ル コ ト ハ 極メテ 喫緊 ノ コ ト 一一 靄ス 

^  -1 國家 進展 ノ 一  大 苹新期 トモ 稱ス へ キ 普通 選 擧ノ實 施ハ目 睫ノ間 II 迫リ健 

全 ナル國 民 タル へ キ 修養 ト 公民 タル へ キ 知識 ノ 涵養 トヲ 企劃 ス ル コ ト ハ國民 


資質 向 進上 最 モ 必要 一一. シ テ 青年 訓練所 設置 ノ 趣旨 亦此 -1 存 ス 木 市 ハ 靑年 訓練 

ノ 趣旨 二 鑑 ミ市會 ノ協贊 ヲ經テ 多額 ノ經 費ヲ 定メ大 二 靑年ゾ 心身 ヲ 修養 g 鍊 

シ以テ 國家ノ 要求 スル靑 年 訓練 ノ實ヲ 擧ケン トス 諸子 ハ 第一 囘生 トシ テ 入所 

シ タル モノ 一一  シテ 諸子 ノ木 訓練所 一一 於テ 修得 ス ル所ノ 實镜ハ 木 市將來 ノ靑年 

訓育 ノ 指針 トナル へ キ モノ ナリ 諸子 ノ青 重且 大ナリ ト云フ へ シ希ク ハ 諸子 克 

ク 主事 幷 指導員 ノ 指示 一一 從ヒ 規律 ヲ貴ヒ 協同 ヲ愛 シ體 カノ 增進 ヲ計ル ト共ニ 

精神 ノ 修養 ト高 尙ナル 趣味 ノ 養成 二 カメ 入ッテ ハ 善良 ナル 訓練生 トナ リ出テ 

ハ忠實 ナル實 務ノ人 トシ テ 業-一服 シ以テ 木 市 カ靑年 訓練所 ヲ設 a シタル 趣旨 

二 副 ハンコ トヲー 言 以テ 吿辭ト ス 

• 大正 十五 年 七月 一日 

フ  神戶 市長 黒-, 瀨 弘 志 

請^ 稅關淸 祌戶 税關新 廳舍の 新築 は 工費 百 五十 萬圓を 以て 第二 突堤 近くに 完成し、 昭和 二 

年 四月 十六 日 午前 十 時 新 廳舍に 於て 淸黻 式を擧 げた。 列席者 は黑田 主税局 長. 窪 

寺總務 課長 等の 大蔵省 關 係 者、 黑 瀨 市長、 ォ ー ル ト獨逸 總頜事 其 他 备國頜 事、 税 關 側 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 〇 一 


神 戶巿史 第二 輯 本 編 各說 下  一一 〇 二 

よ リ保倉 保税 長 以下 約 百 人に して、 修 祓. 獻 饌 等の 儀に 次ぎ 齋主及 參列諸 員 玉 を 

捧げて 午前 十一 時閉 式した。 次いで 午後 二 時より 同 五 時まで K 神 間の 税關關 係 

一  者 等 約 二百 人 を 招待して 新 廳舍を 縱覽に 供せ し が、 其 輪奐の 美に して 內部 設備の 

充實 せる は神戶 港に 誇る に 足る ものと して 絕讃を 博した C 

生 絲撿査 所 神戶 市立 生 絲撿査 所 新築 落成式 は、 昭和 二 年 七月 十七 日 神 戶税關 新 聽舍に 於て 

落成式 

農林 大臣 山 本 悌ニ郞 の 臨席 を 得て 擧 行せられ し が、 其 來會者 約 一 千 人、 式 は 午前 十 

時半 岡野巿 商工 課長の 開 會の辭 を 以て 開始 せら れ、 鳥 居營繕 課長の 工事 報 吿に續 

いて. 左の 黑瀨 市長の 式辭 があった。 

. 市長 式 辭- 

神戶 ノ生絲 市場 ハ 大正 十二 年 ノ關柬 震災 以來 テア ルカ コ レ ヨリ 先 開業 ト 同時 

一一 旣 一一 神戶 ヨリ 生 絲カ 輸出 サ レ國 立撿査 所ヲモ 設置 サ レテ居 タカ 漸次 衰返シ 

中 絰シテ ヰルノ ヲ今囘 復活 サ レタ モノ テ此ノ 市場 ノ 成立 ト共 一一 檢査所 ノ必耍 

トナリ 十三 年 九月 二十日 海岸 通 二 假檢查 所ヲ設 ケ更ー 一元 取引所 跡 ニ移ッ タノ 

テア ルカ 生絲 輸出入 統一 ヲ計ル タメ 正 量檢査 ノ實施 トナリ 舊態テ ハ 不便 極 マ 


ル爲 斯ク新 廳舍ヲ 建設 シタ モ ノテ ァ ル幸ヒ 撿查所 モ國立 代用 ト シテ 公認 サ レ 

, ニ至ッ タカ 此ノ 建設 一一 當リ 市民 ノ 熱烈 ナル 後援 ト 同業者 ソノ 他厚キ 援助 ヲ 

感謝 ス ルト 共-一生 絲 輸出港 トシ テノ 使命 ヲ全フ シ タイト 思フ 

昭和 二 年 七月 十七 日  ... 

神戶 市長 黑瀨弘 志 

次いで 山 木 梟 相 は 紋服 姿に て 登壇し、 左の 如き 吿辭 をな した。 

農林 大臣 吿辭 

本日 ノ 落成式 ニ臨ン タノ ヲ機 トシ テ 一 言 祝 辭ヲ述 へ ル 

云フ迄 モナ ク神 戶 ハ 貿易港 トシ テ最モ 重耍ナ 地位 ヲ占 メテヰ ルカ 近年 生絲ノ 

輸出港 トシ テ 重要視 セラ レ ル檨 ニナ ッテ來 タノ ハ 勿論 關束 震災 ノ 影響 モア ッ 

タテ アラウカ 市民 ノ 努力 il ョル 賜ト思 フ而シ テ生絲 取引 ノ 正確 ヲ期ス ル爲正 

量撿 査ノ擴 張ヲナ シ此ノ 實行ヲ 容易 ナラ シ メ ル爲 諸種 ゾ機關 二 先鞭 ヲ ッ ケ ラ 

レ タ事 ハ市ノ 理事 者 ヲ初メ 市民 ノ獻 策ト シ テ本懷 一一 堪へ ナイ 所テ ァ ル生絲 ハ 

我 輸出 貿易品 中最モ 重要 ナ モノ テア ルカ 貿易 ノ 大宗 ハ常 一一 入超 ヲ示シ テヰル 

ニ鑑ミ コ レヲ 挽囘ス ル ハ 輸入 防 壓モ 必要 テア ルカ 此ノ 重耍 生絲ノ 輸出 ヲ 一 層 
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增加セ シムル 事モ大 -1 必耍テ アル ソシテ コ レ 二 全力 ヲ注 タト 共 1ー 諸種 ノ 改良 

ヲ 加へ 製產ト 輸出 ノ增大 ヲ期ス ル事カ 肝要 テア ル玆ニ 於 テ關東 關西ノ 區別ナ 

ト ハ更 一一 ナク關 西 ノ製絲 家 ハ努 メテ祌 In. 'ヲ 利用 シ 熱誠 ナル 市民 ノ 主旨 ニ副フ 

ャゥ ニス ルノカ 至當テ アル 

而シ テ將來 ノ祌戶 港ハ 益" 多 望ナル モノ アル 事ヲ信 シテャ マナイ 此ノ巿 ノ繁榮 

ハ 國家ノ 繁榮テ アルカラ 何レ モ 斯業 一一 精勵シ 此ノ撿 査所ノ 發展ヲ 只管 望ンテ 

ャ マナイ 次第 テア ル 

昭和 二 年 七月 十七 日. 

,  * 林 大臣. 山 木 悌. 二 郞 - 

次いで 中 橋 商 工大 臣 (代 讀)、 牧 野 大曰木 蠶絲會 頭 (代 讀)、 長 兵庫縣 知事の 祝辭 あうて 

後、 橫 濱 市 長 (代 讀). 同 商業 會 議 所 會 頭 (代 讀>  兵 庫 縣 會 議 長. 中 華商 業會 議所會 頭. 神 戶 商 

業會 議所會 頭 (代 讀) .祌 戶 市會議 長. 橫 濱蠶絲 絹 業 協會會 頭. 椟 濱蠶絲 貿易 同業組合 長. 

神戶同 組合 長 (代 讀) 等 多 數の覦 辭及演 說相踵 ぎ、 終 つて 沖 生 絲撿査 所長の 答辭 あり 

て 正午 閉會 し、 一 同 屋上 宴會 場に て 立食の 饗應ぁ リ、 長 知事の 發 * にて 祌戶 市の 萬 

歲を 三唱 し、 模 擬店 にて 歡を盡 した。 


§11 社 正 官幣中 社長 田 神社 は 大正 十三 年 一 月 二日 午前 一 時 三十 分囘 祿の災 あう、 木 殿 を 

始 め、 拜 殿. 幣 殿 • 末 社 二 社 全く 烏 有に 歸 せし が、 復 舊造營 に 關し宫 內省御 下賜 金 を 得 

る と 共 に、 备 方面よう 多大の 協贊を 得、 同 十四 年 五月 御造營 奉贊會 成立 し、 同 十五 年 

六 月 地鎮祭 を、 昭 和 二 年 三 月 上棟 祭 を 皋げ、 愈 t 同 三年 五月 九日より 正 遷座 祭 を擧行 

せらる、 に 至った。 先 づ此日 御 樋 代 奉鎭式 執行 せ ら れ、 同 月 十三 日 午前 五 時 追儺 

式を始 め、 淸 祓 式. 新 殿 祭の 前 祭儀に 續 いて、 午後 十 時 正 遷座 祭 は 森厳に 行 は れ、 藤 卷 

同社 宮司 以下 神官の 奉 仕、 吉 田 內務省 神社 局 長. 鵜 澤內務 部 長 ま 瀨 市長 等 供奉 し 、荒 

菰を敷 き、 忌 竹 を 立 て、 注 連 繩を張 廻した る 御 道筋 を、 假 殿より 東門 を 出 で、 祌 門 正 ffl 

ょリ木 殿に 遷 御あった。 此 日籐卷 宮司の 茇 せる 祝詞 中の 假殿 祭. 木 殿 祭の 祝詞 を 

左に 掲げる。 

本殿 遷座 假殿祭 祝詞  ， 

掛麻久 母 畏伎長 田 祌社乃 大前爾 宮司 正 六 位藤 卷正之 恐 美 恐 美 毛 白 左 久大祌 乃 

敷 坐 須瑞乃 御殿 乎 改造 里 仕 奉 良 牟登往 志 大正 十三 年 一 月サ 五日 爾此乃 假宮爾 

♦ 遷奉里 坐 奉 里 志 乎此乃 昭和 三年 五月 十二 日爾至 利 攻新宮 嚴之久 麗志久 築造 里 
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仕 奉 里畢邊 奴是乎 以知氐 今宵 乃 生 夜 乃 足 夜 爾遷之 鎭米坐 奉 留事乎 聞 食 志 S 安 

介 久靜介 久遷坐 世 止 恐 美 恐 美 母白須 

昭和 三年 五月 十三 日 

.  木 殿 遷座 本殿 祭 祝詞 

掛麻久 母 畏伎長 田 神社 乃 大前爾 宮司 正 六 位藤 卷正之 恐 美 恐 美 母 白 左 久大神 乃 

大御心 母 長 田 乃 國爾天 乃 御蔭 日 乃 御蔭 止 隱坐左 牟瑞乃 御殿 淸久美 之 久 改造 仕 

奉 里畢邊 奴留仁 依里 S 今宵 乃 吉夜乃 吉辰爾 還 志 鎭米坐 奉 里 奴 是乎以 知 S 禮代 

乃 卸 <M 御酒 種種 乃 物 乎 置 足 波 志 氐獻奉 留狀乎 平 介 久安介 久聞食 志 S 今 與利往 

先 大御心 平 穩爾此 乃 大宮乎 靜宮乃 安宮止 長久 爾鎭坐 世 止 恐 美 恐 美 毛白须 

昭和 三年 五月 十三 曰 夜， 琳  -  .^w^, 

續 いて 同月 十 四. 十 五の 兩日 午前 十 時より 本殿 正 遷座 祝祭 行 はれし が、 奉 仕 員 及 

參列者 殆ど 前日に 同じ く、 兩 日 共 祭儀の 後 饗宴 式 を 長 田 小學校 校庭に て擧 行せ し 

が、 其 席上 朗 讀 せる 黑瀨 市長の 祝詞 は 左の 如くに し て、 同 年 十 一 月 十日の 改修 八 雲 

橋 渡 初 式 を 以て 復舊御 造 營諸祭 を 全く 終へ たのであった。 

市長 祝詞 


肅 ミ 拜シテ 詞ヲ 言 ス 

官带中 社長 田祌社 御造營 ノエ 全ク 竣成 ヲ吿 ケ畏ク モ正 遷宮 ノ式 ヲ畢リ 奉リ本 

日ノ 吉辰ヲ 以テ莊 重ナル 祝祭 第一 日 ヲ擧ケ ラル 洵 一一 慶賀 二 堪へサ ルナ リ謹ミ 

テ顧フ 一一 大正 十三 年 一 月 初 二日 囘祿 ノ災 暴力 一一 神域 ヲ冒 シ遂  一！ 社殿 炎上 ノ厄 

二 遇フ ャ 衆庶 咸 恐懼 措ク所 ヲ識ラ ス虔ミ 愼ミ速 二 舊 一一 復シ テ 神慮 ヲ鎭 メ奉ラ 

ム コ トヲ 祈願 セサ ル者 ナシ幸 一一 時ヲ 移サス シテ 再建 御 造 營費國 費 支出 ノ 議決 

セ ラル ル ァリ更 一一 御 造 營奉贊 會ノ成 ルァリ 再建 御造營 ノ計畫 着々 トシ テ進ミ 

越ェ テ 大正 十五 年 六月 二日 御造營 起工 奉告 祭 並 地鎮祭 ノ儀 ァリ 同年 九月 二十 

四日 上 楝祭ヲ 執行 セ ラ ル面シ テ木職 亦 各 儀 二 與ル ノ光 榮ヲ得 タリ 爾來 匠ヲ督 

シ技 ヲ董ス ル コ トニ 閱年 神明 ノ 加護 ヲ奉シ ェヲ 運ヒテ 功且速 社殿 ノ崇 嚴廊庶 

ノ 輪奐玆 一一 成 ヅ偉觀 肚麗ノ 昔日 一一 倍ス , ヲ仰 キ覩ル ヲ得テ 誰 力 感嘆 欣瞻 セサ 

ル 者ァラ ン 哉冀ク ハ 神德ヲ 感銘 シ テ 益.. 皇 運ノ 隆昌 ト 四海 ノ泰安 ヲ祈リ 我國建 

國ノ 大義 ヲ闡 明シ 國體ノ 精華 ヲ發 揚ス ル ニ努 メ以テ 木日ノ 盛儀 ヲ 記念 セ ム コ 

トヲ 恐惶止 ムナシ 誠歡ノ 微衷 ヲ表 シテ 視詞ヲ 述フト 云爾 

昭和 三年 五月 十四日  .  . 
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あ り、 爾 来年 所を經 

じて 専用 水道 • 小 動物 

金星 臺前廣 場に 於て 

讃の演 說ぁリ て 式 を 


園 & 

其 落 

画 0 


設 の 

館 の 

成 式 
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々裡に 祝^ 


鉢 伏 山 開拓 

奉仕 作業 起 

ェ 式と 竣功 

式 


昭和 三年 八月 祌戶市 は曩に 御料地 

林 を、 御 大典 記念 事業と して 之 を 開拓 


の 中 拂下を 許可せられ たる 鉢 伏 山 一 帶の山 

し、 こ 、 に 理想的 山林 公園 を 建設 せんとす る 


や：^  in ^巾 聯洽靑 年 團は勞 力 を 奉仕して 其 道路 開設に 當る ことと なりたれば、 同月 

五 曰 午前 八 時 鉢 伏 山 五輪 ケ 平に 於て 盛大なる 起工式 を擧 げ、 黑 瀨 市 長. 渡 邊 访 役. 市 

會 議員 等 を 始め、 各區 靑年團 代表 等 凡そ 百 人參列 し、 黑 瀨 聯合 靑年圑 長の 式 辭* 、來 賓 

の II 翻 あ リて式 を閉ぢ た。 かくて 日子 を 費す こと 三箇 月、 靑 年團 員の 勞カを 奉仕 

する こと 延 三千 百 人に 上り、 よりて 以て 約 二 千 米の 道路 開設の 事業 成り たれ ば、 十 

一 月 三日 午前 十 時 を 以て 五輪 ケ 平に 其 竣成 式を擧 行した。 蓋し また 美擧 なりと 

謂 ふべき である。 

覽會 祌戶市 出品 m 會 主催、 神戶巿 後援の 御大 典 奉祝 祌戶博 覽會は 昭和 三年 十月 十五 

. 日より 四十 二 日間 湊川 公園に 開かれ、 其 開 會式は 十月 十. 五日 午前 十 一 時湊川 公園 

音樂 堂に 擧 行され た。 岡野巿 商工 課長の 開 式の 辭に 次ぎ、 黑瀨會 長 は產業 立國ょ 

リ 博覽會 開催の 必 耍を說 き、 今囘の 博覧 會は巿 民 をして 產業 立國の 精神 を 涵養せ 

しむる に與 つて 力 あり、 而も 之が 御大 典 記念 事業と して 行 はれた る は 宴に 有意義 

なる ものな うと 述べて 式辭 とし、 來賓總 代林縣 商工 課長. 出品人 總代 等の 祝辭 あり 

. 商工 大臣 等の 祝電 披露 あうて 式 を 閉ぢ、 餘 興と 模擬店の 開催に 一 同 歡を盡 したの 
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であった。 

高 松 撟渡初 都市 計畫 第二 期 事業に して 市電 第三 期 事業に 係る 高 松 橋 は、 運河 航行と 橋 上 市 

式 

電運轉 との 水陸 交通の便 を 考慮 し、 我 國に 未だ 其 類 を 見ざる 規模 稍.. 大な る 跳 開 式 

を 採 り、 昭 和 二 年 六月 ェを sa し、 約 四十 萬圓の 工費と 一 箇年 半の 日子 を 費して 完成 

を 見た るを以 て、 同 三年 十一 月 十九 日 午前 十 時より 同 橋 東 詰に て 渡 初 式を擧 行し 

た。 式は修 祓. 降 神. 獻 饌の 儀に 始ま え 長 田 神社 禰宜の 祝 詞、 市 長の 式 辭、 都 市 計畫部 

長 弁に 電氣 局長の 工事 報告 あ リ、 市 會 議 長 • 知 事 (代 讀). 運 河 同盟 會 長の 各 視辭朗 讀 に 

次いで、 諸 員の 玉串 奉 奠拜禮 あ リ 、撒 饌. 昇 神の 儀 終りて 開 橋 .閉 橋 をな し、 從來の 型 を 

破 う、 市 長 を 先頭に 眞 野. 濱 山 兩小學 校 兒董幷 に 來賓ー 同 順次 渡 橋して 西 詰に 至リ、 

更に 開 橋して 船舶の 運河 入津 を 見て 閉橋 をな し、 終 つて 西詰會 場に て 宴 を 開いた。 

祝詞 • 市長 式辭. 市會 議長 祝辭を 左に 揭げ る。 •• . 

祝詞 

是乃處 乎 靈峙登 齋竹剌 立 a 注 連 引囘良 志眞薦 敷延邊 五百枝 乃 眞榊爾 五色 絹 取 

垂禮 nrl 神籬立 S 招 奉 里 令 座 奉 里掛麻 久母畏 支八衢 比古大 神八衢 比賣大 祌及產 


土； &登稱 閉奉流 長 田 大神等 乃 大前爾 官带中 社長 田 神社 禰宜從 八 位 多 田 接 通 恐 

美 恐 美 手 白左久 朝日 乃 豊榮昇 里 仁立榮 衣都 都 大御代 乃 御 光至 良 奴 隈無久 伊 照 

輝支亘 流^ 爾天 益人彌 益々 爾 蕃殖 里 國國里 里 曉比榮 行 久中爾 母 此乃祌 戶市波 

之 母 東洋 爾變無 伎 良港 刀 陸 爾波眞 金 路輾留 車 乃 響 絕間無 久海爾 波 百 船 千 船 乃 

出入 乃 間. 银久潇 續支內 津御國 人波 言 母 更奈里 外 國國乃 人 等 母 伊 競 里 參來民 商 

賣波彌 彌盛爾 工業 波 益益 超 里 S 家居 波 日日 仁 建續伎 人口 歲歲爾 增殖里 來留我 

欤爾巿 政 爾關系 布 人 等 議里仁 議里氐 狹支乎 廣久志 險支乎 平 介 低 支 乎 埋米草 加 

計 乃 荒野 乎 新 墾志道 乎 開 伎 街 爾波電 氣乃活 良 支 奈須車 乎 蜘蛛 手 爾通波 世 河 乎 

堀^ 知 31 貨物 乎 輸布船 乎 通 波 須奈抒 諸人 爾 交通 乃 便利 乎 計 里 志 賀尙母 此乃運 

河爾. 髙伎 1 ^伎 堅固 良 加 奈留大 橋 乎 架 渡 志 31 上 爾波電 氣乃車 乎 通 波 世 下 仁 波 出 

入 乃 乎 之 a 自由自在 爾通布 賀如久 取 設介多 流 電動機 乎 運 轉良世 婆 橋桁 跳 上 

留可伎 開閉 乃 方法 乎 施 之 日木爾 二 津止無 伎 良 橋 多 良 支^ 牟登 去年 六月 吉日 與 

利 工事 乎 起 志 工匠 諸 夜半 嘵緩牟 事 無 久怠留 事 無 久務米 締里手 乃 躓 足 乃 躓無久 

銜久 母嚴志 久斯久 母 美 之 久事成 * 邊奴醴 婆 此高橋 乎 高 松 橋 刀 名附介 互 八十 日 

日波 有 禮抒母 今年 昭和 三年 十一 月 十九 日 乎 令 日 止 齋定米 a 渡 初 乃 式 乎 行波牟 
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止 此乃橋 乃 東西 爾位世 留濱山 小 學校及 眞野小 學校乃 兒董等 乎 初 渡 仕 奉 良 志 米 

市長 黑瀨弘 志 乎 始米關 係 布 諸人 等 參來集 比 K 言 祝 祝 比 大祌等 乎齋奉 m 禮代乃 

幣帛 止 御 饌波嚴 乃 平 賀爾盛 足 波 之 餅 飯 乃 鏡 乎 彌高爾 取重禰 御酒 波 甕 乃 腹滿竝 

倍 3i 山野 乃 物 波甘荣 辛荣靑 海原 乃 物 波 鰭 乃 廣物鰭 乃狹物 奧津藻 荣邊津 藻荣時 

乃 木 實爾水 鹽乎母 取 添 邊橫山 乃 如 久置高 成 志 nrj 獻進 良久 乎 安 幣帛 乃 足 幣帛 乃 

平 介 久安介 久所聞 食 志 a 据固 米多留 基礎 波底津 岩根 乃 動 久事無 久築立 多留橋 

柱傾久 事無久 今日 與 利 始米 31 東行 伎 西行久 諸人 物 負 運 布 牛馬 眞金路 通 布 車 運 

河 乎 出入 流 大船 小船 爾至 留迄爾 大路 乎 踏 牟賀如 久疊乃 上 乎步牟 賀如久 心安 良 

爾渡通 波 志 米 給 比 市長 乎始米 a 參 集邊留 官公吏 此乃 事業 乎 贊介多 流 諸人 等 渡 

初 仕 奉 绍小學 校 乃 兒董等 乎 惠美給 比 幸 給 比 91 彌 益 S 爾立榮 衣 志 米 給 閉止 祈 祝 

奉 良久 乎 祌諾比 聞 食 世 刀 恐 美 恐 美 母白須 

市長 式辭 

高 松橋ノ 架設 ェヲ竣 へ 玆 一一 電氣 軌道 第三 期 第二 號線 完成 シ高 松線ト ノ 連絡 ヲ 

見 タル ヲ以テ 本日 ヲ卜 シテ 渡初ノ 式ヲ擧 クル 二 際 シ多數 諸賢 ノ賁 臨ヲ辱 フ シ 

タル ハ誠 -1 光榮 トス ル トコ 。ナリ 


本橋ノ 構造 ハ我 國未タ 其類ヲ 見サル 規模 稍 ，大 ナル跳 開 式 ニシテ 橋上ハ 電車 ヲ 

初メ 一  般ノ 交通-一任 セ橋下 ハ 舟運 ノ便ヲ 自由 ナ ラシ メ以テ 海陸 交通 ノ便 ヲ增 

進 セシメ タリ 

惟 フー 一 產業ノ 勃興 ハ 交通 機關ノ 整備 二負フ 所極メ テ多キ ヲ以テ 木，； 巾 ハ銳^ 之 

カ改莕 一一 力 ヲ致シ 時勢 ノ進運 一 一 伴フ 都市 機能 ノ 完備 ヲ期セ リ本橋 ハ西祌 戶ェ 

業 地域 ノ中樞 二位 シ 海陸 運輸 ノ 要路 ニ銜 リ今ャ 交通 日 一一 頻繁 ヲ加フ ルノ時 之 

レ 力 架設 ハ必ス ャ當 地方 商工業 ノ 進展 二 寄與ス , モ ノ 大ナル モノ アル ヲ信ス 

希ク ハ本 交通 機關ノ 使命 ヲシ テ完 カラ シメ ラレ ン コトヲ 一 言 述へ テ式辭 トス 

昭和 三年 十一月 十九 日  / 

.  ：祌戶 市長 黑 瀨 弘 志 ， 

,ltr 金 曰 "康 長 辭 

本 市 都市 計畫ノ 一  部 -1 屬ス ル高 松橋ノ 架設 其 ェヲ竣 へ 本日 玆 一一 開通 ノ 式ヲ擧 

ケ-フ レ洵ニ 慶賀 ノ至リ 二 堪へ ス 

抑 モ木橋 ，ノ 昭和 二 年 六月 H ヲ起シ H 費 約 四十 萬圓ヲ 投シ其 開閉 部 ，ノ 人道 車道 

軌道 ヲ有シ 面秸百 十五 坪 一一 シテ 重量 八 萬 一 千貫ノ 橋桁 ハ 電動機 ノ運轉 ー一 伴ヒ 
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Ill 鮮 I 昭和 三年 三月 五十 五 萬 圓の經 費 を 投じて ェを S! せる 神戶 商工 會議所 は、 翌四年 

成 式 - 

一 月 二十 六日 を 以て 新築 落成式 を擧 行した。 此 日全國 各地よう の 来賓 六 百餘人 

を算 せし が、 先 づ 午前 九 時半 生 田 神社 宮司 を齋 主として 竣功 奉告 式 あ シ、 修 祓の儀 

ありて 齋主 祝詞 を 麦 し、 鹿 島 商工 會議 所會 頭 • 長 知 專 (代理). 黑 瀨 市 長 4 條 崎税關 長. ジ ェ 

1 ム ス神戶 及大阪 外人 商業 會議 所會頭 以下 頼 次 玉串 を捧 げ、 昇 神の 儀に 次ぎ 鹿 島 
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十六 萬 二 千貫ノ 分銅 一一 侬リ僅 力 二 一分二十秒 ノ 少時 間ヲ以 テ之ヲ 開閉 スル装 

置 一 一 シテ其 規模 肚大ナ ラスト 雖モ 我國ニ 於ケル 嚆矢ノ 施設 タリ. 

惟フ 一 一本橋 ノ機 能力 船舶 航運 一一 利 シ 頻繁 ナ ル 人車 ノ 交通 一一 稗 益 ス \ 所 蓋 シ 尠 

ナカ ラサル モノ アル ヲ信ス 

然リ ト雖モ 都市 計畫ノ 事業 タル ャ 前途 未タ 施設 ノ 急ナル モノ 多 シ希ク ハ之ー 一 

當〃 ノ 諸子 文化 ノ 趨向 二 順 應シテ 大神戶 市ノ 建設 一 一 努メ ラレ ム コトヲ 一 言 蕪 

シ テ視辭 トス 

，昭和 三年 十一月 十九 日  .'-| 

神戶 巿會 議長 太 田 保 太 郞 


會 頭の 挨拶 ありて 式 を閉ぢ た。 暫時 休憩 後、 午 前 十 一 時より 開 所 式 あ リ、 福 本 理事 

擧 式の 辭を 述べ、 西 川 改築 委員長 工事 報告 をな し、 古 宇田 神戶 高工 教授 建築の 特徵 

を 述べ て 之 を 補足 し、 鹿 島會 頭の 式 辭. 商 ェ 大臣の 祝 辭 (代 讀) • 長 知 事 (代 讀) ま 瀨 市 長 .條 

崎税關 長. 領 事圑 代表 獨逸總 領事 ォ， ルト 博士. ジ ヱ ， ム ス會頭 等の 祝 辭朗讀 あり、 

續 いて 工事 監督 者 土 事 請負 人 • 勤 續 議員 及 職員の 表彰式 ありて 式 を 閉ぢ、 一 同 四 階 

大食 堂に 於け る 立食の 饗宴に 臨んだ。 當 日の 會頭式 辭及中 橋 商工 大臣 祝 辭は左 

の 如くで ある。 

會 頭式辭 

木 所 新築 落成 一一 際シ內 外多數 貴賓 ノ賁臨 ヲ忝ゥ シ 本日 玆 一一 開 所式ヲ 擧行ス ル 

ヲ得 タル ハ深 ク欣幸 トス ル 所 ナリ抑 t 木 所 新築 ノコ ト タル ャ 大正 二 年 ノ交舊 館 

改築 ノ議 5@ ヅ爾來 年 ヲ閱ス ル コ ト十 有餘年 大正 七 年 改築 委員 會 設置 以來旣 -1 

ニ囘ノ 改選 ヲ經 會ヲ重 ネル 事實ニ 數十囘 ニ及ヒ タリ 此閬 幾多 ノ迂餘 曲折 ァリ 

ト雖モ 多年 ノ 懸案 玆 二 解决 ヲ吿ケ 今日 コ ノ 新装 ヲ見タ ル是洵 二 歷代 先輩 


タ リ 

諸賢 力 努力 ノ賫 タル ト共ニ 大方 諸氏 援助 ノ 賜物 ナ ラサル ハナ シ惟フ 二 時運 ノ 

進展 ト 商工業 ノ發達 -ー 伴ヒ 商工 會議 所ノ 使命 si 重 キヲ 加へ. 吾人 ノ青務 亦 愈 ，大 
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神戶紹 織物 商 H 省祌戶 t: 出 絹織物 檢查所 新築 落成式 は、 昭和 四 年 三月 二十 八日 午前 十 時半 
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ナル ヲ感ス ル ャ切ナ リ希ク ハ來賓 諸賢 S  ，其 庇護 ヲ厚ゥ シ 援助 ヲ垂レ 以テ本 所 

ヲ シテ其 機能 ノ圓 満ナル 遂行 ヲ ナサ シメ 商工業 ノ發 達-一 資シ國 家 社會ノ 福祉 

增進 一一 寄 與セシ メラ レム コトヲ 一 言 以テ 式辭ト ス 

昭和 四 年 一 月 二十 六日 

神戶 商工 會議 所會頭 鹿 島 房 次 郞 

商工 大臣 祝辭 要旨 ： 

(前略) 神 戶港 、ノ 我對外 貿易 上最モ 樞耍ナ ル 地位 ヲ占 メ此地 二 於ケ ル 商工業 ノ  m 

長 ハ我邦 產業ノ 盛衰 一一 至大 ノ關 係ヲ有 ス今ャ 列國ハ 產業ノ 進展 一一 努メ國 際^ 

二 オケ ル經 濟競爭 ，ノ 今 後 益.. 熾 烈ヲ 加へ ン トス ルノ 情况ニ ァリ 一 日ノ 偸安 ヲ許 

サ ス此秋 二 當リ當 商 H 會議所 ハ今玆 一一 面目 ヲ 一 新 シテ斯 ノ如キ 完備 セ ル * 務 

所 ヲ 建. 設 シ益 t 其 機能 ノ發揚 一一 便 セン トセ ラル 、 ハ洵 一一 慶賀 ニ^へ サル 所ナリ 

冀ク 、ノ 關係ノ 諸君 克 ク和衷 協力 シ テ我邦 商工業 ノ 振興 -ー 資シ 商工 會議 所木來 

ノ 使命 ヲ全ゥ セーフ レン コトヲ 


Ill 新築 一 番町四 rxG 新 廳舍樓 上に 於て 擧 げられ、 來賓 として 吉野 商工 局長 を 始め、 知^ 

市長. 關係 組合 環 者 等 約 二百 人參 集し、 開 會の静 に 次ぎ 工事 報 fss¥ 商工 

大臣 吿辭 (代 讀) ぁリて 後、 市長 螽議所 會頭. 橫濱楡 出 絹織物 撿查 所長 i 西 蠶絲絹 業 協 

會長. 祌^ 輸出 絹織物 同業組合 長 等の 來賓視 辭ぁリ て 式 を^お、 直に 南 隣の 御藏、 

學校 にて 祝宴 を 開いた。 當 日の 市長 觑辭は 左の 如くで ある。 

•  市長 祝辭 

神^ 輸出 絹織物 撿査所 新築 落成 ノ 式典 ヲ擧行 セラ ル 、二方 リー 言祝 辭ヲ^ ス 

レノ ハ 予ノ最 モ光榮 トス ル 所 ナソ我 力 神 £  二 於ケル S 物 輸出 ハ 明治 二十 八 

九年ノ 交-一端 緖ヲ發 セレノ モ其ノ 輸出 額 ハ木邦 絹織物 輸出 總額ノ 僅々 一 割弱卽 

チ 年額 二百 萬 圓內外 一一 留 マリ 斯業 者 モ亦數 名 ヲ算ス レノ  二 過キサ リシ 力 關柬震 

災ヲ轉 機 トシ テ輸 出額 ノ激增 ヲ見更 一一 大正 十五 年 絹織物 撿 查所ノ 設置 サ レノ  、 

- 二 及ンテ 輸出 額モ亦 一層 增加シ 最近 ノ成糗 一一 ョレ ハ全 輸出 額 ノ約六 割 ヲ占メ 

神 5 ハ 一躍 シテ 本邦 鍋 織物 最大 ノ 輸出 市場 トナ レジ， 一一 叉牆當 局カ國 

. 營 移管 當時ノ 方針 一一 基 ツキ 縣 費ヲ投 シテ撿 查所ヲ 新築 セーフ レ 今日 其ノ 落成 ヲ 

見レノ  -i リタ レノ ハ 邦家 ノ爲.沟- 一 慶賀-一勝へ サル 所す 之-一 ヨリ テ 海外-一 對ス 

笫 十二 章 式典 幷び に 褒賞  ： ： 
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ル 輸出 絹織物 ノ 品位 竝 ニ聲價 ，ノ  AIT 向 上 シ神戶 港 輸出 額 モ亦從 テ增加 ヲ見ル 二 

至ル ャ必セ リ冀ク ハ 直接 撿査ノ 街ニ當 ラル 、各位 ハ寛嚴 宜シキ 二 遵ヒ 本所ノ 

機能 ヲ 十分 一 一 發揮シ 以テ我 力 重 耍國產 品 タル 絹織物 貿易 ノ發展 一一 寄與 セラ レ 

ンコ トヲー 言 以テ 祝辭ト ス 

昭和 四 年 三月 二十 八日 ，5;  ： 

祌戶 市長 黑瀨弘 志 

東部 三 町村 祌戶市 東部 隣接の 西灘. 六 甲. 西鄕三 町村の 昭和 四 年 四月 一 日本 市に 編入 せらる 

編入 祝賀 會 

る や、 其 祝賀 會は 同月 四日 夜 オリ ヱ ン タル ホテルに 於て 開催 せら れ、 市 會 議 員.舊 町 

村 會 議 員 ま 吏員 等 三百 餘 人相 集ま り、 黑 瀨 市長 先 づ式辭 を 述べ、 長 知事の 祝 辭に次 

いで 太 田市會 議長 神戶市 七十 萬 市民 を 代表して 挨拶 すれば、 編入 町村 民 六 萬 人 を 

代表して 丸 岡 前西鄕 町長 答辭を 述べ て 式を閉 ぢ； 祝 宴に 入りて 記 念 す ベ き 一 夜 を 

和氣 靄々 裡に 過した。 

縣會 開設 五 明治 十二 年我國 自治 制の 劈頭 を 飾る 兵 庫 縣會の 開設 せられて 以 來、 昭 和 四 年 は 


十 周年 記念 正に 五十 年に 相當 りたる を以 て、 兵 庫縣に 於て は 六月 十日 午前 十 一 時 縣會議 

式 

に 於て 縣會 開設 五十 周年 記念 式を擧 行し、 縣 政に 功勞 ありし 十 年 以上 勤續縣 

員 四 十 人、 前 及 現縣會 議長 十八 人に 對し 表彰 を 行うた。 式 は 縣市备 方面の 名 

網羅して 三百 餘人 列席の 下に、 先づ鵜 澤內務 部長 擧 式の 旨を吿 げ、 表 彰 狀を授 

長 知事 は 左の 如き 要旨の 式辭 を朗讀 した。  . 

知事 式辭 

內務 大臣 閣下 ヲ始メ 朝野 諸賢 ノ賁 臨ヲ辱 ゥ シ 木日玆 一一 縣會 開設 五十 周年 

式 幷縣政 功勞者 表彰式 ヲ 擧行ス \ コ トヲ得 タル ハ木官 ノ最モ 欣幸ト ス , 

リ (中 略) 本 日 此機會 二 テ親シ ク前及 現縣會 議員 諸君 ト 一 堂 二相 會ス , 二 際 

年ノ. 功糗 一一 對シ 満腔 ノ 敬意 ヲ表シ 併セテ 深ク咸 謝ノ辭 ヲ呈ス ル 次第 ナリ 

旣往ヲ 追懷シ 將來ヲ 推考 ス ルノ時 縣政ノ 前途 尙 遼遠-一 シ テ益， 多 事 多端 ナ 

トス 玆ー 一 衷心 諸君 ノ 健康 ヲ 祈ルト 共 一一 直接 間接 一 層 盡瘁セ ラレ ム コトヲ 

シテ止 マサル 所 ナリ聊 力 所懷ノ 一  端 ヲ述へ テ式辭 トス 

昭和 四 年 六月 十日 

.  -  兵庫縣 知事 長 -延 連 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 二 〇 

次いで 內務 大臣 視辭の 代 讀、 現 及 前縣會 議 員 の 感想と 祝辭ぁ リ、 左 の祌戶 市長の 

祝 辭に續 いて、 被 表彰 者 代表 衣川 縣會 議長の 答辭 ありて 式 を ie ぢ， 一 同詉訪 山^: 德 

殿に 於け る， 成 賀會に 臨んだ C 

市 長祝辭 

本日 玆 一一 縣會 開設 五十 周年 記念 式竝 一一 縣政 功勞者 表彰式 一一 列シ 一 言 祝 辭ヲ述 

フル コト ヲ得ル ハ 予ノ頗 ル光榮 トス ル トコ ロナ リ 

木縣ハ 地域 五州 ヲ 抱擁 シ氣候 風土 ヲ異 一一 セル 地方 多キ 二 モ拘 ラス 明治 十二 年 

五月 始メテ 縣會ヲ 開 力 レ テ ヨリ 五十 年 二 シテ敎 育勸業 警 察 土木 ヲ首メ トシ テ 

縣政 萬般ノ 運用 宜 シ キ ヲ得 事蹟 大ィ 一一 擧リ 今日 全國 屈指 ノ大 縣ト シ テ ノ 面目 

ヲ發揚 維持 シ得ル 一一 至ヅ タル モノ 宴 一一 歷代 長官 ノ 施設 適正 ナ リシ ト縣政 先 « 

者ノ 協贊ノ カ與ッ テ多キ 二 居ルモ ノト 謂 ハサ ル へ 力-フス 本日 縣會 開設 五十 周 

年 記念 式ノ  * ケ ラル 、 ニ當リ 之等縣 政功勞 者. 表彰式 ノ饼 セ行ハ ル 、 ハ誠ニ 時 

宜 二 適セ ルノ擧 トシ テ 慶賀 二 堪へ サ ル所ナ リ冀ク ハ縣政 一一 參與 セル 各位 一 層 

協心 戮カ 益.. 地方 公共事業 ノ 擴張ト 縣民ノ 福利 增進ト ニ努 メ以テ 自治 ノ發 達ト 

國運ノ 發展ト 一 一貢 獻セ ラル 、所 ァ-フ ン コ トヲ柳 力 蕪辭ヲ 列ネテ 祝辭ト ナス 


昭和 四 年 六月 十日 

--声 ，i 神戶 市長^ 奪黑 瀕 弘-志 ： 售 

讓 m 兵庫縣 の縣廳 裏に 建築せ る產業 獎勵館 竣功 式 は、 昭和 五 年 五月 十五 日 午前 十一 

時 同 館 屋上に 於て 擧行 せら れ、 高 橋 知 事. 岩 佐 縣會議 長 4條 崎税關 長. 黑 賴 市 長. 丹 下 市 

會 議長 等 約 四百 人 列席 し、 先 づ生 田祌社 神官に ようて 神事 執行 せら れ、 次 いで 工事 

報 吿. 知 事 式 辭. 商 工大 臣祝 辭 (代 讀). 税 關 長 • 市 長.產 業圑體 代表 山 脇 縣農會 長 等の 覦辭 

朗讀 があった。 市長の 祝辭を 左に 掲げる。 

市長 視辭  一 

維時 昭和 五 年 五月 十五 日 兵 庫 縣產業 獎勵館 落成 ノ 式典 ヲ 擧行セ ラル 、 一一 當ヅ 

其ノ 席-一列 ナルヲ 得 タル ハ不肯 ノ光榮 トス ル トコ D ナリ 

飜テ 木縣下 ノ產 業狀態 ヲ見ル 二 其ノ生 產品ノ 品質 -1 於 テ其ノ 種類 |ー  於 テ輓近 

著 シキ進 步ヲ遂 ケ全國 一一 誇ル へキ モノ 尠 カラス 是レ 當局ノ 指導 宜シ キヲ^ タ 

ル ト當 業者 ノ能ク 精勵セ ル 結果 -1 外ナ ラサ ルナ リ 

然レ ト モ 時勢 ノ 進運ハ 一 瞬 タリ ト モ停滯 ヲ許サ ス常 一一 科學的 研究 ヲ以テ 品質 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 一二 


神 戶巿史 第二 辑本編 各說下  一一 ニニ 

ノ 改良 ヲ計リ 經營ノ 合理的 研究 ヲ以テ 產業ノ 振興 ヲ 促進 ス ル 一一 非ス ン ハ 底止 

スル 所ナキ 文化 ニ後ル 、 モノ アル ニ至ル へ シ 

• 兵 庫 縣當局 深ク玆 一一 鑑ミ ル所ァ ヅ今囘 產業獎 勵館ヲ 設立 シ權 威ァ ル 指導 ノ機 

關タ ラシ メ以 テ生產 業者 一一 對シ 科學的 研究 ノ 利便 ヲ與へ ラレ タル ハ洵ニ 機宜 

ヲ得 タル 措置 二 シテ 慶賀 二 耐へサ ルナ リ 

庶幾 ク ハ 官民 ノ 一  致 協力 11 依リ 本館 設立 ノ 目的 ヲ遂ケ 以テ 邦家 ノ 隆昌 一一 資セ 

ラレ ンコ トヲー 言 以テ 祝辭ト ス 

0m 昭和 五 年 五月 十五 曰 

神戶 市長 黑 瀨 弘 y 志 

海， 昭和 五 年 十月 二十 六日 我祌戶 沖に て大 観艦式 擧行 せらる 、 や、 之 を 記 念 す ベ く 

と 其 站鎮祭 

木 市主體 となりて 新に 設立せ る祌 戶博覽 會協會 主催に て、 海 事 思 想の 普及 徹底と 

產業 貿易の 振作 勃興 を 目的と し、 總 裁に. 男爵 阪谷芳 郞、 副 總 裁に 知事 高 橋 守 雄 を 推 

し、 市 長 黑瀨弘 志を會 長と し、 觀 艦 式 記念 海港 博 覽會を 開く ことと なった。. 卽ち會 

期 を 九月 二十日より 四十 二日 間と し、 第 一 會場を 兵 庫 中" 島埋 立地 二 萬 二 千 九 百 坪、 


第二 會場 を湊川 公園 一 萬 九 百 坪、 第 三 會場を 舊關西 學院跡 一 千 五 百 坪と して 開催 

する に决 し、 先 づ其 地鎮祭 を 八月 一 日 特に 恒例 を 破り 酷暑 を 避けて 午後 七 時より 

第一 會場 敷地に 於て 施行した。 前日 来の 雨 午後に 至リて 漸く 霽 れ、 式 場 は 泥土に 

惱 まされし が、 定刻 式 を 開始し、 修 祓. 降 祌. 獻 饌の諸 儀 終る や、 齋主和 田 祌社社 司の 視 

詞麦上 及 玉串 奉奠ぁ リ、 次 いで 副總 裁嗇 長 土 事 請負 者及參 列者總 代の 玉串 奉奠ぁ 

りて 撤 饌. 昇 神の 儀 行 は れ、 會 長の 挨拶 を 以て 式を閉 な、 祝 宴に 移リ、 一 同 は 模擬店に 

て視 盃を擧 げ、 折 柄の 凉 風に 十分の 歡を衋 して 散會 した C 當 日の 齋主 祝詞 は 次の 

如くで ある。 

齋主 祝詞  / 

是地爾 嚴乃磐 境 仕 奉 里神籬 設定 奉 里 S 祀奉里 坐 奉 留掛卷 母 畏伎我 皇神等 乃 宇 

豆 乃 御前 爾 縣社和 田 祌社社 司 和 田 陽 三 謹 美 敬 比 恐 美 恐 美 母 白 左 久 今年 乃 秋 乎 

以 S 恐久母 天皇 命 乃 海軍 演習 乎 御 統裁坐 給 比 S 介 留後我 神戶港 爾觀艦 式乎擧 

行 波 世 給 布倍久 宣下 志 給 比 奴 ft 留事波 例 稀奈留 慶事 乃 美 奈良受 祌戶市 乃 類 無 

伎 光 榮奈里 介， 里 登太久 恐 美 辱 美 奉 里 氐厥乎 志 後世 爾 永久 記念 麻 久登輪 田 海 乃 

深 久稽邊 闊久慮 里 S 開 介行久 御代 乃大御 惠爾年 爾月爾 進化 留世 乃：^ 態 乎^ 米 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 二三 


同 開 4 曰 式 


神 戶市史 第二 辑 本 

氐博 久洽久 集成 志 

乎 愈 盛里爾 興立攻 

乎 設開久 登 志氐何 

技術 乃 際 乎 極米學 

乃 怜所乃 良 所 登 撰 

吉日 爾 地鎮祭 仕 奉 

悠紀乃 御酒 乎 八 執 

係 布 人々 等 廣前母 

乃 底 都 磐 根 乃 極 美 

勤 麻 牟諸乃 工事 爾 

任 爾須牟 也 介久須 

-諾坐 給 邊登恐 美 

開 會式は 九月 二 

半よ リ華々 しく 擧 行され 


移 志 


氐 布 

介 留 

HJ 斤 

免 ft 

曰 乃 

大地 

仕 邊 

乃 趣 


定 

乃 


々 

恐 


乃 

久 


乎 

登 


伎 

多 


十五 


， 】 C 


代 理) を 始めと し 隣接 府縣知 J 


各說下  一二 一四 

世 識良志 米 S 人智 乎 彌益爾 押 進 米 皇國乃 

固成 志 攻牟登 發起志 大觀艦 式 記念 博覽會 

乃 名 太 陀留輪 田 泊 兵 庫 港 波 志， 母 惟神 進步 

S 修造 米 築 出世 留廣 大奈留 新墾乃 築地 乎 

日波 在禮杼 昭和 五 年 八月 一 日 乃 活日乃 足 

嚴知里 御祭 仕 奉里禮 代乃大 幣帛 登 悠紀乃 

志 奉 里 S 供奉 里獻奉 里會長 黑瀨弘 志乎始 

拜奉 良久 乎 平 介 久安介 久聞召 志 氐是地 乎 

齋鎭米 志 米 給 比 御祭 乃 事 果攻虽 朝爾々 爾 

乎 賜 波 里 氏 誤 事 無 久違事 無 久計定 米志豫 

美 甚美志 久甚嚴 志 久成終 志 米 給邊登 白， 

總裁阪 谷 男爵 を迎へ て、 第 一 會 場に 於て 午前 十 時 

席 者 は來賓 として 鐡道大 臣. 商 ェ 大 臣. 文 部 大 臣 (各 

商工 會議 所會 頭. 縣 市 名 譽 職. 出 品 關係者 等 多數に 


* 愈强久 

禮杼古 

乎盡志 

八十 日 

忌 知 里 

置 足 波 

狹爾參 列 里 S 

堅磐爾 常磐爾 

伎 御幸 

登 成 進 


尊 

同 


上 り、 尙 木 會關係 者と して は 阪谷總 裁 .黑 瀨會長 等 出席 し、 會 衆 實 に 三千 人に 達した。 

國歌 合唱 の 後、 先 づ阪 谷總裁 立ちて 諄々 として 左の 如き 吿辭 をな した。 

總 裁吿辭 

本日 玆ニ觀 艦 式 記念 海港 博 覽會ノ 開場 式 ノ行ハ \  、  ニ當リ マ シテ不 肯推サ レ 

テ總裁 トナリ 一 言 所懷 ヲ陳フ \ コトヲ 得 マ シタ コト ハ誠ニ 欣快 トス ル听 テア 

リ マス 

御 承知 ノ通 リ祌 戶港ノ 今日 アル ハ慶應 三年 ノ兵庫 開港 ノ 勅許 -1 因ヲ發 シテ居 

ルノ テア リマ ス 

其 修築 工事 ノ計 畫ハ 明治 六 年 十月 時 ノ港長 タル 英人ジ ョ *ン. マ〜 シャ ル氏ノ 律) 

言 一一 創 マ リ同 二十 九 年 五月 一一 至ッ テ祌 戶市會 パ 政府 二 向ッ テ 意見書 ヲ 提出 シ 

テ居リ マ ス カク テ其後 幾多 ノ迂餘 曲折 ヲ經マ シ タカ 不肖 大藏 大臣 在職 當時明 

^三十 九 年 三月 工費 參百九 拾 六 萬圓ヲ 以テ第 一 期 築港 工事 ヲ决 定致シ マ シタ 

力 工事 ノ 速成 ト 規模 ノ擴大 ヲ耍ス ル タメ  II 翌 四十 年 三月 ニ至リ マ シテ 工費 ヲ 

千 七 百 九 萬 九 千 四百 七圓 一一 增額變 更シ之 力 大正 十一 年 三月 二 竣成 シ タノ テア 

リ マ ス遠キ 古 一 一 遡リ マ ス ト承安 年間 平清盛 力 築島ノ 構築 ヲ思 立チ マ シタ時 一一 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 二 五 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  一一 二 六 

ハ種々 ノ 故障 ノ タメ 11 工事 力 意ノ如 クニ 進埗セ ス遂二 ハ松王 丸 トイ フ人柱 マ 

テ乇立 テル トイ フ 多大 ノ犧牲 ヲ拂ヒ マ シテ 漸ク港 ラシィ モノ 力 出 來上ッ タト 

傳 ヘラ レテ居 ルノ テア リマ ス 

之 力 兵 庫 港 ノ生立 テ其兵 庫 港 力 因 トナリ 七 百年 ノ後聖 世ノ餘 、# ヲ蒙リ マ シテ 

斯ク 完全 ナル 築港 力 完成 サ レ 兵車 祌戶 ヲ併セ テ神戶 港 ナル名 稱ノ下 二 現 二 我 

我ノ 面前 二 於 テ目覺 マ シキ 活動 ヲナ シッ 、アル コト ヲ思ヒ マ スト 誠 二 感慨 無 

量轉 t 時代 ノ 推移 ト 人智 ノ發 達-一驚 嘆ス ル外 ハナ イノ テ ァリ マ ス 

木港ハ 北-一山 ヲ負 ヒ南ハ 大阪灣 -1 面シ 港內廣 ク且ッ 水深 ク眞ニ 天與ノ 良港 タ 

ル コト ハ申ス マテ モナ ィコト テア リ マ ス カ更ニ 近代的 港灣 設備 ヲ 具備 シテ居 

リマ スノテ 今日 テ ハ 東洋 一 ノ 立派 ナ 港灣ト ナツ タノ ミナ ラス 世界一 一 於 テ乇優 

秀ナル 一 流港灣 トナヅ 海運 界ニ 於ケル 地位 モ亦 木邦ノ 中心 タル ハ 勿論 世界 海 

運 巿况ニ 影響 ヲ及 ホス ノ 地位 ヲ 獲得 シ タノ テア リマ ス  ， 

斯 ノ如キ 沿革 ヲ有ス ル祌戶 港 力 我國運 消長 ヲ表 " ス 重大 ナル 使命 ヲ有ス トイ 

フ モ决 シテ過 言 テ ハナ イノ テア リマ ス 

飜ッテ 今日 ノ 世相 ヲ見マ ス ルナ ラ ハ 世界 ハ擧 ケテ不 景氣ノ タメ  ニ席卷 サレ產 


業 貿易 ハ著 シク萎 靡銷沈 シ剩サ へ 多數ノ 失業者 ヲ出ス トイ フ誠ニ 寒心 ス へ キ 

狀態ニ ァヅ マ シテ其 影響 ハ遂 一一 神戶港 第二 期 工事 二 波及 シ其 完成 年度 ヲ ス ラ 

繰延へ ラル 、 ノ止 ムナキ 二 立 至ッテ 居ルノ テア リマ ス併シ ナカ- フ 今日 ノ 雌伏 

ハ卽チ 明日 ノ 雄飛 ヲ 意昧ス ルノ テア リ マ シテ國 民 ト致シ マ シテ ハ此 雌伏 時代 

一 I 於テ コ ソ 他日 活躍 ノ 基礎 根柢 ヲ 養成 シ 民カヲ 蓄積 培養 シテ 置ク コ トカ 必要 

テア リ且ッ 斯クス ルヲ以 テ其青 務ト謂 ハナ ケレ ハナ リマ セヌ拜 聞 スル所 二 依 

リ マ ス レ ハ來ル 十月 二 ハ 此神戶 港外 ニ於テ 曠古 ノ大觀 艦 式 ヲ行ハ セ- フル 、 ト 

ノ コト テア リ マ シテ 海事 I 一大 御 心ヲ用 ヒサ セ給フ ゴト ニ對 シ奉リ マ シテ ハ國 

民ノ 等シク 恐懼 感激 II 堪へ ヌ所 テア リ マ ス此ー 大 盛時 一一 當リ マ シテ 世界 有數 

ノ 良. 港 タル 神戶 一一 於テ 海事 二 最モ關 係ァラ シメテ 海港 博 覽會カ 開， サ レ ル コ 

ト 二 ナッタ コ ト ハ 决シテ 所以 ナント ハ致シ マ セ ヌ况 ンャ此 意義 アル 博 覽會ノ 

開催 力 動機 ト ナツ テ假 令些カ タリ トモ 不况ナ ル經濟 界ヲ好 轉セシ メル コトヲ 

得 マス ルナ ラ ハ國家 民生 ノ蒙ル 福利 ハ决 シテ 尠少ナ リトハ 申サレ マセヌ 

惟フ 二 港灣ノ 利用 如何 ハ產業 貿易 ノ 盛衰-一 至大 ノ 關係ヲ 有ッテ 居ルノ テア リ 

マ ス カラ 直接 ト 間接 ト ヲ問ハ ス 大凡 此博覽 會ニ關 係 ヲ有セ ラル 、諸賢 ニォカ 

第 十二 章 式典 丼び に 褒賞  一一 二 七 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一一 二八 

セ ラレ テ 、ノ 鲞 t 港 灣 利用 ノ途ヲ 講シ產 業 貿易 ノ發達 ヲ圖ル ト共 一一 國家 富力 ノ增 

進ヲ期 シ以テ 國運ノ 隆昌 二 寄與セ ラレ ン コトヲ 庶幾 ッテ止 マ ヌ 次第 テア リ マ 

ス 

次いで 黑瀨會 長 は 左の 式辭を 述べた。 

觀艦式 記念 海港 博覽 會開會 式ヲ擧 クル |ー  當ヅ マ シテ總 裁 閣下 ヲ始メ 多 數賁紳 

ノ 臨場 ヲ辱 フ致シ マ シタ コト ハ木 會ノ最 モ光榮 トス ルト コ Ci テア リ マ ス熟 ラ 

今日 ノ 世態 ヲ見マ ス , ノ 一一  世界 列强ハ 擧ケテ 不況 ノ下 lj 沈淪 シ而モ 益，. 深刻 ト 

ナ リツ 、アル ャ I 一見 受ケ ラル 、ノ テア リマ ス此 不况時 一一 當 リマ シテ假 ~p ィサ 

サ カー ニァモ 我カ產 業 貿易 ノ 振興 ヲ期ス ルカ 爲メ 一一  ハ 其方 法ハ 勿論 多々 之ヲ數 

へ , コトカ 出來マ セゥ 併シナ カーフ 苟モ 港灣 ヲ以テ 生命 トセ ル我カ 神 戶市ノ 如 

キ -ー於 テ最モ 時宜 ヲ得 タリ ト思ハ ル 、計畫 トシ テ先ッ 海事 思想 ヲ養 成ス ルト 

共 ニ港灣 利用 ノ途ヲ 如何 ニ講ス へ キカ此 知識 ヲ 普及 ス ル 施設 ヲ以 テ最モ 必要 

トス ル モノ ト考 へ-フル 、ノ テア リ マス 

本會ヲ 開催 ス \ コト ニナ リ マ シタ 趣旨 ハ全 ク此處 ニ存ス ルノ テア リ マ ス扨テ 

之ヲ 開催 スル ニ致シ マ シテ モ 自ーフ 時機 力 アル ノテ アリマ ス 


畏クモ 聖上 陛下 一一 ォカセ ラレ マ シテ ハ咋年 我 力 祌戶市 一一 行幸 ヲ仰 出サ レ親 

シク市 ノ產業 ノ狀况 ヲ蠻ハ セラ レ マ シタ コ ト ハ 市民 ノ 無上 ノ光榮 トシ テ等シ 

ク 恐懼 感激 致シ マ シタ .コ ト テア リ マ ス-カ 今秋 叉 復我カ 神戶港 沖-一 於キ マ シテ 

大觀艦 式ヲ御 親閱遊 ハサ ル 、 コト ニナ リマ シテ 我等 市民 ハ重ネ 重ネノ 光榮二 

洛スル コ トー 一 ナッタ 次第 テア リマ ス 

此絕 好ノ機 會-ー 本會 開催 ノ時ヲ 選 ヒ而モ 海軍 商工 遞信內 務鐡道 五省ノ 後援 ト 

有志 諸賢 ノ 助力 ヲ得マ シタ コ ト ハ 所謂 天 ノ時地 ノ利人 ノ和ヲ 兼 ネ備へ タル モ 

ノト シテ私 力 二 自負 シテ 居ル 次第 テア リ マ ス今少 シク會 場內ノ 模檨ヲ 申上ケ 

マ ス ルナ ラ ハ 第一 會場ハ 兵 庫 中 之 島-一 設ケ マ シ タカ 此 土地 ハ將 來內國 貿易 ノ 

中心 トナ リ且ッ 中央 卸賣 市場 ヲ モ控へ , コ ト ニナ リ マ スノテ 今 カーフ 頗ル 期待 

サレ テ居ル 方面 テア リマ シテ 此處 一一 ハ 直接 海港 一一 關係ノ 深 ィ港灣 館 航空 館 船 

舶館 海事 海運 館 海軍 館 貿易 館 餘興館 ヲ建テ マ シ タカ 三 會場中 地域 最モ 廣ク從 

ッテ 規模 モ 大 キク 傅 覽會ノ 中心 會場ト モ見 ラル 、 ノ テア リ マ ス 第二 會場ハ 市 

ノ 繁華 ノ 中心地 タル 湊川 公園 ヲ選 ヒ此處 -1 ハ海 洋館 水產館 水族館 ノ三 館ヲ置 

キ主 トシ テ娛樂 慰安 ノ 施設 ヲ致シ マ シテ 附近 トノ 調和 ヲ失ハ ヌ檨 ー一 努メ マ シ 

第 十二 章式幷 びに 褒賞  ニニ 九 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 三 〇 

タ更ニ 第三 會場 二 ハ舊 關西學 院跡ヲ 使用 シ此處 一一 ハ 海外 發展館 觀光館 記念館 

美術館 餘興館 健康 展覽會 等 ヲ設ケ マ シテ之 亦 場所 ト 施設 トノ關 係ヲ 考慮 致シ 

テ居リ マ ス其他 各會場 一一 ハ各 府縣竝 一一 各種 團體ノ 特設 館カ設 a サ レ テア リ マ 

シ テ木會 一一 一段 ノ 光彩 ヲ 添へ テオ リ マスカ クシ テ會場 其他ノ 施設 モ 略， 完 成 シ 

テ遣憾 ナキヲ 得 其 出品物 ノ 如キ廣 ク港灣 海事 一一 關ス ル 凡百 ノ 資料 ノ ミナ ラ ス 

產業 一一 貿易 二 學藝 一一 ァー フユ ル 部門 ニ亙リ マ シテ 其精髓 ヲ涉獵 網羅 シテ 殆ト餘 

ス所 ナク木 日ヲ以 テ賑々 シク 開會ノ 式典 ヲ擧 クル コトヲ 得 マ シ タコト ハ 偏へ 

一 一 閣下 竝 一一 來賓 諸賢 ノ絕 大ナ \ 御聲援 ノ賜ト シ テ 本會ノ 欣喜 措ク能 パ サ , 所 

テア リマ ス トゥカ 木會ノ 趣旨 ヲ 翼贊セ ラレ マ シテ幸 ー一 美果ヲ 收メ得 ラレ マ ス 

ャゥ 一層 ノ御 聲援ァ ラン コトヲ 希 ッテ止 マ ヌ 次第 テア リマ ス 

更に 江 木 鐡道大 臣. 俵 商 工大 臣. 田 中 文部大臣の 各視 辭代讀 されし が、 左 に 商 工大 

臣祝辭 を 掲げる。 

商工 大臣 祝辭  , 

玆ニ觀 艦 式 記念 海港 博 覽會開 會式ヲ 擧行セ ラル 、 一一 當リ 所懷ノ 一端 ヲ述 フル 

ノ機 會ヲ得 タル ハ予ノ 饮幸ト ス ル 所ナリ 


惟フ 一一 日 木 ノ國際 的 地位 ハ歐 洲大戰 ヲ經テ 著シク 向上 シ今ャ 世界 三 大海 國ノ 

一 ト十 リ國民 海事 思想 ノ 普及 發達ハ 一 層之ヲ 必要 トス ル - 一至 ル今 囘祌戶 港外 

大觀艦 式ノ擧 行ヲ機 トシ 祌戶 博覽 會協會 主催 ノ下 一一 海港 博 覽會ヲ 開催 セ ラ ル 

ル コト ハ 極メテ 時宜 一一 適應 セル 好 擧ナリ 

抑 t 海軍 軍備 ハ單 1 ー國 防上ノ 任務 ヲ有ス ルノミ . 11 アラス 商業 貿易 發展ト 最モ密 

接 ナル關 係 ヲ有ス ル コ ト論 ヲ俟タ ス 海港 博覧 會カ此 見地 ョ リ 観艦式 ヲ 記念 ス 

へ ク國防 11 關ス , モノ  、外海 港 一一 關ス ル 各般 ノ 資料 ヲ 網羅 シ 海洋 國 民-一 必要 

ナル 知識 ヲ附 與ス ルト共 一一 叉 各地 ヨリ 蒐集 セル 優秀 國產 品ヲ 展示 シ以 テ國內 

產業ノ 振興 及 ヒ對外 貿易 ノ 促進 一一 資 セント スル ハ最モ 意義 アル 施設 一一 シテ海 

國日木 ノ與隆 方策 トシ テ極 メテ 適切 ナル計 畫ナリ 

今ャ 我邦ハ 外 激烈 ナル國 際 競爭ノ 渦中 二 在リ內 重大 ナル 經濟的 時局 -1 逢着 ス 

國內 產業ノ 振興 ト 海外 貿易 ノ 發展ト ハ國民 經濟ヲ 更正 タ 國運ヲ 振作 ス ル 所以 

ノ根木 策ナヅ 

冀ク ハ 此 意義 ァ ル博覽 會カ豫 期 以上 ノ 成功 ヲ收メ 海事 思想 ノ 普及 ト共 一一 饼セ 

テ此 重要 目的 ノ 達成 It モ裨 益ス ル 所ァラ ン コ トヲ 一 言 以テ 祝辭ト ナス 

第 十 二 章 式典 幷. び に 褒賞  一一 三 一 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一一 三 二 

昭和 五 年 九月 二十 五日 

商工 大臣 俵  孫  一 

次いで 高 橋 知 事. 鹿 島 商工 會議 所會 頭 .參 加 府縣巿 商 H 會議所 代表 柴田 大阪府 知 

事 ユン ヱ 1 ム ス祌戶 及大阪 外國人 商業 會議所 代 表. 岩 佐 縣會議 長. 丹 下市會 議長 等の 

来賓 十三 人の 祝 辭朗讀 あ り、 首 相. 藏 相. 遞 相 • 海 相. 拓 相. 朝 鮮 總 督. 同 政務 總 監.滿 鐡總 裁. 

各 府縣知 事 • 各 市 長. 各 商業 會議 所會頭 等より 寄せられ たる 祝電 三十 八 通の 披露 あ 

り て、 午後 一 時 萬歲を 三唱して 式を閉 ぢ、 式場 內 に 設けられた る 模擬店. 餘興等 に 歡 

を 盡 し、 夫 々會場 を 觀覽の 上散會 した。 尙當日 高 橋 知事 以下の 寄せられ たる 祝辭 

の 一 部 を 左 に錄 する。 

知事 視辭 

神 戶博覽 會協會 主催 觀艦式 記念 海港 博覽會 開會ノ 式典 ヲ擧行 セーフ ル 、 一一 方リ 

一 言 所 懷ヲ述 フル ハ欣幸 トス ル所 ナリ 

惟フ 一一 文化 ノ進運 一一 伴 ヒ國際 通商 ハ日 ニ旺ン 二 シテ列 國ハ競 ウテ 國產 ヲ興シ 

海外 販路 ノ 開拓-一 努メ國 際 商戰ハ 正 -1 酣ナリ 我 國モ亦 此間ニ 伍 シ開國 以來列 

國ト 協調 ヲ保 チ以テ 文化 產業上 偉大 ナル 進步 ヲ遂ケ 宇內ノ 平和 竝 一一 福祉 一 一貢 


慮 セル 所 亦 K カラス 然リト 雖モ具 二 我 カ國情 ヲ窺フ 一一 面積 狹小 -1 シテ 人口 暂 

加率甚 タシク 開發ス へ キ 資源 亦 局限 セラ ル加之 我 力 財界 ハ歐洲 大戰ノ 終熄 以 

來 急激 ナル 衰返ヲ 示セリ 而シテ 此間當 業者 ノ蒙レ ル 創痍 モ亦 甚大 ナル モ ノア 

リ 彼此 顧 レ ハ國民 一 致ノ 緊張 ト 努力 ヲ耍ス ルノ 秋-一 シテ 就中 列 國トノ 通商 ヲ 

盛 二 シテ國 カノ 充實 ヲ期セ ム コ ト眞ニ 刻下 ノ 急務 ト 言 フ へ シ 

畏ク モ 聖上 陛下 允文允武 夙 一一 海事-一大 御 心 ヲ注カ セ給ヒ 今秋 親シク 神戶港 

沖 ニ於テ 一 大觀艦 式 ヲ御擧 行 遊 ハサ レ ム トス 縣民等 シク 恐懼 感激 措 ク能ハ サ 

ル 所ナリ  . 

而シ テ此 盛典 ヲ 記念 セ ム 力 爲メ玆 一一 木 邦 有數ノ 海港 タ ル當 市-一 於 テ觀艦 式 記 

念 海. 港 博覽會 ヲ 開催 シ 海事 海運 一一 關スル 資料 ヲ 展 示 シ テ 其 科學的 研究 ヲ促シ 

饼セ テ我國 貿易 ノ粹ヲ 蒐メテ 之 力 比較 研究 ノ機 會ヲ與 へ 以テ 貿易 ノ振 與竝 一一 

產業 ノ發展 一一 資セ ラレ ム トス ル ハ誠二 機宜 ノ 施設 二 シク 必スャ 所期 ノ 目的 ヲ 

達成 セ ム コ トヲ信 シテ疑 ハサ ル所ナ リ希ク ハ關係 各位 克ク木 會ノ意 ヲ體シ 益.. 

斯業 ノ發展 ニ貢獻 シ以テ 有終 ノ美 ヲ濟サ シメム コトヲ 一 言 以テ 祝辭ト ス 

昭和 五 年 九月 二十 五日  ,  . 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 一一 ニー 一 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  II 三 四 

兵庫縣 知事 從四 位勳 三等 高 橋 守 雄 

商工 會議 所會 頭視辭 

我 力 祌戶港 ハ 開港 以來 六十 有 餘年國 運ト共 一一 異數ノ 進展 ヲ遂ケ 內外ノ 大船 E 

舶 輻輳 シ 日夜 大貨亦 集散 ス昨ハ 臨海 ノ 一  漁村 今ハ 東亞 ノ 要港 タリ 之獨リ 天與 

ノ 賜物 タル ノ ミナ ラス 實 一一 市民 多年 ノ 刻苦 精勵ニ 依-フス ム ハ アラス 然リ ト雖 

モ 近時 財界 ノ 不振 產 業界 ノ沈 滯著シ ク 賀易ヲ 生命 ト ス ル 本港ノ 前途 愈.. 多事 多 

難ヲ 加へ ン トス 市民 一層 ノ奮勵 努力 ヲ耍ス ルャ實 一 一切 ナル モノ ァリ 

伏 シテ惟 ミル 二 聖上 陛下 畏クモ 夙- 1 大 御心ヲ 海事 一一 注 力 セ給ヒ 今秋 祌！ n 港 

外-一 未曾有 ノ 観艦式 ヲ親シ ク御銃 帥 遊 尸 サ ル 恐懼 感激 措ク能 、ノ サ ルナ ヅ宜ナ 

ル哉玆 一一 海洋 文化 ノ粹ヲ 集 メ產業 貿易 ノ精ヲ 採 リ以テ 海港 博 覽會ヲ 開催 シ 一 

ハ 曠古 ノ 盛儀 ヲ 記念 シ 一 ハ當市 商工業 ノ 振興 ト共ニ 木 邦產業 貿易 ノ發 展ヲ期 

セ ン トス 實 一一 慶賀-一 堪へサ ル所ナ リ此擧 幸 一一 江湖 ノ 熱誠 ナル贊 同ヲ博 シ肚麗 

ナル外 觀ノ美 ト共ー 一 內容 亦充實 整備 シ玆 一一 殷盛 ナル 第一 步 ヲ印シ タル ハ洵ニ 

感謝 覦 福 二 堪へサ ルナ ヅ希ク ハ此 擧克ク 所期 ノ 目的 ヲ達シ 邦家 ノ進運 一一 寄與 

スル コトァ ラン コトヲ 木 日 此榮典 二列 シ 一 言 祝意 ヲ表シ 謝辭ニ  K フ 


昭和 五 年 九月 二 十五 日 

神戶 商工 會議 所會頭 鹿 島 房 次 郞 

ノ  ■ 外國人 商業 會議所 會頭視 辭譯文 

閣下 幷： 諸君 

將 一一 來ラ ン ト ス ル 観艦式 ノ 記念 ト シテ 盛大 ナル 海港 博 覽會開 會式ノ 御擧行 一一 

當ヅ玆 一一 祌戶 及大阪 外國人 商業 會議 所ヲ 代表 シ テ總 裁阪谷 男爵 閣下 幷 II 會長 

黑瀨 市長 閣下-一 對シ 謹ミテ 祝詞 ヲ申述 フル 事ハ私 ノ最モ 欣快 トス ル處 テア リ 

マ ス 

玆 -1 御 列席 ノ 各位 パ 祌 戶巿ノ 繁榮ヲ 保チ更 -1 進 ン テ 出 來得ル 限 ヅ其繁 榮ヲ增 

進 スル事 力 誠 二 緊耍テ アル コトヲ 御 銘記 下サル 事ト私 ハ信シ マ ス 目下 開會中 

ノ如キ 博覽會 ハ 日 木 II 於ケ ル 製造業 者 一一 依ヅ 成就 サ レ タ進 步發達 ノ跡ヲ 鑑賞 

ス ル機會 ヲ與フ ル モノ テア リ マ ス我々 外人 中二 テ神戶 一一 生レ タル 者 ャ或ハ 永 

ク神 10-  |ー  居住 シ來タ 者ハ市 ー一 對ス ル 誇リヲ 多分 二持ッ テ居リ マ ス卽チ 市ノ歷 

史及祌 戶ヲシ テ日木 屈指 ノ 海港 タラ シ メタ 人々 ニ對ス ル誇リ テア リ マ ス 

唯今 ハ 不幸-一 シテ 世界的 商界 不况ノ 最中 一一 アリマ シテ 海外 二 販路 ヲ求 ムル製 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 三 五 


神 戶市史 第二 輯本編 各說下  一二 二 六 

造 業者 ハ絕 H ス關税 ノ變更 或 ハ其他 貿易 上ノ 障壁 二直 面シテ ヲリ マ ス 饼シナ 

カラ 纒テ ハ此 貿易 上ノ 障壁 ヲ撤 去ス ル國際 的 協定 ノ 成立 一一 依リ 世界 备 人力 相 

互 ニ從前 ニ增シ 大規模 ナル 商取引 ヲ爲シ 得 ル日ノ 來ル事 ハサ シテ 遠キ 將來テ 

ハナ イト 考へ ーフレ マ ス終リ 二臨ミ 諸君 ノ御 許ヲ得 テ 申上ケ タイ 事ハ 現代 ノ日 

木 カ最モ 必要 トス ル モノ ハ信賴 —國ヲ 信 賴スル 事 テア リマ ス 

私ハ未 タ嘗テ 一 囘 トシ テ 陸海 軍 一一 對シ信 賴ヲ缺 ィテ居 ル日木 人 一一 出合 ッタ事 

カァリ マ セ ン併シ ナカラ 實業 家ノ中 一一 ハ 自國ノ 商工 業界 一一 對シ此 確信 ヲ持チ 

タル 人力 少ナ キ檨 見受ケ ラレ マ ス斯 ク申シ タ所テ 工業界 及 外 國賀易 二 於ケル 

日 木 ノ記錄 ハ樂觀 ヲ許ス モノ テア リ マ ス 

此博 覽會ヲ 御覧-一 ナッタ 方々 ハ 此樂觀 氣分ヲ ヨリ 一 層强 クオ 認メ  二 ナル コ ト 

ヲ 切望 致シ 同時 一一 私 、ノ 其 樂觀氣 分力 昨今 漸ク 擡頭 シ來ッ タ 商業界 ノ 復活 ヲ助 

長セシ ムル事 一一 大ィ 一一 役立 ッ事 ト信シ マス . 

ァ 1 ネスト ウィリアム ジェ— ムス 

市會 議長 視辭 

維時 昭和 五 年 秋 天 朗ラカ -1 シテ 氣澄メ  ,  ノ季 観艦式 ヲ 記念 ス ル 海港 博 覽會ハ 


木 日玆ー 一 開會ノ 盛儀 ヲ擧ケ ラル 

恭シク 惟 ルー 一 近 ク我カ 茅 海 灣頭ハ 畏クモ 聖上 陛下 御 統帥 ノ御 下-一大 觀監式 

ヲ 擧行ァ ラセ ラレ ン トス 市民 ノ齊シ ク欣舞 雀躍 洵 -1 感激-一 堪 へサル 所ナリ 

抑 力 神戶港 ハ古來 天與ノ 良港 ヲ以 テ謳ハ レ今 ャ港灣 修築 ノ凟張 二：^ ヒ 世^. 

通商 貿易 ノ耍港 タリ 此 秋-一 當リ本 市  一！ 於 テ大觀 艦式ヲ 記念 シ 海港 博 覽會ヲ 開 

催 シテ大 -1 海事 思想 ノ 普及 ヲ計リ 近代 文化 ノ粹 ヲ集メ ノア 以テ產 業 貿易 ノ 振興 

一一 資セ ラレ ン トス 此擧 タル ャ {是 一一 機宜 ニ適シ タル 施設 一一 シテ 昭和 聖代 ノ 一大 

肚 擧タソ ト謂フ へ シ 

希ク ハ 出品人 諸氏 世界 文化 ノ 趨向 二 伴ヒ益 t 我カ國 產業ノ 興隆 ヲ企畫 シ 國富ノ 

增進 一一 努 メ-フ レン コトヲ 

聊カ蕪 辭ヲ陳 へ テ以テ 視辭ト ス 

昭和 五 年 九月 二十 五日 

神 戶巿會 議長 丹 下 良太郞 

. 出品人 代表 祝辭 掀魂斷：  mM, 

木 日 玆二觀 艦 式 記念 海港 博 覽會開 會式ヲ 擧行セ ラル 、 一一 當リ此 盛典 一一 列スレ 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一二 二 七 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一二 二八 

ノ榮 ヲ荷ヒ 祝詞 ヲ呈ス \ ハ大ニ 欣快 トス ル 所ナリ 

惟フ II 木 邦 現下 ノ狀勢 ハ 財界 商工 界孰レ モ 多事多難 一一 シテ  一 二 國民ノ 緊張 努 

カー 一 俟 タサル へ 力-フス 此秋ニ 當リ神 戶博覽 會協會 ハ此國 難 打開 ノ 方策 ヲ運ラ 

シ 今秋 此港ー 一 擧行セ ラル 、觀艦 式ヲ機 トシ 玆 一一 海洋 文化 ノ粹ヲ 集メ叉 產業貿 

易 ノ精ヲ 採 リ以テ 本會ヲ 開催 セ ラル 宴 一一 機宜 ヲ得 タル 良圖 一一 シテ將 木 邦 最大 

要港 タル 此地 一一 開 カル 、 ハ實 一一 其效ノ 適切 ナル ヲ信シ 主催者 一一 對シ 衷心 ヨリ 

感謝 スル所 一 一 シテ亦 慶賀 一一 堪へサ ルナ リ 

冀ク ハ木會 豫期ノ 成果 ヲ收 メ延テ 益 t 國 運ノ 隆昌-一 資 セラ レム コトヲ 

一 言 藜辭ヲ 陳ネテ 祝辭ト ス 

昭和 五 年 九月 二十 五日  出品人 代表 ，. 

京都市 長 土 岐益平 し 

博覽會 施設 第 一 會場は 博 覽會協 會直營 に 係る 海軍 館. 同 附屬 魚雷 發射 場. 航 空 館. 船 舶 館. 同 別 

の 一 班 

館. 第 一 乃至 第三 賀易 館. 發明 館. 港灣館 • 海事 海運 館* 音樂 堂. 演藝館 (萬國 街) 等ぁリ 、諸團 

體の 特設 建設 物と して 電氣館 • 蠶絲絹 業 館. 朝鮮 館. 三重 館. 兵 庫縣 模型 館. 尖 塔 式 パ ノ 

-フ マ 館. 瓦 斯館及 東 京. 大 阪. 京 都. 奈 良. 神 港の 各賣店 等が ある。 第二 會 場に は 協會直 


營の水 產館及 海洋 館. 餘興場 • 屋外 活動 寫 眞映寫 場. 港灣 防禦 模型 .パ ノラ マ 等 あ リ、 特 

設 建設 物に は 水 族 館. 世 界 一周 館 等 あ り、 第 三會 場に は 協 會直營 の 海外 發質 綰. 記 念 

館. 第一 及第 二 美術館 .觀 光 館. 餘興館 ぁリ、 記念館に は內外 古今の 船舶に 關 する 文 默 

及實物 模型 を展 列せ しが、 特設 建設 物に は 三越 婦人 館. 健康 展覽會 等が あった。 其 

規模の 廣大 にして 意匠の 崭 新なる、 稀に 見る の大 博覽會 にして、 殊に 世界々 大冒險 

なる 人間 大砲の 開演 は 連日 破天荒の-人 氣を 呼び、 入場者 實に百 三十 七 萬 四千 人の 

多數に 上った。 

同 閉會式 神 戶の秋 を 華やかに 飾りし 博覽會 は、 十月 二十 六日 久邇宫 多嘉王 殿下の 台臨 を 

仰ぐ の 光榮に 浴し、 同月 三十 一 日 極めて 盛 况裡に 閉鎖せられ しが、 其 閉會式 は 十 一 

月 一 日 午前 十 時 第 一 會 場に 於て 擧 行せられ た。 參會者 は 高 橋 副 總裁其 他 關係者 

約 一 千 人、 黑 瀨會 長の 式 辭、 高 橋 知事 其 他 來賓. 出品人 總代 等の 視辭朗 讀 と、 各 方面よ 

、リの 祝電の 披露 ありて、 列席者に 記念品 を 贈り 正午 式を閉 なた。 左に 高 橋 s; 事 及 

出品者 總 代の 視辭を 掲げる。 

や 事 E き 

觀艦式 記念 海港 博覽會 閉會ノ 式典 ヲ擧 行セ ラル 、 一一 方リ所 懷ヲ述 フル ハ欣 孝 

第 十二 章 式典 幷び に 褒賞  一 一 三 九 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一一 四 〇 

トス ル所 ナリ 

抑， 木 ffi 覽會 パ 今囘御 擧行ァ ラ セ ラ レ タ ル 大演習 観艦式 ノ 盛典 ヲ 記念 シ饼セ テ 

我國 貿易 ノ振 與竝 11 產業 ノ發展 ニ資ス ル 目的 ヲ以テ 開催 セーフ レ其 出品 ハ 海事 

海運 一一 關ス ル 資料 ヲ主 トシ 內地各 府縣ハ 勿論 遠ク 殖民 地 二 於ケル 主要 貿易品 

ヲ 網羅 シ觀 ル者ヲ シ テ能ク 海港 ニ關ス ル 知識 ヲ 獲得 セ シメ木 邦 貿易品 ノ 現勢 

ヲ 知悉 セシ ムル所 偉大 ナル モノ ァリ 

宜ナル 哉開會 以來玆 二 五 旬 觀覽者 常 一一 場 -1 満チ 未曾有 ノ盛况 ヲ極メ 大成功 ヲ 

收メ得 タル ハ當事 者 备位ノ 苦心 努力 ノ 結果 ト謂フ へ ク我國 產業及 貿易 ノ發展 

二 賈獻ス ル 所蓋シ 甚大 ナル モノ アル ヲ疑ハ ス 

今ャ觀 艦式ノ 盛典 モ 無事 終了 ァ-フ セラ レ縣民 ト其ノ 喜ヲ共 -1 ス , ノ時 木會モ 

亦 大盛况 裡ニ閉 會ヲ見 タル ハ洵 -1 欣快 トス ル所 ナリ 

一 言 蕪 辭ヲ述 へ テ覦辭 トス 

昭和 五 年 十一月 一日 

兵庫縣 知事 從四 位勳 三等 高 橋 守 . 雄 

出 品 【者 總 【代 祝 辭 


S 式 記念 海港 博覽 墓-一 會期 満チ本 曰： テ S 式 i  J  慶賀-一 

堪へサ ルナ リ 

顧ル ニ木會 開催 ノ計 劃セ- フレタ レノ ハ 本年 モ 初夏-一 臨、、、 業界 ハ勿 論 一般 不兄ノ 

深 底 一 一 ずテ而 力； 箇月 ナ， フ ス シテ開 會セ- フル 當 時多ク ハ 杞憂 スル 所 ナノ 

. "當路 者 备位ノ 熱誠 ナル 努力-一ず 萬 難 ヲ排シ 精勵セ ラレ 開 會以來 四 旬 事 

業萬般 順調-一 經過シ f  5 有終 ノ美 ヲ揚ケ 至大 ノ效 果ヲ？ ラレ タル ハ欣 

賀措ク 能 ハサ ル 所-一 シテ 一同 深ク 感謝 スレノ 所ナリ 

而シテ 木 會カ我 邦產業 貿易 ノ發展 -ニ貝 獻. セ ラレ タルコ ト蓋シ ま_ フサ レノ ヲーーーーロ 

シ S  ，之 力 精選 長 採 以テ我 國運ノ 進展 一一 寄與 セーフ レム コトヲ 

玆 一一. 閉會ノ 式典-一列 シ欣 躍-一勝へ ス 一 言蕪辭 ヲ陳ネ テ祝辭 トス 

• ,  昭和 五年+ 一月 一日  二 

出品者 總代 

1 除幕 大倉 山上に 建設せ る 忠魂碑 は 地上よ あさ 約 二十 一 米， 碑體の 砲身 は 軍？ 藝 

の 主砲 を 大正 十年廢 艦と 同時に 拂下を 受けた る ものにして-正面の 忠烈 無窮の 四 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞 

J  二 四 一 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  I 一四 二 

字 は 閑 院宫載 仁 親 王、 殿 下の 御 染筆に か、 る。 其 除幕式 は 昭和 五 年 十月 二十日 午 

前 十 時 盛大に 擧行 せら れ、 林 第 四師團 長. 稻 垣 第 十 師圑長 代理 を始 め、 高 橋 知 事. 黑 瀨 

市 長 *復 並 商工 會議所 副 會頭等 關係者 多數の 出席 を 見、 式 終りて 祝 ひの 餅 撒き あり、 

一 同簡單 なる 祝宴に 臨んだ。 當 日の 市長の 朗讀 せる 祝辭は 左の 如くで ある。 

市長 式辭 

維時 昭和 五 年 十月 神戶市 忠魂碑 建立 ノエ 成リ木 日ヲ以 テ其ノ 除幕式 ヲ 擧ク祌 

戶市 忠魂碑 建設 ノ議 パ 日淸 日露 ノ兩役 ヲ始メ 靑島ノ 役 其 他國家 ノ事變 ニ當リ 

一 死君國 ニ報ス ルノ 赤誠-一 燃ェ テ遠ク 征途 二 上リ 血ヲ靑 草ニ灑 キ骨ヲ 曠野 二 

晒シ タル 忠烈 ナル 英靈勇 魂ヲ慰 メ且ッ ハ帝國 隆昌 ノ因 ヲ開キ タル 偉勳 ニ報ュ 

ル所ァ ラ ン ト シテ 組織 セラ レ タル 神戶市 忠魂碑 建設 委員 會ノ 事業 二 シテ 今日 

漸 ク其ノ 建設 ヲ見 タル ハ 時機 二 於テ些 カ後レ タル ノ感ナ キュア ラスト 雖モ世 

態ノ變 動常ナ ラサル 容易 二 當初ノ 意圖ヲ 伸フ. ル コト能 ハサ リシ ハ私カ ニ之レ 

ヲ 遺憾 トス ル所 ナリ然 リト雖 モ之レ ニ要シ タル 經費 十萬圓 海軍省 下附ニ ョル 

砲身 ヲ以テ 碑 一一 當テ 其ノ 忠烈 無窮 ノ題辭 ハ閑院 宫載仁 親王 殿下 ノ御 染筆 ヲ辱 

ゥ ス其ノ 規模 二 於 テ必ス シ モ大 ナリト セサ ルナ リ而カ モ我カ 帝國ノ 國カヲ 獰 


章 ス へ キ 海軍 特别 大演習 大觀艦 式 ノ行ハ , 、 ノ昌期 |ー  之レ 力 除幕式 ヲ行フ コ 

トヲ得 タル ハ偏二 江湖 同情 ノ致ス 所 一一 シテ 誠-一 欣幸 一一 堪へサ ル所ナ リ此ノ 地 

宏 肚開轄 一一 シ テ廣ク 街衢 ヲ 俯瞰 シ且ッ 楠 公 奉祀 ノ靈 域-一 接 ス惟フ 一一 戰^  ノ英 

靈以テ 永へ 二 安 ンスル 一一 庶幾 力-フン カ之レ ヲ式辭 トス 

昭和 五 年 十月 二十日 

神戶市 忠魂碑 建設 委員長 

,  黑 瀨 弘 志 

神戶  市長 

舊麵隱 類 神戶市 消防 協會の 全國に 率先して 須磨寺 裏に 建設せ る 物故 消防 職員の 招魂 碑 

除 慕 式 は、 昭 和 五 年 十 一 月 十五 日 午前 十 時 大日 本 消防 協會長 安達 內務大 臣 (代理). 總 

裁 藤 岡 警 察 部 長 .黑 瀨 市 長. 物 故 消防 職員 遺族 等來賓 三百 人、 東 西兩 消防署 員 其 他 八 

人參 列の 下に 盛大に 行 はれた。 此 日の 市長 視辭を 左に 捣げ る。 

市長 祝辭 

. 本日 玆 二 神 戶^ 內 二 於ケ \ 消防 職員 殉職者 幷 II 在職 中ノ 死歿 者 招魂 碑 ノ除慕 

式ヲ擧 行セ ラル 誠 一一 慶祝 II 堪へサ ルナ リ惟フ I 一天 變 地異 ノ 災害 II 次テ 最モ懼 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 gs 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 四 四 

.  \ へ キ ハ視 融ノ難 一一 シ テ其ノ 禍難ノ 猛烈 ナ ル時ニ 幾多 人畜 ノ 魂魄 ヲ奪ヒ 互 額 

ノ 財寶ヲ 灰燼 一一 歸セ シ ム ル等其 ノ及フ ト コ P 决シテ 尠少ニ ァ- フサ ルナ リ而シ 

テ此ノ 變災ー 一 際シテ 敢然 危地 二 投シテ 人畜 ノ 救助 ト 財貸ノ 保護 ニ任ス ル モノ 

ハ實 -1 義俠 ヲ以テ 精神 ト セ ル我カ 消防 職員 諸氏 一一 外ナラ ス而カ モ其ノ 職 青 II 

任ス , ノ 厚キ遂 |ー  其ノ職 ニ殉ス , モノ 多キ ハ 亦其ノ 勢ナリ 祌戶巿 消防 協會夙 

-1 此處 -1 見ル所 ァリ神 戶市內 -1 於ケ ル 消防 職員 殉職者 幷 一一 在職 中 死亡者 ノ靈 

. ヲ祀ラ ンカ タメ  - 一地 ヲ須磨 寺ノ靈 域-一 選ヒテ 招魂 碑ヲ 建設 シ 本日 ヲ以 テ其ノ 

除 慕 式 ヲ擧ケ 一 フル 此ノ 事業 タル ャ全國 一一 於 テ未タ 其 ノ比ヲ 見 サルト コ 0 殉職 

幷ニ 死亡者 ノ靈ヲ 慰ムル 、ノ モト ヨリ 後進 職員 ノ奮 起 ヲ促シ 市民 ヲシテ 消防 二 

對ス ル 理解 ヲ增進 シ得ル ノ 美擧ト シテ 推稱ス ル 一一 餘 リア リ蓋シ 在天 ノ英靈 亦 

以テ 永へ 二 安 ンスル 二 庶幾 力-フン 乎之レ ヲ祝辭 トス 

昭和 五 年 十一 月 十五 日 

神 戶 市長 黑 瀨 弘 志 

兵 庫 外 墓 移 

轉式  湊西區 區有財 產に屬 する 川 中 町 外 墓 墓地 は、 周 圍 次第に 雜 踏の 巷と 化 し、 此 靜 寂 


の 地 を 冒す もの 多き を 憂へ、 其關係 委員 は 北郊 山 田 村 中 一 里 山に 九 千 坪の 地 を 選 

び、 遊 園 式 墓地 を 建設し、 之に 移轉 する の 計畫を 立て、 其 工事 成り 近く 移轉 工事に 著 

手す るに 至りし を 以て、 昭和 五 年 十一 月 二十 八日 午前 十 時 其 移 轉式を 外 墓 構內に 

於て 擧行 し、 湊 西區區 有財產 管理者た る 黑瀨巿 長 (代理). 吉 井 區會議 長 • 墓 地 委員 等 多 

數 之に 參 列せ し が、 市 長 は 左の 祭文 を朗讀 した。， 

市長 祭文 

玆 一一 木 日 ヲ以テ 湊西區 管理 川 中 町 外 墓々 地 移轉ノ 式ヲ擧 クル 一一 當ヅ聊 カ蘋藻 

ノ典 ヲ設ケ 虔ミテ 地下 ノ諸 靈ヲ祭 ル抑モ 外墓ノ 創建 タル ャ 極メテ 往古 一一 遡リ 

年 所 詳ナ- フスト 雖モ旣 ニ法然 上人 ノ代ニ 在 リシ ヲ伺フ 一一 足ル モノ ァリ 今數フ 

ル所ノ 墓碑 凡ソ 一 萬 八 千 基 ノ多キ 一一 及ヒ 香煙 絕ュ ル トキ ナ シ然ル 二 星霜 多年 

時勢 ノ 進展 一一 伴 ヒ四境 皆列肆 繁錯シ テ輪蹄 響キ麈 煙騰ル コ ト晝夜 ヲ分タ ス此 

ノ靜 寂ノ地 ヲ冒ス モノ 甚シク 木 區之ヲ 憂 フル コト久 シ部チ 墓地 移轉ノ 議ヲ決 

シ地ヲ 北郊 山 田 村 中 一 里 二 萬 二 千 坪 二相 シ更 一一 其 ノ九千 坪 ヲ選ミ テ 塋域ト シ 

悉ク 近代 ノ構 法-一則 リエ ヲ督 スル コ トニ 年 參路ヲ 拓キ車 行ヲ通 シ迤々 縱橫以 

テ行 步ノ難 ナカ-フシ ム稱シ テ鵪越 遊 園 式 墓地 ト呼フ 地 ハ 所謂 鵜 越 古戰場 二 シ 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一一 四 六 

テ山 一一 踞シ 野-一 枕 ミ松樹 綠濃カ 二 溪水淸 ^タリ 下瞰 ス レ ハ直ニ 紀淡ノ 蒼翠ヲ 

望 ミ茅海 ノ風帆 ヲ指顧 一一 收ム心 目 豁然 景物 淸嘉 II シテ而 モ澄霽 間幽誠 一一 諸靈 

安住 ノ域タ リエ 漸ク竣 ルヲ吿 ク卽チ 碑 ハ苔ヲ 掃 ヒテ此 ニ移シ 骨；； 土ヲ 洗ヒテ 

此 一一 瘗メ 禮ヲ厚 クシ テ以テ 改葬 ノ儀ヲ 畢へ永 ク諸靈 ヲ寧ン セム玆 一一 諸 靈ヲ祭 

ル 一一 誠悃 ヲ致シ 以テ奠 ノ薄キ -1 代 フ尙ク ハ 彷彿 トシ テ來リ 享ケョ 

+. 昭和 五 年 十一月 二十 八日 

湊 西區區 有財產 管理者 

..  神戶 市長 黑 瀨 弘 志 

遣；？，^ 病 兵 庫縣が 工費 百 五十 萬 圓、 醫 療 器具 費 三十 萬圓を 投じて 建設せ る縣 立祌戶 病院 

院藉成 ず 

の 落成式 は、 昭和 五 年 十二月 十七 日 午前 十 一 時 新 病院 講堂 に 於て 盛大に 擧行 せら 

れ し が、 來 賓に は內務 大臣 代理 衞生 局龜山 事務 官. 高 橋 知 事. 和 田檢事 正. 黑瀨 市長 4 條 

崎 税關長 人馬 及 田 村雨 貴族 院議 員 • 楠 木 大阪及 田 中 岡 山 兩醫科 大學長 等 知名の 士 

五百餘 人を數 へた。 式 は 岡 田 衛生 課長の 擧 式の 辭， に 開始せられ、 宫木營 繕 課長の 

工事 報 吿、 高 橋 知 事の 式 辭、 內 務 大 臣 (代 理) の 吿 辭、 畑 縣會議 長. 黑 瀨 市長 等の 祝 辭に次 


いで 小川 病院 長の 挨拶 ありて 閉式 し、 祝 宴に 移りし が、 來 賓は宴 後 病院 內を 隨意參 

觀し、 世界に 誇る 藥 幹歐 米より 取 寄せた る 精巧なる 醫療 器具の 設 備、 理 想 的なる 病 

室 等に 驚異の 眼 を 見張った。 此日 市長の 朗讀 せる 祝辭は 左の 如くで ある。 

市長 祝辭 

本日 縣立 神戶 病院 竣功 式 ヲ擧ケ ラル 、 ニ當リ 席ニ玆 一一 列シ 一 言 祝辭 ヲ陳フ ル 

コト ヲ得ル ハ 予ノ最 モ光榮 トス ル所 ナリ 

惟フ -1 最近 木 邦 醫學ノ 進 步ハ誠 一一 驚異 一一 値スル モノ ァリ其 ノ歐米 先進 諸國 -1 

比シ 釐毫モ 遜色 ヲ見 サルノ ミナ-フス 寧 P 其 ノ域ヲ 凌駕 シッ 、アル ハ國民 トシ 

テ頗ル 欣快 一一 堪へサ ル所ナ リ飜ッ テ從來 ノ神戶 病院 ヲ見ル ニ其ノ 構造 ニ於テ 

其ノ 設備 一一 於 テ必ス シモ缺 如 セル 所 ナカ リシ ト謂 スト 雖モ駸 々トシ テ 底止 ス 

ル 所ナキ 醫學ノ 進步ト 時世 ノ進 運ト ハ 到底 曩日ノ 施設 ヲ以テ 足 レリ トス へ 力 

ラサル 一一 至リ テョ リ縣 市民 ノ間ニ 之レカ 擴張ヲ 耍望ス ルノ聲 ヲ聞ク コ ト年ァ 

リ兵寧 縣當局 卽チ玆  一 一 a ル所 ァリ遂 一一 巨費 ヲ投 シテ 建築 一一 著手シ ェ成リ 本日 

ヲ以テ 竣功 式ヲ 擧ケ- フル 洵 -1 慶賀 一一 堪へ サ ルナ リ其ノ 建築 ハ宏 肚ナル 鐡筋ノ 

近世 式檨 式-一因 リ其ノ 設備 ハ何レ モ 整備 セル 最新 最善 ノ機 關ヲ 装置 シ苟モ 病 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一一 四 八 

院 トシ テ缺ク へ 力 ラサル 施設 ハ ス へ テ 之レヲ 網羅 シテ 餘ス所 ナキヲ 見ル著 ；シ 

斯ク ノ如ク 完備 セ ル木 病院 力 患者 竝 -ー 一 般縣 市民-一 與フ ル 幸福 便益 ハ必ス ャ 

旣往 一一 倍蓰ス ル モノ アル ヲ 確信 シテ止 マサル 所ナリ 冀ク. ハ 當路ノ 諸氏 一 層 科 

學的 研究-一 努力 シ以テ 木 邦醫學 ノ進步 一一 致シ併 セテ濟 生ノ實 ヲ擧ケ ラレ ン コ 

トヲ 之レ ヲ祝辭 トス 

昭和 五 年 十二月 十七 日 

. 、、 • 愈. f  -  •  神戶 市長. 黑瀨弘 志 

鄉 禁 運河 昭和 三年 以降 四箇年 計畫を 以て 著々 實 施せられ たる f 刈 藻 島埋立 工事 幷に 運河 

開繫 工事 は、 同 六 年 二月 完成 を 見た るを以 て、 三 月 二十 八日 午前 十 一 時を以 て、 新 埋 

立地に 於て 商工 業. 海 運. 造船 關係者 等の 来賓 約 六 百人參 集の 下に、 盛大なる 竣功 式 

を擧 行し、 式 後 模擬店 を 開きて 一 同 歡を盡 した。 當 日の 工事 報告 及 視辭は 左の 如 

くで ある。 

工事 報告. 

木 運河 ノ 開設 ハ祌戶 市 ノ現狀 一一 鑑ミ 工場 倉 車 危險物 貯蔵 場 等 ノ用也 造成 幷荷 


役場 築 設ノ爲 計 畫ヲ樹 テ四箇 年繼續 事業 ト シ テ 昭和 三年 二月 工事 I 一着 手シ木 

年 三月 大部 ノエ 事 竣功 ヲ見ル -1 至 レリ 今 其ノ主 耍ナル 工事 ヲ 羅列 セ パ 

第一 運河 運河 ハ 延長 五 百 九十 間 幅員 三十 五 間 水深 朔望 干潮 面 下 十二 尺此 

, ノ水 面積 三 萬 二 千 百 四十 三 坪 トス. 

第二 埋立地 埋立 面積 ハニ萬 千 九 百 八十 六坪餘 此ノ內 海面 埋立ー 萬 七 千 一 

坪 八 合 二 勺 公有地 二. 千 四百 八十 四 坪 二八 ロニ 勺 市有地 二 千 五 百 坪 二 シテ 

埋 立抱圑 護岸-一 ハ 繋船 岸 百 六十 二 間 物 揚場五 百 二十 四 間 防 波 護岸 二百 

十六 間ヲ築 設セリ 

第三 假 防波堤 運河 西方 二 延長 百 五十 七間ノ 假 防波堤 一 條. ヲ設ケ 運河 內風 

.浪 一一 依ル 被害 及 漂砂 ノ 流入 防止 ニ備へ タリ 

第 四 囘轉橋 兩 埋立地 間ノ 連絡 及 交通 ノ 安全 ヲ 期スル タメ 延長 二十 四 間 九 

分、 幅員 二 間 七 分 五 厘 ノ囘轉 橋 一箇所 ヲ 架設 シ其ノ 開閉 一一 ハ五 馬力 電動 

機 一 臺ヲ 使用 シ 一 分 二十 秒 二 テ 開閉 シ得ル 構造 ト ナセル モ之ヲ 人力-一 

依リ 操作 ス ル 場合 ハ 三人 ヲ耍 ス而シ テ囘轉 臺兩側 I 一  於ケル 船舶 航路 ノ 

有 效徑間 ハ备十 間 トス  ， 
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祌 戶市史 第二 辑本編 各說下  一一 五 〇 

以上 ノ通リ 二 シテ 木工 事 ノ埋立 所要 土 量 五 萬 四千 三百 八十 立 坪 ハ主 トシ テ運 

河水 路敷ヲ 浚渫 シ タル 土砂 ヲ 利用 シ タリ 而シテ 工事 一一 使用 シ タル 主 ナル 器械 

船舶 ハ 「プリ ス ト マ ン」 式 浚渫船 四 隻 二百 噸 三 百 馬力 揚砂啣 筒 船 一 隻土運 船八隻 

曳船 一 隻起 重機 船  一 *5 工業用 船 四 * 混凝土 混和 機四臺 -1 シテ 工事 用主耍 材料 

ハ 「セ メ ン ト」 三 萬 二 千 六十 樽 火山灰 一 萬 二百 四十 队砂ニ 千 八十 六 立 坪 砂利 四千 

七 百 四十 立 坪 捨石九 千 四百 五十二 立 坪 張 石 千 二十 七 面 坪 等 二 シテ又 使役 職工 

人夫 ハ延約 十 萬 二 千 人 ヲ算シ 總經費 百 四十 六 萬 九 千 百 六十 七圓 施工 期間 三年 

一箇月 ヲ耍シ タリ 

而シテ 木工 事ノ中 運河 開設 竝埋立 工事 ハ西 木組 囘轉橋 架設 工事 ハ 三菱 造船 株 

式 會社ノ 請負 一一 係 ヅ防波 護岸 及假 防波堤 築造 工事 用鐡筋 混凝土  S 工事 、ノ 之ヲ 

內務 省祌戶 土木 出張所 ニ委囑 施工 セリ 

由来 臨海 工事 ハ 風浪 ノ 被害 ヲ蒙ル コ ト往々 一一. シテ 工事 意ノ 如クナ ラサル ヲ常 

ト ス. 然レ ト モ木 工事 施工 期間 中 ハ幸 一一 大ナル 障害 ナク 豫定 ノエ 程 一一 進 埗シ得 

タル ハ誠 一一 欣快 二 堪へサ ル所ニ シテ之 レー 二 天候 一 一惠 マ ルル 所 多 カリ シ トー 

面內務 省神戶 土木 出張所 當局ノ 後援 ト 工事 請負人 各位 力 常 二 周到 ナル 注意 ヲ 


以テ 施工 セーフ レタ リシ ニ因ル モノ  二 テ其ノ 勞ヲ多 トス , モノ ァリ右 報吿ス 

市會 議長 祝辭 

莉 藻 島 運河 開設 工事 成リ 木日玆 一一 竣工 ノ式 ヲ擧ケ ラル {是 -1 慶賀 欣快 トス ル所 

ナ リ 

惟フ ニ港灣 施設 ノ 完備 ハ對外 貿易 ノ 振興 ヲ促 シ產業 ノ發展 一一 資ス ル所 極メテ 

多 シ而シ テ 本 市外 國 貿易 施設 パ 今 日 稍 ，備 尸 レリ ト雖 內國 貿易 設備 ハ未 タ完カ 

ラス 殊ニ木 市 西部 工業 地 帶ニ於 テハ唯 兵 庫 運河 ノ ミア リテ外 一一 適 當ナル 施設 

ナク實 一一 遺憾 トセ シ所 ナリ 

木 市 會カ曩 二 本 工事 ノ企畫 一一 翼贊シ タル 所以 ノ モノ ハ 卽チ此 I 一存 セリ 而シテ 

今ャ 其ェヲ 竣へ總 面積 二 萬 千 九 百 坪 ノ地ヲ 得 タリ 之 一一 適 當ナル 各種 ノ 設備 ヲ 

施シ其 機能 ヲ發 揮セ シムル ニ於テ ハ內國 貿易 ノ 進展 期シテ 待ッ へキ モノ アル 

ヲ信 シ洵ニ 慶賀 ノ至 一一 堪へ ス 

希ク ハ木 地方 關係ノ 諸氏 克ク 之ヲ 利用 セラ レ テ St 內 國貿易 ヲ發展 セシメ ラレ 

ム コトヲ 

昭和 六 年 三月 二十 八日 
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神 戶市史 第二 輯本編 各說下  一一 五 二 

神 戶巿會 議長 丹 下 良太郞 

商工 會議 所會頭 1 威辭 

木日玆 二  J 刈 藻 島 運河 開設 竝埋立 工事 竣工式 ヲ 擧行セ ラル 、 一一 當リ 一 言 祝 意 ヲ 

表スル ハ深ク 欣幸 トス ル所 ナジ 

由 來木巿 西部 ノ地帶 、ノ 兵 庫 運河 ヲ 中心 ト シ テ 幾多 ノエ 業著シ ク 發達シ 就中 養 

謨燐寸 砂糖 油脂 肥料 等 ノ化學 工業 ヲ始メ トシ 機械工業 製材 製粉 工業 等 亦 殷盛 

ヲ極メ 能 ク本市 工業 ノ 特色 ヲ示 セル ト共ニ 夙 二 物資 集散 ノ 市場 トシ テ顯 ハレ 

タル ハ  一 ニ此ノ 水運 二 負フ所 多ク其 ノ惠舉 二 洛スル ャ實ニ 甚大 ナリト 云 ハサ 

, へ 力-フス 而シテ 今 ャ巿カ 長歲月 ニ亙リ 巨費 ヲ投セ ラレ タル^ 藻 島 運河 及 新 

湊川埋 立 工事 竣工 シ玆 II 兵 庫 運河 ト ノ 聯絡 成 リ以テ 愈" 水 陸 交 通 ノ 完全 ト i 可 役 

ノ圓滑 トヲ期 スルト 共 二 小型 船舶 運行 ノ 利便 ヲ 圖リ而 力 モ其ノ 埋立地 ノ 一部 

ハ將來 有望 ナル 工場 倉庫 等ノ 敷地 トシ テ 利用 厚生 セ- フル へキ モノ アル ハ獨リ 

同地 方ノ ミナ-フス 木 市 商工業 發展 ノ爲洵 一一 慶賀 一一 堪へサ ル所ナ リ然レ トモ 木 

運沔ノ 機能 ヲシテ 經濟的 二十 分 發揮セ シメム トス ルニ ハ将來 ^スャ 其 寺 代 二 

伴フ へ キ 施設 ヲ耍ス , ニ至ル へ ク 不斷ノ 研鑽 ヲ望 ミテ t マサル 听ナリ 


希ク ハ本 施設 ノ 利用 宜 シキヲ 得ルト 共-一更 一一 近 キ將來 二 於テ新 湊川ノ 浚渫 等 

之ト 關聯セ ル 設備 ヲ 完成 シ以 テ 益.. 商 工業 ノ發展 ニ寄與 セーフ レム コトヲ 

聊カ 所懷ヲ 陳ネテ 祝詞 ト ス 

昭和 六 年 三月 二十 八日  ノ 

神戶 商工 會議 所會頭 岡 崎 忠 雄 

六 甲 山麓 赤松 城址に 建設す る ことと なリ し祌戶 商業 大學 新學舍 起工 式 は、 昭和 

學新 學舍起 

ェ式  六 年 五月 十七 日 午前 十 時 三 段に 分けられ たる 敷地の 最下 段の 木 館 建設 地に 於て 

擧行 せら れ、 京 阪神 知名の 士及 同窓 凌 霜 會員等 約 七 百 人の 來賓ぁ り、 先 づ 田 崎學長 

の 起工式 宣辭に 始ま り、 祌 官の 祈禱に 次ぎ て、 來 賓. 學 生の 祝 辭ぁリ て 式を閉 ぢ、 續 い 

て 敷地の 最上 段に 八 千 餘坪を 有する 運動場 開き も 行 はれた。 此 日の 祌戶 市長の 

. 祝辭は 左の 如くで ある o  -  .,  ノ 

市長 祝辭 

木日玆 一一 神 戶 商業 大學木 館 建築 起工式 竝 運動場 開 キヲ擧 行 セラ ル誠 一一 慶賀 二 

* 堪へサ ルナ リ 
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神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一一 五 四 

神戶 商業 大學 ノ移轉 敷地 カ此處 六甲ノ 丘陵 二 決定 シ タル ハ 昭和 四 年 二月 二 シ 

テ翌五 年 一 月 ヨリ 地勢 上 難 工事 一一 屬ス へ キ 整地 二 從事シ 遂ニ約 二 萬坪ノ 竣工 

ヲ見 本日 ヲ以テ 木館ノ 建築 二着 手 スルト 共 二 運動場 開 キヲモ 併 セ行ハ ルル 二 

至リ タル ハ偏 ニ大學 當局ノ 熱心 ナル 努力-一由 ル モノ トシ テ滿 腔ノ 敬意 ヲ表ス 

ル モ ノナリ 此ノ地 北 背 一一 六 甲 ノ秀嶺 ヲ負ヒ 南面 一一 茅停ノ 瀲齠ヲ 望ミ空 氣淸澄 

眺望 開豁 眞ニ學 徒 ノ居ル 一一 適 セリ而 力 モ遠キ 一一 溯レ ハ六 百年 ノ昔 赤松 則 村 力 

據リテ 義兵 ヲ擧 ケ大ニ 皇軍 ノ 爲ニ氣 ヲ吐ケ ル所 昭和 聖世ノ 今日 ニ及ヒ 光輝 ァ 

ル歷史 ヲ有ス ル我 カ神戶 商業 大學ノ 建設 セラ ル 、 一一 至レ , ハ其ノ 時 ト其ノ 所 

ト 二 於 テ必ス シ モ緣由 ナシト セ ス冀ク ハ 當局ノ 精進 二 ヨリ テ 建築 其 他 諸般 ノ 

*  施設 悉ク 完成 ヲ吿ケ 學界欽 仰 ノ的タ ル堅實 敦厚 ナル 學風ヲ 一 層 宣揚 セラ ル ル 

ノ日近 カラン コトヲ 一 言 卑懷 ヲ陳へ テ視辭 トス 

昭和 六 年 五月 十七 日  . • 

神戶 市長 黑瀨弘 志 

lg 役所 落 灘區 役所 は 他の 區 役所と 異り、 區內 各部 落の 寄附 金に よりて 新築 せら れ、 其 落成 


式 は 昭和 六 年 十一 月 二十 一 日 午前 十 時 西 鄕小學 校 講堂に 於て 擧行 せら れ、 黑 瀨 市 

長. 梅 津 助 役 • 丹 下 市會議 長 • 部 落 有力者 等百餘 人出 席 し、 頗 る 盛會を 極めた。 當 日 市 

長の 爲 せる 視辭は 左の 如くで ある。 

市長 祝辭 

木日玆 一一 灘區 役所 新築 落成 視賀會 ヲ擧行 セーフ ル誠 一一 慶賀 一一 禁へ サ ルナ ヅ 近時 

神戶 市勢 ノ 膨脹 ハ洵 一一 著 シキモ ノア リ殊ニ 東部 方面 ヲ以テ 其 ノ最ト ナス 之レ 

其 地理 一一 於テ 優越 ナル 位置 ヲ占ム ルト 同時 一一 昭和 四 年 四月 市 域 一一 編入 以來諸 

般ノ 施設 一層 充實シ タル ー一 由ル モノ ナリト 謂 ハサ ル へ カーフ ス曩 I 一木 市 ニ區役 

所 設置 ノ計 ヲ定ム ルャ當 方面 二 向ッテ ハ從 來ノ三 出張所 ヲ廢シ 新 ター 一 灘區役 

所ヲ 設置 ス , コ トトナ レリ 而シ テ區 役所 ノ 開設 ハ其ノ 目的 トス ル所區 民ノ利 

便幷 事務 ノ簡捷 ヲ圖ラ ン トス , 二 ァ リ各區 役所 ハ 開設 後 未タ日 淺キヲ 以テ十 

分 區民ノ 希望 ヲ満 タス コト能 ハサ ル點ナ キー ーァ ラサ レ トモ 諸般 ノ 施設 漸次 整 

備ス , ニ從ヒ 备區民 ノ蒙ル 福利 ハ必ス ャ舊 二 倍ス , モノ アル ヲ確 信ス ルトト 

乇 一一 其ノ 結果 トシ テ 地方 ノ發展 モ亦ー 層 刮目 ニ値ス , モノ アル へ キ ハ素 ヨリ 

同日 ノ論 一一 ァ- フサ ルナ リ灘區 民 諸氏 能ク此 ノ間ノ 事情 ヲ 洞察 シ 相謀リ 進ンテ 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 五 五 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 五六 

區有 財產ヲ 以テ新 廳舍ヲ 新築. セ ラ ル蓋シ 此ノ新 廳舍カ 市政 ノ 圓滿ナ ル發逹 卜 

市勢 ノ隆興 二 寄 與スル コ ト多キ ハ 銮 -1 贅_ 言 ヲ耍 セサル 所ナリ トス 

玆 -1 其ノ 落成式 ヲ擧ケ 一 フル 、 二列 シ市ノ 事業 一一 協 贊ヲ與 へ ラレ タル 區民 諸氏 

一一 深ク 謝意 ヲ表シ 併セテ 今後 一 層ノ 協力 援助 ヲ 庶幾 シテ祝 辭- 一代 フ 

昭和 六 年 十一月 二十 一日 

, 神戶布 長 黑 瀨. 弘 志 

第二 期 水道 擴張 H 事 は 大正 十五 年 以来 六 箇年を 費して 成り、 其 ® 功 式は昭 

功 式  和 七 年 三月 十二 日 午前 十一 時會 下山 配水 池に 於て 盛大に 擧 行され た。 式 は 修祓. 

降 祌.獻 饌の諸 儀に 次いで 高 根 長 田 神社 宮司の 祝詞 麦 上 あ リ、 黑 瀨^ 長の 式 辭がぁ 

つた。 左に 祝詞 • 式辭土 事 報告 を 掲げる C 

齋 主視詞  . 

此乃小 床 乎 祓淸米 S 招 奉 里 坐奉留 大地 主大祌 水分 祌及產 土 皇大神 等 乃 御前 爾 

齋主 官帑中 社長 田 神社 宮司 從六 位高 根 政治 郞恐美 恐 美 ゆ 白 佐久大 御世 乃惠乃 

露 爾霑比 芪 蒼生 乃 日爾異 爾彌茂 里行久 奈留此 乃； 市波你 官許 乃隨爾 去奴留 


大正 十五 年 四月 一 日 千 萬 金 乎 積美垤 上水道 擴張乃 工事 乎 起 志 千 I 刈 乃 御池 乃堪 

堤 乎 嵩 米 S 水量 乎增志 水源 池與里 上 ケ原淨 水 場爾至 留萬傳 Jmj 乃 t 路乎人 十 乃 

隈手爾 大地 深 久谷乎 堀 里 河 乎 锴里氏 水 樋 乎 延衣擴 藝互多 乃 淨水場 乎 設介志 都 

良 衣志賀 工匠 乃 技術 斯道 乃 蕰奧乎 極 米 百 爾乃新 志 伎 設計 漏留留 事無久 墮都留 

事 無 久深久 思 比 遠 久謀里 芪儼志 久美志 久目母 圓爾事 成 志 了 閉氏港 乃 都 乃蔓乃 

波 乃 末 母 廣久家 竝拾六 萬 爾餘里 氐美志 伎 水 澤爾配 里 得 都留波 f 布 介无久 母 六 

年 乃 年 乃 緒 遍久皇 神 等 乃 高 伎 貴 伎 恩 賴爾侬 留事登 奈母嬉 美 奉 里 忝 美 奉 里 S 今 

日 乃 吉日 乎 生 日 乃 足 日 登 選定 米 有司 技術 官乎， 始米 段事爾 關禮留 八十 伴 男爾至 

留萬傳 集 比 拜美禮 代 乃 幣帛 乎 捧奉里 氐報赛 乃 御祭 仕 奉 良久 乎 大御心 母 甘良爾 

聞 食 志 受介給 比 岳 自今 以往 彌益爾 靈幸閉 惠美給 比 氐於杼 呂志伎 地震 振 里 搖留 

登 母 崩 由 留事无 久惡伎 水 濫里立 都 登 母 玉 樋 乃 水 乃 濁 留事无 久生井 榮井乃 綱 井 

長久 彌遠爾 彌久爾 盡. 久 留事无 久絕由 留事无 久甘志 水 乎， 多 爾得志 米 給閉登 恐 美 

恐 美 母 稱辭意 奉 良久 登白須 

市長 式辭  . 

祌戶巿 第二 期 水道 擴張 工事 成ヅ 本日 玆 二 閣下 幷 各位 ノ 臨場 ヲ得テ 竣功 式ヲ擧 
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神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 五八 

行ス ルヲ得 タル ハ予ノ 最モ欣 幸 トス ル所 ナジ 

木 市 水道 ノ 創始 ハ 明治 三十 年 一一 在 ヅ爾來 人口 ノ增 加-一伴 ヒ同 四. 十 四 年 第一 期 

擴張 工事 ヲ起シ 大正 十 年 三月 竣成 ヲ吿 ケシカ 幾許 ナ ラス シテ更 一一 擴張 ェ 舉ノ 

必要 ヲ生シ 最初 五箇 年繼續 事業 トシ テ 大正 十四 年 第二 期擴張 工事 一一 著手セ ル 

乇 工事中 昭和 四 年 東部 灘 方面 ノ 編入 ヲ見 ルァリ 依 テ此ノ 地方 ノ耍求 一 一 應ス ル 

タ メ尙 一 箇年ヲ 延長 シ テ六箇 年繼續 事業 トナ セリ モ ト此ノ 計畫タ ル ャ旣設 給 

水 十 萬 戶ナル ニ對 シ新タ 二 六 萬 一 千 二百 戶ニ增 給水 シ併 セテ 十六 萬 一 千 二百 

戶ニ備 へ ン トス ル モノ 一一  シテ總 豫算ー 千 六 萬圓ヲ 投シ其 竣成 ヲ見 タルモ ノナ 

ソ 

由來 木市ノ 水道 ハ其ノ 水質 一一 

^テ せハノ  一一  於テ 全國 屈指 ノ 水道 ト シ テ私カ 

一一 自負 シ タル 所 ナル モ 巿勢ノ 發展ノ 急激 ナル時 ニ斷水 ノ危險 -1 瀕シ 市民 ノ不 

安 ヲ招キ タル コ トナキ 二 ァ ラサ リシ モ 木工 事ノ 完成 二 ヨリ 現在 ノ 給水 戶 數 一一 

比 シ尙且 ッニ萬 戶ノ餘 力 ヲ生ス ル 二 至 レリ 

惟フ 二 木工 事ノ 完成 力 今後 益" 市民 ノ 福利 ヲ增 進シ 市勢 ノ 膨脹 發展 ヲ 誘致 ス ル 

，ノカ 與ッ テ大 イナ ル モノ アル ハ 玆ニ贅 言 ヲ 耍セサ ル所 ナリ而 シテ此 ノエ 事ノ 


完成 ヲ見ル 二 至 ル偏ニ 閣下 幷备 位ノ絕 大ナル 聲援ト 指導 ノ賜ナ リト謂 ハ サ , 

へ カラス 玆 一一 擧式 11 當リ 满腔ノ 謝意 ヲ表 シ以 テ式辭 一一 代フ 

昭和 七 年 三月 十二 日.. 

祌戶 市長 黑 瀨 弘 志 

工事 報告 

木工 事 ハ大疋 十四 年 三月 市會ノ 決議 ヲ經 同年 十二月 政府 ノ 認可 ヲ得テ 着工 爾 

來六 箇年ノ 星霜 ヲ經テ 竣功 シ タル モノ 一一  シ テ旣設 水道 ノ給 水戶數 十 萬 戶ノ設 

備ヲ 十六 萬 千 二百 戶 一一 增加ー 戶ー 日ノ 平均 給水 量 二十 五 立方 尺ヲ 二十 七 立方 

尺 半 一一 增加ス \ コ トヲ得 タリ 今 其 工事 ノ大耍 ヲ擧ク レ ハ千^ 水源 一一 テ ハ旣設 

ノ 堪堤ヲ 二十 尺 嵩 上 シテ其 容積 ヲ 倍加 シ導 水路 ハ武田 尾 第一 第二 水管 橋 -1 四 

十五 吋 管ヲ增 設シ生 瀨上ケ 原間ヲ 隧道 式 一一 侬ヅテ 築造 シ從 來ノ 導水 能力 ヲ約 

四倍ト シ上ケ 原 淨水場 二 ハ 急速 濾過 場ヲ 新設 シ テ其 濾過 能力 ヲ 倍加 セ シ メ更 

二 上 ケ原神 戶 間ノ 送水管 ハ三 十六 吋 管 ヲ增設 シテ其 能力 ヲ倍 加セ シ ム 而シテ 

市內ー 一 ハ會 下山 丘上-一中 層 及 低層 ノ 配水 池ヲ 新設 ス ルト トモ -1 配水管 綱ヲ完 

結 シ尙奥 平野 淨水場 二 急速 濾過 床 二 個 ヲ增設 ス然ル 二 木工 事 中 偶 ，東 部 隣接 ノ 

第 十二 章 式典 幷び に 褒賞  一 一 五 九 


神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一二 ハ〇 

六 甲西灘 西鄕ヲ 併合 セル 一一 ヨリ 追加 工事 トシ テ 此方 面ノ 給水 設備 トシ テ都賀 

川 西岸 二 高層 中 層 低層 ノ 配水 池ヲ 新設 シ之 一一 對ス ル 配水管 網ヲ 完結 セリ 

,  以上 諸 施設 一一 耍セシ 工費 豫算總 額 壹千六 萬餘圓 使用 鐡管約 三萬噸 セメント 約 

八 萬 樽 使役 延職夫 約 五十 萬 人 導 水路 配水 池等ハ 請負 二 ヨリ. 堰堤 淨水 設備 及鐡 

管 布設ハ ス へ テ直營 ヲ以テ 施工 セリ 

右 終って 來賓 として 中 橋內務 大臣の 視 辭代讀 せら れ、 白 根 知 ¥ 丹 下市會 議長 等 

の 視辭朗 讀に繽 いて 齋 丰市 長. 来賓の 玉串 奉奠ぁ う、 撤 饌. 昇 神の 儀に て 式 を 閉ぢ、 直 

に 祝宴に 入リ、 更に 午後 六 時 五大 都市よりの 來賓及 木 市市會 議員 等 九十 人 を 音 羽 

花壇に 招き 晚餐會 を 開催した。 

11^ 動 場 御大 典 記念 事業と して、 木 市が 昭和 六 年 七月 以降 舊連池 埋立地 五 萬 六 千 百餘平 

方 米に 總 工費 二十 萬 一 千 八 百 餘圓を 投じて 施工せ る 市民運動 場の 竣功す る や、 翌 

七 年 四月 天 長の 佳辰 を 卜して 開場 式を擧 行した。 此 日來會 する 者 約 三 萬 人、 來 賓 

として は 兵 庫 縣體育 協會長 代理 安原 縣學務 部 長. 神 戶 選出 代議 士. 縣 市 會 議 員 其 他 

官民 約 一 千 人、 在留 外人 十 餘人も 之に 交 リ、 午 前 十 時半 長 田 神社 宮司 司祭の 下に 嚴 


か に 開場 式典 は 開かれ、 黑瀨 市長の 式辭、 籐島營 繕 課長の 工事 報告 あり、 A 下 市會ま 

長. 體育協 會長白 根 知事 (安原 學務 部長 代讀) 等 の祝辭 ありて 後、 佐 々部 運動 部長の ビ 

ス トレ ％儿 砲 に、 市 長 は 鋏 を 以て ホ ー ム ス ト レ ツチ 中央に 張られた る 紅白の テ ー プ 

を切斷 する や、 來會者 は 一 齊に 拍手 を 送 り、 こ 、に 開場の 式典 を 終了した。 當 日の 

式 辭. 祝辭は 左の 如くで ある。  一 . 

市長 式辭 

神戶市 御大 典 記念 市民運動 場ノ 建設 其 ノエ ヲ 終へ 玆 一一 天長ノ 佳節 一一 當ヅ 貴賓 

各位 ノ御 臨場 ヲ得テ 開場 式ヲ 擧行ス , 一一 至リ マ シタ コ ト ハ深 ク光榮 トス ル巧 

テア リマ シテ銮 二 欣快 ニ堪へ ヌ 次第 テア リマ ス 

抑モ木 運動場 ハ曩 一一 木 市-一 於テ 今上陛下 御 卽位ノ 大典 ヲ奉 祝ス へ キ 記念 事 

業 ヲ行ハ ン トス , ニ際シ 時代 ノ 要求 ト 市民 ノ 冀望ト ニ鑑ミ 最モ適 當ナル 事業 

ト認 メ昭相 三年 十 一 月 二十 九日 案 ヲ具シ テ市會 二 提出， シ同 十二月 四日 満場 一 

致ノ 決議 ヲ得テ 建設 ス , コト 二 ナッタ キノ テア リ マ ス 

建設 ノ議、 决ス ルャ地 ヲ市內 連 池 跡 一一 トシ 土地 ノ 整理 買 收 一一 着手 ス ルト 共ニ豫 

算ノ範 圍內ニ 於 テ最モ 充實セ ル 設備 ヲ ナサ ン 力 爲廣ク 資料 ヲ內外 二 索 メ愼重 
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神 戶市史 第二 辑本編 各說下  一一 六 二 

ナル 調査 研究 ヲ行ヒ 幾度 力 設計 ヲ改 メタル 後漸ク 成案 ヲ得 マシ タノ テ 昭和 六 

年 七月 ヨリ 工事 二着 手シ銳 意其ノ 進涉ヲ 圖リ玆 一一 完成 ヲ見ル ニ至ッ タノ テア 

リ マス 

惟フ 二 限 ラレ タル 地域 ト限 リアル 經費ト ヲ以テ 大都市 ノ體育 施設 トシ テ辱シ 

カラ ヌ 綜合 運動場 ヲ 建設ス , コ ト ハ固 ヨリ 至難 ノ 事業 テア リ マ ス本 運動場 乇 

亦其ノ 規模 二 於 テ其ノ 設備 二 於 テ共ニ 吾人 ノ 理想 ヲ距ル コト尙 遠 ク 今後 ノ充 

實ト 改善 ト ニ俟ッ へ キ モノ 力 多 イノ テア リ マ ス ルカ 饼シ 乍- フ玆ニ 木 市 最初 ノ 

綜合 運動場 力 完成 シテ木 日 ヨリ 市民 體育 ノ爲 一一 使用 ス ル コト ヲ得ル ニ至リ マ 

シ タノ ハ 衷心 欣喜 ニ禁へ ヌ所 テア リ マ ス 而シテ コ レ全 ク關係 各方 面ノ 深厚 ナ 

ル 援助 ト 市民 諸君 ノ 熱誠 ナル 後援 ト 工事 關係者 ノ眞 摯ナル 努力 ト 二 侬 ルノテ 

アリマ シ テ深ク 感謝 一一 堪へ ヌ 次第 テア リマ ス 

飜ッ テ考へ マ ス ル 二 大都市 11 於 ケル體 育 施設 ノ充 實ハ 市民 保健 ノ上 ヨリ 觀ル 

モ 民衆 敎化ノ 上 ヨリ 考フ \ モ實ニ 刻下 ノ 急務 テア リ マ シテ適 當ナル 綜合 運動 

場ノ 建設 力 其 ノ最モ 緊切 ナル 施設 ノ 一  タル ハ多 言 ヲ耍セ ヌ所 テア リ マ ス本市 

カ特 一一 御大 典 記念 事業 ノ 一  トシ テ之ヲ 設置 ス , 一一 至リ マ シタ 所以 モ亦比 一一 在 


ルノ テア リ マ シテ之 二 ヨリ テ 合理的 ナル 體育ノ 普及 ト 純正 ナル 運動 競技 ノ民 

衆 化 トヲ圖 リ以テ 市民 ノ體 位ヲ 向上 シ 精力 ヲ 旺盛 一一 シテ產 業 能率 ヲ增 進ス ル 

ト共 一一 質實 剛健 ナル 精神 ヲ 涵養 シ 公正 明朗 ナル 民風 ヲ 醸成 シテ本 市 自治 ノ完 

成 一一 資 セント スル ニ外ナ ラヌノ テア リマ ス 

從ッ テ木 運動場 ハ 其 ノ名ノ 示 ス如ク 我 力 全神戶 市民 ノ 運動場 ト シテ克 ク其ノ 

機能 ヲ發 揮シ 市民 ノ 心身 修練 ノ 道場 トナリ 市民 體育 振興 ノ 研究所 ト ナヅ更 1 一 

叉 市民 協和 相親ノ 社交 場トナ ラシ メネ ハナ ラヌノ テア リ マ ス 而シテ 之カ爲 一一 

ハ 我 力 市民 カ克ク 體育ノ 木義ト 運動 競技 ノ 精神 ト ヲ體シ 本 運動場 建設 ノ 趣旨 

ト 使命 トヲ 理解 シ テ之ヲ 愛護 シ之ヲ 活用 セラ レ , コトヲ 必要 トス ルノ テア リ 

マ ス 

輓近歐 米諸國 -1 於キ マ シテ ハ國民 體育ノ 振興 一一 ヨリ 國民的 自覺ノ 喚 起 ト國民 

精神 ノ 涵養 トニ 顯 著ナル 實镜ヲ 皋ケッ 、アル モノ 力 少クナ イノ テア リマ ス木 

運動場 裡 一一 市民 ノ潑剌 タル 意氣ト 典雅 ナル 心情 ト 公正 一一 シテ 明快 ナル 態度 ト 

力 遺憾 ナク 發揮セ ラレ マ ス ルナ ラ ハ市ノ 繁榮ト 國運ノ 隆昌 ト ハ期シ テ待ッ へ 

シト 思フノ テア リ マス 
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玆ニ 開場 式ヲ * 行ス ル 一一 當ヅ マ シテ 来賓 各位-一 對シ木 運動場 建設 ノ爲 11 與へ 

ラレ タル 厚意 ヲ 感謝 シ更ニ 今後 二 於ケル 援助 ヲ希 フト共 二聊カ 建設 ノ 趣旨 ト 

市民 一一 對スル 希望 ノー  端トヲ 披瀝 シテ 式辭 ト致ス 次第 テア リマ ス 

, 昭和 七 年 四月 二十 九日 

. 神戶 市長 黑 瀬.： 弘 志 

市會 議長. 視辭 

天長ノ 佳節 ヲ卜シ 本日 玆 一一 市民運動 場 開場 ノ盛 式ヲ 擧行セ ラ ル眞 二 欣快 措ク 

能 ハサ ル所 ナリ恭 シク惟 ミル 二 昭和 三年 十一 月 十日 畏クモ 

聖上 陛下 御 卽位ノ 大典 ヲ行ハ セ給 ヒ國民 齊シク 御稜 威ノ 恢弘ト 聖壽ノ 無窮 ト 

ヲ壽 キ奉レ リ而 シテ本 市當局 ハ此ノ 曠古 ノ大 禮ヲ 記念 シ奉ラ ン カ爲メ  二 慎重 

熟議 遂 二 市民運動 場ノ 建設 ヲ企圖 シテ之 ヲ市會 一 一 諮ル所 ァリ タリ 

抑モ 近時 國民 體育ノ 向上 ハ 精神 ノ 練磨 ト相 俟ッ テ 其 ノ必耍 ヲ喧傳 セラ ルル 

ニ當リ 運動場 建設 ヲ規 畫セ ラ レ タ , パ 宴 -1 時宜 ニ適シ タル 施設 二 シ テ 實 二 好 

個ノ 記念 事業 ト謂フ 可 シ卽チ 木市會 ハ 同年 十二月 四日 満場 一 致 ヲ以テ 木 事業 

建設 11 協贊 シ爾來 星霜 ヲ閲ス ル コ ト 三年 資 ヲ投ス ル コ ト實 一一 三 拾有餘 萬圓當 


. 事 者ノ經 營其ノ 宜キヲ 得テ玆 -1 木 運動場 ノ 竣成 ヲ 見レノ  二 至 レリ 其ノ 敷地 バ 壹 

萬 七 千餘坪 -1 達シ 規模 敢テ宏 肚ナラ ス ト雖 モ其ノ 施設 整備 シ將來 木 市民 ノ體 

育 上 賈獻ス ル 所蓋シ 多大 ナル モノ アル ヲ信 シ洵ニ 同慶-一 堪へ サル听 ナリ^-一 

巿當局 ノ辛勞 ヲ多ト ス 

希ク ハ 將來木 運動場 ノ發達 一一 努力 セーフ レ永ク 御大 典 記念 事業 タレ ノノ實 ヲ擧ケ 

ラレ ン事ヲ 切望 シテ已 マサル 所 ナジ 

聊カ所 懷ヲ述 へ テ以テ 觑辭ト ス 

昭和 七 年 四月 二 十九 日 

• ,  神 戶巿會 議長 丹 下 良太郞 

體 育協會 長視辭 

木 日 天長ノ 佳節 ヲ卜シ テ神戶 市 御大 典 記念 市民運動 場 開場 式ノ 盛典 ヲ * ケラ 

ル 、 -1 當 リ マ シ テ 其 ノ 末席 二列 シ所懷 ノー  端 ヲ陳へ ーズ戚 意 ヲ表ス レノ機 會ヲ得 

マ シタコ トハ洵 二 欣快 トス ル所 テア リ マス 

惟フ 一一 運動 競技 カ國民 精神 ノ 振作 竝國民 體位ノ 向上 二 資スル 所 多 ク國民 生活 

ノ 進展 上 重要 ナル 意義 ヲ有 スル ハ論ヲ 俟タヌ 所 テア リマ シテ 人類 福祉 ノ增 i 
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ト 高潔 ナル 人格 ノ 陶冶 ト ハ實 II 運動 競技 ノ 普遍的 發達 ト其ノ 正シキ 培養 ト 二 

侬ッテ 得 ラレ ルノ テア リマ ス 

從ッテ 之 ヲ培フ へ キ 運動場 ハ實 二重 大ナル 使命 ヲ有ス , モノ ト謂フ へ キ テア 

ソ マ ス 力 就中 都市 ニ於テ ハ 待-一之 力 設置 ノ 必要 ヲ 痛感 セサ ル ヲ得ナ イノ テア 

リマ ス卽チ 古代 キリシ ャ ハ 全都 巿ノ 七分ノ  一  ノ 運動場 ヲ有シ 現 二 英國ハ 人口 

五 千 一一 對シ 一 町 步强ノ 公設 運動場 ヲ 所有 シ然 モ其ノ 運動場 ハ 紳士 ノ 養成 所 ナ 

リトサ へ 言 ハ レテ 居ルノ テア リ マ シテ 「運動 競技場 ノ 設備 ナキ 都市 ハ 文明 ノ恥 

辱 ナ リ」 ト 言 フカ I ル， テ ィ， ムノ 言 ハ 現世 界ノ 趨勢 ヲ 語ルモ ノト 言 フ モ敉テ 過 

言 テナ イノ テア リマ ス 

飜ッテ 我 國ノ實 情 ヲ觀マ ス ル 二 餘リ ー一 モ 貧弱 ナル狀 態 二 ァリ マ ス コ ト ハ洵 一一 

遺感 トス ル所 テア リ マ ス 

此ノ 時ニ當 リ神戶 市 力 市民 多年 ノ耍望 ヲ容レ テ 財政 緊縮 ノ折柄 一一 乇拘 、ノ ラ ス 

數十 萬圓ノ 巨費 ヲ投シ 一一 萬 坪 II 及フ へ キ內 容極メ テ完. 備セ ル 一 大 綜合 運動場 

ヲ 建設 セラ レ マ シタ コト ハ眞ニ 國際的 大都市 4. ル ノ 面目 ヲ 發揮セ ラレ タル 所 

以 テア リ マ シテ 邦家 ノ爲メ 慶賀 措ク能 ハサ ル所 テア リ マ ス玆 二八 十 萬 市民 諸 


氏ト共 一一 市 當局ノ コ ノ 卓見 ト 英斷ト -1 對シテ 深甚 ノ 敬意 ト 滿膣ノ 謝意 ヲ表ス 

ル乇ノ テア リマ ス希ク ハ之カ 運用 宜シキ ニ適ヒ 其ノ眞 使命 ヲ完 フセ ラル 、ャ 

ゥ 切望 ニ堪へ マセヌ 

聊カ蕪 辭ヲ陳 へ テ祝辭 ト致シ マス 

昭和 七 年 四月 二十 九日  、 

兵 庫 縣體育 協會長  白 根 竹 介 

引繽き 午後 は 小學兒 蓳.靑 年 訓練所 生. 處 女 會 員. 婦 人 會 員 ふノ 年 圑 員 *靑 年 團 員 • 男 女 

敎 員 團， 男 女中 等學校 生徒の 聯合 體 操行 は れ、 續 いて 四月 三十日 及 五月 一 日の 兩日 

に は 野球 • 陸上競技 .排 球. 籠球. 庭球. 水上競技 等の 各種の 試合 行 はれ、 こ ゝに關 西隨ー 

を 誇る 綜合 運動場 は 誕生した のであった。 

中央 卸賣巿 祌戶 市民 日常 必需品の 配給に 革命的 變 化を齎 さんとの 二 大使 命の 下 に、 木 市 が 

總 工費 二百 三十 六 萬 圓の互 費 を 1 投 じて 建設せ る 中央 卸賣 市場 は、 其 開場に 先 だち _ 

. 昭和 七 年 五月 二十 八日 同市 場 階下の 大廣 間に 於て 其 竣功 式を擧 行した。 此 日朝 

. 來 微雨 ありし に拘ら す、 中 島 商工 大臣 代理 大貝商 政 課 長 • 白 根 兵 庫縣知 縣 市會議 
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員 ま 並 商工 會議 所副會 頭. 松 井 市場 協會長 • 五 大都市の 關係當 業者 代表 等の 来賓 約 

一 千 人に 達した。 式 は 和 田 神社 神官の 修祓に 開始せられ、 齋主 • 黑瀨 市長. 丹 卞市會 

議 長 .來 賓總代 白 根 知 事 土 事 請負人 大倉組 代表者の 玉串 奉奠ぁ え 藤 島營繕 課長の 

左の 工事 報告に 次ぎ、 市長の 式辭 があった。 • 

工事 報吿 

神戶 市中 央卸賣 市場 新築 工事 竣功 式ヲ 擧行セ ラル 、 一一 當リ 工事 ノ報吿 ヲ致シ 

マ ス コト ハ 私ノ最 モ光榮 トス ル處 テア リ マ ス 

木 市場 ノ 規模 ノ 敷地 ノ廣サ ニニ 五、 二八 九 平方 米 建坪 二 四、 八 三 二 平方 米 延坪 四 

六、 一 四 六 平方 米テ 平屋 建ノ 部分 ヨリ 五 階建ノ 部分 迄多樣 一一 亙ッ テ居リ マ ス 

之 二 要 シタ總 工費 ハ約 二百 三十 六 萬 八百圓 テア リ マ シ テ此內 建築費 ハ百 八十 

四 萬 六千圓 設備費 、ノ 五十 一 萬 四千 八 百圓テ ァリ マ ス 

建築 檨式ト 言 フ モ ノ ハ無 ク至ッ テ實利 的ナモ ノテ 構造 ノ 方法 ハ鐡骨 鐡筋混 凝 

土 造 及鐡筋 混凝土 造ノ 混用 テア リ マ ス 

本 中央 卸賣 市場 ノ 建築 案 力 調査 委員 會ノ 建築 特別委 員會ノ 承認 ヲ得マ シ タノ 

力 昭和 四 年 十月 テア リ マ シテソ レ ヨリ 銳意木 設計 ヲ急キ 之カ完 * ヲ見マ シタ 


ノカ翌 五 年 六月 直チ 一一 諸般 ノ 準備 ヲ 整へ 指名 入札 ノ 結果 八月 一 日 請負人 ノ决 

定 ヲ昆ル 一一 至リ マ シ タ爾來 十九 箇月 ノ 日子 ト 延人員 一 四 八、 六 七 八人ノ 勞カヲ 

費シテ 本年 四月 無滯 全部 ノエ ヲ 終へ タノ テア リ マ ス 

以上 極メ テ簡單 ナカラ 工事 ノ槪 耍ヲ報 吿致シ マ シタ 

市長 式辭  ， 

本日 玆 一一 神 戶 市中 央卸賣 市場 竣工式 ヲ擧 行致シ マ シ タル 所 監 督 官靡ヲ 始メ多 

數 諸賢 ノ御來 臨 ノ榮ヲ 忝 ゥ致シ マ シテ 感謝-一 堪 へサル 次第 テ 御座 イマ ス 

顧ミ マ ス レ ハ 大正 十四 年 三月 當巿 中央 卸賣 市場 開設 ノ件 ヲ市會 一一 於 テ决議 致 

シ マ シ テ先ッ 開設 費 七 百 萬圓ヲ sa 債シ 位置 ヲ當中 之 島 一 萬 一 千 坪ノ地 一一 決定 

致シ マシタ 

建築 並 一一 設備 一一 就キ マシテ ハ 大都市- 一 於ケル 食料品 配給 市場 トシ テノ 完璧 ヲ 

期シ マ シ テ或ハ 主任 技師 ヲ歐米 一一 派遣 シテ 施設 狀態 ヲ， 研究 致サ セ或ハ 有識者 

ヲ 網羅 ス ル 調査 會 ヲ設ケ マ シテ 建築 案ヲ 諮問 ス ル等愼 重 審議 ノ 結果 工費 ヲ十 

分節 約致シ マ シテ實 行豫算 ヲ立テ 昭和 五 年 八月 大倉 土木 株式 會社 一一 請負 ハ シ 

メ マ シテ 工事 二 着手 シ 一 年 九 箇月 ノ歲月 ヲ費シ 今日 全ク其 ノエ 程ヲ 終へ テ玆 
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II 竣功 式ヲ擧 クル 一一 至ッタ 次第 テア リマ ス其 工事 ノ 詳細 ハ 只今 營繕 課長 ヨリ 

御 報 吿申上 マ シ タル 通 リ テア リ マ ス 

一 方 市場 二 於ケル 業務 方面 ニ就キ マ シテ ハ 業務 規程 案 ヲ之亦 調査 會ニ 於テ審 

議ノ 結果 昭和 六 年 十二月 之 力 答申 ヲ得マ シテ 市會ニ 提案 シ直チ 二 可決 サ レ マ 

シテ 巿條例 トシ テ發 布ス へ ク 目下 主務 省 二 申請 中 テ アリマ ス 

今ャ各 業界 ハ コノ 業務 規程 二 基ィテ 着々 入場 準備 ヲ急 ィテ居 ラレ ルノテ 御座 

ィ マ ス カ此ノ 業界 革新 ノ秋 一一 當リ マ シテ 一 大 決心 ノ モト 二 互譲 協調 ノ精 祌ヲ 

念 トシ 一 日 モ早ク 業務 ヲ 開始 セラ レ 開設 者卽市 當局ト 一 致 協力 シテ此 ノ新巿 

場ノ 大使 命ヲ 達成 シ我 カ神戶 市-一 對ス ル 食料品 配給 二 御 盡カァ ラン 事ヲ 切望 

シテ止 マナイ 次第 テア リ マス 

一 言 以 テ式辭 ト致シ マ ス 

. , 昭和 七 年 五月 二 十八 日 

.ゃ、£队*〖.  • 神戶 市長 黑 瀨 弘 志， 

右 終うて 商工 大臣の 祝 辭代讀 せら れ、 次 い で 知事. 市會 議長. 商工 會議 所會頭 (代 讀). 

五大 都市 代表 大阪市 長 (代讀 Hn 田 業者 代表 等の 懇篤なる 祝 辭ぁリ て 正午 閉 式し、 引續 


き 階上 大廣 間にて 立食の 祝宴に 移った。 宴 半ばに 市長 一場の 挨拶 を 述べ、 之に 對 

し 白 根 知事. の謝辭 あり、 復 並副會 頭の， 發 * に て 新に 生れ 出 づる我 中央 卸賣 市場の 

發達を 祝福して 萬歲を 三唱し、 非常なる 感激 裡に 午後 一時 全く 式 を閉ぢ た。 左に 

商工 大臣の 祝 辭を揭 ぐる。 

商工 大臣 祝辭 

祌戶 市中 央卸賣 市場 ノ 新築 成 リ玆ニ 落成 ノ 祝典 ヲ擧行 セラ ルル ハ 慶賀 ニ堪へ 

サル 所ナリ 

惟フ 一一 我國 一一 於ケル 食料品 市場 ハ 多年 ノ 沿革 ヲ有 スト 雖モ 其ノ 規模 設備 竝取 

引 方法 ニ於テ 近時 長足 ノ進步 ヲ遂ケ タル 經濟界 ノ實情 一一 副ハ ス巿場 本 來ノ機 

能ヲ 發揮ス ル上 一一 於テ 遺憾 ノ點尠 カラ ス是レ 政府 力 曩-ー 中央 卸賣 市場 法ヲ制 

定シ 設備-一 整備 ス ル ト共ニ 組織 ヲ 革新 シ 情弊ヲ 匡正 シ以テ 取引 ノ圓滑 ト價袼 

决定ノ 公正 ヲ期シ タル 所以 ナリ  - 

祌戶 巿此ノ 趣旨 ヲ體 シテ 中央 卸賣 市場 ノ 設置 ヲ企テ 昭和 二 年 以來孜 々トシ テ 

其ノ 建設 ノ 事-一 從ヒ 今ャ其 ノエ 全 ク成リ 宇 內多ク 其 ノ比ヲ a サル 市場 設備 ヲ 

完成 スルー 一至 レリ  . 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 七 一 


^戸市 史 第二 輯本編 各說下  一一 七 二 

然リ ト雖モ 中央 卸賣 市場 ハ單 ー一 物的 設備 ノ 完備 ヲ以テ 足 ラサル パ 言 ヲ俟 タス 

卽チ木 市場 力 食料品 配給 ノ中樞 機關ト シ テ其ノ 使命 ヲ完ゥ シ得ル ャ否ャ ： 專 

、  ラ 今後 二 於ケル 開設 者竝當 業者 ノ盡瘁 努力 如何 一一 係ル モノ トス 

冀ク ハ關係 者 諸君 和衷 協力 シ速 II 市場 ノ 業務 ヲ 開始 シ以テ 木 * 場 開設 ノ 成果 

ヲ 收メ經 濟界ノ 隆昌-一 資セ ン コ トヲ 

昭和 七 年 五月 サ 八日 

商工 大臣 男爵 中 島 久 萬 吉 

S ，墓 神戶市 兵車 外 墓 墓地の 移轉 地と して、 祌 有電鐡 沿線 中 一 里山鵪 越に 開設 ェポ中 

なりし 遊 園 式 墓地 成リ て、 墓石の 移轉 完了 し、 尙 同所に 建立す ベ き 露 坐の 大佛像 も 

亦 竣功した るを以 て、 昭 和 七 年 十二月 二日 午前 十 時よ リ 同所に 於て 京都 大 * 寺 門 

跡 導師の 下 に、 盛 大 なる 落慶式 を擧 行した。 市より は 黑瀨市 長、 梅 津， 渡 邊兩 助役 を 

始 め.、 湊 西 區有財 產關係 者の 外 官民 多數參 列した。  . 一 

大日 本國防 國防 知識の 普及と 出征 將 兵 人 院 將 兵 .戰 死者 遺族の 慰問 救恤 等、 非 常時の 婦人と 


婦人 會祌戶 

支部 發會式 


して 君 國と將 兵 後援と に 奉仕 せんとす る 大日 

昭和 八 年 五月 九日 午後 二 時半 縣立 第二 高等 女 

姿に 身 を引緊 めた る會員 は、 右 肩 

し、 式 は 奥 村 陸軍 少將 夫人の 開會 

ロ祌戶 聯隊 區 司令官 は 昭和 八 年 

將 夫人の 奉答の 辭ぁ え 創 立發 sa 

戶 市長 等の 祝辭と 他の 祝電の 披 

の 講演 を 終れば， 荒木 陸軍大臣 來 

の 講演 を 試みた る 後、 全員 起立し 

閉ぢた C 


白き H フロン 

びて 續々 參集 

合唱 すれ ば、 山 

し、 井手 海軍 少 

兵 庫縣知 事 • 神 

陸軍 步兵 中佐 

祝福して 一 場 

感激 裡に式 を 


本國防 婦人 會の 神戶 支部 發會式 は、 

學 校に 擧 行され た。 かひぐ しき 

よ リ 「大 日本 國防 婦人 會」 の 肩 章 を 帶 

の辭に 始ま リ、 全 員 超 立して 國歌を 

三月 二十 七日 御 下賜の 詔書 を奉讀 

人の 挨拶 終って 海軍大臣. 內務 大臣. 

露が あった。 次いで 第 四 師團石 井 

場して 國防 婦人 會の統 一 組織化 を 

て 天皇陛下 萬歲を 三唱し、 非常な る 


兵 庫 驟國防 

協 會發會 式 


兵車 縣の靑 年 五十 萬 人 を 糾合して 國 防の 第 一 線 を 構成 じ、 總 動員の 嘵に は防衞 

母胎と して 立たん とする 目的 を以 て、 縣 下 五市 長 及 三 商工 會議 所會 頭、 祌 ぞ鳥 权. 姬 


路三 聯隊 區內 在鄕 軍人 分會 長等發 起と な リ、 結 成に 努めた る 兵車 縣國防 協 會發會 

式 は、 荒木 陸軍大臣 を迎へ て 昭和 八 年 五月 九日 午後 四時 半祌戶 商工 會議 所に 於て 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一一 七三 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


擧 げ ら 

白根會 

式辭ぁ 

in に 顎 

降 壇 し. 

よりの 

る 式 を 


れた。 先づ 


長の 詔書 奉 

リ、 次 いで 嵐 

みて 今日の 

大角 海軍 大 

祝電 披露 あ 

閉 ぢ、 式 後 直 


關縣社 會敎育 課長の 

讀 を 終 5、 石 建 


の 如き 

此 盛大 

臣. 山 本 

リ て 後" 

に 荒木 


拍手 

な る 

內務 

白 根 

室 目 

^ ネ 


裡に 荒木 

事 をす 

中 卞 

長の 發 

零 寅 こ 


一 了 

\ィ 


大 


の 


開 會の辭 あ り、 全 員 起 立して 

部長 協會 設立の 經過を 報告 

陸軍大臣 登 壇し、 「熱 し 易く 冷 

永 く  St 盛 大 になら しめて ほ 

吳 鎭守府 司令長官の 各祝辭 

聲 にて 天皇陛下 萬歲を 三唱 

移う 多大の 威 銘を與 


七 四 

國歌を 合唱 し- 

し、 白  根會 長の 

め 易き 我國民 

し. い」 と 警めて 

代 讀 と、 各 方 面 

し て、 有意義な 


X7 


防空 兵器 獻 

納 命名式 


空 襲に 備 へんが 爲に、 祌戶市 を 始めと し、 兵 庫縣下 各市 民の 獻金 にょう 完成せ る 

防空 新兵 器の 獻納 命名式 は、 昭和 八 年ヒ月 二十 三日 午前 八 時半 梨 木 元帥 宮殿 下の 

台臨 を 仰 ぎ、 大 倉 山 公園に 於て 擧 行され た。 君が代の 合唱に 次いで 神官の 修 祓.獻 

饌. 降 神、 祭 主 藤 卷湊川 神社 宮司の 祝詞 麦 上 を 終 え 陸 軍 側ょリ 命名式 委員長 第四師 

圑中村 少將、 縣市及 民間 側より， 石 建 縣學務 部長 交 t 經 過 を 報 吿し、 愈 ，獻 納の 儀式と な 

る や、 中央 卓子の 東西に 獻納者 側 委員 代表 白根縣 知事と 受納 者 側 陸軍大臣 代理 寺 

內第四 肺團長 起立して、 授受の 書面 を 交換し、 直に 寺 內師團 長よう 各 兵器の 命名 行 


兵 庫 突提续 

功 式 


はれ、 是等 兵器 は 正式に 軍籍に 

納 兵器 は 八 八 式野戰 高射砲 愛 

十四 全 十五、 百 五十 糖 輕胴型 探 

十 八. 六 十 九. 七 十、 高 射 機 關銃四 

合計 十六 基で ある。 次いで 上 

儀 あ り、 黑 瀨 市長の 發聲 にて 天 

此 官民 一 致の 意義深き 式を閉 

防護 隊御撿 閱式擧 行 さ れ、 午 後 

非常時 日 木の 意識 を 深めし む 

祌戶 市の 單獨 經營に 係る 兵 

和 八 年 十 一 月 六日 午前 十 時半 

面より 約 一 千 人の 來賓 を迎へ 

津 市長 代理 は 左の 式辭を 述べ 

市長 代理 式辭 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒赏 


入 リ、 我 等の 空の 護り に 就く ことと なった。 卽ち獻 

國第 四十 四. 四 十 五. 四 十 六、 牽 引用 自動 貸 車愛國 第三 

照 燈愛國 第 十 六. 十 七、 九 〇 式 小 空中 聽音機 愛國第 六 

基 (慣 習上號 名を附 せす)、 電 氣式觀 測 具 愛國第 五. 六 の 

田縣會 議長の 祝 辭、 各 關係 者の 玉串 奉 奠、 撤 饌. 昇 神 の 

皇 陛下 萬歲を 三唱し、 全員 超 立裡に 殿下 を 送り 奉り、 

おた。 續 いて 午前 十 時より 殿下の 神戶 聯合 靑年圑 

二 時獻納 兵器の 神戶 市內大 行進 行 はれ、 市民 をして 

る ものが あった。 

庫 突堤 內國 貿易 陸上 設備 工事の 竣功 式 は、 雨 煙る 昭 

より 新装 成れる 同 第 一 突堤の 大 上屋 內に 於て、 各方 

て 盛大に 擧 行せられ た。 式 は先づ 神事に 始まり、 梅 

こ o 


七 五 


神 戶市史 第二 斡 本 編 各說下  一一 七 六 

兵 庫 築港 內國 貿易 陸上 設備 ノエ ヲ竣へ 木 日ヲ卜 シ玆ニ 竣工式 ヲ 擧行ス ル 一一 當 

リ多數 貴賓 ノ賁臨 ヲ得タ ル ハ佘 ノ最モ 欣幸ト ス ル 沂ナリ 

惟 フニ 港灣ハ 水陸 交通 ノ門 P 一一  シ テ 殖 產 交 通 ノ 振興 一 トシ テ 之-一 繋-フサ ルナ 

ク其ノ 施設 ノ整否 如何 ハ實ニ 國家ノ 消長 都市 ノ 隆替 一一 至大 ノ關係 ヲ盲ス 之 £ 

時 世界 各 國カ互 額 ノ輕費 ヲ投シ 競 ウテ 其ノ 設備 ノ 完成 一一 努 カス ル 所以 ナリ^ 

ンャ 四面 環海 各所 |ー  良港 灣 ヲ有ス ル我邦 一一 於テ ハ其ノ 施設 改善 ノ 一  日 モ忽緖 

-1 附ス へ 力 ラサル ャ論 ナシ 政府 當局玆 二 鑑 ミル 所 ァリ曩 一一 第二 期 修築 エ^ノ 

計畫 ヲ起ス ニ際リ 輿論 ノ歸趨 一一 從ヒ 內國 貿易 施設 ノ計畫 ヲ立テ 愛-一兵 庫 突堤 

ノ 竣成 ヲ吿 クル 一一 至 レリ 

抑モ 兵車 ノ地 ハ我 神戶巿 文化 發祥ノ 地 夙 二 商工業 殷盛 ヲ極メ 物資 集散 ノ耍銜 

一一 當レ , モ未タ 海陸 聯絡 ノ 施設 ヲ缺如 セル ハ甚タ 遺憾 トス ル所 一一 シテ之 力 機 

關ノ 實現ハ 久シク 市民 ノ翹望 シテ止 アサ リシ 力 今 ャ此ノ 地 二 築港 ノ 竣功 ヲ見 

ル ニ至リ タル ハ 欣快 措ク能 ハサ ル所ナ リ木港 ノ埋築 工事 ハ內 務省ノ 所管 トシ 

大正 八 年以來 工事 ヲ進メ 其 ノエ 費 三分 ノニ ハ木市 一一 於テ 負擔シ 陸上 設備 ハ全 

部木巿 ノ負擔 トナレ ル ヲ以テ 木工 事ハ 昭和 四 年 三月 市會ノ 議決 ヲ經同 六 年 四 


月 工事 一一 着手 シ爾來 二 年 有半 ノ 日子 ト 工費 約 二百 萬 圓ヲ耍 シ尙ホ 埋立費 約 八 

百 萬 圓ヲ耍 セリ當 港 陸上 設備 ハ現ニ 工事 ノ 過程 一一 アル中 突堤 陸上 設備 ト相俟 

ッテ木 港內國 貿易 施設-一 一新紀元 ヲ 劃スル モノ  II シテ 施設 完備 ノ外國 貿易 設 

備ト唇 齒輔車 以テ將 來木市 ノ發展 一一 寄與ス ル所 尠少ナ ラサル ヲ期 シテ疑 ハサ 

ル所 ナジ 

玆ニ 竣功 ノ 式典 ヲ擧 クル 一一 當リ 工事 ノ 施行-一際 シ 懇切 ナル 指導 ヲ賜 リタ ル當 

局竝 一一 工事 上 多大 ノ 便宜 ト 援助 ヲ與へ ラレ タル 關係 各位 一一 對シ 深厚 ノ 謝意 ヲ 

表ス ルト共 一一 地方 人士 各位 二 ァリテ ハ之カ 利用 ヲ旺 二 シ以テ 築港 計畫 所期 ノ 

目的 ヲ達 セシメ ラレ ム コトヲ 庶幾 シ以テ 式辭ー 一代 フ 

昭和 八 年 十一月 六日 

神戶 市長 代理 梅 津芳. 三. 

次に 森 垣 土木 部長 は 左の 如く 詳細なる 工事 報告 をな した。 

工事 報吿 

東洋 第一 ノ 要港 テア ル我カ 神 戶港ノ 外 國賀易 設備-一就 キマ シテ ハ去ル 明治 四 

十 年以來 第一 期 工事 -1 亞ィテ 第二 期 工事 ノ計 畫ヲ進 メラ レ今 ャ其ノ 竣功 近 力 

第 十二 章 式典 幷び に 褒賞  一 1 七 七 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下  一一 七 八 

ラ ム トス ル現狀 テア リ マ シ テ其ノ 施設 ノ 利用 一 一 於キ マ シテ モ 日ヲ遂 ウテ 隆盛 

二相 成ッテ 居ルノ テア リ マ ス然ル ニ內國 貿易 設備 ニ於キ マ シテ ハ從來 全ク放 

任 セラ レ テ居リ マ シ タカ爲 二 荷役 上ノ 不利 不便 ハ申ス |ー  及ハ ス其ノ 混雑 ノ有 

檨ハ實 二 名狀ス ル コ ト カ出來 ナイ 狀態テ アツ タノ テア リ マ ス處カ 政府 當局ー 一 

於 カセラ レ マ シテ モ此ノ 現狀ヲ 推察 セラ レ マ シ. テ兵庫 及國產 波止場 一一 內國貿 

易 地帶ノ 造成 ヲ御 計畫ニ ナリ 大正 八 年度 二 於テ 愈， 其ノ 工事 一一 着手 セ ラレ タノ 

テア リ マス 

其 處テ木 市 一一 於キ マ シテ モ 陸上 設備 工事 ノ計畫 ヲ立テ 昭和 四 年 三月 市 會ノ議 

决ヲ經 工費 三百 四十 二 萬 圓ヲ以 テ同十 年度 一一 至 ル七箇 年 ノ繼續 事業 ト シ テ此 

ノエ 事-一着 手致シ タノ テア リ マ ス卽 チ今囘 竣功 致シ マ シタ當 兵 庫 突堤 陸上 設 

備 カ其ノ 大部分 ヲ 占メテ 居ルノ テア リ マ ス本 工事 -1 付キマ シテ ハ 昭和 六 年 四 

月 中央 市場 ノ 南側 ョ リ 第二 突堤 II 至ル 道路 ノ築設 一一 着手 シ其ノ 後 內務省 所管 

ノ埋立 工事 力 進行 ス ル 一一 伴ヒ マ シテ 漸次 ェヲ 進メテ 本年 十月 末 ヲ以テ 竣功 ヲ 

吿 クルー 一至 ッ タノ テア リ マス 

陸上 設備 工事 ノ主 ナル モノ ハ 上屋 ノ 建設 道路 ノ 築造 鐡道ノ 敷設 等 テア ヅ マ ス 


兵 庫 突堤 ノ埋 立總 面積 ハ約 二十 四 萬 四千 平方 米テ 此ノ內 繋船 岸 物揚場 道路 鐡 

道 其 ノ他ノ 敷地 ヲ 控除 致シ マ シ タ殘ヅ 約 十 萬 平方 米 パ 之ヲ 上屋 又 ハ 倉庫 敷地 

等-一充 當シテ 居ルノ テア リ マ ス而シ テ木市 經營ノ 上屋 建設 敷地 パ 二 萬 平方 米 

テ殘リ 八 萬 平方 米ハ 民間 ノ 施設 ニ任ス へキ 倉庫 及 上屋 等ノ 建設 敷地- 1 供シテ 

居ルノ テア リ マス 

木 市 ニ於キ マ シテ ハ此ノ 上屋敷 地 二 鐡骨ス レ ー ト葺 上屋 十 楝此ノ 建坪 一 萬 九 

千 四十 四 平方 米ヲ 建設 シ タノ テア リ マ ス 民間 ニ於キ マ シテ モ 目下 續々 其 ノ利 

用ヲ 開始 シテ 居ルノ テア リ マ ス市 一一 於キ マ シテ ハ 上屋 ノ外 11 物 揚場及 道^ ヒ 

萬 九 千 一 百 三十 四 平方 米ハ 「ァ ス フ アルト マガ ダム」 式 工法 一一 依ル 道路 ヲ築設 致 

シ マ シタ外 岸壁 沿 一 一 一 萬 二 千 三百 七十 五平 方 米ノ板 敷石 通路 ヲ 施行 シ タノ テ 

アジ マス 

又 兵 庫 新川驛 ヨリ 延長 セ ル 臨港線 一一 接 續シテ 貨物輸送 用鐡道 延長 六、 三 四 三 米 

ハ大 阪鐡道 局-一 委託 シテ 敷設 致シ タノ テア リ マス  • 

兵 庫 突堤 繋船 岸沿ノ 水深 ハ七米 乃至 九 米 テア リ マ シテ 延長 二 千 一 百 九十 八 米 

ノ區間 二 ハ 一千 噸 乃至 一 萬噸ノ 船舶 ヲ 同時 二十 九 * 繫留ス ルコト 力 出 來ルノ 

第 十二 章 式典 幷 びに 褒賞  一 一七 九 
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テア リ マ ス此ノ 陸上 設備 一一 耍シ マ シタ經 費ハ約 二百 萬圓 テア リ マ ス 力 之 II 埋 

立 工事費 ヲ 加算 致シ マ ス レ ハ約ー 千 萬圓ト ナルノ テア リ マ ス 

叉巿 一一 於テ 建設 致シ マ シタ 上屋 十 楝ノ內 七楝ハ 株式 會社川 崎 造船所 殘 rs 三楝 

ト 道路 其ノ他 ノ鋪装 工事 ハ畑 工務店 トノ間 一一 請負 契約 ヲ 締結 シ 施工 シ タノ テ 

アリマ ス 

以上 ノ通リ テア リ マ シテ本 工事 ハ 着手 後 僅 力 二  二 箇年有 七 箇月 ノ 短時日 I 一而. 

モ 大過 ナク 工事 ヲ 終了 シ 本日 竣功 式ヲ 擧行ス ル ニ至リ マ シタ コト ハ誠ニ 芽 出 

度 次第 テ 工事 擔當ノ 任 ニ當レ ル 我等 ノ 欣快 ニ存ス ル所テ 之レ偏 ニ關係 當局ノ 

絕大 ナル御 援助 ニ依ル コ ト ハ 勿論 テア リ マ ス 力 叉 工事 關係者 諸 士カ獻 身的努 

カノ 結果 ニ外ナ ラサル モノ ト存 シ玆ニ 深甚 ノ 謝意 ヲ表ス ル 次第 テア リ マ ス 

右 御報吿 申上ケ マ ス 

右 終りて 內 務. 大 藏，鐡 道 各 大臣の 左の 如き 祝辭 が代讀 せられた。 

內務 大臣 祝辭  ■ . 

神 戶港兵 庫 突堤 陸上 設備 ェ成ル ヲ吿ケ 玆ニ木 日 ヲ以テ 竣工式 ヲ擧ケ ラル 

抑" 木地 帶ハ 大正 八 年以來 內務省 直轄 ノ下ニ 施行 セル 修築 工事 ノ 一部 トシ テェ 


費ノ 大半 ヲ木市 -1 於テ 分擔シ 竣成 セル モノ  二 シ テ更- 一本 市獨カ ヲ以テ 二百 萬 

圓ノ貲 ヲ費シ 巿當局 者 ノ奮勵 努力 ト 市民 諸氏 ノ 熱誠 ナル 後援 ト 一一 因リ テ今ャ 

豫定ノ 陸上 設備 ヲ竣へ 面目 方 二 一新 セル ヲ見ル 邦家 ノ爲案 一一 慶賀 ニ堪 へサル 

ナ リ 

顧フ 一一 經濟 界ノ 狀勢漸 ク活况 ヲ呈シ 物資 ノ 移動 繁 カラ ン トス ルノ秋 木 設備 ノ 

竣成 ト相 俟テ 貿易 ノ 進展 今後 刮目 ス へ キ モノ アル ヲ疑ハ ス冀ク ハ克ク 此ノ設 

備ヲ 利用 シ其 ノ眞 價ヲ擧 クル 一一 最善 ヲ致 シ以テ 國 運ノ 伸暢 二 寄與ス ルァラ 

ンコ トヲー 言 述へ テ祝辭 トス 

. く 昭和 八 年 十一月 六日  一  ； , 

內務 大臣 男爵 山 本 達 雄 

大蔵大臣 祝辭 

神戶港 ノ港灣 設備 ハ 逐年 充實 ヲ見ッ 、ァリ ト雖港 勢 ノ發展 ニ伴ヒ 施設 ヲ耍ス 

ル モノ 尙尠 カラス 此ノ時 ニ當リ 兵車 突堤 ノ 竣工 ヲ見 タル ハ邦 家ノ爲 誠 二 慶賀 

二 堪へサ ル所ナ リ惟フ 一一 設備 ノ效果 ヲ發揮 セシム ル爲ニ ハ之カ 運川ノ 宜シキ 

ヲ得ル コト 肝耍ナ リ冀ク ハ 官民 克ク S! 力 シテ木 設備 ノ 機能 ヲ 充分-一 發 揮シ以 
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テ 貿易 助長 一一 賈獻ス ル 所ァラ ン コ トヲ 

一 言 所 懷ヲ述 へ テ視辭 トス 

■ 昭和 八 年 十一月 六日- 

大蔵大臣 高 橋 是 淸 

鐵道 大臣 1 戚辭 

神 戶港內 兵車 突堤 二 於ケ ル內國 貿易 陸上^ 備ノ 工事 竣功 ヲ吿 ケ玆 一一 其ノ 祝典 

ヲ擧ケ ラル 、 二方 リ 一 言 ス ル コト ヲ得ル ハ予 ノ欣幸 トス ル 所ナリ 

抑， 神戶 港 タル ャ我邦 屈指 ノ耍津 一一 シテ其 ノ名內 外 一一 知-フル 輓近 國運ノ 隆與ト 

共 二 船舶 ノ來 往 益" 繁ク 港內 各般 ノ發 展殊 一一 著 シ祌戶 市 夙 11 此 -1 觀ル所 ァリ乃 

チ 政府 所管 修築 工事 ト相 俟ッ テ其ノ 陸上 設備 完成 ノ計畫 ヲ定メ 拮据 多年 今ャ 

計畫ノ 大半 ヲ占ム ル木 設備 ノエ 程 ヲ終ハ リ 優秀 ナル 水陸 ノ 連絡 施設 ヲ 實現ス 

ル ニ至リ タル ハ 邦家 ノ タメ 洵ニ 慶賀 一一 勝へ サル 所ナリ 

冀ハ ク ハ關 係官 民 諸賢 ノ皆能 ク此等 施 設 ヲ 活用 シ以テ 聖代 ノ 隆運 -ー 資セ ラル 

ルァ ラム コトヲ 

聊カ所 懷ヲ述 へ以テ 祝辭ト ナス 


昭和 八 年 十一月 六日 


踵いで 兵 庫縣知 事. 神 戶 市會議 長. 神 

れ も 代 讀). 神 戶 倉庫業 水曜 會 幹事. 神 戶 

式 を閉ぢ た。 一同 は 

を 代表して 

繁榮を 壽 い 


あ 

祌戶 


m す— す 

、來賓 

港の 


別の 上 星 內の覦 

港灣 協會會 長^ 


鐡道 大臣 三 土 

戶 商工 會 議所會 頭 • 日 木 船主 協會 

貿易 同業組合 長 等の 祝辭 相次ぎ 

賀會 場に 臨 み、 宴 半ばに 梅津 市長 

學 博士 松 波 仁 一 郞 の謝辭 あり、 一 


忠 造 

0 々 長 (以 上 何 

午後 零時 半 

代理の 挨拶 

同 乾杯し て 


\  J  o 


第一 囘 みな 

との 祭 


申 WI- 身 お、 


る 目 

祭 協 

準 備 

設け 

面 に 


厭 の 

的 を 


に 著 

づ 第 

ら れ 

ま E 


恩 獰 に 報謝 

以て、 新に 神 

體 とな り、 每 

手 し、 其 第 一 

一 日 午前 九 


たる 四 間に 


に 二 千 人 を 


すると 共に 木 市 

戶市及 市 內の官 

年 「み なとの 祭」 を 

囘を 十一月 七 • 八 

時 大倉山 公園に 

一 間 半の 白木 造 

容れ 得る 大天慕 


の繁榮 を企圖 する の 觀念を 

民 有力者に ょリて 設立 せら 

擧行 する ことと な リ、 昭 和 八 

の兩 日に 亙りて 華々 しく 開 

於て 神事 祭典 を擧 行した。 

の 神殿に は、 市 內鎭座 の全祌 

を 設 け、 式 は 修 祓. 降 神. 獻 饌 の 
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普及 

丄 こ 

年 四 

催 し 

此式 

锨を 

諸 儀 

一 八 三 


徹底せ 

る神戶 

月 の 交 


こ 〇 


場の 正 

奉齋 し、 

に 次い 


し む 

市民 

よ h\ 

面 に 

其 前 

で齋 
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主 兵庫縣 神職 會々 長 阿部 莊之助 の 視 詞、 祭 主梅津 市長 代理の 祭詞 奏上 後、 舞 樂吉備 

舞 を 奉納 し、 更 に 阿部 齋 丰梅 津 祭 主. 勝 田 巿會議 長. 白 根 知 禀. 岡 崎 商工 會議 所會 頭 川 

西參 列者總 代の 玉串 奉奠拜 禮ぁリ て、 みなとの 祭 劈頭 を 飾る 祭典 は 極めて 莊嚴裡 

に 式 を閉ぢ た。 市長 代理の 麦 上せる 祭詞は 次の 如くで ある。 

市長 代理 祭詞 

昭和 八 年 十一 月 菊花 烈霜 一一 薰ス ル木日 ノ吉辰 ヲ卜シ 玆ニ大 倉 山 公園 II 宫柱太 

シ キ立テ 堅 磐 一一 常 磐 二 齋キ奉 レ ル廣前 一一 神 戶 市民 祭 協會長 梅津芳 三等 幣帛. ヲ 

進リテ 恭シク 言 ス 

倩 本巿ノ 現勢 ヲ見ル 一一 其 ノ廣袤 東西 一 萬 四千 四百 米 南北 一 萬 三千 五 百 米 面積 

八 萬 三千 六 平方 籽ノ大 ヲ致シ 其ノ人 ロハ 八十 萬ヲ超 H 其 ノエ 業 二 商業 ニ將タ 

外國 貿易 -ー 誠 一一 異常 ナ ル發展 ヲ遂ケ 夙 二 六 大都市 ノ班 二 列セ リ 就中 其 ノ港灣 

ノ 如キハ 世界一 流ノ 設備 ヲ有 シ啻ニ 我カ國 第一 ノ 貿易港 タル ノ ミナ-フス 帝國 

ノ對 外的 門戶 タル 海港 都市 トシ テノ 地位 ヲ 獲得 ス ル 二 至 レリ 而シ テ此ノ 急激 

ナル 飛躍 ノ由 テ來ル 所ヲ顧 ミル  一 I 其 ノ和順 ナル氣 候 ハ相和 樂シテ 人 ノ住ム 一一 

適 シ其ノ 利ヲ得 タル 地形 ハ 黽勉 業 二 從ヒ以 テ產ヲ « ス 二き ヒ タル 一 一 由 ルト雏 


乇又偏 二 市內鎭 座ノ全 神； &ノ 冥護驗 カナ ル 二 由-フス ン ハ アラス 此處ヲ 以テ市 

民 相圖リ 開港 ノ祥 ヲ忍ヒ 人文 ノ妍 ヲ讃へ 協力 一 致み なとの 祭ヲ 擧行シ 踴躍扑 

舞 報 木 反始ノ 誠ヲ致 スト 共 一 一 爾 今 其 ノ木分 一一 努力 シ 愈，. 市 ノ 繁榮ト 福祉 ノ增 

進ヲ 企圖ス へ キ コ トヲ 祈誓 ス 

冀ク ハ 昭和 聖世ノ 德澤彌 ャ潤ヒ 神明 ノ加 讒絕ュ , コ トナク 衆庶 安ン シ テ其ノ 

職 一一 從 ヒ以テ 木市ノ 隆昌 ハ素 ヨリ 國家ノ 興隆 |ー  寄與 セシメ ラレ ゾ コトヲ 

女 ^戌 次いで 同日 午後 零時 半み なとの 祭 女王 戴冠式 は 蒼海 足下に 迫る 兵車 突堤に 於 

と國 際. K 行 

進  て 行 はれた。 式場 は 北面し 、高さ 九 尺の 女王 座 を 挾んで、 東西に 參與勝 田市會 議長. 

同前 田副議 長 • 副 會長藏 重 縣內務 部 長 • 同 複並 商工 會議所 副會頭 等參列 し、 市 內各區 

ょリ 選出せられ たる 七 王女 立ち 竝ぶ中 を、 梅 津 委員長 は灘區 より 選出せ る 純白の 

洋装の 王女に 加冠し、 金 杖 を 捧げて 戴冠式 は 終った。 引續き 午後 一時 十分 我國最 

, 初の 試みた る 國際大 行進 は 兵車 突堤 を出發 し、 歡 呼と 祝福" の 嵐を衝 いて 市 內を行 

.  進した。 女王と 少年 音 樂隊を 載せた る大 花自動車 を 先頭と し、 壯麗 極ま リ なき 菊 

花 其 他生 花に て 装飾され たる 花自動車 四十 四 臺、 中 にも 十四 臺の 外人 自動車に は 

十二 箇國 の外國 人、 好みの 扮装 にて 國際色 を 氾濫 させた のであった。 此十數 町に 

第 十二 章 式典 并 びに 褒賞  一一 八 五 
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亙る 花の 國際大 行進 は、 前 夜 外人 劇場に 於て 行 はれた る假装 舞踏 會 と共に、 賁に國 

際 都市 神戶を 飾る に相應 はしい ものであった。 

神戶 ナイト かくてみ なとの 祭 第一 夜に 入れば、 南. 東兩 防波堤 及 中 突堤 先端に は打揚 煙火 頻 

りに 揚げら れ、 尙 中 突堤 先端に は 小船 を 艤装して 仕掛 煙火 を打揚 げ、 第  一 • 第 三 航 路 

間の 防 波 堤、 南. 東 兩 防波堤の 三十 四 箇所の 篝火は 遠く 海上に 光芒 を 放ち、 米 利 堅 波 

止 場 及 兵 庫 突堤より 艤装せ る脬 船十數 *5 に分乘 せる 三 四千 人の 提燈 行列 は 神祇 

に 捧げる 百萬燈 の 如く、 港內 碇泊 の內外 船舶の 滿船飾 及 電飾 は 山と 街との 大 電飾 

と 相 映 じ、 蜿 蜒數哩 に 亙る 街と 沿岸と は爲に 絢爛たる 不夜城と 化 し、 陸 に は 「みなと 

の 祭」 の 歌 も賑々 しく、 夜 を こ めて 練る 奉視 群と 八十 萬 市民の 氾濫に、 燦爛たる 祌戶 

ナイト は 更けて 行った C 此 市民 祭 協 會推獎 の西條 八十 作詞になる 「みなとの 祭」 の 

一 歌詞 を 左に 掲げる。.  ... 

ー祌 10 'よいと こ 扇の 港 ョ ィャサ 

ソリャ 調子 そろへ て ョィョ ィョィ 


二 おらが 港の 楠 木 さま は ョ ィャサ 


招く 入船 寶船 

港 を どり を ョィョ ィョィ 

(はやし 以下 同じ) 

枝 は 御 國に名 は 外に 


懐古 行列 


明し を 

園音樂 

各學校 

進 


一 了 

\ィ 


る 

を 


一 了 

\ィ 


ナ. 

t  j  ， 


る 


res 

人 


を 

て 


三須 磨の 櫻に 千鳥 を 染めて， 

四 空に や 白 鳩 海に はフ ラフ 

五 モ ダ ン元 ぶら 

六 港 まつり は 夜 

此日 午後 湊川公 

演袠ぁ り、 ま た 市 內 

を 行 ひ、 更 に 旗行列 

祭の 第二 日 を 飾 

た。 行列 は 木 市に 

とする 源平 時代 行 

十 町に 餘 リ、 數 百 人 

白眉と 謂 は れ、 市 民 

なかった。 特に 此 

り、 其 功績 を殘し  す 


ョ ィャサ 

ョ ィャサ 

別れ は 波止場 ョィャ 


ど り 

堂 及 東 

兒董生 

なした 

行列 は 

三 大事 

楠 公の 

る 古典 

懷 古の 

特記す 

を 以て 


ョィ ャサ 

遊園地 外人 

徒 は 舊關两 


神戶 むすめの 晴 衣裳 

今日 も 新造の 進水式 . . 

サ 粹が通 ふ は 新開地  . 

女 浪男浪 が 音頭と る 

劇場に て は、 海 軍々 樂 隊. 市 民管絃 1E の 

學院跡 及 市民運動 場に 於て 體操 大會 


o 


午後 零時 三十 分 市 

蹟を 取扱 ひ、 先づ 古 

聖駕 奉迎 行 列、 開 港 

味 横溢せ る 極彩色 

情と 報 木 反 始の觀 

ベ き は、 其 人物の 悉 

之 を 編成し、 先人の 


しむる を 目的と なせる こ と、 幷 に 祌戶市 在鄕軍 人. 神 


立 第二 高等 女學 校庭 を 出發し 

典 優雅なる 龍 頭 鶬首船 を 先頭 

前後の 行列の 相續 くこ と、 蜿 蜒 

の 絢爛 さ は、 實 にみ なとの 祭の 

念 と を. 想 起せし めすん ば已ま 

く神戶 市の 歴史に 深き 關係ぁ 

功 勞に對 して 報謝の 念 を 超 さ 

戶市 聯合 靑年團 員 及 外人 團. の 
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一 一 褒 賞 

被 表彰 者  政府の 爲 せる 褒賞 は 大正 十一 年 褒章 條 例の 改正に よ リて其 行賞 標準 も 改まり 

し が、 其 條 例に 關 する 內規 第三 條に 據れ ば、 寄 附 金額 百圓 未満 は 行賞の 取扱 を篇さ 

ざる ことと な リ、 百 圓 以上 一 萬圓 未満 は 褒狀を 賜 ひ、 一 萬圓 以上 は紺綬 褒章 を 賜 ひ、 

圑體の 場合 は 褒狀を 賜 ひ、 團 體 以外の 五萬圓 以上 十 萬 圓未滿 の 寄附 者に は 銀杯 を、 

十萬圓 以上の 寄附 者に は 金杯 を 併せ 賜 ふこと あるべし と 定められた。 而 して 從 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 

進みて 此 行列に 奉仕した る ことで ある。 

會 、各 區對 抗驛傳 競走 あ り、 大 倉 山及湊 川の 

リ、 市內 各所の 高層建築 物、 翠綠の 背 山 一 帶 

運轉ぁ り、 光 の 祌 戶、 花 の 神戶を 現出 し、 ま た 

せし むる あ り、 市 內各區 に は 地方 舞臺 設け 

二 日間の 人出 二百 萬と 稱 せられた る は、 み 

べきで ある。 かくて 第一 囘 

を 得て、 大 感激 裡に 終つ た の 


一 一 八 八 

尙ニ 日間に 亙る 行事と して ス ポ— ッ大 

兩 公園に 菊花 展覽會 の 開催 せらる ヽ あ 

に 電飾 を 施 し、 數 臺 の花電 車 • 花 自動車の 

港灣 關係團 體主體 となりて 港灣 を巡覽 

られて 趣向 を 凝らせる 諸種の 催 物 あり、 

なとの 祭の 絢爛 豪華 を 極めた る を 察す 

の 協力と 外人 團の 意義深き 協賛と 


みなとの 祭 は 市民 

であった。 


來 兵車 縣 統計に は、 褒 賞 理由 種別と して * 

穀物 品 を 寄附せ る 者の 四 種と し、 之 を 市 

掲げざる に 至 リ、 總 數の據 るべ きもの を 

戶 市民に して、 寄附に ょリ 政府に 表彰せ 

正 八 年に は 十三 人 あ り、 同 九 年に は 百 八 

三人 乃至 八十 三人 ありて、 十五 年間に 六 

かる 褒賞 は 其 數市內 に 於て 每 年少から 

十八 人を算 せる こと もあった。 

金銀 杯 下賜 尙 大正 八 年 乃至 同 十 年の 間に 舊 褒章 

者  < 

たる 者 は、 大正 八 年に 金杯 一組 二人、 同一 

, 年に は 金杯 一 組 四十 四 人、 同 一 箇ニ 十二 

, 年に は 金杯 一組. 同 一箇 各 二人、 銀杯 一組 

紛綬 藍綬綠 神戶 市に 於て 大正 八 年 以降 十五 年間 

絞 下賜 者 表 

せる 篤志 者 は 二百 二十 一 人、 金 額 二百 二 

市民に して 大正 八 年 以降 篤志 寄附に よ 
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人命 救 助 • 篤 行 者 • 公 鲞 事務に 勉勵 せし 者. 金 

郡 別に 揭 記せし も、 大 正 十 一 年 以降 は 之 を 

缺 くに 至った。 されば 今 こ、 に は 先づ神 

られ たる もの 、みに つきて 見る に、 其 數 大 

十八 人 あ り、 爾 後 昭和 八 年に 至る 間 毎年 十 

百 八十 五 人を算 した。 尙 知事の 専行に か 

ざる 數に 達し、 特に 昭和 七 年の 如き 三百 五 

條例 によりて 金杯 叉 は 銀杯 を 下賜せられ 

箇ー 人、 銀杯 一 組 四 人、 同 一 箇六人 あ り、 同 九 

人、 銀 杯 一 組 三十 九 人、 同 一 箇七 十四 人、 同 十 

三 人、 同 一 箇は 二十 人に： 達した。 

に 圖 書 • 機 械. 公 債 • 現 金 等 五百圓 以上 を 寄附 

十六. 萬 三千 圓に上 2 てゐ る。 而 して 神 戶 

りて 勅定 の紺綬 褒章 を 賜 ひ、 或は 鼙綬褒 章 • 

二八 九 


神 戶市史 第二 輯 本 編 各說 下  一 一九 〇 

綠綬 褒章 を 賜 ひ、 或 は 金杯 を 副 賜 せら れ、 或 は 飾 版 を 賜 ひし 者尠 から K 左 に 年次 を 

遂ひ之 を 表示して 記述に 代へ る。 


氏 


名 


田 村新吉 

澤田 淸兵衞 

勝 田 銀次郞 

四 木 萬 二 

鈴 木よ ね 

岡 崎籐吉 

小首 根 喜 一 郞 

瀧川辨 三 

鈴 木 岩次郞 

吳 錦 堂 

柴田享 一 

ぎ き f  ^ 


同 

同 

同 


章 


褒章 


被 表彰 日附 


大正 八 年 十月 一日 

同 十一月 十一 日 

同 九 年 四月 十六 日 

同 

同 十一月 二十 五日 

同 土 月 二士 一日 

同 

同 十 年 ffj 月 土日 

同 


寄附 年月 


大正 六 年 三月 

同 七 年 同 八 年 

同 七 年 

七 年 

八 年 

九 年 


同 

同 


同 

同 


八 年 

ナ年 


表 彰 


由 


恩賜 財 團濟生 會に金 一 萬圓 

同 

米價 騰貴 の 際救濟 の爲金 三千 圓、 愛媛 縣 三 

津濱町 築港 費 金 一 萬圓 

垂水村 窮民 救濟 資金 一 萬圓 

米價 騰貴の 際 金 一 萬圓 

佐賀 高等 學校 敷地 購入 費 金 十萬圓 

恩賜 財 M 濟生會 に 金 五萬阆 

同上 金 一 萬圓 

神戶 高等 商業 學校 建築 用材 金 ニ萬圓 

恩賜 財 團濟生 會に金 五萬圓 

神 戶獎學 資金と し て 公債 三 萬 圓淡路 津名郡 

鹽田村 小學校 基本 財產 として 公債 五千圓 

恩賜 財團 濟生會 へ 金 二 萬圓 


同 同大 
正 

八 九 八 

年 年年 


男爵 川 崎 武之助 

松 方 幸次郞 

生 島 五 郞兵衞 

男爵 川 崎 武之助 

渡 邊孝平 

森 木瑞明 

直 木 政 之 助 

川 西 淸兵衞 

吉川久 七 

日本 ■ 毛織 株式 會社 

岡 田 磯 八 

岸 木 信太郞 

正 田 房 次郞 

合 名 會社鈴 木 商店 

® 軌道 株式 會社 

內 田 汽船 株式 會社 


褒章 條例 に 

より 表彰 金 

杯 一 箇副賜 

紺綬 褒章 

同 

同 ノ 

同 ノ. 

同 

表彰 ， 

紺綬 褒章 

同 

褒章 條 例に 

よる 表彰 

同 

同 


大正 十 年 月 十一 日 

同 十月 士 一日 

同. 

同 

同 士 一月 二十 六日 

同 

同 土 年 一月 15 日 

同 六 月 二十 八日 

同 十一月 土 11 日 

同 

同士 一年 六月 九日 

同 十一 一一 年 十月 十四日 

同 

同 
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故 川 崎 芳太郞 鹿 兒島縣 立 工業 學 校へ 金 五萬圓 

神 戶市社 會救濟 及敎員 優待 費と して 公債 百萬圓 

六 甲 村 小學校 職員 優遇 基金 三千 圓、 神戶巿 

小 學校敎 員 巡査 慰安 費と して 公債 四十 萬圓 

恩賜 財團 濟生會 へ 金 一 萬圓 

同上 金 十六 萬圓 

同上 金 ー萬圓 雲 中小 學 校へ ビ 

ァ ノー臺 

恩賜 財團 濟生會 へ 金 三萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 三萬圓 

東京 市 水道 水源 維持 涵養の 爲鑛 業權同 設備 

費 等 寄附 

靖國 神社 鳥居 建設費 金 一 萬圓 

神 戸市 へ 聖德 太子 銅像 及 建築費 金 一 萬圓 

神戶 市立 圖書館 建設費 金 一 萬圓 

京都府 相 樂都木 津小學 校 建築 資金 三 萬圓 

日本 赤十字社 其 他へ 金 一 萬 ニ千圓 

明 石 公園 施設 費 金 十萬圓 

神戶 病院へ 金 十五 萬圓 

二 九 一 


同 九 年 

同 十 年 

同 九 年 

同 十 年 

同 九 年 

同 十 年 

同 十一 年 

同 九 年 

同 十 年 

同 十二 年 


神 戶市史 第二 辑 本 編 各說 下 


九 二 


兼 松 翁 記念 會 

株式 會社兼 松 商店 

川 崎 造船所 

神戶 銀行 集會所 

田 ネ 啓 ニー 

小 磯吉 人 

川 西 合資 會社 

福 原 貸 座敷 業 組合 

川崎總 本店 

小 曾 根 合資 會社 

神戶 海上 蓮 送 火災 

保險 株式 會社 

神戶 瓦斯 株式 會社 

株式 會社兼 松 商店 

乾 合 名會社 

神 戶 組合 銀行 

川 崎 造船所 


褒章 條 例に 

よる 表彰 

同 

同 、+ 

紺綬 褒章 

綠綬 褒章 

褒章 條例 に 

よる 表彰 

同 

同 


同 £ 年 十月 十 四日 

同 十四 年 十月 二十四日 

同 十 W 年 二月 九日 

同 一 月 十四日 

同 

同 


大正 十 年 

同 

同 十二 年 

同 十 年 

同 十 S 年 

大正 十二 年 

同 * 

同 


祌戶高 商 へ 記念館 其 他 

同 記念館 維持 獎學 資金と し て 公債 額面 三 十 

三萬圓 

兵 庫小學 校外 一 校 へ 兒童用 机 腰掛 其 他 

神戶 市立 圖書館 建設費 金 一 萬圓 

東京 帝 大工 學 部に 自動車 一 臺 (一 萬 一一 千圓) 

醫藥 改良、 醫藥及 工業製品 等に 盡瘁 多年、 

海外に 輸出、 實業 獎勵、 衆 民の 模範 

關東 大震災に 金 十萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 十五 萬圓 

同上 金 十萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 ニ萬圓 

同上 金 三萬圓 ， 

同上 金 五萬圓 

同上 金 五萬圓 


神戶 海運業 組合 

山 口 合名會 i 

澤 野定七 

mu. ネ 市 良 

子爵 九 鬼隆輝 

武岡豐 太 

山 下 龜三郞 

內田信 也 

河內 硏太郞 

鈴. 木よ ね 

松 方 幸次郞 

す 鼻 ま 

ヰ ネ^ T 芽 

男爵 川 崎 武之助 

勝 Si  f き 貞 

窜多管 太 負 

日本 毛織 株式 會社 


同 

紺 綾 褒章 

同 


同 

同 


一 箇 

三箇 

三箇 

一 箇 

ニ箇 

ニ箇 


同 

同 一月 主日 

同 土 月 土 〈日 


昭和 二 年 四月 十九 曰 同 七 S 同 十 年 


同 

同 M 年 一 月十<  日 


五月 大日 

五月 二十日 

五 月 二十 一一 百 

霞 十四日 


同 

同 五月 


同 七 S 同 十二 年 

同 八 年 

同 七 S 同士 一一 年 

同 十 乃至 同士  I 年 

同 士 一 年 

同 土 年 同 十四 年 

同  <  年 同 十四 年 

同  <  年 

大正 秦 


同上 金 一 萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 一 萬圓 

同上 金 一 萬圓 

三 原 都 北 阿萬 村 公會堂 に 土地 三 段 七 畝餘建 

物 一 楝 

帝 國學士 院學術 獎勵會 其 他に 四 萬圓、 神戶 

高 商 講堂 建築 材料 一 切 

須磨町 救 濟費其 他に 六 萬 二 千圓、 關東 震災 

に 毛布 五 百 枚 

佐賀 市救濟 資金 五萬圓 

大阪市 救濟 事業 資金 其 他に 合計 金 三萬圓 

神戶 市立 圖書館 建設費に 金 二 萬圓、 其 他に 

千 圓及布 圑五千 

糸 

關束 大震災に 金 一 萬圓 

英國 皇太子 御來 遊の 際 及 其 奉祝 品と して 各 

七寳燒 花瓶 一 對 (一 萬 二 千圓) 寄附 

神戶 高等 商業 講堂 建築 材料 同 建物 一 楝、 糸 

崎 小學校 建築費 金 一 萬圓 

大阪醫 科 大學基 末 金 五萬圓 

岐阜 高等 * 林學校 創設 費 金 一 萬圓 
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九 三 


神 戶市史 ： 

小 寺謙吉 

勝 田 銀. Iv' 良 

小 曾 根 喜 一 郞 

鈴 木 岩次郞 

內田信 也 

矢 田 镜 

小 寺 敬 一 

吉 田 吉 兵 衞 

染 谷 寛 治 

谷 江 長 

ダ野  穀 

太 田 道 

中 野 初太郞 

山 下 龜三郞 

北 地 鶴 松 


徧各說 下 


九 四 


昭和 一一 一年 六月 一一 百 

同 六月 大日 

同 

同 


七月 

六月 七日 

十月 一日 


同 十月 二十四日 

同 土 月 一日 

同 十一月 七日 

同 土 月 十七 日 

同 十一月 十七 日 

同 十一月 1ー 十 ーー一 日 

同 四 年 二月 土〈 日 

同 一一 一月 二十 一一 百 


大正 九 年 

昭和 1 一年 

同 

大正 十一 年 

大正 七 年 

同 士 一年 


同 十二 年 

昭和 一 11 年 


明治神宮 奉贊會 へ 金 一 萬圓 

日本 赤十字社 兵 庫 支部 へ 金 ー萬圓 

同 

同上 金 三萬圓 

同上 金 一 萬圓 

資性 溫厚、 公益事業に 志し 名古屋 市に 獨カ 

圖 書：^ を 創立、. 社會 事業に 盡カ 

大阪市 公 會堂用 敷地 七 段 一 畝 建物 八 棟 

大阪府 三 島 都 新田 村敎育 資金 一 萬圓 

關来 震災に 金 一 萬圓 

夙 に 毛錄 工業 に盡し 至難なる トツ プ製^ に 成功 モス リン 

工業 基礎み. 築き 効績尠 から や 衆 民の 港、 範 たり 

資性 溫ぼ 明治 二十 九 年 神戶. 孤， 兒院 理事と な 

り 拮据 經營 三十 餘年 成鑌 著明 

故 太 田 恭三郞 の 海外 發展 比島に 移民 を 送り 

失業 防止の 事業に 盡す 

夙に 安東 縣に 於て^: 易 海運業に 從ひ 金融 言 

論機關 を充實 し、 滿 洲開發 に貢獻 

關束 震災 善後 會 に 金 五萬圓 

大阪府 南 河 內郡赤 阪小學 校 敷地 買 收費金 一 

萬圓 


紺綬 褒章 

同 a 

钳綏飾 版 

一  箇 

同 

藍綬褒章 

紺綬 褒章 

同 

同 

綠綬 褒章 

藍綬褒章 

褒章 條 例に 

よ" 銀杯 追 賞 

綠綬 褒章 

紺 緩 飾 版 

1  箇 

紺綬 褒章 


同 一 紺 同 表 


復並充 造 

田 村市郞 

小 磯い し 

瀧川英 一 

山 下 龜三郞 

染 谷 寬 治 

勢 新 平 

松 方 幸次郞 

川 西 淸兵衞 

田. 村新吉 

辻 田い し 

神戶 橋修 會 

樫 田 豊 

谷 江 長 

小 曾 根 負 松 

共同 漁業 株式 會社 
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同. ff! 月 十 M 日 

同 四 年 N 月 二十四日 

同 M 月 一一 土日 

同 

同 六月 十 力 日 

同 A 月 八日 

同 土 月 十八 日 

同 六 年 二月 七日 

同 七月 六日 

同 凡 月 八日 

同 

同 

同 ， . - , 

同 土 月 七日 


大正 主 年 

昭和 一一 一 年 

同 

同 四 年 

同 五 年 

大正 士 一年 

昭和 m 年 


同 

同 


六 年 

四 年 

六 年 

五 年 


夙に 木 棉調帶 の 製作 を 完成し ゴ ム生絲 絹織物 貧 易に 盡カ 

し實 業に 精 勵し衆 民の 模範たり 

夙に 水產 業に 盡し トロ  f ル業を 創始し 北海 漁業 を 開發し 

蟹工船 業な 興し 阈產 振興に 貢 H し 衆 民の 模範たり 

故 小 磯吉 人 京都府 久世都 明 親 小學校 獎勵資 

金と して 公債 一 萬千圓 

故 瀧 川 辨三關 東大 震災に 金 一 萬圓 寄附 

愛媛 縣吉 田中學 校に 金 一 萬圓 

京都市 大禮 奉祝 事業 資金 一 萬圓 

津名郡 鹽田村 基 木 財產金 一 萬圓 

小倉巿 道路 新設 費 金 一 萬圓 

神 戶 高 商 建築費 金 一 萬圓 - 

神 戶巿音 樂堂新 營費金 一 萬圓 

神戶巿 窮民 救 濟費金 一 萬圓 
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